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１　それは…おそらく、多分、聖剣だった












　──ええ──なんでよりによって、と思いましたよ。その時は。

　なんでよりによってあのお方なのだ、と。






　もし──青天の霹靂のようなこの出来事を、目撃されてしまったのが同僚などだったのならば、頑張って金銭で買収してみようかな、とか、色仕掛けとか。まだやりようがあったはずなんです。……貯金はありませんし、色気もあるんだかないんだかよく分かりませんけどね。平らな胸が好きだっていうお方もいるかもしれないじゃないですか。案外この体型はいいんですよ。人体の伸び代を大いに感じさせる希望のある体型で──。






　──ああ。すみません唐突な脱線で。ひとまず今回の話に我が希望的体型の件は関係ありませんでした。






　それで、なんで私がこんなにぼやいているかというとですね……。














　──我等がクライノート王国の王宮の奥、聖殿の庭には大きな大きな大木があります。






　豊かな葉を茂らせた大木の太い幹は、大人五、六人が手を取り合ってやっと囲めるほどの太さがあり、その丁度人が手を持ち上げて届く高さに……不思議な形の枝が突き出ています。






　他の枝々は遥か頭上、最早もはや人には手の届きようもない場所にのびのびと枝先を伸ばしているというのに──。






　その枝だけは、ポツンとそこに存在しているのです。






　握るのに丁度良さそうなその枝は、深い褐色で、よくよく見ると──先端には美しい植物の細かい細工が細部にまで施されています。






　そこまで見れば、それがただの枝ではなく、剣の、握りの部分であることが分かります。






　木の中に吞みこまれるように深々と突き刺さった剣。その様子からは、かなりの永い年月そこに存在していることが窺い知れます。






　その先端──柄頭には、大地の創造神として信仰を集める女神の紋様が刻まれていて。






　昔から人々はこの大木の剣を〝聖剣〟と呼び、大木は〝女神の大樹〟と呼ばれていました。














〝聖剣〟は、その昔、千年と少し前に、女神が後の世の為にこの国に授けたと言われています。






〝聖剣〟を抜いた者は女神の選んだ勇者として、魔王から王国を守るだろうという伝承が、女神の言葉として伝えられているのです。






　王国の子供たちは皆、それを寝物語として聞き育ちます。






　男の子たちはいつかそれを抜いて自分が勇者になるのだと。女の子たちはそれを抜く勇敢な青年はどんな素敵な人だろうかと噂し合っていました。






　でも、本当は、それが真に剣なのか、柄の先に刃の部分があるのかということすら、誰も知りませんでした。






　なんせ──魔王が存在するような時代はとうに過ぎ去り、世の移り変わりと共に、その対とも言えるような勇者という存在もまた、必要のないものと化してしまったからです。

　平和であると言われればそうです。

　でも、それゆえに、今の今まで、誰もその女神の聖剣を抜いたことがなくて────……。










　────で、と……。






　エリノアは平らな表情で己の手の内にある固い感触の物体を、見た。






　長い──、一本の、剣。






　……恐らく、多分、聖剣。






「……………………」






　視線を上げると、目の前の大木には薄い隙間が綺麗に空いている。

　エリノアは思わず言葉を失って。その穴の奥を覗きこむ。

　なんだかとても、めまいがした。

















２　エリノア、清々しいキャンセルチャンス












　それは……素人目に見ても素晴らしい代物だった。

　今まで見えていた握り柄の先には美しい鍔つばがあり、その先に立派な剣身が──。






「……………………」






　無言の娘。エリノア・トワイン、十九歳。心の中で様々な独り言を猛烈につぶやいてしまうお年頃。






　呆然とした瞳は緑色。後ろで一つ結びにされた黒髪は緩やかに波打っている。特徴的なのは形よくまるい曲線を描くおでこ。そして──身にまとうのは、王宮侍女の制服だった。

　そう、彼女は王宮の侍女の一人だった。

　普段は王族の身の回りの世話をする上級侍女──に言いつけられる雑用業務などが、エリノアの仕事である。

　数刻前、仕事でミスをして、上役である侍女頭に罰として聖殿周辺の森の掃除を一人でするようにと言いつかった。聖殿周りは普段は王宮の外れのほうにあることもあり、人気があまりない場所だった。

　そんな場所で一人、せっせと木の葉の片付けや雑草抜きに勤しんでいた途中──エリノアは大木の聖剣を見て、ふと「あれ、錆びたりしないのかな……」と疑問に思った。

　柄の部分しか出ていないのだから、王宮の者たちが手入れしようと思っても限界がある。

　とはいえ、王宮内とは言っても、大木があるのは屋外である。当然雨ざらしの野ざらしで。

　錆びたりしたら木にも悪いんじゃないだろうかと思い──何気なくその握りに手を伸ばし────。






　たら、こうなった。














「……………………うーん……」






　エリノアは剣を手に重くうなる。

　まさか──抜けるとは思っていなかった。

　毎年、大地の豊穣を願う春の女神祭では、国内外から集まった武人たちが剣を抜こうと挑むのが恒例で。エリノアも王宮の下っ端侍女として、祭の手伝いに借り出されたことが幾度となくあった。

　国の王子達、将軍、騎士団員、公爵家自慢の家臣たち……などなど。

　屈強な幾人もの男たちがそれに挑んでは──破れるのを何度も、何年も見てきた。






　だからそれがまさか──






　己に抜けようとは。露ほども思いはしない。普通思うわけがなかった。






　エリノアはなんともいえない微妙な表情で呆然とした。これは──もしや夢なのか。






「は!?　やっぱり夢かも……」






　己に女神の勇者になりたいなどという願望はない。

　が──もしかして、日々の下っ端生活の鬱憤が堪り、深層心理の奥底とかで、屈強で高圧的な武人や高慢な貴族たちを華々しく蹴散らして、その聖剣と栄光とを手にしてやりたい……とかいう欲求が高まって──。






「…………ないな」






　そこまで考えて、エリノアはいやいやいやと首を振る。

　鬱憤はある。大いにある。先程も、賓客の前で滑って転んで思い切り侍女頭に怒られて。腹いせに侍女頭が転んで溝にはまる様子を妄想してしまう程度には、うっぷんは溜まっていた。けれども、まあそれは勤め人としてはありがちなことである。妄想だけだ、許される、とエリノアは開き直る。

　それはさておき。

　エリノアには、自分が〝女神の勇者〟になるという夢を見てしまう程の願望など絶対にないという確信があった。

　エリノアが目指してきたのは〝勇者〟などという高尚なものではない。──上級侍女、それに尽きる。

　給金の増額。安定的な職。出世を目指して今日まで励んできた。

　現在、事情もあって、彼女の家はエリノアが一家の大黒柱を務めている。まあ、一家、といっても、最早そこには弟が一人いるだけとなってしまっているのだが……。

　とにかく、エリノアは家族の為にも──〝女神の勇者〟になんて、なっていられないのだった。






「うーん……」






　しかし、夢でないならばどうして、とエリノアは眉間のしわを深める。

　聖剣は、今なお──彼女の両手の上に乗っている。

　ホウキとか、ハタキとかでもない……正真正銘、剣である。






「………………」






　エリノアはひとまず目を擦ってみた。それから二度見して、三度見して、四度見しても、聖剣が消えることはなかった。






「うーん……なにゆえ……」






　戸惑いは尽きない。

　しかもそれは別段苦労して抜いたわけでもなかった。彼女が手を添えるといたって抵抗なく──音もなく大木の幹から抜けてしまったのだ。

　剣を抜いた瞬間──遠くから時計塔の鐘の音が聞こえた。それだけは何故かはっきりと覚えている。

　王宮の外、城下町の広場のほうにある立派な時計塔の音。

　カラー……ン、カラーン……という鈍い金属音を耳にしながら──あっという間に空を舞い、ひるがえって抜け落ちたその聖剣を──エリノアはただただ、無言で見つめるしかなかった。






「……………」






　──そうしてどれくらいの時間が経っただろうか。

　しばしの間、黙っていたあと……エリノアはそうかよし、と剣から顔を上げ、頷いた。






　そうかよし、うんうん──よし……。






　……戻そう！　……と。






　……その瞳は清々しいまでの決意に満ちていた……。

















３　侍女は冒険したくない。












　よしよし、女神様の剣が見られるなんて今年はいいことありそうだー……とかなんとか言いながら。エリノアは手にした剣を大樹の隙間に差し戻しはじめた。

　だが、そこで娘はハッと手を止めて、後ろを振り返る。

　背後には王宮内部への入り口があって、右のほうには聖殿がある。だが……幸いなことに今は誰の姿も見えなかった。

　エリノアはほっとした。

　こんな所を誰かに見られていたら大事だ。

　十一歳の時にこの王宮で働きはじめ、見習いを経て侍女となり、やっと今週の頭に王族の身の回りの世話ができる上級侍女の試験に合格したばかりだった。

　上級侍女になれば給金もとても増えるし、生活も楽になる。

　下っ端侍女では給金もたかが知れていて、今までは親が残してくれた貯金を切り崩しながら、弟と二人細々と生きてきた。

　やっと、やっとだ、とエリノア。

　ここに至るまでは本当に地道な努力と苦労の連続で。もともとそんなに器用なほうでもなかったエリノアだが、一心に、王宮の働き手としての技能を磨いてきたのだった。






　……しかし……そのことに一心だったものだから──もちろんエリノアは剣なんて扱えやしない。

　毎日くたくたになるまで働いてはいたし、ゴミ拾いは異様に早いと評判だったが……身体を鍛えたことはまったくない。






　エリノアは思った。なんで抜けたんだ聖剣よ……。

　そして何故今まで抜けなかった、筋骨隆々の挑戦者たちよ……。

　エリノアは両者がなんだか可哀想に思えてきた。きっと筋骨隆々の挑戦者たちは、「来年こそ俺が！」とか言いながら、聖剣を抜くために涙ぐましい努力をしているかもしれないのに。






　もしかして、とエリノア。

　春の祭以外では挑戦者もいるわけないと高を括った聖剣を守る木の精霊とかが、ぼんやり居眠りでもしていたのだろうか。エリノアはやや迷惑そうに大木を見上げる。






「……千年耐えたならもうちょっと踏ん張りなさいよ……あなただって迷惑よねぇ……」






　可哀想にとエリノアは聖剣に視線を戻す。

　当然返答をするわけもないその剣は、静かに太陽の光を弾き銀色に輝いている。見た目と長さとは裏腹に、それは意外なほどに軽くて。

　この程度の重さで、どうして今の今までこれが抜けなかったのか不思議で仕方がなかった。が、ひとまず彼女は聖剣がいかに軽かろうが、哀れだろうが、女神に認められた勇者などというものになるつもりも、魔王を倒しにどこだかに行く気もなかった。

　だいたい魔王なんていつの時代の話なのよとエリノア。

　千年も昔の国の建国期以前には、そんな物騒な存在もいたらしい。けれどもその時代、現在の王族の祖が魔王を倒して以降、世界ではその存在は既に伝説と化していた。

　そうして世界から魔王が消えると、それと共にそれまで巷にはびこっていたという魔物たちも姿を消した。

　長い時の中で、時折魔王を名乗るような輩や、魔物を見たという者も現れはしたのだが……そのどれもがまがい物であったり、真偽も定かでないようなゴースト騒ぎと同レベルで終わる程度の話だった。

　要するに──勇者と魔王の対立の時代はもうとっくに終わったのだ。






　けれども肝心なのは、春の女神の聖剣の伝説は、今でも王家や貴族、そして武人たちの間では大きな意味を持ち続けているということだ。

　もはや人々は魔王の脅威に脅かされてはいなかったが、千年という時の中、過去の様々な英雄たちの誰にもそれが引き抜けなかったとあって、聖剣の威光はその輝きを失わなかった。抜けなかった者たちが素晴らしければ素晴らしいだけ、『あのお方でも女神はお認めにならないのか、ならばいったいどんな傑物が……』と、民たちの期待がどんどん高まっていった形だ。

　現在でも──クライノート王国では毎年春の女神祭の折に大樹の前で催しが行なわれ、誰でも聖剣に挑む権利を与えられる。

　その折には大勢の腕自慢たちが王宮に集まり、聖剣に挑む。そして皆その栄誉を手にしたいと願っているのだ。






　──だというのに。

　エリノアは眉をしかめる。

　女神から賜った唯一の聖剣を、国の王でもなく、将軍でもなく、騎士でもなく、大魔法使いでもなく……

　王宮のちんちくりんな侍女が抜いたなんてことが彼らに知れてしまったら……。

　大変な騒ぎになるのは目に見えていた。民の期待をがっつり裏切ることこの上ない。

　ここでエリノアが何も考えず喜び勇んで名乗り出ても、恐らくほとんどの民は祝福しないに違いなかった。いや間違いなく疑われる。

　もちろん手元には、この、歴然とした証拠となる聖剣があるわけだが……。

　群集に囲まれて、どこから盗んできたのだと詰めよられるのがいいとこだ。髪の毛むしられるかもしれない。それは、さすがに怖かった。

　その図を想像したエリノアは、眉間に縦じわを作って身震いした。






　そして、ふっと変な笑みを浮かべ、したり顔で頷く。






「……ふ、ふふふ」






　そうだ。きっと何かの間違いに違いない。千年という年月が経つうちに、勇者にしか抜けないという女神様のお力もちょっとずつ弱ってしまったのかもしれない。いや多分そうだ。

　やっぱり気づかれないうちにそっ……と、戻しておこう。

　そうだそれがいい、それが平和だ……






　そんなことをぶつぶつ言いながら、エリノアは剣を握り直し、改めて木の隙間の中にそれを差し戻しはじめた。

　縦細い穴の中の木肌に、何度か聖剣をカツカツとぶつけながらも……ようやく剣身が半分ほど隠れる。

　その感触を感じながらエリノアは女神に祈った。






　──女神様、聖剣、欠けていませんように──、と……そう思った時。






　ふと、気配を感じたエリノアはハッと視線を横に走らせる。

　すると……

　エリノアの斜め前方向に……

　……男が、一人立っていた。






　その姿に一瞬エリノアはぽかんとする。もちろん──聖剣を握り締めたまま。

　大木の隣に位置する聖殿から出て来て、今まさに下へ降りる階段に足をかけた……と、いう瞬間を切り取られたかのような姿で固まった青年が、瞬きも忘れたようにこちらを凝視していた。

　エリノアから彼までは距離にして十数メートルほど。そこには階段があって、さらに奥へ上がって行けば女神を祭った聖殿の中へ入ることができる。

　その──大理石の聖殿を背景に、青年はこちらを向いて立っていた。

　少し陽の光に焼けた金の髪。まるく見開かれた瞳は灰褐色。その面差しは静かで、知性と勇ましさの両方が感じられる。分厚過ぎない程度に鍛えられた肉体は、黒衣で包まれていて、それが彼の金の髪をよく引き立てていた。






　エリノアは──……

　その姿をとてもよく知っていた。とてもとても一方的に。






「「…………………………」」






　エリノアと男の間にしんとした沈黙が落ちる。

　お互い視線をそらすこともできず、身動きもとれず……ただ、ただ、そよそよと静かな風が吹く中で、互いにじっと、見つめあっていた。
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４　ブレア。よりによっての第二王子。












　人間というものは、ある程度身なりや顔つきにその人格が表れるものだ。

　だからこそ、その彼を見た時、エリノアは思った。






　──やばい。やばすぎる。






　青年の瞳は今でこそまるく見開かれているが、平常時、その瞳がいかに冷徹で鋭いかをエリノアもよく知っていた。頬をいやな汗がつたっていく。

　場には重苦しい空気が張りつめていた。






　……が……。

　ひとまずエリノアは無言のまま青年から目を逸らし、するすると剣を木の幹に戻しはじめた。

　何故か口から場違いな口笛が出て。エリノアは視線と音色を白々しく泳がせながら、しみじみと思った。

　──ああ……こういう時……人間狼狽えてわざとらしいことを、しなきゃいいのにわざわざしてしまうものなんだな……と。

　エリノアは、ふっと、些か達観したような思いに駆られる。

　そうして……わざとらしい口笛を吹く女と、呆然と立ち尽くす男の前で──聖剣は元のようにそこに収められた……。

　聖剣は、一見何ごともなかったかのように女神の大樹の中に戻り……エリノアは、ふーやれやれと腕で額の冷や汗を拭った。そして、さーて、とさりげない様子で傍に立てかけておいたホウキを握った。空気は未だ非常に重い。しかし、エリノアはその空気を無視し、流れるような滑らかな足さばきでその場を立ち去ろうとした──が。






　もちろんそれが通用するはずもなかった。

　エリノアが動いたことで相手の男もやっと我に返ったらしい。男は身体の硬直から解放されると、慌ててエリノアに向かって駆けてくる。






「……おま、お前っ!?」

「ぎゃー!?　!?　!?」






　男の剣幕にエリノアは思わず叫ぶ。

　仕方なかった。

　男は下っ端侍女エリノアですら、よくよく顔を知る相手──この国の、第二王子ブレアだったのだ……。






「ひぃっ」






　よりによって王子かよ！　という、どこへともないツッコミがエリノアの胸中でびしっと決まる。

　しかしエリノアの往生際の悪さもかなりのしぶとさだった。

　エリノアが尚も、強引なスルースキルを発動させて逃げようとするも──その足掻きをブレアは許さなかった。

　二の腕を強くつかまれて、エリノアは短く声を上げる。

　引き戻されて泡を食って見上げると──そこにブレアの顔があった。

　普段は下っ端侍女になど歯牙にも掛けないような貴人に捕らえられたエリノアは引きつって身を縮める。






　──第二王子ブレア。

　彼は国王や王太子からも信頼が厚く、王家の中でも特に信奉者の多い人物で。

　その外見は王子様、というよりはどちらかというと、武人というイメージが強い。エリノアもよく宮中で彼が剣の鍛錬をしているのを見かける。そのストイックさと確かな剣の腕前から、武人たちはその才覚を褒め称え、若い娘たちは皆、彼の金の髪に彩られる精悍な眉目を称えていた。






　……そんな彼が、今、その端整な顔を歪め、明らかに動揺した様子でエリノアの顔を見ている。






「お、お前、今、聖剣を……」






　冷静沈着と言われるその第二王子が慌てているのを初めて見たエリノアは、一瞬怯えが薄れ、ぽかんとする。が、「聖剣」と言われハッとした。






「うわっ！　抜いてません！　抜けてません！　抜けようはずもございません!!」

「馬鹿を言うな！　私ははっきりとこの目で見たぞ!!」






　エリノアの腕をつかむ力が強くなって。エリノアは慌ててつかまれたままの腕を頑張って王子の前に掲げて見せた。






「殿下、我が白魚が如き細腕をご覧ください！　ほら、ほらほら！　聖剣なんか。どう見ても抜けるはずがございません！」

「…………」






　ブレアは黙りこんだ。白魚とは、女性の細指を表す言葉ではなかったか。だが、まあそれが白魚か如きかどうかはおいておくとして。確かにその手首はか細くて華奢だ。つかんだ二の腕にもほとんど筋肉など感じられなかった。

　彼もまた、幾度となくその聖剣を抜かんと挑んできた一人である。

　その大木に吞みこまれるようにして幹に突き刺さっていた聖剣が、いかに重く、いくら力をこめようともピクリとも動かなかったことを彼も当然知っていた。

　それが決して腕力だけで抜けるのではないことは彼もよく知っていたが、まさか、こんな華奢な娘に抜けるはずがないと思った。






「……いいだろう」と、ブレアは疑い深そうな表情のままエリノアを見る。






　その言葉に一瞬ほっとしかけたエリノアだったが──ブレアは鷹のような瞳で彼女を刺し、言った。






「もう一度引いてみれば分かること。おい娘、もう一度やってみろ」

「え!?」






　さぁやれ、と顎で促されて。エリノアはあからさまに狼狽える。

　しかし、王宮侍女であるエリノアに、王族の命令を拒絶することなど不可能だった。やれと言われればやるしかない。






（……ど、どうしよう……）






　内心で焦るエリノア。

　さっきのは、きっと何かの間違いだ。いかに聖剣を守る精霊（が、いるというエリノア説）が居眠りをしていたとしても、これだけ大木の前で騒がれれば今頃はさすがに目を覚ましているに違いない。

　そうだきっと、聖剣は動かない……はずだ……！　でも──

　もし抜けてしまったら──

　と、そこまで考えてエリノアは心の中で首を振る。






（いやいや……ないない。な、い……だろう、けど……）






　そう思ってから、そうだわ、とエリノアは閃いた。

　簡単なことだ。もし万が一抜けそうな気配がしても、抜くフリをすればいいのだ。

　そうしたら、王子様ほらやっぱり見間違いですよ、え？　聖剣が抜けたようにお見えになった？　そんなまさか。御職務が立てこんでおられてお疲れなんですねぇお仕事ご苦労様です、今すぐお茶でもご用意しますね、わたくしめ、この間上級侍女の試験に合格したんですよー……とかなんとか言って切り抜けよう。

　エリノアはそう決意した。

　己の立場的にはなんとなく不忠な気もしたが、エリノアは家族の家計を支える身だ。ここで、はい了解、はい聖剣抜けました！　などと諸手を挙げて言うわけには──いかなかった。

　それに、だってねぇ、と、エリノアは内心で独り言つ。自分はどこからどう見ても聖剣にはそぐわない。

　すると、そんなエリノアの無言の百面相を見ていたブレアが怪訝そうに急かす。






「どうした。早くやって見せろ。……なんなんだその顔は……」

「は、はぁ……申し訳ありません、わたくしめ表情筋だけは人様より多目に備わっているようで……、で、では……」






　エリノアは仕方なしにホウキを傍に置き、もう一度大木の樹肌から突き出ている剣の柄に手を添える……。

















５　勇者と脇腹












　握った瞬間、その感触に、エリノアは心臓がすっと冷えたような気がした……。






　聖剣は、確実に動きそうな気配がある。

　エリノアの喉がごくりと鳴った。

　柄の上で手を握り直すと……その微々たる振動にあわせて剣がわずかに動く。

　エリノアは──ブレアを見た。

　王子は厳しい視線のまま、エリノアの動向を窺っていた。その鷹のような瞳には隙がない。






（さすが冷徹王子ブレア様……、……だがしかし、私は家庭を背負う身……愛する弟のためにも負ける訳にはいかない。ここまで来たら、やりきるしか道はない！）






　エリノアはその活路に賭けて、思い切り、その聖剣を引き抜く──フリをした。






「ふんっ！　ふんっ！　で、殿下！　やっぱり無理です！　わたくしめ、やっぱりか弱い白魚がごとき腕力しかございませんゆえー！」

「…………」






　エリノアが聖剣をつかみ、腰を曲げて思い切り引っ張っているフリをして見せると……ブレアは腕を組み眉間にしわをよせたまま、無言でその様子を観察していた。






　が──。






「…………」






　何かを感じ取ったのか……不意にブレアがすっとエリノアに向けて腕を伸ばした。

　聖剣を渾身の力で引っ張るフリを続けて、瞳を固く閉じていたエリノアはそれに気がつかない。

　ブレアは淡々と、迷うことなく、そんな娘のメイド服の脇腹を────。






　くすぐった。






　途端──ひぃ!?　ああああっっっ!?　と……裏返った悲鳴が上がる。






「っっっ!?　あっ!?　っ、ぉあああ!?」






　突然のくすぐり攻撃に驚いたエリノアは身をよじり、仰けぞっ──た時には──既に遅し。

　エリノアの豪快な仰けぞりと同時に、聖剣は、スポー……ンッ！　……と、景気良く大木から抜けてしまった……。

　聖剣はエリノアの手を離れ、一瞬だけ陽を浴びてキラリと輝き──……傍の地面に落ちて行く。

　それを見たエリノアは驚愕して叫ぶ。






「ひぃぃいいっ!?　王子っ、卑怯なり!?　乙女の脇腹を狙うとはっ！」






　ことに王子と決闘するような気持ちで挑んだエリノアは、悔しがりながら──体勢を崩す。子供時代以来久々に受けたくすぐり攻撃に、過剰反応しすぎた娘は、そうして肩から地面に落下して行った。






　──が。

　その身体が地にぶつかる寸前──くんっと大きく引っ張られ、彼女の身体はエリノアの意思とは関係なく大きく翻った。

　あっとエリノアは息を吞み──瞬いた次の瞬間、目の前には……。何やら黒い布地が……。






　状況を飲みこめぬまま、瞼をぱちぱちさせていると、傍から呆然とした声が上がる。






「…………聖剣が……抜けた、本当に……」

「うっ!?」






　思わず握りしめられたカエルのような声が出る。──間近に聞こえた声は、確かにブレアのものだった。

　と、いうことは……と、エリノアは震え上がる。






（この……我が鼻先とおでこにくっ付いている黒い衣服の主は……もしかしなくても……）






　いや、おでこどころか身体だって密着している。

　おまけに気がつくと、己の後頭部と背中には何かを乗せられているような感触がある。そのほんのりとした温かさに、それが恐らく王子の手のひらなのだろうと察したエリノアは──青ざめた。






（ひぃいいいい!?）






　普段は上役に『王族の方々の影も踏まぬようにしなさい！』と……厳しく仕こまれているエリノアは思った。影どころか……と。

　奇声をあげながら倒れこんできた娘を引っ張り上げて、受け止めてくれたらしい第二王子を────自分は今、踏んでいる。






「…………」






　エリノアは、己の血の気が引く音を聞いたような気がした……。






　しかし、エリノアが震え上がっているのとは裏腹に、彼女をすんでのところで受け止めたブレアは、それどころではなかったらしい。

　彼はエリノアの後頭部に手を添えて彼女を抱えこんだまま、傍に放り出された聖剣を呆然と見つめていた。たった今目撃した事実が信じられなくて、我が目を疑い──エリノアの『卑怯』発言などなど……に不敬を問うている余裕はなかった。






　──が。

　さすがに腕の中で娘がガタガタしはじめると、ブレアもそれを放っておくことができなくなった。

　聖剣から視線を外したブレアが、腕の中にいるエリノアを見ると、エリノアはぎゅっと目を瞑り、両の手を擦り合わせて何かぶつぶつつぶやいている。






「殿下を踏んでしまった、殿下を踏んでしまった、ああどうしよう、殿下、殿下大丈夫ですか殿下!?」

「……」






　どうやら怖くて目が開けられないらしい。

　その青いさめざめとした泣きべそ顔に、ブレアはほんの一瞬思わず聖剣の存在を忘れる。……呆れて。

　ブレアは無言のままエリノアの後頭部から手を離すと、その手をスッと彼女の固く閉じられた瞳の、上、おでこの前に持っていく。

　と──。






　べしっといい音がした。






「ぃたっ!?」






　唐突な痛みに驚いたエリノアがブレアの上で飛び跳ねる。が、ブレアはその振動にも眉一つ動かさなかった。普段から鍛練に打ちこんでいる彼には、さして痛いという程のことでもなかった。

　して、でこぴんされたほうのエリノアはというと。

　娘は何が起こったのか分からずに……弾かれたおでこを押さえ、大きく目を見開いている。






「っ!?　っ!?　女神の天罰!?」

「……どけ」

「っ!?　ひっ!!　も、申し訳ありませんっ!!」






　ジロリと睨まれたエリノアは、ブレアの膝の上から降りると、その場に平伏しようとした。

　が、ブレアはエリノアを身体の上から退かしたものの、娘が自分の傍から離れるのを許さなかった。

　王子の膝の上から退いたと思ったら、今度は手首を引かれてエリノアがぽかんと口を開ける。






「え……」






　謝罪……と、口を開けたまま、エリノアはブレアの顔を見る。

　すると、金の睫毛に縁取られた灰褐色の瞳の主は、またもやそんなエリノアをじっと食い入るように見つめていた。

　その心の奥の奥まで見透かされそうな視線に、さすがのエリノアも口を噤む。

　熱心な視線に思わず身を引こうとしたが、ブレアの手はエリノアの手首をしっかりと握り締めている。

　大きな手に捕らえられた己の手首を見ると、心臓がもぞもぞした。じりじりとした羞恥心にエリノアは戸惑う。






「あ、あの、で、殿……」

「……勇者、お前、名は？」






　ぶほぉあっ!!　と……咳とも声とも言えない滑稽な音が盛大にエリノアの口から吐き出される。

　ブレアが眉をしかめた。






「……汚いな……」

「ぅ!?　ゆっ!?　ゆ、ゆうしゃっ!?」






　王子に勇者、と呼ばれたエリノアが目を剥いて驚愕している。

　そんな娘をブレアは冷静な顔で見返した。






「何を驚く。聖剣を抜いたのだ。お前は女神に認められた勇者ということになる」

「…………めっ……!?　め!?　めぇっ!?」

















６　下っ端の覇気












　目を点にして真っ青になっている娘を放し、ブレアが立ち上がる。






「私は、今見た事実を国王陛下に報告しなければならない。勇者よ、名を名乗れ。共に来──」






　ブレアはそう言って、腰を抜かしたようにへたりこんだままのエリノアの腕を引き上げようとした。

　と、その言葉に、エリノアが、かっと目を見開いて覚醒する。






「無理!!」

「……」






　激しくキッパリした拒絶に、思わず黙するブレア。に、エリノアはハッとして。しまったと思ったのか、まるいうろたえた瞳でブレアを見ながら、顔面からは汗をだらだらと滴り落としている。






「は！　いえ、申し訳ありません殿下、でも、その……無理でございます!!」






　思わずの反論だったらしく本人も慌てているが。それでも引き下がりはしなかった。

　ブレアを見上げる娘の涙は未だ乾ききってはいなかった。けれども。

　彼の前で地面に膝をついた娘は、動揺を振り払い、何かを決心したような顔をした。

　その表情には覇気があった。緑色の瞳が強い輝きを滲ませて、ブレアはその中に見え隠れする意志の強さに目を瞠る。

　ブレアは、武人だ。訓練では己の限界を目指し、戦場では人と己の生死を分つ剣を佩き、部下の命を預かる。人間の極限の時を知る彼は、真に真剣な者の顔は分かった。思いがけず見た、華奢な侍女の気概には、何か……心を動かされるものがあった。






　しかし、とブレアは低く問う。






「…………何故だ、建国以来の栄誉だぞ。何故拒む」






　ブレアたち王国内外の多くの戦士たちが、喉から手が出るほどに欲したその誉れ。

　建国時の国王は、女神の勇者となった者には高い地位を約束していて、今までその約束が成ったことはなかったが……おそらくそれは現代でも有効だろう。もし勇者が、なんらかの手柄を立てれば、将軍職ですら叶わぬ夢ではない。

　何故ならば、〝女神の勇者〟という名は伊達ではない。

　この大陸では、クライノート王国だけに留まらず、女神信仰は広く浸透している。

　それは女神の威光がこの国だけに留まらないことを示していて、その加護を持った唯一の戦士ともなれば、その処遇とて破格のものとなるはずだった。

　聖剣を得たものは、女神の加護と民心とを一手に集めることが予想され、ゆえに──もし──王子の内の誰かがその聖剣を抜いたとしたら、次の王座は確実だとさえ言われていた。

　ブレア自身は、早くに実兄である王太子の支持を表明していて、あまり王座には興味がなかったが……それは王子という立場にある以上無視できない事柄だった。

　もし、王太子以外の王位継承権を持つ誰かが聖剣、もしくはそれを抜いた〝女神の勇者〟を手中にすれば、王太子の立場が危ぶまれ、王宮内は確実に厄介な状況と化すに違いない。






　ブレアとしては──こうなった以上、幾ら目の前の娘がおよそ勇者らしからぬとしても。腕が白魚だろうが表情筋しかまともに備わっていなかろうが──聖剣を抜いた者として、この娘を保護しておかないわけにはいかなかった。






　けれども……ブレアの目の前にしゃがんだ娘は、その千年の誉れを手にしたとは思えない表情で──勝気な瞳に涙を滲ませ首を振る。






「──殿下、わたくしめには無理でございます」

「……無理？」

「ご覧になればお分かりでしょう？　わたくしめは単なる王宮侍女で……女神の勇者などという大任を拝するような者ではありません」

「……それは女神が決めること。お前が判断することではない」






　ばっさりと切り捨てられたエリノアは、グッと怯む。なんでよりによってこの王子に目撃されてしまったのだろうと悔やむ。

　第二王子ブレアは、己にも、他者にも厳しいことで有名な男だった。

　黙々と鍛練に打ちこみ成果を上げるその姿勢は、体育会系な性質あふるる軍部の中や、ちまたの戦士たちの間ではすこぶる評判がいい。だが、その反面、厳しい姿勢は見る者に畏敬の念を抱かせてしまうのか、かなりの美丈夫にもかかわらず、若い女性たちなどには少々遠巻きに愛でられることが多い。

　彼がよく付き従っている王太子が柔和な美形であることも手伝って……その厳しいまでの堅物さが際立ってしまうのだ。

　侍女たちの間でも、『第二王子は素敵だが、怖い』と評判で……エリノアも、彼の前で身をすくませながら働いている同僚の姿をよく見かけた。

　だからよく思ったものだ。

　己がもし上級侍女に昇格しても、ブレア王子の担当だけはちょっと気が進まない、と。






（なのに……）と、少しエリノアは気が遠くなる。

　そんな素敵に怖い第二王子と、何ゆえ己はこうして対峙せねばならぬのか。






　しかし……ここで負けては、己は本当に聖剣を抜いた者として国王の前に連れて行かれてしまう。それがどんな騒ぎを引き起こしてしまうのかはエリノアとて分かっている。

　ここで引き下がっては、エリノアの侍女頭のしごきに耐えた数年間はきっと無駄になってしまうだろう。

　たとえ彼女が女神の勇者として祭り上げられたとしても、恐らくそれは本当に一時的なものなのだ。

　エリノアは、自分には勇者と称されるに値する素養は何もないと思う。

　ゴミ拾いならば負けないが、剣術どころか、武術は何もできず、さして頭がいいわけでもない。

　そんな──実力の伴わない勇者になど、多分世間はすぐに失望する。

　そうなれば、地道な努力を積み重ね、王宮でやっと手に入れたエリノアの居場所はきっとなくなってしまうだろう。侍女たちの仕事は、王宮内で王族の生活を安定させること。……騒動の元となるような侍女はいらないのだ。






　──そんなことになってはなるものかと、エリノアはブレアの視線を真っ向から受ける。






「……殿下、お言葉ですが、こんなチビが聖剣抜いて、国民の誰が納得するんでしょうか!?」

「……何？」






　一瞬黙ったかと思ったら、一気に勢いを増した娘の顔にブレアがわずかに目を見開く。






「国民たちはきっと出まかせだと騒ぎ立てると思います。だって、屈強な騎士戦士たちがこぞって抜けなかったものがですよ？　私だって絶対嘘だと思います！」






　しかし、その発言にブレアは冷ややかに瞳を細める。






「お前は、私の証言する事柄が国民に受け入れられぬと、そう言っているのか？」






　しかし、エリノアは首を振る。






「そうではありません……！　そりゃあ、殿下への民たちの信頼は厚いですよ!?　殿下が黒を『白だ』と言えば白だと信じるような方たちが大勢いることも、もちろん存じ上げております！」






　しかしですね!?　と、エリノアは、得意の高速話術でブレアに圧を加えにかかる。

　その迫力にはブレアも思わず仰け反って、つい押し黙った。ただ、眉間にはくっきりと縦じわが。

　もちろんエリノアはそんなことは気にしない。






「この結果は国民の望むところではないと思います。私はさしたる特技もないような侍女です。あ、口はよく動きますよ、ご覧の通り。ですがね、こんなのが勇者だとか言われて誰が喜びますか!?　腕は白魚の如きで口だけ達者って……私だって、『そりゃどんな勇者だ』って思います。きっと何かの間違いだと思うんです、殿下だってそうでしょう!?」

「しかし……」

「さ、殿下、心の声をよぉおくお聞きください、殿下のお心は〝何故こんなチビの下っ端が聖剣を……間抜けな顔して腹が立つ〟とか囁いているでしょう!?」

「…………そこまでは思ってない」






　ブレアの返答に、「そうですか!?　おかしいですね!?」と顰しかめ面で漏らす娘を──第二王子は些か変なものを見るような目で見ている。その、ブレアのわずかな引き気味な精神状態を見逃さなかった目ざといエリノアは、ダメ押しとばかりに、じりじりブレアににじりよる。






「殿下……お願いします……見逃してください……」

「おい……顔を整えろ。王宮侍女にあるまじき顔だぞ……」

「整いませんよ、必死なんですから!!」

「…………」






　その言い切りに、ブレアはなんと返していいのか分からなくなる。何故ならば、彼の輝かしい王子人生において、こんなに奇妙な女は初めてだったのだ。

















７　生真面目王子の困惑












「もう世の中は別に魔王の脅威に怯えているわけでもなんでもありません……！」






　──と、娘は必死の顔で言い募っている、……のだが。

　その表情はどこか怪談でも読み聞かせるかのごとくおどろおどろしい。

　少々青ざめた顔にじわりじわりと滲む汗。不気味な緑の双眸そうぼうの怪しい光に──ブレアは思った。






（…………勇者とは……かような生き物であったのか……）






　青年はいたって真面目な顔である。表面的には冷徹な表情は、眉をひそめた程度にしか動じていなかったが──しかし心の中は裏腹に、未知との遭遇に少々動揺しているようだった。

　だからこんなことを考える。






（……いや、千年もの間選ばれることのなかった勇者が常人なわけがないのか……）

（……しかし、国としてはこの勇者をどう扱えば……清廉な王太子殿下にこの顔を見せても大丈夫だろうか……）

（いや、しかし、表情を整えればわりに愛らしき顔だったような…………）






　と、思考にふけっていたブレアに、怪談顔の娘は若干イラッとしたらしい。娘は見開いていた瞳を余計に開き、王子であるはずのブレアに怒り出す。






「殿下！　我が決死の上訴、ちゃんとお聞き下さっておりますでしょうか!?　私……苦労して王宮侍女になったんです！」

「……ああ……すまない……お前があまりに予想していた勇者像からかけ離れていたゆえに少々対策を練っていた」






　ブレアが真面目に謝ると、娘はいえいえと首を振る。






「練ることありません。そこは殿下の予想通りの勇者を選びなおすべきです。もういっそ……殿下がお抜きになったとおっしゃればことはまるく収まるのでは」






　娘はそう言いながら、地面に転がされたままだった聖剣を拾い上げ、ブレアのほうに差し出した。

　しかし、ブレアはきっぱり「ならぬ」と首を振る。






「その様な不正を働く気はない」

「しかし殿下、これは人助けですよ!?」






　娘は一瞬まともに戻っていた表情を、再び怪奇顔に戻し。ブレアの前でぶるぶるわなわな聖剣を握り締めた。

　それを見たブレアはまた眉をひそめ、その表情の落差にある種の畏敬の念を抱く。






（……凄い顔だな……）






　そんなこととは露知らず……恐らく知ったとしてもやっただろうが、娘は地団太を踏んで切実な思いを吐露した。






「わたくしめ、長年我が前に高い壁として立ち塞がっていた試験にこの前やっと合格してですね……来月には上級侍女になるお許しがいただけるはずなんです！　あの、あのツンしかないような侍女頭様から、『良かったわね、やっとなの。これからも負けずに精進するのよっ』と……涙ながらのお褒めの言葉をかけられたばかりなのです！」

「…………」

「それに、当家は両親が亡くなっていてもうおりません。まだ成人前の弟は病気がちで……私本当に、今職を失うわけにはいかないんですっ」

「……っ!?　おい！」






　必死のあまりか、娘が聖剣を乱雑に扱いはじめ、それを見たブレアが顔色を変えた。それは国宝とも言える代物なのである。傷つきでもしたら大事だ。






「おい勇者よ、落ち着……おいっ！　聖剣を振り回すな!!」






　しかしそれを聞いた娘は再び地団太を踏む。どうあっても〝勇者〟と呼ばれるのが嫌らしい。






「おやめください、勇者じゃありませんったら!!　その名で呼ばれるたびに我が心身全体には過度の動揺が走ります!!　がたがた震えて今にも聖剣折ってしまいそうです!!」






　いいんですか!?　と……娘は最早ブレアを脅していた。

　普段、普通の良識ある娘とすらあまり交流のないブレアはめまいがした。憤慨する娘をどうすればなだめることができるのかが皆目分からない。

　そうしてブレアが判断に迷っているうちに、目の前の娘はさらに言い募る。






「今回は……そう、きっと女神様側にも何か判断ミスがあって……そのご事情を汲んで差し上げましょうよ殿下！　千年も聖剣は抜けませんでしたが、国は国王陛下がご立派に治めてこられたではありませんか……そうでしょう!?　ね？　何も、こんな弱々しい小娘に勇者職を押し付けなくても国は今平和です、殿下！」

「っおい!?　何を……」






　──と、ブレアが目を見張った瞬間──……。

　その娘は「国王陛下万歳！」と叫びながら、大きく聖剣を振り上げた……。

















８　気配と軽やかな逃亡












　ブレアはその聖剣に憧れ以上の感情を抱いている。










　子供の頃は多くの少年たちと同様に、ブレアも女神の聖剣の伝説には単純に憧れていて、いつかあの剣が抜けるような強い武人になりたいとずっと願っていた。

　父が語る建国の祖、魔王を倒したという勇者の勇敢な伝説も、母が語る春の女神の慈愛に満ちた伝説も、聞くたびに心躍る物語だった。

　兄弟たちと並んでその話を聞きながら、将来誰がそれを抜くかで盛り上がったり、その聖剣がどんな素晴らしい姿をしているのだろうと想いを馳せたものだった。

　ブレアの想像ではいつもそれは無骨な鋭い姿をしており、優しい王太子の想像では、美しい装飾で飾られた見事な一振りということになっていた。

　弟たちの中には、巨大な両手持ちの大剣なのではと言う者もあって。あの聖剣の柄の大きさはそんなじゃないとか、でも大樹は大きいから分からないだのとか、幼稚な言い合いを延々と繰り返しては、大喧嘩になったものだった。

　そうしていつも仔犬がじゃれるように、取っ組み合いの喧嘩をしていて……。






　ブレアはそれを思い出すたびに、懐かしくて──胸の奥底が小さく痛む。

　その中には今はもう、王族の務めとして遠征地にいる弟や、次期王座を巡り対立してしまっている王子たちもいる。

　それも自分たち王族兄弟の宿命としては仕方のないこと。

　そうは分かっていながらも、職務や修練の合間には、つい聖殿に来てしまうのだ。






　──どうか、兄上──王太子が聖剣を抜いてくださいますよう。






　いつだってそう女神に向けて祈る。

　もしそれが叶えば、王太子は女神と民心という大きな後ろ盾を得て、立場は今よりももっと堅固になるだろう。権力闘争の為に、弟を陰で唆すような貴族連中も、きっと勢いを失うに違いない。

　歴史上では──王座を巡る対立の中で、命を落とす王族というものは決して珍しいものではなかった。

　中には兄弟で命を狙いあったという前例もあり、ブレアの父である現国王もまた、兄弟間の争いの中で弟を亡くしている。

　その時の空しさと悲しさを、父は時折ぽつりと漏らしては遠い目をする。そんな時、偉大な国王の背は、とても苦しげで弱々しくすら見えるのだった。息子としてはそれが堪らない。

　父の負担が少しでも軽くなるよう、ブレアは王子として己にできる努力はやってきた。

　しかし……聖剣の伝説は努力でどうこうなる問題ではない。






　だからどうか、とブレアは日々春の女神に祈りを積む。

　父が抱える将来への恐れ──己の息子たちが、再び自分たちのように争い、命を奪い合うのではという危惧が、少しでも軽くなるように。

　無邪気だった弟が、優しい兄を憎しみの目で見るようなことがもうないように。

　王宮に血が流れることがなきように。






　王太子が、どうか聖剣を得ますようにと──────……。






















「っ！」






　ブレアはその剣身が振り下ろされるさまを見て息を吞む。






　───渾身の力を振り絞って──

　娘は女神の大樹目掛けて聖剣を──突き立てた。






　その行動にブレアは驚き、止めようと娘の肩をつかんだが──遅かった。

　ブレアが華奢な肩を引いた時には、聖剣は大樹の中に半分ほどが突き刺さって──……。

　いや。突き刺さったという表現は些か相応しくない。

　聖剣は音もなく、抵抗もなく、滑らかに……まるで粘度のある水の中に、ゆっくりと落とされたかのような動きで、木肌のうちに沈みこんでいくのである。神秘的な光景にブレアは言葉もない。

　その光景は、目の前に見える清らかな剣が、明らかに人智を超えた存在であることを示すかのようで──ブレアは一瞬ぞわりと肌が粟立つような気がした。

　驚愕と畏怖を映す瞳に見守られながら、聖剣は、そうして完全に大樹の中に還っていったのだった……。






「…………」






　たった今目撃した出来事に、ブレアは呆然と肩で息をする。

　聖剣が抜けることを待ち望んでいたブレアにとって、それはとんでもない出来事だった。






　と、不意に己が肩をつかんでいる娘の荒い息づかいが耳に届き、彼は我に返る。






「お前っ──」






　しかしブレアが娘の肩を引き、口を開きかけた──その刹那……

　奇妙なことが起こった。






「っ!?」






　周囲の木々が異様にざわめき立ち、ブレアたちの元に、音にはならぬ殺気のようなものがじわじわと忍びよった。まるで空気が何かに汚染されていくようだった。

　いち早くそのことに気がついたブレアが身構える。彼はとっさに大木と己の背との間に娘を挟み、そのまま無言で周囲に鋭い視線を走らせた。が、目に映る範囲には何者の姿もない。






「……これは、いったい……」






　ブレアは周囲を睨んだままつぶやく。濃厚な異臭のような気配が身にまとわりついて、息苦しい。






「……っ」






　──そんなブレアの耳にうろたえたような声が届く。






「──殿下？　あの……大丈夫ですか？　どうかなさいました？」






　その声の軽さにブレアは驚いた。

　振り返ると娘がキョトンとした顔をしている。

　突然背の後ろに隠された娘は周囲の異変にはまったく気がつかぬのか、ブレアの緊張した面持ちに怪訝な表情を浮かべている。






（感じていない……？　なんと鈍い……）






　勇者たるはずの娘の様子にブレアは小さな失望を感じる。

　何故これが分からぬのだと。

　それは、何者かが聖剣に対する憎しみを垂れ流しているような気配だった。暗く、物騒で、危うい……。

　空気はどんよりと重苦しいものと化していて、その蝕むような圧に思わずブレアが顔を顰める。

　娘を連れてその場を離れようとするも──身体が重くて、思うように足が動かない。人よりも武に優れているという自負があるだけに、己の身が思い通りに働かないことが信じられなかった。






「っ……」

「……殿下？」






　それでも──娘はキョトンとしたままだった。

　急に身動きをしなくなった王子の背に、いったい何が起こっているのだろうと不安そうな視線をよせている。






　と、そんな娘が不意に、ハッとした。

　どうやら……自分が今、王子の前からさっさと消えたほうがいい状況に置かれていたことを思い出したらしい。

　娘は、えーと、とつぶやいてから、言った。






「……殿下、ご気分がよろしくないようでしたら、わたくしめ主治医でも呼んできましょうか……？」






　そうして驚いたことに──。

　娘はそーっとブレアの背の後ろから抜け出して。恐る恐るブレアの顔を覗きこむ。

　どうやら──気配同様、ブレアの身を押しつぶすようなその圧を、娘は一つも感じていないらしい。平然と自分の後ろから抜け出て行った娘にブレアは愕然とする。

　娘はしばしブレアの顔色を見ていたが、段々その息が上がってくるのを見止めると、これはいけないと眉を顰めているようだった。






「殿下、本当にお加減悪そうです。ここでお待ちください、すぐ先生に来てもらいますね」






　娘はそう言うと、傍に置いてあったホウキをつかんで身を翻す。

　それは明らかに、ついでにこの場から退散しようという意思が透けて見えるものだった。が、ブレアの手足は重く、娘を追うことは叶わなかった。






「な、なんなのだ……くそっ」






　離れていく娘の姿に、ブレアは身体に渾身の力をこめる。だが、それでも足は数歩動かすのがやっとだった。






　だというのに──。






　黒髪の娘は──スカートの裾を翻し、その空気の中を易々と駆けてみせる。

　軽快に舞う後ろ姿にブレアは一瞬目を奪われた──。






　娘が途中、思い出したように振り返る。「殿下、動いちゃダメですよ！　主治医が来るまで横になっていらしてください！」と、娘は大声で叫び、ブレアに向けて大きく手を振った。

　……一応本当に彼を案じる気持ちは持ち合わせているらしい……。






「……おい!?　待て、勇者!!」






　ブレアが叫ぶ。──と、遠くのほうでボキッという音がした。恐らく……多分……いや間違いなくホウキだな、とブレアは察する。〝勇者〟という呼び方に動揺したか、苛立ちでもしたのか。娘が思わず折ったのだろう。

　……あの気性なら、後者だな……。

　緊迫した状況下にもかかわらず、ブレアは苦しい息の下そう思い、つい、苦笑をもらしてしまう。






　──と、──その次の瞬間のことだった。

　その、ボキッと鈍い音が聞こえた直後、ブレアが苦笑を零した瞬間に、周囲の危うい気配がさっと散る。






「っ!?」






　まるで怯えた動物が逃げていくかのようだった。






「……っ」






　気配が去って、その圧を押し返さんと力をこめていた身体が均衡を失い崩れ落ちる。ブレアは地面に片膝を突いた。

　その間にも、空気はすっと澄んで行き──……。

　次に青年が顔を上げた時、場は既に静けさを取り戻していた。

　ブレアは呆気にとられる。

　風に揺れる大木の梢、遠くに聞こえる雑音。何もかもが平然としていて、普段となんら変わらない。






　──なんだったのだ、今の、気配は──……。






　ブレアは周囲の気配をもう一度探る。しかし、剣吞けんのんな空気はもうどこにも感じられなかった。まるで白昼から、夢を見ていたかのようだ。

　ブレアは一瞬呆然とした感覚に陥りかけるが──すぐさま己を正気に引き戻す。

　彼は大樹の聖剣に素早く駆けよると、真っ先にその無事を確かめた。

　木肌から突き出た剣の褐色の柄。

　つい今しがた彼らの前にその神秘的な姿を現したばかりの聖剣は、まるで何事もなかったかのようにそこに収まっている。

　見る限り、それはずっとブレアが見守ってきた聖剣の様子となんら変わりないように見えた。

　そして不思議なことに……娘の手で考え無しに大木に突き立てられたように見えた聖剣は、寸分違わず以前と同じ場所に戻っていた……。






「…………」






　ブレアは、ふと無言で聖剣に手を添えてみる。細工の美しい柄を握り、力をこめてみる。

　だがそれは以前と同じ。固く、軋む音すらも聞かせてはくれなかった。






「……やはり、抜けぬか……」






　頑なに沈黙し、ブレアの前に剣身を晒すことを拒む聖剣に、男はもう一度、娘の消えていった方向を見つめた。

　抜けた聖剣、奇怪な気配。そして恐らくそれを収めたメイド服の女……。






「あの者は、いったい……」






　──探し出さなければ。

　ブレアは王宮に駆け戻る。

















９　リード












　もう日も暮れかけの頃。

　エリノアは城下町を歩いていた。

　メイド服からモスグリーンの私服に着替えたエリノアは、少し賑わいの引いた雑踏の中を、とぼとぼと覇気のない足取りで進んで行く。

　その頭には何故か地味な鼠色のショールがぐるぐるに巻かれている。とても滑稽だ。すれ違う人が皆、なんだあれはという目でエリノアを見ている。






　あれから。

　ブレアの前から退散したあと、エリノアはその足で急いで王族の主治医のもとへ駆けこんだ。

　そうしてややコソコソしながらも、慌てて部屋を出て行く主治医たちのあとを追い、ブレアの様子を見に戻ろうと──したのだが。運悪く侍女頭に見つかってしまい『さぼるな』と仕事に連れ戻される。

　しかし、エリノアは具合の悪そうだった王子のことが気になって……。

　幾ら今は彼のところへ行くべきではないとはいえ、目の前で青い顔をしていたのだ。その後の彼の具合がとても気掛かりだった。

　あんなことがあったあとで、まさか堂々とは王子の前に出て行けないが……遠目でもいいから様子を見に行けないだろうかと、エリノアは懇願したが……。

　侍女頭には、『主治医に任せなさい、お前が行ってなんの足しになるの』と至極尤もっともに切り捨てられた。

　結局そのあとは王子の様子を見に行けなかった。






　エリノアは仕事をしながらも、気が気ではない。

　──もしかしてと思った。王子が体調を崩したのは私のせいではないだろうか。

　王子は、長年夢見てきた聖剣の勇者の座が、こんな吹けば飛ぶような存在の娘に奪われたことに怒り心頭のあまり倒れたのではないか。

　もしくは、彼の理想の勇者像とエリノアとがかけ離れ過ぎていたショックで気分が悪くなってしまったのかもしれない。どちらにせよとても責任を感じる。

　しかし──……。

　その後、仕事を終えたエリノアがしょんぼりしながら侍女たちの居所へ戻ると、彼女はあからさまに怒気を滲ませている侍女頭に出迎えられた。

　その顔を見たエリノアはまさか王子の身に何かあったのかと肝を冷やしたのだが────。

　彼女の怒りには別の理由があった。

　どうやら……エリノアが呼んだ主治医たちが聖殿前に駆けつけた時、そこには既に王子は居なかったらしい。

　慌てた主治医たちは王子を探し──そのあと彼らが第二王子を探し当てるも……王子は忙しそうにしていて、『大丈夫だ』『もう何ともない』と……一蹴されてしまったとのこと。

　それを聞いたエリノアはホッとした。よかった、すぐに治ったのか……。






　と、思ったが。

　主治医から事情を聞いた侍女頭には、早合点も程ほどにしろ、何故もっと王子の様子をちゃんと見なかった、主治医の先生を振り回すなんて！　と、大いに叱り飛ばされた。

　早々にバレていたホウキ破壊の件も合わせ、小半時ほど叱られた後──エリノアは罰として、今度は王宮の別の庭を一人で掃除するように仰せつかってしまったのだった……。






　──そうしてやっとのことで仕事を終えて、エリノアは帰途に就いていた。

　本来、王宮侍女は王宮内の居所に住み、決まった休日だけ実家に戻る。だがエリノアには病弱な弟がいて、他に家族もないことから、毎日王宮には通いで勤めさせてもらっている。

　エリノアと弟が住む小さな家は、城下町の東の市場の近くにあった。

　エリノアはそちらに向けて、黙々と足を進めているが、その足取りはやはりどこか重い。






　エリノアは、途方に暮れていた。

　今日の昼間に起こった現実とは思えない出来事。

　そして必死だったとはいえ、王子に対してかなりの無礼を働いた。そのことを考えると、今後、どうしていけばいいのかということが血の気が引くくらい分からない。

　エリノアは弱々しいため息をつく。






　エリノアは王子に名は名乗らなかったが、いかに王宮が広く、侍女も山ほどにいると言っても……容姿や、あの時間帯に聖殿前で仕事をしていた者といった情報を組み合わせていけば、彼は必ずエリノアに辿り着くだろう。






「……どうしよう……」






　こんな、不審者みたいにショールをぐるぐる巻きに被ったって無駄なことはエリノアにだって分かっていた。

　だが、聖剣を抜いたと名乗り出るにせよ、王子に無礼を働いたと正直に申告するにせよ、それが大事になってしまうことには変わりない。

　第二王子に謝罪が必要ならばしようと思う。でも、〝女神の勇者〟なんて大役に据えられて、その為の儀式や務めに時間を割くことはできない。

　何故ならば、今、この時にも、家には身体の弱い弟がいて、病に苦しみ、お腹をすかせてエリノアを待っているからだ。エリノアにはとてもそれを放って置くことなどできようはずがない。

　王宮侍女という職を手放したくないとは思う。だがそれも、全ては弟の為だ。向いていない、なんて落ち着きがないんだと言われながらも、なんとか続けてこられたのは、可愛い弟がいたからこそで……。






「ブラッド……」






　ふいに、弟の姿が思い出されて。エリノアは嘆くような声を出す。

　エリノアがそんな大事で王宮に足止めされれば、その間弟はどうなるだろう。

　もちろん少しの間であれば、知り合いに頼めるかもしれない。普段もエリノアがいない昼間は、知り合いに弟の様子をみて貰い、食事なども頼んでいる。が……。






「……やっぱりダメだわ……どう転ぶか欠片も分からないことにブラッドを巻きこめない。また具合が悪くなっちゃう……」






　ただでさえ弟は季節の変わり目など環境の変化で体調を崩しやすい。それに、心配性の弟の身体は、何より姉へ向ける心配による心労に敏感で……。

　勇者職なんて、大事すぎて、未知すぎて、不確定要素が多すぎる。






「……ああ、私、どうして不用意に聖剣になんて触れてしまったのよ……」






　今更ながらそれが悔やまれる。エリノアはぐるぐる巻きのショールの中で呻く。頭の中は己を責める呪わしい言葉の数々で溢れかえっていた。






　──と、そこへ「お」と、短く明るい男の声が聞こえた。

　次いで、のしっと頭に重みが掛かる。






「う……」

「お疲れ、ノア……なんでこんなもん被ってんだ？　って、なんなんだよその顔は……」






　己を親しげに愛称で呼ぶ声で、それが誰か分かって、通りの端でエリノアはがっくりとうなだれた。

　エリノアの頭に手を乗せた男は、彼女の頭に巻きつけられているショールを怪訝そうに引っ張る。大きな手でむきむき……と、ショールから顔を掘り起こされた娘は、のろのろと顔を上げる。と、そこには説明を求めるような見慣れた碧眼。エリノアはため息をつく。

　げっそりした娘の様子に男が首を傾げると、彼の栗色の髪がさらりと揺れた。






「……なんだよ……」

「……変装……してたのに……何故すぐバレる!?」

「はあ？　変装？　……おい、しかめ面はやめろって言ってるだろ、嫁の貰い手がなくなるぞ」

「……もう、それはいい……。我が今生には縁はなし。……ただいま……リード……」






　投げやりに応じると、エリノアの顔見知りらしい青年は呆れたような顔をした。

















10　ブラッドリー












　呆れ顔の青年はリード・モンタークといった。働き者の彼は商人風のなりで、すらりとした身体に腰から下だけを覆うエプロンを身に着けている。

　栗毛の髪は癖毛のエリノアとは正反対にサラサラで、瞳は澄んだ空色。素直そうな表情からは、面倒見の良さが滲み出ている。おまけに料理上手で気立てもいいときて、子供にもお姉様方にも、おば様方にも評判がいいエリノアの幼馴染だ。






　いろいろ考えながら歩いて来て、すっかり時間と距離の感覚が失われていたエリノアは、「ああ、もうここまで来ていたのか」と、傍にあるモンターク家の商店に目をやった。リードの家は様々な食料品や雑貨を扱う商店で、彼はそこの看板息子である。

　彼らモンターク一家は、昔エリノアの屋敷に出入りしていたよしみで両親が亡くなった後でもこうして付き合いをしてくれる貴重な存在だ。エリノアがいない時、弟の面倒や看病を手伝ってくれるのも彼らだった。






「リード、今日もありがとう」






　気を取り直したエリノアは、青年に向かって深く頭を下げる。と、リードは、うん、と腰裏のポケットに突っこんでいた小さな紙切れを取り出した。






「これ、今日の記録。……お前、もうちょっと落ちつけ？　あんまりブラッドに心配かけるなよ」

「はい。ごめんなさい」






　エリノアは素直にもう一度頭を下げてから、手渡された紙にざっと目を通した。そこには彼女が不在中の弟の様子や食べたものなどの細かな連絡事項がメモしてある。

　ふと、そのメモの最後の辺りを見たエリノアが表情を曇らせる。






「夕食、食べなかったの？」






　心配そうに娘が顔を上げると、リードが子供をなだめるようにエリノアの頭をぽんぽんと優しい調子で撫でた。






「体調は、まあ、そこそこらしいんだけどな……昼辺りから様子がおかしいんだと。一応医者にも診て貰ったけど特別悪くはないみたいだ。またお前の心配でもしてるんじゃないのか？」

「そう……分かった、ありがとうリード。おばさんにもお礼を伝えてくれる？　後で立て替えてもらったお医者様の代金払いに行くからその時にも直接言うけど……今日は先にブラッド見に行きたいから……」






　申し訳なさそうにエリノアが言うと、リードは肩をすくめる。






「別にいいって。いつも言ってるけど母さんは無類の世話好きだから。医者代もいつでもいいよ」

「ごめん、ありがとう！」






　エリノアはリードに頭を下げると、ぱっと駆け出そうとした。






「あ、ちょっと待て」






　リードがエリノアを引き留めて、ずいっと手にしていたカゴを差し出した。中からは、ふわりといい香りが漂ってくる。






「夕食。母さんが何かブラッドの好物でも作っておいてやれって言うから作っといた。ほら、持ってけ」






　青年は「お前の分もあるから」と言葉を添えながら、エリノアの腕にカゴの持ち手を通してくれる。

　それを見たエリノアは──……何だか、とてつもなくホッとしてしまった。

　思わずリードの首に片手を回して抱きついて、そして近所の子供たちを真似て礼を言う。






「リードお兄ちゃん！　ありがとう、好き!!」






　途端、リードが微妙そうな顔をする。






「……お前なぁ、それやめてくんない？」

「あ、材料費払います。後程」

「………………」






　すぐに真顔に戻る娘に、リードはどこかガッカリしたようにため息をついた。










　リードと別れたエリノアは、その場所から路地に入ってすぐの木造の平屋の前で足を止める。






「ただいま……」






　エリノアはゆっくりと扉を開き、自宅の中に入っていった。

　王宮で見せた騒がしさとは打って変わった丁寧な様子には慎重さすら窺える。それはもちろん己のガサツな動作で弟に要らぬ心労をかけぬ為である。






「あれ？」






　室内は何故かとても暗かった。

　いつもなら、リードたちが明かりを灯しておいてくれるのだが。

　エリノアは暗闇の中を手探りで進み、上着と鞄をテーブルの上に置くと、リードからもらったカゴだけを手に、すぐさま弟の部屋へと向かおうとした。






「あれ？　……ランプ、ついてる……」






　ふと、サイドテーブルの上から吊りランプを手に取ろうとして──そこに、小さな明かりが灯っているのに気がついた。ではやはり、リード達はいつも通り明かりを点けて行ってくれたのだ。

　それなのに、と、エリノアは辺りを見回して首を傾げる。

　室内は異様に暗い。まるで黒い霧の中に閉じこめられたように、その明かりは肩身が狭そうに炎を揺らしている。






「？　何、これ……」






　怪訝そうにしながらも、エリノアはひとまずその吊りランプを手に取って弟の部屋へ急いだ。






「ブラッドー……」






　木戸を静かに押し開くと、またそこも重苦しいほどに暗い。

　辛うじて……窓際に置いた寝台の上で、エリノアの弟、ブラッドリーが身を起こし佇んでいる輪郭が見えた。






「……ああ、姉さん。おかえり」






　声に気がついたブラッドリーがゆっくりとエリノアを振り返る気配があった。

　──途端──ふっと室内が明るくなる。






「……あれ!?」






　持っていたランプの光が急に勢いを増し、エリノアが瞬きをして驚いている。






「……どうかした？」






　弟の静かな声にエリノアは彼の顔を見る。






「え、っと……今何かランプが変じゃなかった？」

「そう？」






　怪訝そうに問うも、弟ブラッドリーは青白い顔で薄く微笑んでいる。

　エリノアは、不思議そうにランプを見ながら「壊れたのかな……」と首を捻りつつも──弟の寝台の傍に近よっていった。サイドテーブルの上にランプと、リードから貰ったカゴを置くと、弟の顔を覗きこみ、その額に手を当てる。






「ブラッド、具合どう？　……あれ!?　どうしてこんなに冷たいの!?」






　触れた白い肌はいやに冷えている。エリノアは慌てて弟を布団の中に戻そうとするが──ブラッドリーはエリノアの腕を押さえる。






「大丈夫だよ。……姉さんの手が温まりすぎてるんじゃないの？」

「ええ？　そ、そんなことは……」






　戸惑うエリノアの手にブラッドリーは手を重ねる。

　その手もやはりひんやりと冷たいが、弟は微笑を崩さなかった。






「本当に大丈夫だから。心配しないで姉さん。……今日は特に気分がいいよ」

「…………」






　確かに寝台に起こした身体には少しのふらつきも弱々しさもなく、しっかりとしている。苦しそうな様子も見えない。

　だが……エリノアはその表情に何か違和感を覚えた。

　顔色があまりよくないのはいつのものことだか──そこには、いつもは感じられない静かで確信に満ちた自信のようなものが見て取れた。

　普段のブラッドリーは、素直で優しげな雰囲気の少年だ。病弱で頻繁に床に伏せって、辛いのは自分自身であるだろうに、姉やリードたちを気遣うような……。

　それなのに──今、目の前に居る黒髪の少年は、どこか別人のような顔でエリノアを見る。

　薄暗い中にエリノアと同じ緑色の瞳が爛々と輝いていて、その危険な光に──エリノアは思わず片足を、一歩、後退りさせる。






「……ブラッド……？　どうしたの？　何か、変よ……」






　姉の戸惑ったような声を聞いて、ブラッドリーは瞳を細めて微笑む。






「心配しないで。姉さんには何もしないよ」

「……それ、どういう意味……？」






　どこか剣吞な響きの声音にエリノアが眉間にしわを作る。

　ブラッドリーはそんな姉に、口元で弧を描いてみせる。が──緑の瞳は冴え冴えとして笑ってはいなかった。

　ブラッドリーは静かに、淡々と言う。






「姉さんが……聖剣を抜いちゃったりするから」

「え」






　その囁くような声に、エリノアがぎくりと息を吞む。














　──僕もまた、目が覚めてしまった。






　ブラッドリーは冷たい声音でそうつぶやいた。

















11　白と黒の獣












「…………目が、覚めた……？」






　一瞬の沈黙の後、エリノアがかすれる声で弟の言葉を繰り返した。その揺れる瞳は、ブラッドリーの冷たい顔に縫い止められている。

　続いて戸惑うように出てきたのは、どうしてという、うわ言のような声だった。






　どうして──弟は自分が聖剣を抜いてしまったことを知っているのだろう。

　あそこには自分と第二王子しかいなかった。ましてや王宮の関係者でもない弟がいるはずもなかった。






「……ブラッド、どうして聖剣のこと、知ってるの……？」






　恐る恐る問うと、ブラッドリーは寝台の上からにこりと姉に向けて微笑んだ。

　その中には──いつも通りの弟の顔が垣間見えて。エリノアは動揺しつつも少しだけほっとして、身体の硬直が幾らかマシになる。と、ブラッドが腕を持ち上げた。






「ねえ、それリードが作ってくれたものだよね？」

「え？　あ……ああ、そう……」






　急に指差されてエリノアが慌てて応じる。

　弟の指はリードが持たせてくれたカゴに向けられていた。






「……おばさんがリードに頼んでくれて……ブラッドと私にって……」






　そう言うと、ブラッドリーは嬉しそうに笑って。そこに先程の怪しさは欠片も残っていなかった。






「冷めたらリードに悪いよ。せっかく姉さんが帰ってくるのに合わせて作ってくれたんだから」






　ね？　と、微笑まれて。戸惑いながらもエリノアは頷く。

　──良かった、いつものブラッドだ……。

　そうため息を落としながら、エリノアはカゴをテーブルの上に置き、上掛けの布をよける。と、ふわりとしたいい香りが立ち上る。

　カゴの中には、フタをされた両手に乗るくらいの小鍋と包みがひとつ。包みには香ばしいパンが包まれていて、小鍋にはブラッドリーが普段から好んでいる野菜を煮こんだシチューが入っていた。とろりと白いスープから色鮮やかな野菜がぽこぽこと頭を出している。少し細かめに野菜が刻まれているのは、ブラッドリーの胃の消化に良いようにというリードの気遣いだろう。






「僕、器をとってくるよ」






　ブラッドリーがそう言って寝台を下りようとする。しかしエリノアはそれを慌てて止めた。






「ダメ！　私が行くから！　ブラッドは寝てて！」

「……そんなに心配しなくても、今日は調子がいいんだってば……」

「ダメよ！　ちゃんと、事情を聞くまで……何もさせられない、倒れたりしたらどうするの!?」






　弟の様子がいつもと違うことが不安で堪らないエリノアは鬼の形相でそれを止める。確かに今、ブラッドリーには苦しそうな様子はないが……とても寝床から離す気にはなれなかった。

　そんな姉の必死な顔に、ブラッドリーは苦笑して寝台に身を戻した。






「分かった。大人しく待ってる。疲れてるのに手伝えなくてごめんね」

「いいの！　動いちゃダメよ!?　ちゃんと待っててよ!?」






　ブラッドリーが寝台に戻ると、エリノアは彼に背を向けて。振り返り振り返り……不安そうに弟の顔を何度も見てから……唐突に走って部屋を出て行った。






「あ……姉さんランプ……」






　ないと暗くて何も見えないのでは……とブラッドリーは思ったのだが──案の定、扉の向こうからは、時折物にぶつかったような音や、転倒させたような賑やかな音が響いてくる。






「やれやれ……驚かせちゃったか……」






　ブラッドリーは息をつき。それはそうか、と一人つぶやきながら──ふと、その表情に影が落ちる。






「……でも……これできっと、もう姉さんに苦労を掛けないですむ……」






　──その台詞は……姉を思う優しい弟の言葉そのものであった。しかし──。

　少年の双眸は、どこか暗い光を湛えている。










　一方、エリノアは。






「……どうしよう、どうしよう、あああ、ス、スプーンあと皿……あれ？　それよりもう一度お医者様を呼んだほうがいいの……？　いや、ひとまずブラッドの話を聞かないと……」






　おろおろしたエリノアは、台所の棚からスープ用の器やスプーンを取り出しながら呻いていた。

　可愛い弟に何かあったらと思うと、心臓は痛いし、手が震えた。おかげで暗い室内の床には彼女が転倒させたらしい様々な物が転がっている。

　エリノアは盆の上に取り出したものを置くと。一度、己の両頬をぴしゃりと叩いた。それから盆を手に、深呼吸をする。






「そうよ、落ち着いて話を……冷静さこそが事態を好転させるのよエリノア。ちゃんと何があったのか、なんで聖剣を抜いたことを知っているのか聞き出さなきゃ……とりあえず、普段通り、冷静に、世間話でもしてから……」






　そうして意を決し、エリノアは動揺を押し殺してブラッドリーの寝室に戻って行った。

　出迎えたブラッドリーは姉の顔を見ると嬉しそうに表情を和らげる。そのいつも通りの顔を見たエリノアは、心底ほっとした。






「おかえり姉さん」

「う、うん。今、器によそうからちょっと待ってね……」






　エリノアはテーブルの上の小鍋とパンを少し端によせると、空いた場所に盆を置いた。

　そしてブラッドリーに背を向ける形で小鍋のシチューを器に移しはじめる。






「あ、えっと……今日もね、二回も侍女頭様に怒られちゃったのよ……」






　何か話さねばと思ったエリノアが、そう口を開く。すると背後から「またなの姉さん」と些か呆れたような声が返ってくる。






「また物でも壊しちゃったの？　気をつけないとダメだよ。怪我でもしたらどうするの……」

「うん、ごめん気をつける。あ、それでね……」






　普段通り返答が返ってくることに安堵して、エリノアはちょっと嬉しくなってしまった。






「それで、今日はね、びっくりすることがあって……第二王子様に物凄く近くでお会いしてしまったのよ」

「…………王子様……？」

「そうなの。ブレア様。怖い怖いって皆が言うからどんな冷酷なお方かと思っていたんだけど、瞳をまんまるにしていらっしゃる様子なんかは結構可愛らしかったわ。睨まれると怖いけど……」






　エリノアは、よそったシチューに添えようとスプーンに手を伸ばしながら、ふと、王子の顔を思い出した。

　金の睫毛に彩られる灰褐色の瞳に食い入るように見つめられたことを思い出すと、なんだかとてもこそばゆかった。






「……皆が遠巻きにはしゃぐのが分かった気がする……」






　ま、とエリノア。






「若い娘のわき腹をいきなりくすぐってくるのはどうかと思うけど──……て、っ!?　……ぎゃあっっ!?」






　シチューを乗せた盆を手に振り返ったエリノアが唐突に叫ぶ。驚いた拍子に盆は空を舞った。






「ぇ……!?　な、ななな何!?」






　エリノアは目を見開いてブラッドリーの寝台を凝視する。

　──その傍に、何か大きなものが──二つ。

　白い物体と黒い物体。それがブラッドリーの寝台の傍に──傅かしずいていた。
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　ランプの灯りを頼りにエリノアは呆然とそれを見る。

　白い物体は毛がふさふさで。黒い物体はすらりとした肢体が艶やかな短毛に覆われている。

　どちらも頭には三角の耳があり、しっぽが生えていた。

　──その姿は──紛れもなく獣だが──身体には衣服を纏い、毛に覆われた手足は人と同じ様な形をしていた。






　唖然と見つめるエリノアの前で、白黒の獣たちは、暗い真顔のブラッドリーに向かって恭うやうやしく頭を垂れている。

　低い声が重く寝室に響いた。






「我らが王、我が君よ……」






　──ランプの揺れる明かりを受けて──獣達の瞳も、ゆらゆらと、揺らめいていた……。

















12　勇者、完全になめられる












　目の前で起きていることが、少しも理解できなかった。






　確かに家の扉の鍵は閉めたはずだし、ブラッドリーの寝室の扉も開いた気配はなかった。

　不審な音も何もしなかったというのに──その獣人のような見た目の者たちは、まるで最初からそこに存在していたかのように、じっと弟に向けて跪いている。

　いったい、この二人──だか二匹だかは、どうやってこの部屋に音も立てずに侵入して来たのだろう。

　その不可思議さにエリノアが身を竦すくませている間も、獣人たちは一心にブラッドリーを見つめている。エリノアなど欠片も眼中にないらしい。

　エリノアは呆然と獣人たちを眺めた。

　白いほうは狼のような顔をしているが、とにかく顔が怖い。跪いても尚その身体は大きく、おそらく、立ち上がれば見上げるほどに大きいのだろう。さほど広くはないこの部屋の中ではとても窮屈そうに見えた。

　もう一方は、黒い豹のような顔をしていた。

　エリノアが唖然としながら見ていると、それに気がついた黒い獣人が青い瞳を細めてにたりと笑った。






「っ!?」






　途端、危険を感じたエリノアの動悸が急激に高まった。

　次の瞬間、彼女は堪らずブラッドリーのいる寝台の前に飛び出していた。

　身を投げ出すように両手を挙げて彼らと弟との間に身を滑りこませると、その両腕を広げ、威嚇するように怒鳴る。






「ちょっと!?　おおお宅様たち、どっから入ったの!?　う、うちの子になんの用ですか!?」

「姉さん……」






　一応言葉は通じるようだとあたりをつけたエリノアは、震える歯で舌を噛みそうになりながら、その未知なる獣人たちに立ち向かった。

　恐怖に揺れる瞳で侵入者たちを睨むと──白い獣人が床に膝をついたまま眉間のしわを深め、唸る。低い唸り声は、身体の芯まで響くようだ。






「……おい、女、我らが王の前に立つな」

「は、はぁああああ!?　何が〝我らが〟だ、これ、私の弟ですけど!?」






　エリノアの足はガタガタ震えたが精一杯虚勢を張ってみる。真っ青な顔で拳を構え、果敢に戦闘態勢をとった。






「近よらないで！　ブラッドに喘息が出たらどうしてくれるの!?」






　ブラッドリーは子供の頃、動物の毛にも弱かった。動物に触ったりその毛などを吸いこむと、途端に咳が止まらなくなる。苦しそうな小さな背の哀れさを、エリノアは今でも忘れることができない。

　医者は成長していくにつれて症状も落ち着いていくだろう、とは言っていたが……エリノアは、病弱なブラッドリーが体調を崩すかもしれないと分かっていて、動物を彼に近づける気にはなれなかった。

　だからエリノアは、ブラッドリーの面倒をみるようになってからというもの、彼に動物を近づけたことはなく──今、彼の喘息が治っているのかもよく分からなかった。ゆえに、これ以上この獣人たちをブラッドリーの傍には近づけたくはないのだ。






　が……。






「「…………」」






　エリノアの必死の拳を見た獣人たちは無言だ。その下で──……。






（…………構えがまるでなってない……）※シロ。若干イラっとしてる。

（弱そう）※クロ。






　──などと……思われているなどとは、必死なエリノアは露ほどにも思っていない。






「!?　な、なんなの、その生暖かい目は……これでも塵取りの扱いは王宮侍女一だって侍女頭様にもお褒めいただいたことがあるんだからね!!」

「……姉さん、落ち着いて……」






　些か混乱気味のエリノアに、彼女の背に庇われていたブラッドリーがその腕を引く。が、エリノアはその手に己の手を重ね、若干涙目をぐるぐるさせながら言った。






「ブ、ブラッド、平気だからね！　今すぐ姉さんが追い払ってあげるから！」

「…………」






　姉の必死さにブラッドリーは思わず心の中で苦笑した。怖がらせて申し訳ない、だが、己の為に必死になってくれる姉の存在が嬉しくて愛おしい。ブラッドリーの瞳はこの上なく優しくなって、それを見た獣たちがやや驚いたような表情を覗かせる。ブラッドリーの手がエリノアの黒髪を撫でた。






「大丈夫だよ……姉さんの心配するようなことは何もないから……」

「ぇえぇ？」






　落ち着き払った弟の姿にエリノアが声を裏返している。

　この奇怪な侵入者を前に、どこのどこら辺が大丈夫だと言えるのだろうか。まさに強盗される五秒前、ではないか、と。






　しかし……エリノアが怪訝そうにする前で、落ち着き払ったブラッドリーの視線は姉から離れると──途端に仄暗く尖り、その鋭さにエリノアは続けようとした言葉を吞みこんだ。

　場にはぴりぴりとした緊張感が走り、獣たちがはっとした。彼らは上げていた視線を床に戻し、身を正す。

　と、跪いた白と黒の獣に、ブラッドリーはエリノアが聞いたこともない様な低い声で言葉を掛ける。






「……お前たち、僕の大事なエリノア姉さんに何かしたら、消えてもらうよ……」






　ゾッとするような弟の声にエリノアは唖然とした。知らず──いつの間にか肌が粟立っている。

　それは……言いようのない怖れを身の内から鷲づかみで引きずり出されるような……そんな感覚を聞く者たちに与えた。

　あ！　と、エリノアは息を吞む。気がつくと、辺りが再び深く闇に閉ざされている。

　暗がりの中、己たちと、獣人たちの姿だけが何故かそこにぽっかりと浮かんで見えた。






「ぇ」






　エリノアの口から短い音が洩れる。

　瞠みはった瞳に映るのは、自分たちを包む闇そのものが、ゆっくりとうねっている様子だ。

　闇は煙のように淡い帯となり、獣人たちの首に纏わりついていく。

　夜闇とは違う、どす黒く塗りつぶしたような漆黒が、まるで這うように。見えない何かがゆっくりと不気味な指を伸ばしていくように、獣人たちの毛並みの上を進んで行く。──恐ろしい、光景だった……。

　しかし、黒煙に襲われる彼らは、傅いたままピクリとも動かず声をも上げない。

　──けれども、その従順に裁きに従うような表情も、次第に……次第に苦しげに歪んでいく。それを見てエリノアが動揺した。

　彼らを見つめる弟の顔は……見たこともないほどに冷たくて──

　エリノアは──……堪らず弟の腕に取り縋った。






「──ブラッドッ!!」

















13　鐘の音












「ブラッド!!　やめて!!」






　悲鳴を上げて、冷酷な顔で獣人たちを見つめている弟の腕を取ると、暗い双眸がこちらを向いて。エリノアはその奥に覗く闇の色に、堪らず弟の腕をつかむ手に力をこめた。






「ブラッド……」

「……姉さん良いんだよ。こいつらは僕の怒りのせいで魔界から引きよせられた魔物なんだ……そうだよね？」






　エリノアに優しい声音で言ってから……、ブラッドリーは獣人たちに冷たい目を向ける。






「魔、物……？」






　耳慣れない言葉に戸惑うエリノアの前で、獣人たちは頭を垂れたまま、揃えた右手を胸の前に添えて答える。






「はい、再び見まみえたこと光栄の至りに存じます」

「我らは僕しもべ。生かすも殺すもご意思のままに」






　迷いのない返答に、エリノアが絶句してあんぐりと口を開けた。

　再び？　下僕？　そして魔物。理解できない言葉の連続に頭がついていかない。何を言っているんだこの強盗たちは、とエリノアは、どちらに視線をやればいいのかにも戸惑う始末だ。

　だが、その物騒な答えにもブラッドリーは平然と返す。






「姉さんを怖がらせるものは僕には必要ない。我が意思に反するならば今すぐ殺す」

「っ」






　そのセリフにエリノアの、ブラッドリーと獣人たちとの間をオロオロうろちょろしていた視線が──びたっと止まる。






「…………」






　エリノアは表情を険しくして。弟の発した言葉の意味するところに──拳を強く握った。

　──ダンッと、エリノアの足が床を踏みつける。






「お、だっまり！　ブラッド!!」






　──次の瞬間、ばっちーんっ!!　と……歯切れの良い音が響いて。エリノアの平手打ちが弟の頬に飛んでいた。






「「っ!?」」

「…………」






　白黒の獣人たちが呆然として顔を上げる。ブラッドリーは──キョトンとしていた。

　姉に引っ叩かれた瞬間に、その瞳から邪気が消し飛ぶように消えた。彼は叩かれた頬を手で押さえるようなこともせず。ただ、まるい瞳で姉を見つめている。

　と、エリノアは、ハッと己の手を凝視。






「あぁ!?　ブラッドを叩いちゃったっ!?　い、いやいや……なんてことを……姉さんあんたをそんなふうに育てた覚えはありませんよ！　命を軽んじること許すまじ！」

「姉さん……」






　憤慨するエリノアの前で、ブラッドリーに魔物と呼ばれた獣人たちが、慌ててブラッドリーの傍に駆けよっていく。






「陛下！　大丈夫ですか!?」

「貴様……！」






　白い方がエリノアの襟首をつかみ上げる。






「ほぉああ!?　高い高い高い！」

「貴様死にたいのか！　今すぐ這はい蹲つくばって許しを乞え！」






　獣人は恐ろしい形相でエリノアに怒鳴ったが、エリノアも負けてはいなかった。何せ……この娘、弟のこととなるとめっぽう強い。締め上げられながらも、果敢に獣人を睨む。






「嫌だ！　私は絶対に謝らない！　これは家庭の問題です、強盗さんは口出し無用！　降ろせシロクマ犬め！　暴れるな！　毛が散ったらブラッドの咳が出ちゃう！　あ、あ、毛がっ!?　あ！　黒いの！　ブラッドに近付かないでよ!!」

「なんだとこいつっ！　べらべらと……」

「……やめろ」






　そこへ、ブラッドリーの静かな声が掛かる。

　声は低かったが、先ほどのような険のある響きではなかった。






「姉さんを離せ」

「…………は」






　白い魔物は渋々エリノアを下におろす。

　エリノアが床に立ち、ブラッドリーに視線をやると、弟は少し肩を落としてエリノアを見ていた。

　エリノアはブラッドの寝台の傍に膝をつき、その青白い頬を見上げて手を添える。






「……大丈夫？　痛かった？」

「……ううん。ごめん、姉さん……」

「ブラッド……」

「本当にごめん、僕おかしいんだ……今日の昼、時計塔の音が聞こえた時から……」

「時計塔の……鐘の音……？」






　ブラッドリーの言葉を聞いて、エリノアは何か引っかかりを覚える。

　確か、自分も今日、時計塔の音がいやに印象に残った出来事がなかったか。






「あ……」






　思い当たったエリノアは息を吞む。






　──聖剣を、抜いた時だわ……






　そう悟った瞬間、エリノアの心臓がスッと冷える。

　確かにあの瞬間、遠くから鐘の鳴り響く音が聞こえた。

　カラー……ン、カラーン……と、遠い音のはずなのに、いやにそれが鮮明に思えたのは、同時に、翻る白刃の煌きを目にしていたせいで──。

　では、まさか、と、エリノアの胸を嫌な予感が過よぎっていく。

　エリノアは喘ぐように息をしながらも──動揺を押し殺し、目の前で苦悩するような表情でうつむいたままの弟の手に己の手を重ねる。






「……ブラッド、それで……時計塔の音がした時から、どうしたの？」






　問いかけると、ブラッドリーが弱々しく答える。






「あの時、僕、ふっと……本当にふっと思い出したんだ。自分が、誰だったのか、どういう存在だったのか……記憶の中に知らないはずの記憶が混ざりこんで来て……どんどん残酷な気分になっていく……今だってそうだ、あんな魔物なんて死のうが生きようがどうでもいい」

「……」






　言い捨てながらも、ブラッドリーの瞳はそんな己の言葉に怯えているかのようだった。

　エリノアはひとまず無言で立ち上がると、ブラッドリーの寝台の端に腰を下ろして弟の背を撫でた。

　疑問は多々ある。けれども。彼の姉であるエリノアにとっては、今、目の前で青い顔をしている弟をどうにかするほうが先決だった。

　細い背を撫でると、長年の病床生活で痩せた身体が手のひらに感じられた。






「……あのね、ブラッド……姉さん、あなたが生まれつき身体が弱くて、何度も生死の境を彷徨うようなことがあったから……毎晩女神様と父さん母さんに欠かさずお祈りしてる。どうか、ブラッドが健康になりますように、命をさらって行かないで欲しいって……」






　だから、とエリノアは、片手をまわしてブラッドリーの肩を抱き、緑色の瞳を真っ直ぐに見た。






「あんたが何者でも私はいい。……でも、ブラッドが命を軽んじるようなことを言うのは嫌だ。勝手に祈っといて、押し付けるみたいでごめん。でも、やっぱり……」






　嫌なのだ、とエリノアが表情を陰らせる。

　自分の祈りなど、どれだけの力になったかは分からない。それよりもやっぱり目に見える力で、働いて、看病し続けてきたことのほうが重要で、それが弟を生かしてきたのかもしれない。

　けど、とエリノアは思う。

　祈ったってそりゃ、別に奇跡が起きるわけじゃない。

　ただ……身よりが他にない身で、弟の看病という放り出すことのできない使命を抱えたエリノアには、女神や両親に、祈りという形で語りかけ続けることがどうしても必要だった。

　弟の看病方法で迷った時、『女神様どうしたらいいでしょうかと』答えを求め、『父さん、母さんどうしたらいいの』と苦悩を打ち明けた。心の支えだったのだ。






　──姉のそんな気持ちが分かったのか──ブラッドリーの肩からふっと力が抜けた。

　瞳が柔らかな色を取り戻し、エリノアを見る。






　ブラッドリーは、己の背を撫でる姉の手のひらの感触に、目を閉じた。

　心の中は真っ暗だった。呪わしい気持ちや、怒り、冷酷な感情に満たされて。

　誰か自分でない者が、長年溜めて来たような暗い感情の急激な流入は、ひどくブラッドリーの心を汚染していた。

　世を憎み、女神を怨み、人を虫けら同然に思うような……






　でも……そんな中で──

　姉へ向ける愛情だけが、温もりを持ってそこに存在している。

　凍える心と冷えた身体に、姉が撫でてくれる背と……叩かれた頬だけが熱い。






「…………」






　ブラッドリーは瞳を開き、姉を見る。

　少し間が抜けていて、騒がしい、己の優しい唯一の〝姉〟。

　今、彼の人間性は、この姉によってのみ繋ぎとめられているような気がした。






　──ブラッドリーは──失いたくないと、強く思った。姉も、姉と同じ場所で生きる為の人間らしい価値観も。

　己の命を必死で大切にしてきてくれた人の前で、それを軽んじるなんて、してはならなかった。






「ブラッド？」

「……」






　心配そうな姉の額に、ブラッドリーは己の額をよせる。






「……ごめんなさい」






　──いつの間にか、部屋の闇は晴れていた。

















14　ヴォルフガングとグレン












　エリノアに「ごめん」とつぶやいたあと、ブラッドリーは眠りに落ちていった。

　引きこまれるように瞼を閉じながらも、うわ言のように、姉に手を出すなと獣人たちに釘をさすことは忘れなかった。エリノアは複雑な思いでそれを見ていた。






　……が、獣人たちのほうは些か様子が違う。

　彼らは、ブラッドリーが完全に眠りに落ちたのを確認すると、いそいそと寝台の両端に近よって、眠った少年の顔を覗きこむ。






「…………お眠りになったか……？」

「おぉおお……陛下ときたら、……なんと可愛らしいお姿にぃぃ……！」






　黒豹が頬を両手で挟んでうっとり言うと、白犬が感慨深げに頷く。






「あの様に勇ましきお姿だったお方がなぁ……」

「良いではないか！　お力は健在のようだし、この姿も非常に愛らしくて私はよいと思うぞ」






　しみじみしている巨体の白犬と、うきうきしている黒豹。──はっきり言って、それは異様な光景だった。

　しばしその様子を……眉間にしわをよせたまま引き気味に見ていたエリノアは、不意に、ハッと我に返る。






「……っ!?　そうだ、あんた達早く外に出て！　ブラッドは喘息持ちなんだったら！　毛が身体に障る!!」






　エリノアは慌てて白黒の魔物二人を、手で部屋から押し出そうとした。が、大柄な二人は非常に重かった。ビクともしない二人にエリノアが慄いている。






「ちょっとおっ!?　居座るつもりなの!?」

「…………」






　すると、のっしりした白いほうが、まるでその通りだと言わんばかりにその場にどすんと腰を下ろす。






「っ!?　嫌がらせ!?　嫌がらせか!?」






　途端……空気中に舞い上がった白い毛を見て、エリノアが怒りにワナワナ肩を震わせる。

　が、白い魔物は平然とエリノアに横目を向けた。






「……お前は馬鹿なのか？　魔王様は記憶と共に本来のお力の一端を取り戻された。魔の加護のあるお身体が、そのようなものに侵されるわけがなかろう。それと、私は陛下の傍を離れる気はない」

「ま、魔!?　今なんつった!?」






　白犬のしらっとした言葉にエリノアが愕然としている。白犬は腕組みしたままのっしり腰を下ろして動く気はなさそうだ。

　と──、いつの間にかエリノアの手を離れていた黒いほうが、白犬の背を押して部屋から出そうとしているエリノアの近くへよって来た。その足取りは異様に軽く、足音もしない。






「姉君、これはいかがなさるのかな？」






　いかにも要領が良さそうな顔で近づいて来た黒豹の片手には、四角い盆が。その上にはシチューのよそわれた器とスプーン、パンが乗っている。






「あれ!?　リードのシチュー……は、そうだった……」






　混乱していてすっかり忘れてしまっていたが、エリノアはつい先程、彼らに驚いた拍子にそれを放り出してしまったのだった。

　あんなふうに放り出したのでは、きっとせっかくの料理も無駄になってしまっただろう、そう悲しくなったエリノアだったが……黒豹が渡してくれた盆の上では、リードお手製のシチューとパンが何事もなかったようにそこに鎮座していた。既に料理は温もりを失っているようだったが、特に乱れた気配もなく静かな様子でそこに並んでいる。

　エリノアが驚くと、黒いほうが「陛下にかかってご尊顔を汚しでもしたら大事ですから。受け止めておきました」と、愛想よく言う。それにしたってあまりにも乱れてなさ過ぎだろうとエリノアは不気味に思ったのだが。エリノアがどうやってと問う前に、黒豹が口を開く。






「姉君様、我が名はグレンです、お見知りおきを」

「え？　は、はぁ……」






　過剰なほどに恭しい様子に、エリノアが盆を手に戸惑っている。それでもなんとか「これ、ありがとう……」と返すと、黒豹はにっこりとエリノアに微笑んでみせた。それから、からかうような目を白い魔物に向ける。






「おい、ヴォルフガング、〝お前〟は、まずいよ。曲がりなりにも陛下の姉君だ、丁重に扱わなければまた陛下の怒りを買うよ。陛下がお怒りになるのは喜ばしいことでもあるが、私達自身が消滅させられてしまえばせっかく陛下にお会いできた意味がない」






　グレンの言葉に、床にのっしり腰を下ろしたままだった白──ヴォルフガングと呼ばれた魔物が舌打ちをした。

　彼は憮然とエリノアを睨み、ぼやく。






「こんな間抜け面が陛下のお傍にいるとは……配下は幾らでもあちらにいるというのに。陛下も陛下だ。何故このような者をご寵愛なさる」

「だから私姉だっつってんでしょ!?」






　エリノア、イラッとして目を吊り上げる。と、グレンがまあまあと二人をなだめる。






「ヴォルフガング、口を慎め。忘れたか、我らは姉君のお陰でこちらに来ることができたのだぞ」






　その言葉にエリノアが、眉間にしわをよせる。






「ど、どういう意味？　それに、さっき言ってた魔王って……」






　どうしても冗談にしか思えなくてエリノアは言葉を切る。しかし──脳裏に先程の、弟の怪しい様子が思い出されると──まさかという思いでそれ以上は言葉が出なかった。

　と、グレンが愛想のいい笑顔を浮かべたままエリノアに答える。






「貴女の弟君は、我らが魔物の王、ダスディン王の転生体です」

「……てん、生体……？」

「ええ、つい千年ほど前、忌まわしき女神と通じたこの国の王の祖に退けられた……」

「…………え？」






　グレンは笑みを崩さなかったが……その表情と声音には、どこか剣吞な響きが滲んでいる。

　エリノアがぽかんと口を開く。明らかに、それはエリノアの理解の範疇を超えた話であった……。

　と、面倒くさそうなヴォルフガングが言った。






「陛下が深い負の感情を抱えると、お力が強まり魔界を引きよせる。……そこに道ができるのだ」

「左様、ゆえに虎視眈々と陛下のお傍に戻るのを狙っていた我らは、こたび通じた道を抜けてこちらに参りました！」






　ヤッホー！　と黒豹のノリは軽い。

　二人の言葉にエリノアが「ちょっと待って！」と、慌てて手を振った。






「負の感情!?　それが私のお陰って……わ、私何かした!?」






　エリノアが不安げに寝台の上で眠るブラッドリーの顔を見た。するとヴォルフガングが目を細め、呆れたと言わんばかりの顔でエリノアを見る。






「分からぬのか、間抜けよ。お前、さっき陛下の前で男の話をしただろう」

「へ？　お、とこ……？」






　ヴォルフガングに柄悪く睨まれたエリノアは、何のことだろうと記憶を探る。

　一瞬、リードのことかと思ってから……この魔物たちが現れる直前、今日王宮で会った第二王子の話を弟にしたことを思い出した。

　確か、わき腹をくすぐられた話なんかを──。






「え……？　でも、それが何か……？」






　戸惑うエリノアに、ヴォルフガングはため息をつき、グレンはにこにこしている。






「陛下は相当に不快な思いをされたようだな……一度に二匹も魔物が潜れる穴ができるとは」

「ふ、不快……？」






　あの話の何が弟に嫌な思いをさせるのだろうと戸惑っていると、グレンがしたり顔で「まあ、嫉妬でしょうねぇ」とうんうんと頷いている。






「はぁ……？」






　エリノアがその言葉にぽかんとする。






「我らを絞め殺さんとする陛下の殺気も素晴らしかったですし、どうやら……相当に姉君を溺愛しておいでのようだ」

「溺愛……」






　エリノアが吞みこめぬまま目をまるくしていると……その手をグレンが黒い毛並みに覆われた手でしかっと握った。

　その期待の篭った瞳にエリノアは気圧される。背後では……ヴォルフガングが一層呆れていた。






「な、何よ……？」

「ふふふ……あのご様子ではまた魔界との境に道ができる日も近いでしょう！　なんせ姉君も、どうやら色事に迷いやすいイイ感じのお年頃！　是非是非……貴女様には、これからも陛下の嫉妬心と怒りを大いにかき立てていただきたい！　もういっそ……色狂いにでもなられてはどうか？　乱れるお手伝い、このグレン、惜しみませんぞ!!」

「は、ぁっ!?」






　あまりの言われように、エリノアが凶悪な顔で「なんだって!?」と耳を疑っている。

　だが──目の前の黒豹の魔物は……。

　次に出てくるのは淫魔だといいなぁ～とか言いながら……エリノアの前でウキウキしはじめ……。

　エリノアは思った。

　……こいつ、本当に悪魔だ……。

















15　黒猫












「ちょっと、待ってくださいますか……」






　娘は居間のテーブルに着席し、渋い顔で手を上げた。

　その左右斜め前には、同じくまるい木製のテーブルを囲む白のヴォルフガングと、黒のグレンが座っている。

　もちろんブラッドリーの部屋からは全力で追い出した。『乱れるの手伝います』だなんだと、浮かれていた黒豹には……ひとまず、そこでもっふりむっつりしているヴォルフガングを部屋から連れ出すのを手伝ってもらった……。






　本当は……この突然の訪問者には、家から立ち去って欲しかった。──が、それに関しては、グレンにも半笑いで拒否される。困ったことに、この二人……居座る気満々なのである。

　困り果てたエリノアは、外に出て、近所に住むリードにでも助けを求めようかと思った。しかし……そうして眠るブラッドリーを置いて出て、その間に連れ去られでもしたら困ると思った。






　──気がつけば、もう居間の時計の針は真夜中を指している。

　エリノアはとりあえず、びくびくしながら二人の魔物に茶を出してみた。

　事情を聞こうと思ったのだ。

　そうすると、大きな身体のヴォルフガングは、もさもさの指で茶器をつかみ、鋭い牙の並ぶ口に器用に茶を運んでいる。彼が持つと普通サイズの茶器がとてもとても小さく見える。その隣では黒々した毛並みのグレンが、懸命に熱いお茶に息を吹きかけている。どうやら──猫舌だ。






　エリノアは……ちょっと己の置かれた状況が分からなくなってきた。






　──何故、私は今この二人と呑気に茶を飲んでいるんだろう……。






　そんな思いに駆られると、頭の中がぐるぐるとこんがらがっていくような気がした。

　エリノアには、未だこの二人が、本当に〝魔物〟なのかもイマイチ信じきれていないところがあった。〝魔物〟という存在は、もう千年前に勇者が魔王を倒して以降、世からは遠い存在となっていた。千年も人がその姿を見なければ、それはもう幻の生き物と言っても間違いではない。少なくとも、エリノアにとってはそういう認識がある。

　しかし、その幻の存在は、今なおエリノアの前でのんびりと茶を飲んでいるのだ。己が勧めたとはいえ……この状況には疑問が募る。

　と、呑気な声がした。






「あー、いっつも思うんですけど、何故皆熱い飲み物を好むんでしょうねぇ」






　火傷したら舌がひりひりするのに。皆マゾですねぇ、などというグレンの声に恐る恐る視線を上げると……やっと茶がぬるくなったのか、黒豹が舌ですくう様にして茶を飲んでいる。目が合うと、グレンは吊り目を細めてにっかり笑う。






「それで姉君……どこの御仁から攻めますか!?」

「……だから……」

「今からでも盛り場にでも行きますか？　この時間でもまだやってるでしょう？」

「……あのね……」






　こいつ本当に話聞いてないな、と思いながらエリノアがテーブルをペしっと叩く。






「待ってって言ってるでしょ!?　いいから一回その、目指せモテ女！　……みたいな話やめてくれます!?」

「はぁ？　目指していただきたいのは淫乱ですけど？」

「なお悪いわ!!」






　しれっと返してくる黒豹に、エリノアが目を剥く。






「おやぁ？　……さては……姉君ぃ……誘うより、誘われたい派ですか？」

「だ、から……っ」






　きゅろん、とした猫目にエリノアがイラッとした時……傍で聞いていたヴォルフガングが「下らん」と、鼻を鳴らした。






「俺は反対だ。その様な小賢しい真似で陛下に不快な思いをさせるなど」






　ヴォルフガングが言い捨てると、グレンがいやいやと笑う。






「しかし、目覚めたばかりの陛下の配下が三匹だけとは少なすぎるじゃないか。一刻も早く手勢を増やして差し上げなければ……そしてゆくゆくは城でも乗っ取って……」

「……あの、すみません……配下三匹って……もしやそれ私も入ってます……？」






　エリノアが半眼で問うと、グレンがぱぁあああと顔色を明るくする。






「もちろんです！　王にとって、肉親は裏切らぬ都合のよい手ゴマの一つですよ！　是非、身を挺した盾……いやっ、生贄になるくらいの気持ちで陛下をお守りしていただきたい！」

「…………」






　邪気無く物騒なことを言うグレンに、エリノアは一瞬押し黙り……こいつとは話にならないと、ヴォルフガングのほうに身体を向ける。愛想はないが、こちらのほうがまだ話は通じそうだった。






「……あの、それで先程の話の続きなんですが……つまり、私はブラッドリーの前で男性の話をしてはならないってことですよね……？」

「そうだ。それに限らず、お前は陛下にご心労をかけぬことを心がけろ。男に色目も使うなよ」

「え……それはこのうら若きお年頃のわたくしめに、恋もするなというお達しですか……？」






　ぎょっとして問い返すと、険しい顔のヴォルフガングは真顔で頷く。と、それを聞いたグレンが口を挟んでくる。






「ええ～、何言ってんですか、ばんばん青春を謳歌しましょうよ！」

「お前ちょっと黙ってろ！」






　ヴォルフガングが睨むと、グレンは頬を膨らませて口をつぐんだ。






「あの病に蝕まれた肉体を見れば分かるだろう……陛下は今生では大変なご苦労をなさっている。陛下がお望みにならぬかぎり、手勢も城も必要ない。お守りすることが第一だ」






　きっぱりした物言いにエリノアが驚いて瞳を瞬かせる。

　魔物の主従関係というものがどういうものかをエリノアは知らないが……どうやら──彼のブラッドリーに対する気持ちは本物のようだ。……グレンのほうはかなり怪しいが。






「あの、」とエリノア。






「さっき……ブラッドリーの身体には魔の加護があるから……喘息にはならないって言いましたよね？　あれ、本当ですか……？」






　恐る恐る問うと、白い頭が縦に動く。






「もともと魔の属性にある陛下がこちら側に生を受けて肉体と魂のバランスが悪いのは仕方がないことだ。が、お力を取り戻されたこれよりは、生命力も向上していかれることだろう」

「……身体も強くなっていく……？」






　エリノアの問いに、ヴォルフガングは「おそらくは」と頷いた。

　途端、エリノアが細いため息をついた。ほっとして力が抜けたのか、どこかに表情を転がり落としてしまったかのような顔をしている。






「良かった……」






　未だに彼らの言っていることが真実なのかは分からない。だがエリノアは、それは信じたいと思った。どんな形であれ、ずっと病に苦しんできたブラッドリーの毎日が安らかなものになるというのなら。






「まあ、本当なら魔界にご帰還いただくのが一番なのだが」

「あ、それは結構です」






　ヴォルフガングの言葉にエリノアは全力で拒絶の意思を示した。






　──ところで──と、エリノアは話を変える。






「何やら堂々と居座る気満々のところ申し訳ないのですが……御二方がここに住むのはなしですよ」

「何？」






　途端にヴォルフガングの眉間に深いしわが入る。






「貴様……我らから主を奪うつもりか!?　お傍から離れる気はないと言っただろう!?」

「いや……前世からの主従か何か知りませんが、居座られては困ります！　この小さな家に四人も住めるわけないじゃないですか！」






　エリノアとブラッドリーの住むこの家は、寝室が二つと、居間が一つ。そして台所やその他の水周りと狭い納戸がある程度の小さな家だ。

　とてもではないが、こんな巨体の生物と暮らすことはできない。

　しかも、家にこんな姿をした彼らが出入りしていることが近所に知られたら……大パニックになることは目に見えていた。

　千年ぶりに魔物が出たなどと発覚すれば、国は討伐隊を組むだろうし、ましてや……その彼らが弟を〝魔王〟などと呼んでいることが分かればどうなるだろうか。

　エリノアは、ぞっとして、それを彼らに訴えた。

　と、二人は揃って、ふむ、という顔で何事かを考えている様子である。






「……確かに騒がれるのはまずいな……」

「ほらー、やっぱり手勢が必要ですよ。文句言う奴がいたら叩きのめせば楽じゃないですか。さっさと国を乗っ取っちゃえばいいんですよぉ」

「やめろ」※エリノア






　エリノアの目を剥いた真顔の突っこみに、ヴォルフガングが同調する。






「そうだ、やめろグレン。何よりも陛下の身の安全が第一だ。陛下が国を手に入れたいとお望みなら従うが……先程の陛下は記憶を取り戻されたにもかかわらず、何よりこの間抜けの身を案じておられただろう？　まずは、その御意思に従うべきだ。騒ぎを起こすべきではない」

「ちぇー」






　そう窘たしなめられたグレンは再び納得いかなそうなふくれっ面を作る。






「……仕方ないですねぇ、じゃあこうすればいいんでしょ」






　グレンは一度ひょいっと肩をすくめると、ぴょんっと椅子から飛びあがった。──と──……。






「え」






　次の瞬間テーブルの上に、すとんと黒い猫が現れた。

　突然のことに面食らっているエリノアに、黒い猫はくるりとその尾をくねらせる。






「ね、これなら陛下の傍においてくれますよね？」






　その媚を売るような眼差しは──紛れもなく、たった今までそこに座っていた黒豹の、それそのものだった……。

















16　もふーんと白い大きな……












　……猫がしゃべってる。






　とは……エリノアも、もちろん思った。

　しかし、既にしゃべる豹と大きな犬を見てしまっていたエリノアは、別のことがショックだった。






「……姿を、変えられるんですか……？」






　エリノアがテーブルの上の黒猫によろよろと指を向ける。と、その控えめな反応が気に食わなかったらしい黒猫グレンがぽすぽすと手に頭突きをしてくる。






「何それ、もっと驚いて驚いて！　つまらないじゃないですかー」

「……」






　もーと怒る猫を初めて見たエリノアは微妙な顔をした。






「……驚いてますよ。でも、色々驚きの連続で……おとぎの国にでも迷いこんだような気がしていてですね……」






　そう言ってやると黒猫は満足したのか、細い四肢を揃え得意げにふわふわの胸を張る。






「私達魔物ですし、これくらいの変化はお手の物ですよ」

「……はぁ、左様ですか……魔物って案外メルヘンなんですねぇ……」






　そう、適当に返しながら、エリノアは困ったなと思っていた。

　問題だと思ったのは、このサイズなら、彼らの言うとおり──。






「そうか、その手があったな」

「っ!?」






　低い声に驚いてエリノアが猫から顔を上げる。

　まずいと思った。そうかこっちも洩れなく姿が変えられるのか、大人しく出て行って欲しかったのに……と──

　エリノアが思った時。

　彼女の視線の先、斜め前の椅子の上には──もふーんと白い大きな──……






　ウサギが一匹。






「──そこは犬だろ!?」

「っ!?」






　エリノアは思わず突っこんだ。

　我慢ならずその大きくたっぷりしたふかふかの両頬をガッシリつかむ。程よい長さの毛並みがみっちり密集していて非常に手触りが良かった。

　エリノアの形相にウサギ（※ヴォルフガング）がびくっとしている。






「こんなに大きなウサギいませんから!!」

「っ何!?　魔界では……これが標準サイズだぞ!?」






　ウサギは渋い顔で驚いている。そのふかふかの身体は大型犬くらいのサイズがあって。まじか、なんか怖い、とエリノアは思った。






「……とにかく、それアウトですから。チェンジで。あなた犬みたいな見た目なんだから大人しく犬にしときなさい、犬に」

「…………」






　そう言うエリノアに、ウサギのヴォルフガングはむっとした顔で「ちっ」と舌打ちした。

　──なんだろう、ウサギが好きなのか、あんな厳いかつい顔をしておいて……と、エリノアは少々きゅんとする。






「っ!?」






　と、次の瞬間、エリノアが手でつかんでいたベルベットのような手触りだったふわふわの極細毛が──若干固めの白い長毛に変化する。






「……これでいいのか」






　不貞腐れたような声はその……白い大きな犬から聞こえてくる。






「まったく、ウサギのほうが変化し慣れているというのに……」

「……あなた魔界で何やってたの……？」






　ぶつぶつ言う白犬にエリノアは思わず問う。巨大ウサギになって魔界の草原でも駆けていたのだろうか。

　と、白犬ヴォルフガングはじろりとエリノアを睨む。






「煩い。で？　これで満足か？」






　ふんと黒い鼻を鳴らしながら言われて、エリノアは思わず頷いてしまう。






「あ、ああ……まあ……サイズ的にはですね……でも──……」






　やっぱり魔物と同居なんて──……。

　と、言いかけたエリノアの後頭部に、のしっと、何かが乗ってくる。






「う……」

「やったー！」






　嬉々としてしっぽを震わせながら、重みにうつむくエリノアの頭の上で雄たけびを上げているのは──もちろん黒猫グレンである。






「…………」

「では私はさっそく陛下と同じ寝台で──！」






　そう言うと、びよーんっとエリノアの頭から飛び降りブラッドリーの寝室へ駆けていこうとする黒いしっぽを──……エリノアはガシッとつかむ。






「……ダメに決まってるでしょ……！」

「ええー!?」

「……では俺が陛下の足元で寝ずの番を……」

「ダメ!!」






　いそいそと部屋を出て行こうとするヴォルフガングのしっぽを──エリノアは慌てて握りしめるのだった……。

















17　早朝の悪戯












「……ねえ、ヴォルフガング」






　居間の長椅子の上に与えられた寝床でグレンが問う。






「……あの娘、殺さなくていいの？」






　その静かな調子にヴォルフガングが首を持ち上げて、己の腹側にうずくまっていた黒猫の顔を見る。

　黒猫は宝石のような青い瞳でヴォルフガングをひたりと見つめていた。






「……あの子の手、女神の印が現れてるけど……あれ、聖剣の勇者なんじゃない？」






　グレンは、先刻眉間に不安そうなしわをよせながらも、二人に分厚い敷物と毛布を置いて行った娘の姿を思い出しながらそう続けた。

　彼女には見えないようなのだが──ヴォルフガングとグレンの目には、はじめから、エリノアの手の甲に明るい光が宿っているのが見えていた。

　日の光のような輝きの中に、光の濃淡だけで刻まれたそれは、女神の大木に刺さったままの聖剣の握りに刻まれたものとまったく同じものである。






「さっきあの子が茶を用意していた時、こっそり瘴気で攻撃してみたんだけど、印に弾かれちゃった」






　あっけらかんと言ってくるグレンにヴォルフガングが渋い顔をする。






「……お前、あまり勝手なことをするな。陛下に知られればただではすまんぞ」

「そ？　でも君は告げ口したりしないよね？　だって、ただでさえ少ない陛下の配下がこれ以上減っちゃったら困るもんね」

「…………」






　強かに笑うグレンにヴォルフガングは嫌そうな顔をした。グレンは知らん顔である。






「でもどうして勇者の弟として陛下が生を受けたのかな……もしかして、女神の策略？」

「……まあ、そうだろう。何もなくこのような偶然が起こるわけがない。何かしらの思惑があってのことだろう」

「もしかして勇者に陛下を抑えこませるため？　忌々しい……女神も小賢しいことするよ」






　グレンが猫の顔を歪めて悪態をつく。

　そこには女神に対する憎しみの感情がなみなみとこめられていた。






「ねえヴォルフガング、陛下はお怒りになると思うけど、勇者は始末しておくほうがいいんじゃない？　もしあの女が陛下を狙ったら、陛下は抵抗できないと思う。瘴気は効かなかったけど、まだ聖剣は持っていないようだし……方法は幾らでもある」






　しかしヴォルフガングは首を縦に振らない。






「……忘れたか、あの娘には手を出すなとのご命令だ。娘のほうも、あれだけ入れこんでいる肉親をそう簡単に聖剣の餌食にはすまいよ」






　その言葉にグレンが小馬鹿にしたように鼻を鳴らす。






「そうかなぁ、人間は時々私達よりも残酷だよ。歴史を見ても明らかじゃないか。この国でも……何度も親子や兄弟たちが王権を争って殺し合っていたよ」






　せせら笑う猫の顔にため息をついて……ヴォルフガングは静かに威圧するような表情を仲間に向けた。豊かな毛並みの中で瞳が黒曜石のように暗く輝いている。






「……もし、そのような時は……陛下の怒りを買おうとも、私が娘を始末する」






　そうきっぱり宣言すると、ヴォルフガングはグレンに「もう寝ろ」と言い毛布の中にまるくなって瞳を閉じてしまった。






「…………」






　グレンはしばし、その眠りに沈んでいく仲間の横顔をじっと見ていた。






「……私はそんな瀬戸際まで待つ気はないよヴォルフガング。……やっぱり、陛下には手足となり、剣とも盾ともなるものが……もっと必要だ」






　その為には──誰を利用すればいいのか、それは明らかだった。

　冷えた目で仲間を見ていたグレンの口が、ふと、つぶやく。






「…………ブレア王子か……」






　グレンの青い瞳が冷たく光る。


















　──そうして次の朝──……






　爽やかな小鳥達のさえずりを耳にしながら──……。

　エリノアは、隈だらけの目を大きく見開いて、その──男の顔を凝視していた。






「……………………、……………………」

「……ああ、目覚めたの？」






　寝台の上で、目が覚めたままの体勢で固まっているエリノアに──にっこりと甘い微笑みが向けられる。






「……おはよう」






　男は聞き覚えのある低い声で囁きながら、エリノアのまるい額に口づけた。

　途端驚いたエリノアの身体がびくりと跳ねて、動揺した瞳が更に限界まで見開かれる。

　そんなエリノアの様子に男はふっと微笑を浮かべ、彼女の横たわる寝台の枕元に腰掛けた。






　彼の少しはだけた白シャツは、朝日に照らされ薄くその内にある肉体の影を映している。爽やかなはずの空気は一変し、そこには危うい色香が匂い立っていた。






　──これは……夢……？






　エリノアは当然のようにそう思い、眉間には戸惑いのしわがよる。

　エリノアは何事かを言いたかった。だが、言葉が上手く出なかった。

　夢にしろ現実にしろ──普段のエリノアなら、侵入者には張り手でもかまして逃げ出すところである。






　しかし。

　その男が──いったい誰なのか……

　それを判別したエリノアは、目を白黒させる。ただただ、身を竦ませるしかなかった。






（な、なんで……？）






　何せ彼は……今、エリノアが一番出会うべきではない相手だったのだ……。






「ぅ…………」






　男は、寝台の上で寝起きの恰好のまま、次第にぶるぶるしはじめた娘をゆったりと灰褐色の瞳で見下ろしている。

　と──不意に、ぎっ、と寝台が軋む音がした。






「え」






　エリノアがあっと思った時には──

　男は彼女の向こう側に手を突いて、エリノアを跨ぐようにして彼女の身体に覆いかぶさっていた。そのまま鼻と鼻が触れてしまいそうな距離で見下ろされ、固まっていたエリノアは──……






「ひっ、っ、っ、っぎゃああああああ!?」






　男が更に顔を近づけてくる素振りを見せたことで──堪らず悲鳴を上げた。

　声を上げたことでようやく身体の呪縛が解けたエリノアは、真っ赤な顔で布団を跳ね飛ばし、泡を食って寝台から逃げ出した。それから床の上で腰を抜かしながらその人物を振り返る。






「なっ、ななな、なん、なんで……っ??　ブ……、ブレア王子!?」

















18　動物のお腹はふかふか　※情報提供リード












　寝台から転がり落ちたエリノアに、その男──ブレアはにっこりと微笑む。

　その顔を青い顔色で見上げながら……エリノアの頭の中には様々な考えが巡る。






　身元が割れてしまったのか？　こんなに早く？　さすが王子仕事早い……いやいや、早すぎやしないか？

　いや、それよりも何故私の部屋に……今の奇行はなんだ？






　全身にいやな汗を感じながら、疑問の答えを得ようとエリノアはブレアの顔を食い入るように見つめた。

　その視線の先でブレアは──

　寝台の端に腰掛け直し、エリノアの驚くさまをさも愉快そうに眺めている。

　その表情はまるで、イタズラが上手くいった子供が喜んでいるかのような……。

　ひとまずエリノアの知る第二王子ブレアらしからぬものであることは間違いない。

　ブレアといえば、年中真顔か仏頂面で過ごしているような王子で……エリノアは笑っている顔など見たこともなかった。

　噂によると、国王や兄弟王子たちとの酒宴の席でも、その姿勢は崩れることはほとんどないそうだから……彼の無表情っぷりは筋金入りだ。

　エリノアは動揺しながらも思った。──こんなブレア様の様子を王宮の人達が見たら、皆驚いて引っくり返るのではないか──。






「……あれ？」






　と、エリノアは不審に思って眉間にしわを作る。

　その愉悦に満ちた、にまにま顔を……ごく最近どこかで見たような気がして──。






　──と、そこへ──。






「何事だ!?」

「ぎゃ!?」






　どばーん！　と扉をはじき飛ばして──白い犬……ヴォルフガングが部屋に飛びこんで来た。

　四足で駆けて来た獣は、扉の前で腰を抜かしていたエリノアにぶつかって……止まる。






「!?　娘!?　今の叫び声は……」

「……重い……」






　大型犬ヴォルフガングを背に背負った形でエリノアが呻く。

　そんな一人と一匹を見て、ブレアは尚のこと寝台の上でけらけら笑って──……それでエリノアも確信する。






「……よいしょっと……」

「!?　何故背負う!?」






　エリノアはヴォルフガングを背に乗せたまま立ち上がった。

　そのまま憮然とした表情を、寝台のブレアに向ける。






「ちょっと……お宅の猫に言ってくれません？　変なイタズラするなって……」

「あれ？　バレてた」






　睨まれた男は、途端噴き出して笑い出す。

　その悪びれる様子のないブレア──グレンが、寝台に引っくり返って笑う姿を見ながら、エリノアはやっぱりと思った。

　昨日姿を変化させてみせた彼らのこと。他人の姿を借りることもできるわけだ。

　しかしと、エリノアは微妙そうな顔でブレア化したグレンを見やる。

　軽い調子で笑い、寝台の上でごろごろしている青年のさまはあまりにも、真面目な王子の姿とはそぐわない。






「……ちょっと、それイメージ問題ですよ……王子側から苦情が来ても知りませんからね……」

「あははははは」

「グレン！　笑ってないでさっさと元に戻れ！」

「えー、せっかく変化したのに。ねぇ姉君、」

「!?」






　次の瞬間、グレンはエリノアの傍に立っていた。

　瞬きした間に彼は彼女の隣に一瞬で移動していて……そのあまりの素早さにエリノアが驚いている。

　そんなエリノアにグレンは猫のようにすりよってくる。






「もっとイチャイチャしようよぉ、ね？」






　ぐりぐりと頬をよせられたエリノアは（ヴォルフガングを背負ったまま）思った。






「（……やっぱり、猫だな……）……いえ結構です。どうせなら猫でよろしくお願いします」

「やだ」






　ブレアなグレンは、きゃははと弾けるように笑い、その奇妙さにエリノアが押し黙る。






「……」






　エリノアは真顔になり、ふー……と長いため息をついた。

　先程は、いるはずのない人の登場と、異性に組み敷かれるという緊急事態に動揺したが……。

　中身があれだと分かってしまえばこっちのものだ。






「ん？　姉君？」






　エリノアは（ヴォルフガングを背負ったまま）ぬっと両手を突き出して。笑いっぱなしのグレンを押した。──寝台のほうへ。






「へ？　あれ？」






　そしてブレアなグレンをシーツの上に押し倒す。

　その行動には……グレンも、エリノアの背に乗ったままのヴォルフガングもキョトンとしている。

　エリノアは、真顔で金の髪の青年を見下ろすと……言った。






「……私、今まではブラッドの喘息があったから触れなかったけど……実は、猫が好きです」

「え、何」






　真顔で淡々と言われたグレンが、キモいと漏らし──た、途端。エリノアはグレンに襲い掛かった。






「よーしよしよしよし！　こうか？　こうですか!?」

「ひ!?」






　わしわしわしっと、青年の金髪を撫ではじめるエリノア。きゃー！　とグレンが悲鳴を上げる。






「な、何を……」






　背中で見ていたヴォルフガングがおろおろしている。エリノアは冷静に答えた。






「聞いた所によりますと、猫は顎の下やお腹を撫でられるのがいいとか……ここですか!?　ここですか!?　さぁ、さぁ、さぁ！」

「ひゃははははは！　やめてぇっ！　くすぐったいって！　今っ、私猫の身体じゃな……！　あははは！」

「ならば早く戻ったらいいでしょう!?　ほらほらほら！　そして存分に猫の毛並みを堪能させてくださいな！　喉がゴロゴロ鳴るって本当ですか!?　憧れなんですけど!?」

「…………」






　イチャイチャしましょう！　と……叫ぶエリノア、くすぐられて悶え笑い転げる仲間に……。

　ヴォルフガングは犬の顔ながら、真顔で引いていた。

「これが聖剣の勇者か……」と……思ったとか、思わなかったとか。

















19　ブレアの祈り












　──少し時は戻る。






　エリノアに逃げられた後、ブレアは駆けながら、今後己がどう動くべきかを考えた。






　聖剣の主人は決まってしまった。

　それがどのような人物であれ、そのことを今、本人以外で唯一知る者となれたのは幸いだった。

　問題は──政敵にこのことを知られるわけにはいかないということだ。

　王位継承権を持つそれぞれの王子たちが、その存在を知れば必ず〝勇者〟を得ようと動くだろう。

　そうなる前に、ブレアが〝勇者〟を保護するには、ことを何もかも秘密裏に行う必要があった。

　王宮内には様々な人間がいて、どこに敵の手の者が潜んでいるかは分からない。

　そのような中でいかに動くかは、慎重に考えなければならない問題だ。

　ブレアとしては、すぐにでも娘の身元を割り出したいところだが──軽々しく人を使う気にはなれなかった。下手をすればそこから情報が漏れてしまう。

　かといって、あまり己が動きすぎれば立場上政敵の目にもつきやすい。もちろん己の側近たちとて同じことである。






　──どうしたものかと考えながら……ブレアは聖殿の庭を出て、王宮に戻るための回廊を駆けていた。と、そこで彼は足を止める。






「……！」






　回廊の先からこちらに向かってくる一団があった。ブレアはその中に、今一番会いたくない人物の顔を見つけ、内心で舌打ちをする。するとその一団の先頭に立つ人物もブレアに気がついて足を止める。男が手のひらを持ち上げると、彼の後ろにぞろぞろと付き従っていた者達も従順な様子で足を止めた。

　幾人もの取り巻きを引き連れたその男は、ブレアに上っ面だけの笑顔を向けてくる。






「おや、これはこれは……兄上、そんなに慌ててどこへ行かれるのですか？」






　面長で、ブレアよりやや褐色に近い金の髪の男は笑んだまま、ブレアに数歩近付いた。






「……クラウス」






　そう呼ばれた男は、ブレアの身体越しに見える聖殿の白い建物に一瞬視線を移し、嘲るように笑う。






「相変わらず聖殿で祈っておいでなのですか、信仰心のお強いことで……」






　無駄なことをと言いたげな男の様子に、後ろの取り巻きたちも口元を隠しながら同調して笑う。

　そんな彼らをブレアは意に介さなかったが、クラウスはそれをいいことに己が兄を嘲あざけるのをやめない。






「家族思いなのは結構ですが、そのようなしかめ面で祈られては、女神もさぞ不快な思いをされておいででしょう。聞きましたよ兄上、また、侍女を叱咤して怯えさせたとか。いかに取るに足らぬ存在とはいえ、そのようなことばかりしていては民心も離れますよ」

「……無駄に叱責した覚えはない。目に余る行いがあれば何者であれ正す。侍女であれ、お前であれな。……王宮の守り手も皆、国民であることを忘れるな。取るに足らぬ存在などとは聞き捨てならん」






　ブレアの言葉にクラウスの視線が煩わしそうに細められる。

　クラウスと呼ばれるこの男は、ブレアの弟、国の第三王子だった。近隣国出身の国王の側室を母に持ち、正室の息子であるブレアや王太子とは異母兄弟にあたる。

　現在、彼とブレア達は、王権を巡って対立関係にある。現状で、最も〝勇者〟の存在を知られてはならない人物の一人と言っていい。






（面倒な奴に会ってしまった……まさか何か見られていたなどということはあるまいな……）






　懸念を抱いたブレアは、〝勇者〟の娘が去っていった回廊の先を悟られぬようにそっと見る。

　と、クラウスが目を細めたまま、ブレアと同じ方向を見て鼻を鳴らした。






「そういえば今、誰かが慌てて走って行きましたね？　そのような偉そうなことを言っておいて……また侍女を怖がらせたのでは？」






　その言葉にブレアの眉がわずかにピクリと反応する。






「正義感に駆られておられるのは構いませんがねぇ、険しい顔で正論を振りかざしてばかりでは、弱き者に怖がられるのは当たり前でしょう？　縁談も〝また〟流れたそうですね？」

「……お前には関係のないことだ」






　ブレアは素っ気なくそう答えると、身を返した。

　しかし、クラウスの言葉はその背に食らいつく。






「その、先日兄上が縁談を断られた隣国の王女ですがね！」






　弟の声音の大きさに、ブレアは足を止め、わずかに顔を彼の方へ向ける。

　横目の端で、クラウスは愉悦に満ちた表情でブレアを見ていた。






「……」

「ここに居る我が側近が彼の王女のお眼鏡にかなったらしく、この度、無事縁談がまとまったのです」

「ほう……それで？」






　クラウスは口元で弧を描き、わざとらしい恭しさでブレアに微笑みかける。






「兄上が王女に嫌われて下さったお陰です。我らの派閥は隣国との新たな繋がりを得て、また一段と強くなりました。感謝いたします」

「……」






〝我が側近〟と示された、クラウスの背後に立つ男は、確か公爵家の男子である。その男もまた、クラウスと同じように優越感に満ちた口元を隠そうともせずブレアに頭を垂れて見せた。

　その様子にはさすがのブレアも少々辟易する。嘲笑われていること自体が嫌なのではない。嘲笑ってやろうとわざわざ向かって来るその心根に呆れた。






　クラウス達の言うその縁談は、隣国側から申しこまれたというだけで、特にブレアが望んだものではない。だが、確かにブレアと顔を合わせた王女が後に断りを入れてきたのは真実だった。

　ただしそれは──欠けらも王女に興味を示さないブレアを見た相手側がひどく気を悪くした、というのがことの真相である。

　もちろん無礼な行いをしたわけではない。ただ、王族であるブレアに持ちこまれる縁談の娘たちは、公爵家の令嬢や近隣諸国の王女など。えてして身分も、そして気位も高いことが多い。

　それに対してブレアはというと……そういう相手の自尊心を満たすために、わざわざ思ってもない世辞を言うことや、己の立ち振る舞いを変えるということは、とてもつまらない行いだと考えていた。

『貴婦人には惜しみない賛辞を贈るのが礼儀である』

『それができねば立派な紳士とは言えない』

　──そういう風潮の強い貴族社会の中で、ブレアはあまりその考えには馴染めないのだ。

　人を褒めるのはよいことだ。しかし、贅を尽くして着飾った令嬢達をブレアはそれほど良いものとは思わなかった。

　ゆえに……彼に舞いこんだ貴族令嬢との縁談のほとんどが、同じような流れで消えていく。

　ブレアも女性に興味がないわけではない。だが、職務や武芸のほうが楽しいし、苦手な世辞を口にしてまで熱心に得たいと思うような女性には今まで出会ったことはなかった。

　それで女性たちに『冷淡だ』『心がない』などと裏で言われていようが、ブレアにはどうでもいいことだった。






　しかし、異母弟クラウスにとってはそうではないらしい。

　王位継承権でも優位で、見目もよく、武芸でも己の上を行くこの異母兄が、こと女性から恐れられ、次々と縁談が破談になるということは、弟にとっては愉快極まりない弱点と見えているらしかった。

　ゆえに、この面倒な弟は、時折こうしてわざわざ手下を引き連れては、ブレアを嘲笑いにやって来る。その執念たるや、少々目を見張るものがある。

　今回も、ブレアの縁談が破談になったと知ったクラウスが、積極的に側近と王女の話をまとめたのだろうと言うことは薄々ブレアにも分かっていた。そういうことを嗅ぎ付ける嗅覚には、非常に優れた男なのである。

　ブレアは己に向けられるくすくすひそひそと煩わしい笑い声の中で、そんな弟王子を冷静な目で見る。

　幾ら笑われようとも構わないが、この弟には、何があっても〝勇者〟の一件を知られるわけにはいかないと思った。

　策謀には長けてはいるようだが、とても聡明で慈悲深い王太子を押しのけて王座に座れるような器ではない。

　嘲りと愉悦に満ちた表情には、かつて見ていた幼い弟の愛らしい面影は欠片も残ってはいなかった。






（これも王権争いがゆえか……）






　ため息をついて、ブレアは弟に淡々と返す。






「では感謝の礼に、私は明日も女神に祈ろう」

「……は？」

「お前のその嘲りに曇った目が清められるように。その目では、王座の大義も見えるまい」






　途端、不快そうに気色ばんだ顔色を横目で見ながら、ブレアはさっさとその場を立ち去った。






「あいつ……！　私には王座に座る資格がないと言いやがった！」






　残されたクラウスは、毅然と去って行く兄の背を憎々しげに睨んでいる。

　激高した王子に側近が恐る恐るといったふうに問いかける。






「クラウス様、どうなさいますか……？」

「どうもこうもない！　あいつをしっかりと見張らせろ！　絶対に弱みをつかんであの取り澄ました鼻っ柱をへし折ってやる……！」

















20　給料大事












　くぁっ、と欠伸をする音がして、それを隣で聞いていたモンターク家の主人は笑う。






「なんだ、リード、朝っぱらから欠伸か。弛んどるぞ」

「あ、いや……」

「なんだ、結局昨晩はエリノア嬢ちゃん来なかったのか？　……お前も苦労するなぁ」






　決まりの悪そうな顔の息子に、主人は健康そうなまるい顔を破顔させた。






「いや、俺は別に待ってたわけじゃ……エリノアが医者の代金持ってくるって言うから仕方なく……」

「お前も、肝心なところで男らしくないな……お、嬢ちゃんだ」

「!?」






　父の言葉にリードがギクリと顔を上げる。と、店の向こうの角をエリノアが曲がって来たところだった。

　主人は抱えていた荷を店の前に置いてエリノアに手を振っている。






「俺が言ってやろうか？　嬢ちゃんが昨日なかなか来ないからリードが夜中までそわそわして待ってたって」

「はぁ!?　そわそわなんてしてねぇよ！　あ……おい、親父、早く店に入れって！　余計なこと言うなよ!?」

「あーやれやれ、まどろっこしい……」






　主人は呆れたように笑いながら店の中へ引っこんで行った。

　そんな父をリードは苦々しく見送る。と、そこへ、どこか重い足取りのエリノアが近づいて来た。






「おはようリード、昨日はごめん……お金持っていけなくて……」

「いや、それはいいんだけど……どうした？　顔色が悪いぞ……」






　エリノアの目の下にはくっきりとクマが浮かんでいる。朝から疲れたような足取りも気になった。






「大丈夫か？」

「うんちょっと寝不足で……はいこれ。ありがとう、助かりました」






　エリノアは歯切れ悪く頷きながら、昨日支払いそびれていた医者の診察代金をリードに手渡す。ぺこりと下げられた後頭部にリードは眉を顰める。






「もしかしてブラッドまた調子悪いのか？」

「……い、やぁ……」






　問われたエリノアは微妙そうな表情を浮かべてため息をつく。






「そうなのか？　俺ちょっと様子見に……」






　エリノアのため息を肯定と取ったのか、リードが前掛けを外して走りかける。が、エリノアはその腕に慌ててしがみ付いた。






「ノア？」

「いや、大丈夫！　ブラッドも体調はいいの。まだちょっと寝てるけど……顔色は本当びっくりするくらい良くなったから！」






　大丈夫だから、お店の仕事頑張って！　と言いながら、エリノアは懸命にリードを押しとどめている。

　エリノアは必死だった。

　なるべく──今は自宅に誰にも近づいてほしくない。

　特に──あの性悪猫に、リードやモンターク家の優しい夫妻たちを近づけるのには抵抗があった。

　エリノアはげっそりしながら今朝の疲れるやり取りを思い出す。






　──ムカついた勢いに任せ、散々ブレアなグレンを撫で回したあと。『で？』と、エリノアは聞いたわけだ。何故こんなことをと。

　すると──白い目で迫るエリノアに、グレンは少しも悪びれる様子も見せず、ニヤリと一言。






『いい反応でしたねぇ、姉上』

『はぁ!?』






　エリノアが表情を歪めると、小憎らしい顔をした男は黒猫の姿に戻り、『これは期待できそうだぁ』とか言いながら、そのままひらりとどこかに行ってしまったのだ。

　その顔がいかにもしめしめという表情をしていて……エリノアは非常に不安だった。あれは絶対何かを企んでいる。






「……くっ、何がいい反応だ!!」

「おい……なんなんだよ、お前大丈夫か？」






　突然、赤い顔でカッと目を見開いて、意味不明に怒り出したエリノアにリードが驚いている。






「あ、すみません、こっちの話です、お騒がせしました……」

「おいおい……本当に大丈夫なのか？　疲れ、溜まってるんじゃないのか……？　最近試験だなんだって休みなしで出勤してるだろ、たまには休み取らせてもらえよ」

「や……またいつブラッドのことで休ませて貰わなくちゃいけなくなるかも分からないし……それに……」






　昨日の聖剣の件もある。

　エリノアだって、まさか、あんな己の説得だけで、王子が引き下がってくれるとは思っていない。このままノコノコ王宮に出勤してもいいものか、不安もある。もしかしたら──この都を離れる必要だってあるのかもしれなかった。

　こんなことをもし誰かに相談すれば、素直に聖剣を抜いた者として国に従えばいいじゃないかと言われるかもしれない。

　だが今や、エリノアが聖剣を拒む理由は、苦労してつかみかけている上級侍女職を失いたくないという理由だけではないのだ。

　何より──ブラッドリーである。

　──魔王と勇者。

　一般的な常識で言えば、それは対峙する、相容れない存在のはずだ。

　聖剣を受け入れるということが、ただ、女神の勇者になるということだけではなく……弟と対峙するという意味を持ってしまった以上、エリノアにはそれを受け入れることはできない。可愛い弟を討つという剣を、どうして姉である自分が手にすることができるだろうか。彼が何者であれ、まだなんの罪も犯してもいない弟だ。守る以外の選択肢がエリノアにあるはずがない。

　──もう上級侍女職がどうとか言っている場合ではないのだ。






「それに、何だ？」






　言ったきり黙りこんでしまったエリノアに、リードが不思議そうに首を傾げている。エリノアは心の内をごまかすように笑って言った。






「や、ほら……今日、お給料日だから……」

「ああ、そういえば今日は月末か」






　リードは気がついたように頷く。

　──そうなのである。それもあるのである。

　昨晩も、魔物の気配に怯えながらエリノアは夜通し散々考えたのだ。

　現状は厳しい。立ち向かわねばならぬのが、国の王子と未知の魔物なんて、勝ち目がなさ過ぎる。

　だが、ひとまずは、弟を守る為に先立つものが必要だという考えにエリノアは行き着いた。

　それがなければ日々の生活もままならない。もし弟を連れて逃げるにせよ、金銭がなければすぐに路頭に迷ってしまうことは目に見えていた。

　現状は厳しい。厳しいが、そうであってもお腹はすくし、金は要る。

　昨夜王子の手は自宅にまでは伸びなかった。だからまだ身元が割れていないのだという可能性に賭けて、エリノアは王宮に行く決断をした。今月分の給金を得るために。






（……貧乏が恨めしい……）






　エリノアはため息をついて、そしてリードに笑って見せた。






「ありがとうリード、とにかく頑張ってくる」






　ブラッドリーを魔物二人に預けているのは不安だが、昨夜の様子を見る限り彼らがブラッドリーに危害を加えるといったことはなさそうだった。エリノアが家を出る時も、もっふりしたヴォルフガングが可愛げのない顔で『言われなくとも陛下は私がお守りする』と〝私〟を強調しながら胸を張っていた。おそらくそれは、信用ならない黒猫からも、という意味であろうと、エリノアはなんとなく察した。






「あんまり無理するなよ？　今日も何か夕食作っといてやるよ」

「うん、ありがと……あっ!?　そ、そうだ……」






　一瞬心配そうに見送ってくれるリードの優しさにホロリとしかけたエリノアだったが……そうだったと慌てた様子で彼の瞳を見上げる。






「どうした？」

「今日の昼間なんだけど……ブラッド本当に調子いいみたいだし、他の……し、知り合いが来てくれてるから……リードたちは様子見に行かなくて大丈夫だから。おばさんにもそう言っておいてくれない!?」






　リードたちと魔物を鉢合わせさせるわけには行かないエリノアは必死である。






「え？　でも……わっ!?」






　リードがキョトンと言葉を返すと、エリノアはその肩をがしりとつかみ、己のほうへ引きよせる。

　鼻がくっ付きそうなほどの距離で凝視されてリードがほんのり赤い頬でうろたえている。






「ノ、ノア？」

「……お願いだから……今日は、家……行っちゃ、ダメ、よ……？」

「…………エリノア、顔こえぇ……」

















21　ブレアなグレン












　王宮に着いたエリノアは、いつも通りまず侍女たちの居所に向かう。

　辺りを警戒しつつ支度部屋にたどり着くと、ひとまず普段通りに身支度をはじめた。

　簡素な支度部屋の中では、幾人かの同僚たちがエリノア同様身支度をしている。さりげなく彼女達の様子を盗み見てみたが、特に異変は感じられなかった。






「あ、エリノアおはよう」

「お、おはよう……」

「あら？　髪型、変えるの？」






　近づいて来た同僚は、エリノアがいつも通りに後ろで束ねていた黒髪を解きはじめたのを見て、不思議そうな顔をする。






「うん……ちょっと。き、気分転換にいいかなぁ……って……」

「ふーん」






　エリノアは言いながら髪にクシを通し、器用にそれを編んでいく。

　そして両耳の後ろにそれぞれ三つ編みを作ると、それを見た同僚は「似合ってるわよ」と笑う。






「でも、おでこが出ていないと、なんだかあなたらしくないわね」

「そ、そう？」






　同僚の言葉に、エリノアは少しホッとしながら己の前髪を押さえる。たった今、そこの鏡の前で切り落としたばかりの前髪は、眉の少し下で若干不恰好になってしまったが……十分だとエリノアは思った。

　それはもちろん、少しでも見た目の印象を変えてブレアに見つかりにくくする為にと思ってのことだ。

　化粧も普段は全くしないのだが、今日は侍女の規則に触れない程度に薄く施してある。

　ちらりと横目で見る鏡の中のエリノアは、まるい額が隠れ、化粧の効果もあってか、いつもよりやや大人びた印象になっていた。これならば、毎日顔を合わせるような者なら無理だとしても、あまり面識のない者であれば、やり過ごせるだろう。エリノアはそう思った。

　と、隣で身支度をしていた同僚が、「そうそう」と、思い出したように言う。






「そういえばエリノア、侍女頭様が部屋に来るようにって言ってらしたわよ」

「え？　今日も？」






　昨日も侍女頭の部屋に呼ばれて説教されたばかりである。エリノアは、うっと困ったように顔を顰めた。

　すると、同僚はからからと笑う。






「違うわよ、ほら、あなた上級試験に受かったでしょう？　その件らしいわ」

「あ、ああ、そうか……」

「じゃ、私、先に行ってるわね」






　支度を終えた同僚はそう言うと部屋を出て行った。

　エリノアは彼女の言葉を聞いてホッとしたものの、今後の状況次第では、その職を諦めなければならないということを思い出し、気持ちが沈む。

　これまで積み重ねてきた数々の努力を思うと、ため息が出た。






「……はー……」

「おや？　ため息ですか姉上」

「っう、っひ!?」






　不意に耳元で声がして。

　エリノアは耳をくすぐる聞き覚えのある低音に跳び上がる。






「な、だ……っ」

「姉上～」

「っ!?　ひぃいいい!?」






　振り返った途端、大きな身体に突進されるように擦りよられたエリノアが悲鳴を上げる。

　金の髪がさらりと頬を撫でて行って……エリノアは気づく。






「ブ、ブレア様!?　……じゃ、ないっ、あんたっ、性悪猫!?」

「やだなぁ性悪だなんて」






　褒めてるんですか？　うふふ──と、突然現れた体格の良い青年は、色香の漂う流し目でエリノアを見る。エリノアは仰け反った。






「ちょ、やめっ……なんでまたブレア様……や、それよりあんたどうやってここに……」






　エリノアは擦りよってくるブレアなグレンを押し退けながら慌てて周囲を見渡した。

　幸い──同僚たちは皆支度を終えたのか、室内には二人以外の姿はなかった。

　ブレアなグレンはぐいぐいと猫のように擦りよってくるし、こんなところを誰かに見られたら大事になるところだった。






「び、びっくりした……このっ、心臓に悪いでしょ!!　性懲りもなくまたブレア様に化けるなんて！　王子が侍女たちの支度部屋に忍びこんだなんて噂がたったらどうしてくれるの!?　早く戻りなさい！」

「ええ～折角……」

「いいから!!」






　エリノアが必死の形相で凄むと、グレンは「ちぇ」と、肩をすくめて猫の姿に戻った。






「姉上ったらつまらないなぁ。もしや……人間の男性より猫がお好きなんですかぁ？」






　グレンは信じられないという顔でエリノアを見る。






「そうかもしれないけど！　や、そうじゃなくて!!　あ、あんたねぇ、なんで王宮に……!?」

「ああ、陛下が目を覚まされまして」






　グレンはけろりと言う。






「え？　国王陛下!?」

「違いますー、おぞましいこと言わないでくださいよ姉上ぇ。私が陛下とお呼びするのは魔王様だけでございます。人間の国の王なんか。ただの髭親父じゃないですか。私の可愛らしい陛下と一緒にして欲しくないなぁ」






　グレンは猫の顔を不快そうに歪めて、うぇーと舌を出す。その顔にエリノアが眉を顰めた。






「国王様になんて失礼な猫……。ああ……つまり、ブラッドのことな……の……えっ!?　ブラッド目が覚めたの!?」






　エリノアは、ハッとしてグレンを見る。黒猫はにかっと笑う。






「はい。それで、陛下が、姉上が心配だっておっしゃるからこうしてわたくしめが様子を見に参った次第で」

「……ブラッド、大丈夫なの……？」






　恐る恐る問うと、グレンは「はい」とニンマリしたまま頷く。






「大丈夫でございますよ、陛下の暑苦しい忠犬がせっせと甲斐甲斐しーくお世話しておりますから」

「そ、そう……はー……よかった……」






　ひとまずは、弟の無事を聞いてエリノアが深い息をつく。

　と、その間にグレンが猫目を細めて「では」と、身を正す。






「そういうことで、わたくしめ、姉上がご自宅に戻られるまで、しっかりじっくりじーっとりと、姉上様のことを監視させていただきますので」

「はぁ!?　いや、い、いらな……」






　何言ってんだこいつ、とエリノアは目を剥くが、グレンはにかっと笑って駆けて行く。






「ダメですよぉ、だって、陛下のご命令ですもん」






　じゃあそこらへんで見てますね～！　ついでに何か悪さしてやろうかな～？　……とか言いながら。グレンはすんなり長いしっぽを揺らし、部屋を出て行く。そんな黒猫のしなやかな背を見て……エリノアはどうしようと青い顔で引きつった。






「……や、やばいっ！　……王宮に、魔物を侵入させてしまっ……っ!?」






　エリノアは慌ててグレンを追いかけた。














「侍女頭様、エリノアです……」






　エリノアはげっそりした様子でその扉を叩いた。






　──あの後。エリノアは急いでグレンを追いかけた。

　しかし、さすがは猫。小さな身体をどこに滑りこませたのやら……探せども探せども……あの黒々とした獣を見つけることはできなかったのである……。






　エリノアは胃が痛かった。

　黒猫の姿ならまだしも、またブレアにでも化けてどこかで騒ぎを起こしていたらと思うと、気が気ではなかった……。

　しかし、あまり王宮内をうろついて、自身が本物のブレアに見つかりでもしたら。現状そちらのほうが大変なのである。

　エリノアは迷ったが──仕方なくグレンのことは後回しにして、呼んでいるという侍女頭の執務部屋へ向かった。

　侍女頭なら王宮内部の出来事には詳しいし、ブレア王子のその後の動きもそれとなく聞き出すこともできるかもしれない。もし危険がありそうであれば──最悪、辞職を願い出て、さっさとどこかに隠れているグレンを回収し、ブラッドリーのところへ帰らなければ。






「……はぁぁぁ……なんでこんなことに……いや、しかしやるしかない……」






　エリノアは意を決すると、その戸を押した。この居所には、侍女たちが寝泊まりする部屋だけでなく、彼女たちを管理する上役たちの事務室などもある。廊下に立ち並んだ扉のうち最奥にあるその木戸は、彼女が押すと小さく軋む音を立てて内側に開いた。






「失礼します、侍女頭様……あれ？」






　開いた隙間から中を覗くと、そこには誰もいなかった。

　普段なら、真正面の仕事机には早朝一番の仕事を片付けて、次の仕事の段取りを整えている恰幅の良い女性上役の姿があるはずなのだが。彼女の姿がどこにも見当たらない。

　エリノアは首を傾げた。






「あの子を探すのに時間がかかり過ぎたかな……」






　エリノアが遅過ぎてしびれを切らした侍女頭が、もう別の仕事現場にでも行ってしまったのだろうか。それともまだ前の仕事がおしていて戻って来ていないのか。

　エリノアは、どうしようかと一瞬考え──ひとまず彼女が戻ってくるのをしばらく待ってみようと室内に足を踏み入れた。

　そうして侍女頭の机の前に立とうと、ゆっくりと歩みを進める、と──。






　不意に、背後で木戸の軋む音がした。

　静かな室内に、ぱたんと空間の閉ざされる音がして。

　部屋の主人が帰ったのかと思ったエリノアは、身を正し振り返った。






「侍女頭さ──」






　途端、入り口を見たエリノアの瞳が見開かれる。






「──来たか」






　低い声がした。──ついさっき、聞いた覚えのある声だった。

　入り口のすぐ傍。開いた扉の陰に、その男は壁に背をつけて立っていた。扉側の手が戸に添えられていて、彼が、その扉を閉めたのだということが分かる。

　男はエリノアの姿を見とめると、交差させていた足をすっと解き、こちら側へ歩みよってくる。

　金の髪、灰褐色の鋭い瞳。

　その姿を見たエリノアは──思わず──。






　叫んだ。






「こらぁぁあっ!!　またなのか!!」

「……!?」






　エリノアは、くわっと緑色の目を剥くと、ワンピースの裾を翻し鬼の形相で男に駆けよった。そして、己より高い位置にあるその金髪の頭をガシッと鷲掴む。






「っ!?」

「捕まえたわよ！」






　青年の瞳がまるく見開かれる。

　エリノアは、やってられないという顔で言った。






「……だからっ！　ブレア様になったらダメだって言ってるでしょ！　しつこいわよあんた！　もうここはいいからさっさと家に帰りなさい！　あんたが王宮をうろちょろしているかと思うと寿命が縮まりそうなのよ！　家に帰ったら魚でも焼いてあげるから……!!」

「……」






　エリノアは、途端無言になった男の頭から手を離し、その腕を取って引く。






「ほら、早く！　侍女頭様が帰って来ちゃう……ほら！　さっさと猫に戻る!!」






　エリノアは出入り口のほうを気にしながら、は、そうだ、と窓を見た。ここは一階だ。廊下に出るよりも窓を開けたほうが外には早い。そう思った。






「窓……そうだ、ま、窓からでも降りられるわよね!?　猫だもんね！」






　そうしてあわあわ机の向こうの窓に手を掛けて、鍵を開こうとしている娘に──。

〝ブレアなグレン〟が怪訝そうに目を細めている。






「………………猫……？」

















22　リードとヴォルフガング












　同じ頃のモンターク家の商店ではリードがそわそわしていた。落ち着かぬ様子で店の外をしきりに気にしている。

　そんな息子を見て、店内の掃除をしていた父が呆れている。






「おいリード、落ち着け。嬢ちゃんがいいって言ったんだろう？　大丈夫だって」

「いやだけど……今まで病気で会えない時以外は俺たち毎日ブラッドの顔見て来ただろ？　ほ、本当にいいのか？」






　エリノアに止められたものの、リードはブラッドリーが気になって仕方なかった。






「今日は他に看病してくれる知り合いがいるって言ってたんだろう？」

「いや、だけど……昨日も様子がおかしかったし……」






　毎日欠かさずブラッドリーの安否を確かめてきたリードは、どうにも落ち着かない様子。棚の商品を整えながらも……時折エリノアの家の方角に視線を送っては、度々ため息をついている。そんな息子をモンターク家の主人はやれやれと笑い混じりに眺めている。

　そこへ、常連客がやって来た。

　帽子を被った初老の客は、主人とリードに気安い声をかける。






「おはよう二人とも」

「ああ、おはようございます」

「いらっしゃいサイラーさん、いつものですか？」






　客が来た途端、不安げだったリードの顔は、ぱっと笑顔に変わった。客が問いに頷くと、彼は身軽にその常連客が普段買っていく商品を集めに行った。テキパキした様子はいかにも商売人というふうである。

　戻って来たリードが笑顔で紙の袋に入れた商品を手渡すと、客は礼を言いながら彼の手に代金を乗せた。






「ああそうだ。そこの家のブラッドリー君の病気はもう治ったんだったかな？」

「え？　いや……まあ今は特別悪いわけじゃないみたいですけど、元々身体自体が弱いですからね……どうかしましたか？」






　突然ブラッドリーの話題が出て、朗らかだったリードの顔色がさっと変わる。

　常連客は首を傾げていた。






「いや、以前あの子のお姉さんに、彼は喘息を持っていたというような話を聞いたような気がしたんだが……今、彼らの家の前を通った時、犬がね」

「犬？」






　客の言葉にリードの眉が動く。






「そう、白い大きな犬が家の窓を開けていてね。なかなか見ない大きな犬だったし、あまりにも器用だったものだから、思わず足を止めて見入ってしまって。そしたら……その犬にジロリと睨まれてしまったんだよ」

「へえ、犬が？　嬢ちゃん番犬でも飼うことにしたのかな」

「なかなか賢そうな犬だったよ」

「ほぉ、そうでしたか」






　客とリードの父は、一緒になって感心したように笑っている。

　しかし、リードは笑う気にはなれなかった。

　彼もブラッドリーが幼い頃に喘息だったことを知っている。その後治ったのかは分からない、とエリノアも言っていたはずだった。






「大変だ……俺、ちょっと行ってくる！」

「おいリード!?」






　リードは慌てて店を出た。










「ブラッド！　大丈夫か!?」






　血相を変えたリードがバンッと扉を開くと──緑の瞳がキョトンと彼を見た。

　ちょうど居間のテーブルに着いていたブラッドリーは、突然幼馴染が飛びこんできたことに目をまるくしている。






「リード？」

「うわっ!?　でかっ！」






　リードはその現場を見てギョッとする。

　居間のテーブルで食事を取ろうとしていたらしいブラッドリーの傍には、もふっと巨大な犬の姿が。

　その白い犬はきっちり前足を揃えてブラッドリーを見守っていたが、突然の来訪者にギロリと鋭い視線を送ってくる。

　と、ブラッドリーがリードに微笑みかける。






「おはようリード。これありがとう。昨日は食べられなかったから今いただいてるよ」

「あ、ああ、いや、それよりブラッド、大丈夫なのか？　エリノアが前、お前は喘息だったって……」

「それで来てくれたの？　ありがとう。でも大丈夫、もうなんともないよ」






　心配そうなリードにブラッドリーは笑う。

　確かにその顔つきは、昨日の昼に見た時よりも格段に健康的だった。呼吸も特におかしくはない。それを見たリードは、良かったと思いつつ、その急激な変化に心の中で少し首を傾げる。

　と、ブラッドリーが傍の犬を指差した。






「この子はヴォルフガング。僕の犬」

「え？　犬を飼うのか？」






　この家の苦しい経済状況を知っているリードはまたもや首を傾げた。

　が、彼はすぐにそうかと頷いた。






「なら、今度こいつにも何か持ってくる。ブラッド良かったな、大きな友達ができて」

「うん」






　微笑むブラッドリーにリードは満足げに笑って返す。エリノア同様、リードもまた病に伏せがちのこのブラッドリーには基本甘い。それがブラッドリーの慰めになるならと、リードは己がこの巨大犬の食事代を稼ごうと心に決めるのだった。まるで父性の塊である。






「……」






　そのほのぼのした青年たちのやり取りを、もふんと白いヴォルフガングは無言で見ていた。

　突然乱入して来た時にはどうしてやろうかと思ったが、その青年に危険はなさそうだった。

　ヴォルフガングには、人から発せられる気が見える。それによれば青年は爽やかさと優しさを兼ね備えたような空色の気をまとっている。先ほど主人が食べようとしていた食事も、微かに彼と同じ気配が漂っていて、それがこの青年によって作られた料理なのだということが分かった。






（ふむ、陛下の肉体の維持に貢献している人間か……ならば、まあ、出入りを許すか……）






　しかし……どうにもこうにもお人好しそうな雰囲気がダダ漏れの男だな、とヴォルフガングは思った。

　──と、その目がふと和らぐ。

　ヴォルフガングは感慨深そうにブラッドリーを見た。

　昨日も思ったが、姉や、この青年に向かい合う主人は、朗らかで、とても幸せそうだった。

　魔界で生きていた頃の王は、殺伐とした顔ばかりしていた。






（……陛下、よろしゅうございましたね……）






　ヴォルフガングが思わずほろりとした──時。






「よっと」

「!?」






　いきなりガッと抱きかかえられて、ヴォルフガングが目を白黒させる。

　──リードだった。






「よしよし、大人しくしてくれよ……ブラッド、じゃあ俺、念のためにこいつ外で綺麗にしてくるわ」

「（な、何!?）」

「僕大丈夫だよリード……大変じゃない？」

「平気、平気。ああ、ブラッドはゆっくり飯食っとけ。ちょっと行ってくる」






　リードはヴォルフガングの巨体を持ち上げて、「やっぱ重いなー」と、意外に楽しそうである。

　ヴォルフガングは一瞬その腕から逃れようともがいたが……それをブラッドリーに見咎められる。






「（へ、陛下……!?）」






　ブラッドリーの視線は、微笑んでいるはずなのに、どこか鋭く刺すようにヴォルフガングを威圧している。






「……いい子だねヴォルフガング。リードに逆らっちゃ、ダメだよ……？」






　その視線は、逆らうなというよりは、間違いなく、「リードに何かしたら殺す」と言外に言っていた……。






「…………」

「いやー、もっふもふだなぁ。まずはブラッシングか、犬用ブラシどっかにあったはずだけど、どこだったかな？」






　そんな一人と一匹の間に漂うピリリとした雰囲気には一向に気がつかず、リードは大人しくなったヴォルフガングを抱いたまま「お利口だなー」などと言っている。






「行ってらっしゃいリード」

「おー」

「……」






　ヴォルフガングは、にこにこしたブラッドリーに見送られながら……リードに抱かれて、家から連れ出されて行った。

















23　ブレアなグレン？　と、エリノア












　──あの侍女の身元を割り出すのは容易いことだった。






　何せ侍女たちの統括をしている侍女頭は、もともとブレアの母、王妃に仕えていた婦人である。

　つまり──ブレアは彼女に尋ねるだけで良かったのだ。






『昨日、あの時間、女神の大樹前を掃除していた侍女は誰だ』と──……。






　侍女たちをまとめる彼女に、それが分からないはずがない。

　おまけにと言ってはなんだが……あの時、娘は王宮の備品であるホウキをへし折っていた。

　王宮内では、そこで使用される備品たちがかなり正確に管理されている。もし破損、あるいは紛失などしてしまった場合、その報告は全てそれぞれの部署の管理者に届け出る決まりとなっていた。あの娘がその服装の示す通り侍女という立場であるならば、その申告先は侍女頭、その人に他ならない。

　──案の定、ホウキの破損の報告は侍女頭の元にきちんと提出されていて──あのように慌てて逃げ出しておいて、なんとも間抜けなことではあるが……こうして娘の身元はすぐにブレアの知るところとなったのである。






　その娘の名は──エリノア・トワイン。






　家名を聞いたブレアは、おや、と思った。その家名には聞き覚えがあった。

　事情を詳しく知る侍女頭に話を聞くと、やはりそうだった。

　あの娘は──元伯爵家の娘だったらしい。

　彼女の父、トワイン家の元当主は、昔、王太子派の筆頭、現国王軍将軍タガートの側近の一人として活躍していた人物だった。

　しかし、彼は派閥間の争いが激化していた十年ほど前に、敵対勢力の弱体化を謀る第三王子の派閥の者たちに巧妙に罠を仕掛けられ、莫大な借金を背負わされてしまう。

　そうして当主は領地を手放さざるを得ず、領地と共に地位を失い、その後心労が祟って病死したらしい。

　トワイン家当主の妻は早くに亡くなっており、残された彼の子供たちは一時タガートが身元引受人となっていたのだが、常に病に伏せている弟をタガートの妻が厭いとい、二人は将軍の屋敷をも出る羽目となった。






　話を聞かせてくれた侍女頭は、困ったような顔でブレアに言った。






『エリノアも負けん気が強い娘なので……溺愛する弟を〝病原菌だ〟、〝疫病神だ〟なんて罵られて黙っていられなかったらしく……奥方に、自分がきっと弟を貴女が驚くような立派な紳士に育て上げて見せると啖呵を切って。それで、将軍が止めるのも聞かず独立すると言い……お困りになった将軍が、王宮で彼女が働けるように取り計らったのです』

『しかし……頼れる親類くらいいたのでは？』






　ブレアがそう問うと、侍女頭は首を振り、少し声を潜めてこう言った。






『あの頃は王太子様が初陣で華々しいご活躍をなさった頃で……ご側室の殿下に向ける嫉妬がそれはそれは酷かったのです。それでトワイン家ご当主のような、殿下の派閥の有力者たちがご側室様に睨まれて、次々に失脚させられていて……下手に手を貸して自分たちに類が及ぶのを恐れた親族たちには見て見ぬ振りをされたようです。共倒れになっては当主も無念だろうとかなんとか言って……本当に可哀想なことです……』

『……』






　それを聞いたブレアはなんとも痛ましい気持ちになった。

　己たちの王座を巡る争いに巻きこまれ、人生を狂わせるのは、何も失脚した貴族の大人たちだけではないのだ。が──……。






「…………」






　ブレアは腕を引かれ、馳せていた意識を現在に引き戻される。






　その、哀れな当事者たるトワイン家の娘は──今、ブレアの腕をぐいぐい引っ張りながら、真顔で言う。

「魚で手を打て」と……。






「…………（……さ、かな……？）」

「何匹でもいいのよ？　大人しく帰ってくれるなら！」

「……？」






　……わけの分からないことこの上ない。そう思ったブレアがつい押し黙っていると、娘は眉間にしわをよせて、「なんなの、魚じゃ不満ってこと!?」と、こちらを睨む。

　……さっぱり意味が分からなかった。






　昨日の様子では、再び己の姿を見ればきっと逃げ出すのだろうと思われたその娘は──何故だか今日は、逆にブレアにつかみかかり、「逃がすものか」と言わんばかりの顔である。

　そうしてもう片方の手でガチャガチャと窓の鍵を開けながら、「魚だ」「猫だ」と不可解な言葉を並べ立てていて──……。

　ブレアは思った。いったい誰が、この娘を前にして、彼女が聖剣を抜いた勇者なのだと信じてくれるのだろうか、と。






「…………」






　だが、ブレアはひとまず娘の様子を黙って窺っておくことにした。

　どんなに信じられなくとも、昨日、この娘が聖剣を抜いて見せたのは動かしようのない事実だった。彼は、王太子の為に、必ずこの娘を味方につけなければならない。

　この娘ときたら、一国の王子たるブレアの頭をいきなりつかんできたり、怒鳴ったり……その言動は不可解極まりなかったが……交渉相手の状況をよく知ることは駆け引きにおいてはとても重要なことだ。

　きっとこの意味の分からぬ言動にも、何か娘なりの事情があるはず。そう思ったブレアは、それを探りださんと娘を静かに見つめた──……。






　──と、娘はちらちらと部屋の出入り口の方を気にしながらブレアに言う。どこか苛立ちを感じる声だった。






「あのね……とりあえず、猫に戻ってくれない？　そのサイズだといざって時に抱いて逃げることもできないでしょう!?」






　……私を抱いてどうするつもりだ、とブレアは思う。






「だいたいどうしてブレア様なのよ!?　そのお顔が私の好みだから!?」

「……」

「確かに実はブレア様のご容姿って物凄く私好みだけど……金髪も、凛々しい目元も物凄く好きだけど……目ざとすぎる……怖い……人の弱みに察しがよすぎて、本当怖いわ、あんた……」






　さすが悪魔、と気味悪そうに言われて──ブレアは一層意味が分からなかった。

　確かにブレアはその剣技や武勇から、敵国兵などに〝悪魔〟などと呼ばれたりすることもあるのだが……

　この娘のこれは、褒められているのか、罵られているのか。猫と言われたり、魚と言われたり、悪魔と言われたり……

　一応面と向かって「好きだ」と言われた気もしたが……言いよられているわけではまったくなさそうだった。






「……なんなのだこやつは……」






　思わず漏らしたブレアに、娘はしらっとした顔を向け、じろりと睨む。その顔の嫌みったらしいことといったらなかった。






「あらぁ……？　もうお忘れになった？　今朝寝台で押し倒した相手を、もう、お忘れになった……？　ほう、猫殿下、いい度胸ですね……」

「…………」

「あ、開いた」






　ブレアの気が若干遠くなった時、娘、エリノアがやっと窓を押し開いた。






「さ、ここから出て。大人しく家に帰ってちょうだい」

「……家？　私が？」






　どういうことだとブレアが怪訝そうに眉を顰めると、エリノアが「まさか、」と目を見開く。






「何……？　もしかして家の場所も覚えずにここに来ちゃったの!?　あぁああ……なんという手のかかる猫かしら……」

「……」






　エリノアは両手で顔を覆って嘆きはじめた。娘はそれからぐぬぬと呻くと、ブレアの腕をつかんだまま自らも開け放った窓の縁に足を掛ける。

　エリノアからしてみれば──このままこの魔物を、王宮内でうろつかせているわけにはいかない。






「仕方ない……ひとまず出て。王宮の外まで連れて行ってあげるから。ここにいたら侍女頭様が帰って来ちゃうわ」

「……」






　エリノアはブレアに向かって「ほら」と手を差し伸べる。

　その手のひらを見たブレアは一瞬眉を持ち上げて。それから彼は無言のまま、エリノアがやっとよじ登った窓枠を、ひらりと一息に飛び越えた。






「え……」

「……つかまれ」






　それからブレアは流れるように、自然にエリノアの身体を支え、外の地面の上に彼女を下ろす。






「あ、ああ……ありがとう……」






　思いがけずスマートに窓枠から抱き下ろされて、エリノアが戸惑っている。が、エリノアは思った。






（……さすが猫……身軽だわ……）






　……エリノアの迷走は続く。

















24　ブレアなグレン？　と、手を繋ぐ












　──けらけらと高い笑い声がする。






　腹を抱えて笑うのは──陽の光に毛並みをふんわりさせた黒猫──……グレンだった。






　高い王宮の建物の上から、その奇妙な二人組がこそこそと侍女たちの居所の裏手を進んでいく様子を見下ろしながら、黒猫姿の魔物は転げ回って笑っていた。






「なんなの!?　私まだ何にもしてないんだけど!?　姉上、最高だな！　あはははは!!」






　笑いすぎて泣いている。辺りには、馬鹿じゃないの、というはばからぬ笑い声が響いたが……距離があるせいか、下を歩く二人には聞こえなかったようだった。

　グレンはエリノアが、己と王子を勝手に取り違えているのが面白くて仕方がない。あんな間抜けな人間なかなかいないよ、と一人けらけら笑い続ける。






「はー……間抜けなのは顔だけにしておけばいいのに。あぁ、あぁ……王子様をあんなに強引に引っ張っちゃって……全く、可愛いんだから姉上ったら」






　グレンはくすくす笑いながら、暖かい屋根の上に寝そべり、連れ立って歩く二人を目で追った。

　だが、もしあのブレア王子が、この件でエリノアを不敬罪なんかに処してしまったら困るなぁ、とグレン。






「ま、その時はブレア王子を始末しちゃえばいいか」






　魔物は軽く言って、「さぁて」と、小悪魔的な微笑みを浮かべる。






「どうしよっかな、早速陛下に報告でもしちゃおうかなぁ、うふふふふ」






　こういうのは、タイミングが大切だよね──と、グレンは細めた碧眼にその二人の姿を映した。

　その口元は、猫らしからぬ三日月形の弧をくっきりと描いていた……。






















「……ところで……どうして猫にならないの……？」






　居所裏の静かな庭の中を、誰にも見つからないよう青年を誘導しながらエリノアが問うた。

　その不思議そうな言葉に、ブレアは冷静な調子で答える。






「猫になれ、と、言われてもな……」

「はぁ？」






　その言葉には、エリノアが何を言っているんだか分からないという顔をする。






「……じゃあせめて他の人間がよかったわ。ブレア様なんて目立つことこの上ない。まあ、皆怖がって近よって来ないかもしれないけど……」

「……」






　娘はそう言いながら、塀から顔を半分だけ出して、その先を行く衛兵をやりすごしている。衛兵が行ってしまうと、娘は振り返りブレアの腕を引いた。






「とにかく、もうどこにも行かないで。無事に家に帰らなきゃ……ここで騒ぎを起こして捕まりでもしたら大変よ。特に私は、今、ブレア様に見つかるわけにはいかないんだから！」

「………………」






　娘の言葉にブレアが押し黙る。ではお前は、いったい誰の腕をつかんでいるつもりなのだ、と。

　ブレアは思わず、細い指に鷲づかみにされている己の腕を怪訝な目で見た。が……見ている前でそれは解かれ、今度は手のひらをしっかりと握られる。

　その大胆な行動にはブレアも目をまるくしている。が、娘は彼の反応などには無関心で。繋がれた手を持ち上げて、「よし」と決意の篭った目で睨んでいる。まるで、「絶対に逃がさないぞ」と言わんばかりの顔であった。






「まあいいわ。急に猫になって逃げられても困るし。そんなことしたらもう絶対家には入れてあげないからね!?」

「…………（分からん……）」






　分からなかったが……ひとまず、おそらく娘が何か勘違いをしているのだろうということはブレアにも理解できた。

　娘の態度や口調には、王族に対する遠慮や配慮というものがまるで感じられない。まるで、友人……いや、面倒な悪友か何かに対するような口振りである。






（……その者が、猫で、悪魔か……？）






　だがそこが分からなかった。誰かを〝悪魔〟のような、と比喩することはあるだろう。しかし、〝猫〟というのが解せない。

〝猫のような〟と、誰かを表現することはあるかもしれないが、娘は『抱いて逃げる』と言っていたのだ。ならばそれは比喩などではなく、娘が実際に、ブレアがその獣になれるのだと思いこんでいることになる。

　ではもしや、と、ブレア。相手は魔法使いか何かなのだろうか。

　魔術、魔法というものは、この世界にも存在する。ただし、それを生業にしようと思えば、特別な教育機関に属し、王国認定の試験に合格し資格を得なければならない。

　資格を得た魔法使いはランクや習得魔法ごとに登録され、騎士や軍人たちと同じように国の管理下に置かれる。

　認定を受けない魔法使いたちは、魔法を使うことを許されておらず、無許可で魔法を使用すれば違法となる。






　とはいえ、現代では魔法を使える者はとても少ない。

　一説によれば、千年前勇者に魔王が討たれた後、世から魔物が消えると……最早必要なしと、天が魔法の素質を人々に与えなくなったのだとか。

　まれに素質がある者が現れたとしても、それを使い物にできる者はあまり多くはない。魔力という素地があっても、現実には指導者は少なく、訓練にはとても費用が掛かった。筋力などと同様に、魔力もまた鍛えることができなければ次第に衰えていくものとされていた。

　この国にも魔法使いは存在するものの、ごくわずか。

　ブレアは国に所属する幾人かの魔法使いの顔を思い浮かべてみた。が、猫に変化するような高度な技が使えて、尚且つ、このような侍女と気安く話をするような者には心当たりがなかった。卓越した技を使う者は皆、修行を積み、それなりに齢も重ねた者ばかりだ。娘からすると祖父や祖母と言ってもおかしくはない年齢の者たちに、王宮で侍女教育を受けた者が、あのように砕けた口調で語りかけるだろうか。






（……将軍の伝手で、王宮の魔法使いの誰かと親しい仲なのか……？　それにしては無遠慮だが……）






　ブレアはタガート将軍の厳つい顔を思い出し、そしてもう少し娘から話を聞きだす必要があると感じた。

　足を止め、周囲を警戒しながらきょろきょろしている娘を引き止める。






「待て」

「……え？」

「少し、話をしないか……」






　すると娘は思い切り眉をひそめる。






「話？　家に帰ってからでもいいでしょ。私侍女頭様に呼ばれてるし……」






　もう既に遅刻だと疲れたように言う娘に、ブレアは呆れる。

　エリノアは、いまだに侍女頭からの呼び出しが彼によるものだということにすら気がついていない。

　仕方ない、とブレアは己の手を握ったままのエリノアを見下ろす。






「……話をしなければ私は王宮から出ないぞ」

「はぁ!?　なんなのその脅迫は!?　ここは……言わば危険地帯よ!?　今の私とあなたにとっては！」

「（？　……危険地帯？）……〝家〟に、帰って欲しいのだろう？」






　ぎょっとしたエリノアの言葉に、少し不可解そうだったが、ブレアは平然と言った。娘が目の前にいる以上、ブレアは何も大人しくエリノアの家までついていく必要はないのだ。既に侍女頭から得た情報で、娘の住処は知れている。

　それよりも、時間を掛けすぎて、勘違いに気がついた娘に逃げられるほうが問題だ。






　ブレアはエリノアの返答も待たず、彼女をひっぱると、傍に生えている木の根元に腰を下ろす。

「座れ」と、冷淡な灰褐色の瞳に促されてエリノアは戸惑った。が──……はたと気がついた。






「……そういえば、私のほうにもたくさん苦情があるんだったわ……」

「苦情？」






　これまでグレンから受けた、無礼の数々を思い出したエリノアの目が剣呑に細められる。寝起きの襲撃とか、ブレア姿での突進攻撃とか、微妙に棘と毒のある言葉の数々とか。あと、もちろん弟ブラッドリーの件についても色々釘を刺しておかなければならない。

　おお、上等じゃないか、とエリノアは〝ブレアなグレン〟を睨む。






「（魔物め、説教してやる!!）」

「……何故睨む。お前、目つきが悪すぎるぞ」

「いったい誰のせいだと……私平常時はかなりの常識人なんだからね!?」

「……元は、伯爵家の娘だったそうだな？」

「はぅっ!?」






　ブレアの言葉を聞いたエリノアは、ぱっと彼の手を離し、後退る。






「な、何故それを……」

「将軍の世話になっていたとか」

「お、おじ様のことまで!?　こ、個人情報が思い切り洩れている……いったいどこで……ほ、本当に怖いんですけど！　……悪魔の前には、何も隠せないのか……っ」






　途端、おろおろしはじめた娘の顔に、ブレアがふっと笑う。何を怖がっているのか知らないが、それは面白いほどに間の抜けた顔で……さすがのブレアも笑いを堪えられなかった。

　──と、その笑顔にエリノアがぎょっとする。

　エリノアからして見ると、将軍の話題を出した途端、笑い出した性悪な魔物（※勘違い）の様子には、言いようのない不安を煽られた。

　実は……その第二王子が若い娘相手に笑みを零すなどということは、かなり珍しい光景だったのだが……エリノアは彼のことをグレンだと思いこんでいるゆえに、そんなことにはまるで気がつかず。血相を変えて拳を構えていた。──初めの頃、ヴォルフガングやグレンたちに『弱そう』『まるでなってない』と、密かに思われていたあれだ。






「あ、あんた！　変なこと考えてないでしょうね!?　おじ様に何かしたら承知しないわよ！　タガートのおじ様はね奥方様が神経質だし、最近お嬢様が反抗期でお疲れなんだから、おかしなことしたら私が黙ってないからね!?」

「……」






　武芸の嗜みも何もなさそうな、その貧弱な身体の構えに、ブレアが再び薄く笑う。その有り様は、どこをどう見ても〝勇者〟には見えず……国の王族としては悲観してもよさそうなものだったが──……何故か笑えてしまった。






「……いいから座れ」

「う」






　ブレアが座ったままエリノアの手を取る。引かれたエリノアは、彼の傍に倒れこんだ、が……地面の草の上に膝がつく寸前に、これまたさり気なく、ブレアの大きな手に身体を支えられた。そして男の隣に腰をふわりと下ろされる。






「…………」






　その強引だが、どこか丁寧な一連の仕草にエリノアは一瞬どきりとする。見ると、エリノアを解放した〝ブレアなグレン〟は澄ました顔をしている。






「………………つかぬことを聞くけど……あなた、結構……」

「？　結構、なんだ」

「いえ、なんでも。そうよね、悪魔だもん。淫魔来い来いとか言ってたくらいだもんね……」






　そりゃ女のあしらいにも慣れているはずだよね、と一人納得しているエリノアに、今度はブレアが眉をひそめる。






「淫……おい、やめろ。若い娘が言う言葉か？」

「はぁ？　言ったのはあなたでしょう!?」






　むっとしたように返してから──あれ？　とエリノアが眉間に怪訝そうな縦じわをつくる。






「……え？　あれ？　あの……もう一回……つかぬことを聞きますけど……あなた、猫（グレン）……よ、ね……？」

「…………」






　一抹の不安を覚えたような顔で見上げられたブレアは、そのまるい緑色の瞳を見返した。

　どう答えたものかと考える。

　嘘はつきたくない。だが……この勇者は必ず得なければならない。

　その為には……ここでむざむざ逃げられるわけにはいかなかった。

　もし逃がしてしまえば、娘はこのまま王都から行方をくらませてしまうかもしれない。






　……と、その時、ブレアの思考の間をどう取ったのか。娘の顔色がさっと白くなった。

　彼女の身がわずかに後ずさりしようとした瞬間、ブレアは思わず──手を伸ばした。

　……気がつくと、先程娘がして見せたように、彼女の手を握っていた。






「……ああ」






　嘘をつくのは忍びない。

　が、……ブレアは──頷いた。






「……ああ、猫だ」

















25　姉上












　ブレアが自らを〝猫〟だと偽った後──

　そこから、長々としたお説教タイムがはじまった。






　その全てが、ブレアにとっては意味の分からぬ他人への苦情ではあったのだが……エリノア・トワインという娘の人となりをつかむため、ブレアはそれを辛抱強く聞いていたのだった。






　娘はとにかくよく喋った。よくもまあそんなに言葉を並べられるなと感心するほどに。

　そのほとんどが彼女の弟に関することのようで、話の中から、ブレアは彼女の弟が〝ブラッド〟という名前なのだということを知った。

　やれ可愛い弟の前で物騒な話をするなだとか、家に住みたいならブラッドの為に自分たちの毛ぐらい自分たちで掃除しろとか。

　そうして一頻ひとしきり弟のことを話し終えると、今度は将軍タガートの話がはじまる。

　おじ様には大恩があるから、迷惑をかけられない。奥方様にも弟を紳士にするとか言っておいて道を外させるわけにはいかないのだと、くどくどくどくど続ける。

　それがすむと、ようやく気がすんだらしい娘は少し落ち着きを取り戻して、ブレアをジロジロ見ながら言った。






「……よく見たら……やっぱりあんまりブレア様には似てない気がしてきた……」と。






　ブレアは呆れてしまった。正真正銘、自分はブレア本人であるというのに。






「……お前は……いったいどこを見ているのだ？　どう見てもそのものであろう」






　言われたエリノアは首をかしげる。






「そうかしら……ブレア様はもっといつも怖い顔だったような……目も、もっと尖ってたと思うわ」






　エリノアの印象では、第二王子ブレアはもっと険しい顔つきだったような気がして。今は、その雰囲気がどこかまるい。

　……と、言っても、上級侍女でもないエリノアは、そんなに第二王子の間近に上がったことはないのだが。






「……やっぱり見た目が同じでも、中身がビシッとしてないと引き締まらないのかしらね？　中身、猫だもんね」

「……お前……」






　と、呆れたような顔をするブレアに、エリノアが「あれ？」と声を上げる。






「ところで……さっきから、私のこと……〝お前〟って呼ぶのね？〝姉上〟って呼んでたのに……」

「！」






　不思議そうな言葉に、ブレアは口を噤む。

　エリノアは黙りこんだブレアを見て「さては」と、心外そうな横目を向けながら言う。






「あなた、今はブラッドの前でもないし、こんな女どうでもいいやとか思ってるんでしょう……？　はー全く……気持ちがいいくらい裏表があるんだから……」






　そうあからさまだと怒る気も失せるわと、エリノアはため息をついている。

　その顔を見たブレアは、微妙な顔をしたまましばし無言だった。……が、ブレアは、そこで苦渋の決断をした。

　それは……偽るのなら、せめて徹底しなければ……という彼の生真面目さが出た結果なのだが……。

　彼は横を向いて、ぼそりとこぼす。






「……あ…………姉、上……」

「……へ？」






　その言葉にエリノアが顔を上げる。

　見ると、ブレアはどこか渋い顔をしてそっぽを向いている。

　ブレアとしては──身内にも姉と呼べる人はおらず、「姉上」などとは誰のことも呼んだ経験がない。ましてや……エリノアは、見るからにブレアよりも年下である。

　常日頃、王族として人の上に立つことの多いブレア。そんな彼にとって、まだよく知りもしない娘を、そのように気安げに呼びかけるというのはひどく気恥ずかしいことであった。

　……のだが……。

　エリノアにはそれが伝わらなかった。

　何せ、エリノアはブレアの中身が、羞恥もクソもないあの黒猫だと思っている。

　だから、その男が、今、何故、何かに耐えるような顔をしているのかがエリノアにはちっとも分からない。






「え……？　なんで今更そんな……死ぬほど言いたくなさそうな顔……別にもういいんだけど……そんな顔してまで姉上とか呼んでもらわなくても……」

「……」






　そう言ってやると、ブレアは苦虫を噛み潰したように、気まずげな顔をする。






「??（……何なの？）」






　エリノアは怪訝そうにしながらも、それで、と切り出す。……話を変えなければ、男は壮絶に居心地が悪そうだった。






「あなたがしたい話ってなんなの？　ブラッドのこと？」

「……いや、どうすれば、おま…………姉上の、協力を得られるかという話がしたかった」

「私？」






　ブレアが咳払いをしながらそういうと、その言葉にエリノアが首をかしげる。

　もちろんブレアが言っているのは、〝聖剣の勇者〟としてエリノアに力を借りたいという話である。が、エリノアは、それを〝魔王の姉として〟という意味だと受け取った。






「そうねぇ……ひとまず……ブラッドの安全を確保しないと。何を置いてもそれが第一よ。それを考えると、王都にはもう……いられないかもしれないわね……聖剣のことで国に閉じこめられても困るし……」






　疲れたように言う娘に、ブレアは問う。






「……聖剣を、手に入れる気はないのか？　国の勇者として」






　すると、エリノアは嫌そうな顔をする。






「だって、ブラッドの傍に置いておけないでしょう？　聖剣ってなんか（ブラッドの）身体に悪そうじゃない……」






〝魔王〟と〝聖剣〟、〝魔〟と〝聖〟。いかにも相性は悪そうだ、とエリノアは心の中で思った。

　しかし、その意味がつかめないブレアは首をかしげる。






「？　身体に？」

「だって、〝聖〟ってくらいだし……何よ？　もしかしてあったら何かの役に立ちそうとか言いたいの？　聖剣を盾に取って国を強請ゆすれとか言うんじゃないでしょうね!?　私、嫌よ。家にある刃物は包丁とハサミだけでいいわ。あ、あと草刈り鎌」






　ジロリと睨まれてブレアは黙りこむ。聖剣の力が強烈そうだから人体に影響がありそう、という意味だろうか、と考えていると、唐突に、娘が地面に寝転がった。






「あーもう、本当になんでこんなことになっちゃったんだろう……」






　草の上にごろんと身を投げ出すように寝転んだ娘は、盛大なため息を空に向けて吐き出した。その顔が深い苦悩と疲労に満ちていて、ブレアは思わず問う。






「……疲れて、いるようだな……」






　すると彼を未だ〝魔物のグレン〟だと思っている娘は、両手足を放り出したまま、ムッとして鼻息を噴き出す。いかにもやってられないといったふうである。






「ええ、ええ、げっそりですよ。昨日の夜はあなたたちが家にいると思うと怖くてあんまり眠れなかったし……、お給金貰わないと生きていけないっていうのに、王宮ではブレア様が待ち構えていそうで怖いし……その上あんたときたらブレア様の格好になって脅かすしで……寿命が十年くらい縮んだ気がするわ！」






　むすっとしてそう言ってから。

　ふと……空を見上げたままのエリノアの顔色が沈む。






「……姉上……？」

「……せっかく……試験にも受かったっていうのに……不出来な部下の合格を、ほんのついこの間喜んで下さった侍女頭様に、お暇をくださいって言いに行かなきゃならないなんて……」






　それは何年もかけてやっと達成したものだった。伯爵家の娘として育ち、初めは掃除すら上手くできなくて。そんなエリノアを、独り立ちできるよう厳しく仕こんでくれたのが侍女頭だった。

　──悔しかった。






「……」






　それきり黙りこんで。高い空の上を流れていく雲を、ぼんやり眺めている娘を……ブレアはなんともいえない気持ちで見つめた。その横顔からは、娘の遣る瀬無さがひしひしと伝わってくる。

　懸命に取り組んだ物事が無に帰す虚しさは、国の統治の一端を担うブレアにも、よく分かった。

　聖剣の勇者は必ず得なければならない、と思いながらも──ブレアは娘を不憫に思った。

　何か言わねばと思い、娘の顔を覗きこむ。と……。






「……おい、姉……」

「ねえ、ちょっと……猫になってくれない？」

「…………は……？」






　真顔で見上げられ、ブレアが身を仰け反らせる。言われた言葉の意味が分からなくて、唖然と娘を見下ろすと、娘は「だって」と、口を尖らせる。






「言わせてもらうけど、私のこの疲れの原因の半分くらいはあなたのせいじゃない!?　私、今物凄く心が荒んでいるわ……このままじゃ私、自暴自棄になって、王宮の中を大声で喚き散らしながら走り回ったりしかねないわよ!?　そんなことになって私が王宮の衛兵とかに捕まったら、あんただってブラッドに物凄く叱られるんじゃないの!?」

「…………、…………」






　まくし立てるエリノアに、ブレアは思わず言葉に窮して押し黙る。と、そんな青年を、エリノアは、「さ、」と促した。






「ほら、ちょっとふかふか猫になってごらん？　豹でもいいわ。ちょっともふもふさせなさいよ」

「な、な、何……？」






　普段はかなり冷静なはずのブレアが動揺している。娘の言っていることが一ミリも分からなかった。

　見れば、うっすら涙の溜まった娘の瞳は思い切り据わっていて。ブレアは思った。もう既に、この娘、自暴自棄になりかけているのでは、と。

　すると唐突に、エリノアが……よいしょっ、とブレアの膝に己の頭を乗せた。その行動にギョッとして、ブレアは言葉をなくして固まった。






「…………………」

「さ、今朝あなたも言ってたでしょ？　私、確かに今、人間の男性より猫を求めてるみたい。大型犬とか猫の柔らかい腹毛に顔を埋めたら、気持ちよくって超絶癒される……て、この前リードが言ってたの。この際だから私やってみたい。それくらいいいでしょ？　さ、どうぞ」

「さあどうぞ!?　どうぞとは!?」






　ついに戸惑いに声を上げたブレアに、エリノアは真顔で続ける。






「往生際が悪い。どうせあなたたちには羞恥心とか常識だとかは関係ないんでしょ？　さ、協力していこうじゃないの悪魔さん。ブラッドの傍にいたいなら、絶対、私の協力は必要だと思うわよ？」

「っ!?」






　さ、頑張って！　と……言うエリノアのわけの分からない励ましに──ブレアは気が遠くなった。






　──その時だった。






　突然二人の周りに暗い影が過ぎって行った。

　エリノアは、鳥でも飛んで行ったのかと空を一瞬見上げて──……だが……変化は地で起きていた。

　エリノアが放り出した足の傍に、ぽっと小さな黒い炎が湧き上がる。

　それは草の上を燃え進むようにして地面を這い、二人の周りに静かに奇妙な紋様を描いていく。






「っ!?　これは……」

「え？」






　そのことに一早く気がついたブレアが身構えてエリノアと共に立ち上がろうとしたが──時は既に遅く──……。

　紋様は一瞬にして二人を囲む円となり。二人は立ち上がる間もなく、次の瞬間──眩暈のするような浮遊感に身を襲われる。






「なっ、に……!?」






　渦に飲みこまれるような感覚に、エリノアは呻いて。思わず頭を乗せていたブレアの膝に縋るように顔を埋めた。と、その肩に重みを感じる。

　けれども、それがなんなのか確かめる前に、次の一瞬、さっと、周囲の空気が変わる。






「っ……」






　浮遊感から解放されたエリノアは、眩暈の名残にくらくらしながらも、恐る恐る……瞳を開く。

　と、すぐに己に覆いかぶさっている誰かの身体が見えて──それが、先程から共にいる、王子の姿に変化した黒猫のものだと察する。

　男はエリノアを庇いながら顔を上げて──何かを見ているようだった。






「……何者だ……」






　ブレアの低い声がする。

　その緊迫した響きに戸惑う。誰かが傍にいるらしいが、庇われたままのエリノアには、それが誰かは見えなかった。

　あのグレンが警戒するような相手とはいったい──と、エリノアは身を固くするが……──次の瞬間、聞こえてきた地を這うような声に……彼女は、己が耳を疑った。






「……お前こそ、誰だ……」






　冷たく答える声にエリノアが「えっ」と、短い声を上げる。

　驚いた──聞き間違えようがなかった。それは──。










　──ブラッドリーの、声だった……

















26　転送魔法と二匹目の黒猫












　草を焼いて描かれていく紋様を目にした時、ブレアはそれが転送魔法であることにはすぐに気がついた。

　しかし、術の完成は異常に速かった。それは今までブレアが見てきたどの魔法使いの術よりも速くて──。

　彼が膝の上の娘を引き起こそうとした時には──二人は共に術の激流の中に飲みこまれていた。






　ブレアは咄嗟に己の膝の上に乗っていたエリノアの頭を抱えこむ。縋り付かれるような感触もあった。

　数秒の後、ふっと浮遊感が消えて。






「っ、」






　瞬間空気が変わったのを感じた。






（いったいどこへ……）






　ブレアは顔を上げようとして、腕の下で震えているものに気がついた。腕をわずかに緩め、その隙間から一瞬だけ顔を見る。膝にすがりついた娘は、怯えてはいたが大事はなさそうだった。ブレアはほっとして。それから周囲に視線を走らせた。






　──古い木造の壁、深緑色のカーテンの開けられた窓、木の椅子とテーブル。そして──

　扉と、それを開いて、今まさに──そこをくぐろうとしていた──少年。

　少年は、一瞬、利発そうな瞳を見開いて、ぽかんとこちらを見ていたが──次の瞬間ブレアの下で娘が呻いた声を聞いて、その表情が激変した。

　突然禍々しい気配が周囲を満たして。ブレアは瞠目どうもくした。

　カーテンの開け放たれた室内は、日中の光が射しこんでいて明るいはずなのに、重苦しい空気に満たされた室内は何故か暗い。身体にはまるで重石を乗せられたかのように何かがのしかかる。






「……何者だ……」






　重みに堪えながらそう問うと、凍てつくような冷たい瞳に睨まれる。






「お前こそ誰だ」

「……」

「今すぐ……姉さんから離れろ」

「……姉、さん……？」






　つぶやいた途端、上からぐわりと、何かに身体がつかまれたような気がした。






「っ!?」






　まるで、大きな何者かの手に鷲掴みにされているかのようだった。

　ブレアはそのまま壁に向かって叩き付けられて床に落ちる。と、それに気がついた娘が目をまるくして悲鳴のような声を上げた。






「猫っ!?」






　声を聴きながら──ブレアはどこかで、ここでもそう呼ばれるのか、と何故かおかしく思った。するとその間に、娘は彼に駆けよってきて、ブレアの顔を覗きこむ。






「ちょ、大丈夫!?　今の何!?」

「……大丈夫だ……受け身はとった」

「……ほ、本当……？　思いきりぶつかったように見えたけど……小さな猫の身体じゃなくて本当によかっ……て、あれ!?」






　そこで娘が周囲を見て、素っ頓狂な声を上げた。






「ここ……私のうち!?　な、何で!?」

「お前の、家？」






　その言葉に、ブレアが体勢を整えながら怪訝そうに眉を動かす。ブレアの問いに、エリノアは彼をグレンであると思いこんでいることも忘れてぶんぶんと頭を縦に振る。

　そこへ静かな声が響いた。






「姉さん……」

「あ！　そうだブラッド!!」






　途端、ついさっき弟の声を聞いたことを思い出したエリノアが弾かれたように振り返った。そしてそこに彼が立っているのを見て、ほっと肩で息をつく。






「ブラッド……良かった」






　どうして王宮にいたはずの自分が家に戻ってきてしまったのかは分からなかったが、ひとまずブラッドリーが何事もなくそこにいることにエリノアは安堵した。そうしてエリノアがブラッドリーの傍に行こうと腰を浮かせると、それをブレアが引き止める。






「？　猫？」

「行くな、あいつは危険だぞ」

「へ？」






　その言葉にはエリノアがきょとんと瞬いた。ブレアはブラッドリーを、警戒するように見ている。が……。

　危険も何も、あんた、ブラッドの手下じゃないのよ、と……未だ勘違いしたままのエリノアは変な顔をする。だいたい危険もクソもない。弟たちの言い分を信じるとすれば、相手は魔王なのだから。






「……何言ってんの、今更分かりきったことを……」

「分かりきったこと？」

「だから──わっ!?」






　理解できないという男の顔に口を開きかけたエリノアは、唐突に後ろから腕を引かれ体勢を崩した。






「……姉さん、説明して」

「ブラッド……」






　エリノアはブラッドリーに引きよせられていた。エリノアを呼ぶも、ブラッドリーはブレアを睨んだまま視線を動かさない。






「姉さん、あいつは誰？」

「え？　誰って……」

「どうして膝に頭を？」

「どうしてって……」






　戸惑ったように答えると、やっとブラッドリーがエリノアを見た。その瞳には、怒りの色が見て取れる。なんだか分からないが、弟がとても怒っていることを悟って、エリノアはもしかして、とつぶやく。






「今の……ブラッドがやったの？　今、あの子が壁に飛んで行ったのは……」






　するとブラッドリーは冷えた目でエリノアを見る。






「それが何？　どこの誰かも分からない男と姉さんの身体を触れ合ったままになんかさせられるわけがないだろう？」






　尚も尖る視線にエリノアは首をかしげる。






「どこの誰かって……何言ってるの……？　あのね、あの子の膝に頭を乗せたのは私なの。ちょっと疲れたから……腹でも撫でてやろうかと……」






　そう言った途端、ブラッドリーがさらに表情を険しくする。






「腹を撫でる!?　姉さん、あいつとそんな仲なの……？　僕は……百歩譲ってリードなら許せるけど、リード以外の男は絶対に嫌だよ！」






　怒気を滲ませる弟の顔に、エリノアは困惑する。リードってなんだ。いや、もしかして、猫は猫でも、魔物の世界では勝手が違うのだろうか？　今朝、寝起きを襲撃された後も、エリノアはかなりグレンを撫でまわしたけれど、本人からは特に苦情は出なかったのだが。






「ぇえ？　あれ、ダメだった？　お腹くらい……普通よくない？　あ、そうか、喋るしね？　獣扱いはまずいの？」

「獣って……姉さん、本当に……あいつと何をしてたの!?」

「え？　だから、腹毛に埋まりたくてですね……」










「……」






　ちぐはぐな姉弟たちの言い合いに、ブレアは壁際で警戒した体勢のまま、ひとまず黙りこんでそれを観察していた。

　どうやらあの危険な気配のする少年が、勇者である娘の弟であるということは本当のようだった。ブレアは思った。






　……話が違う。






　娘の話では……弟は『賢くて素直で優しくて、国で一番可愛いらしい天使』……と、いう申告だったのだが……先程、エリノア・トワインの弟が見せた、ブレアに対する冷たい表情からは、可愛げなどは欠片も感じられなかった。






「…………」






　ブレアが見守る先で、姉弟は未だかみ合わない言い合いを続けている。






　──と、そこへ──するりと部屋へ入ってきたものがあった。

　──黒い、猫だった。






（……猫……？）






　猫は一度ブレアへ視線を向けると、にやりと笑い、姉弟のほうへしっぽを揺らしながら歩いていった。

　ブレアはそのどこか気取った動物らしからぬ表情に違和感を覚える──が……。

　ふいに、猫が「ふふふ」と──笑い声を立てた。






「いやぁ、姉上ったら、恋人ですか？　やりますねぇ」

「っ!?」






　突然喋り出した猫にブレアがぎょっとしている。

　ブラッドリーはその言葉に眉を顰めた。






「恋、人……？」






　ブラッドリーのブレアを見る視線に殺気が混じる。が、しかし。この場で今一番驚いているのは──エリノアだった。






「……へ……あ、れ……？」






　エリノアは現れた黒猫に、激しく瞬きをしている。






「家に行きなり男連れこんでくるなんてぇ。うふふふふふ。頑張れ姉上！」






　そう言いながらニヤニヤ笑いを止めない猫を──エリノアはブレアと何度も見比べながら──口をポカンと開けている。






「……ね、こが……二匹……？」

「…………」






　指差されたブレアは無言で沈黙する。娘の言う「猫」というのが、その黒猫のことだと察して、ブレアも黒猫をまじまじと見つめた。と、その時エリノアが「あ、分かった！」と手を打つ。






「白いのだ！　えーっと、ヴォルフガング？　な、何よ、驚かせないでよ！　猫じゃなくて犬なんだったら犬だって言ってくれればいいのに……！」






　と、一人そうかそうかと納得するエリノアを、ブラッドリーが彼女の背後から真顔ですぱりと切る。






「ヴォルフガングなら、今、外でリードに洗われてるよ」

「そうそう。あやつは毛並みが暑くるしゅうございますからねぇ」

「え……え……？　じゃあ……」






　これは誰……と、エリノアが恐々ブレアを指差した。顔からは、スー……と、血の気が引いて、指もわずかに震えている。






「ま、まさか……」






　口を戦慄かせるエリノアに、グレンがまたもや、にゃはっと小憎らしい顔で笑った。






「あれぇ？　姉上ったらぁ白々しい。もちろんご存知だったんでしょう？　そやつが、正真正銘この国の第二王子ブレアだってこと」






　その言葉を聞いて、エリノアの瞳がブレアを食い入るように見つめたまま点になる。






「………………へ…………？」






　──そう言ったきり、エリノアの時は止まった。

















27　のどかな魔将のバスタイム












　──同時刻。

　家の傍の水場では、男が楽しそうにその大きな犬の背を犬用ブラシで梳いていた。






「おー少し乾いてきた。フカフカしてきたなー」






　邪気なくリードに話しかけられている犬……こと、魔界の武将ヴォルフガングは──壮絶に微妙そうな顔をして耐えていた。……フカフカされるのを耐えていた。






「お前、案外筋肉質だなぁ」

「（……くっ…………）」






　気安い調子で身体を撫でられながら、そう言われたヴォルフガングは心の中で苦悩の声を上げる。

　魔王軍の中でも特に勇猛と恐れられた己が、間抜けにも、大きなタライの中に座らされ、泡だらけにされて。腹毛もしっぽの裏も……足裏の肉球と肉球の隙間までもをピカピカにされた。

　そこまでしてやっと終いかと思えば……ご丁寧に綺麗に爪まで切り揃えられる始末である。

　そして今、ぽかぽか日当たりの良い石段の上で毛を乾かしながら、全身の毛をリードによって整えられているヴォルフガングは思った。






（……屈、辱……）






　ヴォルフガングは犬の姿になりはしたが、何も犬扱いされたいわけではまったくない。






　しかし、そんなヴォルフガングの心中にはまるで気付かずに、リードは鼻歌交じりに魔将の背中をブラシで梳いている。なんとまあ、のんきな男だろうと思った。

　この男は今、己が何を毛づくろいしているのか分かっているのだろうか。

　やれやれ、とヴォルフガングはため息をついた。

　すると、リードの後ろにいたものが、驚いたようにヴォルフガングを指差した。






「にいちゃん！　犬がためいきついた！」

「ん？」

「…………」






　指された魔物は、今度はげっそり息を吐く。

　するとようやく飽きてくれたと思っていた子供たちが、再び周りに集まって来て。ヴォルフガングと傍にいたリードの周囲には、あっという間に小さな人垣ができていた。






（う、チビ共め……なんと弱々しい……くそ、苦手だ……）






　ヴォルフガングの三角の耳がやや後ろへ倒れる。

　この子供たちは、この近隣に住む子供たちだった。

　こんな通りの傍で、近隣住民の人気者、皆の兄ちゃん的存在モンターク家のリードが、この辺りでは珍しい立派な大型犬を洗っているとあって……近所の家からは、彼と親しい住民たちがどんどん、どんどん集まって来た。

　見知らぬ人間たちに囲まれて、毛を洗われ、物珍しそうに次々と頭や毛並みを撫でられたヴォルフガングは、非常にうんざりしていた。

　いや、大人たちはまだいい。年配のいかにもお節介そうな婦人や、犬好きそうな老爺、リードに気がありそうな若い娘たち──は、まだ分別がある。

　それよりも、ヴォルフガングが大いに戸惑ったのは──

　リードの周りにいる、はち切れんばかりの好奇心で瞳を輝かせた子供たちである。彼らにとっては、泡だらけの巨大犬の存在は猛烈に面白いものだったらしく……ヴォルフガングは、先程まで彼らに揉みくちゃにされていたのだった。

　けれども。飽きっぽい子供のこと。しばしは嵐のように撫で回されて、しかし、それで気がすんだらしい子供たちは、別の遊びに興じはじめていたのだが……。






　ヴォルフガングの犬らしくない疲れたため息が、再び彼らの興味を引いてしまったらしい。

　そうして図らずも、再び無垢な興味を復活させてしまったヴォルフガングは、内心で、「うっ」と呻いた。ため息くらいの、いったい何が面白いのだ、意味分からん、と。






「にーちゃん、にーちゃん、おれも犬にブラシしたい！」

「わたしもやってみたい！　貸して貸して！」

「おれが先!!」






　えー!?　……と、耳の傍で劈つんざくような声を聞かされたヴォルフガングは……心底やめてくれと思った。

　子供の相手などしたことがない。何より子供の身体はひ弱そうで……己がわずかでも動けば捻り潰してしまいそうで怖かった。

　しかし、そんなヴォルフガングの願いも虚しく、リードはにっこり笑ってねだってくる子供たちにブラシを渡してしまう。






「はいはい。優しくするんだぞ」

「!?」






　それからヴォルフガングの前にしゃがみこんだリードは、魔物の黒い鼻頭の間近に顔を突き合わせると、もっふりした両頬を手で挟み、言い聞かせた。






「ヴォルフ、大丈夫だぞ、こいつら怖くないからな」

「…………」






「お利口にしてるんだぞ」と、にっこり爽やかに微笑まれた白犬は……げっそりしながらも、その場から動くことはしなかった。

　──何せヴォルフガングは、先ほど、主ブラッドリーに「リードに逆らうな」と命じられている。激恐ろしげな威圧も添えられて……。

　ヴォルフガングとしては、無闇に主の意向に逆らうわけにはいかなかった。

　どうにもこの人の良さそうな青年は、主の厚い信頼を得ているらしい。ヴォルフガングは……今度は子供たちにばれないように、小さく小さくため息を零すのだった。






　そんなふうに魔物を激烈に疲れさせているとも露知らず……子供たちは、リードからブラシを受け取ると、途端にヴォルフガングの周りにわらわらと群がってきた。思い思いに小さな手を伸ばし、柔らかな毛並みを堪能する。毛並みをつかまれたり引っ張られたり……ヴォルフガングのこめかみがピクピクと動いた、が……。






「（う、陛下陛下陛下……陛、下……ブラッドリー陛下っ）」






　何かの呪文のように、延々と敬愛する主人のことを考えて。彼はひたすら耐え忍ぶ。

　そんな──子供たちに抱きつかれても、しっぽを引っ張られても。ひたすら岩のように耐えているヴォルフガングを見たリードは、「随分と我慢強い犬だなぁ」と密かに感心していた。

　この犬ならブラッドリーの傍にいても大丈夫かな、とリードは思った。






　と、不意に、地蔵のように動かないヴォルフガングをいいことに、子供の一人がその大きな背中によじ登りはじめた。毛並みをつかんで引っ張るもので、さすがのヴォルフガングもぐらぐらと身体を傾かせている。






「（お、おのれ、人間の子め……我が背に跨ろうとは……!!　陛下に向ける我が忠心を試しているのか……!?）」（違う）






　思わず唸り声をあげそうになった時、「おっと」と、リードがヴォルフガングの背の上から子供を抱き上げた。






「おいおい……お前たち、あんまり無茶するな。ヴォルフが困ってるぞ」

「えー？　だって、ぜんぜん吠えないよ？」

「でもダメ」






　リードはにっこり笑って、その男の子を肩に担ぎ、さりげなくヴォルフガングの頭をそっと撫でた。






「…………」

「ほら、代わりに俺が少し遊んでやるから。な？」






　肩車された子供は、きゃっきゃっと声をあげてはしゃぐ。それを見た別の子供たちが、我も我もとこぞってリードの足元に集まって、ヴォルフガングはやっと解放されてほっと安堵する。






（助かった……これでやっと陛下のお傍に行ける……）






　ヴォルフガングはこの時初めて少しだけ、リードに感謝した。

　ちらりと様子を窺うと、青年は子供たちを相手に楽しそうに遊びはじめ、「親父にサボってるって怒られるなー」と、笑い声を上げている。

　今が好機とヴォルフガングはその隙に、賑やかな人々の輪をこっそりと離れていく。と──。






　慎重に数歩あるいたところで、ヴォルフガングの足がギクリと止まる。






「っ!?」






　瞬間的に、ゾッとするような重い気配が空気の中に混じって行った。






（……これは……）






　強烈な、闇の気配だった。

　ヴォルフガングの魔物の目を通すと、周りの景色に赤黒い煙のようなものがはっきりと見えた。

　周囲では──それが目に見えないらしい人々も、それでも何かを感じるらしく……手をこすり合わせたり、腕をこすったりと……悪寒に身を震わせている。






「あれ……？　急に気温が下がったな……」

「にいちゃん寒い……」






　子供がそう訴えると、リードは彼を肩から降ろし、子供たちに早く家に帰るように促した。






「どうしたんだ、これは……」






　季節に見合わぬ寒さに、リードは怪訝そうに周囲を見回している。けれども、ヴォルフガングには、その原因がすぐに分かった。






（……っ、陛下か！）






　視線を気配の根本に走らせると、それは、やはりエリノアと彼の主人の家であった。

　ヴォルフガングは脚に力をこめて地を蹴った。






「ヴォルフ!?」






　背後で青年の声がした。だが……ヴォルフガングは振り返ることもなく、主人の元へと急ぐのだった……。


























　──私は……いったい何をしましたか…………。






　真っ白な頭の中で、エリノアは懸命に思い出そうとしていた。






　彼女がずっと行動を共にしていた男は、魔物グレンの悪ふざけの変化──……などではなく。

　本物の、ブレア王子だった──……。

　そう知らされたエリノアは、己の所業を思い出そうとしたわけだ。

　なんだか非常にまずいことをたくさんしてしまったような気がして……。

　だが、焦れば焦るだけ頭の中は混乱した。それともただ単に、思い出すのが怖いのか──。

　ただ……断片的に、〝窓からの逃走の強要〟とか……〝膝枕〟とか……〝猫になれ〟と言ったことなどを思い出し──。






「……意味が分からないっ!!」






　エリノアは、己の行動に激しく突っこみ、ついに呻きながら頭を抱えて床に崩れ落ちた。






「うぅ……し、死にたい……いや、処刑される処刑される処刑されてしまう……王子の腹毛に埋まりたいって……変態かっ!!」

「姉さん！」






　ぁあああっ、と、床に沈んだ姉に、ブラッドリーが慌てて駆けよってその肩を抱く。

　しかし、姉からの反応は鈍く、その顔色は今にも爆発しそうに赤い。






「姉さん顔色が……大丈夫!?」

「後悔です……後悔と懺悔の赤色です……」






　今にも気が遠くなりそうだと言わんばかりの表情を見たブラッドリーは──険しい顔で金の髪の青年を睨む。






「……姉さんに、何をした……」






　その双眸の暗さには、娘の様子に幾らか罪悪感を覚え、駆けよろうとしていたブレアも思わず足を止める。






「何をしたんだ!!」






　瞬間、逆巻く風がブレアに向かって叩きつけられた。






「!?」






　ブレアはその風圧を腕でしのいだが、身体には無数の傷が走った。赤い液体が床に散って、その鮮明さにエリノアがハッと我に返る。






「ブラッド!?　やめなさい!!　ダメよそんなことしちゃ!!」

「……っ」

「ひぃいブレア様！」






　王子の腕から滴る鮮血を見て、彼に駆けよろうとする姉の姿に、ブラッドリーは鋭く配下の名を呼んだ。






「グレン！」

「はいはいはーい、ただ今～♪」

「っ!?」






　呼ばれた黒猫はエリノアの前に躍り出ると、するりと変化を解いて。進路を塞がれたエリノアが瞬きする間に、グレンは黒いしなやかな豹の身体に戻っていた。

　そして、青い瞳の黒豹は、エリノアの身体を軽々と抱き上げる。






「さ、姉上……ここは危ないですからね」






　にっこり微笑まれたエリノアが目をまるくする。






「あ、んた!!　こら離せ!!　ブラッド！」

「あいたたた……姉上乱暴……もー大人しくしてくださいよぉー」






　怒ったエリノアに、少しまるみのあるネコ科特有の耳を引っ張られたグレンが、薄笑いで抗議の声を上げている。が、エリノアはそれをまるっと無視した。

　抜け出そうと足掻くも……しかし、短い毛に覆われた黒いグレンの肢体は、しなやかな見た目に反してかなり力が強かった。

　ブラッドリーはグレンに捕らえられたエリノアを一瞬だけ見ると、スッと姉から視線を外し、ブレアを睨みつける。






「姉さんはそこで大人しくしていて。僕は、こいつに事情を聴かなきゃならない」

「ひっ」






　王子を〝こいつ〟呼ばわりしている弟に、エリノアが青ざめて悲鳴をあげる。

　が、ブレアを見るブラッドリーの緑色の瞳は、徐々に刺々しさを増していって。それは姉であるエリノアですら怯ませるものがあった。エリノアは不安に駆られる。このような敵意を向けては、王子はどんなに不快に思うだろうと思って──。

　しかし、睨まれている当人ブレアはといえば──非常に落ち着いてブラッドリーを注視していた。取り乱すでもなく、怒るでもなく。警戒はしているものの、状況を注意深く見定めようとしている顔は冷静そのものである。

　ブレアから見ても、少年の様子は尋常のものとは思えなかった。呪文も唱えず行使された先ほどの力がいったいなんなのか。今、己が対峙する者が何者であるのかということを探らんと……男はじっと姉弟のやり取りを聞いている。






　そんな対峙する二人を見て、グレンがまたもや愉悦を含んだ声を出す。






「よしよし……いい具合に陛下の怒りが膨らんでますねぇ」

「のんき!!　ブラッドが不敬罪に処されたらどうしてくれるの!?」






　このままではまずい。非常にまずかった。自分が言うのもなんだが、ブレアは王族であり、一般庶民に無礼が許される相手ではない。

　おまけに弟が〝魔王〟だなんてことがブレアにバレてしまったら、話はよりややこしいことになってしまう。

　焦ったエリノアは……一瞬奥歯を噛んで。それから意を決して、己を拘束するグレンの腕に──思い切り、噛み付いた。






「！　……おや」






　が……しかし。

　決死の覚悟で噛み付いたというのに……。

　黒豹はにやりと腕の中のエリノアを見下ろすと、彼女の耳もとにふわりと息を吹きかける。






「姉上……私……マゾッけありますよ……うふふ」






　…………全然ダメだった。






「……くっ」






　こんな状況下でなんだが……エリノアは壮絶にムカついてしまった。

　しかしグレンはエリノアの焦りや腹立たしさも意に介さず。飄々と笑う。






「だいたい何言ってるんですか？　この場には陛下より高貴なお方はおりません。見てください、あの美しい魔力を。もうすぐ再び魔界への道が開きますよ」

「はぁ!?」






　グレンが指差すほうをエリノアが慌てて見ると、ブラッドリーの足元だけが不自然に暗い。それは明らかにただの影ではなかった。

　影は、油を流された水面のように毒々しく照り光り、そこから赤黒い煙のようなものがじわじわと流れ出る。

　グレンはうきうき声を弾ませた。






「さぁて、誰が来るかなぁ～♪　今度は私なんかよりもっと屈強で邪悪な配下が来るといいですねぇ、姉上」

「じゃ!?　ば、ばか!!　やめさせてよ！」






　グレンの言葉にエリノアが暴れる。こんな性悪猫より邪悪なものが現れたりしたら手に負えないと思った。

　が──楽しそうな黒豹は取り合わず、腕の力も少しも緩まなかった。






「──っ、っ！　ブラッド!!」






　堪らずエリノアが叫んだ、その時──。






　黒煙から、闇色の塊が──二つ、飛び出してきた。

















28　恐怖の黒豹












　もし、彼が一番怒りを感じるとしたら。それは姉に何かがあった時──それ以外にはない。






　この時の感情は……ブラッドリー自身も、戸惑いを感じるほどの強い怒りだった。

　これまでは、様々な理不尽に対して、ブラッドリーはずっと我慢をして生きてきた。

　……いや、生きてきたなんて実感出来ぬほど、それは悲惨だった。

　身体は人よりも弱く、病と縁が切れない。外出どころか、寝台から離れることもままならない。そしてそこに向けられるのは、他人からの無情な風あたり。

　もちろん哀れんで手を貸してくれる者もいる。だが、現実には病原菌などと言われて忌避されることのほうが多かった。






　それでも彼はずっと我慢しなければならなかった。

　どんな理不尽に晒されても、病弱な身では寝台の上でただ耐えるしか方法はない。

　それに、もし彼が己の人生を嘆けば、支え続けてくれている姉を悲しませるのだとブラッドリーにはよく分かっていた。

　そんなことはできない。

　姉のエリノアが、己のせいでずっと重圧を背負って来たことは、彼にもよく分かっていたから。






　──家が没落する以前から、トワイン家の次期当主となるべきだったブラッドリーは、生来健康体であったことなど一度もなかった。

　当時、彼を診ていた医師からも、早々にそう長くは生きられないだろうと宣告されていて。

　それゆえ伯爵は、家を存続させるためには、長女であるエリノアに爵位を継がせるしかないと考えていた。

　この国では、親の爵位はまず男の長子に行くことが定められてはいるが、女子がそれを受け継ぐことも可とされている。

　その為にと伯爵は、早い内からエリノアに厳しい教育を施しはじめる。読み書きから、領地経営や社交界での振舞い方まで。女である以上、淑女としての嗜みも欠かすことはできなかった。

　だが残念なことに、元々奔放な性格のエリノアは、座学の類いがとにかく苦手で。明らかに、それらは彼女の肌にあうものではなかった。

　だが、父がつれてきた教師達は、毎日姉に、息つく間もなくそれを課す。それは彼女にとって苦痛の日々だったに違いない。

　けれども当時将軍の側近として働いていた父はとても忙しかった。

　早くに母を亡くし、本来なら外で働いている父に代わり、家の中を取り仕切るはずの存在を欠いていたトワイン家では、ブラッドリー以外は誰も、幼いエリノアが受ける苦痛には気がつかなかった。

　そして結局は──姉にのしかかる重圧に気がついたとしても、病床につくブラッドリーには姉を支えることはできなかった。日に日に姉が疲弊した様子を募らせていっても、姉のためにブラッドリーができることは何もなかったのである……。






　──それが……ずっとずっと、悔しかった、と、彼は涙を散らす。






　──でも、もう違うと、ブラッドリーは思った。

　すると、そうだと応じる声が聞こえる。






　──もう我慢しなくてもいい。

　──私はもう、ひ弱なブラッドリーではない。

　──理不尽を打ち砕くことも、姉を守ることもできるはずだ。怒りを抑えることはない。






　声に誘われるようにして、怒りはどんどん酷くなる。






「……私の姉に、お前は何をしたんだ……？」






　自らの口から発せられた言葉を、ブラッドリーは、どこか自分の声ではないようだと思った。

　視界がやけに赤暗くて、怒りは冴え冴えと感じるのに、何故か眠りに落ちていくように頭が鈍くなっていく。

　自分の中にいる、自分と感覚を共にする誰かがひどく荒ぶっている。……ブラッドリーはどこか、置いてきぼりにされたように、激しい怒りの中にポツンと一人包まれていた。

　その誰かはブラッドリーと同じく強く姉を愛していたが、感情の苛烈さが彼とはまるで別物だった。

　優しい世界そのものとして姉に親愛を向ける己とは違い……〝誰か〟は、世界を一面焼き払ってでも、そこに姉さえいればいいという、極端で、危うい情を抱えている。

　──その危うさは今──怒りとなって、姉と共に突然現れた男、ブレアに向けられていた。






　……このままではダメだ、そう思うのに。

　その〝誰か〟の意思はひ弱な彼が太刀打ちするには強大過ぎて。

　ブラッドリーは恐れた。このままでは、自分という存在は、この〝誰か〟の苛烈さに吞みこまれ、かき消されてしまうのではと。






　耳には、己の喘ぐ声しか聞こえなかった。

　ブラッドリーの視界は徐々に黒く闇色に塗りつぶされていく。──もう、姉の姿すらも、朧気にしか見えなくて。






　──

　──消える。






　──姉さん……






　微かに口を動かした、その感触すらも遠く感じ──……


















　そこへ──斬りこむように声が届く。






「──ブラッド!!」






　──まるで闇の底に、さっと光が差しこんだかのようだった。






　その声に、ハッとして。闇が祓われたように、ブラッドリーの意識が鮮明になる。

　すると──グレンに引き留めさせていたはずの姉の顔が目の前にあって。泣きそうな緑色の瞳が見えた。

　姉は己の両頬を挟んで必死で自分に呼びかけていた。叫んだ拍子に涙が溢れて、ブラッドリーの痩せた頬に落ちた。






「……姉さん……」

「しっかりして、乱暴なことをしてはダメよ！」

「あ……」






　気がつくと、空中にブレアが吊り上げられていた。苦悶に満ちたブレアの顔に驚くが、同時に、それを己がやったのだという確信もあった。

　そう察した瞬間、ブレアが床の上に落ちる。

　糸が切れたように床に転がったブレアが咳きこんでいるのを見て、無事だったのかと、エリノアはホッとしたように息を落とし……呆然と立ち尽くす弟の顔をもう一度覗きこんだ。






「ご、めんなさい姉さん……僕はまた……」






　頭を抱えてうつむいたブラッドリーの頭をエリノアはそっと撫でる。






「いいから今は落ち着いて……ブレア様はね、私にひどいことしたわけじゃないわ……どちらかというと私がセクハラしちゃったというか……と、とにかく、落ち着いて。ね？」

「……」






　きちんと説明するからと真剣な顔で言う姉に、ブラッドリーは──無言で頷く。






「……ああ、ブレア様の様子も見てこないと……すみません、おじいさん。悪いんですけどブラッド見ててくださいね」






　エリノアが誰かに話しかけて。それに「御意」と答える声があった。






「…………おじい……さん……？」






　不思議に思ったブラッドリーが顔を上げる。と、姉が離れていくのと入れ替わりで、彼の傍にぬっと何かが現れた。






「陛、下……」

「お、前は……」






　傍に迫って来た──その老人に、ブラッドリーは瞳を瞬かせる。

　それは立っているのが不思議なほどに年老いた老人だった。頭には毛がなく、瞳は開いているのか閉じているのかも定かではない。杖を突いた手はぷるぷると震えていて、今にも倒れてしまいそうに弱々しい。裾の長い官服のようなものを着ていて、その様はまるで仙人か何かのようだった。

　老人はぷるぷる震えながら頭を下げ、か細い声で言った。






「老将メイナード……御前に参上致しました……」

「爺……？」






　と、ブラッドリーがつぶやきかけた時、ひぃいいっ!?　と、高い叫び声が聞こえた。






「なな、なん、なんで……」






　わなわなと、部屋の隅に追い詰められているのは……

　グレンだった。






　その前に、ズドンと大きな何者かが仁王立ちしている。そのするどい碧眼は、爛々とそこで怯えている黒豹を見下ろしていた。






「……グレン……？」

「な、な、は……母上……」






　グレンがびくびく耳を倒しながらそう答える。と、その碧眼の主はぎらりと目を細めて彼を睨む。






「そうですグレン。あたくしです。お前の愛しい愛しいママンです」






　ズドンと大きなその──ふくよか過ぎる黒い女豹は、グレンを睨み下ろし頷いた。そのひたりと睨む瞳の冷たさに──先程までは飄々としていた黒豹が声を上擦らせてうろたえている。






「な、なんで？　え、もしかして……怒ってるの？」






　すると、女豹婦人は、なんでですって？　と、ただでさえつり気味の瞳を吊り上げる。






「お前……先日こちらへの道が繋がった時、あたくしを押し退けてこちらに来ましたね？」

「っ!?」






　女豹はぶるぶる怒りに震えながら己の頭を指差した。そこには何やら毛並みの乱れた様子が見て取れる。






「見て御覧なさい、ここを。これはね、お前が踏んで行った足型です。あんまり腹が立ったので、毛づくろいせずにそのままにしておきました。お前に見せてやろうと思って」

「え…………えっとぉ……気のせいじゃない……？　わ、私が母上を踏むなんて、そんな、あるわけないよぉ」






　グレンがそう言うと、女豹婦人は目を細めて息子を睨む。






「あら……？　ママンが言っていることが間違いだって言うの？　ママンがもう齢二千を超えたからってボケたとでも思っているの？」

「や、そ、そんなことは……」






　母のド迫力に段々とグレンの言葉が小さくなっていくが、母は追及をやめない。






「お前は……あたくしが、このあたくしが、どれだけ陛下との再会を楽しみにしていたか分かっていたでしょう？　それなのに……それなのにお前ときたら、あろうことか、このあたくしを踏みつけ、押し退けてこちらに来た。この、あたくしを、です」

「……だ、だって……凄く陛下にお会いしたくて……」






　しかし途端に女豹婦人はそれを「お黙り！」と切り捨てた。その轟く声にグレンの身体が跳び上がる。






「復活した陛下のご尊顔を初めに見るという喜びを、お前はこのママンから奪ったのですよ！　万死に値します！」

「っひ!?」






　──と、母の形相にグレンが縮み上がった時、ポツリと声がかかる。






「……コーネリア」






　──その途端の婦人の豹変ぶりには目を見張るものがあった。

　女豹はその巨体に似合わぬ身軽さで身を返すと、声の主、ブラッドリーの傍に飛んでいく。冷酷そうに見えた瞳からはいつの間にか棘が抜け、代わりに、溢れんばかりの熱愛に輝ききっていた……。

　それをブレアの傍で目撃したエリノアが目をまるくしている。






「我が君！　そうですあたくしです！　陛下の乳母、忠実なる僕しもべ、コーネリアグレース、並み居る屈強な将どもを退けて、今陛下のお傍に参りましたよ!!」

「……久しぶり」






　ブラッドリーがそう言った瞬間、女豹はゴロニャンと目尻を下げ、彼を豊満な腕の中に閉じこめる。






「ああ、可愛い陛下！　うちのお調子者の息子がきっと粗相をしたでしょう？　キツくキツく締め上げておきますからね！」

「……」






　部屋の隅でグレンがずしんと項垂れている。その傍では老将が「ふぇ、ふぇ馬鹿じゃのう」と、ぷるぷるしながら笑っている。






　──そんな魔物たちの様子を見て、エリノアは。なんだか微妙そうな顔をしていた。






「……なんか凄いのが増えてしまった……」






　……ド迫力である。

















29　忘却












　小さな呻き声が聞こえた。

　同時に、そこに横たわる金の髪の青年のまぶたがゆっくりと開かれる。






「……ここは……」






　白い天井を視界に捉えたブレアは身を起こす。

　──そこは彼の寝室だった。

　見慣れた広い天蓋付きの寝台に彼は寝ていた。室内には外から明るい陽の光が差しこんでいる。磨かれた調度品の数々が品良く照り光り、それはいつも通りの光景だった。

　しかし、ブレアは何か違和感を覚える。

　一瞬頭の隅に誰かの後ろ姿が浮かんだ。暗い色の髪、白いエプロンの結び目。あの者はいったいどこへ──。

　そう、思ったが……。

　その感情は、すぐに流されて、ブレアの中で霞のように消えてしまった。まるで、夢の残り香のように。






「…………？」






　不思議に思ったが、しかし、考えても消えてしまったものがなんなのかは思い出せなかった。

　ブレアは頭を振ると、寝台を下りて。執務に向かうため、静かに部屋を出ていった。














「…………まったくもう、姉上と来たら運が強くて嫌になりますねぇ。よりによって母上を引き当てるとは……」






　憚はばかること無い舌打ちに、それを聞いていたエリノアが眉を顰める。






「あのねぇ……別に私があんたのママンを呼んだわけじゃないんだけど」






　するとグレンが気力を削がれたような顔をする。






「ちょっとやめてくださいよ、そのママンってやつ。あー……まったく……私は長男なので、母はとにかく私に厳しいんですよ」

「……違うでしょ、あんたの性格と素行のせいでしょ、絶対に」






　エリノアはじっとりとグレンを睨んだが、グレンはそれを綺麗に無視し、「はーやれやれ」と疲れたように頭を振っている。






　あの後──ひとまずブラッドリーを落ち着かせたエリノアは、はたと思った。

『……この状況、いったいどうブレアをごまかしたらいいんだ』と。

　目の前では巨体の女豹が弟を抱きかかえてくるくる踊り狂っていて、ブラッドリーの力から解放されたブレアは、それを息を吞んで見つめている。

　その口が微かにまさか、と動くのをエリノアは見た。






『……魔、物……？』






　その真実を見極めようとする鋭い視線が己に移って来て。エリノアは思わず身を竦ませる。

　視線は何故と言っていた。何故お前の傍にこんなものがいるのだと。女神の聖剣を抜いたはずのお前の傍に何故、魔物がと。

　その強い疑惑の目にエリノアの胸がずきりと痛む。何故か分からないが、そんな目で見られるのは苦しかった。






『あ、の……』






　説明しなければと思ったが──その瞬間、腕をつかまれた。

　引き寄せられ。瞬きする間に迫ってきたブレアの顔が、怖いほどに真剣で。その厳しい瞳に見据えられたエリノアは息を吞む。






『答えろ勇者……あの魔物は……お前の弟の足元から突然現れた。……そしてお前の弟を〝我が君〟と呼び、……〝陛下〟と呼んでいる』

『そ、れは……』

『……その敬称は王を呼ぶ特別なもの……お前の弟は……まさか……魔物の……王、なのか……？』

『……っ、……』






　エリノアは答えに窮した。が、次の瞬間唐突に、ブレアの灰褐色の瞳が、ふっと輝きを失った。






『……え？　ブレアさ……？　わっ!?』






　突然、ブレアの身体がエリノアに覆いかぶさった。

　エリノアが目を白黒させながらその顔を窺うと、ブレアの身体はぐったりと力を失っている。






『ブレア様!?　ちょ、ブレア様!?　どうなさったのですか!?』






　いきなり意識を失ったブレアに、エリノアは慌てて男の背に手を回し彼の身を支える。






『ど、ど……どうし……い、医者！』

『……ぉ……され……』

『え？』






　青ざめるエリノアに、ふと、今にも消え入りそうな声がかけられる。

　いつの間にか、ブレアの後ろにぷるぷるした老人──メイナードが立っていた。






『……え』

『ぉ…………』






　エリノアは思った。……聞こえない……っ。

　老将の口はモゴモゴと動いて何かを訴えてはいるものの、その声はか細すぎて少しも聞こえなかった。






『お、おじいさん？』

『……落ち着きなされ、と言っておられる』

『！　ヴォルフガング？』






　気がつくと扉の傍に白い犬の姿が。ぜいぜい息をして、白い獣はエリノアを見ている。その身体はなんだかとても、もっふりぴかぴかになっていた……。






『そやつはメイナード殿が眠らせただけだ』

『ふぇ、ふぇ』






　通訳の出現に老爺は肩を揺すって笑っている。






『……眠らせ……？』






　エリノアが問うと、再びメイナードがモゴモゴ口を動かす。ふんふんと聞いていたヴォルフガングがそれに応じる。……老人が、犬に通訳されている様をエリノアが微妙な顔をして見ていた。






『面倒が生じていそうなので眠らされたそうだ。必要ならば……記憶も消すが、と仰っている』

『えっ!?』






　その言葉に、エリノアはブレアを抱いたまま、目を剥いてメイナードを見た。






『そ、そんなことできるの!?』






　すると老将はぷるぷるしながらこっくりと頷く。そして隣により添うように座った白犬の耳に口元をよせる。






『……と、その前に、男をどこかに寝かせるように、だそうだ』

『!?　ぎ、儀式的な……？』






　エリノアは一瞬、そんな未知なものに王子を晒して大丈夫だろうかと、不安に思ったが……老将が首を振り、白犬が口を開く。






『いや、お前が抱いたままでは、陛下がまたお怒りになるかもしれぬからと。面倒なのでひとまず男と身を離せ、……だそうだ』

『…………』














　意識のないブレアを居間から運び出したエリノアは、とりあえず、ヴォルフガングとメイナードと共に彼を自分の寝室へ運び入れた。

　ブラッドリーは未だコーネリアグレースの腕の中であり、直前の騒動で少し疲れているようだった。だが、そんな弟のことは、コーネリアグレースが、こちらは自分に任せて大丈夫だと請け負ってくれた。

　……ちなみにグレンは、彼女に、くどくどとお説教をされ続けている。グレンが何かを反論しようとすると、女豹は担いでいた身の丈よりも大きな金棒を振りかざし、己が息子を威圧する。

　そんな母にはさすがのグレンも太刀打ちできないようである。

　エリノアは、若干いい気味だなと思った。






　──それはさておき。

　寝台の上のブレアは特に顔色が悪いということもなく、エリノアは心底安堵した。

　とにかく傷の手当てでもと、部屋を出ようとすると、ヴォルフガングに止められる。怪訝に思って振り返ると、王子のかたわらに老将が立ち、相変わらず聞き取れないほどの小さな声で何やらモゴモゴと口を動かしている。と、思ったら……。

　彼の皺だらけの手が、ブレアの傷口にかざされると……傷はみるみる治癒していき、終いには跡形もなく消えてしまった。

　その不思議な光景にはエリノアも驚いた。






『……魔、法……？』






　つぶやくと、ヴォルフガングが頷く。






『そうだ。メイナード殿は最も長く陛下の傍に仕えていて、様々な魔術に長けておいでだ』

『そ、そうなんですか……？』






　こんなによろよろで今にも倒れてしまいそうなのに、とエリノアは目を瞠る。






『じゃあさっき言っていた、王子の記憶も本当に……？』






　半信半疑ながらもエリノアが問うと、老将は頷く。






『ただ、消せるのは記憶だけだそうだぞ』






　生真面目そうな表情でヴォルフガングが言った。






『だけ？　どういうこと……？』

『メイナード殿が習得している忘却術は、対象に起こった出来事の記憶は消すことができる。だが、そこから生まれた感情までは消すことができない。つまり、今回のことでお前がそやつに不審に思われていれば、その感情はそのまま記憶が消えた後も残ることになる』






　え……と、エリノアが声を漏らす。






『ということは、王子は私の無礼を忘れても、私は無礼なセクハラ娘として悪感情を抱かれて、このお方に嫌われる……？』

『嫌われるかどうかは知らん。だが、我ら魔物と通じているのかという疑念は消えても、感じた不信感は残るだろう』






　それを聞いたエリノアは思わず黙りこむ。






『……』

『どうした？　嫌なのか？　しかしこの場合それが最善なのではないか？』






　怪訝そうに問うてくるヴォルフガングに、エリノアは一寸の間を置いて、首を振った。






『ううん。大丈夫……そうして貰いましょう。……それが一番ことが穏便に済むわ……』






　エリノアは己の胸に手を置いた。そうして横たわるブレアの顔を見ると、何故だか少し悲しかった……。










　そして、こってりコーネリアグレースに絞られたグレンと共に、ブレアを王宮に戻したエリノアは、その後、もう一度一人で侍女頭の部屋へ行った。

　今度はちゃんと侍女頭がそこにいて。

　エリノアと話をした侍女頭は、何故王子がエリノアと引き合わせて欲しいと言ってきたのかと、とても不思議そうだった。が、……彼女自身は何もブレアから聞かされていない様子で。ひとまず遅刻も王子に言いつけられた用事をこなしていたのだという名目で、エリノアは侍女頭に叱られるのを免れた。

　その後は普段通りに夕方まで仕事に勤しみ。そして終業後、グレンと合流したエリノアはやっとのことで帰路に就いたのであった。






　その道すがら、母にエリノアの警護を任されたグレンがぶつぶつとぼやくのである。母怖し、と。






「よりによって陛下命の母上と、人間界に侵攻するより陛下とのんびり茶でも飲んでいたい……とかほざく老将が同時に来るなんて……ついてない。もっと禍々しい配下が増えて欲しかったんですがねえ」






　嘆く黒猫にエリノアは素っ気ない。






「何言ってんのよ。おかげで助かったわよ。不敬罪に問われなくてもすむし、ついでに私が聖剣抜いた件の記憶も消してもらえたし。はー……本当に良かった。これで上級侍女職を諦めないですむ……お給金、嬉しい……」






　エリノアはそう言い、ほこほこした顔で給金を収めている鞄を撫で、それに、と続ける。






「あなたはとりあえずブラッドリーを守るために配下が欲しかったんでしょ？　おじいさんは……まあ、確かに強そうではないし、逆に介護が必要そうにも見えるけど……、あなたのママン、相当強そうじゃない。迫力から言えば、断トツで」






　それを聞いたグレンはげっそりとため息をつく。そして思った。確かに強いけどさ、と。

　……姉上分かってるんですか？　あなた今日から……あの二人とも同居しないといけないんですよ。あのギラギラした私の母上とも。






「………」






　グレンは生暖かい瞳でエリノアを見ている。

　エリノアがそのことに気がつくのはもう少し後のこと。

















30　魔王の元乳母が強すぎる件












「…………」






　寝室に、げっそりした顔が二つ並んでいる。

　まるい額の娘とその肩に乗っている黒猫は、同時にはぁとため息を落として、顔を見合わせる。






「……真似しないでよ」

「姉上こそ……なんですか、私に気でもあるんですか……？」

「……馬鹿なの？」






　エリノアとグレン、相変わらずの二人だが……そのやりとりはどこか覇気がない。

　グレンが、ああ、と呻く。






「姉上のせいで母上が陛下に付きっ切りでちっともお傍に近よれない……！　どうして私が聖剣の勇者なんかの面倒を見なきゃいけないんですか!?」






　その嘆きには、エリノアも激しく同意した。いや、別にエリノアのせいではないのだが。






　新たに現れた魔物コーネリアグレースとメイナード。

　先に現れた二人同様、この二人も当然のように自宅に居座るつもりなのだと察したエリノアは、勘弁して欲しいと訴えた。が……。

　コーネリアグレースにもメイナードにも、それを華麗に無視されて現在に至る。

　それでもエリノアも、一応抵抗はしてみたのだ。






『ちょ、いや、だからこんな狭い家にこんなに沢山住めないですって……！』






　さすがのエリノアも『貴女の巨体がこんな家に収まるわけが』……とは女性に向かって言えなかったわけだが。そんなエリノアを、コーネリアグレースは母なる海を思わせるような母性溢るる笑顔でかわしていった。






『おほほ、いーえいえ大丈夫ですわよ、姉君様。ご案じなされなくてもこのコーネリアグレースが全て適切に処理いたしますからね。さ、姉君様は何がお好きかしら？　肉？　魚？　それとも甘味がいいかしら？　なんでも作って差し上げますわよ。ほほほ、さ、今日はお休みなんでございましょう？　姉君様はゆっっっくり、老爺の茶にでもお付き合いくださいな、ほほほほほほ』






　にこにこした女豹母は──いつの間にか娘の手に温かな茶を持たせ……。

　結局エリノアは、何故かぽかぽか日の当たる居間に座り、老将メイナードと共にお茶を楽しむ羽目になっていた。

　……メイナードにはとても喜ばれたのだが。何度抗議に行っても同じ結果に終わり、エリノアは途方に暮れた。あの女豹母には、少しも敵う気がしなかった。






　そうして二日。彼らと寝食を共にしたエリノアだったのだが……既に一日目でこの家の台所はコーネリアグレースによって乗っ取られてしまった。

　こぢんまりしたエリノア宅の炊事場は彼女の城と化している。






　料理はしてくれるし、家事も完璧にこなしてくれるしで、決して迷惑なことばかりではないのだが……エリノアが気掛かりだったのは、彼女たちがエリノアの存在をどう考えているのかということだ。

　エリノアが見た限り、コーネリアグレースは、彼女に対して気を許しているわけではなさそうだった。

　エリノアがブラッドリーの傍に行こうとすると、かたわらには必ずコーネリアグレースが目を光らせている。その表情は常に笑みを湛えているが、瞳はどこか警戒に満ちていた。

　その目を見たエリノアは、彼女がすでに自分が聖剣を抜いたことを知っているのだと気がついた。

　もしかしたら彼女は……エリノアを、ブラッドリーの敵とみなしているのかもしれない。

　──それはそうだ。〝勇者〟と〝魔王〟。二つは敵対勢力もいいところである。

　昔から対のようには言われるものの、その二つは互いを滅ぼすために存在しているようでもあり、相容れない。

　彼女たちが〝魔王〟の身を案じるならば、聖剣を抜いたエリノアは邪魔なはずだった。






　けれどもどうしようもなかった。

　エリノアは弟の傍を離れる気はないし、そもそも往生際が悪いようだが〝聖剣の勇者〟になったつもりもない。そしてもちろん〝魔王〟の一味になったつもりもない。

　エリノアが望むのは、今まで通りの姉弟二人の生活だ。家計が苦しくても、慎ましく二人で支え合って生きていきたかった。






　だが──現状この家の中で、コーネリアグレースに敵う者はいない。

　エリノアも、あの煌びやかな装飾品に彩られたふくよかすぎる身体で迫ってこられると……とても彼女を追い出すことなどできそうにない。

　漆黒の背に背負われた大きな金棒も怖いが……何より、彼女の品の良さの中に見え隠れする肉食獣特有の風格には圧倒されるものがあった。

　元はブラッドリーの乳母であったという彼女には、主君であるはずのブラッドリーですら頭が上がらない始末で。そうなれば、頑として出て行きそうな気配のない彼女達を前に、エリノアにできることはほぼほぼなかった。

　──そうして同じく──母には全くと言っていいほど歯が立たないらしいグレンは、彼女に『姉上様の護衛と監視はお前がなさい』と命じられ──今、エリノアの肩の上でぼやいているというわけであった。






　エリノアの肩の上で黒猫がわっと嘆く。






「……姉上を陥れようとストーカーしているならまだ楽しいのに……只の護衛と監視なんてつまらなさすぎる!!」

「陥れるって……あんたねぇ……苦情はママンに言いなさいよママンに。それと……〝母上〟とか〝姉上〟とかややこしいのよ、いいから名前で呼んでくれない？」

「……やっぱり私に気が……」

「黙れ腹毛撫でるぞ」






　ところで、とエリノア。






「コーネリアグレースさんは……私のこと、どう思ってるのかな……聖剣を抜いたってこと、知ってるの、よね？」






　少し声を潜めて疑問を口にすると、グレンは首をもたげてエリノアを見た。

　どこかじっとりと呆れを含んだ視線である。






「もちろん知ってますよ。見れば分かるでしょう？　エリノア様、まだ母上の恐ろしさを分かってませんね？　母上は、陛下のことなら髪が一ミリ短くなっていても気がつく女ですよ。エリノア様がどういう存在なのかくらいとっくに気がついているはずです」

「そっか……やっぱり知ってるのね……でも……知ってるならなんで……」






　彼女は私に何も言わないんだろう、と……エリノアが首を傾げかけた時、ふっと……茶の香りが漂って来た。






「ん……？　ぎゃ!?」

「…………」






　気がつくと、傍の椅子の上にぬっと佇む者がいた。

　しわの多い頭と顔、プルプルと震える身体の──メイナードだった。

　一瞬のまばたきの内に現れた老将は……今日も標準装備の茶の器を手に、モゴモゴと何かを言っている。もちろん器の中には温かそうな蜜色の茶が揺れている。






「…………ぉ、……ぁ。…………な……」

「……、……、……すみません、聞き取れません……っ」






　その声のか細さに思わずエリノアががっくりとそう漏らす。と──今度は足元から声がした。






「コーネリアグレースは……」

「ひっ!?」






　思わず跳び退くと、今度は足元にヴォルフガングが寝そべっている。

　あれ以来、毎日リードにブラッシングされているらしいふんわりした白犬は、エリノアの驚きを意に介することなく続ける。






「陛下のために黙認しているのだろうと仰っている」

「も、黙認……？　私が姉だから？」






　エリノアがメイナードに問う。と、彼はやはりもごもごと口を動かし、それをヴォルフガングが声にする。






「それもあるだろうが、現在お前と陛下は互いに中和しあっている状態だ」

「中和……」

「互いに傍に存在することで、互いの力を弱めている。コーネリアグレースも陛下のために現状を維持することを選んだのだろう、と」






　その言葉にエリノアは首を傾げた。






「どうして？　だって、貴方達にとってはブラッドリーが魔王として強くなることは喜ばしいことなんじゃ……」






　しかしメイナードもヴォルフガングも首を振る。






「あまり魔王としての魔力が高まりすぎて何者かに発見されたらどうする。魔王そこにありと知れれば、人間王は討伐を考える、そうではないか？　配下も軍も傍にない今それはまずい」

「それは、そうね……」






　エリノアが戸惑い気味に頷くと、ヴォルフガングはやれやれとため息をつく。






「魔王も別に全てのお方が人間を滅ぼしたいなどと考えるわけではないのだがな」

「そう、なの？」

「ブラッドリー様を見れば分からぬか？　今生で陛下が望んでおられるのは、人間界を征服することでも、人間を滅亡させることでもない。お前との平和な暮らしだ」

「私との……」






　ヴォルフガングの言葉がエリノアの胸にずしりと刺さる。それは自分も同じだった。しかし──。

　それを上手くやっていこうとするエリノアの自信を失わせるのは……目の前で堂々と寛いでいる魔物たちの姿である……。






「…………」






　どこか疲れたように項垂れたエリノアを無視し、白犬は「そして」と、続ける。






「現在ここで陛下に侍るのは、陛下の元乳母、そして最も近しい側近であったメイナード殿と私。陛下が幼いみぎりからの臣下たる我々は、何よりも、陛下の身の安全が第一だと考える。コーネリアグレースも陛下の望みは理解しているはず。陛下がお前を見限るようなことでもない限り、陛下の心の安らぎであり支えであるお前を害するようなことはないだろう、……と、メイナード殿が」

「……そう……」






　エリノアは長いため息を落としながら、ひとまず傍に座っている老将を見た。老将はエリノアと目が合うと、細い目を更に細くして微笑んで見せる。老爺の顔は彼が魔物であるということを忘れさせるほどに穏やかだった。それを見たエリノアは少しほっとする。

　少なくとも彼らが自分たち姉弟の害になるようなことはなさそうだった。……一部、肩の上の黒猫は若干信用しきれない部分があるが。

　エリノアは、やはり聖剣を拒んで良かったと思った。

　メイナードの魔術でブレアが記憶を失った今、エリノアが聖剣を抜いたことを知る者は王宮にはいない。

　後は今後、王宮でブレア王子に関わらずにさえいれば、きっとなんとか平穏にやっていけるに違いない──いや、家はとてつもなく狭くなったけど──あと魔物たちがご近所さんにバレなければどうにかこうにか──。

　……そう思った。










　……のだが。

　その日──渡された任命書を見て──エリノアは叫んだ。






「え!?　私……っ、ブレア様の担当になるんですか!?」







終














侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【２】



















１　新しい職場












「え!?　私……ブレア様の担当になるんですか!?」






　そんな、という驚きの声が高く上がる。

　目を大きく見開いたメイド服の娘は、もちろんエリノアだ。

　その前で、執務机に座った侍女頭は、彼女に向けてゆったりと頷いた。






「そうです。元々空きがあったのは、先月退職があった王太子様のところと、頻繁に侍女が音を上げるブレア王子とクラウス王子のところだけですから」

「えっと……だけと仰るには結構選択肢があるような……」






　それを聞いたエリノアは、心底王太子の担当になりたいと思った。

　先日あんなことがあったばかりである。できればブレア王子の傍だけは避けたい。

　それに王太子の周辺の使用人の枠が空くことは本当に稀なことだ。何故ならば、幼い頃から愛らしく慈悲深い王太子の傍の使用人達はほとんど入れ替わりがない。王太子の退職した侍女は、確か王太子の母、王妃の時代から彼ら親子に長年勤め上げたベテラン侍女で。齢が八十を超えての円満退職であったはずだ。






　それに比べると……ブレアと第三王子クラウスの使用人達は、入れ替わりが激しいと言わざるを得ない。

　クラウスは、使用人に対しては典型的に高慢な態度をとることで有名で、人の選り好みも強い。気に入られなければ早々に仕事を外されて他の部門に回されるのならまだマシで、いびられた末に退職という者も多かった。

　対してブレアは──彼も使用人たちに恐れられてはいるのだが、どちらかというと周囲が彼の評判に過剰に怯えすぎているような気がすると──今ではエリノアはそう思う。

　少なくとも、先日の一件で間近に見たブレアは、評判ほど怖い王子ではなかった。

　もちろんあの時は彼の側にも色々と思惑があったのだろうが、はっきり言ってエリノアの無礼は相当なものだった。

　黒猫相手と思って遠慮なしに彼にしてしまった所業の数々を思い出すと、今でもエリノアは心の底から死にたくなる。

　出会いがしらに頭をつかみ、猫になれと強要し、姉と呼ばせ、腹を出せと言った──……あの場面を脳内でブレア本人に置き換えてみると──全身に嫌な汗を感じ、胃と心臓に激痛が走る。息も絶え絶えだ。今すぐ王子の前にスライディングで身を投げ出して、土下座をしに行きたくなる……。






　だが、それでも。

　あの時彼は、エリノアの手を払いのけるようなことはしなかった。

　膝から落すようなこともしなかったし、軽蔑したような目でエリノアを見ることもなかった。

　一連の出来事を思い出し、彼の本当の人となりの一端に触れたエリノアは、再び悔やむ。






（ああ……いまだにブレア様にはあの時の非礼を謝ることもできていないというのに……）






　彼の記憶が消されてしまった以上、もうエリノアにブレアに謝る機会はない。

　──それなのに、ここに来て、この精神状態で、果たして自分はまともに彼に仕えることができるのか。

　エリノアは任命書を手にブレアの顔を思い浮かべながら、申し訳ない気持ちで一杯になった。






　──と、エリノアはふと……。

　あの時ブレアが言いづらそうに自分のことを『姉上』と、呼んだ時の顔を思い出した。






（……あの時……ブレア様は……恥ずかしくていらっしゃったのね……）






　困ったような灰褐色の瞳と眉。

　少し日に焼けた肌のせいで分かりづらかったが……王子の顔色に薄っすらとした赤みが滲んでいたことを思い出したエリノアは、だんだん己の頭にも血が上って来るような気がした。

　そりゃあそうよ、と思わず呻く。

　王子に姉はいない。しかも赤の他人の身分も低い自分に。気恥ずかしい上に、それはそれは屈辱的であったに違いなかった。

　その時の王子の表情を思い出すと、エリノアはやってしまったと思う反面──……何故かとてつもなく、とてつもなく全身がこそばゆかった。

　こそばゆくてこそばゆくて、堪らず赤い顔で「わー!!」と、叫ぶと──

　間髪を入れず、ベシッと額に何かが飛んで来た。






　──ハタキだった。






「う、いつもながらお見事なコントロール……」

「……エリノア……あなたその情緒不安定なところなんとかなさい……」






　ハタキを放ったままの形らしい腕をエリノアに向けて、侍女頭は娘をジロリと睨んでいる。






「す、すみません……つい……」






　エリノアが赤くなった額をさすっていると、元ブレアの乳母だったと言う侍女頭はぷりぷりと怒り出す。






「まったく、そんなにブレア様のところが恐ろしいのですか!?　あの方はそんなに酷い方ではないのですよ！　普段は兄上様を想って気を張り詰めておいでなだけです！　いったい誰が〝ブレア様は血も涙もない鬼だ〟なんて……噂を流した輩はいつか痛い目に遭わせてやらなければ……クラウス様め……」

「……」






　呪わしい声で付け加えられた名にエリノアが思わずふっ……と黙する。言ってしまっておられますよ侍女頭様……と。






　まあ、性悪王子はさて置き。

　ブレアが世間の評判よりも怖いわけではないという侍女頭の言葉にはもちろんエリノアも同意できると思った。が……。

　老将メイナードに、記憶を消しても彼の心の中には自分に対する不信感が残っていると知らされているエリノアは……侍女頭の言葉には頷いて見せることができなかった。

　不信感があるままでは、主従としては成り立たないような気がしたのだ。それに……嫌われていると分かっていて、四六時中彼の傍に控えるのはとても辛いことのように思えた。

　エリノアは顔を上げる。






「あ、あの、私、王太子様のところではダメでしょうか!?　そりゃわたくしめは粗忽者そこつものですが、機会を頂けたら一生懸命頑張ります！　それに、私くらいしぶとければ、クラウス王子のところでもいけると思いますよ!?　なんせ没落経験済みです！　坊々育ちとは打たれ強さが違います！　不屈の精神です！　クラウス様の厭味くらいなら蹴散らせます!!」






　けれども、侍女頭は呆れたように首を振る。






「戦いに行くわけじゃないのですよエリノア。……私だってあなたがクラウス王子を困らせたらそれはそれで愉快極まりないと思いますけどね……」

「ぉ、ぉお……」






　侍女頭の毒のある顔にエリノアが仰け反っている。

　しかし、「けれども、」と、侍女頭は机の上をベシベシと手のひらで打つ。






「今回は、あなたには選択肢などありません。そそっかしい貴女を王太子の傍に上げることなどできませんし、あなたの出自ではクラウス王子の傍など以ての外です」

「う、」






　睨まれるように痛いところを突かれてエリノアが再び仰け反った。






「亡くなられたお父上はタガート将軍率いる王太子様派でしたでしょう？　あなた自身が今の派閥問題には関係ないつもりでも、あちらがそうとは限りません。敵勢力の中に突っこんでいくようなものです。たとえ没落して家がすでに無いとは言ってもそれは変りません。下手をすれば間者扱いですよ？」

「う……やはりそうですよね……」






　下っ端侍女ならいざ知らず、上級侍女となり王族の傍に上がるとなると、身元情報は必ずそれぞれの部門に送られて、彼らの目にもつくことになる。

　そうなれば、父を陥れ、結果死に追いやった第三王子派が、エリノアに疑いの目を持つことは必至である。……たとえ、実際には、エリノア達姉弟が生きていくだけで精一杯で、とても恨みを持っているような余裕がないとしても。

　そんなエリノアの事情を分かっている侍女頭は、少しだけ眉尻を下げて言う。






「エリノア……あなたが人一倍努力家であることはもちろん私も分かっています」

「侍女頭様……」

「あなたときたら、最初の頃はホウキの扱いも知らないわ、雑巾もまともに絞れないわ……酷いものでした」

「う……」

「それが今では上級侍女の試験にも受かり……それは仕込んできた私も誇らしい。でも……いきなりあなたを王太子様のところに上げることはできないのです。王太子様は次期国王なのですよ？　そこで起こしたミスはこれまでここで起こしてしまったそれとは次元が違います。……そもそもあなたったら……王宮で物を壊しすぎなのよ、備品の破損記録書に名前が書かれすぎです!!」

「う……」






　侍女頭はカッと鬼のような目をして、傍にあった黒い背表紙の記録書を手で打つ。エリノアは何も言い返せなかった。

　そしてそんなエリノアに侍女頭は言い渡す。






「まずは──王宮内での信頼を築き上げなければ。お前は一度ブレア様の厳しさに揉まれておいでなさい！」

「じ、侍女頭様、で、でも……」






　おろおろするエリノアに、侍女頭はにっこりと笑う。






「問答無用よエリノア。ブレア様のところでしっかりお務めできたら、その時は私も喜んで移動の希望を受け付けます。分かったらしっかりと、ブレア様にお仕えさせていただきなさい！」

















２　汗と筋肉の鍛錬場にはレディファーストが存在しない件












　エリノアは緊張しながら侍女頭の後ろから前に進み出た。






「……エリノアと申します。よろしくお願いします」






　目の前の長椅子には男が座っていた。彼は静かに書を読んでいたが、緊張して上ずったエリノアの声に顔を上げる。男は一瞬エリノアの顔を見てから眉を顰めると、すぐに娘の隣に立つ侍女頭に視線を移した。






「……また入れ替わりがあったのか」

「はい……申し訳ありませんブレア様」






　侍女頭が頭を下げるとブレアは短く「いや」とため息混じりに答える。

　上級侍女として働く最初の日。エリノアは侍女頭に連れられて、王宮内にあるブレアの部屋を訪れていた。これから主人となるブレアに初めの挨拶をするためだった。

　──緊張した。エリノアは、あれ以来、初めてブレアと顔を合わせるのだ。

　視線を下ろしたまま両手を握りしめていると、隣の侍女頭が「殿下に顔を見せなさい」とエリノアを促した。

　その言葉に従い、恐る恐る顔を上げると、灰褐色の瞳が静かにエリノアのほうを見ていた。数日前に間近に見たのと同じ瞳は、新参者を探るような色をしていた。

　思わずエリノアは呼吸を止めて、彼の次の反応を待った。が──。

　ブレアは一瞬怪訝そうな表情をして見せたが……それだけだった。

　次の瞬間には、彼は普段通りの無表情に戻り、隣に立っている侍女頭へ、了解したと言うように頷いて見せる。その呆気なさには、ビクビクしていた分だけ、エリノアは驚いた。






「分かった。だが、すぐ音を上げるような者は要らぬぞ」

「は、はい！　頑張ります！」






　低い声はどこまでも素っ気ない。が、その素っ気のなさにどこかほっとしながら、エリノアは勢いよく頭を下げた。

　──良かった、王子の記憶は本当に消えている。

　普段魔法というものに触れる機会のないエリノアには、老将メイナードの忘却術の効果がどうしても半信半疑だった。

　しかし、今、ブレアはエリノアの顔を見ても、驚きもせず、動じることもなかった。いや、老将の言う通り、消すことができなかったという王子の持つ不審な感情が、ちらりと見えた気もしたが……少なくとも、追い出されるようなことはなさそうだった。






　もちろんだからといってまだ安心はできない。今後も行動には気をつけるべきだ。

　変なことをして彼の不信感を煽るわけにはいかないし、それを取っ掛かりとして聖剣や魔物のことを思い出されても困る。

　弟＋α……の生活の為にも、エリノアは、しっかり仕事もさせて貰わなければならない。

　新しき主人である彼に、不信感があるというのなら、これからの働きで少しずつ解消していこうと、エリノアはそう思うのだった。






　が──。






「はぁ……ほう……なるほど……こういう仕組みか……」






　エリノアはどこか遠い目で言った。

　腕には何枚もの拭き布を抱えている。ずっと走っているものだから汗がひどい。






「おーいそこのブレア様の侍女！　さっさとしてくれ！」

「……はい、ただ今！」






　急かすような声に、いったい何往復させる気だとげっそり思いながら、エリノアはその大柄な青年騎士のもとへ急いだ。

　人の良さそうな笑顔に栗色の短髪のその男は、どこか長閑な森の熊を思わせる。しかしエリノアが頼まれた品を手渡すと、男は笑みを深めて、「よし」と言う。






「今度は飲み水がきれた。用意してきてくれ」、と。

「…………」






　さっき持ってきたばかりだが、と、エリノアはいささか消沈してカクリと頭を落とす。

　少々腹立たしく思ったが、確かにエリノアの横でわあわあ言っている連中は、既に先ほど彼女が運んできた水を飲みきっている。

　四十名ほどの騎士や兵たちが居るだろうか。まだ若そうな彼らは、いかにも楽しげに剣の鍛錬をしているのだが──。

　その中心に、エリノアの新しき主人となったブレアの姿があった。






　ここは王宮内の鍛錬場である。

　それは数十分前のこと。エリノアがブレアの後ろに伴われてこの鍛錬場に足を踏み入れた時、確かにここは無人だった。それなのに。

　人気のなかったはずの場内には、気がつくといつの間にか人がわらわらと集まって来ていた。

　突然賑やかになった場内の様子にエリノアがギョッとしていると……エリノアは次々に男たちに声をかけられる。

　やれ「水を持ってこい」だの、「汗を拭うものを持ってこい」だの、「訓練用の剣が折れたんだが代えは……」だの。あれやこれや声が掛かる。立ち止まっている暇もない。






「……いえ、良いことなんですよ……皆さん国の為に鍛錬なさっているんですからね……ええ。でもね、わたくしめ、新人の初仕事にしては少々ハードすぎるんじゃないかと……一人でこなす仕事量ですかこれは……」






　思わずぼやくエリノアは、先輩侍女に王子の鍛錬中の補助をするようにと言われてここに来た。

　まさかそれが──こんなに大勢の世話であるとは思ってもみなかったわけだが、そういえば先輩侍女が変なことを言ってたなと、うっすら思い出す。






『……運よ』

『運？』






　いったいなんのことだろうかとエリノアが彼女を見上げると、先輩侍女は真顔で言うのだ。






『あいつらブレア様がお稽古なさっているとハイエナみたいに嗅ぎつけてくるから気をつけて。ま、運がよければ誰も来ないから。頑張ってね』

『？　はぁ、頑張ります……？』










「……」






　最初は新人侍女に対する通過儀礼的なアレかと思ったのだが……エリノアは悟った。

　ハイエナ、とは。今目の前で、ブレアの傍で子犬がじゃれるような顔で訓練している彼らのことなのだろう。武勇に優れるブレア王子は軍や騎士連中からの人気が高い。運とは、おそらくこの集まって来た者たちの人数のこと。運が良ければ少なく、悪ければ多いと……つまりはそういうことなのだ。

　世話係からしてみればこの人数を一人で世話するのはかなりキツい。しかも私新人なのにとエリノア。

　男衆は皆ブレアしか見えていないのか、エリノアが忙しさに目を回しかけていても、次から次に用事を言いつけてくる。

　ブレアが何かを落とせば「やや！　ブレア様何か落とされましたよ!?」と、大勢が群がるのに、新人侍女が自分たちの用事で、ぜーぜー肩で息をしていても欠片も目に入らないようだ。汗と筋肉成分の高いこの鍛錬場には、レディーファーストなんて言葉は転がっていないらしい。残念ながら。






（……なんなんだ。ブレア様は筋肉っ子たちのアイドルなのか……）






　しかしそれにしたって、とエリノアは走りながら呻き──叫んだ。






「はい！　お水持ってまいりましたっ！」






　やや自棄やけっぱちな言い方であったが、応じる男はそれを意に介することもなく、からりとした笑顔をエリノアに向ける。






「おう、ご苦労。では次は針と糸を持って来てくれ。稽古着がほつれた」

「……くっ、」






　朗らかな熊のような男は、あっけらかんと破れた上着を差し出してくる。もちろん頼まれればやるが、恐らくこれが終わったら、次もなんやかんやと走り回されるのだろう。

　これではまるで持久走か我慢大会ではないか。この男、見た目はかなり人の良さそうな顔をしているのに、笑顔の裏にどこか小さな悪意を感じる。なんなのよと思ったエリノアは、若者たちの中央で厳しく彼らを指導している新しい主人を見た。

　当のブレアといえば、鍛錬場に入ったきりエリノアには目もくれない。（筋肉っ子たちの壁が厚すぎて見えないのかもしれない）

　もしかしてとエリノアは不安になった。

　やはりブレアは己が気に入らなくて、この男を使い、遠回しに辞職を促されているのだろうか。






（……今朝、私の顔を見た時、一瞬顔をしかめていらしたものね……）






　そう思うとなんだか悲しかった。が──目の前のへらへらした男の顔にはムッとした。

　ここでしんみりしょんぼりできないのがエリノアだった。エリノアは思った。おう、そっちがその気なら受けて立とうじゃあないか。ブレア様親衛隊だかファンクラブだかなんだか知らないが、こっちは可愛い弟との生活が掛かってるんだ、新人だからって舐めてもらっては困るぞ、と。

　エリノアは鼻息荒く高い位置にある男の顔を見上げた。






（……見てろよ、私はしぶといんだから……没落娘の根性が伊達じゃないってところを見せてやる）






　エリノアの闘争心は静かに燃えていた。






　──そうしてエリノアが若干キレ気味に針箱を取りに走っていった後……その後ろ姿を、青年騎士は笑いながら見送っていた。






「ははは、今度の新人は目つきが悪いな」

「……オリバー、また侍女をこき使っているのか？　やめてやれ。またすぐに辞められては面倒だ」

「ああ、ブレア様」






　近づいて来た王子に、オリバーと呼ばれた男が親しげな顔で一礼をする。






「しかし中には良からぬ人間もおりますからねぇ。よく働かせてしっかり人となりを見ておきませんと。本性を見極めるためには追い詰めるのが一番ですよ。あの侍女は……少々短気ですな。ははははは」

「…………」






　この男はブレアの側近の一人で、騎士位を持つオリバーという者だった。側近達の中でも特に腕が立つので、平時はブレアの護衛としても傍にいることが多い。

　カラカラと笑いながら言う男に、ブレアはため息をつく。

　しかし男の言うことにも一理ある。これまでにもブレアの身辺では、幾度も間者らしき者が見つかっている。その侵入方法も年々巧妙化しているようで、なかなか見抜くのが難しい。故にブレアに近しい者たちは、常に彼に近づく人間には目を光らせている状況だ。

　オリバーは当然と言わんばかりの顔で微笑む。






「敬愛する我らが殿下のためには例え相手が侍女だとはいえ新参者は警戒するに越したことはありません」

「……あの娘も試験や侍女頭の推挙があって初めてここにいるのだがな……」

「まあまあ。念には念を入れませんと。間者や密偵なんてものは優秀であって当然ですし、試験も突破してくるかもしれないではないですか。ブレア様に何かあったら王太子様や王妃様を悲しませることになりますよ」

「……」






　にこにことそう言われるとブレアも弱い。朗らかな男の顔にやれやれと目を細めながら、ブレアは猛烈な勢いで鍛錬場に駆け戻ってきた娘に視線を移した。






「……どう見てもあれは密偵などというものには見えぬがな……」

「ははは、まあ、確かに些か感情が表に出過ぎですな。某、相当ムカつかれております。ははは」

「……」






　二人が窺う先では、娘が鍛錬場の隅に陣取り繕い物をはじめたようだった。

　すると娘の傍を兵が通りかかって、何やら話しかけられている。かと思うと──娘はまたかと言いたげな顔で不承不承頷き、呆れつつもその兵からも何かを預かったように見えた。どうやら……また繕い物を頼まれたらしい。

　それを見たオリバーが愉快そうに笑っている。






「ははは、適当に断ればいいものを。しかもあのような場所で針仕事をはじめては、他の連中にも繕い物を押しつけられてしまうだろうに」






　彼の言う通り、二人が様子を窺っていると……。

　兵から繕い物を受け取るエリノアに、周囲の別の兵たちも気がついた。すると彼らも続々と「ならば我も」「ついでに私も」……と、次々に衣類を持ってエリノアの前に並ぶ。

　基本的に、王宮からの支給品である甲冑や制服といったものとは違い、彼らの稽古着は自分たちで手入れをする決まりとなっていた。が……男性兵たちは繕い物が苦手なものが多いのだ。

　そうしてあれよあれよという間に、ギョッとしている娘の前にはこんもりと繕い物の山ができてしまった。娘はそれをしばしぽかんと見ていたが──唐突に、鬼のような顔つきとなり、その指は猛烈な勢いで針を動かしはじめた。

　──どうやら、ぼうっとしていては、繕い物が増えていくだけだということに気がついたらしい……。






　娘のそんな様子を──遠目に見ていたブレアは思わず小さく噴き出した。

　冷静な彼にしては珍しいことだった。隣で見ていたオリバーがぱちぱちと瞬きをして彼を見ている。

　ブレアは間の抜けた人間にはこれまで何人も出会って来たが、それを面白いと感じたことはあまりなかった。どちらかというと愉快なことも冷静に見てしまって、逆に顔を固くしてしまう気質で。






　けれども──あの新しい侍女の必死な挙動には何故か自然と口の端が持ち上がった。

　そして実はあの娘が今朝、侍女頭に連れられて己の部屋を訪れた時も──ブレアは同じように不思議な感覚を覚えたのだ。

　黒髪に、愛嬌のあるまるい額。緑色の瞳は勝気そうだが、ブレアを見る目はどこか不安げで。

　その瞳を見た瞬間──ある言葉が彼の口をついて出そうになって──ブレアは咄嗟に口を固くつぐみ、怪訝に眉を顰めた。

　それは──親しくもない相手にかけるような言葉ではない。

　相手は侍女なわけだから、これまでも王宮のどこかで見かけたことはあるかもしれないが、こうして己の傍に上ってくるのは初めてのはずで。ブレアには、己が何故そんな言葉を娘に掛けそうになったのかがまったく不思議でならなかった。

　しかしどうしてなのか……娘を見た時、ブレアの中には、彼女の印象が既に存在していたような気がしたのだ。

　それもかなり間抜けなイメージで。






「……」






　ブレアは離れた場内の隅で懸命に針を動かしている娘を静かに見つめ、何事かを考えていた。そんな彼をオリバーは不思議そうに見ていた。






「ブレア様どうかなさいましたか？」

「いや……オリバー、少し娘を休ませろ」






　言われた長身の配下はキョトンとした顔でブレアの顔を見る。






「……説明は難しいが……あの娘は傍に置いておかねばならぬような気がする。厳しく指導するのはいいが、あまり負担をかけ過ぎぬよう皆に言っておけ」






　ブレアはそう言うと、踵を返し再び鍛錬中の兵たちの中へと戻って行った。残されたオリバーは、目を瞠ってそれを見送っている。






「…………随分珍しいことを仰いますな……」

















３　魔物たちの会議












　暗く狭い空間は、その四人が顔を突き合わせて黙りこむと殊更に狭いように感じられた。

　腕を組んでいた白い頭のヴォルフガングがまず重い口を開く。






「……例の件についてだが……皆、何か意見はあるか？」






　続き声をあげたのはコーネリアグレースだった。凛とした声はきっぱりと言い切る。






「もちろんあたくしは反対です。陛下のお望みはなんだって叶えて差し上げたいけれど、時期尚早です。まだ無理ですわ」






　するとテーブルの上に両肘をついて座っていた黒豹も挙手をする。






「はーい私も反対でーす。何かあってからでは遅いと思いまーす」






　それでは、と、ヴォルフガングは己の斜め隣に背を曲げてちんまりと座っている老爺に顔を向けた。






「メイナード殿は──」






　老将の意見を求めた白い魔物が、ふさりと獣顔を斜め左に向けた、時。

　その言葉が終わる前に、魔物たちの背後で扉が開かれる。






「ただい──うわっ、びっくりした……な、何？　全員集まって何事……？」
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　ギョッとした顔で現れたのはエリノアだった。

　よれよれになった黒のワンピース。結われた髪も、掻き回されたように乱れている。

　王宮から戻ったばかりらしい娘は、疲労の滲む足取りで居間の中へ入ってきた。

　もちろん疲れているのは昼間の鍛錬場での出来事のせいで、頭が鳥の巣状態なのも、あの鍛錬場の熊のような男のせいだった。ブレアの鍛錬時間中に兵たちから頼まれた繕い物を終えることができずにがっくりしていると……ばしーんっ、といい音で背中を叩かれた挙句、カラカラと笑いながら頭を撫でかき回された。『頑張れよ！』と声をかけてくれるのは有難かったが……それよりもアンタの張り手のせいで床に転がった私を気遣ってくれ、とエリノアは心の底から思ったのだった……。






　しかしながら、いくら疲れていようともだ……。

　この狭い自宅の中で、四角いテーブルを魔物四名が占領し難しい顔を突き合わせていては……いくらなんでも無視することは難しいというものだ。

　理由を聞かないといけないんだろうなぁと、内心どっと疲れる思いで魔物たちを見ていると──不意にグレンがすぐに隣の老爺を指差し、「議長～、メイナード殿が眠りこけておられます～」……などとのんきな声をあげている。






「何!?　起こせ！　重要案件だぞ！」

「メイナード殿ー起きてー」

「………………で？」






　呆れ半分といった顔で返答を求めると、いきなりバッと睨むような視線を向けられた。──白犬武将と黒豹婦人である。

　その音のしそうな勢いに、エリノアが思わず怯む。






「な、何……？」

「『緊急会議だ！』『ですわっ！』」

「……は？」






　かいぎ？　と、エリノアの口が動く。それに答えるようにしてコーネリアグレースがさめざめと嘆くように両手で顔を覆った。






「実は……陛下が外でお仕事なさりたいとおっしゃってますの！」

「あ、ああ、その話か……」






　前もって弟から聞かされていたエリノアは頷いた。






「身体も病気の心配がなくなったから家計を支えたいってブラッド言ってたわね。それがどうかしたの？」






　──と、言った途端、婦人はテーブルを叩き割りそうな勢いで叩く。ドスンと鈍い音が疲れた身体に堪える。






「どうもこうもありません！　陛下が人の世界でお仕事だなんて……！」

「は、はあ……」

「どうかしたのだと!?　お前は……陛下の実姉のくせになんてのんきなのだ！」






　ヴォルフガングも不快そうに己の耳を後ろに倒しきってエリノアを睨む。






「我らの主人様が！　どこぞの馬の骨とも分からぬ者の下に付き！　労働をするということだろうそれは！」

「馬の骨って……」

「承服できぬ！」と、嘆くヴォルフガングの顔はいかにも苦悩に充ち満ちている。エリノアはやれやれと、血相を変えている魔物たちの顔を見渡した。






「少し冷静になってよ。過去は過去。今は今でしょう……」

「過去、だと？」






　エリノアの言葉に白い獣人が眉間に深いしわをよせる。睨まれるとなかなかの迫力だが、エリノアは怯まなかった。






「だって……ブラッドの昔がどうだったかは私には分からないけれど、今、ブラッドは私の可愛い弟なのよ。魔界にいるわけでもないのに……あの子が普通に暮らしたいって言うんだったらそうさせてあげないと。ブラッドはずっとそうしたかったの。病気でできなかったことを、同じ年齢の子たちが普通にしていることを、普通にしたいのよ」






　しかしながら、とコーネリアグレースが言う。






「〝魔王〟というものは、なるならないの問題でも、ただの地位役職の名でもありません。それは〝魔王〟という〝存在〟です。女神と勇者によって一度は生を閉じた陛下ですが、転生した今も、〝魔王〟として昔と同じ程度の能力をお持ちなわけです。エリノア様と一緒にいることによって多少は抑えられておりますが……人間たちの中にお連れするなど危険極まりないのですよ？」






　それを聞いたエリノアはうーんとつぶやく。






「分かってるんだけど……ブラッドリーの決意が固いのよ……閉じこめておくわけにもいかないし……」






　エリノアは脱いだ上着を壁に掛けながら困ったように言う。

　ブラッドリーはあれから顔色も良く、精神的にもとても安定しているようだった。あれ以来怒りで新しい魔物を呼ぶようなこともなかったし、配下たちに非情な顔を見せることもなかった。

　姉としてはそのことにとても安心している。

　だが、もちろんコーネリアグレースの案じることも分かった。






「だから……」と、エリノアが魔物たちを振り返った。

　──しかし、エリノアが次の言葉を発する前に……突然エリノアの目の前にブラッドリーが現れた。






「っ、ぎゃっ!?」

「おかえりなさい姉さん……！」






　誰も居なかったはずの場所に唐突に現れた弟は、ぎゅっと姉に抱きつくと、にこにこと顔を笑みで満たした。






「ああ良かった！　遅いからすごく心配したんだよ……今日は上級に上がって初出勤の日だったでしょう？　ブレア王子に何かされなかった？」






　……王子がまるで痴漢か何かのように言われている。

　ブラッドリーはエリノアの肩を持って、姉の身に異変がないかをまじまじと見分している。






「姉さん!?　どうしてこんなにヨレヨレなの!?　髪もぐちゃぐちゃじゃない……まさかあいつに何か──」






　一瞬弟の目が剣呑に光ったのを見て、唖然としていたエリノアが慌てて首を振った。






「や、違う！　初日だったからちょっと張り切りすぎただけ！　ほら、姉さんかなり抜けてるから……」






　もしここで、王宮で出会ったばかりの騎士らにこき使われた挙句、頭をかき回され張り倒された、……なんてことを言ってしまえば大事になる。そんな気がした。






「でも……」

「本当だってば！　憧れの職にやっと就けたんだよ!?　姉さんが右往左往しないわけないじゃない!!」






　力一杯力説する姉の言葉に、ブラッドリーも「まあ、それは……目に見えるようだけど……」と、半ば押されるように頷いた。






「そうでしょう!?　あ、あとねブラッド……」






　ホッとしながらも、これだけは言っておかねばとエリノア。






「なあに姉さん？」

「お願いだから……出迎えに魔法？　を使って急に出てくるのはやめて……心臓に悪いから……」






　姉の言葉にブラッドリーはキョトンとしている。






　──あの日以来。

　大人しく物静かで儚げだったブラッドリーは変わってしまった。

　いや、それまではずっと体調が著しく悪かったわけだから、性格的にも色々セーブされていた部分もあったのかもしれない。

　それにしたって──と、エリノアは困惑する。

　これまでエリノアが彼を過保護に過保護にしてきた反動か……今度はブラッドリーからのエリノアへの態度がおかしなことになってきた。

　しかしブラッドリーは、「だって」と不満そうな顔をする。






「ああ姉さんが帰って来た、と思ったら、自然と身体が飛んじゃうんだよ。早く顔が見たいんだもん。それで……本当に大丈夫だったの？　やっぱり心配だよ……これからは僕が外で働くから姉さんは家にいたらどうかな……姉さんが頑張って上級に上がったのは分かってるんだけど、僕は王宮には入れないし、僕がいないところで何かあったらと思うと居ても立っても居られないっていうか……王宮にはブレア王子もいるし……もし何かあったら僕王宮を破壊しちゃいそうで……」

「……えっと……真顔で言われると本当怖いからやめようねブラッド。大丈夫。大丈夫だから……ちょっと落ち着こうか……」






　抱き竦すくめてくる弟に、慣れないエリノアは若干引き気味。

　特にブレアの話題が出ると、弟の顔がひどく暗くなってなんか怖い。

　溺愛することには慣れているのだが、それが己に返ってくるとなると……嬉しいような気もする半面、なんだか違う気がしてならないエリノアだった。

　それにこれまでは百二十パーセント守るべき対象として見ていたせいか、もしくはブラッドリーが寝台に寝付いていることが多すぎたからなのか……

　エリノアはここに来て初めて小さかったはずの弟ブラッドリーが、いつの間にか己よりも背が高くなっている事実に気がついた。

　それはそうである。ブラッドリーも、もう少年から青年へと変わろうかという年頃なわけで……。

　だが、これはエリノアにとっては地味にショックな出来事だった。

　弟に背丈が負けたこともショックだが、それよりも、そのことに今の今まで気がつかなかった己のうっかり具合にとてもガッカリだ。

　いや、別にブラッドに負けたっていいんだけど、とエリノア。






「（……姉さん、ブラッドよりもチビっ子だったんだね……、……………）」

「陛下～、なんか姉上が落ちこんでいらっしゃいますよ、あははは」

「グレン……笑うな……」






　……そう言うブラッドリーの声音のおどろおどろしいことといったらなかった……。






　はあ、さて、と気を取り直したエリノアは魔物たちと同じテーブルに着き、彼らのほうへと向き直る。

　エリノアを腕から解放したブラッドリーも彼女の隣に座っている。……但し、何故だか弟は姉の手を離してくれない。エリノアがそれを離そうとすると……。

「姉弟なのに……」「なんでダメなの？」──と、この時ばかりは幼い頃の面影そのままの、壮絶に悲しそうな表情でうつむかれ──ると、エリノアも非常に弱い。






「え、ええと、それで……ブラッドのお仕事の件だけど──ひとまず、リードのところで少しだけお手伝いさせてもらうところから始めたらどうかって思ってるわ」

「……リード？」

「ええそうよブラッド」

「……ちょっと待て、何故モンタークなんだ」






　ヴォルフガングが微妙そうな顔で眉間にしわをよせた。

　何故かと言うと……ヴォルフガングとリードがこの家で出会って以降、リードは毎日欠かさずヴォルフガングの世話をしにこの家にやって来るからだ。

　動物の中でも格別に犬が好きだと言うモンターク商店の看板息子は……何も知らず、毎日ヴォルフガングを散歩に連れ出し、ブラッシングもしてくれて……爽やかな笑顔で『いい子だな、ヴォルフ』……と、魔将の頭を撫でている。

　ヴォルフガングが幾ら犬扱いを不服に思って殺気を放っても、何故かリードには欠片も通じた試しがない。

　ゆえに……ヴォルフガングはリードが苦手なのだ。彼が良心の塊であるだけに尚のこと。

　ところでそのリードは、エリノアの家にもう一匹、黒猫が増えていることも知っているのだが……。

　黒猫グレンは素晴らしく素早くて、そしてまた要領も良かった。彼はリードには決して捕まらず、エリノアにも……『まあまあ。あの子はもうほっといていいから……むしろそのほうが平和だから……』となだめられ。リードはとても残念そうだったが、結局グレンのことは諦めたようだった。

　そうしてグレンはいつでも高いところからリードに捕まったヴォルフガングを眺めては、ニヤニヤと愉快そうに笑い転げている。それがまたヴォルフガングにとっては屈辱的であるらしい。

　因みに……新しくエリノア宅の居候となったコーネリアグレースとメイナードの二人は、リードたちには昔のトワイン家の使用人だと説明している。

　黒豹コーネリアグレースは、彼の前ではふくよかな人間の婦人に化け、メイナード爺は、元は庭師だったということになっていた。






　エリノアは魔物たちの顔を見ながら話を続ける。






「どうかしら。リードのところならブラッドも精神的にも安定するし……世間に慣れさせる程度には丁度良いんじゃないかと思うんだけど……まずは短い時間手伝わせて貰って、お給金はいただかない方向で……」






　エリノアは、今朝リードとモンターク家の主人には話をしたこと、それを快諾されたことを皆に告げた。

　しかし、その言葉にまず当の本人ブラッドリーが不服そうな顔をする。

　もちろんモンターク家の店が嫌なわけではない。だが、彼としては自分の身体が動くようになった以上、これからは自分がきちんと働いて、これまで苦労を掛けた姉に楽をしてもらいたかった。その為にならどんな労も厭わないつもりだが──姉も配下たちもそれには段階を踏む必要があると、決して譲ろうとはしなかった。

　そうして結局──。

　彼らに説得されたブラッドリーは、これからしばらく日中の短い時間を、モンターク商店の手伝いをして過ごすことになったのだった。もちろん──婦人と老爺のおまけ付きである。

















４　ブレアとお供の娘












　昨日は結局──頼まれた繕い物は就業時間中には仕上がらなかった。






　そして新しい職場での二日目。

　自宅持ち帰りで繕ってきた山のような訓練着を持って王宮へ出勤すると、先輩侍女たちはそんなエリノアを生暖かい目で見た。

　多分──意味するところは、






『ああ、昨日はいいように使われたのね……要領の悪い子』

『運がないのねぇ……』






　と、いったところであろうか……。

　しかし新人に薄い同情の眼差しをよせておきながらも、彼女たちは容赦がない。

　エリノアとしては、上級侍女になったのだから、折角ならば、王族の方々の煌びやかな身支度や、優雅なティータイムの準備などを手伝わせてもらいたいと思っていた。

　品よく振る舞い、特別な人々の身の回りの世話を任されているのだという誇りを胸に、精一杯忠義を尽くしていきたかった。

　昨日の激務を経て、今日こそは、と、思った。……のだが──……。






　先輩侍女はにっこり笑って言った。

　預かりものがあるなら返却しなきゃねぇ。それに昨日と同じ仕事のほうが覚えやすいでしょう？　とも。






　その言葉の意味するところを察して、エリノアは思った。世は無情だ。が……全くもってその通りだ、と。






　そうして結局エリノアは、昨日のことをげっそりと思い出しながらも、本日もまたブレアの鍛錬の供を担当することになったのだった。






（……今日もあの熊みたいな連中と戦うのか……）






　──察するに、とエリノア。先輩侍女らはブレアの鍛錬場にはついて行きたくないのであろう。

　ブレアが休んでいる時間や、黙々と勤しむ職務の時間に比べると、緊張感漂う訓練中はどうしてもピリピリとした雰囲気が漂いがちで。おまけに場合によってはブレアの元に群がって来る配下たちの世話までも（むしろこっちメイン）を、なし崩しにさせられるとあっては、彼女たちが嫌厭する気持ちも分からないでもない。






（……ああ今日も、仕事上がりにグレンから『姉上、いい逆ハーレムでしたねぇ』とかにやにや嫌味を言われる様が目に浮かぶ……）






　……仕事をする前からどっと疲れた。

　しかし、もちろん新人のエリノアに、仕事を選ぶ権利などなかった。














「……」






　訓練用の剣を手にしたブレアは、大きなカゴを抱えて自分に付いて来るその侍女を無言で見た。

　娘の抱えた木の蔓で編まれたカゴの中には、稽古用に兵に支給される服が幾重にも折り重なって入れられている。視界を覆う程の大きさのカゴのせいで、娘は前が見にくそうに歩き、足元がなんとも覚束ない。ブレアは顔にこそ出なかったが、内心ではやれやれと思っていた。

　その稽古着が、己の配下たちによって、ある意味作為的に娘に押し付けられたことをブレアも分かっている。騎士のオリバーは、決して悪い男ではないが、ブレアのためなら手段を選ばないところがあった。

　昨日も娘にはあまり負担を掛けないようにと言っておいたはずが……そのカゴに詰めこまれた稽古着の数を見てブレアは呆れ果てた。明らかに、昨日鍛錬に参加した兵の人数分よりも多いのである。

　恐らくあの一見親切そうな顔をした騎士が、新人娘の人となりを見る為とかなんとか言って、どこからかかき集めてきたのだろう。あれではきっと、娘は昨日の職務中にも他の仕事などできなかったに違いなかった。

　そういえば、朝の鍛錬以降、娘の姿を見なかったことに思い当たり、ブレアは頭痛を覚えた。






（……オリバーめ……）






　稽古中はブレアも集中していて、どうしても、稽古に参加しているわけではない侍女の動向にまでは目が行き届かない。

　おまけに周囲には共に鍛錬したいと詰め掛けてくる配下が大勢いて、彼らに稽古をつけているともなると尚更だった。






「…………」






　己が廊下を進むたびに、大カゴと共に黒いワンピースから伸びる足がよろめくのを見ると……さすがのブレアも娘に手を貸したい心持ちになった。が……。






　既にそこが己の居住区から出ていることを思い出して、彼はそれを思い止まる。

　鍛錬場に向かう廊下は、他の王子たちの居住区にも近いとあって、使用人たちの往来も多い。

　彼らは皆、難しい顔で剣を手にした第二王子の後ろを、大きなカゴ（を抱えた娘）がヨロヨロついて行くさまを見ては……ぎょっとして、恐々と足早に通り過ぎて行く。

　もしこんな人目につきやすい場所で、ブレアが娘の荷物を取り上げては、娘は王族に己の荷を持たせる不忠者とされてしまうし、娘本人も気に病むに違いなかった。

　ブレアは侍従じじゅうの一人でも連れて来ればよかったと少し後悔する。普段は鍛錬場につけば、配下たちが進んで雑務を請け負ってくれるので、すっかり失念していたのだ。

　しかしその鍛錬場も、もうすぐそこだ。

　気の毒にも思ったが、ひとまず娘が倒れでもしない限りは、ブレアは手出しを控えることにした。






　ブレアはもう一度配下達に釘を刺しておかなければと鍛錬場のほうを軽く睨む。

　恐らく、このオリバーたちによる新人を試すような行動は、もうしばらくの間続くだろう。それもこれも、全てはブレアの〝王子〟という立場がゆえで、彼らが必要性を訴える気持ちも分からぬではない。

　しかしなんとも面倒だとブレア。身分や立場というものは、時になかなか取り扱いが難しい。──思わず、苦々しいため息が出た。






　と──……。

　その──普段、あまり感情を表さない主人の盛大なため息に──虚を突かれた者がいた。






　ブレアの後ろをついて来ていた娘は、王子の思いがけない嘆息によほど驚いたのか、びくりと身体を跳ねさせた。そもそも、王子の背後を重い荷物持参でついて歩かなければならない状況自体が彼女を緊張させていたのだろう。

　強張らせていた身体をビクつかせた娘は、間の悪いことに──足がちょうど廊下の床を覆う絨毯の端に差し掛かるところで……。

　視界をカゴにふさがれていた彼女は、その切れ目に気がつかず。足を取られ、思い切り──……。






　つんのめった。






「ぉ、わっ!?」

「……」






　するとブレアの背後でカゴが大きく傾いて。ブレアは、己に向かって倒れてくるものの気配を感じた。

　腕から弾かれたように飛んで行こうとするカゴを見た瞬間、エリノアが死にそうな顔をした。視界は大きなカゴで塞がれていたが、その先に、自分の新しい主人、王家に連なるお方が居ることだけは分かっていて……。

　その一瞬で、走馬灯のように浮かんだのは、これまでの幸せな記憶──とかではなく。これまでに王宮で仕出かした様々な失態、仕損じ、しくじりの数々……。

　嗚呼、とエリノアは思った。どうして私はこうなのだ。一生懸命やっているつもりなのに、どうしてこう、間抜けと縁が切れぬのか……。

　エリノアの走馬灯には、鬼のように激怒した侍女頭の怒号と、どこからか見ているだろう監視役グレンの遠慮のない嘲笑が響き渡っていた──……。






　……──が。






　この時エリノアが想像したような惨事（珍事）──ブレアの身体にカゴを激突させ、使い古された稽古着が美しい金髪の上に降り注いだうえに……己の石頭が冷ややかな顔の主に突っこんで行く──……。

　などという事態は、現実には起こらなかった。






　そうなる直前──。






「……」






　傾いてくるカゴを目の端に捉えたブレアは、冷静な顔のまま握っていた剣を利き手から放ると、その手で、カゴ諸共エリノアを受け止めていた。






「む、わっ!?」






　カゴに抱きつく形で傾いていた娘の身体は、彼の手によって一呼吸の間に元通りに押し戻されていて。緑色の瞳をまるくした娘は、そのほんの一瞬の出来事に立ち尽くした。






「え……あれ……？」






　視界を覆うカゴのせいで、青年の素早い手さばきを目撃できなかったエリノアは激しく瞬いている。

　ふと──その驚きと戸惑いを混ぜたような表情が、カゴの横から主を覗いた。そのぽかんとした顔を見た瞬間、ブレアは不思議な既視感に襲われる。






「……な、んだ……？」






　ブレアが小さくつぶやいた。

　唖然としている娘のまるい瞳や開いた口を見ていると、奇妙な気分だった。

　驚愕、呆れ、喜びと落胆、後ろめたさと羞恥、そして愉快さと不信感といった……様々な感情がない交ぜになって胸に鮮やかに浮かぶ。頭の中のどこかにはみ出した記憶のひだをつかみ損ねたような、そんな気持ちの悪さがあった。

　と、同時に──脳裏を何か閃くものが過ぎって行く。それは銀の白刃の輝きのようだったが──輝きは閃くと、そのまま奇妙な感情と共に、ブレアの中に溶けるようにして消えていった……。






「……？」






　一瞬感じたものが何か分からず、ブレアは戸惑いを覚え、己の胸を押さえた。

　──しかし、いくら探ろうとも、もう自分の中にその感情を見つけることは叶わなかった。






「……」






　気のせいだったのだろうか。

　たかだかほんの数秒前に感じた感覚を思い出すことができず、不思議な感覚にブレアは首を捻る。






　だが、彼はすぐに己が鍛錬場に向かう最中であったことを思い出す。

　ブレアは振り払うように頭を振ると、灰褐色の瞳でカゴの向こうの娘の様子を一瞥した。どうやら的確に体勢を立て直させることはできていたようで、特に身体を痛めたような様子などはなかった。






　ブレアは無言で身を屈めると、足元に落ちた数枚の稽古着を拾い上げ娘のカゴの中に放った。それから己の剣を拾うと、そのまま何事もなかったかのように機敏な足取りで廊下を先へ進んで行く。

　しかし背後では、王族にカゴと衣類をぶちまけそうになった新人侍女が、未だ自らが起こしそうになった失態の顛末に身を硬直させたままだ。

　付いて来ない供の娘に、ブレアは数歩先で仕方なしに足を止め、振り返る。






「……置いて行くぞ」






　短く言うと、娘が弾かれたように飛び上がった。






「はっ!!　も、申し訳ありません！　ブレア様！」






　彼女はカゴを抱えなおすと、ブレアの後を、転がるように追いかけて来た。

　懸命な顔は真っ赤で、前髪の隙間に覗く額には汗が浮かんでいた。

　それを見たブレアは、ごくわずかに己の口の端が持ち上がるのを感じた。

　……常に表情が固まったように動かぬ自分と比べ、なんとまあ表情も動きも活発な娘だろうかと思っていた。

















５　黒猫の頭突き、熊騎士の訓練着












　エリノアは肩を落として、ひたすら針と糸を動かしていた。

　椅子に腰を下ろしたエリノアの両の傍らには、大きなカゴが置かれている。片方には、今エリノアが手に持っているのと同じ稽古着が山のように入っている。

　エリノアはそれを一枚ずつ取り上げると、破れた箇所を繕ってから、もう一方のカゴへと移し入れた。

　地道な、地道な作業だった。






　そうして次の繕い物へと手を伸ばし、ふと持ち上げた一枚にエリノアがため息をつく。これまた一層酷い破れようで……。






「……」






　──もういっそ、可愛い花柄の当て布でもつけてやろうか。






　延々、延々と。

　昨日から同じ生成りの稽古着ばかりを繕い続ける作業は地味に辛い。

　しかしエリノアは思い直して首を振る。意味のない八つ当たりはやめよう。要らぬことをしてこれ以上状況を悪化させてはならない。

　でも、そうは思うものの、心の中はとてもモヤモヤしていた。






「……何故なんですか、ブレア様……」






　思わずべそりと嘆くようなつぶやきが洩れて。

　それでも。今にも再び溢れていきそうなため息をぐっとこらえると、エリノアは針箱の底から当て布になりそうなものを引っ張り出した。






　──と、

　作業台の上に、ふわりと気配が近よって来た。






「ちょっと姉上ぇ……いつまでこれをやるんですか？」






　少年のような声は呆れたように言う。






「もー私、見ているのも飽き飽きなんですけど。いつもみたいにあっちこっち行ってコケたり、物壊して怒られたりしてくださいよー。つまんないなぁ」

「グレン……」

「朝の鍛錬場の後からずっとこれしかしてないじゃないですか。他の仕事は？」

「……だって、これ、頼まれた以上は終わらせないと……」

「顔くっら！　姉上なんなんですかその顔は……もしかして、さっきブレア王子に言われたこと気にしているんですか？」






　グレンは繕い物の上に、のすっ、と黒い身体を横たえてエリノアを見上げてくる。作業を邪魔する気満々の黒猫の腹毛の下から、繕い物を引っ張り出して、エリノアは「やめなさい。毛がつく」と口を尖らせている。






「……別に……気にしてるっていうか……」

「いやはや、あの男……評判通りなかなか気難しいんですねぇ。仕えて二日目の姉上に早々と三行半突きつけるとは」

「ぐ……」






　揶揄するように冷笑を浮かべるグレンに、さすがのエリノアもがっくりとテーブルの上に沈む。






「う……み、三下り半……」

「姉上のいったいどこがお気に召さなかったんでしょうねえ。短気なところでしょうか？　そそっかしいところでしょうか？　それとも間の抜けた顔？　もしくは強すぎる弟愛がにじみ出てましたか」

「た、短気って……こう見えて私かなり根気よく繕い物してると思わない!?」






　エリノアはうっすら涙目になりながら、稽古着を持ち上げて訴えた。






　──だが、そうなのだ。エリノアが落ちこんでいる理由はそこにあった。






　今朝のブレアの鍛錬の終わり頃。そのまま職務に向かうと言った彼は去り際に、何故か唐突にエリノアを振り返った。

　それまでは筋肉っ子たちの厚い壁に阻まれて、ほとんど傍によれなかった主人に、静かな瞳で見つめられたエリノアは、一瞬どきりとしたのだが──……。

　王子は口を開くと、きっぱりとした口調で言ったのだ。






『もうお前は鍛錬場にはついてくるな』






　──と………………。






　兵士たちに翻弄されつつも、自分なりに頑張っていたつもりだったエリノアは、その言葉にとても驚いた。

　いや、王子の身体にカゴごとタックルしそうになったりと、色々不手際があったことは認める。だが、だからこそ、昨日以上に一生懸命駆け回って頑張ったつもりだった。

　エリノアはいったいどこがダメだったのだろうかと戸惑った。が……しかし、王子からは結局その理由は聞けず終いである。

　上級とはいえ、普通侍女が王族命令に口ごたえなどできるわけがない。（……聖剣抜いた時は緊急事態だった、とエリノアは心の中で言い訳する）






　そうして。

　結局ブレアに理由を聞かされないまま、エリノアはこうして侍女たちの待機部屋の片隅で、兵たちに押し付けられた稽古着の残りを繕っていた。

　エリノアに二日連続で面倒な鍛錬場の仕事を押し付けた先輩侍女たちも、さすがにカゴいっぱいの繕い物を抱え、ブレアの突然の拒絶にオロオロしている新人娘を見て哀れに思ったのか……繕い物が終わるまでは通常業務から外れてなさいと許可をくれた。






　エリノアはがっくり肩を落としている。

　そんな様子を見たグレンは青い眼を細める。






「姉上ったらジメジメしちゃって。らしくないなぁ」

「だって……こんなに早く……どうして？　私が王子の頭に繕い物をぶちまけそうになったから!?」

「それもあるかもしれませんが。思うに、その繕い物、預かり過ぎたんじゃありませんか？　ほとんど他の仕事できてませんし、要領の悪い侍女にイラっときたとか」






　グレンの言葉に、エリノアは悲痛な顔で反論する。






「だって！　ブレア様の配下の方々の頼みを断っていいのかも分からなかったんだもの！　あの中には騎士位を持つ方だっていらっしゃったし……いち侍女が簡単に拒絶しちゃっていいのかしら……とか色々考えているうちに手の上にいつの間にか繕い物が積み上がってたのよ！　あの人たちったら当然のような顔して押し付けてくるし……」






　わなわな破れた稽古着を握りしめているエリノアに、グレンはやれやれと首を振る。






「……姉上は結構騙されやすいタイプだったんですねぇ」






　グレンはそう言って、作業台の上に項垂れたエリノアの眉間に、猫顔をぐりっとおしつける。






「う……」

「いいですか？　姉上……人間の中にも、魔物を上回るような悪人は、いますっ！」






　零距離で、青い瞳に見据えられ断言されたエリノアが呻いている。






「う、うぅ」

「……私は心配ですよ。その内奴らに無駄に馬鹿高い壷とか、効果がありもしない魔法のお札とか買わされるんじゃぁないかって。魔物には強いくせに人間にいいようにしてやられるなど……魔王の姉の名が廃りますよ！」






　グレンはしっかりしろコラ、と、ごすごす頭突いてくる。

　頭突かれながら……〝魔王の姉〟と言われたエリノアは、弟ブラッドリーのことを思い出していた。上級試験に受かった時は、弟はとても喜んでくれて。

　それなのに、上手く仕事をさばけていない自分を思うと情けなくて。がっくりきた。






「……あんたにまで怒られるなんて……」

「当然です。私、身内を自分がいじめるのはよくても、他人がいじめているのを見るとムッとするタイプなんで。ブレア王子なんかに言われたことをいつまでもうじうじ引きずられるとつまんないです。おもしろくないです！」

「……別にいじめられたわけじゃないったら。ただ、地道にやってれば、ブレア様はちゃんと仕事してる人間はきちんと評価してくれるから大丈夫──て、先輩は言ってたから……頑張ればきっと、と思っていたから……ちょっと堪えただけよ……」






　新しい職場で初めて任された職務だ。「もう来るな」と言われると、「お前の働きはなんの役にも立たなかった」と、言われているようで悔しかった。するとそれを聞いていたグレンがスッと目を細めて言う。






「……でもお忘れですか姉上。王子は記憶がないとはいえブラッドリー様と聖剣の目撃者です。関わらないほうがいいんですから、遠ざけられているくらいが丁度いいんじゃないですか？」

「……」

「メイナードの忘却術もけして完璧なわけじゃないんですよ。人の頭脳ってものは未知数なところも多いですからね。何かの拍子に記憶の蓋が開く可能性もある訳です。別に鍛錬場には来るなって言うだけで私室付き侍女から外されたわけじゃないんでしょう？」

「……そうだけど……」






　確かにグレンの言うことは（珍しく）正しかった。

　このまま平穏に上級侍女の仕事を続けたいと思うなら、あまりブレアの側には近より過ぎないほうがいい。






「もともと織りこみ済みの事態のはず。王子は姉上に対する不信感を記憶の底に眠らせています。嫌われ、拒絶されても不思議はありません」

「……それについては、どうこう言うつもりはないのよ……自分が選んだ道だから……でも、そうよね、私、聖剣を抜いておきながら放棄した不忠者でもあるしね……」






　だが、頑張ればきっと不信感も少しずつ拭い去っていけるはず──と、希望を持っていたのだが。

　やっぱりブレアと主従関係を築くのは難しいのだろうかと、エリノアはなんだかとても悲しくなった。






「…………」






　消沈して。せめて挽回するチャンスが欲しかったと思っていると──。

　唐突に、視界が真っ暗になる。






「っ!?　、暗い!!」






　一瞬グレンの悪戯かとも思ったが……耳に低く笑う声が届いて、エリノアは身を固くした。






「おい、新人侍女」

「っ!?」






　エリノアは事態を察した。






「この声……この匂い……じっとりした汗臭さ……さては稽古着だな!?」

「ははは、当たりだ」






　頭に被せられた布──稽古着を引っ剥がすと──頭上で、例の熊男、騎士オリバーが豪快に噴き出していた。






「匂いとは。お前は犬か！　ははははは」






　その顔にエリノアが目を剥く。






「犬て……騎士様……あなた様ご自分たちの汗臭さを侮っておられますよ!?　脱ぎたてほかほかを人の頭に乗せないでください！」






　どんだけ強烈だか分かってないな、この熊騎士めとムッとすると、余計にげらげら笑われる。と……はたと手にした稽古着を見て、エリノアが悲鳴をあげた。






「ひぃいいいっ!?　こ、これは!?　この染みの形には見覚えがありますよ!?　これは今朝……私が繕い終わってお渡ししたばかりのやつではありませんか!?」






　昨日の夜綺麗に繕ったはずのそれは、袖のあたりには新たな大きな裂け目があって、それが最早ちぎれ落ちそうになっている。

　だが、男はけろりと頷く。






「そうだが？」

「!?　な、なんという平然とした……そろそろわたくしめも涙目なんですけど!?　大事に着てくださいよ!!」

「いやぁ～、ブレア様のところに行こうと思っていたのだが、いいところでお前を見つけた。またこれも繕っておいてくれ」

「……！　……！　せめてっ……洗ってから持ってきてくれやしませんかねっ!?」






　部屋の中は一気に男臭い汗の臭いで満たされて。エリノアは胃がキリキリした。オリバーはカラカラ笑っている。






　今朝のカゴぶち撒け未遂事件の後……ブレアの後を追いかけ鍛錬場に着くと、そこには、またこの男がエリノアを待ち構えていた。

　──そのにんまりした顔には嫌な予感がしたのだ。

　だが、ひとまず雑務を終わらせてから、繕い物を一枚一枚彼らに返却して行った。と……男たちは、今彼がしているのとそっくりな表情で、エリノアに新たな繕い物を手渡してきたのである。






　──これ正にエンドレス──……。






　エリノアは気が遠くなった。






「なんだ、どうした青い顔して。ほら飴でもやろう」

「飴……いりません……消臭剤を要求致します」

「はははは、そんなものはない」

「……」






　言葉を失ったエリノアの眉間には、くっきり怒りの筋が浮いている。






　──因みに……グレンはいつの間にか姿を消していた。

　ただ、耳に不思議な声が届いた。






『姉上！　壷とか買わされたらダメですよ!!』

















６　熊とエリノアと、勇者の祈り　前












　暗い顔をしていた娘から、（飴を駆使し）やや強引に話を聞き出したオリバーは噴き出した。

　仕事がつらいと嘆いているのかと思ったら……ブレアに鍛錬場にはもう来るなと言われ、それが気になっていると言う。

　オリバーは迷惑そうな娘の隣の作業台の席に座ると、「なるほどねぇ」と娘の顔をしげしげと見つめた。

　娘の顔は覇気がなく眉尻は下がりきっていた。オリバーが傍に来たことで、口元はやや不満げ不審げに突き出ているが……。

　しかし、何故か手だけは別人のように活きが良い。自分たちが預けた稽古着が、まるで親の仇か何かであるかのように、ブスブスと針で刺され──ている割に綺麗に仕上がっていくので、なんだか変な娘だなとオリバーは思った。






「殿下がねぇ……」






　そうつぶやくオリバーの顔は、一見穏やかだが、笑みの影に、少々含みのある表情が覗いていた。

　この騎士と第二王子ブレアとは、親の代からの付き合いである。

　幼少期からブレアの良い稽古相手として傍に上がっていた彼には、他人からは分かりにくいブレアの行動や心理がよく分かる。

　ゆえに、今回も、オリバーにはブレアが何故この娘に鍛錬場には来ないようにと申し付けたのかはおおよその予想がついた。

　オリバーは薄く笑う。






（そう来ましたか……）






　娘はそれが自身の失態によるものかと心配しているようだ。

　だが、おそらくそれは……オリバーたちの無遠慮な娘のこき使いようを見かねてのことだったのだろう。

　この日の午前の鍛錬中にも、王子はオリバーたちにこの娘にあまり構うなとは言ってはいたのだが。

　それを再び王太子や国王が心配するだなんだと煙に巻いたのはこの男である。

　──先王の時代。ブレアの父が即位する際に、王族内では激しい骨肉の争いが起こった。その過酷さを現王の傍で見守った彼の父の教えもあって、オリバーはブレア周辺の出来事にはやや敏感なところがある。

　そして昔から傍にいるだけあって、オリバーは家族想いのブレアの泣き所をよく知っている。その上彼は口も達者で。

　当然そのことをよく承知している王子は、この減らず口男を言葉で説得するよりは、娘を下げたほうが遥かに早いと踏んだのだろう。

　だけどまぁ、と、オリバーは苦笑する。ブレアはそれをわざわざ娘に説明してやりはしなかったのだろう。






（しかし……そのようなことをされると、余計に気になるのですよブレア様……）






　オリバーは、王子が思いのほか素早くこの娘を自分たちから遠ざけようとしたことが少々気に食わなかった。

　彼自身も、ブレアがこの娘のことを、『傍に置いておかなければならない気がする』などと、実にもの珍しいことを言うものだから、ついやり過ぎている……とは、思っていた。

　だがオリバーが違和感を覚えるのも無理はない。

　ブレアはただ口で『もう来るな』と、命じただけのようにも思えるが……命じたということは、ブレアが娘のことを念頭に置いていたということである。国の王族が、一介の侍女を……である。

　ブレアの第二王子という地位は伊達ではない。ブレアは王太子を支える役目も担っているし、職務も忙しい。

　その、国の多様な職務に関わり、重大な問題にも取り組んでいる彼が、何ゆえいち侍女がたった数日こき使われたからといって気遣いを見せるのか。

　オリバーとしては、新人娘の人となりを見るために少々圧を掛けてみたいという申し入れは既にブレアにしてあった。これまでにも新人侍女がブレアの周りに上がってきた時は、同じようなこともあったはずだが。






「……」






　オリバーは、げっそりとした様子で針を動かしている娘を見下ろした。

　どこにでもいそうな娘である。






「……ただの変な女にしか見えないが、何かあるのか……？」

「…………騎士様、聞こえてますよ……」






　娘がぐっと睨んでくるが、オリバーはそれを笑ってかわす。

　なかなかに度胸のある娘であることは確かだなと、オリバーは思った。






（……まあ……もう少し……様子を見るか……）






　オリバーは団服の中から何かを取り出した。そしてその手を、傍で懸命に針仕事をしている娘の頭のほうへ向けた。と──。






「っ！」

「え？」






　気配に気がついて。エリノアが繕い物から顔を上げると、騎士が驚いたような顔で手を引っこめるところだった。

　その手には小さな布袋が握られており、甲の部分には赤く走った筋が数本延びていた。






「え？　ちょ、どうなさいました!?」






　それが血の筋だと悟ったエリノアは、慌てて椅子を立つ。






「……いや、お前の頭にこれを乗せようとしたら……どこからか現れた猫が引っ掻いて行った……」

「ね、ねこ……？」






　聞いたエリノアは、ぎくりとする。






（──グレンったら……）






　オリバーはさして痛そうな顔はしていなかったが、きょとんとした顔で、猫が去っていったらしい部屋の出入り口の先を見ている。

　エリノアはため息をつくと、後ろの棚から薬箱を取り出した。

　不本意ながら、グレンはもう身内のようなもので、少しばかりの罪悪感を感じた。






「とりあえず消毒しておきましょう。手をお出しください」

「ん？　別に手当てなんぞいらないぞ。猫に引っかかれたくらいで……」

「いいからお出しください。で……いったいなんの袋を私の頭に乗せようとしていたと？」






　手当てはいいと言うオリバーの手をつかまえながら、エリノアは胡散臭そうな顔をして男を見た。






「ああ……これか？」






　オリバーは机の上に袋を置くと、紐を緩め──。






「これは──」






　と──。

　そう言ったきり、オリバーの言葉が途絶えた。

　作業台の上に置かれた袋へ視線をやっていたエリノアは、不思議そうにオリバーの顔を見上げる。






「……騎士様？」






　見上げた瞬間のことだった。

　オリバーの目が点になり、その手が胸を押さえた……と、思ったら、大柄な身体がゆっくりと傾いた。






「え」






　そのまま、ゴスンと作業台の上に突っ伏すように崩れ落ちた男に、エリノアがギョッと息を吞んでいる。






「え!?　ちょ、騎士様大丈夫ですか!?」






　オリバーの顔を覗きこもうとした時、エリノアの背後で忍び笑いが聞こえた。

　驚いて振り返ると……そこに小さなグレンの姿があった。






「あははは、ざまぁみろ」

「グレン……!?　あんた何かしたの!?」






　オリバーは作業台の上でピクリともしない。

　瞳は開いているし、呼吸もあるようなのだが、その表情は硬直し、視点も定まってはいない。

　明らかに異常な状態だった。

　エリノアは青い顔でグレンを見たが、しかし黒猫は愉快そうに笑うばかりだ。






「まあいいじゃないですか姉上。いけ好かない人間です。それに、姉上の頭に不用意に怪しげなものを乗せようとしていました。自業自得です」

「はぁ!?　良いわけが……と、とにかく、い、医者を……」

「えぇ？　こんなやつ適当にどこかの路地にでも転送してしまいますから、放っておきましょうよぉ」

「馬鹿言わないで！　そのまま騎士様が動けなくて病気にでもなったらどうするの！」






　睨むエリノアに、グレンはやれやれと不満そうな顔をする。






「まったく姉上ったら、こんな失礼な奴放っておけばいいのに……ああ、それと……これは普通の医者には治せませんよ。魔障ですからね」

「へ？　ま、しょう？」






　聞きなれない言葉にエリノアが戸惑う前で、グレンは自分の前足の爪をうっとりと眺めている。






「魔物につけられた傷は普通の傷とは違います。人の身体には結構障るらしいですよ。特に、女神の加護の薄い人間には」

「女神様の、御加護……？」






　戸惑うエリノアを余所に、グレンは男の顔を覗きこみながら、「いやー」とのんきに笑う。






「主は信仰心に厚いというのに、この男はあまり女神を信仰してはいなかったみたいですねぇ。まあ、そうでしょう、千年近く女神の勇者も現れていなかったわけですし。実際女神の業を目にすることもなくなった人間たちの信仰心が薄れてきていても不思議はありません」

「ど、どういうこと？」

「この程度で魔障に蝕まれるということは、女神の加護が薄い証拠です。まさかこんなにあっさりいくとは」






　黒猫は男を小馬鹿にするような目で見ている。その言葉に驚いたエリノアは、傷つけられたオリバーの手の甲を見た。






「うっ!?」






　と、いつの間にか、男の手は、甲どころかその全体が黒く変色している。慌てたエリノアがその団服の袖をめくり上げると、もう肘辺りまでが蝕まれているようだった。

　エリノアは真っ青な顔で叫んだ。






「ば……馬鹿ーっ!!　ど、どうすればいいのよ！　どうしたら治るの!?　は！　……メイナードさん……メイナードさんね！　今すぐメイナードさんを呼……」

「忘れてます？　メイナード殿も一応魔物なんですよ？　悪化させるのはお手の物でしょうけどー。……まあ、治せるとしたらちゃんと力を備えた聖職者くらいですかねぇ」

「聖職者!?」






　それを聞いたエリノアは、あわあわ言いながらも、すぐに決断を下す。オリバーが身体を預けた作業台の横に身を屈めると、なんとか背負おうとその身体を引いた。女神の聖殿に行けばそこには聖殿の司祭がいるはずだ。グレンの手助けは端からあてにしていなかった。






「う、お、おもっ」

「……姉上、まさかその巨体を背負う気ですか？　……無理に決まってるじゃないですか」






　呆れたように見ているグレンの言葉を、エリノアは騎士（成人男性やや大きめサイズ）の身体の重さに半ば押しつぶされながら呻く。






「ぅ……だって！　魔障とか蝕まれるとか恐ろしげな……これ下手したら死ぬとかいうやつなんじゃないの!?」

「ま、場合によってはそうですね」






　グレンはけろりと頷く。そのあっさりと縦に振られる小さな頭にエリノアは唖然とする。

　それは、本当になんとも思っていない顔だった。

　グレンは本気で男が死のうが生きようがどうでもいいと思っている。その上その身体をどこかに転送し放り出すと言う。






　エリノアは、そのあまりの言いように──。






　カッチーンと来た。






　途端──腹の中から得体の知れない激流が頭のほうに向かって流れこんで来た。それを吐き出すように口を開くと、轟くような怒号が室内を揺らす。






『──グレンっっ!!』

「ひゃっ!?」






　きつく鞭で打ちつけるような声に、グレンは四肢を強張らせて飛び上がった。

　次の一瞬、光の一閃が走ったかと思うと──エリノアの両手の甲が白く光り輝いた。眩き中にもくっきりと浮かぶ印に、グレンが怯んで後退る。






「め、女神の印……!?」

















７　熊とエリノアと、勇者の祈り　後












　──湧き上がった怒りに任せ怒鳴ったエリノアは、身体の中に火山の爆発のような急激なエネルギーを感じた。腹から湧いた鮮烈な力が全身に行き届くと、不思議と重くてたまらなかった騎士の身体がふわりと軽くなった。

　エリノアはそのまま立ち上がり、グレンに向かって一歩踏み出す。

　冴え冴えと輝く緑の瞳に見据えられた黒猫の顔がひきつる。

　さほど大きいとはいえないエリノアが、大男を担いで自分を睨み下ろしている姿は、なんだかとても異様だった。






『あんた……その性根、どうしてやろう……！』

「ぎゃっ、姉上！　やめてやめて！　聖の力を振り回さないで……熱い！　燃えちゃ……ぁあ!?」






　そこでグレンがハッとした。黒毛の後頭部からはわずかにちりちりと焦げ臭い煙が立ち上っている。が、あることにはたと気がついたグレンは、牙のある口元に前足を押し当てて、そういえば……とつぶやいた。






「忘れてました……姉上、聖剣の勇者じゃないですか……」

『あんたは本当に碌なことしないんだか……っ…………え？」






　その途端、指摘されたエリノアが、うっかり──すとんと怒気を失った。






「姉上なら、なんとかできるんじゃないですか？　魔障」






　グレンがそう続けると、エリノアの表情が真顔に戻っ──た、途端。エリノアの表情が苦痛に歪む。






「ぎゃっ!?」






　不思議な力を失った娘の身体は崩れ落ちて。背負っていたオリバーの重量に押しつぶされる。






「……おやおや……聖なる勇者の力が消えましたね。はー助かったぁ……」






　つぶれたエリノアを見て、怯えていたグレンが身体を起こし、ため息をついた。






「姉上ったら、急に覚醒するの止めてくださいよ！　吃驚するじゃないですか！　……毛が焦げちゃった……」

「いや……っ、重い！　ちょ、助けて！」

「あー驚いたらお腹がすいた。何か食べてこよーっと」

「ちょ、グ、グレン!!」


















　で？　と、エリノアはクッキー臭いグレンの鼻面に顔を迫らせた。






「私が、どうやったら騎士様の魔障を消すことができるの？」






　問うと、黒猫は、はぁ？　と子憎たらしい顔をする。






「聖なる力の使い方なんて魔物の私が知るわけないじゃないですか」

「はぁ!?」

「でもそうですねぇ……姉上の聖なる女神の印は手の甲に出ているわけですから……」






　グレンはにっこり笑って首を傾ける。






「両手で抱き締めてお祈りでもしてみたらいかがですか？」

「はぁ!?　だ、抱き締める……!?　わ、私がこの方を!?」






　グレンの言葉に、エリノアは目を剥いて、床に転がされ、未だ意識の戻らないオリバーを見た。






「まあ、嫌なら放っておけばいいですよ。その場合、この熊男は死ぬか、もしくは魔物に変貌するか、ま、どっちかですね。知ってます？　魔界には虫の魔物とか、茸の魔物とかいるんですよ？」






　性懲りもなく、そんなのになったら面白いですよねーとか言うグレンに、エリノアがわなわなしている。






「あ、あんたはまたそういうことを軽々しく……いいわよ！　やればいいんでしょう、やれば!!」






　エリノアはグレンを睨むと、鼻息荒く、のしのしとオリバーの傍らに近づいていった。

　それから、一瞬の逡巡の後、えいやっと、その身体の上に覆いかぶさった。






「女神様!!　お願いです！　どうかっ、この騎士様の魔障を清めてください！　この方人使い荒いし、胡散臭いし、いけ好かないですけど……こんなことで命とられることないと思うんです、お願いします!!」






　──祈り方なんか、食前食後の祈りとか、就寝前の祈りとか、そういった類いしか知らなくて。が……とにかくエリノアは懸命に祈った。要は気持ちだ。

　しかし、これが失敗したら身体の下の騎士が死ぬのかもしれないと思うと、だんだん男が哀れに思えてきて。でたらめな祈りがだんだん鼻声になっていく。






「ああ、全然魔障が消えない……め、めがみさま……っ！　こ、こんな人でもきっとお亡くなりになったらご両親が悲しむと思うんです……ましてや茸になるとか……ぅ、こんな熊のように大きく育て上げたっていうのに、死因が猫にひっかかれたから……なんて……ご母堂様がどれだけ失意に暮れられるか……私にはとてもじゃないですが言えません！」

「…………」






　終いにはメソメソしだしたエリノアに、背後でグレンが無言で呆れている。






（……この人本当にお人よ……）






「っ!?」






　そこで何かに気がついたグレンが、ハッと顔を上げて──そして、さっと身を翻した。

　残されたエリノアは、オリバーに抱き縋ったまま、しくしく泣いている。






「めがみさまっ！　どうか……この哀れなお母様の息子様を──……」

「…………何をやっている」






　エリノアが尚も祈ろう（？）とした時。不意に、背後から低い声がかけられた。






「へ……」






　エリノアが泣き顔で振り返る。






　と、そこに──。










　ブレアが立っていた。

















８　寝ぼける騎士とブレアの真顔












「……」






　それは傍目に見るとかなり奇妙な光景だった。






　成人した男女が床の上で重なり合っている姿はかなり衝撃的な光景の部類に入るだろう。

　……が……娘は「……茸なんて……女神様どうか……！」……と、不思議で奇妙なことを言いながら、しくしくと泣いていて。

　その必死な形相に、ブレアは、もしや床の上の男に何かあったのかと案じてもみたのだが……しかし。

　娘の下に横たわる、男──オリバーは……。






　どう見てもスヤスヤと寝息を立てている。






「……………………」






　分からん……これはどういう状況だ……

　真顔の王子は無言のまま、図りかねる、と思った。

　それは、決断の素早さでは定評のあるブレアをも、一瞬躊躇させる光景であった。














「……何をやっている」






　声をかけると、娘がハッと悲壮な顔をあげた。

　涙で濡れた顔色は血の気が引いて真っ白だった。途方に暮れたように下がりきった眉は、娘のまるい額のせいもあって、どこか幼子の泣き顔のようにも見える。

　ブレアの不審そうな顔を見ると、娘はびゃっと破裂するように「騎士様が猫に引っ掻かれて死んじゃいます！」……と、叫んだ。






「……猫……？」






　ブレアが怪訝そうに繰り返す。と、オリバーに抱きついたままの娘の目から、ドッと涙が溢れ出た。その勢いに、青年は目を大きく見開いた。






「わ、私がいたらないばっかりにっ！」

「……」






　嘆きながら……悔しそうにドンと右手を振るうエリノア。……まあ、その悔し紛れに打たれた場所は、実は娘が『死にそう』と声高に申告するオリバーの胸板ではあったが……。屈強な熊の如き騎士の身体は、娘が我を忘れ、多少ぶん殴った程度ではびくともしない。事実、冷静に見守るブレアの視線の先では、寝息を立てているオリバーの、その呼吸すらも、わずかも乱れはしなかった。男は相変わらずスヤスヤと安らかな顔で瞳を閉じている。






「…………」






　ブレアは一瞬押し黙った。騒いでいるのは、オリバーに跨っている娘だけなのだが、彼女はどう見ても本気。いったいどうしてこのような事態になったのだろうかと──真面目に考えてもみたが……。ひとまずは、泣いている娘を放っておくこともできない。

　ブレアは二人の傍に近よると、まずは号泣しているエリノアの肩にトンと、なだめるように手をおいた。それからすぐにオリバーの肩の横に膝をつき、男の顔を覗きこむ。

　……しかし、やはりどう見ても、オリバーはスヤスヤと……（以下同文）。






「……」






　ざっと確認したところ……騎士の身体には、なんら異常は見られない。

　手の甲には娘が言う通り、小さな獣にでも引っ掻かれたような傷痕がついている。確かに、稀に猫の爪にやられて感染症に罹るという話もあるにはある。が……。

　ブレアはオリバーから視線を外し、エリノアを見た。するとエリノアもブレアの視線に気がついて。何かを恐れるような白い顔で、息を殺し、こちらを見る。今にもハラハラと音が聞こえて来そうで。その表情を見ていると、自然、ブレアの声が慰めるように和らいだ。






「……エリノア・トワイン」

「申し訳ありませんブレア様！　うちの子とにかく気性が荒くて……お祈りしても全然効かなくて……こんなことなら剣戻すんじゃなかった！」






　ぴーっと、尚も泣く侍女の言葉には意味の分からないものが多かった。その大半をブレアはおそらく混乱のせいだろうと踏む。（しかし、茸だ女神だと言っていたあれは祈りだったのだな……と、やや微妙に思いながら）ブレアはその肩にもう一度手をのせた。






「落ち着け……確かに手の甲には傷があるが……それ以外には外傷もない。体温も、脈も呼吸も正常だ。……この者はただ……寝こけているだけだと思うが」

「へ……？」






　言われた娘はきょとんとして、ブレアの顔を見上げた。が、「いやっ、でもっ」と、オリバーの身体の上で身を起こし、男の筋肉質な腕を持ち上げた。






「だって、腕が黒く──」






　と、ブレアに見せるように持ち上げた腕に視線をやって──。

　エリノアはぎょっと二度見する。






「ない!?　あれっ!?」

「……そうだな……普通の肌の色だと思うが……」と、ブレアが言った時、室内に間延びした声が響く。






「ふ、ぁあああ……ん……？」

「ぎゃっ!?」






　驚いたらしい娘の下で、緩慢な息を大きく吐きながら、オリバーがぼんやりした瞳を開く。

　男はよっこらっしょ、と大きな身を起こすと、そこに乗っている娘を見て「はて」と、首をかしげる。






「誰だ？　部屋に女を呼んだ記憶はないが……」

「……」






　どうやら、寝ぼけた頭のオリバーは、私室にどこぞの娘でも連れこんだ──とでも勘違いしているらしい。騎士は己の膝の上に乗ってぽかんとしている娘の腰に腕を回すと、「まあいいか、」と、にこりと微笑んだ。──が。

　途端、背後からブレアの拳がその焦げ茶色の頭をガツッと殴る。






「あいてっ……おや？　……ブレア様？」

「寝ぼけるなオリバー……早く私の侍女を離せ」

「侍女？」






　叩かれた頭を撫でさすりながら、オリバーはきょとんと膝の上の娘の顔を見た。






「おや、よく見たら新人じゃないか。どうした？　やけに積極的だが……さては私がやった飴が気に入って懐いたか」

「……」（ブレア。無言でもう一発殴る）






　と、起き上がった男の顔を、唖然と見ていた娘はかすれ声で言った。






「……騎士様……？　なんとも、なんともないんですか……？」

「？　なんのことだ？　気味の悪い顔をするな」

「…………」






　自分の問いかけを聞いても不思議そうな顔しかしない男に、エリノアが息を吞んで押し黙る。事態を把握できないといった顔つきだった。

　と、冷静な顔でブレアが言う。






「お前がそのようなところで大の字になって寝ているから案じておるのだろう」

「寝……？　はて、記憶にありませんが……」






　オリバーは不思議そうな顔で首を傾げてから、エリノアを見つめた。

　エリノアはそんなオリバーの顔と猫の爪痕が残る手の甲とを、目を剥いて見比べている。






「……」






　そんな二人を見たブレアは……

　ひとまず、なんだか状況がよく分からなかったが。いつまでも床の上で膝抱き状態の二人に……思わず眉間に縦皺をよせるのだった……。














　──一方、

　熊騎士の膝の上で呆然としていたエリノアは、信じられない気持ちで己の手を見ていた。

　確かについさっきまでドス黒い沼の底のような色をしていた騎士の手は、いつの間にか正常な肌の色に戻っている。

　目覚めた当の本人も、先程の自失状態が嘘のようにけろりとしていて──エリノアは──ほっとしすぎて、思わず全身から力が抜け落ちるような気がした。（※膝の上）






（……お……お祈りが……効いた……の……？　…………いや、でも……あんなのが!?）






　騎士が無事で良かったとは思う。けれど、そんな馬鹿なという気持ちも強かった。

　グレンに乗せられてひとまず慌ててやってみたものの、我に返った今となると、あんな祈りに本当に効果があるとは信じがたい。

　いや、そもそも祈りと呼べるような大層なものでもなかった。よくよく思い返してみると、あれはただ必死に、泣いて女神に哀願しただけだ。

　思ったよりも女神は形式には寛容なのか……と、思う反面……。

　エリノアは、あんな祈りなら──今までも、病の弟のために散々やって来たのに……と、少々複雑な気持ちにもなった。

　一度だってその願いが聞き入れられたことはなかっただけに。






（はぁ……でもまあ、騎士様が無事でよかっ……あれ……？）






　エリノアは、ため息をついて、しかしそこで、ハタと気がついた。

　ということはだ。これまでは曖昧にして来たが、結局──聖剣を大樹に戻しても、自分は女神の勇者認定から逃れられていないということではないか。






（聖剣が手元にあるかどうかは……関係ないの!?　いや、そもそも、絶対人違いだと思ったのに……）






　そう思いつつ……エリノアは、己の両手の甲を恐る恐る見下ろした。……気のせいだと思いたかったが、そこはごくわずか、うっすらと、光を放っているように見えた。

　エリノアは、内心でうっと思いながら。傍にいる二人からその光を隠すように、さりげなく手のひらを上にしてそれを重ねた。

　何がなんだか分からなかった。

　ただ──騎士の魔障が消えたということは……一応エリノアに、魔障を祓う能力が備わっているということになる。

　そう思うと、現実を突きつけられたような気がして、両肩に見えないなんらかの重荷を乗せられたような重苦しい気持ちになる……。






（……普通の職だったら……家庭の事情（弟が魔王）とかで辞職できるのに……）






　エリノアは本当にえらいことになってしまったとげっそりした。もしかして、女神様に直接辞表でも出さないとダメなのか。提出先はいったいいずこ……──と……。






　難しい問題に頭を悩ませていたものだから──エリノアはすっかり失念していた。

　──己が未だ、騎士オリバーの膝の上であったことを。






　自分の膝の上でほっとしたように肩を落としたり。かと思えば苦悩に満ちた表情でわなわなしはじめる娘を、オリバーは、なんだなんだという目で眺めていた。呼びかけてみても、あまりにも反応がないものだから、ちょっと尻でも撫でてみようか……と、思ったところで、見透かされたようにブレアに三発目の鉄拳を喰らった。






「あいてっ」

「……」






　ブレアはオリバーを無言の視線で刺すと、ため息をついて、男の膝の上で呻いている娘の腕を取った。






「……？　あれ？　ブレア様……？」






　引っ張り上げると、ようやくその緑色の瞳がブレアに向いた。






「……何をしている。行くぞ」

「え？　でも、騎士様が……」






　気遣うように、床の上に座っている男を振り返る、娘の目──……。

　それを見た時。ブレアは何故だか──……少々ムッとした。

　うかつにも尻を撫でられそうだったにも関わらず、その当人を案じる娘に呆れるでも、そもそもの彼女の勘違いを呆れるでもなく。ただ、単純に、ムッとした。






「……いいから放っておけ」

「あ、ぇえ？」

「………………」






　床にあぐらをかいたままのオリバーは、その光景を、目をまるくして眺めていた。

　戸惑いながら「ならばせめて繕い物の……カ、カゴ──!!」……などと、叫んでいる娘の腕を、ブレアが半ば強引に引っ張って行く。

　このようなことは、本当に珍しいことだった。

　普段ブレアは、自分の側付きの侍女であったとしても、彼女たちにみだりに触れることなどけしてない。使用人に限らず、他者とは強固なまでに、一線を引くタイプ。それがブレアという男である。

　……そのはずなのに。






「…………」






　オリバーは、部屋を出ていく主人と侍女を無言で見送った。

　そのブレアの横顔に……思わずつぶやきが漏れる。






「……ブレア様……が……？」






　男は戸惑っていた。

　王子の顔は、いつもどおりのほぼ真顔。だが──。

　長い付き合いのこの男には、その微妙な違いがよく分かった。

　あの顔は、かなり──。






「…………いや、まさか……」






　オリバーは思わず己の口を手で塞ぐ。

　もしそれが本当ならば、大ごとだ。

















９　ブラッドリーの初仕事。店主は息子を励ましたい。












　──リードは、涙ぐんでいた。






　看板息子が店の真ん中でハラハラ泣いているとあっては、やって来た客たちは皆一様に「なんだなんだ」と彼を眺めていく。

　そんな彼の視線の先で、ホウキを手に頬を赤らめて、照れ臭そうに彼を見返しているのは、ブラッドリーだった。






「リードやめてよ、なんで泣くの……僕の掃除の仕方……変なの？」






　ブラッドリーは所在なさげに己のエプロン姿を見下ろしている。

　彼は今、モンターク家の商店の中をホウキで掃いていた。

　けれども生まれてこのかた、ずっと病床についていた彼は掃除などほとんどしたことがない。もちろん前世の魔王時代にもあろうはずがなく……。

　とりあえずは、いつも家で姉がしてくれていた姿を思い出しながら自分なりにやってみたつもりだったわけだ。が……。

　そうすると、何故か背後でリードの瞳が潤みはじめて……。

　ブラッドリーは困った様子でリードを見た。

　すると、泣き顔までもが爽やかなその青年は、笑って首を横に振って見せた。






「いや……悪いつい。ブラッドが働けるまでに回復したんだなぁと思うと感慨深くて……」






　なんてことない。単に嬉し泣きである。

　ブラッドリーは思わず苦笑いする。






「それで……ええと、次は何をしたらいいのかな……？」

「そうだな、じゃあ、商品を棚に並べてくれるか？」






　リードは涙をぬぐうと、床に置いてあった箱の内の一つをブラッドリーに手渡す。






「場所は分かるか？　重くないか？　疲れたらすぐ言うんだぞ？」

「大丈夫だったら……」






　心配そうに付いてくる青年に、ブラッドリーがやれやれという顔をする。手渡されたのは、調味料の小瓶が一ダースほど並んだだけの箱。そう幾らも重いはずがなかった。






　──そんな彼らの様子を──窓の外から、うっとりほのぼのと見ている犬がいた。その巨体の背後にくっついた白い尾は、ぶんぶんとしなりながら大きく左右に揺れて喜びを振りまいている。






「陛下のエプロン姿……初々しい……あんなお姿初めて見たぞ。なあ、なんという可愛らしきお姿だろ……」






　うか、と、言いかけて……。隣を振り返ったヴォルフガングは──。

　そこでギリギリとハンカチの端を噛みながら唸っている婦人に気がついて。その異様さにぎょっとする。

　言わずと知れた、魔界の女豹コーネリアグレース（人型）だった。






「あ、あ、あ……あたくしの陛下が……労働を……あああっ、つまずく！　ええぃ邪魔な箱め……消し炭にしてやりたい！　あああっいやっ！　あたくしっ、もう見ていられない!!」

「……落ち着け。騒ぐなコーネリアグレース……」






　人型に化けた女豹婦人は、ついにハンカチで青い顔を覆って涙しはじめて。ヴォルフガングはやれやれと犬らしからぬため息をこぼした。






「お前がそう騒ぐから、店内から追い出されてしまったんだろうが……」






　本当なら、犬であるヴォルフガングとは違い、人型に化けたコーネリアグレースは店内に入れてもらえるはずだった。

　が、ブラッドリーの初仕事に本人よりも緊張した彼女は、ブラッドリーの傍で甲斐甲斐しく、甲斐甲斐しく世話を焼き過ぎた。それがあまりに店の邪魔になっていたのか、単に暑苦しかったのか……。

　結局コーネリアグレースは、にっこり笑ったブラッドリーに仕事にならんと、退店を命じられてしまったのである。






「だって……心配なんですもの！　あんな、あんなちっぽけな小瓶どもなんか、陛下が触れただけで塵になってしまうんじゃないの!?　それで陛下が自信を失っておしまいになったらどうしたらいいの!?　人間が作った些末な物共が陛下を傷つけたら……」






　泣き出した婦人は、ガッと仲間の首元を鷲掴み、激しく前後に揺すりはじめた。






「ヴォルフガング!!　今すぐ店の全ての物に強化魔法をかけるようにメイナードに言ってらっしゃい!!」

「…………落ち着け……」














　そんな店の外の騒ぎは綺麗に無視をして。

　せっせと仕事に精を出しながら、少年はちらりと横目でリードの姿を目で追った。






（……やっぱりリードは凄いな……）






　モンターク家の看板息子の働きぶりは、実に気持ちのよいものだった。

　リードは店を訪れる買い物客を次々に接客して行く。その手際の良さと人当たりの良さには目を見張るものがあった。

　モンターク商店には、食料品から雑貨、煙草などの嗜好品など、様々なものが所狭しと取り揃えられている。その分訪れる客も様々で、なかには気難しそうな客もいるのだが。

　眉間に皺をよせて道を歩いて来た紳士も、口うるさそうな夫人も、リードの笑顔に照らされるとたちまち笑顔になった。さすが看板息子と称されるだけはあるなぁ、とブラッドリーはつくづく感心した。






　ブラッドリーは、本当にリードが好きだった。

　彼は昔からトワイン家姉弟にとても親切だった。

　特にブラッドリーにとって大きかったのは、彼が姉を見守ってくれたこと。

　かなりのうっかり者であるエリノアのことは、病床にあったブラッドリーもずっと心配していて。しかし、己は寝台から離れることができない。

　そんな彼の代わりに、リードが姉をさり気なく支えてくれたということが、彼の中で青年を格別に慕う気持ちを育てた。（……と、同時に、姉に対する心配性は膨大に育った）

　ブラッドリーは彼のことを実の兄のように思っていたし、それは、人間を「取るに足らないもの」と見なしていた頃──〝魔王〟としての自分を思い出した後でも変わらなかった。






　そうして店の手伝いをしながらのこと。そういえば、とブラッドリーは棚に品物を並べながらつぶやいた。






「聞こうと思ってたんだけど」

「ん？」






　店を出た客に、爽やかな笑顔で手を振りつつ応じるリードの背に、ブラッドリーは何気ない調子で言った。






「リードって、姉さんのこと好きなんだよね？」






　──次の瞬間。店内に、ぶほっと盛大に間の抜けた音がした。

　ブラッドリーが驚いて後ろを振り返ると、リードが店の出入り口の柱に手をついて、赤い顔でむせかえっている。その拍子に傍にあった商品を倒してしまったらしい青年に、店奥から店主が何をやってるんだという顔で眉をひそめている。






「……どうしたのリード？」

「ぐっ……は、は…………はぁ!?　な、お、俺……っ!?」

「あれ？　違うの……？」






　ぜいぜい言っているリードに、ブラッドリーの顔が曇る。






「僕、いっつもリードと姉さんが二人でいるところ見て、もう夫婦みたいだなぁって思ってたんだけど……」

「ふ……!?　い、いや……な、なんだよ急に……ちょ、や、やめてくれ……」






　ブラッドリーの率直な言葉に、リードの顔が尚のこと赤くなる。






「だって、姉さんももう年頃だし……そろそろはっきりさせてくれないと」

「……は、はっきり……？」

「うん」






　頷く少年の食い入るような視線を受けて、リードの額にじわりじわりと汗が浮かぶ。






「お、俺は……」

「うん」

「…………エ、エリノアのこと……」

「……」






　ブラッドリーは、静かに言葉の先を待った。

　が──

　その言葉が出る前に。リードの手が傍にあったホウキを、ガッとつかんだ。






「ちょ……俺、そ……外、掃いてくるわ!!」

「え」






　叫ぶように言って。リードは真っ赤な顔のまま、店外へと飛び出していった。

　その──つい先ほどまで爽やかな笑顔で働いていた青年の──あまりに素早い逃亡に。驚いたブラッドリーは目をパチパチと瞬かせている。






「……リード？」

「あーダメダメ、ブラッド坊ちゃん。リードのヤツいっつもああなんだ」

「おじさん……ああって？」






　手をひらひら振りながら近づいて来たリードの父は、口元に笑いをたたえて肩をすくめている。






「どうにもエリノア嬢ちゃんのこととなるとあいつもデリケートでねぇ。商売には頼もしいんだけど、そっち方面はからきし」

「……そうなの……？」






　店主は頷く。






「あれでもけっこう好いてくれるお嬢さん達はいるんだけど。そういう浮いた話がちっとも出ないのはエリノア嬢ちゃんのせいだって俺も思っているんだけどねぇ……どうにも煮え切らない」






　ため息をつく店主の言葉に、ブラッドリーは意外そうな顔をする。

　あれだけ人当たりの良い青年だ。てっきりその辺りもうまくやるものだと思っていた。






「……でも、僕、二人がまとまってくれないと困るんだけど……」

「ん？」

「リードが貰ってくれなかったら、姉さん一生結婚できなくなっちゃうじゃない」






　いかにも困ったというふうのブラッドリーに、店主が不思議そうな顔をする。






「へ？　なんでだい？　エリノア嬢ちゃん働き者だし、元気だし、そこがいいって男もいるんじゃないかい？」






　と、少年は穏やかに笑った。






「そりゃあもちろん姉さんは、誰よりも器量よし（※ブラッドリー主観）だよ。でも、リード以外の人間男に僕の大切な姉さんをやるなんて。ふふふ、考えただけでも虫唾が走るよ」（にこり）

「………………へぇ………………なるほど……虫唾が、……ねぇ……」

「本当は相手がリードでも、姉さんをあげたくないなって思うときもあるけど……それは姉さんも可哀想かなって。でも、リードがダメならもう僕が一生守っていくしかないかな。まあ、それでも全然いいんだけど。僕、人間がそんなに好きじゃないし……取り敢えず姉さんが、リード以外を恋人だって連れてきたら許せる気がしないかな」

「……」






　店主は押し黙った。色々に思うこともあったが……ひとまず、にこにこしている少年が、エリノアのこととなるとやけに饒舌になるんだなぁ、と思った。






「……知らなかったよ、ブラッド坊ちゃん……そういう性格だったんだねぇ」

「ふふふ。あ、大丈夫、僕おじさんのことは好きだよ」

「そうかいそうかい、ありがとね…………煮え切らない息子で、悪いねぇ……」

「ううん。でもリードのあの様子なら充分希望はありそうだし……僕もリードを応援しなくちゃね……！」

「……」






　どこか、根深そうな闇を感じる表情で笑う少年に……

　店主は思った。






　──息子よ……、頑張れ。






「……うん……よし。とりあえず、ブラッド坊ちゃんも色々……頑張ろうな！」

「？　うん」






　何かを飲みこんだような表情の店主に背を叩かれて。不思議そうな顔をしながらも、ブラッドリーは朗らかに頷いた。

















10　ブレアの突っこみ。エリノアの腕は白魚か否か












　──ブレアはエリノアの手首をつかんだまま、どんどん廊下を進んでいく。

　その横顔は普段となんら変わりがない真顔である。……が、エリノアは、そこに何か不穏な空気を感じた。






（……ブレア様、もしかして……何かお怒りでいらっしゃる……？）






　なんてことだとエリノアは慌てた。

　自分はついさっき彼から不興を買ったばかりではないか。それなのに、私はまた何かやらかしてしまったのか。何故私はこうなのだろうとエリノアは泣きたくなった。

　彼女にも、自分が人よりもミスが多いことは分かっていた。

　しかし──仕事中、幾ら気を付けていても、ふと気を抜くと──亡き父の声が聞こえるような気がするのだ。






　──エリノア、身分ある家の娘がそんなことをしてはならん──

　──エリノア、掃除や家の仕事は使用人の仕事だ、お前がするべきはもっと違うことだろう──






　没落前、生前の父は、エリノアの淑女教育にとても熱心だった。それは跡取り息子が病弱であったことが大いに関係していたのだが……。

　エリノアに少しでも良い縁談がくるようにと、父は彼女の教育にはとてもとても厳しくて。

　そのせいなのか、今でも仕事をしていると、まるで身に染み付いたように、父の叱咤が聞こえてくるような気がしてしまう。

　そしてつい、躊躇をしてしまうと──それが幾度となく、失敗に繋がった。






　思わずため息がこぼれた。しかし落ちこんでばかりもいられなかった。思い直したエリノアは、前を歩くブレアを見た。

　とにかく今は、王子が何に対して怒っているのかを知らなければならない。

　そう思ったエリノアは、今回の己の一連の行動を振り返って──その足が、ビタリと止まる。






「…………」

「？」






　手を引いていた娘が急に立ち止まり、先を歩いていたブレアの足も引き止められる。

　ブレアは、どうしたという顔でエリノアを振り返ったが……嫌な予感に囚われたエリノアはそれどころではなかった。

　先ほど起こった出来事を思い出すにつれて……エリノアの額には玉のような汗が滲んでくる。






（私……もしかして…………ブレア様の前で……騎士オリバーの膝に……乗って……た!?）






　それに思い当たった瞬間。息を呑みながら、とっさに視線を上げると──エリノアはブレアと目が合って──。

　エリノアはつい。

　ひぃっ、と、叫んでしまった。






「？」

「わ、私……」






　顔は真っ赤である。

　いや、今度は青くなった。

　その娘の困惑した顔に、ブレアが少しだけ眉を動かした。






「……？　どうした」

「で……っ、殿下の御前で!?　なんてこ……ぎゃーっ!?」

「……（騒々しい……）」






　言葉の途中でエリノアは、己が騎士オリバーの膝にただ座っていただけではなく……足を開き跨いでいたことを思い出した。今度は耐えられず絶叫が上がり、エリノアはわなわなと己の手を信じられない気持ちで見下ろす。

　王宮侍女でなくともだ。王族の目の前で異性の膝に跨る、なんてことは有るまじきことだった。そのはしたない有様を思い出すと身がすくむ思いがした。






（ひいぃぃっ！）






　──あの時は──オリバーが魔障に蝕まれていて緊急事態だった。

　しかし……。

　グレンという魔物や魔障の存在を知らないブレアやオリバーの視点で事を見ると……自分はいったいどう映るのか。

　それを考えると……気が遠くなった……。






　次の瞬間、エリノアは。

　ブレアの前に身を投げ出すように跪いていた。

　冷静な顔のままのブレアが一瞬押し黙り、それを見下ろしている。






「…………何をしている」

「ブ、ブレア様……わたくしめ、わたくしめはっ、別にあそこで不埒にも騎士オリバーの寝こみを襲ったわけではないのです!!　本当です!!」

「……？」






　急に床に膝をついて訴えはじめた娘に、ブレアは少しだけ目を見開いた。

　娘は必死に身の潔白を主張している。だが……別にそんなことを考えていたわけではなかったブレアはきょとんとしている。（←しかし分かりにくい。真顔にしか見えない）その真顔にエリノア怯える）






「ひぃっ、そ、そんな欠片も信じられないというお顔をなさらないでください！　オリバー様なんて、オリバー様なんて、汗臭い繕い物ばっかり押し付けてくるし、飴を口に突っこんでくるし……それにあんな熊みたいな巨体押し倒そうなんて……！　白魚のような我が腕には無理です!!」

「……」






　ぴぃぴぃ涙目で言い募られて、やや呆れと困惑を滲ませていた（これも分かりにくい）ブレアだったが……

　ふと──

　引っかかりを覚え、つぶやく。






「……白魚……」

「わたくしめ、一応親には厳しく育てられましたゆえ！　誓って、誓って王宮で職務時間中に男性を襲おうなんて、そ、そんな邪な──」

「……誰もそのようなことは思っておらぬ」






　必死な娘の言葉をきっぱりと切って。

　ブレアはしかし、と続ける。






「お前……以前にもそのようなことを言っていなかったか」

「……へ……？」






　きょとんと半べその顔を上げると、ブレアの灰褐色の瞳は何かを思い出そうとするような色でエリノアを見ていた。






「……〝我が白魚が如き細腕をご覧ください〟、と……あれはいつのことだ？」

「え……？　わたくしめの細腕はいつでも白魚ですけども……ん？」






　不思議そうなブレアの問いに、エリノアも、そんなこと言っただろうか、と考えて──。

　ハッと、息を吞む。

　──エリノアは思い出した。それは、きっと……。






（……聖剣……、抜いた時のことだわ……）






　大きく鼓動が跳ねて。エリノアは狼狽えた。その表情の変化を、ブレアもつぶさに窺っている。






　それは──聖剣なんて知らん、抜いてないと、エリノアが王子にしらを切った時のこと。しかしそれはブレアの消された記憶の中にあるはずで──……。

　青ざめたエリノアの心の中には……ブレアに忘却術を施したメイナード爺の、のんびりほのぼのした笑顔が駆け巡る……。






（……メイナードさんんんんっっっ!!）






　ちゃんとして!?　──と、思わず心の中で老将の名を絶叫した後、エリノアは……。

　咄嗟に。両腕を背に隠し、しらじらとした平らな顔で首を振る。






「……間違いました。細腕くないです。わたくしめの腕、とっても屈強です。白魚……しら、しろ…………素人です」

「……なんだその無理矢理な誤魔化しは……」






　エリノアの急な主張のＵターンにブレアの眉がひそめられる。が……エリノアは、真顔で首を横に振ることをやめなかった。ただし、視線はうろちょろと元気に泳ぎまくっているが。






「殿下、恐らくそれは人違いです。だって、エリノア・トワイン十九歳！　つい数日前に殿下にお仕えしたばっかりです！　そんな身体的自己主張している暇なんて、わたくしめにありましたか!?」

「……まあ、それは確かに、記憶にないが……」






　怪訝そうなブレアは疑い深そうに首を傾げている。

　どうやら、彼自身、その時のことをはっきり思い出したというわけではなさそうだった。これは、ごり押しでなんとかなるか!?　と、エリノアが少し安堵した時、

　実直そうな口元に手を当てて何事かを考えていたブレアがそういえば、と顔を上げる。






「……お前、さっき、〝こんなことなら剣戻すんじゃなかった〟と言っていたな……？」

「ひっ!?」

「あれはどういう意味だ？　王宮内では使用人の帯剣は認められておらぬはずだが」

「………………そんなこと、言ってません」






　一瞬飛び上がって。それから、さっと目をそらし斜め上を見上げるエリノアに……。

　ブレアは思わず突っこんだ。






「……お前……そのように分かりやすい誤魔化しがあるか……!?」






　娘の顔は汗が大量に滲んでいて、口元は今にもわざとらしく口笛でも吹き出しそうな様子だ。

　その顔を見たブレアは思った。






　──なんという、分かりやすい娘だろうか……。






「……」






　そう思った時、ブレアの胸に唐突に湧き上がってくるものがあった。

　それは。

　幾年も昔、兄弟王子たち皆が仲良く両親たちの前で転げ回っていた時代。なんの屈託もなく彼も素直に表現できたもの。

　だが同時に……王位継承権を争い家族同士が対立しはじめると、彼の中で悲しみや憤りの殻に閉じこめられ、次第に表に出てくることがなくなってしまったものでもあった。

　けれども。

　この時ばかりは。

　ブレアはとてもとても、それを堪えることができなかった。






　──その時、エリノアが息を吞んだ。






「……え」






　話を一生懸命誤魔化そうとしていたエリノア（口笛を鳴らそうかどうか迷っていた）は、ちらりと王子の顔を伺って。その途端──それまで頑張って誤魔化そうとしていた聖剣のことや、熊騎士に対する色仕掛け疑惑（？）のことも……何もかもが、頭の中からきれいさっぱり消えてしまった。息を吞んだ娘の瞳は、ただただまるくなって。目の前の、黄金色の髪の青年が──

　肩を揺すり、震えている様に──目が惹きつけられていた。






（……ブレア様……が………………、……笑って…………）






　やっと事態を把握したエリノアの腕に、唐突に鳥肌が立つ。

　王宮内では鉄仮面で名高いブレア。その、第二王子が──。……冷静な顔を崩して、いかにも愉快そうに表情を和らげている。その様は……。






（は、はぁあああうっ!?）






　──衝撃だった。






　……そしてその衝撃は、エリノアの胸を強く締め付けた。

　エリノアは、己の体温の急激な上昇に戸惑う。






（……や、ばいブレア様……笑顔の悩殺レベルが、高、過ぎる……）






　動悸が激しくなり過ぎて。

　ブレアを直視することもできないエリノアであった……。

















11　エリノアな、グレンの色仕掛け　①












　夕暮れ時。

　仕事を終えたエリノアは、王宮の使用人通用口を出ると……。

　ワンピースの裾を持ち、慌てた様子で駆け出した。

　門扉の前に立っていた門番たちが、急に走りだした娘をなんだなんだと見ているが……。

　そんなことにも気がつかないエリノアが向かう先は──もちろんブラッドリーの待つ自宅である。

　モンタークの商店で初仕事を終えた弟の様子が気になって気になって仕方がなかった。










「ただいま！　ブラッド、大丈夫だった!?」






　体当たりするように勢いよくドアを開くと、そこにブラッドリーの顔を見つけて。エリノアはまずはホッと胸を撫で下ろす。

　居間のテーブルの上でメイナードと共に洗濯物を畳んでいたブラッドリーは、姉に気がつくと柔らかな表情で微笑んだ。床の上には寝そべるヴォルフガングの姿もある。






「姉さん。おかえりなさい」

「どうだった？　ちゃんとお手伝いできた？　疲れたでしょう？」






　駆けよって、まず弟の身体を前から……後ろから……と、異変がないか念入りに調べる。

　顔色は悪くないか、体調を崩していないか、熱はなさそうか。そんな姉を、ブラッドリーは苦笑して見ている。

　それからエリノアは弟の額に手をあてた。そして、ひんやりとした彼の体温にやや眉尻を下げる。

　ここ最近、ブラッドリーの体温は以前と比べていやに低い。これも魔王覚醒の影響なのかもしれないが……これでは熱があるのかどうかよく分からないじゃない、と思っていると……困った様子の姉の顔に、ブラッドリーが笑って首を振る。






「大丈夫、平気だよ。心配しないで姉さん。モンタークの人たちは皆親切だから楽しく過ごさせてもらったよ」

「そ、そう？」






　それを聞いたエリノアの顔がぱっと輝く。






「うん。今日は商品を並べたり、掃除をさせてもらったり……リードもおじさんも最初は本当に大丈夫かって、その内僕が倒れるんじゃないかってハラハラしてたみたいだけど。でも、大丈夫なんだって分かったら物凄く喜んでくれた」






　そう言う弟の顔はとても明るい。

　嬉しそうに、今日一日どんな仕事をしたのか、どんな客が来たのかを話してくれる笑顔にホッとして。

　愛弟の新しい一歩に、嬉しくなったエリノアは座っているブラッドリーの頭をぎゅっと抱きしめた。






「姉さん？」

「良かった……」






　回した腕に感じる弟の肩は、少し前、病床に伏せていた頃よりもしっかりしているような気がして。それもまた嬉しかった。






「……頑張ったねブラッド。後で、リード達にもお礼を言ってこなきゃね」

「……うん、ありがとう」






　ブラッドリーは、己の頭に回された姉の腕をどこか大人びた表情で静かに見ていた。

　彼もまた、エリノアが自分のことを心から喜んでくれていることが本当に嬉しかった。冷たい自分の胸に、じんわりと広がる姉の温もりがくすぐったくて堪らない。

　それは、前世の殺伐とした記憶が蘇ったからこそ、なおのこと彼の身に染みていくように感じられた。






　ああ、と、ブラッドリーは声に出さずにため息をついた。






（……誰にも譲りたくないな……）






　こうしてその本音を実感すると、幸せなはずなのに、心の奥底で暗い感情がくすぶるが──姉の体温を思うと……。それも、どこかへ柔らかく消えていってしまう気がした。






「……」






　女神め、とブラッドリーの中の魔王がボヤく。

　もしや、奴はこれが狙いなのか。

　彼と女神の争いは、もう数えるのも馬鹿らしくなる程の永い時の中を繰り返され続けている。

　人々の心の中に善と悪が不変的に存在しているように、両者が消えることはけしてない。

　前世では、女神と勇者が勝利を得て彼は封じられたものの──そういつまでも、〝魔の王〟と称される強大な力を持った魂を封じこめ続けることなどできようはずがない。

　世に漂う、芥あくたのような人々の負の感情が千年も溜まれば、彼の復活は目に見えていた。






　──だから──と、彼はふと思う。

　だからあの忌々しき聖なるものは。

　この悠久なる争いに一石を投じるつもりで、このようなおかしな姉弟関係を自分にあてがったのかもしれない。






（……小賢しい、枷かせのつもりか……）






　魔王は、女神の印の刻まれた腕の持ち主を静かな瞳で眺める。

　自分とは真逆の性質に使命づけられた娘。その、幸せそうな顔。






（……忌々しくも……愛しき我が姉……）






「……」






　彼は、女神の印のついたエリノアの手首を、無言でつかんだ。






「……？　ブラッド……？」






　急に手首をつかまれたエリノアが、不思議そうな顔で彼を覗きこむ。

　気がつけば、弟の表情は冷たいものに変わっていた。エリノアの眉がどうしたのだろうと、案じるようにひそめられた。

　そんな姉の顔に──彼はその細い手首を強く握り、にっこりと微笑んだ。






「……姉さん……手首から、強い誰かの気配がしてるけど。これ、何？」

「……え？」






　冷たい笑顔で問われ、エリノアがぽかんとしている。と、ブラッドリーが配下を呼んだ。






「ヴォルフガング」

「は！」

「え？　何……何々!?」






　ブラッドリーの呼び掛けに、控えていた白犬がさっと傍に駆けて来て。

　大柄な犬は、黒い鼻をエリノアの身体の様々な場所に近づけて、くんくん、くんくんと鼻を動かした。






「な、え？　あ……!?」






　ぎょっとするエリノアにかまわず、彼女の身体を一通り嗅ぎまわったヴォルフガングは、主に対して身を正す。四肢を揃えた白犬は、キリリと言った。






「申し上げます。匂いは、第二王子ブレアのものと思われます」

「へ!?」

「匂う場所からして……手を繋いだか、腕を組んだか──どちらかではないかと」






　白犬のすんとした言葉に、ぎょっと飛び上がりかけて──はっとしたエリノアは、慌てて弟を振り返る。と、そこには微笑んだままのブラッドリーが。ただし、やはりその目はひんやりと冷たく、暗い。






「ゃ、ちょっと待ってブラッド！」






　以前、ブレアと共にいるところを見られた際に、彼が大変な怒りようだったことを思い出したエリノアは──急いで手を振った。






「い、いや……別にまた膝枕とかしてもらったわけじゃ……ないのよ!?　そう、う、腕よね!?　腕は、確かにつかまれたけど……」






　と、言いながら……。

　思わず、今日、思いがけず目撃したブレアの笑った顔を思い出したエリノアは──途端に顔がカッとのぼせたように赤くなる。






「……」






　その耳まで赤らんだ姉の顔を見たブラッドリーは、眉を顰め、そして──。






「…………グレン！」

「はいはーい！」






　呼ばれた黒猫は、「お呼びですかー？」と笑いながら駆けてくる。そのきゃははと、嫌な予感がする表情に、エリノアの動揺が深まった。






「っ!?　っ!?」

「今すぐ……リードを呼んで来て」

「え!?」






　それを聞いたエリノアが疑問に仰け反る。






「何故に!?」

「はーい、ただ今～」






　しかしエリノアがオロオロしているうちに、グレンはピューッと、家を出て行ってしまった。






「あ、ちょっグレ……ブラッド!?」






　どういうことだと、エリノアが弟を振り返ると──彼はムッとしたまま無言で姉を見ていた。

　意味の分からないエリノアは、居間の窓から、グレンが走り去って行った先──モンターク家のほうを見た。すると──。






「ぶっ!?」






　そこから出てきた二つの人影に、エリノアが吹き出す。

　その視線の先では──〝エリノア〟が、不思議そうな顔のリードの腕に、腕を絡めて歩いてくる。






「な、何あれ!?」

「ああ……グレンだな」






　ひょいっと、エリノアの隣から窓の外を見たヴォルフガングがことも無げに言う。






「化けているのだろう」

「化け……ちょ、な、なん、なんなのあのベッタベタ感は……」






　エリノアは、目を剥いたまま、赤い顔でわなわなとそれを指差した。

　視線の先では……〝自分〟が、リードに色目を使いながら、その肩に枝垂れかかり……ぐいぐいとこちらへ青年を引っ張って来る……。

　二人を送り出したモンタークの家の中からは、リードの父も顔を出していて……〝エリノア〟の様子を不思議そうに眺めている。

　それを見た途端、エリノアの身体を激しい羞恥が襲った。






「ちょ、ひ、人の姿でいったい何を……や、やめ……!!　な、なんなのグレンのあの媚びたような顔……!?」






　エリノアは、慌てて黒猫を止めるために外へ出ようとするが──……。

　しらっとした顔の白犬がそれを止める。






「……今出て行けば、リードと店主殿の前に、お前が二人いることになるぞ」






　まずいのではないか、というヴォルフガングに、エリノアの足がはたと止まる。






「ぐ……っ、そ、そうか……ひぃっ!?　ちょ、なんなのあの手……恋人繋ぎ……や、やめっ……指を絡めるな!!　あ、あの馬鹿猫!!　ひぃぃいい!!」






　はたから見ると、親密な恋人同士にしか見えない〝自分〟とリードの様子に……。

　エリノアは、真っ赤な顔で吐血しそうなダメージを受けていた。






　その横で、ブラッドリーは……ふむ、と冷静な顔で、窓の外のリードと〝エリノアなグレン〟を見ていた。

　本当は誰にもやりたくない姉だが、リード以外の男にやるのはもっと嫌だ。

　その為には、早々に二人をくっつけてしまわなければならないのだが……けれどもエリノアは、近しい存在過ぎるのか、あまりリードを男性として意識していない節があった。──だから、これは案外、姉にリードを意識させる良い切っ掛けになるかもしれないな……。

　そう思ったブラッドリーは、下僕の犬を振り返る。






「ヴォルフガング。グレンにしばらく外でゆっくりリードの相手をするように言ってきて。ああ、もちろん、姉さんのままで。こちらから見える場所でね」

「御意」

「はぁっ!?」






　命じられた白犬は、さっさと家を出ていく。

　弟の言葉に驚いたエリノアは、唖然とブラッドリーを振り返った。その赤面ぶりが、さっきブレアの話題が出た時よりも真っ赤なのを見て、ブラッドリーは満足そうに微笑む。






「……ふふふ、お似合いだよね」（にっこり）

「っ!?　ちょっ!?　えぇ!?」
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「………………」






　エリノアは、羞恥と呆れとムカつきの狭間でめまいがした。






　彼女の見守る先では、黄昏色の往来で、段差に腰掛けたリードと偽のエリノアが壁を背にして話をしている。

　偽エリノア、ことグレンは、リードの肩にもたれ、腕を絡ませて、今にも猫のようにごろごろ喉でも鳴らしそうな様子である。要するに……馴れ馴れしい。

　それに対し……どうやらリードは、エリノアが酒に酔っているとでも思っているらしかった。

　そりゃあそうだろうとエリノアは思う。

　姿形はまったくそのまま同じだとはいえ、これまでエリノアがリードの前であんなにしなを作って見せたことなど一度もない。

　偽エリノアを気遣うようなリードの様子を見たエリノアは、なんとも申し訳ない気持ちになった。

　が、それをいいことに、グレンの無遠慮なことといったらない。

　自分のものにしか見えないその手のひらが、青年の太腿を撫でるたびに──エリノアは、恥ずかしすぎてそれを今すぐへし折ってやりたいと思った。

　時折チラリとこちらに流される愉快そうな視線のなんと憎たらしいことだろうか。エリノアの真っ赤なこめかみがピクピクと動く。






「……ブラッド！　今すぐやめさせて！　恥ずかし過ぎて見てられない！」






　このままではリードがグレンに誘惑される、と、エリノアは弟を振り返る。ブラッドリーがリードを特別に慕っていることはエリノアにだって分かっている。あんなセクハラを弟が許すわけがないと思った。

　が、リードと姉を添わせたいブラッドリーは、静かな微笑みを姉に見せる。






「大丈夫。リードが〝姉さん〟に誘惑されても何も支障はないよ」

「はぁ!?」

「まあまあ。もうちょっとやらせておこうよ……姉さんたちも、そろそろ関係に変化があっていい頃だと思うんだよね……」

「っ!?　変化!?」






　もうちょっとってなんだ、と、姉は愕然としているが……弟は平然と「それに」と続ける。






「この際だし、ご近所さんたちにも姉さんたちの関係を知っておいて貰おうよ」

「か、関係……？　関係も何も……だいたいそんなことしてなんになるの……」






　ブラッドリーの言葉にエリノアが戸惑っている。

　このままでも十分恥ずかしいのに、それを更に近隣住民に晒そうという弟の言葉がエリノアには理解できなかった。もちろん、既に幾らかの近隣住民には目撃されてしまっている。

　リードと偽のエリノアの傍を不思議そうな顔で通り過ぎていく通行人を見て、エリノアが慌てている。






「こ、このままじゃ私、近所でも有名な破廉恥娘になっちゃうんじゃ……」






　わなわなと打ち震える姉に、ブラッドリーは何言ってるのと笑う。






「相手がリードだけなら問題ないでしょ。……リードって誰にでもモテるし、早くご近所内でも公認の仲になっておいたほうが悪い虫もよってこないかなって、僕思うんだよね……」（にこり）

「わ、悪い虫……？　いや!?　どう見ても私がその悪い虫なような……!?　いえ、あれ私じゃないですけども!!」






　エリノアは引きつった顔で〝エリノアなグレン〟を指差す。

　どう見ても、夕暮れ時の往来で困惑顔のリードに絡む偽エリノアは、たちの悪い酔っ払いか、でなければ、良くて肉食系女子。悪くすれば色情魔である。なんせ、中身があのグレンであるからして──エリノアは、あの魔物が今にも悪乗りして過激なことをしだしやしないかと猛烈に不安だった。

　しかし、ブラッドリーはそれでもやはり姉の不安を軽く流す。






「大丈夫、大丈夫」

「!?　ど、どこらへんが!?」






　エリノアは一ミリも大丈夫な気はしなかったが、ブラッドリーはかまわず朗らかに笑っている。

　いよいよ弟の意図のつかめないエリノアは困り果てた。が──そこへ歌うような声が。






「ブラッドリー様ぁ～お夕飯できましたわよ～……て、あら、お帰りでしたのエリノア様。お仕事どうでした？　御局様にでもイビられたらすぐに仰ってね。あたくしがとっておきの呪いを教えて差し上げますわ。呪いってスリルがあっていいですわよ。失敗したら律儀に跳ね返ってくるところなんて健気で愉快じゃありませんこと？　おほほほほ」






　居間に料理用の木ベラと皿の乗った盆を持って現れたコーネリアグレースは、微笑んでそう言った。あたくしの呪い人形はよく効きますのよとか言いながら浮かべられる笑みの、何と邪悪なことだろう。

　しかし、その婦人を見たエリノアは、ハッと希望を見た気がした。






「!!　そうだった！　グレンのママン……コーネリアさんがいた！」

「はい？　あたくし間違いなくグレンのママンですけども？」

「コーネリアさん！　お願いです！　あれを……ご子息をなんとかしてください！」

「あれ？」






　エリノアの訴えに、太ましい女豹婦人が不思議そうにその指先が示す先を見る。と、その表情がすぐに怪訝そうなものに変わる。






「あら？　あの子ったら……暗がりで男の身体を弄ったりして何してるのかしら。もうすぐ夕飯だっていうのに……」






　一目で偽のエリノアを自分の息子だと判別したらしい女豹婦人は、片眉を上げて不審そうだ。が……彼女はやれやれと首を振る。






「はー男の子ってホント不思議。時々母親でも分からないんですの、ま、意味の無いことに懸命なのが男の子の可愛いところでもありますわね。ほっとくのが一番ですわ、ほほほ」






　言いながら。何事もなかったかのように食卓を整えはじめた婦人に……エリノアはついに泣きながらそのエプロンに縋り付いた。






「コーネリアさん！　ほっとかれると困るんですってばっ!!」

「……はい？」






　嘆くエリノアを、婦人はきょとんと見下ろすのだった。














　──わけを聞いた婦人は、あらまぁ、とエリノアの真っ赤になったり青くなったりする顔を気の毒そうに見た。

　しかし──彼女は首をきっぱりと横に振る。






「ごめんなさいねぇエリノア様。そんなにお願いされたらあたくしも愚息をどうにかしてあげたいですけれど。それが陛下のご命令なら、あたくし、どうにもできませんわぁ」

「っ!?　そ、そこをなんとか！　これじゃあ私、これからリードとどんな顔して会えばいいのか……ぎゃっ!?」






　婦人に懇願していたエリノアは、一瞬窓の外を見て、真っ赤な顔で悲鳴をあげる。

　視線の先ではグレンがリードの首元に大胆な仕草で腕を回している。その婀娜あだっぽい己の姿にエリノアが飛び上がる。






「ひぃっ!?　色目が過ぎて見てられない!!　あんな表情自分でもしたことないっていうのに……あ、い、胃痛が……コーネリアさんっ！」

「まぁ……エリノア様ったら、顔色が魔物トカゲみたいに真っ青ですわぁ……面白い……」






　助けを乞うエリノアのあまりの血相に、婦人は一瞬チラリと主人の少年のほうを見る。






「……そうですわねぇ……あたくしちょっとエリノア様の泣きじゃくるご様子に心を打たれてしまいましたわぁ……ほら、あたくし情に厚いでしょう？　では、こうすることに致しましょう。エリノア様。ご自分でなんとかしていらっしゃいませ」






　その言葉にエリノアがエッという顔をする。






「で、でも今、私が出て行ったら……」

「だーい丈夫、あたくしお助けしますわ」






　困惑顔のエリノアに、コーネリアグレースはドンと己の豊かな胸を叩き、にんまりと笑った。その息子そっくりの笑顔に一瞬胸に嫌な予感が過ぎるエリノアだったが──

　けれどもエリノアが二の句を告ぐ前に、婦人は持っていた木ベラを空でまぁるく振った。






　と──。






　きょとんとしていたエリノアが、次の瞬間に、「あれっ!?」と、高い声で言った。瞳はまるく見開かれ、そして忙しなく瞬いている。

　そんな〝エリノア〟を見たコーネリアグレースは満足そうに頷き、それから主人に向き直った。






「如何ですか？　要するに、陛下はエリノア様とリード坊とを恋仲にしたいのでしょう？　それならばこれも効果が期待できるかと」






　それを聞いたブラッドリーは、キョロキョロしている姉を無言で見ていたが、不意にくすりと口の端を持ち上げる。






「やれやれ。コーネリア、お前ときたら……随分と強引な手を使うね……さすがに姉さんが可哀想だよ。心を打たれたんじゃなかったの？」

「あら、おほほ、もちろん心打たれましたわ。あたくしは背中を押して差し上げたんですの。若人ですもの。時には荒波にダイブしませんと運命に打ち勝つことなどできません」






　婦人は己の尾をくねらせながら抜け目のない顔で笑っている。






「男女の愛なんてものは流され易いものです。目の前にそのしっぽが来た時にしっかりつかまねばたちまち逃げて行ってしまいます。それに心の距離を縮めるには、まず身が近づかなければ話になりませんわ」






　おほほ、と木ベラを高らかに掲げる女豹婦人に、ブラッドリーが苦笑する。

　と、そこで、床の上にいた〝エリノア〟が、つまらなそうに口を尖らせた。






「もう母上ったら……！　息子の仕事に手出ししないでよ！　せっかく姉上の顔が面白いことになってたのにぃ！」

「お黙り！　お前が楽しんでどうするのです、いいからさっさと夕食の用意を手伝いなさい！」

「ちぇー」










　コーネリアグレースたちがそんなやり取りをしていた頃。

　エリノアは……。






「…………え……？」






　思わずぽかんと瞬いていた。
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「………………え……？」






　何が起こったのか分からずに、エリノアは緩慢な動きで目の前を見た。






　──ほんの数秒前。瞬いた瞬間のこと。そこから──突然コーネリアグレースの巨体が消えたのだ。

　その代わりに現れたのが、今エリノアが、穴が開きそうなほどに凝視している、壁、である。

　ぬくもりのある色の、レンガのざらついた壁には見覚えがあった。

　けれども、咄嗟には思考が追いつかなくて。エリノアは、怪訝な顔のまま身動きすることができなかった。






「……何……？　……あ、れ……？」






　ふとエリノアは、いつの間にか自分が何かを腕に抱いていることに気がついた。

　それは、とても温かで厚みのあるものだ。

　頬にも何やら柔らかい感触があたる。爽やかな、どこか馴染みのある香りも鼻をくすぐっていた。






　エリノアは困惑したが──視界から消えた女豹婦人を思い出し、ああそうか、と思う。

　請い願うあまり、自分が彼女に抱き縋りでもしたのか──と思ったエリノアは、






「────ノア……？」






　という、ごく間近から発せられた声に、ぎょっとした。

　それは、婦人の気品と艶のある声ではなく、とても耳障りのいい優しい声で……エリノアもよく知る声だった。






「……………………」






　強張った表情の中で、エリノアの眉が強い疑問を表すようにぎゅっとひそめられる。

　そんなエリノアの背を、何かがなだめるようにとんとんと優しく叩いた。






　エリノアは。

　なんだか非常に嫌な予感がした。






（……これは……まさか……もしかしなくても……）






　エリノアは冷や汗を感じながらも、とりあえず──軋む音がしそうな動きで眼球だけをわずかに横に動かした。






　と──






　そこには、先ほどまで自分が硝子越しに眺めていた青年の顔があって──。

　睫毛までもがくっきりと見える距離で青い瞳と目が合ったエリノアは、絶叫を吞みこんだ。






「──大丈夫か？」






　さらさらの髪を揺らし、心配そうに問われたエリノアは、身がすくむ思いがした。






「っ……」

「ノア？」

「っ、わぁあああああああ!?」

「わ」






　リードの声が引き金となって。エリノアが彼の膝の上から飛び退いた。詰まっていた絶叫が喉から勢いよく出て行って、夕暮れの町にわんわんと響き渡って行った。

　なんと──あろうことか。いつの間にか、外にいたはずの偽エリノアと、本物のエリノアの居場所が入れ替わっていたのだ。

　それを悟ったエリノアは、同時にそれが誰の仕業かを察した。飛び退いた反動で背面から地面によろめき倒れながら──エリノアは、あのコーネリアグレースが、確かにグレンの母親であるということを思い知った。






（よ、容赦なし、まさに悪魔の所業──……）






　──と、気の遠くなる思いでエリノアが腰を強か地面に打ちつける──かと思われた寸前に。エリノアの手首が強くつかまれた。






「っ……!?」






　あっと思った瞬間、腕を引かれたかと思うと。エリノアは、飛びこむように、その腕の中に受け止められていた。ふう、と間近で音がする。良かったとこぼす彼の吐息を髪に感じて、エリノアの身が軋む。






「危ないだろ、気をつけろよエリノア」






　呆れたような、しかし暖かい眼差しで青年は、そろりとエリノアの後頭部を撫でた。






「っ!?　っ!?」

「大丈夫か？」






　慌てて顔を上げると、リードは躊躇なくエリノアの頬に手を添えて。心配そうに彼女の顔を右から左から、怪我がないか細かく点検している様子。






「まったく……お前やっぱり酒でも飲んだな？　新しい職場つらいのか？」






　問うてくる青年に、呆然としていたエリノアはハッとして。






「う、い、や……」






　声が上擦った。

　青ざめていたはずの顔が再び真っ赤になって。心臓が破裂しそうに早鐘を打つ。

　どうしたことか。恥ずかしくてたまらなかった。相手は、兄のような彼、リードだというのに。

　もしかしてとエリノア。先ほど自分に化けたグレンと彼の密着を見たせいか。しかし、それを思い起こしたのも不味かった。先ほど〝エリノア〟が、リードの腿を撫でていた絵面を思い出したエリノアは、ことさらに恥ずかしくなってしまう。カッカと更に赤くなる自分を止められず──狼狽えたように、思わず食い入るようにリードを見つめてしまった。

　そんなエリノアに──リードも驚いていた。






　つい先刻。彼の家に顔を出したエリノアは、何故だかいつもとは雰囲気が違う気がした。

　表情が嫌に艶っぽく、瞳は愉悦と余裕に満ちていた。見たことのない熱っぽい表情を覗かせるエリノアは、やけに彼に身を押し付けてくるのだ。腕を絡め、身体を密着させてくる。腰を下ろせばぴったりとやはり身体を寄せてくる。そのうえ太腿を撫でられて、リードは戸惑った。が、青年は考えたのだ。






（……これは……もしかして、酔ってる……のか……？）






　酒の匂いはしなかった。だが、酔っているのでなければこの豹変ぶりには説明がつかないと思った。

　この国では十八歳になると飲酒が認められるから、エリノアが酒を飲んでいてもおかしくはない。が、贅沢を嫌う彼女が飲んでいるところをリードは見たことがなかった。

　なるほどとリード。






（そうか、ノアは酒に物凄く弱かったんだな……）






　珍しいと思いつつもそう納得すると、今度は心配になった。

　もしや上級の王族の側付き侍女になったばかりで苦労しているのだろうか。しかし家では身体の弱いブラッドリーには愚痴をこぼせずに、彼女は自分のところに来たのかもしれない。そう不憫に思ったリードは、甘えてくるエリノアには好きなようにさせていたのだが……

　ふと、リードは、擦りよってくるエリノアをなだめながら……エリノアもこんな色っぽい顔するんだなぁとしみじみ思った。

　その流し目は意外なほどに様になっていて、まるで別人のように彼に女の魅力を見せつける。が……。

　何故だかリードは、自分がそれを平然と受け止めていることに気がついた。






（……？　変だな……いつもみたいにドキドキしない……？）






　リードは内心で首をかしげる。

　いつもなら、エリノアが近くにいるだけでわけもなく鼓動が速まったりするのだが。






（エリノアが酔ってるからか……？　俺、別にそんなに紳士でもないんだけどな……）






　変だなと思いつつ、様子のおかしいエリノアに付き合って。けれども……。

　エリノアが彼の首に腕を回し、まるで圧し掛かるように身体に覆いかぶさってきた時には、さすがの彼も慌てざるを得なかった。抱き締められると、エリノアの白く細い首元が目前に迫り、ほのかな香りが甘く香って……。

　さすがにこれはキツい──






　……と──、思っていたら。

　次の瞬間、エリノアがいきなり大きな悲鳴を上げた。






「！」






　リードは驚いて唖然とする。自分から抱きついてきたくせに、急に取り乱して跳び上がったエリノア。いったい──と、思ったが。リードにはぼんやりしている暇はなかった。エリノアはそのまま迂闊にも踵を地面につまずかせて。後ろ向きにひっくり返っていく娘を、リードは慌てて抱きよせた。

　なんとか転倒を防いでホッとして。やれやれ今度はなんだ、やっと正気に戻ったのかよと、半ば呆れながら腕の中の彼女を見下ろすと──……エリノアの顔色が、見る見る真っ赤に茹だっていく。






（……え……）






　驚いて見つめると、緑色の瞳はさっと伏せられて。気恥ずかしそうに赤いまなじりにリードがぽかんとする。

　それは、明らかに。恥じらいと呼ばれるような類いのもので……。

　エリノアのそんな顔を初めて目の当たりにしたリードは、驚いた。つられて自分も動揺する。

　長い間共にいるが……これまでは、エリノアが自分に対して顔を赤くするなんてことは一度たりともなくて……。






「……っ」






　だから、その思いがけない光景に──エリノアの手首をつかんだリードの手には、思わず強い力が篭った。と、エリノアが、赤い顔のまま、おず……と、言った。






「あの……リードありがとう……その、手……」

「あ!?」






　その声で我に返ったリードは、自分がエリノアの手首を握り締めていることに気がついた。慌てて手を離すと、思わず足が数歩後ろへ下がる。






「わ、悪い……！」






　何故だか急に気まずく感じて、リードもエリノアから目を逸らす。堪らなく恥ずかしかった。






「…………」

「…………」






　エリノアのほうでも、どうやら同じように感じているらしく──二人は揃って赤い顔で黙りこむ。そうして互いにどうしていいのか分からずに。二人はしばしの間、夕闇の中、共に立ち尽くすこととなったのだった……。














　そうして日も暮れたころ──半泣き激怒のエリノアが自宅に駆けこむ。と……（※リードには平に平に謝り倒した）

　黒豹親子と弟たちが、食卓を整えてにこやかに彼女を出迎えた。

　何故か物凄く嬉しそうな弟はまだしも──悪びれない黒豹親子の遠慮のない質問責め──。






「どうでした!?　ときめきました!?　こちらは若人の淡い青春模様がこそばゆ過ぎて見てられませんでしたわ！」（←絶対にがっつり見ていたはずのコーネリアグレース）

「ねえねえ私の姉上ぶりどうでした!?〝酒場の女豹〟をテーマにやってみたんですけど!?　もちろん姉上の体臭も再現してみましたよ!?　ねぇねぇねぇ！　なかなか良かったでしょ!?　ね!?」（しっぽをうきうき震わせているグレン）






　────に、迎え撃たれて……。

　エリノアは、ここでもまた羞恥に頭をかかえる羽目となった。






　……その後エリノアは、一応今回の件に加担しなかった唯一の存在、メイナード爺の膝に縋った。






「……っ、今日はっ!!　っなんて日だっ!!」

「……ほ、ほ、ほ（……うとうと）」

















14　エリノアは絶対踏むと宣言した












「エリノア！」

「はい？」






　背後から呼び止められて。荷物を抱えて廊下を歩いていたエリノアが振り返った。遠くから、同じブレア付きの先輩侍女が駆け足で近づいてくる。






「あれ先輩、どうかなさったんですか？」

「エリノア悪いんだけど……今日夕方帰るの少し遅らせてくれない？　セレナさんが体調を崩しちゃったのよ」

「セレナさんが……？」






　セレナという女性もまたエリノアたちと同じブレア付きの侍女である。

　エリノアは勤務表を思い出しながらつぶやく。






「えっと、セレナさんは、今日夜勤でしたね……」






　部屋付き侍女たちの仕事は昼間だけに限らない。夜間ももちろん夜勤担当者が王族の住まいの中に控えていて、それは主に王宮内の居所に住む侍女たちが担当していた。

　セレナという名の年長の侍女も今日はエリノアと入れ違いで勤務する予定だった。そんな彼女が病欠だとすると、当然他の誰かがその穴を埋める必要がある。

　困り果てた様子の先輩侍女は言った。






「夜は他の子が入ってくれることになったんだけど、どうしても夕方に穴ができちゃって。ほら、もうすぐ王宮で舞踏会があるから、今は人手が不足してるでしょう？　……弟さんのこともあるから申し訳ないんだけど……」






　頼めない？　と、手を合わされたエリノアは、ちらりと窓の外を見る。

　するとそこには三角耳のついた黒い小さな頭が覗いていて。エリノアの視線に気がついたグレンは、彼女に向かって青い瞳を片方つぶって見せる。バッチーン！　……と。実にわざとらしいウィンクであった……。

　そのハイテンションさに一瞬呆れて。半眼になりつつ……エリノアは先輩侍女に向かって了承して頷いた。






「はい、分かりました。大丈夫です」

「本当？　良かった、恩にきるわエリノア！　じゃあ、夕方はセレナさんに代わってブレア様の傍に控えてね」

「う!?　……は、はい……」

「じゃあ後で」






　一瞬ひるんだエリノアだったが、もう一度ぎこちなく頷くと、去って行く先輩の後ろ姿を見送った。






「……そ、そうか……セレナさんは、お部屋担当か……」






　一口に王族私室付き侍女と言っても、それはいくつかの担当に分かれている。

　王族の傍に付き従う者、住まいを整える者、その他、王族の身の回りに関わる雑務をこなす者など。現在新参者のエリノアが主に担当しているのは、ブレアの衣類やリネン類の管理であった。

　居住区外にある洗濯場から衣類やリネン類を運び入れ、アイロンをかけるなどの手入れをし、綻びがないか、怪しい細工がされていないかを点検する。もちろん綻びがあった場合は簡単な補修であればエリノア自身がすることもあるし、そうでなければ業者を手配する。

　その他にも先輩に言いつけられた雑務をこなしたり、使いで城の外まで出向くこともある。

　たまには鍛錬場の時のようにブレアの傍に控えることもあるが……彼の傍には年配でどっしり落ち着いたベテラン侍女達が控えることが多くて、あれ以来、あまりエリノアには出番がなかった。……のだが……。






「どうしよう……大丈夫かな……」






　なんだか落ち着かない気持ちになってきて、エリノアはため息をついた。

　もちろんエリノアは、以前ほどブレアを恐れているわけではない。

　ただ、と、エリノアは片手を頬にあてる。






「……この間のことがあってからなんだか妙に気恥ずかしいのよね……」






　笑うブレアを目撃してしまってから、エリノアは、なんとなくブレアのことを直視できないでいる。

　しかしエリノアはイヤイヤと思い直して首を振る。瞳はキリッと正面を向いた。






「仕事だ、仕事！　明日の糧のために今日もしっかり働かねば……っ！」






　自宅のブラッドリーには、先ほどこちらを覗き見していたグレンが知らせてくれるだろう。エリノアは気合いを入れ直し、小走りに先を急ぐのだった……。










　──夕刻。

　窓から夕陽の差しこむ廊下の扉前に、エリノアはかしこまった様子で立っていた。

　予定ではもうすぐブレアが部屋に帰ってくる。そこで先輩侍女と交代し、代わりが来るまでの数時間を過ごす。

　──そうして待っていると、侍女とオリバーを従えたブレアが戻って来た。エリノアを見たオリバーが一瞬目を細めたが、エリノアはそれに気がつかなかった。






「おかえりなさいませ、ブレア様」

「ああ」






　エリノアは頭を下げたまま、ブレアの為に扉を開く。

　ブレアは、一瞬エリノアに目を留めて。しかしそれ以上は何も言わず、そのまま室内に足を踏み入れて行った。その後ろをオリバーが続く。

　共に来た先輩侍女は、戸口で立ち止まるとブレアに礼をして、それからエリノアに小さく目配せをして下がって行った。

　エリノアは扉を閉めて、早速、主人と騎士オリバーの為に茶の用意に取り掛かる。

　その目の端に、固い表情をしたブレアが居間の豪華な長椅子の上にどっかりと腰を下ろしたのが映った。長椅子の背もたれに頭を預ける形で上を向いた眉間には、くっきりと縦皺がよっている。

　ブレアがそんな風に疲れた様子を露わにするのはとても珍しい。エリノアは不思議に思った。






「……？」






　するとそんな男の様子を見て、騎士オリバーがやれやれと苦笑する。






「随分お疲れになったようですね、ブレア様」

「……舞踊は性に合わん」






　天井を仰いだまま、ブレアがぼやくように答えた。






「練習相手の娘を見たか？　……怯えていて練習どころではなかった」

「ああ……ガチガチになってブレア様の足を踏みまくって、結局顔面蒼白で泣き出してしまいましたねぇ」

「……」






　苦笑を浮かべるオリバーに、ブレアはため息をつく。






「あれで将軍家の娘だというから驚く。肝が据わっていないにも程があるではないか……あれではいくら舞踊の腕前がよくとも意味がない」

「まあまあ、若い娘ですから。……大方、クラウス様がまた〝ブレア様恐怖伝説〟でもでっち上げて吹きこんだんでしょう。あちらはブレア様がダンスが苦手なことをよくご存知ですから。練習を邪魔して舞踏会で恥でもかかせたいのでは？　他に勝てるところがありませんからな」






　辛辣なことを言いながら笑う配下に、ブレアは更に渋い顔を見せた。






「……つまらん。私の恥などはどうでもよいが、こうして度々水を差されるのは腹立たしい。……機会を下さる陛下にも申し訳ないではないか……」






　ブレアは盛大なため息を落とす。










　しばらくして騎士オリバーが退室した後も、ブレアは長椅子の上で気難しい顔をしたままだった。

　その様子は毎日のハードな鍛錬の後よりも遥かに疲労感に満ちていて。エリノアは、王子が余程疲れたのだなぁと心配になった。

　それまでは特に命じられることもなく壁際で静かにしていたエリノアだったが、少し考えて、そろりそろりとブレアの傍による。そして声を潜め、ブレアに問いかけた。






「……あのぉ……ブレア様……お疲れでしたらわたくしめ、お部屋の外で控えておりましょうか……？」






　ブレアの様なタイプは、他人の気配が傍にあると余計に気が休まらないのではないかと思った。

　特に命じられることがないのなら、衛兵たちと共に廊下で控えていても差し支えない。

　いかがいたしましょうかと問うと……ブレアが閉じていた瞼を開く。






「……いや」






　エリノアの予想に反し、ブレアは首を横に振った。

　それを見たエリノアは、出過ぎた真似だったかと少し恥ずかしく思いながら、「分かりました」と部屋の端に戻ろうとした。が、その前に、ブレアが長椅子の上で身を起こし、灰褐色の瞳をひたりとエリノアに留める。






「……そういえばお前、元はトワイン家の娘で、父君亡きあとしばらくはタガートの家にいたのだったな……」






　切り出された過去の話にも、今回はエリノアも驚きはしなかった。

　上級侍女になる前ならいざ知らず、上級となった今は王族主人が身の回りに置く者たちの身の上を知っているのは当然のことだ。

　エリノアは素直に頷いた。






「はい、左様でございます。弟と共にしばらくはタガート様のお屋敷でご厄介になっておりました。……それがどうかなさいましたか？」






　そう答えると、ブレアはもしや、と返してくる。






「タガートの娘は舞踊に優れている。……お前も心得があるのでは？」

「……そ、れは、もちろん……家の没落前はそれなりの教育を受けておりましたし……タガート様のお嬢様とレッスンをご一緒させて頂いたこともございますが……」






　戸惑い気味にそう答えると、ブレアは、よし、と立ち上がる。






「一度手合わせ願おうか」

「え？」






　ぽかんと問い返すと、ブレアは真顔でエリノアを見た。






「踊りの練習に付き合ってくれ」

「……[image: 〓]……っ!?」






　ぎょっと目を剥くと、ブレアは実はと話を続ける。






「先ほど此度の王宮舞踏会のために、陛下が王子たちを集めて練習会を開いて下さったのだ。が……私はどうにも踊りは苦手でな。おまけに公式な練習会や舞踏会では、いつも踊る相手には怯えられる始末で、まともに練習になった試しがない」






　ブレアはふっと、やや自虐的な笑みを口の端に浮かべる。






「だからこれまでは、侍女のセレナに練習を頼むこともあったが、最近あやつは足腰が痛むから無理だと言いはじめてな……困っていたところだ」

「えっと……それは……他の先輩方でも良いのでは……先輩たちの中にはがっつりご令嬢な方もいらっしゃいますし……」






　王族の周りの侍女たちは、案外どこそこの爵位持ちの子女であるという娘も少なくない。

　そんな彼女たちならば、没落して長らく淑女教育から遠ざかっているエリノアなどよりもよっぽど踊れるはずなのだが……しかしブレアは冷静な顔で言葉を返してくる。






「だが、別にそれはお前でも差し支えはあるまい？　私は今、踊りに付き合って欲しいのだが」

「う、」






　今ここにお前以外の誰がいるのだ？　と、言われて。エリノアは少しの間ぽかんと言葉に窮し──いやいやいやと、慌てて手のひらを振った。






「お、お待ちください、教育を受けたとは言っても……それは随分昔のことで……下手したら、今日の練習相手のお嬢様以上に殿下の足を踏むかも……いえ、踏みます!!」

「……」






　必死な顔で拳を握り断言するエリノア。……に、内心で密かに噴き出すブレア。

　しかしエリノアからしてみれば、侍女が王子の足を踏むなんてもっての外。論外である。セレナのように、ブレアの幼少期から長く勤め上げているような間柄ならいざ知らず……エリノアは、そんなわけにはいかないと手を振り続けた。

　が──そんな娘の手を、ブレアが不意に下からすくい上げた。






「ぃ……!?」






　その恭しい手つきにエリノアが戦慄する。

　平然とした表情とは食い違う、丁重で優しい仕草は、侍女であるエリノアにはあまり触れる機会がないものだ。おまけにブレアの手は、稽古傷らしき数多の痕があるものの、すらりと伸びた長い綺麗な手だった。その手が自分の手を取っているのを見ると……堪らず、エリノアは床にうずくまって呻きたい衝動に駆られた。顔もどんどん赤くなる。

　そこへ、追い討つようにブレアがキッパリと断じる。






「……構わん。踏め」

「っぅえ!?」






　ブレアの鷹のような瞳は真剣そのもので。エリノアは仰天して目を瞠った。

　いや王子……さっき練習相手に足を踏まれたとか言って不快そうにしていたでしょ!?　と、心の中で思い切り突っこんで。……いるうちに。ブレアはエリノアの手を引いて自分の腕の中に迎え入れた。






「ぁっ……」






　そしてエリノアのちょうど肩甲骨辺りにふわりと手を添える。






「ぅっ……」






　……本当は、もっと大声で叫びたかったが……なんとか堪えた。背に触れた指の感触に、エリノアのまるい額にみるみる玉のような汗が滲む。

　それをやや興味深げに見つめながら、ブレアはエリノアの顔を覗きこんだ。






「エリノア・トワイン、頼む。……今のまま会に出席すれば、まともな調整もできぬまま陛下や王太子、賓客たちの前で踊ることになる」






　静かな声に顔を上げると、こぼされていないはずのため息の音が聞こえたような気がした。






（……ブレア様……？）






　不思議に思い次の言葉を待つと、ブレアはエリノアの瞳を見てそれを察したのか……一瞬口を結び、そして続けた。






「……陛下主催の舞踏会で私が踊らぬわけにはいかないが……私は相手を怯えさせることが多いのでな……。そういう時にもきちんとリードを取れるようになっておかなければ……また、今日のように会場で令嬢を泣かしかねん」

「……」

「会当日は、陛下や王妃もいらっしゃる。その前で無様な踊りを見せても、私はいつも通りだが、お相手は社交界での評判が落ちかねない」






　それは忍びないと静かな瞳でつぶやく顔は、一見普段通りの生真面目な表情に見えるのに。何故か、どこかしゅんと気落ちした青年の、素直な顔が覗いたような気がした。

　ブレアの令嬢たちに向ける、思わぬ思いやりにエリノアは驚いて……感動して。そして少し悔しくなった。






（……みんな、ブレア様のこういうお気遣いを知らないのね……）






　そしてまた、ブレア自身もそれを吹聴してまわるような気性でもなく、それをいいことに、立てられた悪い噂はどんどん広まっていっているのだろう。

　しかし悔しいが、いくら火消しに回ったとしても、その噂は直ちに──例えばその舞踏会までに、消し去れるようなものでもない。






「……」






　ならばとエリノアは背筋を伸ばす。勝気な目が、彼女の手を取る青年の瞳をキッと見上げた。

　それならば──。彼の言う通り、少しでも彼がスムーズにダンスのリードとフォローができるようにしておく他ないだろう。






「──分かりました」






　急に声音が冷静に低くなり、それを聞いたブレアが少し目を瞠った。エリノアの赤かった顔色はすでに元に戻り、どこか据わった目で彼女は鼻息荒く宣言した。






「ブレア様……このエリノア・トワイン、僭越ながら練習にお付き合いさせて頂きます！　……でも、本当に、絶対に足は踏みますからね!?」






　絶対です！　ご了承くださいませ──と……胸に手を添えながら高らかに前置く娘の顔は、実に奇妙で、猛々しい。──が……。






「…………」






　叩きつけられるように叫ばれたにも関わらず。ブレアは何故だかとても嬉しそうだった。

















15　エリノアは開き直った












　──計十三回。






　……お分かりでしょうか……

　ええ、そう、これはわたくしめが恐れ多くも殿下のおみ足を──踏んだ回数です。

　なんともまあ不吉な数字に行き着いてしまったものです……。

　まあ、家の没落以降ろくにステップを思い出しもしなかった私にしては、ある意味奇跡的な数字だとも言えるかと思います。

　しかし、なんと言いましょうか、大台に乗ってしまってからは、どこか開き直りの精神が芽生えて来たのも正直なところ。






　──だって──

　殿下が踏めって言いましたもんね。

　ええ。殿下がです。






　……そういえば。昔レッスンをご一緒したタガート様のお嬢様が印象深いことをおっしゃっていたのを思い出します。

　お嬢様曰く──。






『──足を踏まれるほうのリードが、クソなのよ！』と──。






　あの時の神々しきお嬢様の誇り高きご様子が今でもまぶたの裏に浮かぶようでございます。

　……まあ、その時のお嬢様のお相手は、父君であるタガート様で。絶賛反抗期真っ只中（ちょっぴり早め）のお嬢様のお言葉ですからかなり偏ってますけども。

　……いえ、まさか！　殿下のことをクソなどと思っているということではありません。

　そうではなく、ようするに、あの当時、タガート様の足を延々踏み続けたお嬢様の素敵に尖った開き直りをちょっと見習おうかなという次第で……。

　あそこまでの開き直りを備えると、女は強いですよ、はい……。

　そうですよ……殿下が踏めって言ったんですもの、もう、そう……むしろ踏む勢いで…………！










「……」






　ブレアは、笑いを堪えながら踊っていた。

　その──

　おそらく、無心で喋っていると思われる娘のブツブツとした独り言（？）を、聞きながら。

　ちらりと娘の顔を見ると、驚くほど集中した顔をしている。多分──先ほどから自分が何を口走っているのかも気がついていないのだろう。

　おかげで正直こちらはまったく集中できないが……下手に注意して、娘が折角懸命に取り組んでくれているその集中を乱すのは忍びないと思った。

　ブレアは湧き上がる笑いを押し殺しながら踊るのに、とても苦労した。






　だが。

　娘の踊りは言うほどひどくはなかった。

　ブレアの求めに応じてダンスの練習をはじめてから一時間程度。確かに幾度か足を踏まれたが──（それが十三回だったなどとは数えてもいなかったが）、それも初めだけ。

　娘がこの奇妙な集中状態になってからは、実は一度も足を踏まれていない。

　彼女はステップを繰り返すたびにだんだんと昔を思い出すのか、徐々に足元も軽やかになって行った。

　ブレアのリード──例えば彼のさりげない体重移動にもよく反応し、それにきちんと付いてくる。その安心感を得てこそブレアのほうでも余裕が生まれ、娘の動作をよく感じ取ることができた。そうすると、おのずとブレアのフォローも上手く行く。
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　踊りには苦手意識のあるブレアではあったが、彼はもとより身体能力に優れ、身体を動かすことにも、相手の気配を読むことにも優れていた。






（…………）






　ブレアは驚きと感心を滲ませた眼差しをエリノアに向ける。

　笑いを誘い、集中を削ぐつぶやきの弊害を差し引いても、この娘は、今日の練習会やこれまでの舞踏会で相手を務めた娘よりも、はるかに踊りやすいと思えた。

　それには娘が過去に受けた伯爵仕こみの教育の良さも関係しているのだろうが……何よりブレアが嬉しかったのは、娘が早い段階で開き直ってくれたということだった。

　自分に過度に萎縮せず、ステップを間違っても、ブレアの足を踏んでも、いちいち怯えでダンスを中断しない。

　──足など、何度でも踏めばいいと思う。踏まれたからといってさして痛いわけでもない。それが王族に対して無礼だとか、不遜だとかも思わない。練習なのだ、間違っても当たり前ではないか。

　ただ……その度にパートナーに青い顔で見上げられ、怯えた目で見られるのだけは、なんともうんざりだった。

　緊張でガチガチになった相手の身体は固く、とてもではないが滑らかに踊るという行為には向いていない。

　罰せられるのではないかと恐怖に駆られた相手は、ブレアのなだめる言葉にも耳を貸そうとしないし、その様を見て、相手がこうなるように仕向けただろう弟が、嘲りと優越感に満ちた目でブレアを眺めているのも煩わしかった。






　ブレアはふと残念に思う。

　ふわりふわりとステップを踏むエリノアの足は軽やかで。

　その心地よさに心の底から思った。






　──もし、この娘が相手なら、どこでも楽しく踊れるだろうにと。










「……上手いな」

「え？」






　不意に掛けられた声に、足を止めて顔を上げると──ブレアが柔らかい表情で自分を見下ろしていた。






「踊り易い」






　簡潔な賛辞にエリノアがまるい目で驚いている。






「で、でも……おみ足を……」






　いっぱい踏みましたけども、と戸惑うと、ブレアは今更それを言うのかと朗らかに笑い声を立てる。






「!?」

「ついさっき、お前は〝踏めと言ったから踏む〟と自ら言っていたではないか」

「えっ!?　!?　!!」






　言ってやると何かを察したのか……娘はハッとしたように口元を手で覆い……。

　それがまたなんとも間の抜けた顔で。ブレアは思わず再び噴き出して──ついといったふうに、一瞬その手が娘の髪に触れる。






「……気に入った」

「う……!?」






　満足気な一言にエリノアが目を剥いて呻く。

　ブレアは目を白黒させている娘からそっと手を離して身を引くと。エリノアに向けて改めて身を正し、己の胸元に片手を添えて優しい顔でわずかに頭を傾けた。






「感謝するエリノア・トワイン。……楽しい時間だった」






　──それは、ブレアがこれまで一度もダンスの相手に送ったことのない、心からの賛辞であった。

















16　麗しきタガート嬢












　ブレアの部屋を辞すると、もう窓の外の空は夕陽色から紫色へと変わりつつあった。

　部屋の扉を閉めると、娘がやっと緊張が解けたように息を吐く。






「……」






　扉の両側にいる衛兵が、扉に手を添えたまま身動きしない娘をなんだなんだと見ているが、それでもエリノアはぼうっとしたままだった。

　娘のため息にはなんだか複雑な感情が滲み出ていて、衛兵たちは首を傾げて目を見合わせる。そんな彼らの姿すらも、エリノアの目には映ってはいない様子だった。

　無言で見つめる衛兵二人の前で、エリノアは。

　ホッとしていたかと思えば突然眉間に皺をよせて呻く。天井を仰いだかと思えば、今度は切なそうな顔になって頭を抱える。そして……それも長続きせず、赤くなる。






「…………おい新人」






　衛兵はついにエリノアに声をかけた。

　面倒臭いことこの上なかったが、彼らからしてみれば、いつまでも挙動不審な人間を王子の部屋の前でずっと呻かせておくわけにもいかない。呼びかけると、娘がハッと顔を上げて。初めて衛兵に気がついたかのような間抜けな顔をする。






「……お前な、そういう挙動不審はやめておけよ」

「そんなことをするからオリバー様に目ぇつけられるんだぞ」






　次々に侍女が入れ替わるとこっちも顔覚え直すのが面倒なんだけど、と言う二人に。エリノアは慌てて頭を下げると、廊下を逃げるように駆けて行った……。






「び、びっくりした……衛兵の方々のこと忘れてた……」






　エリノアは、赤い頬のまま廊下を進む。変なところを見られてしまって物凄く恥ずかしかった。

　しかし、それをも越えて気掛かりなのが、ブレアとの先ほどの出来事だ。

　まさか、練習とはいえ……自分がブレアと手を取り合って踊ることになろうとは。

　ブレアは言わずと知れた王族で。

　彼らは普通、身内を除けば、ダンスの腕前が王宮に認められた娘か、ダンス講師などの指導者としか踊らない。当然そのお相手は、ある程度の身分を備えていることがまず大前提となる。

　思わぬところでブレアの優しさを垣間見て、つい開き直って練習に付き合ったが……本当に大丈夫だったのだろうかとエリノアは心配だった。

　どうしてだかブレアはあれを喜んでくれていたらしいが……。






「…………！」






〝──感謝する〟






　……ブレアの穏やかな声とその表情を思い出したエリノアは、思わず引き止められたように足を止める。

　──喜んでもらえた……。

　そう思うと、自然と心が温かくなった。






「…………ちょっと、楽しかった……かな……」






　父が死んで、身を寄せた将軍家を出て以降。エリノアにはダンスを楽しむ機会はまるでなくて。それに、ブレアのような若い異性と踊ったのも実は初めてだった。弟は病気がちで踊りを習ってはいなかったし、明日の家計を心配する日々の中では娯楽に興じる余裕なんてなかった。

　だから──。

　恭しく取られた手、背に添えられた手の感触、注がれる凛々しい眼差しを思い出すと……。

　思わず廊下の真ん中で、ほわっと華やいだ空気を醸し出してしまう。






「あ、ダメだわ……私、浮き足立ってる……」






　弟のためにも早く家に帰らなければと思ってはいるのだが、どうしても頭の中をブレアの顔がちらついて落ち着かない。






「あああ、どうしようこれじゃあまるで……」






　エリノアは赤い顔でつぶやいて。再び立ち止まって頭を抱える。──と。






　そこへ。

　低い声が掛けられた。






「……エリノア……」

「ん……？　わっ!?」






　それはちょうどブレアの居住区外に出ようかという時だった。

　沈んだ声に呼び止められて、そちらを見たエリノアは、そこに迫っていた幽鬼のような女の顔に飛び上がる。






「おばけ!?」

「……失礼ね……馬鹿言ってないでちゃんと見なさい！　私よ私！」

「あ……ルーシー……様……？」






　その柱の陰に張り付くようにしてこちらを睨んでいたのは、将軍タガートの娘、ルーシー・タガートだった。

　赤い巻き毛が豪華な印象の令嬢は、青白いが気の強そうな顔をこちらへ向けてエリノアを呼んでいる。






「ちょっと！　早くこっちに来なさい！」

「は、はあ……何故ここにお嬢様が……」






　いくら将軍家の娘だとはいっても、こんな時間に王宮の王子の居住区付近をうろついていいわけがない。しかしルーシーはエリノアの問いには答えずに、エリノアの腕を鷲づかむ。

　可憐なように見えて、その実、屈強な将軍タガートの娘らしきしっかりとした筋肉を衣服の下に備えているルーシー嬢。……に、半ば引きずりこまれるようにして柱の陰に連れこまれるエリノア。

　──と……。

　エリノアが物陰で目を白黒させながら令嬢を見上げた途端、ルーシーの勝気そうな顔がくにゃりと歪む。






「エ、エリノアぁ……う……」

「へ……？　ど、どうなさいましたかお嬢様？」






　それは──猛獣がチワワの仔犬にでも化けたかのような極端な変化だった。

　エリノアはビックリしてルーシーの手を取る。






「どうしようエリノア……ブレア様……どんなご様子だった!?　怒っていらっしゃらなかった!?」

「…………ブ、レア様……？」






　急に出てきた名にエリノアが怪訝そうに首をかしげる。するとルーシーはべそべそ泣き出すもので、エリノアは慌ててエプロンのポケットから白いハンカチを出して娘の涙を拭ってやった。






「いいえ分かっているの。殿下……私のことを牢に入れろとか、パパを左遷させろとか、鞭で打てとか言ってたんでしょう!?　そうに決まってる！」

「……へぇっ？　鞭!?」

「私のせいでパパが冷遇されて辺境の地で苦労したらどうしよう……！　パパは西部のお酒が大好きだけど、手に入らないような僻地に送られたらどうしたらいいの!?　あんななりして実はお腹も弱いのに……!!」

「…………えっと……」

「私……パパに会えなくなったら死んじゃうわ！」






　ルーシーはわっと顔を両手で覆い嘆きはじめる。……因みに、普段彼女が自分の父親を呼ぶ時はいつも「クソ親父！」……であるからして……現在令嬢はかなりの動揺状態であるとみえる。エリノアは、ひとまずルーシーをなだめるようにその背をさすった。






「落ちついてくださいお嬢様……お酒は地方にもいいものが幾らでもあるでしょうし、お腹はできるだけ冷たいものを飲み食いするのをやめて頂けば……けど……どうなさったんです？　なんでタガートのおじ様が左遷されるんですか？」

「そ、それが……」






　ルーシーは鼻をすすりながら顔を上げる。エリノアのハンカチは既に涙と鼻水でぐちゃぐちゃで彼女の手に握り締められている。

　そんな令嬢の話によれば……。

　彼女は今日、ダンスの名手として王宮に招かれ、王子たちの練習会でブレアの相手を務めていたらしい。

　それを聞いたエリノアは、微妙そうな顔をする。






「……あら、ブレア様のおっしゃっていた本日のお相手とは……お嬢様の……ことでしたか……」

「そーなのよぉ……」






　つぶやくと令嬢はひーんと泣いてエリノアの肩に頭を乗せた。






「よーしよし……泣かないでお嬢様」






　エリノアはルーシーの赤毛を撫でながら、つい一時間程前のブレアのぼやきを思い出した。






（そうですか……お嬢様のおかげでわたくしめはブレア様と踊ることになったのですか……）






　そう思うとなんだか複雑だ。令嬢が泣いているだけに、浮かれていた自分がなんだか申し訳ない。

　しかしまあ、状況自体はありえない話ではないとエリノアは思った。

　ルーシーのパパ（もしくは〝クソ親父〟）こと将軍タガートは、普段から王太子派筆頭としてブレアとは親しい。きっとその筋での抜擢だったのだろう。

　が……。

　エリノアは首をかしげる。






「……でも本当に？　だって、ブレア様は練習相手に沢山足を踏まれたって仰ってましたよ？　お嬢様に限ってそんなこと……」






　一時期同じ家で暮らしていたこの娘が、どれだけ踊りが得意か知っていたエリノアは不思議そうに問う。

　しかし、彼女がそう言った途端、ルーシーの顔色はさらに悪くなる。

　ルーシーは鼻をすすりながら訴えた。






「だって！　友人からブレア様はダンスで相手が少しでもミスをしたら激怒なさるって聞いたのよ！　ステップを間違えた子は後日父親が左遷されたり商いの権利を剥奪されたり……ブレア様の足を踏んじゃった子は殿下の護衛に袋叩きにされたって聞いたわ！」

「ぇえ？　……や……まさかそんな……」

「エリノア！　お願いよ！　私、これから将軍家の娘らしく潔くブレア様に土下座しに行くからついて来て!!」






　青白い顔で高らかに拳を握りしめる令嬢の足は震えているのか、青いドレスの裾がプルプルしている。その様子を見たエリノアは「えっと」と、一瞬の間を置いてから、令嬢の背をよーしよしと撫でる。






「……あのですねお嬢様、ちょっと冷静になりましょうか……お嬢様の勇ましきところは、わたくしめもよく存じておりますが……」

「だってこのままじゃパパが！」






　途端、ぴーっと嘆きはじめた令嬢（エリノアより一つ年上）に、エリノアは、よしよしとその背を撫で続ける。そんな彼女の様子に、エリノアはそれでなのかと納得する。

　恐らく令嬢はブレアの足を踏んだ時点で相当彼に謝り倒したはずだが、それでも不安が消えなかったのだろう。彼女はそのあまり屋敷に帰ることもできず、それでこんなところでうろうろしていたのだ。






「……大丈夫ですよお嬢様。ブレア様は一言もそんなこと仰っていませんでした。あの方はそんなささやかなことで片田舎におじ様を左遷したりするような、激恐ろしげなお方じゃありませんから……だいたいどこの誰がそんなことを……お嬢様はあれですね、ちょっとご友人関係見直されたほうがいいかもですね……」

「で、でも……ブレア様、ずっと怒ってらっしゃったのよ!?　眉間にしわが……私怖くて上手く足が動かなくて……」

「大丈夫、あれは標準装備みたいです。……お嬢様があんまり緊張なさっていたから、気の毒だなぁと思ったか、面倒だなぁとでも思われていたのでは？　ああ見えてブレア様は結構お優しいんですよ、顔には出ないみたいですけど」

「ほ、本当に……？」






　エリノアが頷くと、揺れるルーシーの瞳が少しだけ和らいだ。






「それにブレア様の御配下も……まあ……あの人たちにはレディファースト精神はありませんし、下手したらお尻くらいは撫でられることはあるかもしれませんが……うら若い娘を袋叩きにするような人達ではないかと」






　不安そうなルーシーの目を見て、エリノアははっきりと言った。






「あの人達は基本筋肉と武道にしか興味のない脳筋馬……いえいえ。純粋なブレア様大好きっ子ですね。正直世話する私には害がありまくりですが、お嬢様のような方々には害ないと思いますよ」

「………………〝子〟……？」






　ルーシーはやや皮肉交じりのエリノアの言葉に、筋骨隆々なブレアの配下たちを思い出して……。

　あいつらそんな子供じゃねーだろと心の中で思った。






「……」（突っこんだらやや冷静になったルーシー嬢）

「ああ、でもお嬢様は綺麗な筋肉してますからあいつらにはお気をつけなさいませ！　飴やるからとか言われてもついて行ってはダメですよ!?　熊みたいな騎士は特にレディファースト精神道においては相当非道です」

「あ、飴……？　わ、分かった。熊に注意ね……」






　ルーシーはやや話がずれているなと思ったが、エリノアの憤慨する様子に思わず頷いた。

　するとその耳に……廊下のどこかから微かに笑いを押し殺したような息遣いが届く。

　それを聡いルーシーは敏感に察して柳眉の片方が持ち上る。笑い声の主がどこにいるのかと視線を動かすが……。

　それが見つかる前に、下から黒髪の娘に袖を引かれ、令嬢はまあいいかと視線を戻す。

　大方どこかで聞いていた衛兵が笑っているのだろう。






「エリノアなあに？」

「えっと……」






　問いかけに、エリノアは、一瞬どう言えばいいだろうかと考えるような仕草を見せた。






「？」

「その……お嬢様はダンスお上手ですし、また練習会に呼ばれることもありますよね……？」

「え？　まあ……それは……王宮に呼ばれれば仮病使うわけにもいかないし……パパの為に行くけど……」






　それがどうしたの、とややげっそりした顔で返して来るルーシーに、エリノアは一瞬眉尻を下げる。






「……エリノア？」

「ルーシー姉さん……もしまたブレア様と踊ることがあったら……あんまり怖がらないで差し上げてね」

「え……？」






　昔のように呼ばれて、ルーシーがきょとんとエリノアを見る。エリノアは少しだけ恥ずかしそうに両手の指をいじっている。






「えっと、私が言うのも差し出がましいとは思うんですが……殿下はそうやってお嬢様方に怯えられるのが本当はお嫌なんだと思うんです。あんまり顔には出ないみたいなんですけど……お嬢様だってビクビクした方がお相手だったら踊りにくいと思いません？」

「そりゃあ……まあ……でも噂が……何しろブレア様は王族なのよ、気に入らない相手を罰するのなんてお手の物。これまでにも幾人もそうして来たって話だわ」






　そうして地方に追いやられたらしい貴族の名をルーシーが幾つか上げると、エリノアは困ったような顔をする。






「そんな王子を相手にしろって言われたら、誰だって萎縮するわよ。呼ばれれば拒否するわけにもいかないし……下手したら累は一族にまで及ぶのよ？」

「そうですよね……」






　確かにエリノアも、その者たちがブレアの怒りを買って役職を解かれたという噂は耳にしたことがあった。

　が……。

　エリノアは、先ほど自分の相手をする令嬢たちの評判が下がるのが忍びないと言っていた青年の顔を思い出しながら、ルーシーの顔を見た。






「……何か……理由があったんだと思います。そう無闇に感情だけで人を裁くような方だとは、とても思えないんです」

「エリノア？」






　静かな声ながら、きっぱりと言ったエリノアにルーシーが驚いている。

　そんな令嬢に、エリノアはにっこりと笑って見せた。






「きっと大丈夫ですよお嬢様。タガートおじ様は立派な将軍様ですもの。あんなに実力も実績もある方がそれくらいのことで地方に送られたりしませんよ」

「……本当？」

「事実……私も殿下の足踏んだことありますし……」






　かっくりと首を曲げ、ややげっそり達観したような眼差しでエリノアが言うと、ルーシーが目を剥く。






「はぁ!?　だ、大丈夫だったの!?」

「ええ……もう、むしろ〝踏め〟と言われましたからね……」

「……何それ怖い……エリノア本当にそれ大丈夫なの!?」






　どういう主従関係だと、ルーシーに詰めよられたエリノアは苦笑する。






「まあまあ。とにかく、侍女の私にすらこれだけ寛大に接して下さるのですから。お嬢様たちは大丈夫ですよ」

「……」

「ブレア様はそんなことはなさらないと、私は思います」

「……ふーん……」






　ルーシーは意外そうな顔をしてエリノアを見る。






「パパからあんたがブレア様の侍女になったって聞いた時はどうなるやらと思って（※怒ってタガートに〝クソ親父〟を連発し）たけど……あんたってば随分ブレア様を信じちゃってるのね……」

「あら……（多分おじ様に迷惑掛けたような、予感……）ま、まあ、そりゃあ……我が主人様ですし……」

「ふーん……」

「お、お嬢様……？」






　高身長の令嬢は、じろりとエリノアをきつく睨む。口がムッとへの字に曲げられていて、その如何にも気に入らないと言いたげな顔にエリノアは戸惑った。

















17　エリノア、熊にはちみつ色の飴を貢がれる












「お、お嬢様……？」






　ルーシーの口がムッとへの字に曲げられて。令嬢の瞳はジロリとエリノアをきつく睨んでいる。

　どうしたのだろうもしかして機嫌をそこねたか……と、思えば。

　突然、ルーシーはエリノアに抱きついた。






「う……」






　背の高い彼女に抱きすくめられると、背の低いエリノアは腕の中に埋もれて非常に窮屈そうだ。いや、むしろ締め上げられている……。






「ぐ、お、お嬢さ……」

「何がお嬢様よ！　ふん、あんたと来たら！　なんでうちを出て行っちゃったの！　ヒステリーな母さんなんか上手くかわして放っておけば良かったのに……真正面から立ち向かうなんて本当に馬鹿じゃないの！」

「あ、元気になりましたねお嬢様……」






　寂しいじゃないの！　と、歯噛みして悔しがっている令嬢に、エリノアはその持ち直しっぷりを笑う。こういうところは昔から変わらないのだが……この令嬢が、「ふん」とか言い出したらだいぶ回復した証拠だ。

　こう見えて寂しがりやのご令嬢は、時折エリノアの家に姉弟の好物を送ってくれる情の深い人だ。が、その愛情は少々捻れている。特に、父親相手だと。






「えーっと……とにかく、ブレア様のことは大丈夫ですよ。姉さんと同じでお優しさが内に秘められてるタイプなんじゃないですか？　そう思ったら少しは気があうような気がしません？　ね？　今度もし練習に呼ばれたら、絶対に怯えないで差し上げてくださいよ。タガートおじ様の為にも」

「う……」






　タガートの名を出すと、令嬢は途端に苦い顔をしてエリノアを腕の中から解放する。






「そ、そうね。パパの為にも……あ！　エリノア……このことパパに言ったら承知しないわよ!?」

「はいはい分かりましたから……ガラの悪い顔してないでそろそろお帰りなさいませ。いつまでもウロウロしていると不審者扱いされて保護者呼び出しでお父上がいらっしゃいますよ！」

「!?　そ、それは嫌!!　わ、分かったわよ……次は絶対堂々とブレア様と対決してみせるから見てらっしゃい！　あんたとの付き合いは私のほうが上だって証明してやるわ！　今度何か送るからね！　あんたもブラッドリーにばっかり食べさせてないで食べないと承知しないわよ!!」






　……どうやら元気になったらしい令嬢は、普段通りの勝気さを取り戻し、鼻息荒く立ち去って行った。

　その後ろ姿を見送りながら……エリノアは思わずつぶやく。






「ルーシー姉さんったら……相変わらずのどこか抜け切らない体育会系感……まだ反抗期終わらないのかしら……」

「美しいがどうにもややこしそうな女人だな。将軍のご苦労が思いやられる」

「いえ、あれは本当に愛ゆえというか曲がりくねった愛情がですね……ギャッ!?」






　言葉の途中でエリノアが飛び上がった。

　──気がつくと……隣にオリバーが腕を組んで立っていた。

　エリノアが驚いたのを見ると、騎士はにこりとワザとらしく目を細めてみせる。






「よ、新人。さっきぶりだな」

「ちょ……忍びよるとかやめてください！　心臓に悪い……」

「あはははは、俺は優秀だからなー」






　からからと軽快に騎士は笑う。と、その笑いが何やら含みのあるものに変わる。






「な、なんですか……もしかしてまた繕い物でも──」

「……あの噂だがな」

「へ？　う、わさ……？」

「地方へ飛ばされたヘボ貴族のことだよ。……あれはな、本当は飛ばしたのはクラウス王子だぞ」

「え……」






　唐突な話にエリノアが目をまるくする。

　一瞬遅れてそれがルーシーとの会話に出て来た貴族たちのことだと気がつくと、更にエリノアの目は見開かれる。

　騎士はエリノアの隣で壁を背に、腕を組んだまま続けた。






「飛ばされたのは皆クラウス様の派閥の連中ばっかりでな。まあ、大体が王子のご機嫌とりに失敗した連中だ。あそこは蛇のような奴が集まっているから足の引っ張り合いも多いし、そもそもクラウス様自体も気難しい。だが、かの殿下は悪知恵だけは天下一品でなぁ……表向き、クラウス様陣営の切り崩しの為にブレア様が謀った……ということにされてしまった」

「え、えぇ!?　そ、そんな……」

「俺たちもかなりムカついたんだが、ブレア様はあの性格だからな、『下らん、放っておけ』で、一蹴だ。はははは」

「わ、笑いごとでは……」






　話を聞いたエリノアは狼狽えた。

　話してくれたオリバーの顔は、一見笑っているように見えるのだが……どこかに遣る瀬無さがにじんでいるように感じられるのは、気のせいではないと思った。

　そんな風に──娘が自分を案じていることを察した男は、珍しく苦笑を浮かべる。






「……当時は俺たちもやれることはやった。が……噂ってものは一度広がると、否定するほうが逆に真実味を帯びてしまうこともある。ブレア様の潔白を証明したい連中が躍起になって否定して回った結果、世間では結局疑念が広まるだけ広まって消えなかった。ま、なんせうちの連中は皆、〝脳筋馬鹿〟だ」

「う!?」






　にやりとオリバーに視線を流されて。エリノアは、もしかして先ほどの、ルーシーとの会話を聞かれていたのかと気まずそうな顔をする。






「……すみません……」

「ははは。ま、そういうわけで、それ以来俺たちもクラウス様が流す噂に関しては、大人しくブレア様に従うことを決めている」

「……つまり……『下らん、放っておけ』……ですか……？」

「ああ。もちろん殿下を貶めようとする者をこのままにしておくつもりはないが……下手なことをして再び殿下の足を引っ張るわけにはいかんのでな……」






　オリバーはやれやれとため息を落とした。その下にもどかしげな思いを見て、エリノアは再び押し黙った。






「……」






　そんな娘をオリバーは静かな眼差しで見る。






「……お前もな、殿下の足を引っ張るようなことはするなよ」

「え……？」

「俺たち同様あの方に惚れこんで忠義を尽くすだけなら、俺たちはお前を同志として歓迎する」






　だがな、と、オリバーはいつに無く真面目な顔で言った。






「これ以上お前が殿下の傍に特別な意味で踏みこめば……お前は必ず殿下の足を引っ張ることになるだろう」

「わ……たしが？」

「ブレア様にとってこんなことは稀だ。……が、あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる」






　きっぱりと断じられて。その言葉はエリノアの胸にズシリと重く響いた。浮かれていた気持ちが一気にしぼみ、返す言葉がなかった。

　王族と使用人。釣り合いが取れるはずがないことは分かりきっていた。






「……」

「ま、だがな、お前の言葉にはちょっと感心したぞ」

「……え？　わっ」






　なんのことだろうかと顔を上げようとすると──そこに、ばさりと何かが被せられる。






「ひぃっ、生暖かい……っ何!?」

「あ、それ俺の隊服。破れたからまた繕っといてくれ」

「っ!?　っ!?　た、隊服の手入れは専門の部署が……」






　あるでしょう!?　と、エリノアが頭からその騎士用の隊服を引っぺがすと──既にオリバーの姿は遠い。

　さっさと立ち去って行く騎士は「ああそうだ」と頭半分だけをエリノアのほうへ振り向かせた。






「服の中のものは先ほどの礼にお前に進呈する」

「……れ、礼？　袋？」






　服の中、と言われたエリノアは怪訝そうにオリバーの隊服を探る……と、そこからは、何やらジャラジャラと音の鳴る小袋が……。






「？　……あれ、これって……」






　見覚えのある小袋は、前回稽古着を押し付けられた時に見せられたものと同じものだった。

　前回──熊騎士がグレンに引っかかれ魔障に倒れる直前。『エリノアの頭に乗せようとした』と、彼が言っていた小さな袋。そういえばあの時は中身がなんなのか聞きそびれていた。






「あ……ああ、なるほど……」






　紐を解くと、中には袋一杯にはちみつ色のまるい飴が詰まっていた。

　しかし、礼とはなんのことだろうかと、エリノアが戸惑い気味に顔を上げるも……もうそこに、オリバーの姿はない。






「え……ぇえー……」






　取り残されたエリノアは、飴と隊服を手に微妙そうな顔でその場に立ち尽くす。

　なんなんだあの人は……と、戸惑うエリノアには、それが──ルーシー嬢に対して『あの人達はうら若い娘を袋叩きにするような人達ではない』──と、取り成したことに対するものなのだということは一つも伝わらなかった……。






　……因みに。

　実はオリバーに貰ったはちみつ色の飴が、一粒でも結構なお値段のする高級品であったことを、エリノアは後に先輩侍女から知らされることとなる。そしてやや不名誉にも──『エリノアが騎士オリバーに高価なものを貢がれていて怪しい』という噂が王宮内に立ってしまうということを……。

　エリノアは、まだ知らない。

















18　魔王の不安












「……」






　その一団は、明らかに異様な雰囲気を醸し出していた。

　薄暗い王宮の城門前。

　ずどんと仁王立つ豊満な身体の婦人。大きな大きな白い犬。そして……──杖をついて立ったままうとうとしている老人……。






　彼らだけでも十分異様だが、その中心に一人少年の姿があった。

　少し痩せ型の、瞳の大きな少年だった。夜の色を映し、より深くなった緑色の瞳は、暗く高い城門を見据えている。

　城門の出入りがちょうど見える真正面。少年は表情のない顔で静かに立っている。──静かに、内にある苛立ちをふつふつと漲らせている……そんな顔だった。






　ふと、少年の口からつぶやきが漏れる。






「……面倒だな、もういっそ……」






　暗い声にすぐさま婦人が反応して少年を振り返る。






「あらいやだ！　陛下がまた物騒なお顔をなさってる！　……お夕飯の糖分ちょっと控えめにしすぎたのかしらね？」

「そういう……問題か……？」

「ブラッドリー様ぁ！　大丈夫、エリノア様ならすぐにお戻りになられますわ～」






　ボソっと突っこんだ白犬ヴォルフガングを華麗に無視して、コーネリアグレースはブラッドリーの傍でニコニコと両手を組んで微笑んだ。

　それをやれやれと見ながら、ヴォルフガングが小さく言う。






「陛下……やはり家に戻りませんか。だんだん夜風も冷えて──」






　途端白犬はペシリっと、額を叩かれる。






「おやめ。あんたはあんまり話すんじゃありません。誰かに聞かれたらどうするの。本当に空気を読まない犬なんだから……」

「……」






　城門前の広場には、たくさんの人が行き交っている。女豹婦人は長いまつ毛に覆われた瞳で白犬をジロリと睨みつけた。






「ブラッドリー様がここでお待ちになりたいって仰ってるんだから黙って従いなさい。家でイライラされて住処が消し炭にされるよりマシじゃないの！　こんな時間に寝床がなくなったらどこぞの屋敷でも乗っ取るしか無くなるのよ!?　あたくし、あのこぢんまりしたささやかな家が案外気に入ってるの、狭くて掃除がしやすいんですもの！」

「お……お前な……」






　何気に無礼なことを平気で言う婦人に、ヴォルフガングがハラハラしている。が……ブラッドリーは何も言わない。

　正直、彼は今それどころではなかった。

　いくらグレンから連絡が来たとはいえ、姉がこんなに遅い時間まで王宮から帰ってこないことがとても心配だった。

　しかも知らせに来た黒猫は、にゃはーと、笑いながら……。






『姉上は今日は残業ですー。場所はブレア王子の寝所……あ、違った！　寝台……じゃなくって、うふふ、私室ですー』






　……と、実にイラっとする報告を上げてきた。それで彼の心配が加速した感は否めない。










「…………ヴォルフガング……」






　しばし無言で城門とその奥に控える王宮を見つめていたブラッドリーが、不意に、ポツリとつぶやいた。

　呼ばれた白犬は、（コーネリアに僻みっぽい目でねめつけられながら）静かに主人の言葉を待っている。






「……」

「僕は……王宮が嫌いだ。……今生での僕らの父さんは……王宮の奴らに殺されたも同然なんだ……」






　静かな声が夜の景色の中に消えていく。

　王宮内の派閥争いの末に父が帰らぬ人となったことを、ブラッドリーは忘れていない。

　だから、と少年は続ける。






「……不安なんだ、また、姉さんまでアイツらに取られるんじゃないかって……」






　心内を吐露すると、無言のヴォルフガングがそろりとブラッドリーにより添って来た。

　その毛並みをそっと撫でながら、ブラッドリーは苦しげなため息をつく。

　姉が心配で心配でたまらない。だというのに、城門は彼が姉の元へ向かうのを拒む。

　魔力の強い彼にとっては、あんな城の門など紙のようなものだ。押し入ろうと思えばいつだってそうできる。






　けれども、その紙にも等しいものを、エリノアの存在が強固な守りに変えていた。

　姉が侍女という職を大事にしていなかったら、ブラッドリーは今すぐにでも衛兵たちを蹴散らして、城門を破壊し、王宮に侵入することができただろう。そもそも、転移も自在の彼にはそんなことすら必要がない。王子の居所にも、国王の寝室にだっていつでも侵入は思いのままだった。






　しかし。

　ブラッドリーはどうしても、姉の立場を危ぶませることには躊躇いがあった。

　今すぐ王宮に侵入して姉を連れ帰りたいのは山々だ。だが……それでは姉の立場が悪くなる。

　王宮の出入りには記録が付きもので。

　まずその中に入るには、城門を通り、そして使用人通用口での検問を受ける。エリノアのような通いの使用人も、その他の来訪者と同じように、入った記録があれば必ず出たという記録がなければならないというわけだ。

　その記録がない者は、漏れなく王宮での取り調べを受けることになる。

　面倒なようだが、国の中枢としては当然のことだった。






　しかしブラッドリーはそれさえなければと腹立たしかった。

　せっかく強大な力を得ても、これではなんの役にも立っていない。






「どうして姉さんは王宮なんかに……」






　思わず口から恨み言がこぼれ落ちた。

　姉が自分のために必死で働いていることはもちろん分かっている。だが、幼い頃に父を奪った王族たちを、ブラッドリーはどうしても許すことはできなかった。それは姉には打ち明けたことのない感情だった。『恨んでる暇なんてないわよ』と辛そうに笑いながら、毎日王宮に働きに出る姉。──そんな彼女のために働くこともできない自分が、どうしてそれを言えるだろう。






　配下たちが無言で彼を見ている中で、少年は冷淡な表情で城門の向こうにそびえる王宮を睨んだ。

　その瞳には深い怒りがこめられている。






「もういっそ……あんなもの破壊してしまえば清々するのに……」






　──できないことではない。

　破壊など簡単だ。

　事実、繰り返される魔王としての生の中で彼はずっとそうしてきた。

　繰り返し繰り返し、人を憎み、人の世に攻め入った。同じように再び人の街を瓦礫の山にして、姉が気にする全てのしがらみを破壊すれば、いっそ清々しいかもしれない。

　そうすれば、もう、あの忌々しい金の髪の男を気にすることも、いつ誰に姉を奪われるかなどという不安も感じなくてすむ。






　子供っぽい思考だとどこかで自分を嘲笑いながらも、ブラッドリーは暗たんとした気分だった。

　自分は以前とはひどく変わってしまった。

　強い力を得たことは嬉しい。それは姉を助けることもできる力だから。でも──素直に姉を慕っていただけのブラッドリーには、もう二度と戻れないのだと思うと苦しかった。

　姉はどんな自分でも受け入れてくれるとは言ってはいたが、きっと本心では、昔のブラッドリーに戻って欲しいと願っているに違いない……。

　そう思うと、ブラッドリーの中で自暴自棄な感情が次第に大きく膨らんでいく。






　──そんな彼の暗い感情に応じるように、「では……」と、密やかな声がした。






「……そう、なさいますか……？」

















19　破壊とエリノア。そして羽毛。












「………え？」






　不意に平坦な声を掛けられて、ブラッドリーの目がやっと配下を見た。

　白い毛並みの魔将の瞳は、命じられるのを待つように彼を静かに見ている。その身を覆う毛並みが騒めいて、心なしか身体が一回り大きくなったような気がした。

　──次の瞬間、ゴンっと、鈍い音が辺りに鳴り響く。

　視線を移すと、コーネリアグレースがどこから出したのか巨大な金の金棒かなぼうを手に彼のほうを見ていた。その仕草からは重さは少しも感じられないが、婦人愛用の金棒は、広場の石畳を割り地面に深くめりこんでいる。彼女の口元からは慈愛が消え、その弓なりの隙間からは邪悪さすら感じられた。

　そして──気がつくと、ブラッドリーの隣には寝ていたはずのメイナードがいつの間にか目を覚まし佇んでいた。

　いつになく毅然と背筋を伸ばした老将は穏やかにブラッドリーを見ている。

　彼は恭しく頭と目線を下げながら、ゆっくりと口を開く。






「ご命令がありましたら、いつでも我らは陛下のために働きます」






　それはいつもエリノアが聞き取れないと言っているような、弱々しい老爺の声ではなかった。

　張りを感じる重い声が発せられた途端、周囲の空気が一気に澱む。

　往来を歩いていた人々は、異変に気がつき足を止めて。皆、見えない何かに怯えるように辺りを見回している。が……薄暗い景色の中で、広場にある木々が、生気を抜かれていくように、次第に首を垂らしはじめたことには誰も気がついていない。

　風が荒れ、木々からは眠りかけていた鳥たちが慌てたように空に散って行く。

　周囲には人ならざる者たちの悲痛な声が響いたが、それは人々には聞こえないようだった。

　それらの悲鳴を聞きながら、老将の深い沼のような瞳を見ていると……ブラッドリーは、少しずつ自分が〝魔〟の性質を取り戻していくような気がした。






「陛下」






　呼ばれてふと、ブラッドリーは気がついた。

　いつの間にか、己の手の平ががっしりしたものに変わっている。

　病弱な少年らしからぬ厚い傷だらけの手は、何故かひどく身に馴染む。わずかにそれを持ち上げてみると、腕には確かな筋力を感じた。

　隣に佇む老爺の身体からは懐かしい気配がして。それは今にも元の持ち主のもとへと戻りたいと暴れているかのようだった。

　その手綱を握る老将は、薄く微笑んで視線を上げる。






「お望みとあらば、代々お傍で溜めこんできた養分、いつでもお返しできますぞ」

「メイナード……」






　微笑む老将の上背は、何故かいつもよりも何倍も大きくなったように見える。

　同じくじわりじわりと戦闘態勢に移りつつある配下二人も〝彼〟を見る。






「壊したいならいつでもおっしゃって？　あたくし、お料理の次に破壊が得意ですわ。どうなさいますか？　陛下」

「それで貴方様の不快さが晴れるなら耐える必要がありますか？　それとも、耐えるべき理由でも？」

「理由……」






　三人に見つめられた男は、もう一度王宮を見上げ──。






「…………私は……」










　──そう言った、時だった。






　城門のほうから慌ただしい声が聞こえてきた。






「──あれ？　ブラッド!?」

「あ……」






　女の声に、ブラッドリーが弾かれたように顔を上げる。

　すると、ちょうど城門をエリノアがくぐり抜けてくるところだった。エリノアは広場に弟の顔を見つけると、目をまるくして。それから片手をぶんぶんと大きく振った。






「姉さん……」






　その瞬間。

　広場の空気が一変した。






「お、や……」






　それを見たメイナードが目を瞬く。

　ブラッドリーもまた、信じられないものを見るように、瞳を見開いて姉の姿を見つめていた。






　──エリノアは。

　見つけた弟の顔に破顔して。

　バタバタと城門から飛び出すと──着替えもそこそこに職場を出てきたのか──半端に閉じられた己のシャツのボタンに手こずっているような素振りを見せながら──……淀んだ空気を物ともせずに、一目散に弟に向かって駆けて来る。






　するとそんな彼女が通り過ぎた周辺から、空気の淀みが消えていく。夜闇にまぎれて毒々しさを放っていた魔の力は、エリノアの周囲から弾け飛び、そこからどんどん波及して、次から次へと消えていく。

　その様を見てぽかんとする魔将たちの傍をすり抜けて──自分に駆けよってくる姉の姿を見たブラッドリーは──……。

　思わず涙ぐみそうなほどに安堵していた。






　メイナードが静かに感嘆の声を漏らす。






「いやいやいや……なんという……一瞬にして魔力が散らされてしまったか……」






　そう言いながらも、老将はどこか楽しげである。

　いつの間にか、萎れかけていたはずの周囲の木々も草花も、元どおりに背を伸ばしはじめていた。

　響いていた引き裂かれるような声ももう聞こえない。周囲は心なしか空気が澄んで、安堵したような雰囲気に包まれていた。

　そのことをどこかで感じ取っているのか、何事が起こっているか理解していないはずの往来の人々も、ホッとしたような顔で再び家路を急ぎはじめている。

　その一連の出来事を目撃した四人の異形たちは、満面の笑みでやって来たエリノアに思わず食い入るような視線を送る。






「ブラッド、まさか迎えに──ぎゃーっ!?」






　と。その時だった。

　エリノアがブラッドリーまで後数歩、というところまで来た瞬間。空から無数の鳥たちがエリノアを襲った。

　突然のことにエリノアは見事に転び、姉に見入っていたブラッドリーも一瞬何が起こったのか理解できず目を瞠る。






「姉さん!?」

「な、ひぃいいい!!　な、な、なんな……ぎゃぁあああ!?」






　飛来した鳥たちは、転がったエリノアの身体に群がって。

　その、どこか怯えたような様子にコーネリアグレースが緊張を解き、呆れたような顔をする。






「あらあらあら……（面白い）メイナードったら、脅かしすぎよ。鳥たちがエリノア様を安全地帯だと思ってるわ」

「おやおや……面目な……もごもごもご（通常の最小音量に戻った）」

「ぎゃーっ！　なんなのよぉおおお!!　あぁああっ！　ダメ！　羽毛で鼻炎……ブラッドは来ちゃダメよぉおおぅおおおお!?」






　ひぃいいい……と、叫びながらも、弟に近づくなと言うエリノア。






「!?　!?　ヴォ、ヴォルフガング！」






　ブラッドリーの命に、ヴォルフガングがわふーんっ！　と、鳥たちに突進して行った。白犬に追い立てられた鳥たちが慌てて寝床である木々へ戻って行くと、その下の地面に、大の字になって「う、羽毛……」……などと言いながら目を回しているエリノアの姿が。






「ね、姉さん……！　ね……」

「陛下」






　姉に駆けよろうとしたブラッドリーは、低い声に呼び止められて足を止める。

　険しい顔で振り返ると、老将が重そうな瞼を開き静かな面持ちで彼を見ていた。






「我らは陛下が望むならなんでもするでしょう。ですが……破壊したものは二度とは元に戻りません。それは、魔王の力を持ってしても……」

「……」

「現状……陛下の中には、人の幼い精神と圧倒的な魔力が共存しておられる。〝今〟を大事と思うのならば……幼いままにその力、振るうてはなりませんぞ……」






　メイナードの言葉はどこか厳しい。

　老将たちに試され、そして諭されているのだと気づいたブラッドリーは黙りこむ。






　──思い出していた。

　絶対上級侍女になるんだと、夜遅くまで励んでいた姉の姿を。

　何度も試験に落ちた末、やっと受かったと言っては、ぴょんぴょん子供のように飛び上がり、泣いて歓喜していた姉を。その顔は喜びに輝いていて。それが、とても愛おしくて。

　それこそが──先ほどヴォルフガングに問われた〝理由〟なのだと、ブラッドリーは痛感した。

　己が前世までのように、憎しみのままに破壊を繰り返せば、きっと壊してしまう〝今〟。






「……」






　冷たい色の瞳が凪ぐ。






「そうだね……破壊は簡単で……でも……積み上げるのはそうはいかない……姉さんがした努力も、僕たち姉弟の関係も……」






　言いながら、ブラッドリーの緑色の瞳がそこでコーネリアグレースに介抱されている姉を見る。






　──それを、己の憎しみで、壊すわけにはいかないと、強く思った。

















20　エリノアの順応力












「あの、グレンさん……」






　木製の椅子の上に正座したエリノアが神妙な顔でそう言うと、黒猫がはぁー？　と小憎らしい顔をする。






「なんですか姉上、正座なんかして。あは、さてはこの私に何かおっしゃりたいことでも？　ん？　なんですか？」

「……」






　黒猫の顔は、明らかに、すでにエリノアの言いたいことは分かっているというふうである。テーブルの端に立ち、エリノアの沈んだ頬にゴスゴスとまるい頭を頭突かせる。面倒臭い。本日もグレンは面倒臭さ全開である。






　──だがしかし、エリノアは。今日はその面倒臭いやりとりに逆らわなかった。

　もちろん、腹の中では大いに思うところがあるわけで。その苛立ちを抑えるのに苦心しているのか疲れたような感は否めない。






「そ・れ・で？」






　あはっ、と弾んだ声が憎たらしい。が、エリノアは踏ん張った。

　エリノアは、今日王宮であったこと──主にブレアとのダンスの件を──この自分を監視していたはずの黒猫には、口止めしておかなければならないと思っていた。

　別にエリノアは悪いことをしたわけではない。だが……このにまにました魔物たちが現れたあの時、ブレアのことをわずかに漏らしただけで怒りを見せた弟には、とてもそれを聞かせる勇気がないのである。






「……今日のこと……、ブラッドに言わないでくださいませんか……」

「えぇ？　今日のこととは!?」






　わざとらしい黒猫のわざとらしいとぼけ顔は、満面の笑みに包まれている。






「……お、王宮で……」

「王宮？　なんだったかなぁ……私、こう見えて結構長生きなんで……ああ、そうか！　誰だかと姉上が楽しそーうにいちゃいちゃ踊り狂っていた件？　うふふふ」

「踊りくるっ……うってほど情熱的に踊った覚えも、いちゃいちゃした覚えもないんだけど……」






　エリノアは恥ずかしいのか、身体が徐々に斜めになっていく。

　グレンはそれを見逃さない。






「あれ？　どうしたんですか姉上？　今にも崩れ落ちそうな格好で。もうすぐ陛下がご飯を持って来られるっていうのに呑気に転がっている場合ですか!?　それまでに私にしっかり口止めしなくて良いんですか？　私、自慢じゃないですけど物凄く口が軽いですよ!?」

「ぐ、……お願いだから黙っておいて……」






　エリノアはげっそりしながら声を絞り出した。

　この、「物凄く口が軽い」と、豪語する黒猫に物を頼むのはとても不本意ではあったが……『姉上がブレア王子とにやけて踊り狂っておりました！』……とでもブラッドリーに報告されようものなら……とりあえず、大変なことになりそうだということだけは確信できる。このニヤニヤした黒猫は、とかくことを大げさに、変に色めいて脚色するのが大好きである。

　今日城門前まで迎えに来てくれた弟は、なんだかとても元気が無かった。そんな彼に、ここで更に火に油を注ぐような真似はしたくない。

　エリノアは、耐えた。






「……お願いよ……明日魚でもなんでも買ってきてあげるから！　何匹でも……いいのよ!?」






　五匹くらいでいいかしら!?　と、必死なエリノアに、グレンはしらっとした表情を作る。






「……あのね。姉上。私、本当は猫じゃないんですよ？　お忘れですか？　これは仮の姿です」

「じゃ、じゃあなんならいいのよ！」






　もうこの家、新しいブラッドの配下に押しかけて来られても狭くて入らないのよ！　……と、エリノアがテーブルに突っ伏して呻くと……その後頭部にグレンが冷たい視線を注ぐ。






「もー姉上ったら仕方がないなぁ……」






　意外にも、面白くなさそうな反応が返ってくることが不思議で、エリノアが涙目になった視線を上げると……。

　黒猫は目を細め、むっつりした顔でエリノアを見ていた。






「……ダメですよ姉上、もうちょっとガードを固くしてください！　そんな調子だとすぐ悪い男にでも付けこまれますよ!?　……はー魔王の姉としてもうちょっとしっかりできないのかこの人は……」

「……それあんたが言う……？」






　エリノアは至極真っ当に突っこんだがそれは無視された。






「私からネタを一つ奪おうっていうのだったら、それなりのことをしてもらわないと……魚なんて。旨味がなさ過ぎる」

「……あんたどこの芸人なの……？」

「（無視）陛下に関わることでのお願いごとだとぉ、そうだなぁ対価は、死後に魂貰うとか、恥ずかしがり屋のヴォルフガングに添い寝してブチ切れられるとか、もしくは母上の大切な金の金棒に落書きして激怒られるとか……」

「……あんたね……」






　魂とやや下らない要求を同列に扱う黒猫に、思わずエリノアが眉間にしわをよせる。が──……。

　グレンは唐突に、ニコーと口の両端を持ち上げた。






「……と、まあ、色々愉快げな対価を色々考えてみたんですけど……ま、いいやっ」

「え……？」






　戸惑うエリノアの前で、グレンはむふーと満足そうに鼻を鳴らす。






「姉上にはさっき、ものすごく面白いものを見せてもらったし……まあ、今回はあれがお代ってことにしときますよ」

「……面白いもの……？」






　全く思い当たることのないエリノアは余計に戸惑ったが、その隙に、グレンはエリノアの膝の上にぴょんと飛び降りた。






「？」

「お分かりにならなくて結構。うふふ、いつか姉上を手懐けてぇ下克上とか面白いかもしれないなぁ～」

「…………それ、聞こえるように言ってます？」






　エリノアの膝の上でびよーんと手足を伸ばす黒猫のはばからない悪巧み（？）に、エリノアが微妙そうな真顔で突っこんでいる。






「……まあ、でも現状ではさすがの私も陛下にその件をお伝えする勇気はありませんねぇ」

「え？」

「陛下はちょっと今不安定ですから。おかしなことを言うと、私、母にしばかれると思います」






　それだけは避けたいのだと首を振る黒猫に、エリノアが不安そうな顔をした。






「不安定なの？　ブラッドが？」

「……愛情っていうものは本当に厄介ですよ。些細なことで気持ちを揺るがされるし、それなのに、捨てたくても強く心を縛るからそうも行かない……はっきり言って、姉上は我々にとってはかなり厄介で面倒な存在です」

「……そんなこと言われても……」






　カラカラ笑いながら、面倒な女ーと、指さされたエリノアは、むっとした顔で押し黙る。

　エリノアとしては以前と同じように弟を守っているだけのつもりなのだ。確かに予測不能だった出来事が発生して、それを上手くできているかと言われればそうではないかもしれないが、その〝予測不能な出来事〟にばっちり含まれている奴に文句を言われる筋合いは無いと思った。






　そんなエリノアの膝の上で、グレンは呑気にコテンコテンと小さな身体をくねらせている。






「でも私、面倒な女嫌いじゃないですよ？　だってからかうと面白いから」

「……」






　えへっと笑う黒猫に膝を毛だらけにされながら、もう付き合ってられないと思うエリノアだった……。

　そうしてエリノアがグレンと話していると、しばらくして居間の扉が開きブラッドリーが現れた。






「姉さんお待た……なんでグレンが膝に……」






　エリノアの膝の上で黒猫がけらけら笑いながらコロンコロンと身体を左右に転がしているのを見て、ブラッドリーはムッと眉間に皺をよせる。

　その手にはスープ皿の乗った四角い盆が。

　ブラッドリーに睨まれると、グレンは「だってぇ」とふてぶてしい。






「姉上がぁ、私の腹毛を撫でたいって無理矢理抱き上げるんですぅ」

「ぁ[image: 〓]？」






　グレンの猫撫で声にエリノアがガラの悪い顔をする。






「私のお腹はふわふわですからねぇ、肉球も感触が良いとか言ってしつこいんですよぉ、あは、姉上ったら」

「……」






　エリノアは物凄くイラっとした。イラっとしたが、お願いごとをした手前、それを否定できずにいると……。

　戸口に立ったままだったブラッドリーが二人に近づいてきて、ムッとした顔でグレンの後ろ首をつかみ上げる。






「あまり姉さんにくっつくなグレン……姉さん騙されちゃダメじゃない……こいつ、こう見えて姉さんより百倍は年上の魔物男なんだからね……!?」

「あ、ああ……そ、そうなの……？」

「もー心配しなくても、私は陛下一筋ですってばぁ～」






　どす暗い顔で嗜める弟と、うざくて調子のいい黒猫魔物。……にエリノアは。






「……」






　なんだかもう、日中の件も含めて物凄く疲れて……。

　疲れて疲れて、疲れすぎて。それが唐突に、どこかへ突き抜けていってしまった……。

　するとどうしてだか。回り回ってこんな風にグレンにからかわれることすらも、うっかり自分の平穏な日常の一コマのような気がしてきてしまい……






「はぁ……」






　エリノアは、ブラッドリーが運んで来てくれたスープを疲れ果てた様子で啜りながら、やれやれとつぶやく。






「…………やっぱり没落娘は世間様に揉まれた分、根性が違うのかしらね……」






　自分の適応能力の高さにある意味呆れるエリノアだった。

















21　グレンの甘噛みと、ある熟年侍女の使命感












『あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる』










　──そんなこと、と、エリノアは思った。






　先日、騎士オリバーに言われた言葉だ。

　そんなことは……言われなくたって分かっている。

　自分は平民で、あの方は王族だ。この王宮の高い高い場所にいる人なのだ。






「……ですけどねぇ……」と、エリノアはムッとしたような口を開いた。






「高い御身分の方達を支えているのは私たちじゃないですか!?　力がないとは!?　くそー……熊め……繕い物もご自分でできないくせに……裁縫力では私のほうが断然上に決まってるのに！」

「……ちょっとエリノア……落ち着きなさいよ……」






　指に針が刺さるわよ、とエリノアの向かい側の席で、同じく繕い物をしている先輩侍女が呆れたように言う。自分の母親のような歳の彼女に窘められて、エリノアは少し冷静さを取り戻した。






「すみません……奴の隊服を繕っているとなんだかムカムカしてきて……ああ、悔しいっ」






　歯噛みしながら、騎士オリバーの隊服をぶすぶす針で刺している娘に、先輩侍女はやれやれとため息をついた。






「何を言われたか知らないけど……あなたって仕事を押し付けられる天才なの？　どうしてこんなに隊服を預かったのよ……担当部署にちゃんと回せって言ってやったらいいじゃないの。稽古着ならまだしも……」






　手伝ってくれながら先輩は、エリノアの背後に置かれたカゴいっぱいの隊服を見る。

　オリバーがどこかで言いふらしているのか、はたまた徒党を組んだ嫌がらせなのか。あれ以来、今度は騎士や兵士たちが隊服や、明らかに私服だろこれ!?　……と言いたくなるような服までをも、エリノアに押し付けてくるようになってしまった。

　先輩侍女の言葉を聞いて、エリノアが、うっ、と両手で顔を覆う。






「……こないだ……、……下着まで混じっていて……」

「……突き返しなさいよ馬鹿ね……それで、それも繕ってあげたの？」






　呆れ全開で「お人好しね～」と言う先輩にエリノアは呻く。






「いっつもそうしようと構えてるんですよ!?　なのに……犬ころみたいな顔してわーっと、突進してこられると……どうしてだかいつの間にか腕の中に繕い物が山になってるんです……」

「……きっとあれね、あなた弟の面倒見すぎで男の人の頼みを断るのが苦手なのね。面倒見なきゃってどこかで思ってるんじゃない？　あっちでも、もうそういうふうに無邪気に頼めば引き受けてくれるって分かってるんじゃないかしら……典型的にダメ男に引っかかるタイプね」






　きっぱり真顔で言われたエリノアは消沈する。

　そのうなだれた後頭部に先輩がやれやれと続ける。






「気をつけなさい。最近、王宮内で騎士オリバーにあんたが狙われてるんじゃないかって噂が立ってるわよ」

「……は？」






　その言葉に、エリノアが眉間にガラの悪い皺をよせた。






「……なんという的外れな……」






　すると先輩はニヤリと笑う。






「分からないわよ……案外愛情の裏返しかもしれないじゃない。あんたが貰ったあの飴結構値が張るんだから。お貴族様御用達よ」

「いやいやいや……頂いた飴の数よりも、押し付けられた繕い物のほうが圧倒的に多すぎます。汗くさい隊服を徒党を組んで押し付けるって……どんな愛情表現ですか……」

「あら、構って欲しいんじゃない？　男の人のアプローチって、案外子供の頃と変わらなかったりするのよ。うちの息子も昔からしょっちゅう近所の好きな子に構って欲しくてカエルとか毛虫を持って行っていたわ。アホよね」






　それで好かれるはずないじゃないのよねぇ～、でも面白いからずっと見守ってたわ～と、ころころ笑う先輩侍女の様子に、「先輩……」と、エリノアの瞳が半眼になる。先輩侍女は明らかに、エリノアの話を楽しんでいる。






「いいじゃない。オリバー様は来るもの拒まずだからちょっと苦労するかもしれないけど、決まった人はおられないみたいだし。ご実家もそこそこ家柄が良いから狙い目よぉ。身長も高くて鍛えていらっしゃるから、割と若い子たちの中では人気があるのよ。熊みたいで可愛いって」

「……確かに熊だと思って見れば可愛げもあるような気もいたします（？）が……っ!?　い、ったぁっ!?」






　楽しそうな先輩侍女に、エリノアが半分投げやりに頷いた時──足首に痛みを感じて。エリノアは一瞬椅子から飛び上がる。






「な、何!?」






　慌てて作業台の下を覗きこむと──そこから、さっと黒い影が走り去っていくところだった。

　──どうやら──……グレンに足をガブリと噛まれたらしい。

　痛みとしては甘噛み程度だが、履いていた黒のストッキングには、小さな噛み跡がポツポツと残されている。






「あ、あの子ったら……」






　なんなのよとエリノア。






「どうかしたの？」

「あ、いえ……なんか一瞬チクっとして……は、蜂か何かかなぁ～……あ、あはは……」






　エリノアは誤魔化そうと手を振りながら、噛まれた足首をもう片方の手で押さえた。……また何かの悪戯だろうか。いったいなんなのよと、疑問に思ったが──……。






　その時。二人の背後の戸口に、すっと人影が現れた。






「……どうした」

「──え？」






　床の上で足を押さえたままのエリノアが振り返ろうとすると、先輩侍女の「あら」と言う短い声が聞こえた。

　と、次の瞬間──エリノアが振り返るよりも早く、彼女の身体がふわりと浮いて。






「へ」






　きょとんとするエリノアの視界に、金色の髪がさらりと揺れ──。






「ひっ」






　抱え上げられて驚いたエリノアが、思わず手を足首から離すと……そこに残る跡を見た男が、呆れたようにエリノアへ視線を移す。

　男はエリノアを椅子の上に戻すと、若干いつもより深めに眉を顰めた。






「……蜂だと？　これはどう見ても獣の歯型ではないか」

「う、も、申し訳ありません……ブレア様……」

「大してひどくはないようだが……」






　真顔で呆れられたエリノアは、カッと赤くなった。

　ブレアはそんなエリノアを無言で見ていたが、不意に、視線を外し先輩侍女のほうを見る。






「おい、薬箱はあるな？　傷跡を見る。……脱がせろ」

「……[image: 〓]!?」






　途端、傍で見ていた先輩侍女の目がピカピカっと光った。






「はぁ～い、只今～♪」

「せ、先輩!?」






　先輩侍女の黄色い声にエリノアがギョッとしている。

　しかし、ブレアに問答無用と言わんばかりに見据えられ……エリノアは思わず椅子の上で仰け反って、己のメイド服を押さえる。が……すぐさま、「馬鹿者、足だ！」と、怒られる。






　──そうしてエリノアは。

　生真面目な顔をしたまま仁王立つブレアの目の前で……

　何故か物凄く楽しそうな顔で己のストッキングを剥いで行く先輩侍女にうろたえながらも……。

　グレンの甘噛みが、どうやら『ブレア王子が来たよ～♡　にゃは～』……という、実に分かりにくい警告であったのだということに気がついた……。

　そして心底思う。






（…………く、口で……言ってよぉ!!）






　……まあ、グレンは人前では喋ることができないのだが。














　──その先輩侍女はブレアとはもう長い付き合いだった。

　年齢はブレアの母親である王妃よりも上で、どちらかというと、親目線でブレアのことを見ている。

　だから、若い侍女達とは違ってブレアを恐れて騒ぐことはないし、時には親しいがゆえに不躾なことも口にする。

　と、いうことで本日は、彼女はこう言った。






「あら、お珍しいことブレア様。随分甲斐甲斐しくなさるんですねぇ」

「？　甲斐甲斐しい？　何がだ？」






　怪訝そうに返してくるブレアに、先輩侍女は（あら、無自覚だわ、）と肩をすくめる。

　これまでこの第二王子が、若い侍女相手にわざわざここまで接近してきて、且つ、自ら傷の手当てをするなんてところは見たことがなかった。先輩侍女は、その、いかにも抵抗なく娘に触れる王子の姿には、顔には出さなかったがとても驚いていた。






　彼女がしげしげと見守る前で、ブレアは座らせたエリノアの足にテキパキと手当てを施していく。あまり傷が大したものではなかったせいか、王子の横顔がどこかホッとしているように見えて、先輩侍女は首を傾げた。

　そこには……普段、ブレアと若い娘達との境にあるような、見えない壁というものが感じられず……






（……ふむ……？）










　──因みに。

　その時のエリノアはというと……

　生足にされた足首を、自分の傍に跪いたブレアにつかまれていて……どうやら恥ずかしさのあまり気が遠のいているようだった。顔は青いのか赤いのか分からぬ色でげっそりと天井を向き……打ち震えた身体は椅子の背もたれにぐったりとよりかかっている。

　ブレアは何故、娘がそんな様子になっているのかが分かっていないらしく……怪訝そうに首を捻り、エリノアの脈をとってみたり、額に手を当ててみたりしている。（そしてそれでも分からんという顔をしている）






　それを見た先輩侍女は思った。






（…………そりゃ、ブレア様が女の扱いになんか慣れているはずがないわよねぇ……）






　さすがにいきなり異性にストッキング脱げと言われたり、間近で足首つかまれたりすれば、若い娘には大きな抵抗があるに違いない。しかも相手は主であり、王子である。……エリノア、気の毒だなぁと先輩侍女も思った、が……。






　この際だわ、と、親目線の熟年侍女は思った。

　相手は侍女であるとはいえ、ブレアも少しは若い娘に慣れるべきである。……最近、王妃の侍女を務める友が、王妃が『ブレアにはどうして、ああも女の影がないのか』と、とても案じていたと言っていた。

　ここは……私が一肌脱がねば、と先輩侍女は密かに使命感を抱いた。






「…………」






　そしてエリノアの先輩侍女は。

　中年女性らしいたおやかな微笑みを浮かべ……エリノアから剥ぎ取ったストッキングを手に、二人に気付かれぬよう、そそそ……と、沈黙のままその作業部屋から退散して行く……。

　そして心の中でエールを送った。






（……エリノア……頑張んなさい……頑張るのよ！）






　──その顔は、とてもとてもたおやかに──にやにやしていた。

















22　ブレアは反省した（真顔で）












「……失敗した……」






　戸のない作業部屋の入り口から、こっそり中を窺いながらグレンはつぶやいた。

　その視線の向こうではブレアに足首を手当てされているエリノアが、椅子の上で天井を仰ぎ、泡を吹きそうになっている。

　ブレアが接近してきても、気がつきもせずにベラベラ喋り倒しているエリノアに注意を促したつもりだったのだが……そのせいで余計に変なことになってしまった。

　面白くなさそうに部屋の中を眺めながら、グレンはちろりと舌を出す。






「………………姉上の足、舐めるくらいにしとけばよかったかな……？」






　いや、それはそれで……と、突っこんでくれる優しい突っこみ役は不在である……。










　　　　　＊　＊　＊










　飛んでる意識のどこかで、エリノアは、おうじって、なんだっけ……？　と、ぼんやり思った……。






　おうじって、王子様って……。

　こんな、下っ端の足を手当てしてくれたりするものだったかな……!?

　と、思って。エリノアはすぐにそんな馬鹿な、と己に向かって突っこんだ。ちなみに、その顔はひどく赤い。

　それもそのはずで……。

　今、エリノアの目の前──やや視線より斜め下では。

　王子たちの中で一番厳めしい顔と評されるブレアが……椅子に座ったエリノアの足首を持ち上げて。そこに浮かび上がった赤い小さな歯形を冷静な顔で眺めている。ついでに言うならば、既にそこは彼によって消毒されている。

　……今、王子は、どうやらそれが何の動物の歯形なのかを見分しているところらしかった……。






　エリノアは、苦悩した。

　ロングタイプのメイド服は、足首を持ち上げられると裾が必然的にめくれ上がって来る。が、ブレアは肌の上に残る痕ばかりを見ていて、そんなことには気がついていない。

　明らかに、その目に他意はない。

　それどころか、真面目に自分の足の心配をしてくれているらしい男の表情を見ると……そんなこと──ブレア様、太もも見えそうだから足を放してくださいませんか、などと……わざわざ申告するほうがなんだか非常に恥ずかしいことのような気がしたのだ。






（……むしろ、ブレア様は〝太ももあらわ〟の可能性について気がついていらっしゃらないのかもしれないし……いや、そもそも手当てしてくださる方を相手に私が意識しすぎ……？）






　エリノアは項垂れる。






「…………ぅ、ぅう……」






　エリノアは、ひとまず耐えた。

　ひたすら耐えることにした。










　　　　　＊　＊　＊










「ん……？」






　ブレアは、ふと、エリノアの側に膝をついたまま背後を振り返った。

　気がつくと、同じ室内にいたはずの年配侍女の姿が消えている。

　いったいどこへ、と、周囲を見回そうとするが──その前に、間近で呻き声が聞こえてブレアはその呻き声の主へと視線を戻す。

　そこでは、椅子の背もたれに身を預けた娘が、ぐったり（げっそり）した赤い顔でぶるぶると震えている。

　今にも魂が抜けそうな顔つきである。






「……おい、大丈夫か？」






　額に手をあててみると「ぅひっ」と、娘が息を吞んで飛び上がった。触れた場所はいやに体温が高い。






「熱があるな……体調を崩したのか……？」






　ブレアは冷静な顔でエリノアの顔を覗きこんでいる。ただし、その眉間は少々怪訝そうでもある。

　先ほど、ブレアがこの娘を見た時は、彼女は普通に同僚と会話をしていたように見えたのだが。

　娘の足首に残る獣の噛み痕も大したものではなかったし、出血もない。






「？」






　ブレアは首を傾けた。まさかそれが自分のせいだなんて思いもしなかった。






　──それはブレアが、王太子の執務室から己の居所に戻ってきた時のことだった。

　その日の午前、王太子の執務室には、ブレアをはじめとした王太子派の重鎮や高官などが集められていた。

　話し合われたのは、最近の第三王子派の動向だ。

　不穏な動きを見せているという弟王子の話は、子細を聞けば聞くだけ頭が痛くなるようなものばかりで……。

　その上、気難しい重鎮相手の議論は、なかなかまとまらず。

　やっとのことで己の居所に戻って来た頃には、ブレアは自分がいつになくとても疲弊していることを感じたのだった。

　実は人一倍一族のことを気にしているブレアは、家族間の不和にとても頭を悩ませている。

　半分とはいえ、同じ血を分けた兄弟が、どうしてこうも分かりあえないのか。それを思うといつでも深い深いため息が零れ落ちた。

　ブレアはもういっそ、この後の予定を全て放り出して、今すぐ鍛練場にでも転がりこみたいと思った。

　無心に剣でも振るえば少しは気も晴れるのではないか。






　──そんなふうに思っていた時だった。

　居所の奥へ向かう途中、ブレアの耳に誰かの話し声が届いた。聞き覚えのある声だった。

　──気がつくと、ブレアの足は、その声のもとへ引きよせられるように向きを変えていた。






　その話し声は、居所の入り口から少し進んだ場所にある使用人用の作業部屋から洩れ出てきているものだった。

　活きがよく上下する声に、そっと室内を覗くと、中の作業台の椅子に二人の侍女が座っている。

　二人はブレアには気がつかずに、会話を楽しみながら（？）何やら熱心に作業をこなしている。

　その片方、活きよく怒ったり消沈したりしている声の主を見て──ブレアの口元がわずかに緩む。

　感情豊かに娘が言いたいことを言いたいように口にしているさまを見ると、何故だか不思議と小気味良い。重苦しい気分に強張っていたブレアの肩から、ふっと力が抜けて。すると自然に安堵のため息が落ちていた。






　……と、そこでふと、己の口元が緩んでいるのに気がついて。ブレアは我に返った。






（……私は…………何をやっているんだ……？）






　ブレアは珍しく、自分で自分に突っこんだ。

　はたから見れば、自分の有様はまるきり立ち聞きである。王族としての品位にも欠ける気がして。そう思うと、急にきまりが悪くなった。






『…………』






　ブレアはその場から立ち去ろうと身を翻して──。

　しかしその時、背後で年配の侍女が愉快そうに言った。






『──いいじゃない。オリバー様は来るもの拒まずだからちょっと苦労するかもしれないけど、決まった人はいないみたいだし、ご実家もそこそこ家柄が良いから狙い目よぉ。身長も高くて鍛えていらっしゃるから、割と若い子たちの中では人気があるのよ。熊みたいで可愛いって』






　すると、一瞬間があって、それから答える声がする。






『確かに熊だと思って見れば可愛げもあるような気も──……』






　配下に対する娘の肯定的な言葉を聞いた瞬間、思わずブレアの足が止まる。






（…………〝可愛げ〟……？）






　巨体の騎士を思い浮かべると、「どこがだ？」と突っこみたい気持ちもあった。が、それよりも……。






『……』






　胸には何故だかもやっとしたものが広がった。

　そうしてつい後ろを振り返る。と……。






　その瞬間、突然、黒髪の娘が椅子から飛び上がり──……そして。






　今に至る。














「……」






　急に様子のおかしくなった娘を見ながらブレアは、どうしたものかと黙りこむ。






　げっそりしている娘──エリノアとしては……ブレアに、あろうことか素足に触れられ（ついでに言うとストッキングも剝がれ）たばかりか、王族たる彼に、床に膝をつかせ手当てまでさせた──という大いなる衝撃を受けているわけだが……。






　それはもちろんブレアには伝わっていない。（エリノアは、このお人は、なんでも分かっているような精悍なお顔をなさっているわりに、こっち方面、つまり女心的なことはからきしなんだな……と薄っすら思う）

　ブレアが感じていることはといえば、とりあえず意味が分からないが、これ以上娘の状態が悪化する前に、医者にでも見せなければ、というごく単純な心配で。

　そこでブレアは、エリノアをどこか仮眠室にでも移動させようと、ぐったりげっそりしている身体を抱きかかえようとした。






　──と……。

　ふと、ブレアの目が、娘が（藁にもすがる的に）手に握りしめたままの、あるものに止まる。

　椅子の上でげっそり脱力しているはずの娘は、ぶるぶる震えながらも、繕いかけらしいそれを力いっぱい握りしめている。

　それは──どう見ても、騎士用の上着で……。






　それを見たブレアは、それが誰の仕業なのかを悟って眉間に皺を作る。






（また押し付けられたのか……）






　どうしてなのかは分からないが……何度言い聞かせても、オリバーたちは、エリノア・トワインにちょっかいを出す。

　オリバーはそれがブレアの為だと言って譲らない。

　長い付き合いのあの男たちをブレアはとても信頼しているし、命じられることをするばかりではなく、時には己にも臆せず意見を言うような者のほうが、配下としては好ましいと彼も思ってはいるのだが……。

　こうもしつこいと何かあるのかと勘ぐりたくもなるというものだ。






「……」






　ブレアは無言のまま、娘を横抱きに抱え上げた。その件も気になるが、ひとまずは怪我人（？）が先だ。

　しかし立ち上がると、腕の中で赤い顔の娘が一層ガタガタしはじめる。呻き声もひどくなった。






「……」






　それを恐怖だと受け取ったブレアは部屋を出ながら、静かに問うた。






「……私が……恐ろしいか？」






　身近な者たちを除けば、多くの者たちが彼を恐れている。その多くがいわれのないことで、真実でない悪評を彼は気にしない。

　だが、過剰に怯える者を前にすると、まるで自分が悪魔にでもなったかのようで、いい気がしないことも確かだった。






　ブレアはため息をこぼす。

　がっかりしたのは事実だ。それが先日、己との踊りの稽古にも果敢に付き合ってくれた娘であるだけに──。






（……そうか……）






　ブレアはこの時、己の心の中に、この娘には怯えられたくないという特別な感情があることに気がついた。






　……しかし、腕には未だ、娘の小刻みな震えが伝わってくる。

　ブレアは、再び零れ落ちそうになるため息を吞みこんだ。






「…………まあ、医師のところまでは我慢せ──」






　よ、と、ブレアが言いかけた時だった。






　高い声がした。






「それは違います！」

「？」






　見れば、腕の中の娘が瞳を目一杯開いて自分を見上げていた。……まだ赤い顔でぶるぶるしているが。娘の瞳は力強かった。






「どうした？」






　大丈夫か、と眉を顰めた瞬間、娘がキッとブレアを見上げ、彼は思わず押し黙る。

　すると、娘はもう一度、「違うんですよ!?」と、怒っているような顔で言った。






「わたくしめがガタガタしておりますのは……殿下が怖いとかじゃ……これがあまりに過分なお慈悲だからです！　恐ろしすぎるのは……この、くっ付きすぎの殿下と、わたくしめの破裂しそうなむ、胸……あ……恥ずかしくてそれ以上は言えません！」






　娘はそう言ったきり、「ぁぁあ……」と、赤い顔ですっぱいものでも食べ、耐えるような顔をして頭を抱えている。






「…………」






　その様を見て、ブレアは立ち止まり、しばしの間、きょとんとした顔で娘のことを見ていた。

　そして幾らかの間の後、再び彼の足が前に進みはじめる。






　──どうやらそれが……娘なりのブレアに対するフォローなのだと気がついた。






「……なるほど……」






　そうしてやっと女心に鈍すぎるブレアにも、それが──エリノアの言葉や態度たちがどういう意味なのかが少しだけ分かったような気がした。

　つまりは、娘の様子がおかしかったのは、具合が悪いわけではなく、恐縮と照れだったということだ。






「…………」






　……しかし、理解したはずのブレアは──それに気がつかなかったふりをして廊下を歩き続けた。

　体調が悪いわけでもない娘を抱き続ける必要はない。だが。






　──なんとなく、






　すぐに娘を下におろすのが、惜しいような気がして。






「…………」






　ブレアはそ知らぬふり（真顔）をして。未だぶるぶるがたがたしている赤面娘を抱きかかえたまま、己の居所内を歩き回った。──なんだかとても、温かな気持ちだった。














　……その腕の中で、いつまで経っても王子に下ろしてもらえない娘は、次第に意味が分からなくなった。居所内を王子が練り歩くものだから……居合わせた者たちにそれを目撃されると、恥ずかしさも頂点に達し……。

　混乱したエリノアは……終いには本気で目を回したという。

　……それを見て自分のやりすぎを覚さとったブレアは、とてもとても反省した……。

















22．５　オリバー、侍女たちに連れ去られる












　居所内の廊下をブレアがほのぼの、ほのぼの（※ブレア体感。表向きはやはり無表情。かろうじて、目元がやや柔らかい）と、死にかけのような顔をしているエリノアを抱いて歩いていると──。






　ふと、彼は、居所内の雰囲気がおかしいことに気がついた。






　──本当は……一番様子がおかしいのは彼自身なのだが……。

　ひとまずそれに気がつかないブレアは、違和感に立ち止まる。

　自分がこうして侍女を抱えて歩いていれば、誰かが慌て駆けよってきても良さそうなものだが……周囲は不思議なほどに静まり返っている。

　それもあって、ブレアはついぐるぐると居所内を周回してしまったのだが……（廊下を経て、中庭周りの回廊を通り、そしてまた中庭を一周し、また回廊へ戻り──というループを三回ほど繰り返してやっとそのことに気が付く）






　よくよく見ると、周囲にまったく誰もいないというわけでもない。

　居所内にいる侍女たちは、それぞれの仕事をこなしながら──じっと息を潜め、時折、横目でさりげなく、観察するような視線でブレアたちを見ているようだった。

　ブレアがそれぞれの目線に目を合わせようとすると、それはことごとく、さっと逸らされる。






「……？」






　ブレアはエリノアを抱えたまま怪訝そうに眉を動かした。

　──もちろん彼は、先ほど作業部屋から消えたエリノアの先輩侍女が、既に同僚たちに手回しし二人の様子を見守るように指示していることなどは──……知る由もない。






「……」






　侍女たちの不審な挙動の意味が分からず、ブレアは、今度は背後を振り返ってみた。

　すると。全ての廊下の角から、サッと何かが引っこんで行く。






「……何故隠れる…………ん？」






　不審さが一層高まった時……。






　──そんな長い廊下の角の一つに──唯一残ったものが、彼の目に止まる。

　それは──何故か、顔半分でじっとりとした目をブレアに向けている……。






　猫。






「……？」






　黒猫は、しらっと、もの言いたげな視線でブレアを下から睨んで来る。

　ブレアが注視しても一向に逃げる様子もなく……猫は不愉快そうにブレアを見ていた。






「……何故私の居所に猫が……」






　もしや、とブレアの眉間に皺がよる。

　エリノア・トワインの足を噛んだ獣はあの猫だろうか。






「……不届きな……」






　むっとして見返すと、やっと猫がその場から立ち去った。……去り際に、まるで人間がするように、べっと舌を出されたような気がしたのは気のせいだろうか。ブレアは首を捻った。

　王宮にいるという事は誰かの飼い猫だろう。母である王妃も自分の居所で猫や鳥などを飼っている。そこから逃げ出したのなら後で誰かに捕まえさせなければならない。






「……まったく……」






　と、つぶやいた時。そこへ驚いたような声がかかる。






「ブレア様!?」






　……オリバーだった。

　居所の表からやって来たらしい騎士は、王子の腕の中にエリノアの姿があることに目をまるくしている。

　と、遠巻きにしていた侍女たちの中から盛大に幾つもの舌打ちが聞こえた。






「（……なんだ？）ブレア様、どうなさったのですか？　何故その者を……」

「……具合が悪いらしい」






　ブレアはもうとうに娘が具合が悪いのではないことは知っていたが、しれっとした顔でそう言った。






「具合が……？　確かに……見るからに顔色が悪いですが……だからと言って……」






　オリバーは赤い顔で何かに耐えるような表情をしている娘を見て、ならば、と両腕を差し出す。






「こちらに。私が運びましょう」

「……」






　と……オリバーがエリノアに手を伸ばした瞬間、ブレアが真顔のまま──すっと身を引いた。






「？　ブレア様……？」

「構わん。私が運ぶ。……お前は触れるな」






　どこかムッとしたようなブレアの表情に、オリバーが手を出したままポカンとしている。

　周囲からは控えめな黄色い悲鳴が幾つも沸き起こった。

　そしてブレアはそれだけを言うと、そのままエリノアを抱えてさっさと行ってしまう。（また周回しに行った）






　残されたオリバーはポカンとしたまま──……。

　──その背に、いつの間にか傍に来ていた侍女頭（報せを受けて駆けつけた）が、そ……と、手を添える。






「……ま、見守りましょうね、オリバー様」

「！　侍女頭殿!?　何故ここに……いや……っ、し、しか……し…………し？」






　オリバーが気がついた時には、彼の周囲には、ブレア付き侍女のほぼ全員が集まって来ていた。

　ある者はハタキを振り、もう片方の手のひらでそれをぺしぺしと受け。

　ある者はホウキをまるで槍のように持つ。

　……何故だか……皆、どこかそこはかとない戦闘態勢でオリバーを見据えている。全員、口元だけが笑っているところが……なんとも怖い。






「ご、ご婦人方……？」






　オリバーが引きつる。

　そんな戦闘──先頭に悠然と立ち。侍女頭は、唖然としている騎士ににじりよった。彼女が視線で合図を送ると、傍に控えていた背高めの年配侍女が彼の首根っこをがしりとつかむ。






「っ!?」

「さーて……オリバー坊ちゃんには私どもと一緒に来てもらいましょうかね～」

「ちょ、待ってくれブレア様が……」






　オリバーは慌てて侍女たちから逃げ出そうとするが……侍女頭がその前に、ざっと仁王立ちした。






「オリバー様……？　お分かりではないのですか？　ブレア様の周囲に若い娘がよってこないのは貴方がたのせいでもあるんですよ！」

「な、何……？」






　クラウス様たちの片棒を担ぐおつもりか!?　と、詰めよられたオリバーは目を白黒させる。






「貴方がた、武道と筋肉とブレア様にしか興味がなさそうな取り巻き騎士兵士どもが、ブレア様をいっっっつも取り囲んでるから、お若い女性が近よれず、そのぞろぞろ筋肉男引き連れた厳つい絵面に怖がられるばかりで、ブレア様の女性耐性が上がらないのでしょう!?　あんた達はなんですか？　超、過保護ですか!?」

「う……」






　侍女頭は言われて仰け反ったオリバーに、見て御覧なさいよ、と、ブレアが立ち去って行ったほうを指差す。






「ブレア様と来たら……上手いやり方も分からないから居所内をぐるぐる、ぐるぐる……耐性がなさすぎもいいとこです！」

「いや……だ、だがな……」






　オリバーが反論しようとすると、「お黙んなさい！」と、雷のような叱咤が飛ぶ。……熊はうっと手を引っこめた。






「…………」

「今回ばかりは、私共（ブレア付き侍女一派）に従ってもらいますからね……セレナ、他の騎士たちが邪魔しに来ないように居所前で見張って来てちょうだい」






　侍女頭がそう言うと……年かさのベテラン侍女が嬉々として居所の出入り口のほうへ駆けて行く。その背には……長いホウキがまるで大剣さながらに装備されている……。






「…………（怖……）」（※オリバー）






　侍女頭は声高に言う。






「さ、皆、今日はブレア様配下の騎士兵士どもは敵よ。王室の未来の為にも、居所に奴らを入れてはなりません！」






　侍女頭の言葉に、おー、と、異様な一致団結を見せる侍女たち。が、一斉にオリバーのほうを見た。






「!?　こ、今度はなんだよ……」

「さーて。ではオリバー様には何をやってもらいましょうかねぇ……できるだけ面倒～なことがいいわよねぇ～」

「は!?」






　再び侍女たちに詰めよってこられたオリバーがびくっとする。






「そうだわ、エリノアがやってた繕い物の続きをやって頂いたらどうでしょう。たまには針仕事がどれだけ大変か体験して頂いたらいいわ！」

「そうね、仕上がりが悪かったら何度でもやり直してもらいましょう。多分、オリバー様物凄く不器用そうだから時間も稼げるわ」

「お、俺がか!?」






　勘弁してくれと、侍女たちの人垣を抜け出そうとするオリバーに、侍女たちはニンマリした顔で立ち塞がった。その年齢を重ねた厚みのあるド迫力に、オリバーが、うっと足を止める。

　彼女たちはオリバーに凄んでみせる。






「オリバー様？　あんまりわたくし供を敵に回さないほうがよろしいかと存じますわよ？」

「………………」






　なんてったって、私達、〝ブレア様付き〟ですから、と年配侍女たち。

　同じブレア様支持派として仲良くしましょうねぇ～……と、侍女たちは。

　おほほ、おほほ、と、笑いながら巨体の騎士を巧みな誘導で連れ去って行く……。






　……もちろん。ブレアとエリノアとは反対方向へ。










　……こうして。

　推進派ばかりになった居所内で、ブレアはエリノアが目を回すまで居所内をうろうろすることになったのであった。

















23　エリノア早退させられる












「あれ……？」






　モンターク家の商店の前で掃除をしていたブラッドリーは、ふと、姉の気配を感じて手を止める。

　顔を上げて通りを見渡すと、遠い雑踏の中に、まだ王宮で働いているはずの姉の頭を見つけて。

　その足取りが、どこかトボトボと覚束ないことに、ブラッドリーの胸には不安が過ぎる。






「姉さん……？」

「あら、どうかなさいましたの、ブラッドリー様。そんな鬼みたいなお顔をなさって。店面でそんな顔なさっていたら営業妨害でモンターク家に訴えられますわ」

「姉さんが……帰って来た……」

「え？」

「……」






　近づいて来たコーネリアグレースにそう言い残し、ブラッドリーは姉に向かって駆け出した。……その後をさっと追いかけていく白い姿はもちろん、忠犬ヴォルフガングである……。

　店面に残されたコーネリアグレースは、二人の向かった先に目を凝らし、あらあらとつぶやいた。






「……さすが陛下。あんな人波の中の、豆粒みたいなエリノア様をよくお見つけになられたわねぇ……」














「姉さん！」

「……え？　あ……ブラッド……あ、れ？　もうこんなところまで戻って来てたんだ……」






　顔を上げたエリノアは、ブラッドリーの姿を認めると、ハッとしたように辺りを見回した。どうやら、ぼんやりしていて自分がどこを歩いているのかも分かっていなかったらしい。

　ブラッドリーは慌ててエリノアの横により添うと、その身を支えて姉の顔を覗きこんだ。






「大丈夫？　どうしたのそんなにぼんやりして……どこか悪いの？」

「ああ……うん……ちょっと……体調が悪いってわけじゃないんだけど……見兼ねた侍女頭様が早退しろっておっしゃるから……」

「見兼ねた？　見兼ねたって……何かあったの？」






　ブラッドリーが心配そうに問う。

　──こんな時、いつもの姉であればブラッドリーに心労をかけぬよう『大丈夫、大丈夫』と笑って手を振る。

　しかし……。






　この時のエリノアは、わけを知りたがる弟の言葉に一瞬押し黙り──………それから、唐突に呻きはじめた。両手で己の顔を覆った姉に、ブラッドリーが目をまるくする。






「……うぅ……」

「!?　ね、姉さん!?　どうしたの!?」






　ブラッドリーは慌ててエリノアの背をさする。が、ふと姉の顔が真っ赤なのに気がついた。






「……姉さん？」

「うん……ごめんブラッド……姉さんにもよく分かんない……あれは……いったいなんだったの……？　あ、思い出すと、また混乱して来た……頭はぐるぐるするし、心臓はドキドキし過ぎで……う、また……めまいが……」

「!!」






　エリノアの赤い顔が今度は青くなって。急によろめいた姉にブラッドリーが青ざめる。






　──が。

　足から崩れ落ちたエリノアの膝が、固い地面の上につきそうになった直前──白い巨大毛玉がサッとその身の下に潜りこむ。






「ぁ……気持ち、ぃ……」






　エリノアを支えた白い毛玉は……






「！　ヴォルフガング……」

「……」






　白い大きな犬の姿をした魔物は、どこか渋い顔でふん、と鼻を鳴らした。が、主がホッとしたようにその鼻先を撫でると……黒い瞳はどこか、てれっと垂れていく。






「良かった……ありがとうヴォルフガング……」






　ブラッドリーの感謝の言葉に忠犬は嬉しそうにむふーと鼻から息を出す。彼は人々の行き交う往来で喋ることはできないが、その目は凛々しく任せろと主人に訴えていた。

　──因みに。この日もリードによって洗われ、ブラッシングを受けたヴォルフガングは本日もいい具合にふんわりモッフリしている。心地よい毛並みに埋まったエリノアは、やや表情に安らぎを取り戻していた……。






　──と、背後から声がする。






「ブラッドリー様。ひとまずエリノア様はこのままヴォルフガングに家に連れて戻らせましょう。店の裏でウトウトしてるメイナードを叩き起こしてから、あたくしも家に戻りますから。あたくしがちゃぁんとエリノア様の介抱をいたします」






　ご安心なさいませ、と微笑むコーネリアグレース。






「でも……」

「だ、大丈夫よブラッド……」






　ヴォルフガングの背に身体を預けたエリノアは、心配そうな顔をしている弟にヨロヨロと手を伸ばす。






「私、ちょっと疲れただけだから……」

「姉さん……」






　姉の手を取りながら、それでもブラッドリーは不安そうである。






「本当よ。私は大丈夫。ブラッドはしっかりお仕事して来て……ね？」

「平気ですわ。見た所エリノア様は病の類ではありませんし。それに、ブラッドリー様が急に家に帰ったら、リード坊も心配します。陛下のお仕事時間ももうすぐ終わりでしょう？　それからお戻りください。ね？　あたくし誠心誠意フルコースで姉上を労わりますわ」






　仕事をきちんと終わらせてから戻ってこいと言い聞かせる二人に、ブラッドリーは……。






「……分かった」






　と、不承不承頷くのだった……。














「……グレン」






　姉を見送りながら、ブラッドリーは厳しい声で配下の名を呼んだ。

　するとどこからともなく黒い影が足音もなくやって来る。

　現れたグレンは主の肩の上に飛び乗ると、通りの他の人間に声が聞こえぬように、

「はぁい、えへ、お呼びですかぁ？」と小声で、にんまり猫目を細めて見せた。

　そんな配下に、ブラッドリーは遠くなる姉の背を見つめたまま、凍るような声で問う。






「……姉さんに……いったい何があったの……？」






　その静かな怒りを湛えた声音に、グレンは背筋にぞくぞくした冷たい悪寒を感じながら──ああ、これは誤魔化せないなぁ、と内心で笑った。

















24　魔王、我慢する












　──その時モンタークの店は、異様な繁盛ぶりを見せていた。






　店内は何故かやけに人相の悪い者たちで埋め尽くされている。

　ゴロツキ風の男。怪しい身なりの女、黒づくめの老女など……。

　それは明らかに、普通の雑貨や食品を扱うモンタークの商店には不似合いな客層で。

　彼らは商品を物色するふりをして、ちらりちらりと不審で熱量の高い視線を同じ場所に送っている。

　そんな視線を一身に集めているのは……。

　ガタイの良い、どう見てもカタギではなさそうないかつい男性客──の……その向こう。






　──いかつい男性客Ａは屈強な野太い腕を差し出して、ゴクリと喉を鳴らし〝彼〟の言葉を待っていた。

　と、〝彼〟が振り返る。






「え……このリンゴですか？　そうですね……ヴェルデブルグ産なので甘くて歯触りもシャキリとして美味しいですよ。パイなんかでしたら、こっちの小ぶりな品種がおすすめです」






　少年は、その年代特有のどこか中性的な顔でにこりと微笑んだ。──途端、自ら問いかけたはずの男性客が怯む。

　向けられた顔は一見穏やかだが……──笑っているはずなのに……どこか薄寒い悪寒を誘い、仄暗く、いかつい客の心臓を貫いた。

　前髪の隙間から覗く緑色の瞳は、強い陰の気配に満ちていて。それでいて、抗い難く引きずりこまれるような魅惑の力を輝かせている……。






　暗い双眸を直視した男は一瞬気が遠のきかけた……が。その瀬戸際に、少年店員──ブラッドリーの声に呼ばれ、意識を引き戻される。






「……お客さん……どうかされましたか？」

「え!?　い、いえ、別に……??」






　静かな瞳の少年に問われた男はうろたえながら首を振る。……彼も、自身がどうしてこんな滑稽なことになっているのかが全く理解できていなかった。

　彼は今、目の前の少年を恐れていた。

　華奢で素直そうな風貌の、どこにでもいそうな少年である。

　それなのに。男はどうしても少年の視界に映り、そしてその前に存在していたいと思ってしまう。存在して──ひれ伏したいとすら。






　男がどうしていいか分からずに、ぽかんと少年に見入っていると、少年が「……リンゴどうなさいますか？」と、冷たい顔で微笑んだ。……その瞬間に彼が感じた、ゾクゾクとした高揚感は言いようのないもので──……。






「は、はい……！　か、買います！　もちろんです！」






　ガタイの良い男性客Ａは、どこか乙女な反応でブンブン頭を縦に振り……気がつくと、ブラッドリーから山のようなリンゴを買っていたのだった……。














「……」

「陛下ぁ、めちゃ顔恐くなってますよぉ」






　その後、何度も同じ様な客の対応に追われたブラッドリー。

　ため息を零すと、その肩に、再びグレンが飛び乗って来た。

　黒猫がこっそり主人に耳打ちすると、ブラッドリーは冷酷な目でそれを見返した。






「……」

「怒りで高まった魔力の制御が上手くできてません。魔の気配に吸いよせられて、なんか変な連中が集まって来てるじゃないですか」

「……」






　指摘されたブラッドリーの瞳が険しくなる。

　だが──そうなのだ。ブラッドリーは今現在、とても怒っていた。

　原因は当然のように、エリノアとブレア王子の一件だった。

　その一部始終（ちょっとグレンの脚色付き）を聞いたブラッドリーは……。

　現在、営業スマイルを浮かべたまま、背後に暗黒を背負っている。

　そんな主人を見て、当然グレンはウキウキわくわくしているわけだ。しかし……。

　今回ブラッドリーは、その怒りを、以前と比べかなり我慢していると言っていい。






　姉が王子に抱きかかえられ、共に王宮を徘徊していた……と、聞いた時──正直その唐突な二人の急接近の意味が分からないと思った。

　理解できず……考えた末、王子が権力を笠に着て姉に無体なことをしたのではととても不安になって。そしてとても腹が立った。

　何せ、報告役のグレンが、己がエリノアに噛み付いた件はなかったことにして、部分的な報告を故意に怠っている。

　故に、〝ブレアがエリノアの手当てをした〟という部分をすっぽぬかしたグレンの半端な説明を聞いたブラッドリーには、それが王子の一方的な行為のように聞こえてしまった。

　それを裏付けるように、先ほど早退して来たエリノアも『意味が分からない』と混乱した様子を見せていて……。

　この状況下では、ただでさえ姉に他の男が近よるのを嫌うブラッドリーが怒るのも無理のない話ではあった。






　話を聞いたブラッドリーは、一瞬、町の半径数十キロほどを焼け野原にでもしてやろうかと思った。もちろん王宮こみで。

　しかし……。

　兄のように慕うリード一家の店での暴挙は絶対に許されないし、ましてや怒りに任せて魔物を呼び出すなどということもできない。

　かと言って……姉に「きちんと働いて来てね」と、期待をかけられている以上は職場を放棄して王子のところに乗りこむというわけにもいかなかった。

　メイナードにも『今を大事と思うなら、幼いままに力を振るうべきではない』と諭されたばかりである……。






　そうして。

　やり場のない怒りを燻らせ続けながらも、ブラッドリーが黙々と労働をこなしていると……モンターク商店の中はいつの間にか人相の悪い客で一杯になっていた……。










「あ～やれやれ。これまた沢山集まりましたねぇ」






　店内を見渡したグレンがけらけら笑う。

　──人間の中にも、魔物と同様に負の力に魅了されやすい人種というものが存在する。

　彼らはブラッドリーが魔物の王であるなどとはまったく理解してはいなかったが、強力な魔王の引力に逆らえず、ふらふらと商店の中にさ迷いこんでくるのだ。






「面倒だな……」






　ブラッドリーが険しい顔でつぶやいた。

　リードの為と思ってなんとか客の前では営業スマイルを維持しているが、腹の底では怒りがたぎったままである。






「どうします？　追い払いましょうか？」






　グレンの提案に、しかしブラッドリーは首を振る。






「面倒だけど……ここはリードの店だ。客として来ている人間に乱暴なことはできない……売り上げにもなるしね……」






　ブラッドリーは、珍しくげっそりとため息をついた。

　事実、ここ一時間の売り上げは、普段の一日分の売り上げを軽く超えている。それはいいのだが……。

　間の悪いことに、これらはちょうどリードと店主が二人とも配達に出てしまったというタイミングでの出来事であった……。

　その忙しさは、まだ新人と言ってもいいブラッドリーにはかなりのものである。






「……おじさんとリードは僕を信頼して店を預けてくれたんだ。その信頼を裏切れない」






　ブラッドリーは眉間に力をこめ固い決意を口にした。……怒りやら忙しさやらで、うっすら半泣き状態だが、それを見たグレンが主のレアな涙にときめいている。






「（陛下が泣いてる～!!　可愛いぃ!!）……でも、さすがは陛下の魔力ですよぉ。いつもはこのくらいの時間は暇なはずなんですよね？」






　グレンが喉をゴロゴロ鳴らしながらブラッドリーの首元にすりすりする。が、






「……グレン……いつまで喋ってる。僕は忙しい、お前は家にでも戻ってて」

「え～そんなぁ……」






　声を潜めているとはいえ、いつまでも話しかけてくる黒猫に辟易したか。ブラッドリーは素っ気なく言い放つと、グレンを肩から下ろし客のほうへ行ってしまう。

　グレンは不服そうに口を尖らせたが──それも仕方のないことだった。

　店はブラッドリーひとりではとても回らずに、普段は店の表や裏手で（リードに茶と肩掛けを持たされて）ほのぼののんびりしているメイナードまでもが駆り出されている始末である。

（メイナード、お会計担当。……どうやら、あまりの行列に、時折魔法で時間を止めるという裏技かつ荒業な方法を使っているもよう）

　とてもではないが、今は手伝いもしない黒猫のお喋りにいつまでも付き合っている場合ではない。






　邪険にされたグレンは、どうやらブラッドリーが以前のように魔物を呼び出すこともなく、構ってももらえなさそうだと、察し、つまらなそうな顔をして商品棚の上に登って行った。

　そこから悪党面の客人たちでごった返した店内を見渡して。

　ぼそりと一言。






「はー……もういっそ、ここにいるやつら全員魔障の餌食にして下僕にしちゃおっかなぁ。皆、結構気合の入った人相してるし、これだけいれば、何人かは生き残って陛下の忠実な僕になりそう──……」






　だなーと、軽口を叩いた瞬間……

　黒猫に、ブラッドリーの激烈な殺気が飛んでくる。






「……グレン、リードの客に、手を出すなよ……」

「えー……」






　離れているはずなのに、その主人のおどろおどろしい声だけは、はっきり聞こえたグレンだった……。

















25　リードは羞恥ダメージに崩れ落ちた












　黒猫がため息をついた時、店の裏からリードが戻って来た。






「悪いなブラッド一人にして……ん？　なんでこんなに混んで──て、どうした!?」






　店の裏手から戻って来たリードは、まず店内の人の多さに驚いて、それからブラッドリーの顔が殺気に満ちているのを見て、さっと青ざめた。






「どうしたブラッド、つらいのか!?」

「……リード……」

「悪かった！　俺、代わるから奥に行ってちょっと休んで来い！」






　どうやら──。

　配下に対する殺気を湛えたブラッドリーの表情も、リードの目の偏ったフィルターを通すと……病弱な少年の、いたいけでつらそうな表情に見えるらしかった。

「……こいつやっぱ変わってるな……」と、いう目でグレンが棚の上から呆れたようにリードを見ている。






「ただい──ぅおっと!?　うわっ、こりゃあどうしたこっちゃ……」






　その時、リードの父も外から戻って来て。彼もまた、店内の人の山に目をまるくしている。

　リードはそんな父を振り返ると、ブラッドリーを脇から支えて声を放った。






「ごめん、親父。ちょっと裏でブラッド休ませてくるわ！」

「おう。ブラッド坊ちゃん悪かったなぁ……こっちは大丈夫だから、しっかり面倒見てやんな。必要ならお医者の先生に来てもらえ！」






　店主は頼もしく頷くと、客のほうへと慌ただしく駆けよって行った。














「リード……僕、大丈夫だよ……」






　店の裏に引っ張っていかれたブラッドリーは、困ったような顔で兄貴分の青年にそう言った。

　しかし、リードは首を振る。






「いや、大丈夫じゃないだろ、あの客の数……ごめんな……俺まさかこんな時間に店がここまで混んでるなんて思わなくて……」






　普段、こんな夕方前の半端な時間に、モンターク商店があそこまで混雑することはまずない。

　申し訳なさそうな顔をするリードに、ブラッドリーの険しかった表情が少しだけ和らいだ。






「ううん……僕は大丈夫だよ（僕のせいだし）。……ところでリード……」

「ん？」






　リードが休憩用の椅子にブラッドリーを座らせると、少年は、少しおずおずとした目で青年を見上げる。






「こんな時になんなんだけど……急ぎでお願いがあるんだ……」

「なんだ？　水か？　先生呼んでくるか!?　言え、なんでもしてやるぞ！」






　ブラッドリーが疲れで体調を崩したと思っているリードは、過保護モード全開でその顔を覗きこむ。そんな青年に、ブラッドリーは真剣な顔で言った。






「ありがとうリード。あのね、早く──……姉さんに告白してくれない？」






　──瞬間……ブッと、盛大に噴出す音がして。

　続いて、ゲホゲホと激しい咳きこみ音。






「……っ、ゲホッ……!?　はぁ!?　な……な、なん、なんだって……？」






　リード青年の頬に浮かび上がった血色は、あっという間に耳にまで広がった。

　急に何をという彼の凝視に、ブラッドリーは真顔だ。






「できるだけ早急にお願いしたいんだけど」

「っ!?、!?」






　ブラッドリーは戸惑うリードにきっぱりとそう言って。

　しかし、次の瞬間には、少年はしおしおとうつむいた。その暗い表情には、リードも眉を顰める。






「ブラッド？　……どうした？　何かあったのか……？」

「……だって……早くしないと姉さんが…………姉さん、最近気になる男が……いるみたいで……」






　言い切ったブラッドリーは悔しそうなため息をついた。

　と、同時にリードは息を吞み──そして一瞬の間をあけて、戸惑いのにじむ声で問い返した。






「…………エリノアに……？　……本当なのか……？」

「……」






　ブラッドリーが頷くと、リードがもどかしそうな顔をした。

　やり場のないように一瞬彷徨わせた手を、青年は、己の口元にやった。






「…………そう、なのか……」

「前にも言ったけど……僕、姉さんの相手はリード以外にはいないと思ってる。リードは親切で仕事もできて、料理も上手で、それに……身体も健康でしょう？　本当は……僕が姉さんを守って行きたいけど……僕は、どうなるか、分からないから……」






　ブラッドリーは自分という存在にずっと不安を抱えていた。

　魔王として本性を取り戻して、確かに自分は病とは無縁の身体を手に入れた。けれども、自分がいつまで己と対照的な、聖剣という力を手にした姉の弟でいられるのかは……分からない。






　いつか、自分が魔に呑みこまれる日が来るかもしれない。

　いつか姉の聖の力に消される日が来るかもしれない。






　──姉弟に何かがあった時、消えるのは必ず自分でなくてはならないと、彼は決めていた。






「……だから、その後のことも僕は考えておかなきゃ……」

「…………ブラッド？」






　暗い声に、束の間呆然としていたリードが我に返る。

　青年は大きな衝撃を受けてはいたが、目の前で暗い顔をしている弟分のことを放ってはおけなかった。リードは心配そうにブラッドリーの顔を覗きこみ、彼の話を聞く。






「姉さんが幸せになったらいいと思う。でも、僕はリードたち以外の人間が好きになれない。王宮の奴らは特に……あいつ等が父さんにした仕打ちを僕は忘れない……！　そんな奴に、姉さんを託すなんて無理だもの……」






　少年の口が吐き捨てるように言うさまを見てリードは驚いたような顔をする。だが、彼はすぐに何かを振り払うように優しい笑顔を作った。

　青年は床に膝を突き、椅子に座る少年と目線を合わせると、その頭に手を置く。






「……ブラッド、俺は何も特別な男じゃないぞ。世の中、俺なんかよりいい男で、善良で、健康な奴ってのは大勢いる。俺を好きになってくれたんなら、きっと他にもお前が好きになれる男だっているはずだ」






　少年の頭をぐりぐりと撫でながらリードは笑う。それを聞いたブラッドリーは少し不満そうな顔をして青年を見た。






「……そんなこと、ないよ」






　ブラッドリーは胸の内で、己が繰り返して来た長い長い人生を思い出しながらそう言った。魔王という存在ゆえか……その中で、彼がこんなに気を許した相手は、姉を除けば他になかった。

　言ったきり無言になってしまった少年に、リードは苦笑と共に息を吐く。






「ありがとうなブラッド。でもな……これ、俺が言うのは簡単じゃねぇんだけど…………いくら俺がエリノアのことが好きでも、エリノアが誰を好きになるかは、それはエリノアの自由ってもんだ。……だろ？」

「……」

「たとえどんなにエリノアがお前を溺愛してても、それはお前じゃなく、あいつ自身が決めることだと俺は思う。……王宮の奴ってお前、ひとくくりにしてるけど……その中にも、悪い奴も、とびきりいい奴だっているんじゃないか？」

「…………」






　言い聞かせるような穏やかな声に、ブラッドリーは視線を下に落としたが……その頭は少し戸惑った後──小さく頷くそぶりを見せた。……リードの言葉だからこそ、そうできた。

　青年はそんな少年に、よしと頷いて、明るくその肩を抱く。






「じゃあ、お前がエリノアの為にしてやれるのは、エリノアが選んだ男を受け入れてやることだな。エリノアのことを支えていきたいんだろう？　だったら、度量の広い男になれ」






　──その言葉には、どこか切なさがにじんでいるような気がして。ブラッドリーはリードの顔を見上げる。

　リードの笑顔に曇りはない。だがそれでも、ブラッドリーは、そこに悲しみを見た。

　……だというのに。

　どうして彼はこんなふうに言うことができるんだろうと、ブラッドリーはため息をつく。その顔は所在なさげで、細い肩はすっかり落ちてしまっている。






「そうだね……でも……姉さんの一番が僕じゃなくなるのは……凄く……つらい……これってダメなことなの？」






　ブラッドリーは苦しそうにリードに問うた。

　ずっと自分を守ってきてくれた姉が、好きで好きで堪らない。そんな姉の目が、別の男に向けられてしまうのかと思うと、ブラッドリーは途方に暮れてしまった。考えただけで、胸が痛かった。






　リードは、そんな少年の顔を見て小さく苦笑する。何言ってるんだと彼は言う。






「大丈夫だよ。多分、好きな奴ができてもエリノアの一番はお前だよ」

「……でも……」

「大丈夫」






　青年の手は、少年の黒髪を撫でる。






「一番が増えるだけだ」

「一番、が……？」






　ブラッドリーが意表を突かれたような顔をすると、リードはいつも通り頼もしい顔で笑う。

　その暖かな表情を見ていると──彼の言葉はすとんとブラッドリーの心の中に落ちて行く気がした。






「……」






　するとどうだろう、ブラッドリーの中に凝り固まっていた苦しさは、やっと行先を見つけたように、少しずつ流れていく。

　途端、異様だった周囲の空気も軽くなる。よどみが流れるように、陰鬱だった気配が消えて行くと、同時に──二人の場所からは見えない店のほうでも変化が続く。

　表の店内にいたあまり善良そうではない客たちは、空気の変化を感じ取ると、皆一様にハッと我に返った。そして一瞬自分が何をしていたのか分からないというふうに戸惑ってから……そのうち居心地が悪そうにそそくさと店を後にして行った。

　店内からは、まるで蜘蛛の子が散って行くように人相の悪い客達が去って行き、その真ん中で、店主が目をまるくしている。






「……いったい……なんだったんだ……？」






　静まり返った店内からは、信じられないくらいに品物がごっそりと減っている。

　当然──何気に仕事のできる男メイナードは、きっちりばっちり代金を回収済みで、ほくほくとした顔をしているのだった。










　その頃、店の奥では……ブラッドリーがしみじみと、リードはやっぱりすごいなぁ、と素直に感動していた。

　自分のこの感情がとても子供っぽい嫉妬だということは彼にも分かっていた。でも、姉が離れていってしまったら……姉に何かあったらと思うと……いつも普通ではいられなくて。

　でもそんな感情が、今、彼のお陰で少し楽になった。

　ブラッドリーは、ちょっとだけ明るくなった顔でリードを見上げる。






「……リード……」

「うん？」






　やっと笑顔になったブラッドリーの顔に、リードが嬉しそうに笑い返す。と──。

　ブラッドリーが再びきっぱりと言った。






「やっと姉さんを好きって認めたね」

「──？　……ん………………？」






　？

　……？

　…………？






　一瞬──

　リードがぽかんとした顔をして。真っ白になった。

　そして更にその数秒後、ガタタッと、何かが雪崩れる音がして。

　……リードが、壁に向かって崩れ落ちていた。






「ばっ……」






　そこにあった品物をなぎ倒し、あっという間に再び赤面した青年は……。

　じっと己を見つめてくる少年を前に動揺を隠せない。

　壁に手をついてなんとか少年を振り返ったリードは、思い切り口をどもらせた。






「……はぁ!?　おおお、お、俺……そ、そ……そんなこと言ったか!?」

「うん言ったよ」

「…………!?」






　素早い切り返しにリードが愕然とした顔をする。顔には「嘘だろ!?」と、書いてある。

　それに反して、ブラッドリーの表情はすっかり朗らかである。






「嬉しいな。良かった……やっぱりリードは姉さんを好きでいてくれたんだね」

「う……」






　少年の容赦のない笑顔に、リードが羞恥ダメージを負っている。

　真っ赤な顔からは、ありえない量の汗が流れ落ちている。






「だって、別に姉さんが今誰かを好きでも、そいつと結婚するとは限らないもんね。ふふふ、人生に恋は一度きりじゃないもの」

「いやっ……あ、あのなブラッド……」

「良かったー」







終













侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【３】



















１　麗しきタガート嬢、再び












　美しき巻き毛の令嬢は、豪華な布張りの椅子の肘掛にもたれるように座って、そして気だるげに言った。






「……あぁー……もう面倒臭い……」






　苛立つ令嬢の声には、思いっきりの実感が篭っていて。地の底から湧き出でるような声にはドスが効きまくっている。はっきり言って……ガラが悪い。

　令嬢は素敵なドレスを身に纏い、すんなり長い足に美しい靴を履き、髪だって今日も素敵にカールしているが……。

　如何せん。そのガラが悪く不貞腐れたような表情が頂けない。






　そんな令嬢の傍で──

　エリノアは、両手で顔を覆ってシクシク泣いていた。






「[image: 〓]ー、クサるわぁ……ねーエリノアぁ、……代わってくれない？」

「お、お嬢様ぁ!!　……かっ……勘弁してくださいよぉ!!」






　エリノアは蒼白な顔で嘆いている。






　さて……

　どうしてこのような事態になったのかというと……。






　それは一通の手紙から始まった。






　ことの始まりは、その日の昼食後。

　普段通りエリノアが、ブレア付き侍女として食後に使う茶器一式を王子の居間に届けた時のことだ。

　広い居間の奥。

　部屋の主ブレアはゆったりとした長椅子に座り、何やら難しそうな書物を読んでいた。

　そんな知的な横顔に少々ときめきながらも、エリノアが傍を通り過ぎようとすると……ブレアが、エリノアに目を留めて、声をかけたのだ。






「……そういえば、ルーシー・タガート嬢が、今日の練習会にお前も連れてこいと言ってきたぞ」

「え？」






　エリノアは、聞き慣れたツンデレファザコン嬢の名に、ギクリと身体を揺らす。

　……なんだかとても嫌な予感がした。

　しかし、そんなエリノアの戦々恐々とした様子には気がつかず……ブレアは続ける。






「お前たちは親しい仲だったのか？　ルーシー嬢はお前に練習を見て欲しいそうだ」






　ブレアは少し意外そうな顔をして、傍のテーブルの上から一通の手紙を取り上げて見せた。






「わ、わたくしめが……？　で、でも……」






　エリノアは戸惑って手を止める。

　練習会とは、もうすぐ催される舞踏会のダンスの練習会のことである。

　そこには他の王子やパートナーである令嬢も参加するのではと思ったエリノアは、そんな所に自分が行って大丈夫だろうかと困惑した顔をする。

　と、その懸念は伝わったらしい。ブレアは、首を横に振った。






「本日の練習会は前回上手く踊れなかった我々の為のもので、他の王子たちは参加しない。……応じてやったらどうだ？　手紙には令嬢の精神安定に必須により必ず連れてこられたし……と書いてあるぞ。何やら非常に必死な文体だ」

「…………は、はぁ」






　エリノアの脳裏には、ルーシー嬢の麗しい姿が思い浮かんだ。

　想像上のルーシー嬢は、赤い巻き毛に彩られた顎を少し上にあげ、腰に手を当てて、鋭い目でエリノアを見下ろしてくる。

　そして、やけにゆったりとした威圧的な口調で言うのだ……






『……エリノア……？　来なかったら……どーなるか……分かってんでしょうね……？』

『私、泣くわよ』






　……と。

　……行かねば実に、後が怖いことになりそうな予感である。






（…………ル、ルーシー姉さんったら……！）






　……とりあえず、行ってやらねばなるまい。……ハンカチ多めに持って行こう、とエリノアはため息をついた。






（はー……もしかして……わたくしめのこのブレア様付き侍女という配属は……ルーシー姉さんのこういう事態を見越したタガートのおじ様の、娘思い過ぎる策略……？）






　あり得る……と、エリノアが、ひっそりげっそりしていると……

　ブレアが、それに、と続ける。






「私も……お前が来てくれると助かる」

「え？」






　それを聞いたエリノアはドキリとして顔を上げる。

　見れば、ブレアがじっと自分のことを見つめていて。それに気がついたエリノアは、カッと頭に血がのぼるような気がした……。






　が。






　ブレアは真顔で言った。






「あの令嬢は何かと激情家でな……あからさまな敵意を向けて来たかと思えば、激しく泣いて土下座しようとしたり……私が少しでもタガートを褒めれば壮絶に睨まれる。……正直扱いに困っている」

「……………………」






　…………ルーシー姉さん……っっっ！






　エリノアは、手で顔を覆って、心の中で大いに嘆いた。

　ルーシーは王子の前に行ってもあの調子なのか……、と。






「うぅ……」

「……おい、大丈夫か？」






　エリノアはげっそり蒼白な微笑顔を上げて……ブレアに、ぐっと拳を握って見せる。






「大丈夫です……ブレア様……お嬢様は多分……タガート将軍の件は、喜んでます……」

「………………あれでか」






　ブレアは思いっきり不審そうであった。

















２　お嬢様とエリノア












　──その男女は睨み合うように向かい合っていた。

　互いの長い手足は無駄のないキレのいい動きで行き来する。

　その迫力たるや、凄まじく……無風のはずの室内に、時折煽られるような風が湧き起こる。

　──と、女のヒールがことの終止符を打つように、カッ……と美しいホール内に音を響かせた。






「…………」






　二人の動きはほぼ同時に止まり──女はほんの一呼吸の間、ひたりと男を見据えてから──勢いよく振り返った。

　その先──部屋の隅には、明るい窓の傍に一人の王宮侍女の姿があった。

　猛禽類を思わせる瞳で刺された侍女は、思わず怯んだように押し黙る。






「どう!?　エリノア!?」

「……」






　女──ルーシー・タガート嬢に続き、男、王子ブレアも無言のままにエリノアを振り返る。

　感想を求められた娘──エリノアは……

　にっこり頷いた。






「──え─……その……なんだか──…………決闘を見ているような気持ちになりますね……」






　笑顔は笑顔だが……なんだかげっそりひきつっている。






「お嬢様……ブレア様……それ、本当にダンスですか……？」










　ダンスホールの傍にいくつもある豪華な控えの間の隅。

　他に人気のない室内で、据えてある長椅子に身を沈めている娘がむすっとした顔でぼやいた。






「あ～もうやってらんないわぁ」

「ちょっとルーシーお嬢様……なんというお行儀ですか……」






　人がいないのをいいことに手足を投げ出すようにしている令嬢に、エリノアは目くじらをたてた。

　練習会の休憩時間。控えの間に下がったルーシーは、椅子を見ると、まるで飛びつくように身体を投げ出した。

　令嬢は、赤い巻き毛を振り乱してプリプリしているし、ドレスの裾から伸びる足は、今にも靴を無造作に蹴り投げてしまいそうな様子である。どうにもこうにも子供のような癇癪感が漂いまくっているが……何度も言うが、ルーシーはエリノアよりも年上である。






「タガートおじ様がご覧になったら巨体を折ってお泣きになりますよ!?」

「だぁって……いっくら練習してもブレア様と私じゃまるで対決なんですもの。なんなのよ！　あの男、私に喧嘩売ってるの!?」

「ちょっとお嬢様、殿下に向かって……それに多分喧嘩売ってるのはお嬢様のほうですよ……」






　エリノアは、げっそり呆れた。






「……思うにお嬢様……全てはお嬢様のブレア様に対する敵愾心てきがいしんがダダ漏れなのが原因なのでは……せっかくブレア様に土下座を止めて頂いたのに……」






　先日の練習会での失態の件を、今日もブレアに土下座で謝ろうとしたルーシー嬢。






「快くお許し頂けたのに、今度は喧嘩売ってどうするんですかお嬢様……」






　そのアグレッシブなところなんとかなりませんかとエリノア。すると一気にルーシーの瞳が鷹のような目に変わる。






「快く～……？」

「あ！　お嬢様！　その顔やめて！　お嫁の貰い手が……」

「何が快くよ！　鉄仮面すぎて怖かったわよ！　私、繊細なのに……怖すぎて思わず飛び上がって威嚇しそうになったわよ！」

「お嬢様……ビビり……」






　思わずエリノアが言うと、キッとキツめに睨まれる。






「気にくわないの！　パパはすぐにブレア様ブレア様ってうるさいし、ブレア様はすぐにパパを王宮に呼び出すし……」

「……仕事がありますからね」

「パパはそれに犬みたいにすぐ応じるの！　ゴッツイおっさんが娘を差し置いて王子王子って……なんか不愉快じゃない!?」

「……ゴツイおっさん……」






　おじ様かわいそう、とエリノアは、ルーシーの機嫌の悪さにため息をつく。

　しかし、どうして今日はここまで令嬢の機嫌が悪いのかというと……。

　──実は。

　この度ルーシーは、正式に、次の舞踏会でブレアのダンスの相手を務めることが決まってしまったらしい。

　候補者は他にもいたようなのだが……。






「……本当はこの練習の相手だって私以外にも何人かいたのよ？　だけど、他はみぃんな次々と辞退しちゃって」

「えぇ……？　そんな、どうして……」






　不満そうな令嬢の言葉にエリノアの眉が驚いたように持ち上がる。

　エリノアはブレアのことがとても心配になった。候補者の多くが辞退を申し出てきたと聞いて、その時ブレアはどう思っただろう。






（……ブレア様……傷ついたりしてないかな……）






「……」






　エリノアが思わず胸を手で押さえると、そんな彼女にルーシーが続ける。






「ほら、私、この間ブレア様のロクでもない噂をわざわざ私に教えてくれた令嬢たちをシメたじゃない？」






　その言葉に、ブレアのことを慮ってしんみりしていたエリノアの顔色が変わる。






「…………お嬢様……!?　なんか当然のようにさらっと怖いことおっしゃってますが……それわたくしめ聞いてませんからね……!?」






　何やってるんですか！　と、エリノアは怪奇顔でルーシーに迫る。






「シメたって……!?　シメたって何!?　お嬢様!?」

「……あんた相変わらずホラーねぇ……いいから聞きなさいよ。それで令嬢たちをシメて吐かせたら、どうやら噂の出元はクラウス様の関係者なんですって」

「！　……クラウス……王子様……？」

「そ。だから、今回の突然のパートナー候補者たちの辞退も、私を怯えさせたあの噂も、きっとブレア様に当てつけたクラウス様の仕業よ。パパにも確かめたの。第三王子は前々から頻繁にブレア様に陰湿な嫌がらせをしてるって、怒ってたわ」






　それを聞いてエリノアは困ったような顔をする。

　噂とは、王宮内に蔓延しているブレアの様々な良くない風評のことである。エリノアも、実際に王子と接する前は、王子がとても怖い人なのだとすっかり勘違いしていた。






「でもなんでそんなこと……」

「さあ。派閥争いの一環なのか、それともただ単に腹違いの兄を見下したいのか……そういう噂がなければ、はっきり言ってクラウス様よりもブレア様のほうが見目もいいし、武芸にも秀でておいでだから、娘たちの評判が良くてもおかしくはないのよね……」

「だからって……」






　エリノアはなんだかとても腹が立った。

　もし本当にそんな理由でブレアを貶めているのであれば許せないと思った。

　と、そんなエリノアに、ルーシーが猫撫で声を出す。






「……ねぇ、そこで相談なんだけど……エリノア……あんた、私と代わってくれない？」

「……は？　……か、わる？　いったい何をでございますか……？」






　突然の申し出にエリノアがキョトンとしている。






「もちろんダンスよ、ダンス。舞踏会。ブレア様のパートナー」

「は、ぁ……？」






　エリノアは、またルーシーが変なこと言い出した、と生暖かい目で令嬢を見た。






「だって！　試しにってエリノアもブレア様と踊って見せてくれたじゃない？　エリノアのダンス、私より上手いとは思わないけど……でも、ブレア様のパートナーとしては、はるかに様になってたじゃないの。ね、エリノア」

「それは……お嬢様が喧嘩腰だから……」






　語尾にハートをつけて甘えたように手を握ってくるルーシー嬢に、エリノアが呆れたような顔をする。






「……何言ってるんですか無理に決まってるでしょう……私にお嬢様のフリをしろってことですか!?　それは……激しく公開処刑ですよ!?　お嬢様とわたくしめの体型がどれだけ違うと思ってるんです!?」






　エリノアは、ルーシーの抜群のスタイルを見てややキレる。

　令嬢の手足はすらりと長く、胸も大きくウエストも細い。そんなルーシーがブレアの隣に並ぶと、それはそれはため息が出そうなくらいの美男美女ぶりで……はっきり言って幼児体型気味のエリノアは、それを見た後でルーシーに替わって自分がブレアの隣に並びたい、とは、とても思えなかった……。

　正直、それで少し落ちこんでいるエリノアである。

　エリノアがムッとしていると、ルーシーは大丈夫よぉ、と手を振る。






「何も私の影武者になれってことじゃないの。むしろ、代理と分かってもらわないと困ると言うか……私、足を怪我したことにでもするから。代理の妹ですって言っときましょ？　ね？」

「…………あーはいはい、もう馬鹿なこと言ってないで。舞踏会はもう明日なんですよ？　休憩時間終わったら早くブレア様のところに行ってくださいね」






　エリノアは、付き合ってられないと、サイドテーブルの上にあるティーカップに茶のお代わりを注ぐ。が……

　ルーシーは椅子に座ったまま身を起こすと、肘掛に頬杖をつき、据わった瞳で言った。






「あら……私は本気よエリノア……」

「へ……？」






　エリノアが顔を上げると、令嬢は冷静な顔でエリノアを睨んでいる。冷静、と言うか冷酷に光る目にエリノアが怯む。






「え……何お嬢様……目が怖い……」






　エリノアは引きつった。

















３　エリノア、お嬢様に〝お姉様〟と呼ばされる。












「忘れたのエリノア……あんた、誰のおかげで王宮侍女になれたんだったかしら!?」






　椅子から立ち上がったルーシーに、叩きつけられるように言われたエリノアが、うっと仰け反る。






「止めるパパを説得してあげたの、私だったわよね!?」

「そ、それは……」






　当時──全ての家財を没収された姉弟が生きていくには、エリノアはなんとかして生活費を稼がなければならなかった。

　しかし、その時エリノアはまだ十代そこそこという年齢で。おまけに病弱な弟を抱え、本人は温室育ちときている。

　そんな彼女らを案じた人情家のタガートは、エリノアが働くことに反対し、夫人の反対を押し切って二人を養子にしようとした。……のだが……。

　それを、エリノアたちは拒んだ。

　姉弟は、自分たちが将軍家に養子に入ることで、代々受け継いで来た〝トワイン〟という家名が消えるのをとても恐れていた。

　父はその家名を何よりも誇りに思い、守り続け、そして守りきれずに無念のうちに死んでいった。

　そんな父の死に際を思うと、二人にはそれができなかったのだ。






　──そんな二人の想いを当時、とても理解してくれたのがルーシーだった。

　その時すでにかなりのファザコンが進行していたルーシーには、父を思う二人の気持ちがよく響いたらしい。

　ルーシーは得意の『クソ親父』節を駆使して、タガートを下し──いや、説得した。

　それで結局タガートは、二人の後見人という立場に留まり、エリノアが王宮で働くことができるように手配してくれた──という経緯がある。






　過去、そうして無理を通してもらったことを思い出したエリノアは反省の意を見せた。






「そ、その節はわがまま申しまして……」






　床に正座で項垂れる娘へ、それでもルーシーは容赦ない。






「わがままだとは思ってないわ。でも、あんたが王宮に入れたのだってうちの後ろ盾あってのことでしょ。王宮は身元の明らかなものじゃないと採用しないんだから。それに、今住んでいる家だってタガート家の名義じゃない。忘れたの!?」

「う、……お、大家さん……っ！」






　そうだった……！　と、エリノアは……もはや項垂れを通り越して床の上に這いつくばっている。

　昔タガートの夫人と衝突したエリノアは、将軍の屋敷を飛び出した。が……まだ未成年だったエリノアでは、物価の高い王都に家を借りることができなかった。

　それを見かねたタガート将軍が用意してくれたのが、今のトワイン家姉弟の家である……。

　もちろん家賃は払っているが……周囲の相場に見合う相応の家賃を払えるようになってきたのは本当にここ数年の話で……。






「…………」






　エリノアの脳裏に、ちーん……と、どこか詰んだ音が鳴る。

　ルーシーは勝ち誇った顔でにっこりと笑った。






「後見人はパパで、私に（タガート家に）恩があって、家もタガートのもの……てことは、あんたには私に従う理由があるの。……違う……？」

「う……」

「エリノア？　さ、お姉さんって呼んでご覧？」

「う、うう、お……お姉様……」






　エリノアがげっそり素直に従うと、ルーシーの表情が輝き彼女は大きく高笑った。






「ほーほほほ！　ほーらご覧なさい！　つまり……私があんたを妹と言い張ったって、なぁんの問題もないのよ!!」






　しかしその主張にエリノアは、ちょっと待ったぁっ！　と挙手をする。






「確かに恩も理由もありますが……！　それはどうかと……！」

「妹が姉の代役務めて何が悪いのよ！」

「いや、だから妹じゃないでしょう!?　幾らなんでもそんな……何事にもお偉方の許可っていうものがですね……相手は第二王子殿下なんですよ!?　国王陛下だって参加されるし……タガートおじ様だってきっと困る──」






　と、エリノアが必死にルーシーを説得しようとすると、令嬢は、不意に真剣な顔つきになり、瞳がわずかに潤った。






「え……ど、どうし……？」






　令嬢の急変にエリノアが狼狽えると、ルーシーはシュンとした顔で泣きそうな目元を彼女に向ける。






「無理は分かってる……でもお願いよエリノア……私、このままだと……ブレア様のお妃候補にされちゃうのよ……」






　その言葉に、エリノアは一気に目をまるく見開いた。






「……え……っ!?」






　息を吞むような短い悲鳴を上げて令嬢を見ると、ルーシーはうつむいたままため息をついた。






「ブレア様はなかなか浮いた話もないし、ご縁談もうまくいってないでしょう？　それで、国王陛下も王妃様もかなり心配なさっておいでで……これまでとは同じ、ただ、縁談を持って来るやり方のままではもうダメだと思われたのね……つまり、今回の舞踏会、殿下のパートナー候補たちは皆、そのまま国王陛下たちが選んだお妃候補なのよ……」






　そうして少しずつ練習会の期間を含め、候補者の中からブレアと相性のいい娘を見極めるつもりだったらしい、とルーシーは言う。

　しかし、その半ばで、想定外に多くの辞退者が出た。当然、国王たちは残った娘達に目に留めるだろう。

　エリノアはなんと言うべきか分からずに、口をつぐむしかなかった。






「タガート家は思いっきりブレア様と陣営を同じくしてるし、パパとブレア様はとっても親しい間柄よ。つまり、私にも白羽の矢が立っても当たり前で……しかも、うちは母さんが思い切り乗り気だから簡単に断れないの!!〝貴女みたいな跳ね返りには、ブレア様くらい厳格な方がちょうどいい〟……とかなんとか……！」






　万年反抗期嬢は、話しているうちにだんだん腹が立ってきたのか、地団駄を踏んで訴える。

　それを聞いたエリノアは、心の中がざわざわした。






「そ……」






　んな、とつい言いそうになって。……言えなくて。

　エリノアは、小さく、「そうなんですか……」と、言い直した。






（そうか……お妃候補……）






　それはそうだ。ブレアは王族で、王位継承権も高い。そういった話があったとしても、なんらおかしなことではない。

　……でも、エリノアは苦しかった。さっき、ブレアとルーシーが並んでいた様子を思い出すと、更に胸は痛んだ。






「………………」

「エリノア助けてよ、さっきの私たちのダンスを見たでしょう!?　確かに年齢とか家柄とかはちょうどいいかもしれないけれど！　私とブレア様、相性いいように見える!?」

「……………………でも、お互いを高めていくような……ご夫婦になら、なれるのでは……」






　ルーシーにすがられたエリノアは、次第に自分の声が小さくなっていくのを感じた。

　不意に、騎士オリバーに言われた言葉が脳裏に浮かぶ。






『──あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる──』






「……」






　そういう視点で見れば、ルーシーはブレアにとって相応な相手なのかもしれなかった。

　ブレアと志を同じくする父を持ち、家名もあり、もちろん財力もある。そして、少し泣き虫だが、気も強い。もう少しブレアに慣れれば、彼女はよい妃になるのではないか。……己とは違って。






「……」






　そう思うと、自然と視線が床に落ちた。

　なんだかとても悲しかった。






　しかし。

　こっちはこっちで必死らしいルーシーは、そんなエリノアの様子には気がつかずに半べそ顔できっぱりと断じる。






「高め合っていけるのはいいわ。でも、好みじゃないの！」

「あ、ああ……」






　ある意味気持ちのいいくらいの言い切りように、思わずエリノアの顔が上がる。






「私、子供の頃からパパみたいな人とじゃなきゃ絶対結婚しないって決めてるのに！　ブレア様なんか！　ヒゲがないじゃないの！　好みじゃない!!」

「あーあー、泣かないでお嬢様……」






　わっと泣き出したルーシー嬢に、ひとまず悲しんでいられなくて。エリノアは複雑な気持ちのまま、慌てて落ちはじめた雫を令嬢の頬の上で拭う。

　と、頬を行き来する優しい感触に少しだけ気が静まったのか、ルーシーが鼻をすすりながらポツリと言った。






「……エリノア……本当はね……私……好きな人がいるの……」

「……え？」

「王宮図書館館長のジヴ様……分かる？」






　そう言われたエリノアは一生懸命考えて、その人を思い出そうとし、そして首をかしげる。






「……確か、物凄い渋めの……おじ様だったような……え？　タガートおじ様みたいなって、そういうことですか!?」

「そうよ、おひげが素敵な紳士よ。独身でいらっしゃるの」

「……なる、ほ、ど……？」






　まあ、確かに名前が出た男性は、落ち着いた素晴らしい紳士ということで有名だ。が、……ややルーシーとは歳が離れすぎているような気もするが……。






「……えーっと……」

「そりゃ、ジヴ様はお父様よりちょっと下……てくらいのお歳よ。でもね、貴族の結婚では割と年の差婚もありがちじゃない!?」






　令嬢は一層複雑そうになったエリノアに、必死の顔を迫らせる。






「（う……）……それ、だいたい政略結婚の場合ですよね……」

「（聞いてない）私、もう五年も前からジヴ様に目をつけてるの。ダンスを頑張ったのだって、ジヴ様がダンスがお好きだっておっしゃっていたからで……」






　ぽっと頬を赤らめるルーシーに、エリノアは、まあ、人の好みはそれぞれであることだし、ルーシーが幸せならば……と神妙な顔で頷いた。

　そんなエリノアの手を、ルーシーはもう一度ガッシリ握りしめた。






「だからエリノア！　私は絶対、ブレア様のお妃候補になるわけにはいかないの！　私……ジヴ様のことが……パパと同じくらいか……それ以上に好きなのよ！」

「う……それは……かなりのご執心ですね……」






　令嬢のファザコンぶりをよく知るエリノアは仰け反りながら応じる。しかしハッとした。この話の行く先は、つまり、ルーシーに代わって舞踏会に出ろということではなかったか。






「や、で、でもですね……さすがに皆様にお嬢様の妹と偽るのは──」

「何よ!?　エリノアはブレア様と私が結婚してもいいっていうの!?」

「う……」






　バシッと突きつけられて、エリノアは怯んで一歩うしろに後退る。






「そ、それは……」






　アグレッシブ嬢ルーシーは、どうやら本能的に、ブレアに対するエリノアの気持ちに気が付いているらしい。






「もし万が一、私のあの対決みたいなダンスで国王陛下に、武勇に優れたブレア様とお似合いだ……なんてこと思われでもしたら（※かなりありえそう）私は……晴れてブレア様の婚約者になっちゃうかもしれないのよ!?　さすがに国王陛下に命じられたら私だって断れないじゃない……!?」

「や、で、でも、陛下だって無理にそんな……」

「何言ってるのよ、そんなの分からないわ！　あちらはもうずっとブレア様に婚約者もできないってジリジリしておいでなのよ!?　お願い！　ね!?　この通りよエリノア！」

「お、お嬢様、冷静になってください！　そんな嘘がバレたらタガートのおじ様も無事ではすみませんよ!?」






　令嬢の迫力に押されながらも、エリノアが及び腰でそう言うと──ルーシーは、すっと冷静な顔つきになって──静かにエリノアから身を引いた。






「……分かったわよ……」






　令嬢の素直な様子に、エリノアは分かってくれたのかとホッとし──……

　かけたのだが。

　ルーシーは、次の瞬間キッと視線を上げると、気合の入りまくった鼻息を噴き出す。






「分かったわ！　じゃあ私、今から役所に行って、アンタとうちの養子縁組の書類、揃えてくるわ！」

「へっ!?」

「私、こう見えて将軍家の娘よ。色々コネだってあるんだから……こないだシメ上げた令嬢の中にも役所のお偉方の娘だっているんですからね！　……見てらっしゃい、恋する女は怖いのよ！　絶っ対に！　明日の夜の舞踏会までに間に合わせてやるわ！」

「は、はぁぁっ!?」






　エリノアは、ルーシーの言葉に……転がり落ちそうなほど瞳を見開いてギョッとした。

　が、エリノアがそうこうしているうちに、ルーシーはドレスの裾を華麗につかむと、ふんっと娘を睨む。






「エ～リ～ノ～ア～……首洗って待ってなさいよ!!」

「おっ!?　おおおおお……」






　お嬢様──…………っっっ!?






　……と、エリノアが叫んだ時には……

　ルーシーの姿は控えの間から風のように消え去っていた。

　残されたエリノアは一瞬呆然として。──我に返って。

　慌ててルーシーを追いかけたが……その時には、彼女は既に王宮から辞した後であった……。






「あ、あわわわわ……!?　さ、さすがルーシーお嬢様……なんという身のこなし……」






　エリノアは真っ青になって一人戦慄わなないた。

　ルーシーの話はどう考えてもとんでもない話で……しかし、令嬢の顔はどう見ても本気の中の本気で……

　アグレッシブな彼女の性質を思うと……とてもではないが、あれが冗談だとは思えなかった。






「ど、どうしよう……!?」






　なんだか色々と衝撃的で。何から考えればいいのかもよく分からないエリノアであった……。

















４　ブレアの不満












「ど、どうしよう……」






　エリノアはどうすれば暴走したルーシーを止めることができるのか考えた。






　①早退させてもらってタガート家に乗りこみ、令嬢を止める。






「あ、ダメだわ……これは多分お屋敷で奥方様と喧嘩になる……」






　まずエリノアが屋敷に行けばきっと夫人はそれだけで、身構えるに違いない。

　それにルーシーはタガート夫人が、令嬢とブレアの婚約には乗り気だと言っていた。

　そこにエリノアが口出しすれば、きっととてもややこしいことになるだろう。






「じゃ、じゃあ……」






　②王宮で勤務中のタガート将軍に助けを乞いに行く。






「……いやこれも……将軍に、恋に高ぶったお嬢様を止められる……かしら……」






　もし下手にタガートが止めに行けば……表向きは父に当たりのキツいルーシーに、さっきのような調子で『分かったじゃあ駆け落ちする』……とか言われて、将軍は撃沈されるかもしれない。

　だって、とエリノア。あのパパ大好きっ子令嬢が、頬を赤らめながらお相手を『パパより好きかも……』とまで言っていたのだ。

　追い詰められたルーシーが一番反発しそうな人間を、今、差し向けるのはまずい気がする。






　では、と③案を考える。

　こうなれば最終手段だ。ルーシーが役所に駆けこむ前に、どこかで己を見張っているはずのグレンに頼んでなんとか止めて貰おう──。






　──かと、思ったが。

　想像上で出会ったグレンとルーシー嬢は、壮絶な顔をして対峙していて──……。






　暗雲を背負い、鷹のような目でずもも……と仁王立ちする令嬢と、にゃははと悪い顔で笑う魔界の黒猫……。






「っ、ダメだわっ！　お嬢様とグレンの組み合わせは……なんか最強（恐）に怖い!!」






　エリノアは、わっと両手で顔を覆った。






　だが、このまま放っておくこともできない。

　やっぱりタガート夫人との衝突を覚悟で将軍家へ乗りこむか──……と、げっそり覚悟を決めようとした時。






「……どうした」

「え……」






　低い声が掛かって。

　エリノアがパッと顔を上げる。






「！　ブレア様！」






　──気がつくと……ブレアが廊下の向こうからこちらを見ていた。

　エリノアは、ハッとした。いつの間にか──廊下のど真ん中でへたりこんで（わめいて）いたらしい。

　そんな己の侍女の姿に、ブレアは怪訝そうな視線をよせながら近づいてくる。

（……ついでに言うなら、少し先に立っていた衛兵たちもとてもとても不審そうな顔をしてこちらを見ていた）






　ブレアはエリノアの傍に立ち止まると、目の端に滲むものを見て眉間にしわをよせた。






「……何かあったのか？　ルーシー・タガートはどうした。一緒だったのでは？」

「ぅ……」






　言いながら、ブレアはエリノアの腕を引き立ち上がらせようとする。

　エリノアは──……






　思わず叫んでいた。






「で、殿下っ！」

「ん？」

「お助けくださいっ!!」


















「…………なるほど……それで、ルーシー・タガートは飛び出して行ったと……」






　控えの間に戻ると、ブレアは、先ほどルーシーがクダを巻いていた長椅子の上にエリノアを座らせた。

　己はその傍に立ち、腕を組んで。青い顔でガタガタしているエリノアを見下ろした。

　……おそらくこの現状を侍女頭にでも見られれば、エリノアは、『殿下を立たせて自分が座るとは！』──と、叱られただろうが……。

　ひとまず彼女はそれどころではなさそうだった。

　娘は、拝むような形で両手を一心にすり合わせている……。






「申し訳ありません申し訳ありません……！　わたくしめ、殿下の使用人としても、お嬢様の親しき者としても、タガート家に大恩ある身としても……ルーシーお嬢様を縛り付けてでもお止めしなければならなかったのに……!!」

「……」






　ブレアは無言の下で、令嬢の鋭い剣舞のような踊りぶりを思い出し──あの娘を止めるのは容易ではないだろうなぁ……と思った。






「殿下、どうかお嬢様を止めてください！　お嬢様は絶対やります！　わ、わたくしめがブレア様と舞踏会に出るなんて……そんなこと、そんなこと無理に決まって……っ、あって良いはずがないのに……!!」






　エリノアの言葉にブレアは一瞬片方の眉をわずかに持ち上げたが、彼は静かに言った。






「…………放っておけ」

「え!?」






　ブレアの平坦な声にエリノアが立ち上がって驚愕する。

　あの暴走令嬢を放っておくのか、それは如何にも大変なことになりそうではないか。そう戸惑うエリノアに、ブレアは冷静な顔で続けた。その顔は、なんら騒ぎ立てることでもないと言いたげである。






「まあ聞け。……ルーシー・タガートがなんらかのコネで書類を揃えて来たとしても、お前はもう成人している。まだ己の意思を明確にできない年齢ならいざ知らず、お前はそうではない。本人が拒否すればそれまでだ」

「…………。…………あれ？」






　それに、とブレア。






「お前がタガートの養子になったとしても別に支障はないのでは？　家名が気になるのか？　だが弟がいると言っていたな？」






　それならば家名は残るのでは？　と言われ、エリノアは困惑する。






「………………えーと……」






　なんだか──冷静な調子で返されると、ちょっとなんで騒いでいたのか分からなくなったエリノアは……しかし、ハッとしていやいやいや、とブレアに訴える。






「ち、違います！　問題なのは、ルーシーお嬢様がブレア様のお相手を拒否して、私に代わりを務めさせようとしているところです！」

「……」

「まさか私が本当に踊るわけにも行きませんし……お嬢様がお相手役を放り出したことが分かったら……タガート家にもお叱りがあるでしょう。それに……何よりブレア様が……」






　舞踏会が明日に迫った瀬戸際に、彼がパートナーに拒絶されたことが世間に知られたら、それはブレアの名誉を傷つける。

　既に多くの候補者が辞退してきているのだ。急に別の候補者が見つかるとも思えない。

　──かと言って、単なる侍女である自分が代わりにブレアと踊るなんてことをすれば、ブレアが相手も見つけられず、自分の侍女などを連れて来たと、逆に嘲笑されるのではないだろうか。それこそクラウス王子の思惑通りというものではないか。

　ブレアが自分のせいで後ろ指さされるなんて、絶対に、嫌だった。






「……私がブレア様と踊るなんて、絶対無理……」

「……」






　エリノアが泣きそうな顔をしてぽつりと漏らすと、ブレアはそれを静かに見ていた。






「……別にそれは構わん」

「……え!?」

「私に相手がいない件だ。それはいつものこと。国王陛下もそれはご存知だし、今更、そのようなことで世間に笑われようが気にならん。まあ……色々と私の為に思案して下さっていたらしい陛下と母上には申し訳ないが──今回も、踊りが上達せず踊りたくないゆえ、私から相手に断りを入れたとでも申し上げておく」

「そ、そん……っ!?」






　な、と、エリノアが驚く。それでは、まるきりブレアのせいということになってしまうではないか。王宮内でブレアが国王の舞踏会をも無下にするような王子だと悪評が立ってしまったら……それは臣下たちの信頼を損ない、彼の立場を危ぶませることにも繋がらないか。

　エリノアは、サッと青ざめて。安易に彼に頼ってしまった自分を後悔した。

　──しかし、ブレアは心配するな、と言う。






「タガート家には害がないよう配慮しておく。令嬢と上手く踊れなかったのは事実。それに、私の婚姻関係で令嬢に迷惑をかけていることには私に非がある」






　ブレアは小さく笑い、そして、エリノアの頭をぽんぽんと柔らかく打つ。






「案じるな」

「っ、ブレア様いけません！」






　それでは結局ブレアに全てを押し付けているだけだ。

　そんなことはできないとエリノアは口を開く。






　……が。

　その言葉を遮って、ブレアが「だが、」と声の調子を下げる。






「それよりもだ……」

「……え？　それよりも……？」






　ブレアはどこか不機嫌そうな表情になっていた。

　それまで冷静に話していたはずの王子の顔が、急に雰囲気を変えたことにエリノアが戸惑う。

　ブレアは、エリノアを真っ直ぐに見て、言った。






「……お前は──……私と踊るのがそんなに嫌だったのか？」

「………………へ？」






　問われた言葉にエリノアが瞳を瞬く。






「……あの時、楽しかったのは私だけか」






　真っ直ぐで、憮然とした言葉には……思わずエリノアはぽかんとして。一瞬ブレアの瞳に気圧されたエリノアには、……それが──今、己が口走った『ブレア様と踊るのなんて……』という言葉に向けられたものだとは……この時は気付くことができなかった。






「ぇ……あの……」

「……」






　ブレアは──しばし、己を見上げるまんまるな緑の瞳を無言で見下ろしていたが……不意に──ふっと気まずそうに、目をそらす。






「……いや……すまない」

「え……？」

「言葉尻を捕らえるような真似をした。少し気になっただけだ。……お前にも、楽しんでいて欲しかったなどということは……私の勝手だな……」






　その言葉に、エリノアが息を吞む。

　しかしブレアの表情は、次の瞬間にはもう元に戻っていた。






「とにかく、その件は気にするな。タガート家にはこちらから断りを入れておく」

「………………ぁ……」






　ブレアはエリノアが応える前に彼女に背を向ける。そして短く仕事に戻るようエリノアに言い残すと、そのまま颯爽と控えの間を出て行った。






　──後に残されたエリノアは、呆然と立ち尽くしている。

















５　気づき












　──どうしてあんなことを言ってしまったのか。






　ブレアはそれをずっと考えていた。






「……」






　もちろんブレアは彼女が自分のことを心配してくれていたことはちゃんと理解していた。

　ブレア自身が己の風評をどう思うかはまた別として……彼女が、己の名誉が傷つかぬようにと案じてくれたことはブレアも素直に嬉しかった。しょんぼりと落とされた薄い肩を見ると、思わず吸いよせられるように手が伸びそうになったが……。






『ブレア様と踊るなんて』と、言われた時には──妙な苦さがあった。

　胸は何かが詰まったように重くなり、それでつい、問い詰めるような言い方をしてしまった。

　幼稚な言葉であった。






「……あれでは、まるで子供ではないか」






　普段ならどんな噂であれ聞き流せるはずが、それが上手く行かず、何故か娘の言葉の一つ一つが気になった。

　どうにも……最近己の様子がおかしいような気がして。

　今なお続く胸の重さも、そこから来ているような予感がするのだが……。






「ん……？　なんですかブレア様」






　ブレアが零したつぶやきを拾い聞き、階段の途中で供の騎士が顔を覗きこんできた。

　熊のようななりをした騎士は、今日はぱりっとした正装を身に纏っている。






「誰が子供なんです？」






　不思議そうに眉を持ち上げてくるオリバーに、同じく正装に身を包んだブレアは、きっちり腕を組んだまま、問う。






「……いや……オリバーお前……女が気になったことはあるか？」

「…………、…………、……なんですかそれは……そういう話なら、もうちょっとライトなノリで言ってくれませんかね……」






　王子の生真面目な顔に、オリバーがもうちょっとで噴き出すところでしたよ、と苦情を申し立てる。






「そりゃあ、ありますよ男ですから。それに……今はどうしたらブレア様にダンスのお相手女性を見つけられるか……それが心底気になってます」






　オリバーは言ってから、この男にしては困りきったという表情をした。






「なんのことを仰っているのか知りませんが……本当に、今夜の会……またお一人で行かれるのですか？　パートナーを断るなんて……王妃様がガッカリなさるじゃないですか……」

「……お前、さてはこたびの件、母上から話を聞いていたな……？」






　どうやらオリバーは……今回のブレアの舞踏会のパートナー候補が、皆、彼の縁談相手だったと知っていたらしい。

　その指摘に、オリバーはわざとらしい調子で「なんのことですか？」と、人を食ったような顔で苦笑する。






「……まったく……」

「それはこっちのセリフですよ……ダンスが上達しなかっただなんて見え透いた嘘を……あーあ、将軍のお嬢さんは癖がありそうですが、体育会系で見所もありそうな気がしたんですけどねぇ」






　騎士の落胆した様子に、ブレアは呆れている。

　今回彼は、母である王妃がそういうつもりだったのだとは知らなかった。

　それなのに、己の護衛騎士はちゃっかり王妃と通じていたのだ。






「……てっきり母上はもう私の縁談は諦めたものと思っていたのだがな……」






　ブレアが階段を上りながら難しい顔でそう言うと、オリバーはそんなわけないでしょうと呆れる。






「自分の王子がクラウス様……ひいては側室様陣営に攻撃されているのに、それを王妃様が見過ごし続けるはずないじゃないですか。そこら辺はお妃としての覇権争いにも通じますし」






〝覇権争い〟という言葉に、ブレアは一層嫌そうな顔をする。






「……母上には己のことは己で対処するゆえ手出し無用と言っておいたものを……」

「……殿下がさっさとやりかえさないから周りがやきもきするんでしょう！　クラウス様を野放しになさったりするから……！」

「仕方あるまい、本当に下らぬこととしか……」

「殿下自身がそうでもね！　王妃様や俺達にとってはそうじゃあないんですよ！」






　護衛騎士は恨めしそうな顔でブレアを睨んでいる。そんな男の様子に、ブレアはため息をついた。






「……はぁ、まあ、今回は相性が悪かったと思って頂くしかあるまい。私のような愛想もない者に、そう簡単に連れ合いが見つかるとも思えんな。……無理強いするわけにもいかぬ」






　真顔で返す王子に、オリバーも大げさなため息をつき返す。






「ああ～……クラウス王子の勝ち誇った顔が目に浮かぶ……」

「……嫌なら離れておけ」

「やですよ！　どうせ今回も嫌味を言われても言いたい放題にさせておくつもりなのでしょう!?　心配でとてもじゃないですがお一人にできません！　これだから、侍女頭たちに過保護とか言って鼻で笑われるんですよ、俺達は！」

「……それはすまんな。だが付いて来る気なら諦めろ」

「く……っ、ご令嬢たちの中に少しくらい好みの方はいらっしゃらなかったんですか!?　お願いですから、もうちょっと間口を広げてくださいよ!!　俺なんか……女なら誰でも好きですよ!!」

「…………」

「あ！　そんなゴミ虫見るみたいな目で見ないでください！」






　途端、ジロリと見られたオリバーが嘆く。






「……煩うるさい。私にも好みくらいは──……」






　と、言いかけて。ブレアはふと、脳裏に浮かんだ姿に思わず足が止まる。






「…………」






　それが誰か分かった瞬間、何故か一人赤面してしまったブレアは……

　またそこで真面目に考えはじめた。……なんなんだこれは……と、眉間には、深い皺がよっている。どこまでも生真面目な男である。






「……？」

「はー……」






　しかし、そんなブレアの小さな異変には気がつかず。

　ちょっぴり涙ぐんだ騎士は、階段の終わり、その先に〝あるもの〟を見つけて、げっそりと指差した。






「ブレア様の潔さは素晴らしいですがね……ほら……居ましたよ……殿下の可愛い弟君が……」

「…………あぁ、」






　その姿を見つけ、ブレアも現実に引き戻された。

　オリバーの投げやりな視線の先──ダンスホールのエントランスには、話題の第三王子クラウスが立っていた。

　こちらも正装に身を包んだ第三王子の隣には、これまた華美に着飾った彼の婚約者が立っている。それを取り囲む大勢の貴族の男女は、彼らの取り巻きたちであろう。

　クラウスはいつも沢山の取り巻きを引き連れて歩いているが、本日は、彼の婚約者である公爵令嬢方の取り巻きもいるらしい。その数も合わせると……エントランスはまるで彼らに占拠されているようである。






「……賑やかだな」

「賑やか……？　我が物顔じゃないですか、邪魔な……表に回れよまったく……」






　そもそもこちら側は王族用の特別なエントランスである。表側の大勢の来賓が使用するエントランスと比べるとやや手狭な造りになっているし、本来は、王族やそのパートナーだけに許された場所である。

　護衛のオリバーとて、ブレアを送り出したあとは、別の入り口を使用する必要があり、そこをクラウスの取り巻きたちが好き勝手に使っていいはずがない。……のだが。

　話によれば、こうしたクラウスの振る舞いを、国王の側室が許可しているとのこと。

　その側室はブレアの母とは仲が悪い。あまり下手にブレアがクラウスに干渉すると、ことは側室と王妃を巻きこんだ大きな事態に発展してしまう。更には妃達に板ばさみになった国王が困るのも目に見えていて……。

　あまり家族内に不和を生みたくないブレアにとっては頭の痛い問題であった。






　クラウス、ひいては側室の威光を笠に着て、舞踏会前の高揚感に浮かれた若者貴族たちはエントランスで傍若無人に振舞っていた。居合わせた王宮の使用人たちも、彼らにあれやこれやと言いつけられて非常に困惑しているようだった。

　その横柄さを目撃したオリバーは、毒のある顔で「迷惑な、」と吐き捨てるように言った。

　と、それが聞こえたのか……。

　クラウスの取り巻きの中の一人が、ブレアたちに気がついた。

　その男に耳打ちされたクラウスは……兄の姿を視界に捉えると、途端、含みのある笑いを口の端に乗せる。






「……ほーら御覧なさい。さっさと入場すればいいのに。あれ、わざわざのブレア様待ちですからね」






　ほーんと、可愛い弟君ですねぇ……と、オリバーがげっそり厭味を吐いている。

　その顔にはやはり、はっきりくっきり「めんどくせーな！」と、書いてあり……ブレアがそれを目線で窘めると、同時にクラウスたちがぞろぞろと傍へやって来た。

　もちろんクラウスは本日もその一番先頭で胸を張っている。






「これはこれは……こんばんは兄上」

「ああ……息災かクラウス」

「ええ、今日は良き夜ですね」






　ブレアに恭しく頭を下げた後、クラウスはわざとらしい微笑みを顔に浮かべる。






「おや、どうなさったのです？　お隣にむさ苦しいデカブツの姿しか見えませんが。まさか、それが今夜のパートナーですか？」






　途端第三王子の背後からは、さざ波のような笑い声が漏れる。クラウスの隣により添う令嬢も、扇の向こうで肩を揺すっている。

　その蔑みを含んだ響きには、〝デカブツ〟呼ばわりされたオリバーが、それでも表向き騎士として平静を保ちながら……鉄仮面の下、細い声で呪いの言葉を吐きまくっていた。

　傍にいてもちろんそれが聞こえたブレアは、やれやれと思いながらも、弟の顔を見る。






「……まさか。この者にはきちんと別にパートナーがいる。私は、こたびは辞退することにした。踊りは相変わらずの腕前なものでな」

「またですか。護衛にすら相手がいるのに、兄上はタガート家の娘にも匙を投げられたと？　味方の娘にすら見放されたとはなんと情けない。ああ……もちろん、これは兄上のことを心配して言っているのですよ？」






　その見え透いた言葉には、オリバーの瞳が剣呑に尖る。が、ブレアはといえば、一言、「そうか」と、言ったきりである。

　ブレアがそうして頷くと……平然と返されたのが気に入らないのか、クラウスが鼻を鳴らす。

　顎をしゃくりあげて見下げるような目線には、ブレアの背後でつぶやかれるオリバーの呪いの言葉がより邪悪になった。






「父上もさぞかし失望なさることでしょうねぇ……父上は踊りがそれはそれはお上手なのに。兄上はその才能を受け継ぐ事はできなかったのでしょうか。甲斐性さえあれば、相手くらいいくらでも見つかりそうなものですが。もしかして高望みしすぎておられるのでは？　身分が低い者になら、兄上の身分に群がってくるような者もいるかもしれませんよ」

「クラウス……下らないことを喋っている暇があるのなら、さっさと入場しろ」






　真顔なりに辟易したと言いたげにブレアが弟を促す。が、クラウスは、兄に向かって饒舌に動く口を止める気はまったくなさそうだった。

　ブレアたちも、クラウスたちにダンスホールへの入り口前を塞がれていては進むこともできない。

　それを分かった上で、クラウスは猫撫で声で続ける。






「そう邪険になさらないでください兄上。たまには私の進言もお聞き入れくださいよ。第二王子が弟に追い抜かれ序列も守れず、婚約もできず……少しくらい体裁も考えて下さらないと私も困るのです、同じ王族として」

「……そうか」

「ちゃんとタガートの娘には泣きすがって頼んだんですか？　誰にも相手にされない惨めな私と踊ってくださいと」






　体裁を考えろと言っておいて、同じ口で配下の娘に泣きすがれと言う。






「……──」






　その言葉にブレアの眉がピクリと持ち上がり──それを見たクラウスは、途端、表情に歪んだ喜色を浮かべる。やっと兄の顔色を変えられたことが嬉しかったらしい。

　しかし、そのあまりの言いようには、ブレアの背後で耐えていたオリバーが、堪らず怒号を上げる。






「なんてことを……元はと言えば!!」






　憤った騎士が尊大な顔をしている王子に食ってかかり、クラウスの取り巻きたちが身構えた。

　クラウスもせせら笑うように顎を持ち上げ騎士の顔を睨んだ──……その時。






　傍で、ブレアが誰もが予想だにしない動きを見せた。






「…………、そうか……」

「え……？」






　ブレアの言葉の調子に、一瞬周囲の者たちが皆、キョトンとした顔になる。

　それは、何かの気付きに意表を突かれたとでもいうような、そんな晴れやかな響きを持っていた。

　ブレアは口元に手を添えて、何事かを一心に考えている。

　その顔は怒りに染まっているわけでも、弟を睨んでいるわけでもない。

　ただ、思案顔で腕を組み、ぽつりと言葉を漏らす。






「そういえば私は、頼まなかったな……」






　ブレアは思った。

　……もしや、今回も頼めばよかったのだろうか、あの日のように。






　──王宮舞踏会。

　はっきり言って、それはブレアには興味の持てない行事である。

　いっそ、騎士たちと共に警護にまわりたいと思うくらいで……。

　もちろん、そんなことが許されるわけはないのだが。

　しかし、着飾って貴族たちの前で踊る自分には違和感すら感じるのも事実だった。






　ブレアの灰褐色の目は、先に見える豪奢な白い大扉を捉えた。

　多くの衛兵や使用人たちが整列するその扉の向こうには、贅の限りを尽くしたようなダンスホールが広がっている。

　きっと中には着飾った賓客、貴族、高官たちが大勢集まっていることだろう。

　剣を振るほうが楽しいブレアには、そこで楽しいと思った記憶はない。

　だが、とブレアは思い出す。






（もし、そこで、）






　あの時のように過ごせたとしたら──






　そう思った時、ブレアは幻のように、自分の手を取る白い手を見た。

　娘が〝白魚〟と言い張る腕から伸びる、柔らかなそれ。

　共に踊ってくれと請うた時、自分を見上げてきた、決意に満ちた美しい瞳の色を思い出した。






『絶対……足踏みますからね！』






　耳に甦る勇ましき言葉には、目の前が開けるような気がした。














　そうか、とブレアがもう一度つぶやく。






「そうか…………私は……あの娘を好いているのだな……」

















６　気づき…からの即実行。に、熊騎士困惑す。












「兄上……？」






　──クラウスは、訝いぶかしむような顔をして兄の顔を覗きこんだ。






　第三王子クラウスは、対立する立場にあるこの兄が、誰よりも嫌いだった。

　いやもしかしたら……この兄に、自分という存在を無視されることが一番嫌いなのかもしれない。

　自分が何を仕掛けても、いつも涼しい顔で相手にされない。それが悔しくて悔しくて堪らなかった。






「ブ、ブレア様？」






　思案にふける様子を見せたきり何も言わなくなった兄に、騎士も心配そうな顔を見せている。

　それすらも、クラウスの癪に障る。

　この騎士は国内の若手騎士の中では抜きん出た存在で、実力もあり、武門としての家柄もいい男だった。そんな男が、兄を熱心に支持していることもクラウスには実に不快だ。

　自分にも取り巻きは大勢いるが、こんなふうに心底自分に惚れこんで案じてくれる者がそう多くはないことを彼は知っていた。






（気に食わない……いつか必ずこいつも潰してやる──）






　クラウスがそんな不穏な怒りに囚われていた時──ふいに、周囲がざわめいた。

　それは周りの者たちが一斉に息を吞んだような、そんな響きだった。






「？　なん……」






　オリバーから視線を外したクラウスは、彼もまた、言葉を失くして言葉を吞みこむ。






　目の前で──兄が、穏やかに微笑んでいた。






「っ!?」






　途端、クラウスもギョッと後退る。

　この場にいる多くの者たちが皆ブレアが笑うところなど──、一度も見たことがなかった。

　いつも傍にいるオリバーですら、そのブレアの表情には驚きを隠せない。

　今まで彼が見てきたブレアの笑みとは、それは何かが決定的に違った。






「ブ、ブレア様……？」






　だがしかし。

　当の本人ブレアは、本日も、そんな周囲の動揺など露ほどにも気にかけなかった。

　そもそも……彼には、己が笑ったくらいで周囲が驚くなどということは、まったく思いもよらないことである。






　そして──彼は確かに言ったのだ。






「そうか…………私は……あの娘を好いているのだな……」と。






　しみじみとした驚きと、幸福感が滲む響きには、それが聞こえた者たちの身を凍らせるだけの威力があった。

　ほうっという息づかいに気がついて。クラウスが顔を横に向けると──己の婚約者を含む幾人もの娘が、うっとりと微笑む兄のほうを見つめている。それを見て、クラウスの瞳が一気に憎しみに染まった。






　──そんな観衆の前で、ブレアはふむ、と晴れやかな顔つきで踵を返す。

　気がつくと、彼の胸のつかえは取れていた。






「ブレア様!?」






　ブレアが階段を戻ろうとしていることに気がついたオリバーが、慌ててブレアの前に立った。






「どこへ……もう会がはじまります！」






　その問いにブレアは平然と答える。






「ダンスの申しこみをしてくる」

「[image: 〓]!?　い、今からですか!?」

「ああ」

「い、いったいどなたに……ま、まさか……」






　オリバーは非常に嫌な予感がしたが……その問いにも、やはり彼はためらわない。






「エリノア・トワインだ」






　ブレアがきっぱりと言うと、オリバーがやっぱり！　と、青ざめる。






「トワ、イン……？」






　その会話を聞いていたクラウスは、聞き覚えのある家名に眉をしかめている。

　オリバーは、ちょっと待ってくださいと慌ててブレアを押しとどめた。






「ダメです！　身分が……相応の娘でなければ周囲になんと言われるか……」






　しかし、ブレアはしれっと返す。






「お前は、今更私がそれを気にすると思うのか？」

「……！　……！　思い、ま、せんっけどっ!!」






　オリバーは頭を抱える。

　これまでも政敵に流される自分の悪評をものともしなかったブレアである。今更、舞踏会の相手がどうだと周りに言われても、気にするはずがなかった。しかし、オリバーは、幾らそんなブレアでも、己の相手には、さすがに身分に相応な娘を選ぶはずだと思っていた。

　……だが、その見立てはどうやら甘かったようだ。

　けれども、苦悩する騎士に、ブレアは首を振って苦笑した。






「そう慌てるなオリバー。ただ、こたびの会に付き合ってくれと頼みに行くだけだ。何も大げさなことを申しこみに行くわけではない」

「や、そういうわけにはいかんでしょう!?　ブレア様の場合……あなた王子なんですよ!?」






　普段周囲に女性の影の無いブレアが……自ら選んだ娘に舞踏会で相手をさせるということが、集まった貴族達にどう見られるのか。それはあまりにも明らかである。

　しかも、そこで先ほどのような世にも珍しき笑顔でも投下されようものなら……。

　オリバーはそれを想像して慌てふためいた。






「ちょ、ちょ、ちょっと！　やっぱり待ってくださいブレア様！」






　ブレアはさっさと来た道を戻ろうとする。が、オリバーは巨体を駆使してなかなか道を譲ろうとしない。






　そんな二人の押し問答を。クラウスは表情を歪ませながら見ていた。

　兄の相手をしそうな令嬢には、様々な手を使い兄に好感を持たせないように仕組んだはずだった。爵位持ちの家柄にある侍女にだって、適齢期の娘ならブレア付きの侍女にはなれぬよう手を回させたのだ。それなのに。

　リストにない名を耳にして、どういうことだと睨まれた取り巻きが身を竦ませている。






「エリノア・トワイン……？　トワイン家……どこかで……」














「オリバー……」

「だ、……あなた様に不利益になりそうなことをみすみす見逃せませんよ！　だいたい、今から連れてきてどうするんです!?　身支度だって、今からじゃあとても会には間に合いません！」






　女性の身支度には半端じゃない時間が掛かるんですよ!?　……と、いう至極真っ当な言葉に、ブレアがぴたりと足を止める。






「……それは、確かに……」

「で、でしょう？　まさかメイド服で連れてくるわけにも行かないんですから！　ね、化粧だってありますし、向こうだって身も整えないであの絢爛豪華な舞踏会に参加したいなんて思いますか!?　現実的に考えて、やはり無理ですよ！」

「……」






　オリバーの主張に、ブレアが考えこむ素振りを見せた。

　常日頃、物事を正しく把握し冷静に対処しようとするブレアのことだ。

　一先ずもう大丈夫だろうと、オリバーがほっと肩から力を抜いた──その時だった。

　彼の大きな背が、ドスンと何かにぶつかった。






「う、？」

「何事だ……このような場ではしゃぐなオリバー、殿下の御前で見苦しいぞ」

「げ……」






　誰かにぶつかったオリバーは、相手の顔を見てひきつる。

　体格の良いオリバーにも匹敵する身体つきのその男は、武人然としていて威風堂々とそこに立つ。顔には豊かなヒゲを備えていた。

　男は、騎士の向こうに信頼する王子の姿を見つけると笑みを浮かべる。






「良き夜ですな殿下。どうなさいました、この小僧が何かしでかしましたか」

「こ、小僧って将軍……」

「タガートか……」






　現れたのは、初老の武人、将軍タガートだった。

　初老というには些か重厚すぎる筋肉を備えた将軍は……オリバーを押し退け、ブレアやクラウスの様子を見渡すと、おや、とつぶやく。






「ブレア様、どこに行かれるのですか？　もう舞踏会ははじまりますが……いけませんぞ、舞踊が苦手だからといって、また鍛錬場にでも逃げこむおつもりか？」






　将軍はそう言いながら懐の深そうな笑い声を立てた……かと思うと。今度は鷲のような眼光を周囲に走らせて、呆然とブレアたちを囲んでいたクラウスの取り巻きに向かって咆ほえた。






「小僧共!!　さっさと殿下に道を開けんか！　この様な場所で騒ぎ立てるとは何事だ！」






　タガートが雷のごとく一喝すると、クラウスの取り巻きたちが飛び上がって壁際まで後退る。






「まったく……なっとらん……」

「タガート……」






　怯んだ男女たちを睨んだままのタガートに、ブレアは神妙な面持ちで呼びかける。






「おや、なんですかな殿下」

「この度は私が不甲斐ないばかりにご息女には迷惑をかけた」






　申し訳ないという言葉に、タガートは目を細める。そこから生まれる威圧感には、関係ないはずのクラウスの取り巻きたちが震え上がっている。






「ほう……殿下は我が娘をお気に召さぬと申されるか……」

「いや、ご息女に問題があるわけではない。ただ……他に踊りたい相手がいる」






　静かだがきっぱりとした物言いに、タガートは、一瞬意表を突かれたような顔をして、次の瞬間、そうですか、と、声を上げて笑った。傍にいたオリバーは、言っちゃったよ、という顔で額を押さえている。






「なるほど、なるほど……しかしですねぇ殿下、これは陛下や王妃様のお決めになったこと。殿下も務めと思い、此度は相手をしてやっては下さらぬか。娘もせっかく着飾らせてきましたゆえな。このまま帰れとは、あまりにも不憫です」

「……いや、しかし……」






　タガート家には、丁寧な断りの手紙を届けさせたはずのブレアは、将軍の言葉に戸惑う。

　タガートは立派な腕を組み、己の背後に顔を向ける。と──そこには、見覚えのある赤毛の娘が立っていた。

　タガートが言うように美しく着飾った背の高い娘は、どこかムッとしたような顔でブレアを見ていた。






「ルーシー・タガート嬢……」






　何故、とブレアの瞳が困惑の色を見せる。

　エリノア・トワインの話では、彼女は他に想う者がいて、国王と王妃の前でブレアと踊るわけにはいかないと強硬な態度を取っていたという。

　その彼女が何故、意志を曲げてここにいるのか。ブレアは答えを求めるようにルーシーを見たが……令嬢は挑むような目のまま無言である。

　タガートは、穏やかに問う。






「娘よ、お前、殿下のお相手務める気はあるのだな？」

「──はい」






　すると応じる声がエントランスに高らかに響き、その凛と勇ましい声に──ブレアが瞳を瞬いた。






　──聞き覚えのある、声だった。






　途端……ルーシーが、ふんっと鼻を鳴らして。

　彼女は道を開けるように、身を横に引いた。

　と──






「っ」






　そこに、ふわりと柔らかそうな黒髪を見つけ、ブレアが言葉に詰まる。

　背の高い親子の背後から姿を現した娘は、開かれた二人の間に進み出て顔を上げた。






「お許しいただけるなら──私、喜んでブレア様のダンスのお相手、務めさせていただきます！」






　優しい緑色のドレス。

　波打つ黒髪。紅潮した額には珠のような汗。今にも裏返りそうに緊張の篭った声音。

　それでも娘は強い瞳をブレアに向けていた。






「絶対に足を踏む自信がありますが！」






　それでもよろしいなら、と震える手に──ブレアの手が重ねられたのは、実に自然な仕草であった。

















７　ブレア落胆す。












　どうした、と、ブレアが呆然とつぶやいた。






「もしや、ルーシー嬢に強要されたのか？　本当に無理に養子にされたのか!?」

「ちょっと!?」






　手を取って、最初に何を言うかと思ったら……。

　心配そうな男がまず言ったのはそれだった。

　エリノアは思わずカクリと膝を折って。まあ……彼とエリノアが最後に会った時、エリノア自身が『それはできない』と悩んだ様子を見せていたのだから仕方ない。

　抗議の声は、もちろんルーシーのものである。

　父タガートにそれを窘められた令嬢は、ジロリと父親を睨み──どうやら──反抗対象である父がそこにいることで、いつもよりかなり強気割増気味になっているらしい。

　ルーシーは、先ほどクラウスの取り巻きを黙らせたタガートの叱咤を一睨みで撥ね返す。






「おっさん（※タガート）は黙ってて!!」

（→タガートが精神ダメージを受ける）

（→オリバーとクラウスがギョッとする）

（→エリノアが「お嬢様!!」と、鬼顔で目を吊り上げる）






「…………」※ブレア






　ルーシーは猛々しい調子で、微妙そうな表情のブレアに反論する。






「それじゃあ私が無理強いしたみたいじゃない！　私じゃないわよ、その子が養子にしてくれって頼みに来たんだから！」






　言い放ち、令嬢は「ふん！」と、そっぽを向く。……タガートが気が遠くなったような顔をしてよろめいた。オリバーが慌ててそれを支えている。






　しかし言い放たれたブレアはというと、令嬢の礼を欠いた態度よりも、その言葉のほうが気になったらしい。彼は目をまるくしてエリノアを見る。






「……お前が？　何故……」






　ブレアは今まさにエリノアに、ダンスのパートナーになってほしいと申しこみに行こうとしていたが、彼女の身分を変えてまで、という考えはなかった。

　多少の騒ぎは覚悟で、そのままのエリノアで参加してもらえればと──いや、エリノアに申しこむこと。それ自体にブレアは意義を感じていた。

　何かの障害で、実際には舞踏会で共に踊ることができなくても、己がエリノアと踊りたいのだという意思を示しておきたかった。






　それなのに。

　ブレアは、娘に家名を捨てさせるという大きな犠牲を強いたような気がして戸惑った。

　意表を突いて現れた娘の手を思わず取ってしまったものの──ブレアは、はたしてこのまま共にダンスホールの中に入っていいものかと頭を悩ませる。

　するとエリノアは、ルーシーに向けていたイガイガした顔を収め、彼ににっこりと微笑みかける。






「お嬢様がすみません殿下……でも、そうなんです。今回は、わたくしめでもこうすれば……タガートのおじ様にご助力いただけば、少しはお役に立てそうだったので……そういうことにさせていただきました」

「しかし……そのようなことで……」






　ブレアが困惑した様子を見せると、ちょっと肩を落とした（※ルーシーのせい）タガートが説明をする。






「まあ……そもそも以前に一度、私はこの者と弟とをタガート家の養子にと手続きを進めておりました。それをもう一度数年ぶりに動かしただけです。……ので、そう大した労力では」

「……なる、ほど……」






　しかし、とブレアの表情は晴れない。

　だがエリノアは、いいんです、とすっきり笑う。






「トワインという家名を名乗れなくなるのはずっと嫌でした。亡くなった父との繋がりが消えてしまう気がして……でも、もう、私も子供ではないので。少なくとも、何もできなかった子供の頃よりは、選ぶ力がついたと思いました」

「選ぶ……？」






　ブレアが問うと、エリノアは少し大人びた顔で頷いた。






「──はい。家名で、今は亡き父と繋がるか……それとも、父の遺志を継ぐことで繋がって行くか、ということです」






　その言葉にブレアは瞬き。エリノアは、父の姿を思い浮かべながら、続ける。






「私の父は、トワイン家の当主としての誇りを胸に、ずっと国に仕えさせていただいておりました。でも……父が誇りに思っていたのは……きっと家名だけではなかったと思うのです。国王陛下や、国を支えることそのものにも、父は喜びを見出していたはずです……だから……」






　エリノアの緑色の瞳は、まっすぐに主の顔を見上げている。






「私は道半ばでそれができなくなった父の為にも、自分でこうしたいと思ってここに参りました。殿下の威信を守ることは、トワイン家にとっても大切なことです」






　エリノアは、目線を下げて膝を折り、身体を沈めてブレアに淑女の礼を捧げる。






「殿下、未熟なわたくしめですが、こたびの舞踏会、姉の代理でお相手させていただいてもよろしいでしょうか？」






　顔を上げて、見上げてくる娘の真摯な瞳から、ブレアは目を逸らすことができなかった。






「今回のこと……私にとっても、〝そのようなこと〟ではなかったみたいなんです……」






　恥ずかしげな言葉が、先ほど自分が『そのようなことで』と、言ったことに対するものなのだと、ブレアもすぐに察する。

　その途端、ブレアは──……。






　思わず、エリノアから顔を背けた。






「……っ」






　娘の瞳を見ていると、柄にもなく胸の内が甘やかな薔薇色に染まったような気がして。ブレアは、まるきりどうしていいか分からなくなった。ただただ、自分の心象風景の有様が、これまで経験したことのない程に己らしくないということだけは理解して。ブレアは眉間に皺をよせたまま戸惑い、やや、目が回りそうな感覚に陥る。






「……!?　??　??」

「ブ、ブレア様？」






　応答がないことを王子の不服と思ったか。途端エリノアの顔が、ぼっと燃え上がる。






「あ、あの、でも、もちろん殿下がお嫌なら……」






　着飾って押しかけてみたものの……もしやこれは要らぬお節介であったか。そう思うと急激に恥ずかしくなった。

　もちろん、エリノアにとっても、ここに来るまでには相当の勇気が要ったのだ。だが、昨日の別れ際。己の不用意な言葉で王子を不快にさせたことがとても気になっていた。

　王宮でも、帰り道でも、家に帰ってからも。何をしていても、あの時のブレアの顔が頭を離れなかった。そうして彼女は一晩中悩み抜いて──

　それで結局。休日であった翌日の今日。エリノアは、いても立ってもいられずに、タガート家に駆けこんでしまったのだった。






　しかしそれも──と、エリノア。






（──全部……突っ走りすぎの的外れ……）






　暴走行為で王子を困らせてしまったかと思うと、エリノアの額には羞恥のあまり滝のような汗が流れる。

　──と、それに気がついたブレアはハッと我に返って。慌ててエリノアの手を引いた。






「いやっ、違う……！」






　身を沈めたままだったエリノアを立ち上がらせたブレアは、破裂しそうに赤い娘の顔を見る。






「嫌などということでは……」






　気まずそうな王子の顔には珍しく冷や汗が浮かんでいる。分かりにくいが、頬も微かに赤い。






「……」






　ブレアは言葉を切って、深呼吸をひとつ。

　それから決意を固めたようにエリノアを、見た。






「……嫌ではない。頼めるか──……エリノア」

「！　はい！」






　名を呼ぶと、その瞬間にエリノアの表情が輝いて。






「……」






　笑顔になった娘を見たブレアは更に惑った。

　華奢な手のひらを取った己の手がいやに熱い。むず痒いような心臓と、浮き足立つような己の足が不安だった。

　そんなこととは露知らず……エリノアは背後で悪女の様相でガッツポーズをとるルーシーと、（ルーシーに〝おっさん〟呼ばわりされてちょっぴり涙ぐみながら）微笑を浮かべるタガートへ、やりましたよ！　と、グッと拳を握って見せる。






「私……採用されました!!」

「頑張るのよエリノア！　私の為にも！（ここ強調）」

「はい！　わたくしめ、タガート家とトワイン家の為にも立派にお役目務めて参ります！」

「…………………」（※ブレア、無言（自分はこんな調子で最後まで持つのだろうか、と案じている）






　そんなブレアに──すすす……と近づいて来たオリバーが半眼で、一言。






「……ブレア様……あの誘い方……本命に対しては落第点ですよ……？」

「……………………」






　その言葉には、あれが今の精一杯だったブレアは……

　自分の不甲斐なさに、やや落胆するのであった。

















８　出動、魔王軍。












　夜風の吹き付ける王宮の屋根に三つの影があった。






「……よろしかったのですか、陛下……」

「……」






　低い声に問われた少年は、冷たい顔で眼下を眺めている。

　彼の視線の先の明るい建物の中には、窓ガラス越しに、着飾って男の腕に手を回す姉の姿があった。

　頬を紅潮させて、ぎこちない様子の姉を静かに見つめながら、ブラッドリーはつぶやくように答えた。






「……仕方ない。あんなふうに姉さんに頼まれたら……」






　──昨日。帰宅したエリノアはずっと様子がおかしかった。

　そわそわと家中を徘徊したかと思うと、自分の寝室で転げ回ってみたり。家事をしていたかと思うと、いきなり床に沈んで呻き出したり……。

　ブラッドリーやコーネリアグレースが、どうしたのと聞いてみても、エリノアは何も話してくれなくて。

　心配で、不安で、ブラッドリーはその夜は一睡もできなかった。

　そして今日の朝、もう一度彼が、姉に理由を問うと、こちらもまた眠れなかったらしいエリノアが、やっと口を開いたのである。






『ブラッド……私、タガートのおじ様の養子になるわ！』、──と……。






　──決意に満ちた、顔だった。






　ブラッドリーはもちろん驚いて。

　でも、『父さんのためにも』と懸命な姉の姿には、何も言えなくなってしまった。

〝トワイン家〟としての父は、今、下に見えている男、第三王子クラウスの派閥に失脚させられた。

　その派閥争いが今なお続いているとしたら、それを知った姉が、クラウスから現在の主人、ブレアを守りたいと思うのは、仕方のないことかもしれなかった。

　姉弟は当時──自分たちが子供であることを──非力すぎる自分たちが、父の為に何もできないことをとてもとても悔やみ、苦しんだ。

　その死を見送った時の胸を裂く様なやるせなさを、ブラッドリーは今でも忘れてはいない。……きっと、姉もそうなのだ。






「……」






　ブラッドリーは、暗い双眸そうぼうから殺気と侮蔑をこめてクラウスを睨む。






「……今すぐ殺せる力は僕の手の中にあるんだけどな……」






　ブラッドリーが、つと、腕を上げると……手の中に黒煙が現れて、それは剣をかたどった。

　鋭い切っ先をクラウスのほうへ向けながら、ブラッドリーの瞳はどんどん暗く冷たくなって行く。






「今……これをあいつの心臓に突き立てれば……少しは父さんも浮かばれるのかな……」






　──もちろん、ブラッドリーの剣はガラス越しであろうと、壁越しであろうとも正確にその心臓を射抜くだろう。

　それは、とても簡単なことだった。






　……けれども。






「…………」






　ブラッドリーは肩から力を抜くと、手の内から剣を霧散させる。

　黒い煙は夜空の中に立ち昇って、溶けるように消えて行った。






「……おや、おやめになるんですか？」






　グレンの問いかけに、ブラッドリーはため息をつく。






「……せっかく姉さんが頑張ったんだし……相手は気に入らないけど……」






　面白くなさそうにブラッドリーはぼやく。






「姉さんずるいよ。……綺麗なんだもん、あんなの邪魔できないじゃない……」






　本当に久々に着飾った姉は、とても綺麗で。とても嬉しそうだった。

　多分……嬉しそうなのは、着飾れたから、……ではないが、ブラッドリーはそれを認めたくはなかった。

　しかしその代わり、ブラッドリーはきっぱりと言う。






「……あいつがちょっとでも姉さんに不埒な真似をしたら、存在ごとこの世から消そう」






　いっそ清々しい言い切りように、グレンが、「陛下素敵！」と、きゃっきゃ、言っている……。

　そんな物騒な決意表明をした魔王の視線の先の建物内部では……緊張した面持ちでホールの中へ入場していく姉とブレアの姿が。ブラッドリーは、姉を見るブレアの目が優しいことに気がついて。やや不機嫌そうにそれを見送った。






（…………）






　その主人をヴォルフガングが心配そうに見ている。






「しかし、陛下……ここは少々聖剣に近すぎやしませんか……？　あまりお近づきになるのはよろしくないかと……」

「そうそう。姉上の所有物になったから、肉親の中和でだいぶん陛下のお身体にも障らなくなってますけどぉ……わー、ほらほら、ここからも見えますよ！　女神の大樹！」






　屋根の上から身を乗り出したグレンは、王宮の敷地内に見える大木を見て笑う。

　それを忌々しそうに睨みながら、ブラッドリーは頑固な表情を見せた。






「……仕方ないだろ、姉さんがブレアに襲われたらどうするんだ……僕は絶対姉さんから目を離さない」

「……クラウス親の仇のほうじゃないんですね……」






　再び言い切った主人に、ははーん、といかにも愉快そうな顔のグレン。ブラッドリーは当然だと暗黒顔で返す。






「もちろんそっちもだけど……今まさに姉さんに触れているやつのほうが僕は許せない……」






　あんなに可愛い姉さんになら誰がよろめいてもおかしくないじゃないか、と本気で断言するブラッドリーの瞳は、「何かあったらあいつマジ殺す」という目をしていた。

　それを見たグレンは「盲目が過ぎるー！」と笑い転げた。が……。

　ブラッドリーに睨まれると、黒猫は赤い舌を出して「えへっ」と身を正した。






「ですよね～、あはは、じゃ、私、下に行ってウルトラ可愛い姉上の監視をして来ま～す♪」

「……真面目にやれグレン……では、私も行って参ります陛下。しかしくれぐれもっ……！　くれぐれも陛下はこれ以上聖剣に近づいてはいけませんからね!?」






　せいぜいダンスホールの上までですよ！　あまり魔力も使わないで……と、必死に言い募るヴォルフガングに、グレンが「オカンなの!?」とゲラゲラ笑っている。






「……分かってるよ……その代わり、ブレアが姉さんに変なことしないように……」

「大丈夫です！　きちんとお守りして参りますから！」

「……」






　ね!?　と、必死な犬顔の武人に……ブラッドリーは不承不承頷くのであった。

















９　勇ましき者












　ダンスホールの開かれた扉の前に立ったエリノアは、その先に見える目の眩みそうな世界に圧倒される。

　ホールをぐるりと囲んだ窓硝子には、外の夜闇が艶やかに輝いて見える。その上に広がるのは女神への賛美を表すという天井画。中央には巨大なクリスタルガラスのシャンデリアがぶら下がっていて、エリノアは、以前それを同僚たちとともに一つ一つ必死に磨いた時のことを思い出した。






　──まさか……己がこんな風に見上げることになろうとは。






　王族用のエントランスはダンスホールよりも少し高い位置にある。

　階段を降りた先には、既に多くの来賓たちが集まっているようで、その賑やかな声は上にも伝わって来た。

　だが、官がブレアの入場を報せると、ホールは一瞬にして水を打ったように静まりかえった。






　──そこに──密やかな、ヒソヒソ声が聞こえたような気がして。エリノアの表情が陰る。

　その小波のような声の中には、来賓たちの様々な感情が混じっているような気がして──……それは、けして、ブレアにとって好意的なものばかりではなかった。

　エリノアは一瞬感じた気後れを、拳の中に閉じこめるように、強く手のひらを握った。






（……っ私は……怯まないぞ……！　き、貴族が何よ……私なんか、元魔王と魔族と一緒に暮らしてるんだからね!!）






　ざまーみろ！

　……とは……、ただの意味不明な虚勢ではあったが……、エリノアはひとまず足を踏ん張って。ぷるぷると軸を失ったように震える足をなんとか奮い立たせたのだった。






　二人はこの入り口を潜った後、来賓たちの視線降り注ぐ階段を下り、そして、国王や王妃、そのほかの王族たちの待つ壇上まで歩いていかなければならない。……それは、今のエリノアにとって、とてつもなく気の遠くなるような作業のように感じられた。

　藁にもすがる思いに駆られたエリノアはとりあえず祈った。






（……この際……魔王でもいいから……ご加護をください……！　ブラッド……！　私の忠誠心が強固な殿下の盾になりますように……！）






　……正直その祈りは……ブラッドリーに届けば届くだけ、ブレアの加護が目減りしていきそうな気もしたが……ツッコミ役は不在である。

　エリノア自身、絶対ブレア様の足踏みますと宣言したものの、この大舞台で、それはやはりやってはいけないことのような気がして。

　家名を名乗らせてくれたタガートの為にも、無様な真似はするわけにはいかないという気持ちも緊張に拍車をかけた。






（……メイナードさんに、絶対転ばない魔法とかかけて貰えば良かった……）






　げっそり傾くエリノア。に、

　不意に、ブレアがクスリと笑う。

　エリノアは、ハッと顔を上げた。

　隣に立っていたブレアは、穏やかにエリノアを見ていた。






「……心配か？」






　気遣いの言葉に一瞬きゅんとしたが──エリノアは、ハッと我に返ってスサッと白々しくブレアから視線を外した。






「…………いえ？　全然？　全然です。ご安心くださいブレア様、わたくしめ、将軍家の末席に据えさせてもらった身ですもの」

「……」






　根性見せます！　……と、拳を胸の前で握って見せるエリノアの額には、しかし正直にも大量の汗が滲んでいて。ブレアはそうか、と瞳を和らげた。

　彼女の様子は、勇ましいのに、どこか笑いが誘われる。だが、とりあえず、娘がブレアのためになんとか奮起しようとしていることは伝わった。

　武人気質のブレアは、元より勇気のある者や、果敢に挑もうとする者が好きだった。






「……そうだったな」






　……それは、なんとなしに口を突いて出た言葉だった。

　口にしながら、ブレアは思っていた。






　──この者は、最初から、〝勇ましき者〟だった──。






「──……ん？」






　はたと……自らの心に表れた言葉に疑念が浮かぶ。しかし、それがなんのことか分からずに、ブレアは怪訝に眉を顰めた。

　不思議に思ったブレアは……不意にその答えが、彼女、エリノアにあるような気がして、娘の顔を食い入るように窺った。

　必死な瞳、まるい額。ふっくらと柔らかそうな頬は、赤くなったり青白くなったりと忙しくて──……。






「、!?」






　ぼきり






　ブレアの頭の中に鈍い音がした。

　木の枝を折るようなそれと重なって一瞬大きな樹影が過ぎる。騒めく不穏な空気と、高らかに鳴り響く鐘の音。

　同時に──暗い部屋と、その奥で爛々と光る緑色の輝きが思い出された。






「っ……」






　それを〝見た〟瞬間、身体に叩きつけられたような衝撃が甦り、ブレアは己の胸を手で押さえた。

　その胸に小さな影がポツリと現れる。

　何故かは分からない。ただ、その影は、エリノアに対する小さな不信感のようなものだった。






（……これは……、何故……）






　ブレアの中に動揺が走る。

　エリノアは、ブレアが今一番不審を抱きたくない相手だ。

　それなのに……。

　断片的な、記憶とも呼べぬようなその〝何か〟が、とても重要なもののような予感がして。ブレアの鼓動が激しくなった。






（私は……何かを……）






　────忘れている……？






　ブレアの灰褐色の瞳が大きく見開かれた。

　記憶の端に……誰かの声が引っかかっていた。






　──ほら、と呼ぶ声が聞こえる気がして──……。






　しかし、その声はくぐもっていて最後まで聞こえない。






（……なんだ……私は、何を忘れている……？　これは、この声は……）






　ブレアは思い出そうともがく。

　しかしそれは、不可解に難しい作業だった。

　すぐ傍にありそうなものなのに、どうしても深い霧の中に迷いこんだようにその姿が明確にならない。……そんな印象だった。






　また、ほら、と声がした。






　思い出せない気持ちの悪さにブレアが喘ぐように浅く短い息を吐いた時、

　開かれた扉の向こうに広がったものが彼の目に映る。






　──ダンスホールの天井画。

　そこに描かれた、大きな大きな女神の大樹……。






「っ、」






　それを目にした瞬間、記憶の中の樹影とそれが重なった。

　すると──くぐもっていた声が、少しずつ、鮮明になる。






　──






　──ほら、──






　──ちょっと──………














　……──ふかふか猫になってごらん？


















　──…………

　──……

　……

　。














「……………………」






　ブレアは……






　思わず黙りこんだ。






　脳裏に思い出した声は、間違いなく今目の前にいる娘のものだと思う。

　……しかし……






「……………………猫？」






　なんだかとても重要なことを思い出しかけたはずが、ちょっと意味の分からないところを思い出してしまったブレアは、その不可解さにフリーズしてしまう。

　頭の中がぐるぐるした。なんだ猫って。






「……」

「？　ブレア様？」

「あ……ああ……」






　気がつくと、エリノアがキョトンとした顔で己を見ていた。

　不思議そうにまるい緑色の瞳と、ふわふわと流れる黒髪を見ていると、ゆっくり考えていたことが薄れて行った。






「……どうか、なさいましたか？」






　エリノアは、まさか、王子までもが緊張しはじめてしまったのかと不安そうな顔をしている。

　それに気がついたブレアは、いや、と（彼なりに慌てて）首を振った。






「少し、記憶が混乱していたようだ……」






　ブレアは、一瞬のこととはいえ、己が何故あんなに緊迫した精神状態に陥ってしまったのかが不思議だった。

　だが、思い出せた事柄が、あまりにも、意味を持たないもののような気がして。そもそも、ブレアの堅い人生に、〝ふかふか〟とか〝猫〟だとかいう単語はあまり登場してくるものではない。

　何かの思い違いか、と彼はそれを考えることをやめた。

　今からエリノアと共に、父である国王のもとへ参じなければならないという時に、いったい何をと。






「大丈夫、ですか……？」

「……ああ、気にするな」






　ブレアは、心配そうに見上げてくるエリノアの額にかかった髪を指で避けてやりながら、娘を安心させるように笑む。

　心の中に不可解さは残ったが──今は、意味の分からない記憶について考えるより、緊張した様子のエリノアの不安をはらってやりたかった。己の為に気丈に握り締められた手を取り、柔らかく包んでやりたくて──ブレアはエリノアに向かって微笑みかける。






「──では、行こうか」

「──、はい！」

















10　困惑の舞踏会












　その舞踏会は、いつになく静かなものとなった。






　二人がダンスホールへ入場すると、そこにいた全ての人間が、息を吞んで、ある意味ぎょっとして彼らを迎えた。

　普段近よりがたい噂の付きまとうこの国の第二王子が、きちんとパートナーを連れて来たことも珍しかったが、それよりも。

　その表情がいつになく柔らかであったことが彼らをとても驚かせた。

　ブレアがこうした場に現れると、いつも相手の令嬢は緊張で青白い顔をしていたし、ぎこちない動きでドレスの裾を踏みまくり、今にも泣き出しそうな顔をしていたものだ。

　申し訳程度に重ねられた手を見ては、観衆の中から同情の声や失笑が漏れるのもいつものことで──。






　しかし。

　この時、来賓たちが見守った、薄い色のドレスを纏った娘は、額に大粒の汗を滲ませていたものの、口を真一文字に結び、瞳はまっすぐに前を見て。表情はとても勇ましかった。

　時折──ブレアに足元を気遣われると、口元が照れ照れとむず痒そうに歪む。

　その顔は……それが決して誰かのおしきせではなく、娘が自らの意思をもってブレアの隣にいるのだと表しているようでもあったし、不意に見せる初々しい様子は、見た者をなんとなくくすぐったい幸福な気持ちにさせた。

　その気持ちは隣で娘をエスコートするブレアも同じなのか……

　彼女のほうを見る時には、必ず彼の口角が持ち上がる。心なしか……眼差しも優しくて……。

　これまで、舞踏会、夜会の類いで、第二王子が令嬢たちにどのようなふうに接して来たのかをよく知る貴族たちは、戸惑いを隠せなかった。
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　更に彼らの動揺を誘うのが……二人の背後である。

　二人が国王の元を目指す後ろには、彼らを守るように、猛獣……いや、威圧感の塊のような長身の三名がのしのしとついて歩く。

　一名は、〝クライノート王国の獅子〟と称される、将軍タガート。そしてもう一名は、その娘ルーシー・タガート。

　二人は周囲を見据えるように（特にルーシーが酷い。『何か文句あるんだったら噛み付くわよ』という顔を）して、王子と令嬢の後ろを、まさに、獅子の親子さながらに悠々と闊歩する。

　その後ろを何やらやけっぱち気味で憮然とついて行くもう一名は、騎士のオリバーである。

　体格の良い彼らを従えた第二王子の威圧感たるや……ブレアと共に王太子派を公言する貴族、高官たちすらもいったい何事かと息を吞む始末である。

　当然来賓たちは皆、王子のパートナーの令嬢が誰なのかがとても気になった。

　だが、その答えを知る者は多くはなかった。

　唯一それを知っているのは、そこで忙しく働く使用人や、警備を担当している、もしくは貴族に連なる者として会に参加しているオリバーの仲間達だけで……

　しかし、使用人達もオリバーの仲間達も、それをざわめく来賓たちに漏らそうとはしなかった。もちろん、職務中に無駄口を叩けなかったという者もあるが……多くの者たち（特にオリバーの仲間、ブレア大好きっ子たち）は、堅物の第二王子のその様子がいかに貴重かよく心得ていた。悪戯に半端な噂を流せば、ブレアやエリノアの為にならないことをよく分かっているのだ。

　皆思った。そこに芽生えたほのかなものを、今、余計な横槍で摘み取るわけにはいかない。

　ある者は、ブレアの為に。ある者は王室や彼を気遣う国王、王妃の為に。

　そう、無言の決意がダンスホールの中に密やかな団結を生んでいた。






　そんな彼らに見守られながら……

　二人は、王族達の居並ぶ手前まで辿り着いて、立ち止まる。

　壇上には、ぽかんとした顔の国王と王妃の顔が見える。

　それを見たエリノアが一瞬身震いしたのを感じて。ブレアは優しくエリノアに微笑んで見せた。


















「…………まあ……」






　と、いうのが王妃の最初の一言であった。






　とはいえ。それは、ブレアが国王たちに口上を述べ終えて、エリノアと共にダンスの輪に加わって行った後のことである。既に、その驚きをもたらした二人は、壇上にない。

　だいぶ長い間唖然としていた王妃は……ハッとした。






「あら!?　驚き過ぎてお相手の名前を聞いてなかったわ!?」






　王妃は困ったような顔で、同じく隣で唖然としたままであった国王を見上げる。






「陛下……」

「うむむ……確か、エリー……エリア……？」






　国王も額を手で押さえる。

　傍にいた他の王族たちも、彼らのパートナーも、誰もが娘の名を思い出せないらしい。困惑の顔でお互い顔を見合わせている。

　すると、






「陛下、エリノアです。エリノア・タガートと申します」






　傍に残っていたタガートが、胸に手を添えつつ恭しくそう告げると、王妃が手をパチンと叩いた。（因みに……ルーシーは、周囲を威圧しながら二人について行った）オリバーはそのルーシーに『ちょっと顔かしなさい』的に連れて行かれた……）






「そう、そうだったわ！　ごめんなさいね将軍……息子があまりにも別人のようだったから驚いてしまって……」

「心中お察し致します」

「しかし……ブレアが相手を連れて来たのは嬉しいが……」






　国王が不思議そうにタガートと、ホールで必死な様子で踊るエリノアとを見比べる。






「お前にもう一人娘がいたとは初耳だが……？」

「あら！　ではまさか隠し子なの？」






　愉快そうに王妃の隣から言ったのは側室のビクトリア妃である。ビクトリアは「将軍もおやりになるわねぇ」と、ころころ笑う。

　それに対しタガートは「まさか」と、憮然と返す。






「あの娘は当家の養女です。昔の配下であった伯爵の娘で……この度正式に迎え入れました」






　言いながら、タガートは含みと棘のある顔をした。昔、この側室に多くの配下が潰された過去をもちろんタガートは許していない。が、側室ビクトリアはそれを鼻で笑って、派手な羽根扇子を顔の前でゆったり揺らす。






「あらそうなの？　それは残念」






　将軍は眼光鋭く側室を睨み、側室もそれを迎え撃つ。一瞬二人の間に火花が散った。






　……そんな二人の不穏さを他所に、王妃は嬉しそうにニコニコしている。






「今日はなんて喜ばしい日かしら！　ブレアがちゃんと相手を連れて来たなんて。騎士たちとばかり過ごすものだから心配していたの。あの子ったら……あんなに丁寧に女性をエスコートできたのねぇ……あ……涙が……」






　感慨深そうにウルウルしている王妃の言葉に、国王もしみじみと踊るブレアを見た。






「……確かに……あの様子は、ただごととは思えぬなぁ……」






　息子は控えめな表情ながら、とても楽しそうに踊っている。それは──驚いた周囲の者たちの踊りがぎこちなくなる程に。

　はっきり言って、今現在、ホールの中できちんと踊れているのは、ブレアたちと、共にホールに向かった王太子たちのペアくらいのものである。その他の者たちは、どうにもブレアたちが気になってしょうがないらしい。気もそぞろでステップを踏むものだから、彼らの踊りは決してうまく行っているとは言い難い。パートナーの足を踏む者も続出である。






　王妃は歓喜した。






「いいわ……いいわね！　タガート！　ぜひお嬢さんをブレアの妃に──」






　と、王妃が言いかけた時だった。

　その声に割りこむように、愉悦を含んだ言葉が放られる。






「──それはお止めになったほうがよろしいかと思いますよ」






　興奮してタガートに詰めよった王妃を、せせら笑うように現れたのはクラウスだった。

　クラウスは婚約者を引き連れて、国王たちの前にまで進みよる。

　途端、側室ビクトリアの顔が綻んだ。






「クラウス！　よく来ましたね！　遅かったじゃないの……」

「ご機嫌麗しゅう母上。申し訳ありません、ちょっと急に情報収集が必要になりまして」






　そう言うクラウスに、王妃が怪訝そうな顔をする。






「王子、それはどのような意味なの？　だって、ブレアが女性相手にあんなに嬉しそうだったことがこれまであって？　あの子を逃したら……」






　そんなの惜し過ぎる、と言う王妃にクラウスはにやりと笑う。






「そうは言いましてもねぇ」






　王妃に向かって、ぬけぬけと嘲りを滲ませるクラウスに、王の傍で控えていたタガートが剣吞で不審げな視線を向けた。が、クラウスは、それも分かった上で意地の悪い顔で言った。






「あの娘、兄上の侍女だそうですよ」

「……侍女……？」






　どこからそれを仕入れたのか。既にエリノアの情報を耳に入れたらしいクラウスは、勝ち誇った顔をして王妃を見ている。王妃は目を瞬いて、国王と共に顔を見合わせた。

















11　王妃と側室、そして素敵な王女様












　クラウスの言葉には、王妃たちよりも過剰に反応した者があった。

　今までブレアの話題に、面白くなさそうな反応を見せていた側室は、途端まなじりを吊り上げた。






「まあ呆れた！　ブレアと来たら、相手がいないからといって使用人を連れて来たの？」

「ビクトリア……」






　故意に、ホール内に響き渡らせようとするかのような高い声。それには王妃も困った顔をした。声の主、ビクトリアはタガートに白い目を向けている。






「いくらタガート家の養子だからって使用人が王子のパートナー？　王室が国民たちに笑われてしまうではないの、将軍、いったい何を考えているの？」






　ビクトリアの剣幕に、タガートは、はて？　と、目を細める。






「お笑いになりたいのはあなた様がただけでは？　私はそのようには思いませぬ」

「なんですって？」

「ビクトリアやめなさい。元は伯爵の子だと言っていたではないか、貴族の娘や、長男以外が王宮に侍女や近侍として入るのは何も珍しいことではない」






　国王が窘めるも、側室は口を閉じない。ビクトリアは国王と王妃のほうへ向き直り、口の端を持ち上げたクラウスもそれに倣った。






「そうは言っても陛下。ブレアは第二王子という立場です。クラウスや第四王子の相手は公爵家の娘ですし、王太子のお相手は同盟国の王女です。それが……第二王子の相手が使用人？　あまりにも格が違いすぎるんじゃありませんこと？」






　口ではそうは言うものの……扇子の陰で彼女の口元は「実にいい気味だ」と言いたげな弓なりをしている。






「でも、タガート家に養子に入ったなら……」






　王妃は不安そうに国王の顔を見上げた。

　だが……国王の表情は渋い。






　タガートは将軍という身分を持つ傍ら、ルクスオアーゼ侯爵としての顔も持つ。しかし──それでも、エリノアがブレアの妃になれるかは、微妙だと言わざるを得ない。

　王位継承権を持つ者の結婚は、国にとって大きな問題であり、その為にはまず、クライノートの議会で可否が問われることとなる。

　大まかに言えば、それは王族と釣り合いがとれるのかという話ではあるが……問題は、〝王位継承権所持者が貴賎結婚をする場合、その権利が失われる〟という決まりがあることにあった。

〝貴賎結婚〟とは、要するに、階級的や経済的に釣り合いが取れていない者同士の結婚という意味である。

　これまで、歴々のクライノートの王家では、対等結婚が重要視されてきた。

　近年貴族の中でもじわじわと恋愛結婚をよしとする風潮も出てきてはいるのだが、王族や大貴族ともなると、まだまだそれは難しい。

　もし、議会でこれは身分が釣り合わないと判断された場合、それでもその婚姻を望む場合は法を変えでもしない限り、ブレアは現在第二位である王位継承権を失い、クラウスがその椅子に座ることになる。

　王妃が言うように、タガート家の養子ということでよしとする者もいるだろうが、議会員がエリノアの〝使用人〟〝侍女〟という点に難色を示す可能性は大いにあった。

　王位継承権に関わる問題だけに、特にブレアに期待を持つ者や、王室の安定を望む者になればなるだけ、首を縦には振らないだろう。何せ、クラウス王子の継承権が上がれば、皇太子派とクラウス派の争いは、より激化することが目に見えている。






　しかしもちろん──これは、側室やクラウスにとっては大いに歓迎すべきことである。

　二人共、心の中では大いに喜んでいるに違いない。

　だが、元より攻撃的なこの親子は、これを機に王妃やブレアを大いに嘲笑ってやろうという腹なのだろう。

　おまけに彼らにとって心強いのは、本日は舞踏会ということもあり、賓客たちの中にビクトリアの親族や、出身国の貴族も多く招かれているということだった。味方が多いことを心得ている二人は国王を前にしても強気な発言を繰り返す。






「年頃の娘は他にもいるでしょうに。いかに不出来な息子であったとしても、仮にも王子ですよ？　これでは王妃の手腕も疑われますわねぇ」

「……そんな……いいじゃないのビクトリア、ねえ陛下？　だって、ブレアがせっかくあんなに……」

「うむ……」






　王妃は夫に同意を求めるが、難しい立場の国王もまた困っているようだった。息子の為を思うと、頷いてやればいいのか、否とすべきなのかが分からなかった。

　国王の戸惑いを自らの優勢と見たか、ビクトリアは勝利を確信したような高慢な顔で鼻を鳴らす。






「まったく、ブレアには困ったものですわね王妃。王室のことを考えていないにも程があるんじゃありませんこと？」






　その言葉に、王妃の柔和な顔がややムッとする。






「……ブレアはブレアでよく王太子を支えてくれているわ。あの子はちょっと不器用なだけよ」

「あらそうですか。でもそれは王子としてはどうでしょう。王国の安定を図るのが王族としての役目でしょう？　力をつけていくべきところを、自ら力を削ぐような真似をする者が王子として相応しいのかしら。ブレアにも私のクラウスを見習ってほしいわ。隣国の強い後ろ盾があり、良縁にも恵まれて。こういう王子こそが王室の柱となるべきだとわたくしは思いますわよ」

「それは……どういう意味!?」

「王妃……ビクトリア……やめなさい……」






　ブレアばかりか、王太子の地位を脅かすような発言を匂わす側室妃の言葉には、王妃が怒りを滲ませた。睨み合う二人に国王がほとほと困り果てている。










　──そんな家族たちの不穏な空気を察知して。

　壇上から少し離れた場所で踊っていたブレアは、ため息をついて足を止めた。

　──もう少し、騒がしい壇上からエリノアを遠ざけておきたいと思った。






「…………エリノア、少し休むか」

「あ、はい、はい……そうさせて頂いてもよろしいですか……？」






　二曲目を踊りきって。そうブレアに言葉をかけられたエリノアは、ホッとして彼を見上げた。

　自分のことでいっぱいいっぱいだったエリノアには、幸いなことに妃たちの騒ぎは耳に届いていなかった。

　エリノア的には、緊張していたわりに、足はよく動いたほうだと思ったが……正直、必死過ぎてでき栄えについては良く分からない。ただ、一先ずブレアの足を踏むことだけはなんとか回避した。それだけでも、自分を褒めてやりたくて。思わずほろりと行きそうなエリノアだった。






　そうして二人は、王太子らと共に踊りの輪を外れ、休憩を取ることにした。

　その二組はとても人目を引いたが……有難いことに、オリバーに頼まれた彼の仲間たちが、彼らの為に周囲でせっせと人払いをしてくれた。

　……そうでもしなければ、ブレアと、そしてエリノアが、好奇心につき動かされた賓客たちの質問責めにあい疲弊してしまう……と、いう熊騎士なりの配慮であった。

　因みにその熊騎士はというと。彼は本来共に舞踏会に来るはずだったパートナーのところへ行っており、現在彼女に謝り倒していると思われる。

　そして彼と共に、つい先ほどまでエリノアたちの傍で鷹のような瞳で周りを威圧していたルーシーは、来賓の中に愛しの〝ジヴ様〟を発見し……

　子猫のような顔をして一目散に走って行った。






　……さて。

　王太子は壁際の長椅子まで辿り着くと、にこやかに、自分のパートナーとエリノアに腰掛けるよう促した。

　王太子の婚約者、同盟国の王女ハリエットは笑顔のままにそこにふわりと腰を下ろしたが、エリノアは戸惑ってブレアの顔を見る。と、王太子は母親譲りの優しい空色の瞳でエリノアに微笑みかけた。






「いいからどうか楽になさい。私たちは王族でもありますが、その前に男ですからね。レディを立たせて自分たちが座るなんて許されません」






　その完璧な紳士然とした物腰の柔らかさには……エリノアが若干引き気味で仰け反っている。レディなんて、面と向かって言われたことなんてなかった。しかも相手は王太子である。






「レ、レぇ……っ!?　し、しかしですね殿下……王女様の隣に腰掛けるなんて、わたくしのような者にはとても……恐れ多過ぎて天地が引っくり返ってしまいます！」






　エリノアがびくびくしながらそう言うと、ハリエット王女がころころと笑った。






「是非隣に来てくださいなエリノアさん。わたくし、貴女のことがとっても気になってますの」

「う、」






　王女の品と清らかさ漂う微笑みに、エリノアが眩そうに仰け反っている。

　エリノアは思った。なんという気品溢れる紳士淑女カップルだろうか……。

　二人が輝きすぎていて、よけい身の置き場に困ってしまったエリノアは、困惑のあまり顔を覆って呻いている。

　ブレアはそんな娘を笑って、優しく背を押した。






「エリノア……仰せの通りにさせていただきなさい」






　大丈夫だから……と王子にそう言われてしまえば、エリノアとしてはどうしようもない。






「う、で、では、失礼いたします……」






　エリノアは決死の覚悟という形相で、恐る恐る椅子の端に座った。

　──本当は。足にだいぶん負担が来ていた。普段はかかとの低い靴で働いているエリノアである。ヒールのある靴で踊った足は、緊張から解放されるといつの間にかとても重くなっていた。

　そのことに気がついていたブレアは、一瞬気がかりそうな瞳をして、それから兄を見た。






「兄上、私は何か飲み物でも用意させて参ります」

「そうだね、彼女たちに何か……誰かに頼んでも良いけど……私たちで行って来ようか。ハリエット、彼女を頼める？」






　王太子がそう言うと、王女は、淑やかな声で「はい」と頷いた。そのことにエリノアは目を剥く。






「いけません！　殿下！　給仕ならわたくしめが!!」






　勢いよく立ち上がったエリノアは、そのままドレスの両端を握りしめ駆け出そうとするが──……。

　ブレアがそれを止める前に、その首根っこを……

　ハリエットがガシリと捕まえる。






「うふふ。あらダメよ、貴女は今日ブレア様のパートナーとしてここにいるのよ？　そのようなことは他にお任せなさい」

「ひぇ!?　し、しかし……」






　エリノアは顔汗をかきながら目を白黒させたが、王女はたおやかに笑いながら、王太子たちに微笑みかける。






「殿下、お願いできますか？」






　ハリエットがそう言うと、王太子は格別甘く優しい表情で、ええ、と頷いた。






「もちろんですハリエット。貴女の為なら喜んで」






　美貌の二人の甘い雰囲気に。エリノアが思わず一人で照れて固まっている。（※ブレア真顔）

　王太子はハリエットに微笑みかけて、エリノアにもにこりと笑みを向けて。そして、彼はブレアを連れてその場から離れて行った。

　──その一瞬……ブレアが「大丈夫だ」と言うようにエリノアを見て。エリノアは、戸惑いながらもそれを見送るのだった……。






　王子たちが行ってしまうと、ハリエットがもう一度エリノアを椅子に促す。






「さ、お座りなさいな、エリノアさん」

「し、しかし……」






　困惑顔のエリノアに、彼女はおかしそうに笑う。






「いいのよ。王太子殿下は、わたくしたちには内緒で何かブレア様とお話になりたくて弟君を連れて行かれたの。だから、せいぜいわたくしたちは楽をさせてもらいましょ」

「そ、そうなんですか……？」






　茶目っ気たっぷりな王女の顔に、なるほど、とエリノア。

　こんな風にして弟王子が見知らぬ女を連れてきたのだ、兄としても、王太子はブレアから早く詳しい話が聞きたいのかもしれない。

　すると、今度はハリエットが瞳を輝かせる。






「さあ座って。わたくしも貴女のことが気になっていると言ったでしょう？」

「う、ほ、本当にご一緒してよろしいんですか……？」






　ハリエットは同盟国の第一王女である。

　気を楽にと言われたものの、顔に汗しながらエリノアが伺うと……。

　美貌の王女は、柔らかな知性を感じるヘーゼルの瞳を細めて、言った。






「あら……？　エリノアさん、未来の王妃に逆らうの？」






　その、どこか油断ならぬ輝きにエリノアは……。






「………………はい、すみません」






　大人しく素直に長椅子に腰掛けた……。

　……どうやら未来の王妃様は……うだうだ往生際の悪い者がお嫌いなようである……。

















12　赤面と恐縮












「……あのお嬢さん、確か王宮の侍女ではなかった？」






　飲み物を取りに行った戻り、王太子がそんなことをブレアに言った。

　ブレアは兄の指摘に少し驚いて。なにせ、まだブレアはエリノアの詳細を兄には話してはいない。両親や側室たちの残る壇上では、どうやら揉めている様子が見られて、恐らくそれは自分とエリノアの話であるのだろうとブレアは思っていた。

　だが、早々にそこから離れた王太子には、まだその話は伝わっていないはずだ。

　王宮には上級、下級、見習いを合わせると、それこそ千人単位の侍女がいる。

「確か王宮のどこかで見かけたことがあるのだけれど」という兄の記憶力に驚嘆しながらブレアは頷いた。






「はい、現在は私の部屋付きを務めております」






　ブレアが素直に返すと兄はにこりと微笑む。






「そう、それで親しくなったのかな？　ブレアがとても気を許せているようだから嬉しいよ。まあ、ご側室やクラウスは何か言ってくるかもしれないけど、私はブレアの意見を尊重したい。力になれることがあったらなんでも言ってくるんだよ？」

「……ありがとうございます」






　兄の幼子を相手にするような言い方に、ブレアが一瞬笑う。王太子は、見目の美しい紳士的な男ではあるが、時々こういう物言いをする。

　彼には人の心を和ませる天性のものがあった。王太子として、この歳までに様々な困難にも見舞われたはずだが、彼がそれを表には出すことはけしてない。

　角のないまるい人柄は、ブレアの憧れでもあり、真似できないと思うところでもあった。

　王太子は「でも、」と続ける。






「それなら色々と下準備が必要だね」

「……？　下準備、ですか？」






　兄の言葉に、ブレアは立ち止まる。そんな弟に王太子は、うん、と朗らかに頷いた。






「父上や陣営の者たちには私がなんとか話をしてみよう。状況的に見て、クラウスたちが反対するとは思えないけど……何か嫌がらせの一つくらいはあるかもしれないね。差し当たって問題は……」

「……兄上……？　いったいなんのことですか？」

「え？」






　ブレアの小さな困惑に、兄は、何が？　と、振り返る。






「クラウスの反対の件？　それとも……」

「いえ、下準備とは……いったいなんのことでしょう」






　ブレアが聞くと、兄は、おや？　という顔で弟の顔を見た。






「何って……エリノア嬢をお前の妃に迎える話だけど……」

「………………」






　平然と言われた言葉に、ブレアは危うくエリノアの為に用意したグラスを取り落とすところだった。






「タガート将軍の養女に入ったと言っておられたけど、他ならぬお前の婚姻のことだ。色々引き止めようとする者も多いだろう。ひとつひとつしっかりと準備していこうね？」

「…………お待ちください兄上……」

「とりあえず、対等じゃないとか身分違いだとか言う連中を黙らせないと。大丈夫、ハリエットも協力してくれると思うよ」

「……兄上……違います」






　嬉々とした兄の口から、その婚約者の名を聞いて、ブレアは慌てて兄を制止する。

　兄に似合いのゆったりたおやかそうな王女は、実はかなりのやり手と有名なのだ。賢く兄を支えてくれるのは、とても有り難いことだが、このまま先走った兄と手を組まれるとかなりやっかいである。何せ、彼女はとても頭はいいが、王太子に心底惚れこんでいて彼の言葉には絶対に異を唱えない。

　ブレアは、ゆっくりなだめるように兄に言った。






「お気持ちは有り難いのですが、違うのです」

「？　違う？」






　きょとんとした王太子に、ブレアは説明しようとした。

　確かに自分は舞踏会にエリノアを連れて来たが、そういうつもりではないのだと。

　あれはパートナーに恵まれず、周囲に面目のたたない自分を、ただ娘が案じてくれただけなのだ。そこへ来て──王太子やその婚約者に、〝そういうつもり〟の対応を受ければ、きっとエリノアは大いに戸惑うことだろう。






「兄上、私はエリノアを自分の妃に……」






　しようなどとは、と、

　彼は言おうとした。






　しかし、






「……!?」






　言葉の途中で、何故か己の体温が急激に上がり。ブレアはグラスを握ったまま、思わず困惑して棒立ちになる。

　胸の中に、何か……とてつもなく冷静になり切れないものを感じた。






『エリノアを妃にするつもりなどない』






　──そう発言することに抵抗があるのか、もしくは、『エリノアを妃に』という言葉自体に照れがあるのか。それも分からなかった。

　とにかく、それを口にすることがとてもとても難しかったことだけは確かである。

　すると……そんな彼を見て、兄が眉だけを持ち上げて静かな驚きを表した。






「……ブレア、お前、そんなに顔を赤くできるんだねぇ……初めて見たよ……」

「………………くっ……」






「エリノア嬢は、凄いなぁ」と、いう兄の、いかにも感動したと言わんばかりの声がブレアに追い討ちを掛けている。










　──同じ頃……

　別の場所で、同じように泡を食っている者がいた。






「ぅ……ええええ!?　わ、私が……ブレア様の……き…………」






　そこまで言って、唖然とし過ぎて後ろにひっくり返りそうになったエリノアは……次の瞬間、黒髪を左右に揺らしながらブンブンと頭を振った。






「そ、そんな馬鹿な……！　ハ、ハハハリエット様！　そんなことがあるはずないではありませんか！」

「あら……？　そうなの？」






　意外だと言いたげな王女の言葉に。エリノアは、今度は頭を目一杯縦に振ってから──いたたまれない様子で両手の指を弄り、額と頬に汗して続ける。






「そんな……お、恐れ多い……わたくしめは、ただ……奔放すぎる義姉の代理で……義姉のわがままのせいでブレア様が舞踏会でお一人になってしまわれるのが申し訳なくて……だって、本当はあんなにダンスがお上手なのに……」

「あら、わたくし、ブレア様がダンスがお上手とは知らなかったわ。いつもしかめっ面でお相手が大変そうなのに？」

「それは……お相手が怯えすぎなんです」






　それさえなければブレアはもっと踊れるのだと拳を握りしめ、ぷりぷり主張する娘を、ハリエットはじっと見ていた。






「そう……」






　でもそれだけかしら、とハリエットは心の中で思った。

　少なくとも、ハリエットの目には、ブレアが彼女に向ける眼差しの中には、自分が王太子に向けるのと同じ気持ちがあったように見えた。

　ハリエットは兄の婚約者としてブレアとも踊ったことがあるが、それはとても義務的で面白みに欠けるものであった。

　ブレアは終始真顔のままで少しも感情を表さなかったし、ハリエットはその婚約者の弟王子を、随分不器用そうな青年だなと思ったものだ。






　しかしそれがどうだ。先程この娘と踊った時のブレアは、周囲が驚く程の華やかなダンスを踊って見せた。その華やかさは、おそらく、彼から滲み出る幸福感が元だろう。

　ハリエットもブレアがそこまでダンスが下手だとは思っていない。が、まったく心外な話、ブレアはハリエットと踊っても、欠片も楽しいと感じなかったのだろう。

　踊る相手でここまで違うのねぇ、とハリエットは感心した。

　エリノアと踊るブレアには、娘の手を取るリードの端々に彼の気遣いが見て取れて。それは、以前自分がブレアと踊った時に感じた、義務や、兄への気遣いとは別物だ。

〝しなければならない気遣い〟と、〝自然と滲み出る気遣い〟とでも言うのだろうか……ブレアも、兄の婚約者として、未来の国母として、ハリエットにはかなり丁重に接して来るが、そこにある情の深さは桁違いに見えて……。

　それで。ハリエットもてっきり二人が恋仲なのだと思ったのだが。

　しかし、今目の前にいる娘からは、ブレアを守ろうという気持ちは伝わって来るが、それが恋情なのかと言われれば判断に困る。表情豊かな娘は感情が分かりやすい。それによれば、彼女が『恐れ多い』と感じているのはどうやら本当のようだ。ブレアがどのような目で自分を見ているのかも分かっていないらしい。






「……まあ、ブレア様は分かりにくいお人ですものねぇ……」

「？」






　この恐縮しきった、色恋に長けていそうでもない娘では、あの仏頂面から多くを読み取れというほうが無理である。

　分からないわよね可哀想に、とハリエットはエリノアの頭をふわふわと撫でる。






「ハ、ハリエット様？」






　王女の、いいのよ、いいのよ、と同情的な目に、エリノアが首を傾げた時、

　──そこへ、ふっと何かを振る音がした。

















13　赤い葡萄酒と白いタテガミ












「!?」






　同時に近づく影と、赤い色がエリノアの目の端に飛びこんで来る。

　一瞬のことだった。貴人に迫る危機センサーを日々鍛えられている侍女エリノアは、その不穏さを鋭敏に察し、咄嗟に飛び出すように長椅子から立ち上がった。

　ハリエットの前に盾さながらに立った瞬間。エリノアの髪とミストグリーンのドレスに、直線状に赤い葡萄色が広がって。

　途端、ハリエットが悲鳴のような声を上げた。






「っエリノアさん！　大丈夫!?」

「えーっと……はい平気です。王女様はご無事ですか？」






　髪に滴るものを感じながら……エリノアはそう言った。辺りに香るのは、葡萄酒の匂いだった。

　幸い、ハリエットの繊細なレースのあしらわれた白いドレス──非常に染み抜きの大変そうなそれ──にはかからなかったようで。エリノアはほっと胸を撫で下ろす。






　だが、ハリエットは悲壮な顔で、「どこが大丈夫なの！」と、取り出したハンカチでエリノアの髪をぬぐい──キッと視線を険しくして、誰かを睨む。






「なんてことを……オフィリア、あなた……」






　ハリエットが睨んでいたのは、いつの間にか傍に来ていた令嬢たちの集団。その一番前で薔薇色の唇を薄く持ち上げた娘──第三王子クラウスの婚約者、オフィリア・サロモンセンだった。

　既に入場の時に彼女と顔を合わせていたエリノアは、ああこの方かぁ、と思いながら。慌てて駆けつけて来た顔見知りの給仕から手ぬぐいを借り受けて、ドレスを拭いた。しかし、それくらいでは落ちそうにない鮮明な赤色を見て、エリノアは思わず、はぁ、とため息をつく。






「あら、ごめんなさい、ちょっとつまずいてしまって。でもよろしかったじゃありませんの。使用人にしか、かからなかったみたい」






　悪びれない気取った様子でオフィリアがそう言うと、途端、くすくす笑う声がして。ハリエットの柔和な目に怒りが浮かぶ。

　言われた当人、エリノアはといえば……タガートたちが用意してくれたドレスが汚れたのは悲しいが、没落を経験しているだけに、こういうセリフはある意味言われ慣れていた。令嬢に対しては、まあ、なんて使い古した常套句、古典的なお嬢様だなぁなどと思っていただけだが……王女であるハリエットは、あからさまな侮辱に身を正して向かう。






「見え透いたことを……こんな子供じみた嫌がらせをして恥ずかしいと思わないの？　エリノアさんにきちんと謝りなさい」

「だから、今謝ったじゃありませんの。つまずいたって言ってるの。まさか、わざとだって仰るの？　どこにそんな証拠があるのよ」






　鼻で笑い飛ばす令嬢に、ハリエットは毅然と言った。






「この大勢客がいるホールで目撃者がいないとでも？　探せば必ず証言が得られるでしょう」

「そう？　目撃者が上手くあなた方の陣営の者だといいわね！」

「…………」






　睨みあう二人の美女たちに挟まれたエリノアは、思った。






　……うん……それはとても……面倒くさいよね。






　ハリエット王女はエリノアの為に怒ってくれているのだろうが……この大勢の中からオフィリアが故意に酒をかけたのだと証言する者を探して回るなんて、どれだけ骨が折れることだろう。客の中には、王太子派だとかクラウス派だとか、中立派だのが混在している。

　しかし今は舞踏会中。──どうせならだ。

　王子のパートナーとして舞踏会に参加するなんて貴重で奇跡的な機会。どうせなら……楽しく過ごしたいし、ハリエットにもそうして貰いたい。……ついでに言うならば、目撃者探しなどしている間に葡萄酒はどんどんエリノアのドレスに染みこんで行くだろう。素敵に尖ったご令嬢から、貰えそうにもない謝罪を待つよりは、早く水場にでも行って染み抜きをしたいエリノアである。

　けれども……

　エリノアのそんな思いとは裏腹に、オフィリア嬢はどんどん火に油を注いでくれる。






「王女だからって偉そうに、クライノートに比べたらあなたの国なんて小国じゃない！」

「それが王太子様の婚約者だなんて！」

「そんなふうだから下賎な使用人とも仲良くなれるのね！」






　オフィリア嬢は次々と口撃を繰り出す。令嬢が何か言う度に、後ろの取り巻き令嬢たちもくすくすと笑う。エリノアは思った。あれはＢＧＭか何かか。言わなきゃならない決まりなのか。

　エリノアは困り果てた顔でハリエットを見た。王女が傷つくのではないかとハラハラしたが──彼女の毅然とした態度は変わらなかった。

　ハリエットはスッと姿勢を正したまま、高慢な顔のオフィリア嬢を見ている。その品ある佇まいには、エリノアは感動すら覚えた。






「小国であろうとも、わたくしは我が祖国に誇りを持っています。あなたも公爵家の娘なら、それらしい誇りを持ってきちんと礼儀をわきまえなさい。さあ今すぐ彼女に謝って。家名に泥を塗るわよ」

「ふん、馬鹿馬鹿しい。どうして私がこんな子に謝らなくちゃいけないのよ」

「あなた……それでも公爵家の娘なの？」

「そうよ、私は公爵家の娘なの！」






　オフィリアの言葉にハリエットが厳しい目をする。二人のセリフは同じようで、まったく真逆の意味を持つ。

　オフィリアはエリノアを蔑むような目で一瞥するとハリエットに向かって鼻を鳴らした。取り巻きたちも高圧的にハリエットの視線を迎え撃つ。辺りには剣呑な気配が漂った。エリノアは慌ててハリエットをなだめる。






「王女様、わたくしめなら大丈夫ですから……！」






　しかし、ハリエットは高潔な裁判官のような表情でエリノアの髪やドレスを見る。






「エリノアさん、それは大丈夫とは言わないのよ」






　有無を言わせぬようなきっぱりとした言い方だった。

　しかし……

　エリノアは食い下がる。身近に万年反抗期令嬢ルーシーという存在があるせいで、頑固なお嬢様の扱いには慣れていた。






「いーえ！　本当です!!」

「!?」






　エリノアの瞳が、カッと見開かれる。

　怪奇顔で王女に迫ると、異様なものでも感じたか……ハリエットの可憐な顔がうっと仰け反った。






「王女様……？　人間……二足歩行ですからね？　何もないところでつまずいたりすることもあるのでございますよ……？　わたくしめもよく意味もなく転びますからよーく分かります。本当になんで転ぶんだか……でも諦めましょうよ、転ぶたびに厄災か何か悪いものが祓われているとでも思って……そうでもしないとやってられませんよ。いい歳して何もない床で転ぶって……あれは本当に恥ずかしいんですもの！　オフィリア様がドジっ子の星の元にお生まれになったのも、わたくしめが粗忽者なのもきっと女神が与えたもうた天命です！」

「え……何……？　早過ぎて……よく……」






　エリノアが高速でそう話すと、なだめられたハリエットも、オフィリアたちも、え？　と困惑した様子を見せた。

　その戸惑いが好機なのだとエリノアはよく分かっていた。お嬢様たちは、いつも優雅に暮らすことをその身に課せられている。優雅に、より美しく魅力的に見えるように訓練されたお嬢様たちの──可憐に温室育ちな耳には、エリノアの高速話術の声はあまり拾えないらしい。

　こうした隙に、高貴な人々を煙に巻く術をエリノアは心得ている。（ただし、これはルーシーには通用しない。『お黙り』と両頬をびよんとつねり上げられるのがいいところ）






　エリノアは、好機に飛びつくように、急いでハリエットの腕を引いた。






「失礼致します。さ、ハリエット様、行きましょう行きましょう」

「で、でも……」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」






　エリノアがハリエットを連れ、その場をそそくさと退散しようとすると。エリノアの逃げの一手に気づいたらしいオフィリア嬢が、ハッと我に返った。

　令嬢は甲高い声で言いながら。ぼんやり隣に立っていた令嬢の手からグラスを奪い取り、貴人の呼び止めに反射で振り返ったエリノアの顔めがけて、そのままグラスを勢いよく傾けた──……。

　エリノアは、あ……と、思った。飛び出した赤色の液体が己目掛けて近づいて来る。その様を、どこかスローで見る。最早避けようのないそれに、脳裏には、鬼のように怒るルーシーの姿が思い浮かんだ。

　そしてエリノアは、思わずギュッと目を閉じ──……。






「……っ、……っ、……ん？」






　──しかし、いつまで待っても衝撃が来ない。

　不思議に思ったエリノアは……片目ずつ、恐る恐る瞳を開く。すると……目の前に、壁があった。






「ん？」






　あれ、と思った。人々のざわめきは変わらず聞こえるのに、いつの間に私は壁際に。まさか──。






「聖剣の力で瞬間移動!?」

「そんなわけあるか」

「え」






　壁から降ってきた鋭い突っこみに、エリノアがギクリと身構える。

　声の出元を探して視線を上げると、そこに雪のような純白の髪を見つけた。






「へ……？」






　ぽかんと見上げると、タテガミのような白髪の向こうから、鋭くこちらを睨む黒い瞳と目が合って。






（壁……じゃ、ない、人だった……？）






　でも誰だろうと、知らぬ顔に戸惑うエリノアを余所に、その──見上げると首が痛くなるほど背の高い男は、グラスを逆さに持ったまま、エリノアと同じく呆然と自分を見上げているオフィリアをジロリと睨む。

　気がつくと、男の礼装には赤い液体が流れ、それは床まで滴り落ちていた。しかし、そのことに、あっと思ったエリノアが、彼の上着に手を伸ばそうとすると……男に黙れと言わんばかりに押し退けられる。そして男は、重い声で威圧的に言った。






「失礼お嬢さん、我が姫に何か用か」

「ひ、姫……？　あなた……ハリエットの……？　し、臣下ごときが……」






　無礼じゃないの、と気丈にも男に食って掛かり……かけたオフィリア嬢だったが。途端に険しくなった男の眼光に刺されると、堪らず数歩後退し、背を取り巻きたちにぶつけてしまう。






「ぅ……」






　その様を見て、エリノアは、「ああ、ハリエット様の従者か何かか……」と安堵する。そりゃあ、王女様なら、傍に誰か身内の者が控えていて当然である。

　エリノアはやれやれと現れた男を見た。彼は大柄な上に、不機嫌さ全開という顔をしていて。とても温室育ちのご令嬢たちの手に負えそうな相手ではない。これで令嬢たちも引き下がるだろう。






（はー……よかった）






　そう──思っていた時だった。

　令嬢たちを威圧していた男は、ふん、と鼻を鳴らすと、それから無言で身を屈めた。そして、自らが〝姫〟と呼んだ娘を膝の裏から軽々持ち上げて、その屈強な肩の上に腰掛けさせた。

　途端、オフィリアがごく短く「え」と、声を漏らす。

　男が慎重な様子で腰を支える娘を、オフィリアも、その取り巻きも、周囲で遠巻きに見ていた者たちも、そして──……ハリエットも。その場の誰よりも高く持ち上げられ、ぽかんとまるく口を開けた娘──エリノアを見上げた。






「!?」






　次の瞬間、瞳を見開いたハリエットと視線があったエリノアは、驚き過ぎで喉に悲鳴を詰まらせた。（苦しそう）

　男は取り澄ました顔で観衆たちを見据える。






「では失礼。……ご令嬢方、この者への二度目の無礼は見逃しませんから、そのおつもりで」






　男は肩にエリノアを抱えたまま、のしのしと会場内を横切って行く。






「………………」






　その肩の上で目を剥いたエリノアは、男の白髪の頭にしがみ付きながら思った。






　…………

　…………

　…………誰!?

















14　王女の勘違い












　それは、全く見覚えのない男だった。

　肩の上で揺らされる不安定さから、思わずその頭にしがみ付いてみたものの、わけが分からなくて。エリノアは顔の表情をこわばらせた。

　しかしおかしなことに、まったく見覚えのないはずのその男は、エリノアが頭を無造作につかんでも別段嫌そうな素振りは見せなかった。

　だからエリノアはもしかして、と脳内を懸命に検索する。

　思い当たったのは、騎士オリバー一派。養父のタガートを除けば、エリノアには、こんな筋骨隆々な知り合いは、彼ら〝ブレア大好き党〟以外にはいない。だからもしや日頃の恩とか（稽古着その他諸々の繕い物など）で、助けてくれるつもりなのだろうか。そう思った。






（でも……こんな目立つ人、いた……？）






　不思議なのはそこだ。

　男の上背は、他の者たちよりも軽く頭一つ以上抜きん出ている。明らかに、日頃からエリノアが〝巨人〟〝熊〟だと思っている長身なオリバーよりも背が高いのだ。こんな人物が普段からブレアの傍にいれば、いくらうっかり者な自分でも覚えているはずだがと。

　エリノアにはやはり心当たりがない気がして。肩の上から、段々離れて行く──唖然と自分たちを見送るハリエットに目線で助けを求めた。

　──やっぱりこの人、王女様と人違いをしているのでは……!?　と、いう意味をこめたつもりだった。






　が。

　ハリエットはその視線を受けて、ハッと可憐な唇に手を当て「……ああ……！」と、言った。

　そうなのね！　と、何かを察したらしい彼女は手を叩く。






「きっとあの方……タガート家の家臣なのね！」






　エリノアさんったら、あんなにしっかりしがみ付いて。余程親しい間柄なのね、と、ホッとした様子のハリエットは、去って行く大男とエリノアに、楚々とした様子で手を振っている。（それを見たエリノア、ギョッとする）途端、傍でオフィリアが、うっと顔をしかめた。






「え!?　ル、ルーシー・タガートの……？」






　上がった名に、取り巻きたちも恐々と表情を見合わせる。

　実は、彼女たちはルーシーが少々苦手だった。家柄で言えば、もちろんルーシーよりもオフィリアのほうが上ではあるのだが。何かと国王の覚えもめでたい将軍タガートを父に持ち、自身の拳的な意味でも強いルーシーは、オフィリアたちもあまり敵に回したい相手ではない。（怖い）






　オフィリアは悔しげに、その大男と、肩の上に軽々と担がれた娘の後ろ姿を目で追った。






「……な、なんなのよ……！　本当に、タガート家は目障りね!!」






　せっかくハリエットに一杯食わせてやろうと思ったのにと、肩を震わせて怒っているオフィリアに、でも……と、誰かポツリと言った。






「随分……逞しくて見目の良い殿方でしたね……」






　そのつぶやきに、令嬢たちがはたと黙りこむ。






「…………………………そういえば、そうね……」






　長い沈黙のあと、オフィリアが思わず、といった様子で頷く。──実は……食料状態が良いこの国の貴族令嬢たちは、割りに身長の高い娘が多い。当然貴族子息たちも身長が高い傾向にはあるのだが、その豊かな暮らし向きの男たちは、特に働く気もなく、身体を鍛えることもなく。悠々自適に貴族ライフを満喫していることが多い。そういう者たちは大抵が身長はあっても逞しいとは言いがたい。

　もちろん、中にはしっかり武芸に励んでいたり、王国軍で身を立てようという者もいる。

　しかし、令嬢達よりも高身長で、きちんと筋肉を備え、かつわがままなオフィリアたちが満足するほど〝顔がいい〟貴族男性というのは貴重な存在で……。






「それから言えば先ほどの男はなかなか──……」






　と、言いかけて。令嬢は、ハッと歯噛みした。

　その悔しそうな様子に──だからこそ余計に腹立たしいと思っているのだな、と、彼女を傍目に見ていたハリエットは呆れ果てている。

　話によれば、オフィリアは、本当は体格のいい男が好みなのだそうだ。しかし、結局は親の決めた第三王子との婚約を選んだ。可哀想な部分もある気がするが……普段、その虎の威を借るような彼女の立ち振る舞いを見ていると、同情できないと思うハリエットであった。






　と──そこへ、ブレアと王太子が戻って来た。

　グラスを手にした王太子は、傍にオフィリアたちがいるのを見て、心配そうに王女を見る。






「ハリエット……どうかした？」






　すると、王太子とブレアの姿を見た彼女たちは、そそくさと慌てたようにその場から去って行く。

　それをため息交じりに見送って、どう説明したものかとハリエットが悩んでいると、ブレアが怪訝そうに彼女に問う。






「あの、王女……エリノア・トワインはどこですか？」

「それが……ちょっとオフィリアたちが問題を起こしまして。わたくしを庇ってドレスを汚してしまったのです」






　クラウスの婚約者の名を聞いて、ブレアの眉間に皺がよる。その手はすぐさまグラスを傍のテーブルに置いて。エリノアを探そうと青年は身を翻すが──それをハリエットが呼び止める。






「彼女ならタガート家の家臣が連れて行きました」

「……タガート家の……？」






　足を止めたブレアの肩に、王太子がぽんと手を乗せる。






「そう、それなら大丈夫だろう。でも将軍かルーシー嬢に一言かけておこうか。きっと代えのドレスがなくてお困りになる」






　舞踏会用のドレスというものは、やはりそれぞれの娘の体型に合わせてあつらえるものだ。国王主催の舞踏会ともなると、招かれた者は皆、こぞって金をつぎこんで、専用の仕立て屋に何ヶ月も前からドレスを仕立てさせる。

　ゆえに、その値段も相当なもので、余程の上級貴族でもなければそのような代物には、あまり予備という考えはない。

　今回、急に参加が決まったエリノアなら尚更今すぐ着替えのできるドレスがあるとは思えなかった。そのことをすぐに見越した王太子は、弟の顔を覗きこんでにこりと微笑んだ。






「殿下？」

「大丈夫だよブレア。……ハリエット、頼める？」






　タガート家エリノアたちには予備のドレスはないだろう……だが。

　王太子に微笑みを向けられて、ハリエットが心得ているという表情で笑む。

　彼女なら。現在、他国からクライノートに滞在中の王族、ハリエットならば話は別だ。

　ハリエットは、ブレアの顔を見上げる。






「ブレア様、わたくし当家の者に言って何か用意させて来ます。傍におりましたから、だいたいの身長も分かりますし……彼女とわたくしの身長差ならなんとかなると思います」






　ハリエットはクライノートへの滞在期間中、王太子と共に参加する様々な行事のために、多くのドレスや装飾品類を王宮に持ちこんでいる。






「王女……」

「あの子はわたくしを守ってくれました。必ず、ぴったりのドレスをご用意致しますから、そう将軍にお伝えください」






　お願いしますと頭を下げるハリエットに、ブレアは一瞬ためらいを見せた。王女の瞳はエリノアに対する謝意に満ちている。──だが、真実を言えば、彼はできればすぐにでもエリノアの傍へ駆けつけたかった。

　しかし。王太子の言うことも尤もで。汚れた衣装のままのエリノアをここに連れ戻すなどということは、彼女に恥を掻かせない為にもできぬ話だった。けれども、王子のパートナーとして舞踏会に参加している以上、エリノアは、国王に挨拶もなしに会を去ることもできないのだ。






　ブレアはそれらを加味して、ため息混じりに「……分かりました」と頷いた。






（エリノア……）






　ブレアの瞳が、一瞬その姿を探すようにホール内を見渡して。そして彼は、何かを堪えるような顔で足早にタガートの元へ急ぐのだった。

















15　白い髪の男












　──その出入り口は、給仕に入る者たち専用のもので、潜った先の準備室もダンスホールのきらびやかさとは打って変わった質素な造りとなっている。

　白髪の男がエリノアを抱えたままそこを通ると、いきなり入って来た大男と、抱えられたドレス姿のエリノアを見て、そこにいた使用人たちが皆、ギョッと立ち止まった。






　ダンスホールを横切って、散々貴族連中の好奇の目に晒され尽くしたエリノアは、男の肩の上で既にぐったりしている。最早、その担がれ方は、荷物のような扱いである。

　エリノアはうわごとのように「すみませんすみませんお忙しいところお騒がせしてすみません……」と、驚いている者たちに向け漏らしつつ……げっそり「姫って言ったくせになんだ……」と、その扱いの意味不明さと不当性を思っている……。






　しかし、男は立ち止まらない。

　彼は人々の視線を気にする素振りも見せず、瀕死のエリノアを担いだまま、準備室を抜け、更にその先の使用人用通路を抜けて、そこにある木の扉を押し外へ出た。

　そこには石造りの小さな水飲み場があって、いつでも水を使えるようになっている。

　ここに来てやっと、男はぐったりノビ気味のエリノアを、肩の上からゆっくりと下ろした。






「え……？」






　水場の石の縁に座らされたエリノアは、きょとんと男の顔を見る。男はすっと、身を屈め地面に膝を突くと、エリノアのドレスを忌々しそうに見た。

　小麦色の肌に、純白の雪のような髪を背に流した男だった。髪は礼装に合わせてか、耳の後ろをきっちりと編みこんでいる。たてがみのような髪は悠然として雄々しい。しかし何分、黒い瞳が激しく不機嫌そうに細められているもので……その威圧感にエリノアは仰け反った。

　しかしだ。聞くべきところは聞いておかねばなるまいと、エリノアは恐る恐る問う。






「あ、あの……あなたはいったいどちら様……」

「……全く……なんという幼稚な……」

「え、すみません」






　問い終わる前にそう言われ。思わず謝ると、不快そうにジロリと睨まれた。






「お前のことではない。先ほどの娘たちのことだ」

「あ、ああ……」






　不機嫌そうなのは自分に対してではないのだろうか。エリノアは少し安堵する。すると、男は決まりが悪そうな顔になった。不機嫌そうだった眉間がわずかに和らいで、彼はエリノアに、すまないとつぶやいた。






「……え？　何がですか？」






　エリノアは迷った。

　公衆の面前で思いきり御輿のように持ち上げられた件だろうか、それとも姫とか言っておきながら、男の服を気遣った時、容赦なく頬を押しやられた件だろうか。

　しかし、どうもそういうことではないらしい。






　男は大きな背を少し、しゅんとまるめて言う。






「陛下に必ずお前を守ると約束した。防げず、すまん」

「へ、いか……？」






　それを聞いて、やっとエリノアの停滞ぎみだった思考が徐々に働きはじめる。

　すると、すぐ傍に見える眉間の縦皺と、黒い瞳には見覚えがあることに気がついた。

　低い響きの憮然とした喋り方にも、そういえば馴染みがあって──……。

　エリノアは、白いタテガミのような髪にハッとした。






（……もしかして………………）






「……………ヴォルフガング……？」

















16　その男は今更何をと言った












　恐る恐る問うと、ああ、と静かな応答があった。

　エリノアは目をパチパチさせて。息をつめてその顔をまじまじと見た。

　──そうしている間に。

　自らをヴォルフガングだと言った男は、懐から手ぬぐいを取り出すと、水場に浸してエリノアの髪を拭いはじめる。






「……人間にも、なれるんだ……」






　返事はなかったが、それはそうかとエリノア。家ではコーネリアグレースも頻繁に人に化けているし、彼は彼で、元は獣人の姿で、普段から犬に化けているわけで。以前は巨大ウサギに化けていたこともあった。






「……便利だねぇ……」






　ひとまずそう言ってみると、ヴォルフガングは今更何をと言いたげに鼻を鳴らした。






「犬の姿であのホールの中をうろつくわけにも行くまい。木を隠すなら森、だ」

「はあ……」






　まあ、それはいいんだけどと、エリノアはいささか渋い顔を作る。






「つまり……ブラッドが、私のことが心配であんたたちをここによこしたってことよね……？」






　問うと、それどころか、と再び鼻を鳴らされる。






「ホールの上には陛下もおられる」

「[image: 〓]!?」






　ヴォルフガングの言葉にエリノアがギョッと目を剥いて上を見上げた。






「……ゆえに、あまりあの男とベタベタせぬほうが身の為と思うぞ」

「ど……、え!?」

「ことと次第によっては、また陛下はお怒りになり、それによって魔物が呼び出されるかもしれぬし……それ以前に、ダンスホールの天井が落とされるかもしれぬな……」

「ちょ、ちょっとぉ!?」






　不安を煽る忠告にエリノアがオロオロすると、ヴォルフガングがエリノアの髪を手ですくったまま、動くなと顔をしかめる。






「動くと髪が拭きづらい」

「あ……ごめ……ああっ!!」

「!?」






　言われて葡萄酒のことを思い出したらしいエリノアは、慌ててヴォルフガングの服を鷲掴む。






「……おい、動くなと……」

「だって、これ染みが！」






　エリノアは悲壮にそう言って。その顔で見上げられたヴォルフガングは思わず黙りこむ。

　確かに……エリノアのドレス同様、ヴォルフガングの服にも葡萄酒の赤い染みができている。

　次の瞬間、エリノアは、よし、と、ヴォルフガングの腕を取った。






「脱いで」

「……」






　切羽詰まった真顔にヴォルフガングが仏頂面を険しくした。






「さ、早く！」

「……いや、お前の衣装が先だろう」

「それもあるけど、とりあえず脱ぎなさいよ！」






　あんたの上着は直ぐ脱げるでしょ！　と……エリノアはヴォルフガングから、その上着を奪い去った。






　……さて。そうして傍にあった桶に水を張り、ヴォルフガングの上着を突っこんでから、エリノアはようやく己のドレスを手に取った。






「あ、あ、どうしよう……こっちも早く洗わなきゃ……」

「……だから言ったのだ。さっさと自分のことをやればよいものを……お人よしの世話焼き娘め……」






　上着を脱がされたヴォルフガングは、やれやれとエリノアを見る。

　エリノアのドレスは、すっかり葡萄色が布地に染みこんでいて、布で拭くなどという処置ではどうにもなりそうになかった。






「？　どうした、お前も早く水を使え」






　エリノアの髪をせっせと拭いてくれながら、ヴォルフガングが不思議そうに言う。






「いや、だってこれもう……」






　エリノアは戸惑った。染みは肩口からウエスト下までに縦に広がっている。






「？　脱げばいいだろう」

「いや、でも……」






　もう辺りは真っ暗で、今日は使用人たちも忙しくて他に人目はないとはいえだ。エリノアは、変わり果てた姿のヴォルフガングを見上げた。

　白い髪の人間男性に化けたヴォルフガングは、一刻を争うのではなかったのか？　と、エリノアを不思議そうに見ている。






「…………」






　エリノアは迷った。

　確かに一刻は争っている。こんな高いドレス、エリノアには弁償できないし、染みは早めに落すのが肝心だ。

　けれどもだ。エリノアはちょっと思った。

　舞踏会に王子のパートナーとして参加しているのに、何もこんな野外で染み抜きしなくても……と。

　しかし自分を連れ出してくれたヴォルフガングの正体を思うと……彼を連れて王宮内に戻るのは戸惑われる。






「……おい、何を百面相している。はやく脱げ」






　……そしてこれだ。と、エリノア。

　いくらなんでも、こんな成人男性の前でドレスを脱いで、ビスチェやら下着やらのむき出し状態になるのは、うら若き乙女としてはいかがなものか。






「……えーと……あの……ヴォルフガングさん……ちょっと後ろを……」






　と、言うと、途端にヴォルフガングの眉間に怪訝そうな皺がよる。






「？　何を言っているんだ？　それは私に見るなということか？」

「ええ……まあ……一応私、うら若いんで……」






　本気で意味が分からんと言いたげな男（魔物）に、エリノアはそう返す、が……。

　ヴォルフガングは、犬の耳がいつも通りそこについていたとしたら、恐らく後ろにぺったり倒しきったんだろうなぁと、エリノアにも分かるような不審げな顔をした。

　彼はじっとりした目でエリノアを見る。






「……お前……昨日も家で、私の前を下着姿でうろついていただろう……？」

「う……！」






　指摘されたエリノアがぎくりと呻く。






「あ、あれは……昨日は色々悩んでたし……洗濯物間違ってブラッドの部屋に仕舞っちゃって……そ、それで寝巻きがどこにあるかも分からなかったから……つい……」

「それに、先日は風呂場に石鹸がないとか言って私に持ってこさせたこともあったぞ。私はしっかり見たぞ。今更脱ぐくらいがなんなんだ？」

「……………………」






　エリノアは。

　顔を両手で覆って項垂れた。






　──確かに……っっっ！






　激しく猛烈に己の行動を悔いていた。






「う……だ、だって、ヴォルフガング、犬だったし……」






　うっかりしていた。犬は犬でも魔界の魔物だった。






「しゃべるし、化けるし……でも犬で……人間になるなんて……」

「お前は……」






　ヴォルフガングはジト目でエリノアを見る。そして、そのたてがみのような髪をやれやれと小さく左右に振って、ため息をつく。






「はあ、もう気にするな。私はこれでも千年以上生きている。今更、百にも満たない人間など、赤子も同然だ。気にするな。脱げ」

「いや無理ですから」






　エリノアは、キッパリと手を上げてお断りした。

















17　恐ろしい出会い












「赤子」「何故今更……」と本気で面倒くさそうなヴォルフガングには少々手こずったが……。

「私という赤子は今から恥じらいっていう大切なものを覚えるんです！　尊重して！」






　……という、やややけっぱちな説得を試みて。なんとか渋々後ろを向かせることに成功したエリノア。

　くそ真面目に「そうか、成長か」ならば仕方なし、「育てよ」と……。どうやら変な納得の仕方をしたらしいヴォルフガングの、その大きな身体の陰に隠れながら……エリノアは、周囲を気にしつつ、恐る恐る脱いだドレスを、水を張った桶の中にそっと浸した。

　……しかし、高価な布地が痛まぬようにハラハラしながら──という絶妙なタイミングを見計らうようにして。背後から──トン、と肩に何かが飛び乗る重みを感じた。






「あ・ね・う・え♪」

「っひぃっ！」






　同時に耳に生暖かい息を吹きかけられたエリノアが、ビクッと身を揺らし、悲鳴を上げる。水場の縁に置いていた桶をドレスごと落としそうになって──どうにかそれを支えたエリノアは……ギロリと己の耳に息を吹きかけて来た不届き者を睨んだ。






「グレン!!　落としたらどうしてくれるのよ!!」

「あははは、姉上ったらぁ、随分可愛らしい姿をしておいでですねぇ」

「……どうせあんたも、家では下着姿で徘徊してるクセに恥じらうなとか言うんでしょ！」






　エリノアはうっすら頬を赤くしながら、ふんッと桶の中のドレスに視線を戻した。グレンは笑う。






「いや～それはあれですよ、女性が自ら脱いだ時に見るのも楽しいですが、脱ぎたくない時に脱いだのを見るのも良いっていいますか……」

「あんた、殴るわよ」






　なんだかフェチっぽいことを言い出した黒猫を、エリノアはマジでキレる三秒前という顔で睨んだ。

　そんな黒猫は、エリノアの言葉（と顔）にケラケラ笑いながら、ぴょん、と肩の上から下りる。

　そして、猫の前足でにこにこと上を指差した。






「姉上、キレそうなところ申し訳ありませんが、とりあえずお知らせしておきますと、現在姉上のその格好を見た陛下もマジでキレる一秒前ですからね」

「う……!?」

「ですので、とりあえずこれを着てください」

「え」






　エリノアが短く声を漏らした時、目の前で、グレンの猫顔が歪む。ギョッとすると、その次の瞬間には、そこに、スラリとした黒髪の少年が立っていた。






「……」

「はいどうぞ」






　桶に手を突っこんだままぽかんとするエリノアに、己の上着を脱いで差し出す少年は、歳の頃はブラッドリーと同じくらい。

　肩の上で切り揃えられた美しい黒髪は羨ましいくらいに歪みがない。飄々とした青い瞳には涼しげな睫毛が縁取られていて、その表情には言いようのない色香が漂う。……悔しいが（エリノアが）、美少年、と言って差し支えのない姿だった。






「……」

「ま、ブレアの姿も飽きましたしね」






　顔を強張らせ動かないエリノアの肩に、群青色の上着をかけてやりながら、少年──明らかグレン、は、微笑む。

　エリノアは……思わず聞いた。






「………………それ…………上着だけ出せないの……？」

「ええ、出せないんですよ」






　にっこり返された。














　ひとまずグレンの上着に袖を通したエリノアは、少年姿の彼と二人でドレスの染みと格闘した。猫の手じゃ、手伝えませんしねぇ、破いてもいいならやりますけど、というのがグレンの言い分だ。

　お陰で下着姿でいなくても良くなったのは嬉しいが、グレンがいちいち「姉上が私の服着てる！　うふふ、かーわいい」「上着の下の太ももがなかなか」……と、からかって来るのがどうにも頂けない。






「…………」

「グレン、馬鹿な軽口ばかり叩いていると陛下に刺されるぞ。手を動かせ手を」






　渋い顔のヴォルフガングは、既にエリノアの髪を器用に清め終えてくれていて、いつの間にかその髪はふっかりと乾ききっていた。どうやらなんらかの魔法のようなものを使ったらしい。エリノアにはちんぷんかんぷんだが。

　ヴォルフガングは二人の背後に腕組み仁王立ちし、周囲に警戒するような視線を走らせている。

　と、不意にヴォルフガングがぴくりと横に振り向いた。






「ぬ」

「え？」






　短い声にエリノアが顔を上げると同時に、傍にある王宮内へ繋がる木戸が勢いよく開かれる。






「エリノアー！！！！」

「ぎゃっっっ!?」






　鬼顔で扉を弾き開けて来たのは──ルーシーだった。






「お、お嬢様……」

「お黙り！　お姉様とお呼び!!　……あんたったら！　こんなところで何やってるのよ！」






　乱入して来たルーシーは、あわあわしている娘を上から睨む。






「も、申し訳ありません、あの、ドレスが……」






　弁償します、と項垂れる娘に、ルーシーは馬鹿なの!?　と、言葉を叩きつける。






「あんたはもうタガートの人間になったのよ!?　それくらいパパから搾取しなさい！」

「さ、搾取……」

「とにかく戻るわよ、私忙しいんだから！　この後、オフィリア・サロモンセンたちも見つけ出して全員シメないといけないじゃない!?」

「や、本気でやめてくださいお姉様」






　エリノアは、キッパリと手を上げてお断りした。（本日二度目）






　ルーシーはエリノアの恰好を見て、ちっと舌打ちする。






「あんたったらこんな所でドレスを脱いで──……て、あら？　なあにこの上着……」






　そこでようやくエリノアが男物の上着を着ていることに気がついたらしいルーシーは、ついでに傍に立つ白黒の男たちにも気がついた。

　呆れたような顔で憮然としている大男と、黒髪の美しい少年に、ルーシーは怪訝そうに眉を持ち上げる。不審そう（威嚇しそう）な義姉の様子に気がついたエリノアは、慌てて手を振る。






「あ、えっと彼らはその……そう、昔、トワイン家に縁があった人たちで……」

「……あら、そうなの？　トワイン家の元家臣？　に、しては若いけど……」






　二人をジロジロ見るルーシーに、グレンがにっこりと人当たりの良い（調子の良い）笑みを浮かべて進み出る。






「お初にお目に掛かりますルーシー様。私は昔のトワイン家の勤め人の息子でグレンと申します。この度はトワイン家のご親類様の手配で、エリノア様のご様子を伺いに参りました」

「はあ？　エリノアの親類？　確かあの薄情者のクソ共とはもう付き合いがなかったんじゃないの？　……え、ということは、まさか、あいつらも今日の会に招かれてるの!?」






　ルーシーは嫌そうに会場のほうを尖った目で見た。






「あ、あ、多分、私が騒ぎを起こしたから……」






　慌ててごまかすエリノアに、ルーシーはそう、と鼻を鳴らし、グレンたちを睨む。






「ま、いいわ。あんたたち、クソ共に何を言われたか知らないけど、トワイン家に縁があるんだったら、しっかりエリノアを守りなさい！」






　じゃないとシメるわよ、と、猛々しい赤い巻き毛のお嬢様に……ヴォルフガングは憮然とし、グレンは楽しそうに手を上げる。






「はぁ～い♪　……うふふ、この人サドッけありそうで面白そうですよね」

「……」






　こっそり耳打ちしてくるグレンに、エリノアは。

　なんだかこの出会いは非常に不安だ……、と思った。

















18　弱点












「……それ、本当？」






　オフィリアは信じられないという顔で取り巻きを睨む。

　彼女に、たった今仕入れた情報を伝えに来た令嬢は、固い顔でうなずいて見せた。

　それを目にしたオフィリアは不快そうに柳眉をひそめ、どうしたのかと聞いてくる周りの者に冷淡に返した。






「ハリエットが……あの使用人に着せる為に、自分のドレスを用意させているんですって」






　すると周囲からは、やはり彼女と同じような不快な反応が出てくる。






「ハリエット王女のドレスって……自国お抱えの腕のいい職人が仕立てた高価なものばかりって聞きますよ、そんなものをよく……」

「王太子殿下から賜った上等な布地であつらえたものや……ほら、この間オフィリア様が手に入れたがっておられた隣国産の織物……あれも結局手に入れたのはハリエット王女でしょう？　あれだって今回の為にドレスにしたって聞いたわ」






　嫌だわと言い合う令嬢たちは、要するに、己たちより身分の低いものが、自分より高価なドレスを身につけるのが嫌なのである。

　王女の持ち物ともなれば、それは最高級のものであるはずで。普通は、上の者の目を気にして、ある程度序列を守った装いをしてくるのが社交界の暗黙のルール……というか。彼女たちが気の強いオフィリアに対していつもそうせざるを得ず。本当はそこに鬱憤を溜めている令嬢たちは、よけいに苦々しい思いだった。

　令嬢たちのざわめきを無言で聞いていたオフィリアは、形のいい爪を噛んで、吐き捨てた。






「……癪に障るわね……ハリエットも、あの娘も……」






　王太子の婚約者ハリエットと、第三王子の婚約者のオフィリア。派閥の問題を別にしても、なにかと彼女と比較されるオフィリアは、ハリエットのことをよく思っていない。

　そしてオフィリアは、先ほど自分好みの男に『姫』と呼ばれ庇われた娘を思い出すと、胸がとてもムカムカした。

　尖った顎を少し上に向けて。なにかを考えはじめたオフィリアに、取り巻きの一人が「でも」と、おずおずと言う。令嬢がこのような顔をしている時、なにを考えているのかは、取り巻きたちには大体分かっていた。






「あの殿方も二度目はないって言ってましたし……ルーシー・タガートも厄介です。あまり手をお出しにならないほうが……」

「……」






　その言葉に、オフィリアはふんと笑う。






「どうせあの男もタガート家の人間でしょ？　なら……タガート家が手出しできないところから手を出せばいいだけよ」






　オフィリアはそう言うと、報せを持って来た娘に使いに行くようにと命じた。














「……へえ……」






　その耳打ちに、クラウスは使いの者を振り返る。

　話していた来客と目礼で別れたクラウスは、愉快そうに笑いながら歩き出した。






「それはそれは……ぜひ、挨拶をしておかないとね」






　なにかとてもいい玩具でも見つけたかのような顔で。第三王子は側近と共にくるりと身を返し、ホールの出入り口を目指した。

　と、その途中、彼の足がピタリと止まる。

　――出入り口の傍に、彼を待ち構えている者があった。






「おっと……これはこれは……」

「……クラウス、どこへ行く……」

「……兄上ですか……」






　そこに厳しい目で立っていたのは、ブレアだった。






　ブレアは──エリノアと別れてから。その間この弟には、よく目を光らせておかなければと感じていた。

　エリノアは自分のパートナーとしてここに来た。今はタガート家の家臣が傍にいるらしいとはいえ、普段必要以上に自分に絡んでくる弟が、ブレアと離れたエリノアに手出しをしないとは言い切れない。

　――少なくとも……王女の手配で着替えてくるだろう彼女が、ブレアの傍に戻るまでは、この弟を監視するのは己の役目である。既にオリバーたちにも、第三王子派の側近や貴族の子息達に不審な動きがないか見張るよう命じてある。

　静かに弟に視線をやると、おやおやと笑いが返って来る。






「兄上自ら番犬ですか？　涙ぐましいですねぇ……」






　言いながらクラウスは、とても愉快でたまらないという顔をした。

　自分を見る兄の目は、静かだか、いつにない気迫に満ちている。そこに彼の守りたいものの存在を感じ、クラウスは、兄に新たな弱点ができたことを確信した。






「ふふふ……私はちょっとご挨拶に伺おうとしただけですよ。どうやら私の婚約者が失礼をしてしまったようですのでね。それに……兄上がそんなに惚れこんでおられるのなら、なおのこと私も彼女の人となりが気になりますから」






　お話してみたいのですと笑う弟に、ならばとブレアは表情も変えずに言う。






「それは私の前で。私の居らぬところでむやみにあの者に近づくのはやめてもらおう。今も、これからもだ」

「おや、心外です。私が彼女になにかするとでも？」

「可能性はあると思っている」






　きっぱりと言い切られ、クラウスが身体を折って笑いはじめた。






「お珍しい！　今までは私がなにを言っても歯牙にもかけなかった兄上が。彼女のこととなると随分と私を気にかけてくださるようだ！」

「……」






　喜色さえ浮かぶそのさまに、ブレアは憮然と弟を見やる。ややこしいことになりそうな予感がした。

　クラウスは身を正すと、兄に向かってにっこりと微笑む。






「ええ、ええ、いいでしょう。では兄上のお言葉に従い、私はここで彼女を待つことにいたします」






　薄く細められた三日月形の瞳は愉悦に輝き、「今回は」と、含みのある言葉をそえる口もとは意味ありげに歪んでいた。














　――同時刻。






「……さあ……ハリエット様がお待ちよ！　……お前たちっ！　行くわよ！」

「はぁ～い♪」

「……」※エリノア

「……」※ヴォルフガング






　鬨ときのような勇ましき声にうきうきとついていく黒髪の少年。……その背後で無言の二人。






　――雄々しい令嬢と愉快な仲間たち一行（約二名水びたし）は、王宮内のハリエットの控えの間まで、楽しい行軍をはじめようとしていた。

　ルーシーが現れたことで、使用人用通路を使うことができなくなった一行は、別の入り口から王宮内へ戻る。

　本当は、髪同様、ヴォルフガングにドレスも乾かしてもらえないかと思っていたが、これもまたルーシーが現れたことで不可能となった。彼女の前で魔法など使えない。エリノアとヴォルフガングは、湿り気たっぷりなドレスと礼装姿で王宮内の廊下を急いだ。

　こんな格好だ。なるべく人目につかぬようにと思ったエリノアではあったのだが……先頭を行く二人がいやに雄々しいやら、楽しげやらで……。

　とてもではないが忍ぶことなどできなかった。

　ルーシーとグレンのせいで、必要以上に周囲の注目を集めてしまったエリノアは、やや傾きながら歩き。それを気がかりそうに見下ろしながら、娘の後ろをヴォルフガングが歩いていた。






　そこへ――カツカツとキレのいいヒールの足音が近づいて来た。

　音はまだ少し離れている。しかし、己がこの王宮の主人だと主張せんばかりの堂々たる音を、侍女職に就くエリノアは敏感に察知した。ハッとして。エリノアは慌てて前を歩くルーシーとグレンの腕を引き止めた。






「お嬢様！」

「お姉様とお呼び。何よエリノア」

「エリノア様？」






　振り返った二人はきょとんとエリノアを見る。背後のヴォルフガングもどうかしたのかと怪訝そうにしている。






「こっち！　廊下のはじに下がってください！」






　エリノアは慌てて三人を広い大理石の廊下の隅に追いやろうとする、が……。

　巨体＋頑固者＋ひねくれ者……の扱いに手間取っている間に、その足音はエリノアたちのすぐ間近に迫って来てしまった。






「あらあらあら……そこにいるのは……ブレアのパートナーの〝使用人〟じゃ、なくって？」






　鼻にかかるような高慢な声に、エリノアがしまったという顔をして。ルーシーとヴォルフガングがムッとした顔で振り返った。が……。

　そのとたん、ルーシーもまた、慌ててその場で淑女の礼をとり、頭を低く下げた。（その下で舌打ち）

　エリノアも、ヴォルフガングとグレンを己の背後に追いやってから、それに倣う。（もちろん舌打ちなし）

　……この場合、エリノアは魔物二人を現れた者たちから隠そうと庇ったのだが……。

　はっきり言って、ヴォルフガングの巨体はエリノアの背に隠しきれるような代物ではなかった。思い切り、はみ出している……。

　さらに、ヴォルフガングがエリノアを『使用人』呼ばわりした者に対し、犬のような唸り声を上げようとして。それに気がついたエリノアが、慌ててその口もとに手を伸ばす――……が、届かなかった。






「…………」






　哀れにも、あわあわしながら己の口に向かって手を延ばし、ぴょんぴょん飛び跳ねる顔の青い娘を、ヴォルフガングは唸るのも忘れ、思わず無言で見下ろした。






　すると、そこに高笑いが響く。

　エリノアの間抜けな様に、侮蔑をこめたような笑みを浮かべ――……現れた集団の中心で、女王然と扇子を揺らした女、側室ビクトリアは……息子そっくりな嫌味な顔で鼻を鳴らした。






「これが第二王子の相手なんて、世も末ね」

















19　三人の悪魔と、恐怖












　それを聞きながら……エリノアは、勘弁してくださいビクトリア様、と思った。






　廊下の途中でエリノアを捕まえたビクトリアは、エリノアをジロジロと値ぶみしてから、不躾な言葉を並べ立てていた。

「彫りの浅い顔ねえ」とか、「その凹凸のない身体でどうやってブレアをたらしこんだの？」だとか。

　そのほかにも色々言われた気がするが……あまりにも内容がテンプレすぎる。

　個性のない嘲りは、彼女がエリノアのことをよく知らないせいか。それとも、エリノアの気を害してやろうということとは別に、何か思惑があるからか。

　ただ、ひとまず聞いていて疲れることだけは確かだった。






　けれどもエリノアは、別にこの嫌味の見本市みたいな側室様の言葉を勘弁してほしいと思ったわけではない。

　使用人などをしていると、こうした貴人からの嫌味や八つ当たりなどは、時に避けようのないものだ。女社会で生きていれば、そりゃあ、横関係でも色々ある。

　だからエリノアは、今更側室妃ビクトリアのチクチクした言葉を真に受けたりはしない。

「はい、すみません、さようです、まったくもって本当に」と、適度に適切な相づちを選びつつ、話は素直に聞いておくつもりだ、が……。

　勘弁してほしいと思ったのは。怖いのは、こっちではない。






「…………」






　エリノアは、ビクトリアの言葉を、はい、はい、と聞きながら、己の背後から感じる気配に恐々と青ざめていた。

　背に刺さる冷気に思わずゴクリと喉を鳴らし、エリノアは、側室に見咎められぬ程度にちらりと後ろを振り返る。






　――そこには……一見冷静そうに見える令嬢と、少年と、高身長の男が一人。






　赤毛の令嬢は、側室に向けてにっこり笑みを浮かべながら――実は、エリノアの背に隠れた死角で、己の手を目一杯怒らせている。

　怒気をはらんだ指は、力のこめすぎで血管が浮き出て、全ての節でぎりぎりと折った指がまるで鬼の手のようである。

　時折――ガリッ……ガリッ……と、恐ろしげな音がする。

　どうやら……令嬢が怒りのあまり、己の腕に爪を立てているようで……指先が艶やかに美しく整えられているだけに、なんだか余計に怖かった。

　ビクトリアが口を開くたびに、彼女の口からは骨のきしむような歯ぎしりの音が低く漏れて、令嬢の憤まんが相当なものであると如実に伝えてくる。

　……それを悟ってから見る令嬢の笑顔は……非常にホラーである。






　その隣にいるのが、黒髪の少年姿のグレン。

　グレンは少しアゴを下げ、表面的な薄ら笑いでビクトリアを見つめていた。

　しかしひたりとした目は少しも笑っておらず、下から虎視眈々と獲物を狙うような暗い魔物の双眸は、彼が今、少年姿であるだけにそのいびつさが際立った。何を考えているのか分からぬ顔は、言いようもなくエリノアの不安を煽る。






　そして――そんな彼らの一番うしろに立っているのが魔物武将ヴォルフガングだ。

　もはや彼に至っては、側室妃に対して愛想笑いすら浮かべていない。

　幸いにも、その身長があまりに高すぎるのか……身長の低いエリノアに嫌味を言うことに夢中のビクトリアの視界には、彼の顔は目に入っていないようだ。が……。

　横目で彼を見上げたエリノアは……男の背後に白い悪魔を見た。

　怒りで膨らんだ巨大たわしのようなモッフリ楕円形の白い影。上には二つ、三角の耳がちんまりと乗っている。巨体の背後にずもももも……と音のしそうなドス黒い闇の渦を背負い、瞳は爛々と赤く光っている。そこから発せられる怒気に、エリノアは心の中でワッと顔を覆い、嘆いた。






（なんか……変なものが見える……！）






　もしかして、これも聖剣をぬいた影響か何かなのだろうか。

　楽しげに嫌味をくれるビクトリアなどよりもよほど恐ろしい。

　――正直、魔物二人も恐ろしいが、そこになんの違和感もなく並んで怒りまくっているルーシーが怖かった。






（お嬢様……魔物と同レベル……どうしたらいいのこれ!?）






　大柄な身体をよろめかせる、彼女の父、タガートの青ざめた顔が見えるようだ。






　それでエリノアが思わず苦悩の表情を浮かべると、ビクトリアがあらという顔をする。どうやらそれが自分の成果だと思ったらしい。






「あーらあら、どうしたのそんな顔をして。下々の者はこれくらいの言葉で傷つくのかしら？」






　怖すぎて、うっかり側室妃のありがたい言葉の数々を聞きそびれていたエリノアが、え？　と、顔を上げる。彼女は明らかに、「ハッ！　まだしゃべっておられたのか……」という間の抜けた顔をしていたが……顎を高慢に上げて高笑っていたビクトリアはそれに気がつかなかった。

　と、ビクトリアは楽しくて仕方ないという顔で続ける。






「そんなわけがないわよねぇ、だって、お前、あのトワイン家の娘なんでしょう？　あの狡猾な男の娘なんだったら、これくらい、なんてことないわよね？」

「…………え……」






　エリノアは驚いた。

　側室妃の口から自分の家名が出たことがとても意外だった。目をまるくしてビクトリアを見ると、彼女はころころと笑いながら言った。






「石頭のブレアを篭絡ろうらくさせるなんて、どんな邪智深い手を使ったの？　父譲りの手管をぜひ私にも教えてほしいわ。もしかして……ブレアに近づいて家を再興させたいのかしら？」

「待ってください……そんなこと……」






　うまくやったわねぇというビクトリアに、エリノアは言葉をなくす。

『邪智深くブレアに近づいた』などと言われたこともショックだが、それよりも、父のことを『狡猾な』と言われたことが何よりも衝撃だった。






「……父は、」






　言い返したかったが、相手は国王の側室妃。エリノアはそこで言葉を切る。

　亡き父は側室と敵対する派閥であったからある程度悪く記憶されているのは仕方がない。

　しかし父が亡くなったのは、元はと言えば、彼女たちがエリノアの家を追いこんだせいである。

　悔しさが胸に渦巻いた。悔しく……悲しかった。

　貧しさに立ち向かうことに手一杯で、心の底に封じこめるしかなかった恨みの感情が……彼女の手によって無理やり引っ張り出されるようで苦しかった。






　――だが、

　エリノアが賢明だったのは、ここで悔しさに吞まれなかったことである。

　もしここで自分がビクトリアの喧嘩を買えば、きっとブレアにもルーシーたちにも迷惑がかかるだろうと、彼女は分かっていた。

　それにおそらく……側室妃は自分を挑発しているのではないとエリノアは感じた。

　この人は普段から人々の上にしか立ったことがない。こんな下っ端に反論されるなんてことは想像すらしていないだろう。

　彼女はただ、エリノアをいたぶることでパートナーであるブレアを貶めたいのだ。

　彼女がブレアの名を口にする時、そこにある棘にはエリノアも気がついている。

　もしくは他にも何か思惑があるのかもしれないが、それはエリノアには分かりえぬことだった。






　だとしたら、とエリノア。

　今ここで自分にできるのは、場をうまくおさめ、彼女の悪意をここだけで消化させてしまうことだ。

　何も、ブレアにまで事を及ばせることはない。この棘のある言葉の数々を胸におさめ、自分が気にしなければいいだけだ。






「…………」






　だからエリノアは悔しさを耐えて、スッと冷静な顔をして見せた。






「……滅相もありません。わたくしのような者が、ブレア様にそのようなこと、お頼みできようはずもありません」






　腰から身体を折り、争う気はないと示すためにビクトリアに頭を下げる。

　自分が冷静な顔を見せれば、後ろで怒り狂っている三人も少しは落ち着くだろう。






　しかし、ビクトリアは下げられたままのエリノアの頭に、悦に入った笑いを放る。顎を上げ、目の下を盛り上げるようにした笑い方は、いかにも、敵にまわった者にはトドメを刺すまで許さないという執念がにじんでいるように感じられた。

　蛇のような威圧感に、エリノアの背筋が凍る。

　ビクトリアは、「そう？」と目を細め、エリノアの心をえぐろうと口を開く。






「では気が変わったら教えなさい。ブレアに上手く取り入ってトワイン家が再興したあかつきには、私がまた潰してあげるわ、楽しみになさいね」

「――」






　高慢で、心ない言葉の棘に、エリノアの顔が一瞬痛みに耐えるような表情をした。

　父のことも、没落後の苦労も、何もかもを嘲笑うかのような――その瞬間が、










　――側室ビクトリアの運命を分けた。










　突然、廊下に悲鳴が上がった。






　つんざくような声に、エリノアを含めた周囲の者たちが皆ギョッと身体を強張らせる。

　異変を察したヴォルフガングが、エリノアの背後から俊敏に手を伸ばし、娘を強引に抱きかかえて。

　次の瞬間、廊下のあちらこちらでランプやシャンデリアの上のロウソクが破裂するように消し飛び、周囲から悲鳴が上がる。――場は恐怖に包まれていた。






　そんな中、ひときわヒステリックな悲鳴が居合わせた皆の視線を集める。

　薄暗い中に誰かが倒れている。






　――ビクトリアだ。






　恐怖に歪んだ顔は、震えながら、彼女自身の足を見つめていた。

　美しい踵の高い靴を履いた両足に、深々と黒い、禍々しい形の短剣が刺さっていた。






「ひっ……誰か……っ！」

「ビクトリア様!?」

「!?」






　痛い、痛いと泣き叫ぶ側室妃に、まわりの者たちは慌てて駆けよろうとする。だがその足はすぐに、うっと止まる。

　気がつくと闇の中からなお黒く、そして薄く、短いものが現れて、彼らの鼻先に迫っていた。






　――おびただしい数の短剣の群れだった。






　その異様な光景に、誰もが凍りついたように動くことができない。

　まるで海の底から大きな魚群を見上げているかのようだった。

　ビクトリアの足に刺さる黒々とした短剣と同じものが、ずらりと空に浮かび、誰かが身動きすると、その切っ先が行く手を阻む。

　彼らのよく肥えた腹や、背、それから喉元に短剣が忍びよると、ビクトリアの取り巻きも、駆けつけた衛兵たちも、怯えたように後退った。






「これ……」






　青ざめた顔でエリノアがつぶやいた。ヴォルフガングにつかまりながら呆然としていると、傍でグレンが愉快そうに高笑う声が聞こえた。

　それと同時に、暗くなった廊下に濃い霧のようなものが現れた。

　グレンは一人、霧に向かってひざまずく。

　その中からゆっくりと浮かび上がってくる青白い顔に――エリノアは愕然とした。






「……ブラッド……」






　かすれる声で言いながら、どこかで、そうだったという後悔の念がエリノアの胸をぎりぎりと絞めつけた。私より、弟に、一番聞かせてはならない言葉だった。






　弱々しいエリノアの呼び声に反応はない。

　ブラッドリーは闇の霧をぬけて廊下に降り立つと、そこで悲鳴を上げ続けるビクトリアの前に立った。

　静かな瞳に怒りが燃えている。






「……耳障りな声が聞こえたみたいだけど……お前か」






　暗い眼光は、短剣よりもなお鋭くビクトリアに刺さるが、側室は足を貫く短剣のせいでその場から逃げることもかなわない。

　短剣は、彼女の足を大理石の床に磔にするかたちで縫い止めている。わずかな身動きですら、相当な痛みを感じるはずだ。

　近づいてくる不気味な少年に、ビクトリアの喉からは、ひ、ひ……と、ひきつれたような声が漏れていた。それを聞いて、呆然としていたエリノアが我に返った。






　エリノアは、ヴォルフガングの手を振り解くと、ドレスの裾に足を取られ転びそうになりながら、ビクトリアの前に立ちふさがった。






　――弟が、人を傷つけたのを見たのは二度目だが、ブレアの時よりも、ビクトリアの傷は何倍もひどい。流れ出た血はビクトリアの下にたまり、彼女の顔は血の気が引ききっている。駆け寄ったエリノアの足にも血がついた。長いドレスの裾が血を吸って、生々しい匂いが鼻をつく。






「やめて……ブラッド……」






　やっとのことで言葉をしぼり出すと、弟はにっこりと笑う。






「姉さん、どいて？　せっかくのドレスが汚れちゃうよ」






　無邪気な顔だった。だが、瞳の奥に突き抜けたような彼の怒りを感じた。






　しかしできるはずがない。

　そんな、今にも側室妃を射殺さんとするような目の弟の言うままになど。

　どうすれば、と周囲を見ると、先ほどまで彼女たちが立っていた場所に、ルーシーが一人で呆然と立っているのが見えた。






「陛下！」






　その時ヴォルフガングが動いた。ヴォルフガングはブラッドリーに駆けより、おやめくださいと懇願する。






「陛下、ここであまりお力を振るうと……」

「すぐ済む」






　配下の言葉を一蹴する言葉に、何が、とエリノアは怯える。






「……してはいけないことだわ、ブラッド」






　言うと、彼はいいやと首を振る。






「私は、もう、その耳障りな声を聞きたくはないんだエリノア。父を愚弄し、お前を悲しませる喉など、切り裂いてしまえばよい」






　いつもは〝僕〟と言うブラッドリーが〝私〟と言った。

　その以前と同じ兆候に、エリノアは心臓がスッと冷える。口調が変わるのは、中身が入れ替わるせいなのか。

　どきなさい、と、大人の声で言う弟に、エリノアは強く首を振る。

　止めなければならない、自分が、必ず。

















20　凶刃のさなか












　弟が、こんなに彼女たちを憎んでいたとは。






　それを思いやってやれなかった自分に、エリノアはひどく失望して、そうか、と悔やむ。






　自分はまだ、〝ブラッドリーを守る〟という目的に夢中になって日々を生きることができた。

　困難でも、つらくても、それはある種の心の支えであった。






　でも、病に苦しみ、寝台に繋ぎとめられる日々に身をやつしていた弟に、その救いはあったか。

　痛みに苦しみ、熱に浮かされる暗たんとした日々の中で、その心に、父を死に追いやった者たちへの憎しみの芽が育っていたとしても、不思議ではない気がした……。






　エリノアは悲しくなりながらも、浅く息をして弟を険しい目で見る。






　どうすれば弟の正気を取り戻すことができるのか。

　ブラッドリーがひどく彼女たちを憎んでいたとしても、これはダメだ。

　聖人みたいなことを言う気はない。だが、このままでは、自分と弟はもう以前のように二人よりそって生きていくことができなくなる気がして。

　エリノアは、ビクトリアの恐怖の声を背後に聞きながら考えた。

　緊迫した精神の中で、もがくように思考を巡らせて――焦りに喘いだ時、






　ふと、エリノアはあることを思い出した。






　愛想のいい、愉悦に満ちた声が遠くで何かを言っている。






　それは――グレンの…………










『――あなたの弟君は……』






『――我らが魔物の王、――――……の――…………』


















「――、――、――ダスディン……！」

「！」






　閃いた瞬間、エリノアは顔を上げて叫んでいた。

　その呼び声に、弟の姿をした〝彼〟が一瞬身を震わせる。

　ビクトリアだけを見下ろしていた目が、エリノアを見上げ、瞳に驚きを宿す。






　エリノアは、もう一度呼んだ。






「ダスディン……もう、やめよう」

「………………エリノア」

「憎しみがあるなら、まず、私と話そう、私と解決しようよ……」

「…………」






　お願いだからと言うと、ダスディンの瞳と共に、周囲の短剣が揺らぐ。

　剣の殺気が和らいだような気がして、エリノアがほっとした時――……。






　恐怖に駆られた声が、その安堵を切り裂いた。






「化け物！」






　――ビクトリアの声だった。






「!?」






　エリノアは、その声に〝彼〟の心がスッと己から引いていくのが手に取るように分かった。その感覚に、身がすくむ。






「ビクトリア様！」

「何をしているの！　今すぐ将軍を連れて来なさい！　騎士たちはどうしたの!?」






　ビクトリアは、血まみれであいつを殺せと喚く。

　甲高い興奮した声に、エリノアはビクトリアの傍に膝をつく。






「ビクトリア様……お願いです落ちついて――……」






　と、その瞬間。

　頬に焼けるような熱さを感じて。瞳には火花が散った。






　どうやら――ビクトリアに思い切りひっぱたかれたらしい。






「ノア！」






　エリノアが衝撃に目を瞬かせていると、ルーシーの叫ぶ声が聞こえた。

　ビクトリアは、憎悪の全てを向けるような顔でエリノアを睨んでいる。






「触るな汚らわしい！　お前があれを連れて来たんでしょう!?」






　金切り声に、どうしてこの人は、と苦々しく呆れる。確かにそうかもしれないが、何故この状況下で火に油をそそぐようなことをするんだろう。

　そんなことしたら。






「死ぬしかないね」

「っ！」






　冷たい声にぎくりと背が凍る。






「ダスディン、待っ……」






　振り返ったエリノアの視線の先で、彼が腕を持ち上げた。

　その身は弟の細い身体のはずなのに、何故か掲げられた腕はひどく力に満ちていた。

　それに呼応するように短剣の群れが殺意を噴き上がらせると、思わずエリノアはビクトリアと群れとの間に身を乗り出す。が、背後のビクトリアはそれでも足らぬとエリノアの腕を引き、自らの前に盾として押し出した。






　押されたエリノアに――その背後の身勝手な仇に怒りに燃えた視線が突き刺さり、彼の手が振り下ろされる――






　その一瞬に。






　――誰かが飛びこんできた。






　怒りに満ちた手が下されると同時に、誰かが――ビクトリアの腕からエリノアをもぎ取って自らの腕の中に収め――……。










　その、翻る金糸を見て、エリノアが驚愕を顔一杯に広げた。






「！　……ブレ――」






　ブレア様！






　――と、続けようとした悲鳴が消える。

　彼の胸に抱きこまれたエリノアには、ブレアの肩越しに、彼の頭と、ダスディンの黒い刃の群れが重なって見えた。

　自分たちを取り囲み、今にも降り注いできそうな黒刃の前に、

　魔王が放った禍々しい凶刃の最中に、






　――ブレア様がいる――……！






　エリノアは、全身がすくんだ。
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　引き裂かれそうに心臓が痛んだのを感じた。

　悲鳴とも怒声ともとれない響きがその口から出て。






　空にとどまっていた数多の短剣が、たった一人の手のひらに従って走った瞬間、






　エリノアの中で、ブラッドリーに対する愛情やブレアに対する感情、ルーシーを守らなくてはという気持ちと侍女としての使命、様々なものが駆け巡った。






　――真っ白な頭の中に、微笑むルーシーがいて、ブレアがいて――ブラッドリーがいる。






　この人たちに何かあったら、生きてはいけない。






　――泣きたいくらいそう思った。














　咄嗟にブレアを押しのけようとした手の甲が、こんな時に激しく痛く……熱い。






　その瞬間――鋭い金属音が幾重にも重なって。

　エリノアの耳をつんざいた。

















21　銀色の髪












　――多少――巻きこまれる者がいても別に構わないとダスディンは思った。






　たった一人。その唯一の者さえ無事ならば。






　そしておそらくその唯一の者は、今、強い女神の加護を得て、このくらいの攻撃なら痛くも痒くもないだろう。

　彼女は気がついていないようだが、女神の印を授けられたその身体は、高位の聖職者を軽くしのぐ聖の力に満ちている。






　ダスディンは薄く笑う。






　――女神よ、感謝する。その加護のおかげでエリノアは大丈夫だ。






　――だから、






　――多少の破壊はかまうまい。










　ダスディンの目は、ビクトリアを見据える。






　すると怯えに顔を歪めた女の手が、かの者の両腕を鷲づかみにし、盾にするのが見えた。それを見てなおさらに呪わしく、身のうちに炎が渦巻いた。

　父と家を失わせ、見下した言葉でなぶり、頬を傷つけておきながら、今度はその身に守られようというのか。

　なんと愚か。

　すべての刃の軌道を曲げ、エリノアをよけて目的を遂げるくらいのことは容易いことだ。

　従順な薄く小さな刃たちは、彼が手を上げると、怯えきったビクトリアの身に狙いをつける。

　数多の切っ先が己を貫かんとする恐怖に、側室はもはや意識を保っていられなかったらしい。

　床に崩れ落ちた女に、ああこれじゃあエリノアを侮辱したことを後悔させることができないな、とダスディンが笑う。

　まあいいか、と思った。少し刃を受ければ、痛みでとてものんきに寝ていることなどできなくなるだろう。






　ダスディンは、手を振り下ろす。

　凶刃は無慈悲に風を切った。






　――その最中。






　一人、何者かが場に飛びこんで来たように見えた。だが──それは走る刃と、刃が軌道に残していく黒煙に紛れ、ダスディンにはそれが誰なのかは見えなかった──……。






　そして。






　刃の群れは、個々が複雑な軌道を描き、ビクトリアの身体に飛びこんで行く。

　鋭利な先端が、彼女のドレスに、腕に、肩に、足に、皮膚に触れるという時。






　あと一呼吸――

　切っ先と白い肌との境には、もはや髪の毛一本ほどの隙間しかないという――、刹那。






　闇色の剣が――……






　音を立てて――














　割れた。






















「……！」






　途端、場に白い閃光が円のように広がった。






　ダスディンがそれに片眉を持ち上げた瞬間、その前に唐突にメイナードが姿を現した。

　老将がゆったりとした袖に包まれた両手を顔の前で合わせると。その周囲には黒い葉に覆われた幻のような壁が生まれ、彼と、王、それから配下の二人を包みこんだ。






　居合わせた多くの者が怯え瞳を閉じていた中で、老将の作り出した防御壁の内側にいた、王の冷酷な目と、彼のしもべたちだけがそれを見ていた。






　ダスディンの凶悪な切っ先が人々に降り注ぐ寸前。それは光に触れると、ビクトリアに突き立てられようとしたものから連鎖して、次々に砕け散って行った。

　砕けた刃は耳障りな轟音を立て、塵と化し、煙のように消えていく。














「……」






　メイナードが腕を解くと、黒き葉が散るように壁は消えていった。

　彼に聖の力から守られたダスディンは、人々が気を失い見通しのよくなった場所で、無言でエリノアを見る。






　ビクトリアに盾にされていた彼女は、いつの間にか男の腕の中にいた。

　轟音に身をすくめるエリノアを抱くのは──ブレアだ。

　その腕の中、娘の手の甲が眩く光っている。






　女神の紋章。






　同じ輝きがキラキラと光の粒となり、広い廊下の中に煌いていた。

　輝きに満たされた空間で、人々は誰も彼もが気を失い、ぐったりと倒れている。側室も、貴族も使用人も衛兵も。皆、同じように床に転がっている。

　エリノアを庇ったブレアも、ヴォルフガングがその背に庇っていたルーシーも力なく目を閉じていた。






　ダスディンは、己がビクトリアを仕留めそこねたことを知った。

　だが、今は、彼女を相手にしている場合ではないと分かっていた。






　倒れ、折り重なる人々の中に、一人、様子のおかしな者が立っている。

　視線をやると、にこりと微笑み返される。






　白いゆったりとした官服。

　優しげで美しい顔。整った眉の下には、金のような、だいだい色のような、あでやかにグラデーションする瞳が並ぶ。

　肌は際立って白く、腰の下まで伸びる髪は水晶のような銀色。彼が身動きすると、その隙間に虹色の光がきらめく。

　圧倒的な清廉な美だった。






　その者は、男ものの官服を着ていたが、中性的で性別というものがまるで感じられない。

　背はそこそこある。しかし一見では、幼いのか、そうでないのかがつかみにくい顔をしていた。






　ダスディンはそれを見て、眉間を苦々しくよせ、己が怒りすぎたことを思い知る。

　彼の前で老将が笑った。






「ほ、ほ、ほ、何やら……やっかいなものが出てきましたな」

「……」






〝彼〟がキョロっと視線を動かすと、グレンとヴォルフガングが警戒したように王の前に立った。と、同時に、震える声が聞こえた。






「ど、どうなったの……？」






　エリノアが、ブレアの腕の中から顔をあげていた。

　恐々とまわりを見まわそうとして、自分を庇った青年がぐったりしているのに気がつき泣きそうな顔をする。そして、涙をぐっと抑え、その手がブレアの首の脈に触れた時。






　その――揺れる緑の瞳を見て、〝彼〟が動いた。






「主あるじ！」






　――凄惨な場にそぐわない嬉々とした声だった。

〝彼〟は倒れた人々の間で、嬉しそうにぴょんと飛び上がると、エリノアに向かって一直線に駆けて行った。

　それを見たダスディンは憎々しげに視線を険しくする。が……邪魔しようとはしなかった。それが、彼にとっては害があり、姉にとっては害のないものだと、彼にはもう既に分かっている。










「え……」






　ブレアの脈がちゃんとあることに少し安堵して。エリノアは、今度は弟の姿を探してあたりを見まわそうとした――のだが。

　己に向けて猪のように突進してくる誰かの姿にギョッとする。

　次の一瞬で、誰かはブレアの腕の中からエリノアを軽々と抱き上げて。

　目の前には、破顔した男とも女ともつかぬ顔。

　わー！　と嬉しそうに掲げられたエリノアは、目を白黒させる。






「主様！」

「え、だれ……ちょ、……」






　戸惑うと、誰かは、今度は悲しそうな顔をする。






「主様ひどい！　どうして早く迎えに来てくれないのですか!?　ずっと傍にいたでしょう!?　王宮にずっとおられたの知っているんですよ!?」






　恨めしそうな美しい顔に、エリノアは目を剥いている。その困惑した眉間は「意味が分からん」と物語っていた。

　だが、今はいきなり現れた美形の言いがかり（？）に慄いている場合ではない。






「……と、とりあえず、下ろしてください」






　エリノアがそう言うと、美形は「いやです」と真顔で来る。

　エリノアはややイラッとした。おいこらまていまそれどころじゃねえよ、と息継ぎなしで心の中で思ってから。ひとまず冷静に、引きつる怪奇顔で状況判断を彼に促した。






「……あのですね、まわりを見てください。皆さん倒れてますよね？　助けないと……」

「みんな死んでませんよ？」






　きょとんとする彼に、その言い方よ……とエリノアが呆れている。男は体つきのわりに、どうにも言動が幼いようだった。

　エリノアは焦る気持ちを抑え、一瞬心配そうに足もとのブレアを見てから、とりあえず抱えられたままで弟や義姉の姿を探した。

　今は静まっているようだが、怒り狂っていた魔王ダスディンの攻撃はどうなったのだろう。ルーシー、それに、ビクトリアの怪我のこともある。さっき自分を気遣ってくれたヴォルフガングのことだって。






　視線を動かすと、辺りに大勢の人が倒れているのが分かりエリノアは息を吞む。

　その折り重なるように倒れた人々の前、幾らか離れた場所に、警戒した様子の魔物二人と老将が一人、その後ろに弟の顔が見えた。

　一瞬その姿にほっとしかけるが……。






　なんだかグレンがありえない顔でこちらを睨んでいる。ヴォルフガングはどこか、ほーら言わんこっちゃないと言いたげな渋い顔。そしていつも通りの老将の背後で――ブラッドリーの顔は、いまだ、大人びた、怒りをたたえた表情をしている。

　冷たい顔に、まだ怒ってるのかどうしたら、と思いかけ――た、その視界に、

　廊下の隅に横たわる義姉の姿を捉えた。






「ルーシー姉さん!?」






　一気に顔から血の気が引いた。






「坊ちゃん（お嬢ちゃん？）！　お願いですから下ろしてください！　義姉が……」






　いや、彼女に限らずブレアだって、その他の人たちだってどうにかしなければ。

　助けたいと懇願すると、銀髪の彼は、きょとんとしたままなんでもない調子で言った。






「じゃあ治します」

「え？」






　言うが早いか、彼はエリノアを抱えたまま、その場で唯一負傷しているビクトリアに近づいて行った。そして短剣の消えた両足の傷に手を触れる。とたんエリノアの手の甲が白く光る。






「!?」






　驚いた次の瞬間には、ビクトリアの肌の上から鋭い刺し傷が消えていた。






「ぇ、ぁ……えっ!?」

「主様はまだ力が制御できないのですね。代わりに私がやっておきました。あとの者は魔王の力にあてられただけです。そのうち目を覚ましますから大丈夫です」

「あ、あの……あなたいったい……」






　展開についていけないエリノアがしどろもどろになって問うと、彼よりも先に低い声がそれに答えた。






「――聖剣」

「え？」






　振り返ると、弟が静まり返った顔で彼を睨んでいた。






「せ……？」

「エリノア、そいつは聖剣だ」

「……へ……？」






　その言葉に、エリノアが弟の顔と、彼の顔とを見比べる。






「………………えーっと……え？」






　それしか出てこなかった。……一瞬、せいけんって……なんだったっけ、と頭が混乱する。

　すると、聖剣と呼ばれた彼は微笑んで、疑問に傾いたエリノアの顔を見る。






「主様がいつまでたっても迎えに来てくださらないので、女神が私に新しき形をくださいました」

「は、ぁ……？」






　ニコニコと嬉しそうに言われ。意味が分からないにも程があったエリノアは。……とりあえず、何か重大なことを言われているような気がするのに、けろりとしてるなこの美形、と思った。






「…………」

「これからはずーっと！　一緒です」






　主様好き！　と、犬のように甘えられて――ブラッドリーが壮絶に嫌そうな顔をしたのだけは分かった。

















22　ダスディン王の愛玩動物？












『とりあえず、この場所を他から隔絶させます』






　とは誰が言ったのか。






　とりあえず……

　とりあえず……






「……うぁつくるしい!!」






　ぎゃんっと、エリノアが両手の拳を掲げて鬼顔で怒ると――拒絶された美形が傷ついたような顔をする。






「あるじ……」

「主違う！　こら！　子犬みたいな顔してもダメだぞ！　いちいちゴロゴロひっついて来ない！」






　しゅーんとした美形の――聖剣（人間態）にエリノアは厳しい。

　何せこのヴォルフガングよりも犬っぽい美形の男は、エリノアが歩けば後ろに張りついて。しゃがめば横にぴったりとくっついて来る。

　じっとしていても暇があればいそいそと密着してくる有様で……隙あらば、エリノアの腰もとをもの欲しそうにじっと見ている。






　――現状、この場を、大勢の人々が倒れたこの廊下をどうにかしなければならない時に、それは非常にうっとうしい。せめていつものメイド服ならまだ動きやすいものを、今は着慣れないドレスを着ているということもあって、ただでさえ動きにくいというのに。そこに絡まれてはたまらないのだ。

　今、王宮では舞踏会が開催中で。メイナードがなんとかしてくれるとは言うものの……いつこの惨状が誰かに見つかってもおかしくはない。早くなんとかしなければと焦るエリノアは、それもあって聖剣を名乗るこの人物に厳しいのだった。






　しかし聖剣は困ったように言う。






「だって……私、本性が剣だから……」






　本来は、主人の腰もとにぶら下がっていたいのだとか。一人で歩いているととても落ち着かず、心もとないのだと言う。






「主様、装備してください……」

「無理です」






　美しい顔で悲しそうに言われた言葉を、エリノアはバシッと真顔で切った。






「気持ちは分かりますが（？）、できるわけないでしょう!?　あなた、私よりおっきいのに！　いや、違う！　今はそれどころじゃないんですったら！」






　エリノアは、倒れているブレアとルーシーを介抱しながら憤慨している。

　二人は……二人に限らず、倒れた人々は一向に目を覚ます気配がない。






「……メイナードさん、本当に大丈夫なんですか……？」






　エリノアは涙目で、この場の唯一の希望メイナード老将を見た。

　老将はいつも通り穏やかな顔でぷるぷるしながら頷いた。が、そのぷるぷるした指は、エリノアの後ろに佇んでいる聖剣をさす。






「え？」

「おいまぬけ、メイナード殿が、その面倒な聖剣をどこぞにやれと言っている。傍にいると力が弱まって術がかけられんと」






　憮然と通訳するのはヴォルフガングである。人間に化けている魔物は、呆れ果てたという顔で聖剣を見ている。

『とりあえずこの場を隔絶させる』と、言った冒頭のセリフはメイナード（通訳・ヴォルフガング）である。

　現在この広い王宮のダンスホールの廊下は、老将の力で他から切り離された空間と化している。

　そこでメイナードはこの場でブラッドリーの力を目撃した者たちに、お得意の忘却術を施そうというのだが……。

　聖剣をどこかにやれと言われたエリノアは戸惑う。






「え、でも……どうやって……」






　ヴォルフガングの顔を見上げると、男は諦めたような顔で聖剣を睨む。

　ヒヨコのようにエリノアについて回る銀の髪の男は、とても彼女から離れそうな気配はない。






「……仕方ない、お前がどこかに連れて行くしかないだろう」

「え、だって……ブレア様やルーシー姉さんを置いてなんて……それに……」






　エリノアは不安げな顔で、離れた場所でグレンと共にいるブラッドリーを見る。

　その冷淡な顔はずっと忌々しげにエリノアにまとわりつく聖剣を睨んでいる。弟らしくない大人びた表情は、おそらく、その中身がまだダスディンのままだからであろう。

　エリノアは困った。弟を置いても行けるはずがない。

　できれば彼には早く家に帰って欲しいが、今のあの様子で、はたして彼はエリノアと別れて素直に帰ってくれるだろうか。






「む、無理よ、だってブラッドリーが……」






　と、エリノアがヴォルフガングを見上げた時。天井方向から、ひゅるひゅるひゅー……と、何かが落下してくるような音がした。






「おまかせあれぇ～」

「へ……？」






　歌うような声につられて上を見ようと――したら。次の瞬間、ドスンッという大きな振動に地面が揺れる。






「う!?」

「よっと」






　いったいどこから現れたのか。廊下の大理石の床材をぶち割りそうな勢いで落下して来たのは、コーネリアグレースだった。

　大柄な身体に黒っぽい紫色の服を着て、背には大きな金の金棒が。

　何故かこちらも人間態で現れた婦人は、エリノアに向かってにっこり笑ってポーズをとる。






「陛下はあたくしの担当ですわ」

「コーネリアさん！」

「おーほほほほほ」






　コーネリアグレースは軽やかにブラッドリーの前に飛んで行くと、あらまぁとダスディンを見た。（……因みに、ダスディンの背の後ろには、母が怖いグレンがビクビクして隠れている）






「ま、陛下お戻りになっておしまいになられたの？　あたくし、魔王の幼生のようで可愛らしいブラッドリー陛下がお気に入りなんですけど」






　ぬけぬけと彼女の言う〝幼生〟とは、どうやら……オタマジャクシのような意らしい。






「……私はエリノアの傍を離れる気は無いぞコーネリア」






　現れた婦人に対し憮然と言うダスディンに、コーネリアグレースは狡猾そうに笑う。






「あーら陛下ったら、このあたくしにそんなこと言っていいのかしら……おーほほほ――……出でよ！　陛下の愛玩動物！」






　コーネリアグレースの言葉に、皆が「は？」と、いう顔をする。






　と──……。






　そこにボフンと、煙をまといながら何かが召喚されて来た。






　姿を現したのは────。






「……あれ？」






　そのきょとんとした声に……ダスディンの顔が、あっと崩れる。ついでにエリノアも。

　驚愕した魔王と姉は叫んだ。






「リっ!?」

「リード!?」

「あれ？　ノア？　ブラッド？」






　青年は皿洗い中だったのか、まる皿と布巾を手に首をかしげている。






「俺……今家にいたと思ったんだけど……どこだここ？」






　のどかな顔できょろきょろしている青年の後ろで、コーネリアグレースが高笑う。






「コ、コーネリアさんっっ!!」






　青ざめたエリノアの悲鳴が上がる。






「おーほほほほほほ！」






　目的の為なら手段を選ばない女、魔王の元乳母コーネリアグレース。

　本日もママンは、物凄い勝ち誇りようである。

















23　偽魔法使いコーネリアグレースはリード推し。












「俺、家にいたと思ったんだけど……」






　首をかしげるリードの、のどかな顔を見た姉弟（？）は──……。

　速攻でコーネリアグレースに詰めよった。背後でヴォルフガングが呆れている。聖剣はエリノアのドレスを、はしっとつかまえたままである。






「コーネリアさんんんっ!?」

「コーネリア……」






　ひきつるエリノアと、怒りの滲むダスディンの暗い顔。

　二人にすごまれたコーネリアグレースは、けれども余裕のある顔でニンマリ笑う。






「あーら？　なんですのお二人とも、そんな怖い顔をして。おほほ、そのお顔……まさかリードちゃんにお見せになる？　お見せになるの？」






　ほほほと、勝ち誇った顔で言われた二人がぐっと言葉に詰まる。そこへ、リードがやって来た。






「ちょ、おい、人が倒れてんだけど……あれ!?　エリノア？　ど、どうしたんだその格好……」






　リードは倒れた人々を見て慌てていたが、エリノアの傍までやって来ると、見慣れぬドレス姿に気がついて。一瞬ぽかんと目をまるくする。……が、その顔は見る見るうちに赤く上気した。






「リ、リード、あの……これは……」






　エリノアがどう状況を説明したものかと言葉を詰まらせていると、不意にリードがはにかむように破顔した。






「ぇっと……その、に、似合ってるぞ……綺麗だな」

「う……」






　その言葉に。そのストレートさに、エリノアがたじろく。

　周囲の状況はそれどころではないとはもちろん分かっている。が……普段リードはあまりそういう評をエリノアには向けてこない。

『頑張ってるな』と、兄っぽいことを言ってくれたり、『そういう顔は嫁の貰い手が……』と、親目線っぽいことを言われるのがせいぜいで……。

　嬉しそうな顔で言われると、どうしていいのか分からなくなった。






「あ、あり、ありがとう……そ、そんなの初めて言われた……」






　せっかく着飾ったのだ。褒められるとやはり嬉しくて。

　ルーシーやタガートと身支度をした時は、あまりに慌しすぎてそんな言葉を交わす暇も無かったし、パートナーたるブレアは残念ながら、口下手すぎる。彼の胸のうちがどうかは別として、現状彼が気の利いたセリフをエリノアにかけるのはどうにもハードルが高い。






　エリノアがしどろもどろになりつつ返すと、リードは照れくさそうに頬をかく。そういう反応をされると尚更エリノアも気恥ずかしかった。






　そんな――二人の初々しいやりとりを見たダスディンが、隣でわずかに複雑そうな表情を見せた。

　――と、エリノアから気まずそうに目をそらしたリードが、そんな彼に目を留めて、あれ？　と声を漏らす。






「ブラッド……？　なんか感じ変わったか……？」

「！　……いや……」

「？　変だな、なんか……筋肉がついた……？　いや、身長が伸びた……わけでもないか……うーん」

「……」






　リードは、ダスディン化したブラッドリーに近づくと、その隣に立って己と身長を比べてみたり顔を覗きこんだりしてみては、怪訝そうに首を捻っている。

　と、そこへ、コーネリアグレースが三人の間に割りこんでくる。






「おーほほほほ、ご歓談中ちょっと失礼致しますわよ。リードちゃん安心してね、あの転がってる者たちは、ただ眠っているだけだから」

「ああ、コーネリアさん」






　リードに名を呼ばれたコーネリアグレースは、青年に微笑みを返す。そして、たっぷりした身体を反らせ、思いがけないことを言い出した。






「それより。ね、ほーら、リードちゃん本当だったでしょ？　あたくし、正真正銘、魔法使い」






　その言葉にエリノアが、「は!?」と、目を剥いているが――リードは「ああ」と朗らかに頷いた。






「ああ、これコーネリアさんだったのか。すごいな、俺、転送魔法とか初めてかけられたよ」






　証明したくて俺に魔法をかけたの？　コーネリアさんすごいなぁ、でもここどこ？　なんであの人達寝てるの？　……と、不思議そうに辺りを見回すリード。エリノアはハラハラした。リードもまさか、自分が王宮に連れてこられたのだとは思いもしていないのだろう。

　エリノアは、リードの純粋な称賛に気を良くしているらしい婦人の、ふっくらした腕を慌てて引き、小声で言う。






「ちょ、コーネリアさん！　どうするんですか!?」

「だーい丈夫ですわよ、エリノア様。ちゃんと口止めはしときましたから。おほほ、あたくし昔、王国の魔法使いだった、という設定にしておいたんですの」

「魔!?　い、いえそうじゃなくって……なんでこんな時にリードを……」

「あら、だってこの場合、他に陛下をなだめられる者がおります？　適任ですわ。リードちゃんの呑気さはもはや才能です」

「いやっ……でもっ」






　慌てるエリノアに、婦人はまあまあ、と冷静な調子で続ける。






「だって考えてもみてくださいな。そこらに転がっている人間たちはメイナードが処置するとして、その幼児のような剣をどうにかするのはエリノア様の役目でしょう？　で、陛下をお慰めするのはあたくし……ですけど、この場合、あそこまでお怒りになった陛下はあたくしだけだとちょっと荷が重そうじゃありません？」

「で、でもリードを巻きこむなんて……！」






　婦人は大丈夫大丈夫、と手をひらひらさせる。






「陛下はね、とにかくリードちゃんのことが大好きですから。あたくしだけだと陛下は平気で破壊を行います。でも、リードちゃんがいれば無茶はしません。あれほど陛下のお守りとして最適な存在はおりませんのよ。エリノア様だって、さっさと事態を収拾してあの人間たちを助けたいと思いますでしょ？」






　そうブレアやルーシーを示されて、エリノアは言葉に窮する。






「陛下もリードちゃんがいたら大人しく家に帰りますわよ」

「……」






　確かに彼女が言う通り、リードの顔を見た途端弟の顔からは棘が綺麗に消えてしまった。その顔は、ビクトリアを冷酷な目で見下ろしていた時とは、まるで人が違ってしまったかのようである。

　もしリードに危険がないという前提で、コーネリアグレースの力を、〝ただの魔法使い〟と彼に誤魔化すことができるのならば――この際四の五の言ってられないのか――と、エリノアも迷いはじめる。

　するとそんなエリノアに、それにねぇ、とコーネリアグレース。その指は聖剣を指差していた。






「言いたくありませんけど、聖剣それがそこにいるってことは、大樹には今、それがいないってことですわよ？」

「!?」






　お分かりですか？　と言われ、エリノアが愕然と目を剥く。






「ぁ……ああああっ!?」

「女神の大樹に聖剣が刺さっていないと判明したら……それこそ大ごとになるんじゃありませんの？」

「ひ、ひぃいいいいっ！」

「今は夜間ですし、人目にもつきにくいかもしれませんけれどねぇ」






　指摘され戦慄いたエリノアは、己のドレスの裾をつかんでいる聖剣を振り返った。






「ちょ……聖剣！　おうちに戻りなさい！」






　エリノアの言葉に、聖剣はさらりと髪を揺らし、首を傾げる。






「？　おうちってどこですか？」

「女神様の大樹よ！　あなたあそこから来たんでしょう!?」

「違います。家ではありません。私はあそこで主が迎えに来てくれるのを待っていただけ。剣とは誰かが使ってこそでしょう？　木になんか刺さっていたくありません。私の居場所は主様の傍。そこだけです」

「!?　で、ぇええ!?」

「私は主様を待ち、千年の間ずっとあそこで待機しておりました。もう、待てません」






　聖剣は真っ直ぐにエリノアの瞳を見つめ、きっぱりと言い切る。その様子からは、彼が今まで見せていた幼さがなりを潜め、表情からは確固たる意思が感じられた。神々しさすら感じるその姿に、エリノアが愕然としている。






「貴女は、私の勇者です」

「……っ！」






　強い視線に、エリノアが一歩後退る。






　――すると、不意に不思議そうな声がそこに掛かった。






「ノア……？　その人誰だ？」

「はぎゃっ!?」






　リードの声にエリノアが跳び上がる。

　振り返ると、リードがエリノアと、エリノアにぴったりくっつく聖剣を見て怪訝そうな顔をしている。






「や、あの……この人は……」






　エリノアが狼狽えている隙に、聖剣はドレスから手を離し、いそいそ嬉しそうにエリノアの手を握る。それを見たリードが目をまるくした。






「私は聖け……」

「あっ!?　こら！」






　嬉しそうに名乗ろうとする聖剣に、エリノアが慌てて飛びかかった。






「セイケ……？　変わった名前だな……ノアの友だ――……」






　と、そこまで言ったリードが、ハッと何かに気がついた……と、いう顔をした。






「もしかして……」

「へ？」※エリノア、聖剣の口を塞いでいる。






　リードは思った。

　なんだか分からないが、いつになく着飾ったエリノア。その隣にぴったりより添った、見たこともないような美形の男。そして男はリードが見ている前で、なんの躊躇いもなくエリノアの手を握った……。






　ということは……と、リードの顔がさっと曇る。






（……もしかして……こいつが……前ブラッドが言ってた……）






　以前、早く姉に告白してくれと言ってきたブラッドリー。

　その時彼は、エリノアには気になる男がいるらしい、と言っていた。

　――なるほど、とリード。姉大好きのブラッドリーが、いやに男を睨んでいるわけである。

　しかし、それでも二人を引き離そうとしていないのは、きっと男を想うエリノアを慮ってのことで――……。






　と、青年は早合点した。






「………………なるほど……」






　とたん、ズーンと影を背負った青年に、エリノアもダスディンも何が起こったのかが分からない。






「え……何!?　どうしたの!?」

「リード!?　大丈夫か……!?」






　ダスディンまでもが慌ててリードの顔を覗きこむ。

　二人は今までこの根っから明るい青年が、ブラッドリーの病の心配をする以外でこんなに暗く沈んだ顔をするのを見たことがなかった。いったい何がと慌てるが……

　そんな二人に、青年は力なく笑う。口ではなんでもないと言う。が……ふと、己を覗きこんでくるエリノアのドレス姿を見ると、その空色の瞳が揺れる。






（……ノア、こいつのためにこんなに綺麗に着飾ったんだな……そっか…………）






　するとその顔が再びどこか哀愁を漂わせて。

　それを見て慌てるのはエリノアとダスディンだ。






「コ、コーネリアさん！　リードの様子がおかしいんですけど……!?　転送中にどこか怪我でもさせたんじゃ……!?」

「……はーん？　……怪我、ねえ……」






　エリノアに服を引っ張られるコーネリアグレースは含みのある顔で生暖かく笑う。

　と、ダスディンに気遣われながら、リードが苦笑する。






「いや、本当になんでも……俺、帰るよ……あ……なんだっけ、救助に手が必要だから呼ばれたんだっけ……？」






　あははと、コーネリアグレースの顔を見るリード。……何故かエリノアと聖剣のほうを見ようとしない。






「リ、リード？」

「ああ、救助とかそういうことではないんですのよ。リードちゃんにはブラッドリー様を連れて帰ってもらおうと思って。ブラッドリー様、リードちゃんと大人しく家にお帰り……いただけますわよね？」






　コーネリアグレースは、にっっっこりと、ダスディンを見る。






「……!?　…………、……く……」






　姉も心配だが、様子のおかしいリードのことも気になる魔王は身動きができず困惑する。

　リードを兄のように信頼するブラッドリー同様、ダスディンの中にも、この青年に対する格別な思いが根付いていた。青年が普段、底抜けに明るいだけに、この突然の落胆ぶりは気がかりだ。






「コーネリア……」






　ダスディンが悔しげに女豹婦人を睨む。

　婦人は諦めあそばせとうなずいて見せる。






「エリノア様ならあたくしたちがちゃあんとお守りしますから」

「…………」






　ね？　と、いう婦人に――






　結局、ダスディンはリードと共に帰宅を余儀なくされた。聖剣のことを威嚇しまくっていたグレンもいつの間にか猫に戻っていて、彼らについて帰った。






　二人と一匹を家まで転送させた婦人は「はーやれやれ」と言う。






「これで一番厄介なお方が片付きましたわ」

「……」






　確かに。

　とんでもない荒技だった気もしないでもないし、リードの様子もかなり気掛かりだが……怒り狂っていた魔王を沈静化させるのには一応成功している。おまけに住処に追いやった。






「……」※エリノア・げっそり






「困った時のリードちゃん、ですわ。おほほ、あの子本当に便利ですわねぇ。私もエリノア様のお婿さんにはリードちゃんを推挙いたしますわ。身内にしておくと何かと助かりそうですもの」

「……、……」

















24　あて先不明の嫉妬と羨望、そして失敗と。












　……ブレアは夢を見ていた。






　タガートに話を通し、クラウスに娘に手出しせぬようクギを刺しに行ったあと。彼はエリノアを探して会場を彷徨った。

　――その後娘を見つけたことだけは思い出せるが、どういう経緯であったのかはぼんやりしていて思い出せない。










　――そんなの初めて言われた──……。






　不意に、どこからかそんな声が聞こえて。

　照れ臭そうな声が、見つけ出した彼女のものだとすぐに分かる。

　だが、同時に、それが夢うつつに聞こえた『似合ってるぞ』『……綺麗だな』という嬉しそうな誰かの声に返されたものだということも……分かった。






　そのとたん、ブレアは自分が失態を犯していたことを知った。

　ぼんやりしていた頭に浮かぶのは、痛烈な後悔と口惜しさ。






　柔らかな森の色のドレス。

　毛先までを整えられた髪には光を弾く控えめな石のついた髪飾り。薄く彩られた唇は薄紅色。娘の瞳の色を引き立てるようなその装い。

　それを目にした時自分がどう感じたのか。

　娘がそれを着て駆けつけて来てくれた時、その時浮かんでいた言葉こそが、彼が今まで令嬢たちに『心がない』などと言われながらも平然とおざなりにして来た、『贈るべき賛辞』だったということに――ブレアはこの時はじめて気がついた。






　――何故、自分は娘にそれを言わなかったのだろう。






　淑女に対する礼儀だとか、そんなこととは関係なく、それを伝えることはとても大切なことだった気がして。






『綺麗だな』






　男の声が耳に蘇ると、悔しさに加えて、羨望の気持ちが芽生える。

　おそらく例え自分が彼女にそれを伝えようとしても、こんなに素直には言えるまい。

　長らく女性に対し愛想のある言葉をかけていない。自分にはそれを言う技量がないのだ。だいたい、それを思いつきもしなかった。──こと、女性を褒める言葉というものの引き出しがブレアには極端に少ない。






　そうか、とブレア。

　ダンスホールで共にいた時、自分が幸福感を感じたのは、娘が愛らしく思えたからだ。多分それは装いが素晴らしかったことだけが原因ではないが――自分のために着飾って来てくれたことに、まず礼をいえばよかったのだ。

　そうか、そう言えばよかったのか。──確かに……綺麗だった。






　ブレアは男の素直な言葉に打ちのめされる思いだった。何故そんなことも分からなかったのだと己を情けなく思う。

　そして、それを易々と言葉にできてしまう〝誰か〟に苦々しい気持ちが芽生えた。

　王宮で彼がこれまで耳にして来た、令息たちが令嬢たちに贈る、呆れるほどに恭しいそれとは違い、その声の……なんと真っ直ぐなことか。

　自分のように硬くもない、晴れやかな響きの声には、その主の心根が表れているようで。とても好感が持てる。

　──だが、今はそれがとても悔しい。






　そう、彼が感じた瞬間のことだった。

　辺りが眩しい光に包まれた。






「──様──ブレア様……！」

「……？」






　ブレアは呼びかけにハッとする。

　傍に誰かがいた。瞬くと、次第にその輪郭がはっきりとしてくる。






　──エリノア・トワインだった。






　気がつくと、ブレアはいつの間にか賑やかなダンスホールに立っていた。

　エリノアが不安そうに彼を見ていて、その隣には、王太子やハリエットの顔も見える。

　──遠くで高い声がして。隣国の親類たちと話すビクトリアの姿が見えた。

　ルーシー・タガートがオフィリア・サロモンセンを睨み、怯えて逃げる令嬢をずんずんとグロテスクな顔で追い詰めている姿も見える。その後ろを――ほとほと困り果てたようなタガートが慌ててついて行き……手を貸せと引っ張られるオリバーがうんざりした顔をしている。






「……これは……」






　ブレアは呆然とつぶやく。

　会場に異変は感じられない。だが、それが逆におかしい気がした。

　この場面に、突然前触れもなく放りこまれたような唐突感に、ブレアは戸惑う。

　と、下から声がする。






「あの……大丈夫ですかブレア様……」






　己を心配そうに見上げる娘は、はじめに着ていた緑色のものに代わり、ラベンダー色のドレスを身に纏っていた。

　品が悪くならない程度にデコルテが開いたドレスは、袖にも裾にも薄い花びらのような布が繊細に重ねられている。ふんわりと幾重にも広がるシルエットに合わせるためか、娘の黒髪は編みこんで綺麗に上にまとめられていた。そこから落ちる後れ毛は、愛らしくクルリと螺旋を描き首筋に落ちている。

　その姿にブレアが眉を持ち上げる。






「……着替えをしたのか……？」






　いつの間にと問うと、「何を言っているんだ」と傍で王太子が笑う。






「さっきハリエットが用意したドレスに着替えに行ったじゃないか」






　もう忘れたのかと兄。

　聞けばブレアが会場に連れて戻ったエリノアを、ハリエットが付き添いをつけて退出させ、用意したドレスに着替えさせて来たと言う。

　そう言われればそのような記憶があって、ああ、とブレアは戸惑い気味に頷いた。






「……そう、でしたね……、…………」






　しかし胸の内には不可解なざらつきのようなものが残った。

　そのざらつきの正体がなんなのか考えようとするが、何か頭に靄がかかったようではっきりしない。






　エリノアが顔を覗きこんでくる。






「あの……ブレア様大丈夫ですか？　お加減、悪いところございませんか……？」






　娘の顔はどこか泣きそうでもあり、重い重い不安を胸の奥に抱えているようにも見えた。

　ブレアは一瞬黙りこみ、大丈夫だと娘を安心させるように微笑んだ。その表情の物珍しさに、傍にいた王太子とハリエットが、あらあらと顔を見合わせているが、ブレアは気がつかなかった。

　笑ってやると、ほっと下がった娘の肩にブレアも安堵する。何故か――無事でよかったと、そう思った。






　のだが……。

　同時に、夢の中で感じた口惜しい気持ちが胸に蘇ってきた。

　その重さにブレアは表情を固くする。夢の中の男の言葉が、夢の中であるはずなのに、いやに心にひっかかる。






「………………」

「ブレア様……？」






　ブレアの様子に再びエリノアが何事かと不安げな顔を見せた。その時、刻知らせの鐘の音が会場に響いた。それを聞いて王太子が残念そうな顔をする。






「おやおや残念……（まだ微笑ましい弟を見ていたいのに）ブレア、そろそろ会もお開きになる頃だ。陛下のところへ戻ろう」

「良かったですわ、閉会のご挨拶までにエリノアさんのドレスが間に合って……行きましょうエリノアさん」






　兄がブレアを呼び、ハリエットがエリノアに向かって微笑んでいる。王太子はハリエットの手を取ると、彼女を伴って国王の待つ壇上へと向かって行った。






「あ、ブレア様、私たちも戻りましょう！　さ、お早く……」






　そう男をエリノアが促した時、難しい顔で何かを逡巡していたブレアが彼女を、見た。






「…………映えるな……」

「え？」






　見上げると、ブレアは奥歯を噛むような硬い顔をしている。






「……瞳の色に……よく映えている。……色が」

「？　えっと……色？」






　なんのことやら分からずに、立ち止まって戸惑うエリノアにブレアが苦い顔をした。その頬は、若干赤い。

　ブレアは絞り出すような声で言う。






「…………ドレスだ」

「え？　あ……これですか……」






　その言葉にやっと分かったと、エリノアがハリエットから借り受けたドレスに手を触れる。






「ええと、そうなんです綺麗な色でございますよね。ハリエット様用なのでちょっと私には可憐すぎるような気もするのですが……」






　エリノアが照れ臭そうに笑うと、ブレアが眩しそうな目をした。

　しかし彼が見ている前で、娘の顔色はサーっと白くなって行く。ハリエットの付き人たちの話では……そのドレスはハリエットの父から娘に向けて贈られたという代物で、それはつまり、王から王女に向けて贈られた品物ということになる。

　それを恐れ多くも身につけているというプレッシャーに、エリノアはやや傾きかけているのだ。






「その上かなり高価なお品らしいので……今度は絶対に汚さないように気をつけます……」






　言いながら、エリノアはグッと拳を握る。

　もう絶対にあんなふうに汚すわけにはいかないと固く決意する娘の様子に、ブレアはひたすら無言だ。






「…………」

「……ブレア様？」






　何を考えているのか、黙りこんでしまった王子にエリノアがどうしたのだろうと困ったように眉を八の字にする。

　その時、背後でハリエットの声がした。






「エリノアさん、早くいらっしゃい」

「あ……ブレア様、お急ぎくださ……」






　──と、一瞬ハリエットのほうを見た娘が再び振り返った時。ブレアがもう一度、己の背を押した。






「……そんなことはない」

「は？　……いえ、でもハリエット様がお呼びで……」






　きょとんとするとブレアが睨むように己を見返していて。エリノアはびくりと身じろぎする。






「!?　!?（あれ!?　ブレア様、まさかお怒り……？）」






　もしかして記憶が──と、エリノアが息を吞む。が……。

　戸惑うエリノアから、ブレアの灰褐色の瞳が逸らされる。






「……似合っている」

「……に？」






　その低い声に、顔に疑問を浮かべると、もどかしげに呻かれる。驚くエリノア。






「……、……っドレスだ。お前に、よく……、似合っている……」

「へ………………？」






　──綺麗だから……。






　とは、言えなかった。






「…………」

「え？　え？　え？　ブレア様？」






　……その後、何故か消沈してしまった王子の様子には、エリノアはひたすら頭の上に疑問符を浮かべるしかなかった……。


















　……後に落ちこんだブレアを、生暖かい目で見守るオリバーの姿があったとかなかったとか。

　オリバーは沈んだ様子で壁に手をつく王子に、は？　と憎たらしい顔で耳に手を当てている。






「……え？　なんですって？　言い慣れないことを言おうとしてダメージ受けてるんですか？　あの程度で？」

「………………」

「はー……ブレア様……もうちょっと修行してくださいよ……普段から言いまくったらいいですよ。とりあえず手当たり次第女性に声かけてみたらどうですか？　女慣れしたら口説き方ももう少しスマートに……」

「………………」

「あ、やめてください剣抜くの！」






　廊下の壁にすえられた飾り剣に無言で手をのばすブレアに、冗談ですったら！　とオリバーの悲鳴。

　……とりあえず、ブレアの心の中には、素直な〝誰か〟への壮絶な羨望と嫉妬が生まれたのだった。

















25　勇者の危険性












　時は少し巻き戻る。






　それはブラッドリーとリードが転送されて帰宅して行ったあと。

　エリノアもまた、彼らと同様、コーネリアグレースの転送魔法によって聖殿前の庭に送られた。

　ブレアやルーシーのことが気がかりではあったが、彼らはメイナードとヴォルフガングに任せた。

　二人を魔物に預けて大丈夫だろうか――……とは、もう思わなかった。

　どうやら……エリノアの中には、彼らに対する一定の信頼が生まれつつあるらしかった。










　そうしてコーネリアグレースと共に聖殿の庭にやって来たエリノアは、大木を前に聖剣の説得を試みた。

　辺りは暗く、天高く輝く月以外の明かりは何もない。

　時折回廊のほうを巡回の衛兵が通りはするものの、それも今宵は舞踏会のために人員を割かれ、王宮の端のこの場所は警備が手薄になっているようであった。






　聖剣を説得するならば、今、この闇に乗じて、これしかない。

　朝日が昇れば、聖殿には神官たちや使用人も行き来する。そうなればきっと、聖剣が消えていることが王宮の者たちに知られてしまう。






　大木の木肌には、いつか見たのと同じ場所に、同じ形で聖剣が抜けた隙間がぱっくりと開いていた。それを目にすると、エリノアは嫌でも焦ってしまうのだが……聖剣は、そこへ戻ることを断固として拒むのだ。その不毛なやりとりを、コーネリアグレースが呆れた顔で見守っていた。






　あのね、とエリノアが言う。






「何度も言うけれど、私は勇者になったつもりはないの。それにあなたがここに刺さってなかったら、国のみんなが悲しむわ。お願いだから戻って、頼むから！」






　エリノアは懸命に懇願するが、聖剣はやはり嫌だと答える。

　聖剣は美しい色の瞳にいささか恨めしそうな色を浮かべてエリノアを見た。






「私の居場所は主のお傍だけ。ここで待っていても主は迎えにどころか、顔すら見に来てはくれなかったではありませんか」

「顔って……そもそも私が選ばれたというのが間違いなんじゃないの？　勇者っていったらもっと強そうで、勇壮でまっすぐな瞳をしていて、正義感と決意に満ちていて……でなかったら、せめてどこまでも純粋で優しくて、底抜けに善良で人々に愛されそうな……とか……」






　エリノアが一般論的な勇者像を並べ立てるとコーネリアグレースが頷いている。






「ま、そういうイメージありますわよねぇ。最終的には傍にいる女性全員を知らず知らず魅了している、みたいな」

「ですよね!?」






　しかし聖剣はムッとしたように首を振る。






「なんですかそれは……」

「いえ、えっと……巷に溢れる勇者像と言いますか……ほら、千年も勇者が現れないから、皆熱望しすぎてそれぞれこんなじゃないかなぁ……っていう……創作……？」






　実際、巷にはそういう書物も多くある。

　大人たちが子供に語る寝物語の延長線上のようなものだ。皆、現れた勇者が繰り広げる勇敢な物語やロマンスを待ち望んでいるのだ。

　エリノアはため息をつく。






「……みんな待ってるんですよ、立派な勇者があなたを抜いて現れてくれるのを。……私みたいな侍女じゃなくて」






　エリノアは、どこか自分のセリフに情けなさを感じながらそう言った。

　それは、自分が取るに足らない存在だと言っているようなものだ。たとえ本当にそうだとしても、気分のいいものではない。

　――不意に、オリバーに言われた言葉を思い出した。彼はエリノアに、ブレアの傍にいるには弱すぎると断じた。






「……」






　少し沈んだ気持ちでエリノアは、己の手を強く握る。






　けれどもそんなエリノアの言葉に聖剣は瞳を険しくする。

　少し怒っているのか、橙色の目が鮮やかさを増していた。






「誰がそんなことを？　いえ、誰がどう言おうが関係ありません。間違ってなどいない。私の勇者はあなたです」






　強い言葉に、一瞬エリノアは言葉を失いながら瞳を瞬く。

　だが直ぐにハッとして、困ったような顔を傍で見ている女豹婦人に向けた。






「コーネリアさん……」






　どうしたらと、すがるような娘の情けない顔を見ると、婦人は苦笑して。傍の草の上でのんびり二人の話を聞いていたコーネリアグレースは思わぬことを言い出した。






「思うのですが――……エリノア様、その聖剣……連れて帰ってはいかが？」

「え……!?」






　その言葉にエリノアは耳を疑った。聖剣はその隣でパッと嬉しそうな顔をしている。

　婦人がそんなことを言うとは驚きだ。魔王の配下である彼女が、敵である女神の授けた剣を受け入れろとは。






「え？　コーネリアさん？　な、なんで……？」






　戸惑って返すと、コーネリアグレースは言う。






「ああ、陛下の御身のことなら大丈夫ですよ。その者は今のところ私達に対して敵意もないようですし、傍にいても陛下が聖剣の主と同じ血統の肉体を持つ限りは。影響は……まあ、聖に満ちた気配が胸クソ悪いとか。その程度でしょう」






　コーネリアグレースがそう言うと、聖剣は、自分はあくまでも道具だからと返した。






「主様が敵と思わぬものには刃は向けません」






　割り切った発言に、婦人は、はん！　と一瞬邪悪な表情を聖剣に向ける。しかしエリノアは、いや違うちょっと待てと手を上げる。






「いえ、そうではなくて……もちろんそれも気にはなりますけど……コーネリアさん、聖剣ですよ？　だってこの人あなた達の敵でしょう？」






　魔王から国を守るために、女神から与えられた剣。そんなものを、ブラッドリーを溺愛する彼女が受け入れるとは信じがたい。

　聖剣を受け入れてしまえば、エリノアはもれなく彼女達の敵になってしまうのではないのか。

　もしくは――彼女はそれを狙っているのかと、不安と疑惑が過ぎる。






　だが、コーネリアグレースは肩をすくめる。






「そりゃあ、本当なら陛下には聖剣に近づいて欲しいわけではありませんのよ？　女神の側の出方は我々にも分かりませんからねえ。思惑の分からぬものがよってくるのは気持ちが悪い」






　コーネリアグレースの青い瞳が、エリノアから離れない銀の髪の男を見る。冷たいが、憎しみのある視線ではなかった。






「まあでもその聖剣は過去の大戦の後に生み出されたものですからね。別に陛下を傷つけた剣でもありませんし、あたくしはなんとも思いませんの。ま、目障りですし、一緒に暮したら頭痛くらいは感じるかもしれませんけど……聖なるものなんて、程度の大小はあれど巷にもないことはないでしょう？」

「頭痛って……」






　エリノアは驚いた、婦人はすでに聖剣が我が家に来ることまで想定している。

　確かに、こうエリノアから離れないのでは仕方ないかもしれないが……何故だろうと怪訝に思う。だが、そのわけはすぐに明かされた。






　ただですねぇ、とコーネリアグレースは言う。






「その目障りさや不可解さを差し引いても、手元にあったほうがいいのではないかという理由がございます」

「理、由？」






　婦人は教壇に立つ教師のような顔をすると、それをエリノアに向けた。






「はい。ではもし今エリノア様がその剣を放棄し、勇者であることも放棄したとしましょう」

「は、はい……」






　急に堅い調子になった婦人に、エリノアも戸惑って身を正す。聖剣も不思議そうな顔をしながらも、エリノアに倣った。コーネリアグレースはそんな二人に指を振ってみせる。






「すると――女神は、再び勇者の選定を行うかもしれません。現状、そうなる可能性は非常に高い。はい、それは何故でしょう？」






　示されたエリノアが戸惑ったように答える。






「え？　ええと……すでに世界にはブラッドリーが……魔王が目覚めてしまっている……から？」

「はいご名答。そうです。魔王が存在する限り、それを抑えようと女神が勇者を立てる危険性は大いにあるとあたくしは考えます。……で、あなた様はそれでよろしいとお思いですか？」

「え……」






　コーネリアグレースの問いにエリノアは戸惑った。エリノアはもちろんそうなるはずだと思っている。というか、きっと自分とは別に、正当で相応しい勇者がいるのだと。

　だが、コーネリアグレースは今、〝危険性は〟と言った。それは何故か。

　婦人は厳しい顔で続ける。






「そうなれば、確かにあなたは聖剣から解放されるでしょう。でももし、おっしゃるような勇者然とした強そうで、勇壮でまっすぐな瞳をしていて、正義感と決意に満ち溢れた勇者が現れたとしましょう。すると……その者はどうしますか？」

「……ぁ……」






　指摘されたエリノアが目をまるく見開く。気がついた。






「そうか……その人は……」






　つぶやくと、コーネリアグレースが頷く。






「そう。その者は、ブラッドリー様の討伐に乗り出す可能性があるのです」






　今はまだ世間に〝魔王〟の存在は知れていない。だが、これまで抜けなかった聖剣が抜け、勇者が誕生すれば、人々はどう思うだろう。きっと、喜ぶばかりではないはず。こう考える者もいるはずだ。






『これは魔王復活の兆しではないか――』と。






「……そうか……なんで気がつかなかったんだろう……」






　その正しく選ばれた勇者はきっと自分とは違う。正当に、魔王を傷つけることを厭わない者なのだ。

　エリノアは言葉を失った。自分ではない者、人々に望まれる勇者とは、自分の弟を討つことを目的とする者。

　その器ではないとか弟の敵にはなれないとか。それを拒絶することしか考えていなかった。それに思い至らなかった自分の浅はかさを痛感して。エリノアは情けなく思った。

　たしかにブラッドリーはここの所度々危うさを見せる。

　だが、それでもエリノアは弟が〝勇者〟に討たれるなんて、絶対に嫌だった。






　呆然と視線を落としてしまったエリノアに、コーネリアグレースが慰めるようにその背を撫でる。






「あたくし共にとって、エリノア様が稀有な存在なのです。聖なる力を得ながらも、魔王を守ろうとする……でもきっと、次にその力を得る者は違うでしょう。その者が立派な勇者であればあるだけあなたの弟君は窮地に立たされます。本来、〝勇者〟と呼ばれるものは、そういう存在ですから。人間社会の脅威となる魔王を討つ。──それが、あたくしたちの敵です」






　エリノアが返す言葉もなく黙っていると、彼女は静かな目をして続けた。






　もし、と。






「……その、あなたが手放したあとの聖剣を、もし――……。






　……ブレア王子が握ったら。あなたはその時どうしますか？」

















26　勇者は魔物に屈して誕生す。












　エリノアの喉がひゅっと音を立てた。

　見開いた目が狼狽えたように小刻みに動く。






「そ、れは……」






　ついさっきまで、夢の世界のように美しいダンスホールの中で手を取り合って踊った彼。いつになく優しい眼差しで自分をリードしてくれた、あのブレアが。女神の勇者となり、弟へ聖剣の刃を向ける。






　それを想像したとたんエリノアはゾッとした。──決してない話だとは、言い切れない。

　自分はもう既に一度、そうしてくださいと王子に言ったことがあったのだ。






『────もういっそ……殿下がお抜きになったとおっしゃれば事はまるく収まるのでは――』






　そう言って、ブレアに聖剣を押し付けようとした。

　その時は、本気でそうしてもらえれば何もかもが上手く行くと思っていた。ブレアは勇者に相応しい人だと思う。強くて国を守ろうという意志も強い。それに……本当はとても優しい。






　──だた、今となってはその行為が恐ろしく思えた。






　もし、あの時ブレアがそれを受け取っていたら──……。






　言葉をなくすエリノアに、コーネリアグレースは地面に片膝をつき恭しくこうべを垂れた。






「コ、コーネリアさん……」

「ですからあたくしはあなた様にお頼み申します。どうか、勇者であり続けてください。あなた様が人知れず聖剣の主で居続けることは、陛下の安寧を守ることにも繋がります」

「……」






　そうか、とエリノアは思った。だからなのだ。

　コーネリアグレースが警戒しながらも、エリノアを許容し続けるのが不思議だった。

　魔王を守りたい者が聖剣という脅威を確保し続けることは、彼らにとってもとても有益なこと。

　自分がそれを持ち続けているかぎり、事実上それはブラッドリーに対して無効化されているに等しい。

　エリノアが腑に落ちた思いでいると、コーネリアグレースがつぶやくように言った。






「……ご覧になったでしょう？　先ほどの陛下の黒刃……あれをお砕きになったのはエリノア様ですよ」

「え……？」






　その言葉にエリノアの瞳が見開かれる。どうやら、全ては聖剣がやったことだと思っていたようだ。まるい瞳は隣の男を見て、それからそのまま自身の両手に落とされた。

　信じられないと戸惑う娘に、コーネリアグレースは真剣な顔で言う。






「あの力があれば、あなたは陛下が先ほどのように荒れた時、押さえこむこともできる。何か脅威が迫った時に守ることもできるかもしれない」

「は……い……」

「でももし、その力を別の誰かが。強靭さと強い意思を持った別の何者かが得たら。それはあなた様と弟君の脅威にはなりませんか？　あなた様が勇者の座を退けば、陛下は聖剣に対する肉親の中和を失い、その、のんきな顔をした男は陛下の身体を蝕む毒となりましょう」

「…………」






　示されて、エリノアは己の隣に立つ聖剣を見た。目が合うと嬉しそうに和らぐ表情に、先ほど彼が、あくまでも自分は〝道具〟だと言い切ったことを思い出す。

　その〝道具〟としての従順さは、魔物ですらエリノアが敵意を持っていないという理由で許容してみせたほどだ。

　それはつまり、主が変われば、彼がその意思に従い〝道具〟として、淡々とブラッドリーを斬ることを示しているのではないか。エリノアにもきっと刃を向ける。そうに違いない。






　エリノアが苦悩に満ちた顔をする。

　返す言葉もなかった。

　婦人の言う通り過ぎてぐうの音も出ない。






　――そんな大任引き受ける力はない、そんな暇もないと言い張ってきた。

　弟を守るためにも勇者になんてなりたくはないと思ったが……それが彼の脅威になろうとは。

　己が〝足りない勇者〟で居続けることが、弟を守ることになるなんて。思いもよらなかった。

　しかしではどうして、とエリノアは不思議に思う。






「……でも……じゃあどうして女神様は私なんかに……それは女神様にとっては有益ではないはずなのに……どうして？」






　それは魔王側にばかり都合のいいことのように思えた。

　女神はこの世で一番魔王討伐に適さない自分に聖剣を与えている。それは何故だろう。

　その問いにコーネリアグレースが肩をひょいとすくめる。






「さあ。女神の思惑などあたくしには分かりかねます。けど……まあ、その反対に、陛下にとってもエリノア様は誰よりも手出しができぬ存在です」

「……互いに……討つことのできない魔王と勇者……て、ことですか……？」






　分からないとエリノアは思った。女神様はいったい私に何をさせたいんだろう。

　自分に弟を討つことはできない。

　それなのに勇者で居続けることには確かに自分たちにはメリットがあるだろう。でも女神側にとっては、そのことになんの意味があるのだろうか。






　そう考えはじめるとますますどうしていいのか分からなくなった。

　このままにしておけば、きっと明日には王宮は大混乱に陥る。

　本当に隠しおおせるのか。自分と弟の存在を。

　それがもし暴かれたら。どうなってしまうのだろう。






　ただ、すでに物事は引き返すことのできない所に来ているということは、エリノアにも分かった。






　思わず涙腺が緩む。

　すると、不意にするりと手に何かが滑りこんで来る。






「主」






　エリノアが顔を上げるとその拍子に頬に流れた雫を、微笑んだ聖剣がすぐに指でぬぐう。

　聖剣はにこりと笑う。月明かりに銀糸の髪が静かに輝き、本当に、そこに存在するものなのか疑問視してしまうほどに美しいその顔で。






「大丈夫、心配しないでください。私がきっとお助けします。私はそのために遣わされたんですよ」

「それなら木に……」

「それは嫌です」






　きっぱり言う聖剣にエリノアは恨めしそうな顔をする。

　思いやりがあるのかないのかよく分からない人だと思った。

　しかし聖剣は、だってと困ったような顔をする。






「仕方ないのです。私にも能力に限界があります。力の及ばぬところ、感知できぬ先に主様がおられる時どうやってお助けしたらよいのですか？　やはり、ここは装備していただかなければなりません」

「……」






　当然だとでもいいたげな聖剣の様子に、エリノアは、なんだかめまいがする。神の意思とは。と、思った。こんなのを装備ってどうしろってんだ、背負えとでもいうのか。

　娘がその間抜けな絵面を想像してげっそりしていると、コーネリアグレースが愉快そうに肩を揺する。






「ま、その辺はとりあえずあとでお考えくださいな。別に男を腰に装備するなって法はありませんから」






　けろりと言う。まるっきりそのあたりは人事である。エリノアはいささか気が遠くなった。それではまるで変態ではないか。

　一先ず……エリノアは婦人のセリフをスルーして、現実問題について提起することにした。






「あのですね……でもこの人が木に戻らず、聖剣が消えたら大変な騒ぎになるわけです……王国は間違いなく聖剣探しに躍起になるんですよ……？」






　聖剣がないということは、つまり勇者が誕生したということ。国は総力を挙げて捜索をするに違いない。騎士や兵が投入され、他国だって黙っているとは思えない。そんな大きな組織の追及の手を逃れ、エリノアは果たして隠れおおせるのか。






　しかしコーネリアグレースはけろりけろりと返してくる。






「まあ、世間はいささか騒がしくはなるかもしれませんけどね、誰もこれが聖剣だとは思わぬのでは？」






　彼女は軽い調子でエリノアにより添う、人の形をした聖剣を指差した。






「ぇ……ま、あ……確かに……」






　婦人は太ましい手をパタパタと仰ぎながら、苦笑を漏らす。






「ね、だからエリノア様、もうウダウダなさるのはおやめになって？　これを連れて帰ったとしても見つかりやしませんわよ。聖剣が消えたからって直ちにエリノア様に結びつけられるようなこと、あるわけがありません」






　違います？　と言われ、エリノアはたじろぐ。






「そ、それは……そうかもしれませんけど……」

「だいたい聖剣は大樹に刺さりっぱなしにされてもう千年です。普段はあんなに寂しい庭に放置しておいて今更ですわ」






　女豹婦人が「ねぇ？」と聖剣に話を向けると、聖剣も同意して頷いている。






「寂しいのは嫌です。私は主様に装備されたい」

「!?　い、いや、でも……私達王宮の者も別に聖剣を放置しているわけでは……」






　だって国宝だし、無闇に触るわけには、いや触っちゃったからこうなったんだけど……と、エリノアがうろたえているうちに。何故かしれっと結託しはじめた二人にエリノアが目を剥いている。






「もう、小鳥たちのとまり木にされるのにも飽きました。あの者たちは朝が早いし、柄の上にとまられると結構うるさいのです。別に会話にまぜてくれるわけでもないし……」

「あらそうなの寂しいわねぇ。分かるわぁ、老木もよぼよぼしていて話し相手にもならないし、庭は雨が降って来たら冷たいし。人間も結構勝手よねぇ」

「いやっ……!?」






　……何故だろうか、じりじりと追い詰められていくような気がして。

　奇妙な取り合わせの二人を凝視していると、飄々とした婦人は胡散臭さ全開の笑顔でエリノアを見る。






「ね、エリノア様そういうことで（どういうことだとエリノア目を剥く）この可哀想な坊ちゃんを連れて帰りましょう？」

「で、でも……っ」

「だーいじょうぶ！　奴らが騒ぎ立てても、せいぜい春の祭りのメインイベントがなくなる程度の影響しかないですわよ。なんでした？　強面達が聖剣を抜くのは誰だごっこをするんでしたかしら？」

「ごっこって……いやっ、だけど聖剣は長らく国民の憧れで……心の支えで……」






　慌てるエリノアに、コーネリアグレースはぐいぐいと厚い化粧の顔を近づけてくる。迫り来る顔面にエリノアがのけぞっている。






「ぅ……」

「憧れの一つや二つ失ったくらいでは人間くたばりませんから。大丈夫、すぐ次の希望を見つけますわ。おほほ。聖剣自身が連れてけ連れてけ言ってるんですもの。この際、人間は放っておきましょう」

「!?　コーネリアさん!?　人の国の問題なんかどうでもいいとか思ってません!?」

「思ってます。だってあたくし魔物ですから」

「!?」






　ど正直な婦人の、すんとした言葉に目を剥くエリノア。

　その顔に、ニンマリ口の端を持ち上げたコーネリアグレースは、高らかに笑う。と、己の背から愛剣ならぬ愛金棒を手に取ってドスンと地面に突き立てた。

　その振動にエリノアが身をすくめている。






「!?」

「さ、選んでくださいエリノア様」






　婦人はギラリとエリノアを睨むと、殺気かと見紛うような気配を身にたぎらせながら、さぁ、と言った。見開かれた青い瞳が壮絶に怖い。






「え？　え？」






　急な婦人の変貌にエリノアが気圧されている。

　その声音は地鳴りのように身に轟く。






「この捨てられた子犬のように寂しがり屋の聖剣をここに捨て置いて、新たにご姉弟をつけねらって来そうな勇者ストーカー誕生を選ぶのか。それとも、ブラッドリー陛下の安寧のため、ご自分がこの聖剣の主人となるのか……」

「ス……!?　……!?」

「さぁあぁ……お選び遊ばせ、エリノア様ぁ……！」






　――そのおどろおどろしい響きの言葉に……

　――のっすり圧をかけてくる大きな婦人の身体に……

　――ジリジリ迫ってくる婦人の厚化粧な顔にエリノアは──……






「ぅ……ぁああ……っ！　もうぅっっっ！」






　娘は汗もだらだらで、もうダメだと観念したように目を閉じて頭を抱えてその場にしゃがみこんだ。






「ぅううう……」






　呻くエリノアの傍で聖剣がきょとんとしている。






　……何故か……コーネリアグレースに、聖剣獲得の決断を強要されるエリノアである。

（※のちに、『だってウダウダしていて鬱陶しかったんですもの♪』……とはコーネリアグレースの言葉）


















　──斯くしてここに、






　まったく聖剣を使う気はないし魔王も討たないけれど、とりあえず他の誰にもその座を譲るわけにはいかないという、かなり消極的なかたちでの聖剣の勇者が、誕生するに至ったのであった……。

















27　閉会と幕開け












　閉会の儀のあと。

　ブレアとエリノアはダンスホールのエントランスに立っていた。

　開かれた大扉の向こうには、いくつもの馬車が列をなしていて、来賓たちが帰宅の途につこうとそれに乗りこんで行く。






　そこへ、不満そうな声がした。






「なんで私がクソジジイと一緒の馬車に乗らないといけないのよ!?　私はエリノアを送ってから……」






　タガート家の馬車のドアにかじりついているのはルーシーだ。

　それを馬車の中に押しこめようとしているのは彼女の父、タガートである。






「馬鹿者！　お前が……お前がオフィリア嬢を殴ったりするから……！」

「あら違うわよ、お父様。私は拳で頭を挟んでグリグリしてやっただけよ。殴ってないわ」






　あの技ってなんて名前なのかしらねぇとか言いながら。知らんぷりしている娘にタガートがうつむいた顔を手で覆って泣いている。

　その素知らぬ顔の娘は……会場にいたオフィリア・サロモンセンの両親に、エリノアが着ていたドレスを突きつけて、まんまとクリーニング代をせしめてきたらしい。






『うちの義妹がお宅のご令嬢からハリエット王女を守ったらこうなったんですけど。王女の国と揉めるのと、当家と揉めるのと、私の拳の制裁を受けるのと。どれがいいですか？』






　……と、全然活路のない選択肢を真顔で公爵夫妻に迫り、上から睨んでいるところをタガートにゲンコツくらったようだ。

　結果、目の前で猛獣のように喧嘩しはじめたタガート親子の激しさに恐れおののいた公爵夫人が、指につけていた激高価な指輪を一つ置いて行った、とのこと。

　もちろんそれは今、ちゃっかりしたルーシーの手の中にある。タガートが返しなさい！　と、怒るもやはり知らん顔である。

　それをのちに聞いたエリノアは蒼白な顔で、『お嬢様っっ！』と、猛獣娘の両頬をつねっていた。……もちろん、ルーシーがそれでこたえたような様子はカケラもなかったが。














「……大丈夫か……？」






　色々ありすぎて、げっそり疲れた顔の娘をブレアが気遣う。

　ルーシーはタガートとオリバーに馬車に詰めこまれて、父と共に帰って行った。その時怒るルーシーに頬を引っ掻かれたオリバーもエリノア同様げっそりしている。






　心配そうなブレアにエリノアは、押忍、と拳を握る。……どうやら……将軍家に連なった者として、いや……あのルーシーについて行くためには、体育会系のノリを身につけなければならないとでも思っているらしい。相変わらず全然様にはなっていないが。






「だい、大丈夫です……ブレア様、今宵はありがとうございました」






　大丈夫と言うにはやや怪しかったが、エリノアは覇気のない顔で笑ってブレアを見上げた。

　その顔には疲れがなみなみと浮かんでおり、それを見たブレアは心底申し訳なさそうな顔をする。






「すまない、負担をかけたようだな……侍女頭に明日は一日休みがとれるよう言っておいた」

「え……でも……」






　娘は一瞬戸惑うような顔を見せた。






「何か職務上の支障でもあるか？」

「いえ……そういうわけでは……」

「ならばゆっくり休め」






　そう苦笑しながら、自然な様子でブレアの手がエリノアの頬を軽く撫でる。指先でなだらかな曲線をなぞると、触れるか触れないかというその微かなものが彼の中に堪らない幸福感を生んだ。ふわふわしているな、と、思わず顔をほころばせるも……とたん、柔らかなはずの頬が硬直する。






「？」

「……ぅ……」

「！」






　気がつくと、エリノアがギョッとしたまま赤くなり頬を引きつらせている。視線は床に落ち、それを見たブレアが真顔でピタリと手を止める。……真顔の渋い顔にしか見えないが、これでもしまったと狼狽している。

　さらには娘の頭越しの先で、オリバーが半笑いでこちらを見ているのに気がつくと、ブレアの頭にカッと血がのぼる。堪らなく恥ずかしくなった。

　……顔には出ないのだが。






「…………すまん、つい……」






　何故だか分からないが……急にその感触を確かめたくなった。まるで、ちゃんとそこに変わらず彼女がいることを確かめようとするように。確かめて、安心したいという不可思議な己の感情にブレアは戸惑う。

　しかし、直後頭を下げたのは、何故か娘のほうだった。






「いえ、す、すみませんすみません、本当すみませんっ」

「？　い、いや……？」






　エリノアは何故か真っ赤な顔でブレアに謝り倒している。

　驚かせてしまったのは自分なのに、何故お前が謝るのだと、ブレアは困り果てている。

　そこへ、オリバーが、いかにも爆笑しそうなのを堪えているという顔でエリノアを呼ぶ。






「おーい新入り、タガート家の馬車が来たぞ～」

「は、はい！　ありがとうございます！」






　娘はドレスの裾をつかみ、慌てた様子でブレアに別れの挨拶をした。






「そ、それではブレア様、きょ、今日は、ほほ本当に、突然押しかけまして色々と……色々とご迷惑をおかけしました……」






　その言葉尻は妙に暗い。

　火照っていた娘の顔に、ふいに思いつめたような色が覗き、ブレアは不思議そうに眉をひそめる。






「迷惑……？　そんなことは……」

「いえ、今日のことは、きっと、国に損害を与えぬよう……わたくしめなりに善処いたしますので……どうか、どうかお許しください！」

「？」






　ブレアの顔に驚きと疑問が浮かぶ。それはどういうことだと彼が問おうとした時、「でも……」と、エリノアが言う。

　そこで娘は言葉を切り、照れ臭そうな、複雑そうな表情でブレアを見上げた。その表情にブレアは言いかけた言葉を忘れる。

　まるい額には少し汗が滲み、眉も目尻もふにゃりと下がりきっている。頬はうっすらとした朱色で、喜びたいが喜んでいいものか分からないというような戸惑いの顔にも見えた。






「本当に――助けていただき、嬉しかったです」






　ほんの一瞬、エリノアの思いつめたような顔が晴れて。

　幸せそうな感情の端が見えたような気がして。その顔が、あまりにも――。






















「…………」






　すみませんでしたぁあああ！　……と、言いながら。娘の去っていったエントランスでブレアは顔を手で押さえてうなだれていた。

　そこへ、オリバーが生暖かい顔で並ぶ。






「……なんですか、何悶絶してるんですか？　ははは」

「……」






　オリバーの空々しい笑いにもブレアは反応しない。やれやれとオリバーがため息をつく。






「……いつまでもそんな顔でここに突っ立ってると、周りが天変地異でも起こったような目でこちらを見てるんですが……」






　まあ、ブレア様はそんなこと気にしないでしょうがねぇ、とオリバー。

　周囲には、真っ赤な顔で動かない王子の顔を、ギョッと遠巻きにしている来賓たちの姿が。彼らが戸惑い立ち止まってブレアを凝視しているものだから、エントランス前の馬車はいつまでも順番が進まず大渋滞となっていた。

　さらに言うならば、エントランスの隅で感動したような涙目の顔を並べているのは、王宮の使用人やオリバーの仲間の騎士たちである。

　聞こえてくるのは、「祝！　ベタ惚れ！」「いいんですよ！　いいんですよブレア様、一歩一歩行きましょう！」「うぉおおお！　盛り上がってきたぁああ！」……という、やや暑苦しすぎる盛り上がり。彼らは使用人勢と武人勢とに分かれ、何やらそれぞれコソコソといらぬ世話――ブレア様応援の会の算段をつけはじめている。






「……」（※オリバー。うちの連中のん気だなぁとか思っている）

「おいオリバー……」






　不意に、ブレアがオリバーを呼ぶ。






「あー、はいはいなんですか？　新人娘を贈り物攻めにでもしますか？　チッ……」






　不本意そうな舌打ちを無視し、ブレアは怪訝そうな顔を彼に向ける。






「あの娘は何故私に謝意を見せたのだろうか、謝られるようなことが何かあったか？」






　周囲の困惑と異様な盛り上がりを完全無視し、問うてくる生真面目な顔に、オリバーは「この人やっぱり精神メンタル強えなぁ」と思った。






「はあ、オフィリア嬢ともめた件では？　それか、ルーシー嬢のことでしょう」






　ははは、とオリバーはうんざりしたような顔をする。

　それにしては深刻そうな表情に見えたのだがとブレアがポツリともらす。将軍家の娘が公爵家の娘に乱暴した時点でもう既にことはやや深刻なような気もするんだが、と思いつつ。オリバーはやれやれと呆れと諦めを混ぜたような顔で肩をすくめて見せた。






「さぁ……もしくは今回のことで、かなり乗り気になってしまった王太子様や王妃様の件くらいしか俺には思い当たりませんねぇ」

「兄上と母上……？」






　きょとんとするブレアにオリバーは半笑いである。






「忘れたんですか？　王妃様も王太子様も、新入り嬢（エリノア）をブレア様の妃にするにはどうしたらいいかって、さっきあっちで盛り上がってましたよ」

「!?」

「なーんか顔をほんわかほんわかさせて話し合っていらしたみたいですけど？　気をつけたほうがいいですよ、あのお二人、にこにこして穏和でいらっしゃるようで、あれでなかなか策謀家でいらっしゃいますから。確かに面倒なことになりそうですよ。そのことでは？」

「!?　!?」






　オリバーの言葉を聞いて、ブレアはざっと顔色を変えた。赤くなっていいのか、青くなっていいのか分からないという表情である。






「無理矢理議会でゴリ押しするくらいならまだマシですけど。下手したらハリエット王女も巻きこんだ大ごとになります。もれなく側室妃もクラウス様たちも因縁つけてくるだろうし……ああそうそう、王妃様は明日彼女の家に行くって言ってましたよ」

「な、何!?」






　その言葉にブレアがギョッと身を強張らせる。オリバーは淡々と続けた。






「王太后様に贈られた王家に代々伝わる指輪か何かを持って行かれるそうです。早めに唾つけとかなきゃー……だそうです」

「ば、馬鹿な……なんだその先走りは……!?」

「知りませんよ。あ、あとは、王太子様が、その王太后様に相談に行ってブレア様の幸せそうな様子を報告してこなくてはと――……あ、ブレア様……」






　ブレアはオリバーの言葉を最後まで聞くことなく慌てて駆け出していた。

　このままでは、どこまでもどこまでも先走って行きそうな母と兄を止めに。














　そんな王宮のそわそわ浮ついた様子も知らず……。

　エリノアは馬車の中でつぶやいた。






「……本当に、これで良かったのかしら……」






　不安げな瞳は暗い窓の外を見ている。

　だんだんと離れていく美しい王宮。明日になれば、そこがどういう状況になるのかは容易く想像できる。

　ブレアはエリノアを気遣い、明日は休みをくれたが、ホッとしたような、見届けに行かなければ落ち着かないような、そんな複雑な心持ちである。






　――聖剣には、先にコーネリアグレースと家の傍で待つことを条件に、家に連れて帰ると約束した。

　おそらく今は家にブラッドリーとグレン、それにリードがいるはずである。ブラッドリーたちはまだしも、今はまだリードには不用意に聖剣の姿を見せぬほうがいいだろう。






「大丈夫かな……」






　不安を口にすると、低い声が返ってくる。






「……大丈夫にするしかなかろう」






　いつもどこか憮然としたその声はそう言う。






「時は巻き戻りはしない。選んだものを最善にできるようにするだけだ」

「……そうね」






　薄く笑って、エリノアは自分の膝の上を見る。

　馬車の振動に合わせて小刻みに動くそこには、もふんと小まるい白うさぎが。

　どうやら……サイズの微調整をしてきたらしいヴォルフガングは、愛らしいうさぎ姿のくせに渋い顔を作る。

　……何せ、人間態でも犬の姿でもタガート家の馬車には同乗できなくて。そこで彼が選んだのがこの姿である。エリノアは……突っこむのをすごく我慢した……。






　うさぎは言う。






「あそこまでダスディン様の意識がブラッドリー様に混じってしまえば、また陛下は混乱なさるだろう。陛下には、お前が必要だ」

「……そうよね」






　エリノアは、今度は窓の外の市街地のほうへ目をやった。

　弟が心配だ。リードが共にいるから大丈夫だとは思うのだが……いや、今はそのリードも心配なのだが。

　エリノアがため息をついていると、ヴォルフガングがやや気まずそうに、それに、と言う。






「……こたびお前は陛下を止めてくれた。だから……俺は助力を惜しまんぞ……」






　その言葉にエリノアは一瞬きょとんとして。それから、少し嬉しそうにありがとうと言った。

　ヴォルフガングの滑らかな毛並みを撫でながら、エリノアは決意を口にする。






「……私、なるわ。逃げ隠れするのに長けた勇者に」


























　──そうして次の朝、王宮は震撼する。






　王妃がエリノアの家を訪ねている場合でも、王太子が王太后を訪ねている場合でもなかった。

　王国は、未曽有の大混乱の中に叩き落とされたのである。







終













侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【４】


















１　うきうきしすぎの兄と、青ざめる弟












　聖殿の庭から聖剣が消えた。






　その報せは瞬く間に王宮に広がり、聖殿の庭は真偽を確かめようとする者たちで溢れかえった。

　官も使用人も、騎士も衛兵も。誰もかれもが人垣の隙間からその光景を見ては言葉をなくす。






　誰の記憶にも、堂々とした大樹の幹に深々と身を沈める剣の柄の姿がある。

　その姿は頑ななまでに不変で。

　人々は聖剣が抜けることを待ち望みながらも、最早それがそこから消えることなどきっとないのだろうと、誰しもがそう思っていた。






　――しかし。






　千年――彼らの親の世代、その親の世代、そのずっと以前から、変わらずそこにあり、いつの日も、天気の日も、雨の日も、嵐の日も。

　変わらずそこで静かに月日の流れに耐え、勇者を待っていたはずの剣が。






　――ない。






　それをはっきりと認識した者の瞳は見開かれ、身体には震えが走った。

　人々は呆然とする。

　その時が来れば、国はきっと喜びに包まれるのだと皆が思っていたが、それには足りないものがある。






　聖剣と、それを抜いた勇者。






　それなしでは……皆、歓声を上げられない。


















　国王は事態を受けて、すぐさま議会を召集。状況を調べるために、要職に就いている者以外のすべての官と兵を、情報収集、ならびに聖剣と勇者の捜索にあてた。詳細が分かるまではと箝口令かんこうれいを敷いたが、それが長くは持たないことは誰もが分かっていた。

　王宮外での聖剣捜索は極秘で行なわれ、有力者である議員たちもそれぞれ私兵を出して請け負った。

　しかしそれでもなかなかその行方をつかむことができない。まるで聖剣が霞と化して消えてしまったかのようだ。わずかな痕跡さえ残っていない。






　中には千年聖剣が必要とされなかったことを理由に、『女神が聖剣を天へ戻したに違いない』という議員もあって。それに同調した王子クラウスが『国が天に見放されたのでは』と皮肉を発し、それを窘めたブレアとぶつかる一幕もあった。






　聖剣が姿を消して。王国には様々な問題が持ち上がったが、その懸念の一つに、消えた聖剣が密かに他国へ渡ってしまうのではないかという危惧があった。

　聖剣が消えた夜、クライノート王国では盛大な舞踏会が催されていた。会には他国の王族や貴族たちが大勢集まり、さらにその世話人、護衛などを合わせると数えきれない人数の異国民が王宮にいたということになる。

　もし、そんな彼らのうちの誰かが、聖剣を抜いていたら。

　聖剣は彼らの帰国と共に国外に持ち出されてしまう可能性がある。






　もちろん正確なところを言えば、聖剣は女神が勇者に下賜かししたものであるからそれは王国の所有物ではない。

　他国の者が聖剣を抜き、勇者として選ばれるのならば、それはそれで女神の思し召しとして仕方のないことではある。

　だが、王国の祖、千年昔の勇者が新たな勇者が選ばれるまではと、女神に聖剣の守りを命じられたことも事実。王国としては、このように聖剣を所在不明のままにしておくことはできなかった。

　千年の間人々に語り継がれ、待ち焦がれられてきた聖剣の勇者である。

　もし本当にそんな存在が現れたとしたら、国民に与える影響力はどれほどとなることか。

　ましてやそれが行方知れずとなれば。国民の動揺は必至だった。






　しかし国王も議員たちも、聖剣の影響力に関心のあるものは皆、誰もがいずれは聖剣の所在も知れるだろうと考えていた。

　影響力のある剣だが、その影響力を手にするには、民の前に聖剣はここにありと示さねば意味がない。

　ただ、その時聖剣が〝どこから〟出てくるのかが、とても重要なのだ。民心を集める類い稀なる聖剣が、いったいどこから、どの勢力から現れて、誰の手にあるのか。

　それが王国の今後に大きく関わる問題なのであった……。












「――どう思う？」






　議会が解散となったあと。

　他の者が立ち去った議会場で、王太子はたった今閉じられた扉を見つめながらブレアに問いかけた。

　ブレアは兄の問いに確信をもって淡々と答える。






「議員たちの中には聖剣を得た者はおらぬでしょう。全ての者が、誰が味方で敵なのか、誰の背後につけば益があり害を免れるのかという顔をしておりました。自らが聖剣を得ているのならば、あのような弱気な顔をちらつかせることはありません」






　弟のきっぱりとした断言に王太子は、そうかと頷く。






「けれど議会内に、互いに疑いの目を向け合うような空気が生まれるのはあまり良いことではないね。せっかく聖剣が抜けて祝いごとであるはずなのに……」






　王太子は困ったようにため息をつき、ブレアはそんな兄に静かな目を向ける。






「早々に聖剣と勇者の所在を明らかにしておかなければなりません。国の認定が遅れれば、紛い物の聖剣を手に己が勇者と偽るような輩も出てきてしまいます。惑わされる国民もあるかと」

「そうだね……目撃した者たちの口止めもいつまでも持ちはしないだろうし……でも、お前が騒ぎに気がついてすぐに冷静に対処してくれたから助かったよ。あのまま皆が混乱状態に陥っては、すぐに状況が王宮外に漏れただろう。わずかでも時間ができたのはありがたい」






　――本日早朝のことの起こり。

　最初に聖剣がないことに気がついたのは聖殿に勤める神官たちだった。

　だが、彼らは余程そのことに驚いたのだろう。うろたえてとても冷静な判断ができる状態ではなかった。

　そこへ早朝鍛練の帰りに聖殿へ立ち寄ったブレアが通りかかった。

　神官たちはその場で腰を抜かしており、引きつった悲鳴を上げてブレアに助けを求めた。

　ブレアも大樹から聖剣が消えていることに一瞬唖然としたが――

　聖殿の庭には悲鳴を聞きつけた使用人や衛兵たちが続々と集まっていて。辺りはあっという間にひどい混乱状態と化してしまう。

　我に返ったブレアはそのことに気がつき。まずは衛兵たちを統率して彼らの騒ぎを収めたのだった……。









　ブレアは王太子に「恐れ入ります」と頭を下げてから、硬い顔を兄に向ける。






「……兄上は、聖剣がどこへ行ったのだと思われますか」

「……そうだねぇ……それは分からないけど……」






　王太子は少し考えてから、苦笑する。






「立場を抜きにして言わせてもらえれば、私は皆もう少し女神を信じていいと思う」

「女神を……ですか……？」

「そう。他ならぬ女神のなさることだ。選ばれた勇者が誰であれ、女神は王国を守る者へそれを贈られるというのだから心配することはないのではないかな。まあ、それを受けて出てくる世間への影響に対しては私たち王族が抜かりなく対処しなくてはね」

「……」






　にこりと笑う兄の言葉に、ブレアが真顔のまま、わずかに動く眉の動きで困惑した様子を表した。彼は生真面目な性格ゆえに、事態をより重く受け止めている節があった。

　政治のことに関して言えば、常に国王や王太子を支え、最悪の事態も想定し、打てる手を打ち尽くしておくのがブレアのやり方である。

　そんな弟に柔らかく笑ってやりながら、王太子は首を振る。






「もちろん楽観していなさいと言っているのではないよ？　でも大丈夫、お前はお前のやり方で、今までどおり陛下を支えていればいい。天に命運を委ねるのはいいが、だからと言って力を尽くさずしていい結果が得られるということではないからね」

「……はい」

「ただ――私はちゃんと相応しい者が聖剣を手にしていて、どんな形であれ王国の支えになってくれていると信じている。その上で私たちは今まで通り、国民のために尽くす。今回みたいな不測な事態が起きれば、それに合わせてやりようを考える。一つ一つ対処していけばきっと結果は出る。それだけだよ」

「……」






　朗らかながら力強い兄の言葉に、ブレアの肩から少しだけ力が抜ける。こういう事態でも常に余裕を失わない兄に、ブレアはいつも敵わぬなと思うのだ。






　兄はしなやかな男だった。性格も見た目も柔和だが、実は執務においてはブレア以上に冷静で、物事をよく見ている。

　起こった出来事を大げさに捉えすぎることも、甘く見過ぎることもしない。コツコツと物事にあたることを好むところはブレアと似ているが、人は人、自分は自分と割り切った性格のブレアとは違い、王太子は周囲との調和をはかるのが抜群にうまい。

　だからこそブレアはこんな兄にいずれは国の頂点に立ってもらいたい。彼が王座に座ればきっと国は安定し、兄のようにしなやかな強さを手に入れるに違いない。それを支えるのが、王子としての自分の役目だとブレアは信じ続けている。

　ゆえに、今、聖剣の行方はとても重要なのだった。






（……王太子殿下が聖剣を抜いて下さるのが一番だったのだが……）






　ブレアは考える。






（……女神が相応しいと選んだ勇者とは……どんな人間なのだろうか）






　すると、

　何故か脳裏にラベンダー色のドレスが翻った。

　ブレアの灰褐色の瞳が見開かれる。昨晩それを着て己を見上げた娘の顔を思い出し、心臓が大きく高鳴った。

　ブレアは戸惑う。何故こんな時に彼女を思い出したのだろう。

　不謹慎にも、こんな国の大事に……。






「……？　ブレア？」






　立ち尽くしていると王太子が不思議そうな顔をしている。彼は急に思いつめたような顔になった弟に首を傾げ――……たが。

　柔和な顔をしておいて、とても鋭い兄は、すぐにブレアの思考を読む。






「ああ……そういえば残念だったね」






　切り出されたブレアが我に返って、






「は……？　何が……でしょうか……？」

「ん？　エリノア嬢でしょう？」

「!?」






　せっかく今日はエリノア嬢のことについて方針を詰めようと思っていたのに、この騒ぎでそれどころではなくなってしまったねぇ……と、ため息をつく兄に、ブレアがギョッとして思い切りセキこんでいる。






「な、何故私があの者のことを考えていると……」

「？　だってお前顔が赤いから。そうかなって」

「あ、赤い……？」






　その言葉にブレアは動揺を隠せない。なお赤くなったブレアの様を見て。聖剣の騒ぎの時は、神官たちから『王子は惚れ惚れするくらい冷静でご立派でした……！』と聞かされたんだけどなぁ、と、兄は密かにおかしく思った。

　王太子は、ものすごく惜しそうに、残念そうにため息をつく。






「はあ……早く聖剣見つかってくれないかな……不謹慎なようだけど、私としては早めに解決してエリノア嬢と親睦でも深めたいんだよ……勇者も大事だけど、兄としては弟の恋の行方も気になるし……」

「!?」






　再びブレアが噴き出してセキこんだ。






「どうしてお前の縁談はこう障害が多いのだろうか……やっとブレアが思い出しながら頬を染めるようなお相手が見つかったというのに……」






　私は応援したくてたまらないんだよ!?　と、ごくごく真剣に語る兄に――……






「……、……、……兄上……今は私のことは……」






　ブレアは青いやら赤いやらの顔で、平静さを取り戻そうと内心必死である。

　聖剣と勇者のことを考えていたはずが、何故だか話がすり替わってしまった。というか、お願いだからそっとしておいてほしいと切に思うブレア。

　ブレアには、とりあえず己が恋愛初心者であるという自覚がある。そこへ来て、兄や母に余計な助力という名のお節介を焼かれては、はっきり言って己が無様なことになることは目に見えていた。いやせめて、同じ無様でも、己の力で、己のペースでやらせてはもらえないだろうか……そう思うのだが。






　しかし。これまで浮いた話の一つも匂わせなかった弟の恋話に、うきうきしすぎの王太子は整った眉目を悩ましげに歪め、思い切り実感をこめていらぬ心配をしはじめた。






「ああ……国が聖剣探しにかかりきりになっている間にエリノア嬢が他の男にでも奪われたらどうしよう……私の義妹なのに……！」

「……」

「ブレア……私はずっと妹が欲しかったんだ。そういう視点でいうとクラウスの婚約者のオフィリア嬢は勝気でまあそれもいいんだけれど、何ぶんハリエットとの相性が悪くてね……その点エリノア嬢は相性が良さそうだし、何よりハリエットを守ってくれたじゃないか。あれには私は本当に感動したんだよ……！」

「……」

「私はきっと、彼女を私の義妹にしようと思う！」






　……きっぱり高らかに宣言する王太子には何やら凛々しさすら漂うが……なんというか、もはやブレアのためというより自分自身のためになってきてはいないか。ブレアはとても頭痛がした。






「………………あの、兄上……」

「今朝ハリエットと朝食を食べようと会いに行ったら、ハリエットも昨晩はエリノア嬢に『義姉上様！』と呼ばれた夢を見たというんだよ。これはもう……二人でエリノア嬢をかまい倒して可愛がるしかないと話をしていたんだ」






　……一国の王太子と同盟国の王女が、二人して朝っぱらからいったい何を話していたのだと問いたいが……王太子は瞳をキラキラ輝かせて実に楽しげだ。

　ブレアはそんな兄の様子にげっそり頭を傾かせ、やや顔色が青い。突っこみたいのは山々だが、敬愛する兄があまりにも楽しそうなので、そうできずにいるらしい。

　兄はブレアに向かってにっこりと微笑む。






「ブレア、早く聖剣と勇者を見つけよう。私は全力を尽くすよ！」

「………………はい」






　……王太子は聖剣の勇者探しに、何やらやや不純な動機を付け加えた。

















２　眠れない夜とうさぎ、そして膝枕












　静かな早朝。

　天井近くにある、小さな明かり取りの窓の外はまだ薄暗い。

　寝台の上に腰を下ろしたまま、その四角い窓枠をまんじりと見上げていた娘――エリノアは、ため息をつく。






　――まだ外は静かだ。まだ、街の人たちに騒ぎは伝わってきていない。






　そのことにホッとするような、じわじわ来る緊張に喉元を絞められているような。

　とてもじゃないが、昨夜は一睡もできなかった。






　――昨夜――……

　舞踏会からの帰宅後も、とても大変だったのだ。

　タガート家の馬車を降りて、自宅に着くと、すぐに暗がりから聖剣が飛び出して来た。

　己よりも大きな男に思い切りタックルかまされ抱きつかれたエリノアは、本気で骨が砕けるかと思った。

　抱きつかれた瞬間、エリノアの腕からは、うさぎのヴォルフガングが慌てて逃げて行って。家まで送ってくれたタガート家の御者と従者も、突然現れた男にギョッとしていた。聖剣の頬ずり攻撃に耐えながら。あ、だめだ、これ……絶対タガートおじ様とルーシー姉さんに通報されるやつ、とエリノアは思った。きっと……後々大変なことになるだろう……。






　だがしかし。あの時は、そんなことに落ち着いて対処できるほどの余裕はなかった。

　従者たちをなんとか帰らせて、自宅に入ると案の定そこには……ブラッドリーがジリジリした顔で待ち構えていて。

　未だダスディン寄りの状態らしい弟は、姉の後ろに張り付いてエリノアのドレスの端を握りしめている聖剣の姿にこめかみに血管を浮き上がらせていた。






『……やはり連れて帰ったか……』






　低い声にエリノアは身を縮こませたが……聖剣は呆れるくらいにあっけらかんとしている。






『当然です。私は勇者のものですから』






　その堂々とした素直さには、もはやどこか頼もしさすら感じるが……自慢げな聖剣の笑みに、ダスディンは壮絶にイラっとしたらしい。

　途端に室内の空気がズンと重くなって。

　エリノアは慌てて弟にすがって止めた。






『もう――これ以上は家に入らないわよ!?』






　家はもう限界を超えている。

　魔物を呼び出すのはやめてくれ！　……と。















「はぁ……」






　昨夜のことを思い出すと、ため息しかない。

　昨日の晩は、色々弟と話すべきことも沢山あるような気がしたが。心労疲労その他諸々で、『とりあえず今日はもうこれ以上何も抱えられない！』と心底感じたエリノアは、そのまま寝室に飛びこんだ。

　だが寝台に横たわってみても、やはりそれでも眠れない。今後のことを想像すると不安すぎて。






　長い長い夜が去り、朝を迎えた今も少しも眠気を感じなかった。身体はぐったり疲れているはずなのに、頭の中がひりひりしていておかしなくらい目が冴えている。






「……これから、どうなるの？」






　エリノアは弱々しくつぶやいた。

　エリノアは本気で女神に問いたいと思った。

　この狭い家に現在、人間二名（勇者・魔王）と、魔物が四名、そして人の形をした聖剣が一名。

　そりゃあ魔物たちは犬と猫に化けてくれるからそうスペースは取らない。実を言うと、老将メイナードも普段は夜になるとどこかしらに消えていく。（多分――近くの木の上ででも寝ているのだろうとヴォルフガングが教えてくれた。それを聞いた当初は、いや、あんな老人を外で寝かせて大丈夫かとエリノアは慌てたが……どうもメイナードという魔物はそういう存在らしい）






　にしてもだ、新たに増えたのは聖剣という、ある意味魔物よりも意味の分からない存在だ。

　もちろん剣の姿なら、箱に入れるとかどこかに隠しておくとか色々と保管方法も考えられる。

　しかし……聖剣はエリノアの前に人の形で現れた。

　いったいこの不思議な存在を、どこにどう居させればいいというのか。

　そうエリノアが悩んでいると――……聖剣はキョトンとして、「壁にでも立てかけておいてください」、と……こう来る。

　困ったことにこの聖剣……女神に新しき身体を授けられて間もないせいか、からきし自分についても分かっていないふうなのである。まるきり今後も剣としてエリノアの傍にいるつもりらしい男に……エリノアはほとほと困った。

　聖剣はそんな主人に、彼女の寝床の傍に立てかけてくれと懇願したが、これにはブラッドリーが猛反対。

　結局……コーネリアグレースのとりなしもあって、聖剣はしぶしぶ居間の壁際で休むことになったのであった。






　さてそんなコーネリアグレースは、己が聖剣を連れて帰る助言をした責任もあってか、その晩は金棒片手にブラッドリーの寝室前に仁王立ち夜通し警護。その息子グレンはどこかに消えて姿を見せない。聖剣を嫌ってどこか軒下ででも寝ているのだろうとヴォルフガング。

　そして普段は犬の姿で居間で寝ているヴォルフガングは、どこかというと――……。






　今、エリノアの布団の隅でじろりとエリノアを睨んでいた。……うさぎ姿で。






「……おい、まだ眠れぬのか。さっさと寝ろ。朝になってしまったではないか……おかげで俺も眠れん」






　もっふりまるくなったうさぎのそのセリフは、もう昨夜から何度も聞かされているものだった。エリノアはため息をつく。






「寝られるわけないでしょう……いつ王国兵が町になだれこんでくるかも分からないのに……はらはらしてとてもじゃないけど眠れないよ……」






　弱々しく言うと、ウサギのほうでもため息をつく。






「まったく……俺は陛下からお前をしっかり休ませるよう命を受けたんだぞ」

「………………」






　やれやれと憮然としたうさぎの顔を見ていても、露ほども癒しを感じなかったエリノアはすんとして「うん人選ミス」と思った。






「…………せめて羊なら……」

「[image: 〓]？　何か言ったか!?」

「いえ、なんでも……（なんでこの人そんなにうさぎがお気に入りなんだろう……）」






　まあだがしかし。

　この渋いうさぎ相手ではエリノアも眠気を誘われようがないが、一人では落ち着かなかったのも事実。それにヴォルフガングをいつも通り居間で寝かせるのもかわいそうだと思った。彼もこんななりをして立派に魔物。聖剣の傍はつらいだろう。

　ヴォルフガングにはもうなんだかんだ色々と見られた仲でもあるし。その辺はエリノアも割り切った。






　そういうわけで、今朝エリノアの部屋には眠れぬ人間が一人とうさぎが一匹。

　エリノアは、ハラハラしながら明かり取りの窓を見上げる。

　王宮はどうなっているだろうか、もう聖剣がないことに気がつかれてしまったのだろうか。それを思うと、とてもではないがのんきに眠ることなどできようはずがない。

　エリノアはふと思う。






「……この私が勇者……あ、あはは……」






　考えているとなんだか空虚な笑いが口から漏れ、身体はだんだん横に傾いて行った。

　そのまま感じる重責に身を任せていると、しまいには寝台脇の壁に頭がゴンッとぶつかった。だが、痛がっている心の余裕もなかった。






　……と、






「……おい、」と、声がした。

　目の下がクマで落ち窪んだ顔で見下ろすと、ヴォルフガングが迷惑そうにエリノアを見上げている。

　なんだろうと見ていると、なんとうさぎは、のすのすと彼女の膝の上に登ってきた。






「え……？」






　らしくない行動に驚いていると、うさぎはエリノアの膝の上に陣取り、ピクピクする小ぶりの鼻からふんと息を吐く。






「お前、さっき俺のことを愛らしくないと思っただろう」

「……はぁ？　……いえ……そうじゃなくて、快眠性と癒し成分が低いかなって……」

「意味の分からんことを……羊だと？　この俺様の繊細な毛並みを前にあんなもじゃもじゃのほうがいいとは無粋なやつめ……」

「………………」






　エリノアは迷った。あんたも大概わけの分からないことを言ってますよと。指摘してやろうかどうしようかと考えていると、うさぎが何やら仏頂面のまま、ちらちらこちらを見上げてくる。






「？」






　今度はなんだと思っていると、憮然とした声が放られる。






「…………どうした、撫でろ」

「…………………………、…………………………」






　……なんだその撫での強要はっ！






　……と、エリノアは思ったが。

　とりあえず、エリノアは大人しくその言葉に甘えることにした。

　ヴォルフガングの長い耳と耳の間の後頭部にそっと指を置くと、うさぎは心地よさそうに目を閉じる。

　みっちりした白い毛は指先に優しくて、毛並みにそってゆっくり撫でていると、何故だか──ぼろぼろ涙が落ちて行った。

　エリノアの顔が、くっと歪む。






「…………強要されたのに気持ちよくって腹がたつぅぅぅっ！」

「……あのな……」






　泣きながら半ギレするとヴォルフガングがため息をこぼす。






「はぁ、お前な……あまり思い悩みすぎるな」

「そんなこと言ったって……弟は魔王になるし、自分は勇者だし、聖剣は押しかけてくるし、王宮には国宝無断持ち出しの状態よ!?　ブラッドリーはビクトリア様を攻撃しちゃうし、そりゃあビクトリア様のあの仰りようには私もかなり思うところがあったけど……！　でも……バレたらみんなでお尋ね者じゃないのよぉぉぉおっ、おまけにメイナードさんにも無理させちゃって……今は冬眠状態なんでしょう!?」

「……冬……いや、力を消耗したゆえ休眠が少し長くなるだけだ」






　ヴォルフガングが訂正するも、エリノアは「お年寄りをこき使うなんて！」と、更に涙する。

　しかしあれはメイナードがブラッドリーの配下として仕事をしただけで、別にエリノアのせいではない。が、やはりそこはブラッドリーと姉弟意識の強いエリノアにとっては責任を感じずにはいられないらしい。

　というか、とヴォルフガング。






（こやつ……不眠で精神がかなり不安定になっているな……）






　どうしたものかと見守るヴォルフガング（うさぎ）の前で、エリノアは嘆く。






「ブレア様のお力になりたいと思って舞踏会にも押しかけたのに！　そのブレア様やリードまで巻きこんじゃって……ルーシー姉さんは魔物に感化（？）されるし……今にも王宮から兵が来るかもと思うと緊張して喉から心臓が出てきそう！　だいたい聖剣なんてどうやって世話したらいいの!?　何食べさせたらいいのよぉおおおおおお！」






　エリノアはそう言うと、ヴォルフガングの乗った己の膝に、覆いかぶさるようにして身体を折った。そのまま堰を切ったようにおんおん泣きはじめる。

　頭上で唐突に泣き出した娘に、涙の雨をぼたぼた掛けられながら。ヴォルフガングはやれやれと小粒の鼻から息を吐いた。






「……まあ、存分に泣け」






　さすれば少しは落ち着くだろう。

　エリノアの涙の降り注ぐ膝の上で、渋い顔をしていたうさぎは──そう、思いがけず苦笑した。






　――そうして数十分後……。

　部屋には、すっかり泣き疲れ、そのまま眠りに落ちたエリノアの姿があった。

　寝息を立てる頬は、いつの間にか――うさぎから元の獣人態に戻ったヴォルフガングの広い膝の上に乗せられている。

　そのヴォルフガングもまた、娘を膝に乗せたまま腕を組み、自身も目を閉じている。どうやら――こちらもようやく眠ることができたようだ。

　すっかり朝日が昇った窓の外からは、優しい光が二人に降り注いでいるが、二人は少しも目を覚ます気配がない。

　室内にはなんともほのぼのとした空気が満ちて――……






　いたのだが。






　エリノアの部屋の外、扉前では。

　エリノアの部屋の平穏さに相反するようにピリピリとした剣呑な雰囲気が漂っていた。






　扉のど真ん前には薄暗い表情のブラッドリー（ダスディン）が木戸を睨んで立っていて、その後ろでは、心配そうな聖剣がうろうろうろうろ廊下を行ったり来たりしている。

　エリノアの泣き声が聞こえたあたりから、すでにここでずっと待機していた二人は、すぐにでも部屋に飛びこみたいという顔をしている。……が、






「エリノア様が起きるまでは絶対入室禁止令」を、「この家で姉弟の健康と安眠を守る第一人者」としての権限で発令したコーネリアグレースに止められ……今に至る。

　飄々とした女豹婦人は言う。






「散々心配かけたでしょう？　この上お姉様にまだ心労をおかけになる？　あーら、おかけになるの陛下？」と……。

　そんなふうに姉を引き合いに出されると、さすがのブラッドリーも元乳母の言葉に従わざるを得ず。






　そうして聖と、魔と。

　正反対の性質を持つ二人、こうしてエリノアが目覚めるのをジリジリと待っているという次第であった。






「………………ヴォルフガング……」（めっちゃ怖い）

「…………主……」（めっちゃ泣きそう）






　……その光景を見てコーネリアグレースが笑う。






「なーんてスリルがある家かしら、うふふ魔界よりずぅっと刺激的」（恍惚）






　……もちろん、後にブラッドリーに叱られそうになったヴォルフガングのことは、エリノアが必死に必死に庇い倒した……。

















３　うなだれる犬と、思春期の魔王












　今回の出来事で――……

　彼の心の中には単純に前世の人格が蘇っただけ、とは言い難い変化が起きていた。






　今までは、父の仇として、その名しか知らなかった王子クラウスと母のビクトリア。

　だが今回、実際に二人を目にし、彼らの身勝手さを目の当たりにすると、彼の心の中では憎悪がより明確なものとなってしまった。

　昨晩彼は、ビクトリアの命を本気で奪うつもりだった。

　己が親と家を奪い、路頭に迷わせた子供を前に、もう一度それをしてやろうと嘲った女。

　耳障りな声で、姉を罵っただけでも許しがたいのに。それがあろうことか、その大切な姉の職場、王宮に側室妃として君臨している。

　案じられるのは、今のエリノアの立ち位置だ。

　今回の舞踏会でエリノアは、はっきりとブレア側の人間だと側室妃たちに認識されてしまった。

　そればかりかブレアのあの様子である。

　きっと、誰の目にも王子の想いは明らかだったに違いない。






　あのような場でそれを公にしてしまった以上、今後エリノアが、クラウスたちのようなブレアの政敵に目をつけられることは必至だった。特にビクトリア妃の無慈悲な人格を知ってしまった今は――……。






「……ブレアめ……」






　彼は憎々しげにその名を漏らす。

　いくら姉がタガート家の養子に入ったとはいえ、相手は王族で、姉は恐らく侍女の職をやめない。それは危険ではないか。あまりにも。






「……やはりあの者たちはいずれ排除しなくてはならないな……」






　ダスディンでありブラッドリーである少年は、暗い顔でつぶやいた。

　こんな存在の自分だ。きっとまともでない方法でもできることがあるはずだ。






　そう感じて、それから彼の顔が不意に凪ぐ。






　……きっと姉は止めるだろうが。






　それでも。

　女神の布しいた清らかな道徳になど、従う気はさらさらなかった。






「……守ってみせる。邪悪でも」









　……それはなんとも重苦しい響きだった。









　　　　　＊　＊　＊









　――ズン……と、落ちこむ犬がいる。






　両前足を揃え、深くうなだれた白い犬が。

　犬らしからぬ消沈した様子は、まるで世紀末を迎えたかのようである。






「…………」

「ご、ごめんヴォルフガング、私が膝で寝ちゃったせいで……」






　その傍で身をかがめ、慰めている寝間着姿の娘はエリノアだ。顔はまだ洗っていないのか、クマやら涙の跡やらでボロボロなのだが……それを彼女に寄り添った聖剣が、二人の様子などお構いなしで幸せそうに布でぬぐっている。

　うなだれたヴォルフガングは、そのままの姿勢で萎れた声を出す。






「……いや……俺が……不用意に変化を解いてしまったからな……陛下がお怒りになるのも仕方がない……」






　今朝ほど。

　本来の獣人態でエリノアと共に眠りこけていたヴォルフガングは、つい今しがた主人ブラッドリーの怒りを買ったばかりだった。

　いや、一緒に寝ていた程度なら、ブラッドリーも怒りはしなかっただろうが……。






　――それはエリノアが泣き疲れて眠ってから小一時間ほど後に起こった。

　扉の向こうから、「ふぁあ」と間延びしたあくびの声を聞き、姉が目を覚ましたのを察した少年魔王。

　彼はすぐさま姉の部屋の戸を開き、中へ飛びこんでいったのだが……。






『ねえさ――……!?』






　姉を呼ぼうとした直後、ブラッドリーの顔色がさっと変わる。






　……寝台の上に仰向けに横たわったまま、大あくびをしている姉。

　その頭はヴォルフガングの大きな膝に乗せられていて……。

　いただけならば、まだ良かったのだが。






　自らの逞しい片腿に頬杖をつき、あぐらの中にできた窪みにエリノアの頭をすっぽりと収めたヴォルフガング。そのほのぼのすやすやしている白犬魔物の――大きな手のひらが――……。

　寝相の悪い姉の、めくれた寝巻きの上着と下穿きの隙間に覗く、腹。白く柔らかそうなその素肌の上にあったのは……






　本当に本当に運が悪かったとしか言いようがない……。






　瞬間――……辺り一面が眩い紫色の光に満たされて。ドンッと家を揺るがすような落雷の音がした……。









　ヴォルフガングは痛恨という顔で言い募る。しおしおと倒れ切った耳がなんとも痛々しい。






「いや……俺は……俺は別にわざとお前の服の中に手を入れたわけでは……！」

「分かってる、分かってるから……」

「こんなことになるならば……うさぎのままお前の枕にでもなっておればよかった……っ！」

「や、眠ってる間のことだから仕方ないし……それに私も子供の頃からあんまり寝相よくなくて……お腹なんていっつも出てて…………なんかごめん……」






　一人と一匹は、共に肩を並べてうなだれた。






　ちなみに家の前の広場に大きな雷を落とした張本人、ブラッドリーは既に家にいない。

　その瞬間は無言でかなりの怒気を放っていたが……エリノアが必死で釈明をしているうちに、彼は姉にも何も言わぬまま家を出ていった。

　今日弟がモンターク商店に手伝いにいく予定があることは承知しているが、そんな弟の素っ気ない態度に若干ショックを受けているエリノアである。






「……ブラッドがなんにも口きいてくれなかった……」






　エリノアがしょんぼりしてそう漏らすと、それに同調するようにヴォルフガングが呻く。






「う……陛下に消されるのならば本望だが……お叱りも頂けないのは……俺は嫌だ！　陛下！」

「あ……」






　嘆くヴォルフガングは、そのままダッと駆け出して。ブラッドリーを追うように、わぉーん……っっ！　……と、遠吠えしながら家を出て行った。






「ヴォ、ヴォルフガング!?」






　弟の傍に行ってしまったらしい同志（※ヴォルフガング）の抜け駆け（？）に、それを慌てて追いかけようとするエリノア――……を、ガシッと首根っこ捕まえて引き止めるコーネリアグレース。






「ぅぐっ!?」

「ダメ、エリノア様。ダメ。あれは放っておいて大丈夫。それよりも寝間着のまま外に出て、通行人若者Ａとかに目撃されてはまた大変なことになりますわよ」















「……魔王も魔物もややこしい……」






　身支度を終え、朝食も食べ終えたあと。エリノアがげっそりつぶやくと、それを拾い聞いたらしいコーネリアグレースが不思議そうな顔で彼女を見る。






「？　なんですの？　ややこしいって？」

「いえ……ブラッドリーも今はダスディンだとかなんだとか、内部が複雑なようだし……みなさんも色々と姿を変えられるので何扱いしたらいいのかよく分からなくなってしまって……」






　それに、寝起きからいきなりの騒ぎで、昨晩の事件についてブラッドリーと話すタイミングをすっかり逃してしまった。魔王ダスディンの件、ビクトリアの件や聖剣の件、勇者の件などなど……話すべきことは山とあるというのに。

　エリノアはしゅんとする。






「……私がきちんと夜寝ておかなかったのが悪いんですけど……」






　そうすればきっとブラッドリーと話をすることもできたし、ヴォルフガングに迷惑をかけることもなかったのに。

　台所の棚の前で、しょんぼり背中をまるめながらそう言う娘に、コーネリアグレースが一瞬、思うところがありそうな顔をする。が、婦人はやれやれと首を振り、水桶の中の洗い物に視線を戻した。






「…………まあ、昨夜のあの騒動ですもの仕方ありませんわ。今日はエリノア様もお休みですし……話は陛下がお帰りになってからでも……陛下はひとまずリードちゃんの昨夜のご様子も気になっておいでのようですから」






　婦人の言葉にエリノアは、そうだったそれもあるんだった、と頭を抱えた。






「ぁああ……」

「扱いの件は、陛下はともかくあたくしどもは魔物ですからね。魔物として扱っていただいたらよろしいんじゃありませんの？　犬もうさぎも仮の姿ですから、まったく警戒しないのも乙女としては無防備ですわよ。そこにつけこむのがあたくしたちの手ですし……まあ、ヴォルフガングはグレンと違って、長年陛下一筋の頑固者ですからそう危険はないと思いますよ」






　ただ、とコーネリアグレース。






「ブラッドリー様のことですけど……」






　ため息混じりの婦人に、エリノアが顔を上げる。






「今は、エリノア様のまわりにだんだん男性が増えてきて陛下もちょっと戸惑っておられるんじゃないかしら。ずっと姉弟二人きりで支え合ってこられたのでしょう？」

「え、ええ、そうです……」






　エリノアが頷くと、婦人は「だから」と続ける。






「陛下も愛ゆえに複雑なんですわ。やっと健康体を手にして、さあこれからは自分が姉を助けよう！　……と意気揚々と決心した時に、よその男にその役目を奪われては……やはり複雑でしょう？　逆だったらどうです？　可愛がっていた弟が、ある日突然どこからか女を連れてきて、彼女に夢中になり姉をかえりみなくなる……ヤキモチ焼きません？」

「……、……、……、……焼きます」






　熟考した末に、エリノアはこわばった顔できっぱりと言い切った。

　そ、そうかと愕然とすると、コーネリアグレースが、ね？　と、生暖かく笑っている。






「あたくしも経験があります。仔沢山ですから」

「ほ、本当だ、わ、私絶対寂しくなってしまう気がする……！」






　棚にすがってうなだれる、やはりこちらも重症気味ブラコン姉エリノアに、婦人は、まあ、と続ける。






「例えそうなっても、エリノア様は相手の女に雷落としたりはしないでしょうから、やっぱり陛下のエリノア様愛はアレだと思いますけど。ま、陛下もエリノア様もお年頃なんですもの、仕方ありませんわ」

「う、ぅう……」






　呻くエリノアに、今度は婦人が何故かうきっとした様子を見せる。






「……何気にあたくしも初遭遇ですけど――これはもしかして――魔王様の思春期到来なのかもしれませんわね」

「しっ……!?　し、思春期の……魔王……？」






　エリノアはギョッとして。尚更に顔と身体をこわばらせた。

　それはなんという不穏さを放つ言葉の組み合わせだろうか。

　吞気におほほと笑う女豹婦人の言葉に、エリノアはなんだかとてつもなく不安になった。

















４　だって何となく似てたから…とエリノアは言った。












　――思春期。






　一般的に言って、八歳ごろから十八歳くらいの少年少女に訪れるもの。

　もちろんその時期や程度は人によってさまざまだろうが、それは皆に等しく訪れる。……なるほど、魔王だって例外ではないわけだ。






　エリノア自身は、あまり思春期にいい思い出がない。

　何故ならば、その時期はちょうどエリノアが父と家を失った時期と重なるからだ。

　思えば、タガートの妻と彼女が揉めた時期もその頃にあたる。

　あの頃は、エリノアも急激な環境の変化に翻弄されていて。とにかくブラッドリーを守るために気が尖っていた記憶がある。

　もちろん、おかしなことを仕出かしたというわけではないが、世の中みんな敵だ、自分が一人で家を守るんだ――と、息巻いていたのは確かだった。

　今思えばあれもエリノアなりの思春期というか、反抗期の一種だったのかもしれない。

　だからこそエリノアは恐ろしいのだ。こんなまぬけな自分すら尖らせた恐ろしい物が、ブラッドリーに!?　なんとも恐ろしい話ではないか。






　――だって今、彼は〝魔王〟なのだ……。






　おまけにこういうワードでどうしても思い出すのは、この度正式にエリノアの姉となったルーシーだ。

　万年反抗期の彼女の尖りようは、いっそ清々しいほどに突き抜けている。

　彼女の場合は父親に対するツンデレファザコンを併発しているからとにかく厄介で……。






　と、それを聞いたコーネリアグレースは相変わらず歯にきぬ着せぬ物言いをする。






「あらぁ、じゃあ陛下は、思春期＋魔王＋シスコン？　どうしましょう、おほほ、すごーく面倒くさそうっ」

「!?」






　なんだそのうきうきしたテンションは、とエリノアは眉を顰めたが、確かに言っていることはその通りであった。

　昨晩見せつけられたような魔王の力を使って、ルーシーみたいなことをやられたら、はっきりいって身がもたない。

　エリノアは青い顔でハッとした。過保護系姉には悲報にあたる事実に気がついた。






「……ブラッドリーの反抗対象って……もしかしなくても私!?」

「あの……」

「……つまり……これが俗に言う姉、離れ……？」






　エリノアの頭上にガーンと何やら古典的な音が鳴る。

　しかしブラッドリーは現在十六歳。もしこれが本当に思春期や反抗期というものであるとしても、遅過ぎるくらいだ。






「でも……だとしたら、これは……めでたい……こと？　けど……」






　ショックを受けるエリノアの頭の中には走馬灯のような風景がさらさらと流れていく。

　可愛い顔で微笑むブラッドリー。いつでも健気に笑い、「姉さん」「姉さん」と慕ってくれた――……。






「あの、主様！」

「おわっ!?」






　走馬灯に涙ぐんでいると。不意に呼ばれて走馬灯がパチンと弾けるように消えて行った。

　見れば――聖剣の宝石のような瞳が不思議そうにエリノアを覗きこんでいる。






「……大丈夫ですか？　主様」

「あ……ご、ごめんね」






　エリノアは、そうだったと慌てて聖剣に手を差し出した。

　彼女たちは今、コーネリアグレースの皿洗いを手伝っていたところだった。

　女豹婦人が洗った食器類を聖剣が布で拭き、それを受け取り棚に戻すのがエリノアの担当だ。婦人との長話に気をとられ、すっかり手を止めてしまっていた。

　聖剣の手には、もういくつもの食器が乗せられていて。エリノアは急いでそれをそれぞれの置き場にもどしていった。すると、聖剣はコーネリアグレースから新しくフォークを受け取って、再び楽しそうにそれを拭きはじめる。

　聖剣の長く美しい髪はエリノアが後ろで一つに結い、作業用にエプロンを貸してやった。

　ニコニコして物珍しそうにフォークを眺めている様は子供のようだが、そうすると人形のように美しすぎる聖剣の顔にもいくらか血の気が通ったようになり、少しだけ人間らしく見えるような気がした。

　その様子にちょっとほっとして。エリノアも聖剣に微笑みかけた。






「……手伝ってくれてありがとう、初めてなのに上手ね」

「お役に立てて何よりです」






　礼を言うとにこりと微笑み返されて、存外落ち着いた返事が返ってくる。

　と、洗い物を終えたコーネリアグレースが、気がついたように言う。






「そうだわエリノア様、よろしいんですの？　その坊ちゃん」

「え？」

「呼び方です。まさか〝聖剣〟とは呼べないでしょう？」

「あ」






　エリノアは口と目をまるく開けた。

　そういえばそうだった。事情を知らない者の前で彼を「聖剣」などと呼んでしまったら大ごとである。






「まあ今はまだ自分のことを剣として認識しているようですから、家から出さないでおくこともできるかもしれませんけど。でもリードちゃんは家に入ってくるでしょうし、これだけエリノア様を慕っているのですから、ずっと家の中というのもあり得ないでしょう？」






　きっとそのうち後追いして外にも出るようになるのではと指摘されたエリノアは、聖剣を見上げる。確かに、呼び名がないと不便である。






「あなた……何か名前はないの？」

「？　聖剣です」

「いや、それじゃなくて……何か女神様に授けられた個人名みたいな……」

「？」






　問いに聖剣は首を傾げて、ふるふると首を振るばかりである。

　それを見たコーネリアグレースが笑っている。






「あらあら特定の名は持たぬようですねぇ。ま、好きに呼べばいいのでは？　エリノア様の剣なんですもの」






　婦人の言葉にエリノアは眉を八の字に歪める。

　いいのだろうか。女神の世界から来たこの神々しいものに対して自分が名をつけるなど。それはとても恐れ多いことのような気がした。

　しかし、呼び名がなければ困るのも事実だった。ずっと「ねえ」とか「ちょっと」だとか呼びかけるわけにもいかないし、ここで共に暮らす以上、絶対にリードに会わせないわけにはいかない。ということは、やはり名が必要なのだった。






「うーん……」






　エリノアは考えた。どんな名前がいいだろう。

　するとふと、聖剣の銀の髪と橙色の瞳を見て、脳裏にある者の姿が思い浮かんだ。






「あ……じゃあ……、テオティルで……」






　エリノアがそう言うと、聖剣が不思議そうな顔をする。






「？　なんですか？」






　エリノアは聖剣と向かい合い、彼の、フォークと布を持った手を取る。






「あのね、これからあなたはテオティルと名乗ってくれないかしら。あなたが聖剣だってこと、周りには知られないようにしなければならないの」

「……テオティル？」

「そう……ダメかしら……」






　おずおずとエリノアが言うと――……

　途端、ぽかんとしていた聖剣の顔がぱぁっと明るくなった。






「主様が私に名前をくださった……!?」

「え……」






　聖剣――テオティルは頬を紅潮させて破顔する。






「ありがとう主様！」

「ぐ……」






　彼はエリノアを両脇からすくい上げるように抱き上げて、輝かんばかりの笑顔で最上の喜びを表した。（その拍子に彼の手から放り出されたフォークは空を舞ったが、コーネリアグレースが見事な手際でキャッチして、何食わぬ顔で引き出しにしまい入れている）

　子供のように掲げられたエリノアは目を白黒させた。

　聖剣は嬉しくてたまらないという様子で懇願する。






「主様、もう一度……もう一度呼んでみてください……」






　オレンジ色のうっとりした瞳で見上げられて。そこに滲む聖剣の喜びにエリノアはやや戸惑いつつも頷く。






「わ、分かった、分かったからテオティル……それとその主様ってのもやめて……これからはエリノアって……」

「はい！　エリノア様！」

「だから……」






　様はいらないんだってば！　と、エリノアが呻いた、その瞬間――

　エリノアの手の甲が眩く光る。

　それは歓喜する聖剣に呼応するように、これまでよりも鮮明な光を帯びていた。

　……エリノアは知らなかった。実はそれが……聖剣に名を与えたことが……ある種の契約の完全合意を表すようなものであったということは。






　喜びすぎのテオティルに抱き上げられたまま、ぐるぐると身体を振り回されているエリノアにはそのことに気がつく余裕など微塵もない。なんとなくその仕組みを察したらしいコーネリアグレースが、ははーんと、生暖かい目をしていることも。






「ちょっ……め……目が回るっっっ！」

「勇者好き！」

「だ、から……っ、それも……ダメだっ――回さないで!!」

「……ふう、やれやれ。……外でやってくださらないかしらねぇ、邪魔だわぁ……」






　迷惑そうなコーネリアグレースの厭味にもめげず。

　テオティルはその後しばらくエリノアを離さなかった。何度も何度もエリノアに名を呼んでもらいたがり、終いにはエリノアに叱られたという。









　――のちにコーネリアグレースが聞いた。






「で……因みに……どういう由来なんですの？」






　えーと、とちょっと目を泳がせるエリノア。






「……、……、……昔可愛がってた……ガチョウ？」






　……羽は銀のような灰色で、クチバシはオレンジ色で。

　子供だったエリノアの後ろをいつもいつもついてまわっていたのだとか……。

















５　リードの父の昔話












　その頃のモンターク商店の倉庫では、リードがぼんやりと商品棚を見つめていた。

　手には商品管理用のリストと鉛筆。だが――それは一向に動く気配がない。






「…………」






　リードもそんな自分の有様を分かっていて、ついついため息が漏れる。

　昨日家に帰ってからというもの、彼はずっとこの調子だ。

　そしてそれは一夜明けた今日になっても変わらずで……店でもミスが多くなり、見兼ねた父にこうして倉庫に追いやられてしまったという次第であった……。

　一端の商売人としてはきちんと仕事をしなければと思うのだが、ついつい昨夜のことを考えてしまい二進も三進も行かない。

　集中を欠いた作業はとても効率がいいとは言えず、進まない仕事に情けなくなる。






「…………はぁ……」






　リードは棚にもたれかかってうなだれた。






「……もっと……大丈夫だと思ってたんだけどな……」






　――エリノアに、気になる男がいるらしいとは――もう、すでにブラッドリーから聞かされていたことだった。

　そして姉を誰かに奪われるのではと恐れるその少年に、選ぶのはエリノア自身だから受け止めてやれと言ったのもまた、自分である。






「…………」






　エリノアの為にとブラッドリーを励ました気持ちに嘘はない。

　エリノアが、遊びや色恋そっちのけで一家の大黒柱として頑張っていたのを、ずっと傍で見ていた。だからこそ彼女には必ず幸せになってほしい。






　――だが思えば、それを聞かされた時、彼にはまだ実感がなかったのかもしれなかった。

　戸惑ってはいた。落胆もあった。だが、エリノアに好きな男がいるのだという実感も、自身がどの程度エリノアのことを想っているのかという実感も、はっきりとはしていなかった。






　――けれども昨夜――……。

　エリノアがその想い人らしき男と手を取り合っている光景を目にして……リードは自分が思っていたよりもずっと、ショックを受けているということに気がついた。






「……あー……かっこ悪……」






　リードは、何やってるんだ俺はとため息をついて。棚に背を預けてしゃがみこんだ。

　そのまま天井を仰ぎ目を閉じると、それでもやはりそこに思い出されるのは黒髪の娘で。そのことに苦笑が漏れる。が――……。






　――ふと、その姿に重なってかつて見た光景が甦った。






　リードは閉じていた空色の瞳を開く。






　――テーブルにすがるように伏せた黒髪の頭。まるまった小さな背から漏れる、細い嗚咽。






　それは古い記憶の中で、それでも鮮明な思い出。






「……エリノア……」






　……ささやく声は切なかった。















　……ブラッド坊ちゃんは知らないだろうけどと、店主は少し静かにそう切り出す。






　同じ頃のモンターク商店。

　己の息子を倉庫に追いやった店主は、手伝いに来ていたブラッドリーに語りかける。

　その少年は、言葉少なではあったが……どうやら落ちこんだリードの分も己が励まねばと気負っているらしい節があった。

　口を真一文字に引き結び、固い表情で店内を行ったり来たり。いつにも増して懸命な彼の様子が、自分の息子のためだと理解している店主は嬉しそうに相好そうごうを崩す。だから……店主がそんな話をはじめたのは、ブラッドリーのその気負いを少しでも和らげようと思ってのことでもあっただろう。

　店主は言った。






「リードはさ、昔はあんなじゃなかったんだよ」

「……え？」






　店主の言葉にブラッドリーは戸惑いを見せ、店先に運ぼうとしていた品物を手に立ち止まった。その視線が一瞬、ちらりと心配そうに倉庫のほうを見る。






「……どういうこと……？」

「うん……あいつ、子供のころは働き者でもなかったし、明るい性格でもなかった。それに別に面倒見が良かったわけでもなかったしねぇ」






　苦笑いと共に打ち明けられた話に、ブラッドリーは驚いたような顔をする。






「……そう、なの……？」






　言いつつもブラッドリーはまさかと思って。

　出会ってからこちら、リードがブラッドリーの前で笑っていなかったことなどほとんどない。彼はいつでもブラッドリーに甲斐甲斐しすぎるくらいに優しかったし……だいたい……働き者でないリードなど、想像もできなかった。






「…………明るくない、リード……？」






　ブラッドリーの眉間が困惑したようにしわを作る。

　そんな少年の反応に、店主はしみじみと続ける。






「まあ、まだ十代に入る前のことだけどね。昔は扱いづらい子供だったよ。でも……それが変わったんだ、ある時から」

「ある時？」






　それは十年以上前のこと。

　今でこそモンターク商店の立派な看板息子であるリードだが、その頃の彼は父の家業を嫌っていた。

　少年にとって、家業の手伝いをするということは普通に面倒なことで。もともと要領だけは良かったリード少年は、何かにつけては手伝いから逃げ出していた。






　だがそんなある時、どうしても店で手が足りず、半ば強制的にリードが配達に駆り出されたことがあった。

　そうして彼が父と共にしぶしぶ訪れたのが――エリノアとブラッドリーの実家、トワイン家が城下に所有していた町屋敷だった。






　トワイン家の町屋敷は貴族の屋敷としてはさほど大きくはなかったが、四階建の整然とした立派な建物だった。

　リードたちが納める品物は、屋敷内に運び入れるものと、炊事場の勝手口に運ぶものとがあって。

　まだ商売人としては半人前にも満たないリードにはとても屋敷の中など任せられないと。自然、彼は炊事場のほうへ回されることになる。

　そこでリードが見かけた少女が――エリノアであった。






　その少女は炊事場の作業台のイスにちんまりと座っていた。緑色と白い布を重ねたエプロンドレスを着ており、その裾からは細い棒のような脚が伸びていて、足先には黒い靴を履いていた。

　長い髪はきちんと清潔に二本の三つ編みにまとめられていて。いかにも良家の子女の普段着といった装いだったのだが……けれどもリードははじめ、そのしゅんと肩を落としていた少女がトワイン家の長女だとは気がつかなかった。

　少女は他の貴族たちのように、リードを無視することも、高圧的に接してくることもなかったし、いつでも疲れた顔をして──テーブルに顔を伏せて泣いていたから。






　そんな少女を見て、最初は女中の見習いが仕事が辛くて泣いているのだと思って。リードは声をかけることもしなかった。

　だが、その後何度か屋敷を訪れるたび、何故かリードは少女と鉢合わせて。

　そして毎度同じように娘は肩を落としてそこにいる。それにはさすがのリードも気になって。

　いくどめかの時、ついに彼はエリノアに話しかけた。どうして毎回ここで泣いているのだと。そんなにこの家の仕事はきついのかと。

　すると――少女は一瞬きょとんとして。自分はここに、病の弟のために薬と白湯を取りに来ているのだと答えた。

　どうやら――その弟の投薬の時間がちょうど、リードたちの納品の時間と重なっていて、それで毎度顔を合わせるということになっていたらしい。

　少女は泣いているのは病気の弟の姿を見るのが辛いからだと言った。

　リードはそんな彼女に、辛いなら誰か他に任せたらどうだと言ってみた。この家には女中も大勢いるようだったから無理な話ではないだろう。

　だが、少女は黒髪を揺らしながら首を振る。

　勉強が忙しい自分はこのくらいの時間しか弟の様子を見に行けないからと。






『くすりはほかの人でももっていけるけど、私の心はそうじゃないでしょう？』






　それがそのちいさな少女の答えだった。

　泣きべそをかきながらも、少女はリードに言い聞かせるように言って、自分が一番弟を愛している自信があるのだとも言った。






『まごころを伝えることは……心配してますよ、あなたを思ってますよって顔を見て伝えることは、おくすりと同じくらいききめがあると思うのよ』






　少女は大真面目にそう言って、リードをとても驚かせた。

　リードはここを訪れるたびに……毎回泣いている少女を見ては、心の中で『メソメソして弱っちいやつだ』とずっと思っていた。






　だが――そうではなかったのだ。






　リードは少女の話を聞いて、そんなふうに思っていた自分がとても恥ずかしくなった。

　少女は確かに泣いていたが、悲しさに負けず誰かを思いやっていて、内側にしっかりとした強さを持っていた。






　――その強さに比べると……毎日家業が嫌だなんだと逃げ回っている自分の、なんと小さく感じられることだろうか……。












「――……と……いうような感じだったらしい。……で、そのあとリードは、率先してトワイン家の配達に行きたがって。少しでもエリノアお嬢様の役に立つんだって息巻いてて……それからはほかの仕事にもだんだん意欲を見せはじめてねぇ、性格も落ち着いて我慢強くなったかな」

「……え……ちょっと待って……」






　店主の言葉にブラッドリーは顔をこわばらせる。






「もしかして……リードはそのころから姉さんのことが好きなの……!?」






　驚いたようなブラッドリーに、リードの父は頷いてからから笑う。その顔に、ブラッドリーはその片思いがそんなに長かったのかとやや唖然としている。そして半分は呆れた。そんな思いを抱えてずっと傍にいたのなら、もう少しエリノアにそれが伝わっていてもよさそうなものである……。






「……リード……」






　少々がっくりしているブラッドリーに、店主は大笑いしている。






「ははは、まあほらでも恋の力は偉大だろう？　おかげでリードも随分成長してさ。今ではどこに出しても恥ずかしくない商売人だ。多分いろいろエリノア嬢ちゃんに感化されたんだろうねぇ」






　その頃のエリノアがトワイン家の後継者問題のために、毎日教育を詰めこめるだけ詰めこむような生活だったことを、店主も心得ている。






「……そうなんだ……僕はてっきり……。リードは生まれつきああいう性格なのかと思ってた……」






　ブラッドリーがそう言うと、店主はとんでもないと再びげらげら笑う。






「まあそれで。私が何が言いたいかっていうとね、今回もあいつが落ちこんでるのは……まあ、エリノア嬢ちゃんのことだろうなと思ってさ」

「……」

「ブラッド坊ちゃん何か知らないかい？　もしかして……あいつ、嬢ちゃんにフラれたのかな？」

「そ、んなことは……ないと思う……」






　ブラッドリーが戸惑い気味に首を横に振ると、店主はそうかいと、ため息をつく。






「本当はさ、リードの父親としてはこの話……エリノア嬢ちゃんにしてやりたいんだよ……」

「ああ……なるほど……」






　それもあって彼はこんな昔話をブラッドリーに聞かせてくれたわけだ。

　店主はやきもきした様子で言う。






「嬢ちゃんは絶対リードがその頃から自分を好きだなんて知らないだろう？　でも俺がエリノア嬢ちゃんに言っちまうとリードのやつ絶対怒るだろうしなぁ……」






　どうしたもんかなぁという店主のボヤキを聞きながら、ブラッドリーもリードと姉のことを思うと非常に非常に複雑な思いであった……。

















６　うっかりものの勇者












「は、そうだ！」






　エリノアが大きな声をあげた。

　何をしていてもすりこみされたガチョウ……いや、子供のようにエリノアの後をついて回る聖剣テオティル。

　いっそ、とエリノア。






「コーネリアさんの魔法とかでサイズ変更するという手は!?　子供サイズなら私いけそうな気が……」






　もしそうなればご近所さんたちにだって、親戚の子供を預かったとかなんとか言いわけもできる。

　しかし……

　意気込むエリノアに、コーネリアグレースが首を振る。






「何言ってるんですの、無理ですわよ。聖なるものの形に魔なるあたくしたちが手を出すなんて。それにねえ、エリノア様……そんな危険な……」

「へ……？　危険……？」






　何が？　というエリノアに婦人はアイメイクばっちりの厳しい目を向ける。






「危険ですわよ！　今――……この陛下とエリノア様の家に、そんっな……ショタみたいな生物が来たら！」

「しょた？」※聖剣

「………………」






　何を言い出すのかと思ったら。

　真剣な顔であまり耳慣れない単語を出してきた婦人に、エリノアは、ガクッと身体を斜めに崩す。背後に立っていたテオティルは不思議そうにエリノアを受け止めた。

　いやしかし、とエリノア挙手。






「で、でも……まだ子供のほうが外に出ても外聞がいいというか……」






　エリノアの背後にぬっと佇む美青年テオティル。

　エリノアから彼までの距離――……ほぼゼロ。隙あらば、エリノアの傍へ傍へとやって来る。装備されたい願望がよほど強いのか……それともまだ己の姿をあまり理解していないのか……どうにもエリノアのパーソナルスペースをぐいぐい侵略する彼は、もちろんエリノアと手を繋ぐのも、寝室や風呂場へ侵入するのもためらわない。その躊躇のなさに、もはやエリノアも「この子は剣だしな……」「物だしな……」と、ある意味毒されつつある。……でも、とエリノア。






「家の中はまだしも、これを外でやられたら……はたから見たら私たち、昼間っからいちゃつきっぱなしのバカップルじゃないですか……!?」






　しかし婦人はきっぱりと首を振り、テオティルを指差す。






「ダメですよ、この顔なんですのよ!?　これが縮んだらそりゃあ可愛いちびっ子になるに違いないじゃないですか！　そしたらエリノア様……間違いなく情が三十倍くらい割増になるでしょう？　お分かりにならないんですか!?」

「は？」






　戸惑うエリノアに、コーネリアグレースはビシリと指を突きつけた。






「エリノア様……あなた様は弟属性生物に、弱い！」






　仰々しく指摘されたエリノアが、うっと怯む。






「そして絶対に子供にも弱いタイプ！　ゆえにその策は下策と言えるのです……見た目に惑わされて甲斐甲斐しく世話でもしようものなら、陛下の嫉妬は百倍増！　現状、ブラッドリー様から弟という唯一のポジションを奪うのはあまりに危険。あまりにも無謀！」

「ぽ、ぽじ……？」






　エリノアは目を剥いている。






「もうその人外はエリノア様が、主人らしく、きちんとお躾になられませ？」

「し、しつけ……？」

「そうですわよ、だってあなた様の剣なんですもの。傍にはべりたいなら命令は聞くべし。主人を困らせない。そうきちんと教育するのです。それが配下というものです。制御できない武器など危険物そのものではありませんか」






　コーネリアグレースは、やや面倒そうに言って。それからふいにエプロンのポケットから懐中時計を取り出した。






「――あら、エリノア様のお喋りに付き合っていたらもうこんな時間」






　……言いながら……コーネリアグレースは手を持ち上げたかと思うと、どこからか愛用の金の金棒を取り出した。その禍々しさに驚くエリノアをよそに、婦人は金棒を逆さに持って……脅す気が万全、という顔でエリノアにそれを向ける。






「うっ、ちょ、」






　コーネリアグレースは、エリノアの頰を金棒の持ち手側の先端でグリグリ圧しはじめた。……一応通常攻撃に使うほうでない柄を使っているところに微妙な優しさが見え隠れする。






「や、やめ……」

「ほぉらエリノア様、もうここはいいですから。暇ならリードちゃんの店で食材でもお買い物してきてくださいな。あたくしこれでも日中は忙しいんですのよ。聖剣問題はそちらで解決してください。青春ですもの。自分で考えるのも若人の大切なお役目ですよ。さーて、今日の陛下のお昼食はどうしようかしらね～」

「う……うぅ……コーネリアさんんっ！」






　……そうして。エリノアは鼻歌混じりの女豹婦人に金棒で台所を追い出された。












　――ということで。






　エリノアはテオティルを連れてモンターク商店に向かうことになった。






　コーネリアグレースに買い物も頼まれたが、それよりも、今朝怒った様子で家を出て行った弟と、昨日の騒ぎに巻きこんでしまった幼馴染のことが気掛かりだった。

　それに自宅に増えてしまった新入りテオティルを、普段から姉弟によくしてくれているモンターク家の面々に紹介しておくのも大切だ。もちろん本当のことは打ち明けられない。だからこそ……なんの心構えもなく、モンタークの店に行くのがためらわれて。

　家を出たエリノアは、商店の裏口からは少し離れた物陰から、どうしたものかと不安げに店のほうを覗いていた。

　今は家を出るのにも勇気が要った。

　しかしおそるおそる見回す街中は、ひとまずまだ騒動になってはいなかった。

　女神の大樹から聖剣が消えたとはいっても、まだその話は王宮の城壁を越えてはいないのだろう。

　少しだけほっとしたエリノアは、ふと、背後に立つ青年にあのねと言った。






「……そんなふうに女の人のスカートを持っちゃダメなのよ……見えるじゃない？　いろいろ……」






　呆れて指摘してやると、背後の青年――聖剣テオティルは、エリノアのスカートの後ろをつかんだまま、不思議そうな顔をする。その顔がいかにも本気で分からないというふうだから困ってしまう。

　彼につかまれたスカートは、普通に着れば膝下十センチは丈があるはずだ。が……その真ん中あたりをしかっと握られているものだから。二人の動きようによってはそれが大きくめくれ上がり、時折エリノアの太ももが世間様にあらわになる。

　意図的ではないにせよ、長身の男が街角で女人の服をめくり上げているなんて、気になるではないか。世間の目というやつが。だってここは街中で――……。






　だが。

　幸いなことに。通りかかった町人たちは皆、エリノアの太ももなどよりも、彼女が連れたテオティルの透き通るような美貌に目を奪われているようだった。

　人々は誰もがテオティルに気がつくと、一瞬ぽかんと目と口をまるくして立ち止まる。

　ゆえにエリノアは、自身の太ももがあらわになっていても騒ぎ立てないのだ。

　誰も、そんなもの見てやしない。






「……ま……そうよね、私の太ももなんて誰も興味ないわよね……」






　まあ良かった、と。しかしうら若き乙女として若干の敗北感を味わいながら、エリノアはふっと、やや達観したような顔をする。

　しかしテオティルは言った。






「何故ですか？　私はとても興味あります。でも腿より腰のほうがいいです」






　言いながら、じっと熱心な視線でエリノアの腰元を見つめるテオティルの言葉に――それを耳に拾ったらしい遠巻きの観衆たちがギョッとしたように目をきょときょとさせている。エリノアは、「……それね、多分あんまり外では言わないほうがいいヤツよ……」と、神妙な顔で言った。






　まあ他意がないのは分かっている。彼の言う〝腰〟は、色気があるそれではなくて、装備してもらいたい部位ランキング一位としての〝腰〟である。しかしエリノアは思った……この頼りない腰のどこがいいんだろうか。






「はー（装備に向いていそうな）腰の強そうな戦士ならいくらでもご紹介できそうなんですけどねぇ……（※おそらくオリバーたちのこと）」

「いやです。エリノア様の腰でなければなんの意味もありません。エリノア様の腰は（聖なる力に満ちて）とても心地いいです。ずっと触れていたいし見ていたい」






　テオティルは一見知的に見える顔で、にこりとエリノアに微笑みかける。それを目にしたエリノアは、外見と中身の相違にやれやれとため息をついている。が……

　その会話を近くで盗み聞いていた観衆たちは皆顔を見合わせた。……どうやら、いかがわしい話と勘違いされたらしい。まあ、街頭でスカートをめくりめくられている男女の会話だ……勘違いされても文句は言えない。美形のテオティルが、またうっとりした目で言うから始末が悪い。






　しかしそんなことには気がつかないエリノア。

　モンターク商店のほうを心配そうに見ていた彼女は、テオティルのオレンジ色の瞳を見上げる。

　彼女には、どうにか穏便にこの聖剣をリードたちに紹介しておかなければならないという任務がある。






「……ま、とりあえずスカート下ろそうか？　あと女の人の腰を物欲しそうに凝視するのもやめなさい。……テオはあれね、言葉も行動も、いろいろお勉強したほうがいいみたいね……」






　エリノアは思う。女神様もどうせ聖剣に手足を与えるならば、人としての常識ぐらい与えておいてくださればいいのに。よくもまあ、こんなに綺麗で、ここまで無知な生き物を単身世に放つものだ。下手をしたら、どこぞの悪人にでも騙されて、一瞬で色街とかに売られたりしてしまうのではないか。

　どうせこんなに突飛な存在なのだったら、メルヘンに世話係の妖精とかでもいてくれたら楽だったのだが。いやもしかして、この場合保護者として期待されているのは私なのか、とエリノア。






「…………やっぱり私が面倒見るしかないのね……はー……もういっそ、人ではなくてモモンガとかにしておいてくれたら、頭に張り付かせておくだとか方法もあったのに……成人男性なんてどうやって装備しろと……」

「エリノア様？」






　呻いていると、きょとんと覗きこんでくる聖剣の瞳に、エリノアはため息を落とす。よしと拳を握る。いつまでも、うだうだしていても仕方がない。






「……そろそろ覚悟を決めてリードとブラッドの様子を見に行こう。あなたのこの服も……何かもう少し庶民的なものに変えなきゃね……とりあえずお金もないし、私が仕立てるしかないかな……」






　テオティルの官服のような服装は、はっきり言って町民に紛れこむにはあまり向かない。明日は仕事でもあるし、そのためにはさっさと買い物にも行ってしまわなければ。リードに言えば、何か服を貸してもらえるかもしれない。

　エリノアは己を奮い立たせて。勇ましく、いざ！　と、モンターク商店の裏口へ向かって足を踏み出した……









　が――……






　どうやら勇者はお忘れのようだ。






　ヒヨコのようにエリノアのあとをついてくる聖剣。

　握りしめられたエリノアのスカート。

　そしてめくられたそこにちらつく肌色の……。






　おそらく……。

　このままの状態でそこへ入ると――とてもとても大変なことになると思うのだが……。






「どうか！　二人がいつも通りでありますように！」






　顔に緊張を貼り付かせたエリノアはそれどころではなさそうだった。






　心配と不安、そしてうっかりと。

　ハラハラした勇者は聖剣を連れて、モンターク商店へと乗りこんでいった……。

















７　――それダメだろ!?　と、リードは思った。












「…………」






　ホウキを睨みながら床をはいていると、にゃぁんと黒猫が足元へまとわりついてくる。

　その澄ました顔を見て、ブラッドリーは目を細める。

　店内には他に人気はなかった。店主が店の表で客の相手をしていて、楽しそうな声が聞こえる。あの会話の弾みようならしばらくはこちらに気が向くことはないだろう。






「……なんだ、猫のような真似を……」






　冷たく言うと、猫はブラッドリーの片足の向こうから、えへっと笑う。






「ねえ陛下、お気づきですか？　店の裏で姉上とあのやな奴がウロウロしてます」






　やな奴とはもちろん聖剣のことであろう。ブラッドリーはため息をついて、ああ、と頷いた。






「リードの様子でも見に来たんだろう。……いらぬことをするなよグレン」






　姉が何故聖剣を受け入れたのかという経緯は、昨晩すでにコーネリアグレースから聞かされている。

　釘を刺された黒猫は口を尖らせていたが。不満なついでに聞いておくかとでも言いたげな顔でブラッドリーを見る。






「……陛下、どうして〝ブラッドリー〟のふりをするんですか？　本当はもうほとんどダスディン様ですよね？　言葉とか……何も人間の子供のふりなんかしなくても」






　黒猫はするりと身軽に傍の棚の上に跳び乗ると、そこからブラッドリーの瞳を覗きこんでくる。そんな配下を、ブラッドリーはちらりと一瞬だけ見返した。






「……別にふりなどしていない。私は、ブラッドリーだ。ダスディンとしての記憶がそこに混じってしまっただけで、私がブラッドリーであるということは変わらない」






　ただ、魔王として生きた記憶を得て、精神が大きく変化した。

　幾千もの年月の記憶を獲得した者が、少年のままでいられるわけがない。






「……だが、急に言動が変わっては不審だろう。事情を知らぬ者たちに疑念を抱かれるのは面倒だ」






　ブラッドリーは静かにそう言って、黒猫から身体をそむけて丁寧にホウキで床を掃き進める。

　そっけなく言われたグレンは、魔王の背後ではーんと笑う。要するに、魔王はリードたちを驚かせたくはないのだろう。






「ご友人想いですねぇ」

「…………」






　恐れを知らないグレンの言葉には、明らかに揶揄するような、呆れたような響きが感じられて。そのことに憮然とするも、ブラッドリーはそれ以上の反応を見せなかった。






　自分は、今はまだここで生きていたい。

　まだ、リードの素直な弟分であり、そして、――姉の弟でいたかった。

　怖がられたくない。以前のままで接して欲しい。リードと、エリノアにだけは。






「…………」

「陛下？」






　暗い顔で手を止めたブラッドリーの足元に、グレンがやって来る。






「おかしなものだ……私の存在は恐怖そのものであったはずなのに……」






　昨晩の凶行も悪いとは思っていない。己の敵を排除するのは当然のこと。

　過去には、もっと恐ろしいことも、魔王の名に相応しいような行いもあった。だが。






「……」

「今もそうですよ。なろうと思えば人の世も魔の世も恐怖で支配できましょう」






　ゴロゴロと足にすり寄って来るグレンに、ブラッドリーは――……苦笑する。






「ほあ……？」






　己に笑ってみせる君主が珍しくて、グレンが青い瞳をパチパチさせている。

　そんな配下に、ブラッドリーは、それはないと断言する。






「……ここに姉がいる限り、私にそれはできまい」






　その複雑そうな笑みを見て、配下は目を細め、面倒臭そうな顔をする。






「はー……姉上ったら……どこまでも足枷だなぁ。ではやはり、先に姉上の闇落ちを狙うしかありませんねぇ……」






　神妙な顔のグレン。






「陛下、お願いですから魔界から淫魔を召喚してくださいよぉ、できたら物凄くイケメンに化けるのが得意なやつをー」

「…………あまり余計なことをすると、次はお前の妹たちをこちらに呼び寄せるぞ」

「え、めっちゃ嫌だ」






　真顔で、全員だ、と言う王に、グレンは慌ててぴゃーっと逃げ出した。












　──同じ頃のモンターク商店倉庫。






　おずおずと開かれた裏口の戸。そこから現れたしおしおと気まずげな顔をするエリノアに、その顔を見て一瞬焦りを見せたリードは──……。






　娘の背後に、すらりと立つ男を見つけ絶句する。

　銀の髪を後ろで結わえた清らかな容姿の男。まるで陶器の人形か何かのように平静そのものの、その顔の、下で──。






　男の白く長い指先は、エリノアのスカートをしっかりと、握りしめている……。

















８　意気地












　エリノアは、はっきりいってうっかりしていた。






　というか、扉の中にいるだろうリードのことが心配だったし、彼が昨日暗い顔をしていたわけを考えると気が気ではなくて。

　もしや、昨夜堂々と魔法を使って見せたコーネリアグレースが魔物だとバレてしまったのか。もしくは弟のことか……それでなければ聖剣のことが……。






　あまりにも、不安を感じる要素が多すぎた。

　そんな心配をおいて、足が見えるとか見えないだとか、そんな小事について考えている余裕はとてもなかった。

　だいたい――ここまで来るまでに、誰もがテオティルばかりを見て、エリノアのスカートの中身になんて興味を示さなかったわけだから、それが些事と片付けられたのも仕方がない。もうすでに、幼児にスカートつかまれているくらいの感覚だ。






　そんなエリノアが。

　おそるおそるモンターク商店の裏口を軽くノックしてから開くと、その奥にすぐリードの姿が見えた。

　倉庫の中に立ち並ぶ棚の間にある作業台。その傍にいたリードは昨夜同様思いつめたような表情をしていた。

　エリノアは一瞬迷う。

　なんと言って声をかけたものか。そう逡巡しゅんじゅんしていると、リードが彼女たちに気がついて。彼は――……。






　あっけにとられていた。

　おずおずと戸口から顔を出したエリノア。その後ろには、彼女に密着するように立つ男。その際立って目立つ容姿にリードの顔がこわばる。――それが、昨晩エリノアの隣にいた男だとはすぐに分かった。

　男はエリノアの背後から倉庫の中を不思議そうに覗きこんでいる。その手が――何をつかんでいるのかを目にしたリードはざっと顔色を変えた。

　彼のほうから見ると、それはまるで、男がエリノアのスカートを持ち上げ身体を押しつけているようにしか見えない。






　リードは息を吞んで。

　エリノアの口が意を決したように「リ」と動いた瞬間に、彼は怒ったような顔で来訪者たちに駆け寄った。






「ちょ……っ、何してんだ、あんた！」

「わっ」






　リードはエリノアを男から引き剥がすように自分のほうへ引き寄せた。

　そのまま庇うように抱きしめられた娘は目を白黒させて。リードはすぐさま真っ赤な顔で、エリノアのスカートの裾を整える。

　そして聖剣は。エリノアを奪われた腕の形のまま、きょとんと二人を見ていたが――次の瞬間、ムッと顔を歪めた。






「私のゆ――」

「!?　わぁああああ！」






　テオティルが『勇者』と口にしようとしていることを察したエリノアが、ぎょっとして跳び上がる。






「ノ、ノア!?」






　エリノアは叫んで。慌ててリードの腕を振りほどき、主人を奪われてムッとしているらしい聖剣テオティルに向かって飛びかかった。






「テオ！　エリノア！　エ・リ・ノ・ア！」






　エリノアは必死でテオティルの口を押さえているが、飛びかかられた彼は幸せそうな顔をしている。どうやら……自分の腕にエリノアが戻ってきたのが嬉しいらしい。

　かたや……エリノアに逃げられたリードのほうはといえば。言葉を失って。唖然と目の前の二人を見つめていた。

　と――エリノアが教官のような顔で、さぁと言った。






「やり直し、テオ、私は誰？」

「はい！　私のエリノア様です！」

「!?」






　男はなんの躊躇もなく〝私の〟と言い。聖剣としてはそんなつもりはなかったが、自然、エリノアを我がものと強調したような形となった。

　嬉々とした言葉を聞かされたリードは唖然としているが……そんなこととは知らず、エリノアは頷いた。とりあえず、名前はあっていた。






「よし、正解」

「せ、正解……？」






　リードには、それが男の発言に異論がないという意味に聞こえて。

　しかしのんきにも。エリノアはひとまず危機を脱した気でいるらしい。ふう、と額の冷や汗をぬぐい、息を吞んだまま固まっているリードを振り返る。






「リード、えぇとこの子、親戚のテオティルよ。昨日会ったよね？」

「…………親戚？　名前……昨日は……セイケって言ってなかったか……？」






　聞きたいことは山ほどあったが……リードはひとまずそれだけを絞り出した。

　エリノアはええと、と、そらとぼけて、きっとそれは聞き間違いだろうと否定する。

　対してリードも……この時はとても男の名前どころではなくて、そうかと頷くだけにとどまった。

　動揺のあまり、昔エリノアが同じ名前のガチョウを可愛がっていたことも思い出せなかった。






　それで、とエリノア。






「この子、事情があってしばらくうちにいることになったの、よろしくね」

「いえ……？　え？　一緒に住むってことか!?　お前たちの家に!?」






　うんまあそうと、何やら曖昧な返事を返されたリードは目を瞠った。






（…………）






　絶句した。

　何せリードは、テオティルをブラッドリーが言っていた〝エリノアが気になっている男〟だと思っている。

　いくら男が親戚だと言われても、同じ家で寝起きするなどと聞かされては、心穏やかではいられなかった。






（……もう、同居……いや、同棲ってことか……？）






　まさかとリードは愕然とする。もしかしてこれは──結婚も間近ということなのか。

　リードは急に目の前が真っ暗になったような気がした。






「ちょ……ちょっと待ってくれるかエリノア……」






　昨日の一件もショックだったが、あまりの急展開に頭がついていけない。






「おま……、いや……」






　リードは思わず額を苦悩するように手で押さえる。

　傍の棚に手を突いたかと思ったら、急にうなだれた幼馴染に、エリノアがぎょっとする。






「え、何リード、どうかした……？」






　彼女は慌てた様子で駆け寄ってきて……その背後には当然といわんばかりの顔で、男がぴったりと寄り添ってついてくる。

　それを見たリードの胸はいっそう苦しくなった。それは、彼自身も予想だにしないほど、絶望的な気分だった。






「…………」

「……リード？」






　それでもリードは、娘が気づかうように顔を覗きこんでくると、いや、と苦く笑ってみせる。

　エリノアに何か言ってやりたいのに、言葉が見つからない。そればかりか気力が怒濤の勢いで消えていく。






（どうしたらいいんだ、これ……）






　誰かに寄り添うエリノアなど見たいはずがなかった。リードは今すぐここから立ち去りたい衝動に駆られるが、けれどもそれも情けないような気がして。グッとその場に留まった。






（……エリノアがせっかく幸せをつかんだんだから……祝福してやらなきゃな……）






　ずっとエリノアの幸せを願ってきた。

　だからこれからも、これまで通り兄のように見守って行けばいいだけのことだ。

　彼女が別の男を見ていても、活き活きと生きる姿をこれまで通り見ていられれば。

　これまでずっと傍に居続けたのに、うだうだと何もできず、気持ちを告げることすらもできずにここまで来てしまった。そんな自分にはそれが似合いのような気がした。






　ふと、脳裏には、出会った頃のエリノアの姿が思い浮かんでいた。












「…………」






　エリノアは急に黙りこんでしまったリードを見て不安になる。

　テオティルを紹介した自分の言い方はどこか間違っていただろうか。ハラハラと見ていると、不意に、リードが凪いだ顔でつぶやいた。






「……そうだよな……」

「リ、リード？　あの大丈夫？」






　その自嘲気味にも見える顔に、エリノアが眉をひそめる。

　どうしたのか聞こうと口を開くと、それよりも早くリードが顔を上げてエリノアを見た。






「ノア」

「ん……なぁに？」

「あのさ……昔、俺たちが出会った頃のこと覚えてるか？」

「へ？　ええと確か、私が前の屋敷の台所でメソメソしてたら……リードが、どうしたのかって聞いてくれて、それから会うたびに毎回大丈夫かって聞いてくれた」

「……うん」

「次に声かけてくれた時は、宝物のカマキリを見せてくれたよねぇ……」






　当時、突然立派な鎌を持った節足動物を手のひらにのせられて、跳び上がって悲鳴をあげたことを思い出したエリノアは、ふっとやや虚ろな目で笑う。なかなかの箱入り娘だったエリノアにとっては、それは結構な衝撃的事件だった。






「あれは……怖かった……」

「いや……あれはお前が本物を見たことがないって言うから…………ごめん……」






　リードはきまりが悪そうな顔で少年期の過ちに頭を下げた。その後頭部にエリノアが笑う。






「でもあれで涙も吹っ飛んだのよね」






　その次からは、毎度薬を取りに行く台所で出会うその少年が、もしまた虫を持ってきたらどうしようとビクビクしていたエリノア。警戒しすぎて泣いている余裕がなくなったのだが……

　かと思えばその少年は、次に顔を合わせると、今度は虫ではなく美味しそうな焼き菓子を持ってきてくれて……。それはエリノアに虫を見せて悲鳴を上げられた彼が、母に助言を求め、彼女に習ってカマキリの償いにと一生懸命焼いてきたもの。

　そこからは、エリノアもだんだんとリードに懐いていった。

　忙しすぎて外に自由に遊びに行けないエリノアにとっては、野原の虫や鳥のこと、街のこと、商売のことなどに詳しいリードは尊敬の対象だった。……彼はエリノアが嫌いな虫を鷲掴みにもできたし……（これには当時エリノアは賞賛の嵐をリードに贈った……）






「……リードは昔っから頼もしかったし優しかったよね」






　思い出して心が和んだのか、エリノアは笑い、気にかけてくれて嬉しかったと懐かしそうな顔をする。

　その顔を見て、リードは……大きく大きくため息をついた。

　それから青年は、もう一度、「そうだよな」とつぶやいた。






「……俺……やっぱり全部ちゃんとしてからにするわ、このままじゃ……ちょっと情けなさすぎだ……」

「ん？」






　エリノアがなんのことだろうという顔をする。

　リードは静かな目をしていた。






「そうでないと、この絶望的な感じも晴れそうにないし……それに、俺、見守るのは得意だからいつでもできそうだしさ……今更遅いかもしれないけど、今しかない気もするし……」






　とうとうと自らに言い聞かせるようなリードの言葉に、エリノアは、ごめん分からない、と困ったように小首を傾げる。






「えぇと……リード？」

「いいんだ。分かるようにして来なかったのは俺だし。お前も昔、顔を見てちゃんと伝えなきゃダメだって言ってたのにな……」






　あの言葉を聞いて自分は変われたはずが、肝心な所で意気地がなかった。

　苦笑するリードに、エリノアは不思議そうだ。わずかに傾けられた頭、ぱちぱちと瞬く黒い睫毛を見ながら……リードは、あのさと言った。

　どこか晴れやかな声で。






「リード……？」

「エリノア俺さ、お前を取られたくない。誰にも」

「…………へ？」






　食い入るように見返されたリードは、恥ずかしそうに笑う。






「俺、お前が好きだ」






　途端、エリノアが息を止める。






「……………………え……？」






　ぽろりとこぼれ落ちたような声。その主の、見開かれた緑色の瞳を覗きこみながら、リードは念を押す。






「もちろん妹分とかじゃないぞ、連れ添いたいっていう意味だからな？」

「…………………………え？　え？」






　それは、実にあっけらかんとした言葉だった。

　これまでの長い長い葛藤の時がまるで嘘のように。それはすっきりとリードの口から出ていって。傍には当然銀髪の男もいて、きょとんと彼らを見ているというのに。不思議と気にならなかった。そのことにはリード自身も驚いた。

　ぽかんと自分を見上げるエリノアの顔を見て、そりゃあそうだよな、と……どこかおかしくて。

　言ってみれば案外簡単だったなとも、しみじみ思う。

　それはそうだ。どれだけ想いが複雑でも、言葉にしてしまえばそれはたった数文字のこと。






　リードは長らく言えなかったその言葉を、もう一度、言った。






「好きだよエリノア」






　……お前がとても。
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　こわばった顔、薄くぽかんと隙間のあいた唇と、自分を見つめたまま動かない緑色の瞳。

　いつもの自分なら、こんなにまじまじとエリノアの顔を見られなかった。見ているうちに、だんだん惚れ惚れしてしまって……そのうちそんな自分が無性に恥ずかしくなってしまうのだ。






　でも、気持ちを白状してしまうと、どこか開き直りが生まれたのか……もうそうしてもいいような気がして。

　ぽかんと自分を見たまま動かない娘の顔を、リードは可愛いなぁとしみじみ見つめた。顔の造形がどうとかいう問題ではなくて。彼女という存在まるごとが、しみじみと愛おしい。

　と、ふいに苦笑がもれる。






「何もそこまで固まらなくても……」






　声をかけるとハッとしたのか、エリノアが瞳をきょときょと動かしはじめる。






「リード私……」






　エリノアが口を開き、戸惑ったように言葉を途切れさせると、リードはクスッと笑ってエリノアの頭を撫でた。






「ごめんな困らせて」

「いや……困ってるっていうか……」






　リードの言葉の語尾に切なそうな響きを聞いて、エリノアはそう返す。

　エリノアは別にリードの気持ちが迷惑なわけではない。ただ、予想外の出来事にどうしていいか分からないのだ。

　リードは長らくエリノアの〝兄貴分〟であり、みんなの〝お兄ちゃん〟だった。誰にでも優しいこの青年が、自分を特別に思っているとは……だって、そんなの厚かましいではないか。リードはみんなに親切で、みんなに慕われていて。

　エリノアは長年モンターク商店に出入りしている。だから、店に毎日のように顔を出す若い娘を全員知っている。

　彼女たちは、なるほどリードに会いに来るために努力しているんだなと薄々分かるくらいにいつも綺麗で可愛い。リードを見上げる頬は薔薇色で……。

　そんなせっせと通い詰めているお嬢さんがたを差し置いて、リードは自分が好きなんだしな……とか図々しく思えるほどエリノアのツラの皮は厚くない。

　それらを走馬灯のように一瞬で思い出した彼女の頭の中は、疑問で埋め尽くされ、再びなんと言っていいか分からなくなった。






「……………………」






　再び黙りこんだエリノアに、リードは「ごめんな」ともう一度言って。






「お前は、もうその人との結婚話がうまくまとまったのかもしれないけど……」

「………………ん？」

「困らせてごめん、でも、何にもしないでいるってのは無理みたいだから」






　穏やかに微笑まれて、エリノアは……しばしの思考停止のあと、緊張した手のひらをギギギと軋む動きで持ち上げ挙手をする。






「……あの……」

「ん？」






　娘の顔は耳まで真っ赤だった。が、その表情は訝しげでこわばっている。

　彼女の困惑は当然だ。だが、そうであって欲しいと思う。フラれる可能性は高いかもしれないが……それでも、ただの兄貴分としてエリノアの心に引っかかりもしないままになるのは嫌だった。一時でも、エリノアに、自分のことを真剣に考えてほしかった。






　しかし、エリノアの言葉は少し彼の予想を裏切る。






「リード…………私……この子とは……結婚……しないよ……？」

「え？」※リード

「？」※テオティル






　エリノアがぎこちなく言うと、指さされた聖剣が、すかさずきょとんと「結婚ってなんですか？」と言う。

　今度はリードがぽかんとして……。






「えっと……じゃあ同棲……？」

「…………えぇっと……つまりそれは……」






　リードの反応に、エリノアは額を押さえて言った。

　突然の告白の意図がなんなのか。懸命に混乱した頭の中身を解きほぐそうとしている。






「つまり――私がこの子と、〝恋愛〟してるのかっていう――……」






　――しかし……言いかけた時だった。

　残念なことに……運命の女神は彼女たちの間に横たわった誤解を解くいとまを与えてはくれなかった。






　カカカ……ッ！　と恐ろしくキレのいい足音。

　街中に覇気を振りまき畏怖を生む美麗な姿。

　その影は――モンターク家の裏口の前に仁王立ちし――拳を握りしめ、目の前の木戸を叩き割らん勢いで殴りつけた。






「エリノアぁあああああ!!」

「っヒィ!?」






　途端、ばきっっっ！　……と、破壊されそうな勢いで開かれた扉が壁にぶち当たる音がした。

　同時に上がった怒号に、エリノアが縮み上がる。

　リードもテオティルも目をまるくして驚いている。……が……エリノアには分かっていた。こんな登場の仕方をしてくる者は、ただ一人である。






「――ルーシーお嬢様!!」






　驚いた勢いで床に転がったエリノアは、振り返って怒る。リードの告白でドキドキしていた心臓が、斜め後ろ、ねじれて飛んできた、みたいな突然の攻撃に、胸を突き破りそうに鳴っている。

　というのに……。

　その破壊王然として現れた令嬢は、戸口で腰に手を当てて、エリノアに鬼のような顔を向けている。

　顎がやや上を向き、冷たい目がジロリとエリノアを見下ろして。そしておきまりのセリフを叩きつける。






「お姉様って呼びなさいって、言ってるでしょ！　何回言ったら分かるの!?」






　その言い草にはエリノアがキャシャー!!　と、怒ったマングースのような顔をした。






「いいいいきなりなんですか！　びっくりしすぎて心臓止まるかと思いましたよ！」






　エリノアは真っ赤な顔で立ち上がると、キー!!　と、戸口で踏ん反り返る義姉に立ち向かっていく。もちろん顔の赤らみは、ルーシーに怒っているから……というだけではなさそうだが。

　ルーシーは、突進してきた義妹の両頬を無言で、ワシっとつかむ。そのままムキッと頬を横に引っ張られたエリノアが、再び珍獣のような声をあげて怒る。負けじと義姉の頬に手を伸ばす――が、エリノアとは違い、運動神経抜群の令嬢にそれを避けられたエリノアは、頰をつまみ上げられたまま悔しそうに令嬢の胸をぽかぽか殴りはじめた。






「びっくりした！　びっくりした!!」

「……おだまり、馬車の御者に聞いたわよ……昨日夜、家に若い男が押しかけて来たんですって!?　家に連れこんだそうじゃない！　どいつなの!?」






　ルーシーはエリノアをあしらいながら、ギロリと傍で呆然としているリードとテオティルを睨む。






「……」

「？」






　睨まれたリードは、多分この人のことだよなぁという微妙そうな視線で聖剣を見る。夜ということならば、昨晩リードがトワイン家の姉弟に会った後のことなのだろう。そんな夜更けに家を男が訪ねて来たと聞いてはいい気はしなかった。やはり二人の間には何かがあるのは確かなようだ、とリードはため息をつく。






　しかし当事者たるテオティルは……邪気のない顔でルーシーを見ていた。

　主人は突然乱入して来た娘に頬をつねり上げられているが……。






「…………」






　テオティルは涼やかな瞳を言い争っている娘二人のほうへ向けた。そしてじっと見て――……

　ちーんと彼がはじき出した答えは。






『問題なし』






　聖剣の独特の観点から言えば、二人はとても仲が良さそうだと判断された。ルーシーの鬼のような顔を見てさえもなお、テオティルはにこりと笑い、

「楽しそうですねぇ」と、花でも飛ばしそうな顔でのたまっていた……。






　そんな吞気な配下（？）の前で……エリノアは恥ずかしさも手伝って、半ギレ半ベソでルーシーと〝義姉妹喧嘩〟を繰り広げている。






「人様の住居の扉を殴りつけるなんて……もっとおしとやかにしてくださいっていつも言ってるでしょ!?　お嬢……お姉さまはとにかく人より大人しくしてやっとお転婆レベルなんですよ!?　またおじさまを泣かせるおつもりですか！」

「あんたこそ……！　ちゃんと〝お父さま〟って呼んであげないとパパがガッカリするじゃないの！　パパったら……あの髭面筋肉が！　あんたがいつそう呼んでくれるかな……？　……って楽しみにしてるんだからね!?」※ルーシーがそう呼んでくれないから。






　で、私の妹に手を出した野郎はどこなのよ!?　――と……吠えるルーシーと、

　髭面筋肉とか言っちゃダメでしょ!?　と……真っ赤な顔で叫ぶエリノア。






　そんな二人を見守りながら、リードはやれやれとため息をついている。






「……」

「リード……」

「お、ブラッド」

「……なんなのあれ……」






　騒ぎを聞きつけたのか……店の表から怪訝そうな顔のブラッドリーがやって来た。

　姉と令嬢の様子に呆れたような顔をしている少年に、リードはいやー……と笑う。






「なんか、エリノアに好きだって言ったらこうなった」

「…………………………!?　……えっ!?」

「あはは」






　リードの言葉に目を見開くブラッドリー。驚きの顔で青年を見上げると、リードはスッキリとした朗らかな笑顔でエリノアを見つめていた。

　ほとんどフラれる前提で告白した青年は、ひとまず……エリノアの「結婚しない」という言葉に安堵していた。






「……ところで……あの女の人誰だったっけ？」
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　で、と赤毛の令嬢は作業台の椅子に腰掛けて、ため息をついた。






「実は今、王宮が大変なことになってるらしいのよ……」






　台の上に肘をついて、ルーシーが言った言葉にエリノアはビクッと身体を震わせる。

　隣にいるテオティルを盗み見てから、ルーシーに先を促した。






「そ……それはいったい……」

「パパが今朝早くに王宮に呼び出されて。使者の話では……どうも、抜けたらしいわ」

「ぬ、抜けた……？」






　エリノアの喉がゴクリとなる。

　しかしルーシーは、彼女にしては珍しく言葉をにごした。






「ま、箝口令もあるらしいしあまり明言できないんだけど……でも王宮で働いているあんたになら分かるでしょ？　王宮で抜けて、パパが朝っぱらから呼び出されるようなものなんて、一つしかないじゃない」

「………………」






　ルーシーはそう言って、リードが淹れてくれた茶を口に運ぶ。……そのリードは、既にブラッドリーと店の表に戻り、もうここにはいない。

　義姉妹の喧嘩が、どうやら単なるじゃれ合いだと彼にも分かったらしい。

　いがみあうエリノアたちに「ゆっくりやってくれていいから」と微笑み、今ルーシーが美味そうに飲んでいる茶とお茶うけを置いていってくれた。

　その表情は、エリノアたちがここに来た時とは比べ物にならないくらいに明るくて……。

　暴れそうな令嬢のために荷をどかしてスペースを作ってくれたり、置いて行った茶の上には埃が入らないように布巾をかけてくれたりと……彼はいちいち優しい。

　そんな青年を前にしては、さすがのルーシーも騒ぎ続けることはできなかったようである。

　そうして、じゃあそろそろ俺も仕事に戻るから、というその去り際に……リードは、はにかむような笑顔をエリノアに向けて――……。

　それが、今まで彼が自分に見せていた笑顔とは、どこかが違う気がして……。

　エリノアは、何故か頭から湯気が出そうなほど恥ずかしかったのだった……。









　さて――。

　それはともかくとして。

　ルーシーから聞かされた話に、エリノアは黙りこんで長いため息をついた。

　そうか……もう聖剣不在が発見されたか……では、きっと王宮は大騒ぎに違いない。

　エリノアは無言のまま隣を見た。

　その聖剣は……エリノアの隣に椅子を引き寄せて座り、目の前に置かれた茶器の中でゆれる琥珀色の液体を物珍しそうに見つめている。エリノアはげっそりした。

　ルーシーは声をひそめる。






「ここだけの話……どうも何かおかしいのよね……」

「お、おかしいとは？」

「詳しい話は聞こえなかったんだけど……あれはどうも祝い事って感じではなかったわね……〝それ〟が抜けたんなら、もっとお祝いムードでもおかしくないじゃない？　……きっとあれは何かあったんだわ」






　鋭いルーシーにエリノアはひやひやした。なにぶん……令嬢の目の前にその〝それ〟がいるもので。どうしても顔がぴくぴくと引きつるのを抑えられない。






「（うぅ……）えっと、な、何かって……？」






　しかしエリノアが問うと、令嬢は「さぁ？」と肩をすくめる。






「それは分からないけど、使者の様子は王宮内の混乱が伝わってくるようだったわ。もしかしたら、抜けたものの、聖剣に剣身がなかったとか？　それとも抜いた勇者がとんでもないやつだったとか？」

「………………お嬢様……箝口令……」

「面倒臭い」






　堂々と「聖剣」と語り出した令嬢に、エリノアは胸中の動揺を隠し、一応突っこんでみた。が、すぱっと切り捨てられる……。






「ほら、今は昨晩の舞踏会の来賓が沢山王宮に滞在中じゃない？　もしかしたらその内から勇者が出たのかも……」






　と……ルーシーの言葉に厳しい顔をしたものがあった。

　――テオティルである。






　テオティルはムッとした顔で、不格好に手に持っていた茶碗をカツッとテーブルに戻した。






「違います。勇者がとんでもないやつだなんて……我が主人はそんな――」

「は？」

「ぎゃ！　テオテオテオ！」

「エリノア様……？」






　跳び上がったエリノアは、慌ててテオティルの両肩に手を置く。そしてそこをぐっとつかむと、美しい顔に、目を剥いた己の顔を迫らせる。






「帰りに飴買ってあげるからね……？　ちょっと……黙っとこうか……？」






　その顔に、隣のルーシーは「……相変わらずの怪奇顔ねぇ」とつぶやき、テオティルは「飴ってなんですか？」と首を傾げた。

　と、そんな青年を見て、ルーシーが訝しげな顔をした。






「……それで……この優男はなんなのよ……無駄に美形すぎて目に刺さるんだけど……」

「え……えーと、えーと、実は彼……アンブロス家筋の私の親戚で……」

「……アンブロス家？」






　途端にルーシーの眉がグイッと歪む。

　アンブロス家とは、王都から東の地方に小さな領地を持つエリノアの父方の親戚である。彼らは昔、トワイン家の姉弟を見捨てたこともあり、ルーシーは彼らをよく思ってはいない。

　ルーシーのテオティルを見る目はあからさまにガラが悪くなり、激しい敵意にエリノアは慌てて手を振りながら、昨晩考えた言いわけを口にした。






「ち、違うんです、あの、テオはアンブロス家から家出してきて……！　昔、親しかった私たちを頼って来てですね……ちょ、お姉様そんな睨まないで……！」






　エリノアが、どうどうとまるで獣をなだめるように令嬢の背を撫でると、ルーシーの目がいくらか……手負いの猛獣から警戒中の鷹……くらいまでに落ち着く。






「……家出ぇ……？」






　でもその目はまだ鋭くテオティルを睨んでいて……が……。

　不意にその目が、すん……と棘を抜いた。






「……ま、あんなムカつく家からは逃げ出したいっていう者がいてもおかしくはないわね……ふん」

「…………」






　……付き合いの長いエリノアには分かった。

　万年反抗期令嬢は、「家出」という反抗ワードにある種のシンパシーを感じたらしい……。

　そうなの、案外見所あるわね、と……令嬢は落ち着きを取り戻し、茶を口に運ぶ。

　あらでもと令嬢が気がついたように顔を上げる。






「じゃあ何よ、今からあの家で三人で暮らすの？」






　魔物たちの存在を知らないルーシーは呆れたようにそう言った。

　その言葉に、エリノアの脳裏には……ふくよかなコーネリアグレースや、小悪魔顔で笑うグレン、もふっと仏頂面のヴォルフガングやほのぼの茶をすする老将たち……で、パンパンの我が家が思い浮かんだが――……。






　ふっとエリノアは、達観したような、諦めのような影のある顔をする。






「…………、……ええ、まあ……そうですね……」






　頷いて見せると、令嬢が心配そうに眉をひそめる。






「はぁ、だったら余計タガートの屋敷に来ればいいのに……もうあんたはうちの子なのよ？　ブラッドリーをつれていらっしゃいよ。それテオティルも連れてきていいから……まあ、お母様が面倒なのは分かるけど……」

「あ、あはは……」






　それを聞いたエリノアは、その素直ではないがとても優しい義姉に引きつった笑いを浮かべて見せる。

　……ありがたい話だが、とてもではないが、魔物と聖剣引き連れて人様の家にご厄介になる勇気はなかった……。

















11　エリノア、王宮へ向かう












「…………」






　夕方。

　エリノアの自宅。そこでは奇妙な様子のエリノアの姿が見られた。

　居間のテーブルの上にこんもり積まれた洗濯物。その前に座って、洗いあがった己のブラウスを積み上げたまま――ぼんやりしては、数十秒ごとにハッとして頭を振る。そして慌てて洗濯物をたたみかけ――いつの間にか再びぼんやりしている……。

　もう帰宅してからずっとその繰り返し。






　そんな娘の背後には聖剣テオティルがキョトンとして主人を見ているし、グレンはニヤついた顔でそれを見ていた。姉は、そんなグレンがこっそり膝に登ってきても気がつかない始末で……。

　同じテーブルに着き洗濯物をたたんでいたブラッドリーはため息のあと、姉を見る。






「……姉さん、そろそろやめないと首を痛めるよ……」

「……え……？　な、何が？」






　言ってやるもぽかんとする姉。

　どうやら自分が延々首を振ってぼんやりしていたことに、まったく気がついていないらしい。……そんな状態でも、きちんと洗濯物だけはたためているところが姉らしかった。

　ブラッドリーはやれやれと思いながら真顔のまま言った。






「……そんなに驚いたの？　リードに好きって言われたの」






　途端、ぎゃっという短い声と重なって、ふぁ……と、大量の布が空を舞う。






「エリノア様!?」






　急にテーブルの上の洗濯物にダイブした主人に、聖剣が慌てている。






「何故今たたんだばかりの洗濯物に突っこむのですか!?」

「………………ぅん、ちょ……ちょっとね……精神の慣れないところにグイッと一発攻撃が刺さった気がして……」

「……もぉお……姉上ったら！　せっかく寝てたのにぃ……」






　急に立ち上がられて膝から放り出されたグレンが、やめてくださいようと苦情を漏らしている。が……洗濯物だらけのテーブルに突っ伏したエリノアは言い返さない。卓の上で赤い顔でぶるぶるしながら、ぐちゃぐちゃになった洗濯物を握りしめている。






「姉さん」






　ブラッドリーが握りしめられて皺になりそうな姉のブラウスをその手から取り上げる。と、その弟の冷静さによけい恥ずかしくなったらしいエリノアがワッと嘆く。






「だ……だって……今……それどころ……？　いつ聖剣持ち出したかどで王国兵に捕らえられるかも分からない時に……そ、そんな……惚れた腫れたって……」

「何言ってるの、姉さんの恋愛事情はこの家の最重要事項だよ。王国兵なんか蹴散らせばすむ」






　冷酷な顔で物騒なことを言い出した主人に、グレンが黄色い悲鳴を上げている。






「（無視）あのリードが姉さんに告白するなんて相当頑張ったんだよ!?　王国兵がどうとか聖剣がどうとか言ってる場合？」

「………………」

「ちゃんと考えて、リードのことを」

「……あ、のね、でもね、ブラッド……姉さん明日王宮に仕事に行かないといけないのよ？　も、もちろんリードのことは私なりに考えるけど……」






　エリノアは洗濯物の中から身を起こし弟の顔を見る。






「……」






　その顔が必死すぎて、赤らんだまるい額も、滲む汗も可愛いくてしょうがなかったが、ブラッドリーは真顔を貫いた。

　ここは、せっかく頑張ったリードのためにも、姉にしっかり考えてもらわなければならない。






　しかし対するエリノアも必死だ。

　明日はエリノアが〝隠れ〟勇者になってから初の出勤日だ。

　そのことを考えはじめたエリノアの顔からは、今度はみるみる血の気が引いていき、ぶるぶる背中も震えだす。






「ブラッド……姉さん嘘つくの苦手なのよ……明日速攻で聖剣持ち逃げ犯だってバレたらどうしたらいいの……!?」






　そんなことになれば、恋がどうとか愛がなんだとか言っていられなくなるではないか。

　まさか牢獄の中から愛を叫ぶわけにもいくまい。そんなことをしたら相手にだって迷惑がかかる。






「私が捕まればルーシー姉さん達にも迷惑がかかるし、それにブレア様にだってきっとご迷惑が……」

「……」






　へにゃりと眉尻を下げた姉がそんなことを言い出して……ブラッドリーがその名にピクリと反応を見せる。エリノアはしくしくと嘆く。






「ブラッドリー……姉さん明日が無事に終わらないと、他のこと考えられないのよぉおおっ」

「……とにかくしっかりして。そんなにぽろぽろ子供みたいに泣かれると……姉さんのために王宮まるごと消してあげたくなるよ」

「やめて」






　真顔で言うブラッドリーにエリノアは速攻で目を剥いた。

　恐ろしくて一瞬で涙が引っこんでしまったらしいその怪奇顔に、やれやれとブラッドリー。






「だいたい……勇者が牢獄になんて入れられるわけないじゃないか、そもそも聖剣は勇者のものなんでしょう？　……せいぜい貴賓室に軟禁だね」






　どっちもあんまり変わらないわよ！　と姉は嘆き叫んだ。












　――そうして次の朝。

　まだ薄暗い家の戸口で、エリノアは紙のように真っ白な顔でブラッドリーを振り返る。

　うっすら照らされる蒼白の笑みがどことなく不気味だ。






「……じゃ……姉さん行ってくるわね……お願いだから……テオティルのことよろしくね……テオ、追いかけて来たらダメだからね……？　家でしっかりコーネリアさんのお手伝いしてるのよ？」






　生気のない顔で言う姉に、ブラッドリーはため息をつく。

　隣では、魔物の手伝いをしろと言われた聖剣が、不安そうに姉の姿を見送っていた。






「エリノア様……やっぱり私も一緒に……」

「ダメ。部外者立ち入り禁止よ」

「じゃあまた剣の形に……」

「もっとダメよ！」






　エリノアは……シャーっと猫のように殺気立った──かと思うと。

　もうここに長居してはダメだと思ったか。

　さまざまな不安や心配を振り切るように、身を翻し、ダッ……！　と……悲壮な顔で自宅を飛び出して行った……。






「！　エリノア様！」

「あ、こけた」

「…………」






　遠く（の何もないところ）で景気よく転んだ姉を、ブラッドリーも聖剣もハラハラと見ている。（※グレン、地面の上で転げまわって笑っている）

　エリノアは、弟と聖剣（＋見ず知らずの町民たち）に見守られながら、しばし地面でぷるぷる痛みに耐えていたが……キッと前を見据えると――勢いよく起き上がり、再び、ダッと駆け出して行った。

　はーやれやれとグレン。






「あの可愛らしい運動神経ゼロ感はなんとかなりませんかね……困りますねぇ、からかいたくてたまらんです！」

「…………」






　しっぽを震わせながらけらけら笑う黒猫。それを壮絶に睨む魔王。……は、遠ざかって行く姉の後ろ姿を見つめながら静かに配下を呼んだ。






「ヴォルフガング」






　すると、するりと白い身体が足元に現れて。






「は」

「……今日はお前が姉さんについて行って。あの様子じゃ……王宮でもきっといろいろ失敗する」






　ため息混じりに、だがそう断言すると、頷いた白犬はムフーッと鼻息荒く夜明けの街へと飛び出して行った。昨日、王の不興を買った魔物は、汚名を雪そそがんと俄然張り切っている。

　うぉおおおお……！　と、駆けて行く白犬を、黒猫が不満そうに見て言った。






「えー……姉上の見張り（ストーカー）ならわたくしめがー！　あやつは昨朝、姉上にセクハラ働いたじゃありませんかぁ！」

「……お前は姉さんが失敗したら絶対喜ぶだろう……!?」






　そして絶対に助けないだろうと睨まれたグレンは、バレてる！　と王の足元でけらけら笑う。そんな配下に呆れながら、ブラッドリーは問う。






「それより……メイナードの様子は？」

「老将殿ですか？　相変わらず森のほうで休眠状態ですよ。聖なる大樹の近くで力を振るったもので疲れたんだそうで。眷属けんぞく同士引きが強かったみたいですね、通常運転になるにはもうしばらくかかりそうです」






　配下の言葉に、ブラッドリーは、そうとつぶやいて。メイナードにはよく休むようにと伝えるよう、グレンに言付けた。

　と、ふと見ると、隣で姉の見送りをしていた聖剣の姿がない。

　どうやら――姉の姿がなくなると、さっさと家の中に入って彼女に言われた通りコーネリアグレースに指示を仰ぎに行ったらしい。家の中からあれやこれやと家の手伝いを言いつける女豹婦人の声が聞こえていて。ブラッドリーは、従順なことだとため息をついた。






「……私が聖剣と同居とは。我が家は魔界よりも混沌としているな……」






　それもこれも……敵を受け入れるのも、変わらず人の町で暮らすのも、すべては姉と共にあるため。

　聖剣の存在も、近づくとやはりどこかで身体に緊張が走る。だが、精神的な面で言えば不思議とそこまで悪い気はしていない。

　……やや姉と聖剣の距離が近いのは気になるが、精神レベルでいえば幼児と変わらないし、何よりいざという時、姉を守る存在があることは正直ありがたい。グレンのような魔物はエリノアを裏切る可能性があるが、聖剣はきっと淡々と姉を守ることだろう。






「……まあ……多少は目をつぶるしかないか……」






　エリノアのために。






　……なんてことない、反抗期どころか、少しも姉離れできていない魔王なのである。

















12　裏門突破？












　王宮裏門の門番は殺気立っていた。

　王宮内で起こった大事件。混乱する宮廷。現状、彼ら門番の役割はとても重要だった。

　もしここで不審なもの、不審な様子のある人物を門から出してしまえば。その者はいなくなった勇者であるかもしれないし、もしくは消失した聖剣であるかもしれなかった。そのままこの国が勇者と聖剣を失うようなことになれば大ごとだ。それは決してあってはならないことだった。

　そういう事情もあって、昨日から王宮各所の出入りの検問は普段よりも厳しいものとなっていた。

　王宮正門とは違い、簡素な造りのこの裏門には、普段は二、三名ほどの門番しか立っていないのだが。現在は増員がなされ、倍の人数がそこに立つ。

　武装した屈強で強面な門番たちが、厳しい視線を行き交う人々に向けているとあって、辺りは実に物々しい空気に包まれていた。緊張感の漂う雰囲気に、通行人たちもどこか落ち着かない様子で──……。






「む」






　──ふと、門番の一人が視界に不審な動きをする者を捉える。途端、門番たちの間にピリリとした緊張が走った。

　次の一瞬には、不審者の一番傍にいた門番が二人、一呼吸の間にその者との距離を詰めて──。

　周囲にいた人々が、唐突に場を駆けた門番たちにどよめき、身体をこわばらせる中で――男たちは腰元の剣に手を──……。






「…………なんだ……」

「……やれやれ……」






　剣の柄を握りかけて。門番たちは憮然と肩から力を抜く。

　がっくりため息をついた門番の一人が、いかにも迷惑そうに語気を強める。






「………お前な……不審者ヅラもいい加減にしろよ!?」






　凄まれた不審者──エリノアは……思わずビクッと後ろに跳び退いて。門番の言いように戸惑っている。






「!?　お、おぉおはようございます……？」






　裏門前の開けた広場を、じりじりと、ビクビクしながらやって来た娘。そこでは裏門を潜ろうとする使用人たちが数人列をなしていたが、突然の騒ぎに皆何事かとエリノアを避けていく。

　たった一人そこに残されたエリノアは、ビクビクしながら己に腹を立てているらしい顔なじみの門番を見上げた。

　その有様は……両手は腹の前あたりでもじもじイジられているし、視線もきょときょとと動き、門番たちを上目遣いで不安そうに見ている。検問を前にして、この滴り落ちる汗も、緊張した足取りも表情も……はっきり言って挙動不審極まりないが……この娘の場合、それは今日にはじまったことではなかった。






「おいエリノア……なんだ、また侍女頭様に怒られたのか？」

「また壺とかを壊したんなら、隠してないでさっさと申告したほうが身のためだぞ」






　カバンに隠しているのかと言われたエリノアはとりあえず、戸惑いながら「いや、壷じゃないです……」と答えた……。






　十代に入って早々に王宮に勤めだしたエリノアと門番たちとはもう長い付き合いで。

　時々不審なこの娘は、不審だが、その裏にある理由がいつもしょうもなかったことを門番たちもよくよく承知していた。






「はー……もうお前はいつもいつも……今俺たちは忙しいんだ……変な動きで気をひくのはやめてほしい……なんだそのチョロチョロした動きは!?」






　つい目で追っちゃうんだよ！　お前は怯えたネズミか何かなのかと、門番の一人。






「まったくだ、その間に真の不審者を見逃したらどうしてくれる……」

「……わ!?」






　やれやれと、もう一人の門番はエリノアの首根っこを捕まえると――そのまま門の内側にぽいっと放る。






「!?　!?」

「ほらさっさと行け。上司に謝るなら早め早めだぞ、遅刻なんてしたら目も当てられん」






　しっしっ！　と、犬のように追い立てられて。門番たちはエリノアを完全無視し、また門の外を睨みはじめた。

　……その相手にされないことこの上なさにエリノアは非常に微妙そうだ。

　多分……気のせいでなければ、彼らが探しているのは、突き詰めると自分であるはずなのだが……。

　決死の覚悟でここまでやって来たというのに。もう少し怪しんでくれてもいいではないか。

　エリノアは、背後できっちり荷物チェックをされている他の同僚たちを見て、いささか悔しみを覚える。小物扱いがはなはだし過ぎるのではないだろうか。






「……。……。……ま、まあとりあえず王宮には入れそうでよかった……」






　普段のそそっかしさがこんな形で役に立つなんて。まあ、彼らもかなりうっかりしすぎな気もするが、門番たちもまさかエリノアが勇者であるなんて思いもよらないのだろう。






「……世の中無駄なことって……ないんだな……」












　それからエリノアは普段通りに侍女たちの居所で着替えをして、急いでブレアの住まいに向かう。

　裏門を突破したことで少しだけ気持ちが楽になっていた。が、それでもやはり、どうにも身体の動きがぎこちなくなってしまうのは……周囲に漂う沈んだ空気のせいである。

　王宮内はどこもかしこもしんと静まり返っていた。時折バタバタと慌ただしく衛兵や官たちが駆けていくのだが、彼らの顔も固く重苦しい。

　ブレアの居所にたどり着いても、そこもやはり静かで。箝口令もあってか、仕事仲間たちも皆意識して無駄口を叩かないように気をつけているようだ。黙々と作業をこなす彼女たちの様子は、いつになく暗かった。






「……ああ、エリノア来たの？」






　作業部屋に向かうと先輩侍女が顔を上げてエリノアを迎える。






「お、おはようございます……」






　エリノアの挨拶におはようと返してから、先輩侍女はあのねと言った。






「エリノア、例の話は知っている？」

「あ……えっと……」






　そう問われて、エリノアは緊張気味に頷いた。箝口令はあるが、エリノアがタガート家に養子に入った話はきっともう広まっているはず。将軍家と繋がりがあるエリノアが既にその話題を知っていてもおかしくはない。事実……すでにエリノアは、昨日乗りこんできたルーシーにその話を聞かされている。






「……例のものが……抜けたって……」

「そう、そうなのよ……そうなんだけどね……」






　先輩侍女はエリノアに、聖剣消失後の王宮での顛末について聞かせてくれた。

　やはり、エリノアが休んでいた間、王宮は大騒ぎになっていたらしい。

　それで、と先輩侍女。






「今日はブレア様、お部屋にはお戻りにならないかもしれないわ……」






　彼女の言葉に、え？　と、エリノアが瞬く。聞けば、昨日の朝、聖剣の消失判明以降ブレアは一度もここに戻ってきてはいないらしい。






「この騒ぎでお忙しくなってしまわれたの。お休みになられる時間も取れないんでしょう」






　ため息混じりの言葉に、エリノアは罪悪感に胸を突かれたような気がした。






「…………ブレア様、大丈夫なんでしょうか……」






　いささか沈んだ調子でエリノアが問うと、先輩侍女は苦笑する。






「まあ、大丈夫でしょう。あの方は普段から鍛えておいでだし、オリバー様たちもついているから体調管理にも気を配られるはず。そうそうのことではお倒れになったりはしないわよ」

「……」

「昨日、宮廷のほうの執務室に衣類をお届けに上がった時、侍従に王子のご様子を聞いたけれど、普段通りだったそうよ」

「……そうですか……」






　しかし心配ないという先輩侍女の言葉にも、エリノアの心は晴れない。この騒ぎの元はエリノアである。ブレアだけでなく、王宮のすべての人々に迷惑をかけていることをまざまざと感じて。とても心苦しかった。






「…………」

「あらあら、そう深刻な顔しないでエリノア。私たちが気を揉んだって仕方がないのよ。王宮内はひっくり返したような騒ぎで仕事もどうなるかわからないけど……とにかく私たちはここで普段通りに職務にあたりましょう。お疲れになったブレア様がいつ戻ってこられてもいいようにね」

「……はい……！」






　先輩侍女の言葉にエリノアはグッと奥歯を噛むと、ぶんぶんと頭を縦に振った。

　ひとまず今エリノアが国のためにできることはそれしかなさそうだった。せめて己の仕事は万全にしようと決意する。

　そうしてエリノアは鼻息荒く掃除道具を担ごうとする。と……ああそうそうと先輩がエリノアに顔を向ける。






「あなたのことをハリエット様がお呼びだったわ。暇な時でいいから顔を見せて欲しいそうよ」

「王女様が……？　ご予定がおありのはずでは……」






　一昨夜王女と話をした時は、今後は王太子と様々な行事に参加するから忙しいと言っていたのだが──。

　先輩侍女は困ったように笑いながら言う。






「この騒ぎですからね、いろいろと行事も延期や取りやめになって。滞在中のお客様たちも多くが帰国を延ばすことにおなりなのよ。今下手に出国して〝あれ〟を持ち出したと疑いをかけられても困るでしょう？」

「そうなんですか……？」






　それを聞いて、目を見開いたエリノアの眉がしょんぼりと下がる。

　こんな事態に巻きこまれてはハリエットもさぞ困っていることだろう。

　脳裏には、可憐な王女が愛しい王太子にも会えず、楚々と泣き崩れ、「どうしたらいいの？」と、嘆く様が思い浮かんだ……。






「…………」

「今日はブレア様がいらっしゃらないから重要な仕事は少ないし……あらかた片付いたら行って差し上げなさい」

「……わっかりました！」






　エリノアは拳をぐっと握り、しっかりと頷いた。

　急に気合に満ちた顔になったエリノアに、先輩侍女がやや不審そうな顔をしている。

　そんなこととは知らず……エリノアは胸に誓う。






（…………お役に立つぞ！）






　侍女魂に火が着いた。






　……おそらくエリノアは……






　弟属性生物だけでなく、か弱げな女性にも弱かった……。

















13　エリノアは、ハリエットの傍らにユニコーンを見た。












　エリノアがハリエットのもとを訪れると、王女は彼女をとても歓迎してくれた。






　……のはいいのだが……






「……あの……これはいったい……」






　エリノアはぎこちない顔で聞いた。

　何故だかハリエット滞在中の貴人の間の奥で、両手を横に広げ、立たされている。

　別にエリノアが失態を犯したとか、罰を受けている……などというわけではない。

　しかし……。

　傍のテーブルの上には、エリノアのエプロンや彼女が持ちこんだ様々なものが広げられていて、それを興味深げに眺めているのはハリエットだった。

　王女はあらまあ……と、いささか呆れをにじませた微笑を浮かべてエリノアに問う。






「エリノアさんったら、いったいここに何をしに来ようと思ったの？」

「えぇっと……」

「ホウキにチリトリ、雑巾バケツにブラシが大小数種類。裁縫道具に鉛筆とメモ、焼き菓子に飴玉の袋……に……猫じゃらし……？　あら？　この瓶たちは何かしら？」

「粉石鹸や洗剤のようですね」






　王女が不思議そうな顔をすると、傍にいた冷静な顔の王女付き侍女が間髪入れずに答える。それを聞くと、王女はまたあらあらまあと言った。






「わたくしは遊びにいらっしゃいという意味でエリノアさんを呼んだのだけれど……」






　何故か大量の掃除道具を抱えて現れたエリノア。普段から冷静なハリエットは冷静なままだったが、それでも驚いてはいたようだ。やって来たエリノアの格好は、ちょっと荷物を抱えすぎの夜逃げ人といった風体で。

「ちょっとお友達が遊びに来るから」としか主人に聞かされていなかった王女の侍女たちは、現れた娘を相当怪しんだ。

　あまりに不審だったのか、彼女たちに服以外の全ての持参品を身包み剥がされて。テーブルの上に並べられたという次第であった……。

　ハリエットが小首を傾げながら言う。






「わたくしがお掃除をしてほしくて呼んだと思ったの？」

「えっと……」






　エリノアは視線を泳がせる。

　ハリエット王女のために何かせねばと思ったのだが、とりあえずすぐにできることが掃除しか思い浮かばなくて。

　しかし王女の反応を見て、やはり間違いだったかとエリノア。

　これだけあれば何かしら王女の役に立つものがありそうな気がしたのだが、逆に不審がられる結果となった。

　それをそのまま言うと、王女ばかりか彼女の侍女たちも呆れた様子でエリノアを見る。エリノアは焦った。……やばい、王国侍女の評判を下げてしまっただろうか。






　……因みにだが……。

　テーブルに並べられた持参品のうち、飴は以前騎士オリバーに貰った残りで、猫じゃらしは通勤途中の草はらで見つけ、つい魔が差して……後でグレンと遊ぼうと思ってポケットに突っこんでおいたものだった。やめておけば良かったとエリノアは後悔した。特に猫じゃらしを……。






　エリノアは立たされたまま、すみません！　と嘆く。






「正直なところ……高貴なお方と〝遊ぶ〟というのが分かりませんで……」






　恥ずかしくなりながらエリノアはおずおずと言った。

　ルーシーのような気心の知れた相手ならまだしも、ハリエットのような王族女性に呼ばれて、王女と侍女である自分とが共に〝遊ぶ〟なんて。まったく想像がつかなかったのだ。思い浮かぶことといえば、給仕や掃除といった身の回りの世話くらいなもので……。

　気まずげなエリノアに、ハリエットはくすりと笑う。






「いやだわエリノアさん、そんな……動きがカクカクして面白い……何もしやしないわ、そんなに緊張しないでちょうだい」

「……はぁ……さ、さようですか………………で……あのぉ……？　さっきからこの方たちはいったい何を……」






　びくびくとエリノア。

〝この方たち〟とは、今現在、エリノアの周りで巻き尺や物差しを手に彼女の身体のサイズを測っている人々のことである。

　と、王女はこともなげに言う。






「あら採寸よ。予定がなくなってしまったし、ドレスでも仕立てさせようかと思って。エリノアさんの」

「…………え？」






　聞けば、やはり、この度の聖剣騒ぎのあおりで王女が舞踏会後に予定していた行事のほとんどが流れてしまったのだと言う。かといって、聖剣の所在が不明となった直後の今、ハリエットのような異邦人は下手には動けない。王国は聖剣の流出を恐れているから、王太子の婚約者であったとしても、この件には表立って関わらせてはもらえない。

　つまり、じっとしているのが一番賢明なのだとハリエットは寂しそうな顔で言った。






「下手なことをして王太子殿下にご迷惑をおかけするわけにもいかないでしょう？」






　だからエリノアに付き合って欲しいのだというハリエットに……それを聞いたエリノアは、なるほど、と神妙な顔で彼女を見た。

　憂いをにじませた横顔でふっと遠くを見て、王太子を想う様子のハリエットの健気さに再びキュンと侍女魂を刺激されてしまうエリノア。

　彼女の目から見ると、ハリエットは麗しい乙女そのものであった。件くだんの義理の姉くらいしか若い貴族女性と親しくないエリノアは、ダメだと思いつつ……つい彼女とハリエットを比較してしまい──……比較対象が物凄く規格外の猛獣お嬢様すぎるのはまあ置いておくとして……。

　ハリエットの気品と可憐さには心底感動してしまった。

　王女の傍らに純白のユニコーンの幻でも見えそうなエリノアであった。






（……麗しい……すてき……）






　──が。

　エリノアは知らない。

　その実、ハリエットがレースのハンカチで切なげに目元を押さえながら――






『……この騒動の隙にこの子と親密になっておこうっと。王太子様より先にお姉様って呼ばれたらあの方悔しがるかしら、うふふ楽しみ』

『それとなく王族にも耐性をつけさせて、さりげなく作法を仕込んで、一緒に行動して王家との親密さを社交界にも周知させなくては……だって、未来の義妹（予定？）だもの。未来の王妃候補のわたくしがしっかり仕込まないと』

『こういう仔リスみたいな子は周りにいないから、なんだかとってもうきうきしちゃう』






　……などと……思い切りうきうきと、がっちりエリノアを抱きこむ作戦に思いを巡らせている……などとは。思ってもみなかった。






　実は……既に配下に命じ、エリノアの身辺を探らせたハリエット。

　何気に抜け目のない王女は、彼女が城下町の小さな家で、弟と……それに、何やら奇妙な連中と寝食を共にしていることを承知している。……その中には若い男がいて、どうやら近所の商店の息子がエリノアに気があるらしいという噂も……とうにつかんでいるのだ。






「ふふふ」






　それら諸々を吞みこんで。

　ハリエットは儚げな佇まいでエリノアに微笑んで見せる。（→エリノア、ずきゅんと心臓を射抜かれる）






「エリノアさん……一緒に、いてくれるわよね？」






　そう乞われたエリノアは、真っ赤な顔で拳を握った。






「は、はい！　時間が空いた時は、ぜ、絶対に参ります！　いえ、時間を作らせていただきます！」






　何も知らないエリノアは鼻息荒く前のめりで頷いた。

　忙しい王太子の代わりに王女をもてなすんだ！　……という決意に満ちたエリノアを──

　周囲の王女の侍女たちは『なんて乗せられやすい娘だろうか……』とやや呆れ顔で見て、さらに可憐な顔をして娘をころころ転がしている自分たちの主に、やれやれとため息を落としている。






　そんな侍女たちの呆れを感じながら……だって、とハリエット。

　ブレア様に恋敵なんて、面白そうなことこの上ないじゃないの。






　……もちろん最後には、王家の為にも自国の為にも、全てブレアに掻っ攫わせる気満々のハリエットである。

















14　侍女たちの嫉妬と、疾走する誘拐犯（熊）












　王女と過ごした時間は楽しかった。

　採寸が終わると、解放されたエリノアは王女に茶をすすめられる。

　果実のような香りの茶を飲みながら会話をしていると、王女の背後にすえられた立派な書棚につい視線が吸い寄せられた。

　美しい装飾がさり気なくあしらわれた書棚は飴色で、収められている書物の背表紙も色とりどりできれいだった。

　思わずぽけっと見とれていると、視線に気がついたハリエットが立ち上がり、書棚からいくつかの書を差し出してくれた。






「気になる？　これはすべて王太子様からの贈り物なの。興味があるなら読んでみるといいわ」






　王太子からの賜り物と聞いたエリノアはとても恐縮したが、ハリエットは構わないと言ってエリノアの前に書物をいくつか並べてみせた。

　物語から詩集、画集や図鑑まで。どれも装丁が凝っていて見惚れるほどに美しい。

　まずハリエットが手渡してきたのは、貴婦人が好みそうな花の図鑑。あまりに品の良い佇まいにおそるおそる表紙をめくったエリノアだったが、中身を目にしてしまうと一瞬で恐れを忘れてしまった。さすが王太子が他国の王女に贈る品なだけはある。本物の花がそこにあるかのような精緻せいちな手書きの絵は、目を瞠るばかりのものだった。

　エリノアは夢中で頁をめくっていたが、ふと、感心したように言った。






「このお花はこんな名前なんですねぇ……知りませんでした」






　楽しげにぴかぴかした顔に、ハリエットも嬉しそうに目元を和らげる。






「気に入ったのなら貸してあげるわ。とても詳しいから面白いでしょう？」

「い、いえそんな……」






　王太子からの賜り物を借りるなんて恐れ多すぎるとエリノアは首を振る。それに、素晴らしい図鑑にはとても興味があったが、現状そういったものを家でゆっくり眺めている余裕はなさそうだった。さらに言えば、家に持ち帰って、いい性格の黒猫グレンに戯れに爪で引っかかれても困る。






「でも……本当に素敵ですね。絵も繊細できれいですけど、野花から遠い国の植物まで……こんなに詳しく載っている書物は初めて見ました」






　見ていると心が無心になって、あれやこれやと感じていた心配事が少しだけ和らぐような気がした。ほうっとエリノアがため息をつくと、王女が微笑む。






「そう？　じゃあ好きなだけ見ていってちょうだい。でも、わたくしともおしゃべりしてくれると嬉しいわ」

「は、はい！」






　そうしてエリノアは、図鑑やそのほかの書物を広げて王女と楽しく、興味深く会話を楽しんだ。

　しかし──エリノアは。

　美しく優しく、そして賢い王女に惚れ惚れと夢見心地すぎて……思いのほか長居しすぎてしまった。

　時間が許す限りは、多忙な王太子に代わり、できるだけハリエットの相手をしようとは思っていたものの……気がつくとブレアの居所を出てからもう既に二時間ほどが経っていた。

　言われるままに王女が子供の頃から好きだという女性冒険家の物語を朗読していた時、その音を聞いてエリノアはハッと顔を上げる。






「あれ……？　今……鐘の音が聞こえませんでしたか!?」

「あら本当ね、ごめんなさい随分引き留めてしまったみたい」






　微かに聞こえる城下の鐘の音の数に、エリノアは慌てて手にしていた本を閉じて。ガバッと頭を下げる形でハリエットにそれを差し出した。






「私こそ申し訳ありません、長居いたしました！　私はそろそろ持ち場に戻りませんと……」

「そうね、今日は本当にありがとうエリノアさん。とても楽しかったわ、ぜひまた来てくれると嬉しいのだけれど」






　にこやかに言うハリエットに、エリノアはもちろんと大きく頷いて。それから深々と頭を下げてから、娘はハリエットの部屋を飛び出して行った。






「うふふ。可愛らしいわ、ねぇクレア」

「……随分とお気に召したようですね」






　転がるように出て行くエリノアに、にこにこと手を振るハリエット。彼女の言葉に侍女の一人がそう応じるが……しかし娘がいなくなると、それまで無表情だった王女の侍女が気に入らないとでも言いたげな顔をした。






「でもハリエット様……あの方、王家に入るには落ち着きがなさすぎるのでは？　それに……勉強不足も少々気になります」

「あら……なんのこと？」






　侍女の言いように王女が軽く目を見開く。






「だって……〝この花はこんな名前なんですね〟なんて……あの方が見ておいでだったのはマドンナリリーですよ？　マドンナリリーはこの国の王妃殿下のお好きな花ということで有名です。その名を知らないなんて……王宮侍女として失格なのではありませんか？」

「……」






　口を尖らせる侍女に……ハリエットは──。






「ふふ……」

「ハリエット様？」






　クスクスと笑いだした王女に、侍女が怪訝そうな顔をする。






「あなたったら……」






　ハリエットは一瞬で彼女らの思い違いをさとって。

　王女は笑いながら、エリノアが見ていた図鑑を指さした。






「分からない？　……これはクライノートの本じゃないのよ」

「……え……？」






　示されて、やっと、表紙に並ぶ文字が遠い北の国のものであることに気がついた侍女が目を瞠る。

　ハリエットは微笑み、次に、エリノアが最後に朗読していた別の書を持ち上げて見せた。






「こちらは我らがアストインゼルの文字で書かれた書物。……クレアったら、気がつかなかったのね？　あの子はこの部屋に来てからずっと我が国の訛りで喋ってくれていたのよ」






　言ってやると侍女はさらに驚いたようだった。






「……そういえば……、……気がつきませんでした……」






　彼女たちの母国はアストインゼルという、クライノート王国とは海を挟んだ向こうにある国家である。

　アストインゼルの公用語はクライノートとは違うが、もともと言葉のルーツが同じで、互いに似通った部分が多く、話し言葉としてはあまり変わらない。

　ハリエットは普段、周りに自国の者しかいない時には母国語で会話をしているが、王太子などクライノートの者の前ではこの国の言葉を使っている。

　今日ももちろんエリノアともクライノートの言葉で話そうと思っていたのだが……

　しかし現れたエリノアは、初めの挨拶からのすべてを、ハリエットの国特有の言いまわしや発音を使ってくれたのだ。ハリエットはすぐにそれに気がついて、その巧みさに感心し、エリノアの心遣いに喜んだ。王女はあえてそれを指摘するようなことはせずにその会話を楽しんだのだが……

　ゆえに侍女たちは、迂闊にも娘が母国の言葉で喋っているということにも気がつかなかったらしい。

　いつも優秀な彼女たちにしては珍しいことだと王女は思ったが……おそらくそれは、侍女たちのエリノアに向ける対抗心のようなものがその目を曇らせたのだろう。

　侍女たちはハリエットの傍付きであることにとても誇りを持っていて、最近その王女が目をかけはじめた王国侍女のことが気になって仕方がないのだ。

　それを察したハリエットは、困ったものねと内心で苦笑しながら、続ける。






「彼女、わたくしたちの言葉がとても上手だったでしょう？　だからわたくし、わざとクライノート公用語で書かれた書物は出さなかったの。あの子がどの程度語学ができるかも知りたかったし……。これはすべてアストインゼルや他国語で書かれたものだったのよ」






　ハリエットのイタズラっぽい顔に侍女が瞬く。

　よくよく見れば、テーブルの上の本はすべてが別々の言語で書かれているものばかりだった。

　ということは、と侍女は呆れたような顔をする。おそらく娘が書棚に興味を持ったのも、ハリエットがそれとなく誘導したことだったのだろう。ハリエットが彼女に勧めたテーブルの席は、ちょうど書棚の正面。そこに座れば自然とそれらが目に入る。






「ハリエット様ったら……」

「うふふ、あなたが言う通り、クライノートの侍女があの花を知らないなんてことはもちろんあるはずがない。そうではなくて……あの子は、この文字を読み、そこに書かれていた他国名を見て〝こんな名前で呼ばれている〟と言ったんだと思うわ。そのためにはまず、文字を読めていることが前提でしょう？　勉強不足なんてとんでもない。わたくしの見た限りでは、彼女はきちんと北の文字を理解していたし、それに……最後の朗読。あなた、彼女が我が国の文字を読んでいるなんて気がつかなかったでしょう？」






　王女の言葉に侍女は苦い顔で黙りこんだ。

　つまり侍女は、エリノアの朗読があまりに自然であったために、それがアストインゼルの言葉だとも意識しなかったのだ。

　クライノートとアストインゼルの口語は確かに共通点も多く、互いの言葉をしゃべることができる者は珍しくない。

　しかし……それが読み書きとなるとそうもいかない。

　文字に限って言えば、同じルーツを持つものの、それぞれの文字は、それぞれの大陸でまったく違う発展をとげ、今ではほとんど別の代物である。

　エリノアのようにきちんと朗読をして、その言葉を公用語として使う人間にすら違和感を感じさせないなどということは、しっかりと教育を受けた人間にしかできない芸当であった。






　ハリエットは満足そうに笑う。






「亡き伯爵によほどしっかりと教育されていたのね……これでも見所がないと言えて？　作法は王宮で仕込まれているはずよ。だって王宮侍女なんですもの。そのほかの貴族のあれこれはこれからでも十分でしょう？」

「……確かに、そうですね」






　今度は侍女も頷いた。

　それを見て、ハリエットはくすりと漏らす。






「元気の良さは……それはまあ、あの子の個性だから。王宮作法に合わせて消してしまおうなんて考えたら……叱られるかもしれないわよ。ブレア様に」






　だってそこが好きなのかもしれないじゃないと、ハリエット。どうにも楽しくてたまらないと言いたげな王女の顔に……侍女たちは目をまるくして顔を見合わせた。









　　　　　＊　＊　＊









　──エリノアは急いでいた。

　上役たちに見咎められない程度……〝走る〟と〝歩く〟のちょうど境目くらいの早さで、ブレアの住いを目指していた。






（早く戻らないと……）






　もちろん許可は得て出たわけだが、少し長居しすぎたような気がして。気がとても急いていた。






　家が没落して以降、ああいった書物は王宮で目にはすれど、手に取ることは許されず。もちろん高価な外来品の書物など、今のトワイン家ではとても手は出ない。

　懐かしさもあったし、朗読すると王女がとても褒めてくれるものだから、のせられやすいエリノアはついつい没頭しすぎてしまい──廊下の窓の外は、もう少しオレンジ色に変わってしまっていた。

　いや、先輩侍女の話では、ブレアは今日も戻らないかもしれないということであったから、別に急ぐ必要はないのだろうが……

　もしかしたら、とエリノア。少しくらいならブレアが帰ってくることもあるかもしれないではないか。

　せっかくならば、その時にはその場にいて主人の顔を少しでも見ておきたかった。






（ああ、しまったなぁ……）






　と、エリノアが悔やむように窓の外を見た時だった。






「──おい」

「え？　──っ!?」






　突然声をかけられて。振り返ろうとした瞬間、ぐえっと口から踏まれたカエルのような声が出た。

　──唐突に、何者かに首の後ろを引っ張り上げられていた。エリノアは、目を白黒させている。






「く、くるし……な、何!?　あ！」

「のんきな間抜け面が鬼顔で歩いていると思ったら……やっぱりお前か！」






　途端げらげらと笑う声。

　その失礼な熊……もとい、オリバーの声に目を瞠るエリノア。オリバーは、軽々とエリノアを持ち上げたまま、は、しまったと叫ぶ。






「こんなことをしている場合じゃなかった。お前な、変顔で猛進するのやめろよ、まるで不審者だぞ」

「…………」






　つい笑ってしまったじゃねーかと難癖つけて来るオリバーに、エリノアはあからさまなムカつき顔で男を睨む。が──……






「……ぇ？　え？　な、なんですか!?」






　気がつくと、オリバーにヒョイッと肩に担がれていた。荷物さながらに持ち上げられたエリノアが、ギョッと顔をこわばらせている。






「ちょ、え!?」

「じゃあ行くか」






　のんきな熊は、にかっと八重歯を見せて笑うと、エリノアを抱えたまま唐突に──駆け出した。






「ちょ……ひぃいいい!?」






　エリノアがおののいて叫ぶ。

　長身で足も長いオリバーが走ると、そのスピードはかなりなもので……エリノアの全速力とは比べ物にならないくらい速かった。その肩の上に、がっちりしたオリバーの腕で固定されたエリノアは……あまりの振動に青ざめて男の背にしがみつく。

　物理的な恐怖もあったが、唐突な熊男の行動の意味不明さがまた怖かった。






「ぎゃーっっっ！」






　エリノアの悲鳴が王宮の廊下にこだまする。

　が、オリバーはそんなものなど少しも意に介せず。疾走しながらも、少しも息が乱れない平然とした顔で、エリノアに何やら説教をしはじめた。






「お前な……ちゃんと居所でブレア様の帰りを待ってないとダメだろ……ブレア様は例の物が消えてから、不眠不休、食事もそっちのけで働いておいでなんだぞ？　それがだ、今日になってお住いに戻られるっつーから、やっとお休みになられる気なのかと思ったらだな……」






　オリバーはブツブツ続ける。






　──昼間の会議が終わった直後、王宮に戻ると言ったブレア。

　昼食時には少し遅いが、やっと休む気になったのかと安堵したオリバー以下ブレアの配下たち。

　王子はことの始まり以降、ずっと寝てもおらず、淡々と仕事に奔走していて。彼らもそろそろ、その身を案じて気を揉んでいたところであった。






　……のだが。

　王子は王宮の己の住いにたどり着いたかと思うと、慌てて主人を出迎えた侍女たちを見渡して、一瞬ムッと黙りこむ。

　そして何を思ったのか……そのまま無言で身を返し、今出て来たはずの宮廷の執務室へさっさと戻って行ってしまったのである。その謎行動には――居合わせた者たちすべてがぽかんと口を開けて唖然としてしまった……。






　やれやれとオリバー。






「……あれは思うに……おそらくお前の顔を見に戻られたんだな……で……なんでそういう時に居ないんだよお前は!!」






　オリバーは肩の上の娘に恨めしげに言った。






　が……。

　全速力で走る熊男の肩に担がれて。思い切り目を回し気味のエリノアには、それは何も聞こえてはいなかった。






「ひぃいいいいいい！　落ちる落ちる落ち……ぎゃぁあああああ!!　ゆ……」






　誘拐犯!!　……と……。






　聞こえるのは自分の悲鳴ばかりなのであった。

















15　複雑な騎士心












　その頃――






「──あれ？」






　テオティルは……はたと顔を上げた。






「あら、どうかした？」






　突然フリーズした聖剣の顔に、傍でせっせと夕食の支度をしていたコーネリアグレースも手を止める。

　見れば、エリノアの言いつけに従順なのをいいことに、こまごまと家事を手伝わせていた青年の形をした聖剣は、部屋の隅で豆を剥きながら首をかしげフリーズしている。






「……今…………なんだかエリノア様に危機が訪れているような……」






　何かを感じ取ったらしいテオティルは、虚空をじっと見つめている。

　と、コーネリアグレースが「あら」と困ったように言った。






「嫌だわ、今、鍋を火にかけたばかりなのに……まあでも王宮に討ち入るなら仕方ないわね」






　言いながら、何故かそそくさと炊事場の棚からすらりと包丁を取り出すコーネリアグレース。その口は、「今日の得物はこれでいいわ」などとのたまっている。……どうやら、愛用の金棒は磨いたばかりで使いたくないらしい。






「──で？　エリノア様の敵はいずこ？」






　女豹母の好戦的な青い瞳が、包丁と共にきらりと光る。






　しかし。

　テオティルは、眉間に小さなしわを寄せたまま、うーん、と今度は反対側に首をひねる。






「……………………あれ？　気のせいでしょうか……？」






　よく分からない、と困ったような顔をするテオティル。






「ちょっとテオ坊、どっちなの？　危機なの？　討ち入るの？　それともまたエリノア様が仕事でドジっただけ？」






　包丁を握りしめたままやきもきしているらしいコーネリアグレースに、しばし無言だった聖剣は……真顔で首を振った。






「……なんだか主の悲鳴が聞こえた気がしたのですが……途中からエリノア様の感情が何やら変な怒りに変わったようです。とても力強い怒りなので大丈夫かと」

「まあ……エリノア様ったら仕事中にいったい何をキレているのかしら……人騒がせな……」

「いえ、主様は生命力に溢れています、よいことです」






　何故か誇らしげな聖剣。






「はーまあそう？　まあ負の感情は好きだけどねぇ、なんだかエリノア様の怒りはドロドロ加減がイマイチなのよねぇ……あの方すぐ怒っていたこと忘れるみたいだし……」






　基本的に根があっけらかんとしているんでしょうねぇ……と、コーネリアグレースがいささか残念そうに、ぎらぎら光る包丁を元の位置に戻した……。






　──その頃。






　エリノアは、オリバーの背中でぐったりしていた。






　続く縦揺れ。直で伝わるその振動。

　時々何かをビョンと飛び越えるような浮遊感と着地の衝撃。

　角を曲がる時にかかる放り出されそうな遠心力……。

　それらの連続に、エリノアはほとほと疲れてしまった。






「…………」






　叫ぶのにももう疲れて。

　もはや逆さづりのヤモリのように、熊男の広い背中に張り付いていることしかできないエリノア。

　担がれ、逆さに見える視界には騎士の制服。──ああこれ、私が繕ったやつだなぁ……と、思うと、なんだか余計に腹が立った。その縫い目のわずかな凹凸が、鼻やおでこをこすって何気に痛い。

　もし、とエリノアは思った。

　……もしこの先、万が一、自分が聖剣を剣として握ることがあったら。

　きっと──……。

　まずは絶対に──……。






（……ぜっっったいにっ！　最初に騎士オリバーに挑んでやる……！）






　……もちろん負ける気しかしないのだが。きっとエリノアの怒りは伝わるに違いない。






　担がれたまま、隠れ勇者がそんなふうに怒っていると……不意にオリバーが足を止めた。

　そしてあろうことか、オリバーはやれやれとエリノアをその場に放り出したのだ。ぽいっと廊下の真ん中に転がされて、エリノアの無言の怒りはいっそう高まっていく。

　オリバーは自分の首を押さえコキコキと鳴らしながら言う。






「はーやれやれ。お前、抱き心地以前に担ぎ心地が悪いな。この間やった飴はちゃんと食ったのか？　もうちょっと太ってこいよ。もっと柔らかいほうが好きだぞ俺は」

「…………（殺）」

「なんだその恨みがましい涙目は……笑わせるつもりか？」






　からからと笑うオリバーをエリノアが横目で睨んでいる。






「…………騎士オリバー……笑死ってあると思いますか？」

「はははは」






　あったら幸せかもしれんなと笑うオリバーに、殺気を放つエリノア。






　さて、そんな二人がいるここは、王宮内のブレアの住いの前だった。

　あまりに唐突な出来事に、いったい自分がどこに連れて行かれるのかと怯えたが。なんだ、ここだったのかとほっと安堵したエリノアである。






　だが、オリバーの意味不明な行動には怪訝さが募る。

　彼が連れてきたかったのがここであるというならば、何も荷物のように高速で運搬してくれずとも、エリノアは自分の足で帰ってくるというものだ。

　いったいなんなんだ、これは新手の嫌がらせか。

　まあそうであってもなんら不思議ではない。彼らブレア大好き筋肉っ子たちには、今までにもエリノアは散々嫌がらせのような面倒な仕事を押し付けられてきた。時々優しいこともあった気がするが、なんだろうか、また気が変わったか。

　怪しむようにエリノアがオリバーを見ていると、不意に男が、おい、とエリノアを指差す。






「お前……できるだけここを離れるな。勤務時間中はずっといろ」

「え？　でも……私、王女様にお呼びいただいていたりして……王太子殿下がお忙しい間お相手したくてですね……？」






　オリバーの爆走中の話がまったく聞こえていなかったエリノアは、何ゆえ？　と首をかしげる。

　するとオリバーのほうも、王女と聞いて渋い顔をした。






「……ハリエット王女か……」






　王太子やブレアにも大切にされている彼女に望まれれば、拒む手立てはエリノアにも、オリバーにもない。騎士はため息をつく。






　第二王子の立場を第一に考えるこの男は、ブレアがエリノアに入れこむのには本当は反対だ。彼のパートナーには、もっと力のある、非の打ち所のない家柄の娘が相応しいと思っている。そうでなければ、側室妃やクラウスのような輩につけ入る隙を作ると思っているのだ。






　……が。






　その王子が、忙しい職務の隙間に寝食をおいて、この娘の顔をわざわざ見に戻ったことを考えると……。

　彼としても……できることならば、ブレアに娘の顔を見せてやりたかった。






　──実は……エリノアを担ぎ王宮を走っていたオリバーの足は、はじめはブレアがいる宮廷方面に向かっていたのだ。

　しかし。

　彼はそれを途中で断念した。

　何故ならば、このような有事に――宮廷のものたちが消えた聖剣を追って、しかし成果が得られずにピリピリと殺気立っている現状。執務室にのこのこと娘を連れて行けば、このような時に女を連れこむなど何事か、と……下世話な想像を勝手にして騒ぎ立てる輩が必ずいるからだ。

　そういう話は不思議とクラウスのような政敵陣営にすぐに伝わってしまう。






　──いろいろと思い巡らせ悩んだ結果、結局彼はエリノアをこの場所に連れ帰るに至る。






　やはり今、ブレアの仕事場に娘を連れて行くのはまずい。

　けれども、あれだけ働き詰めのブレアが、一時己の住いに戻るのならば誰も咎めることはない。

　そこで彼がわずかな時間を彼の侍女と過ごそうが、誰も文句を言えないはずだった。――いや、文句を言うやつがいたら、誰であろうとも今度こそ仲間全員引き連れて、ぶっ飛ばしに行こうと、思うオリバーであった。






　──……のだが。






　オリバーはモシャモシャと己の焦げ茶の短髪をかく。

　そうは言ってもだ、当の二人が行き違ってしまっていては元も子もない。






「……あー……まったく……タイミングよく居てくれよお互いにさぁ！」

「？　な、なんですか？」






　突然呻きだした熊男にエリノアが身構える。






「……」






　住いの奥の静まりようを見て、どうやらブレアが居ないらしいと察したオリバーは、思い切りため息を吐く。






（まあそうだよな……さっき戻って来て、それでまたすぐに戻るなんてこと……あの仕事の虫みたいなお方がするわけないよな！）






　……とは思いつつも……。

　横目で下を見ると、怪訝そうな顔で己を見上げているエリノアの姿。その顔を見ていると……なんだか無性に腹が立ってきた。






　そしてオリバーは……






　唐突に──……

　エリノアの両頰をむぎゅっといきなりつまみあげた。

　途端、エリノアがぎょっと目を剥く。






「な、何ぃっ!?」

「……なんでこんなに伸びるんだ？　必要なところには肉がないのになぁ……」

「！　もっ、もぎゃぁああああっっ！」






　目を三角にして怒り狂うエリノア。届きもしないのに、両手を振り回して、オリバーに軽くあしらわれている。

　その珍獣具合を見ていると、胸のうちの腹立たしさが笑いの虫にでも食い尽くされて消えていくような気がした。






「…………（こいつ相手に怒るのってなんか難しいな……）」






　ま、仕方ないか、とオリバーはエリノアの頰からパッと手を離してしんみりした顔をした。






「……ま、うまくいかないならそれはそれで仕方ないか……そういうものはタイミングだし……もともと無理のある取り合わせだしな……」

「え？　何……？　私と……肉が……？」※エリノア、自分の腹を押さえて目を瞠る。

「あの（ブレア様の恋愛）スキルなんとか底上げできねぇかな……はー……」

「……ス……？」






　自分の頰から手を離したと思ったら、この人は何故いきなり残念そうなんだろうと、エリノアがやや不気味そうな顔でオリバーを見上げている。






「はー……とにかく、ハリエット王女がお召にならない時は、できるだけここに居ろよ!?　いいな!?」

「……いや居ますけど……」






　……結局、自分が何故この騎士によってここに強制送還されてきたのかがさっぱり分からなかったエリノアであった。












「…………」






　そんないがみ合う二人を見て、憮然としている白い小鳥が窓の外に一匹。






　──ヴォルフガングである。






「……あの二人は……いったいなんなんだ？」






　男はエリノアにやけに馴れ馴れしいが、頭でもつついてきたほうが良いのだろうか。






「……いや、それはあまりに過保護な気がする……過剰な保護はかえって陛下のご機嫌を損ねるしな……」






　昨朝の膝枕＆腹まさぐり事件を思い出したヴォルフガングは一瞬ブルッと身震いする。

　もう少し様子を見るか……と、小鳥は小まるい身体に見合わぬ鋭い視線をエリノアとオリバーに向けるのだった……。

















16　続・エリノアと門番たちの攻防












　ブレアの住まいにエリノアが戻ると、一瞬何故か生暖かい空気が漂う。

　先輩たちの微妙そうな顔、やれやれという表情とため息。






「？　ただ今、戻りました……？」






　明らかに様子のおかしい先輩たちを不思議に思ったエリノアだったが……。









「え!?」






　それを聞いて、目を見開いた。






「……ブレア様……私がいない間にお戻りだったんですか!?」






　表情豊かな娘の顔が、がーんと分かりやすくショックを受けている。……が、娘はすぐに先輩侍女たちのぬる～い視線に気がついて。ハッとして、赤い顔で取り繕うように視線を斜め上の天井にサッと向ける。






「そ、そうなんですかぁ……ど、どうせならわたくしめもご挨拶したかったですのにー……」






　あ、あはは、と空回りそうな笑いを漏らしながらも……エリノアは、心の中ではとてもがっかりしていた。









「はー……」






　ため息をつきながら、パタンと木戸を閉じる。

　侍女たちの居所で着替えをすませたエリノアは、一瞬、その場で重く沈黙してから――家路に向かって足を踏み出した。






　――結局。あのあとブレアがもう一度住まいに戻ってくることはなかった。

　薔薇色とだいだい色の夕焼け空が、次第に群青色に変わリゆく中を、エリノアは裏門を目指し、とぼとぼと歩いた。






「まあ……お忙しいのだから仕方ないわよね……だいたい、それも私のせいだし……」






　ブレアが突然忙しくなったのは、もちろん聖剣が大樹から消えたせいで。

　だとしたら、それはやっぱりエリノアのせいということである。






「……」






　周囲を見れば、普段とは違い、どこか緊張した同僚たちの顔。

　言葉少なに身を潜めるような、ハラハラと成り行きを見守るような彼らの姿には罪悪感しかない。

　皆、聖剣が消えたことを不安に思い、王国の未来にも懸念を抱いている。

　エリノアはため息混じりに斜めに傾く。

　こんな時に、その当事者が、王子に会えなかったからどうだとか、のんきに考えている場合だろうか。

　そう思うと、なんだか悲しくなって。エリノアは鼻をすする。――すすりながら――……でも後悔はすまいとエリノアは黄昏時の空を見た。

　主人であるブレアのことも大切だが、家族のことも大切なのだ。その為に姉として下した決断を、今更悔いたりはしたくない。世間から見ればエリノアは〝悪〟かもしれないが、他には道を選びようがなかった。

　どう足掻こうとも、今現在自宅で聖剣がエリノアの帰りを待っている事実は変わらない。

　もう後戻りはできないのだ。決めたからには、やるしかない。






　そう決意するものの――哀愁を漂わせる空の色のせいか、侘しくて、心細くて。






　――ああ、会いたいなぁと、しみじみと心の中にその姿が思い浮かんだ。






　つい肩を落としてとぼとぼ歩いていると……そこに、ひらりと何かが舞い降りた。






「――おい」






　ふわりと耳に当たった柔らかいものに気がついて目をやると、そこに白くてふわふわもこもこしたものが、一羽。






「――とり……？」

「何肩を落としている」






　つっけんどんな言葉に、ああ、と察する。……もちろん小鳥が言葉を喋っているだけですでに異常だが、もうエリノアはその程度のことには驚かなくなっていた。






「ヴォルフガングか……」






　さすがにもう分かった。獣人→うさぎ→犬→人間……ときて……。






「今度は小鳥ですか……」






　やっぱりこの人どこかメルヘンの国の人だなぁ……と思っていると、小鳥はむすっと膨らむ。






「仕方あるまい。王宮侵入に相応しい姿を検討した結果だ」






　生真面目な小鳥の顔に、エリノアが思わず笑う。

　まあ、確かに犬やウサギでは野良としてつまみ出されるだろうし、人というわけにもいかない。

　今にもピヨピヨ言いそうな顔で、渋い声を出す小鳥がなんだかおもしろ可愛くて……。

　少しだけ心細さが紛れたような気がした。……と、小鳥ガングはイガイガした顔をこちらに向ける。






「おい……ニヤニヤしてこっちを見るな！　……暗くなる前に帰るぞ」

「うん……よーし……じゃあ元気に帰りますか……！」






　少しだけ前向きな気持ちになったエリノアは、肩にヴォルフガングを乗せたまま気合を入れ直した。そしてそのままの気合の全速力（遅い）で、一気に裏門めがけて駆け出した。

　そして一瞬、いいんだ、きっと明日には会える！　これからの働きで償うんだ！　……と、ぐっと目を閉じた瞬間に――






「！　お、おい馬鹿止ま――」






　少々慌てたようなヴォルフガングの声が聞こえて……






　次の瞬間、






　エリノアは、ビヨンと首根っこをつかまれていた。※本日二度目。






「ぐっ……!?」

「……おいこら待てエリノア」

「!?　あれっ!?」






　いつも通り駆け抜けようとした裏門。気がつくとエリノアは、今朝と同じく、再び首の後ろをつかまれ、門番たちに取り囲まれていた。大柄な門番たち四人にジト目で見下ろされてうろたえる。






「お、ぉおおお!?　お疲れ様です……？」






　どうやら――目をつむった瞬間に、彼らが手荷物検査をしているところに突っこんでいたらしい。エリノアは、空や下ばかりを見ていたし、今は他に検査を受けている者もいないしで、裏門で検問が強化されていたことをうっかりすっぱり忘れていた……。






　門番はジロリとエリノアを見る。






「お前……何、検問を強行突破しようとしてやがる……手荷物検査を受けない気か!?」

「ち、違いますよ、あの、元気よく家に帰ろうと思ってですね……」

「さては……また何か壊して荷物に隠しているな……？」

「…………え、あぇ!?」






　はなから聖剣については疑われてはいないが、別の件で再び疑いをかけられている模様。

　エリノアはそのまま門の端に置かれた簡素なテーブルの前に降ろされて、さあ荷物の中を見せろと言われ、おずおずとカバンを差し出した。

　どうして自分はこう、門番に毎回捕まるんだろう。そう思いつつ見ていると……

「どうせ今日も割れた皿とかだろー」「いっちょ今日のまぬけの証拠でも拝ませてもらうかー」……と、何やら盛り上がり出した門番たち。お前はどんだけそそっかしいと思われているんだ、というヴォルフガングの視線が痛い……。






「おい……どうする、取り戻すか？　つつくか？」






　肩の上の目つきの悪い小鳥が低く囁いてくるが……エリノアはその柔らかい頭をふわふわと撫でた。






「いや……まあ別に怪しいものなんて何も入ってないし……」






　せいぜい、例の猫じゃらしでも見つけられて（まだ持ってた）小馬鹿にされるくらいだろう。

　ここを通る使用人全てが手荷物を検められるのだから仕方がない。

　苦笑しながら眺めていると、門番の一人が面白くなさそうに、おい、壊れ物が何も入ってないぞ!?　どうしてだと、エリノアのカバンを持ち上げて詰め寄ってくる。門番からしてみれば、荷物検査をダッシュでスルーしようとしたエリノアは激怪しかったのだろうが……なんで入ってる前提なんだと、エリノアが呆れたようにその顔を見上げて……






　……──その時。






「あ」

「え？」






　エリノアと睨み合っていた若い門番が、突然息を吞みこんだ。

　青年が固まったことに気がついたエリノアがきょとんと瞬く。門番の青年は、エリノアの背後を見ていて……

　いったい何を見てそんなに驚いているのだろうと、振り返ろうとした、瞬間──。






「……近い」

「！」






　ごく短い一言に次いで、突然腰の後ろから引っ張られた。

　数歩を後退させられ、何かに受け止められて。

　門番から引き離されたことに驚いていると、こちらもまた驚いた顔をしている門番の手からエリノアのカバンが取り上げられるのが見えた。

　そしてその──エリノアお手製の布のカバンの行方を目で追って――それを持っている人物を見て、エリノアも、あっと叫んだ。






「っ──ブレア様!?」






　エリノアの目が木の実のようにまるくなる。

　目にした金の髪の青年は、相変わらずの無表情で。灰褐色の瞳は鋭く門番たちを見据えていたが……。

　エリノアが呼ぶと、その目は嬉しそうに微笑んだ。

















17　王子と裏門












　門番たちからどよめきが上がって。

　けれども、彼らを動揺させている張本人は、その渦中でも外野の野太いざわめきになど少しも関心がないらしい。

　相変わらず、寡黙で目で物を語るような佇まい。変わらぬ様子にエリノアの心には、驚きと共に安堵が広がる。

　しかし、会えぬはずだった人に会えたことに一瞬、喜びかけたものの……






（あれ？　なんで裏門なんかにブレア様が……）






　普段、高貴な人々は使用人が使うような裏門には近寄ることはない。

　エリノアもまさか、ブレアがわざわざ自分に会いに来たなどとは思いもしないもので……何故彼がここに現れたのかが分からなかった。

　エリノアはもしやとハッとした。職務上で何か粗相があったのか。エリノアの顔に緊張が走ると、その顔を見て、近くにいた門番たちもハッとする。お前……今からお叱りを受けるのか……？　という哀れむような視線が湿っぽくて不安を煽る。






（あれ？　私……今日何かしちゃった!?）






　焦り、己の就業態度を思い出そうとするエリノア。……とは裏腹に。






　ブレアは、じっとエリノアを見下ろしながら――ほっと、胸を撫で下ろしていた。






（……間に合った）






　ここでひたすら無言になってしまうところがブレアの悪いところであるが、とりあえず、王宮の敷地ギリギリでエリノアに追いつくことができたと、彼はとても喜んでいた。心の中にはふわふわと柔らかな色が広がったが、顔に出ていた微笑みはもう消えてしまっている。

　ブレアはまじまじとエリノアの顔を見つめる。

　一昨日から特に変わりはないようだ。今日もいつも通り視線が忙しくキョロキョロしている（ブレアのせい）。表情もコロコロ変わっている。……元気そうだ、よかった、とブレアは心の中で思って――思っている間も彼はひたすら無言であった。






　そのシンとした姿にうろたえるエリノア。

　しかし、聖剣探しに忙殺される中、とにかく顔を見たいという一念だけでここまで来たブレア。……会えた後のことなど何も考えていなかった。ただひたすら佇む王子の姿に、周囲で門番たちが何事かとざわめいている。






「……どうなさったんだブレア様は……エリノアを威圧しているのか？」

「最初にお見せになった笑顔は……幻……？」






　そこで一人が気がつく。






「……うっわ、キモっ！」






　突然ぎょっとした同僚に門番がどうしたと問うと、男はブレアの背の向こう側を指差している。

　そちらには王宮への小石の敷かれた道と、その両脇に刈りこまれた庭園の生垣などが並んでいるのだが……。






「あそこ……なんか騎士殿たちが物陰に隠れてるんだが……」






　見れば、綺麗に剪定された生垣の影に、やたらゴツい人影が複数。……どうやらオリバーの姿もある。

　彼らは皆息を潜め、じっとブレアとエリノアのことを見ている。その雰囲気の異様なことといったらなかった……。






「怖っ……何やってるんだ騎士が雁首揃えて……」

「……さあ……護衛……？」

「エリノア……放っておいて大丈夫か……？」

「……わ、かんねぇ」






　門番たちは、はらはらとエリノアを見守るのであった……。












「…………あの……」






　王子はじっと見下ろしてくるが……無言だ。

　普通使用人は、主の言葉を待つものだが……このままでは埒が明かない。沈黙に耐えかねたように、エリノアが意を決し、問う。






「ブレア様……あの……どうして……私のスカートの紐を持っておられるのですか……？」






　実は──それがずっと気になっていた。エリノアが着ているワンピースはウエストの後ろでリボンを結ぶタイプなのだが。ブレアは、その結び目を引いてエリノアを門番から引き離した。

　――そして、疑問なのは、それが今も王子の手に握られたままだということである……。






　エリノアが、自分が何かしでかしたのかと不安になる原因はここだ。これでは見た目、まるで自分はブレアに捕らえられた盗っ人か何かのようである。

　しかし。






「!?」






　指摘してやると、ブレアはハッとしたようだった。彼は慌ててエリノアのリボンから手を離す。顔は一気に赤くなった……が、鍛錬焼けした素肌の色に紛れ、やはりそれは分かりにくかった。






「……すまん、つい……」

「い、いえ、私は大丈夫ですが……」






　やっと解放されてほっとするエリノア。だが、結局何故自分がブレアに引っ張られたのかは分からなかった。ブレアには、特にエリノアを叱咤しようというような様子は見られない。

　ただ、少し表情が暗くなったような気がして……。






「？」

「…………」






　エリノアの不思議そうな顔に、ブレアは再び沈黙する。

　彼は、思い切り己の行動を悔やんでいた。

　ブレアとしては、ただ、エリノアが帰宅する前に一目だけでも顔を見ておきたかっただけだ。

　しかし生真面目な性質上、職務も疎かにできず……それでもなんとか作業に片をつけて戻ってみれば、エリノアはもう退出したあと。

　裏門まで来てやっとその姿を見つけるも──

　エリノアは門番の青年と顔を突き合わせていて。その近さについついムッとして、とっさに飛び出してしまったのだが……飛び出したあとで、彼はある問題に直面する。






　……すなわち。エリノアのどこに触れて門番男から引き離すかという……問題だ。

　……笑ってはいけない。

　彼は大真面目だったのだ。






　──いきなり手を握るのは──……不躾すぎる。

　──……二の腕を引くのは──あの柔らかそうなところをか!?　……無理だ。

　──では腰に手を回すのは──……もっと無理だ！






　……と、いうことで──。

　毅然とした外見からは想像もできないようなヘタレな選択を、その一秒にも満たない刹那の時間で葛藤した結果。青年が選んだのが──エリノアのウエスト後ろのリボンだったというわけだった……。






「…………」






　青年はエリノアから顔を背けると、赤くなった額を押さえて己の不甲斐なさに苦悩する。






　──なんたることだ。

　舞踏会の夜には散々手を取ったはずではないか。それ以前には抱き上げたこともあったはずとブレア。

　しかし時間を置いていざ娘と向き合ってみると、何故か気恥ずかしくてたまらなかった。






　──もしや、会いたいと思い過ぎたか。






　胸中で頭を抱えるブレア。

　会えなかったのはたった一日だ。あまりに堪え性がなさすぎるのではないか。

　しかも、とっさのこととはいえ、女人の服をつかむとは。さすがにもっと他にやりようがあったのではと悔やむ。






「………………」






　遠くでは、ブレアが無言のわけをなんとなく察したらしいオリバーたちが、生垣の影で沈痛の面持ちを浮かべている。エリノアの首の後ろにとまっている小鳥ガングは不審そうな目で王子を睨んでいた。






「あの……」






　どうしていいのか分からないエリノアが困っているのに気がついて、ブレアはため息をついて振り返る。






「いや……すまなかった」

「？　はい……」






　もう一度謝られてエリノアが不思議そうだ。

　ブレアは無礼で申し訳なかったと思っているわけだが……エリノアとしては、本日も散々騎士やら門番やらに、肩に担がれたり、つまみ上げられたりしたばかりである。粗雑に扱われることに耐性があり過ぎて、何故こんなにブレアが申し訳なさそうなのかが分からなかった。

　しかし、無表情ながら、どうやら王子がかなりしゅんとしているような気がして。エリノアはとりあえず話題を変えることにした。






「えっと──ブレア様、裏門においでなのは珍しいですね？　お忙しくなられたようですが……お身体大丈夫ですか？」






　エリノアはじっとブレアを観察する。

　ルーシー同様、その様子には、特に異変は見られない。エリノアが心配したブラッドリーの魔力に晒された影響なども感じられなかった。

　そればかりか、目立って疲労感なども見られず、やはり普段から鍛えている彼は一日二日多少忙しくてもやつれるなどということもないのだなと感心する。

　ほっとして微笑むと、ブレアもやっと安堵したような表情になる。






「大丈夫だ、お前も疲れは取れたか？」

「はい、大丈夫です」






　頷くと、ブレアも微笑んで。

　その柔らかさについ嬉しくなって、ほのぼのしていると──ツンツンと首の後ろを突かれた。――ヴォルフガングだ。






「……あ、申し訳ありませんわたくしめ、そろそろ帰りませんと……」






　名残惜しいなとも思ったが、空の色はだんだんと深い群青色に変わって行っている。……あまり遅くなると、心配した魔王とか聖剣とか女豹母とか性悪猫とかがお迎えに来そうで怖い……。

　エリノアが言うと、ブレアが真顔に戻る。






「……」






　そこでブレアはちらりと空を見て、そして、エリノアを見て、静かに言った。






「……送ろう」









　――その言葉の直後には……なんとも言えない一瞬の間があいた。






「「「……は？」」」※①エリノア、②ヴォルフガング、③門番






　王子の言葉に耳を疑うような声が重なる。幸い、小鳥ガングの声は門番たちのものに紛れた。

　ぽかんとする者たちの前で、ブレアは臆する様子も無く続ける。






「ダメか」






　その堂々たる様子に、皆黙りこんだ。ダメかって、ダメかって、ダメかって？　……と、いう戸惑いが空間を支配する。

　……ただ、生垣の向こうに隠れていた騎士連中は何やら慌ただしい様子を見せている。






「………………王子？」






　エリノアが、訝しげな顔でブレアを見上げる。※意味が分からなすぎてときめくとかそういう余裕はない模様。






「なんだ？」

「……」






　なんだじゃないですけどとエリノアは思って。でも、勇気を出して言った。






「私、歩いて帰るのですが……あれ？　城下ですよ？」






　怪訝そうな言葉に、しかしブレアは躊躇なく応える。






「分かっている。もう暗くなる、そこまででいい、ついて行こう」

「いえそこまでって……ええと……ブレア様は……王族でいらっしゃいまして……王族であらせられて……？」

「そうだが？」






　そうだが、じゃないよとエリノアは目を剥いてのけぞった。

　王子が使用人を家に送るとはこれいかに。一瞬、ブレアがあまりにも平然と言うもので、うっかり自分がおかしいのかと思いかけてしまったが、やはりおかしい。

　王子の突然の申し出を、どう受け止めていいのか分からないエリノアは。分からなさすぎておかしな真顔になってしまった。

　何故そんなことをブレアが言い出したのか以前に、そんなことはさせられないという思いが先に立つ。






「……無理です。城下は危ないです、ブレア様に何かあったらどうするんですか？」






　侍女顔で断るも、ブレアは変化のない顔で動じない。






「危ないのなら尚のことだ。それに、城下に私より強い者がそういるとも思えぬが」






　ケロリと言われて、沈黙するエリノア。

　いや、でも……魔王とかいるしな、とハッとする。






「……いえ、私は夜道にも慣れていますから。そんな……王子様をほいほい出歩かせられませんよ。何かあったらどうなさいます、突然頭上から木材とか降ってきたらどうするんですか!?」

「避ける」

「「「……」」」※①エリノア②小鳥③門番






　ああ、運動神経ものすごく良さそうだしねーと、思いながら……何故か一切引く気配のないブレアに一同沈黙。

　困ったエリノアは隣にいた門番にヒソヒソと問う。






「……どうしたらいいんですかこれ……？」

「……分からん、とにかくブレア様は何がなんでもお前を城下に送って行きたいようだ。固い意志が見える……」

「そんな……そんなことされたら、侍女頭様にあとで大目玉ですよ!?」

「当たり前だ、殺されるぞお前……ついでに言ったらそれを見逃した俺たちも多分同罪だな……」

「ひぇ!?」






　勤め人同士おののいていると、ブレアが冷静な顔で言った。






「家まで行こうとは思っておらん。それにどうせ護衛もついてくる」

「え……」






　後ろを示されて、そこでやっとブレアの後ろに隠れているオリバーたちに気がつくエリノア。

　こそこそした大所帯に気がついてぎょっとしていると、その間にブレアはエリノアのカバンを手にしたまま、キビキビとした足取りで裏門を抜けて行ってしまった。






「行くぞ」

「え!?　あ……ブレア様！　おおおおお……お待ちください！」






　エリノアは、慌てて転がるようにブレアのあとを追って行き……。

　……さらにそのあとを、少し離れて騎士たちがぞろぞろとついて行って……。






　門番たちは、呆然とその光景を見つめるのであった……。

















18　珍道中












　ゴクリ、と喉が鳴る。

　エリノアは――決意を持って、ブレアの前に立ちふさがり……渾身の力で地を蹴った。






「……っ！」

「…………」






　ダッと、王子に駆け寄って――目当てのものに手を伸ばすも──。

　それはヒョイっと、エリノアの手をかすりもせずに避けられる。ブレアの手によって。

　そのブレアが冷静な瞳でエリノアを見ながら問う。






「……エリノア・トワイン……何故飛びかかってくるのだ？」

「何故って……」






　己の全速力を軽く避けられたエリノアが、道脇でゼーゼー言いながらブレアを振り返る。

　そしてくわっと目を吊り上げた。






「ブレア様に！　私の荷物なんか持たせられないからですよ！」

「…………」

「お返しください！　お返しください！」

「……やめろ、疲れるぞ」






　再び猛然と突っこんでくるエリノア。

　ブレアはそれを見て思った。必死そうな顔で突進してくるわりに、的外れな動きの多い娘。……もしかして思った以上に運動神経が悪いのだろうか。

　……まあ、それはいいとしてだ。

　仕事帰りで疲れているだろうから荷物を持ってやりたかったわけだが……このままでは余計に疲れさせてしまうとブレアは懸念する。

　これはおそらく、頼みもしないのに背後をついてくるオリバーたちに荷を預けてもダメなのだろう。……荷物を追って、エリノアが自分の傍から離れて行ってしまっても嫌だと思い――






「私のカバンっ！」

「……仕方ないな……」






　再び赤い布を追う闘牛のようにカバンに突っこんできたエリノアを、ブレアはすっと抱きとめる。






「!?」

「……これはお前が突っこんでくるがゆえだぞ……」






　何やら、「安全の為だ」と苦悩に満ちた顔で綺麗に足をすくわれたエリノアは――。

　すぐに地面に降ろされて。――いつの間にか自分がカバンを抱えていることに気がついた。






「あれ!?」






　王子の流れるような動作で突進をいなされ、カバンまで返却されたエリノアは、棒立ちになってそれを見下ろしている。

　隣ではブレアがため息をついていて。その音を聞いたエリノアは、しまった、無礼だったかと今更にドキッとしたのだが──大丈夫、心配ない。青年はただ、柔らかい身体に触ってしまって静かに悶絶しているだけだ。






　しかし、そんなこととは思いもせず。ブレアの難解な無表情からは、彼の照れなど汲み取れなかったエリノアは、一応すみませんと頭を下げる。

　だって、忙殺されそうに忙しい王子を家路に付き合わせた挙句、荷物を持たせるなんて。エリノアの常識上あり得ない。

　荷物を取り返して少しほっとして。エリノアはやや警戒したような顔で荷物をガッチリ抱えこみ、ブレアを見ながら、なんなんだろうと考える。






（何故ブレア様はついておいでになるの？　私に何か話でもおありになる……？）






　首を傾げてブレアを見ていると、青年は静かな顔で「帰らないのか」と問うてくる。

　その言葉にそうだったと慌てて歩みを進めると、それに続いてブレアも歩く。（そして背後の騎士集団も歩く）（それをエリノアの首の後ろにとまった小鳥が、しらっとした顔で見ている。『人間は意味が分からん』by小鳥ガング）






　エリノアは少しだけブレアの後ろに下がって歩きながら、考えた。

　ブレアが自分に話があるとしたらなんの話だろうか。

　舞踏会の話か、養子に入ったタガート家の件？　それか、兄上様の婚約者ハリエット王女の件だろうか。あまり王女になれなれしくするなということか？






（うーん……分からない……まさか、ブレア様が私に好意があるとかってわけでは……）






　そんなことを想像すると、なんだか考えている自分のほうが無性に恥ずかしくなった。打ち消すように首を振る。






（い、いやいやいや……そんな馬鹿な……相手はこのブレア様よ……？　ふ、不相応すぎる……）






　ちらりと見上げるブレアの整った眉目と、雄偉な肉体から生まれる雰囲気は近寄りがたいほどに堂々としていて……いや、そんなお方相手に突進する自分も大概だなと呆れつつ……。

　では何故とエリノアはいよいよ分からなくなる。

　私は侍女で、タガート家の養女で──と、己について考えていたエリノアは――唐突にあることを思い出してハッとする。






　あれ──






　──……私………………






　──…………隠れ勇者じゃなかった――!?


















（……え？　じゃ、じゃあ、まさか……）






　エリノアはあからさまに動揺した顔で、ブレアを凝視する。






　もしや聖剣捜索中の王子は、自分が聖剣を抜いた件を思い出してしまったのではないか。

　現在、彼にかけられた忘却術の術者であるメイナードは消耗して休眠中だ。

　その影響か何かで王子は記憶を取り戻し……こうして探りを入れに来たのでは……？

　もしかしたら王子がカバンを取り上げたのも、中に何か証拠があるとでも思われていた……？






　エリノアはそこで、うっと足を止める。






（あ!?　家についてくるって……もしかして──魔王ブラッドリーのことを思い出されたから!?）






　ハッと後ろのオリバーたちを見る。

　だからあんなにぞろぞろ手勢の騎士たちがついてきているのかと思い当たり──勘違いだが──全ての辻褄つじつまがあったような気がしたエリノアは、真っ青になって──思わず道の真ん中で悲鳴をあげる。






「ひ、ひぃいいいいい!?」（首の後ろで小鳥がビクッとする）

「!?　どうした!?」






　悲鳴を聞いて振り返ったブレアが目をまるくしてエリノアを覗きこむ。驚いた彼は咄嗟にエリノアの肩をつかんでしまい──しかし……それではエリノアはすくみあがるばかりである。






「どうかしたのか!?」

「ぅ、い、え……な、なんでも……」






　心配そうなブレアに、エリノアはブルブルしながら引きつった笑みを浮かべ、ゆっくりと後退る。自然とブレアの手がエリノアの肩から離れる。






　──もし本当にそうならば……王子に、自分がそのことに気がついたと悟られてはならないと、エリノアは思った。






　しかしそんな娘の様子を見て──ブレアは思い切り動揺した。

　娘は避けるように自分から離れて行って。ビクビクと怯えるような顔で彼を見ている。






「!?　!?」






　近づこうとすると、ビクッとさらに距離を取られて。追い詰められた猫が逆ギレするような目でエリノアはキャシャーと叫ぶ。






「う、ぅうぅ……わ、わわわ私っ、ままま魔王なんか知りませんよ!?」

「ま、魔王……？」

「ぅうぅうううう……」






　何故ここで魔王などというワードが出てくるのだとブレアは首を傾げ。ガタガタしていらんことを口走りはじめたエリノアに、小鳥がやめろと首裏を激しくつつく。（キツツキ並みに。）

　当然のことながら、ブレアは意味が分からず……ただ、いきなり挙動不審に慌てだした娘を落ち着かせようと試みるのだが、エリノアはジリジリとブレアから距離をとっていて……。






（な、何故だ……!?）






　全然意味が分からなかった。（気の毒）












　……一連の出来事を見守っていた髭面の騎士が、おいと柱の陰で焦りの滲んだ声で言う。






「オリバー、何やら非常事態だぞ……!?　痴話喧嘩か!?」






　踏みこむか!?　と言う髭面の騎士に、オリバーはしらっと首を振る。






「やめとけ。なんか分かんねーけど……放っておくのが一番だ。いちいち痴話喧嘩にまで口出ししてたらいつまでもブレア様の恋愛スキルが上がんねー……俺たちは護衛だけしておけばいいんだよ」

「そ、そうか……？」






　しかし、あーやれやれというオリバーに、隣の騎士はいまだに納得がいかないという顔をしている。






「何故だ……我らが殿下が、御自ら健気にもわざわざ裏門まで追いかけて来て……そのうえ家にまで送りたいなどと過分なご好意をこうも示しているというのに……！　その好意に気がついて恥じらうとか喜ぶとか……もっと何かあるだろう!?　こう……甘い展開とかいうやつが！」






　その言葉に、オリバーはため息をつく。






「……現実的な性格なんだろうよ。……普通、王族が自分に言い寄って来るなんて夢物語、ありえないだろ……」

「な、なんということだ……せっかくの殿下の尊い恋が……」






　悔しそうにボロボロ泣きながら地面を殴る髭面騎士の暑苦しさに、やや呆れながらオリバーはまあ、と続ける。






「……実際問題、ブレア様の愛情表現も分かりにくすぎるだろ……もうちょっとあの鉄仮面なんとかしねぇと……」

「それは……………………そうだな……」

















19　安全第一、エリノア。












　──ブレアが聖剣とブラッドリーのことを思い出したのではないか。






　そう疑念を持った時、もちろん、エリノアはブレアを家に連れて行けないと思った。

　──いや、半信半疑なわけだ。

　あの見た目に反して頼もしい老将が、いくら消耗したからといって、そう簡単に魔術というものは解かれるものなのかと。

　しかし、エリノアは魔術については素人で。疑いを持ったまま、ブレアを自宅の傍まで連れて行くなんて気にはとてもなれなくて……。






　そこでエリノアは、安全第一で、回避策を取ることにした。

　つまり、ブラッドリーや聖剣がいる自宅には直接帰らずに、別の安全な場所に立ち寄って、そこでブレアと別れるのだ。






　そう考えた時……最初に思い浮かんだのはリードの顔だった。

　頼もしい幼馴染の顔を思い出し……だが、それはすぐに思い直した。

　今回ばかりは彼に頼ることができない。

　思いがけない想いを打ち明けられた昨日の今日だ。

　こんな緊急事態の混乱した頭で、しかもブレアを連れてなど。今迂闊にモンターク商店に行けば、なんらかの墓穴を盛大に掘る気がした。






（……と、なると……やはり……あそこしかないか……）






　額に浮かぶ冷や汗をぬぐいながら、エリノアはその家を思い浮かべる。

　そこはできることなら不用意には近寄りたくない場所だ。しかし、今、エリノアが自然に立ち寄れる場所は他にあてがなかった。

　それにその家がある区画はとても警備が行き届いていて、どんな輩がいるかも分からない城下町とは違い、一国の王子たるブレアを連れて行っても危険が少ないと思えた。

　エリノアとしては、我が身も大事だが、ブレアのことを危険に晒すのはもってのほかである。






（……よし）






　エリノアは決心すると、自分の肩にとまっている小鳥にこっそりと、家へ遅くなる旨だけを伝えてくれるように頼みこむ。

　連絡もなしに帰宅が遅くなれば、今度は別の危機が向こうからやってくる。魔王という名の危機が。……それはとても怖い。

　頼まれた小鳥はどうにも不満そうだったが、エリノアが急かすと不承不承飛び立って行った。

　それを見送って……エリノアは、意を決し、ブレアの背中に声をかけた。






「あ、あの、ブレア様──」












　──そうしてたどり着いた閑静な街並みの中、ある屋敷の前でエリノアはブレアに頭を下げた。






「……もうここで結構です、ありがとうございましたブレア様」






　娘に丁寧に頭を下げられたブレアは、傍に立つ屋敷を見上げる。

　風格のある石造りの館は彼にも覚えのある場所だった。






　──ルクスオアーゼ侯爵邸。つまり、タガート将軍やルーシーたち一家の住まいである。






「義姉に会うために今日はタガート家に帰る」と言う娘についてここまで来たブレアは、やや寂しそうな顔をしてエリノアの言葉に頷いた。

　――結局、ここに来るまで、二人はほとんどまともに話ができていない。

　エリノアはずっと張り詰めた顔で黙りこくっていたし、話しかけようものなら跳び上がって逃げていきそうな娘の顔にはブレアも戸惑って……。

　その結果、普段から重いブレアの口がさらに重くなり、ジリジリと後ろをついてくる騎士たちの気を大いに揉ませることとなった。

　二人は重苦しい空気を伴ったまま歩き続け、やっとエリノアの声が聞けたかと思えば……それが別れの言葉なのだからブレアが落胆したのも無理はなかった。

　彼にはエリノアが急にうろたえはじめた理由も分からず、それも不可解で、心をざわめかせていた。






　そんなブレアの胸の内などは露知らず。

　エリノアはこわばった顔で、おずおずとブレアを見上げる。






「その……お忙しいのにお付き合いいただき申し訳ありません。あの、屋敷にお寄りになりますか？」






　そう言ってタガート家の玄関扉のわきに立ったエリノアに、ブレアはいやとため息をつく。






「せっかくだがやめておこう……今はタガートも宮廷に詰めていて不在のはずだ。家長もおらぬところに私が急に訪問しては迷惑だろう。……ここで失礼する」






　そうですかと応える娘に、ブレアは黙りこんでその顔を見た。






（……う……）






　物言いたげで静かな瞳にエリノアがたじろぐ。再びエリノアの緊張がじわりじわりと高まって、二人の間の空気が張りつめていく。






「……エリノア・トワイン……少しだけいいか……？」

「は、はい……」






　ドキッとして頷いて。返事をしたものの――……その声に、エリノアが一瞬不思議そうな顔をする。

　王子の声のトーンはいつもと変わらない。だが、それがどこか寂しげに聞こえて。

　見下ろしてくる表情の乏しい顔も、何故だかしゅんと気落ちしているような気がした。






（あれ？　どうなさったのだろう……）






　秘密を暴かれるのではと怯えてばかりいたエリノアの心の中に、ふと青年を心配する気持ちが芽生える。

　ブレアの悲しそうな顔が、自分のせいのような気がして。戸惑いながら見ていると、逡巡する様子を見せていたブレアが、やはりどこか沈んだ顔で口を開く。






「……このまま帰っては何も手につかなくなりそうだから聞いておく。……先ほどは、何故叫んだのだ？」

「……そ、れは……」






　エリノアがギクリと身をこわばらせ、ブレアは真っ直ぐにその顔を見ていた。






「お前の行動の意味が知りたい。……私は何か礼に欠いたことをしただろうか」






　最後の言葉にエリノアが、え？　と、顔を上げる。






「……れい？」






　てっきり、聖剣の件で詰問されるのだと思っていたエリノア。……が、何やら違う趣旨の話が出てきて、一瞬話が見えなくなった。






「あれ？　……その、ブレア様が？　私に……ですか？」






　首を傾けて問い返すと、低い声がああと応える。






「……あれ？」






　なんか思ってたのと違う……とエリノア。

　しかしブレアは真剣な顔でエリノアの言葉を待っている。






「ええと、ブレア様は別に何も……」






　戸惑いながらもそう返すと、一瞬ブレアがほっとしたような顔を見せる。その顔に、エリノアもほっと気が緩み……かけたが。次のブレアの冷静な言葉で、再び窮地に立たされる。






「では何故叫んだ」

「うっ……」

「魔王とは？　何故そのようなことを？」

「えっ!?　…………ぇ、えー……と……私、そんなこと、言いましたっけ？」（※本当に覚えていない）






　分かりやすく動揺するエリノア。

　白々しく目を逸らす娘に、本当に、面白いくらい感情が顔に出るな、と思いながら。ブレアはじっとエリノアを見る。






「あ、あれはその、ブレア様に城下にお付き合いいただくなんて……後から侍女頭様にげんこつ喰らうなぁ、とか怖くて……あ！　魔王って、侍女頭様のことだったかもしれません！」

「……」






　泳ぎまくる目、真っ赤な額から噴き出す汗。

　──はっきりいってバレバレの嘘である。

　ブレアは思わず沈黙する。

　もし、これが配下や政敵相手などであったとしたら、きつく追求するところだ。王族の問いに対して事実を偽ることは重大な罪。事と次第によっては、相手を罰することもある。






　……が、娘の顔を見ていても、そんな気はカケラも起きなかった。

　相変わらず、うろたえさせると面白いくらいに挙動不審で、少しも怒る気が湧かない。もちろんそこには彼の別の感情が大いに関係しているのだろうが……。

　ブレアはため息をつきながら思わずつぶやいた。






「……困ったものだ、もしお前に悪事を働かれたら、私はお前を真っ当に裁けるか自信がない……」

「え!?　な、何もしてませんよ!?」






　悪事と言われてエリノアが後ろに跳び退る。……やはり挙動不審だが……それも面白く、可愛い。






「……」






　ブレアはもやっとした。少しだけ悔しかった。エリノアと自分、すでになんらかの勝負で自分の負けが決まっているような気がして。

　ブレアはやや諦めたような顔つきで腕を組み、息を吐く。






「……やはり手に入れるしか対処法がなさそうだ……」

「え？　手に……？」






　叫び、とか魔王とかいう話題から急に話がとんで……意味がつかめなかったエリノアが、何を？　と怪訝そうな顔をしている。






「……こんな時間にお買い物ですか？　もうお店は……やってないと思いますが……」

「金では手に入らん」






　不思議そうなエリノアにブレアはきっぱりと言う。

　が、彼がそれ以上エリノアに何かを問うような様子は見られなかった。






（あれ……？　ごまかせた……？）






　いや、そんなことは全然ない。ただ、心の中でブレアが折れただけだ。が、もちろんそんなことはエリノアには分からない。

　エリノアは不思議そうな顔をしてブレアを見上げていたが、ふと、視界に遠い空が映りハッとする。

　明るい太陽の光が山のなだらかな稜線の向こうに消えていくのに気がついた。それを見たエリノアは一気に焦る。

　こうしてはいられない。王子にはそろそろ王宮に帰ってもらわねば。

　あたりの暗がりの中に、彼の護衛がわんさか出歯亀っていることはもちろん分かっているが……この暗闇に乗じて何者かが王子を襲ってきたりでもしたら大事である。






「あ、あのブレア様、そろそろ王宮に――」






　お戻りくださいと、エリノアが言いかけた、その時だった。

　バンッと激しい音がして。






「!?」






　今まさに王子の身の安全について考えていたエリノアは、突然の衝撃音に、思わずブレアの前に飛び出した。






「襲撃だ!?」






　気の立った猫のような顔で身を翻した娘が、己を庇うように跳んできて……そのさまにブレアが目を瞬いている。しかし彼は落ち着き払ったまま。

　音はごく間近で聞こえたが、見るまでもなく、それが単に扉を開いた音に過ぎないことは分かっていた。……それよりも、娘の必死の形相のほうによほど驚いた。






　――と、そこへ声が叩きつけられる。






「何をしているの!?」

「う……っ」

「？」






　甲高い声にエリノアが首をすくめ、ブレアが眉をひそめる。

　――見れば、タガート家の屋敷の扉が開け放たれていて、そこから誰かがつかつかと二人に近づいて来る。






「何故お前がここにいるの！」






　その――誰かによく似た赤毛の夫人は……ブレアには目もくれず、エリノアの前に立ち、まるで宿敵を見るような目で娘を睨んでいる。が……その顔を見たエリノアは、気が抜けたように緊張していた肩から力を抜いた。






「なんだ……奥方様でしたか……」






　びっくりした……と、息をつくエリノアに、夫人は目を吊り上げる。
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「なんだとはなんなの……！　お前……よくもまあその顔を私に見せに来られたものね！　私が許すまでは家に来るなと言っておいたはずよエリノア！」

「……申し訳ありません……」






　夫人のしょっぱなから全開な戦闘態勢に……エリノアが渋い顔をして身をただす。






　この、エリノアを〝お前〟呼ばわりするご婦人は、タガート家の女主人。

　タガート将軍の夫人であり、ルーシーの母であるその人だった。

　そして……つまり、エリノアができるだけこの屋敷に近づきたくないと思っていた原因でもある。






　昔からエリノアとこの夫人は折り合いが悪く、エリノアもできるだけ顔を合わせないようにして過ごしてきた。普段ならば、こうしてエリノアがタガートの屋敷に顔を見せても、夫人には無視される程度なのだが……。

　どうやら今回は、エリノアの養子入りと、舞踏会の件で、夫人はいたくご立腹のようだった。

　彼女は般若の顔でエリノアに詰め寄る。






「旦那様とルーシーを懐柔して当家に養子に入ったのに……まだ何か要求するつもりなの!?　なんて厚かましい……！」

「いえ、そんな……」






　いつもなら、エリノアもこういう時は怯むようなことはないのだが。……しかし、今回ばかりはそうもいかない。

　なにせ、そこに……ブレアがいる。

　エリノアは、失敗したなと思いながら夫人の前に進み出た。

　まさか夫人自ら外までお出ましになるとは思っていなかった。屋敷の中に入れてさえもらえれば、ブレアともここで別れることができたのだが……。

　奔放で通っているルーシーとのじゃれあいならまだしも、王子の前で夫人の面目を潰すような真似はしたくない。それはタガート家の体面に関わる問題だ。

　エリノアは夫人に向かって頭を下げる。






「その節は……本当に厚かましい真似をしまして……あの、奥方様お怒りとは存じますが、お叱りは屋敷の中で伺いたく……」






　だが夫人は取り合わず顔をしかめている。






「なんですって？　家に入れろ？　顔も見たくないほどなのに入れるわけがないでしょう！　しおらしくして見せたってダメよ！　気味が悪いからやめてちょうだい！」

「そ、それが、あの奥方様、実はブレア様が――」






　いるんです、と言いかけたエリノアの言葉を受けて、夫人は何かを思い出したようで……さらに表情を尖らせた。






「そうだったわ……ブレア様よ！　あなたのおかげでルーシーがブレア様のダンスのお相手ができなかったんだったわ……」

「ぅ……」

「なんてことをしてくれたの……王妃様は相性がよければルーシーをブレア様の婚約者に決めると仰せだったのに……せっかく私の娘が王家に輿入れできるチャンスだったのよ！　本当にあなたたち姉弟は昔から疫病神ね！」

「す、すみません……」






　いや、それはそもそもルーシーに懇願されたのがきっかけなのだが……ヒートアップする一方の夫人への口ごたえは状況を悪化させるだけだなとエリノア。

　しかし、ここで負けてはならない。いつまでもブレアの前で騒がせるわけにはいかないのだ。夫人は好きではないが、ルーシーやタガートのことは大事だった。

　エリノアはピクピクと引きつりながら、夫人の背を屋敷のほうへ押す。






「そーれもこれも！　全部中でお聞きしますから！　さ！　お早く中へ！」

「何を……家には入れないって言っているでしょう!?」






　グイグイと屋敷のほうへ押すエリノアにカチンと来たらしい夫人が怒声をあげる。

「離しなさい！」と、その手が勢いよくエリノアを払いのけ――次の瞬間、その手が大きく振り上げられていた。






　──と。






「失礼……侯爵夫人」






　低い声が場に響き、二人の間にブレアが割って入った。

　それは夫人の平手打ちが振り下ろされた瞬間のこと。エリノアは青ざめて、息を吞む。






　が……そこは運動神経のいいルーシーの母。

　夫人は青年に当たる直前で、己の手をピタリと止めて。ジロリと眉をひそめる。






「……誰？」






　彼女の止まった手にエリノアが、はぁああああ……と、盛大に安堵の息を吐きながらその場にヘナヘナと崩れ落ちた。タガートの夫人が王子をひっぱたいた……なんてことになっていたら、きっと出歯亀隊（オリバーたち）が黙っていなかった。本当に本当に大事になってしまうところだった。






　エリノアの安堵をよそに、夫人は突然踏み入って来た青年に不快そうだ。その顔にエリノアが「奥方様、顔！」と怒っている。

　しかしブレアは一向に気にした様子を見せず、腰を抜かしたエリノアを支え、そっと地面から立ち上がらせた。






「……大丈夫か？」

「わ、私はなんとも……も、申し訳ありません！　わたくしめが代わってお詫びいたします！」






　たった今立ち上がらせてもらったにも関わらず、エリノアは今にも土下座しそうな勢いだ。

　そんなエリノアの様子に夫人は不審そうな目を向けている。






「いったい何……ブラッドリーではなかったの……？」






　どうやら夫人は、エリノアと共に来た彼を弟だと思いこんでいたようだ。

　辺りはうす暗く、夫人からはブレアの容姿もあまりはっきりとは見えていなかったらしい。

　家屋から漏れるわずかな明かりを頼りに夫人はジロジロとブレアの顔を見ている。






「誰なのこの男は……あ、ら……？　どこかで見た顔のような……」

「お、奥方様！　ブレア様です！　ブレア様!!」

「ブ……？」






　エリノアの悲鳴のような声に夫人が息を吞み、まさかと言いたげに目をまるくした。

　そしてその目に映る毅然とした立ち姿の青年が、確かにこの国の第二王子ブレアだと分かると――。

　彼女は驚愕し、慌てて数歩後退してからブレアに向かって頭を下げた。






「こ、これは殿下……おいでとは存じませんでした……ご挨拶もせず申し訳ありません、醜態を……」






　突然のことに動揺して裏返りそうな夫人の声に、ブレアはいやと返す。






「突然すまない。ご息女の件も申し訳なかった。すべては至らぬ私に問題がある。許してほしい」

「い、いえそんな……」






　頭を下げる王子に夫人はしどろもどろである。

　当の本人の前で、己の娘が妃になれなかっただのと打算的な発言をしてしまった夫人はバツが悪くて仕方がない。






「あの……しかし何故殿下がこの者と一緒に……？　家長は今、宮廷に出ておりますが……」






　普通王族が臣下の住まいを訪れる時は、先触れもなく現れたりすることはまずない。

　そもそも、このような時刻に王子が侍女と二人きり（？）で城下にいるということが不思議で。けれども立場的に王子を怪しむような顔ができない夫人は、怪訝そうな顔をエリノアに向ける。そして向けられたエリノアも、そんなのこっちが知りたいくらいだと心の底から思った。

　だが、しかし、夫人の問いに、ブレアはいたって簡潔な言葉で返す。






「いや、話をしたかった。……それだけだ」

「「??」」






　その端的な――端的すぎる言葉には……夫人ばかりでなくエリノアまでもが意味がつかめないという顔をした。だがそんなことには御構いなしで、それでとブレア。






「ルーシー嬢はご在宅か？」

「え？　いえ……今は従者と外出中ですが……」






　夫人が戸惑ったように答えると、ブレアは「そうか」と頷いて――……そのまま傍でハラハラした顔をしていたエリノアの手を握る。






「え？」

「ん？」






　繋がれた手にエリノアと夫人がきょとんと目を落とす。と、その間にブレアはエリノアの手を引き、彼女を自分のほうへ引き寄せた。

　タガート夫人は唖然とした。……状況が吞みこめないエリノアが、なんとも微妙な表情でブレアに抱きとめられている様子を見ながら――……ぽかんと口を開ける。

　そんな夫人をブレアは一瞥すると、少しだけ冷えた眼差しで言った。






「侯爵夫人この者は私の侍女です。……今後は疫病神などと呼ぶのはやめるように」

「え……？　は、はい……っ、申し訳ございませんでした……！」






　口調は静かだが、それははっきりとした命令だった。夫人はその密やかだが刺すような圧に驚いて、慌てて頭を下げている。






「では失礼する。――行くぞ」






　促されたエリノアはハッとしてブレアを見上げる。






「え……あ、の……私はタガートのお屋敷へ……」






　ブレアの傍を離れて夫人のほうへ行こうとするも……ブレアの手はしっかりとエリノアの手を握りしめていて。男の身体から漂う当たり前感にエリノアが困惑している。毅然としすぎな王子の横顔を見ていると、まるで慌てている自分のほうがおかしいような錯覚にとらわれて……エリノアは、ブレアと夫人との間で視線を彷徨わせている。






「あ、あれ？」

「聞いただろう、義姉殿は不在だ。やはり自宅まで送ろう」

「え……でも、奥方様が……」

「で、殿下!?」






　エリノアの手を引いて屋敷前を離れていくブレアに、タガート夫人が慌てた様子で彼を呼ぶ。が……ブレアが振り返ることはなかった。

　引き離されていくエリノアと夫人の間で、無言の会話が成立する。






　――これ……なんなんですか？

　――分かるわけ……ないわよ！

　――……で、ですよね……！






　やはり何かがおかしい気がするエリノア。






「すっかり日が落ちたな……足元に気をつけろ。自宅はこちらの方角だったな」

「……はい？　あれ!?　じ、自宅？　ブレア様？　あの、も、もう夜に……ちゃんと王宮に夜間の外出を知らせて頂いてますか!?　あと手……手が……」

「気にするな」






　うろたえた言葉に、平然と返され目を瞠るエリノア。

　気にするなと言われても、大きな手に握られた己の手が恥ずかしくてたまらない。

　しかしエリノアもまさかと、思いもしないわけだ。

　こんなに平然とした顔の下で、ブレアが実は……夫人の「疫病神」発言に静かに怒っているのだとは。しかもどうやらブレアのほうでは、その怒りが羞恥を凌駕している。あんなに触れた触れないで慌てていた男が、今はエリノアの手をしっかりと握りしめ離す気配すらない。

　エリノアは動揺した。耳元まで鳴り響く己の動悸がうるさくてたまらない。






（こ、これは……何!?）












　――そんな二人の様を見て喜んだのが、背後に潜む出歯亀騎士たちである。






「お！　おおおお！　手が……手が！　つなげたようだぞ！」

「し、進展だ！　進展があった！」






　ナイスだ、侯爵夫人！　……と、何故かタガート夫人が賞賛を受け、騎士たちは今にも凱歌でも歌い出しそうに浮かれまくっている。

　それを……オリバーが一人、「……ガキの付き合いじゃねえんだから……」と、げんなりしている。









　――ブレアの足は颯爽と城下町を目指している。






　エリノア、危機脱せず。
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　チーン……と……






　なにやらまぬけな音が聞こえた気がした。






（う、うぅ……）






　せっかくあがいたものの……

　結局こうして共に自宅を目指すことになってしまったエリノア。

　ブレアは当初、『家までは行く気はない』と言っていたのに、下手に寄り道をしてしまったおかげですっかり日が暮れて。彼は、夜道は危険だから家まで送ると言って譲らない。

　しかもそんなブレアと自分の手はいまだに繋がれたままで……。

　己の手を握り、城下町の石畳を颯爽と歩く後ろ姿に……果てしない疑問と、止めどない焦りが浮かぶのだった……。






　エリノアは思った。果たしてブレアの言葉を額面どおりに受け取っていいものか。それが判断つかないから恐ろしかった。

　二人の足は魔王と愉快な仲間たちの住処に、どんどん、どんどん近づいて行く。

　己の回避策が見事に潰れたあたりから焦りばかりが先走って、状況についていけていないエリノアは、げっそりと前を行く青年を見た。

　街明かりを横顔に受けながら、城下町を闊歩する王子。

　彼の考えていることがさっぱり分からなくて、エリノアはどうしたらいいんだと心の中で呻く。






（あぁぁ……ブレア様……ブレア様……記憶を取り戻されたんですか!?　私はお縄に……!?　それとも違うんですか!?）






　どっちなの!?　――と悩みながらも……諦めるなとエリノアは自身に言い聞かせる。

　万が一、彼が本当に記憶を取り戻し、ブラッドリーの敵になるのなら、自分も彼の敵となる。そんなことは絶対に嫌で……だからこそ下手なことはできなかった。

　回避ができないなら――きっちりと状況を見極めて慎重に動かなければ。

　とにもかくにも、彼の真意を知ることが第一で。

　エリノアは、きっと今日の彼の言動のどこかにそのヒントがあるはずだと思った。

　そして必死で、裏門で会ってからの彼の様子を思い起こしていると――……。

　ふっと、ブレアのある言葉が脳裏に甦った。






『疫病神などと呼ぶのはやめるように』






「──……」






　――その言葉を思い出した瞬間。

　思いがけず、混乱していたエリノアの頭がすっ……と、落ち着きを取り戻した。それにはエリノア自身も戸惑いを感じた。

　……夫人に『疫病神』なんて言われるのはいつものことだった。なんならもっとひどいことだって言われたことがある。

　悔しくて、ついついくってかかってしまったことも何度もあった。

　けれども、エリノアが少し大人になってからは、夫人の立場からものを見れば、彼女がそう思うのも仕方がないのかもしれないと諦めの気持ちもあった。

　元側近とはいえ、親戚たちにすら見捨てられたエリノアとブラッドリーに、タガート将軍は本当に良くしてくれて。エリノアたちに特別情もなかった夫人からすれば、何故自分の夫が他人の子にそこまでと、我慢がならなかったのかもしれない。

　そう思いあたってからは、エリノアもよほど弟のことを攻撃されない限りは、夫人の感情的な言葉はできるだけ聞き流すようにしていたのだが……。






「……」






　エリノアは、先ほどのブレアの言葉を思い出して、なんだか少し目頭に迫るものを感じた。

　自分たちが『疫病神』、そんなものではないのだと声に出して言ってくれたことが……染み入るように嬉しい。我慢していたが、自分はやはりその言葉に傷ついていたんだなとハッとさせられるものもあって。改めて自分の感情を理解することで、少しだけ心が軽くなった気がした。






　エリノアはそっと前を行くブレアの横顔を見つめる。

　乏しい表情のせいで分かりにくくても、やっぱりこの方は優しいのだなぁとしみじみ感じて。

　こんな時にと思いつつも、ついついブレアの精悍な顔に見入ってしまい――……






　……そうになったのだが。






　そこでエリノアはハッとした。






（あ、あれ……!?）






　ざわめく周囲の様子が何かおかしい。

　街明かりのもと、行き交う人々で賑わっているはずの城下町。しかしその違和感に気がついたエリノアは、周りの人々の顔つきから――すぐに原因に気がついた。






（ぎゃっ！）






　エリノアはさっと青ざめる。

　陽も落ちていることだ。まあ城下に王子がいても、街には仕事帰りの人々が大勢いるわけで。きっと目立つこともないだろう。そう……油断していたのだが……。

　それはとんでもない思い違いであった。

　残念なことに――ブレアは、街中で、すさまじく、目立っていた……。

　気がつくと、町を行き交う人々が吸い寄せられるようにブレアの姿を目で追っている。

　もちろん彼の、華やかな金の髪に彩られた見目が人目をひく……というのもあるのだが――それよりも。

　その身からにじみ出る存在感が、はっきりいって城下町には異質すぎるのだ。

　彼自身はただ前を見据えて歩いているだけだというのに……。

　その姿は、城下町という民衆で溢れかえる、雑多で気楽な空間では、何故か異様に浮いて見えた。

　品のよい身なり。鍛えられた身体つき。その無駄のない動作も王宮では目立たないが、こうして城下におりてみると、かなり人目を引いてしまう。

　何より……冷淡にも見えるほど研ぎ澄まされた眼光は――突然町に規律の権化でも降臨したかのような物々しさを醸し出している。

　……いかめしい……そしてひたすらにいかめしい……。

　わずかでも視界にブレアを捉えてしまった町民は、一瞬身をすくめるようにして立ち止まる。

　薄暗くてブレアの人相も定かではないはずなのに、まるで皆、彼が何者なのか理解しているかのような顔をした。……まあ、実際にはそんなことはないのだろうが……。

　エリノアは、そんな周囲の反応もふくめ……やっぱりブレア様はどうにもこうにも見た目で誤解されるタイプだなぁとやや消沈する。そんな主がなんだかとても不憫な気がした。






　だが、町民たちを困惑させるものはそれだけではない。

　──そう……彼らの少し離れた後ろを……一応隠れているていでぞろぞろついて来る、ガタイのいい連中だ……。






　筋肉集団は無駄に切れのいい動きで物陰に隠れ、機敏に街中を移動し……街角から顔を半分出して、ブレアとエリノアの動向を見守っている。……その異様なさまを見て、民衆に動揺するなというほうが無理というものである。






　……だってみんな騎士団の服着てるしさっ……！　と、エリノア。






　再び頭の中で、チーンと情けない音がする。






　あのブレアの存在感で、背後に騎士を従えていれば……おのずと彼が只者ではないと宣伝して歩いているようなものではないか。

　そりゃあ皆驚きますよ……と、ガクッとこうべが落ちる。






　なんなんだあの集団は……護衛にせよ、討伐にせよ、もうちょっと上手に隠れられないのか。どうしてああも、物陰から筋肉をはみ出させてニヤニヤ好奇の目をこちらに向けてくるのだろう。

　ブレアがもし本当にブラッドリーを捕らえる、もしくは聖剣の捜索目的でここに来ているのだとしたら、あれは著しく不適切なのでは!?　と、心底疑問に思ったエリノアには──。






　彼らが筋肉なりに……。






『自分たちがあまり二人の近くに行きすぎて、甘いひと時を邪魔したらダメだよな……ふふ……』






　……などと。のどかなお花畑思考で照れくさそうに考えている……とは、もちろん分かりようがない。






　エリノアは、ニヤニヤした騎士集団の中にオリバーを見つけて、視線で問いかける。






　──……いったい……何祭りなんですかこれは!?

　──……知らねーよ、ばーかばーか。









　……ばーか、だけが何故かいやに鮮明に聞こえた気がした……。

















22　出会いの記憶












（な、なんなの……なんなのよ……！）






　熊男の態度が腹立たしいエリノア。しかし……いつまでもこうむかっ腹立てている場合でもなかった。

　このままでは不安やら恥ずかしいやらで壮絶に疲れてしまう。

　体力のあるうちに早急に自力でなんとかしようと――とりあえずエリノアは脳内から筋肉部隊のことは排除して考えることにした。






（ええと……ブレア様は記憶が戻っている……かもしれない。この謎のお見送りの目的は……ブラッドリー討伐……かもしれない……いや、家宅捜索かも……）






　かもかもと……仮定の話ばかりだが、もしそれが真実であったとしたらエリノアの家は一巻の終わりである。

　もちろん、今家捜しされたとしても、〝剣〟の形での聖剣が発見されることはない。

　エリノアが勇者だという証拠も、ブラッドリーが魔王だという証拠もどこにもないだろう。






　ただし──。

　オリバーたちは、ブレア至上主義を掲げている。

　彼らなら、きっと証拠がどうとかいう以前に、ブレアがブラッドリーを捕らえろと命じればきっとそうするに違いない。

　そして恐ろしいことに……自宅には魔王様至上主義を掲げる魔物たちが待ち受けていて……その衝突は想像するだけでも恐ろしい。

　あの小さくても大切なエリノアたち家族の家が、筋肉部隊に荒々しく踏みこまれたあげく、ブレア様大好き隊ＶＳブラッドリー溺愛魔王軍の戦場にされるかと思うと……。






（……こ、怖いぃぃぃ……っ）






　ずもも……と怒り狂うコーネリアグレースとヴォルフガングの姿が目に浮かぶようだ。

　だいたいあの家を壊された時、ブラッドリーが黙っているはずがない。また先日のような恐ろしい力を振るわれたら……あぁそうだ！　今は聖剣も家に居るんだった、とエリノア。

　なんてことだろうか、どう考えてもややこしいことになる気しかしなかった。

　一瞬途方に暮れたような青ざめ顔をしたエリノアは――やはりここは自分がなんとかせねばならないのだと悟った。

　もはや猶予はない。もうすぐそこの角を曲がれば、自宅傍のモンターク商店が見えてしまう。ここで勝負に出なければ……！　と、意を決したエリノアは――

　ぐっと足に力をこめて立ち止まった。






「？　……どうした？」

「……」






　娘が急に足を止め……ブレアが不思議そうな顔で振り返る。

　ブレアが見下ろすと、エリノアはあいているほうの手を固く握りしめてぶるぶると震えていた。何か言いたいが、緊張しすぎてままならない……という顔だった。






「どうした……すまない、歩くのが早すぎたか……？」






「疲れさせただろうか」とエリノアの異変に戸惑うブレアに――エリノアはぶんぶんと首を横に振り、一気に核心を突こうと顔を上げた。






「私は大丈夫です！　そ、そのお聞きしたいことがあって……ブブブ……ブレア様！」

「なんだ？」

「れ、例のものは……も、もう発見されたのでしょうか……!?」






　どもりながらも……思い切って言いきった。

　……と、ブレアが虚を突かれたような顔をする。

　しかし彼は、娘の言う『例のもの』が、いったい何を指しているのかをすぐに理解して。






「……」






　ブレアの顔がすっと引き締まる。

　灰褐色の瞳には伏せられたまつげが影を落として……それを見たエリノアは、一瞬息を止め、まるで恐ろしい裁きでも下されるかのような表情でブレアの言葉を待った。






　が……

　ブレアは静かに言った。






「……すまないが……それは軽々しく話してやれる話ではない」

「そ…………そう、ですよね……」






　それはそうだ。いくら自分付きの侍女だとはいえ、彼は箝口令を無視して軽々しく情報を漏らすような人ではない。

　それは分かっていたが、でも気になってしまって、と消え入るような声でエリノアが続けると、静かにその顔を見ていたブレアは……。

　ふいに疲労感のにじむため息をこぼした。






「まあ……いくら箝口令が敷かれたといっても、お前は王宮内の人間だ。いろいろと耳に入って気にもなるだろう……だが、話してやれることなどほとんどない。〝確かにないのだ〟という事実が決定づけられた程度、だと言っておく」

「そ……そうなんです……か……？」






　生真面目なブレアの眉間に、苦悩するようなしわが寄ったのを目撃して……エリノアは戸惑ったような顔をする。

　分かりにくいが、ブレアがこぼしたため息は、本当に困っている……というふうに聞こえたのだ。






（あ、れ……？）






『確かにないという事実が決定づけられた程度』とは……つまり、聖剣のありかが少しも分からないということで……

　ではとエリノア。

　ブレアが記憶を取り戻し、エリノアの家を家宅捜索しようとしている、ブラッドリーを捕らえようとしている……というのは……。






（もしかして……私の早合点……）






　そう悟った瞬間、エリノアの顔がかぁぁ……と、真っ赤になる。






「!?　……ど、どうした!?」






　自分を見上げていた娘が、唐突に真っ赤になってしまったのを見て、ブレアが目をまるくする。

　エリノアはそのまま呻いて天を仰ぐ。






「も、申し訳ありませんでした……っ！」

「!?」






　エリノアは、主を疑いの目で見たことに壮絶な罪悪感に苛まれている……。

　おまけに安心しすぎて力がぬけた。バレてなどいなかったんだという安堵が急に広がって。何を勝手に思い違いをしていたんだろうと、自分に腹も立って……涙が出た。






（ブレア様は……夜道が危険だからって……自分は気づかわれておきながら、私はブレア様を疑うだなんて……殿下が激務に追われているのは私のせいなのに……）






「エリノア……トワイン……？」






　無言ながら、何かを悔いる素振りを見せる娘の様子にブレアが戸惑っている。

　唐突過ぎて意味が分からなかったが……とにかく今にも石畳の上に土下座しそうな娘をなんとかやめさせようとした。






「やめなさい、お前に謝られることなど……」






　と、ブレアが困り顔でエリノアと繋がれた手を上へ持ち上げた。






　――その時だった。






　不意に、雑踏から何者かの手が二人のほうへ伸びて来た。

　ブレアに握られていた手が、急に別方向に引かれて。






「へ……？」






　エリノアが涙目のままキョトンと顔を上げ、ブレアの眉間がピクリと動く。

　――そこへ、聞き馴染みのある声がかけられた。






「――ノア」

「あ……」






　見開かれた緑色の瞳が、その――険しい空色の瞳を見つめる。






「……大丈夫か？」

「…………リード……？」






　エリノアはぽかんと彼を見上げたが、現れた青年はその濡れた瞳を見ると、さらに表情を険しくしたようだった。

　不審感で満たされた瞳は、そのままジロリと幼馴染みの手を握るブレアに向けられた。






「あんた誰？　こんな時間に――こいつをどこに連れて行こうってんだ？」

「…………」






　リードの鋭い視線を、灰褐色の瞳が怪訝そうに迎え撃つ。






　――ブレアには、確かにこの青年と、どこかで会ったような覚えがあった……。

















23　エリノア、毛だらけになる。












　――すらりとした背格好。

　ガッチリと鍛えているわけではないが、機敏によく働きそうな長い手足はひ弱さとは無縁で。

　真っ直ぐ牽制するような瞳からは、屈折というものが微塵も感じられず清涼感のある素直な印象を受けた。

　穏やかな空色の瞳はいかにも勤勉そうで、ブレアも好感が持てるところ、なの、だが……。






　何故だろうとブレアは内心、首をかしげる。

　何故か、その初対面のはずの男を見た時……もやっと胸に浮かぶものがあった。

　それは、現在進行形で彼に不審がられているから、ということとは無関係に。

　彼に対しては、自分はすでになんらかの負の感情を抱いていたような……不思議な感触が心の中にざらつきを残すのだが、それが何か分からない。

　そう――分からないのだが……。






　ただ、その何か分からないものとほとんど同じ感情を、今再び感じた気がした。

　地面に嘆き崩れそうだった娘エリノアに、現れた青年が声をかけた、その一瞬が……ひどくブレアの心をかき乱した。

　ほんの数秒、青年とエリノアの間に通った視線の中には、確かに特別な親しさが垣間見えて。

　男が彼女を呼ぶ親しげな呼び方にも、戸惑いを覚えた。

　そのせいか、青年を見る自分の目つきが、普段よりさえざえと冷えたのは自分でもよく分かった。

　が、ブレアはつとめて穏やかに、青年の『こんな時間にどこへ』という問いに答えを返す。






「……自宅だ」






　と、リードの眉が聞き捨てならないと言うようにピクリと持ち上がる。






「自宅……？　あんたの……？」






　ブレアはまさかと首を振る。






「そうではない。この者の自宅だ」






　ブレアが落ち着いた瞳でエリノアを示すと、リードがああと小さく頷く素振りを見せた。が、青年の射るような視線は変わらず。じゃあ何故とエリノアを横目でちらりと見て言った。






「なんでこいつは泣いているんですか？　あなたが何かしたのでは？」






　どうやら思ったよりブレアが変な輩ではなさそうだと感じたのか、リードの言葉づかいが多少あらたまる。

　リードが町のざわめきの中で二人を見つけた時、エリノアは泣きながら地面にしゃがみこもうと（土下座）していた。

　それは一見すると……エリノアが泣きながら己の手をつかむ男を拒んでいたようにも見えて……。






　……気がつくと――リードは手にしていた荷を放り出し、地を蹴っていた。






　何かの揉めごとか、それとも不埒な輩がエリノアをどこかに連れこもうとでもしているのか……。

　そうして慌てて駆け寄ってきたリードだったのだが……。






　しかし――。

　ブレアからすると、それはまったく心外なことで。

　……けれどもまずいことに、彼はそこで一瞬言葉につまる。

　――何故ならば。正直ブレアにも、エリノアが何故突然泣き出したのかが分からなかったからだ。






　そうしてブレアが言葉に窮すると、その間を肯定だと受け取ったリードの表情が険しくなった。






「なんですか……言えないようなことなんですか!?」






　厳しい顔をしたリードは、エリノアを自分のほうへ引き寄せようとする。

　が、ブレアはエリノアの手を離さなかった。






「……そうではないが……何故貴殿にそれを言わなければならない。関係のない話だ」

「関係はあります、俺はこいつの兄貴分です。泣いているのを放っておけない」






　きっぱりとした言葉にブレアが眉間にしわをつくる。






「兄貴分……？」

「そうです。家族同然です……ていうか、いい加減その手、離してもらえませんか……!?」

「…………いやだ」

「はぁ？　いやだって……」






　――と……。






　いささかムッとした男同士が睨み合っている下で……当のエリノアはといえば――






「………………はっ!?」






　二人が互いに放ちあう威圧感に唖然としていたエリノア。






（しまった、思わず見入ってしまった……）






　自分の主人の第二王子ブレアと、幼馴染のリード。

　王宮と城下町で、おそらく普通ならば一生交わることがなかっただろう二人が、己を挟んで向かい合っている。その様はなんとも不思議で……。
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　特に意外だったのが……ブレアの厳格さに負けぬ気概を見せたリードである。

　いつもは穏やかで優しい顔しか見せない彼が、誰かを睨んでいるという時点ですでに驚きなのだが……。

　周囲の町民たちが、ブレアの視界の中にすらとても長居はできないと恐ろしげな表情を見せる中で……リードはその冷徹にも見える視線の前に、毅然と立っている。






（……リ、リードが強い…………）






　いやそれはいいが、とエリノア。






（やばい……リード、その人、王子様――……）






　どうしようとエリノアは青ざめた。

　このままでは、リードが筋肉部隊に捕らえられてしまうかもしれない。慌てふためいたエリノアは、二人の中央で跳び上がる。






「っ申し訳ありません！」

「……ノア？」

「リード、あのね、こここここの方はね――」






　――と、エリノアが彼に説明しようとした瞬間だった。

　エリノアはあれ？　と、気がついて言葉を切る。






（んん!?　……ここでブレア様の正体を明かすようなことして、大丈夫なのかしら……）






　ここは城下町のど真ん中で、周囲にはたくさんの町民たちが行き交っている。

　言葉を寸でのところで飲みこんだエリノアは、横目で周囲を伺った。

　騒ぎと見て、自分たちを遠巻きに眺める町民たち。そのヒソヒソ声が聞こえる渦中で――はたして、ブレアが王子だと口にしてもいいものか。――と、思った時、

　周囲を見回した視界に、その異様な光景が目に入り、娘はギョッとする。






　遠く――街角のあちらこちらから乗り出した筋肉――もとい、たくましき騎士や兵士たちが――。

　何やらその場から身を乗り出して、必死な顔でエリノアに無言の合図を送っている……。






（え!?　な、なんですか!?）






　エリノアは戸惑ってオリバーたちに視線で問い返す。

　と、野太い腕をバツ印に交差させる者、首をブンブンと真横に振る者――。

　どうやら――。

　オリバーたちは、エリノアに、ブレアの身分を民衆に明かすなと、そう必死に訴えてきているらしかった……。






　それに気がついて……――おいっ！　と、エリノア。

　湧き上がる異議……。そんなにお忍びということにしておきたいのだったら、そもそもあんたら護衛も、もうちょっと忍んでよ!?　と、いう激しい突っこみがエリノアの中でビシッと決まる。

　今更……と、エリノアはとても思ったのだが――。






「どうしたんだノア？」

「大丈夫か……？」






　どうしろっていうんだと呻くエリノアに、青年二人が心配そうな顔をする。エリノアは、たじろいだ。






「え、ええと……う……あ、そ、その……」

「ノア？」

「この、この方は……この方は……王宮の……その……」






　エリノアはまた、生来の嘘の下手さを発揮して顔面に滝のような汗を流している。

　エリノアだって分かっているのだ、こんな汗ダラダラで何かを言ったとて、怪しいばかりで少しも信憑性がない。しかしなんとかそこを上回って納得してもらえるような説明の仕方はないかと考えて考えて――。

　……すると、エリノアの困窮した様子を見たブレアが小さくため息をついた。






「……もうよい」

「え？　ブ、ブレア様？」






　ブレアは慌てふためくエリノアの背にそっと手を添えると、






「……いい、エリノア。そこまで慌てるな、私は正体不明でかまわないし、お前を案じる彼が無礼だとも思わない。だからあの者たちにも手出しをさせることはない」

「え……」






　その発言にはエリノアは戸惑い、リードはブレアの意図がつかめずに不満そうな顔をした。






「正体不明でいい……？」






　怪訝そうなリードに、ブレアは落ち着いた顔を向ける。






「兄貴分殿、怪しむ気持ちも分からぬでもないが、私はこの者を害しようなどとは思っていない。夜道は危険ゆえ共に歩いてきた。それだけだ。……そうだな？」






　同意を求められたエリノアは、ハッとしてブンブンと頭を縦にふる。






「そ、そう……（多分）ご厚意で……心配してもらうようなことは何もないのよ!?」

「……じゃあなんで涙……」






　エリノアになだめられたリードは、納得いかない顔でその頰に残る痕を見た。

　――と……どうだろう。そのリードの言葉に、腕を組んだブレアが、重く頷く。






「それは私も知りたい。……何故だ？」

「え……!?　や、な、涙って……」

「ノア？」






　まさか二人が同調しあうとは思わず……問いつめられたエリノアが言葉をどもらせている。

　本当のことなど言うわけにはいかないのに……二人の青年の視線はじっとエリノアに注がれている。

　その圧におののくエリノア。思わずじりっ……と、足が後退る。






「そ、その、えっと――」






　――――と……。






　その時であった。






　突然周囲の見物人たちの中から、短い声がいくつも上がった。だんだん近づいてくる悲鳴に三人が顔を向けた――瞬間。何かがそこを風のように横切った。






「っ、ぐふ!?」






　横腹に突き刺さるような衝撃を感じ、エリノアがくぐもった声を出して地面に倒れる。






「エリノア!?」

「ノ、ノア!?」






　唐突な出来事に驚く二人は――次の瞬間、そこで見事にひっくり返ったエリノアの上の〝それら〟を見て目をまるくした。






「ひ、なに!?　な、生あたたか……ひぃいいいい!?」






　叫ぶエリノアに、ぽかんとするブレア。ああなんだ、とリードが言った。






　エリノアの脇腹に衝撃アタックをかました――影は二つ。

　ひっくり返ったエリノアにまたがった形で、一方はニンマリと、一方はジットリと娘の顔を覗きこむ。






「!?　グレ……!?　ヴォルフガ……」






　……ング、と言おうとした瞬間に、渋さ全開の表情で、ぬっと近づいてきた白い犬が、再び長いピンク色の舌を――。






「!?　ぎゃっ!?　ほあああああ!?　ちょ、ちょっとちょっと、ちょっとぉおお!?」






　思い切り顔中をなめ回されて。エリノアが悲鳴をあげている。

　ちなみに、ニヤニヤ顔のグレンは、エリノアの胸元に乗り、ぐりぐりゴーロゴーロと楽しそうにエリノアの顔へ頭を押しつけていた。






「ちょ、や、っめ……」






　その魔物たちの唐突な馴れ馴れしさに驚愕していると、どこからか、声なき声が聞こえる。






（「あははは、姉上～私たちが無邪気な獣のフリをして、窮地から救って差し上げますからね～おまかせあれ～あははは」※グリグリグリグリグリ）

（「チッ、まったく……何故私がただの獣のフリなど……世話の焼ける娘め……せいぜい唾液にまみれるがいい」※ベーロベロベロベロベロベロ……）

（「……い、い、い……いやだぁああああ！」※エリノア心の叫び）






　――どうやら……――助け舟……？　だ……。









「エ、エリノア!?」






　なんだこの獣たちは……と、慌てるブレアだったが……。

　ただ――犬は立派なしっぽをぶんぶんと振り回しているし、猫も甘えるような鳴き声を出し、喉をゴロゴロ鳴らし、ひたすらエリノアにすり寄っている。特に危険な様子は見られないのだが――。

　と、リードが、落ち着いた様子でああと言った。






「大丈夫、ノアの飼い犬と飼い猫たちですよ」






　微笑ましいなとリード。






「……か、飼い犬と飼い猫……？」

「ははは、主人を迎えに来たのか」






　二匹の登場でやや緊張が解けたか。リードは偉いな～とほのぼの一人と二匹を見つめている。

　しかしブレアには……どう見てもエリノアがもがいているようにしか見えず。（実際もがいてる）本当に大丈夫なのだろうかとなんとも言えぬ表情である。

　が、それに気がついたエリノアは、慌てて王子を制した。

　なんだかものすごく悪意を感じる助け船だが……この際魔物二人に乗っかって、事をうやむやにすることを選んだらしい。






「あ……だ……ひゃっ!?　だ、大丈夫ですブレア様！　うひっ！　う、うちの子たち……か、可愛いで……しょぅぅうぅっギブギブギブギブっくすぐったっあああ！　こら、馬鹿グレン、耳はやめっ、な、なめるなぁあああ!!」

「…………」






　その、往来ど真ん中での壮絶なじゃれあいに……。

　ブレアも野次馬も、非常に唖然としたという……。

















24　※（注）青年の腕の中で、黒猫は生暖かい目で二人を眺めています。












　その娘は揉みくちゃで。

　白と黒の毛まみれで、ぐったりした涙目を彼らに向けた時、今度は誰もその涙について聞くことはなかった。

　娘は片手で、にんまり目を細めた黒猫をつまみ上げ、ジタバタする白い犬をもう片方の腕でがっちりヘッドロックして、ブレアにげっそりと言う。






「……ブレア様……申し訳ありません……わたくしめ……もうここで失礼してもよろしいでしょうか……」

「……」






　もちろん、ダメなんてとても言えないブレアであった。












「…………」






　去っていく二人（と二匹）の後ろ姿を見つめながら、ブレアはなんとも複雑な感情でそれを見送った。

　だんだん遠ざかって行く娘の傾いた後頭部には、見るからにやんちゃそうな顔の猫がびったり張りついているが……エリノアには、もはや抵抗する気力すらないらしい。

　その後ろ姿をブレアがハラハラと見守っている。あれでは首も疲れてしまうだろう。追っていって猫を取ってやったほうがいいのでは……と、彼が一歩踏み出した時――。

　不意に、彼女の隣を行く青年が一瞬ブレアを振り返った。

　青年はブレアに軽く頭を下げると――エリノアの黒髪の上から猫をひょいっと取り上げ、再び歩みを進めていく。

　――エリノアと、並んで。






　その光景を見たブレアは、踏み出した足をそのままに、思わず呆然と立ち止まる。






「……」

「ブレア様……大丈夫ですか？」






　……気がつくと、傍にオリバーが立っている。

　熊のような大男の瞳が心配そうな色をしていて。ブレアは、ああ、と小さく応え、彼の名を呼んだ。






「……オリバー」

「はい」






　ブレアは二人の後ろ姿から目を逸らさずに、かたわらの騎士につぶやくように言う。






「お前の言う〝相応〟とは……ああいうものだろう？」

「……」






　普段から、『〝相応〟の令嬢との婚姻を』――と……、彼に口うるさいほどに勧めてくる配下たち。

　その一番口うるさい大男は、しかしこの時ばかりは、ブレアの視線を追うようにして小さくなっていくエリノアたちの背を見ても、何も言うことはなかった。

　共に並び、道行く二人は、城下の雑踏の中に、自然になじむように紛れこんでいく。

　――もし、エリノアの隣を歩くのがブレアなら、とてもああはいくまい。






　ブレアの口元からは、またため息が落ちる。ひそやかな響きはもどかしげで。

　それを聞いたオリバーは、側近としては、彼の問いにきっぱりそうだと言ってやるほうがブレアのためだとは思ったが……。






「……あーもうっ」






　オリバーはボリボリと自分の頭をかきながら憮然と言った。






「……どうしたんですか、そういうことを今更あなたが気になさいますか？　相応だの人の評価だの……そういうものは、あなたは気になさらないお方だと思っていましたがね」






　不貞腐れたように続ける騎士に、ブレアはいったいなんなんだと言いたげな顔を向けている。






「チッ……ホント気に入らない。俺たちが散々少しは気にしてくださいと進言させていただいても、すこっしもお聞き入れくださらなかったのに……あー忌々しいなあいつは！」

「なんだ急に……まあ、しかし確かに今はひどく彼が羨ましいとは思う」






　護衛が必要なこともなく、やすやすとエリノアと同じ場所に、彼女の生活の場に馴染んでしまう青年が。

　ブレアは、エリノアが彼と並んで歩きはじめた時、彼女が一瞬どこか気恥ずかしそうな、照れたような表情を見せたのを見逃してはいなかった。

　それを思い出すと、いても立ってもいられない心持ちになる。

　――ただ。

　それで衝動的に娘を追っていって、疲れているだろう彼女に、そいつは誰だ、どういう関係だとつめ寄るほど彼は自分勝手な人間ではなかった。

　どうせ聞こうが聞くまいが事実は変わらない。

　あの青年がエリノアにとってどんな存在であれ、得ようと決めたからにはやれることをやるだけである。






「……まあ、それが一番難しいのだが……ふむ」






　それきり黙りこんでしまった主人に、今度はオリバーがため息をつく。






「……あーもう……」






　と、その音に気がついて、ブレアが再び笑う。






「付き合わせてすまんな（※頼んではいない。勝手についてきた）、なにぶんこのような事態は初でな……どうすればいいのかさっぱり分からん」

「まあ……そうかもしれませんね……」






　人付き合いにどうしても不器用なところのあるブレアならば、それも当然だろうとオリバー。

　反対に、エリノアと共に行った青年は、明らかに主人とは真逆に人当たりの良さそうな男であった。あれは案外強敵かもしれないとオリバーは苦々しく思い、彼らが歩いて行った方向を睨む。

　が、――しかしその姿はもうすでに街角を曲がりでもしたのか、彼らの視界からは消えていた。

　それを静かに見送っていたブレアは、不意に踵を返す。






「……帰るぞ」






　長居は無用という男の顔は、もう普段通りの表情で。そこに彼の感情はうかがい知れない。が……。

　付き合いの長いオリバーは、なんとなくブレアの心情を察して沈んだ様子を見せた。号令に集まってきた騎士たちもどこか浮かない顔である。






「ブレア様……」

「お前たち……ついてくるならついてくるで、もうちょっと追跡技術を磨け。なんだあの有様は……」






　目立ちまくっていたぞと言うブレアに、騎士たちは申し訳ありませんと苦悩の表情を見せる。






「公務ではありませんでしたし……お邪魔してはならないという気持ちと、見たい、見守りたいという気持ちがせめぎ合いまして……！」






　くっ……と悩ましげな顔をして拳を握る無骨な騎士たちに、ブレアが無言で呆れている。






「ブレア様！　ご命令なら、俺たち今すぐあの男の素性を洗いざらい調べてきますよ!?」

「いかがなさいますか!?」






　二、三日いただければ、趣味嗜好から弱点まで……完璧に調べます！　ライバル男に目に物見せてやりましょう！　……と、鼻息の荒い男たちは……ブレアに即座に「やめろ」と断じられ、しょんぼりと肩を落とすのだった。









　　　　　＊　＊　＊









「……大丈夫かノア？」






　随分激しくやられたなぁと顔を覗きこんでくるリードに、エリノアは憮然とする。その顔は半べそ状態だが、もはや、顔がベトベトすぎて、涙なのかよだれなのかも判別不能だ。

　いそいそとその顔をハンカチでふいてくれているリードにエリノアはぴーっ！　と、訴えた。






「そう思うなら止めてよ……！　お、往来のど真ん中で……転げまわって叫んでしまった……う……は、恥ずかしい……」






　さすがに王宮侍女にあるまじき姿だったと消沈するエリノアに、リードはごめんと苦笑する。






「いや……ヴォルフがノアにあんなに甘えるのは珍しいし、微笑ましくてつい……それにほら、俺、グレンにはいつも逃げられるから、あんまりちゃんと会ったことなかっただろう？」






　そう言ってリードは、彼の腕の中ですました顔をして収まっている黒猫の頭を撫でる。いいなぁエリノア、あんなに懐かれて羨ましいと言うリード。に、……あの惨状を見て微笑ましいと言えるリードも大概のどかな性格だ。まあ、知っていたけど、とエリノア。






　――だが。

　ひとまずエリノアは、密かにほっと胸を撫で下ろしていた。

　先日の告白のあと、聖剣騒ぎが先だと言いつつも……次にリードに会う時にはいったいどんな顔をすればいいんだろうとずっと案じていたからだ。

　けれども、こうして今、リードはエリノアに普通に接してくれている。そして自分もまた、彼と普通に話せていることにとても安心した。

　もちろん、想いを打ち明けられた以上、なんらかの答えを彼には返さなければならないのだが……。

　正直、聖剣騒動のせいで、エリノアはまだそこまでのことを考えられていない。

　リードはエリノアにとっては大切な存在だ。

　好きか嫌いかと言われたら、断然好きである。

　ただ、それが単純に兄貴分に対する〝好き〟なのか、それともまた別の形の〝好き〟に発展する余地がある〝好き〟なのかが、エリノアにはまだ分からなかった。






（……恋愛、したことないしなぁ……）






　エリノアは困って心の中で首を傾ける。

　何せここまでの十数年、エリノアはずっと忙しかった。

　伯爵家の娘であった頃は学ぶことで忙しくて、父が亡くなったあとはブラッドリーとの生活で、時間的にも、体力的にも、経済的にもずっとカツカツだった。

　そんな状態では、たとえ素敵な異性を目にしてときめくようなことがあっても、それは一瞬のことで、結局はいつの間にか、『ブラッドリー大丈夫かな？』『ご飯食べたかな？』『今月の薬代足りるかな？』と……そんなことばかりに思考を支配され、ときめきは消えてしまう。家族の明日の命を危ぶむ時に、恋する余裕などとてもではないが、あるものではない。






　――けどそうか、とエリノア。

　ブラッドリーに健康不安がなくなった今、






（……私も……ちょっとはそういうことを考えても……いいの、かな……？）






　年相応に、好きな人とか、恋人をつくるとか――。

　と、そんなふうに思った瞬間、隣を歩くリードが目に入って来た。その視線に気がついた青年が「うん？」と、不思議そうにこちらを覗きこんで来て――。






　その瞬間に、『好きだ』と言われた時のことを思い出してしまったエリノアの顔が一気に赤くなる。






「？　ノア？」

「や、え？　何!?　な、なんでも!?」






　気恥ずかしすぎて挙動不審のエリノアは、もうそれ以上リードの顔が見られなかった。






（ぅ、うぅ……な、なんで平気なのリードは……）






　信じられないと顔に汗を滲ませるエリノア。

　と、額の汗をぬぐいながら……ふとエリノアは、ブレアのことを思い出した。






（……あれ……？　そういえば……結局ブレア様は……どうして私を送ってくださったんだっけ……？）






　結局分からなかったなと首をひねるエリノアだった。

















25　焦げるエリノアと、コーネリアグレースの不満












　……ありがとう、じゃあ、と……

　自宅前で青年を見送るために手を持ち上げた時――。

　不意に、リードがその手をとった。

　えっとエリノア。思いがけない青年の行動に、弾かれたように顔を上げる。

　――玄関扉の中に、黒猫と白犬を放りこんだ後のことだった。






　驚いて。

　エリノアがリードを見上げると、澄んだ水色の瞳がじっと自分を見ていた。青年は、「ノア」とつぶやいてから、はっきりと言葉にする。






「俺……あの人のこと、気になってるよ」

「あ……」






　あの人――とは、もちろんブレアのことであろう。

　真っ直ぐな眼差しの彼に、エリノアはどうしようと一瞬視線を泳がせた。

　リードはとても信頼できる人間だが、ブレアの身分をたやすく明かす権利はエリノアにはない。






「ええと……ごめんリード、それは……」






　困ったような顔をすると、その八の字眉にリードはうん、と、苦笑するような顔で頷く。






「分かってる。聞いてはいけないことみたいだから聞かない。……だけど」






　リードは言いながら視線をエリノアの手に落とした。

　白い緊張した手。つい先ほど自分と同じようにこの手を握っていた者の姿を思い出すと、表情が曇った。






　そんな幼馴染の様子にエリノアが戸惑う。

　その姿は、ここに来るまでの彼の明るい様子とは落差がありすぎて。

　かける言葉に迷っているうちに、リードがエリノアに視線を戻す。






「っ……」






　そこに焦がれるような感情が見えた気がして――。

　エリノアの肩が大きく揺れた。






「今は、詮索はしない。でも……俺が、あの人のことをすごく気にしてるってことだけは分かっておいて」

「……ぅ、うん……」






　真剣な声におされるようにしてエリノアが慌てて頷く。

　しかし視線を受け止めることで精一杯で、それ以上は言葉が出なかった。慌てふためいているうちにリードはエリノアからパッと手を離し、照れるような仕草を見せた。






「ま、そういうこと」

「リ、リード……？」






　戸惑った顔で自分を見上げるエリノアに、リードは穏やかに笑う。






「お前と気まずくはなりたくないけど、何も感じてないって思われるのだけは嫌だと思って」

「！」






　言ってやると娘のまるい額には玉のような汗がにじんで。そんなエリノアに内心で苦笑しながら、リードはあのな、と言った。






「エリノア、俺こう見えてお前の兄貴分から脱却したくていっぱいいっぱいだから、あんまり――」






　……と、言いかけて、青年はいや、と笑うようにため息をついた。






「……ダメだな、そういう権利はまだ俺にはないか……とにかく、夜道には気をつけてくれよ。必要なら……迎えに行くから」






　そう言って、青年はやはり優しく笑うのだった――。












「…………」






　リードを見送って。

　エリノアは騒がしい己の心臓の扱いに苦労しながら……やっとの思いで扉を閉める。

　そうしてその玄関が、外部と空間が隔たれた途端……。






　……ゴンッと鈍い音が。






　どうやら――エリノアが、張り付くようにして、木戸に頭を打ちつけたらしい……。

　その顔は真っ赤で、今にも頭から燻った煙がぶすぶすと立ち上っていきそうである。

　エリノアはうち震えながら思った。――なんだか……今日は予想とはだいぶ違う一日だった……。






　隠れ勇者となった自分。

　てっきり、もし今週自分に何か事件があるとすれば、それは勇者や聖剣関係だと思っていた。が……。

　思わぬ方向から――それも全然経験値のない方向から怒涛の勢いで人生に激流がなだれこんできたような気がして……情けないくらいに対処法が分からない。






「………ぉおおぉお……こういう時、世間のお嬢さんたちはいったいどういう対処を……」






　みんなこういう荒波を乗り越えて恋愛しているのだろうか、…………みんな勇者だな！　……と、エリノアは破裂しそうな顔でブルブル震えている。






　が――。

　天の女神はまたもやエリノアに、恥じらうとか、リードから見せられた想いに浸るとか──。そういうしっとりした時間を与えてはくれなかった。






「ふつ……ぅう!?」






　扉の前でエリノアがああだこうだ呻いていると――……唐突に、頭がガクッと重くなる。ついでにその勢いで、もう一度戸で頭をガツッと打った……。






「痛っ！　ぅ……」

「おい……いつまでそこで呻いているつもりだ、鬱陶しい……」

「姉上、マゾ行為はやめてくださいよー脳細胞死んじゃいますよ？」

「…………」






　気がつくと……再び頭の上にグレンが乗っている。頰には明らか故意であろう黒猫のしっぽがペシペシあたり、おまけに背中にはヴォルフガングが頭突きをしてくる。






　――そして二匹は言う。






「……しょっぱかった」

「姉上の反応が面白かった」

「……」






　なんのことかと言えば……考えるまでもなく、二匹がエリノアの顔をなめ回した件であろう。

　……エリノアは釈然としない思いである。

　と、『しょっぱかった』と言ったほう、白い犬ヴォルフガングが「まあ、化粧の味がするよりはいいがな」と、なんだかため息をついている。……じゃあなめなきゃいいじゃないかと突っこみたいが、一応助けてもらった手前文句が言えないエリノアは、諦めたような顔でげんなりしている。……と、黒猫。






「ほらぁ！　姉上！　私たちに何か言うことがあるんじゃないんですかぁ？」






　ほらほらとしっぽで顔を打たれ……エリノアは。






「…………ありがとうね……」






　とても複雑な思いでそう言うと、グレンはエリノアの頭の上からストンと床に降りて。しっぽをくねらせながら、「もう姉上ったら、魔物に借りを作るなんてぇ……この、うっかりさん♪」と――流し目を送ってくるもので……かなりイラっとした。






　まあそれはさておき。

　エリノアがげっそりしていると……

　家の奥から聖剣テオティルが走ってくる。






「主人様！　おかえりなさい！」

「う……」






　即座にエリノアに張り付く青年に……グレンが壮絶に邪悪な顔で舌打ちをしている。






「寂しかったです！」

「テ、テオティル……お利口にしてた？」






　頬ずりされながらエリノアがそう問うと、テオティルはオレンジ色の瞳を輝かせて主人を見る。






「はい！　エリノア様が城下に出てこられたあたりから待ちきれなくてソワソワしたのですが……ママン殿が、今外に出迎えに行くのはエリノア様の輝かしい青春の一コマを台無しにするから絶対にダメだと……」

「せ、青春……」

「そうなんです、そんなことをしたら、無理矢理剣に戻してどこぞで誰かを斬って私を血まみれにして放置すると……錆びさせるわよなどと脅してくるのですあの魔物は」

「…………錆び……」






　思わず引きつって家の奥を見ると、太ましいコーネリアグレースが「おほほ」とこちらに向かってウインクを寄越す。






「ああでも、私も一応、そんなことしたら、聖の力で滅しますとは言い返しておきました。だってエリノア様のお傍にはまだまだいたいですからね」

「…………」






　にこっと笑うテオティルに、エリノアがなんつー会話だとさらにげっそりしている。そんな主人にテオティルはでも、と続ける。






「エリノア様の動悸が急上昇した時はさすがに戦闘態勢でお傍へ向かおうか迷ったのです。でも……ママン殿が、あれは〝求愛行動に伴う一時的な興奮状態〟だから気にするなって」






　途端ぶっと音がした。

　無邪気に言われた内容に、エリノアが思い切り噴き出していた。






「な……あ、何!?　ど、動悸……!?」






　いったい何故そんなことが分かったのだと、エリノアは真っ赤な顔で、婦人と聖剣との間で視線を行き来させている。が、テオティルは慈悲深い顔で微笑む。






「よいのです。それなら私も賛成です。勇者の子孫繁栄は私にとっても喜ばしいことですから」

「し!?」

「よい子が生まれるといいですねぇ、楽しみですー」

「は、はぁ!?」






　勇者のこども～と……ほわほわ嬉しそうなテオティル。

　言われていることは間違ってはいないが……聞きようによってはなんだかかなりの誤解を人から受けそうな物言いである。それを聞いた……エリノアは……。

　キッと、コーネリアグレースを睨む。……もちろん顔色は熟れた果実のように赤い。






「コーネリアさん！　テオティルに変なこと吹きこまないでくださいよっ！」












「まぁ、エリノア様ったら……あたくしせっかく三つ巴を防いで差し上げたのに……」






　エリノアが真っ赤になって自室に逃げて行ったあと……

　女豹婦人は不満げにそう言った。






「ねえ陛下、ひどいと思いません？　あの二人と一緒にいるところに聖剣が出て行ったらエリノア様はそりゃあ大変なことになったんですのよ？　勇者問題的にも、エリノア様の今後の恋愛活動的にもあたくしかなり貢献したと思うのですけど……」

「……」






　ぶつくさ言う婦人の前で、ブラッドリーは無言である。

　憮然としたまま反応を見せない少年魔王にコーネリアグレースは、ニヤリと瞳と口元を弓なりに歪ませる。






「ま、本当は三つ巴ではなくて四つ巴だったんですけどねぇ……」

「……うるさいぞコーネリア」






　睨まれたコーネリアグレースはおほほと笑い、今度は大げさに涙ぐみ、目の端をハンカチで拭う。






「よく我慢なさいましたねぇ陛下……今はメイナードもおりませんし、どうしようかと思いましたわ。あたくしは聖剣坊ちゃんをおさえるので忙しかったですし……」

「……」






　――実は……。

　あの時、小鳥ガングから報せを受けたブラッドリーは、いてもたってもいられずに、すぐに姉の傍に駆けつけていた。

　空間を転移し、エリノアたちの傍――彼女たちが道ゆく上空や家々の屋根の上から姉をじっと見守って……。

　当然のようにブレアがエリノアに何かすれば、すぐにでも青年を消すつもりのその手には、禍々しい黒刃が。






　しかし――。






『……疫病神などと呼ぶのはやめるように――』






「……」






　……男が言った言葉を思い出したブラッドリーは、複雑な思いに駆られた。






　昔から、タガート夫人の冷たい態度が姉を傷つけていたことはブラッドリーもよく承知していたことだった。

　しかし悲しいことに……それを払拭し、姉を癒すことがブラッドリーにはできなかったのだ。

　何故ならば、姉はいつも彼を気遣う。

『ブラッドはそんなんじゃないわ』『大丈夫よ』と言い、夫人に『ブラッドリーは疫病神なんかじゃない』と言ってくれる。

　けれども、ブラッドリーが同じ言葉を返しても、姉は、私は大丈夫と言うばかりで、ブラッドリーを守ることに気を取られ、どこか自分の傷ついた感情は置き去りにしているようなところがあった。

　どうして自分では、姉がしてくれるように彼女を慰められないのかが、ずっと彼には分からなかった……。






　だが先刻、第二王子の言葉を聞いたエリノアの反応を見て、分かった。






　きっと──家の中でエリノアだけを見つめて生きてきた彼とは違い、外で懸命に生きていたエリノアには、ブラッドリーのように共にその渦中にいる人間ではなく、外側から自分たちを見て、客観的に『そうではない』と言ってくれる存在が必要だったのだ。






　……そう悟った瞬間、ブラッドリーの手の内からは黒刃が消えていた。

　ブラッドリーは、この時、その一時の夕暮れの時間を――。

　エリノアがブレアの言葉に救われただろう一時を、姉から奪うことを諦めた。






　それをしてやったのが自分ではなかったことが悔しかったし、直後男がエリノアの手を握ったのにも腹が立ったが……そういう己のつまらない独占欲のせいで姉の安らかな時間を壊すのは忍びなかった。









　……ブラッドリーは暗く冷たい表情で部屋の暗がりを睨む。






「……気に食わない……」

「ほほほ、まあまあ……よく我慢なさいましたわ。それに、陛下が邪魔しなかったおかげで、エリノア様は少しリード坊のことも意識しはじめたようですし……結果オーライでは？」

「…………」






　笑うコーネリアグレースに、ブラッドリーは大人びた顔でため息を落とす。

　姉と同じ色の瞳が、エリノアが逃げて行った部屋のほうを見つめる。その複雑そうな様子に婦人が首を傾げていた。

















26　暗闇の白刃と、恐ろしいタンスからの届け物。












　暗い窓辺に立つ青年は、城下を見下ろしながら、へぇ、と言った。

　背後に立つ男たちからの報告を、どこか愉悦を含んだ表情で聞いてふっと笑う。






「じゃあやっぱり、兄上は……」






　そこまで言うと、彼は唐突に噴き出すように身体を折り、腹を抱えて笑い出した。






「ははは……！　本当に運に見放された男だな……！　こんな情勢の変革期にそんな弱みを抱えこむなんて！」






　嘲あざけりをこめた笑い声が暗い室内に響く。傍に立つ彼の配下たちは何も言わず、ただそれを聞いている。

　その男たちは普通の官服や兵士の服を身にまとってはいるが、ひたりと闇に紛れるような佇まいはただの一般兵とは明らかに違う。のっぺりとした静けさは平凡なようでいて、どこか得体の知れない不気味さを持っていた。

　そんな感情のない視線の中で……げらげらと笑い続ける第三王子クラウスは、大げさなほどに声を上げて、半分だけ血のつながった兄を嘲ることを楽しんでいる。その様子は、彼の兄に対する根深く歪んだ感情を表しているかのようだった。






　そうしてひとしきり笑い、やっと気がすんだらしいクラウスは……窓の外の夜空を見上げて、ああ、と悩ましげなため息をつく。






「実に楽しみだ……あいつらがこれを目にして絶望するさまが早く見たい……」






　暗闇に浮かぶ白い月を見ていたクラウスは、降り注ぐ淡い光を追うようにして、後ろを振り返る。






　――暗い彼の執務室。月光が闇を割るように伸びている、その先。

　彼の執務机の上には、たった今届けられた〝それ〟が光を受けて淡く輝いていた。






　クラウスは細めた瞳で満足げに〝それ〟を眺めている。






　――輝く白刃を支える深い褐色の柄。施された細かな細工。

　そして柄頭には――美しい女神の紋様が……。
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　その印を改めて確認したクラウスは、もう一度高慢な顔で笑う。

　ややアゴを突き出して、爛々らんらんとした双眸は暗い。






「――兄上たちは……どうやら私の周到さを甘く見ておいでのようだ」









　　　　　＊　＊　＊









　――それは前触れもなく降ってきた。






　あれから数日後。

　エリノアは王宮の廊下を歩いていた。ブレアの住まいのエントランスを掃除しようと、腕いっぱいに掃除道具を抱え。抱いたバケツの中身をカタカタ鳴らし、ふぅふぅ息を切らしながら歩いていた時のことだった。






　この日もブレアは住まいには戻って来なくて。

　けれどもエリノアは、いつも以上に懸命に仕事に勤しんでいた。






　――ぼんやりしていると不安でたまらなかった。

　ここのところ町でも密やかに聖剣の噂が聞かれるようになって来た。

　そういう噂話を聞くと、やはりエリノアも穏やかな気持ちではいられない。

　しかもエリノアは王宮勤め。

　事態の渦中という場所で、いつバレるかと心配しはじめるとキリがない。






　そこでエリノアは考えた。悩みすぎるからダメなのだ。

　嘘が下手な自分のこと、ビクビクしていてはきっとすぐに怪しまれてしまう。

　だからエリノアは、思い悩むいとまを自分に与えないことにした。






　朝一番にその日やる仕事をずらりとメモに羅列して、それを全て消すことを目標に仕事に励んだ。

　いつも以上に素早く動き、いつもの何倍も仕事を請け負った。

　時間が余るとハリエットのところに行き、王女の相手をする傍ら、この地に慣れない彼女の侍女たちの為にも意欲的に働いた。足りないものがあれば調達に走り、手が足りないと言われれば駆けつける。

　正直家に帰り着く頃にはくたくただが……そうして仕事に夢中になっている間は、不安を感じる余裕もなく、いつも通りの自分でいることができた。のだが、……それを見た同僚や顔なじみの門番たちからは、『どうした熱でもあるのか!?』と、物凄く心配されている……。






　幸い侍女業には、主人が不在でもやろうと思えばやれることはいくらでもある。

　ところがだ、かたや勇者業はといえば、今のところ特になんの使命もなくて。

　人型化した聖剣から何か女神の啓示でもあるのかと思えば……今のところ、テオティルは家でほのぼのしているばかりである。






　……つまり、エリノアは、ひとまず今まで通りにこそこそと聖剣を保持しつつ、弟を守りながら、侍女業をこつこつ続けるしかなかったわけなのである。しかし、それならば運動神経ゼロ、筋肉ほぼ無しの自分でもなんとかやっていけそうだと前向きな気持ちになったのも事実だった。






　エリノアは、今のこの混沌たる生活にも少しだけ希望が見えた気がして――俄然張り切って――。






　いたのだが。






　張り切るエリノアに、その精神攻撃は唐突にやって来た。






　腕の中にはバケツと雑巾。洗剤の瓶が幾つか。額に汗しながら明るい廊下を歩いていた途中。突然――。

　エリノアの頭上に何かがバラバラと大量に降ってきた。






「へ？」






　いきなり真っ暗になった視界、そして同時に強烈な匂いが鼻を突いて……途端、息苦しくなったエリノアはめまいと強い吐き気に襲われる。






「っ……!?　ぅ、う……」






　それは嗅いだこともないような悪臭だった。鼻から身を蝕むような臭いには、エリノアは思わず片膝を床に落とし、口元を手で押さえ呻き声をもらす。






　――そして――……。






　叫んだ。






「こ…………こらあああああっ！　く、臭い！」

「わははははは！」






　エリノアが悲鳴のように叫んだ瞬間、背後からげらげらと笑う声。

　明らかに己に向けられているその馬鹿笑いの前で……布やら革やらでできた隊服や鍛錬着を頭にかぶったエリノアは、重みと鼻を突くような強烈な汗の匂いに身体をピクピクさせてうなだれている。

　……叫んだ拍子に思い切り男臭を体内に取りこんでしまった。エリノアは今にも死にそうな顔である。






「う……何このにお……ぃ、いやっ、じ、じっとりしてる……！」






　顔面を覆う一枚を慌ててはらいのける。と、エリノアの目には予想を遥かに越える数の汚れ物が飛びこんでくる……。

　まるで自分を埋めるような衣類の山は、それぞれ汚れていたり、穴が空いていたり……そして何より、もの凄い汗臭さだった……。






「ひ、ひどい……」






　何これ……と、エリノアは――キッと、そこで笑い続けている男を睨みつけた。






「……騎士オリバー！　だからっ……脱ぎたてホカホカの隊服を人の頭に乗せるなって言ってるでしょう!?　あ、汗臭ぁっ！」






　もがいて大量の隊服の中から脱出したエリノアは、異臭から逃げるように、廊下の隅に後退る。と、その向こうにいた熊のような男が目を細め、エリノアに向けて手を上げる。






「よ、新人娘。心外な……脱ぎたてなんかじゃねえんだぞ、今日は格別強烈そうなやつを隊舎の皆のタンスの奥からわざわざ引っ張り出してきてやった。多分、十年ものとかもあるんじゃないか？　騎士の汗と愛国心の結晶だ、貴重品だぞ……じゃ、よろしくな」

「は、はあ!?」






　十年ものと聞き、恐れおののいて隊服を凝視していたエリノアだが――騎士がそれを平然と置いていこうとすることにさらにギョッとする。






「ちょ、ま、まさかその騎士様方がご自身のタンスで十年も発酵させていた隊服を……私に綺麗にせよということですか!?　ちょ、ちょっと待って騎士オリバー！　無理！　ちょ……」






　慌てたエリノアは、オリバーを追いかけようとするが――慌てるあまり、ばらまかれた騎士の隊服に足を取られ、盛大にこける。その拍子に抱えていた掃除道具類が辺りに散らばって……放り出したバケツが丁度よくエリノアの後頭部の上に落ち――ゴーンと小気味いい音が王宮の廊下に響き渡った。






「ぎゃっ！」

「……」






　バケツの衝撃に一瞬目を回したエリノアの……いかにも鈍臭い姿にオリバーがため息をついている。






「ぅ……」

「……なんなんだお前は道化か？　……果てしないな……どこまで〝相応〟とかけ離れるつもりだ……なんでブレア様はこんな鈍臭を……」






　ため息をつくオリバー。

　それから彼はエリノアをキッと睨む。






「お前は……せめてもうちょっと俺たちを納得させるような何かを見せろよ!?」






　それはおそらく〝ブレアの相手として〟という意味だったのだろうが、ブレア付き侍女就任当初からオリバーたちにシゴかれていたエリノアは、それを〝ブレアの侍女として〟という意味だと受け取った。言われたエリノアはカチンとした顔を騎士に向ける。今までいったい何十枚騎士の隊服やら稽古着やらを繕ってやったと思ってるんだと騎士の視線を迎え撃つ。






「!?　は、はぁ!?　な、なんて言い草……こんなにも私の洗濯と裁縫能力に世話になっておきながら……あなた様の騎士道精神はいったいどうなって……あ!?　ちょ、騎士オリバーどこへ!?　ほ、本当に置いてっちゃうの!?」






　こちらを睨んだかと思ったら、そのままさっさとどこかへ去ろうとしているオリバー。

　ブレアの側近とはいえ、エリノアには騎士の衣類の管理まで行う義務はない。

　しかし……ここがブレアの住まいである以上、エリノアはこの廊下にこんな悪臭を放つ物体を放置しておくわけにはいかないのだ。

　離れた場所で振り返ったオリバーは、それを分かった上で意地の悪い顔で笑う。






「ブレア様もお忙しくてお戻りにならないし、どうせお前暇なんだろ？　それでも洗ってついでに自分も清めるんだな、この悪女が！」

「あ、悪女……だと……!?」






　ばーかばーかと、遠ざかっていく騎士に、エリノアが目を剥いている。

　オリバーはその巨体に似合わぬ素早さで、あっという間に娘の傍から姿を消してしまった。エリノアは残された隊服の前で唖然としている。






「な……なんだったのあれは……」

「……あのな」

「ぎゃっ!?」






　突然背後から話しかけられたエリノアが跳び上がる。

　気がつくと――背後に二名の騎士がいた。

　廊下に四つん這いでオリバーを見ていたエリノアの背後で、騎士たちは大きな身体を窮屈そうにまるめてしゃがみこんでいる。






「な、なんですか……？」






　戸惑って問うと、小柄ながら体格のいい髭の騎士が散らばった隊服たちを指差した。






「あのな、それは口実でな」

「こ、口実……？」

「オリバーは心配してんだよ、お前さんがブレア様の敵対勢力に狙われるんじゃないかって……」

「え……？」






　何故？　とエリノアがきょとんとする。

　オリバーたちブレアの取り巻きからすれば当然の不安だが、エリノアには理解できない。

　舞踏会でブレアの相手を務めたせいだろうか。それともブレアと志を共にする義理の父タガートの養子に入ったせいだろうか。と……首を捻っていると、騎士がなんでもないことのように言う。






「それでな、これから俺たち交代でお前の護衛することにしたからな」

「…………ん？」

「まあ、ここにいれば安全だろうけどなぁ、オリバーが、そのほうがブレア様も安心なさるって言うからさぁ」

「それに家からの行き帰りもあるしな？　まさかお忙しいブレア様が毎日お前を送っていくわけにもいかないだろう？　その間にライバル男がお前に何かしないように俺たち見張ろうって……」

「馬鹿！　それは言わないほうがいいやつだ！」

「あ……すまん」






　ゴンッと同僚に頭を叩かれた髭面騎士は慌てて口を手で覆っている。






「……え、ちょっと待ってください意味分からないんですけど……らいばるおとこ？」






　分からなすぎるエリノアは、難しい顔で眉間にしわを寄せている。

　彼らの言っていることのほとんどが意味が分からない。しかし挙手をして聞いてみても、騎士たちは「いいよお前は分かんなくて……」「男心は単純なようで案外複雑なんだ、いつでも翻弄できると思うなよ……」と、何やらため息をつかれる始末である。






　……ということでエリノアは……お花畑思考の護衛騎士二名を手に入れた。






「え……い、いらな……」

「気にすんな！　俺たち空気みたいにおしとやかにしてるからさ！」

「な！」






　ばっちーん！　と、ウインクしてくる筋肉男二人の筋骨隆々さを見て、エリノアは――絶対無理だろと目を剥いた。

















27　タワシのイライラ












　その時、白い魔物ヴォルフガングはイライラしていた。






　最近、妙にはりきっている娘。

　その頑張りは時にからまわることも多く……見張り番としてはハラハラさせられることも多かった。






　――そんなに物を持って……いやなんでそこでつまずく！　ああ物を落と……！　もう、腕がぷるぷるしているではないか……！






　……まるで子の仕事を影ながら見守る母のようである。






　もういっそ、王宮の使用人にでも化けて手伝うほうが、己の精神安定的にもいい気すらして……。






　しかし、そこまで考えて、ヴォルフガングはハッと首を振る。

　どうして魔界の武将ともあろう自分が、人の王のために労働しなければならないのだ。

　そもそも娘は好んで仕事を抱えこんでいるように見える。

　魔王の側近としても手伝うなんてありえない。ありえない……ありえない、が……。






　ちらりと窺うと、真っ赤な顔で重そうな荷物を運んでいるエリノア。……それを見ると胸の内で葛藤がもやつくヴォルフガング。

　もどかしくて更にイライラした。









　――と、そんな時にやって来たのが例の男だ。






「…………」






　今日もまんまと大量の衣類を娘に押し付け去っていく人間騎士。

　結局断りきれず、青い顔をして悪臭漂う衣類を拾い集める娘……。






　それを見たヴォルフガングのこめかみは、ピクピクと何度も何度も引きつるのであった……。












「…………」






　ぽかぽかと降り注ぐ日の光。

　暖かい陽気に包まれた石造りの洗濯場。

　その端のほうに陣取り――一瞬そののどかな光景に言葉をなくしたエリノア。

　暖かく……暖かくとても素敵な光景なのだが……だが――なにぶん……臭い。……とても。






「…………」






　エリノアの周りには幾つもの大きなタライが並んでいる。

　そこには水がはられ、中には洗われるのを待つ大量の汚れ物たちが……。






　だというのに、こんなにも大量の洗濯をしようとするエリノアが、何故こんな洗濯場の端のほう――つまり、水道口から最も遠いところで作業をしなくてはならないのかというと……。






　それはひとえに、臭いからである。

　こんな悪臭を漂わせる作業を洗濯場のど真ん中でやろうものなら、他の使用人たちに多大なる迷惑をかけてしまう。

　そういう理由で、エリノアはこの使い勝手の悪い場所で泣く泣く作業をせざるを得なかったというわけで。

　水道口から遠いせいで、水を用意するだけでもバケツを持ってそこを何往復もしなければならず……それだけでも地味に大変な労働なのであった。






「ぅ……く、臭いよう……」






　エリノアは嘆く。

　労働はいいのだ。働きたいと思っていたのだから。だが……この臭いがいただけない。

　なんだか臭気が目にまで染みるような気がして、エリノアは潤んだ瞳をしぱしぱと開け閉めする。

　手で目をこすりたいが……その手は現在タライにはった水の中で洗濯物を洗っているところ。揉めば揉むほど恐ろしい色の汚れが浮き上がってくる洗濯物たち。手持ちの洗剤を何度も追加するのだが、全然泡が立たなくて……。

　とてもではないが、そんな汚れ物を触っている途中で目をこするなど。明らかな危険行為。絶対に無理……というか嫌である。

　臭気対策で申し訳程度に白い布で覆った口元がぴぃっと嘆く。






「どうしてこんなに汚くしたまま放っておくの！　熟成させても汗汚れもシミも絶対綺麗になんかならないのに……こんなものが眠っていた騎士様方の隊舎が怖い！　どんな腐界……考えただけで恐ろし……ひぃ血痕!?」






　隊服に残る黒々とした血の痕に気がついたエリノアが慄いている。と、隣から「ごめんなぁ」と声がする。






「あ、それ俺の隊服だわ。タンスの一番奥に突っこんどいたのにオリバーのやつよく見つけたなぁ。多分八年くらい前に賊に斬られた時の」






　懐かしそうな髭の騎士にエリノアが絶句している。






「ぞ……賊に斬られたって…………よくそんなのんきな顔で懐かしめますね……え、ちょ……は、八年もの……!?」

「ははは。俺たちも別に汚くしようと思ってるわけじゃないんだがなぁ……」

「着替えて部屋に放り出したらなんか記憶から消えるんだよな…………魔法……？」

「…………そんな魔法開発した人がいたら私今すぐ石鹸投げつけに行きますね……」






　真面目くさった顔で聞いてくる騎士に、エリノアは怒気はらむ真顔で突っこんだ。

　……が、騎士二人はそれをげらげら陽気に笑い飛ばす。……エリノアはげっそりした。






　この二名の騎士は、髭のほうがトマス・ケルル。小柄ながら分厚い筋肉を備えたほうがザック・ウィリアムズといった。

　あれから何度断ってもこの陽気さで、『まま、そう遠慮せずとも……』『万事我らに任されよ』……と……ぐいぐいぐいぐいついてくる。そのガタイのいい身体で押し切られると……チビのエリノアではとても退けられる代物ではなく……。（物理的に）

　ただ、水運びや、一応洗濯も手伝ってくれるのは有難かった。

　しかし……そっとトマスの手元を見ると、がしっと大きな手に力一杯揉まれた隊服は、今にも引き千切れそうである。






「…………」






　哀れな洗濯物を無言で見ていたエリノアは、諦めたようなため息をついて。騎士二人に丁寧な洗濯方法を教えてやることにしたのだった……。






　と、まあやや微妙に仕事が増えている気もするが、ひとまず護衛騎士たちが仕事の邪魔にはならなそうなことに安堵したエリノア。






　が……

　しかし、困ったことに。

　この二人が来てからというもの、何故か小鳥ガングの機嫌がよろしくない。

　いや、朝王宮についた時から既に機嫌は悪そうだったが、オリバーが現れて以降よりひどくなった。

　窓の外から、木の上から……こちらを見守る彼の暗雲漂う気配にはもちろんエリノアも気がついてはいるのだが……。

　騎士たちの目の前でメルヘンにも小鳥に話しかけるわけにもいかず……理由を問えず、今に至る。









「……ねぇ……！」






　エリノアは口元を覆っていた布を指で引き下げると、ひそめた声で傍の木の枝に止まっている白い小鳥に話しかけた。

　押し掛け護衛騎士の二人は、洗いあがった洗濯物を干しに少し先の干場のほうへ行っている。今のうちだと小鳥を見上げるも……小まるい羽毛の生き物は、むすっとした顔である。






「……ちょっと……なんでそんなに機嫌が悪いの？　ああ……この八年ものの血痕、ぜんぜん落ちない……もうこれには強めの漂白薬を使うしかないわね……、……で……どうしたの？」






　エリノアは、タライの傍に置いておいた瓶の中身を注意深い手つきで水の中にあけながら、ヴォルフガングを見る。

　しかし小枝の途中にとまった小鳥は何も言わない。だが、その視線は離れた場所でえっちらおっちら慣れない手つきで竿に隊服を並べている騎士たちを睨んでいて……。

　それに気がついたエリノアが、もしかしてと言った。






「……ヴォルフガング、騎士様たちが気に入らないの……？」






　途端、ピヨっと言いそうな顔で壮絶に睨まれて、エリノアが瞳を瞬かせる。






「お前は……俺というものがありながら……何故人間などが必要なのだ！」

「え……？　お、俺というもの……？」






　宝石の粒のような黒い瞳がエリノアをキッと睨む。なんだか悔しそうな表情である。






「俺は……陛下から直々にお前の護衛を頼まれているんだぞ!?　なんなんだあいつらは！　急に出てきてでしゃばりおって……」






　イガイガした顔のヴォルフガングに、「へ……？」と、エリノア。

　それは訳すれば、「自分が手伝いたくてずっともやもやしていたのに……」という、やや勝手な意味ではあるが、もちろんエリノアにはそのイライラの中身が分からない。






「そ、そんなこと私に言われても……ほら……私舞踏会でブレア様のお相手を務めたから……世間的には目立っちゃったのね……それで多分色々勘違いする人が出て来てしまって、ブレア様は心配してくださっているのよ、きっと」






　結局……エリノアはブレアの謎行動をそういうことで結論付けた。






「お優しいのよブレア様は」

「…………」






　エリノアはそう言いながら、薬を入れたタライを直接手では触らないように木の棒でかき回しはじめる。






　が……

　その照れ照れと嬉しさをにじませる顔を見て、ヴォルフガングは余計にムッとしたようだった。






「お前は……魔王の姉としての自覚はあるのか!?　お前は我が陣営の所属だぞ！　魔王の姉としてもうちょっと毅然としろ！　なんだこの臭気漂う物体は……何故そうやすやす押し付けられる!?　突き返して来い！」

「……へ？」






　瞬間――突然憤慨した小鳥の身体がブワッと大きく膨らんだ。

　魔物はみるみる巨大化し、柔らかそうな羽毛に覆われていた身体が……いつか見た、ヴォルフガングのタワシ態……大きなタワシの上に三角の耳が二つちょこんと乗っているようなアレ――へと変貌し。唖然としたエリノアは、身をすくませて驚いた。






「ちょ……」






　――何故今タワシ!?

　――いや……！

　――こんなところでそんな姿になって人にでも見られたら……。






　――と、そのはずみで後退したエリノアの踵が――足元に並べてあったタライの一つにつまずく。






「ぅ!?　わ！」






　そのまま後ろ向きにタライに向かって倒れていくエリノアの姿に――

　ヴォルフガングが、ハッと我に返った。






「！　エリノア！」






　ヴォルフガングは慌ててエリノアに手を伸ばす……。

















28　その娘のまわり、人外ばかり。












「！　エリノア！」






　伸ばされた手。

　タワシのボサボサな毛並みからヌッと現れた短い手。

　その、明らかな異形を視界に捉えたエリノアは――。

　瞬間的に、躊躇する様子を見せた。






「!?」






　握り返されなかった手にヴォルフガングが驚いている。






　――今更……。

　今更お前が魔物この姿に怖れを抱くのか――。






　思いがけず苦々しい感情がヴォルフガングの胸に広がって……。






　しかし。






「くっ……」






　それでも彼は娘を守れという君主の命令を放り出しはしなかった。

　魔物は元来持つ俊敏さを駆使し、エリノアの肩に腕を伸ばし――……。






　……次の瞬間、大きな水音が響き渡る。












　……彼の純白のタワシな毛並みを見て……。

　……汚水化したタライを思い出して……。






　その手を掴めば、きっと道連れにしてしまう。

　咄嗟にそう思ったら。エリノアは己に向かって伸ばされたその白い手を握り返すことができなかった。






「っ」






　傾いていく己をどうすることできず。全身に汚水を被ることを覚悟して。

　ぎゅっと目を閉じていたエリノアは――……。






「……あれ？」






　不思議そうにぱちりと目を開けた。

　転倒の衝撃はあったのに、いつまでも予想した冷たい感触がやって来ない。

　何故だろうと、ゆっくりと顔を上げた……途端。






「……お前……」

「う……」






　ずしっと圧し掛かるように聞こえてきた重い声。エリノアはギクリと肩を揺らす。

　……なんかこのパターン前もあったぞと、どこかで思いつつ……おそるおそる見上げたそこには、頭上から彼女を睨み下ろす男の姿。






「ひっ」






　男は顔に垂らした白髪の隙間から、氷のように冷たい瞳でエリノアを刺していた。その威圧感たるや半端ない。






「貴様……俺の手を拒んだな……」






　その背後に渦巻く怒りにエリノアが引きつる。

　最近、うさぎやら小鳥やら何かとメルヘンな彼の姿ばかり見ていたものだから、なんだか余計に圧を感じた。






「ヴォルフガング……」

「大人しくつまみあげられていればいいものを……おかげで無様なことになってしまったではないか……」

「あ……」






　気がつくと、エリノアとヴォルフガングの立ち位置が変わっていて。

　娘は人の身体に変化したヴォルフガングの膝の上に抱きつく形で倒れこんでいた。……当然腰に縋られたヴォルフガングも共倒れである。






「ご、ごめんなさい……」






　もともと驚かせたのはヴォルフガングだが、おそらくエリノアが大人しく彼の手をつかんでいれば、こうはならなかったはずだ。

　エリノアは申し訳なさそうな顔で褐色の肌の男を見上げる。と、男は、舌打ちし、片腕でぽいっとエリノアを横に放り出した。






「わ……っ、とと……あ、れ!?」






　石畳の上に転がされたエリノアは一瞬目を白黒させ……ハッとする。振り返ると自分を水難から救った男は、自分が落下予定だったタライの中に腰を落としてしまっている。

　狭そうに足をはみ出させ、胡坐をかく形でタライの水の中に座り。男は苛立たしげなため息をこぼしながら、己の変化した身体を見下ろしていた。






「…………」






　――それは咄嗟であり、予想外の変化だった。






　意識してヴォルフガングがコントロールしたものではない。

　おそらく――そこにいる娘の、己の魔獣姿に戸惑う目を見たせいだ。

　それに気がついて、心の中には微妙な口惜しさが漂った。苛立ちを隠すように、ヴォルフガングはエリノアを睨みつける。






「……貴様は所詮人間だ……魔物の俺を嫌悪するのは仕方ない……が、そのせいで陛下の命令が守れなかったら――……」






　どうしてくれる……!?　と、娘を威圧しようとしたヴォルフガングは……

　次の瞬間、びくっと身体を震わせた。






　放り出された姿勢のままこちらを見ていたエリノアの顔が……みるみるうちに青くなっていく。目も口も……めいっぱい大きく見開かれていた。






「な……なんだ!?　ど……どこか怪我でも……」






　したのかと慌てるヴォルフガングに、エリノアが鋭く叫ぶ。






「お尻！」

「は……？　し、しり……？」






　エリノアのセリフに、ヴォルフガングが唖然としている。と、その隙にエリノアは、鬼顔でヴォルフガングの元まで飛んで来て。ぽかんとしている男の腕をがしっと鷲づかむ。






「!?　!?」

「助けてくれてありがとう！　でも……早く立って！　お、お尻が！　だからそのタライはさっき薬を入れたんだってば！」

「……薬……？」






　エリノアはヴォルフガングの腰が沈む大きなタライを指差している。

　それは、騎士の隊服に残された八年ものの血痕を綺麗にしようと入れた染み抜き用の強い薬剤で。人体にはあまり良いものではないと、エリノアは慌ててヴォルフガングをタライから引っ張り上げようとしている。

　……が、大柄な魔物はびくともしない。

　というか、立つ気がない。






（…………）






　ヴォルフガングは無言でエリノアを見ている。

　娘は慌てているが……魔物の彼にとっては、人が作った薬など。どうということもなかった。

　そもそも身体の作りが人とは違う。それがもし猛毒であったとしても効くはずもなく……。






　しかし何も知らない娘は一生懸命ヴォルフガングの腕を引いている。渾身の力をこめているらしく、青白かった顔色が今度は真っ赤になり、額には玉のような汗が滲んでいて……それを見たヴォルフガングは、ふと思った。






　……こいつは……いつでも必死だな……、と。






　何より呆れが大きかったが、わずかに感心するような気持ちもあった。

　出会った当初からそうだった。ビクビクするわりに、魔物である自分たちの前にも果敢に飛び出して来る。先ほどは自分に怯えていたように見えたが……こうして助けようともする。






（……よく分からんやつだ……）






　度胸があるんだかないんだか。ヴォルフガングはため息をついて、己の腕を引く娘の必死の形相を見た。……そんな形相の割には、はっきり言ってそれは大した腕力ではなくて。けれどもこの様子を見る限り、おそらくこれがこの娘の最大級の力なのだろう。こんなのが勇者なのかと呆れつつ……も。そう感じた瞬間、ふっと……仕方のない奴だという諦めの感情が生まれた。






「……ちっ……」

「！」






　タライの中に不機嫌そうに座りこんでいた魔物は、舌打ちし、いかにも不本意そうな顔で立ち上がる。

　と、彼を立ち上がらせようとしていたエリノアが、すかさずヴォルフガングの背後に回り、濡れた彼の服を見て悲壮な顔をした。






「ちょ、ど、どうしよう……！　洗い流さないと……」






　エリノアの服にも薬の入った水はかかったが、身体に達するほどではない。それに比べ、ヴォルフガングは特に下半身がすぶ濡れである。

　やれやれとヴォルフガング。






「……馬鹿者慌てるな。俺は魔物だぞ。人の作りだした薬など――……」






　しかしエリノアは反論する。






「何言ってるの、そんなこと分からないでしょう!?」

「な、何？」

「あなた千年くらい魔界にいて、こちらには来てなかったんでしょ!?　人の文明の進歩は目覚しいの。千年も前の薬と今の薬が同じわけがないじゃない……今では魔物だって私達の薬で肌荒れくらいするかもしれないわよ!?」

「……し、しんぽ……？」






　生粋の心配性姉属性のエリノアの主張に、煙に巻かれたような顔をする魔物。






「とにかく今すぐ洗い流さないと……み、水は……」






　エリノアは慌てて足元のタライを見渡している。が……そこにある水はすでに泥のような色の水ばかり。

　ならばと遠い水道口を見たエリノア。「ちょっと待っててよ？　絶対いてよ？」と不安そうにヴォルフガングに言い残し、慌ててバケツを握って駆け出した――……。






　……のだが。






「水！　み──ぶっ!?」

「!?」






　……ぼよんと間抜けな音がした。






　エリノアは転がるように駆け出そうとしたのだが……地を蹴った瞬間に、突然何かに阻まれるように顔面を打つ。






「う……」






　勢い余って弾かれたエリノアがバケツを持ったまま後ろにひっくりかえり……それを受け止めたヴォルフガングがギョッとしている。






「お、前は……」






　しかしヴォルフガングが驚いたのは、エリノアのコントのような動きに……というわけでは無さそうだった。黒い瞳はエリノアがぶつかった〝何か〟を見ている。






「ちょ、な、何？」






　転んだエリノアが身を起こし、遅れて視線を上げる。と……。






　その目に――……






　さらりと流れ落ちた銀糸が日に照らされて、きらきらと美しく煌めく様子が飛びこんできた──。






「……ぇ……」






　エリノアは、瞳と口をぽかんとまるくする。

　と、〝彼〟が言った。






「おや――水がご入り用ですか？」






　場違いにのんびりとした声はとても涼やかで――平然としている。

　未だ思考のピントが合わないエリノアに、〝彼〟はゆったりと微笑みかける。






「では聖水でも出しましょう、主様」

「！」






　途端、エリノアの口から「ひぃ!?」と、絞り出すような声が出て。

　驚愕した顔に、〝彼〟がきょとんと首をかしげている。






「エリノア様？」






　それは……。






　ここ、王宮には絶対に居てはいけないはずの存在。






　相変わらず燦爛さんらんとして美しいのに、生気というものを感じさせない表情で佇む、人の姿をした人ならざるもの。






　――聖剣、テオティルの姿であった……。

















29　テオティルとヴォルフガング












「テ……ッ!?」






　と、言ったきり顔色をなくした娘の、声なき叫びが聞こえるようだった。

　銀の髪の青年を見上げたエリノアは真っ青で、両肩をブルブル震わせている。焦って周囲を見回すと……幸い例の押しかけ騎士たち以外には洗い場には人影もなく……その騎士たちも、慣れない作業に何故かゲラゲラ笑い合っていて……突然現れたテオティルに気がついた様子はなかった。

　と、エリノアを心底驚かせている青年は――ケロリとした顔でヴォルフガングを指差した。






「エリノア様？　その者すでに濡れているようですが……さらに水をおかけになると……？」






　そうですか、左様ですか、人とは不思議なことをなさいますねぇ……と、緊張感のない顔で微笑んだまま……青年がスッ……と――手を掲げようとした瞬間に――。






　エリノアがハッとした。直前に彼が何を出すと言ったのか、それを思い出していた。






「あ!?　だ……ダメダメダメダメ……テオッ！」

「？　エリノア様？」






　エリノアに飛びかかられたテオティルが、キョトンと首にぶら下がってきた娘に目をやる。エリノアは顔面蒼白で激しく首を振っていた。






「魔物に聖水って……それ絶対ヴォルフガング清められちゃうやつでしょ!?」






　絶対ダメよ！






　――と……エリノアは必死でぎゅっとテオティルを抱きしめる。途端……聖剣はやたらと幸福そうな子供のように頬を赤らめて。それを傍目に見ていたヴォルフガングの目は、じっとり呆れたように細くなっていた。












「……それで……？」






　低く警戒するような声が、テオティルにかけられる。






「？」






　にこにこと主人を見守っていた人外の青年は、不思議そうな顔で声のするほうを見た。






「え？　我が主人はとても一所懸命です」

「違う！」






　のんきな顔で、とんちんかんな返事をしてくる聖剣に、ヴォルフガングが吼える。






「？」

「チッ」






　人の男の姿をした魔物は、探るような顔で彼を睨んでいる。

　この不穏な二人組は、洗濯場の端で並んで座っていた。一方は石畳の上にどでんと胡坐をかき、もう一方はきちんと折り目正しく正座をしている。






「はぁ、そうですか？　ではなんでしょう。長らく放置されていた私にとっては主人が無事そこにいらっしゃることが一番重要なのですが……それで、とは？」

「何故お前がここにいるのかだ。お前の主人は、お前に家にいるようにと固く言っていただろう」

「ああ……」






　行儀よく座ったまま聖剣はそう応えて、問うてきたヴォルフガングを見ながら「ふふ」と笑う。その、微笑ましそうな表情には……ヴォルフガングがムッと苦虫を噛み潰したような顔をした。

　……なにぶん彼がいかに厳しい顔をしようとも、この直前、エリノアに無理やり身包みぐるみ剥がれた魔物はどうにもキマらない。……何故現在ヴォルフガングが濡れた騎士の隊服を着せられているかというと……まあそういうわけである。

　己の滑稽さを自分でも分かっているヴォルフガングは、聖剣の聖の気が傍にあることも手伝ってとても苛立っていた。

　男はバツの悪さを隠すように舌打ちし、遠い水場で、彼が奪われた薬品まみれの服を懸命に水で洗い流している娘を睨んだ。その周りには、エリノアの鬼顔に気がついて干場から戻ってきた件の騎士たちの姿も見られる。

　そんな姿を幸せそうな目で追いながら……テオティルは素直に問いかけに答えた。






「私がお言い付けを破りここに来たわけですか……それはもちろん、エリノア様がお感じになった突発的な危機感を察知したからです」

「突発的な危機感……？」

「ええ」






　聖剣は主人を見つめたまま頬を緩める。






「剣わたしと所持者の間には特別な繋がりがあります。私をはじめに握った時、主人様の手のひらには私と同じ女神の印が刻まれた。その印を介して私にはエリノア様の状態がよく伝わってくるのです」






　と、ヴォルフガングが首をかしげる。






「？　遠すぎると能力に限界があるから感知できないと言っていなかったか……？」

「ああ、あれですか？　あれは女豹殿が……エリノア様について行きたかったらそう言えと」

「…………コーネリアグレースか……」






　ヴォルフガングの頭に、にゃはん♪　としたたかな顔の太ましい魔物の姿が思い起こされた。






「あ、あいつ……」






　いつの間に聖剣と結託していたのだと、げっそりするヴォルフガング。その横で、テオティルはすました顔である。






「私も魔物に従うのはどうかと思いましたが……あの時は、主人様がまた私を大樹に戻してしまわれそうだったので。三度みたびは嫌でしたし、私も放置された時間が長すぎて、とてもエリノア様に飢えておりました。ふふふ」

「…………」






　清廉な顔で笑う聖剣に、こいつ……という目線を向けるヴォルフガング。

　しかしテオティルにそれを気にした様子はない。彼は視線でエリノアを追いながら続ける。






「女豹殿には感謝しています。おかげでこうして私は正式に主人を得て、傍であの方の感情を感じていられます。主人様はいつも賑やかです。面白いくらいに」






　こんな楽しい時間は、女神の大樹に、ただただ刺さっていただけの日々には得られないものだったと、幸せそうに語る聖剣に……ヴォルフガングが鼻を鳴らす。






「……それくらい……あの娘が落ち着きのない人間であることは俺にでも分かる」






　ふんと張り合うような言葉に……テオティルはそうですねぇとほのぼのと笑った。






「ふふ……エリノア様からは、一日に何度も様々な驚きや焦りが伝わって来ます。推察するに……日に何度も転んだり叱られたりなさっておいでなのですねぇ」

「…………」






　でもめげない所が主人様の良い所です、あ、でもちゃんと反省もなさっているのですよ？　落ちこんで、それから浮上するまでの不屈さが尊いです、と……嬉しそうにつらつら語るテオティルの顔に……ヴォルフガングが大いなる呆れを滲ませている。

　が……。

　不意に、幸福な思考しか心にない……という表情で主人を語っていた青年のオレンジ色の瞳が――すっと、ヴォルフガングに向いた。






「？　なんだ」






　どこか観察するような目に、ヴォルフガングがムッと問う。と、テオティルが口の端を持ち上げる。しかし、今度の笑みは目が笑っていない。その瞳に魔物が警戒の色を見せる。






「……ですが……先ほどの主人の感情は――ご自分がそういう災難にあう時とは比べ物にならないほど大きかったのです。だから、私は思わずここに来てしまった」

「……？　先ほど……」






　怪訝そうな男に聖剣はにこりと笑う。






「先程のエリノア様の突発的不安のことです。とても大きくて……焦りと恐怖に満ちていました。いったい何事かと、とても心配したのですが……」






　テオティルは人形のような目で、ヴォルフガングにひたりと静かな視線を送る。ニッコリと持ち上げられたままの口の端の形……ガラス玉のような瞳から向けられる視線は……どこか愉快そうでもあり、敵意のようでもあった。






「……主人様の心配事はあなただったのですね……」

「……何？」






　言われたヴォルフガングは弾かれたような顔をした。






「あなたがその水に落ちたこと、とても心配なさったようですよ」






　示されたなんとも言い難い色のタライの水。それに視線を落としながら……ヴォルフガングは意表を突かれたのか、困惑の表情を浮かべる。

　聖剣は、つまりエリノアがとても自分のことを心配していたと言っているのだ。






「──……」






　思い起こせば――ここのところ、自分も勇者であり人間であるエリノアに気を許しすぎていたような気がして……。

　そのことに対して、決して悪い気はしていない自分に気がついた。






「……」






　しばしの間のあと──再びチッと音がした。

　ヴォルフガングは舌打ちをして顔をそらす。






「……冗談ではない……」

















30　勇者は騎士たちにスパルタ教育している場合ではなかった…












「――ちょ、騎士様!?」






　エリノアがギョッとしている。

　と、髭の騎士が物干し竿に隊服をかけながら……つぶらな瞳をキョトンとさせて振り返った。






「ん？　どうした」

「あの……私の目がおかしいのでしょうか……お預けしたその隊服……なんだか穴がすごく大きくなっているような……」

「ほぉ……お前すごいな、いちいち穴の大きさなど記憶してるのか？　ははは」






　すごいすごいとエリノアの髪をぐりぐりかき混ぜてくる髭面騎士に、頭を揺らされながら……娘は目を剥く。






「ちょ、おだてても誤魔化されませ……あ！　こっちの隊服は洗ったはずなのに……どうして泥だらけなんですか!?」






　よく見れば、干竿の上の隊服にはいくつか土汚れがついている。エリノアがせっせと洗い、手伝ってくれるという彼らに託したものだった。それを発見し唖然とするエリノアに、騎士はのんびりと言う。






「ああ……確か干す時に何回か落としたか……？」

「そうだったっけ？　ま、大丈夫だ、俺たち泥くらい気にしねぇよ（にこり）」

「あ、洗う意味……」






　騎士たちのペカーっとお日様のような微笑みに……エリノアは――がくっと肩を落とす。……気持ちは……手伝ってくれようという気持ちだけはありがたい、ありがたいのだが……清潔感！　……と、エリノア撃沈。

　しかし、ここで怒ってはいけないとエリノア。






「だってね……どう考えても騎士様たちは褒められて伸びるタイプ（というか、叱られても全然気にしないタイプ……）ですものね……将来の騎士様方のお嫁様のためにも……ここはわたくしめがふんばって最低限の洗濯技術と少々のレディファースト精神を……」

「？　何言ってるんだ？　俺たちすでに妻帯者だぞ」

「子もいる」

「……」






　下の子供はまだ一歳、女の子♪　と……嬉しそうに指を一本立てる騎士の顔に……。

　次の瞬間、エリノアは鬼顔でスパルタ教育に方向転換した。






「そんなデリカシーのないことでは奥様方がさぞお困りでしょう!?　落とした洗濯物はそのまま干してはなりません！　というか洗濯物は落としてはなりません！　奥様が懇切丁寧にお洗いになったものを汚すなんてことしたら罰が当たりますよ!?　お子様がいるなら衛生面にももっと気をつけて――!!」

「お、ぉおお……」






　お嬢ちゃまに嫌われたら嫌でしょう!?　と……。

　迫力の増したエリノアの顔に、騎士二人ははじめて圧倒されたのだった……。






　そんなこんなで――泥のついた洗濯物を渋々回収していた騎士が、ふいに、それよりさぁ、と怪訝そうな声を上げる。エリノアは傍の水場で受け取った隊服の泥を落としていた。すでに一度洗った隊服は臭いも消えていて、他の使用人たちに迷惑をかけるようなことはなさそうだった。

　騎士の声に顔を上げると、騎士は訝しげな視線を洗い場の端へ向けている。






「……え？」

「さっきお前が脱衣を強要していた男と、その隣に今いるあいつ……誰だ？　騎士……？」

「いや……見たことねぇな……王宮ここにいるってことは……どっかの賓客の私兵？　……それとも新兵か？」

「ぅ……っ」






　彼らが見ているのが、テオティルとヴォルフガングのことだと気がついたエリノアはグッと喉に息をつめる。

　ヴォルフガングの服を洗ったら、早々にテオティルを家に返そうと思っていたのだが……その彼が大人しくエリノアを待っているものだから……短い時間とはいえ、つい泥汚れのほうに気を取られてしまった。

　肩を並べた騎士たちは、彼らをよく見ようと、眉の上にひさしのように手をあてて目を細めている。エリノアは慌てて騎士らの前に立ち、その視線を遮った。






「そ、そんなことより泥……泥を落とさないと！　いや、もうわたくしめだけでも大丈夫です！　騎士様はお可愛い盛りのお嬢様の元へお帰りください！」

「いや、俺どうせ今夜は勤務で隊舎詰めだし。それに俺たちお前に近寄る男は要報告で……しっかり探っておかないと……」

「……へ……？」






　ヴォルフガングたちを見ながらポロリともらした騎士の言葉に、エリノアが首を捻る。いつの間にかブレアの派閥内部でエリノアについての情報共有がされているらしい。が……彼女がその事実に気がつく前に……いきなり騎士の頭に鉄拳が打ち下ろされる。ゴインといい音に、騎士が地面に沈んだ。






「ひ!?」

「ばか野郎！　余計なこと言うな！　それは極秘（？）だ！」

「あ……すまんすまん」

「ちょ……大丈夫ですか!?　い、今かなり痛そうな音が……」






　エリノアは慌てたが……同僚に拳で思い切り殴られた騎士は、ケロリとした顔で起き上がり、空々しい笑いを浮かべてそっぽを向く。






「ははは大丈夫大丈夫、これくらいなんでもないなんでもない」

「ははは、すまんすまん、さーて……では仕事を続けようか……？　我らが細君のためにこのくらいのボロ布くらいは洗えるようになっておかねばなぁー」

「え、えぇ……はぁ……ボロ布それあなた方の隊服ですけどね……」






　話を誤魔化そうとしたが、何故か反対に何かを誤魔化されてしまったエリノア。

　娘は腑に落ちなさそうな顔をしているが、ひとまず騎士たちの注意が、ヴォルフガングたちから逸れてくれたことにはホッとしていた。

　とにかく彼らの隙を見て、さっさとテオティルを家に帰そう。






　と……。

　そう、思っていたエリノアだったのだが……。









「………………すまん……」

「えっ」






　沈痛な面持ちで頭を下げる白髪の大男の言葉に……エリノアは愕然として。持っていた桶を取り落とす。






「テオが……いなくなった!?」






　しおしおとうなだれる男の隣には、いたはずの銀の髪の青年の姿はない。






「すまん……たった今までそこに大人しく座っていたんだが……急に王宮内の気配が気になるとかなんとか言い出して……突然姿が消えた」

「け、気配……？」






　エリノアは青ざめた顔で王宮の建物を見上げる。






「う、うそでしょ……今、ここで……？　テオが……？」






　王命により、官も兵も、皆が総出で聖剣と勇者を捜索しているこの王宮で――その聖剣が迷子とは――。

　エリノアは思わずつぶやく。






「………………もしここでテオが捕まったら……あの子物凄く素直だから、正直に色々話しちゃいそうよね……？　勇者とか、聖剣とか……そして、気のせいじゃなかったら……あの子、物凄く目立つ、よね……？　髪とか……目とか……容姿とか……」






　少々動揺し、言葉を上ずらせながらエリノアがそう問うと……拳で額を押さえた褐色の肌の男から、「………………すまん」と、沈みこんだ声が返ってきて……。ついクラッとくるエリノア。

　娘は頭を抱えた。






　――テ……テオぉおおおお……っ!!






　勇者の声なき叫び、再び……。







終













侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【５】


















１　憂いの聖剣と、女たち












　その暗い部屋で聖剣は、つと――その机の上に置かれた物体を眺めていた。

　長方形の皮張りの箱。厚さは手のひらほど。右から左までの長さは大人が両手を広げた程度のものだった。






「…………」






　室内にはその箱以外にも雑多なものが所狭しと積まれている。

　しかし。テオティルの瞳は、その箱だけを瞬きもせずに見つめている。






　――ふと、ものも言わず、身じろぎもせず佇んでいたテオティルの手が、すっと持ち上げられた。

　無感情な瞳のまま、つぶやく。






「……淀み……」






　伸ばされた指先が、そっと箱に――……






　――触れる寸前。






「――誰かいるのか!?」






　部屋の扉が開け放たれた。

　鋭い声が響き渡り、次の瞬間部屋にはくすんだ金の髪の男が踏みこんで来ていた。男の手には抜き身の剣が握られている。






　だが。






　室内を見渡した男は――怪訝そうに眉を持ち上げた。






「……気の、せいか……？」






　その口からは怪しむような声が漏らされる。

　見回しても暗い室内はしんと静まっていて、そこには何者の姿も見られなかった。






　しかしそれでもなお怪訝そうに顔をしかめた男は、片眉を持ち上げて。警戒した瞳のまま、他のものには目もくれず、机の上に安置してあった皮張りの箱の前に進み寄る。

　男は箱に触れ、その鍵がしっかりとかけられたままであることを確認すると、苛立ったように舌打ちをした。そこへ、慌しい足音が近づいてくる。






「クラウス様！　いかがなさいましたか!?」






　誰かが部屋に駆けこんで来た。――クラウスの侍従だ。

　侍従はクラウスが剣を手にしているのを見ると、一瞬怯えたような顔をした。そんな男の青い顔に、クラウスはふんと鼻を鳴らして、手にしていた剣を男の足元に力いっぱい放りやる。






「ひっ」






　鋭い切っ先は敷かれた絨毯を裂くようにして床に当たり、そして耳障りな金属音を響かせながら跳ね返って床に転がった。危うく足を切る寸前だった侍従は短く悲鳴を上げ――そこへ間髪いれず、厳しい叱責が叩きつけられる。






「ずっと見張っていろと言っただろう！　何故誰もいなかった！」






　クラウスの顔は怒りに紅潮し、目は吊り上がっている。睨まれた侍従は慌てて床に身を投げ出してこうべを下げた。






「も、申し訳ありません……急にオフィリア様がおいでになられて……ここは隠し扉の奥ですし大丈夫かと――」

「黙れ！　言いわけをするつもりか！　もし〝あれ〟に何かあれば、お前たち皆無事ではすまないぞ！」






　床に額を擦りつけるようにして震える侍従に、クラウスは容赦のない言葉を投げつける。その激高には、駆けつけた他の使用人たちまでもが身を竦ませている。皆……己の主人の気性をよく知っているのだ。

　クラウスは、平伏した侍従の耳を踏みつける勢いでその頭の間際に立ち、上からねめつけるような目で男を刺す。






「いいか……？　くれぐれも、この部屋の警護は怠るな……ことを起こす前に露見すれば、これまでの苦労が無駄になるだけではすまない……私も、私に多くを与えられてきたお前達も皆一巻の終わりだからな……」






　暗い双眸に――侍従は、申し訳ありませんと震える声を何度も何度も絞り出すほかできるすべはなかった……。















「……哀れな……」






　不意に、薄い唇がポツリと言った。






　――この国の第三王子の住まいの前に立ったテオティルは、何もかもを見たかのような瞳で、そのエントランスの奥――たった今まで自分がいた部屋の方角を見つめていた。

　夏の果実のような色の瞳は冷え切っている。






　先の魔王を勇者が封じて以降、千年女神の技を目の当たりにすることなく過ごしてきた人の世界。

　テオティルは、その入り口の奥にぼんやりと見える……人には見えぬ、人の思念の集合体の悪しき色にため息をつく。






「……人があのような業の塊を生むとは……女神が仰せのとおり、世は変わった。……今や信仰は薄れつつあるのか……」






　ポツリとそう漏らす。

　もはや、ただ魔王を滅すれば人を救えるという時は過ぎ去ったのだろう。






　聖剣は、考えこむように身じろぎもせず、つい今しがた自分が見たものについて思いを馳せていた。






　――と、そこへ――。

　彼の見つめるエントランスの奥から、バタバタと慌ただしく誰かが出てくる。

　きらびやかなドレスの裾の中で、足をこれでもかと踏みつけて――苛立ちを床に叩きつけるようにして。その主は不機嫌を隠すこともなく周囲に喚き散らした。






「なんなのよ……！　せっかく私が足を運んで来たっていうのに……！」

「お、お待ちくださいオフィリア様！」

「オフィリア様！」






　取り巻きと従者を引き連れ不機嫌そうに出てきたのは……クラウスの婚約者、公爵家令嬢のオフィリア・サロモンセンだった。

　綺麗に整えられた柳眉をキリキリと歪め、頰を膨らませ面白くなさそうに歩いてくる。






「クラウス様ったら！　最近私をないがしろにしすぎなのではなくて!?　茶会にも来てくださらなかったし、ビクトリア様との茶会の時にも同席してくださらなかったわ！　一人でビクトリア様にお会いするのがどれだけ大変なのか、ちっとも分かっていらっしゃらないんだから！」

「お、お嬢様どうかもう少し声を落として……」






　お付きの従者も取り巻きも、オフィリアの不平がクラウスの身内の者に聞かれやしないかと肝を冷やしている。なだめようと伸ばされた令嬢の手を、オフィリアは払いのけた。






「うるさいわね！　そんなの私の勝手で――……」






　──と──……。

　そんなオフィリアの目が、ある者の姿を捉えてぴたりと止まる。

　廊下の隅に立ち、彼女たちのほう――正確には、クラウスの住まいの奥を見つめ、静かに佇むテオティルである。






「あ、ら……」






　途端、オフィリアの顔から険がとれる。

　――真っ直ぐ清らかに輝く銀の髪。目鼻立ちは際立つように整っていて、鮮やかなオレンジ色の瞳には睫毛が物憂げな影を作っている。

　そんなテオティルの姿に、とても視線を素通りさせることのできなかったオフィリアの口から、感嘆のため息が漏れる。

　見たこともない美貌だった。

　ただそうして立っているのを見ているだけで、オフィリアの胸には最高の美術品でも目にしたかのような感動が湧き上がる。常日頃――他の令嬢たちと競うようにして美しいものをかき集めてきたオフィリアだからこそ、余計にその美しさを見過ごすことができなかった。






「な、なんて綺麗な男なの……」






　オフィリアは自分が怒っていたことも忘れてそうつぶやいた。

　同様に、取り巻きの令嬢や従者の口からも、うっとりした息がこぼれ落ちて――いや、それどころか……。

　気がつけば、周囲には彼女たちと同じように青年に魅せられたように立ち止まる者たちが人垣を作っていた。兵に、官に、使用人たちに……中にはクラウスに挨拶に来たのか、見知った顔の貴族の姿もあった。

　徐々に増えていく観衆に気がついて。オフィリアは……ふと、あることを思いついた。うす薔薇色の唇がにんまりと持ち上がる。






「……いいじゃないの……」






　オフィリアは思った。この、青年に見とれ、魂の抜かれたような顔をしている者たちの前で、あの美しい男を独占してやったらさぞ気分がいいことだろう。

　周囲から己に集まる羨望の眼差しを想像した令嬢は、うっとりと目を細める。それは王子に冷たくされた憂さ晴らしにももってこいだと思えて。

　男がどういう者なのかは分からないが、身なりはそう高価そうではなかった。せいぜい町民といった風体で……とても公爵家の娘で、王子の婚約者である自分に逆らえる身分ではないだろう。……そう値踏んだオフィリアは……。






「ふふ……行くわよ。ちょっと遊んであげましょう」

「あ、お、お嬢様!?」






　不敵に笑った令嬢は、手にしていた扇をさっと顔の前で開くと――つかつかと、テオティルのほうへと歩み寄って行くのだった……。


















　――同じ頃の洗濯場。






「……大丈夫……大丈夫……大丈夫よ……」






　と……こわばった青い顔で繰り返す娘は、どう見ても大丈夫ではない。

　聖剣テオティルを見失って。動揺したエリノアは引きつった顔でグッと拳を握る。






「ひ、ひとまず……騎士様たちを全力ダッシュで撒いて……迷子……迷子の届けを……」

「落ち着け……あの鍛えられた肉体の男たちをお前が撒けるわけがないだろう……」






　冷静に、しかしどこか子供をあやすような調子で突っこむヴォルフガング。






「じゃ、じゃあお手洗いに行くって言って撒くわ！　換気窓から……換気窓によじ登って――」と、顔面滝汗で逃亡策を練りはじめた娘に……

　男はため息をつき、エリノアの顔を覗きこみ……なだめるように肩に手を置いた。






「いいからちょっと落ち着け。心配するな、忌々しいが……あの者ならば必ずお前の元に戻ってくる」

「だ、だ、だけど……あんな幼児みたいな子……放って置けない……穴に落ちて怪我したりしたらどうしたらいいの!?　さが、探しに行かないと……」






　いや、そそっかしいお前じゃないんだからそうそう穴になど落ちるわけあるか。と思ったヴォルフガングではあったが……それはそっと心に秘めて、大丈夫だ、と娘の目を見る。






「お前が行けば、護衛騎士も必ずついてくる。どう言って捜索するつもりだ？　聖剣を探すなんて言うわけにもいかん。変に徘徊すれば、怪しまれるだろう。……いいからお前はいつも通りの仕事をしていろ、俺が鳥に化けて探しに行く」






　ヴォルフガングはそう言いながら、大きな手をエリノアの頭にのすっと移動させ……よしよしと髪を撫でる。






「でも――……」

「大丈夫だ。待っていろ」






　エリノアは戸惑ったが――男の頼もしい言葉と視線に……

　一瞬ぐっと何かを吞みこむようにして。それから、ゆっくりと、頷いた。






「――わ、分かった――」






　ありがとうヴォルフガング――と……

　エリノアが顔を上げて続けようとした、時だった。






「――あ！　エリノア！　いた！　ちょ、大変よ!!」






　唐突に、洗濯場へ誰かが飛びこんで来た。






「え――ぐっ!?」






　大きな声にエリノアが振り返ろうとした瞬間、猛烈な勢いで駆けて来たその婦人――エリノアと同じ制服を着た侍女は、エリノアの襟元をがしっと引っつかみ――そのままＵターンして、今来た道を駆け戻りはじめた。






「!?　!?　せ、先輩!?」

「来るのよエリノア！」

「へ、あ、わっ……ぁああああっ!?」






　エリノアは、そのまま先輩侍女にずるずる引きずられて行く。






「せ、せんぱい、く、苦しっ……ヴォ、ヴォルフガングっ……お、お願いよぉおお!?」

「…………」






　お願いだからねぇええええ!?　と、連れ去られる間際に叫ぶエリノア。に、思わず無言のヴォルフガング。

　遠くで事態に気がついた騎士たちも慌てている。






「な、なんだあれ……なんだあれ、ブレア様の侍女……!?」

「こ、こわ……見たかあの顔……嫁さんが怒った時の顔とそっくりだった……何事だ……？」

「お、おい、それよりも追いかけるぞ！」

「あ、ああ……」






　二人はどすどすと、先輩侍女と引きずられるエリノアを追いかけて行った。

　そして残されたヴォルフガングは……。






「…………いや、あれは……大丈夫か……」






　突然の出来事に、一瞬唖然としていたヴォルフガングだが……あの光景は、エリノアの王宮勤め中には割りとよく見かける光景である。

　それよりもと、ヴォルフガングは小鳥に化ける。一刻も早く、この王宮内に消えた聖剣を探し出さなければ。──と、魔物は。今見たエリノアの必死にも間抜けな姿を忘れることにした。

















２　木登り要員エリノアと、怖いお姉さん












「ひーっっっ！」






　エリノアは叫んだ。

　王宮の外。建物の傍に立つ木の上で。精一杯に腕を伸ばしながら。






　なんとも情けない声だが仕方がない。

　それは幹のしっかりした比較的登りやすい木ではあったが、何せ今いる場所の高さが怖い。

　だというのに。そんな場所で、エリノアが利き手の指先から脇腹、右足までをピンっと一直線に、めいっぱいに伸ばしても……その、目当てのものには指がかするだけ。せめて二本の指が届けばつまむこともできるのだが……。

　木はもうこれ以上うえは、枝が細くなっていて登れそうにない。






　困ったエリノアは、木の幹にしがみついたまま上を見上げる。

　深緑の梢の一枝に、黒い一枚の上着。

　飾りはないが、一目で安物ではないと分かるその上着は……エリノアの主人、ブレアの所有物である。

　エリノアは高所に青ざめながら渇望する。あれだ、あれが取りたいのだどうしても！

　しかし……いくら願ってみても、枝に絶妙な引っかかり具合の上着は落ちてきやしない。






（……何故……このような事態に……）






　必死に木につかまりながら……エリノアは、いったいどうして自分が年甲斐もなく木登りなどに、それも勤務中に――興じる羽目になったのだろうかとげっそりする。

　と、そんな青ざめる娘に、木の下からやや緊張感に欠ける声がかけられた。






「エリノア～、悪いわねぇ～」






　声の主は……同僚のややお年を召した先輩侍女、セレナである。






「ごめんねぇ、私がもうちょっと若かったら登るんだけど……なんせこの前痛めた腰が痛くて……大丈夫？」

「は、はい……大丈夫です……」






　エリノアが青い顔ながらもなんとか頷くと、侍女セレナは、まあ頼りになるわねぇと嬉しそうである。そのほこほこしたのどかな顔を見ると……とても怖いからできませんとは言えないエリノアであった……。






　――ことの発端はこうだった。

　彼女セレナは本日忙しい主人のために、宮廷の執務室まで衣類などを届けに行った。が……。

　その帰り道、王宮と宮廷とをつなぐ道を歩いている時に、彼女は取り替えて持ち帰って来た王子の衣類や仮の寝床用のリネン類を、数点突風にさらわれてしまったそうなのである。

　そしてさらわれた衣類たちは広い王宮の庭園のほうへ飛んで行き――……慌てた彼女が同僚に助けを求め、現在に至る。

　つまりそのうちの一点が、現在エリノアが脇腹をつりそうになりながら手を伸ばしている、あの上着である。とどのつまりエリノアは、ブレアの私室付き侍女の中で一番若いゆえに、木登り要員として連れてこられたというわけであった……。






　まあ、確かに普段から腰が痛いと訴えるセレナには木登りは厳しいだろう。

　……そしてついでに状況説明しておくと……例の押しかけ護衛騎士たちは、すでに他の衣類を拾いに王宮の庭に散って行った後である。

　何せ、彼らの大好きなブレアの衣類。事態を知った途端、彼らは目の色を変えて。エリノアそっちのけで回収に走り去って行った。

　まあ……あの筋肉の塊のような男たちでは、この木の枝の細さを考えると、きっと重すぎて登れなかったことであろうし……何よりも、彼らはあまりにガサツすぎて、とても任せる気にはなれないとエリノアも（セレナも）思ったのだった……。









「よ……よし！」






　さて、エリノアは深呼吸してから、もう一度上着に手を伸ばす。が――しかしやはりダメだった。

　ブレアの上着は指の腹には触れるものの、それがやっとで。袖が枝に引っかかっているのか、手繰り寄せることができない。

　なにせ物が物である。王子の衣類がかなり高価であることを当然知っている侍女エリノアは、それを破いてしまうかもという危険を犯してまで、無理に引っ張る気にはとてもなれなかった。しかし、諦めるわけにもいかないのが実情だ。






「ダ、ダメだ……やっぱりなんとかもう少し上によじ登ろう……」






　エリノアはちらりと下を見て、ゴクリと喉を鳴らす。

　彼女が立っている場所の高さは、丁度少し先にある王宮の建物の一階と二階部分の境目と同じくらいで。ものすごく高いというほどではない、が……。

　悪いことに、傍には池があった。

　落下して転がろうものなら落下ダメージに加えて水没の危機である。自分のそそっかしさをよく知るエリノアは、自分が池にハマる気がしてならなかった……。






「……いや！　恐れていては何も始まらない。なせばなる……！　……はず！」






　エリノアは意を決して、つとめて慎重に、なんとか木肌の凹凸に足をかけ……。






　と――。






「うっ!?」






　スコーンッ！　と――唐突な衝撃だった。

　エリノアが恐る恐る足をあげた時。その後頭部に、突然、小石でも投げつけられたかのような衝撃が……。

　それはさほど痛くはなかったが、急なことに驚いて。足を滑らせたエリノアは――慌てて幹に抱きついた。と、同時にぽちゃんと音がする。






「……っ、っ、……あ、……危なかった……な、何、今の――」






　……と、幹につかまったまま振り返ると、その顔面に――何か白い塊が高速で飛んで来た。






「ぅっわ!?」






　思わず身構えて目を閉じると、次の瞬間、頭に、わしっ……と、何かが爪を立てる。






「ひ……」






　首をすくめるエリノア。と――






「……おい、何をやっている。……聖剣が見つかったぞ」






　憮然とした聞き慣れた声に、エリノアが、あっと瞳を開く。

　すると、頭から感触が離れ、ととと……と、素早い動きで、傍の枝の上に小鳥の姿が現れた。






「ヴォルフガング！　見つかったの!?」

「ああ。すぐ近くの王宮内で発見した。……何をしている、急げ、どうもやっかいな状況に巻きこまれているようだったぞ」

「え、えぇ……でも……」






　エリノアは困惑したように顔を上げる。

　若いとはいえ、運動音痴気味のエリノア。必死にここまで来たからにはあの上着は取っておきたかった。

　と、すぐさま状況を察したか。小鳥ガングが、上着に向かって小さな羽を振る、と――

　頭上の枝がまるまるボキッと折れて……

　ブレアの上着をのせたまま、驚くエリノアの元までゆっくりと降りてきた。






「さっさと行くぞ！」






　――さすが魔物。やることが乱暴である……。









　　　　　＊　＊　＊









　王子の住まい前の廊下は広い空間が設けられている。

　エントランス入口の両側には大きなガラス窓があり、その前にはそれぞれ来客用の上等な長椅子が据えてあった。

　その長椅子に腰を下ろし、令嬢たちに取り囲まれたテオティルは、不思議そうな顔で彼女たちをじっと眺めていた。

　あれやこれやと理由をつけて、ここまで強引にテオティルを引っ張ってきた令嬢たちは、きゃあきゃあと実にかしましい。

　特に――テオティルの隣に陣取ったオフィリアはいたくご機嫌で。青年の腕に手を添え身を乗り出して、その整った顔をまじまじと堪能している様子だった。






「本当に美しいこと……名はなんと言うの？　歳は？　王宮の者ではないでしょう？　誰かに仕えているのかしら……うちに来る気はない？　いくらでも払うわよ」






　オフィリアがそう言うと、テオティルの反対側にいた取り巻き令嬢が黄色い声を上げる。






「ずるいわオフィリア様……私だってこの者が欲しいです！　うちはどう？　父は高官よ、うちに来たらいい暮らしができるように取りはからうわ！」

「あらうちだって！」






　普段はあまりオフィリアには逆らおうとしない取り巻き令嬢たちも、稀に見る風貌のテオティルにすっかり興奮し切っている。

　オフィリアが眉をしかめた。






「ちょっと……ずるいってなんなのよ……」

「だってオフィリア様にはクラウス様がいらっしゃるでしょう？　他の男性なんて必要ありますこと？」






　令嬢はオフィリアを案じるようなふうを装う。






「そうですわよ、ビクトリア様だってなんとおっしゃることか……私の家に仕えさせれば、オフィリア様だっていつでもこの者を愛でることができるようになりますわよ」

「……何を言っているの、ただの使用人よ。私がどんな使用人を抱えようと、ビクトリア様たちが口を挟むことではないわ」






　ふんとオフィリアは鼻を鳴らす。直前にクラウスに門前払いをくらったせいか、少し反抗的な気分になっているらしい。その気晴らしに強引に構いはじめたものの、間近で見ると、その青年の人間離れした美しさはいよいよ彼女達の心を虜にした。令嬢たちは、すっかりテオティルを家に抱えこむ気になっている。






「あの……」






　勝手な言い合いに、困惑した顔のテオティルは令嬢たちに声をかける。が、彼を挟み、誰の家に召しあげるかで喧々諤々けんけんがくがく言い争っている令嬢たちはちっとも耳を貸さない。どうにも、テオティルを美術品か何かと勘違いしているような節がある。テオティルは、ため息をついた。

　もういっそここで転移してエリノアの傍まで帰ろうか。

　しかしながら、それは自宅にいた時、女豹婦人コーネリアグレースから禁じられたことでもあった。

　婦人は言った。






『ご主人様に迷惑をかけたくないなら不用意に人前で力を使わないこと』……と。






　テオティルの頭の中で女豹婦人がくるくる踊りながら言う。






『臣下ならば主人に迷惑をかけてはいけません。エリノア様も陛下も普通にお暮らしになりたいと仰せです。ならば、外部の者の前では外部の者の常識に合わせて目立たぬようにすること！』






　分かったわね？　と……。






「……うーん……」






　婦人に言われたことを思い出したテオティルは唸った。

　今、自分を取り囲んで騒いでいる娘たちは、どう考えても〝外部の者〟で。

　ここで転移して姿を消すことは、女豹婦人の禁止事項にバッチリあたってしまうのだろう。






「……」






　ではこの者たちの前でなければいいわけだ。そう理解したテオティルは長椅子から立ち上がろうとした。が、それはオフィリアと令嬢たちに引き止められる。






「どこへ行くの？　許可もなく立ち去ることは許さないわよ」

「…………」






　テオティルは令嬢の高圧的な顔に眉をひそめる。






　と――。

　そこへ、通りかかった者があった。

　その者は、騒いでいる令嬢たちに目を留めると――足を止め、グッと眉を持ち上げてドスの利いた声を出す。






「…………ちょっと……あんたそこで何してんの……？」

「「え」」






　王宮には不釣り合いな響きであった。令嬢たちがとっさに顔を上げる――と。

　そこには、目をしらっと細め、じっとりとした顔でこちらを見る――






「ル、ルーシー・タガート!?」






　廊下に仁王立つ、赤い巻き毛の令嬢の登場に――オフィリアが「うっ」と、顔を引きつらせた。

　ルーシーは柄の悪い半笑いの顔でオフィリアたちが腕を絡めているテオティルを見た。――ただし、目はひとつも笑っていないのだから恐ろしい。

　ルーシーは言った。






「……その……無駄に目に刺さる美形は……うちの（義妹の）身内なんだけど……？　なーんであんたたちと一緒にいるのかしらぁ……？」






　……その瞳、威圧感……。






　まるで獲物を狙う鷹である……。

















３　怒れる拳と、鎮火の泥












　怪しむような顔で、第三王子の住まい前の廊下で立ち止まったルーシー。

　その目に睨まれたオフィリアは、身をすくめて――しかし、こちらも威勢だけは負けてはいない。






「う、うるさいわね！　あんたに関係な……ぇ……!?　この男……あなたの家の者なの!?」






　オフィリアはぎょっと、隣に座るテオティルを仰ぎ見る。テオは……。






「……」






　ひとまず空気を読んで黙っておくことにした。

　ルーシーは、オフィリアを上から睨んだまま、ずずいと――エリノアが見ていたらキレそうなチンピラ顔で――彼女たちのほうに近づいて行く。






「だったらなんなのよ？　なんか文句あるの？」

「ちょ……」






　そのしかめた眼光の威圧感たるや……ひるんだオフィリアは、堪らず隣にいたテオティルの背の後ろに身を隠す。しかし、ここで引き下がるのはルーシーに負けるようで嫌だった。






「あ、あんたたちみたいな筋肉一家にこんな美しい男が相応しいわけないでしょ！」

「はぁ？」






　ルーシーは呆れたようにため息をつく。






「……全く……美しいものを見るとすぐ手を出そうとするんだから……ほら！　さっさとその色惚けした手を離しなさい！　あんたも立つ！　とっとと家に帰るわよ！」






　ルーシーは叱咤を飛ばし、令嬢たちを解散させようとした。






　と――おやおやと……誰かが言った。






　それは、表面的には穏やかな……だが、嘲りを含んだ声だった。

　声は続ける。






「随分、楽しそうだね――オフィリア」

「!?」






　その声に、場にいたテオティルとルーシー以外の者たちがギクリと身を震わせる。

　全員がほぼ一斉に振り返り、そして、そこにいた青年を見て――その不穏な笑顔に、オフィリアの顔がさっと血の気を失った。






「とても賑やかだったから様子を見に来たのだが……まさか君だったとは……」






　青年の笑い声を聞いて、テオティルに見とれて廊下に立ち止まっていた使用人たちが、慌てた様子で立ち去って行く。

　クラウスの棘のある視線は、テオティルとその背中に寄り添う形で座っているオフィリアに注がれていた。






「ク、クラウス様……」






　オフィリアは狼狽えながらテオティルから離れると、長椅子から立ち上がってかしこまる。他の令嬢たちも慌ててそれに倣い、こわばった顔を床に向けた。

　そんな中、クラウスの登場にも動じなかったルーシーが、彼に向かって視線と身を沈める。






「これは殿下、ご挨拶いたします。ご機嫌いかがですか？」






　決して良くはなさそうだと思いながらも……ルーシーが王子に折り目正しく淑女の礼をとると、彼はそんなルーシーをチラリと見て鼻を鳴らし……すぐに視線を外す。






「タガートの娘か……オフィリア……君ともあろうものが、こんな跳ね返りと一緒になっていったい何を？　下品にも男を取り合っていたように見えたけど？」

「……い、いえそんな……」






　きつい口調にオフィリアが言葉を詰まらせる。『跳ね返り』扱いされたルーシーは、お辞儀をしたまま王子に悟られぬように舌打ちを漏らす。（「こちとら生まれた時から跳ね返ってますけど何か!?」と──言いたいが、我慢した。パパの為に）

　クラウスは不快そうな視線を、じっと己を見ているテオティルの頭の先からつま先までに走らせて。その際立つ容貌へか、あからさまに苛立つような顔をした。そしてやはりオフィリアと同様、テオティルの服装を値踏んで吐き捨てる。






「なんだこの身分の低そうな男は……オフィリア、まさか君がここに連れて来たのか？」

「そ、そうではありません！」

「卑しい身分の者を囲んで喜んでいるなど嘆かわしい……君はもしかして私の婚約者としての自覚がないのかな？　君が何をしていようがどうでもいいが、お願いだから私の品位を落とすようなことだけは控えてくれよ、その座を追われたくなかったら」






　王子の吐き捨てた言葉に、オフィリアが傷ついた顔をする。それを見た公爵家の従者が、主人を案じるようにオフィリアに寄り添って。堪らず王子に悔しそうな視線を向ける。……と、クラウスはそれを見逃さなかった。






「なんだその目は……？」






　クラウスの冷淡な目が従者を刺し、鼻を鳴らす。






「主人が叱咤されて悔しいのか？　は！　主人思いな僕しもべだな……」






　クラウスは小馬鹿にしたように嘲笑いながら、いいだろうと愉快そうに言った。






「ならばその忠心、どれほどのものか見せてもらおうか」

「クラウス様!?」






　次の瞬間、オフィリアの戸惑ったような悲鳴が上がった。

　クラウスが、驚くオフィリアの指から、そこにはめられていた黄金の指輪を抜き去ったのだ。

　クラウスはその指輪を手ににやりと笑う。と、彼は傍の窓を己の侍従に開けさせて、唐突に――。






　――外に向かって指輪を力一杯に、投げ捨てた。






「な……っ、王子!?」






　再び悲鳴が上がり、真っ青になったオフィリアが呆然としている。オフィリアの従者は慌てて窓辺に走り寄ったが――小さなリングは広い庭園に消えて、どこに落ちたのかすらも分からなかった。






「な、なんてことを……」






　クラウスは笑いながら立ち尽くす人々を見ている。






「さぁて大変だ。君が私の婚約者であるという証の指輪がどこかへ行ってしまった。確か、あれは私の母上が特別豪華にあつらえさせたものだったよね？」

「ク、クラウス様……お、お許しくださいっ」






　オフィリアはへなへなと絨毯張りの廊下に膝を落とした。

　クラウスの言うとおり、今投げ捨てられた指輪はオフィリアがクラウスの婚約者に確定した時に贈られた大切な金の指輪で。彼女の〝王族の婚約者〟としての身分を証明するものでもある。

　指輪には王家の印が刻まれているだけでなく、派手好きな側室妃の求めで特別に大きくて高価な宝石があしらわれていて……もしそれを失くしたなんてことになれば、側室妃は烈火のごとく怒るだろう。

　しかも、それを投げ捨てたのが彼女の息子だと抗議してもきっと無駄なのだ。側室妃は溺愛する息子の非を認めないだろうし……もしくは、そんな暴挙に走らせるほどに王子を怒らせたのかと、逆に叱責を受けるのが関の山だった。

　それが分かっているオフィリアは、ついに床の上で泣き出して……。

　しかしそんな彼女をクラウスは蔑むようにせせら笑いながら、傍で呆然としている従者に言った。






「ほら、さっさと探してこいよ。主人に忠誠を誓っているんだろう？　あの指輪をなくしたなんてことになれば、オフィリアも公爵家もただではすまないぞ」

「！」






　オフィリアの従者は青い顔で転がるように廊下を走って行った。

　その慌てぶりを一頻ひとしきり笑ったクラウスは、崩れ落ちたオフィリアを冷たい顔で一瞥すると、鼻を鳴らしてさっさとどこかへ行ってしまった。そこには一欠片の愛情もあるようには見えなかった。

　残されたオフィリアは、絨毯の上で嗚咽を漏らして泣いている。だが、いつの間にか、彼女の傍にいたはずの取り巻き令嬢たちの姿がない。どうやら王子の不興を買ったオフィリアに巻きこまれるのは御免だと、彼女たちも立ち去ってしまったらしい。

　そうして一人涙するオフィリア。その耳に――ふいに、舌打ちが聞こえた。令嬢は弾かれたように赤い目を上げ――






　……た、途端、ギョッとする。






　舌打ちの主。そこに腕組みして仁王立ちしていたルーシーは……。

　強烈な鬼顔でギリギリと歯軋りしている。その口から、不意に低い言葉が漏れる。






「……やっぱり……王子ってのは……」

「え……」






　睨むような顔でオフィリアを真正面から見て、ルーシー。






「さすがに……殴ったらまずいわよね……？」

「は……？」

「ダメ、よね……ダメ……かしら……？　案外……いけるんじゃない……？」






　恐ろしい幽鬼のような顔で問われたオフィリアは唖然とする。






「ちょ……っ!?」






　ルーシーの瞳がだんだんだんだん仄暗い色となり……その拳が、ぐ……っと、怒りすぎて青ざめた顔の前で握られたのを見て――オフィリアが慌てて立ち上がった。涙も引っこむ恐ろしさである。






「ば、馬鹿じゃないの!?　ダメに決まってるでしょう！　何考えてるのよあなた！」

「だって死ぬほどむかつくわ。なんなのあいつ……もちろんあんたも悪いのよ!?　婚約者のある身でよその男にくっついたりして！　迂闊にも程がある！」

「ひっ！」






　ルーシーに吼えるように叱咤されたオフィリアは首を竦める。が、やはりルーシーの怒りの矛先はクラウスに向いているようだった。






「でも……一度の失態で、実家まで危機に晒すような罰を与える真似、する必要がある!?　それはあんまりでしょ！　仮にももうすぐ夫婦になろうかという相手なのよ!?　王族と言えど、相手に過失があったなら話し合って共に解決して行かないと──なんなのあの冷酷な態度は！　思いやりのかけらもない！　あー……一度と言わず、百回くらいボコボコにしてやりたい……」

「ばっ……」






　怒り心頭という顔で王子のあとを追おうとするルーシーに、オフィリアが必死に取りすがっている。

　ルーシーは、とにかく、身分を鼻にかけて、偉そうに踏ん反り返っている人間が大嫌いである。彼女自身は拳が強いのも踊りが上手いのも、努力あっての賜物だが。貴族社会の中では、そういった努力が、彼らの身分を笠に着るような行為に踏みにじられることも多い。

　それにだ、いくらオフィリアに非があったとはいえ、婚約者に『どうでもいい』などと言われてしまった女の悲しさはどれほどだろうか。自身も片思い中のルーシーは、そこに一番腹が立ったらしい。






「せめて一発！　国とパパの為にも、ここらでクラウス王子の性根を一度叩き直したほうが──」

「お、落ち着きなさいルーシー・タガート！　そんなことしたら……一族皆処刑されるわよ！　ちょ、やめなさいったら!!」






　ルーシーを引き止めるオフィリアは、しかしズルズルと彼女に引きずられ……なんて馬鹿力なの!?　と、また別な意味で青ざめて……。従者も不在でどうしたらいいのだと、助けを求めるように周囲を見回した、時――。






「――あれ？　そこの恐怖の鬼顔お嬢様は……もしかしなくても我が姉上様では……」






　戸惑ったような声がした。






「え？」

「……ん？　エリノ──……ア？」






　かけられた声でやや正気に戻ったらしい猛獣令嬢が振り返る。その目がエリノアを捉え──た、途端。ルーシーの殺気に満ちていた瞳がギョッとする。






「ちょ、何その格好……っ!?　エリノア！」






　ルーシーは、オフィリアの手を振りほどくと、一目散にエリノアに駆け寄っていった。

　そこに立っていた娘は泥だらけだった。……特に手と膝から下がひどい。

　エリノアが動くと、茶色い滴が下にしたたり落ちる。彼女の背後を覗くと、廊下には泥のあとが続いていて、彼女が歩いてきたらしい道筋がはっきりと分かった。






「な、何があったの!?」

「へ？」






　驚いたルーシーがエリノアの肩をつかむ。と、娘は令嬢の勢いにびっくりしたような顔をした。

　しかしルーシーには、王宮侍女である義妹がこんな恰好で、しかも、王宮の廊下を汚してまで、第三王子の住まいの前に来ているということが、ただごとではないと思えた。ルーシーは不安そうな顔でエリノアを見ている。

　……そんな令嬢の後ろでは……彼女を引き止めようとしていたオフィリアが、とりあえずルーシーの殺気が消えたことにホッと胸を撫で下ろしていた。と――。






「エリノア様！」






　誰かがその横を風のように駆け抜けた。






「え……？」






　――テオティルだった。






　オフィリアは唖然として……目と口をぽかんと開く。

　その、先ほどまでは自分たちがいくら話しかけようともニコリともしなかった青年が――泥だらけの侍女に向かって心から嬉しそうに微笑みかけている。

　青年は、ルーシーの手からエリノアを取り上げると、泥も気にせずに彼女を優しく抱え上げた。そうして激しく頬擦りをする青年に、侍女はげっそりした顔で応じる。






「テ、テオ……な、なんでよりによってクラウス王子の住まいこんなところに……」

















４　ヴォルフガングは石投げ犯と間違えられた……












　それでどうしたのと赤髪の義姉は心配そうに問う。その視線はエリノアが怪我をしていないのか見回していて。テオティルが義妹を抱きしめているのがとても鬱陶しそうだった。

　そして泥だらけの娘に怪我がないと知ると、ルーシーはホッとしたのか――グイッと瞳を吊り上げる。






「あんたねぇ……いったいなんなの、足も手もドロドロじゃない！　王宮の廊下をこんなに汚すなんて……心臓に悪い！」

「す、すみません……」






　鬼顔のルーシーに肩をすくめながら――エリノアは恐る恐る後ろを振り返り……途端、頭を抱えた。

　長い廊下の床には、中央に貴人が歩く場所を示す真紅の絨毯が敷かれている。使用人たちは絨毯のない端を歩く決まりなのだが……その端――大理石の床には、エリノアがつけただろう泥の足跡が点々と続いている。






「あああぁ……そうだった……」

「あああじゃないわよ……どういうこと？」






　青ざめる娘は、背後の惨事に今気がついたらしい。

　ガックリと頭を落としたエリノアは、それがですね……と、このような有様になったわけを語りはじめる……。






「――私、さっきこの近くの庭園で木登りをしていて――」

「アホなの？」






　すかさず義姉に鋭い突っこみをうける。言葉で殴るような、間髪入れない切り返しだった。






「う……」






　鷹の目の令嬢は上から義妹を睨み下ろす。






「王宮の庭園で木登りって……それで何よ!?　木から落ちて下の池に落ちたわけ！」






　ある程度的確なエリノアの行動予測をしてくる侮あなどれない義姉。






「おや……エリノア様……池に落ちられたのですか？」






　エリノアを背後から抱きしめているテオティルが心配そうに聞いてくる。が、エリノアは慌てて違うと手を振った。






「ち、ちが……何もわたくしめ登りたくて登ったわけでは……そして、違います！　今日は池にハマってません！　本当です！」






　傍にいたオフィリアまでもが、涙目のままエリノアを呆れ顔で見ていて。エリノアは尚更うろたえた。

　このままでは自分はとんでもない跳ね返り侍女にされてしまう。王宮侍女なのに……そんな認識を王子の婚約者に持たれては一大事である。エリノアは慌てて自分のエプロンのポケットに手を突っこんで、中から白いハンカチを引っ張り出した。

　そして勝ち気そうな顔を呆れで満たした令嬢たちの前に、それを持ち上げる。






「な、何よ……？」






　泥だらけの娘から、鼻先にぐいっと捧げられたハンカチに――オフィリアは不審そうな顔をした。

　――と、娘の片手が折り畳まれていた上布をそっと持ち上げて――。

　そこにあったものを見たオフィリアが――あ！　と、高く叫んだ。






「こ、これ――」






　オフィリアは目を瞠って包まれていたものを手に取った。

　それは、オフィリアの手のひらの上で眩く黄金色に輝いている。






「わ、私の…………指、輪……？」






　令嬢は顔をこわばらせて息を吞む。先ほど自身の婚約者本人に、放り捨てられた指輪だ。認めたくはないが自分にも非があることは分かっていて。――でも、あんなふうに投げ捨てられて――もう見つからぬのではないかと――。

　このまま王子に指輪と同じように切り捨てられるのではないかとオフィリアは恐ろしくて――……。






　……だが、指輪は再びオフィリアの手に戻った。

　リングにはしっかりと王家の紋章が刻まれている。

　確かにそれが自分のものであると知ると、オフィリアは言葉をなくした。それをもたらした娘に彼女は戸惑いと驚愕を浮かべた瞳を向ける。その娘にはいい感情がなかった。それどころかひどく侮辱した覚えすらあって……。

　と、その様子を隣から覗きこんでいたルーシーも、目をまるくして言った。






「エリノア……オフィリアの婚約指輪じゃない……！　どうしてあんたが……？」






　二人の言葉を聞いたエリノアは、ホッとしたように笑顔になった。






「よかったぁ……やはりそうでしたか！」






　嬉しそうなエリノアの顔を見ると、オフィリアは余計困惑する。が、エリノアが嬉しそうな顔をしたのは一瞬だけだった。彼女はすぐにハンカチをポケットに収めて、申し訳なさそうな顔をする。






「ええと、拾った経緯はまた今度でもよろしゅうございましょうか……申し訳ありませんが、わたくしめ廊下を掃除しなくては……」






　王宮を汚したままにしておいては大ごとになってしまう。

　エリノアは、テオティルに背後から抱きしめられた格好のまま、二人にペコリとお辞儀をして。のしかかってくる青年を引きずりながら、くるりと身を返して行った。






「……ぁ……」

「エリノア！」






　廊下を駆け戻って行くエリノア（と、テオティル）を見て、唖然とするオフィリア。隣にいたルーシーは、慌ててスカートの裾をつかむと、エリノアを追いかけて走って行った。






「…………」






　残された令嬢は――。

　遠ざかっていく三名が廊下の向こうに消えると……呆然とした視線を己の手のひらの上に落とす。






「……」






　黄金の指輪は、そこで静かに、清らかに輝いていた。


















「……――それが――木登り中突然飛んできたんです。頭に」






　廊下の床に膝をつけたエリノアは、右手で雑巾を前後左右にせわしなく行き来させながら、ルーシーにそう言った。






「飛んで……ああそうね、クラウス様が思い切り投げていらしたから……そう、あんたの頭に当たったの……」






　傍でモップを動かしていたルーシーは、運がいいんだか悪いんだかと、苦笑を浮かべて義妹の話を聞いている。






「最初は、どこぞの厳しい魔物にでもさっさとしろと頭に石でも投げられたのかと思ったんですが……」

「……は？　魔物？」

「あ……い、いえ、その……し、仕事に厳しい悪魔のような――上役様？　とか？」






　不可解そうな顔をしたルーシーに、エリノアはしまったと慌てて手を振っている。






　――オフィリアの前から去った後。とりあえず水場で自らの泥を綺麗に洗ったエリノアは……現在ルーシーたちと共に、廊下の掃除を行なっていた。

　もちろんエリノアは、使用人でもない令嬢ルーシーには、掃除など手伝ってもらうわけにはいかないと断ったのだが……。

　体育会系な義姉に、『パパと武道の稽古をしている時の私のほうがよっぽど泥だらけよ！』……と、やや強引に押し切られ今に至る……。

　そんなわけで。エリノアが雑巾で泥汚れを落とし、ルーシーがそこをモップで拭き……テオティルは、水の満たされたバケツを持ちながら、ニコニコと二人の後をついて歩いていた。

　そうして作業しつつ、エリノアはルーシーにあの指輪――オフィリアがクラウスから贈られた婚約指輪を見つけた経緯について話をしていたというわけである。

　そうそれで、とエリノアは話を続ける。






「木を下りようとしたら……」

















５　謝礼は十二割。byルーシー












　……――ブレアの上着を木の上から回収して。〝どこぞの厳しい魔物〟ことヴォルフガングと共に木を下りようとしたエリノアは……途中――ふと、傍の池の中でキラリと光るものに気がついた。

　その池は、庭園の景観の一つとして作られた広い池で、深さはそう深くない。水際には整えられた草が生え、池の中には水草が浮かぶ。

　その、やや王宮寄りの岸辺の近く――エリノアが登っていた木から少しだけ離れた水中で、何かがキラキラと太陽の光を受けて輝いていた。

　水面の煌めきとは違う光に、エリノアはなんだろうとつぶやいた。

　……と、傍にいた小鳥が急に、まるで警告するように、ピッと鋭く鳴いたのだ。

　視線を向けると渋い顔の魔物は言った。『何やら不穏な気配を感じる、ほうっておけ』と。






『へ？　不穏……？』

『……どうやらかなり値のはる代物のようだが……虚栄心……嫉妬、怒りに執着……人間の作り出した物にしては強い負の感情がこもっている。グレンにでもやれば喜ぶだろうが……あまりお前には良いものではないぞ』

『ええ？』






　グレンが喜びそうなと聞いたエリノアは訝しげに眉間を寄せて……。






　――しかし。






『お、おい……!?』






　ヴォルフガングが驚いて声を上げた。

　小鳥が見ている前で……エリノアはおぼつかない様子で木を下りると、水辺にブレアの上着を置いてから、池に足を踏み入れて行った。水の中をそろりそろりと進んでいく娘に――ヴォルフガングは慌ててその肩の上に舞い降りた。






『何をやっている！　ほうっておけと言っただろう！』






　しかし娘は足を取る池中の泥に苦戦しながらも、立ち止まらなかった。






『いやだって……お仕えしている身としては王宮の落とし物はほうっておけないわよ……』






　使用人としては、王宮内の遺失物は回収する義務があった。だってそれは、エリノアたちの主、王家の人々の持ち物である可能性が高い。それが高価なものだというのなら、おそらく間違いなくそうだろう。

　それに……侍女セレナが洗濯物を風にさらわれた一件もあったわけで……。

　その持ち主ブレアは虚栄心や嫉妬というものとはそぐわないが、セレナが飛ばした衣類に入っていたという可能性もある。だとしたら、余計に拾わないわけにはいかなかった。

　エリノアは――よろけながら池を進み……。

　水底に揺れる金色の光目掛けて、両手をゆっくりと沈めていった――。









「……――ら……池の中にあったのがあの指輪だったというわけなんです」






　ヴォルフガングとの会話は省きながら、エリノアはそうルーシーに説明した。

　もちろん、拾い上げた指輪に刻まれた印が王家の紋章だとはエリノアにもすぐに分かって。

　しかも、王家の印の下には力の象徴である太陽を模した赤い大きな宝石があしらわれていた。






「どこかで見たような記憶があって……そういえば舞踏会でお目にかかった時に、オフィリア様が似たような指輪をはめていらっしゃった気がいたしまして……だったらクラウス様のところにいらっしゃるかもしれないと、あそこに持って行った次第です」

「なるほど……」

「はい――でも……王家の紋章がばっちり入った指輪だったもので……これは大変だと……ちょっと慌ててしまって……まさか……自分がこれほど泥を振りまいていたとは……」






　エリノアはげっそりして、自分の前に続く廊下を見た。

　美麗に整えられた格式高い廊下には、まだまだ己が残した泥汚れが点々と続いていて。それは王族たちの住まいであるこの王宮には、決してあってはならないものだった。






「……本当にすみませんお姉様……私もまさか、あんな貴重な宝物を池の中から拾うなんて思ってもみなくて……」

「まあ、そうよねぇ」






　それは普通池の中になどあるはずのない代物だ。

　落ちていた指輪の紋章を目にした時点で、娘は血の気が引くほど驚いたのだ。

　普段そういった王族たちの貴重な品々は、使用人たちの中でも特に主人たちの信用が厚い者たちのみで厳重にあつかわれる。上級侍女になったばかりのエリノアは、まだそんな物をあつかえる機会はなくて……はっきり言って、高価な上に特別な意味を持つ王家の宝は……持っているだけでも震えるほどに緊張した。

　――そしてエリノアは──気がつくと、あわあわ言いながら走り出していた。

　正直なところ、先ほど義姉の鬼顔を見るまでは我を忘れていたし、自分が泥だらけだったことも、跳ね飛ぶ泥にも、申し訳ないが気を払っている余裕などありはしなかった……。

　ルーシーもため息をつく。






「もうちょっと落ち着きなさいって言いたいけど……ま、気持ちは分かるわ。あれは王家が拵こしらえた歴代の婚約指輪の中でも特に贅沢な石をあしらったって話よ。確か昔はどこだかの王族の所持品で、以前オフィリアがあれひとつで屋敷が一軒建てられるとかって自慢していたのを聞いたことがあるわ。……たくっ、ちゃんとオフィリアに礼くらい言わせなさいよ！　そもそもはあの子の自業自得なのよ？　王子の前で別の男にうつつを抜かしたりするから……指輪を失くしたなんてことになったらサロモンセン家は大ごとだったんだし、八割くらいの謝礼を取ったっていいくらいだわ……！」






　ルーシーは、エリノアがオフィリアから満足な礼の言葉も聞かずに立ち去ったことが許せないらしい。ぶつぶつ言いながらモップを廊下に叩きつけている。そんな義姉に、エリノアは「八割って」と呆れながら苦笑する。






「何言ってるんですか……無事に持ち主にお返しできてよかったですよ……そんな高価な物、持っているだけで恐ろしい……だいたい謝礼どころじゃないです。だってクラウス様のお住まい前を泥だらけにしたままにしておくと、今度はこっちがクビの危機なんですよ？　せっかく継続的に安定的な職を手に入れたのに、そんなあてにもできないもののためにのんびりなんてしていられませんよ」






　言いながら。早く廊下を綺麗にしなくてはと、一層雑巾掛けに身を入れだしたエリノアに……ルーシーは険しい暗黒顔でギリギリと奥歯を噛む。






「まったく……なんであんたがこんな面倒事を……絶対に今度オフィリアから謝礼を十二割毟り取ってやる……っ」

「いやっ、ちょ、数割増えてませんかお姉様……!?」






　ガクッと項垂れるエリノアであった……。









　ルーシーは、納得がいかないのか、その後もずっとぶつぶつと不平を言い続けた。しかしそう言いながらも、掃除を手伝ってくれる優しい義理の姉に、エリノアは内心ではありがたいなぁと感謝しつつ……彼女の不平は、はいはいと適当にあしらった。そして、そんな二人の後をほのぼのした顔でバケツを持ってついて歩く稀な美貌の青年……。






　一行の奇妙さには、通りかかる使用人たちは皆、怪訝な顔をしている。エリノアは一生懸命なのだが、人々には不審げに見られ、避けられている。そんなありさまを……。

　窓の外から眺めていたヴォルフガングはため息をこぼす。






「やれやれ……」






　小鳥態のヴォルフガングは窓越しに、廊下に必死でへばりついている娘を見た。






　あの時――エリノアが池から指輪を拾い上げた時。

　ヴォルフガングの魔物の目には、指輪の周りに渦巻く毒々しい色がはっきりと見えていた。

　もともと、稀なる宝石には人間の邪な感情が集まりやすい。時に酔狂な魔物が人の争いを狙って、世界に素晴らしい宝石を落とすこともある。そうすると人々は宝石に魅了され、奪い合い、血を流す。それだけでも魔物は喜ぶが、争いの火種となった宝石はそうして数百年負の力にまみれ続けると、魔物には格別な代物にもなるのだった。

　その――エリノアが見つけた血の色の大きな宝石も、さぞ名のある代物なのだろう。が――長い時を過ごすうちに集まった人々の怨念のようなものが禍々しくまとわりついていて。……だから止めたのだ。

　きっと、あれの所有者はあまりいい死に方はしない。触れただけでも、人間はきっと少なからず邪悪な力の影響を受けてしまう。ヴォルフガングはそれをエリノアには触れさせたくはなくて……。






　しかし。






「……」






　ヴォルフガングはその時の光景を思い出して、長い長いため息をつく。






「……まさか……あいつの浄化の力があれほど強いとは……」






　小鳥はつぶらな瞳をエリノアに向ける。

　廊下に這いつくばって泥を拭いている娘。

　あの間抜けな娘が池の水の中で指輪をつかんだ時……一瞬、池の水がたわむように揺らいだのを、ヴォルフガングは──見た。

　唖然とした。

　彼の目には、娘の手の甲にある女神の印が眩く光ったのが見えて――同時に、水中を走る青白い聖の輝きが見えた。

　その瞬間、小さな彼の身体にぞわりと走るものがあって。






　――そうしてヴォルフガングが目を瞠り、我が目を疑っている間に──娘が水中から指輪を持ち上げた時には……その小さなリングからは、既に邪気が祓われていた……。






　ヴォルフガングは言葉を失くした。

　その指輪にはめられていた大きな石には、確かに幾重にも禍々しい気配が溜めこまれていたのだ。永い時代、幾度も持ち主を変え、その度に血や負の感情を浴びてきたのだろうと容易く想像がつくような……。

　複雑に絡み合った邪気は、そう簡単にとき解せるものではない。──はずだと……思っていたのだが──……。






　それが目の前で、一瞬にして根こそぎかき消された。わずかな痕跡すら……残さずに。






『──……』






　指輪は今や娘の手の上で無垢な輝きを放っていて。ヴォルフガングは行使された聖の力に恐怖さえ覚え――……












　……たのだが。






　ヴォルフガングの羽毛に包まれた身体が震えた、その瞬間。

　指輪に刻まれた王家の紋章に気がついた娘が「ぎゃーっっっ!!」……と。強烈な叫び声を上げる。

　その声に驚き、ビクッと身を震わせたヴォルフガング。

　彼の黒い瞳が次に目撃したのは……。






　腰を抜かし、あわあわ言いながら――泥だらけのまま転がるように王宮に向かって行くエリノアの情けない姿であった……。









「……はーなんなんだあれは……」






　ヴォルフガングはなんと言っていいか分からなかった。

　あのような力を持っておきながら、現在娘が行っていることはといえば、己がクビにならない為の泥掃除である……。

　聖なる力の持ち主として世に出れば、様々な栄光を手にできそうなものだが――と一瞬哀れに思って――。

　小鳥は、ハッと我に返った。

　いや、俺の知ったことではないと吐き捨てて、小鳥は苦々しく廊下の娘を睨む。

　娘は義姉に叱咤されながら……聖剣に懐かれながら……ひたすらひたすらに必死で廊下の泥をぬぐっている。

　それを――手伝いたくてたまらない己に気がついて。ヴォルフガングは羽で顔を覆い、なんてことだと呻くようにため息をついた。






「……くそ……勇者め……間抜けヅラをしおって……負けぬぞ俺は！」

















６　失敗！　異臭放つ洗濯物、騎士の目論見。












　――その頃。






　己の居所に戻ったブレアは、再び気落ちした様子で立っていた。






「…………」






　彼が見回して落胆しているのは、ブレアの住まいの中にある侍女たちの作業場だ。

　中には備品類を置いた棚のほか、大きな作業用のテーブルと、休憩用に使われる小さなテーブルと椅子などが置いてある。






　中には、誰の姿もない……。いや……みんな背後にいるのだ。彼の探す者を除いた全員が。






　その〝全員〟こと、彼の私室付きの使用人たちは。皆、帰って来た主人を喜んで出迎えたのだが……。しかし、皆、すぐに、しまったなという表情で互いに顔を見合わせた。

　何故ならば……皆、主人がどうしてここへ帰ってきたのか。どんな期待を抱いてその部屋を覗きに来たのか──どうしてその肩が今しょんぼり無言で落とされているのかを知っている。

　……が……。

　さらに今日はおかしなことに……ブレアの隣で、もう一人の男、騎士オリバーが顔面を押さえてうなだれている。






「…………すみません……ブレア様……」

「……オリバー？」






　何故か己以上に落胆した様子を見せる騎士に、ブレアが不思議そうな顔をしている。

　しかし、騎士のこの落胆には理由があった。






　――この日の午前中。大量の洗濯物をエリノアに押し付けた騎士オリバー。

　洗濯物を清潔な状態に戻すには、まず洗濯をこなし、さらに繕い物をしなくてはならない。

　しかもあの量である。絶対に、今日の彼女の居場所は、侍女たちの作業場ここか洗濯場に限定されるはずだとオリバーは思っていたのだ。

　そうして彼女の居場所を特定できるようにしておけば――きっとブレアが仕事の合間を見て娘に会いに戻った時も、確実に二人を引き合わせられるものだと……。






　思っていたのだが。






「……」






　……残念ながら……ここに来る前にそれとなくブレアを立ち寄らせた洗濯場にも、この作業場にもエリノアはいなかった。

　いや、自分が渡した洗濯物は確かに洗濯場に干されていた。……が、オリバーが王子に会わせてやりたかった娘はいなかったのだ。

　オリバーはこげ茶の髪をかきむしって唸る。






「あ、いつ……！」






　あれだけ大量の洗濯物をかき集めてまで仕込んだというのに何故いない!?

　青年が隣を見ると、ブレアは長いため息をついている。その静かな音に、いたたまれないオリバーは、ブレアから素早く離れると、そこでおろおろ主を見守っていた侍女たちに小声で尋ねる。






「おい！　なんであいつまたいないんだよ!?　どこいった!?」






　せっかくやっとのことでブレアを執務机から引き離したのに！　とオリバーが嘆くと、そこにいた年配侍女たちは困ったような顔をする。






「さぁ……私たちもちょっと……途中までは王宮の庭でセレナと一緒だったと思うんだけどねぇ」






　――と、そこへ。

　ガハハと豪快な笑い声を立てながら、トマス・ケルルとザック・ウィリアムズ、そしてセレナが帰って来た。






「いやーすべて回収できてよかったなご婦人よ」

「あらあらご親切にー」

「お？　オリバー……に……やや!?　ブレア様もおられるではありませんか！」

「ブレア様お戻りでしたかー！」

「トマス……ザック……お前たち……」






　のんきに帰って来て、ブレアを見た途端パッと嬉しそうな顔で駆け寄ろうとする騎士二人を……オリバーはガシッと、とっ捕まえる。突然首の後ろを握られた二人は、キョトンとした顔でオリバーを見る。その野太い腕にはブレアのものらしき衣類が抱えられていた。






「おい！　新人娘はどこだ!?　お前たち……見とけって言っただろ!?」






　オリバーの言葉に顔を見合わせる二人。






「……おお、そういえば……ブレア様のお洋服に目が眩んですっかり忘れていたな……」

「仕方ないだろ、ブレア様のお召し物だぞ？」

「……」






　オリバーは、のんきにも真剣な顔の二人に頭を抱えている。

　その背に、ヒゲの騎士トマスがぽんっと手を乗せる。






「そう落ちこむなオリバー」

「大丈夫だ、誰かいたよなぁ？　……ん？　あれは誰だった？」

「えー……と？」






　ああでもないこうでもないと言い合う二人にオリバーが顔を上げる。






「誰か？　他の仲間と交代したのか……？」






　いったい誰にと問うオリバーに、二人は首を傾げる。






「？　あいつ……隊服着てたけど、うちの騎士じゃなかったんだっけ？」

「……そういえば最初は見たことない服だったような……もう一人の男も……あれ？」

「あ、違う、違うぞ、侍女が新人娘を拉致（？）しに来た時は、男は一人だった」

「ん？　そうだったか……？」






　覚えてねーなぁとザック。






「おい……かけらも話が見えねぇ！　どういうことだ！」






　らちのあかない二人の会話に苛々とオリバーが割って入る。問いただすと……洗濯場でエリノアの傍に見慣れない男が二人いたと言う。






「男……？」






　オリバーが顔を怪訝にしかめると、トマスが顎ヒゲに手をやりながら首を捻る。






「いい筋肉したヤツと……あれ？　俺、筋肉しか覚えてねーわ。もう一人はどんなヤツだった？」

「キラキラした……男？　あれ？　女だったっけ？」

「うーん……」

「…………はー……」






　どうやら、それしか記憶に留めていないらしい二人に、オリバーが呆れかえっている。






「いや、俺たちも新人娘が『洗濯物くらい干せなければお嬢ちゃまにいずれ幻滅される』とか言って脅かすもんだから必死でさ……」

「お、前ら……っ、お前らの仕事は護衛じゃなかったか!?」






　憤るオリバーに……背後から低い声がかかる。






「オリバー」






　呼ばれた男が弾かれたように振り返る。と、冷静な顔のブレアがそこに立っていた。






「私は仕事に戻る。お前は家に帰って少し休め」

「え……ブレア様……!?」






　ブレアは配下に、あまりカリカリするなと言い残し……。

　一見何事もなかったような顔で居所を後にして行った。そんな王子の姿に……オリバーががっくりうなだれる。






「…………」

「まあ、ちょっとオリバー坊ちゃん大丈夫？」






　ずん……っとその場にしゃがみこんで落胆する熊男に、ブレアの年配侍女が声を掛ける。オリバーは彼女に問う。






「なんでこう……あの二人はタイミングが合わないんだ!?」

「本当にねぇ。どうしてかしら……困ったわ、もしかしてあの二人相性が悪いの？」

「初恋は実らないって言うしねぇ……」

「あらダメよ諦めちゃダメ！　ブレア様は今猛烈にお忙しいんですもの仕方ないわ！」

「そうよねぇ……でもブレア様にはもう少しお休みいただかないと……国の大事とはいえねぇ……一度ブレア様を布団で簀す巻きにして強制的にお休みいただくっていうのはどう？」

「その手はまず王妃様に許可をいただかないと――」






　……わいわい盛り上がりはじめた侍女たちは、オリバーそっちのけであれやこれやと対策を練っている。

　その下で……見事に目論見の外れたオリバーは、ガックリと悔しそうに肩を落とすばかりだ。






「くそ……っ、新人娘のやつ……今に見てろよ！」






　……何やらまた熊とエリノアの間に衝突の起こりそうな気配である……。















　――静かに廊下を進みながら。

　気落ちする己を感じると、自然……ブレアの足が止まった。視線は彷徨うように窓の外に向けられる。






　現状、王国による勇者と聖剣の捜索はうまく行っていない。

　ブレアもほうぼうに捜索隊を走らせたが成果はなく、王宮内も散々調べたものの手がかりすら見つからない。

　それでもやるべきことを淡々とこなすブレアだが、成果の見えない仕事というものは苦痛だ。どんなに忙しくても、わずかでも手応えがあればいいのだが……。






　そんな中、配下たちはしきりに彼に休めと言ってくる。

　もちろんブレアも自分が疲れていることは分かっている。

　しかし、このままでは王国に取り返しのつかない事態が起こってしまいそうで。気はとても休まらなかった。目にする景色も心なしか暗く沈んだ色に見える。






「……」






　ブレアはもう一度ため息をこぼし、廊下の先へ進もうとした。が……。

　その時、不意に。歩きはじめたブレアの瞳が小さく和らいだ。

　長い廊下を見ていた青年は、思い出した。以前――この廊下をエリノアと共に歩いた時のことを。






　それはエリノアがここに来たばかりの頃のこと。

　稽古場に向かうブレアの供をした娘は、カゴいっぱいの洗濯物を抱えていて。

　よたよたと覚束ない足取りで、それでも足を懸命に踏ん張らせながら自分について来た。

　その姿を思い出すと――ふっと心が軽くなる。






「…………やれやれ」






　……またいずれ、ああいったなんでもない日常を送りたいと思った。

　転びそうになったところを彼に助けられ、満月のようにまるくなった緑の瞳を思い出すと……笑みがこぼれる。

　しかし困ったことに……。

　そうなると、今度は会いたいと思う気持ちが強くなった。ブレアの表情を和らげた笑みが、苦笑に変わる。






　ここのところ、エリノアとはずっとすれ違うばかりである。やや強引に城下まで送って行った時以来、顔も見ていない。

　とても会いたいが――国の為にも聖剣は早く探し出さなければならない。

　仕方ないのだと寂しそうに息をつき、ブレアは廊下の先を見据え、執務室に向かって足を踏み出した。






　――と……その途中。

　廊下の向こうから小走りにこちらへやって来る一人の女の姿が彼の目にとまった。

　どこかで見たことのあるその女人は、ブレアに気がつくと、かしこまった様子で頭を下げた。






「これは……ブレア様。ご挨拶申し上げます」

「お前は……」






　それはオフィリア・サロモンセンの従者だった。

　令嬢が王宮を訪れる時は必ず伴われている者で、ブレアも何度も会ったことがある。

　しかし、つまり彼女はクラウス側の人間で……ブレアとは互いにあまりいい印象のない間柄だと言える。

　そんな者が……どうして主も伴わず、自分に声をかけて来たのかが不思議だった。






「どうした。私に何か用か？」

「あの、それが……」






　従者は恐縮した様子でブレアに応じ、内密にして欲しいと前置きをしてから、ここを訪れた理由を語りはじめた。






　――オフィリア・サロモンセンが庭園で婚約指輪を紛失したこと、彼女を含めた従者たちが慌てて探しに行ったが、それが見つからずに困ったことなど。

　ブレアは……言いにくそうな従者の言葉の調子から……どうやら話が大幅に省略されていて、その省かれた部分に、己の弟クラウスが関わっているのではと察するが――。

　その話の中に、唐突に思いがけない者の名前が上がった。






「……エリノアが……指輪を……？」






　思わぬ者の口から飛び出したその名前に、ブレアが驚く。確認するように聞き返すと、従者は神妙な顔で頷いた。






「左様です。もしオフィリア様が、王家から授けられた指輪を紛失したとあれば……当家はどんな罰を受けていたか分かりません。特にビクトリア様は……お怒りになると我々ではどうにも……」

「……」






　従者は言葉を濁らせる。そのわけはブレアにもよく分かった。






「しかしあの方のおかげで、オフィリア様も我々も窮地を救われました。お嬢様の話では……池の中に落ちたものを拾っていただいたとか……」






　従者は感謝してもしきれないと言いながら、実感のこもったため息をこぼしている。が……床を見ていた彼女は、それを黙って聞いていたブレアの眉がぴくりと動いたのには気がつかなかった。






「それでどうしてもお礼申し上げたくて参ったのですが……」






　おいででしょうか？　と従者が顔をあげた時――。






「っ!?　……ブレア様!?」






　――青年はすでに走り出していた。

















７　奇妙な三人組と。












　その時間、廊下に立っていた衛兵たちは。

　彼らの前を横切るようにして、廊下掃除をしている奇妙な三人組を怪訝な目で追っていた。

　三人組は……王宮侍女と。令嬢ふうの気の強そうな娘。そしてもう一人、まるで正殿に飾られた絵画の中からでも抜け出てきたような美貌の男で構成されていた。






　……まあ、先頭をちょこまかと床を拭いて回っている王宮侍女はいいとしよう、と若い衛兵Ａ。

　問題は残りの二名。

　そのうち令嬢ふうの娘には彼らも身元に心当たりがあった。彼女は将軍タガートの愛娘である。

　しかしだ。彼女の名は、本日の王妃の来客予定表に名前があった気もするのだが……それがどうしてこんなところでぶつぶつ文句をこぼしながら掃除をしているのだろうか。

　理由を問いたくても、令嬢は現在とても機嫌が悪そうで。やや乱雑に、大胆にモップを振るっている……正直あまり近寄りたい雰囲気ではなかった。






　……そんな令嬢の穏やかでない様子にもかかわらず、美貌の男はひたすらニコニコと廊下を拭いている。……いや、男は時折座りこんだ廊下の途中で、そこに据えてある石像や飾り物の刀剣に向かって何かを話しかけていた。

「貴殿はどこの山から切り出されておいでになった？」「ほう、あの名峰から……」「廊下に飾られているだけでは退屈では……？　私も長いこと野ざらしで……」……と、……どう見てもそこに人間はいないのだが……。






　それらを目撃した衛兵たちは顔を見合わせて困惑した。

　なんだあれは。いろんな意味で両者共に怖いではないか。そして結局彼らはいったい何故この第三王子の居所まわりをうろついているのだろうか。いや……やっていることは掃除だけど、と。若い衛兵ＡとＢは困り果てた様子である……。






　――そんなこととはつゆ知らず。

　廊下を懸命に拭き掃除していた侍女ことエリノアは、庭園に続く出入り口の枠をきれいに拭き上げてから――弾かれたように顔を上げた。






「よ……かったぁ……！　終わったぁ……っ」






　ホッとした顔には汗がにじんでいる。

　エリノアがそう言うのと同時に、廊下の端にモップをかけていたルーシーもやれやれと肩を回す。






「こっちもよ。じゃあ道具を片付けてさっさととんずらしましょ。ほら、あんたも行くわよ」






　令嬢は、片手でくるりと持ち上げたモップを颯爽と肩に担いで、テオティルに向かって顎をしゃくる。……彼女は本日も可憐なワンピースとヒールの靴を身につけているが……何故だかそんな雄々しい仕草がとてもさまになっている……。

　立ち上がったエリノアはテオティルの傍まで行って、彼に手を差し出した。






「テオ、行こう？」

「？　終わったのですか？」

「ええ本当にありがとう、とても助かったわ」






　エリノアがそう言うと、テオティルは表情を輝かせて立ち上がり、彼女の手を握る。無邪気な顔の聖剣に、エリノアも嬉しそうに笑う。と、その背をルーシーが押した。






「何やってるの、じゃれあってないでさっさと帰りましょ。いつまでもここにいたらクラウス様がお戻りになってしまうわ。見咎められたらまた厄介よ」






　令嬢の言うことはもっともである。とにかく急いでここから離れようと、エリノアがテオティルの手を引いて歩き出すと、その後ろにルーシーが続く。そうして少し歩くと、娘はホッとしたのか振り返って二人に微笑みかけた。






「二人とも本当にごめんね……でもありがとう、おかげで一人でやるよりとっても早く終わったわ」






　直前、散々な洗濯物と戦い、そのあとは木登りで体力を削られていた。自分だけでは掃除は夜中までかかったかもしれないとエリノア。

　安心しきった表情で、後ろを見ながら礼を言う娘の顔に、テオティルも、そして素直ではないルーシーもやや照れ照れと嬉しそうである。






「もうすぐ終業時間だし、家に帰ったらお礼に何かおいしいものを作るわ。大したものはないけどルーシー姉さんもよかったら――」






　――と、エリノアがそう言った時。

　三人の足は廊下の角に差し掛かった。

　すると不意に、エリノアを見ていた二人……ルーシーとテオティルの足がピタリと止まる。






「あ」

「？」

「……え？」






　二人を見上げていたエリノアも、手を繋いでいたテオティルが立ち止まるものだから……身体がカクンと引き止められて。なんだろうと不思議そうに二人を見ると。二人共、エリノアの向こう――進行方向をぽかんと見つめている。






「ルーシー姉さん？　テオ？　どうし――っ!?」






　二人の視線を辿って。前方へ振り向いたエリノアが、ギクリと身体をこわばらせる。格式高い王宮の廊下が見えるはずの視界に――金色と黒の何かが飛びこんで来た。しかも振り返った鼻先をかするような近さに。

　あまりの近さにギョッとして。慌てて跳び退いて距離を少し取ると……金色の物体は黒い衣服の端に施された縁取りの部分であったのだということが分かった。

　どうやら、誰かがそこに立っていて、角を曲がった途端、ぶつかりそうになったらしい。その人物の顔を見上げて――。






「え……？　あっ！」

「…………」






　驚くエリノアを、ルーシーとテオティルは何故だか共に無言で見下ろしている。

　そしてエリノアが見たものは……。






「ブ……レアさ、ま……？」






　腕を組み、じっと佇んでいた主人の顔を認識したエリノアが瞳を瞬いている。一瞬、何故ここにと違和感を感じたエリノアはポカンとして……。

　しかし次の瞬間、あろうことか、前方不注意で己の主たる王子にぶつかりそうになったのだと気がつくと、ハッとした娘は慌てて「も、申し訳ありません！」と、頭を下げた。






　……が……






「……？（あ、あれ？）」






　待てども暮らせども主人からはなんの反応も返ってこない。

　不思議に思ったエリノアは恐る恐る顔を上げる、と……。

　ブレアの静かな視線は、ある一点……エリノアの手に落ちていた。彼の視線はそこに縫い止められたまま。そのまま引き結ばれた口は開く気配がない。






「…………」

「え……あの……」






　その沈黙にエリノアは戸惑った。

　彼は普段から無表情でいることが多いが……何故か今日はその背の後ろに不穏な気配を感じる気がした。物言わぬ視線もどこか普段とは違うような気もして……分かりにくい主人の様子にエリノアが困り果てている。









　……その時ブレアはなんとも言い難い感情に言葉をなくして立っていた。

　サロモンセン家の従者の話から、すぐさまエリノアのおおよその居場所を悟ったブレア。

　クラウスの居住区の傍に彼女がいるということだけでもう既に不安だが、池に入ったという話も気になっていた。

　そうして不安なまま駆けつけたわけだが……。

　そこで目に飛びこんで来た光景に……彼は今、戸惑い、苦々しさ、腹立たしさと……何やら不穏な感情に縛られて、身動きができなくなっていた……。






　けれども彼は。それをすぐさま表に出すような人間ではなかったわけだ。

　どうしたのだろうと不思議そうに、不安そうにこちらを見上げてくるエリノアを無言で見下ろしながら……。

　どこかで己の様子を客観的な視点でとらえ、生来の辛抱強さでそれを堰せき止めた。

　業火が燃え盛るようにして突発的に心を蝕んだものは、先日城下でエリノアの〝兄貴分〟に出会った時のものとよく似ている。

　それはおそらく野放しにしてはならないものだ。――そう冷静に思うのだが……。






「…………」






　その〝男〟を見ると、ブレアの灰褐色の瞳の奥に憤るような色がちらつく。






　先日、あれだけ己が触れるのに躊躇し、悩んだ白い華奢な手を……その〝男〟はなんのためらいもなく、さも当たり前という顔で握っている。ブレアが鋭い視線を送っても、平然とした顔で……。

　それを見ていると……ブレアは胸の内にとても冷静ではいられない何かを感じてしまうのだった。

















８　第二王子の短い要求












「…………」

「……？　あの……殿下？」






　無言のブレアがどこを見ているのだろうとその視線を追ったエリノアは――ハッとして、自分の手が、テオティルと繋がれたままであることにようやく気がついた。

　銀髪の青年は、相変わらずきょとんと悪びれもなくエリノアの手を固く握りしめている。






「！　……、……、……」






　主人の前である。

　しまったと思ったエリノアは、さり気ないふうを装って（※装えてない）テオティルの手から己の手を引き抜いた。隣でテオティルがあからさまに悲しそうな顔をしているが……ひとまずそれはごめんと心の中だけで謝って……後回しにすることにした。

　もはやエリノアにとって、テオティルは幼児も同然だ。が……はたから見れば、彼は立派な青年である。

　さすがに王宮侍女が職場の廊下で、しかも担当王族の目の前で男と手を繋いだままなのは勤め人としてはいただけなかった。そもそも思い切り部外者のテオティルは、王宮では不審者扱いされても――。






（おかしくな……あ、れ…………テオ？）






　そこまで考えたエリノアは、はたと気がついた。それは重大な気づきだった。

　――なんだかんだいろいろあって失念していたが……。






（……しまった……部外者っていうか……）






　緑の瞳がうっと聖剣の化身である彼に向き……そして次に主人ブレアをハッと見て――……。

　エリノアの顔色は失われた。






（…………聖剣と、ブレア様を……出会わせてしまっ……）






　気がついた途端、エリノアの口からうっと喉を詰まらせたような音が出る。危ないところで悲鳴を堪えたが、冷や汗は止めようがない。

　現在、聖剣の姿形は世間様の認識する形からまったく変わってしまっている、とはいえ……ブレアは勇者誕生の瞬間の、唯一の目撃者である。そんな彼に、再びテオティルを会わせてしまうとは……。






（つ、痛恨のミス……）






　恐る恐る見上げると、ブレアはじっと静かにテオティルを見ている。

　エリノアは焦った。隣で未練がましくエリノアのはずされた手を見ているその青年の顔は間抜けにも程があるが……その実彼は、千年の間、国内外の多くの強者たちの憧れの存在であったものである。この国の王子であるブレアとて例外ではないはずだった。

　そんな憧れの化身を前に――もしかしたらブレアは何かを感じ取ってしまっているのか。

　もしこれがきっかけとなり、彼が何か……メイナードが封じたエリノアに関する記憶を思い出してしまったら――……。






（ああああああ!?）






　……と、

　固唾を吞んでブレアを見ていたエリノアの背を……ツンツンと、つつく者がいた。

　……ルーシーである。






「ひっ!?　え、あ、ルーシー姉さん……？」






　エリノアがギョッと振り返ると、義姉はうさんくさそうな顔で眉を持ち上げている。






「ちょっとなんなの……ブレア様のガン見が怖いんだけど。あんたたちさっさと離れなさいよ……」

「は……？」






　ブレア様がやきもち妬いてるわよと平然とした顔で言ってくるルーシーに、エリノアはポカンとして。ブレアはピクリと眉間を寄せて顔を上げる。






「や、く……？」






　それに驚いたのはエリノアである。






「ひぃっ、ちょ、姉さん！」






　しかし王子に顔を向けられたルーシーはというと……すんとした顔で、あらと横目を細めている。






「そうですよ殿下。違うんですか？　そういうふうにしか見えませんけど？」






　その微妙に挑発的な顔に……エリノアがまた別の意味で青ざめている。

　以前からこの義姉は、少々歪んだ父愛のせいで、密かにブレアをライバル視している節がある。

　分かっている、それは分かっているが……義姉の態度にエリノアは身の竦む思いである。

　慌てたエリノアは義姉に飛びかかり、その口を塞ぐ。






「姉さん！　や、す、すみませんブレア様！　ルーシー姉さん！　今冗談言ってる場合じゃないから！」

「何よだって……ちょ、押さないでよエリノアっ」

「？　エリノア様？」






　いいからちょっと待ってて！　……と、ルーシーとテオティルを己の背後に追いやって。エリノアはブレアに向かい直った。必死に両手両足を広げ、テオティルをかばう姿には、再びブレアがムッとしている。






「も、申し訳ありませんお騒がせしてしまって……あ、あの、王宮にお戻りになられたのですね？　な、何かわたくしめにご用命でも……」






　必死の額には汗が浮かんでいる。

　青年はそんな娘の顔をしばし無言で眺め、何かを考えているようだったが……周りに気がつかれぬ程度のため息をつくと、彼はエリノアに向かって首を振る。






「……いや……サロモンセン家の者に聞いた。令嬢の指輪を拾う為に池に入ったそうだな？　あの池は場所によっては深さがある。大丈夫だったのか？」






　真剣な顔で怪我はないのかと問われて。エリノアは一瞬キョトンとしたが――すぐに慌てて頷いた。






「あ――……はい、大丈夫でございます……え？」






　肩透かしを喰らったような気がして。エリノアはパチパチと瞳を瞬かせる。

　てっきりテオティルのことを尋ねられると思っていたのだ。だって、あんなに食い入るようにテオティルのことを見ていたのに。確かにあれは、何か思うところがあるという顔に見えたのだけど――と、エリノアは、少しだけ困惑した面持ちで主人の顔を見た。

　けれどもブレアは、それ以上は何も言わず、「そうか」と一瞬ホッとしたような顔をして見せただけだった。その眼差しには青年の優しさしか感じられない。

　エリノアは、気のせいだったのだろうかと首を捻った。

　と、ブレアが半分身を返し、エリノアに言った。






「では私はこれで失礼する。お前も……その者たちと共に帰るといい」






　その表情はもういつもと変わらない。普通に、真顔。






「は──、い……」






　そのまま去って行こうとする主人に、エリノアは何か違和感を感じつつも、彼を見送って……。






（……あれ？）






　その時エリノアは、ふと、この廊下がクラウスの住まいへ向かうための廊下であることに気がついた。

　ブレアとクラウスは普段から対立していて。彼ら兄弟王子はほとんど互いの住まいには行き来がない。

　それなのに、どうして今日は、忙しいはずの主人がここにいるのだろうと思ったエリノアは――もしかして、と心の中でつぶやいた。






（……もしかして……）






　ブレアは自分に怪我がないかを問う為に、わざわざここまで足を運んで来てくれたのだろうか……。






（…………いや、まさか……）






　エリノアは不思議そうに、遠ざかって行く主人の背中を見送って――






　……いたのだが。






　不意に、ブレアがくるりと身を返し、エリノアの前まで廊下を戻ってきた。






「あれ？　ブレア様？」

「……」






　難しい顔で戻って来たブレアをエリノアが迎える。と……。

　主人は、厳しい顔のまま、一瞬テオティルを一瞥する。そして視線をエリノアの緑色の瞳に戻し、長い沈黙（※逡巡）のあと、彼は毅然とした顔で言った。






「……………………手は繋ぐな」

「はっ…………………………は……？」






　反射で「はい！」と、言いかけたエリノアの顔に……疑問が浮かぶ。






「……手？」

「…………」






　しかしブレアが言ったのは、それだけだった。

　それだけを言い残し……ブレアは無表情で颯爽と身を返して廊下をすたすたと去って行く。……その向こう側で、それだけをやっと言えた青年が、痛恨の面持ちで顔を赤くしていようなどとは……もちろんエリノアには分からない。

　――そうして残されたエリノアは……ぽかんとして。眉間だけは怪訝そうに、意味がつかめないというようにこわばらせて……。






「え……？　何？　何が……？」






　神妙な顔で主人の発言について思い悩みはじめた娘の後ろで……ふんと音がした。

　ほーらね、とルーシーが鼻を鳴らしている。






「やっぱりね。妬いてんじゃないの」

















９　動揺と、勇者の影












　え、と男は目をまるくした。






「それで引き下がって来たんですか!?」






　それだけで!?　と目をむく騎士の視線の先には、無言でうなだれる男の姿が。

　立派な背を曲げて、執務机に肘をつき、手で額を押さえる表情はいかにも苦悩に満ちている。もう片方の手は強く握られて机の端に乗せられていて。その拳から滲み出る無念さには……オリバーは、束の間唖然とした。それは男がかつて見たことのない王子の姿だった。









　――王子がオリバーたちと別れたあと。

　ブレアの住まいに残されていたオリバーは、エリノアを探しに来たサロモンセン家の従者から、王子がどこかへ走って行ってしまったと知らされた。

　彼女の話やセレナやトマスたちの話をすり合わせて。これはきっと、ブレアはエリノアのところへ行ったのだろうとピンと来たのだが……。






　その後、執務室に帰って来た王子の顔がこれである。

　王子を出迎えた官や騎士、僕に至るまで誰しもが戸惑って。そうして王子の執務室に動揺が静かに広がっていく中、部屋にはオリバーひとりが残された。

　他の者たちは皆神妙な顔で、健闘を祈る……とかなんとか言いながら退出して行った。

　ブレアの傍で働く彼らは、口の重い第二王子が、あまりベラベラと個人的な話を皆にする性質でないことをよく知っている。

　そうしてどうやらいつの間にか、皆にブレアの異変の原因究明を託されたらしいオリバーは、執務机の向こうでぼうっとしたままの王子の様子をまじまじと観察した。

　執務机の前に腰を下ろしたブレアは、一応そこに積み上がっていた書類を手に取っている……のだが……。それきり心ここに在らずな状態で動かない。

　オリバーが話しかけるも……王子は暗い顔のまま、ため息以外はうんともすんとも言わない。

　見かねたオリバーはしまいにはこう切りこんだ。






『エリノア・トワインと何かあったんですか』






　すると――案の定ブレアは弾かれたようにオリバーの顔を見て。

　ああやっぱりなと思ったオリバーは、まさか玉砕したとかじゃねぇだろうなとひやひやしながらも……それを切り口に王子を問いただしたのだが――……。






　話を聞いた男は、いやちょっと待ってくださいと手を上げる。






「え？　それで――そのまま連中を帰したんですか？　エリノアと……銀の……髪の男……？」






　手のひらを王子に向けて、反対の手で己のこめかみを押さえた男は、いったいそれは誰なんですかと聞いた。

　するとすぐさま冷えた声が返ってくる。






「知らぬ。……将軍のご令嬢と共にいたゆえあちらの関係者だろう」

「はぁ……」






　素っ気なく返されたオリバーは、納得のいかない様子で眉間にしわを寄せている。

　いや、男が誰だとかいう問題はこの際置いておこうとオリバー。






「ブレア様……こう言ってはなんですが……もっと何かあったんじゃありませんか……？」

「何かとは？」

「男を牽制してくるとか、新人娘を奪い取って連れてくるとか……手を繋ぐなって……そこですか!?　いや……それも確かに気になるでしょうが……なんかもっとこう……重要なとこがあるでしょう!?」






　オリバーはじっとりした目を吊り上げてブレアを見る。王子の安泰な将来のためにもきっちり良い伴侶を得て欲しい熊騎士は、どうやら本日は彼をしっかり叱っておこうという算段のようである。






「分かる……俺には分かりますよ!?　恋愛レベル一……みたいなブレア様がそう上手いこと立ち回れないことくらい……！　だけどっ……誰だそいつ、みたいな追求もしなかったんですか!?　それじゃあ指くわえて獲物をさらわれていったのと同じではないですか！」

「……おい獲物などと……」






　言うな、と言いかけたところでそれはキッパリと遮られる。






「いーえ、ブレア様。今そういうのいいですからっ」






　王子の言葉を断じた男は、何故ですか!?　と、顔をブレアに迫らせて問い詰める。そのじっとりした顔に……。






「…………………」






　ブレアは十分すぎる間を置いてから――。配下からすっと目を逸らし、やや気まずげな顔でつぶやいた。






「……………………動揺してしまった……」

「はぁ!?」

「…………」






　その答えに唖然とする配下に、ブレアは苦虫を噛み潰したような顔をする。






「……情けないのは分かっている。だが、真実そうであったのだからどうしようもない。そして過ぎたことも変えられぬ」






　どうしようもないと言いながらも、その目にはどこか悔しさが浮かんでいた。

　唸っていたオリバーも、その真剣さには黙りこむ。






「あの者たちの繋がれた手とエリノアの笑みを見ただけで――まるで喉元に矢でも受けたかのように声が出なくなった」






　ブレアはその瞬間のことを思い出して物憂げな顔をする。

　エリノアと見知らぬ男。繋がれた手。それを目撃したあの瞬間――ブレアの身体は衝撃にすっかり支配されてしまっていた。

　驚き、戸惑い、そして憤りと。そして……。






　ブレアは擦れるような声で静かに言った。






「……何故かは説明できない。だが……あの時確かに感じた。あの二人は……決して離しえない存在なのだと」

「え……？」






　ブレアの思い詰めたような表情にオリバーが戸惑っている。






　――それは、城下で出会ったエリノアの〝兄貴分〟とエリノアとの間に感じた親しさとはまた違った鮮烈な印象だった。

　どうしてそう思ったのかは分からない。だが、あの二人を見た時、ブレアは二人の間に、切り離しようがない何かを……強力な力のようなものを感じた。

　その不可解なものの正体が、愛なのか、または別の絆なのかは彼には分らない。が……それは、彼に強い敗北感を与えた。そこから溢れ出てきた言いようのない感情が、激しい嫉妬だったこともブレアを苦悩させる。そんな強い嫉妬を持ったことが、彼はこれまで一度としてなかったのだ。






　と、それを聞いて、オリバーが顔をしかめる。






「どういうことですか……？　入りこめないほど二人が親しげだったということですか？　それともブレア様でも負けそうな屈強な相手だったと……？」

「いや……そう鍛えているというふうの男ではなかった。それに、そう親密そうだったわけでもない」






　透き通るような肌に、美しい銀の髪と、明るい橙色の瞳を持った青年。

　彼とエリノアは手を繋いではいたものの、ベタベタした感じは見受けられなかった。男の顔は純粋に幸せそうで……。

　それだけならば、ブレアはきっとここまであの二人の間に踏みこみ難いとは、感じなかったはずだ。






「…………」






　ブレアは沈黙したまま身を起こした。椅子に背を預けて天井を仰ぎ、己の心の中に浮かんだ、激しい失意について考える。確かに他の男と手を取り合っていた姿は見ていて気分の良いものではない。だが、それ以上に、何か不可思議な力を感じたのだ。

　――あの男が隣にいた時、エリノアは――何故か、ひどく手の及ばぬ者のように見えた。

　あれはまるで、とブレアはそのまま目を閉じる。






（まるで……聖殿で女神像を見上げる時に感じるような…………）






　――そう思った時。ふと、ブレアの脳裏にエリノアの姿が思い浮かぶ。






　背を向けた娘。

　いつも通りのメイド服。

　風になびく黒髪……。






　――彼女の向こう側には、大きな――女神の大樹。

　――大樹は彼女を守るように緑の枝先を枝垂れさせていて。






　――その






　――白い右手に……

　――銀色に輝く、何か――……。


















「――ブレア様!?」

「！」






　名を呼ばれて。思いふけっていたブレアがハッと目を開ける。






「どうかなさったんですか……？　大丈夫ですか？」

「いや……」






　急に物を言わなくなったブレアの顔を、配下は心配そうに覗きこんでいた。その大地の色の瞳を見ながら……。

　夢と現実の境に立たされていたような感覚に……ブレアは瞳を瞬いた。たった一瞬だが、思考が不思議な印象に囚われていた。






（……今のは……？）






　感じた既視感に戸惑う。その中で……ブレアは勇ましい娘の姿を見た気がして……。

　何故そんなものが思い浮かんだのかは不明だったが……もしかしたらと彼の口が動く。






「え？」

「……もしかしたら……私が敗北を感じたのは、男ではなく……エリノアに、だったのかも、しれんな……」

「は……？」






　王子の突拍子も無い発言に、オリバーが怪訝な表情をする。あのそそっかしい娘に何故という顔だ。

　ブレアはそんな彼に首を振って。なんでもない、少し思っただけだとつぶやいた。

















10　※危険　魔王の前でガールズトーク












　――ブレア様はどうして『手は繋ぐな』なんて言ったんだろう。






　エリノアは、その銀色の小さな楕円を見つめながら考えていた。

　あの一瞬……自分を見下ろしていた王子の顔がやたら切迫していた気がして……。

　自分を見つめるブレアの顔を思い出したエリノアは、次第に落ち着かない気持ちになる。

　あの瞬間は、本当に呆気にとられて全然思考が働かなくて。ただただ驚いただけだった。が――こうして思い返してみると、毅然としていた王子の頰がうっすらと赤くなっていたような気がして……。






「…………うーん……」






　見間違いだろうかとエリノア。

　でも、王子がわざわざ引き返して来たのもなんだか変だった。

　あの時の彼の目は、どこか葛藤に満ちていて……。

　何故だろう……それがやたらと可愛らしかった気がしたのだが……。






　と、そこまで考えて、エリノアはハッとして首を横に振る。






「は、はぁ!?　か、可愛いって……!?　可愛いなんてそんな失敬な……」






　王子に向かって可愛いなんて、可愛いなんて……と、繰り返すエリノアの顔は焦げつきそうに赤い。

　これまで、エリノアの中の〝可愛い〟のヒエラルキーの頂点は、今も昔も変わらずにブラッドリーなわけだ。が……あの瞬間のブレアの顔は――。






　そう思った瞬間、心臓と胃に複雑な痛みを感じた。胸は締めつけられたが、胃は差しこむように痛い。どうやら、ときめきとストレスとに、同時に苛まれたらしい。






「ぐ……そんなの不敬、いや殿方に向かって失礼っていうか……なんなの!?」






　誰に向けて怒っているのか……（多分自分）エリノアは羞恥に顔をゆがめて唸っている。顔は耳まで赤く、額には汗がにじむ。

　これではただただ、ブレアが気になって仕方がない。もし『手は繋ぐな』と言った言葉のあとで、王子がその理由をきちんと添えていてくれれば、きっとここまで頭を悩ませることもなかったはずなのにとエリノア。






「ぅ……きっと、理由を知れば、こんなに悩んだのが恥ずかしくなるくらいなんでもない理由なんだわ……そうよ、だって、だって私なんて相手になさるわけが……」






　いつでも泰然自若としているブレアのことだ。きっと自分のように騒がしい人間は好まない。でもならば何故、気になる……っ、とエリノアが呻いた時……。






「……ちょっとエリノア……何スプーンを握りしめて唸ってるのよ……」






　訝しむような声が聞こえて。エリノアは我に返って顔をあげる。すると……食卓を挟んだ向こう側にいるルーシーの、怪訝そうな目と視線がかち合った。






「どうかしたの？　何？」

「あ……」






　そうだったとエリノアはバツの悪そうな顔をする。と、その顔を見て、それまで静かに姉の百面相を見守っていたブラッドリーも心配そうにエリノアを覗きこんだ。






「姉さん大丈夫？」






　エリノアは引きつった笑いでそれに応じる。

　気がつけば……弟の背後には生暖かい顔のコーネリアグレース（人間態）が立っていて。向かい側の席ではテオティルが不思議そうな顔でこちらを見ているし、背後の棚の上には黒猫グレンがいて、ブラッドリーの傍の床には白犬姿のヴォルフガングが横たわっている。それぞれニマニマ笑いだったり、呆れ顔だったり……今は人間のルーシーがいるから彼らも何も言ってこないが……。

　一同の視線に気がついて、エリノアの身体には嫌な汗が噴き出した。






（……しまった、そうだった……私、ルーシー姉さんを家に招いて夕食を振る舞っていたところだったんだわ……）






　目の前のテーブルの上には、いつも通りのコーネリアグレース手製の料理にまじり、辛党のルーシーのためにエリノアが作った甘辛い鶏肉料理などが並べられている。それを見て皆でテーブルを囲んでいたのを思い出したエリノアは自分に悔いる。……よくもまあ、このメンツでテーブルを囲んだ状態で、我を忘れられるものである。

　と、不意にルーシーが「それにしても」と、眉をひそめて周囲に視線を巡らせた。






「少し見ないうちに家の中の人口密度が……いえ人じゃないのもいるけど……なんか激増してない……？」






　令嬢はコーネリアグレースや犬の姿のヴォルフガングたちを見ている。

　いろいろあったが、ルーシーはこの姿の彼らとちゃんと会うのは初めてだった。






「あ、ごめんなさい勝手に……」






　この家はタガート家の所有物である。無断で住人を増やしたのはまずかったかと、エリノアが慌てて頭を下げる。と、ルーシーはひょいと肩をすくめて手にしていたパンを口に放りこんだ。






「別に良いわよ、あんたはちゃんとうちに家賃を納めているんだし。でもブラッドリーには動物はダメなんじゃなかった？」

「僕は大丈夫だよ」






　ブラッドリーが静かに言うと、その顔を見たルーシーが、眉をひそめ首を捻る。

　そして、エリノアに怪訝そうに聞いた。






「ねえ……ブラッドリーって…………前からこんな顔だった……？」

「え……」






　ルーシーの不審そうな声にエリノアがギクリと肩を揺らす。






「ど、どうして？」






　上擦った声で問い返すと、令嬢は細めた横目でじっとブラッドリーの顔を見つめながら言った。






「だって、もう少し純真な感じじゃなかった？　こんな生意気そうな顔してたかしら……」






　遠慮のない感想に、エリノアはとてもハラハラした。が、ブラッドリーはルーシーの言葉に口元だけで笑う。






「僕だって、いつまでも変わらずになんていられるわけがないよ。子供じゃないんだし。……はい姉さん。早く食べないと料理が冷めるよ」

「あ、ありがとうブラッド」






　澄ました顔で姉の皿に料理を取り分けてやるブラッドリー。ルーシーは、そんな彼をジロジロ観察しながら、まあそうなんだろうけどと続けた。






「なんか随分と腹黒そうな感じになったわねぇ……あんた、グレるのはいいけどエリノアに迷惑かけるんじゃないわよ!?」






　令嬢がギロリとブラッドリーを睨むと、少年は鼻で笑う。






「ふ……それ年中父親に反抗して迷惑かけまくってる人の言うこと？」

「あ!?」（低音）

「ちょ、ルーシー姉さん！　ブラッドもやめなさい！」






　エリノアは慌てる。暗黒顔で睨み合う二人が怖い。

　さらに周りでそれを見守る連中（魔王配下たち）も怖い。エリノアはお願いだから落ち着いてくださいと哀願する。






「喧嘩してないで仲良くご飯食べよう！　ね？」






　必死になだめると、二人は睨み合ったまま渋々と食事に戻る。しかし、互いの間にはイガイガした空気が漂ったままだった。

　二人とも、以前はこんな感じではなかったのだが……どうにも魔王化後のブラッドリーとルーシーはあまり相性が良さそうではない。言いたいことを言うルーシーの遠慮のない言葉に、いつその配下たちが腹を立てないかも恐ろしくて……。

　と、ハラハラしたエリノアがふと顔を上げると、ニコッとしたテオティルと目が合う。






「安心してくださいエリノア様。私がいます。その時は、私が全力で二人を黙らせます」

「…………」






　お任せくださいと邪気のない顔の聖剣に……エリノアが青い顔でうなだれる。

　万年反抗期令嬢と魔王、そして聖剣の三つ巴戦なんて……絶対に勘弁してほしいと願うエリノア。

　こんなスリリングな食卓はなかなかないに違いなかった……。









「で？」






　ブラッドリーを睨みながらパンをかじっていた令嬢は、ふんと鼻を鳴らしてからエリノアを見る。






「え……な、なんですか？」

「実際のところブレア様とはどうなってるの？」

「え!?」






　エリノアがギョッとしてスプーンを皿の上に落とした。






「だってブレア様わざわざ引き返してこられて、それでなんて言った？　手を繋ぐなですって！　普通言う？　そんなこと。なんとも思っていない相手に言うことじゃないわよ！」






　ルーシーはいつになくニマニマ笑ってエリノアを見ている。

　エリノアは……真っ赤な顔で「そっ……」と、言葉を無くしてから、しばしぱくぱくと魚のように口を開けたり閉じたりしていたが……。ルーシーがあんまりにもニヤニヤするもので……。

　恥ずかしそうな顔で「そ、そうなんですか……？」と、恐る恐る義姉に問い返した。

　その戸惑ったような顔に、ルーシーは余計楽しそうにニンマリして。うんうんと弾むように頭を縦に振り、好奇心を抑えられないという表情でエリノアに向かって身を乗り出した。






「で、どうなの？　エリノアはブレア様のことどう思ってるの!?」

「え……そりゃ……ブレア様は素敵な方です、けど……」






　言いながら、恥ずかしいのかエリノアの顔がだんだんと下を向いていく。






「そもそもわたくしめなどとは同じステージにおられないと言いますか……王子様に向かって図々しいと言いますか……」






　しどろもどろの答えに、ルーシーが唇を尖らせる。






「確かに身分差はあるけど――舞踏会の時だってすごく似合って――」






　いたと、言いかけて。令嬢は口をつぐむ。

　エリノアの言うことももっともだった。

　将軍家に養子に入ったとはいえ、王子と侍女、二人の間は決して近いとは言い難い。

　女子トーク的なノリで話題にするのは容易いが、はたしてこの二人、実現可能な仲なのだろうか。ルーシーはちょっぴり不安に思った。






　エリノアは、長らく病気の弟を抱えて生活して来たこともあって、現実的なところがある。

　弟第一、生活第一が彼女の信条であろう。

　もしエリノアがブレアの妃になれれば、弟も安泰で、姉弟二人左団扇で優雅な生活が送れそうな気もするが……。

　これまで下働き生活を送り、堅実さをモットーに、細々城下で暮らして来た娘にとっては、王族の妃など。遠い夢。実現可能なことと思えなくても不思議はない。

　そしておそらくそこを突破できない限り、エリノアがブレアに踏みこむことは難しいのではないだろうか。

　ルーシーは──ここにさらに、『勇者と魔王』問題が存在していることを知らない。






　しかし惜しいとルーシーは思った。

　あの鉄仮面のブレアが、外に感情を漏らすくらいだ。彼の中には相当エリノアに対する想いがあるに違いない。






「……それがエリノアに伝わればねぇ……」






　どうしたらいいだろうか、と頬杖をついて漏らすルーシー。

　いっそ、王子はきっとあんたのことが好きなのよともっとエリノアを焚き付けてみるか。それとも反対に、ブレアのほうに突撃して、直談判に行ってみるか――もしくは、父と共謀して外堀から埋める作戦で――。






　と、ルーシーがあれやこれやと思い巡らせていた時……その肩にツンツンと触れるものがあった。






「……ん？」






　ルーシーが振り返ると、そこには太ましい婦人……コーネリアグレースが立っていた。






「？　何？」






　どっしりした風貌の婦人は、どこか愉快そうな笑顔で彼女を見ている。

　すっかり彼女を昔のトワイン家の使用人だと思いこんでいるルーシーは、彼女を不思議そうに見上げた。と、婦人が言った。






「お嬢さん……ブラッドリー様の殺気を完全スルーできるなんて物凄い図太い神経ですわねぇ、と……いうあたくしの個人的な感想は置いといて……そろそろ、そのガールズトークおやめになったほうがよろしいかと思いますわよ」

「？」






　婦人の警告めいた言葉に、ルーシーは怪訝そうな顔をする。と……。

　気がつくと、いつの間にか室内がいやに暗い。ただ、何故かテオティルという青年が薄ぼんやりと光っていて、そしてその明かりの中、エリノアが弟に向かって必死で止めろ止めろと叫んでいる。






「？　何？　何事？」（※ルーシー。動じない）

「ブラッド！　ど、どうしたの!?　部屋に闇を呼びこまないでっ！」

「…………」






　身体を揺すぶられている弟は、何やら壮絶に不愉快そうな顔をしている。

　まさかそれが自分とエリノアの会話のせい……というか魔王の魔力のせいだと思わないルーシーは、いったいなんなの？　と、眉をひそめている。

　と、ああそうか、とルーシー。






「……やれやれ、ブラッドリーは相変わらずなのね。あんたの姉さん好きも大概ね、そろそろ姉離れしなさいよ」






　令嬢は、魔王の不機嫌によって引き起こされる室内の暗く、重苦しい空気の理由は何も分かってはいなかったが……ブラッドリーの恨めしそうな顔には心当たりがあったらしい。

　呆れたように薄ら笑いながら、エリノアが作った料理に平然と手を伸ばすルーシーに……ブラッドリーが仄暗い殺気を向けている。その目が……なんだか赤く光って見えるような気がして――……忍び寄る魔王の力にも全く意を介しない個人主義すぎるルーシーの様子にも――……エリノアはものすごく気が遠くなった。






「ぁ……ちょ、待って、ふ、二人とも……」

「だったら何……？　ファザコンのあんたにだけはとやかく言われる筋合いないんだけど……」






　付き合いは長いが……エリノア以外は絶対に「姉さん」と呼びたくないらしいブラッドリーはルーシーを「あんた」呼ばわりで睨んでいる。

　と、今度はその禁句（？）に、ルーシーがドンとテーブルを叩いて立ち上がる。






「ファザコン!?　私はファザコンじゃないわよ！　ちょっとパパが好きなだけで……！」

「僕だって姉さんがすごく好きなだけだけど？　なんか文句あるの……!?」

「はぁ!?　チッ、なんなのよこのシスコン坊主！　さてはそういう本性だったのね!?　いい度胸じゃないの……病人じゃないなら手加減しないわよ！」






　ルーシーは蛇のような顔で、猛虎のように吠えている。それを迎え撃つブラッドリーの顔の、冷たいことといったらなかった……。






「ちょ、や、やめっ……二人とも！」






　慌てて止めに入るエリノア。その争いを見ながら……。

　黒猫が腹を抱えて笑っている。






「こっわ、あの人間……こっわ！」

「あれは……人間なの？　素質あるわ～」

「……」






　惚れ惚れと言うコーネリアグレースに、ヴォルフガングが、何がだというげっそり呆れた顔をしている。

















11　トワイン家の家計簿












　その夜。エリノアは居間のテーブルで家計簿をつけていた。

　寝巻きに着替え、髪を下ろしているその顔色は冴えない。






「うーん……」






　並んだ文字と数字を睨んで唸る。

　エリノアが上級侍女になり、トワイン家では幾らか収入が上がった。

　初めは給金を受け取らず、社会復帰的な意味合いではじめたブラッドリーのモンターク商店の手伝いも、親切な店主の計らいで給金がもらえることになった。

　そういう事情を考えれば……少しは家計も安定してきても良さそうなものだが……。






　しかし、住人の増えたこの家の家計は、いまだに余裕というものとは無縁である。

　休眠中のメイナード以外の魔物三名分とテオティルの食費や生活に必要な雑費やら燃料代やら。基本的にヴォルフガングたちは肉食を好むのでそれも結構馬鹿にならない。

　けれども本当は。ブラッドリーからは、魔物たちには食事は出さなくてもいいとエリノアは言われてはいた。

　ヴォルフガングたちからも、自分の食料くらい自分で調達できると主張されてはいる。が……。

　しかし、妄想力豊かなエリノアはそれを頑なに止める。






「……だってね……調達って……いったい何をどこでって……思うじゃない……？　あの子たち、肉食なのよ!?」






　エリノアはつどつどにそう神妙な顔で訴える。

　魔物が自分で食料調達とは。しかもこんな街中で。自然……獲物はなんだと聞きたくなるではないか。

　しかもこんなこともあった。出会って当初の調理中、エリノアがふと肉はどのくらいの焼き加減が好みなのだと聞いた時のこと。

　ヴォルフガングは……。






『生でもいい』






　グレンは……。






『血が滴っているくらい？　……えへ♪』（←※最後のわざとらしい『えへ♪』は、ギョッとしたエリノアに向けられたもの）






　……魔物などという不穏な存在にそんなことを聞かされて、考えるなというほうが無理というものだった。

　エリノアは慄いた。この人たち……こんな王都のど真ん中で、いったいなんの生肉もしくは血の滴る食料を確保するつもりなんだろう……と……。

　想像してゾッとした。

　……もう、よく食べそうな女豹コーネリアグレースに至っては、怖くて聞けなかったくらいである。






　――そういう事情もあって。エリノアは彼らには、必ず三度三度自宅で用意したものを食べさせることを心に誓った。

　放っておいて、どこぞの家畜や……もしかしたらもっと身近な……ものでも狩って食べるのではと思うと、恐怖しかないエリノアである。

　グレンに至っては平気で盗みを働きそうで不安だったのもある。

　これに関しては、グレンが『まあしないとはお約束できませんけど』と、けろっと言うもので……エリノアにとっては本当に頭の痛い問題だった。

　彼らの主君であるブラッドリーには、それだけは絶対にさせないようにと、重々言い聞かせて貰うようには頼んでいるが……まあ、とにかく、彼らを放ってはおけないのだった。






　エリノアは、家計簿に並ぶ〝肉〟購入の金額にげっそりしている。が……。






「……まあ全員分の衣食住費がかかるようになったのと、ブラッドの治療費とお薬代がなくなった分とで差し引きゼロって感じかな……」






　ため息をこぼしつつも、気を取り直したようにうんうんと一人頷くエリノア。






　――以前は、ブラッドリーの体調はいつも低空飛行で不安定。突然悪化することも多かった。

　医療費は家計を圧迫し、それはとてもエリノアの悩みの種だった。

　でも、現在魔力のおかげでブラッドリーはとても体調がいい。それでも安心しきれないエリノアは、定期的に弟をかかりつけの医師に診てもらうつもりだが、そのくらいの代金ならば、今まで出ていた治療費に比べると安いものである。

　そう考えると、急に出ていくお金がなくなった分、楽になったような気もする。






「…………」






　不意に、エリノアの指が、記録を遡って行くようにページをめくる。

　分厚くて、色あせた茶色の表紙がつけられたトワイン家の家計簿。

　これは二人暮らしをはじめた当初に、商売人であるリードの母から勧められて記録をつけはじめたもので、今日に至るまでの姉弟たちの暮らしぶりが事細かに書き記されていた。

　そんな――姉弟たちの、これまでの苦悩と奮闘の記録を目で追って。エリノアが、ふっとため息をこぼす。

　……今だっていろいろと大変だ。聖剣や魔王や魔族やら……。

　それでも、それらを背負ってでも頑張ろうと思えるのは――病に苦しむ弟の顔を見なくても良くなったせいだろう。






　――ブラッドリーが生まれたのはエリノアが三歳の頃。

　その日のことをエリノアはもうはっきりとは覚えてはいないが……そのイメージだけはしっかりと記憶の中に残されている。






　とびきりキラキラした、底抜けな喜びと幸福感。

　もはや顔も声も思い出せない母が、とろけるような表情で幸せそうに、小さな彼を抱いていて。

　父が労わるようにその頰にキスをしたのを……おぼろげな輪郭だけで覚えていた。

　目で見た記憶はすでにない。でも、漠然としていても、イメージだけしか残されていなくても。それが、エリノアの記憶の中で一番幸福だった日の記憶だ。

　それ以降は母も亡くなってしまったし、一家揃っての幸福な記憶はない。

　ゆえに、ブラッドリーは、宝物なのだ。……他の誰がなんと言おうと、エリノアにとっては、彼は天使だった。






　その可愛い弟が、苦痛から解放されて。

　縛りつけられていた寝台を降り、普通に身支度をしてエリノアに向かって『いってきます』と微笑んでくれるのを見るのは、喜び以外のなんでもない。

　父も母もない今……以前のように、この世に残された唯一の肉親が、いつ病で命を落とすかと怯えた日々を思えば……。

　たとえ魔物や聖剣の化身にハラハラさせられようと、自分が勇者で胃がキリキリしようとも……今は、天国のようである。






「……いや……魔物と同居しといて天国はないか……」






　おまけに天使だと思っている彼は、本当は魔王。

　でも、そうならなければ手に入らなかった喜びが、確かにこの家にはあった。

　エリノアは……今更ながら、自分の人生って波乱万丈だな、となんだか途方に暮れてしまう。

　ふー……と寂しい風のような長い息が、エリノアの口から吹いてくる。






「やれやれ……」






　立ち上がったエリノアは、パタンと片手で家計簿を閉じた。

　昔の散々だった記録を見たのもいけなかった。当時のことを思い出したエリノアは、なんだか感傷的な気分に沈む。






「…………」

「……姉さん？」






　と、居間の中で立ち尽くしていると、そこへブラッドリーがやって来た。

　弟は、寝巻き姿の姉がぼんやり立っているのを見て、不思議そうな顔をしている。






「大丈夫？　どうかしたの？」

「…………ブラッドぉー……」






　エリノアはブラッドリーの顔を見ると、ふにゃりと顔を歪め、覗きこんで来る弟に抱きついた。






「はー……」

「？」






　弟の存在を確かめるようにすりすりと頬擦りする姉は、大きく安堵のため息をついている。そんな姉にされるがままのブラッドリーは、キョトンとしながらも、姉の背にそっと手を添えた。






　……魔物と同居、は異常なことだと思う。

　でも、大事な弟が魔王という存在である以上、積極的に弟を守ってくれようとするヴォルフガングたちの存在は、この家には必要だ。

　だって彼らの目的は、エリノアと同じだから。

　魔物の仲間になる気はない。でも弟を守るためには折り合わなければならない。

　彼らはエリノアにはできないことができて、〝魔王〟としての弟にも詳しい。それは今の、この歪な姉弟の大いなる助けになる。






「……そうよ……肉費くらい、安いものだわ！」






　前向きな気持ちを奮い立たせるようにエリノアはそう口にしてみる。

　すると、奇妙な単語を聞いたブラッドリーは、姉がまたおかしなことを言い出したとでも思ったのか。怪訝そうな顔で眉をひそめている。






「なんなの肉費って……」






　呆れを滲ませて姉を見るも、何故かエリノアは笑っている。

　赤子でも眺めるように目尻を下げて見つめられて。その視線と〝肉費〟がどう結びつくのか分からないブラッドリーはいささか居心地が悪そうな顔をしている。






「……姉さん、なんなの……？」

「ううん。ブラッドが、ずっとこうして元気でいてくれたらいいなと思って」






　抱きしめた弟の頭をよしよしと撫でながら、エリノアは、彼のためにも自分はまだまだ家長として頑張らなければと決意を新たにした。






　そんなエリノアを眺めるブラッドリーは……いったいそれで肉費とはなんなんだと、怪訝そうである。が……。

　まあいいかと彼は肩をすくめる。

　暗い中、沈んだ顔をしていたのを見て心配したが、ひとまず姉はいつもの調子を取り戻したようだった。

　それならばいいのだ。

　姉が元気でいることが、彼にとっても一番大事なことだから。






　――と。

　その時、姉が急にそうだわと真剣な顔になった。

　エリノアはブラッドリーを見ながら真面目くさった声で言う。






「とりあえず……魔物の王としてのブラッドリーに一つ要求があります」

「……え？　何……？」






　改まった物言いにブラッドリーが少々身構える。と……エリノアはブラッドリーを厳しい目で見ながら、重い声で言う。






「お願いだから……婦人とあの子たちに……野菜も食べるように言ってちょうだい！」

「……」






　肉ばっかり食べられると家計がものすごく圧迫されるのよ！






　……と、懇願するエリノアは、わっと嘆くように両手で顔を覆う。






　……一番の大食らいが誰かは……魔物たちの体型で想像して欲しい。

　エリノアがなかなか文句を言えないのも仕方がないというものであった……。

















12　退屈グレンの再始動












　つまらないなぁ、とその猫は主君の寝台の上でため息をつく。

　柔らかな布団に四肢を伸ばしながら、彼は横目で眠りにつくブラッドリーの顔を見た。

　寝台の下の床には、忠犬さながらに、ヴォルフガングが寝そべっている。

　その白い身体の下には、床で眠る彼のためにエリノアが『あげる』と言って渡してきた柔らかそうな暖色の毛布が敷かれている。それを満更でもなさそうに……と、いうかお気に入り感はなはだしい様子の犬は、すやすやと平穏極まりない顔で寝入っている。

　それを白い目で見るグレン。は、……そう言えば、と視線を上げる。

　この家の家長エリノアは、最近彼らがブラッドリーの部屋で一緒に寝るのを嫌がらなくなった。最初の頃はあんなに嫌がっていたのに。どうにも、いろいろあり過ぎてうっかり許容されている気もしないでもない。

　鬱陶しくないのはいいし、相変わらずのうっかり屋も愉快だが。エリノアが嫌がって騒がないのはなんとなくつまらないなとグレンは思った。

　黒猫は起き上がって寝台の端に行き、床の上でスピスピ鼻を鳴らして寝ている同族を見下ろした。

　……魔物というより、もはや幸せな飼い犬そのものにしか見えない。グレンは馬鹿にしたような顔でつぶやく。






「……すっかり平和ボケしてる……あーあ、やっぱりこいつよりもっと邪悪で野心がある陛下の配下が欲しいな……」






　ヴォルフガングも、そして母コーネリアグレースも、邪心よりも忠心が高すぎるのだ。

　主君に仕えるのはいいが、こうも平々凡々と暮らすのはグレンの性には合っていない。

　前だったらエリノアで楽しく遊べたのだが、最近は聖剣なんてものが家にやって来たものだから鬱陶しくて敵わない。あの聖剣はぽやぽやしているようで、案外グレンには厳しい。おそらく、グレンが一番エリノアに危害を加えそうだと分かっているのだ。






「…………なんとかまた姉上を刺激できないかなぁ……うーん……」






　そうしてうまくブラッドリーを怒らせれば、再び魔界に道が通じて新たな魔物を呼び寄せることができるのだが。

　最近はブラッドリーの精神が少し落ち着いて来ていて、その機会になかなか恵まれない。






「どうしよっかなぁ……」






　グレンの目はひたりと悪巧みに染まっている。









　　　　　＊　＊　＊









　――所変わって宮廷。

　しんとしたその部屋の中には、時折紙をめくるひそやかな音だけが響いていた。

　荘厳なしつらえの室内は、民家が数件立ちそうなほど広い。

　壁を覆う書棚にはびっしりと書が収められていて、暗がりにそれを見ると威圧的なほどだった。

　そんな中、灯りは部屋の主の執務机の上に一つだけ。暗闇に浮かぶような机についたブレアは、一人、本日彼のもとに上がって来た報告書を一つ一つ静かに読んでいた。






　報告書の数は今日一日だけでもおびただしい数にのぼる。

　ほうぼうに飛ばした聖剣捜索の報告書、協力体制にある貴族たちからの報告書。神官たちからは、聖殿所有の資料解析や、聖剣の行方についての考察も日々上がってくる。

　こうした資料たちは、まず全てをブレアとその部下が検分し、要約後、重要なものだけを国王と王太子に報告することになっていた。この膨大な量の報告を王国の統治に忙しい父と兄にいちいち上げてはいられない。






　……そんなことを彼が言うと、オリバーたちには『ブレア様にだって他の執務もあるのに』とぶつぶつ文句を言われるが……

　それを黙殺する他ないのが現状だった。






　ふとブレアが卓上の時計に目をやると時刻は深夜。もうとっくに日を跨いでいる。

　配下や官は既に下がらせた後で、室内には他には誰もいない。

　オリバーたちは本日も去り際にジロリとブレアを見て……。






『……ブレア様の自己管理能力を信じていますよ……？　今夜こそは……徹夜とかして、疲労を蓄積するとかいう真似はなさらないと……信じていますからね……？』






　……と、どう見ても全然信じてなさそうな、疑り深い目でじっとり彼を睨みながら隊舎に帰って行った。

　オリバーに続く騎士たち……特にトマス・ケルルの訴えるような涙目のジメジメしていたことといったらない。ごつい岩のような肉体の彼らにメソメソ嘆かれると、どうにもこうにも……。

　彼らが自分の身を案じてくれているということは分かっているのだが、ついついうんざりしてしまうのだった。

　おまけにこういう事態が続くと……彼らは最終手段を使う。

　最終手段とは――つまり、彼の母への告げ口、王妃への通報である……。

　それを受けた心配性の王妃は必ず直々に執務室に乗りこんで来る。……悪い時は王太子もついて来る。






「…………」






　――それを思い出したブレアは、深い深いため息をついた。






「……仕方ない……今夜はこれくらいにするか……」






　徹夜でもしようものなら、警備の衛兵からオリバーたちに筒抜けになる。

　王妃に報告されないにしても、明日の朝のオリバーの恨みがましい顔と配下たちの湿り気が余計酷いことになるのは目に見えていて。

　この忙しい時にイライラメソメソされては、彼は耐えられても、ここで共に仕事をしなければならない官たちはきっと堪らないことだろう。

　仕事量を思えばまだまだ起きていたいところだが……やれやれと頭を振ったブレアは立ち上がり、机の上に積み上がっていた書類の一番上に、手に持っていた報告書を乗せた。

　彼の足はそのまま執務室の奥へ向かう。そこには続きの間への扉があって、その奥には仮眠室がある。今宵もブレアはそこで休むつもりだ。

　当然王宮の私室に帰ったほうが居心地はいいが、移動の手間を考えると今はここで十分だった。

　と、思わず二度目のため息が溢れる。

　いったい、いつまでこんな日々が続くのだろう。

　忙しいのは苦痛ではないが、聖剣の不在は正直不安だ。

　それに本当は彼も王宮に戻りたいのだ。






（……見たい時に、見たい顔が見られぬということは、こうもつらいものなのだな……）






　思い浮かんだ黒髪の娘の姿に、三度目のため息と共に肩が落ちそうになって――。

　いや、と、ブレアはハッと我に返る。

　今日は──というかもう既に昨日だが――昼間に少し顔を見られたではないか。そう思い出すと、自分がひどく堪え性のない生き物になってしまったようで気恥ずかしかった。






「……これは……どうしたらいいんだ……？」






　どこか思いつめた顔で呻くブレア。会えない時は、少しだけでも姿が見たいと願い。会えても、すぐに次を望む気持ちが生まれてしまう。こんなに扱いの難しい感情を抱えたのははじめてだった。ブレアは苦悩したが……ただ、ここでいつまでも呻いていても仕方のないことだということだけは彼にも分かった。

　それにオリバーたちが言う通り、徹夜ばかりもしていられない。己が倒れてしまっては上にも下にも迷惑をかけてしまう。

　ブレアは苦悩を振り払うように頭を振ると、椅子の背にかかっていた己の上着だけを手にして仮眠室への扉を押した。






　――と――……。






「……ん？」






　戸が開いた一瞬――。

　どこからか、キャハハと高い子供のような笑い声が聞こえた気がして立ち止まる。






「……声？」






　しかし、それだけだった。

　扉の奥の細い廊下はしんと静まり返っていて特に異変はない。背後の執務室の中も同様だ。

　彼が耳を澄ましてみても、あとは何も聞こえない。






　――もしや、どこかで若い衛兵たちがふざけて騒ぎでもしていたのか。






「やれやれ……」






　ブレアはそれきり興味を失ったようだった。

　そうして何事もなかったように足を踏み出して、扉をくぐり――…………






「……――ん？」






　――瞬間、ブレアの動きがもう一度止まった。

　後ろ手に扉を閉めようとした姿勢のまま、彼は異変を感じてその場に縫い止められる。






　続きの間までの短い暗い廊下には、明かりなどは何もない。

　夜ともなるとそこは真っ暗で。そこを数歩進むと仮眠室の扉だった。その廊下を全て長年の勘だけで進み、中に置いてあるランプに火を灯し寝支度をするのが毎度のことなのだが……。






「…………」






　ブレアの瞳が……ぎこちなく瞬く。

　視界は薄暗く……そこにはあるはずのない月明かりを感じて――ブレアの身は硬直した。

　視線を動かすまでもなく全体を捉えられる狭い空間には、正面に――見慣れない……窓が。

　そこに下がるカーテンはあまり厚みがないのか、薄ぼんやりと月光を通し……合わせ目の隙間からも細く光が漏れている。

　その光の下に照らされる、こんもりと盛り上がる簡素な布団と、その端に流れる黒髪に……。






「……っ!?」






　ブレアは驚きすぎて、息を吞んだきり微動だにできない。






　――室内は…………






　恋しかった香りで満たされていた。

















13　…窮地？












　ギシッと床が鳴る音がした。

　思わず後退った男のかかとが背後の扉にあたる。

　彼自らが開き、そのまま開いていたはずの扉はいつの間にか閉じていて。その手触りも高級感のある艶やかなものから、自然な木の質感に変わっているが……。

　今のブレアには、そんなものに気がつく余裕はまったくなかった。






「……!?」






　驚きすぎて言葉も出ない。

　ほんの一、二歩進めば手の届く場所には、簡素な寝台と布団。

　その主らしき者は布団に包まれていて、ブレアに背を向けてすやすや寝息を立てている。






「……………」






　ブレアはこわばったままの顔で、その――緩やかに上下する布団の動きを見て――。

　数秒の間、それがそれ以上は動かずに、確かに寝入っているのだと察すると、やっと彼はなんとか最初の衝撃から立ち直る。

　しかしいまだ心臓は早鐘を打っている。

　室内に漂う優しい香りには覚えがあった。まさかと思うと耳元にまで鼓動が響くようでうるさかった。

　状況を探ろうと、月明かりの中を灰褐色の瞳が素早く左右に動く。

　見えるのは見慣れない部屋。明らかに、仮眠室前の廊下でも、宮廷や王宮の中でもなさそうだ。

　背後の扉に張り付くようにして、ブレアは困惑をやっと声にした。






「これは……いったい……」






　たった今まで己の執務室にいたはずの彼には、自分に何が起こったのかがまったく理解できなかった。






（……いや……）






　考えられるとすれば、転送魔法だろうかとブレア。

　自分は何者かの術中に嵌められたのか。あり得なくはない。立場上、政敵からはいつでも狙われていると言っていい。

　――しかし、と、ブレアの顔に苦悶が浮かぶ。






（何故……ここなんだ……!?）






　奥歯を強く噛んで心の中で叫んだ。

　額には汗がにじんでいる。






　――と、不意に、寝台のうえのふくらみがモゾモゾと動く。






「……ぅ……ん……」

「っ!?」






　コロリ、と寝返りを打ち、こちら側へ顔を向けた黒髪の持ち主に――ブレアがギョッとする。

　分かっていたが――それでも動揺してしまった……。

　その穏やかな顔はやはり――






（エリノア……トワイン……）






　瞳も口も閉じられて。身体の上下に合わせてすやすやと微かな音がする。

　白く柔らかそうな枕にまるみを帯びた頰を乗せて……。






　……それを目撃した瞬間、ブレアの頭の中は真っ白になった。

　疑問と動揺と動悸が入り乱れて、わけが分からなくなった。こわばった顔は青いのか赤いのかもよく分からない顔色をしている。

　男はそのまま数分を、身じろぎもせず無言で硬直していた、が……ハッとした。

　このままここで立ち尽くしているわけにもいかない。

　何故ここ――つまり、エリノアの家の、しかも寝室へ来てしまったのかは分からなかったが……いつまでもこんな深夜に、うら若い娘の寝室になどいるわけにはいかない。

　ブレアは早くここを出なければと扉のほうを見て……ふと思いとどまる。






（……いや、しかし……入っておいて、無断で出ていくというのは如何なものか……）






　故意にではないにせよだ。侵入しておいて、そのまま断りもなしに出ていくのはどうなのか。

　ブレアは真剣な顔で思い悩む。もとよりこの生真面目な王子の頭には、この事態をエリノア本人に黙っておくという頭はない。

　だが、夜が明けて、エリノアが王宮に出勤してから「お前の寝室に侵入したぞ」などと打ち明けても……きっと娘には意味が分からないし、気味が悪いに違いなかった。そのギョッとした不審そうな顔を思い浮かべたブレアは、難しい顔で眠っている娘を見下ろした。






（…………ここはやはり、エリノアを起こして一言事情を話しておくべきか……）






　そうすればきっと娘は驚くだろうし、下手をすれば家人も起きだして来て騒ぎになるかもしれないが……。






「…………」






　悩んだ挙句、結局ブレアはエリノアを起こす決断をした。

　おそらく彼女はこんな状況でも、きっと自分の弁明をきちんと聞いてくれるはずだと信じた。






　そうして彼は――。

　こんなに肝が冷える思いはしたことがないと思いつつ――床に膝をつき、エリノアの寝台の脇に身をかがめ、娘の耳の傍に口を寄せる。






「……すまない……エリノア、起きてくれないか……」






　できるだけ驚かせないよう静かに……そして、できるだけ寝姿を見てしまわないように目を逸らしながら声をかけるブレアだが……安らかな眠りに沈んだ娘はうんともすんとも言わない。






「…………」






　ブレアは困って少しだけエリノアの様子を窺った。

　……いつの間にか口がぽかんと開いていた。






（……ぅ……）






　しどけなく開けられた薔薇色の唇にブレアが怯む。

　……正直、あまり直視していては目に毒なのだ。

　安心しきった顔ですやすや眠っている頰など可愛らしくてしょうがない。

　触れたらどれだけ柔らかいのだろう……と、ついぼんやり思ってしまって己に呻く。ブレアは生まれて初めて自分に、おい変な想像するのはやめろと激しく突っこんだ。






（………………どうしたらいいんだ……）






　それからなんとか数回呼びかけてみるも、エリノアはみじんも目を覚ます気配がなかった。ブレアは途方に暮れる。

　これが、相手がもし別の者であったら……きっと何もかも冷静にできるのだ。

　起こしたいなら、手っ取り早く身体でも揺り動かしてしまえばいいだけのこと。そうしてさっさと事情を説明して、さっさとこの場を去ればいい。が……。






（………………無理だ……）






　思わず壁に手をついてうなだれる。

　瞳が開いている時ですら、エリノアに触れることができない彼にとって、無防備に、しかも寝巻き姿のエリノアに触るというのは、気が遠くなるほどに難しい事柄で……。

　そうせねばと思うだけで、まるで全身が心臓になってしまったかのような動悸を感じた。こんなに心身に負担がかかる思いをしたのはいつぶりだろうか。

　ブレアは思った。

　ここに自分を放り出し、こんなことをしでかした者が何者かは知らないが……もしこれがブレアに対する攻撃だとしたら、その者はかなり的確にブレアに打撃を与えている。

　――しかし、そうだとすれば、その者はなんという陰湿な輩なのだろうか……。






（…………いっそ、これが夢ならば……）






　と、思ったところでブレアは顔を上げる。






（……いや、逃避をしている場合ではない……なんとか彼女を起こさなければ……）






　このままではエリノアが自然と目を覚ますまでここで待つことになってしまう。

　それはそれで生殺しの生き地獄だ。

　ブレアは断腸の思いで（やっと）エリノアを揺り起こす決意をした。苦悩しすぎの顔は、見たら子供が泣き叫びそうな世にも恐ろしい形相をしている……。

　彼は深呼吸をすると、エリノアの寝台の傍に立ち、ゆっくりと布団に包まれた肩に手を――……。






「……ほぁ？」

「！」






　――ブレアの指が触れるか触れないかという時だった。

　不意に、エリノアの瞼が持ち上がる。






「……あぇ……？　ウレアさぁ？」

「……！」






　とろんと定まらない瞳で見上げられたブレアが、うっと仰け反って後退る……。

















14　金の毛並みの猫












「……あぇ……？　ウレアさぁ？」

「……う……」






　エリノアは寝癖のついたぼさぼさの頭でむっくり寝台の上に起き上がって、眠そうな目を擦りながら顔を怪訝に歪めている。

　ブレアは思わず口ごもった。






「い、や……こんな夜分にすまない……その……」






　ブレアは懸命に事情を説明しようとするが……エリノアと目が合うと、この状況に焦りが生じた。

　真夜中に断りもなく若い娘の寝室にいるなどということは、ならず者の所業だ。寝起きに暗がりから男が現れれば恐ろしいに違いなかった。

　まずは驚くか、叫ぶか……。

　そう思っていたのだが。






　――しかし、娘の反応はそのどちらでもなかった。

　思わぬことに、エリノアはブレアを見た途端、眠そうに大あくびをした。






「――またなの……」

「!?」






　そのまま呆れたように見つめられたブレアが困惑している。






（……ま、た……!?）






　しかしブレアの戸惑いをよそに、エリノアは眠そうに目元を手でこすりながら、語尾の不安定な声でぶつぶつ言う。






「なんなのょこんな夜中に……その手にはもう引っかからないわょ……ブレア様ごっこはやめなさいって、言ってる……で………しょ……」






　言ったかと思うと、エリノアは眠そうにガクッと頭を落として……座ったまま、うなだれた格好で動かなくなった。






「エ、エリノア……？」






　もしかしてまた眠ってしまったのか。

　ブレアが焦って顔を覗きこもうとする。

　と――。






「!?」






　唐突に、エリノアがヌッとブレアの頭に手を伸ばしてきた。

　いきなりガシッと顔をつかまれて、ブレアがギョッと目を瞠る。






「ふ……ぁあぁ……もぅ……あんた本当に暇ねぇ……」






　エリノアはやれやれと大あくびをしながら――……。

　そのままなんと、ぐいぐいと――ブレアを布団の中に引きずりこんだ。






「……っ!?」






　その瞬間の――






　唖然とし……

　真っ赤で……

　こわばったブレアの顔の――……

　壮絶なことといったら……






　もし誰かが見ていたとしたら、きっとものすごく哀れだと思ったことだろう。






　しかし青年の驚愕を黒猫の抵抗だと思っているエリノアは手を緩めない。目を閉じて、自分も布団に戻りながら言う。






「そんなに遊びたいんだったら、昼間に遊んだげるから……こないだネコジャラシを取ってきたのょ……だから夜わ寝て……お願ぃだから……もぅ瞼が重くて死にそぅ……」

「………………」






　何か……猫を抱くような形で、包みこむように頭を腕に抱きこまれたブレアは――呼吸を忘れ、動くことができなかった。

　ただ……

　痛いくらいに心臓が鳴っている。

　と、その心音に気がついたのか、エリノアは目を閉じてぬくぬくした顔で「やっぱり小動物は心臓の音が速いねぇ……」などとのたまっている……。

　その言葉に疑問を抱く……余裕はやはりブレアにはなかった。

　そうして男が身動きできないでいると、彼が大人しくしていることに満足したらしい娘は、布団の中で、よしよしと彼の金の髪を優しく撫でる。






「いい子、いぃ子……ふぁ……つまんない時はわたぃがかまってあげるから……おとなひく……おとなしく……ぉ、と………………」






　――それきりだった。

　それきり、再び深い眠りについたらしいエリノアは、ブレアの頭を抱えたまま、今度は寝息も立てずに瞳を閉じている。しばらくすると、ひそやかにすぅすぅと呼吸する音が聞こえて来て……。

　それを耳にしたブレアは……。

　己の中で、何かがグラグラと大いに揺れているのを感じた。

　静かな吐息を間近に聞くと、その揺らぎが大きくなっていく。

　それはおそらく理性とかそういったもので――。






（――こ、れは――）






　……と、ブレアが苦悶の表情を浮かべた時だった。






　布団の上で、チッと何か、舌打ちするような音がした。






「っ!?」






　途端――ブレアは急な浮遊感にギョッとする。

　次いで、すぐさま周囲の空気が変わり、開放感を身に感じたブレアは慌ててガバリと身体を起こす。と――。






「…………な、ん……」






　驚愕した顔が左右に動く。

　月明かりが消えていた。そして。

　――エリノアが、いない。






　周囲は真っ暗だ。ブレア以外には人の気配はない。

　しかしすぐに慣れた感触に気がついた。

　手に触れるすべらかな布の感触に、彼はそこが己の仮眠用の寝台の上であることを悟る。

　ブレアは唖然とした。

　そこは、彼の仮眠室の中だった。






「ゆ……」






　夢だったのか――……。






　そう思った途端、ドッと全身に汗が噴き出した。ブレアは己の膝の上にうなだれるようにして盛大なため息をこぼした。

　……心底ホッとしたような……壮絶に恥ずかしいような……堪らない気分に苛まれていた。






「…………わ……私はいったいなんという夢を……」






　暗闇の中で顔を真っ赤にした青年は……。

　結局その日も朝まで眠ることができず。翌朝オリバーたちにものすごく責められることとなる。















　と、その頃……。

　ブレアがいなくなってポッカリ開いたエリノアの布団の中の隙間に、モゾモゾともぐりこんで行く黒い姿が……。






「……」






　ブレアに災難を振り掛からせた張本人グレンは、そうしてエリノアの腕の中に収まってみたが……そこから見える腕の主がすっかり寝入ってしまったことに膨れっ面になる。






「もー……なんだよぉ！」






　どうやら……彼はエリノアがもう自分の頭を撫でてくれなさそうだということが不満らしい。






「いつもはあんまり私の頭なんか撫でないくせにぃ！　……ちぇ、なんか損した気分……姉上め……なんで本物の私の頭は撫でないんだよぉ！　面白くないなぁ！」






　ここで何かあればきっとブラッドリーが怒るはず……と思っていたグレンだったが……その前に、なんだか己と勘違いされたブレアがエリノアに優しくされているのが気に食わなくなってしまった。

　エリノアはこれまでグレンを布団の中に招き入れたことはない。

　身勝手で気まぐれな魔物猫は、恨みがましそうにエリノアを見て……呆れたことに。プンスカ言いながらもそのままエリノアの布団の中で眠るつもりでいるようだった、が……。






　そうは問屋が卸されなかった。

　この時エリノアの部屋の扉の外には……息子の悪ふざけに気がついた女豹が金棒を手に冷気を纏って立っていた。

　暗闇の廊下に立つフリフリの寝巻き姿の婦人の顔は、何故か闇に紛れて表情が見えない。（※婦人がノーメイクだと顔が見えなくなる仕様）






　そうして……。

　この件に対する黒猫への仕置きは、この直後、彼女の手によってあますことなく行使されたという。

　エリノアは何故か朝からぐすぐす涙目の黒猫にとても不思議そうにしていたが……あまりにもグレンがうなだれているもので……可哀想に思ったらしい。約束通りネコジャラシを使ってグレンと遊んでやっていた。






　そんな二人を見守っていた聖剣は、コーネリアグレースの問いにキョトンとして答える。






「え？　第二王子の侵入？　……ええ、気がついていましたが気になりませんでした。だってエリノア様は幸せそうに眠っておいででしたし」






　主様は野原で金色の毛並みの猫とネコジャラシで遊ぶ夢を見ておられたようですー






　……と、テオはほのぼの言ったらしい。






　因みに。この件は婦人によって、ブラッドリーには巧妙に伏せられた。

　理由はもちろん……。






「世の中とトワイン家の平穏のため」で、ある。

















15　エリノア、黒猫たちのストレス発散につき合う












「…………」






　ペシッ、ペシッと繰り出される黒い獣の手を見ながら、エリノアはやれやれとため息をつく。






「こんなの面白くない、面白くないっ」

「……」






　腹立たしげに言いながらもエリノアが動かす紐を機敏に追ってくる黒猫。

　だったらやめればいいじゃないかと思うのだが、こちらが紐を引っこめそうな気配を見せると、グレンはすかさず紐に齧り付いてエリノアを睨む。

　――そういうやりとりが、既に七回程繰り返されている。やっぱりどうにも面倒な子だなぁというグレンへの認識を新たにしたエリノアであった。






　本日エリノアは休日。

　世間は聖剣不在の噂に沈んでいるが……エリノアはひとまず久々の安息日を楽しむことにした。






　の、だが……。

　なんだか朝から妙にグレンがいじいじしていて……（夜中に婦人に叱られた）結局エリノアは、そんな彼を相手に、紐遊びに付き合うことになったのだった。

　ついでに言っておくならば、彼女が『魔がさした』とか言って、この間外で摘んできたネコジャラシはとうに彼の牙と爪によってボロボロにされた。

　無残な姿になった黄緑色の植物を見たエリノアは、グレンもこれで気がすんだことだろうと思ったのだが……。

　すると黒猫は、今度はこの紐を口にくわえてつきまとう。

　エリノアは床の上でその紐を素早く左右に動かしてやりながら言う。






「……なんか……猫にずっとあと追いされると健気な気がしてちょっと嬉しいんだけど、中身があんただと思うと……微妙ね」

「何言ってるんですか、だって姉上昨日の夜、昼間だったら遊んでやるって言ったでしょ！」

「うん……まあ……そうだった、ような……」






　昨晩エリノアはとても疲れていて、眠気もひどかった。夜中にグレンに起こされて、そう約束したような気もするが、はっきりとは覚えていない。

　普段からこの黒猫は、退屈すると気まぐれに何かに化けてエリノアを脅かしにくる。

　それは特定の誰かだったり、化け物だったり、大きな虫だったり……。

　だからきっとまた夜中にそういうことがあったのだな、とエリノアは深くは考えなかった。

　グレンはふんと鼻を鳴らす。






「まったく姉上ったら、人としてそれはどうなんですか!?　魔物になれすぎにも程がありませんか!?」

「それ……あんたが言う……？」






　グレンの憤慨にエリノアが呆れ果てている。






「何事にも初心が大切ですよ。うぶな心を忘れないでください！　いい感じに私たちにビクビクしていた姉上はどこに行ったんですか！」






　面白くないと言われたエリノアは、そんなことを恨みに思われても……と思ったが。グレンは悔しそうにぺシーンッと！　と、肉球で紐の端を殴り飛ばす。






「あ」






　グレンの猫パンチがクリーンヒットした紐は、エリノアの手を離れて壁際まで飛んでいく。そのままポトリと床の上に落ちるかと思いきや――……。

　さっと黒い影がそこをよぎっていった。――黒猫が、紐を口にくわえてやってくる。






「あれ!?」






　エリノアはギョッとして、その黒猫と――グレンを見比べる。

　グレンは変わらず元の位置に座っていて。紐をキャッチしたのは別の黒猫だった。

　と、紐をくわえているほうの猫がててて……と身軽な足取りで、驚くエリノアの傍までやって来て。足元にくわえていた紐を落とす。






「それはあれよねぇ……」

「！」






　目をまるくするエリノアの前で、黒猫……ややモッフリ太った猫は続ける。艶のある、女性の声だった。






「ほら、千年も魔物がこちらに来ていないじゃない？　つまりエリノア様たちは第三世代なのよ」

「第三？」






　グレンが面倒そうに応じる。






「魔物の脅威に実際晒されて魔物を恐れている第一世代。その世代を親にもっていて恐ろしさを伝え聞かされた第二世代。そしてそういう世代の者たちともつながりがなくなってしまった第三世代……がエリノア様ね。魔物の脅威も遠い話なのよ。実感がないのね。だからあたくしたちのことなんか、お伽話程度にしか恐れてないの。ちょっと魔法が使えるメルヘンオバケくらいに侮ってるのねぇ……ま、あたくしがこんなに愛らしいから仕方ないのかしら？」

「何それ……失礼な……じゃあたまに恐ろしい目に合わせとくほうが……」

「何言ってるの。だからお前はまだまだなのよ。油断させておくくらいのほうがいいの。ほっとしているところに襲いかかるのが一番心理的にも効果的……」






「……」






　なにやら物騒な猫会議をはじめた二匹をエリノアは無言で見守った。……多分止めても無駄である。

　さて、ここまで来ればエリノアにも二匹目の黒猫がコーネリアグレースだということは分かった。

　と、太ましいほうの黒猫が、はたと気がついたように顔を上げる。






「あらいやだ、エリノア様をびっくりさせよう大作戦に夢中になってしまったわ。エリノア様も、ほら手が止まってましてよ！」

「え……？」






　そう言われて黒い鼻先で示されたのは、床に転がった紐で――。

　まさかとギョッとするエリノアに、婦人は四肢を揃え、ややグレンよりふさふさしている胸を張って弾む声で言う。






「あたくしもまぜてくださいな」

「……え……なんで……」






　たった今自分たちで侮られているとか言ってなかったか。そんな普通の猫のようなことをして大丈夫か。それに、グレンならまだしも、婦人が猫のような遊びに興じるなどとは意外も意外。というか……彼女にそんなことを要求されると何か裏がありそうで怖い。

　エリノアが戸惑って返すと、婦人はあらだって、と色気のある流し目をエリノアに向ける。






「あたくしめのごとき淑女でも、一応魔物ですから。狩猟本能っていうのかしら……ま、それとはちょっと違うんですけど、襲いたい願望？　逃げるものを歯牙で追いたい願望？　そんなものがございましてね」

「は、はぁ……物騒ですね……」

「エリノア様としてはどうです？　あたくしたちが魔物姿でそれを満たしに行くのと、この姿で紐相手に戯れるのと……どっちがよろしい？」






　そう問われたエリノアの脳裏に浮かんだのは……。

　女豹姿で夜の街中を駆けながら……金の金棒を振り回し、人々を追い高笑う婦人の姿であった……。






　ゾッとしたエリノアは慌てて紐を拾う。






「……やります。やらせてください！」

「あら。ほほほほほ、今のエリノア様の恐怖心いい感じでしたわ、おほほ」

「えー私の紐がー……」






　婦人の息子は母の横入りに不満そうな顔をしている。












　そうして一時間ほど紐遊びに付き合っただろうか。

　ようやく二匹に解放されたエリノアは、自宅の掃除をすることにした。はしゃぎ回った二匹のせいで、居間の中はすっかり毛だらけである……。

　まずは窓を開け放ち、ハタキを部屋の上のほうからはたいてまわりながら……エリノアは、傍で雑巾を手に待機しているテオティルに言い聞かせていた。






「あのねテオ……これからは絶対に、私に黙ってどこかに行くのはやめてね」

「？」

「ほら、この間、王宮でいきなりいなくなったでしょ？」

「ああ……あれですか？」






　キョトンとしていたテオティルは、やっとエリノアの言葉を理解したらしい。すみませんと素直に頭を下げる。






「本来物言わぬものとして主人様のお傍にいるのが私ですので……報告義務については頓着していませんでした」

「ああ……まあそうよね……」






　本来剣は喋らない。






「あとは……自由に動けるようになったので、ついついいろいろと興味を引かれてしまって。あ、でも帯剣してくださればフラフラしません！」

「……無理」






　意気ごんで言う男の目はキラキラと期待に満ちているが、エリノアはそれを真顔で切った。

　途端、テオティルの美しい顔が悲しげにしぼむ。






「あるじ様……」

「ぅ……そういう小さい子みたいな顔しないで！　無理だから！　四六時中テオを連れてたら王宮で仕事もできないでしょう？　それに前も言ったけど……そもそもこんな長身のテオをどうやって腰に――」






　と、エリノアが主張した瞬間、テオティルの顔がぱぁぁっと輝いた。……実に嫌な予感のする感じで。






「ああ、でしたら簡単ですよ！」

「え……」






　と、エリノアが言った時には遅かった。

　一瞬テオティルを中心に、パッと銀の光が花火のように散る。

　エリノアはその眩さに驚いて思わず瞳を閉じ――。






「……ぇ……テオ……？」






　瞳を開けた時、目の前にいたはずの青年の姿がない。床には彼が握っていた雑巾が落ちていて……。

　――と、エリノアは、右手に違和感を感じて下へ視線を動かした。その目と口がぽかんと開く。






　細い木の柄のハタキを握っていたはずの己の手に──褐色の柄が収まっていた。

　硬い感触の金属の柄の先には、美しい白刃が清澄な輝きを放っていて――……。

　それを目撃した瞬間、エリノアの喉がひゅっと鳴った。血の気がひいて、身体が凍る。

　いきなりの出来事に……ただただ驚いていると――。






『――これなら帯剣できますね！』






　と、うきうきしたテオティルの声が聞こえた。






「ひっ……」






　頭の中に直接響く声にエリノアは慄いて。途端、ガタガタ身が震えだした。

　己の手にハタキの代わりに握られている──見覚えのある代物。ついでのように、それを握る己の手の甲がぼんやり光っているのを見て――エリノアは泣きそうに慌てた。






「ちょ、テ……テオ！」






　やめなさい！　戻りなさい！　……と、エリノアが続けようとした、その時だった。

　開け放たれたままだった窓から、おはようと声がした。






「ノア、コーネリアさんいる？　頼まれた商品持って来たんだけど……あれ？　どうかしたのか？」






　朗らかな青年の声を背後から聞いて――。






　エリノアは、聖剣を手に町内中に響き渡りそうな悲鳴を上げた。

















16　王妃の脅しと、真面目天然たちの恋愛談義












　――同時刻。ブレアの執務室。

　城下の様子を尋ねたブレアに、官は懸念するような顔でそれがと言った。

　髪をきっちりと後ろに撫でつけた、やや神経質そうな顔の男だった。






「実は……今城下では、王子様方のどなたかが聖剣を抜いたのだという噂が広まっておりまして……」






　その報告に、聞きながら別の政務をこなしていたブレアの手が止まる。






「……我ら兄弟が……？」

「はい……おそらく国民たちの希望もこめられておるのでしょう」






　そう言われたブレアは考える素振りを見せた。

　分からないでもない話だった。自分もずっと、実兄である王太子が聖剣を抜いてくれればと願っていた。






「ふむ……」

「〝王子の誰かが聖剣を抜いたが、なんらかの理由で国がそれを伏せている〟と……それを真実と信じ切っている国民も少なくはないようです」

「……ほう」

「それとこれもどこから漏れたのか……城下ではすでに、最初に箝口令の指示を出したのがブレア様であるということまでもが知れ渡っておりまして……そこからまた様々な憶測が飛んでいるようですね……」






　歯切れの悪い男の言葉に、なるほど、とブレアは息をつく。






「つまり、私が皆の口を封じたということは、私にとって都合の悪い王子が聖剣の勇者となったのでは、と……そういうことだな」






　やれやれとブレアは苦笑する。






「もともと私は巷によい噂がない。そういう卑怯な真似をやりかねないと思う者も多いのだろう」

「そのようなことは……」






　無表情だった官が、この時ばかりはブレアを気遣うような顔をした。ブレアはそんな男に手を振ってみせる。






「まあそれはどうでもいい。噂は噂だ。しかし……出所が気になるな」

「それについては現在調査中です」






　男の返答にブレアはそうかと頷いた。

　官は報告書をめくりながらため息をつく。






「噂は日増しに増えていくようですね……」

「そうだな……。だがそのような情報の中にも、聖剣に通ずるなにがしの真実が隠れているかもしれぬ。引き続きよろしく頼む」

「はい心得ております。…………ところで……」

「？　どうした」






　一度机の上の書類に目を落としたブレアが、男の声にもう一度顔を上げる。と……官はジロリと冷たい視線を背後に投げていた。






「……何やら……外野がうるさいようですが……」

「…………」






　指摘にブレアは黙りこむ。……背中が斜めに傾いて、頭痛を耐えるような顔をする。

　広い執務室の端のほう。応接用に置いてあるテーブルセット。そこには、オリバーと……その彼に詰め寄る老人たちの姿が。

　老人たちは着ているものも立派で、身分も高そうな……この国の大臣や高官たちである。

　何やら揉めている様子のオリバーと大臣たちに、ブレアに負けず劣らず生真面目な男、ソル・バークレムは不審そうな目線を向けている。






「……大臣様方は……あやつを捕まえていったい何をしておいでなのですか……？」

「…………放っておけ……」






　騒ぎの理由にある程度察しがついているらしいブレアは――げっそりと手を振った。












「あの……離してくださいませんか大臣……」






　オリバーがうんざりした口調で言うも……彼の腕をガッチリ捕まえた老人たちは高圧的な顔で彼を睨む。






「黙れオリバー。それより見ろ……ブレア様が疲れた顔をなさっているぞ……本当に……大丈夫なのか!?」

「…………」






　こそこそ問うてくる大臣たちに、オリバーは――それは絶対あんた方のせいですから……と言いたいのをものすごく我慢した。そんなこととは知らず、大臣たちは固唾を吞んでブレアを見守っている……。






「あれは……話しかけにいっても大丈夫なのか……？　ご承認いただかなければならない書類がいくつもあるのだが……タイミングがつかめん……」

「……普通に行ってくればいいじゃないですか。ソルも普通に王子と会話しているでしょう!?」






　すると大臣が目を吊り上げる。






「馬鹿者！　あの空気を読まん若造と一緒にするな！　お前も見ただろう!?　バークレムが話しかける前のブレア様の顔……お、おぉおお……思い出すだけで老体に震えがくる……」

「……」






　確かに、今ブレアの傍にいる書記官バークレムが話しかける前のブレアの顔はひどかった。

　普段から職務中のブレアの顔は厳格だが、それを通り越して、まるで地獄にでも攻めこもうかというほどにいかめしくて……それで大臣たちも少々腰が引けているらしい。そうして執務室を訪れたはいいが勇気の出ない大臣や高官がオリバーのところに溜まっていって……現在に至る。






「ブ、ブレア様があのように感情を露わにされるとは……もしや……タガートの養女とはうまくいっていないということか!?」






　オリバー!?　と、詰め寄られた騎士は、疲労感のにじむ顔でげっそり答える。






「知りませんよ……なんか昨晩、娘の夢を見たとか見ないとかで……」

「夢!?　そんなわけがなかろう！　あれが女人を思う目か!?」

「はぁ……何かまた苦悩しておいでなんじゃないですか？」

「苦悩……？　ではやはりうまく行っておらぬのではないか！　お前は……側近としてなっとらん！　怠慢だぞ！　なんとかせい！」

「……そんなこと俺に言われても……」






　必死すぎる老人たちに責め立てられたオリバーは困り果ててため息をつく。

　しかし大臣たちが騒ぐのにも理由があるのだ。






　――それは、本日朝一のこと。オリバーたちブレアの側近は、王妃のもとに召集された。

　指定された王妃のサロンへ行ってみると、そこにはオリバーたち以外にも様々な顔ぶれが集められていた。中にはブレアに近しい官や大臣たちの姿まであって……。

　いったい何事かと戸惑う男たちに、彼らを迎えた王妃は厳かに言ったのだ。






『皆、聖剣探しで忘れているようだから一言言っておかなければと思って。ふふふ』






　遠回しでもったいぶった言い方には、集められた者たちに緊張が走る。

　王妃は笑っているが……自分たちは絶対に笑ってはいけないのだという空気がサロン中に充満していた。

　そんな中……オリバーたちを威圧するように立ち並ぶ侍女たちの中央で、豪奢な長椅子に腰を下ろした王妃は、彼らにゆっくりと語りかける。






『もちろん聖剣は大事よ？　……だけどね？　あなたたち――もっと大切なことを忘れているのではなくて？』






　聖剣よりも大事なことと言われ、皆に戸惑いが走った。一体何だっただろうかと官たちは顔を見合わせて。オリバーがまさかという顔をした。と、その瞬間に、王妃が高らかに言った。






『分からないの!?　ブレアの、婚約の件よ！』






　──その瞬間、皆が一瞬、は？　と、目を剥いたが――王妃は誰にも反論するいとまを与えはしなかった。うふふと笑う王妃の顔は、女神さながらに美しかったが──その目は少しも笑ってはいないのだということに……誰しもが気がついていた。

　王妃は言う。






『――いいこと？　聖剣の捜索が忙しいのは分かっていますが、このことは、けっっっして、蔑ろにしては、いけませんからね……？』






　いいですね!?　と、王妃にピシャリと念押しされて――その圧に怯える大臣や高官たちは、こうして必死にならざるを得なかったというわけなのである。






「オリバー……貴様もしっかりやらねば後々恐ろしいことになるぞ!?」

「いや、それは分かっていますけどね……」






　げっそりしているオリバーにも、王妃の気持ちは分かっている。

　彼女は長年息子の婚約者選びに悩まされ、それがうまくいかず、側室妃たちにも嘲笑われ続けて。ずっと悔しい思いを重ねてきているのだ。ゆえに、この度の聖剣騒動のせいで、せっかく息子が見せた光明を、みすみす逃してしまうのではないかと心底案じているのだろう。

　でも……とオリバーは顔を歪めた。






「……でも……変に横やり入れることのほうが不安なんスよ……！　あんな恋愛初心者たち相手に、いきなり妃だ婚約だって突きつけたって……」






　うまく行きっこないと主張するオリバーに、大臣たちは厳しい。






「愚か者！　そこをなんとかうまく調整するのがお前の役目だろうが！」

「王室の繁栄は磐石な治世にもつながるのだぞ！」

「有力な候補者が現れたのなら今後は早め早めに……そうだ、お二人のためにもう一度舞踏会でも開いてみては……？」

「ダメじゃ、聖剣が見つかるまではそのような余裕があろうはずが……」

「えぇい！　なんたることだ……聖剣め！」

「………………」※オリバー









　……そんな男たちの騒ぎを遠くに聞きながら……ブレアは疲労をにじませため息をついた。

　そして彼は、オリバーたちの騒ぎを完全無視し、ブレアの傍で作業している男――彼の補佐をしているソル・バークレムに低い声をかける。






「ソル……私は変なのか……？」






　……オリバーが聞いていたら、ずっこけそうな問いであった。

　しかし、男は真剣だ。






「変？　あそこで騒いでおられる大臣様方ではなく？　ブレア様がですか？」






　心底心外そうに片眉を持ち上げて振り返った男に……ブレアは静かにかいつまんだ事情を話す。






「……たかだか夢ごときに、こうも振り回されている己は滑稽だと分かっている。だが……そうは分かっていても、気がつくとつい思い出していて……まったく理性の及ばぬ領域に立たされているようで不可解なのだ……」






　そう訴える青年に、身を正してそれを聞いていたバークレムは、質問よろしいですかと小さく手を上げる。






「何を思い出されておられるのですか？」

「……そうだな…………彼女の寝顔……正確には、眠そうに潤んだ瞳、耳元で聞いた寝息、抱かれた腕の感触……それに香り……我が夢ながら……驚異的な再現力だったように思う」






　苦悩するような顔の王子に、ソル・バークレムは――……。

　平然と頷く。






「なるほど……左様でしたか。それはつまり、相当な思慕であらせられるということでございますね」






　……何やらおかしな調子になってきた。思慕……などという言葉が出てきたが……男二人の様子は、とても恋愛の話をしているふうには見えない。

　まるきり政治の話でもしているかのような調子で二人は議論を交わしていく。

　考えてもみろとブレア。






「ここまで思いつめられたら……相手は気味が悪いのでは？　無断で夢に見るなど……」

「お言葉ですがブレア様、夢とは普通無断で見るものです」

「それはそうだが……できれば彼女の気分を害するような行為は慎みたい。どうすればよいだろうか……」






　問われたバークレムは冷静な顔でブレアに答える。






「そうですね……深層心理が反映されるという夢を操るということは、かなり難しいことだと思います。かといって、夢を避けるために眠らないというわけにもまいりません。これ以上睡眠時間を削るとブレア様の作業効率が落ちますし……私の見立てでは殿下が恋愛状態に陥って以降、すでに通常の数割程度、効率が悪くなっています」

「…………すまん」

「いえ、十分ご自身で補填しておいでだと思います。……思うのですが……そのように気にかかるようでしたら、いっそ一度ゆっくりお会いになる機会をつくられては？」

「機会……？　しかし……」






　時間に余裕がないとため息をつくブレアに、バークレムはつらつらと言葉を並べていく。






「確かに今は聖剣捜索で忙しいですが、適度な余暇を入れたほうが、効率が上がることもございます。逢瀬への欲求が高まりすぎて気が乱れるとおっしゃるならば、一度休まれて令嬢とどこかにお出かけになるとか……欲求が満たされれば多少は感情も落ち着くのでは？　みだりに夢に見てしまうようなこともなくなるかと」

「……なるほど……私は欲求が高まりすぎているのか」






　そういう視点はなかったと腕を組んで感心した様子のブレア。そんな彼に、バークレムは「改善策を検討いたしましょう」と真顔で言う。






「お相手にも協力を要請するといいと思います。ブレア様の窮状を詳細にお聞かせいただければ私が要点をまとめてご令嬢に書状を用意いたします」






　そして男は……紙とペンを手に取ると、真剣な顔でブレアの前に立ち、「さあどうぞ」と、彼の言葉を待っている……。









「……」

「……」






　そのやりとりを――盗み聞いていたオリバーと大臣たちは無言で顔を見合わせていた。






「……あの…………真面目天然たち止めなくて大丈夫ですか……？　クソ真面目な顔で欲求とか逢瀬とか……恥ずかしくて聞いてられないんですが……あれ多分本気ですよ……？」

「うぅむ……王妃様が心配なさるはずじゃ……ブレア様があそこまでとは……」






　大臣は怯んだ顔で頭を抱えて唸っている。

　彼らの視線の先で、バークレムはブレアの言葉に頷きながら、何事かを熱心に書き取っている。……内容が怖いとオリバーは思った。






「ソルの奴……手紙を書くとか言ってますけど……あいつがそんなもの書いたら役所の督促状みたいになりますよ……!?　そんなもの送りつけて大丈夫っすか!?」

「いや……しかし、余暇と娘との外出の誘い……方向性としては間違っていないような気も……」

「本当に……!?」






　大丈夫なんですか……!?　と……オリバーは大臣の肩を大きく揺さぶり動かした……。

















17　その時勇者は魔物の献身に涙する












　ソル・バークレムがせっせとエリノア宛の書状を書きまとめていた時より少し前……

　城下のトワイン家。






　エリノア――絶叫。






「!?」






　それを聞いて――開かれた窓の外で、おはようと上げた手の形のまま驚いているのは、リードだった。






　頼まれていた日用品の配達に来た彼は、己の顔を見た途端ありったけの声を出して叫んだらしい娘の顔を見て……呆然とした。






「ノ……ノア……？　どうした……？」






　何があったんだと家の中のエリノアに声をかけると、娘は窓枠の向こうから、引きつった顔をぎこちなくリードに向ける。

　そのままジリジリと後退られては……リードのほうでも戸惑って当然だ。なんだか拒絶されているようで……地味にショックだった。わずかにリードの顔が曇る。






「……ノア？」

「……ぅ、あ、あの……あのですね？」






　青年の傷ついたような表情に気がついて、エリノアも焦る。しかし――手には聖剣が……。






「ぁああああの……ち、違うんです、あの……」






　あからさまに怪しい敬語を繰り返すエリノア。






「？」






　リードは不思議そうな顔をして彼女を見る。エリノアは、よくよく見ると――何か細長い物を後ろ手に持ってガタガタしている。蒼白の顔面は噴き出した汗であっという間に湿地帯と化していて、どう見ても怪しいことこのうえないが……どうやら、リードに対して拒否反応を示している――というふうでもなかった。






「いったい何に怯えて……？　……あ……」






　不思議そうにしていたリードは――思い当たったような顔をする。

　青年は持っていた荷物を慌てて地面に下ろすと、窓からトワイン家の中を覗きこむ。






「……もしかして……虫か!?　なんか大きいのが入って来たのか!?」

「……え」






　昔から、エリノアは虫が苦手だと知っているリードは（※子供の頃カマキリで怯えさせた前科あり）「俺が退治するから待ってろ！」……と、懸命な顔で床を見回している。

　そんな彼を見たエリノアは……ハッとした。






（！　い、今……今だわ……！）






　リードの意識が己から外れた今、この間にどこかに聖剣を隠せないだろうか。

　エリノアは慌てて部屋の中を見回して……しかし――部屋の中には、こんな立派な剣を放りこんでしまえそうなところがなかった。しかも、物が物で――……いつ〝彼〟が人間態に戻るかも分からないことを考えると――棚の後ろの隙間――剣くらいなら滑りこませられそうな細いところ――に突っこんでみる……とかいう方法では、あまりにも不安がある。

　困ったエリノアは、やはり別の部屋にでも隠しに行くほうが安全だと判断し……未だ、居もしない虫を一生懸命捜してくれているリードの様子を見ながら――じりじりと、扉のほうへ後退って――……。






　……いたのだが。






「ん……？」






　と、そこでエリノアは、その扉の向こうから何やらドドド……という地響きが近づいてくるのに気がついた。

　と、次の瞬間――バターン！　と、居間の扉が勢いよく開け放たれた。






「――ひっ!?」

「え？」






　緊張していたエリノアは盛大な音に大げさに驚いて。危うく隠し持っていた聖剣を放り投げそうになった。

　そして同じく音に驚いてリードも顔を上げる。

　二人の視線の先に現れたのは――……。






　扉を体当たりで突破してきたらしい白い獣……。






「どう――っ!?　っっ――!?」






　――おそらく……〝彼〟は、別室でエリノアの絶叫を聞き、『どうした!?』と、言いたかったのだろう。

　しかし勢いよく飛びこんで来た〝彼〟――こと、犬姿のヴォルフガングは――。

　すぐにエリノアの血の気の引いた驚愕顔に気がついて――更にそこにリードがいることにも気がついた。






（し、しまっ……!?）






　た、と思ったらしい慌てた白犬は、次の瞬間――……。






「わ……………………わん!!」






　――かなり苦しい感じで……犬のフリをすることを決めこんだ。






　その……あまりにも強引なごまかしように……もはやエリノアの顔色は蒼白ではきかなくなっていた。






　目の前にはリード。

　ブルブルする手には聖剣、飛びこんできたのは魔物……。

　おまけに聖剣にはトンチンカンな精神が搭載されていて、この状況下でも空気を読まない彼はいつ人型に戻るかも分からないときている……。






　娘のまるい顔は今にも心臓が止まりそうな、気絶しそうな顔をしている。

　聖剣と魔物の存在発覚の危機に身を竦ませたエリノアは――心の中で、心底リードの鈍感力を願ったが……

　しかし、さすがのリードも、今耳にした犬の声には何か不審な気配を感じ取ったらしかった。






「あ、れ……？　なあ今……ヴォルフ……変な鳴き方しなかった？」






　怪訝そうなリードに食い入るように見つめられて……スサッと視線をそらすヴォルフガング。しかし――その目をそらした先に立っていた娘が、青い顔で背後に隠している物体に気がつくと……魔物がギョッと目を剥いた。






「!?（お……お前は……何を……何をしているんだ!?）」

「（た……助けてヴォルフガングっ!!）」






　――勇者と魔物の間に声なき会話が成立する……。

　哀れなほどに必死な形相のエリノア。

　後ろ手にした手の甲は燦然と輝き、握られた一振りも同じく清廉な光をまとっている。






　それらとリードとを、驚愕の眼差しで見比べたヴォルフガング。

　娘の小柄な背からは、隠し切れていない聖剣がちらりちらりと見えている。

　今はリードがヴォルフガングを見ているからまだいいが……青年の視線がエリノアに移り、少しでも彼女の背後を覗きこもうものならひとたまりもない。






　――いったい何をやっているんだこの阿呆は……!?






　呆れと憤慨の狭間に立たされるヴォルフガング。

　……しかしそうは思うのだが……。

　助けを求めるような娘の蒼白の顔を見て。額に浮かぶ玉のような汗を見て……。

「なあ、ノア――」――と、リードがエリノアを振り返りそうな気配を察して…………。






（………………くっ……お、おのれ勇者めぇえええっっっ!!）






　ヴォルフガングは、気が遠くなるような目眩と怒りを同時に感じて――。

　次の瞬間、彼は苦渋の決断をした。






「……わ…………わぉーん!!」

「!?　ヴォルフガング!?」






　──突然のことだった。

　後ろ足で床を蹴ったヴォルフガングに、エリノアがえっと、目を瞠る。






　――魔将は……娘のためにプライドを捨てた……。






「……わ……！」






　どこか媚びた響きの声で鳴き、ヴォルフガングはビヨーン！　と窓枠を越え、青年に向かって跳んでいった。

　いきなり大型犬に跳びかかってこられたリードが驚く。彼は白犬の巨体を受け止めて――そのまま仲良く地面へとひっくり返っていった。






「ヴォルフ……！　リード！」






　ギョッとしたエリノアが、聖剣を後ろ手に隠したまま窓に駆け寄る。

　と――。






　リードは白犬のモフモフの身体の下敷きになり、地面に倒れこんでいた。

　唖然としているエリノアの視線に気がつくと、半身を起こして笑い「大丈夫大丈夫」と手を振って。彼は、そのまま己の身体の上にいるヴォルフガングの大きな耳の後ろをワシワシと撫でる。






「どうしたんだよヴォルフ、今日はすごく熱烈な歓迎だな？　甘えてるのか？」






　普段は素っ気ない態度の白犬の突進に……リードはなんだかとても嬉しそうである。

　ヴォルフガングは誤魔化すようにワンワン吠えていて。青年からエリノアが見えないよう、彼の視界を己の顔で塞ぎながら……必死にリードに鼻先を近づけ、懸命にしっぽを振って犬のフリをしている後ろ姿に……エリノアが泣いている。






「（ぅ……ヴォルフガング……ご、ごめん！　ホントごめん！　あ、ありがとう……っ！）」

「（いいから……っ！　いいからさっさと……聖剣そいつをどっかに放りこんで来い!!）」※殺気






　エリノアは……ヴォルフガングの献身を酌み――その隙に、すみやかに聖剣を持って居間を出た。






「ど、どうしよう、どこに──……っ!?」






　――と、扉を出てすぐに、ヌッと、平べったいチリ取りとホウキを差し出したコーネリアグレースの姿が……。






「コ、コーネリアさん！」

「ええ。分かっております。テオ坊はあたくしが、こっ……てりっ叱っておきますから。今は……あの哀れな忠犬を助けてやってくださいまし……」






　婦人の凪いだ表情には大いなる哀れみが滲んでいる。エリノアは猛然と頭を縦に振る。






「は、はい！　お願いします！」






　エリノアはコーネリアグレースにテオティルを託す（コーネリア、聖剣をチリ取りに乗せホウキで挟む。※素手では触りたくない）と、慌てて家の外の二人のもとへ飛び出して行った。






「ヴォルフガング！　ヴォ………」






　と……。

　その光景を見て……罪悪感に胸を刺されたエリノアは、あああと呻いて顔を両手で覆った……。









「よーしよしよし……どうしたんだよヴォルフ、今日はいやに甘えん坊だなぁ～」

「わ、わぉ～ん！」






　――動物好きなリードの嬉しそうな声。

　その彼の前で。地面の上に身を投げ出し、あられもない格好で腹を撫でられるヴォルフガング。その顔の……必死なこと……。

　……迫真の演技が涙を誘う。






「…………ヴォ、ヴォルフガング……」






　ごめんんんっっっ！






　……と、路上で涙するエリノア。

　せめてこれが、グレンにだけは、絶対に目撃されないようにと、慌てて二人に駆け寄って行くエリノアの頭には――。

　とてもではないが、先日リードに告白されただのなんだのと……思い出している余裕はなかった……。

















18　エリノア、魔将のプライドを守るため奔走する












「…………」






　モンターク商店の中。

　倉庫で仕事をしていたブラッドリーは、怪訝そうな顔で固まっていた。

　彼の目の前では――。






「グ、グレンー、グレンちゃ～ん、おいでおいで～」






　猫撫で声を出しながら倉庫内をうろうろしているのは――彼の姉。

　手には何故か生魚が握られていて……その姿はあまりにも不審。






「…………姉さん……いったいどうしたの？　そんな魚ぶら下げて……」

「ご、ごめんブラッド、ちょっと待ってて！　グ、グレンー！　出ておいでー！」

「……」






　話しかけて来た弟を、魚を持った手で制し。エリノアは店内を必死で猫捜索。

　生魚を突きつけられた魔王が戸惑っている。

　と、傍の棚の上からトンッと黒猫が降りて来た。






「ちょっとぉ姉上ったら……なんなんですかその愉快な悪巧み感はぁ……」






　黒猫は「嫌いじゃないなぁ」とか言いながら、ニヤニヤしてエリノアのほうに近づいて来る。






「は！　グレン！」

「はい私ですよ。で、なんですかその生臭ぁい貢物は。猫に魚とは、何やら安易すぎてもはや怪しいということにお気づきでないところが姉上らしくて私は好きです――……よ？」






　と、グレンがキョトンとした顔をする。

　彼の青い瞳が怪訝そうに見つめる前で、エリノアは――彼に向かって大きく腕を広げて立っていた。






「さ、」

「……え？　な、なんですか……？」

「おいで！　ほらお魚あげるから！」






　買ったばかりだから鮮度もいいのよ！　――と。真顔で言うエリノアにグレンが引いている。






「……まさか……姉上……私を抱こうっていうんですか……？」






　これまでは、グレンが無理やりエリノアの膝に乗ることなどはあったが……彼女自ら進んでこの小悪魔猫を抱こうとするようなことはなかった。






「え、キモい……何アレ……」

「……（……姉さんがまた変なことやりはじめた……）」






　魔王を呆れさせ、魔物を引かせるエリノア。しかし彼女は、真剣な顔でグレンを手招いている。

　その様子にグレンは思い切り三角の耳を後ろに倒して。






「……陛下～！　勇者がおかしな企みをー……あっ……」

「……」






　グレンがそう言ってブラッドリーにすり寄った瞬間、その小さな身体を少年がつまみ上げた。






「……これでいいの？　姉さん」

「えー陛下――」

「ブラッド！　ありがとう!!」






　ブラッドリーがグレンを抱き上げたのを見ると、エリノアはホッと弟に笑顔を向ける。

　その微笑みにブラッドリーが照れた瞬間――エリノアは、今度はスカートの後ろに挟んであった何かを彼に差し出した。






「え……？　何これ……」

「抱っこ紐よ。急いで作ったの」

「は？」






　エリノアの口から出た馴染みのない道具の名前に、ブラッドリーが戸惑いを見せる。しかし姉の顔はあくまでも真剣だった。






「悪いんだけど、ブラッドしばらくこれでその子を抱っこしておいてくれない？」

「……え……」

「え♡」※グレン

「お願いよブラッド……お仕事も忙しいのは分かるんだけど……これには私の恩人のプライドがかかってるのよ！　私もあとで仕事手伝うから！」

「う、うん分かった……」






　愛する姉に上目遣いに懇願されたブラッドリーは、戸惑いながらも了承する。

　少年魔王は大人しくエリノアに斜めがけの抱っこ紐をつけられて――その中に嬉しげにまるまった黒猫をそっと収めた。するとエリノアは、安堵した顔をして……。






「……これでよし……よろしくねブラッド！　絶対その子、逃さないでね!?」






　お願いよー！　と、言い残すと――姉は店を走り去って行った……。

　残されたブラッドリーは……憮然とした微妙な顔で立ち尽くす。






「…………」

「陛下～♪　えへ。あったかぁい♪」






　黒猫は袋状の抱っこ紐の中でゴロゴロ言っている。












　さてこちらはトワイン家前広場。

　ブラッドリーの愛犬（？）ヴォルフガングとリードが戯れはじめてから、もうすでに結構な時間が経っていた。

　諸々を誤魔化すために身体を張っていたヴォルフガングは――現在リードとボール遊びに興じていた。

　モンターク商店でグレンをブラッドリーに押しつけて来たエリノアは、それをハラハラと見守っている。






　エリノアがブラッドリーに抱っこ紐をつけてきたわけが、これだ……。

　くだんの魔将は――慣れないことをしすぎたせいか、何かのリミットでも外れたようにテンションがおかしなことになってしまっている……。






「あ！　ノア！　なあ親父なんだって？」

「う、うん、おじさんはリードに昼休みとっていいよって……でもあのリードそろそろ……」






　リードが戻って来たエリノアに気がついて。彼女の元へ駆け寄って来た……が、すぐに大型犬ヴォルフガングがそこへドシーンッと乱入する。口にはボール。頭突きで投げろと催促されたリードは、嬉しそうに目尻を下げて白犬に応じる。






「わっ！　分かった、分かったってヴォルフ！　こいつ～今日は本当に積極的だなぁ」

「あ、あ、あ……ヴォルフガング……そ、そろそろ……そろそろやめなよぉ……！」






　エリノアは引きとめたが、どこかグルグルした目のヴォルフガングはその制止を振り切って。リードと共に、アグレッシブに走り去ってしまった……。






「ああぁあああ……ヴォ、ヴォルフガングーッ!!」






　残されたエリノアは地面に膝をつき、手を突き出して嘆いている。

　無理にでも止めてやりたいエリノアなのだが――モフモフの毛で分かりにくいが、ヴォルフガングはその下にかなり引き締った筋肉を備えている。

　あの力に引きずられてしまえば、この平均以下しか体力のない娘では、とても魔将を止めることができなかった……。






（な、何故こんなことに……）






　エリノアは呻く。






　――はじめはもちろんこんなふうではなかった。

　ヴォルフガングは、エリノアと聖剣のためにゼイゼイ必死な顔でリードと遊んでいて――。

　しかし――エリノアは気がつかなかったのだ。ある時点からそれが徐々に変化して……いつしか魔将の目が爛々とした輝きを放っていたことに。

　もはや……ヴォルフガングの耳には、エリノアの制止は届かない。






「ど、どうしたらいいのアレ!?　どうしたら……」






　走り去って行った先で、リードの投げたボールを嬉々としてキャッチして遊んでいる白犬の姿にエリノアが困り果てている。

　一応、魔将の自尊心を守るため、小悪魔グレンはこちらに来ないよう対策したが……

　傍目には楽しそうな青年と犬の戯れにしか見えなくとも、これは――おそらくヴォルフガングの本意ではない。

　多分魔将も混乱してのこと。間違っても、犬の本能が目覚めちゃったんだね……なんてことは思ってはいけないのだ。そんなことを彼に言ってしまったら、後々彼のプライドがどんなに傷ついてしまうことだろう……！






　エリノアは真剣に悩んだ。






（…………これ……もしかしてそっとしておいたほうがいいんだろうか……見て見ぬふりをしてあげたほうがいいやつ……？）






　ヴォルフガングがリードと戯れてもそれは別に悪いことではない。

　しかし……エリノアはあのプライドの高そうな魔将の自尊心が心配で……。






「…………や、やっぱり止めよう。今度は私がヴォルフの助けにならないと……！」






　ヴォルフガングは自分のプライドをなげうってエリノアの秘密を守ろうとしてくれた。そんな彼を放っておくことなどできない。決意したエリノアは、もう一度ヴォルフガングを止めに走ろうと足に力をこめて――。






　と……。

　離れていた場所でポールを投げていたリードが、ふとヴォルフガングを見ながら不思議そうな顔でエリノアに声をかける。






「……それにしても……さっきのヴォルフ、絶対に人の言葉をしゃべったと思ったんだけどな」

「え!?」






　リードのセリフに、エリノアはギクリと肩を震わす。






「……そ、そんなこと……ないでしょ……だ、だって、ヴォルフガングは……犬、だよ……？　そんな、人の言葉なんて……」

「でもあの声は普通の鳴き声とはちょっと違ったふうに聞こえなかったか？」






　問われたエリノアはブンブンと頭を横に振る。

　リードは納得できないのか、「そうかなぁ」と首を傾げている。だが……しかし。それでも、エリノアはゴリ押しするしかないと、ハラハラした顔でヴォルフガングを見た。






　二人の傍へボールをくわえて戻った白犬魔将はそれをリードの足元に落とすと――こわばった、不自然な顔で青年にスリスリ額をすりつけている。そして――どういう仕組みなのか……。

　喉が……。

　ゴロゴロ……鳴っていた……。






「なんだなんだ……この甘えん坊め、可愛いなあヴォルフ！」

「…………」






　リードはものすごく嬉しそうで気がついていない。が……どうやら魔将は甘え方を間違っている。

　――混乱のせいか……それとも普段からいろいろなものに変化するせいなのか……。

　どう見てもあれは猫グレンの真似だな……とエリノアは哀れむような目でヴォルフガングを見た。

　可哀想に……彼の甘えスキルの低さが窺える。






（ヴォルフ……犬は……犬の喉はゴロゴロ鳴らないようっ！　……ふ、不憫……不憫だわ……）






　これは――早よう止めなあかん……っっっ!!　――そう痛感したエリノアは……ボールを投げようとしたリードの腕をガシッと止める。






「あ、あのリード……！　そろそろ……ヴォルフガング興奮しすぎて疲れちゃう……」

「？　でもかなり嬉しそうだぞ？　まだボール投げて欲しそうだし……しっぽも振って喉もゴロゴロ……て、あれ？　犬も喉を鳴らすんだっけ……？」

「ぎゃ！　リード!!」






　ふとそのことに気がついたらしいリード。考えこもうとする彼の腕へエリノアは飛びついた。






「ノ、ノア？」






　エリノアは青年に取りすがって。彼をヴォルフガングから引き離すように自分のほうへ引っ張ると……引き寄せられたリードは驚いて。微かに頬を赤らめている。

　しかしエリノアは必死の形相だ。下では目がグルグルした白犬が、『遊べ遊べ、ボールを投げろ』と、無言の圧をかけて来るしで……そんなうっすらした青年の頬の色味など、判別する余裕はなかった。

　リードの腕をがっしりつかんだエリノアは、お尻にヴォルフガングの頭突きを受けながら……切に訴えた。






「ほ、ほどほ……痛ッ、な、何事も程々が大事でしょ、ね、リード！」

「え……でも……こんなにヴォルフが俺と遊んでくれることあんまりないし……」






　一瞬照れたような顔をしていたリードは、エリノアの言葉を聞くとしゅんと寂しそうな顔をした。それを見たエリノアは慌てて口走る。






「じゃ、じゃあ――私が！　私が代わりに遊んであげる！」

「え……」

















19　リードの戸惑いと、やって来た問題作












　――リードが彼女に想いを打ち明けて以降、エリノアはずっと彼にぎこちなかった。






　毎日朝夕、エリノアはモンタークの店の前を通って通勤をしている。

　以前はその時、病弱な弟のために店に寄っていくのが彼女の習慣で……。






　しかし――今ではブラッドリーの体調もすっかりよくなった。

　それはリードにとっても喜ばしいことだが――必然的に、エリノアが店に顔を出す回数はぐんと減ってしまった……。

　だから彼は。現在、できるだけその時間には、毎日店の前に出て仕事をするようにしていた。

　――少しだけでも顔を見たかった。






　……ところがだ。

　そうして彼が見つめるエリノアは、ここのところどうにも様子がおかしい。

　もちろん、リードが告白した件も少しは原因なのだろうが……。

　最近彼女は、町を歩く時、どこか妙にビクビクしているのだ。

　不安そうな眉、キョロキョロする瞳、こわばった肩、そろりそろりと歩く足……。

　それはまるで、警戒するお尋ね者のようで……。

　そうして歩いて来たエリノアは、モンターク商店の前でリードを見つけると、ハッとしたように一気に顔を赤くする。おろおろしはじめる。

　それでリードは、ああ、今、俺に告白されたことを思い出したんだな……と手に取るように分かるのだが……。

　そんなエリノアの挙動を見たリードは思ったわけだ。






　……ノア……なんかやらかしたのかな……。






　まさか本当にお尋ね者になったわけではないだろうが……心配でとてもハラハラした。いったいエリノアは何をあんなに怯えているのだろう。

　告白の返事も気になったが、まずはその、エリノアの顔を暗くさせる原因について知りたかった。

　――多分あの調子じゃ、返事も催促しないほうが賢明だろうなとリード。

　黙って待つ時間は切ない。……が、甘くもある。

　現在、エリノアは彼の顔を見て顔を赤らめてくれる。

　以前は兄のように接して来て、平気でじゃれついて来たが……今はそれもない。

　それは寂しくもあるが……長い長い片思い期間を経ただけに、エリノアが自分の気持ちを知っていてくれて、異性として意識されている。それだけでもリードは嬉しかった。









　が……――しかし……。そんなリードに、押し売るような、声がする。






「――さ！　お兄さん！　私と遊ぼう！　何がいい!?」

「な…………何がいいって……」






　ぐいぐい来られたリードは言葉をなくす。

　可愛いヴォルフガングと楽しく遊んでいたはずが――何故かエリノアに遊びを強要されることに……。

　なにやらギラギラした目の娘は……リードの腕をがっしりつかみ、恥じらいとは程遠い表情で彼を見つめてくる。

　それを見ているとふと不安がよぎる――。






（あれ……ノア、俺を意識してくれてない……？　もしかして兄貴に逆戻り……）






　リードは戸惑った。まるで……以前のような自分に――告白する以前、長らく兄貴分ポジションでジリジリしていた自分に戻ってしまったかのようで……。

　するとドッと恥ずかしくなった。ぴったり触れあった腕のあたりがこそばゆくて仕方ない。心臓はドキドキした。

　こんな状態で突然『何がいい』かと聞かれても……。






（え？　俺……エリノアと何すんの？　ボール遊び……するのか？）






　そりゃあ、エリノアと過ごせるのは嬉しいが……ヴォルフガングとしていたことをエリノアとする……と、いうのはなんとなく違う気がする。






（……どうせだったらもっと別の――）






　どこかに二人で出掛けるとか、ゆっくり話すとか――あれ？　それは〝遊び〟なのか――好きな人との遊びとは……。

　と、考えたリードは――。






「ぅ……やばい……」






　このままではなんだか自分がふとどきなことを考えてしまいそうで。

　頭が煮詰まってしまったリードは、全身に流れる汗を感じながら、エリノアから逃げるように視線を外した。






「ん？　どうしたのリード」






　突然呻いて下を向いた青年にエリノアが問う。






「いや……ちょ、ちょっと待ってくれるかエリノア……」






　リードは真っ赤な顔ですっかりうつむいてしまって……。






　――それを見たエリノアの目がピカリと光る。






（！　なんか分かんないけど――……チャンスだわ！）






　リードの意識がヴォルフガングから逸れたのを察したエリノア。

　いざヴォルフガングを帰宅させんと、気取られぬよう、そっと白犬の様子を窺って――……ギョッとした。






「っ!?」






　そこでは、たった今の今まで興奮状態で暴れ回って（エリノアのお尻に頭突きして）いたヴォルフガングが……。

　いつの間にかぐったり地面に寝そべっていた。

　ゼイゼイ上下する白い身体にエリノアが青くなる。






（ひ！　ヴォルフ――）






　そう、エリノアが駆け寄ろうとした――瞬間のことだった。

　ふっと辺りを不穏な空気が支配した。エリノアは身を凍らせる。






　……それはまるで怪奇現象のようだった……。

　横たわる白犬の向こう――エリノア宅の影から、何か……おどろおどろしい気配をまとったものが……ヌッと――こちらに向かって伸びていた。

　それは……鋭利に整えられた爪のついた――異様に長い――……太ましい腕。

　暗闇から伸びて来たようなその異形の腕は……そこでぐったりしている白犬をガツ……ッと、ひったくるようにつかむと……そのまま……ずるっ……ずるっ……と……家の角の向こうに引きずりこんで…………。






「………………」






　その尋常でない光景を目の当たりにしたエリノアはゾッとして……寸の間、身体がこわばって心臓もばくばくしたが――






　――恐怖は一瞬で去って行った。エリノアは冷や汗をかきながらも、ほっと胸を撫で下ろす。

　絵面は強烈に怖かったが――異形の腕をギラギラと飾っていた装飾品で、それがコーネリアグレースの腕だと分かった……。

　きっと、婦人は適切に彼を労ってくれるだろう。……多分。






「よ、よかった……」






　エリノアが安堵の息を吐く。

　その深い実感のこもった声に、隣でうつむいていたリードが「……え？」と、悩ましげな顔を上げる。






「どうか……したのか？」

「え？　う、ううんなんでも……あ！　ほらリード、何するか決まった!?」






　無事（？）ヴォルフガングが家に戻されたことが嬉しかったエリノアは、満面の笑みでリードの顔を下から覗きこむ。

　ボールでもなんでも投げますよ！　と、笑ったエリノアに――リードが息を吞む。

　その微笑みには……はからずも、身を挺してくれたヴォルフガングと、いつもナイスなフォローをしてくれる婦人への感謝があふれていた。

　何故か突然、輝かんばかりに愛情深い笑顔を向けられたリードは――わけも分からぬまま恍惚と胸を刺され――と……同時に死ぬほど恥ずかしくなった。






「………………ご、ごめんノア……手、放して……」

「え？　あ、ごめん……」






　言われて、そういえばずっとリードと腕を組んでいたのだと思い出したエリノア。

　腕をつかんでいた手を緩めると、リードがすぐさま慌てた様子でさっと腕を抜いていった。






「え……」






　その……これまでにないリードのよそよそしい態度にエリノアがキョトンとしている。

　リードはそのまま何故か顔を背けてしまった。






「……リード？」

「……や、エリノア……顔、やばいから……」

「え……？　私……変な顔してた？　ご、ごめん……」






　後ろめたいことが多すぎて顔から邪なものでも出ていただろうかとエリノアがしゅんとする。と、リードがしまったという顔をした。






「いや、そういう意味じゃ――」






　と、リードが慌てて何かを弁解しようとした――時。









「――っどういうことですか!?」

「ぎゃっ!?」






　――突然、ピシャリと打つような声が飛んできた。

　エリノアは驚いて、思わずビクッと肩をすくめる。






「え……な、何……？」

「……なんだ……？」






　リードも怪訝そうに瞬きをして。二人は並んで声の主を探して振り返った。

　すると――。






　そこには、厳しい顔をした青年が一人。

　王宮文官の制服をまとい、少し青みがかった灰色の髪を後ろに撫でつけるように流している。顔にはメガネをかけていた。その奥にのぞく色素の薄い水色の瞳は、冷たくエリノアとリードを睨んでいる。






「…………ノア、知り合いか？」

「う、ううん……」






　不思議そうなリードにエリノアは首を振る。

　しかし青年は明らかにエリノアとリードのことを見ていた。

　彼は恐ろしく冷たい瞳でエリノアを刺すと――ツカツカと、戸惑う二人に向かって歩み寄って来る。






「!?　!?」






　ギラリと光るような視線が怖くてエリノアがたじろぐと、リードがエリノアを庇うように前に立った。

　と――青年は、怒気をはらんだ言葉を叩きつけてくる。






「あなたには……ブレア様の婚約者としての自覚はあるのか!?」

「!?」

「え!?」






　エリノアが唖然と口を開ける。リードが驚いた顔でエリノアを振り返った。

　しかし……噛みつくように言われた言葉に、一瞬呼吸を忘れかけたエリノアは――次の瞬間、青年の発言を切るようにひっくり返した。






「な――……ないですけどっっ!?」

「!?　……な、なんですって……!?」






　間髪入れず、ガーンッ！　……と、目を瞠った青年。その驚愕に、エリノアのほうでもさらにギョッとしてしまう。

　エリノアは、身構えた。






「な――なんです!?　なんですその唐突で微妙に恐れ多い言いがかりは……!?　あ、あなた誰ですか!?　いいいいいったい……!?」






　エリノアはリードの背の後ろから飛び出ると、その前に立って……いつものように、決して頼りにはできそうもないファイティングポーズで青年を威嚇した。うろたえた娘は今にも、現れたオールバックの青年に飛びかかっていきそうで。リードが慌ててエリノアの肩を抱いてなだめている。






　――そんな寄り添う二人を……厳しく観察するような目で見ていた青年は――青年は――……青年も……。

　実は混乱していた。






（……ど……どういうことだ……!?　彼女は……ブレア様の想い人のはずでは……？　私は何か……間違ったのか……!?　黒髪、緑の目、小柄……ブレア様から聞いた将軍の養女殿の特徴と一致するが……？？？？）






　真面目な青年は……真面目な顔のまま、ジリっとエリノアを凝視して困惑している。（凝視されているエリノアも目をグルグルさせている）






　青年の名は――ソル・バークレム。

　彼の手には、彼の力作――オリバーの言うところの問題作――……エリノアに対する、ブレアの想いを彼が事務的にまとめた書状がしっかりと携えられていた……。

















20　エリノアとソル。












　ソルは険しい顔で黙りこんだ。

　その手にある仰々しい書筒には、ブレアからエリノアに宛てた文（※ソルとりまとめVer.）が収められているのだが……。






　おそらくその宛先だろう黒髪の娘は――現在、不審者を見る目でソルを見ていた。

　動揺しているのか、娘の構えられた拳はブルブルと震えていて……。

　ソルは怪訝そうに首を傾げる。






（…………どういうことだ。容姿の特徴から判別するに、この女人はタガート将軍の養女エリノア・トワイン嬢で間違いないはずだが……）






　宮廷勤めであるソルは、棟も敷地も違う王宮勤めのエリノアとは面識がない。先日行われた舞踏会にも彼は出席していなかった。

　ゆえにソルは〝エリノア・トワイン嬢〟の容姿の情報を、かなり詳細にブレアから聞き出してきたつもりだったのだが……。






　――それはつい先ほどのこと。

　ブレアの執務室で、ソルが令嬢はどんな方ですかと聞いた時、ブレアは表情も変えず言った。






『愛らしい』

『……………………。ブレア様、それではおそらく私にはエリノア嬢は判別不能です』






　キッパリとしたブレアの言いように一瞬無言になったソル。

　色々と思うことはあったが、しかし、『愛らしい』だとかいう、思い切り主観に左右されそうな情報だけではどうしようもない。青年がもっと詳しく情報が欲しいと願い出ると、ブレアは少し首を捻って……

　しばし考えるそぶりを見せてから、彼は――不意に、小さく微笑んだ。






『！』






　その、あまりに珍しい表情に――ソルが思わず息を吞む。

　王子の表情は柔和で……とても幸福そうであった。

　普段は鋭さしか感じさせない瞳は、まつ毛の一本一本にまで優しさが宿っているかのようにさえ見えた。

　目撃したソルは、そのまま言葉をつぐんだが……ブレアはそんな配下の驚きに気がつく様子もなく、一つ一つ思い出すような口調で語った。






『……そうだな……頭髪は漆黒で二つに分けて結われている。瞳はいきいきと鮮やかな緑。額が綺麗な形をしていて愛嬌がある。頬はふんわりとまるかった。身長は――』






　スラスラと続けられる王子の言葉に聞き入っていたソルは……すっかりブレアの幸せそうな様子に感じ入ってしまう。令嬢の特徴を書き留めようと手にしていたペンがぶるぶると震えた。






　――そうか……ブレア様は、こんなにもエリノア嬢のことが……！

　――これはきっと……幸せなご夫婦になるに違いない……！






　――と確信した青年の思考は早々と飛ぶ。感動するソルのまぶたの裏には、もはやブレアとまだ見ぬエリノアとの結婚式の様子までがまざまざと浮かんで……。






　……いたのだが。

　そんな彼は知る由もない。

　ブレアの口から『愛らしい』だとか『ふんわり』などという、およそ彼らしからぬ形容詞の連発に――彼らの背後では、騎士トマスらが黄色い悲鳴（野太い）を上げ悶絶していて……。

　さらには、オリバーが腹を抱えて笑っていたなどとは――。

　真面目青年はまったく気がつかなかった。






　しかしともかく。

　そうやって知らぬところで外野達に騒がれながらも……三十項目ばかりの娘の特徴をしっかり暗記し、ソルは王子の幸せを願い、勇んで城下に降りて来たのだった。






　――ところが……。






　教えられた娘の住まい周辺で……ソルは早々に特徴に合致しそうな娘を見つけたのだが――。

　その娘は、彼の目の前で、見知らぬ男の腕に自分の腕を絡めて……何やら楽しげに語らっていた。

　そんな男女の親密な様子に……衝撃を受けたのはソルだ。

　彼はすっかり王子と娘の間には、公式にはされていないが、なにがしの結婚の約束がなされていると思いこんでいて……まるで、浮気現場に居合わせてしまったような気持ちになっていた。

　脳裏には、幸せそうに〝エリノア嬢〟について聞かせてくれたブレア王子の顔が浮かび――……令嬢を夢に見てしまったと言い気恥ずかしそうにしていた様子が浮かび――……。






　気がつくと――

　ソルは娘たちに向かって怒号をあげてしまっていたのであった。









　そうして娘に怯えたような目で見られたソルは、先ほど彼女が言った『ないですけど』発言に困惑して……。

　向かい合った両者の間には、ジリ……ッとした沈黙が流れる。






　と、そこでソルはハッとした。

　そういえば――己は彼女に本人確認すらしていなかった。






（……！　そうだ……もしかしたら人違いかもしれないではないか――）






　きっとそうに違いないとソルは安堵する。娘の容姿はかなりの部分でブレアの言った特徴と一致するが、似た者がいないとも言い切れない。

　そもそも王家の婚約者（誤解）たる令嬢が、別の男と親密そうにしていること自体あり得ないではないか。

　そうか、これは失礼なことをしてしまったと青年は、姿勢を正し、ピリッと緊張感漂う顔でエリノアに一礼する。






「失礼、申し遅れました。私はソル・バークレム。第二王子殿下付きの書記官です」

「え……」






　丁寧に挨拶されて、ぽかんとしたエリノアの拳がやや下がる。

　隣でリードが驚いたような顔をした。






「ブレア様の……？」

「王子様付き書記官……？」






〝書記官〟と言えば、難関試験を突破した宮廷の事務方。しかも王子付きともなると、相当優秀な人材ということになる。






「左様です。突然失礼をして申し訳ありません。人を探しておりまして……どうやら早合点してしまったようです」

「は、はあそうでしたか……」






　落ち着いた様子で礼儀正しく謝罪されたエリノアは、おずおずと頷く。

　ソルは下げていた頭を上げると、エリノアたちに問う。






「それで……ご存知でしたら教えていただきたいのですが、この辺りにタガート家ご養女のエリノア・トワイン嬢がお住まいだと――」

「え……？　…………エリノアなら……私ですが……」






　……と、エリノアが戸惑ったように答えた――瞬間。

　ソルの和らいでいた瞳がカッと見開かれる。






「やはりそうなのではありませんか！」

「ぎゃっ!?」

「あなたは……ブレア様というものがありながらどうしてみだりに別の男に触れるのですか……!?　腕を組み身体を密着させるなど言語道断！　これは……婚約解消にもつながりかねない事件ですよ！」

「……じ、じけん!?」
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　エリノアが思い切りドン引いている間に、ソルは続けざまにたたみこむ。






「ブレア様がどんなにお嘆きに――！」

「ご養父たる将軍にも迷惑が――！」

「なんという軽率な――！」

「え、え……!?　えぇぇ……」






　驚いたのはエリノアだ。

　この人は、突然現れていったい何を言ってるんだと、わけが微塵も分からなかった。

　戸惑っている間にも憤慨しているらしい青年は、次から次へと捲し立てていくしで……エリノアは、混乱の渦に叩きこまれていく。






「……っ、何言って……こ……婚約……こんや、く…………!?」

「ノ、ノア、大丈夫か!?　ちょっとあんた……」






　困惑して次第に追い詰められていく様子のエリノアに、リードが慌てて二人の間に割って入ろうとするが――遅かった。

　逃げ場に窮したネズミ――いや、エリノアは、ソルの猛攻に、ついにプツンといってしまう。

　その足がダンッ……と、地面を足で踏みつけて……。






「だ……黙れこのエリートめっっっ！　ちょっ……人の話聞きなさい!!」






　キャシャー！　と、突沸とっぷつしたエリノア。ソルに向かって威嚇を開始。






「……！」






　その顔を見て、一瞬ソルの動きが止まる。

　……が。

　冷静な青年は、嘆かわしいと言いたげに目を細めただけであった。






「……なんというお顔ですかお嬢様……いけません、そんなに白目を見せないでください」

「な、なんだと……？」






　ソルの冷静な返しにエリノアが更に目を剥いている。

　青年はエリノアの激高をものともしなかった。






「そのようなおかしな力み方をしては眼球を痛めます。眼病でブレア様を悲しませるのですか？」

「…………」






　一瞬呆れすぎてクラリときたエリノア。

　どうやら……男性陣から偏愛的な人気を集めるブレアの陣営から……また、変な奴が派遣されてきたらしい……とは、なんとなく分かった。






（さ、さては……騎士オリバーのまわし者だな!?）






　騎士にとってはまったく心外な思いこみではあるが……そう熊騎士を思い出したエリノアは……歯がみして地団駄を踏む。






「っ！　ブレア様の周りには、どうしてこう……変な側近が多いの!?」

「……お嬢様埃が……スカートがめくれます。おやめください」

「な……なんなんだこの人……えーい！　スカートに触らない！　そんなことする前にちゃんと事実確認しろ！　私はブレア様の婚約者じゃありません！」






　地団駄を踏んだエリノアのスカートを、そ……っと、なおそうとするソルに、エリノアが憤慨する。

　と、その言葉に、エリノアのスカートに舞った埃をはらい、形を整えようと地面に片膝をついていたソルは……。

　その姿勢のままエリノアを見上げる。






「…………変ですね……」






　怪訝な顔をする青年に……。

　エリノアはとても「変なのは……お前だ！」……と、指先を突きつけてやりたかった……。

















21　エリノア、熊騎士に連行される。












「お」

「む……」






　翌日、宮廷の廊下。

　オリバーの顔を見たエリノアが嫌そうな顔をする。






「よう新人。ここにいるってことは……ブレア様の手紙は無事に受け取れたんだな」






　オリバーが軽い調子で手を上げると、その場で立ち止まったエリノアは、高い位置にある彼の顔をキッと睨んだ。






「……オリバー様……変な人を家にまで送りこんでこないでください！」

「……なんかものすげー濡れ衣な匂いがぷんぷんするんだが……」






　嫌な予感がする、と目を細めたオリバーにエリノアは憤慨している。






「あなたとの戦いは王宮限定でしょう!?　自宅にまで被害を及ばせるのはルール違反ですよ！」

「…………」






　残業代請求するぞと怒るエリノアに……オリバーはやっぱり何かあったんだなと悟る。まあ、ソルはあんな男であるからして、普通にことは進まないだろうとは思っていた。

　しかし変だなとオリバー。

　昨日の生真面目天然たち（ブレアとソル）の様子では、手紙の内容はかなり事務的なものであったと推察されるものの、それは恋文であったはずで……。

　結局ブレアはエリノアを茶会に誘うことに決めたようであったのだが。






（……それにしては……）






　エリノアの様子はとても、王子から恋文を受け取ったという風には見えない。

　しかも……エリノアは――いつものメイド服を着ているのだ。






　なんでだよ！　――と、心の中で突っこむオリバー。






　年頃の娘が異性に二人で会おうと誘われたら、普通は着飾ってくるものじゃねぇのか。

　トワイン家は裕福ではないようだが、仮にもエリノアは将軍家の身内になったのだから……相談すれば王子との茶会のために幾らでも衣装の準備ができそうなものではないか。さらに言えば、娘をいたくお気に入りのハリエット王女に相談するという手もある。






　そう思ったオリバーは顎に指をかけて問う。






「……お前……ブレア様の手紙受け取ったんだよな……？　その変な書記官が持ってきただろ？」

「はあ、受け取りましたけど……ほら」






　問われたエリノアは、エプロンのポケットから丁寧に折り畳まれた手紙を取り出す。






「……ちょっと見せてみろ」

「はあ、どうぞ……」






　受け取った手紙を恐る恐る開くオリバー。

　そんな男の顔に、エリノアは怪訝そうな顔をしている。






「いったいなんなんですか……？」






　不審気なエリノアの前で、オリバーは急いでその文字列に目を走らせ――

　と、案の定――そこには固い文字が並ぶ。しかも……短い。






「…………エリノア・トワイン殿、第二王子殿下が指定された日時、集合場所は下記の通りですぅ……？」






　眉間に縦皺を入れて呆れ顔をするオリバーに、エリノアは、はぁそうですけど……と彼を見上げる。






「手紙っていうか……呼び出し状でしょう？　仕事内容が書かれていないのが不安なんですけど……まあ、場所がサロンだからお茶のお給仕かなって。私宮廷こっち側で仕事したことないですけど大丈夫でしょうか……て、あれ？　騎士オリバー？」

「な、何!?　これだけか……？　いや……っ、まだ他になんかあっただろう!?」

「え？　ほ、他？」






　その紙には――『ともに過ごしたい』だとか、『会いたい』だとか……およそ恋文らしき文字は一つも書かれてはいない。

　無機質に並んだ文字を見て、嘘だろとオリバーが呻く。

　昨日あれだけ熱心な聞き取りをしておいて……たったこれだけの内容なんてひどすぎる。いくらソルが恋愛ごとに疎そうであるとしてもこれはおかしい。

　必死な顔で手紙とエリノアとを見比べている騎士の様子に……エリノアが一層不審そうである。

　と、ああそういえば、と手を打つエリノア。






「そういえば――バークレム書記官が書筒から何か抜いていたような……」

「抜いた!?」

「ええ。なんでも、進捗状況に見合わないから回収するとかなんとか……」

「進捗……？」






　オリバーは意味が分からないという顔をしたが――ことの次第はこうだった。

　ブレアとエリノアが婚約状態にあるわけではないと己の勘違いを悟ったソル・バークレム。

　ブレアから聞き出した言葉を率直に書き並べた文は熱烈で――ソルにより結婚を前提とした文章にまとめられていた。

　己の先走りを知ったソルは――。

　今それを、エリノアに見せることは適切でないという判断を下す。






　青年書記官は真面目な顔を暗くして、やや斜め下を見ながらエリノアに言ったのだ。それは思い切り断腸の思いだと言いたげな様子であった……。






『……申し訳ありませんお嬢様……どうやらこれは……状況に見合わぬようです』

『はあ……』






　哀愁漂う青年の顔に、エリノアが分からんという顔をする。

　青年は書筒を握りしめてクッと顔を歪めた。






『もっと調査が必要だった！　私としたことが……苦手分野だと分かっていたはずなのに！　苦手なことほど事前の下調べが肝心であると知っていたはずが……！』

『…………（めっちゃ苦悩してる……）』






　思わずエリノアが無言でいると、隣に立っていたリードが『ノア、この人なんか面白いな』と、にっこり笑って……エリノアはそんな彼に……頷いてやることができなかった。






『…………そ……そう……？』






　街中で人目もはばからず呻きたおしている青年を面白がれるなんて。リードはやっぱり心臓強いな……と、エリノア。直前のやりとりのこともあるし、とても面白がれる余裕はなかった――。












「…………と、いう感じでした……」






　昨日の出来事をオリバーに話してやったエリノア。しかし聞けば面白がって大笑いするんだろうなぁ……と、思っていた騎士は、微妙な顔で顔面を押さえている。






「…………」

「？　ほら、上級侍女に上がったばかりの時は、あなた方武官の方々に試されるようなことをされたじゃないですか。だから……今度はブレア様周辺の文官方から何か殿下の侍女としての資質を問われているのかなと……や、もちろん騎士オリバーからの刺客説を一番信じていますけども」

「…………」

「まあ、そんなわけで……自宅前で大声出されるやら、ひざまずかれるやらで、このご近所迷惑書記官どうしよう……と、思っていたわけなんですけど……」






　エリノアは、ふっと微妙そうに笑う。






「バークレム書記官は、次の瞬間にはシュッとした顔で復活なさって。現在の状況ではこの一枚しか渡せませんとか言って、さっさとお帰りになっていかれました。なんでも……再調査？　なさるそうです……もう……何が何やら……」






　エリノアが言うと――頭痛を耐えるような顔をしていた騎士オリバーがげっそり笑う。






「……期待を裏切らねぇでき栄えだな……」






　その言葉を聞いたエリノアは、「やっぱり」と言いたげに眉間にしわを寄せる。






「やはりあなたの差し金だったんですか!?　別に呼び出されて宮廷こっちで仕事するのはいいんですけどね……なんでわざわざ書記官様を差し向けるんです！　どうせあなたがあの融通の利かなそうなお方を唆そそのかしたんでしょう！　あんな方に調査とか……勘弁してくださいよ！」

「……はぁ？」






　あんな厳しそうな書記官に身辺調査されるなんて、世間に対して隠し事の多いエリノアは冗談じゃないと思った。

　が、オリバーは不満気な顔をする。

　俺じゃねぇしと言いたい騎士は……しかしこの怒れる娘に、ソルを差し向けたのが結果としてブレアであるという事実を言ってしまってもいいものかと悩んだ。

『勝手に夢に見てしまった』とか言って、いちいち思い悩むような男なのだブレアは。オリバーがそれを伝えてしまうと、そこに色々とまたトンチンカンな不和が生まれそうで怖い。






「…………ち、面倒くせー」

「!?　な、なんだ!?」






　いかにもうんざりだと言いたげな騎士は、舌打ちすると。素早くエリノアの後ろ襟を掴んで捕まえる。






「テメー……もうこのままブレア様の執務室にぶちこんでやる……」






　上から恐ろしい顔で睨み下ろされたエリノアが慌てる。






「いや……!?　集合場所は向こうのサロン……多分お茶の準備とか……」

「黙れこのチビ！　朝まで鍵かけて出られなくしてやろうか！」

「!?　（朝まで……こき使われる……!?）きゅ、急な残業は家族が心配で……」

「俺はお前とブレア様のほうが心配だよ！　メイド服なんか着てきやがって……ひん剥いて婚礼衣装にでも着替えさせてやろうか……！」

「はー!?」※エリノア、キレる。






　……結局エリノアは、抵抗虚しくそのままオリバーに連行されていったのだった……。

















22　リードの悩み、ブラッドリーの微笑み。そしてコーネリアの賞賛。












　あのさぁと切り出されて、ブラッドリーは顔を上げる。

　そこには少し悩んでいるような青年の顔があって。ブラッドリーは不思議そうに品出しをしていた手を止めた。






「どうかしたの、リード？」

「いや……ブラッド……第二王子のブレア様って、知ってるか？」

「……！」






　リードの口から出てきた名に、一瞬ブラッドリーの顔から表情が消える。

　少年はしばしの間黙っていたが、リードに向かって静かに返す。






「…………知ってるけど……あの男がどうかしたの？」






　少年の声音はわずかに剣呑な響きを帯びていたが……相変わらずリードがそれに気がつくことはなかった。

　青年は、少年の問いにそれがと続ける。少しだけ言い出しにくそうな顔をしていた。






「もしかしてと思ったんだけど……お前が前に言ってたエリノアが気になっている男って……第二王子殿下のことなんじゃないか……？」






　ポリ……と頬を掻きつつ言う兄貴分に……ブラッドリーは険しい顔をする。

　もちろんリードが気に入らないのではない。出てきた名前が気に入らないのだ。






「……どうして……そう思ったの？」

「いや……なんていうか……最初はテオさんだと思ってたんだけどさ……どうもエリノアの反応を見てると違う気がして……」






　普段、エリノアとテオティルは非常に距離が近い。いつ見かけてもテオティルはエリノアのスカートの端を握っているし、彼の彼女を見る目はいつでもキラキラとして幸せそうだった。

　しかし反対に、エリノアがテオティルを見る目は、いつでもハラハラハラハラしている。まるで手のかかる弟か子供を見るように……。

　そこには世話をしなければという固い意思は見えるのだが、異性を意識するような色は皆無で……。






　それを変だなと思っていた矢先に現れたのが……あの、例の〝正体不明の金の髪の男〟だった。

　以前夕暮れの街でエリノアと共にいるところを目撃した彼を思い出しながら、リードはブラッドリーに向かって語りかける。






「あの人……かなり身分が高そうだった。見た感じ、動作や雰囲気は武人ぽかったんだけど……もしかして……」

「……」






　少年は無言でリードを見ている。

　その緑の瞳を見返しながら、青年は、一瞬躊躇してから、言った。






「もしかして……あの人がブレア様だったんじゃないかって」

「…………」






　答えを求めるようなリードの視線に、沈黙していたブラッドリーはため息をついて。兄貴分に向かって小さく首を横にふる。






「……ごめんリード、僕も別にあの男については詳しく知らないよ。第二王子についても姉さんが仕えているってくらいで……その二人が同一人物かも僕には分からない」






　──もちろんブラッドリーは、リードの予想が当たっていることは分かっている。しかし、自分の情報源はほとんどがグレンたち魔物。彼らから得た情報を、何も知らないリードに話してしまうのは少々危険だ。

　グレンは猫化してどこにでも進入し、内部の人間しか知り得ないような情報だって持ってくる。

　それを、王宮に立ち入ったこともないはずのブラッドリーが知っていれば明らかに不自然というもの。ましてや、それをリードに話してしまうことは、この優しい兄貴分を何かの危険に巻きこみかねないことである。

　もしリードがそれを悪意なく別の町民に漏らし、それが広まり王宮にまで及べば、情報の質によってはリードが罰せられないとも限らない。






　そういうわけで、この時ブラッドリーにできたことはといえば、困ったような笑みを彼に浮かべて見せることだけだった。

　すると、リードが眉尻を下げて苦笑する。






「……だよな、エリノアもペラペラ王宮のことを漏らすようなやつじゃないし……悪いブラッド」






　ごめんなと言う青年に、ブラッドリーは頭を振る。






「ううん……僕こそ役に立てなくて……」

「いいや、詮索するような真似して悪かった。俺もあの人のことは聞かない約束をエリノアにしてたんだけど……」






　青年は少し目を伏せてため息をつく。

　あの正体不明の男については、何か事情がありそうな気がして。それでエリノアには『聞かない』と言ってしまったのだ。だったらその約束を、ちゃんと守っていたい。そう思うリードなのだが……。

　昨日の書記官の言葉がどうしても引っかかっていた。






『あなたには……ブレア様の婚約者としての自覚はあるのか!?』






　あの青年は──はっきりとそう言っていた。

　それは驚くべき言葉だった。

〝ブレア〟といえば、この国の第二王子で、武人として名高いエリノアの主人、ということしかリードは知らない。

　巷には彼の様々な噂が流れてはいるが、そんな不確かなものはあまり信用ならないのだと彼は心得ている。

　まあしかし、どちらにせよ彼にとっては遠い世界の人物であることだけは間違いがなかったのである。

　が──。






「はー……」






　まさかこんな形で王国の第二王子のことで思い悩む日が来ようとは。リードは深いため息をついた。

　もちろんエリノアは完全否定していたし、そんなことが本当にあるのかはリードにも判断できない。

　しかし……宮廷の書記官が、わざわざエリノア宛にブレアの書状を持ってきたのだけは確かで……。

　そう考えるとリードの心の中は大きくざわめいた。

　それは……テオティルがエリノアのスカートを（無自覚で）めくっていたのを目撃した時とは比べ物にならないほどの苦しさで──。






（……ダメだ、あんまり考えすぎると沼にハマりそうだ……）






　リードはやるせなさを紛らわせるように己の前髪をくしゃくしゃと掻き回す。

　──数年越しの想い。やっとのことで〝告白〟という難所を抜けたと思ったら。一進一退。また大きな壁に行きあたった気がして。

　と、表情の曇ったリードにブラッドリーが気遣うような顔をする。






「リード……大丈夫……？」

「ん？　ああ……」






　そんな少年に気がつくと、リードは悪い、と苦笑する。

　不安そうに見上げてくる弟分が可愛くて、リードは苦笑いを浮かべたまま、彼の少し波打った黒髪をポンポンと撫でた。






「大丈夫だよ。昨日はほら……宮廷からわざわざ書記官が来て変なこと……エリノアがブレア様の婚約者だなんて言ったりするから……ちょっとな、気になった」






　……まあ……〝ちょっと〟じゃないからこうしてブラッドリーにまで聞き出すような真似をしてしまっているんだけど、とリードは内心で己を笑う。






（……俺ももうちょっと冷静になろう。エリノアの負担になるのだけはごめんだ──……）






　……と、そこでリードの思考が途切れる。青年は……キョトンとまるい目でブラッドリーの顔を見下ろしていた。






　──思いがけず……その弟分の目が、暗く、剣呑に細められていた。






「……ブ……」

「……書記官？」






　名を呼ばれる前に、低い声がリードの言葉を繰り返す。

　その少年のどこか普段と違う様子に戸惑いながらも……リードは答えた。






「あ、れ？　聞いてないか？　昨日宮廷から使いが来て……いやエリノアはもちろん（全力）否定してたけど……なんだってそんな誤解が生まれたのかと……誤解が生まれるくらい王宮でエリノアが第二王子殿下と仲良さそうにしているのかな、と……？」

「………………どいつ？」

「？　ブ、ブラッド？」






　少年は微笑んでいた。美しく、しかし……どこかそれは禍々しい。

　リードはそんな彼に唖然としている。






「リード……そんな反吐が出そうな勘違いで押しかけてきたクソ野郎はなんて名前だったの……？」

「……えっと…………ブラッド……目が笑ってないのな……」

「そう？　僕、愉快でたまらないよ、そんな命知らずがいたなんて。……で？」






　そいつの名前は？　容姿の特徴だけでもいいんだよ、と──素晴らしい微笑を浮かべる少年に……リードは何か底知れないものを感じて……






「………………」






　ピーンッと何かを本能的に察したらしい青年。……スッ……と、ブラッドリーから視線を外す。






「……、……、…………覚えてない」






　リードは件の書記官殿のため、口をつぐむことを選んだ。

　もちろんリードはソル・バークレムの名前をきちんと覚えていたし、特に彼に義理があるというわけでもない。

　が……このまま口を割ってしまうと……何かとても大変なことになりそうな予感がした。

　リードは咄嗟に営業スマイルを顔に張り付かせて少年を見た。






「顔もよく覚えてないな……えっと……ノアがなんかすごいブチ切れてたし……」






　そっちのほうが気になってあまりよく見てなかったと笑顔で誤魔化すリードに、これまた妖艶な笑顔を浮かべたブラッドリーがにじり寄る。






「嘘……だよね……？　リードはすぐ人の名前覚えるよね？　お店でも一度来たお客さんのことは必ず覚えてるじゃない……」

「やー……ほら、商売中のことじゃなかったしさ、え、えーと……し、仕事しようぜブラッド！」

「リード……？」






　ブラッドリーに微笑みかけられたリードが冷や汗をかいて後退る。






「ブラッドその顔やめろ……なんかエリノアの怪奇顔の百倍怖え！」






　……リードは生まれて初めてブラッドリーのお願い事から逃げ出した。

　そうして思いがけずエリノアに対する苦悩が吹き飛んでしまったリードではあるが……今度はブラッドリーの様子が心配で心配で胃が痛かったという。









　※今件を後々聞かされたコーネリアグレースは……ブラッドリーを魔王だとは知らぬはずの彼の察しの良さを、絶賛したらしい。






「リード坊ちゃんの危機察知能力は素晴らしいですわ……その書記官とやらは命拾いいたしましたわねぇ……下手に容姿なんか漏らそうものなら犯人探しで町には血の雨が降りましたもの」






　……恐ろしい恐ろしい……とは女豹婦人の言葉。

















23　抜け目なし。ハリエット。












　さて、こちらは宮廷のブレアの執務室。

　奥の机で仕事をしている青年は、一見まったく冷静な様子にしか見えないが……灰褐色の瞳が何度も何度も見ているのは……壁際に置いてある立派な振り子式のホールクロックだった。

　青年は幾度もその時計の針を見ては、仕事に戻り、また……を繰り返している。

　見かねたソルが彼に声を掛ける。






「……ブレア様、お約束の時間まではあと一時間ほどがございますから大丈夫でございますよ」

「いや……まあ、分かっているのだが……どうにも落ち着かん……」

「左様ですか……」






　気遣うようなソルに、ブレアは苦笑しため息をこぼした。






「いかんな……浮き足立っていてすまない」

「いえいえ大丈夫ですブレア様。それに、本日の茶会の準備も万全ですから」






　ソルが励ますように拳を握る。生真面目な書記官の顔には、何故か並々ならぬ気合が充実していた。彼は己の胸に手を当てて恭しい調子で言う。






「不肖、ソル・バークレム……昨日の失策を償うべく、エリノア嬢のことをいろいろと調査してまいりました」

「な、何……？」






　そう意気ごむ男ソルは……昨日エリノアと対決したその日のうちに、エリノアの職場である王宮へ走り、侍女頭や彼女の同僚たちに、娘の嗜好などについて調べを入れていた。

　それをたった今聞かされたブレアが目をまるくしているが、いそいそと懐から小さなメモを取り出したソルはつらつらとそれを読み上げている。






「侍女頭や同僚たちによりますと……」






　貧乏暮らしの長いエリノアは、あまり菓子類は嗜まず、特に贅沢品に対する拒否感が強いらしい。しかも……と、ソルが尋ねた侍女頭は言った。






『何度か王宮の祭事で侍女たちにも豪華な祝膳が振る舞われたことがあったんですけど……あの子はいつもそれを家に持って帰るんです。多分弟の為ね。あの子自身が口にしているところは一度も見たことがありませんわ』






「……」






　それをソルから聞いたブレアは複雑な気持ちになった。

　なんと弟想いな姉だろうかとしみじみ感動したが、反面、そこまでエリノアに想われる弟が心底羨ましいと思った。そしてついつぶやきが漏れる。






「……エリノアの生活は、すべてその弟を中心に回っているのだな……」

「はい、そのようですね。しかし……ということはです。此度茶会に招いても、出した茶うけなどをトワイン嬢が弟君用にお持ち帰りされてもなんですので……土産用の茶菓子も予備の予備まで手配済みです。豪華なものは苦手とのことですので、素朴な菓子を。確実に召し上がっていただけるよう、菓子製作はハリエット王女に依頼させていただきました」






　と、ソルが真面目に言った途端、ブレアがギョッと目を剥く。






「ハ、ハリエット王女……だと!?」






　しかしソルは冷静な顔で頷く。






「はい。トワイン嬢は最近ハリエット王女に心酔されているとか。王女の手製ならお召し上がりになることを断ることはないでしょう。将軍のご令嬢、ルーシー様とも迷ったのですが……ルーシー嬢は菓子作りが不得意だそうで……」

「そ……そんなことの為に王女の手を煩わせたのか!?」






　出てきた兄、王太子の婚約者の名にブレアは慌てるが……ソルはいえいえと首を振る。






「大丈夫ですブレア様。菓子製作はハリエット王女からのお申し出です」

「な、何……？」

「私が王宮でトワイン嬢を調査しているのを何故かご存じで……おそらくどこぞで王女の息のかかった者（密偵）でも見ていたのだろうと私は踏んでいるのですが……王太子殿下も忙しくて暇を持て余していたから是非と。断ったほうが恐ろしいことになりそうだったのでお願いするに至りました」

「…………」

「『茶会後のガールズトークが楽しみだわ。ブレア様にまたエリノアさんをお借りしますと伝えてね♡』……だ、そうです」

「………………」






　無表情でハリエットのセリフを伝えてくるソルの言葉には──。

　赤い顔を手で押さえ、無言になるしかないブレアであった……。









　そうしてブレアが沈痛の面持ちでソルの言葉を聞いていると……。

　不意に、執務机の傍にソルとは別の書記官がおずおずとやって来た。






「あの……お話中申し訳ありません。ブレア様……各地の領主たちから調査報告書が届いているのですが……ご確認いただいてもよろしいでしょうか……」






　おっかなびっくりそう言った彼は、離れた場所にある応接用の広いテーブルの上を指し示す。

　そこには王国内の地図が広げられていて、高官たちが微妙そうな顔をこちらに向けて待っていた。

　どうやらブレアの机や傍の作業台の上はすでに資料類で溢れていてもうスペースがないゆえに、あちらまで見に来て欲しいということらしかった。

　そう告げる書記官の顔には、王子たちのボーイズトーク（？）を邪魔したくはないが……という葛藤が滲んでいて。多分、あちらで待つ高官たちに『お前ちょっと行ってこい』的に押し出されて来たに違いなかった。

　それを悟ったブレアは無性に気恥ずかしくなった。咳払いを一つ。分かったと言って立ち上がり、もう一度だけ時計に目をやった。

　エリノアに指定した時間まではまだ時間はある。

　それまでに仕事をいくつかこなせば少しは気も落ち着くだろう。……そう胸のうちで思って。ブレアは高官たちが待つテーブルのほうへと足を向けた。






　──その時だった。






　バンっ！　と大きな音がした。激しい音に、ブレアと執務室内にいた数名の官たちがいっせいに顔を上げる。

　と、木を叩きつけるような音と共に──威勢よく執務室の扉が開いて。

　現れたのは──

　熊のような大男。──オリバーだ。

　どうやら飴色の戸を蹴り開けたらしい大男は──皆がその腕に収まっていた〝何か〟がなんなのかを認識する前に、面倒そうに──その〝何か〟を抱く腕をグッと引き──……。






「!?」






　その動作を見て。誰よりも早くその意図と、〝何か〟の正体に気がついたブレアはギョッと目を見開いた。






　──次の瞬間空に放り出され、ひらめく白と黒。






　その光景に──記憶の中の何かが重なった。






「っ！」






　瞬間、咄嗟にブレアは叫んでいた。


















「────姉上っ！」
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　ぽーい……っと、自分が放り投げられた時。

　エリノアが、一番腹が立ったのは……。






　──ちょ、この熊──

　──ブレア様の執務室のドアを足蹴にしたわ!?






　……と、いうことであった。






　エリノアは騎士や衛兵に粗雑に扱われることには高い耐性がある。

　自分が放られたことよりも、仲間たちが丹精こめて磨き上げているだろう扉を蹴り開けられたことにむかっ腹が立った。






　──お……のれ……美しい扉になんてことを……！

　──怪力熊め……！

　──修繕費にいくらかかると……！






　床にゴロゴロと転がされた暁には華麗なターンを決めて、今日こそそのクマボディに頭突きをかましてやる！






　と、刹那の時間にも熊騎士の暴挙に向かって元気に腹を立てていたわけだが……。

　浮遊感を感じながら、タイミングを見計らおうとした、その瞬間に──思わぬ声が耳に入ってきて。エリノアの頭突きは不発に終わる。






「────姉上っ！」

「──え」






　切羽詰まったような声だった。それを聞いた途端──エリノアの瞳がまるくなる。咄嗟に何か疑問を感じ、頭突きの件は頭からきれいにはじき出されて──。次の一瞬には、背に何かが当たっていた。しかし、それは覚悟したような床の感触や身体を打ち付ける痛みの類ではなくて……。






「大丈夫か姉上！」

「…………あ……」






　気がついた。

　エリノアは、駆け寄って来たブレアのたくましい腕に受け止められていた。






　が……

　エリノアは、間近に見える王子の凛々しい顔に慌てるよりも先に……怪訝な思いに駆られる。






「あ、ありがとう、ございます……？」






（……あれ？　今ブレア様、なんて言った……？）






　確かに今──王子は自分のことを『姉上』と呼んだ。






「？　？　？」






　エリノアが怪訝そうなのと同様に、それを聞いたオリバーや執務室内でこの騒動を唖然と見守っていた官たちも「ん？」と、おかしな表情をしていて……皆、不可解そうに王子の顔をまじまじと見ている。

　それを見て、やはり聞き間違いではなさそうだ……と思ったエリノアは……。






　ハッとして青ざめる。






　現状、自分のことをそう呼ぶものは──たった一人しかいない。

　エリノアの脳裏に、にゃは～ん♪　と、しっぽをくねらせる黒い獣の姿が思い浮かぶ。






（ひっ、まさか──……グ……グレン……!?）






　エリノアは言葉を失って。心配そうにこちらを見下ろす〝ブレア〟を食い入るように見上げた。






　──グレンはエリノアのことを『姉上』と呼ぶ。

　それは、どうやら彼の母であるコーネリアグレースが、元々はエリノアの弟ブラッドリーが魔王であった時代、彼の乳母を務めたことが関係しているようだ。つまり……グレンは魔王とは、人間で言うところの乳兄弟。それもあってか、彼は普段からブラッドリーに馴れ馴れしく、且つ、その姉であるエリノアのことも、乳兄弟の生まれ変わりであるブラッドリーが呼ぶのに倣い『姉上』と呼んでくるらしいのだ。が──……。






　エリノアは青ざめる。まさかまたあの愉快犯グレンがブレアに化けているのかと。彼女がそう思ったのも無理はなかった。奴の前科は数えきれず……。

　──けど、とエリノアは自分が放り投げ入れられた執務室の中を怯えた様子で窺う。

　そこには幾人もの高官や書記官たちの姿がある。仕事の手を止め不審そうにこちらを見ている者、隣の者と顔を見合わせている者……

　それを見てエリノアの顔の血の気がさらに引く。

　宮廷とは、王族の住まいである王宮とは違う。政治の場だ。そんな大事な場所に忍びこんで……魔物グレンはいったい何をしでかそうというのか……。






「ぅ……うぅ……」






　どうしたらいいんだとエリノア。顔面を汗が滝のように流れ落ちる。

　こんな人の多いところで、いったいどうやってこの黒猫を回収したらいいんだろう。






「どうした!?　大丈夫なのか？」






　エリノアがブレアの腕の中で身を竦ませていると、その様子にブレアが不安そうな顔をする。

　執務室に現れたオリバーが、エリノアを放り投げようとしていることを察したと同時に駆け出していたブレア。

　瞬発力を駆使してなんとか娘を無事受け止めたと思ったのだが……腕の中の娘はどこか様子がおかしい。

　もしかしてどこか怪我でもさせてしまったかと慌ててエリノアの身を調べようとする青年の──。






　……フリをしているだろうグレンのそのあまりの演技力（※違う）に──エリノアが目を剥いて慄いている。

　が……エリノアはぶんぶんと頭を振った。






（だ……ダメだわ……驚いてる場合じゃない！　私が……私がこの演技派猫の所業を止めなければ……！　みんなが騙される……ブレア様の大事な職場が荒らされてしまう！）






　そう痛切に思ったエリノアは──腹をくくって──。






「っ!?」






　──次の瞬間、エリノアを案じていたブレアに予想外のことが起こる。

　彼の腕の中にいたエリノアが、いきなり──……ガシッと……ブレアの両手をとったのだ。その思いがけない大胆さにブレアが凍る。






「ど……どうしたエリノア……？」






　ギョッとしたブレアに、彼女はまるで挑みかかるような目をして、低い声で言った。






「（猫）殿下…………一緒に逃げましょう……」

「!?　!?」






　エリノアの据わった目……有無を言わさんとばかりに鼻先までに寄せられる顔……繋がれた両手に動揺していたブレアは……その言葉に困惑を深める。






「な、何……に、逃げる……？」






　心配やら恥ずかしいやら意味が分からないやらで……平静さを失ったブレアは──もちろん己がエリノアのことを『姉上』などと呼んでしまったことが全ての原因だということにも気がついてはいない。

　周囲では、オリバーや官たちがポカーンと口を開けて二人のやりとりを見ている。

　そんな彼らの前でエリノアは「いざ！」と、勇ましく立ち上がると……繋いだブレアの手を神妙な顔でぐいぐいと引っ張った。






「エ、エリノア……？」※ブレア。汗をだらだらかいている。

「さ……行きましょう（偽）ブレア様……」※エリノア。無駄に凛々しい。

「し、しかし……」

「お急ぎくださいませ!?　わたくしめから逃げようったってそうは行きませんからね！」

「!?　!?」






　──そうして……。






　ブレアは何故だか鼻息の荒いエリノアに連れ去られて行ったのだった。






　パタンと閉じられる執務室の扉。そこに消えて行った王子と殺気立った娘の様子に……。

　執務室に残された面々はしばしの間無言であった。が……。

　立ち尽くしていたオリバーがボソリと言う。






「…………なんか……俺には理解できねぇ事態が起こった気がしたんだが……？　……〝姉上〟……てなんだ？」

「「…………」」






　問われた高官たちは、無言。誰にも何も分かりはしない。

　と、そんな中……この事態にも、一人冷静に奥で仕事をしていたソルがオリバーの近くまでやってくる。






「？　皆さん何をぼんやりなさっているのですか。仕事してください」






　真顔のソルにオリバーが呆れる。






「お、前なぁ……今ブレア様が新人娘に連れ去られただろう!?　そしらぬ顔か!?」

「はあ……逢瀬のために随分手段を選ばないお嬢様だなとは思いましたが……いいではありませんか、結局はお二人でお過ごしになるということでしょう？　まあ、サロンのほうの茶会もせっかく用意いたしましたからあちらにもお立ち寄りいただきたくはありますが…………問題ありません。それよりも……」

「!?」






　ソルにジロリと睨まれてオリバーが眉間にしわを寄せる。






「な、なんだよ……」

「女性を放り投げるとは……あなたはいったいどういう神経なのですか……？　無礼にも程があります。騎士の名が泣きますよ！」

「!?」

「そもそもあなたたちは──筋肉至上主義などと──その筋肉は女性を放り投げるためのものでは──騎士道精神が──」

「ちょ、それ……後でもいいだろ!?」

「いえダメです」






　オリバーは、冷たい顔のソルに、延々、こんこんと説教される羽目となり……ブレアを追いかけることができなかった……。
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　──妙な既視感だった。






　己の手を引き、前を駆け足で急ぐ娘。

　そう遠くないいつか、どこかで同じような出来事があったような気がするが──それがいつだったのかが思い出せない。






　──こんな不可思議な感覚は今日に始まったことではない。






　黒髪の揺らめく後ろ姿を見つめるブレアの目が惑う。






（エリノア……どうして私はお前を見ると──……）















「──…………よし。無事に逃げおおせたようね……」

「…………」






　そう言う娘は、柱の角から半分だけ顔を出して、周囲をジロリと睨んでいる。

　ブレアを連れて宮廷を出たエリノア。人気の少ない建物の裏手にまわり、辺りを警戒している様は少々挙動不審だ。

　そんな娘の後ろで、ブレアはひたすらに無言である。






「…………」

「このまま人気のないところまで引きずりこんでやる……。ふう、一か八かだったけど……騎士オリバーを撒くなんて私も少しは足が早くなったようね」






　額の汗を腕で拭いながら、良かったと安堵する娘の後ろで──ブレアは多分それは違うだろうなと思った。









「……ところで……」






　しばしの間沈黙していたブレアが、コホンと一度咳払いをしてから問う。






「……これは……いつまで繋いだままに……？」

「え？」






　地味に赤い顔でエリノアに問うと、娘の視線が「これ」と示された二人の手に落ちる。

　エリノアにがっしり握られたものの、握り返していいのかが分からずにジリジリしているブレアの手。

　それをきちんと認識すれば……互いの立場や状況を考えて、さすがに彼女も慌ててブレアの手を解放するのだろう……と、やや寂しく思ったブレアの目論みは──しかし、きれいさっぱり裏切られる。

　エリノアは……不審そうな顔でブレアを見て、何故かいっそう手に力をこめる。






「!?」

「なんなの……？　私から逃げようとでも……？」






　エリノアは、もう片方の手でガシッとブレアの服の下端を握りしめた。驚くブレアをよそに、娘の顔は、絶対逃がさんと言いたげで。睨むように見上げられたブレアが困惑している。






「いや……逃げようというわけでは……しかし……」






　ブレアは彼なりに慌てて、エリノアと、繋がれた手との間で視線を彷徨わせる。

　恥ずかしいことこの上ないが、正直なところ手を繋げるのは嬉しかった。






「…………いいのか……？」






　青年が気恥ずかしそうに問うと──途端、エリノアの顔が、うっと怯む。






「ちょ……ちょっと！　そういうしおらしい照れた顔するのやめて！　ま、まったく……（グレンのくせに）ブレア様（の顔）だから調子が狂う……」

「……」






　エリノアは、はー嫌だ嫌だとぼやきながらも、顔が熱いのか……片方の手で己の顔を扇いでいる。そんな姿を見て、ブレアの表情がわずかに綻んだ。

　この後の時間、茶会を開きエリノアをもてなす予定だったブレア。

　エリノアの逃亡劇の理由は、まるきり、さっぱり分からなかったが……ひとまず、共に過ごせることが嬉しかった。

　茶会は無駄になるかもしれないが……。






（……まあよい……ソルとご尽力いただいたハリエット王女には申し訳ないが……）






　宮廷裏は緑が美しく整えられていて、人も少なく静かだ。天気もよく、二人の間には緩やかな風が流れている。こうして穏やかな時間を共に過ごすのも悪くない。






　──と、エリノアが王子主催の茶会にメイド服で来ようが、自分に対する口調が少々乱暴でも一向に気にしないブレアが密かにほのぼのしていると──。






　そんな彼とは裏腹に、彼の前をハラハラハラハラしながら歩いていた娘が、不意に彼を振り返る。娘はおどろおどろしい顔で、ブレアに向かって呼び掛けた──。






「子猫ちゃん……」






　……と。






　その途端の……青年の表情のこわばりようはすごかった。

　歩いていた二人の足がちょうど、人気のない裏庭にたどり着いた時のことだった。






「……こ………………」






　思いがけなさすぎる呼びかけに──思わず言葉が詰まる。形の良い灰褐色の瞳はギョッと見開かれて……。






「……子猫……？　…………もしやそれは……私のことか……？」






　と、娘の目がジロリと細くなる。






「あなた以外に誰かいます？」






　驚愕する王子の問いに、エリノアは即座に答えた。

　彼女としては、ひとまず人気のない場所に〝ブレアなグレン〟を連れて来ることができた。今後、もうこういったことがないように、ここで一度、この演技派愉快犯猫を、しっかり叱っておかなければと意気ごんでいた。






「まったくこの子は……遊ぶのは家でって言ったでしょう？　どうして待っていられないの」

「………………」






　手を繋いだまま子供のように叱られたブレアが戸惑っている。ちなみに、普段から素行のいいブレアは幼少期からほとんど誰にも叱られたことがない。あるとすれば、王妃にあまりに女性の影がないことを嘆かれるか、オリバーにチクチク嫌味を言われるか、あとはもう少し表情を豊かにできないかと心配される程度で。

　しかも幼少期を除けば身体が小さかったことも、愛らしい容姿などでもないブレアが、誰かに〝子猫ちゃん〟などと呼ばれたこともあるわけがなかった。






「……子猫……」






　唖然とするブレアをよそに、エリノアは困り果てている。






「困ったわ……どうしたらあなたの（悪巧み）欲求を止められるのかしら……まさか魔の手が宮廷にまで及ぶとは……」

「…………」

「もしかして……愛情不足なの!?　いつもつれなくされているから!?」






　だからかまってちゃんなのかと問われて、ブレアが怯んだ。






「…………ぅ……」






　エリノアは「君主ブラッドリーからの」という意味で〝ブレアなグレン〟に問うたのだが──。

　ブレアからすると、まるでエリノアに対する己の堪え性のなさを指摘されているかのような気がした。そんなに自分に会いたかったのかと遠回しに言われているような気がして。気恥ずかしそうなブレアの顔色はだんだんひどいことになっていく。






（……やはり急に呼び出したのは強引すぎたのか……家（王宮）で会うまで待てと……）






　と、エリノアがハッとした顔をする。






「まさか……今回のブレア様の呼び出し状……あれもあなたの仕業だったんじゃないでしょうね!?」

「すまん……私だ……」






　苦悩に満ちた顔のブレアの身体が斜めに向く。

　エリノアの口はあんぐりと開けられた。
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「……文書……偽造!?」

「ぎ、偽造……？」






　ショックを受けて頭を抱えるエリノア。それを見たブレアは戸惑っている。






「なんてことなの……（猫に）国家が弄ばれている……書記官様まで使って……な、なんという重罪……」

（※重罪と言われてブレアが、うっと呻く）

「なんとかしなきゃ……でもブラッドリーはもう抱っこ紐は嫌そうだったし……私が責任持って監視するしか……？　え？　でも昼間は仕事だし……猫連れでお仕事なんか……は、そうだ！」

「エ、エリノア？」






　ぶつぶつ独り言を言い続ける娘の名をブレアが呼ぶ。と、エリノアは、がばりと身を起こし、真面目な顔でブレアの両腕をつかむ。そして──。

　まるで……どこぞの異世界の名プロデューサーが、新人アイドルにでも言い渡すような口調で、言った。






「よし…………ひとまず君……侍女に化けようか？」

「な……、に……!?」










[image: ]










　ギョッとするブレアに、エリノアはパッと表情を明るくする。






「そうよ、そうだわ。侍女だったら宮廷にいても王宮にいても目立たないし……上級侍女が下級侍女に手伝いを頼むのも自然なこと……私が連れていても目立たない！」






　いい考えだわと、一人納得しはじめた娘に──ブレアは心の中で……どこがだ!?　と、激烈に突っこんだ。

　エリノアは〝ブレアなグレン〟……つまり、変化自在な黒猫魔物に、〝メイド服を着た女の子〟に化けろと言ったつもりだが……ブレアはそれを、〝侍女の服を着て女装しろ〟という意味だと受け取った。

　青年は、思わず──侍女たちの──エリノアと揃いの制服を己が着ているところを想像し──。

　その異様さに、うっと青ざめて甚大な精神ダメージを受ける。（※かわいそう）

　それは──絶対に目立つやつなのでは……!?　と、ブレア。息も絶え絶えである。






「…………エ、エリノア……話が一つも見えてこないのだが……何故、女じょ……」

「え？　だって」とエリノアはすんとした顔で言う。






「あなた、前も女装してたでしょう？」

「!?」






　グレンが以前、己の姿になったことを思い浮かべながらエリノア。だったら違う女の子にだってなれるはずだと思って──……。

　しかし、どうしてだか〝ブレアなグレン〟は、突然おびただしい汗をかきながら、拒絶反応を見せる。エリノアは不思議に思った。

　娘はキョトンと首を傾げ……。






「……私の制服貸してあげようか？」……と、言った。






　その言葉にブレアが再び動揺する。






「お、お前の制服を……私に着ろと……？」






　なんだか色々と思うところがありすぎて気が遠くなるブレア。

　しかしそれを根性で耐えた青年は、なんとか平静を装いながら手のひらを上げる。






「いや……申し訳ないが…………私は女人の装いは好まぬ……それにおそらくサイズも合うまい……いや、そうではなく……頼むエリノア……ひとまず何故そのような要求を私にしているのか、わけを説明してほしい……」

「え……？」

「お前と共に過ごすには……かような試練が必要なのか……？」

「しれん？」






　エリノアが今度は反対側に首を傾げる。この猫はどうしてこんな小芝居をしているんだろう。（※してない）

　だって、以前エリノアわたしの姿でリードにちょっかいを出した時は（※二巻十一話参照）、あんなにノリノリで楽しそうに女のフリしてたじゃないの──。






　……と、思ったところでエリノアは、不意に何か違和感を覚えた。

〝ブレアなグレン〟は、何故だか非常に困ったような顔で……。

　垣間見える切実さが、なんだかとても……。






〝グレンらしく〟、ない。






「…………あれ……？」






　何かが引っ掛かった。悪い予感しかしない引っ掛かり方だ。

　なんかこんなこと前にもあった気がするぞ、とエリノアの本能にグサリと警告めいた何かが刺さる。






（あれ？　あれ？　あ……れ……？）






　エリノアの頭の中に走馬灯のように過去の映像がさらさらと流れて行く。









『……ブレア様はもっといつも怖い顔だったような……目も、もっと尖ってたと思うわ……』

『……やっぱり見た目が同じでも、中身がビシッとしてないと引き締まらないのかしらね？　中身、猫だもんね』

『……ねえ、ちょっと……猫になってくれない？』

『……ほら、ちょっとふかふか猫になってごらん？　豹でもいいわ。ちょっともふもふさせなさいよ──』






　……過去に己の勘違いで犯した過ちを思い出したエリノアの顔面から──まさか──……と、血の気がひいて行く。

　ついでに本日分の己の発言、行動の一切合切をそこに足すと──……。

　いっそ気持ちがいいくらいに一気に身体が冷えていった。

　そのまま真っ白な顔色になったエリノアを見て、ブレアが驚いている。






「……エリノア!?」






　──その心配そうな、真摯な表情を見たエリノアは……。

　ブルブルしながら、なんとかかすれ声と最後の勇気を絞り出した。






「…………ブ…………」

「？　エリノア？　大丈夫か？」

「…………ブレア、さま……？」






　もはや泣きそうなその声に、ブレアが目を瞠る。






「顔色が……気分が悪そうだエリノア、医師のもとへ行くなら連れていくが……」






　抱えてもよいかと、優しく問うてくる青年の声には気遣いがこもっている。

　大きな左手は娘を気遣うようにさりげなく背を支え……右の手は体温を測るように額にそっと乗せられた。

　その──ふわりとした感触を感じた瞬間、エリノアは──察した。察して──諸々察して──……。






「っ────……」






　そのまま気が遠くなった。






「!?　エリノア!?」






　ふーっと、天に召されるような姿で崩れ落ちていくエリノアに、ブレアがものすごくギョッとしている。

　エリノアはその顔を虚に見ながら心の中で、叫ぶ。






　──ブレア様……

　──だって……

　──だって、姉上って呼んだじゃないかぁああっっ（泣）!!
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　崩れ落ちた娘を咄嗟にブレアが支える。






「エリノア!?」






　紙のような白い顔。ぐったりと力の抜けた身体。閉じられた瞳を見ると、どっと全身に焦りが広がる。が……ブレアはそれでも冷静さは失わなかった。

　青年は、エリノアを支えたまま、すぐに上着を脱ぐと、それを素早く草の上に広げた。そしてその上にエリノアの頭を乗せて、地面に楽な姿勢で横たわらせる。

　右手で娘の呼吸を確かめて、同時に左の手を彼女の首の付け根に当てて脈拍を探った。






「……遅い……」






　呼吸はあるが、顔色は悪く額には玉のような冷や汗が滲んでいる。

　それを見たブレアは一瞬だけ苦しそうに眉間にしわを寄せて。躊躇なく娘の制服の第一ボタンを外した。少しでも呼吸を楽にするためだった。






　ブレアはこの娘の状態を、おそらく一過性の意識消失ではないかと判断した。一時的に、脳に行く血が欠乏したことが原因ではないかと。

　戦場にも出たことがあるブレアは、こういった症状で気絶する者を何度も目にしたことがある。

　差し迫った窮状に立たされた時、多くは新兵たちが恐怖で気を失うことがまれにあった。

　そういう場合、転倒時に怪我さえなければ、横たわらせ頭部の位置を低くさせてやればいい。そのまま安静にさせていれば血液が脳に行き渡りやすく、意識を取り戻すことが多い。──ただ……失神が長引くと、血流不足で脳に障害が残ることもある。

　ブレアの表情が不安に曇る。






「エリノア……」






　呼びかけて軽く頬を打つ。しかし反応はなかった。白い顔で、ピクリともしないエリノアを見ていると胸が締めつけられた。

　ブレアは周囲に視線を走らせた。が、もとより人気のない場所を目指していたエリノアに連れてこられた裏庭そこには、まずいことに人気がまったくない。

　誰ぞいるかとブレアが上げた声にも、応じる声はなかった。仕方ないと、ブレアは身を浮かせる。

　今、エリノアの傍を離れることには抵抗があるが、少し走れば誰かしら使用人なり衛兵なりはいるはず。その者に医師を呼ぶように頼み、すぐに戻ろうとブレア。しかしそれでも不安なのか、その目が一瞬エリノアの顔を見て──。






「──おや？」






　横たわるエリノアに目をやった、ちょうどその時だった。

　突然──ブレアのごくごく間近で声がした。






「!?」






　それが聞こえた瞬間、ハッとしたブレアの身体が反射的に動く。

　素早く身を返したブレアは、そこに──腕を伸ばせば楽に届く距離に男が立っていることに気がついた。

　ブレアが一瞬唖然とする。

　それは、かなり唐突なことのように思えたのだ。






（この者は……いったいどこから……）






　エリノアに気を取られていたとはいえ、普段から気配に聡いブレアがこんな間近に来るまで男の接近に気がつかなかった。直前彼が辺りを見渡した時には、確かにそこには何者の姿もなかったというのに。






「…………」






　草を踏む音すらしなかったことを不審に思ったブレアは、エリノアを庇うような形で身構える。手を貸してくれる者は必要だが……この男がブレアに気配を悟られぬように忍び寄ってきたのだとしたら、その理由が気がかりだった。

　まさか刺客かとブレアの胸に危機感がよぎる。






　──と……。

　唐突に現れた不審な男──その輝くような銀糸と、鮮やかなオレンジ色の瞳の男は。

　身構えるブレアなどには目もくれず、素早い足取りで横たわるエリノアに駆け寄って来た。






「エリノア様！」






　男は娘の閉じられた瞳を見て悲しそうな表情をする。

　その顔を見て、ブレアは思い出した。男は以前、王宮の廊下でエリノアと手を繋ぎながら共に歩いていた者だった。それを思い出すと一瞬胸が軋むが……男の害意のなさそうな様子にブレアの警戒がわずかに緩む。

　男に対する不審さがなくなったわけではなかったが──今は倒れた彼女が先だ。

　敵でないのならと、ブレアはエリノアに向き直り、娘を見つめる男に声をかけた。






「すまないが医師を呼んで来てもらえないだろうか。急に気を失ってしまったのだ。おそらく一時的なものだとは思うが……」






　と、そこでやっと男の目がブレアを見る。彼は一瞬、何かを見透かさんとするように、じっと食い入るようにブレアを見つめていたが……不意に、その口元がふわりと持ち上がる。






「……君は相変わらず心配性なんだね……大丈夫だよ」






　どこか親しげな言葉にブレアが怪訝そうに眉間にしわを寄せる。が、男はそう言うと、エリノアの傍らに膝を突き、彼女の手を柔らかく取って呼びかけた。






「エリノア様……起きてください」

「！」






　男がゆったりとそうエリノアを呼んだ、瞬間のことだった。

　エリノアと手を重ねた男の手のうちから光が生まれた。

　柔らかい光は繋いだ手を沿うように流れ、そのままエリノアの身体を伝ってそよぐ。

　光に包まれて──見る見るうちに、エリノアの青白かった頬に血色が戻るのを見て──ブレアが息を吞んだ。






「これは──……」






（回復、魔法──？）






　呪文もなく、陣もなく、魔法道具すらもなく。あっさり行使された技にブレアが目をまるくしている。と、エリノアの手を握っていた男が「よし」と安堵したように言った。






「もう大丈夫ですよ。まあ、そう重篤なものではありませんでしたし、すぐにお目覚めになるでしょう」

「そ……」

「──それより」






　一瞬ほっとした顔を覗かせたブレアに、男が言葉をかぶせるように言う。叱るような口調だった。






「ブレア……あまりエリノア様を驚かせてはいけませんよ？」






　ブレアを敬称なしに呼び、男はそう言うと……まったく警戒のない様子でブレアに向かって手を伸ばす。






「エリノア様はいろいろと心労を重ねておいでなのだから……いくら求愛活動の一環だとは言っても──」

「!?」






　その瞬間ブレアがギョッと目を瞠る。

　銀の髪の男は、まるで子供にするように、そのままなんと──大の大人であるブレアの頭を、よしよしと撫でたのだ。

　男は朗らかな様子だが……されたほうのブレアはというと……見知らぬ男の奇行に顔をこわばらせている。

　だが……そんな引き気味の王子を気にすることもなく──男はふと、ごめんねと彼につぶやいた。

　唖然としていたブレアは、その言葉に虚を衝かれたような顔をする。銀の髪の男は少し寂しげな目をしていた。






「たくさん祈ってくれたのに……リステアードを選んであげられなかったね……」






　男は厳しい顔をしているブレアにもう一度ごめんねと言って。その慰めるような響きにブレアは戸惑った。

　男が今言った名は……彼の兄、王太子の名前だった。






「──それは……どういう──」

「…………ぅ……」






　ブレアが青年に問いかえそうとした時、彼らの前に横たわっていたエリノアの口から呻き声が漏れる。






「！　エリノア……気がついたのか!?」






　見ると、うっすらとまぶたが開き、そこに緑色の瞳が覗いていた。声を掛けるとエリノアは、ブレアを見て眩しそうな顔をした。






「……ブレア……様……？」






　その応答に、ブレアの口からほっと息がもれる。

　顔色も、すでに普段と変わりない。






「……ああ私だ。よかった……大丈夫か……？　いや動くな、今医者を──」






　そう言って、起き上がろうとするエリノアを押しとどめ、顔を上げたブレアの動きが……一瞬止まる。






　──気がつくと……。






　もうそこに、銀の髪の男の姿はなかった。

















28　逃亡劇顛末。羞恥、エリノアのターン。












「……こぉらテオ坊ちゃん……」






　自慢の金棒でテオティルを器用に吊し上げたコーネリアグレースは、おどろおどろしい声で青年に言った。






「あ、コーネリア殿」






　吊し上げられておきながら……ほがらかに微笑を浮かべる聖剣に、婦人の目が尖る。






「のんきな……テオ坊！　勝手にうろついてはダメだと言ったでしょう！　何故第二王子と接触なんか……！」






　婦人が牙を剥いて怒ると、聖剣は「ああ、」と顔を綻ばせる。






「ブレアですか？　あの子は昔からよく私のところにも通ってくれて……信心深く家族思いで良い子です」






　王宮には子供が少ないですからねぇ、あの子は特に私のお気に入りでーと、長閑な花でも散らしそうな顔で笑う聖剣に……コーネリアグレースがキレる。






「ぅおだまらっしゃいっ！　何が子供か無機物め！　もう少し人間の生態をお学びなさい！　あんな好奇心と行動力に満ちた世代の若者のどこが子供か！　いきなり力を使うなんて……王子が坊の正体に気がついたらどうするのです！」






　愚か者！　……と、コーネリアグレースは、テオティルごと金棒を振り回しはじめた。が、テオティルは、何食わぬ顔でストンと身軽に金棒の上から降りて来る。婦人はそれを恐ろしい顔で歯噛みしながら睨んでいた。

　テオティルは、己の胸に手を当て神妙な顔で言った。






「仕方がなかったのです。エリノア様がものすごく怯えていらっしゃったから私は心配で……しかし……心配は要らなかったようですね、だって相手はあのよい子ですから」






　にこーと笑う聖剣に、コーネリアグレースはしらっとした目を向ける。






「……その良い子とあんたが直接話したことをお知りになったら……そっちのほうがよほど恐怖なさると思いますけどね……」

「？」






　やれやれとコーネリアグレース。






「まったく……今日は洗濯物も溜まっていて忙しいっていうのに……何かテオ坊を手っ取り早くシメる方法はないのかしらねぇ」






　はーやだやだと婦人がため息をこぼした、同じ頃──。






　エリノアは、宮廷の裏庭から医務室に運びこまれていた。

　白いシーツのかけられた寝台に身を起こした娘は、寝台脇に座るブレアを困ったような顔で見た。

　もう大丈夫だ働けるとエリノアは言うのだが……娘が寝台を降りようとすると、ブレアの顔が途端に曇る。その顔を見るとエリノアも弱くて……






　なんとも申し訳ない状況だとエリノアは肩を落とす。

　王子は忙しい職務の合間に、わざわざ茶会を開いて身体を休め、精神を癒そうとしていたのだろうに。

　給仕をするべく呼ばれた者に振り回された挙句、こうして倒れられていては気も休まるまい。






（……ブレア様の貴重な時間を奪うなんて……）






　そう思った娘の肩はますます落ちていく。

　が……本来ブレアは、エリノアと過ごしたいがために彼女を呼んだわけで、給仕をしろと呼び出したわけではない。が、エリノアの中ではそういうことになっていた。

　胃の痛む思いで見上げると、心配そうな王子の顔。その背後には、既にオリバーが駆けつけている。

　壁際から自分たちを静観するような騎士の目に見られていると、王子に話しかけづらくて仕方がない。が……エリノアには、ブレアに言うべきことがあった。娘は思い切って、おずおずと言った。






「あ、の……ブレア様……」

「どうした？」






　すぐにブレアから返事がある。

　ずっとしょんぼりしていた娘がやっと口を開いて。少なからずほっとしたブレア。

　気分は大丈夫か、水でも飲むかと穏やかに問うと……エリノアが唐突に──ガバッと寝台のうえに身を投げ出した。






「す──すみませんでしたぁあああ!!」

「!?」

「…………」※オリバー。生暖かい目。






　いきなりの土下座。その思い詰めた様子に……ブレアは驚き、オリバーは「まーたやってるよ」と、半笑いを浮かべる。






「やめなさい、どうした……何を謝る？」






　止めるブレアに、エリノアは寝台のうえに正座して懺悔を捧げる。






「わ、私……ブレア様に大変な失礼を……文書偽造だとか子猫ちゃんとか女装しろとか……」

「あ、ああ……そのことか……」






　頷くブレアの耳に噴き出す音が聞こえた。後ろでオリバーが盛大に笑い出したのだ。そのままゲラゲラと腹を抱える騎士を……ブレアが壮絶に睨んでいる。

　しかしエリノアは、騎士の反応などに気をはらっている余裕はない。娘は白い布団に埋まるほど頭を下げている。






「本当に……本当に申し訳ありません……わたくしめどうかしておりました……お許しください！」

「エリノア……もうよい。そのように嘆くな。身体に障る」






　エリノアは布団の上にヒキガエルのように這いつくばっている。

　ブレアは慌ててエリノアに寄り添った。つい数十分前に、その娘の青白い顔を見たばかりである。心配でならないブレアは、ハラハラしながら娘の両肩を引っ張り上げて、支える形で肩を抱き、布団に入るよう促した。






「謝るな……いいから横になりなさい」

「で、でも……」






　そうは言われても。エリノアはとても楽な気持ちにはなれなかった。

　自分はこの真面目で綺麗な目をした主人に、よりによって──『子猫ちゃん』『女装』と……。






（自分よ……何故あんなことを言った──）






　優しくされると余計にいたたまれず、思い出した途端、ドバッと涙が出た。






「……殿下……！　血の気が引きすぎてもう御手を煩わせることもなく自動的に死刑になりそうな気がします!!」

「お──落ち着け」






　……背後でオリバーはゲラゲラと笑い続けている……












「少しは……落ち着いたか……？」

「は、はい……」






　問いかけにエリノアは頷く。

　彼女の隣に座ったブレアは、エリノアの背を優しく撫でていた。

　その穏やかさに……なんとか落ち着きを取り戻したエリノアだったのだが。しかし。

　今度は落ち着きを通り越し、だんだんと動悸がひどくなって来た。

　王子自らに介抱されている不思議に、エリノアは今更気がついた。






（ブ……ブレア様、優しい……近い……優しい……）






「……エリノア？」

「！　っはいぃ!!」






　思わずほわっと浮き足立っているところを、心配そうに覗きこまれて。驚いたエリノアが跳び上がる。






「大丈夫か？」






　純粋に心配そうなブレアに心が痛む。






「ぅ……すみません……邪よこしまでした……」

「？」






　不思議そうなブレアに、恥入るエリノア。

　娘は滴る汗を誤魔化すように、コホンと咳払いをすると、「あの殿下」と、ブレアの顔を見上げた。






「一つお聞きしたいことがあるのですが……よろしいでしょうか……？」

「聞きたいこと？」






　なんだと視線で問うてくるブレアに、ペコリと頭を下げる。






「ありがとうございます。あの、ですね……いろいろと無礼を働いてしまったのは重々承知の上なのですが……」






　エリノアはそもそもを考えた。今回の騒動は、ブレアにもエリノアの勘違いを引き起こす要因があったと思う。いやもちろん、突然因縁をつけて来て、ブレアの執務室にエリノアを放りこんだオリバーの責任もあると思う。普段から散々エリノアを化かすグレンにもだ。

　しかし……エリノアは、ブレアが言ったことがどうにも引っかかっていた。

　ブレアは何故、あの時あんなふうに自分を呼んだのだろう。

　エリノアは、おずおずと問う。






「その……先ほど執務室で……ブレア様は何故私のことをあんなふうにお呼びになったんですか……？」

「？　あんなふうに、とは？」






　どうやらブレアは本気で分からないらしい。不思議そうな様子にエリノアは……思い切って切りこんだ。






「何故……〝姉上〟なんて……」






　──途端……






　医務室の中に沈黙が広がる。

















29　逃亡劇顛末。羞恥、ブレアのターン。












　深い──沈黙。






　エリノアとオリバーが──それぞれじっとブレアの反応を窺っている。

　エリノアの問いに対し、彼がどんな顔を見せるのか。二人は瞬きもせず青年を見つめている。そんな凸凹コンビに食い入るように見つめられた青年は──。

　一瞬呼吸を止めて。しかし落ち着いた顔のまま──まず、不安そうな緑色の瞳を見返した。






「………………姉上？」






　聞き慣れない言葉に、冷静なブレアなりに驚いたのか、目がまるく見開かれる。灰褐色の瞳の奥には戸惑いが浮かんでいた。






「……なんのことだ？」

「え……あ、の……」






　怪訝そうな言葉に、エリノアが困ったような顔をしてブレアから視線を外す。その先には医務室の壁に寄りかかるようにして立つ騎士オリバーの姿が。

　珍しく犬猿の仲であるオリバーに助けを求めるような顔をするエリノア。──と、これまた珍しく──オリバーも頷いて、エリノアに同調する素振りを見せた。

　騎士は、腕を組んだままけろりとした調子で「言いましたよ」と、ブレアに言う。






「確かにブレア様、俺が執務室に新人娘（エリノア）を放りこんだ時、こいつのことを、〝姉上〟と、呼んでおられました」

「……な、何……？」






　途端、ブレアの眉間がこわばった。オリバーは笑いながら腕をとくと、エリノアの寝台の傍へやって来る。






「俺も知りたいです。なーんで殿下がそんなことを突然言い出したのか。ははは、姉上って。だって。こいつ、こいつですよ？」






　こいつこいつと言いながら半笑いのオリバーはエリノアの眉間にドスっと指を刺す。エリノアは、うっと呻き声をあげた。






「ちょっ……なんで笑うんですか騎士オリバー……殿下に失礼でしょう！」






　エリノアは眉間に指を突き立てられたまま、オリバーのニヤニヤした顔を睨んでいる。調子に乗ったオリバーが指をグリグリしていると……突如、その手がパァンッ……！　と、弾かれた。






「……！」

「ぅ……ゃ……やめろ熊くっ……あれ？」






　突然のことに笑いを引っこめて、弾かれた己の手を唖然と見るオリバーと……そのオリバーに必死に抵抗していて何も見えていなかったエリノア。

　振り返ると……ブレアが暗黒顔でオリバーを睨んでいた。






「…………やめろオリバー……」

「………………すんません……」

「？」






　で……と、ブレアはややムッとしていた顔を平静に戻し、エリノアに向き直る。オリバーはその後ろでブレアによって叩き落とされた手をやれやれとさすっている。






「私が姉と言ったというのは……その……お前に向かってか……？」

「え……は、はい……そのように聞こえました……」






　ブレアの問いに、エリノアが恥ずかしそうに頷く。なんだか改まって確認されると、とてつもなく妙な状況だと思った。

　一国の王子に、しがない立場の自分がするべき問いではなかったかもしれない。そう思うと……エリノアの視線はだんだんと下へ落ちていき、代わりにどんどん体温は上昇していった。赤らんでいた頰の熱はあっという間に耳にも額にも広がっていって。口元は気恥ずかしそうに結ばれている。

　その緊張した目が様子を窺うように、ちらりと上目遣いに自分に向けられた時――。

　一瞬、グラっと来たブレアは……いやそれどころかと内心で思い切り己を叱咤した。※オリバーが生暖かい顔で見ている。

　娘は必死だ。その懸命さに自分も真面目に応えてやらなければ──と、焦ったブレア（顔に出ない）は……。






「！」






　思い出した。






　──確かにあの時──

　ひるがえるメイド服を目にした時。──……発せられた己の声が、エリノアをそう呼んだ。






「!?」






　鮮明な己の声を思い出して──……。






　その一瞬──静まり返っていた室内に、ガタッ……！　と大きな音が響いた。唐突な音にエリノアがビクッと肩を震わせる。






「え……？　ブレア様……？」






　どうやらそれが──イスの音だと察したエリノアは彼を見上げて──ぽかんとする。

　視界の中で……なるほど、王子の座っていたイスは先ほどよりも大きく後ろにずれている。つまり今の音はその拍子に鳴ったわけだ……ったのだろうが……。






　そうしただろう青年は……顔が……かつてないほどに赤かった……。

　それを見て、驚いたのはエリノアである。






「で、殿下!?　大丈夫ですか!?」






　無言で赤面しているブレアを見て、エリノアは思った。まさか──今の音は、彼が動揺して鳴らしたのか。

　そんなに驚かれるとは思っていなかった娘は、慌てて寝台のうえでブレアのほうへ身を寄せる。

　いつも冷静なブレアのことだ。もっと冷静に、淡々と理由を話してくれるのではないかと……思っていたのだが……。

　しかしその動揺を見て、エリノアはなんとなく察した。王子は、意図的に自分のことを『姉上』と呼んだわけではないのだと。






（な、なんだ……別に意味があったわけじゃない、のか……）






　そうかそうかとエリノア。

　王子だって人間だ。うっかり人の呼び名を間違えてしまうこともあるだろう。

　そうだったのか……と思ったエリノアは――そこでハッとして。しまったとブレアを見る。エリノアが納得している隣で……ブレアは……。

　顔面を押さえ、無言で苦悩の表情を浮かべている。※恥ずかしい。






（…………しまった……ブレア様が……超絶、不快そう……）






　エリノアは慌てた。

　己が主人の単なる言い間違いをわざわざ追求し、恥をかかせてしまったことを悟った。娘は慌てて手を振る。






「あ……申し訳ありません、つまらぬことを……いいんですよ!?　別に……殿下が私をなんとお呼びになっても……！」






　なんだか……苦悩している彼が可哀想で……

　エリノアは、室内の空気を変えようと懸命に腕を振った。

　特に壁際の騎士の顔がいただけない。ニヤニヤ生暖かく笑う騎士に、エリノアはギョロ目でやめろと訴える。が……。

　そんな慌てた娘には、残念なことに……すべては以前、ブレアをグレンだと思いこんだエリノア自身が、彼に『姉上』と呼ばせたことが原因（※強要はしなかった）なのだとは……カケラも思い出すことはできなかった。

　そして当然ながら、メイナードによってその時の記憶を消されているブレアもまた同様である。

　ブレアは羞恥から立ち直ることができずに呻く。

　自分が何故そのような間違いをするに至ったのかが分からずに、彼は無性に恥ずかしかった。相手が他でもない、エリノアであるだけに余計である。

　なんせこの男──ついこの間、様々な葛藤の末、やっとエリノアを名前で呼べるようになったばかりで……。






（わ……分からぬ……何故私はそんな間違いを……）






　答えはもちろん、グレンのせい。……だが、当然そんなことはブレアには分からない。

　そもそも〝姉〟という単語はどこから出て来たのだとブレア。

　もしやあの直前──彼女と共に暮らす弟が羨ましいだのと思ってしまったのが原因か。──そう思うと……更に己が女々しく思えて余計に気恥ずかしい。

　ブレアは……苦悶を浮かべ……なんとか言葉を絞り出した。






「…………す、すまない……それは……非礼を……」

「え？　い、いえ、そんな……姉でも妹でもお好きにお呼びください。こ……光栄です！」






　エリノアはそうブレアを励ましたつもりだが、ブレアは複雑そうな表情を浮かべる。その顔を見て──エリノアが再びそこでハッとする。






（そ──そうか……！）






　閃きにエリノアが唖然とする。






（…………最近なんだか……ブレア様がやけに親しくして下さると思っていたのよ……）

（そうか……そうなんだわ……殿下は…………私を思っていてくださったのか……）












　──お姉さんだと。












　……

　……

　……

　……おそらく……この心の声を、オリバーが聞いていたとしたら……エリノアは速攻で顔面にビシッと手刀を落とされたことだろう。

　しかし残念なことに……この部屋唯一のツッコミ属性騎士にはエリノアの心の声が聞こえなかった。

　そういうわけで。止める者のいないエリノアの思考は確定に至り、娘はなるほどなるほどと頷く。

　エリノアは、全てを悟った。（ような気になった）。






「……意外です……だけどあり得る（？）……私、姉生活長いし……」

「…………」※オリバー。だがしかし何かを察する。






　きっと母性ならぬ、姉性か何かが滲み出ているんだな……と……。

　己の身長と、王子との歳の差をうっかり忘れ、かなり的外れなところに着地した姉属性生物エリノアは……。






　なんだか少し──……がっかりしている自分に気がついた……。






（あ、あれ……？）






　胸が少し痛いような、隙間風が吹くような、そんな変な心持ちだった。

　けれども。

　エリノアは、それを振り払うようにして、寝台の上で、大丈夫ですよ！　とブレアに勇ましく拳を握って見せる。






「そういうことならば……わたくしめ弟もおりますから得意分野（？）です！　どんとこいです！」

「エ、エリノア……？　いや、私は別にお前を姉と呼びたいわけでは……」






　急に張り切り出したエリノアに、ブレアが戸惑っている。（※しかし心的ダメージが大きくてエリノアに押し負ける）






　──そんな二人の背後で……笑う者が一人。






「すげぇな……」






　ブレアの背後でオリバーがつぶやいた。






「あのブレア様に子猫ちゃん？　女装しろって……？　阿呆か！　……すげー見たかったじゃねーか」






　先程のエリノアの謝罪発言の内容を思い出し、くそーと悔しがるオリバー。

　そんな彼の前で、崇める王子は赤くなったり青くなったり……もはや自分の存在は忘れ去られているようだ。

　それを見ながら……。

　オリバーは、もう一度、しみじみと言った。






「……すげぇなぁ……」






　あんなに必死で表情豊かなブレアをオリバーは見たことがなかった。

　寡黙な彼の感情がああもはっきり表に出てくることはそうそうなくて。……その貴重な機会のすべてには、あの娘が関わっているように思えた。






「なんだかなぁ……」






　オリバーはため息をつく。

　ずっと、敬愛する王子の相手には、それなりの令嬢をと願い続けて来たが──。






「…………ブレア様に〝子猫ちゃん〟なんて言える令嬢……他に見つかる気がしねー……」

















30　吹っ切れた熊騎士












「……今日はもう家で休め。送らせる」

「え……」






　寂しげにそう言われて。

　馬車を手配するようオリバーに命じるブレアに、エリノアは戸惑った。






「そんな馬車なんて……歩いて帰れます。それに私はもう大丈夫です。お仕えもちゃんとできますよ？」






　エリノアは急いで寝台の上から降りる。一介の使用人が王室の馬車を利用するなんてとんでもない話だった。

　それに強がりなどではなく、何故だか身体はとても軽かった。

　目が覚めてしばらくはぼんやりもしていたが、今では倒れたというのが嘘のように頭もスッキリしている。気力も十分充実していて、すぐにでも働けそうだとエリノアは思った。もちろん……それはテオティルのおかげなのだが……エリノアはまだそれを知らない。（※知れば仕事どころではなくなると思われる）

　倒れたり寝そべったりしてしまったから、乱れた身なりを整えてくる必要はあるが、それ以外は特に違和感もなかった。

　エリノアは、平気であることを主人に示すために、キリッと背筋を伸ばし、ブレアに向かって朗らかに言った。






「お気遣い大変ありがたく感じます。でも……ご迷惑でなければいつも通り勤務させてください」

「…………」






　が──

　それでもブレアは困ったような顔のままだった。……明らかに心配している。それも、ものすごく。

　それはエリノアにも伝わった。






（ぅ……）






　ブレアの無言の心配を感じ取ったエリノアがたじろぐ。

　申し訳ないが……つい……ほっこりしてしまった……。






（……ブレア様が私を心配してくださっている……お、お姉さんな私を……）






　キュンとした。

　何故かブレアのいかめしい顔がとても可愛らしく思えてくすぐったかった。

　それは光栄だし、有難いし、嬉しかった。

　湧き上がってくるのは、心の底からこの人のお役に立ちたいという気持ちだ。

　おそらく……〝お姉さんと思われている〟＝〝頼りにされている〟というエリノア的図式も大いに作用した。

　頼りにされていると思うと……ついつい頑張ってしまうのがエリノアである。

　こんな凛々しい人に、こんな可愛らしい顔で頼りにされてしまったら……ときめきすぎて──……馬車馬のように働けそうだ、と──。

　ややズレた乙女心を彼女が発揮してしまったのは。青春のほとんどを労働と弟の世話に費やして来たエリノアならではである。

　額まで真っ赤にした娘は、うずうず拳を握る。






「で、殿下！　わたくしめ元気です！　お茶会のお給仕したいです！」

「……給仕？」






　ぜひ！　と言うエリノアに、彼女をもてなすために茶会に誘ったはずのブレアが、戸惑う。そういえばずっとエリノアが「給仕、給仕」と言っているのは何故だと彼は怪訝そうだ、が……。

　次の瞬間に、エリノアがてれっと微笑んだのを見て、たじろいだ彼はそれを忘れる。






「ぅ……」

「介抱していただいたお礼もさせていただきたいのです。ささやかなことしかできないのが心苦しいですが……せめておいしいお茶をお淹れします！」






　見るからに張り切っている娘に──ダメと言えないブレア。こっちはこっちでときめいている。

　自覚はないが、その隙をついてブレアに退出の礼をしたエリノアは、そのまま意気ごんで医務室の出口に向かいドアノブをひねる。そして一瞬立ち止まって、嬉しそうに首を傾げてにっこりと笑った。






「すぐサロンでお茶の支度を整えますので──ブレア様はゆっくりおいでくださいね！」

「…………」






　その顔を見た時ブレアは……痛感した……。






　──私は……。

　──このエリノアのてれっとした顔に相当弱いな……!?






　ひとたび剣を握れば負けなしで。戦場ではどんな困難な局面でも、活路を見出し決して歩みを止めなかった己の足が……今はその微笑みひとつで凍ってしまう。いや、足ばかりか全身が固まる。固まって、広がる感情に囚われてしまう。






（…………そしてそれが……欠片も嫌でないときている……）






　そう己を振り返ると──それがどんな名で呼ばれる感情なのかを思い出して、ひどく恥ずかしくなった。己がすでにエリノアに囚われてしまっていることを知り、青年は密やかなため息をこぼして──






　……いたのだが。

　エリノアは、もうその時にはドアノブを回して扉を開いていた。張り切った娘は鼻息荒く足を踏み出していて──そんな王子の痛切な感情には気がつかなかった。

　娘はそのまま元気に医務室を飛び出て行き──廊下からは、意気ごみすぎの娘が衛兵に廊下を走るなと注意されている声が聞こえて──……。

　ブレアはハッと我に返る。






「！　ま、待て、エリノア！」






　病み上がりで走るなと、慌てて娘を追いかけようとするが、それをオリバーに阻まれる。






「オリバー!?」

「まま、落ち着いてくださいよブレア様……医者も大丈夫って言ってたんですから、大丈夫ですよ。俺、追いかけて様子見ときますし」

「し、しかし……」

「大丈夫。なんかどうにもあいつ給仕のために呼ばれたと勘違いしてるみたいですけど……茶会の用意なんかソルがとっくにきっちり整えてるんですから。サロンに行ってもせいぜいでき上がった茶をカップに注ぐくらいしか仕事はないっス。茶会で大人しくさせときましょう。ね？　そのほうが安心でしょう？」






　冷静な顔の騎士は、エリノアが目の届くところにいてくれたほうがいいだろうと王子をなだめる。






「多分あいつ馬車なんか乗らないですよ。そうかといって城下を歩いて帰宅しているうちにパッタリ倒れられても嫌でしょう？　誰かをつけてもいいですけど、倒れてからでは遅いですよね？　大丈夫、茶を淹れるくらいなら安静にしているのとそう大して違いませんよ」

「…………」






　ブレアに言い聞かせる騎士は、本当は、エリノアが倒れるようなことはもうないだろうと思っている。が、あえてそうブレアを説得にかかった。

　彼の目から見るとエリノアは健康そのもの。ブレアは心配しすぎだ。が、それならばだ。忙しい中、王子が健気にも前倒し前倒しで仕事をこなし捻出したせっかくの貴重な時間だ。むざむざそれをお流れにすることもあるまい。

　オリバーは不意に、ふ……っと諦観ていかんしたような笑いを口の端に乗せる。






「もう……諦めて茶を飲みに行ってくださいよ……俺らも色々と上の方々にせっつかれて大変なんスからね……」






　王妃様とか、王太子様とか、ハリエット王女とか、とオリバー。耳の早いハリエットに至っては、もうこの騒ぎすらすでにどこかで耳に入れていそうで非常に怖い。側近は、ガシッとブレアの両肩をつかむ。






「な、なんだ!?」

「ブレア様……新人娘の微笑み一つに負けてる場合じゃないんですよ！　みんな期待してるんですから！　さっさと耐性つけてください！　ブレア様だってあいつと一緒に過ごしたいんでしょう!?　今日中に腕くらいは組みましょう。キスまでいってもいいくらいですよ！」

「!?」






　その言葉に、ブレアがぐっと喉をつめる。咳きこむのをなんとか堪えた青年は、赤い顔でオリバーを睨む。






「お、お前は……」






　いきなり何をと顔を歪めるブレアに、オリバーは容赦しない。どこか吹っ切れたふうのオリバーは──目をカッと開いてブレアに迫る。






「まずは頰くらいならハードル低いでしょう？　額とか耳とか首とか髪とか……色々手はありますよ！」

「……おいオリバー……発言に気をつけろ。お前の爛ただれた私生活が透けて見えるようだぞ……」






　やや白い目で言うブレアに、オリバーはケロっとして首を振る。






「大丈夫です、ブレア様の恋愛ごとに関しては、待たされすぎの王妃様方はもう、婚約前だとか順序がどうとか……そういう小事は問題になさらないですし、いきなり爛れても多分暖かく見守られますよ！」

「…………」






　呆れてものも言えないという顔のブレアに、オリバーは考えてもみてくださいと力説する。






「殿下だって、結局最終的にはあれを押し倒さなければならないんですよ!?　早めに耐性つけていただかないと──」






　寝所でまで俺にフォローさせるつもりですか──!?　と、言った瞬間オリバーは……。

　真っ赤な顔でこめかみに青筋を立てたブレアに、ゴスッと一発、強烈な拳を貰うこととなった。






「……言葉と腹に気をつけろオリバー……」（※冷酷な目）

「……っ……俺は負けませんからねブレア様……！」






　冷たい顔で自分を見下ろす王子に、騎士は、早く息子の妃が欲しい王妃様がどんだけ怖いかあんた知らないでしょう!?　と異議を唱え──。






　王子と騎士がそんなおかしな対立をしていた頃。

　サロンを目指したエリノアも、そこである者と対峙する羽目となっていた……。






「………………」

「………………」






　サロンの美しい扉の前で──無言でエリノアと睨み合うのは……。






　あの──

　ド天然書記官、ソル・バークレムであった……。

　出会いが出会いであったがために、エリノアは緊張と警戒に引きつった。それを静かに見下ろすソルの顔は、冷静すぎて、感情が読めなさすぎる上に圧が強い。二人の間には──ずももと不穏な空気が漂っている。

















31　ソルとハリエット












「……お嬢様……なんですかそのお姿は……」

「え……え？」






　厳しく眉をひそめ、いかにも嘆かわしいと言いたげに問われたエリノアが目をまるくする。






　ブレアたちと別れて意気揚々とサロンにやって来たエリノア。

　ところが──そのサロンに入ろうかというところで、件の書記官ソル・バークレムに捕まった。

　エリノアにとって彼は、なんだか冷淡な表情といい、意味の分からない挙動といい……あまり心臓に良い相手ではない。今日も何が気に入らないのか……しょっぱなからこれである。いったいなんなんだとエリノアがビクビク身構えていても、彼は一向に意に介したふうもない。

　冷たい顔で行く手を阻んでくる書記官は──どうやら──。

　エリノアのメイド服を睨んでいる。

　青年が気難しそうな顔で眼鏡の蝶番ちょうつがいを指で押し上げると、そのレンズの表面が鋭く光る。






「……あらゆる不測の事態を想定しておいたつもりでしたが……こう来られますか……さすがブレア様の意中のお方、なかなかに想定を超えておいでになる。まさか……メイド服でおいでになるとは……」

「え……」






　ぶつぶつ独り言を言っているソルに、エリノアがなんですかと不安そうな顔をする。






「あの、聞こえませんでした、もう一度……」

「ですから。これです、メイド服です！」

「ぅ……!?」






　ビシッと手のひらで示されて、ビクッと肩を揺らすエリノア。






「お嬢様……そのお召し物はあまりにも此度の会にはそぐいません！」

「え……あ、の……この格好どこかおかしいですか？　……普段どおりだと思うのですが……」






　失神騒ぎのせいで多少乱れはしたが、鏡だって覗いて来たし、土や草がつきしわになったエプロンだって、通りかかった同僚侍女になんとか頼みこんで交換させてもらった。エリノアだって、王子の茶会におかしな身なりで行くわけにはいかないともちろん分かっている。が……そんなエリノアを、ソルは威圧に満ちた目で見下ろして来る。

　どこがいけなかったのだろうとおずおず問うと、ソルはまた眉間に深いしわを刻んだ。






「おかしくはありませんが相応しくもありません。あなたはいったいここに何をしにいらしたのです。そのまま中へお通しするわけには参りませんよ！」

「!?　!?」






　サロンへの入室を拒絶されて唖然とするエリノア。






「や、ちょっと待ってくださいよバークレム書記官……だって……昨日時間と場所指定の手紙を持ってこられたのは……あなたじゃなかったですか!?」

「ええまさに」






　平然とそう頷いてから、ソルはため息をつく。






「私としたことが……ドレスコードの記載を忘れていたのですね……」

「ド、ドレスコォド……？」






　あまりに馴染みのない言葉の登場に、エリノアの声が裏返る。

　侍女は侍女である。給仕する側にドレスコードもくそもあるだろうか。

　それが適切な装いを意味しているのだとしたら、エリノアに相応しい装いはこのメイド服以外にあるわけがない。娘は困惑の表情を浮かべるが……。






　ソル側からすると、小規模で内輪なものとはいえ、王子主催の茶会に言わば仕事着で現れたエリノアは言語道断。まったく理解できないというエリノアの顔に、青年の顔には一層厳しさが増していく。






「お嬢様……わたくしのような者がご注意申し上げるのもなんですが……その格好はありません。せっかく殿下が安らごうという時に……お嬢様がその格好では」

「え……？　あの……侍女わたしの格好に安らぎとかを求めちゃうんですか……？」

「あなたがブレア様を安らがせずして誰がそうできるのですか!?」

「え……（な、何故か物凄い期待を寄せられてい、る……？）そ、そうですか……？　空気のようにお仕えするのが使用人かと思っていました……まあ、侍女にはそういう面も……（……ある、の……??）」






　今回の茶会に対して、認識の違う二人の会話は悲しいほどに噛み合わない。

　エリノアは給仕をしにここに来ているつもりだが、ソルは茶会参加者としての装いをエリノアに求めている。

　ソルは額を押さえながら、まったく……と、こぼす。






「殿下との茶会ですよ？　給仕をしに来ているのではないというのに……私はてっきり女性なら誰もが喜んで装ってくるものだと……」






　そう言うソルの言葉に、エリノアがえっと弾かれたように目を見開いた。






「え……給仕……じゃ……ない……？」

「給仕？　……茶会ですよ？」

「え？　茶会……ですよね？」






　戸惑ったような顔と怪訝そうな顔。確認しあった二人の間にシーンと音なき音が広がっていく。

　エリノアはソルの表情を見て、まさか、とつぶやく。






「…………あの、まさか……まさかとは思うんですが……もしかして……私にブレア様と差し向かいで茶を飲め、と──？」






　恐る恐る問うエリノアに、ソルが眼圧をあげて眉を歪めた。






「それ以外に──何があるというのですか──？」






　なんて当たり前のことを──と、言いかけて──ソルがハッとする。






「まさか……そんなこともお分かりで──なかった……!?」

「ぇ、えぇ!?」






　途端、思い切り残念な者を見る目で慄かれて……エリノアがなんと心外なと目を剥いている。






「いやっ!?　だって……っそ、そんなこと一言も手紙には……てっきり仕事かと……」

「そんなことこそ私は書いていなかったはずですが」

「そ……れは……確かに……」






　ソルがキッパリ言う通り、手紙には仕事だとは一言も書かれてはいなかった。だが──

　エリノアは超絶納得いかなくて、だらだらと顔汗流しながら思った。






（私も勘違いしたのかもしれないけど──ものすごく……いや絶対に、バークレム書記官の手落ちもある気がするのは私の──気のせいなの!?）






　いや絶対そうである。

　堅苦しさを前面に押し出したソルの手紙は、オリバー評するところ、「役所の督促状」で。






（な、納得できない……）






　エリノアは心底そう思ったが……苦情を申し立てようにも……ソルはすでにエリノアの顔を見てはいない。

　真顔に戻った書記官は、困りましたねぇとエリノアのメイド服をジロジロと眺めている。






「……ふむ、エプロンを外せば……まあ……いやしかし……華やかさに欠けるか……」

「あの……バークレム書記官……」

「ブレア様もあまり華美なものはお好みではないが……せっかく用意した茶会……やはり多少は特別さを演出したい……さて如何したものか……」

「あ、の……」






　エリノアはまずそもそもどうして己がブレアの茶会に呼ばれたのかと、そこを聞きたかった。

　が、エリノアの装いをどうするかに没入しはじめた書記官は、ちっともエリノアの呼びかけに応えてくれない。

　どうしようこの人、もういっそ、王子本人にことの次第を問いに戻るか……と、考えていると──。






「──そういうことなら任せてちょうだい」

「……ぇ？」






　突然、鈴を転がすような声がした。

　可憐な響きにエリノアが振り返ると……廊下の向こうから、侍女二名を後ろに伴った美しい乙女がこちらへやって来る。それを見たエリノアは、あっ！　と、反射的に表情を明るくした。






「ハリエット様！」

「ご機嫌よう、エリノアさん」






　現れたのは──王太子の婚約者、同盟国の王女ハリエット。

　彼女が大好きなエリノアは、頰を紅潮させて慌ててかしこまる。

　ハリエットはそんな娘の傍に立ち止まり、にっこりと笑顔を向けてから、ソルに声をかけた。






「こんにちは、バークレム書記官」

「これはハリエット様……おいででしたか（やはり見張っておいででしたか……）」

「ふふふ（当たり前よ、だって楽しそうなんですもの）」

「？」






　何やら含みのある顔で挨拶を交わす二人に、エリノアが不思議そうな顔をしている。

　と、ハリエットが朗らかに言った。






「ねえバークレム書記官、随分お困りのようだけれど、少しの間エリノアさんをお借りできる？」

「……と、いいますと……」






　ソルの問いに、ハリエットは実はねと、うきうきした調子で答える。






「先日わたくしが手配したエリノアさんのドレスがもうでき上がっているの。それを着てもらったらどうかと思うのだけれど」

「え？」






　突然の申し出に、エリノアがパチパチと瞳を瞬く。するとハリエットは、ほらとエリノアに思い出させるように言った。






「この間部屋へ遊びに来てくれた時に採寸したでしょう？　ドレスを仕立てるつもりだと言っておいたじゃない」

「あ……」






　言われてエリノアは、先日ハリエットの部屋を訪れた時、なんだかわけの分からないままに身体の採寸をされたことを思い出した。

　確かハリエットは、聖剣騒動で王太子が忙しくて暇だからエリノアのドレスでも仕立てるわと言っていて……。






「そういえば……」

「ね？　せっかく仕上がったのだし、わたくしとしても早くエリノアさんが身につけているところを見たいの。それがブレア様のお役に立つなら殊更嬉しいわ」






　可憐に首を傾け、どうかしらと問う王女に──ソルはまったく逆らわなかった。そのあっさりした了承に、ソルに散々驚かされたエリノアは目を剥くが……まあ当然である。二人の利害は一致している。






「それはそれは……是非お願いいたします。しかしお急ぎください。すぐにブレア様が参られます」

「ふふ、任せて」

「ぇ、あ、の……」






　自分抜きでさらさらとことが進んでいく様子に……エリノアがものすごく戸惑っている。

　このままでは、なんだか理由も分からないまま、『侍女→参加者』という心の切り替えもろくにできないまま。着飾らされ、王子との茶会という一大イベントに挑まされそうな気がして……かなり焦った。

　なんせ、王子との茶会なのである……そんな大それたものに侍女の自分が突然挑めと言われても、そうそう心構えなどできなかった。






「お、お待ちくださいハリエット様……バークレム書記官!?」






　せめてその茶会はどういった趣旨で、他には参加者はいるのか、そういった情報が欲しかった。それに王子においしいお茶をと意気ごんでいたが、それは叶うのかと──聞きたいことは色々とあって──。

　……しかし。

　次の瞬間エリノアは、唐突に両側からガシッと腕をつかまれる。






「ひっ!?」






　驚いて目をやると──ハリエットの侍女たちだった。

　エリノアの腕をしっかりとつかみ、にこ……と笑みを浮かべる顔には……どこか有無を言わさぬものがある。

　──もう諦めて王女の言う通りにしなさい、と、いう声が……鮮明に耳に聞こえるようであった……。






「ぅ……」（※女社会で生きているため、女性の圧に弱い）

「さてと、では行きましょうかエリノアさん。急ぎましょう」

「ぇ、は、はい……」






　ハリエットがにっこりと微笑み、ソルが「いってらっしゃいませ」とお辞儀する。

　そうしてあっさりとソルに送り出されたエリノアは──王女ハリエットに、ずるずると連行されていく。

　王女はいたくご機嫌で……しとやかな彼女にしては珍しく、小鳥のさえずりのような鼻歌をも口ずさんでいたという……。

















32　魔王の力の使い道。












　──グレンは揉めごとが大好きだった。

　主君であるブラッドリーの魔力のリミッターを怒りで外し、魔界側でこちらに来たくて来たくて仕方がないと待ち焦がれる同胞たちを呼び寄せるという目的も……あるにはあるが……。

　それを置いても、グレンは揉めごとを外野から眺めるのが大好きである。






　この日、忠犬ヴォルフガングは体調不良。

　グレンはその理由は知らなかったが（興味もない）、彼の不調により、グレンは再びブラッドリーからエリノアの警護を任されることとなった。

　はじめは気乗りがしなかった。最近、エリノアには聖剣テオティルが金魚の糞のようについて回っている。それがとても鬱陶しくてたまらないのだが……。

　だがしかし、エリノアのストーキングをはじめると……グレンはその気乗りのしなさをすぐに忘れてしまった。









「…………ブホッ」






　黒猫が物陰で噴いている。

　そして無言で悶え苦しみはじめた。いや──声こそ出さないが……どうやら笑い転げているらしい。どうして彼がこのような有様かというと……。

　また、エリノアが自分とブレアを勝手に取り違えたのを目撃した為だった。






「な、なんて懲りない勇者なんだろ……！　ぅ、迂闊が過ぎる……女神もよくあれを勇者にしたな……！」






　女神とは余程のんきな生き物らしいと、グレン。






「姉上もあれを本気で真面目にやってるから信じられないよ……こ、子猫ちゃんって……」






　大声で笑いたくて笑いたくて……しかし宮廷で潜んでいる現状それができず。グレンはヒゲの辺りがムズムズして堪らなかった。

　ブレアにもそうだが、そもそもあれがグレンであったとしても、よくもまあ魔物な自分に「子猫ちゃん」だなんて言おうと思ったものだ。グレンは呆れを通り越して感心してしまう。






「天性のうっかり者だなぁ……面白くて困る……」






　はー……と、深いため息をこぼすグレン。

　あのブレア──エリノアが、がっしり手を繋いで執務室から連れ出したブレアが、グレンでないと悟った時の、エリノアの顔は特に必見だった。すーっと顔色が白くなっていって。喜劇のように倒れゆく様は、まるで抜けかけたエリノアのマヌケな魂が目に見えるかのようだった。

　グレンはクスクス笑う。






「あとで絶対、聖剣野郎とブレアが接触したことも教えてやろうっと♪」






　エリノアは、今はまだそのことを知らないが、知ればきっと跳び上がって驚くことだろう。その時が楽しみでならないグレンは、ウキウキしながら──部屋の隅に置かれたテーブルクロスの下から室内を覗く。

　視線の先では──エリノアが、真面目な顔をしたハリエットの侍女たちに、あれよあれよという間に、身につけているメイド服を脱がされて行く。

　娘は時折「ぅ、あ、あの……」と、呻くように声を漏らしているが──どう見てもあの顔は状況に頭がついて行けていない。

　そんな彼女の前には一人掛けのソファが置いてあって、そこにゆったりと腰を下ろした王女は、茶を楽しみながらエリノアをニコニコと眺めている。






　グレンは翻弄されているエリノアをニヤニヤと見ていたが──不意に、そうだったと頭を振る。






「おっと、メイドに脱がされて下着姿の姉上にニヤけてる場合じゃなかった……仕事仕事」






　そう言って、グレンはペロリと赤い舌を口の端に覗かせて床を見下ろす。と、それと同時に絨毯張りの床に、小さいが複雑な転送魔法の陣が現れる。






「さぁてと……それじゃあ姉上にはもう一騒ぎ楽しませてもらおっかな♪」












　転送魔法でグレンが向かったのは、トワイン姉弟の自宅だった。

　そこにちょうど、昼食のためにモンターク商店から一時的に戻って来ていたブラッドリーがいた。






「…………姉さんが……？」






　報告を聞くと、ブラッドリーの目が一気に険しくなる。

　その目を見上げるグレンは、嬉々としてブラッドリーの足にまとわりついた。






「そうなんですよぅ、しかもブレアと二人きりだって言うんですぅ♪」

「…………」






　第二王子の名を聞いて、ブラッドリーは更にムッとした顔をしたが……その目は怪訝そうに黒猫を見下ろす。






「……姉さんは確か給仕に呼ばれたと言っていたはずだけど……その話……本当なの？」






　ブラッドリーは、今日エリノアがブレアの茶会に呼ばれたという話は既に聞いていた。いつもはブレアの私的な場所で働くエリノアは、執務室なんて緊張するわと言っていて……。

　信用ならない黒猫の言葉に、ブラッドリーは疑わしげな顔をしている。

　すると、黒猫は「ヤだなぁ」と、媚を売るような顔でゴロゴロと喉を鳴らし、尚のことブラッドリーの足にすり寄っていく。






「私が陛下に嘘つくわけないじゃないですかぁ。どうやら給仕とかいう話は、姉上様のいつものうっかりな勘違いだったみたいなんですよぉ」

「…………」






　姉のうっかりと言われてブラッドリーが黙りこむ。確かに姉はうっかり者だ。それで失敗していることも多々である。そうしてどうやら茶会の話が本当だと察したらしいブラッドリーは、苦々しい顔で舌打ちする。






「……ブレア……またあの男なのか……」






　……余談だが。シスコンのブラッドリーの頭には、「ブレアはエリノアが好きなのか？」という最初の前提となりそうな疑問が既にない。

　何故ならば、ブラッドリーにとってそれは愚問に値するからだ。

　この、少々拗らせた弟にとってエリノアは、誰がなんと言おうと、人類一優しく、愛らしく、器量良しなのだ。

　誰がいつエリノアを好きになってもおかしくはなく、ブレアも当然そうであると思っている。

　なんともまあ偏った認識ではあるが……この、ブレアを今消しても悪い虫は数多湧いてくるだろうというブラッドリーの認識が、多少はブレアの身を守っているとも言える。その理論からすると、エリノアに近づいて来る虫は次々湧いてくるはずで、ブレアを消しても無駄なのだ。






　そういうわけで……ますますシスコンが悪化して来たらしいブラッドリーは、実感のこもった声をもらす。






「……ああ、もういっそ姉さんとリードだけを連れて魔界に帰りたい……」






　三人だけで暮らせたら幸せなのに……とつぶやくと、黒猫があははと半笑いで突っこんでくる。






「陛下、それだと多分リード死にます、魔界には濃い瘴気しょうきがありますし。姉上はどうだか分かりませんけど」

「…………」






　指摘にムッとして。無言で睨むと黒猫は尾をくねらせて、えへっと笑う。






「やだー陛下ったら素敵なお顔♪」

「…………」

「それでぇ、どうなさいますか？　茶会、邪魔しに行きます？　現在姉上はハリエットとかいう他国の王女に身ぐるみ剥がされた上めかしこまされておりますが……」






　黒猫はワクワクした様子で主君を見上げる。

　ブラッドリーはどうするだろうか、ブレアとエリノアがイチャイチャしようものならきっとまた激怒するはず──と。期待に瞳をまるくして……。

　が……。






　ブラッドリーはしばし何やら考えるそぶりを見せた。そして沈黙の後、彼は、低い声でつぶやいた。






「………………ブレアは……」

「はい！」

「──無視しよう」

「…………は……？」






　主君の言葉にグレンがぽかんとする。

　グレンの期待をよそに、ブラッドリーはふんと鼻を鳴らし、切り捨てるように言った。






「あいつは姉さんの視界にも入れたくないけど……仕事相手なんだしある程度は仕方ない。茶を飲む程度なら……まぁ……許可してもいい。せいぜい姉さんに高級な茶と茶菓子でも貢いでくれればいいよ」

「……えー……」






　主君は「もちろんブレアが姉さんに何かしたら消すけど」とは付け加えたものの。あまりに期待外れな言葉に、グレンがそんなぁという顔をする。が、ブラッドリーは……それよりもだ、と黒猫を視線で射る。そのあまりに真剣な眼差しに、驚いたグレンが思わずヒクッとシャックリをして──。

　黒猫が身をすくめ、恐々と主君の言葉を待っている、と……。

　ブラッドリーは厳かに言った。






「僕は──……着飾った姉さんが見たい」

「──ぇ、」






　ど真剣な魔王の顔に……グレンが、ガーンと言葉をなくす。






「………………へ、陛下……？　え……そんな厳かな顔で？　なんかめちゃシスコンなお言葉が聞こえた気がしたんですが……」

「（無視）害虫野郎ブレアなんてどうでもいい。そんなことより……姉さんは普段全然着飾ったりしないし……ものすごくレアなんだよ。王女が監修するなら……多分化粧もするよね……!?」

「え？　ぇえとぉ……」






　戸惑う黒猫を尻目に、ブラッドリーは暗い顔でガリッと己の爪を噛む。






「エリノア姉さんが可愛い格好するなら、今回は絶対に僕が最初に見たい……この間の舞踏会の時はあのルーシーのほうが先だったんだ……！　しかも色々あったから姉さんを十分に誉めてあげられなかった！　それが僕は死ぬほど悔しくて……だから今回は、絶対にブレアより後は嫌だ。僕が最初に見て、最初に姉さんに可愛いよって言いたい……ブレアが僕より上手い褒め言葉を先に言ったりしたら絞め殺したくなる……」

「………………」






　言って、主君はフッと笑った。グレンは……彼の声音のおどろおどろしさにゾッと身を凍らせたままで。そんな黒猫にブラッドリーは微笑みながら言った。






「ふふふ……グレン、僕、魔力があってよかったよ」

「…………」






　大抵のことならなんでもできるもんね……と、笑う彼の足元には……赤黒い邪悪な色の転送魔法用の陣がじわじわと広がって行って……






　グレンは悟った。魔王はどうやら……

　その偉大な力を、ややしょうもないことに使おうとしている。






「………………」






　あんぐりと口を開ける黒猫の頭には──太ましい母の慈悲深い顔が思い浮かぶ。






　──いいのです……いいのですグレン……。

　──どうでもいいから……御命令に従いなさい……。






　それが平和というものです……と、わけ知り顔の母は、生暖かく菩薩のような顔で微笑んでいた……。

















33　不機嫌な鏡台と、楽しげな鏡台。












「……ブレアが……茶会……？」






　鏡台の前に座っていたビクトリアは、侍女の報告に眉を持ち上げた。

〝ブレア〟と聞いた途端に吊り上がった目は、そのまま傍でかしこまっていた侍女に向けられる。彼女が厳しい視線に萎縮したのと同時に、バンッとビクトリアの手が鏡台の卓を打った。






「どうしてもっと早く報せに来ないの！」






　叫ぶと今度は鏡台の上に置いてあった香水の小瓶が鷲掴みにされて、側室妃の手から勢いよく放たれる。それは、怯えている娘の足に当たって砕けた。辺りには濃厚な香りが充満したが、しかし叱咤された侍女も、そのほかの使用人たちも恐ろしくて皆身動きができなかった。






「そういうことは私を起こしてでも報せるべきでしょう！　ああ、なんて気が利かないの！」

「も、申し訳ありません……」






　怯えてひざまずく侍女に、ビクトリアは不機嫌そうな冷たい視線を投げかける。






「まったく……愚図な娘ね……！」






　……と、そういう彼女はたった今寝巻きから着替えたばかり。昨夜遅く……というより、今朝方まで友人の邸宅で夜会に興じていた側室妃は、もう昼食時も間近という時刻にもかかわらず、起床したばかりなのである。

　報せが遅れたのはそのせいで。おそらく言葉通りに起こしていたとしても、今度は眠りを妨げたことを叱責されただろうことを、誰もが分かっていた。

　しかし、もちろん侍女たちには反論する勇気はない。ビクトリアは人の意見を聞き入れるような人物ではないし、常に己の考えが一番正当であった。そして、反対意見を認めず、何よりも、彼女自身の感情が第一に優先されるのだ。彼女自身が気に入らなければ、使用人などすぐに処罰してもいいと彼女は思っている。

　そんな主人の気性を知るからこそ、侍女は床にひざまずいたまま青い顔で身動きができなくなった。

　ビクトリアは、うつむいた頭に冷たい一瞥をくれると、鼻を鳴らし鏡台に向き直った。それを見て、周囲の使用人たちは慌てて彼女の身支度を整えはじめる。

　──どうやら……侍女たちにとっては幸いなことに、ビクトリアの興味はすぐに先の話題に戻ったらしい。






「……それで？　あの無粋な男が茶会を開くなんていったいなんの天変地異なの？　何を企んでいるやら……参加者は誰？」

「それが……タガート家の養女だけだそうで……」

「……はぁ？」






　侍女の言葉に、ビクトリアが怪訝そうに振り返る。






「誰ですって？　タガートの……ああ……トワイン家の没落娘ね」






　あらそう、とビクトリアは冷笑を浮かべる。






「どうせ王妃あのおんなが催促でもしたのね。この聖剣騒ぎでブレアの婚約が議会で議論される前に流れるんじゃないかって心配しているのでしょう……いい気味だわ。しかもその目指すところが結局貴賤きせん結婚だなんて、本当になんて馬鹿な女なのかしら！」






　侍女たちに髪の手入れをさせながら、ビクトリアは肩を揺すって笑っている。そうしてひとしきり笑ったあと、側室妃は冷たい目で鏡の中を睨みつけていた。






「それにしても……クオレス・トワインの娘は癪に障るわ。あの父親のせいでいったいどれだけ私たちの計略が不発に終わったことか。あの男がいなければ、タガートだってとっくに失脚させられていたはずなのに。あの血がいまだに王宮内にあるなんて……」

「……でしたらさっさと王宮から追い出してしまえばいいではありませんか」






　ビクトリアが忌々しげにつぶやくと、そこへ茶器を乗せた盆を手にした中年の侍女がやって来た。

　まるで笑うことなどとうに忘れてしまったとでも言いたげな表情の婦人は、ビクトリアが隣国から嫁いで来た時に共にこの国に来た古参の侍女である。茶器をビクトリアの傍のサイドテーブルに置くと、そこで器に茶を注ぎながら冷たい声で続けた。






「お気に召さないのであれば、我慢することなどありません。王妃が口出ししてくるようでもやりようはあります」






　しかし側室妃は、狡猾そうな女の言葉に愉快そうに笑いながらも……首を振る。






「あら、そう急せくわけには行かないわよ。なんの因果か知らないけれど、あの娘は今、ブレアから王位継承権を奪う重要な鍵となっているのよ？　あの二人には是非仲睦まじく貴賤結婚をしてもらって、王宮を一緒に出て行ってもらわなければ。王太子を排除できても、ブレアが残るのでは安心できないじゃない。目の敵にされてかわいそうな我が息子クラウスのためにも……。議員たちにはちゃんと〝贈り物〟をしている？」






　ビクトリアは目を細めて中年の侍女に問う。






「はい、御命令の通りにしております。ですが……やはり受け取らぬ者も多数おります。ブレア王子を支持する者たちは頑固者が多くて……」

「まあそうでしょうねぇ……でも、それこそやりようがあるのではなくて？　家門を地盤から揺るがしてやるとか、子を使って脅すとか。あの小賢しいクオレスだってその昔、最後の悪あがきで私たちの策謀の証拠をつかんだけれど、結局は息子の医師を買収してやったら屈した……そうだわ……あの息子はまた使えそうよね？　調べさせて」

「かしこまりました」






　侍女が従順に頷くのを見ると、ビクトリアは座っていた椅子の肘掛けにもたれかかる。






「ああ嫌だ、なんだかクオレス・トワインのことを思い出していたら余計に気分が悪くなってきたわ」

「お薬をお持ちしましょうか？」

「いらないわ、それより……ブレアは茶会をどこで開いているの？」






　侍女がそれに宮廷のようだと答えると、ビクトリアはもう一度鼻を鳴らし、目を細めて考えるようなそぶりを見せた。






「ふぅん、そう……なら……気晴らしにちょっと冷やかしに行ってみるのも面白いかもしれないわね……」






　そう言って口の端を持ち上げる側室妃の顔に──侍女たちは、皆内心薄ら寒いものを感じていた……。









　　　　　＊　＊　＊









　一方、宮廷の応接間。

　その部屋では──ある侍女が、ハリエット様、と嬉々として顔を上げたところであった。






　楽しそうな様子の侍女が、己の主人に問いかけながらクシで梳いているのは──……目を点にして立ち尽くしている娘──下着姿のエリノアの黒髪である。

　ドレスの下に着る専用のすべらかなスリップを着せられたエリノアは、呆然と侍女たちにされるがままになっている。






「御髪を整えるのはドレスを着たあとになりますけれど、どうなさいます？　結いますか？」






　しかし問われたハリエットは、いいえと首を振る。






「髪を結い上げると時間がかかってしまうから、今日は下ろしておきましょう。ブレア様をあまりお待たせするわけには行かないわ」

「あらそれは残念。ではせめて素敵な髪飾りをお付けしましょうね」






　何色がいいかしらと、その侍女が言うと、ハリエットがそうねぇと首を傾ける。






「ドレスは薄桃色なの。髪飾りは……瞳に合わせて緑もいいけれど……こっちの紫の髪留めも素敵よねぇ」

「黒髪ですからいろんな色が映えますわ。ローズの髪飾りはいかがですか？」

「それもいいけれど、お相手がブレア様だからあまり派手にはしないほうがいいと思うの。シンプルに品のいい程度の可愛らしさが一番刺さると思うわ」






　ハリエットが微笑んでそう言うと、侍女もどこか含みのある顔で笑む。






「あらふふふ……かしこまりました、とりあえず方向性は清楚系ですね」

「よろしくね、ああ、ついでに靴も合いそうなものを選んで来てちょうだい」






　髪留めを取りに行こうとする侍女に、ハリエットが呼びかけると、はーいと浮かれた返事が返ってくる。

　それを聞きながら──。






「………………」






　エリノアはこわばった顔でひたすらに困り果てていた。






　──つい数分前、ハリエットたちに引きずられやって来たこの応接間。

　ブレアの執務室と同じフロアにあるこの部屋には、おそらく普段なら勤勉な主人に似合った厳格なしつらえの応接セットがあるだけだったのではないかと思うのだが……。

　現在そこは、ハリエット総指揮のもと、大きな鏡台と煌びやかな装飾品類が運びこまれた、非常に眩く、非常に女子力の高い空間と化していた……。

　そこにははじめ、ズラリとハリエットの侍女たちが待ち構えていて……居並んだ侍女たちに出迎えられたエリノアは、思い切り気後れしたのだが。その迫力にたじろいでいるうちに、あっという間に部屋へ引きずりこまれてしまった。

　その後は、幾人もの侍女たちに身を清められて化粧もされて──いた頃には、既にソルにダメ出し食らった例のエリノア愛用のメイド服は綺麗さっぱりどこかへ消えていて……。

　その見事な流れ作業には言葉もなくて。

　感心するやら唖然とするやら……どうしたらいいのか分からずに……現在、部屋の中央の絨毯の上に立たされたまま目を点にしていたというわけだった。






　さて、ハリエットがデザインから携わったというそのドレスは、デコルテや袖口には繊細なレースがあしらわれている。裾丈は足首が見える程度で、歩くと透け感のある裾がふわりと舞う。過度な露出もなく、可憐なハリエットらしいドレスだった。

　それを着たエリノアを見ると、王女は両手を合わせて喜んだ。






「あらいいわね！　柔らかい色がうまく瞳の色を引き立てているわ。やっぱり髪飾りは緑がいいのではないかしら」






　ハリエットが弾んだ声で言ったタイミングで、ちょうどよく髪飾りと靴をとりに行っていた侍女たちが戻って来る。彼女たちもドレスを身につけたエリノアを見ると華やいだ歓声を上げた。

　その中の一人、先程エリノアの髪をどうするかハリエットに問うていた侍女は、にこにことエリノアを褒め称える。






「まあ……なんて可愛いらしいんでしょう……！　とてもお似合いです」

「ぅ……お、それ、いります……」






　うっとりと見つめられて戸惑うエリノア。ぎこちない様子にハリエットがクスリと笑う。






「ふふ、よかった。では、さっそく装身具類を選びましょうね」






　ハリエットに促されると、侍女たちは王女の両脇に並び、手にしていた布張りの立派な宝石箱を開く。背後では別の侍女たちが何足もの美しい靴を並べていて──。

　それを見て、エリノアは鳥肌が立った。

　さすが王女様、なんという豪華な世界だろうか。おそらくあの箱の中の装飾品の一つ一つは、エリノアが普段使っている髪飾り類の何十倍もの価値を持つ。そう考えると──貧乏性のエリノアは、気が遠くなるような気がした。






（…………包囲されている……贅沢品に包囲されているわ……！　こ、怖い……！）






　一歩でも動けば、床に並べられた靴を踏んで傷つけてしまうのではないか……ちょっとでも動けば、ハリエットの総額いくらになるかも想像できない宝石箱をひっくり返して借金地獄に陥るのでは──という不安が渦のようになって身体が凍る。何せ──エリノアはとんでもなくそそっかしい自分をよく知っている。これが、ルーシーなどの身内からの借り物などであればまだ気持ちも楽なのだが……相手は同盟国の王女ハリエット。大惨事になる予感しかしないエリノアである。






　と、そんなエリノアの異変にハリエットが気づく。






「あら……ダメだわクレア……」






　エリノアの前に立ち、両手に持ったどちらの髪飾りがいいかと見比べていたハリエットがはたと手を止める。

　王女に呼ばれたクールな顔の侍女クレアは傍で靴を選んでいたが、不思議そうに王女の横へやって来た。






「？　ハリエット様、どうかなさいましたか？」

「それが……エリノアさん、装飾品を近づけるとダメみたい。見て、緊張で表情が……」






　ハリエットが手持ちの髪飾り（大きな宝石付き）をエリノアの頭に近づけると、棒立ち状態の娘は一気に顔が引きつる。さらに、もう一方の手に持っていた飾りを近づけてみると……今度は額に冷や汗が滲み、身体がガタガタ振動しはじめて……。

　ハリエットがいやだわと眉をひそめる。






「なんだか──……ぷるぷるしてて可愛いわ……どうしましょう……」






　可愛い、子ウサギみたい……とか言いながら……可憐な王女はエリノアの頰をツンツンと指でつついている。それをクレアが止めた。






「……王女……どうしましょうじゃありません、つつきすぎですおやめください、お可哀想です」

「あら？　あらら？　ごめんなさい、つい。うふふ」

「……」






　クレアは呆れた様子を見せながら、エリノアの額の汗をハンカチで拭きとっている。






「しかし困りました、これではお化粧が汗で流れてしまいます。せっかく可愛らしく仕上げましたのに……」

「でもどうして？　髪飾りが怖いのかしら……もしかして宝石？　高価だから？　エリノアさん、こんなのただの綺麗な石ころよ、噛み付いたりはしないのよ？」






　落ち着かせようとするハリエットに……エリノアは辛うじて青い顔でニコ……と、引きつった顔で笑って見せる。生気のない顔は明らかに虚で……それを見たハリエットは、真面目な顔でクレアに向かって首を振り、断じる。






「ダメね。逢瀬デート向きの顔じゃなくなってしまっているわ」（キッパリ）※クレア、微妙そう。（可愛いって言ってたのに……）






「残念だけれど……高価なものをつけるのは諦めましょう。ブレア様の前であまり変な顔はさせられないもの」






　デートは宝石よりも笑顔よ、とハリエットは力強く断言した。

















34　ハリエットの抜け駆けと関所の突破。












　エリノアの身支度を終えて。ブレアとの約束のサロンに娘を戻したハリエットは、ほっと息をつく。






「どうなることかと思ったけれど……可愛らしいでき栄えでよかったわ」

「あの……しかしハリエット様、エリノアさん、まだお顔が……」

「顔？」






　クレアのためらいがちな指摘に、ハリエットがキョトンとする。

　エリノアは今――彼女たち二人の視線の先で、サロンの扉を背に、栗色の髪の侍女に化粧とドレスの最終確認をされているところであった。

　エリノアの顔は先程ほどひどくはないが――あまりハリエット以外には興味を持たないクレアが、「あれはちゃんと呼吸できているのかしら……」と、ハラハラする程度にはこわばっていた。






「あのままでは舌を噛んでしまいませんか!?　転んでドレスを破くとか……もう一度深呼吸でもさせたほうがいいのでは!?」

「……クレアあなた……随分エリノアさんの心配しているのねぇ……」






　落ち着かぬ様子のクレアに、ハリエットが感心したような顔をしている。

　だが、さすがは一国の王女。ハリエットは落ち着き払ったものだった。






「まあまあクレア……多少の緊張は仕方ないのよ。着飾って殿方と会うのだもの、化粧はどうか、ドレスは似合っているか、お相手は気に入ってくださるだろうかって、細かなことがいちいち気になってしまうものよ。だってエリノアさんは女の子なんですもの」






　ね？　と、小首を傾げて笑うハリエットに、クレアは「……それはそうかもしれませんが……」と言いつつも……。

　だがしかし、と――厳しい視線を再びエリノアへ向ける。

　クレアは思っていた。ブレアのことももちろんあるだろうが……エリノアの緊張の何割かは絶対に、サロンの扉の前で後ろ手に腕を組み、看守のような顔で彼女を睨み下ろしている書記官ソルのせいだろうと……。






「…………」






　エリノアを萎縮させているソルに、クレアが若干イラッとしている。

　まあ……ソルは単に、ブレアのために万全を期そうと気合の入った顔をしているだけのつもりなのだが。いかんせん、真面目すぎる書記官殿は、いつものように表情が堅すぎて威圧感が半端ない。

　あれではエリノアの緊張は高まっていくばかりだとイラつくクレアをよそに……ハリエットはコロコロと笑う。






「クレアったら……顔が怖いわ、バークレム書記官を睨むのはおやめなさい」

「ですが……」

「心配は分かるけれど、あとはブレア様にお任せするべきなのよ。ゲストの緊張を和らげるのもホストの役目なんですもの。そこまで口出ししては、ブレア様の成長を妨げるだけだと思うの（もしかしたら緊張で可愛らしいハプニングでも起こるかもしれないじゃない？　それはそれで二人の仲が深まるかもしれないし……）」






　ニコニコしているハリエットの顔には、思い切り「楽しみだわ」と書いてあって……クレアは呆れを滲ませる。






「王女……心の声がものすごく漏れてます……」

「あらいやだ、ふふふ、ブレア様がんばれってことよ」






　おっとり己の両頬を手で覆うハリエット。クレアはソルを睨んでいるのがなんだか馬鹿らしくなったのか、やれやれとため息をついている。






「そうそうクレア、今回使わなかった装飾品たちだけど、王宮のほうへ戻しておいてね。そしてエリノアさんにもまた部屋に来てもらってちょうだい。せっかく彼女のために用意したんだもの、ぜひ身につけて見せてほしいわ（※着せ替え人形にして遊びたい）」

「……かしこまりました（王女の心の声が聞こえる……）」

「次回は王太子様もお呼びしましょうね。本当は、エリノアさんのドレスができ上がったら絶対に呼んでくれって言われてたの。……ふふ、抜け駆けしてしまったから次こそは呼んで差し上げないとひがまれてしまうわ」

「はぁ、左様ですか……」






　呆れを飲みこんで頷く侍女の前で、ハリエットは浮き足立って、楽しみだわ～と歌うように言うのだった。









　――さて、こちらはエリノア。

　緊張した顔で待っていると、彼女のスカートの裾を整えていたハリエットの侍女がにこりと顔を上げる。






「はい、終わりましたよお嬢様。とても綺麗になりました」

「あ……ありがとうございます、あの、すみません何から何まで……」






　エリノアはおずおずとそう言った。何せ、着ているものが高級すぎて、鏡を見ても何が正解なのかもさっぱり分からない。

　一応化粧を施された自分も鏡で見てきたが……見慣れなさすぎて、頭には『!?』と、巨大な疑問符しか浮かばなかった。

　分からないゆえに、すべてハリエットたちに委ねてここまで来たが……。口紅をひいた自分は近年稀に見る派手さなのではないのか。いや、もしやケバいのではないか。これを人様に披露して大丈夫なのかと……メイク初心者なエリノアには不安ばかりが募るのだが……。

　ここまで付き添って、丁寧にエリノアの髪やドレスを整えてくれた栗色の髪の侍女は、

「いいえ。お手伝いできてとっても楽しかったです。お似合いですよ、本当に可愛らしいですから自信を持ってくださいね」と、にっこり笑ってくれる。その優しさに、エリノアはホロリと胸を打たれた。






（な、なんという優しさ……ハリエット様の侍女さん天使……）






　エリノアは感動しながら、彼女に改めてもう一度ありがとうと言って。それから――。

　今度は、グッと顔に力をこめて。引きつりそうに力をこめて。己の右手、サロンの扉の前に……まるで仁王像のように立ち塞がっている男、ソル・バークレムを……おそるおそる見上げた……。






「あ、あの……いかがでしょうかバークレム書記官……」






　先ほどメイド服には『癒し成分がない』とか言って、大いにダメ出しをくれたその書記官に、腕を広げて見せると――彼はメガネの向こうから厳しい視線をエリノアに注ぐ。その冷淡な眼差しに、エリノアはうっと身構える。恐怖したわけではないが、また変な因縁でもつけられるのではないかと警戒した。

　と……。

　エリノアを点検していたソルは、なるほどと生真面目な顔で頷いた。






「……ふむ、随分改善されたようですね、結構です。どうぞお入りください」






　相変わらず愛想もなく堅苦しい感想ではあったが、そのジャッジにエリノアはホッと息をついた。青年が、いつ「ケバい。不合格ですお嬢様！」と、冷たく言い放って来るのではないかとハラハラしていたのだ。が、ソルはそのまま扉の脇に退いて、サロンに通じる扉をカチリと開く。






「さ、ブレア様がお待ちです」






　……そう言う青年の心内は「これならばきっとブレア様もお喜びになる」「よかった……」と、満足に満ちていたが……不器用な青年が、「ありがとうエリノア嬢……可愛らしいですよ……」と、思いながらニコッと笑ったつもりの顔は、微笑み慣れがしていなさすぎて。ニヤリとなんだかかなり見くだすような表情となり……。






「!?　（な、何!?　なんなのこの笑いは……結局着飾ってもその程度か……て顔、なの!?）」






　エリノアはギョッとして。ソルの感謝は一ミリたりとも伝わりはしなかった……。

　何故だか己の笑顔（？）を見て急にしゅんとしたエリノアに、ソルは不思議そうである。






「？　どうかなさいましたかお嬢様、早くお入りください」

「は……はい……」






　最後の最後でダメージを与えられてしまったエリノア。やっと開いた扉を見て、なんて遠いんだろうと嘆息する。たどり着くまでにこんなに苦労するとは……さすが王子様の茶会……と、エリノアは畏敬の念を抱く。

　が、エリノアは扉の先をキッと睨み、両手を握る。






（と、ともかく関所ソルを突破したわ……！　ブレア様まであと少し！　待っていてくださいね……今〝お姉さん〟なわたくしめがお茶を淹れに参りますからね！）






　いざ殿下においしいお茶で癒しを！






　エリノアは、意を決して足を前に踏み出した。









　――それとほぼ同時刻。侍女が一人、廊下を急いでいた。






　どこか気配を消すように、素早く廊下を通り抜けて行く後ろ姿には隙がない。侍女は幾度か使用人たちとすれ違ったが……まるで実態のない風のように、人に認識される前に消えゆくような身のこなしに、誰も彼女に目を止めることはなかった。

　やがて彼女は宮廷の外への扉を見つけて、戸口を抜けて外へ出た。そのまま壁に囲まれた人気のない場所に出ると、やれやれと栗色の髪をかきあげて――。






　と、そこへ――「よろしかったんですか？」と、声がかけられた。






「……！」






　背後からの問いに、侍女は弾かれたように振り返る。

　栗色の髪に焦げ茶の目。それは、先ほどエリノアの世話をしていた、あの侍女だった。

　同盟国アストインゼルの侍女たちの制服を身にまとい、どこか牧歌的な、平々凡々とした容姿の娘。だが……茶の瞳は意外なほどに冷たく鋭く細められている。

　その視線を辿ると――緑の植木の下に一匹の黒い猫。






　黒猫は、しっぽをくねらせながら、にゃあんと甘えたように鳴き、栗色の髪の娘にトコトコと駆け寄った。娘は、その猫が己の足にまとわりつく様子をじっと見下ろしている。






「姉上様、サロンに入って行っちゃいましたよ？　邪魔しにいかなくて本当にいいんですか？」






　黒猫――グレンが問うと、娘はふいっと黒い身体から目を逸らして再び歩きはじめる。






「あ、待ってくださいよぉ！」

「……」






　口をきいた猫に特に驚くこともなく、娘はより人目のなさそうな建物の死角に向かって足を進めて行き――と、……暗がりにその足が踏み入った瞬間、娘の顔がゆらりと歪む。

　一瞬現れた黒い霧が、娘の頭の先からつま先までをそよぐように流れて行ったかと思うと……そこにはもう、アストインゼルの侍女の姿はなかった。

　代わりにそこに現れたのは――。






「……言っただろう……僕は姉さんを邪魔しに来たんじゃない……着飾った姉さんを見に来たんだ」






　冷たい真顔で堂々とシスコン発言する少年――……。






　ブラッドリーだった。

















35　天使の正体












　娘の姿から元に戻った主君にグレンが、陛下ったらぁと愉快そうに笑う。






「何もそんなものにお化けにならなくても。周りの奴らみんな気絶でもさせて、堂々と姉上を愛でに行けばいいじゃないですかぁ♪」






　するとブラッドリーは、まるで虫けらを見るような目で足元のグレンを見る。






「そんなことをしたら姉さんがかわいそうだろ……僕は着飾った姉さんを見に来ただけだ。騒動を起こすつもりはない」

「いやいやいや……だからってぇ、まさか気高き陛下がメイドに変化するなんて考えもしませんでした！　ま、私は眼福でしたけど。あんなひらひらしたもの着た乙女の中身が陛下だと思うと……きゅんきゅんして、はぁはぁです、えへ♪」






　主君の冷たい目にも負けず、グレンはゴロゴロ喉を鳴らしながら、いたって幸せそうにブラッドリーの足に身をすりつけている。そんな配下にブラッドリーはいやそうに眉間にしわを寄せ、素っ気ない。






「……目的に沿った効率の良い方法を選んだだけだ」

「目的って……姉上を誰よりも先に褒めたいってやつですか……」






　あははとグレン。

　まあその戦法でいけば、確かに誰よりも先にエリノアに感想を伝えることが可能だろう。普通……まともな男は女人の支度部屋に侵入などしないのだから。






「はー……陛下は本当に姉上のこととなると手段を選びませんねぇ……姉上もまさかせっせと髪を梳いてくれていたのが自分の弟だったなんて思いもしなかったでしょうねぇ」

「……別にいいだろ、僕が姉さんの髪を梳くのは今日にはじまったことじゃない、家でも毎日してることだ」






　何が悪いんだとブラッドリー。






「これまで散々世話をかけてきたんだから、これからは僕が姉さんのお世話をしたいんだ。髪だって梳きたいし、寝癖も整えたいし、なんなら洗ってあげたいくらいだし乾かしてあげたい。靴だって履かせてあげたいしお化粧も──……」






　暗い顔でつぶやかれる魔王の願望は加速して行くばかりで止まりそうにない。

　延々続くブラッドリーの言葉を傍で聞いているグレンは心底愉快そうに笑う。ブラッドリーが邪悪な顔をすればするだけ喜んでしまうのがこの黒猫である。魔王が欲望を吐き出すことは彼にとってはとても心地良い……が……。

　主君の言葉はいささか所帯染みている気もする。






（うーん……陛下がもっと精神的に病んで下さると一気に闇の力が強くなりそうなんだけどなぁ……）






　グレンは、なんとかならないかなと悪知恵を働かせながら、ぶつぶつ続けるブラッドリーを眺めている。






「──……だから最終的には僕一人の稼ぎで姉さんを養ってゆっくりしてもらいたいし、リードが今すぐお嫁にくれって言ってもすぐには困るっていうか……数年……いや十数年くらいはそういう期間を設けてからじゃないといくらリードでもお嫁にはあげられない……ああでもその間に他の男に取られるくらいなら──……」

「……まあまあ陛下、姉上完全扶養計画も先走り気味の嫁入りの心配も後でお考えいただくとして……本日の件はどうなさるんですか？　まさか……姉上とブレアの茶会……放っておかれるので？」

「……」






　グレンが言うと、ブラッドリーはピタリと黙する。その顔は、考えるのもいやだと言いたげに歪んでいるが……。

　しかし、彼は邪魔しに行くとは言わなかった。ムッとした顔のまま、何かを堪えるように言う。






「……せっかく姉さんが着飾ったのに、他のやつには見せたくないから無理に阻止ってのは……少し傲慢だろ」






　その言葉に、グレンが驚いて目をまるくする。






「傲慢？　魔王が傲慢で何がおかしいというのですか？」






　それが魔王というものではないのかとグレン。だが、ブラッドリーは頷かなかった。






「子供じみていることはしたくない。姉さんもなんだか張り切っていたし……」






　サロンへ入って行ったエリノアはとても意気ごんだ顔をしていた。その出鼻を挫くような真似を己がするのはいかがなものかとブラッドリー。

　そんな主君にグレンはぽかんとしている。






「はぁ……」






　あんなに手段を選ばずここまで潜入しに来たはずなのにと、主君のためらいが理解できないらしい。

　ブラッドリーは一瞬サロンの方向へ心配そうな視線を向けて……何かを振り切るようにして、反対方向に向かって歩きはじめる。その後を、グレンが慌てて追って行く。






　ブラッドリーは──姉の一生懸命なところがとても好きだ。

　しかし……そこには大きな負い目も感じている。






　病床にあった頃から、エリノアの懸命な労働や看病によって生かされてきたブラッドリーは、頑張っている姉の邪魔を己がしてはいけないのだという思いが強い。いや、魔王である自分を取り戻す以前は心身ともに辛かったゆえにそれどころではなかった。

　だが……健康体を手に入れ、様々な出来事を経て、徐々にその思いが強くなってきた。

　大好きな姉が他の男と二人きりで茶を飲んでいるなんて、面白くないに決まっている。……その思いに囚われて、暴走しそうなことだってある。

　だが……同時に、自分から解放された姉が、のびのびと彼女の人生を謳歌できるようにはなればいいとも思っているのだ。

　少年魔王はため息をつく。

　堂々巡りだった。姉には幸せになってほしい。が……まだ誰よりも自分の傍にいてほしい。

　彼の中にも、様々な葛藤や感情の矛盾が渦巻いていた。大きな力を持っているからこそ、我儘に振舞うことを我慢することは辛くもある。






　と……そんな主君について歩きながら……黒猫のグレンはやれやれとため息をこぼす。






「では……このままお帰りになるんですね？」

「……ああ」

「左様ですかぁ……ま、仰せのとおりに。はぁ……でもなぁ……」

「？」

「激カワな姉上を見たブレアが、茶会で、ど・ん・な！　不埒な真似をするか分かりませんけどぉ、陛下は頑張りたい症候群の姉上のために、ブレアは捨て置くと……」






　グレンはわざとらしい調子でそう言い、それを聞いて……。

　行きかけたブラッドリーの足がビタリと止まる。






「……」

「お茶会なんてハイソなイベントでおろおろしている姉上も見ものだったのにぃ、お茶をひっくり返しますかねぇ、ビクビクし過ぎて高価な茶碗を割ってショックで倒れたりしないかなぁ～」

「……」

「あ、それに、よそ行きの姉上可愛かったですよねぇ、メイドさんたちに上手にお化粧してもらっちゃって」

「……」

「でも残念、姉上のメイク技術じゃ、もうあれは再現不可能だろうし……金輪際もうあんな可愛い姉上様にはお目にかかれないかもなんですねぇ、今日限定なんてぇ、寂しいなぁ」

「…………」






　あー残念残念ー……と、これ見よがしに言う黒猫に、ブラッドリーは……。






「………………」






　一瞬の葛藤ののち、唐突に──無言でくるりと身を反転させた。

　そしてそのまま今来た道を戻りはじめた主君に、それを見た黒猫がニマニマルンルン後を追いかける。






「あっれぇ？　陛下ぁどこに行かれるんですかぁ？　お帰りになるんじゃなかったんですか？」

「…………やっぱりもう一度潜入する……」






　いいように動かされていると分かってはいるが……不安に駆られ、レア姉に釣られ……

　まんまと黒猫に乗せられてしまうブラッドリーだった。







終













侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【６】


















１　ブレアとエリノアのお茶会　①












「……」






　サロンの中に立っていた男は……エリノアを迎えた瞬間──わずかに後退った。






「殿下、お待たせして申し訳ありません！　お招きいただきありがとうございます！」






　現れたエリノアは、ブレアを見ると本当に嬉しそうに破顔した。──やっとブレアにたどり着けたという安堵が強く表れた表情だった。






　ここに来る直前。笑い方の下手なソルのせいで、若干気落ちしてしまったエリノア。

　なんとか持ち直せたのは、ハリエットたちのおかげだ。

　あの天女のような王女様と、天使のような彼女の侍女さん（※ブラッドリー）が「よく似合っている」と褒めてくれたのだから──と。ソルの反応は気がかりだったが、今から王子の御前に上がろうという時に暗い顔はしていられない。

　それに……正直な話、エリノアにとっては、わけの分からない書記官殿よりも、理想的可憐乙女ハリエットのほうが格段に信用に値するのは間違いがなかった。






　エリノアはサロンの中で待っていたブレアの前まで歩いて行くと、緊張した面持ちでスカートをつまみ、腰を落として膝折礼を捧げた。いつも以上に丁寧に。






　ブレアにも王国にも……自分が聖剣を抜き逃げしたせいで本当に迷惑をかけていると思う。だからこそ、そのせいで苦労しているブレアには、自分の力でほんの少しでも寛げる時間を作らせてもらいたかった。






（……なんて……自己満足かもしれないけれど……）






　そんなことを考えながら──お辞儀した頭をゆっくり上げようとして──エリノアはハタと思った。






（──でも──そもそもブレア様は女の人の装いなんてあんまり興味もなさそうじゃない……？）






　いくら自分を〝お姉さん〟だと思ってくれているとはいえ（※はなはだしい勘違い）、侍女が着飾っていようが、メイド服を着ていようが……あの真面目の権化のようなブレアが気にするだろうか。






（下手したら……『色が違う』くらいにしか認識されないんじゃ……あ……それはそれでなんだか着飾って化粧までした手前恥ずかしいような……）






　うーんどうなんだろう……と思いながら……エリノアは頭を上げて──






　が……。






「？」






　挨拶を終えて。

　主人を見上げるも──ブレアからは、なんの反応も返ってこない。

　あれとエリノア。






「？　……ブレア様？」

「…………」






　精悍な顔の王子は、硬い顔のまましぃんと静まり返っている。エリノアの戸惑う声にも反応がない。いや……手が上がった。






「…………待ってくれ……着……着替えて来たのか……？」

「あ──……はぃ……」






　ブレアの問いで、彼の微妙な反応が自分の姿に向けられたものなのだと分かったエリノアはたじろぐ。

　やはり──先ほどソルが奇怪な顔面で示していた（※示してない）通り、自分の格好はおかしいのか。

　それともわざわざ着替えてくるなんて張り切りすぎだと暑苦しく思われたか。エリノアの顔がカッと赤面する。






「あ、の……わたくしめ……メイド服では失礼にあたるとのことで着替えさせていただきました……が……あの……派手でしたか？」

「い、や……そんなことは……」






　いたたまれない様子で自分を見上げる娘に、ブレアは言葉を濁す。






　どうやら彼は……エリノアが、身なりを整え直してやって来るとは少しも聞かされていなかったらしい。おそらくオリバーのサプライズ的陰謀か……ソルのうっかりといったところであろう。

　てっきりいつものメイド服のままで来ると思った娘が、化粧までして現れたことに、ブレアは大いに戸惑っている。（なんか時間はかかってるなと思っていた←オリバーにそんなもんですよ～と言われる）






（ぅ……）






　ブレアはエリノアを改めて見る。

　薄く白粉をほどこされた肌はふんわりと柔らかそうで。唇と頬はほんのりピンク色。その淡い色を見ていると……頭のどこかが焦げつきそうに熱い。

　本来なら苦手なはずの化粧品類の香りがひどく好ましく感じられて呆然とする。

　下ろされた髪はふわふわと揺れていて。一瞬触りたい衝動に駆られ──……。






（ぐ……）






　──途端、ブレアを羞恥という名の精神ダメージが襲う。






　ブレアは思わず苦悶の表情を浮かべた。

　──派手なんてとんでもない。服も化粧もほどよく清楚にまとめられている、その──ハリエットプロデュース（協力・魔王ブラッドリー）のエリノアは……どうやら、かの王女が目論んだよりもはるかにブレアにつき刺さっていた。（「あら、してやったりね（微笑）」byハリエット）






　──ブレアは思った。せめて……せめて予告していてくれれば……。

　そもそも今日は、不可解にもエリノアを『姉上』などと呼んでしまったばかりで。そこからしてもう格好のつかないことばかりなのである。その上こんなに動揺していては、二人で茶会など、耐えられるのだろうか。






　こわばった顔の王子は、ふと、出入り口付近で素知らぬ顔をして警備をしていたオリバーと目が合う。

　騎士はブレアの視線に気がつくと、口の片端を持ち上げてニヤニヤしている。あれは……どう見ても、エリノアが着飾ってくることを事前に知っていた顔だ。






（あ……あやつ……）






　……と、いう顔で、己を恨めしそうに睨むブレアに……熊騎士は噴き出したくてしょうがない。

　王子がエリノアの着飾った姿を見たのは二度目のはず。それなのに相変わらず律儀に動揺しているブレアがおもしろ可愛くて仕方がない。が……ひとまずそれは堪えて……。

　オリバーは目と手振りとで王子に訴える。






　ＨＯ・ＭＥ・ＲＯ！　……と。






「!?」






　その指令にブレアがギシっと全身を軋ませている。

　つまり……熊騎士は着飾って来た娘を褒めてやれと信号を送って来ているわけだ。

　なんでもいい。褒めてやれと。






（照れてる場合ですか!?　それでは何も伝わりませんよブレア様！）

（ぐ……）






　もちろんブレアにも、オリバーの言う通りだとは分かっている。しかし──着飾って来てくれた娘に賛辞を贈りたくても……その姿を視界に入れるだけで動悸は急激に高まった。まともに話せる気すらせず……ブレアは途方に暮れている。

















２　ブレアとエリノアのお茶会　②












　──と、そんなブレアの前で、彼の反応をおとなしく待っていたエリノアが、不意に、えっと……と小さく声をもらす。






「……あの……ブレア様……その……」






　自分の服装は派手だったかという問いに答えたきり、何故だか追い詰められたような顔をしているブレア。

　はっきりとした理由は分からなかったが、なんとなく……己の格好を見た王子が困っているらしいということだけは理解できた。

　これは話題を変えてさしあげなければ気の毒なやつなのだなと、察して──いたたまれず、何かないかと急いで室内に視線を走らせたエリノアの目に──長椅子とテーブルの傍にある給仕用のカートが目に入った。

　カートの上には茶を淹れるための道具が揃えられている。どうやら、エリノアがブレアのために茶を淹れたいという希望がすでに給仕勢にも伝えられていたらしかった。

　だったらとエリノア……。






「ブレア様、その、わたくしめ、早速お茶をお淹れしますね！」






　ブレアに笑って見せて、エリノアはカートの傍へ歩み寄る。

　少し唐突だった気もしないでもないが、温かい茶を淹れてゆったりした雰囲気を演出し、また、そうして間をとることで、冷静な王子のこと、きっとすぐに気持ちも落ち着くことだろう。

　そう期待して。せっせと茶の用意をするエリノアだったが……壁のほうを向いた彼女は、ブレアに気がつかれないように、こっそりとため息をこぼした。






（…………はー……）






　そんなに自分の格好は微妙だったのだろうか。

　ソルには変な反応（※ソルなりの笑顔）をされたが、ハリエットたちは褒めてくれたのになぁと思って。……いやもしかしたら〝似合っている〟にも男女差があるのかも……と一人納得する。






（それはそうよね、個人でも好みの差はあるくらいだし……まあでもそれは別に……）






　エリノアはブレアに褒められに来たわけではない。もともと給仕しようと思って来ていて、のちに追加された目的は、『ブレアに諸々の謝意をこめて美味しいお茶を淹れること』である。

　それに、似合ってはいなかったのかもしれないが、ハリエットに用意してもらったワンピースドレスはとても綺麗で。着られただけでも儲け物というものだ。






（ぅ……申し訳ありませんハリエット様、侍女さんたち……素材が悪かったみたいです……）






　少しガッカリはしたが、いやいや、目的を果たさねばと切り替えたエリノアは、笑顔でブレアを振り返る。






「ブレア様、茶葉はいつものもので──……」






　よろしいですか？　と、言いかけて……エリノアはギョッと目を剥いた。ビクッとした拍子に、手にしていた缶から茶葉が散る。






「!?　!?」






　振り返ると、王子は無言でうつむいていた。片手で辛そうに額を押さえ、何かを悔いるような顔は……あまりにも物々しい。

　エリノアは、その苦悩っぷりに驚いた。そんなブレアの姿を初めて見た気がした。






「え……そ……そんなにも!?　そんなにもひどかったですか!?」






　ダメだと思いつつ……つい声に出して聞いてしまった。ちょっぴり涙も出た。そこまでガッカリされるとは、さすがのエリノアもショックである。

　と、青年はハッとしたように顔を上げる。






「い……いや違う、そういうことでは……」






　打ち消しの言葉を口にした青年は、そうではなくてと、エリノアから視線を逸らし、まるで日差しを避けるように、己の手で目を覆う。






「…………すまない……直視が……難しい……」






　覆われた影で、ブレアの目元は赤かったが……それが見えないエリノアは疑問だらけの顔でブレアを凝視している。

　不器用が……悲しい。






「ぇ……直視が……困難でいらっしゃると……それは……」






　それはまたなんとも判断に困る表現である。

　どういうことだろうと考えはじめたエリノアの額には冷や汗が滲む。それはあまりに滑稽で見ていられないという意味か。それとも美麗すぎて眩まばゆいとか……いやいや何が美麗だ、私だぞ、と一瞬浮かんだ考えに恥じ入ったエリノアは……結局、やはりどうやら王子は自分の姿を気に入らなかったらしいと判断し、撃沈された……。






「…………あ、の、ブレア様……もしこのドレスがお気に召さないなら……いつものメイド服に着替えて参りましょうか……？　大丈夫ですよ、メイド服ならばわたくしめ、早着替えが得意ですし……」






　エリノアは、落胆を押し隠し、ブレアにそう尋ねた。

　ハリエットにはとても申し訳ないと思ったが……ブレアがこんな調子では茶など楽しんでもらえそうもない。

　エリノアは、すぐに戻りますからと言って、サロンの入り口のほうへ足を踏み出した。彼女が早着替えが得意なのは本当で、先ほど支度をした部屋まで走れば三分くらいで戻れる自信があった。

　ただ……エリノアは、自分の姿を喜んでもらえなかった無念さも手伝って……涙をこらえると、少々やけっぱちな気持ちになっていった。

　もうこうなったらとことんやってやろうと思って。もうこうなったら……王子が喜ぶところまできっちりやり通すのだと。ドレスだろうと、メイド服だろうと、なんだっていい。ブレアが喜んでくれるなら。

　エリノアはえーんと心の中で涙を流す。






（くそぉ……道化だって……騎士の仮装だってやってやる！）






　そう思うと、普段からブレアと仲良さげにしている騎士たちを思い出してジェラ……と湧き上がるものを感じた。

　もしかしたらそのほうが、武道の好きなブレアには、ドレスよりも好まれるのかと悔しくなったエリノアは、いっそ騎士オリバーから一式身ぐるみはいでやろうかと妬ましくなって……今こそ、あの熊に挑む時かもしれないと思った。

　そうしてとにかくふんふんと鼻息荒く、気合十分でサロンを出て行こうとする──。






　そんな娘に、当の王子は大慌てである。

　己が言葉を濁しているうちに、エリノアを誤解させてしまったことに気がついたブレアは──出て行こうとするエリノアの手を、すれ違いざま、咄嗟に握った。






「ま──待て……！」

「（私はやれる！）私はっ──…………あれ……？」






　引き留められて。がくっとつんのめる形で立ち止まったエリノアは……振り返り──繋がれた手にキョトンと目を瞬く。

　え？　と、その手とブレアとを見比べて……

　のみこめないという娘の顔に、ブレアは気恥ずかしそうにしてから……すまないと言った。






「そうではない…………行くな」

「…………へ……？」






　すっかり騎士オリバーに突進して行くつもり（無謀）になっていたエリノアは。ブレアの真摯な顔に意表を突かれて言葉を失くす。行くなと言う短い言葉の中に、どこか彼の必死さを感じて……闘争心を忘れ、ブレアを見つめていると──男の顔は次第に赤くなっていった。






「……悪かった……行かないでくれ。ただ……なんと言えばいいのかが分からなかった」






　言いつつブレアは視線を落とす。

　エリノアを見て湧き上がって来た感想は山のようにある。だが、ありすぎて、考えすぎて言うべき言葉を見失った。だが、そうして自分が惑っていると、エリノアまで巻きこんで困惑させてしまうことに、ブレアは気がついた。

　今も、エリノアは当惑したような顔をしていた。






「……」






　それを見て、そうはさせたくないと。困らせたくないと、その思いでブレアは本来の冷静さを取り戻した。羞恥と動揺を堪えた青年は……。

　今度は静かな眼差しでエリノアを見た。






「…………ブレア様？」

「エリノア……」






　呼びかけると、名を呼ばれた娘は不思議そうではあったが、はいと素直な目で自分を見上げて来る。

　ブレアは眩しげに灰褐色の瞳を細めた。

　エリノアの緑色の瞳は、今日は儚い色の衣装に彩られてより際立って見える。ブレアはため息をこぼした。






「……とても似合っている」

「！」






　そう言ってやると、驚いたのか、華奢な身体が一瞬鞠のように弾む。

　そんな反応すら可愛らしくて、こそばゆく──おかしなことに、今度は感謝が伝えたくてたまらない。

　ブレアはうろたえている娘に微笑んだ。






「──礼を言う。美しい姿を見せてくれて……ありがとう」






　そう言うと……緑の瞳が目一杯に見開かれて。まるくなったそれが、また宝石のようで綺麗だと思った。






　──と──……。






　おのずと腕が動いていた。

　繋いでいた手を引き、より近くに来た娘の瞳を覗きこんで。まるで感情が溢れるように、自然に言葉が口を衝いて出た。












「──綺麗だ」

















３　ブレアとエリノアのお茶会　③












　き……

　き……？

　き……!?






　それは、

　言葉数は多くはなく。奇もてらわない。

　だが……ブレアに言われると……。

　エリノアには、何故か奇跡の言葉のように思えた。









「…………」






　唖然とぽっかり開く口。

　赤い顔でのけぞって。思わず足が一歩後退しかけたが……そのエリノアの手を、ブレアは離さなかった。






（ふぁっ!?）






　思わず小さく跳び上がると、おかしそうに静かに笑われた。ブレアはただ、何かの小動物みたいでかわいいなと思っていただけだが……エリノアにとってはそれがまた恥ずかしかった。

　じっと見つめてくる（なんの動物に似ているんだろうと考えている）ブレアの目に耐えられなくなったエリノアは……見ていられなくて、ついうつむいてしまった。が、その手をブレアが軽く引く。






「!?」






　一瞬どきりと慌てるエリノア。……が──顔を上げると微笑んだ顔。そのままブレアがエリノアを導いて行ったのは、サロンの奥。

　天井まで高いガラス窓の傍、そなえつけられた、明るく陽の日が降りそそぐ長椅子まで手を引かれて行ったエリノアは、促されて、おそるおそる柔らかな深い緑色の椅子へ腰を下ろした。目の前にはよく磨かれた飴色のテーブルがあって、傍には先ほどエリノアがお茶の支度をしていたカート。散らばった茶葉がそのままになっていて片付けなければと頭の隅で思うのだが……ブレアの丁寧なエスコートに胸が妙に高鳴ってしまい、エリノアは長椅子の上から動くことができなかった。






「大丈夫か？」

「！　ぅ、はい……」






　気遣われるたびに胸に矢でも射られているような気がした。

　ただただ、ブレアの仕草の一つ一つが眩しくて……痛烈にグッと来る。

　それが胸なのか、胃なのかは分からなかったが、ものすごく痛い。そしてとにかく動悸がひどかった。






　放心状態でサロンの長椅子に座っていたエリノア。

　──目の前には、美味しそうなたくさんの菓子類（ハリエット作）と、いつの間にかエリノア自身が淹れた茶が。それも先ほどまでは、ゆっくりと天井に向かって湯気をくゆらせていたのだが……それもじき消えそうな頃のことである。






　斜め前の席にはブレア。

　くつろいだ様子で座る彼は、時折口に茶を運んでいる。特にエリノアに会話を求めるでもない。ただ、穏やかに静かな時間を楽しんでいるようだった。

　それでも不思議とほうって置かれているような感じはしなかった。柔らかな眼差しは、そこに居てくれればいいと言ってくれているようで。穏やかなブレアの顔はとても──綺麗に見えて……。






　その時エリノアは、唐突に、理解した。









　──あ…………。

　──私、ブレア様が好きだわ……。












　それはストンと腑に落ちて──呆然とする。

　その答えはあまりにも違和感なく心に収まってしまって──途端、エリノアは……






　激しい恥ずかしさに襲われた。






（そっ……だっ……あ、あんなに色々ご迷惑をかけておきながら……!?）






　頭はカーッと湯気が出そうに熱くなった。が、ブレアの前で犯した失態、数知れず……今日だって……と、思い出すと今度はサー……と血の気が引くような音がした。






　──身の程が……そもそも身分が……。

　──いや──それ以前に聖剣持ち逃げ犯……。

　──腹毛を撫でさせろとか……。

　──女装しろとか……。






「………………」






　エリノアの頭の中でカーン……と音が鳴る。終焉を告げるようなキレの良い音だった。

　特に最後あたりに思い出した項目が吐血物である。






（……どうしよう……身の毛がよだつほどに無礼……恥ずかしい……）






　エリノアは、何かを誤魔化すように、目の前ですでに冷め切っている茶を持ち上げて、グイッと一気に飲み干した。

　自分がブレアを好きなのだと認識すると、数々の醜態がよけいに悔やまれて。あれを彼がどういう目で見たのだろうと思うと……額から流れ落ちた汗がカップの中に滴り落ちて行きそうである。

　押し寄せる様々な感情にエリノアは苛まれ、手にしたカップはカタカタ小刻みに鳴っている。






「？　どうかしたのか？」






　娘の異変に気がついたブレアが不思議そうに問うてくる。が、エリノアは、これ以上の無礼はならぬと……なんとか微笑んで。「いえ……」と、ぎこちなく笑った。






「ふ……ふふ」






　ときめきと羞恥と、己への失望感が混ざり合って……もう笑うしかない。






「？　……大丈夫か？」

「ぎゃ!?　近い！」






　怪奇的な笑みに不穏さを感じたのか……ブレアが席を立ってエリノアの顔を覗きこみに来る。と、気がついたエリノアが真っ赤な顔で両手を上げて叫び──その拍子にエリノアが持っていたティーカップとソーサーがポロリと手からこぼれ落ちる。

　それをブレアがスッと受け止めて──幸い──中身はすでに飲み干されていた。






「…………」

「あ、も、申し訳ありませんっ」






　慌てて頭を下げるエリノアだったが……そんな娘の前で、ブレアは巧みに受け止めた茶器を見ながら……ふと考えるそぶりを見せた。






「……近いのはダメなのか？」

「ぇ？　……いや、その……」






　まさかときめきすぎて死にそうだったとは言えない娘は、真っ赤な顔でブレアを見上げる。






「あの……」

「……すまん」

「え!?」






　折り目正しい謝罪にエリノアが目を点にする。

　ブレアの顔はどこかしゅんとしていて──それを見たエリノアは余計にうろたえたが……不意にハッとした。






　──その顔……私に叱られた時のブラッドリーそっくりだわ!?






「!?」






　その時エリノアに大いなる天啓（※大いなる勘違い）が舞い降りる。






（──やっぱり──……ブレア様は私に……姉としての温もりを求めていらっしゃる──）






　……オリバーが聞いたらヘッドロックで締め上げられそうな呆れた勘違いだが……。

　ある意味、姉愛に満ちたブラッドリーが叱られた時に見せる『姉さんに嫌われたくないな……』という表情に、此度のブレアの表情が似通っていても……まあ、不思議ではなかった。ブレアも当然そう思っているがゆえに。






　そんな的外れな理解に、気がついてしまった自分の気持ちを重ねて戸惑うエリノア。と、ブレアが気恥ずかしそうに言った。






「（やはりソルが言う通り欲求が……）すまん。無礼だった」

「!?」






　何ですと、と、エリノアの顔が唖然とする。






（え？　無礼？　……えっと私は侍女でブレア様は王子様で……）






　それなのに、王子が侍女に向かって無礼とはこれいかに。茶会に招いてもらっただけでもすでにかなり過分な扱いだ。『大丈夫か？』と様子をうかがってくれた彼のいったい何が無礼なのか。ときめくばっかりなのだがと、エリノア。

　戸惑い見上げると、視界に飛びこんでくるのはどこか悲しげなブレアの顔。それを見ると動揺が加速する。心臓はドキドキ鳴って、その振動で全身がガタガタ揺れていた。

　ときめきと申し訳なさで頭がぐるぐるしてきたエリノアは、だんだんわけが分からなくなってきて──……勢いよく椅子を立った。






「ぶ──無礼くないです！」

「？」






　そんなエリノアをブレアはキョトンと見上げる。






「無礼なんて、無礼なんて……わたくしめこそ無礼の塊で……せっかく殿下が〝お姉さん〟だと想ってくださっているのに……！」

「（……ん？）」

「身の程もわきまえずよこしまで……よこしま無礼で……殿下に謝らせるなんて……本当に、本当に申し訳ありませんっ！　わたくしめ、自分がこんなによこしまで身の程知らずだとは……！」

「!?」






　エリノアの〝お姉さん〟発言が一瞬引っかかったブレアであったが……それを問う前に、娘がダッと涙しはじめてギョッとする。






「ど、どうし──」






　と、ブレアが慌て、エリノアが、あーと泣き。それを少し離れた扉前で密かに見守っていたオリバー含む使用人たちが、何とも不器用そうな二人のやりとりに生暖かい何かをぐっと堪えた時──。






　そこへ、バンッと何かを打つような激しい音が響いた。






「……！」






　ブレアがハッとしたように、音がしたほう──出入り口の扉へ目をやる。

　それは扉でも蹴り開けたのかという音だった。しかし……サロンの扉は閉まっている。

　──と、微かに言い争うような声が聞こえた。






　──……しかし……。

　──……から……なさい……ってい……の……。






　ブレアが怪訝な顔をする。どうやら声は扉の向こうから聞こえてきている。

　扉の向こうはサロンへの前室だ。そこに更にもう一枚扉があり、その向こうが宮廷の廊下となっていた。

　騒ぎはそちらで起きているらしい。

　そう察したブレアは上着の内側からハンカチを取り出すと、エリノアの涙をそっと拭ってから、それを娘の手に握らせた。






「……エリノア、すまないが少し様子を見てくる。ここで待っていてくれるか？」

「あ……」






　見つめると、エリノアがブンブンと頭を上下に振って。その顔にありがとうと優しく微笑んだブレア──が、エリノアの傍を離れそうなことに気がついて──扉の前にいたオリバーが大慌てで手を振る。






「……あ！　いいですブレア様、そのままで──俺が、俺が様子を見て来ますから！」

「……しかしあの声は……」






　騒ぐ声に聞き覚えがあったブレアが難色を示す。が、オリバーはいーえ！　と、譲らず、その背後にいるエリノアをビシッと指差した。






「殿下の今のお役目は……そのトンチンカン娘を落ち着かせてやることです。あっちは俺の手に負えなくなったらお呼びしますから！　ね!?」

「…………（……トンチンカン娘、だと……!?）」






　オリバーの言いようにやや反論のありそうな顔をしたブレアだったが、その間に騎士は素早くサロンを出て行った。






「……」






　廊下の喧騒は続いている。

　ブレアは不安そうなエリノアの顔を、案じるように見下ろした。

















４　ブレアとエリノアのお茶会　④












　大勢の使用人がサロン前の廊下でソルに詰め寄っていた。






「バークレム……そこをどきなさい！　あなたはどなたの進路を妨げていると思っているの！」






　一行の一番前に立つ侍女がヒステリーな声を上げ、その周りを固める者たちも憤慨した顔を並べている。

　だがしかし、落ち着き払った様子でそこに立っていたソルは、表情をピクリとも変えず、扉の前から一歩たりとも動こうとはしなかった。

　ソルは少しだけ目を細め、肩を怒らせた侍女をひややかに見返している。






「進路？　はて……お招きしていない方の進路はこの先にはないように思いますが」

「な、何ですって!?」

「ああそれと何度も申し上げておりますが、少しお静かに願えますか？　ここは宮廷内です。政務の場であることをお忘れなく」






　ソルに丁寧に頭を下げられたその侍女は、青年の無感情な物言いに顔を真っ赤にしている。

　何を言っても青年はずっとこの調子なのである。初めはただ高圧的だっただけの侍女も痺れを切らしたのか、顔を引きつらせている。

　ソルはソルらしくいつも通りなだけなのだが……慣れている者でも厄介だと思う彼の淡々とした頑固さに晒されて、侍女たちはすっかり頭に血をのぼらせていた。






「ビクトリア様はわざわざタガート家の養女に会いにおみえになったのよ！　何故書記官ごときがそれを阻むの！」

「なるほど左様でしたか……では改めて約束をお取りつけになられればよろしいのでは？」

「はぁ!?」

「現在エリノア嬢はブレア様とご歓談中です。ご予定では……もうすぐ閉会の時刻ですから、その後にでもご自由にお申し入れください」






　ソルはポケットから銀色の懐中時計を取り出して、そう平然と言い。侍女たちは目を剥く。






「何を言っているの、あんたがそこを退いてビクトリア様にご入室いただけばいい話でしょう！」

「それとこれとは別問題です。現在サロンはブレア様がご利用中です。わざわざであろうがなかろうが、お約束がないことには変わりがありません。ゆえに扉を開くわけには参りません。一言言わせていただければ、そちらは先触れの報でもお出しになるべきでしたね、こちらにも用意というものがございますから」

「っ！　っ！　ビクトリア様！　話になりません！　この無礼者をなんとかしてください！」






　ソルに詰め寄っていた侍女は、青年の微動だにしない……しまいには説教まではじめそうな様子に音を上げて後ろを振り返る。すると一行の中からごてごてに着飾った婦人が一人、侍女たちに道を開けさせて颯爽と進み出て来た。






「あーら、さすがはブレアの配下。本当に融通の利かない連中ばっかりで嫌になるわ。これではブレアの相手の娘もどれだけ偏屈なのか心配になってしまうわね。ま、あのタガートが養女にするくらいだから想像はつくというものだけど。せいぜい王妃を困らせてくれれば私も愉快だわ」






　コロコロ嘲笑しながら現れた婦人──ビクトリアは、真っ赤な唇の端を持ち上げてソルを見ているが、その目は少しも笑っていない。

　彼女はそのままの表情で、ソルの前に立つ。






「ねえ書記官？　どきなさい、お前に用はないわ、お前はさっさとブレアに取り次げばいいの。私はタガートの養女に会いに来たの。いつまでこの私を殺風景な廊下に立たせておくつもりなのかしら？　それがどれだけの無礼か分かっている？」






　からかうような猫撫で声でビクトリアはそう問う。──が、ソルの表情は愉快なほどに変わらなかった。

　青年は冷静な顔のまま、そうですかと頷いて、廊下の先を手のひらでうやうやしく示す。






「それではどうぞあちらの応接間へ。お待ちいただければ茶会が終わり次第お取次させていただきます」






　と、ビクトリアと侍女たちがいっせいに眉をひそめる。






「ビクトリア様をお待たせするっていうの!?」

「当然です」






　侍女たちはがやがやと憤り、口々にソルを非難しているが、ソルはそしらぬ顔である。

　いくらビクトリアが王の側室だとは言っても、正室の王子に対して礼儀を欠いていいはずがない。約束も何もないところに突然来たのだから、多少待つのは当然だ。そう折れぬソルにビクトリアも不愉快そうな顔をする。






　──と、そんな緊迫した空気の中、小さく口笛を吹いた者があった。

　──オリバーだ。






　それは賑やかしいビクトリアたちの声にかき消されて誰にも気づかれることはなかった。

　騎士は、わずかに開けた戸の隙間から騒ぎの様子を窺っていたのだが……ソルのあまりの不変さと不落さに感心し──いや、呆れている。






「すげえなあいつ……ビクトリア様でもお構いなしかよ、こえー……」






　どういう精神メンタルしてんだとオリバー。

　だがしかし、ソルのソルらしさはまあ置いておくとして……。

　オリバーは、ピリピリしたビクトリアたちの様子を見てどうしたものかと唸る。

　次第に興奮しはじめた側室妃や侍女たちの声はだんだん高くなってきていて、すでに奥にいるブレアたちの耳にも届いてしまっているだろう。これでは配下思いのブレアがこちらに来てしまうのは時間の問題だった。

　ソルが融通の利かなさをフルで発揮して、いかに正論を盾にしようとも、ビクトリアに大きな権力があるのは間違いがない。悲しいかな、彼女はソルの正論をやすやす力ずくでねじ伏せる力を持っている。ソルもそれは分かっているはずだが。






「……甘んじて受けるとか言いそうだよな……」






　あの頑固者はきっとそれでもブレアとエリノアの初の茶会を守る気でいるのだ。おそらくソルがビクトリアに折れることはあるまい。そして、ビクトリアも自分に盾ついた書記官をただで済ますことはないだろう。

　──それを、ブレアが黙って見過ごすはずがなかった。ブレアはとにかく身内想いだ。これはこじれるぞとオリバーは歯噛みする。






「やれやれ……なんでこうちょっかい出してくるかねぇ……」






　ブレアがエリノアとうまくいくことは、第三王子派にとっては歓迎すべきことだろうに。それでもなお、どこから嗅ぎつけて来たのか、こうして邪魔をしにくる精神がオリバーには理解できなかった。






「めんどくせー……くそ……」






　正直オリバーはビクトリアのことは嫌悪しているし苦手だが、ここは出てやらねばソルが哀れである。

　放っておけば、ブレアの陣営一空気を読まない男ソルは、果てしなくビクトリアの怒りに油を注いでいきそうで恐ろしい。あんな偏屈な男、宮廷を首になったらブレア以外の誰が雇ってくれるんだ。オリバーは、仕方ない……と苦々しい顔で重いサロンの扉を押し……。






　が──。






　その瞬間、オリバーの傍をするりと何かがすり抜けて行った。






「……ん？」






　オリバーは、扉を押している自分の脇の下をくぐって行った、その……翻る、柔らかい色の薄布の端を、ぽかんと目で追う。

　それは扉を出て行くと、そこに立ち塞がっていたソルの背中越しに、彼を睨みつけているビクトリアに声をかける。






「ビクトリア様」

「！」






　背後の気配にソルが驚いて振り返る。






「あ、ら……？」






　手に持っている扇を振り上げ、今にもソルを叩きそうだったビクトリアも。突然現れ、己に向かって丁寧に頭を下げている娘にキョトンと目を向けた。主人が動きを止めると、興奮していた周りの者たちもいっせいに黙りこみ、声の主を見る。皆、突然現れたその娘がいったい何者なのかと探るように目を見交わしていた。

　周囲の視線を集めたその者は──しかし怖気付くことなく顔を上げ、にっこりとビクトリアに微笑みかける。






「お待たせして申し訳ありませんでした。エリノア・トワイン、ただ今御前に参上いたしました」

「…………」






　それは、とても落ち着いた挨拶だった。

　朗らかな声にビクトリアが思わず押し黙る。それは険悪だった廊下の雰囲気には少しも相応しくなかったが……気がつくと、いつの間にか場の空気が変わっている。どうやら多くの者が、エリノアの満面の笑みに驚いて、肩透かしを食らったように感じたらしい。

　しんとした空気の中で、エリノアはビクトリアを見上げて続ける。






「わたくしをお呼びとか。なんなりとお申し付けくださいビクトリア様！」

「は……はぁ？　申し付けるって……」






　娘はなんだかとても前のめりだった。思いがけず、真心のこもった目で見つめられて。

　押しかけ困らせ、からかい嘲笑ってやろうという頭だけでここまで来たビクトリアが戸惑っている。






　──しかし、そんな彼女達の後ろでは……。

　娘をサロンから出してしまったオリバーと、ブレアとの時間を邪魔させないつもりで踏ん張っていたはずのソルが──目の前でビクトリアに対応してしまっているエリノアに唖然としていた。

　オリバーは慌てる。

　ブレアがこの状況で、エリノアを横柄なビクトリアの前に出すわけがない。王子はどうして──と、振り返って──……。






「ぅおぅっ!?　!?　!?」






　後方を見ると……前室の奥のサロンへの扉が開かれていて、そこでうなだれたブレアが顔面を押さえてブルブルしているのが見えた。顔が……真っ赤である。






「こ、わっ!?　ブ、ブレア様!?」






　いったい何があったんだ、いやあいつエリノア何したと──オリバーは……王子に駆け寄ればいいのか、廊下でビクトリアに鼻息荒く、「ご用命はなんでしょうか!?　わたくしめお茶を淹れるのは得意でございますよ!?」と……じりじり迫っていく娘から目を離さないほうがいいのか、ものすごく悩んだ。






「ちょ……なんなんだよ!?」

「…………」※ソル。困惑の暗黒顔。

















５　ブレアとエリノアのお茶会　⑤












　──のちにエリノアは、その時のことをなんかよく分からない愛情パワーにやられてしまって……と後悔する。

　グレンは、それをずばりすっぱりと切った。






『色ボケですね』






　言い返せないエリノアに──それが青春ですとしめやかにまとめたのは、コーネリアグレースである。












　──それは少しだけ時を巻き戻したサロン内でのこと。

　オリバーを見送ったあと、青年は申し訳なさそうに言った。






「すまないエリノア。今日はこれで……お開きにしたほうが良さそうだ……」






　区切られた言葉の小さな間には、彼の気落ちした思いがひそんでいた。

　側室妃ビクトリアは、普段国王や王妃といった明らかな目上の者に会おうという時以外は、自分から相手の元へ出向くことはまずない。

　それが……こうしてブレアを王宮に呼びつけるわけでもなく、わざわざ宮廷側のサロンに突然会いに現れたということは、彼女の目的が、このエリノアとの茶会にあるのだとは想像に難くない。

　王家の者が誰かを訪ねる際にあるはずの事前通達すらなかったことが、いかにも驚かせてやろう、困惑させてやろうという意図が透けて見えるようだった。






（……困ったお方だ……）






　ブレアは心の中でため息をこぼす。

　しかしそういうことならば、彼としてはエリノアをここに引き留めておくわけには行かなかった。扉越しに鈍い音声で聞こえてくるのは、はばからないトゲのある言葉だ。あの言葉の数々を、面と向かってエリノアに聞かせる気にはとてもなれなかった。

　ブレアは名残惜しげにエリノアを見る。






「すまない……」






　その謝罪は、こうして逃げるように帰らせてしまうことに対してであり、父の側室妃からの暴言に対する言葉でもあった。あんな攻撃的な言葉を聞けば、エリノアもさぞ気を悪くしているだろうと彼は気を揉んだが……

　そんな心配は無用だった。硬い顔でこの埋め合わせは必ずすると言うブレアに、エリノアはとんでもないと首を振る。その顔には微笑みすら浮かぶ。






「ブレア様十分です」

「だが……」

「はじめはとても驚きましたけど……と、とても良い時間を過ごさせていただきました」






　嘆いたり騒いだり……いろいろとあった。でも、ブレアと二人、静かで穏やかなひと時があったのも確かだった。

　自分が淹れた茶を、幸福そうに飲むブレアを眺めていた時間は満ち足りたものだった。

　あの時間を思い出すと、それはほんの短い時間であったはずなのに、エリノアはとても幸せな気持ちになれた。

　そう思い出しながら埋め合わせなど不要と言う娘の、照れっとふやけた顔を見て──ブレアは一瞬彼女を抱きしめたい衝動に駆られる。

　が……。






「…………くっ……」






　ブレアは目を逸らし、難しい顔でそれを耐えた。※直視は危険だと思った。

　現状、早くビクトリアをなんとかしなければならない。呆けている場合かと己を律するブレアに……。

　だが、エリノアはその難しい顔を見て悲壮な顔をする。






（……!?　ブレア様が、物凄くおつらそう……）






　だが、エリノアは、今回はそれが自分のせいだとは思わなかった。

　廊下からは今もブレアやエリノア、そしてソルを罵る声が聞こえている。あのギャンギャンと騒がしい口撃を置いて、自分のことで、しかも抱きしめたいとかいう願望でブレアが苦悩しているなどとは思わなかったわけだ。

　エリノアはどうしようと胸の前で両手をうろうろさせている。






（は、早くビクトリア様をお止めしなければ……）






　思うのだが、出て行ったオリバーも、そこに元々立っていたらしいソルも、ビクトリアやその身の回りの侍女たちとはかなり相性が悪いのではないだろうか。

　オリバーは見るからにビクトリアが嫌いそうだし、ソルは正直、問題外。淡々とビクトリアを怒らせている様子が目に浮かぶようである。

　そういう視点で言えば──女性には女性。






（……ビクトリア様をおなだめするのは私が一番適任なのでは……？）






　悲しいかな、没落娘なエリノアは、自分が口撃用サンドバック能力……つまり、他人から受ける嫌味や暴言に対する耐性が高い自覚がある。もちろんこれは弟……ブラッドリーが関わっていないということが前提なので、グレンには適用されない。

　ともかく。弟が関わっていない嫌味の類なら、エリノアは受け流せる自信があった。というか──絶対バークレム書記官より私のほうがマシだろうとはなはだしく思い……これはブレアに申し出てみなければと顔を上げたのだが──。

　そんな娘の手を、不意にブレアがとる。






「え……」






　突然のことにギョッとして。赤い顔で見上げると、ブレアが彼女から目を逸らしたまま言った。






「……侍女たちに王宮まで送らせる。正面の入り口ではなく、露台の階段のほうから庭に下りて行くといい」






　ブレアは、そうぽかんとしている娘に告げると、壁際で控えていた侍女たちを呼び寄せた。

　サロンの窓の外には広い露台がついていて、そこには下へ降りる階段がある。階段を下ると宮廷の庭に出られるので、そうすれば、エリノアはビクトリアと顔を合わせることなく宮廷の敷地から出ることができる。

　ブレアに誘導されたエリノアは、またその優しいあしらいにカッと頭に血が上る。が、ふと、あれと思う。






（あ、あれ……もしかして私……早々に逃がされようとしている……？）






　繋がれた手が恥ずかしすぎて顔面には汗が滴るし、頭はどこかクラクラするが……エリノアは、ブレアが自分をビクトリアに会わせぬよう、気遣ってくれていることに気がついた。

　侍女二人に託されたエリノアは、しかしこれでいいのかと焦る。ビクトリアは声高にエリノアに会わせろと言っている。ここで自分が逃げれば、ビクトリアは余計に怒るのではないのか。その後でブレアが彼女になんと言われるのかと想像すると……たまらない気持ちになった。






（ブ、ブレア様……）






　エリノアが困惑したように青年を見ると、その視線に気がついた彼は娘を安心させるように笑んで──……。






「…………」






　それを見た瞬間──。

　エリノアの足が露台に出るガラス戸の前で止まった。






　──いや──……。






「──そんなわけには行きませんよ！」

「!?」






　クワっと怒れるマングースのような顔で舞い戻ってきたエリノアに、ブレアも侍女たちも驚いた顔をしている。






「エリノア……？　どうした、ここは早く出たほうがいい」






　彼女がビクトリアに捕まれば面と向かって嫌味を言われるに違いなかった。

　たとえそれが目に見える傷ではなくとも、人の心という大切な場所に傷を負わせるということを、散々経験し思い知らされているブレアは、もう一度エリノアに帰るようにと促す。が……

　エリノアは少しブレアにクラクラしたまま……どこか可哀想な子供でも見るような目で青年を見る。






「殿下……さてはお姉さんというものにお慣れではないのですね……？」






　──その瞬間──室内にモヤッとした沈黙が訪れた。

　ブレア他サロンにいた面々は怪訝そうな顔で黙しており、エリノアだけが訳知り顔でうんうんと頷いていた。






「…………お…………」






　言われていることがカケラも分からない彼は……神妙な顔でエリノアに問う。






「お姉さん……とは……？」






　しかし『ブレアは自分を姉と思いたい説』をもはや事実として受け入れているエリノアは、相手がブラッドリーであるようなつもりで言った。






「あのですね、姉とは、すなわち弟を守るものなのですよ、殿下」

「……」※ブレア

「……」※侍女①

「……」※侍女②






　言いながら、エリノアは〝姉〟と言う時に自分を指差し、〝弟〟と言う時にブレアを手のひらでそ……っと示した。

　途端ブレアがしん……と、精神を静寂で満たす。……落ち着いたのではない。意味が分からなすぎて真っ白になったのだ。侍女二人も同様である。

　エリノアは分かります分かりますと、全然分かってなさそうな顔で言う。






「殿下はお姉様がおられず、あまり姉という存在をお分かりではないのですね。でも……せっかく〝姉〟と見こまれておいて、このわたくしめが殿下をおいて逃げるなんて……そんな馬鹿な話があるでしょうか!?」

「…………」






　オリバーが聞いていたら、おそらく馬鹿はお前だと思い切り頰でもつねり上げられただろう……。誰が誰を姉と見こんだんだとヘッドロックされたかもしれない。が……残念なことに、現在サロン内には彼のような突っこみ役が不在だった。突っこみ経験が底辺レベルのブレアは困惑している。






「…………すまん……何を言えばいいのか分からん……」






　侍女二人はだろうな、と思った。

　しかしエリノアは勇ましく困惑した彼に理解を示す。






「ええ、ええ、いいんですよブレア様！　全然問題ありません！　分からない時にこそ姉に頼ればいいんです！」

「……私は…………お前の〝弟〟……なのか……？」

「ええそう思っていただいて結構です。あ、もちろん姉弟序列で偉そうにしたいとかはありませんからご安心ください。わたくしめ、弟をこよなく愛しておりますから、宝物ってことです」

「…………」






　思いきって聞いてみたものの……エリノアに当然だという顔で返されて……ブレアが再び沈黙している。宝と評されたのは若干嬉しかったが……弟と言われると、その微妙さが半端ない。だってそれは恋愛対象ではないではないか。……しかしエリノアは主張し続ける。






「ブレア様、姉というものは弟のためならなんでもできるんです（※エリノア主観）。自らが弟の盾になれていると思えれば困難もまた喜びです！」






　可愛い弟のためならば、火の中水の中。目に入れても痛くありませんと高らかに言うエリノアに──周囲は唖然としているが……彼女がこう転んでしまったのには理由があった。






　ブレアに恋していると気がついて。

　でも、身分差という決定的なものがそこにあることを忘れなかったエリノア。

　かといって、エリノアにとってはこれが初恋だ。これが恋かと気がついて早々にそれを諦めるというのはあまりにつらい。

　……そこに──逃げ道を与えたのが、そういえば王子は私を〝お姉さん〟だと思ってくれているんだったわという閃きだった。

　エリノアは、ピンときた。そういう形なら身分違いの自分も、ブレアを想っていてもいいのではないか。

　きっと、ブレアだって王子という立場上、使用人に本気で好かれてしまったら困るに違いない。散々『王子に近づきすぎるな』と、うるさかったオリバーたちにも、もしエリノアがブレアを好きだなんてバレたら即刻王宮を追い出されてしまうかもしれない。






　──でも、〝姉〟だったら。






　別にどうなるというものでもない。エリノアの経験上、〝姉〟は〝弟〟に無償の愛を注ぐものと決まっている。

　これならば堂々と（？）ブレアに好意を持っていられると考えたエリノアは……嬉しそうで、少しだけ、悲しそうだった。






　相手を手に入れたいなんて──思うべくもなかった。

　身近にはいても、ブレアは遠い人である。

　つらくもあったが──そこは頼られているという思いでカバーした。昔から、貧困生活にあったエリノアには、落ちこんで立ち止まるという選択肢はない。働かなければ食べられず、嫌なことも乗り越えるほかない。だから、今回も、どうにか進むしかないと思ったエリノアは、たくましい〝姉〟の顔でブレアにドンと胸を叩いて見せる。






「お任せくださいブレア様、〝弟〟を守るためならば、わたくしめビクトリア様とダンスだってしてみせます！」

「……!?　……!?」






　そう言って、思い切り気合が入った様子でサロンを出て行こうとする娘。一方──何故かキッパリ〝弟〟認定されてしまったブレアはショックを受けている。






「……待てエリノア……どういうことだ……お、弟とは……」






　求む、説明。そもそもそれは年齢的にも見た目（主に身長）的にも無理があるのでは……と、青年は意気揚々と出ていこうとするエリノアを止めようとする。が……そういえばと彼はハッとする。もしかして、先程自分が意味不明にも、エリノアを〝姉上〟などと呼んでしまったことがここに尾をひいているのだろうか……。






「……!?　エ、エリノア待て！」

「？」






　説明させてくれと慌てたブレアの手に腕をつかまれて──引き寄せられたエリノアが、キョトンとブレアを見上げる。二人の視線は重なって、ブレアとエリノアは見つめ合う──……。

　……が、ブレアが何か言う前に、エリノアは自分の腕をつかんだ青年の手に、己の手をそっと添えた。






「っう……」






　ブレアが怯む。見上げてくるエリノアの顔は、〝弟愛〟に溢れ、輝きまくっている。……もうこうなってしまうと……エリノアを止められる者はいない。






「大丈夫……大丈夫ですよブレア様。お姉さんがきっと書記官様たちをお助けして、ビクトリア様との仲も取り持って差し上げますからね！」

「…………エ、エリノア……」






　そこでブレアの困惑した顔を見たエリノアは──助けを求められているのだなときゅんとして──ブレアが困惑しているのは思い切りエリノアのせいだが──この〝子〟をビクトリア様から守らなければと。ブラッドリーにするように、うっかり心の中を保護欲まみれの使命感で満たしてしまった娘は、うっかりうっかり──……。






　──ブレアの頭をよしよしと撫でてしまった。






「!?」






　そして愛情深い顔で娘は──いや自称〝姉〟は言う。






「姉さんの愛は──海より深いからね！　大丈夫！　大丈夫よ！」






　愛しげに撫でられギョッとしていたところに、首に腕を回されて。ギュッと優しく抱きしめられたブレアは──……もうダメだったのか、顔をこわばらせ、ガクッと身体をよろめかせた。
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「行ってきます！」






　エリノアは──そのうちにサッサかサロンを出て行った。

　わけの分からない意気ごみで、足取りはひどく軽い。なんだか足元がふわふわして、今ならビクトリアにもこの上なく優しくできそうだと思っていた。









　……のちにその現場を見ていたグレンは、『なんか……空気がピンク色でしたねぇ……』『ある意味混乱状態に見えましたね。春色の』と、珍しく神妙な顔で分析したという。春色……とは当然、恋のことであろう。

　聖剣テオティルは……『勇者の子供に一歩近づきましたねぇ』と、ひたすらのんきであったとか。

















６　ブレアとエリノアのお茶会　＋












　笑う侍女がいた。

　肩で切りそろえた綺麗な黒髪を揺らしながら。たった今サロンを出て行った王子とエリノアを見て、声こそ出ていないが……今にも噴き出しそうという顔にはニヤニヤした笑いが張りついている。






「ぶほっ……あの王子の顔！　ちょ、姉上の思考回路っ、ど、どう育ったらああいう感じになるんですかね？」






　ねえ陛下、と横を向いた侍女──グレン。

　……しかし……横を見た瞬間、そこで己が陛下と呼ぶ者──栗色の髪の侍女が……たった今己が笑った第二王子とそう変わらない様子でブルブルしているのを見て沈黙する。






「……え……陛下……？」






　グレンは目を剥いて戸惑った。

　栗色の髪の侍女は……自分の顔を両手で覆い、プルプルしながら堪えきれないという調子で言った。






「……姉さんが……僕のことを愛してるだってっ」

「!?」






　侍女は言いながらグレンの顔を見て。その侍女──いや、魔王の、にへっと嬉しそうな顔を見てグレンが慄いている。






「宝物だって……えへ……」






　少女姿の魔王は幸福感を振りまいている。






「ちょ……陛下！　ダメですよ！　あれはブレアに言ったんですよ姉上は！」






　てっきり、ブレアがエリノアに〝弟〟扱いされて激怒するだろうと思っていたブラッドリーの──……照れまくった赤い顔に……グレンがそんなぁと、慌てている。彼の目論見では、ここらでもう五人くらい魔物が出現してもいいと思っていたのだ。

　が……ブラッドリーはこの上なく幸せそうな顔つきである。

　しかし、そんなブラッドリーも、さすがにグレンの『あれはブレアに』という言葉は引っ掛かったらしい。

　ムッとした顔でグレンを睨む。






「……違う、姉さんの本当の弟は僕だけだ。つまり僕が一番の宝物ってことだ」






　ふんと拗ねたような顔をする魔王に……グレンが呆れている。……あかん……このお方は本当にシスコンだ──。






「……陛下は本当に……姉上至上主義でいらっしゃいますねぇ……」






　呆れ半分、感心半分といった様子でグレンが言うと……ブラッドリーはスン……と返す。






「それ以外に……僕がこの人間界にいる意味あるの？」






　姉さんがいなかったら、さっさと見切りをつけて人間界なんてとっくに焼け野原だよと真顔で言う少年に、グレンはほっとする。

　──よかったぁ、やっぱり陛下は陛下だぁ……。（ほのぼの）






　──と、どう見てものんきな主従にしか見えない二人（今はメイドさん）だが……。

　実はこの直前。ビクトリアがサロン前で騒ぎ出した時は、ブラッドリーは実に危険な状態だったのだ。

　死ぬほど嫌悪している側室妃の、エリノアに向けた罵倒が聞こえるたびに、ブラッドリーの怒りのメーターは徐々に上がっていて。彼の足元のどす黒い色の影の中からは、無数の黒刃がゆっくりと鋭い切っ先をのぞかせていた──のだが。






　いつ爆発するんだろうとワクワクするグレンの目論見に反し、それらが影から飛び出る寸前に凶行を止めたのが……エリノアの『姉とは、すなわち弟を守るもの』という言葉であり……『弟をこよなく愛している』宣言だったのである。






　グレンはがっかりするのも忘れてやれやれと感心する。






「あーあ。いい感じで陛下の魔力が膨れ上がっていると思ってたんですけどねぇ……おっかしいなぁ」






　事実、グレン的に言えば、いいところまで行ったのである。

　ブラッドリーの怒りは、ブレアとビクトリアを間近に見ることで大いに高まっていた。あれならば、いつ魔界への道が開いていてもおかしくはなかったのだが。






「いいレベルまで高まったと思ったのになぁ、姉上のせいで、寸前で閉じちゃったんですかねぇ……？」






　うーんとグレン。まあそうかもしれないと思った。

『わたくしめ、弟をこよなく愛しておりますから』と、エリノアが鼻息荒く言った時のブラッドリーの乙女化は凄かった。

　殺気が一気に舞い散る花のような幸福感に変わり、どうやら……彼は、姉のその一言で、ビクトリアの暴言など全て忘れ去ってしまったようなのだ。それどころか、姉に何かしたら即刻消そうとか言っていたブレアのことすらも、もはやどうでもよくなったらしく……。

　魔王の心の中は、今、このあと家に帰宅した姉をどう迎えるか──どう甘やかし喜ばせくつろがせてやるかでいっぱいである。

　ふんとブラッドリー。






「あんなヤツらのことを考えてる暇なんかないんだよ。今はもう姉さんのこと以外に一ミリだって脳みそを使いたくない」

「…………」






　薄暗い顔で言うブラッドリーに、グレンの目は、堂々と偏ってるなぁと生暖かい。

　しかしメイド姿の魔物は、また自分の企みが勇者に潰されたことに内心では憤っている。せっかくうまいこと言ってここまでブラッドリーを連れてきたのに。






（……ちぇ！　……家に帰ったら絶対また沢山いたずらして困らせてやろうっと……）






　魔王に隠れ、仮の姿である少女の細い指先に、ギラリと鋭い異形の爪を出し……それを冷たい目で見下ろす魔物はエリノアに仕返しをしようと企むが──。

　ところがこののち。魔王と共に家に帰ったグレンはそこで目にした光景に、大絶叫を上げることとなる。

















７　ブレアとエリノアのお茶会　終話。と……謎の黒い毛玉












　エリノアがビクトリアに突撃したあと。

　娘はなんとかビクトリアをなだめようと、懸命に頑張っていた。






　側室妃は、『茶がまずい』『熱い』『ぬるい』『香りがぜんぜんしないじゃない』などと、幾度もケチをつけては、何度も何度もエリノアに茶を淹れ替えさせる。

　その度にエリノアは素直にビクトリアに従ったが──その間にも、側室妃はなぶるような言葉を次から次に彼女に向けるもので……ビクトリアの斜め向かいに座ったブレアの顔は、次第に鬼のような形相になっていた。

　それを見たオリバーたちは、普段は家族間の争いを極力避けて来たブレアも、さすがに今回はビクトリアに歯向かうのではとハラハラと成り行きを見守っているのだった。

　もちろん彼らの緊張が高まっていることは、ビクトリアのほうでも分かっている。分かっていてわざと挑発しているのだとは、ブレアやオリバーたちも承知している。だからこそ軽はずみにその挑発に乗らぬよう彼らも堪えているのだが……（※速攻口出ししそうなソルはオリバーが羽交い締めしている）






　──が。

　そんな周囲の高まる緊張感をよそに、当のエリノアはといえば……。

　ビクトリアがどんな言葉を投げかけても、何度茶を淹れ替えろと命じても。少しも堪えた様子を見せなかった。

　それどころか、茶を返されるたび、より丁寧に慎重にお茶を淹れようと努めているようだった。






　ビクトリアの言葉は確かにキツく執拗だ。生まれや育ち、容姿や体型、所持品といったあらゆるところをチクチクと突いてくる。

　だが、それでもエリノアは平気だった。

　少し目を上げると、傍には心配そうな青年の瞳。彼を見ると──ストレスがときめき作用できれいに浄化されて……少しも苦にはならなかったのである。

　こうなったら、とことんビクトリアが満足するまでお茶を淹れてやろうとエリノアは意気ごんでいた。






　その反面、気が気ではないのがブレアだ。

　エリノアの張り切りに押し負けて、サロンにビクトリアを迎えることになってしまったものの……側室妃の言葉がエリノアを傷つけてしまわぬか心配でたまらない。

　けれどもビクトリアが何か言うたびに、ブレアの眉間のしわがグッと深くなるのに対し……エリノアの顔はずっと朗らかなままだった。

　ビクトリアがエリノアを嘲笑うと、ブレアがそれに反論したが……そこで険悪な空気が高まる前に、エリノアが巧みに話を変えてしまう。それでなんとか茶会がもっているようなものなのだが……その落ち着き払った様子には、ブレアはエリノアの思わぬ冷静さと忍耐強さを見た気がして。それどころではないと思いつつも、ついつい感心してしまうのだった。






　さて一方、こちらはビクトリア。

　サロンに入って以降、ずっとエリノアを顎で使い、言いたい放題嘲っていた側室妃だったが……。

　ふと、エリノアの様子が少しも変わらぬことに気がついた。

　何を言っても怒らないどころか、傷ついた顔もせず。憤るブレアすらもニコニコといなし、且つ、手厚く自分をもてなしてくる娘。かといって、他の者たちのように媚びてくるわけでもない。これではあまりにもいたぶり甲斐がない。

　娘を使って遠回しに傷つけてやろうと思っていたブレアも、はじめこそ無言でビクトリアに警戒したような圧を送って来ていたが……今ではすっかり娘を信頼したような眼差しをしている。






（……なんなのよ……）






　面白くなくなったビクトリアは、心の中で舌打ちする。ならば今度は娘の家族のことでからかってやろうと思った。こういうお人好しは、本人よりもその親や子を罵ったほうが効果的だとビクトリアは承知している。

　目をつけた相手は絶対にひれ伏せさせ、自分が優位に立っていることを思いしらせてやりたいのだ。この娘にそうした時に、第二王子ブレアがどんな顔をするかと想像すると、それだけで愉快でたまらない。






（ふふ、そっちがその気なら……どこまで耐えられるのか見てやろうじゃないの）






　エリノアの父に恨みを持っているビクトリアには、幾らでも娘を傷つける言葉が思い浮かんだ。

　側室妃はほくそ笑んで……。






　──だが。そんな彼女が心ない口をきく前に。茶を淹れ直していたエリノアが不意にこんなことを言い出した。






「ああそういえば……ビクトリア様の御祖父様のリンデタール公はお茶がお好きで、お若い頃ご領地に大きなお茶の農園をお作りになったそうですね」

「え……」






　それを聞いたビクトリアは、出しかけていた嫌味を引っこめてギョッと口をつぐむ。

　まさかこの使用人の口から、遠い隣国にいる祖父の名が出てくるとは思っていなかった。

　公とは言ってももうかなりの高齢で、ほとんど表舞台に出てくることのない人物だ。どうして知っているのだと、思わず悪態を吐くのも忘れて怪訝に顔を見ていると。エリノアは、昔まだ父が健在だった頃に、その農園産のお茶を飲んだことがあるのだと言った。






「父は商いもしていたので、紅茶の取り扱いもあったんです。リンデタール公はとてもいい茶葉の発酵方法を開発されたとかで……夏摘みのお茶は特にコクがあって素晴らしいと父が教えてくれました」






　にこにこして言われた言葉にビクトリアは押し黙る。

　祖父が紅茶の農園を持っていたことは知っているが、そのお茶についてビクトリアは興味を持ったことなどなかった。というか、薄情な彼女はこちらに嫁いできてからというもの、親族のことなど考えることはほとんどなかった。せいぜいが、こちらで王太子をどう蹴落とすか、王妃をどう負かすかと考える時、手駒になりそうな者はいなかったかと考えるくらいである。

　だがそう言えば……祖父は昔、農園のことは楽しそうに話していたなとビクトリアは思い出した。その微かな望郷の思いに沿うように、エリノアが穏やかな口調で続ける。






「リンデタール公の茶葉は希少で入荷は少なかったんですが……、聞いたところによると、アストインゼルの前王妃様もお気に入りだったそうですよ」

「……ふぅん、そうなの……」






　すばらしいですねと朗らかに称賛する娘に、ビクトリアはさして興味もなさそうに生返事を返しながら、そんな他国のことなんか知ったことではないわよと心の中で毒づいた。が……

　途端、ビクトリアは何故か興きょうが削がれたような表情をした。

　娘が嬉しそうに注ぐお茶の色を眺めながらむすっと口を結んでいる。

　まだまだ嫌味を言ってやりたかったはずが、思わぬところで祖父の名を聞いて、郷愁を感じたというわけでもなかったが……意表を突かれ肩透かしでも喰らったような気分だった。あの老爺はまだ元気にしているのかしらと思うと……。

　なんだか、そんな気分ではなくなってしまった。






　不意にビクトリアがつぶやく。






「…………つまらないわ」

「え……？」






　突然そう言われて、七杯目のお茶を注ごうとしていたエリノアが、キョトンと顔を上げる。

　と、ビクトリアは長椅子から立ち上がると、上からエリノアを睨み、ふんと鼻を鳴らしてドレスの裾を翻した。






「もういいわ、飽きたから帰りましょう。……この娘はお茶も満足に淹れられないようだし、これ以上ここにいても疲れるだけだわ」

「ビクトリア様、え、あの……」






　自ら押し掛けて来たにもかかわらず、ああいやだいやだと言いながら――ぽかんとするエリノアの前を通っていくビクトリア。

　エリノアは戸惑いながらも慌ててティーポットをテーブルの上に置いて……しかしビクトリアは、その間にさっさとサロンから出て行った。ブレアに挨拶するでもなく、一瞥すらくれず、あっという間にだ。

　それに驚いたのはビクトリアの侍女たちである。あんなに騒いでサロンに入ったというのに、気が変わったように出て行った主人に、彼女たちは呆然として。それからハッと我に返って、慌てふためき妃のあとを追っていった。






「お、お待ちくださいビクトリア様！」

「ビクトリア様！」






　バタバタと騒々しく去っていく一行。

　その様子には、サロンに残されたエリノアが唖然として。

　ブレアはなんと気まぐれなとため息をついているが……そんな王子にエリノアは慌てて問う。






「え……？　あの、わ、私何かビクトリア様に失礼なこと申しましたか!?」






　エリノアとしては別にビクトリアを追い払うつもりなどなかった。ただ、少しでも場を和やかにして、穏便に茶会が終わればと。できれば少しだけでもブレアとビクトリアの仲が改善されないだろうかと思っていたのだが……。






　そんなエリノアを見て、ブレアは一瞬ほっとしたようにふわりと笑った。娘は不安がっているが……とことん人を追い詰めるまで気がすまないたちのビクトリアをこの程度で立ち去らせただけでも快挙である。そんなことはないと言うように、ブレアはエリノアの肩にそっと手を置く。






「大丈夫だ、妃も決して不愉快になって出て行かれたのではない。つまらないと口では言っておられたが、単に気が変わっただけだろう」






　気にするなと微笑んだブレアは、続けてエリノアに感謝をこめて「ありがとう」と言った。

　ブレアは、根気強くビクトリアをもてなしてくれたエリノアが愛しくてたまらなかった。拒絶して逃げるのは簡単だったが、そうはせず、懸命になってくれた娘の姿に、己も何かを学ばされたような、幸福な心持ちだった。エリノアを密かに逃がし、ビクトリアに一人で相対していたとしたら、きっとこんな結末にはならなかったに違いない。

　ブレアは幸せな気持ちで、エリノアの頰をそっと撫でる。

　と、そんなブレアのとびきり優しい表情にエリノアは驚いて。思わずボワッと破裂しそうに真っ赤に──なった、が……。

　しかしその瞬間、サロンの壁際からワッと歓声が上がった。






「ぇ……」






　唐突な歓声に、エリノアは一瞬首を竦ませて。

　いったい何事かと慌てて振り返ると……オリバー以下ブレア側の使用人がいっせいにエリノアに向かって拍手喝采しているのである。エリノアは再びぽかんとした。

　いつの間にか、そこには髭のトマス・ケルルら騎士たちの姿もあって。……トマスは何やら……紙吹雪に見立てているのか、茶会のために置いてあった紙ナプキンをちぎっては投げ、ちぎっては投げ……こちらに向かって懸命に撒いている……。

　ちっちゃな筋肉おじさんのちょこまかした奮闘に……エリノアは無言だ。

　だが彼らはどうやらエリノアがビクトリアを追い払ったと喜んでいるらしい。






　──なるほど望郷の思いを利用して──。

　──あのビクトリア様のつまらなそうな顔を見たか!?　今週はずっと酒がうまいぞ！　と……。






　エリノアを称賛し、一気に賑やかになった彼らに、そんなつもりのなかったエリノアは複雑そうな顔でそれを見ている。そしてそんな娘の神妙な顔を、ブレアは愉快そうに見つめているのだった。












　さて、そうして茶会も終わり、エリノアは力を貸してくれたハリエットたちやソル、オリバーたちに礼を言ってから自宅に帰ることにした。

　ブレアは馬車を出すから乗って行きなさいとエリノアに言ったが、彼女はそれを丁重に断った。

　ブレアの気遣いは嬉しかったが、忙しい王子をなんだか散々振り回して時間を無駄にさせたような気もしていて。これ以上彼に時間をとらせたくはなかった。






　帰り際、門を出たエリノアは、ふと振り返って宮廷の方向を見る。

　王子はまだ働いていらっしゃるのかしらと思って──なんとなく、ため息が出た。

　壮麗な宮廷や王宮の建物を見ていると、なんだか浮ついていた気持ちが一転。ブレアとの身分差を見せつけられているようで気持ちが沈んでしまった。






「…………帰ろっと……」






　娘はとぼとぼと家路を帰って行った。












「……ただいま──…………え……？」






　帰宅して。

　自宅の扉を開けたエリノアは、そこでギョッと立ち止まる。

　視線の先には──何やら黒い塊──……

　いや、黒いこまるい毛玉物体が三つ、ぎゅうぎゅうに密集し、そのモフッモフの真ん中に……

　シュールにも……ぴぃんとのばされた猫の後ろ足が、逆さまに突き刺さっている……。






「な……え、何!?　え!?　グ、グレン!?」






　ちょ、大丈夫か、その体勢はなんだ!?　と……エリノアは慌てて毛玉の中からグレンを引っ張り上げる。と、救出されたグレンは、ぐったり死にそうな顔をしてぴくりともしない。だらんとした猫の身体にエリノアが慌てている。






「ど、どうし……っ、ちょ、大丈夫なの!?」






　──と……

　たった今、エリノアがグレンを引き上げたモフッとした毛玉三つがいっせいに振り返り──つぶらな六個の青い瞳がエリノアを見上げる。






「!?」

「あ、ゆうしゃだわ」

「にーさまをとられた」

「とられた」

「どうする？」

「ひっかこう」

「にーさまとりかえさないと」

「え!?　ちょ、あ、あははははははっっっ！」






　グレンを高く持ち上げたエリノアは、三つの毛玉──いや、モフッモフにまるい三匹の〝何か〟に身体をよじ登られて。そのくすぐったさに身をよじって笑う。エリノアに掲げられたグレンはぐったりしきって動かなかった。






「や、やめっ、ひぃいぃいいっ、やめてぇぇええっ！」

















８　マリモな毛玉の正体は…












「ひぃいぃいいっ」






　複数の何かに身体をよじ登られるくすぐったさにエリノアが顔を真っ赤にして耐えていると……そこへテオティルがやってきた。






「こらやめなさい、小悪魔ども。私の主人様を離しなさい」

「あ、せいけんやろう」

「にげろ」

「ばーか」






　テオティルがエリノアの傍まで来ると、〝何か〟たちはパッと逃げて行った。そのままそれは部屋の隅まで移動し、そこから一塊になってテオティルを睨んでいる。

　ひとまず解放されたエリノアは、ホッと胸を撫で下ろした。






「はー……く、くすぐったかった……ちょっと……グレン、大丈夫なの？」






　抱えた黒猫におそるおそる問うと、グレンの青い目がじわわ……と潤む。






「あ、あねうえぇぇぇ……！　あいつらが、あいつらが私をいじめるんですぅううう!!」

「……え、えぇ……？」






　珍しく、自分の胸にすがって泣くグレンにエリノアがギョッとしている。と、そんなエリノアをテオティルが覗きこむ。






「大丈夫ですか主人様？」

「う、うん……それよりどうしたのこの子……それに……あの子たちって……」






　エリノアは部屋の隅の毛玉たちを見る。

　毛玉たちはまるで〝マリモ〟。大きさは赤子の頭くらい。黒いフワッフワの〝マリモ〟に小さい三角の耳がちょんちょんと二つ。足はあるのかないのかも分からないほどに毛がもこもこだが、どうやら毛に埋もれているらしい。おしりにはピコッと短いしっぽがはえている。






「え、かわい、何、なんの生き物……？」






　困惑したエリノアはテオティルを見るが……。

　──そこへあらあらあらと声がして奥の扉が開いた。

　つつましい様子で現れたのは、コーネリアグレースだ。






「おかえりなさいませエリノア様。ごめんなさいねぇ、うちの子たちがやかましくて」

「へえっ!?」






　コーネリアグレースの言葉に、エリノアがうちの子!?　と、目を瞠る。その顔はすぐにハッとして、そういえば毛並みは黒くて青い瞳だわ!?　と、エリノアは、婦人と毛玉たちとの間で視線を激しく行き来させた。

　その間に〝マリモ〟な毛玉たちは、ササーとコーネリアグレースの身体によじ登っていく。






「かーさま」

「ゆうしゃに、にーさまをとられました」

「そうじゃないでしょう、お前たち。あんまり兄様をいじめるのはおやめ」

「だってぇ」

「それに〝ゆうしゃ〟ではありません。エリノア様です。無礼はおやめ、陛下の姉上なのよ。ブラッドリー様に毛玉のまる焼きにされますよ」






　どうやらコーネリアグレースは子供たちを窘めているようだが……マリモ達はエリノアには興味がなさそうだった。






「そんなのしらない」

「にーさまであそびたい」

「あそびたい」






　子猫たちは口々に不満をもらしている。

　その様子には、コーネリアグレースもやれやれと頭を振っている。






「ごめんなさいねぇエリノア様。娘たちはまだ幼く分別がないのです。ま、グレンに面倒見させておけば大人しいですから大丈夫ですわ」






　──と、婦人が言うと、エリノアの腕の中でぐったりしていたグレンが唐突に「嘘だ！」と、ぴいっ！　と泣いた。（※エリノア微妙そうな顔をする）






「ま、まあそれは置いておくとして……あ、あの……うちの子ってことはまさか……」






　エリノアが恐る恐る聞くと、婦人はええまあと頷く。






「はい、正真正銘この子たちも魔物ですわ」

「!?　!?」






　婦人の言葉にエリノアが、ガーンとショックを受けている。






「な、な……」

「おほほ。魔界で父親と一緒にいたうちの末の子供たちなんですの。えーと……マリーとマールとマダリンですわ。以後お見知り置きを。あ、母親の私ですら見分けが難しいので見分けていただかなくても結構です」






　適当に呼んでやってくださいと笑うコーネリアグレースにエリノアは愕然としている。






「いや、でも……どうしていきなり……」

「それがねぇ、どうやらまたブラッドリー様がお呼びになっておしまいになったらしいの」

「え!?」






　と、エリノアが驚いた顔をすると、そこへブラッドリーがやって来た。






「姉さん」






　弟はニコニコ嬉しそうに駆け寄ってくる。ブラッドリーは何故かエプロンをつけていて、手には皿が乗せられている。その上にはほかほか美味しそうなマフィンが山になっていた。






「おかえり、今ちょうど焼き上がったんだよ。疲れたでしょう？　さ、早く手を洗って来てよ、早く食べて。あ、これはデザートなんだけど、今日は僕がご飯を作ったんだよ」

「え？　あ、おいしそ、いや……そうじゃなくて……」






　可愛い弟のにこやかな顔についついつられかかったエリノアだったが、ごめんその前にと、彼女はブラッドリーの身体を不安そうに点検している。






「ブラッド……大丈夫なの？　あの、あの子たち……私、また何か怒らせるようなことした……？」

















９　勇者はちょろかった












「な…………っなんてことなのっ！」






　唐突に、エリノアは声をあげた。

　天井を仰ぎ、その頰にはポロポロと涙がこぼれ落ちていく。ワナワナしたその手が握りしめているのは、ナイフとフォーク。

　目の前のテーブルには温かい料理が並んでいて……その中からチキンに添えられていた芋を食べて。それでエリノアは泣いているのだった。






「お、お、おいしぃ……おいしいよブラッド！」






　いつの間にこんな料理まで作れるようになったのとエリノアは感涙している。






　──あのあと。

　どうして急に魔物が三匹もこちらに現れたのかと聞きたがったエリノアだったが。いくら聞いてもブラッドリーは笑うばかりで何も教えてはくれなかった。

　それよりもご飯を食べようと急かされて。

　とても心配したエリノアだったのだが……。

　手を引かれて居間まで行くと──そのテーブルの上には、ブラッドリーが作ったという食事がずらりと並べられていた……というわけだった。






　驚くエリノアに、ブラッドリーは、シチューはリードに習い、チキンやマフィンはコーネリアグレースに焼き方を教わったんだよと嬉しそうに言って。

　──途端、エリノアの涙腺は崩壊した。驚きと感動で、心配事など吹き飛んでしまったのである。






　エリノアはボロボロ、ボロボロ泣いている。






「大きくなったね……おぉきくなったのねっ、ブラッドっ」






　こんがり焼けたチキンにシチュー、マフィン……何を食べてもエリノアはその都度泣く。

　どうやら食べながら、小さな頃のブラッドリーのことでも思い出しているらしい。

　ほとほとと涙をテーブルの上にこぼしながら、大きくなったね、ありがとうと繰り返す姉に、ブラッドリーはくすぐったそうに笑っていた。姉を喜ばせたいと思って夕食作りに挑戦したが、こんなに喜んでくれるとは思わなかった。ブラッドリーも嬉しくて嬉しくてたまらない。






「姉さん……ちょっと落ち着いて……そんなに泣かないでよ」






　子供のように泣くエリノアの頬をハンカチで拭って。それからブラッドリーはエリノアにパンを差し出す。






「これも食べて。ゆっくりだよ。喉につまらせないでね」

「うん、うん……こんなにおいしい料理が作れるようになったなんて……しかも私の……私のためなんて……」

「！」






　パンを受け取るやいなや、エリノアは、あなたは天使よ！　と、ブラッドリーの頭を抱きしめた。






「こんなに素晴らしい弟が他にいるわけがないわ！」

「ちょ……姉さんったら……」






　危ないなあと口では言いながら、ブラッドリーの顔は照れっと嬉しそうである。






　──と、そんな幸せいっぱいの姉弟の様子を、壁の傍から微妙そうに見つめる者たちがいた。

　三匹のマリモ……いや、子猫たちはあどけない声で順に言う。






「かーさま」

「なんだかあのゆうしゃ」

「ちょろそう」

「し！　おやめ！」






　すぐさまそれをコーネリアグレースがいさめる。






「滅多なことを言うものではありません！　魔王陛下を〝天使〟だとかのんきで頓珍漢とんちんかんなことが言える人間はあのお方だけなのよ！」






　敬いなさい！　と婦人は変な教育を娘たちにほどこしている。

　まあこれも……ここで暮らすには必要な教育であるのかもしれなかった。






　……と、食後にやっと落ち着いたエリノアは、その事実に気がついた時ギョッとして目を剥いた。






「え!?」






　前回の騒動の疲労からやっと回復して姿を現した白犬ヴォルフガングは、三匹を見ながら、まあと渋い顔で言う。






「あの小娘たちは力もそう強くはない。さほど害はないとは思うが……」

「ヴォルフガング、で、でも……」

「まあ、来てしまったものは仕方がないだろう。現状戻す術はないぞ」

「で、でも……あんなおチビちゃんたちをテオティルの傍において大丈夫なの!?　一応魔物なんでしょう!?　病気とかになるんじゃ……」






　不安そうに己の肩を揺するエリノアに、ヴォルフガングが目を細める。無意識かもしれないが……幼いとはいえ魔物の子を案じるなど、勇者のくせになんとお人好しなのだろうと呆れているらしかった。






「……やれやれ。まあ、お前が小娘らを害しようと思わなければ、聖剣に滅されることはないのでは？」






　そう言ってやると、エリノアは心外だと言わんばかりに眉間にしわを寄せる。






「何言ってるの！　あんな小さい子たちを害しようなんて思うわけがないでしょ！」

「……」（※ヴォルフ。魔物なのになぁと思っている）（あれが育ったら女豹婦人みたいになるのになぁと思っている）






　と、そんなエリノアに……ニンマリ口の端を持ち上げた何者かが忍び寄る。






「……ですわよねぇ」

「ぎゃ！　コ、コーネリアさん……」






　ブラッドリーと台所で夕食の後片付けをしていたはずの婦人が急に現れて。エリノアが一瞬跳び上がる。エリノアが恐る恐るコーネリアグレースを見ると……婦人は哀れっぽい顔で彼女を見た。……明らかに芝居だが。






「エリノア様……まさかあたくしの可愛い娘たちをこの家から放り出せなんて……おっしゃいませんわよね!?」

「う……だ、で、でもだって……」






　婦人に迫られたエリノアはうろたえる。

　そうなのだ、要するに、また増えてしまった小さな魔物三匹をコーネリアグレースはこの家に置いてくれと言うのである。もうこれ以上家に住人、しかも魔物が増えるのなんか絶対にごめんだと思っていたエリノアだったが……コーネリアグレースと共に現れた三匹の、もこもこ並んだ可愛らしい顔にじっと見つめられると──。

　このお人好しの娘は弱いのだ。






「ダ、ダメだ！　断るには可愛すぎる！」






　どうしたらいいんだとワナワナ頭を抱えるエリノアを、三匹のマリモたちは心の中でやっぱりちょろそうだと思っている。コーネリアグレースはたおやかだが、どこか勝ち誇った笑顔でエリノアを見た。






「ね？　お願いですエリノア様。だって外には放せませんわ。まあ我が娘たちはこう見えてかなりしぶといですから独り立ちさせてもようございますけど……街は大変なことになると思いますわよ」

「うっ……」

「ちょっと待ったぁぁぁっ!!」






　と、そこへ黒猫がスライディングで駆けこんで来る。現れたグレンは鋭く異議を唱えた。






「姉上ダメですよ！　街なんかどうでもいいではありませんか！　妹たちを置いたりしたら、この家はおしまいです！」

「おバカ！　お前たち、やっておしまい！」






　コーネリアグレースが号令をかけると、マリモたちはいっせいにグレンに跳びかかって行く。驚いたグレンはビヨンと跳び上がって、それから一目散に逃げていった。子猫たちはグレンを追って駆けていく。






「来るなばか！」

「にーさま」

「あそんで」

「あそんでー」






　グレンは、ヤダァ！　と、叫びながら外に飛び出て行った。






「…………」






　それを呆然と見送るエリノア。

　──そして結局、この娘には、あの可愛らしい三匹を外に放り出せなどとはとても言えなかったのである……。

















10　子猫のいる生活（魔物）












「姉上……甘いですよ……」






　ちみっと涙を目の下に光らせた毛並みがボサボサの黒猫は、エリノアの膝の上から恨めしそうな声で言った。






「え……？」

「あれ……あと四匹いますからね……」






　それを聞いてエリノアの手がギシッと止まる。

　背中の上で行き来していたブラシが急に止められると、げっそりして、エリノアにされるがまま毛並みを整えられていたヴォルフガングもノロノロと顔をあげた。

　エリノアの膝の上に逃げこんだグレンの言う〝あれ〟とは、彼らの目の前を時折元気に駆け抜けていく黒い毛玉──彼の妹たち、マリーとマールとマダリンのことである。






　エリノアは居間の中を生きのいいピンボールのように跳ね回っているチビっ子たちを見て、愕然とした。






「よ……四!?　あの子たちが……!?　あと四匹!?」






　──彼女がマリモっ子たちを家に置くことを決断したのが昨晩。

　そうして朝を迎えた今。そう広くないエリノアの家はすでにしっちゃかめっちゃかにひっくり返されていた。






「あ、あの子たちがあと四……」






　自宅の惨状を前に、エリノアは思わず繰り返し、顔を引きつらせた。

　マリーたちマリモっ子は、人間の住まいがよほど珍しいのか……タンスに潜りこんでは引っかき回し、食べ物と見ればとりあえずかじってみて、石鹸もかじろうとしてエリノアを慌てさせ。カーテンを登って破き、そして爪が引っかかったと言ってぴいぴい鳴く。

　そして救出してみたら……けろりとして次なる冒険へ飛び出していくのだ……。

　窓ガラスも数枚割れたし、エリノアの服も何枚か雑巾になった。おまけに果敢に聖剣テオティルに喧嘩を売りに行こうとするので……エリノアは子猫たちに健康被害が出るのではと、とてもハラハラした。

　可愛いが……ものすごく可愛いが……面倒を見る者はかなりの体力と忍耐を必要とされる。






「……子猫の体力ってすごいね……」






　エリノアはげっそりしながらグレンとヴォルフガングに言った。もちろんエリノアの髪がボサボサなのも、彼らの毛並みが荒れ狂っているのもマリモっ子たちのせいである。

　あの体力について行けなくて、ちょっと休憩しようかと現在三人はこうして散らかっていく部屋を呆然と眺めているのだが……子猫たちの勢いは衰えることを知らない。

　弟の面倒はずっと見てきたが、こんなに激しいチビっ子の世話は初めてだった。

　やれやれとエリノアは、カックリ頭を落としてうなだれた。

　ここにコーネリアグレースがいれば彼女たちを叱ってくれるし、片付けもしてくれるのだが……彼女は現在朝食の準備中。その間、妹たちの面倒をみなさいと母に命じられたグレンの顔があまりにも絶望的だったもので、仕事が休みのエリノアが手伝いを買って出たら──こうなった。

　子猫たちは、とにかく元気が良すぎて手が付けられない。

　頼みの綱のブラッドリーも、『……ごめん姉さん……今日は朝からリードのところにたくさん荷物が届くから……』と、申し訳なさそうにモンターク商店の手伝いに行ってしまった。

　もちろんエリノアにとっても弟の仕事やリードが優先されるので、彼女も彼を気持ちよく送り出したのだが……。






「……子猫のお世話がここまで大変だとは思わなかった……」






　すると、グレンが言った。






「騙されちゃいけません姉上……子猫って言っても妹たちは魔物です……」

「……そうだったね……」






　エリノアは膝の上のグレンの背を撫でる。兄グレンも大変だな、と思った。

　すると黒猫はどこか哀愁を漂わせる顔で言った。






「よかったですよ……これでもまだ半分以下ですからね……妹たちが全員こちらに来るような事態になったら……」

「……そ、そうだね……ちょっとそれは……私も困るかな……」

「父がいればまだ統率が取れるんですが……」

「そ、そうなんだ、お父さんすごいんだね」






　それはそうか、なんたってコーネリアさんの旦那さんだもんねぇと、二人で揃ってため息をこぼしていると……ヴォルフガングが信じられないことを言った。






「やれやれ……小娘共は相変わらずだな……せめてまだ上の双子の妹たちのほうが、分別があって良かったのでは？」

「えっ……!?」






　その言葉にエリノアが声を上げる。

　七匹のマリモに加えてまだ他にも妹がいるのかとエリノアは目を剥いて、膝の上にいるグレンを見下ろすが……。

　それを口にする前に、黒猫があまりにも悲壮な──これまでに見せたこともないような顔面を見せたので……その言葉は喉の奥に引っこんでいった。






「グ、グレン……？」

「…………それならまだマリーたちのほうが百万倍マシです……上の妹たちは悪魔ですから……」






　……いや、あなた魔物じゃないのよ……と突っこみたかったエリノアは……なんとかそれを我慢する。

　……グレンに悪魔と言わしめる妹たちとはいったい……。

　ものすごく怖かった。

















11　ガールズトーク、再び












「え……なんなのこの散らかりようは……」






　エリノアの家を訪れたルーシーは、荒れ果てた室内を見て、あらまあと言った。






「なんだか盗人にでも入られたみたいじゃない？」






　ルーシーは白いレースの日傘をくるくると閉じながら、室内の無残なありさまを見て歩く。と、居間のテーブルの後ろから声がした。






「あ……ルーシー姉さんいらっしゃい……」






　エリノアがテーブルの向こうからよろよろと顔を出すと、その頭を見たルーシーが噴き出す。






「ちょ……なんなのその鳥の巣みたいな頭は……」






　ルーシーはテーブルの上に土産の品を置くと、ちょっとこっちにいらっしゃいよとエリノアを手招いた。






「どうしたのよこれは……待って待って、頭の上に壁紙の切れ端が……」






　あまりのボサボサぶりにルーシーがまた笑って。素直に傍へやって来た義理の妹の頭の上に乗っている、萌黄色の壁紙やら、もこもこした何か獣の毛らしき塊を手で払い落とす。






「？　……何これ、動物の毛……？」

「ありがとう、ごめんなさい汚れてて……ちょっと掃除をしてたものだから」






　エリノアは髪を整えてくれたルーシーを見上げ、にへっと笑う。その顔は見るからに疲れている。ルーシーは眉をひそめ、同情的なため息をこぼした。






「大丈夫？　本当に泥棒に入られたんならうちの者たちに言って、今すぐそいつらを血祭りに上げに行くけど」






　人相は覚えてるか、人数はと問うてくるルーシーに、エリノアはカクッと頭を落とす。彼女は『血祭りに上げに行かせる』ではなく、『行く』と言っているのだ。自ら先陣きって行きそうな令嬢の言葉が怖い。






「……違います。もう、姉さんはすぐ物騒なこと言う……」






　エリノアはげっそりして言ったが、ルーシーはけろりとしたものだった。






「あらだって、ここは将軍家が貸している店子の家よ。ここに盗みに入るってことは私たちタガート家に喧嘩売ってるのと同じじゃない。それにあなたは義理とはいえ妹なの、喜んで報復に行くわ」

「ルーシー姉さん……」






　義理の姉の言葉に一瞬感動したような顔をしたエリノアだったが、その姉が、じゃあ行ってくるわと出て行こうとするのを見ると、慌ててその腕を取った。






「ちょ、ちょっと待ってルーシー姉さん！　そんな命知らずな盗人いるわけないから……！　これはただ……猫に暴れられただけよ！」

「はあ？　猫……」






　引き止めるエリノアの言葉に、ルーシーは足を止め、眉をひそめて周囲を見回した。

　床には物が散乱しているし、窓も割れている。カーテンだって破けているところがあるし、壁紙も一部が無残に裂かれていた。どうやらエリノアは床に散らばった皿の破片を拾い集めていたところだったらしい。

　ルーシーは解せないという顔で言った。






「…………こんなに凶暴な猫がいるわけないじゃない」

「………………いるの……っ」






　しかも三匹……とは言えなくて。

　エリノアは両手で顔を覆ってさめざめと泣くのだった……。









　幸いなことに、この時子猫たちはコーネリアグレースがお説教のためにどこかに連れ出してくれていて。グレンはそのお供。ヴォルフガングはブラッドリーの手伝いに出かけて行った。

　残りのテオティルは、廊下で鼻歌を歌いながらモップをかけている。

　彼はエリノアが少しの間任せていいかと聞くと、主人に仕事を頼まれたのがよほど嬉しかったのか、張り切って「お任せください」と瞳を輝かせた。

　そんな彼に掃除を任せて、エリノアはルーシーを被害の少なかった自分の寝室に招き入れた。






「こんなところでごめんなさい、ちょっとまだガラスとか拾いきれてないから危なくて……」

「あらいいのよ。気にしないで」






　ルーシーは、狭い部屋にも気にした様子はなく、エリノアがうながすと寝台の上に座った。

　ありがたいことに、ルーシーは壊れた窓や壁紙は、大家であるタガート家のほうで修繕費用を出すと言ってくれて。感謝したエリノアが急いで茶を用意しに部屋を出て行こうとすると……ルーシーは「そんなのいいから！」と、娘の手を引っ張って自分の隣に座らせた。






「で？」

「え？　で、って？」






　隣に座った途端、義理の姉はエリノアにグッと顔を近づける。エリノアがキョトンとすると、ルーシーは「誤魔化さないで」と笑う。






「昨日、宮廷でひと騒動起こしたらしいじゃないの。知ってるんだから」

「！」






　ルーシーの言葉にエリノアが、げっという顔をする。

　なんでバレたんだとエリノア。だがすぐに分かる。あれは宮廷で起こった騒動だ。養父であるタガートにエリノアの珍行動が筒抜けでもおかしくはない。

　げっそりするエリノアに、ルーシーはカラカラと笑う。






「安心して、母さんには黙っておいたわ。あんたがビクトリア様を追い返したなんて知ったら卒倒するもの」

「お、追い返しただなんて……そんなつもりだったわけでは……」






　結果としてビクトリアは出て行ってしまったが、エリノアとしては心をこめてもてなしたつもりだったのだ。しかしエリノアがいろいろと取り繕う前に、ルーシーがそれよりもと身を乗り出してくる。その顔は、ちょっと引くくらいニヤニヤしていた。






「え……な、なに姉さ……」

「あなた、昨日ブレア様のお茶会に招かれたんですって？」

「！」






　その言葉にギョッとしたエリノアの喉がグッと鳴る。ルーシーはのけ反ったエリノアの正直な反応にものすごく嬉しそうだ。






「いやねぇ、なんで早く教えてくれないのよ！　ブレア様が若い娘と個人的に茶会を開いたなんて初めてじゃない？　私、その話をぜひ聞かなければと思って来たのよ！」

「っう……っ、あ、あの……」






　途端エリノアの顔がカーッと真っ赤になる。

　それを目撃したルーシーがあらぁ？　あらららぁ？　と、わざとらしく笑う。それは、今までのエリノアの反応とは確実に何かが違った。彼女の義理の姉は、娘の微妙な変化を敏感に察したらしかった。






「エリノア、その顔はいったい何事……？　さては……」

「……ち、ちが……！」






　咄嗟に否定しようとしたエリノアに、ルーシーは目を細め、ツンとした顔で「エリノア？」と声音を変える。






「正直におっしゃい。お姉様の私に嘘なんかついたら後が怖いと思わないの？」

「……ぅ……」






　エリノアだってそりゃあその通りだと思っている。が、恥ずかしすぎて身動きが取れないエリノアに……赤毛の令嬢は内心で可愛い顔してるわぁと思いながらも……にっこり笑う。






「一から順にちゃあんと全部白状なさい。じゃないと、私悲しくて泣いちゃうからね」

「…………」






　奔放で強気、時々泣き虫の義理の姉は、エリノアの枕をガッチリ胸の前に抱きこんで言外げんがいに「話を聞くまでは絶対に帰らないぞ」という意思を示している。

　その顔の……ワクワク具合が凄かった。

















12　王妃の喜び












　はぁ……と、物憂げなため息がこぼれた。

　いかにも憂鬱そうなその音に、ため息の主──王妃の機嫌伺いに来ていた王太子が苦笑する。






「母上、そんなにお疲れになられたのですか？」






　王太子は手にしていたティーカップをテーブルの上に置くと、そんなに心配しなくてもと笑う。






「だって……老臣たちはうるさいし、それなのに侍女頭もタガートも反対するし……まったくどうしたらいいのか……」






　それを聞いた王太子は不思議そうな顔をする。






「エリノア嬢の件ですよね？　おや……タガートは反対なのですか」

「いいえ違うのよ。婚約に反対ということではなくて……つまり彼らは、エリノア嬢に侍女職を辞めさせることに反対なの」

「ほう」






　王妃は長椅子の肘掛に寄り掛かるようにして、もう一度ため息をついた。

　彼女によれば、それは昨日、派閥内の臣下や高官、それにタガートらを集めての会議でのことらしい。

　王妃は柔和なつくりの顔を精一杯固くして王太子に言う。






「議題は、〝どうしたらブレアとエリノア嬢の婚約が実現するか〟、よ」

「……ほう、」






　母親の真面目くさった真剣な顔に、王太子は内心噴き出したかったが、それをこらえた。






「なるほど、なるほど……そうでしたか」






　どうりで昨日は宮廷に人が足りなかったわけだと王太子。いるはずの大臣や官がいないのを彼は不思議に思っていたが、そうか、母が集めていたのかと納得した。

　王妃は苦悩を浮かべている。






「老臣たちは、彼女をブレアの相手として議会に認めさせるために、使用人は辞めさせて早々に淑女教育をさせろと言うのだけれど……タガートや侍女頭は、彼女は絶対に職を辞めぬだろうって……私、それが生活のためなら支援は惜しまないと言ったのよ？　だけど……そういう返すあてのない援助は嫌がるだろうって言うのよ。それに侍女頭はかわいそうだと。せっかく試験に受かって王族付き侍女になったのにって。怒るのよあの人ったら……」






　親しい間柄の侍女頭の言い分に王妃は口を尖らせているが、王太子は「まあそれはそうかもしれませんね」と頷いた。もう、どうしたらいいのと王妃。

　そんな母を見て、王太子が微笑む。






「さすがはブレアの見初めたお嬢さんなだけあるではありませんか。母上そう嘆かないで。しっかりしていらっしゃるのです、よいことではありませんか」

「だけど……私のお嫁さん（？）はいつになったら私のところに来てくれるの？　タガートたちは彼女が苦労して働かざるを得なかったのは、私たち王家に責任があるから無理強いは絶対にダメだと譲らないし……」

「…………」






　ため息まじりの母の言葉に、たえず朗らかだった王太子の顔が、一瞬憂いを見せた。

　トワイン家の亡き家長が、彼らの派閥の切り崩しを狙ったビクトリアに陥れられたことは彼も知っている。

　しかし、当時は側室妃の、影に隠れ背後から突いてくるような攻撃は、当然王太子自身にも及んでいて。彼もあの頃は、王室内の覇権争いの渦中で日々薄氷を踏む思いで過ごしていた。──その裏で、犠牲になった者に救済の手が行き渡らなかったことには彼も責任を感じている。

　王太子は母の手を取ると、少し悲しげに微笑んだ。






「……母上、ひとまずはエリノア嬢のために何ができるか考えませんか？」






　なだめる王太子に、王妃は頷く。






「そうね……とりあえず王都の孤児院に個人的に寄付をして視察にも行こうかしら……もしかしたらエリノア嬢のような子どもたちが他にもいるかもしれないから……あぁぁ、でもどうしてこんな時に聖剣はなくなってしまったの!?　おかげでことが少しも思うように進まないったら……もういっそ……私が直接エリノア嬢に直談判しに──」






　と、言う母を、王太子は笑顔でバッサリと切る。






「ふふふ、ダメです母上。それは多分ブレアが一番嫌がることです」

「……そうよね……」






　王妃はガックリと肩を落とす。彼女が裏でいろいろと動いているのを知ったブレアから、もうとうに彼女は『余計なことをしないように』と散々釘を刺されている。昨日のその会議も王太子が知らなかったくらいだ。ブレアにバレないようにこっそり開催されていたに違いない。

　王太子は苦笑しながら母の背をさすった。






「元気を出してください母上。今はブレアも私も忙しいですが、聖剣が見つかればきっとこの話も動きますよ」

「そうね……でもブレアの将来を思うと胃が痛いのです……もうこんな機会はないかもと思うと気が急いて……」






　身体を折って訴える王妃に、王太子は笑いながらそうそうと言った。






「そういえば。昨日ブレアがエリノア嬢を招いて茶会を開いたそうですよ」

「っ！」






　途端──うなだれて目の前のテーブルに手をついていた王妃の動きがピタリと止まる。






「………………ブレアが……？」






　王妃はゆっくりとこわばった顔をあげて。王太子はええと頷いた。






「一昨日からブレアがいやに仕事を前倒し前倒しで詰めこんでいるなとは思っていたんです。どうやら……それも茶会のためだったようですね」

「まあ……っ」






　王太子の言葉を聞いた王妃の顔色がだんだん明るくなっていく。それで!?　と、先を急かすように身を乗り出してくる母に、王太子はハリエットから聞いた話を聞かせてやった。

　途中出て来たビクトリアの名に王妃は悲壮な顔をしたが……その側室妃をエリノアが追い払ったらしいという話をすると、彼女は勢いよく立ち上がって。ゴージャスなドレスの袖から伸びる両手を高らかに掲げ、拳を握って歓喜した。






「……っ！　こんなに感動したのは……久しぶりだわ……！　す、素敵、さすが私のお嫁さん……」






　そんな母を冷静に見上げながら、王太子はニコニコ続ける。






「多事多忙のなか、ブレアがわざわざ時間を作って女性と会ったなんてこと初めてでしょう？　だから私もあの子も不器用なりにエリノア嬢と仲を深めようとしているのだなと思って、なんだかいじらしくて」

「あの子が……女性と茶会……」






　王妃が今度は感極まったように目元を手で押さえている。

　茶を一緒に飲んだだけで何を大袈裟な……と思われるかもしれないが。これまで彼女が浮いた噂のない息子のために開いた茶会という名の見合いの席は数知れず。そのたびに、ブレアの関心のなさそうな、居心地の悪そうな顔を見続けて来ていた王妃は……よほどほっとしたらしかった。

　ね？　と王太子は母を安心させるような微笑みを浮かべる。






「ブレアも頑張っていますから、大丈夫ですよ母上」

「そうね！　そうなのね！」






　王太子に励まされた王妃は嬉しそうに息子の手を握りしめた。






　──そしてその後。

　いたく感激した王妃はとりあえず、自分も何かがしたくてたまらなくなったらしい。宣言通り、すぐさま孤児院に寄付をするよう指示しに走り、視察のスケジュールを立てに行ったとか。






　──さらにその後。何故か街で見知らぬ町人に声をかけられ感謝されることが増えたエリノアは、そのわけが分からずひどく不思議そうにしていたという。

















13　恐怖の恋バナ












「……エリノアぁ……」






　彼女の義理の姉は、彼女に散々ブレアとの話を強要するように聞き出しておきながら、いざエリノアが話し終えると、信じられないという顔つきでエリノアを見た。その横目とひそめられた眉を見て、真っ赤でうつむいていたエリノアもさすがに不満そうである。






「ル、ルーシー姉さん……？」






　一生懸命話したのになんだその反応はとエリノア。死ぬほど恥ずかしかったのに義理の姉のガラの悪い顔はどうしたことか。






「恋バナって……もう少しキャッキャッうふふなイメージなんですけど……そのお顔は、ど、どういう趣向なんですか……？　私何か間違ってました……？」






　これが初恋で正しい恋バナが分からないエリノアは戸惑った。職務の休憩中、同僚たちはしょっちゅう楽しげに恋の話をしているのだが。いやもしかして自分が何か怪しまれるようなことでも言ってしまったのかとハラハラする。勇者、魔王、魔物に聖剣……後ろ暗いところはものすごくたくさんあった。

　ついつい身構えながらルーシーを窺っていると……可憐なドレスを着た赤毛の娘はジロリと彼女を睨みながら言った。






「それ──……もう両想いなんじゃない？」

「はっ!?」






　途端──しかめっ面で投下された言葉の威力に、エリノアが持っていたティーカップを吹っ飛ばす。おまけに座っていた寝台からはずり落ちて、お尻を床でしたたか打ち付けた。

　空を舞ったカップは部屋の端でガシャンと砕けるように割れて、エリノアは腰を押さえて床の上でうずくまっている。

　それをカケラも動じず見ていたルーシーが言う。






「……見事に飛んだわねぇ……」

「ぁいたたた……恐れ多すぎてびっくりしたんです！　こ、こら！　ルーシー姉さん！　なんて恐れ知らずな……」






　寝台に手をつき、よろよろと立ち上がろうとするエリノアは、赤い顔で憤慨している。よほど驚いたのか、足がブルブル震えていた。






「うーん……だって。ブレア様が個人的に招いて下さったんでしょう？　それに出て行こうとしたら〝行くな〟って引き留められたと……」

「ぅ……っ」






　ルーシーに真顔で先日の茶会での出来事を念押しされたエリノアが、赤面したまま声なき声で呻いている。額からはおびただしい汗。どうやらその時のことを思い出して悶絶している。恥ずかしすぎて死にそうという顔の義理の妹に、ルーシーは容赦しない。






「〝綺麗〟ってあの無口な方があんたに言ったって……悪いけど……正直あのお方が婦女子に向かってそんな言葉を言っているところなんか微塵も想像できない。想像できなさすぎてキャッキャッできなかったわよ……相手が良く磨かれた剣の刀身とかっていうことなら想像できるんだけどねぇ……」






　いい？　とルーシー。






「エリノア。あなたそれがどれだけ希少な出来事か分かったほうがいいわよ」

「き、希少だったら、りょ、りょ、りょ……ぅぐっ」

「息吸いなさい！　両想いかって？　まあ、ひとまず特別親しく思われていることだけは確かなんじゃないの？」

「そ……そんなこと……あるわけ……あったら……し、幸せすぎる……けど……ああっ」






　言いながら恥ずかしくなったのか、頭を抱えて床にうずくまるエリノアを見ながら、ルーシーは思った。

　そもそも同盟国の王女ハリエットが力を貸してくれている時点でおかしい。彼女が動いているということは、王太子がそれを知らないはずがない。これは自分たちの知らないところで大きな力が働いている……。（←王妃）






「……というか、思い切り御膳立てされている感がすごいわ」






　うーんと考えるそぶりを見せるルーシー。まあ、彼女は以前からブレアはきっとエリノアが好きなんだろうとは思っていた。

　ここは加担しておくべきか。エリノアが王子を好きなら願ってもない話であるし、タガート家としてもありがたい。王家に養女が嫁ぐのならば、父の地位もこれまで以上に安泰だ。──いや、タガートが今以上に『ブレア様ブレア様』と言いそうでややカチンとくるというのはパパっ子ルーシーの正直な気持ちだが。まあ、それは置いておくとして。父の立場が安定するのは単純にありがたい。だがしかし。






「…………」






　ルーシーは考える。

　もし〝彼〟がこれを知ったらなんと言うだろうか。






（………………ブラッドリーがめんどい……）






　ルーシーは件の少年の顔を思い出して悪人面でチッと舌打ちを鳴らす。

　彼の反対は目に見えるようだった。昔はもっと可愛かったのに、最近のブラッドリーはなんだかとても生意気だ（主にルーシーに）。

　ただでさえ身分のことで多方面から茶々が入りそうなところにきて、弟が反対しているとなれば、この弟大好き娘が思い悩むのは火を見るよりも明らかである。

　ルーシーは苦々しい顔をした。






「まったく……エリノア！　あんたどうしてブラッドリーをあんなにシスコンに育てたの！」

「へぇっ!?」






　唐突な叱責に、床の上のエリノアがビクッと身を震わせる。






「な、なんでそんなところに話が飛ぶんです……？」






　振り返って見上げると、ルーシーは寝台に足を組んで座ったまま、禍々しい顔でエリノアを見下ろしている。その顔は怒った時のブラッドリーにも匹敵するかという恐ろしさである。あまりの威圧感にエリノアが怯む。






「ル、ルーシー姉さん人相！」

「……私には分かるのよ……あいつは──物凄く腹黒い」






　どキッパリ言い切るルーシーにエリノアが憤慨する。






「そ、そんなことありません！　ブ、ブラッドリーはてんし……」と、言いかけたエリノアの頬をルーシーが両手でガシッと鷲掴む。






「!?」






　……ここでフリルのドレスを着た令嬢は、今日一ガラの悪い顔を見せる。

　はぁ～？　と片眉上げた令嬢は、誰が天使だって？　と悪魔のような表情でエリノアに顔を近づける。






「あんたはどうしてそう盲目で甘いの……？　そういうのんきなことだからつけこまれるの！　あいつの言いなりになってはダメよエリノア！　絶対ブラッドリーはあんたの恋人とか結婚相手とかにも文句つけまくるに決まってるんだから！」

「!?　っ!?」






　目を白黒させるエリノアに、ルーシーはなおも圧をかける。






「ちゃんと自分で考えなさい！　いろいろ口出しされた挙句ホイホイ弟の言いなりになって初恋諦めますとか言い出したらはっ倒すわよ!?　他人任せの恋愛ほど後悔の付きまとうものはないんだから！　いいわね!?」

「は、はいっ……すみま……すみません……」






　もはや胸ぐらつかまれて根性を入れ替えさせられている様相のエリノアは……思った。






　──これが……。

　これが恋バナなのか。なかなかに……ハードだわ……。






　いや、こんな脅しと恐怖のまとわりつく恋バナはルーシーとエリノアならではだと思うが。のちにエリノアがそう感じた旨をルーシーに伝えると……令嬢はけろりとして言い切った。






「当たり前よ、恋愛は戦いだもの。私だってジヴ様との恋に命がけなのよ！」






　エリノアはその高らかな宣言に畏怖を覚えるのだった。

















14　毛だまの失踪












　ルーシーは家の掃除を手伝うと言ってくれた。が──……不本意にも、今ここエリノアの自宅は魔物の巣窟も同然である。

　家の惨状を考えるとテキパキしたルーシーがいてくれればとても助かるが、あのコントロールの効かないピンボール子猫たちがいずれここに戻ってくるだろうことを考えると──とてもルーシーに手伝ってくれとは言えないエリノアであった……。






　そうしてエリノアがルーシーの申し出を丁重に辞退すると、彼女は気にした様子もなく、「そう？」「じゃあ私もジヴ様のお顔を見に行こうっと♪」と、足取り軽やかに去っていった。幸せそうで何より。そんな義理の姉をエリノアは手を振り振り見送って。そして玄関の扉を閉めようとした時──その隙間から、サッとすべりこんで来るものがあった。






「ん？」

「姉上ぇぇ」

「え……グレン？」






　足に何かが当たった気がして。目線を落とそうとしたエリノアの腕にピョンッと飛びこんで来たのはグレンだった。エリノアが何事だと目を瞬く。






「もう嫌だ！　お願いします姉上！　妹たちを退治してください！」

「…………あんたねぇ……」






　ワッと泣きはじめた黒猫にエリノアは呆れたような顔をする。






「それ、私が絶対しないって分かっていて言ってるでしょ……」






　エリノアは、自分の腕と身体の隙間に頭を埋めるようにして嘆いているグレンの後頭部を見下ろす。出かけて行った時よりもさらにボサボサになった頭が、外で何があったのかを物語っていた。






「あいつら完全に私をおもちゃ扱いしてます！　母上は私がちょっと妹たちを突き飛ばすと烈火の如く怒るくせに、私が妹たちにかじられていても知らん顔するんです！　あらー仲がいいわねぇとか言って……不公平です！」

「あー……まあ、兄と妹じゃ力の差もあるしねぇ……よしよし大変だったね」






　憤慨するグレンにエリノアは、「兄なんだから我慢したら？」とは言わなかった。察するに、グレンは既に十分妹たちに我慢している。エリノアが見ていた限りでは、グレンは昨日から妹たちにゴッスゴスにやられていたが……一度もちびっ子たちに手をあげていない。

「まったくです！」と、キィキィ叫ぶ黒猫の後頭部には……三ヶ所毛をむしられたようなあとが残されている。妹たちにやられたのだろうなと思いながら、エリノアはグレンの背中をゆっくりと撫でた。グレンはグレンで苦労しているらしい。






「それで……コーネリアさんとマリーちゃんたちはどうしたの？」






　一緒だったのではと問うと、グレンは、三匹は母がカゴに入れて連れて出かけたと言う。






「え……カゴ？　それって大丈夫なの……？」






　エリノアの脳裏には、婦人がカゴに子猫たちを放りこみ、ウキウキ町を闊歩している様子が思い浮かぶ。なんとなく不吉な予感がして。更に行き先を問うと、グレンは顔を埋めたまま投げやりに、さぁ!?　と言った。






「ここで暮らすためのルールを教えこまなければと言っていましたから、一緒に町に人間見物にでも行ったんでしょ！」

「人間見物……」






　その言葉にはやや微妙な思いがするが、まあいいかとエリノア。そちらはコーネリアグレースに任せておけば大丈夫だろう。とにかく今は、散らかった家の中を整頓しなおさなければ。そう思ったエリノアは、黒猫をなだめながら荒れた居間へと戻って行った。






　のだが……。

　それから一時間も経たぬという頃。家も半分くらいは片付いて、エリノアが見事に裂けたカーテンを繕っていた時のことだ。

　膝の上にはすっかりいじけてしまったグレンが不貞寝をしている。テオティルはテーブルの反対側に座ってエリノアが動かす針を興味深そうに眺めていた。

　そこへ──不意にギィィィ……と、どこかホラーな音が鳴り響く。

　蝶番の軋む音にエリノアがぎくりと顔を上げると……戸口に誰かがノスッと佇んでいる。






「……やられましたわ……」

「へ……？」






　戸口を塞ぐようにして立っていたのはコーネリアグレースだった。

　女豹婦人は沈痛の面持ちでため息をこぼしている。






「コーネリアさん？　どうかされたんですか？」






　普段とどこか違う彼女の様子を不思議に思ったエリノアは、繕い物をテーブルに置き、膝の上のグレンを腕に抱き直して彼女の傍へ行く。

　すると、婦人は無言で腕に通していたカゴをエリノアに差し出した。






「え……？」






　カゴの中には黒いもこもこが三つ。






「マリーちゃんたちが……どうかしたんですか……？」






　言いながらカゴを覗きこむが、子猫たちはピクリとも動かない。






「？」






　寝ているのだろうかと不思議に思って見ていると、無言のコーネリアグレースがそのうちの一つに手を伸ばし──唐突に──ムンズっと力一杯鷲掴みにする。






「え!?」






　その躊躇ない握り方にエリノアが思わず叫ぶ。力のこめ方が子供に触れるのに相応しくなかった。

　まるで握り潰さんとするような母の手にエリノアは驚いて──。

　が──。






「……あ、あれ？　これって……」






　気がついて、エリノアは目をまるくした。

　マリーたちかと思っていた黒いモコモコの毛玉ボールは……婦人の手の中であっけなくクシャッと潰れてしまった。どうやら、ただの毛玉の塊だったようだ。

　エリノアは、ホッとして。しかし、ん？　と不思議そうに頭を傾ける。






「え？　マリーちゃんとマールちゃんとマダリンちゃんは……？」






　その問いにコーネリアグレースが厳しい顔で答える。






「いません。これはあの子たちが作った偽物です」

「へ？」






　ぽかんとエリノアが見上げると、コーネリアグレースがギリギリと奥歯を噛んでいる。






「いつの間にかすり替わっていました……あの子たちったら……！」

「え……？　え？　ど、どういうことですか……？」






　恐怖の鬼顔で怒っているコーネリアグレースに恐る恐る問うと、腕の中のグレンが、あははと空虚な響きで笑った。






「あーあ、あいつら脱走したんですか？」

「だ、脱走!?　あ、迷子!?」






　グレンの言葉にエリノアがギョッとする。その横で、コーネリアグレースはコメカミに浮き出た血管を押さえながらため息をこぼす。






「はー……ちょっと離れているうちにこんな悪知恵までつけて……」






　彼女の話では、この黒い毛玉はマリーたちの体毛と魔力の塊でできていて、彼女もここに帰ってくるまで気がつかなかったと言う。






「なんだか途中から妙に大人しいとは思っていたのですが……」

「や、は、早く見つけに行かないと……あの子たちが怪我でもしたら……！」






　しかし、青くなるエリノアをグレンが笑う。






「大丈夫ですよ姉上、あのチビたちも一応魔物ですからそうそう怪我なんてしません。ま、町民に何か被害が出るかもしれませんがね。放っておけばそのうち帰ってきますよ」

「グレン！　このお馬鹿！　あの子たちだって魔障くらいばらまけるのよ！　人間に被害が出たらブラッドリー様の平穏な暮らしが脅かされるでしょう！　ああ、申し訳ありませんが……エリノア様、探すのを手伝っていただけますか？　多分そう遠くまでは行っていないと思うのですが……」

「も、もちろんです！」






　魔障と聞いて、以前グレンが騎士オリバーにつけた魔障を思い出したエリノアは真っ青な顔をして婦人の頼みに頷く。そして嫌がるグレンを腕から床に下ろし、娘はあっという間に家を飛び出して行った。

　そのあとを、コーネリアグレースが追いかけて行く。が、婦人は「エリノア様？」と、キョトンとしている聖剣テオティルに留守番をするように念を押すのを忘れなかった。






「お留守番……」






　残されたテオティルは、寂しそうな顔でエリノアが出て行った扉を見ていたが……不意に、その目が同じく居間に残っていたグレンを所在なさげに見る。と、黒猫は聖剣と目が合った瞬間背中の毛をビビッと逆立たせて。嫌そうな顔で舌打ちを鳴らす。

　妹たちはものすごく面倒だが、この聖剣と二人で家に残されるのはもっと嫌だった。






「ぅー……っ、もう！　これだからあいつらと一緒にいるのは嫌なんだよバカっ！」






　せっかく姉上の膝でくつろいでたのにぃ！　と、プンスカ文句を言いながら……。

　兄猫はエリノアたちを追って駆けて行った。

















15　マダリンの猫パンチ












「……ん……？」






　ある庭で、大きな植木鉢を動かそうとしていたリードは、はたと手を止めた。

　緑深い庭。木壁の前にずらりと並んだ大小様々な植木鉢の隙間の暗がりに──何やら黒いボロキレのようなものが詰まっている。






「？　なんだこれ……」






　不思議に思い拾い上げると、思いの外ふわふわしている。大きさは両手のひらに乗るくらい。そのぐんにゃりしたものを手に乗せてみて、あれ？　と、リード。






「……生き物？」






　そう言った瞬間、真っ黒い毛の中にパチッと青い目玉が二つ開く。






「お……」






　ひたりとした青い瞳にじっと見つめられたリードは目を瞬く。






「……子猫？」






　その子猫は、まんまるで、真っ黒で。どこを駆けずり回ってきたのかホコリだらけだった。

　毛に絡みついたクモの巣を払いのけてやりながらリードは声をかける。






「お前どうしてこんなところに詰まってたんだ？　……上から落ちてきたのか……？」






　青年は植木の後ろの木の塀を見上げ、不思議そうに首を傾ける。

　この庭は、モンターク商店からほど近い常連客宅の中庭だった。

　普段から客が高齢者の場合は、ついでに何かしら手伝いをして帰るのが彼の習慣で。この日も重くて動かせない植木鉢を移動させてくれないかと頼まれた。それを二つ返事で引き受けたリードは、まずはホウキで植木鉢のまわりを掃いてから、客の要望通りに植木鉢を動かそうとして──その後ろに、みっちり詰まった黒い物体に気がついた。

　青年は拾い上げた子猫の身体をぐるりと見回す。






「怪我はないみたいだな。しっかしお前……こんなになるなんて、余程狭いところを冒険して来たんだなぁ」






　気のいい青年は、子猫についたホコリを落としつつそう笑う。

　黒い子猫はそんな彼を、恐れのないクリっとした瞳でじっと見上げていた。

　……と、傍の家屋の扉が開いた。そこから老婦人が庭に出てくる。腕には小型犬を抱いていた。






「リードちゃん、まあまあ掃除まで。ちょっと休憩してお茶にしない？」

「ありがとうローズさん。あの、なんか植木鉢の裏に子猫が挟まってたんですけど……ローズさんちの子？」

「子猫？」






　リードが子猫を持ち上げながら問うと、老婦人より先に腕の中の犬がワンワンと吠えはじめる。途端、手の中の子猫の瞳が好戦的に光り、それを見たリードは慌てて子猫を腕の中に隠すように抱く。






「おっと……喧嘩はしないでくれよ……」

「あらあらごめんなさいねリードちゃん。でもその子はうちの子じゃないわ。ご近所でも見たことがないわねぇ」






　老婦人は腕の中の飼い犬をなだめながら、どこから来たのかしらねと首を傾げている。それを聞いたリードは、そうですかと子猫を見た。子猫は吠え続ける犬をひと睨みしてから、ツンと顔を背けている。とても勝気そうな子猫だった。






「うーん……じゃあローズさん悪いんだけど、お茶はまた今度でもいいかな？　俺、ご近所まわって飼い主か母猫がいないか探してみるよ」

「あら、悪いわねぇ」






　老婦人は、自分の庭で見つかった子猫を居合わせただけのリードに託すのは申し訳なさそうだったが、青年は構わないと明るく首を振る。彼は配達し終わって空いた木箱に子猫をそっと入れると、指先でその耳元をふわふわと撫でた。






「よし、じゃあお前のお母さんを探しに行こうか」












　──その頃のとある空き地。

　エリノアは──ふー……と、諦めの滲む長いため息を漏らしていた。

　下に見える足場は細い。……ああ、またか……スカートで飛び出して来るんじゃなかったなぁと娘は後悔している。まあ、今はその中身が見えようが見えまいがそれどころではないのだが。……エリノアは青い顔で叫んだ。






「マダリンちゃんっ！　お願いだからそれ以上、上に行かないで！」

「いや」






　必死の懇願は、間髪入れず却下される。取り付く島もない子猫の様子にエリノアがショックを受けている。






　──ここは、いくつかの民家の塀に囲まれた小さな空き地。そこにポツンと生えた木に──エリノアは青い顔でしがみついていた。

　太い幹に抱きつく手や頬にはいくつかの擦り傷。全身はこの晴天の日に何故かびしょ濡れだった。

　そして……彼女の視線の先には、まっくろな子猫が一匹。背を山状にいからせて唸っている。






　それは数分前のことだった……。

　いなくなった子猫たちを探しに出たエリノアは、運よく広場の噴水のフチの上に、町民たちが街ゆくさまをぽやっと眺めているマダリンを発見した。

　大人しくちょこんと腰を下ろす子猫の姿に彼女はホッとして……。が。

　不意に、歩いて来た紳士がマダリンに気がついて。おや可愛いなぁというふうにマダリンに手を伸ばした。

　その瞬間、マダリンの目がサッと殺気を帯びる。それを見たエリノアは驚いて。

　何せただの猫ならまだしも、彼女はあのコーネリアグレースの娘でグレンの妹なのだ。その、家系から言っても少しも侮れなさそうな魔物の子が。昨夜自分たちの家をめちゃめちゃにした子猫かいじゅうが、何も知らない町民に向かって牙をのぞかせたことに血の気が引いたエリノアは──。






　猛ダッシュでマダリンに突っこみ、結果、マダリンにはひらりと避けられ……その挙句、噴水に頭から突っこんでしまうという間抜けなコントを演じてしまう……。

　傍にいた紳士にはものすごく迷惑そうな顔をされ……他の通行人たちにもおかしなものを見る目で見られた。

　が……エリノアは、世間様の冷たい視線にも、身体を滴って行く水の冷たさにも負けず、不屈にも、再び逃走していったマダリンを追いかけた。

　そして──魔物の子マダリンが勇者エリノアの追求を嫌い、逃げこんだのが、この高い木の上だったというわけだった。









「あああ……マダリンちゃん下りて来て……っ！」






　エリノアは木の高さに震えながら、弱り切った声を出す。

　はじめは木の下から、下りてくるように説得を試みていたのだが……そのうち何故かマダリンがミーミー泣き出してしまった。

　怪我でもしたのかとエリノアは慌てたが──聞けば登ったはいいものの今度は怖くて下りられないと言う。

　その答えにはエリノアも、え……？　猫なのに……？　……と、ものすごく微妙そうだった。しかしまあ……相手は魔物とはいえちびっ子である。仕方がないと思い直したエリノアは、結局今回も木に登ることにしたのだった。

　そういえば昨日も子猫たちはカーテンに登っておきながら下りられないと泣いていた。もしかしたら登るのは得意でも下りるのは苦手なのかもしれない。






　しかし──ここで、予想外の出来事が起こる。

　ありもしない運動神経を必死で駆使し、木をよじ登り子猫の救出に向かったエリノア。

　けれどもマダリンは、彼女が近づくと何故か余計に上へ行ってしまうのだ。

　それには愕然とするエリノア。






「ど、どうして!?　マダリンちゃん、下りられないんじゃなかったの!?」

「きやすくよぶな」

「そんな先っぽに行ったら危ないから！」

「くるな！　こっちくるなっ」






　マダリンは毛を逆立たせてエリノアを威嚇している。

　抵抗の理由は、彼女に向かって伸ばされるエリノアの手の女神の印だ。下りられないのも怖いが、エリノアの手も嫌だということで……マダリンはマダリンで追い詰められている。

　エリノアも、手を伸ばすと壮絶に嫌そうな顔で猫パンチをされるもので……なんとなく、マダリンが自分を嫌がっているのは分かった。が、しかし、下りられないと泣く子をここへ残したまま自分が下に下りていいのかと悩む。






「マ、マダリンちゃん……どうしたらいいの……」






　ちなみに。エリノアの後を追って来たコーネリアグレースとは途中で二手に分かれた。捜索対象が三匹もいるゆえの対処だが、まさかこんなに抵抗されるとは思わなかった。






「マ──マダリンちゃん？」






　エリノアはひとまず興奮した様子のマダリンを落ち着かせようと、できるだけ優しい声で語りかけた。頬に血が滴っているし、顔色も真っ青でうっすら笑うさまはややホラーではあるが。






「マ、マダリンちゃんは、な、何が好きなのかな？　お魚かな？　お、お肉かな……？　こっちに来てくれたらあとでいっぱい買ってあげるよ？　えっと、私につかまれるのが嫌なら背中にでも張り付いてくれるとかってどうかな……？　こう、爪で……だめ？」






　そうすればなんとか背負って下りられるのでは……と提案するが……マダリンは容赦ない。






「きもいっ」

「そ、そんなこと言わないで……ね？　こっちにおいで？　コーネリアさんも心配してるよ？」






　と、母の名を聞いたことが逆効果だったのか、マダリンは、びゃっと声を上げて泣く。






「ゆうしゃが、あたしをかどわかそうとしてる！　たすけてかーさま！」

「お、落ち着いて……なんにもしないから……」






　シャーッと威嚇しながら泣き叫ぶ子猫に、エリノアはどうしたらいいのか分からなくなった。

　細い枝の上をジリジリ後退って行くマダリンの後ろには、もう幾らも枝先がない。

　──その時、マダリンの黒いおしりの下の枝が、小さくポキッっと鳴った。






「え……」






　エリノアの肩がギクリと揺れる。

　子猫の重みでやや下にたわんでいた枝が、途中で折れ曲がり、ゆっくり下へさがって行くのを見て──エリノアの顔から血の気が引いた。






「マダリンちゃん！」

















16　魔物の呆れ












　つぶらな青い両目はまんまるに見開かれていた。

　枝に乗ったまま小さな身体がゆっくり傾いていくさまを見たエリノアは、芯から肝が冷えた気がした。相手が猫だとか、魔物だとかそういう考えは一切浮かばなかった。

　ただ、引力に引かれ、ぽかんとした顔で地面に落ちていくマダリンに──エリノアは手を伸ばさずにはいられなかった。

　──気がつくとエリノアの足は木を蹴っていた。






　後から思い出すと無謀にもほどがあるが──空中で自分の手のなかに収まった、黒い子猫にエリノアはホッとして。まあ、木の高さはそれほど高くない。この高さなら死ぬこともあるまいと。自分はドジとは一生縁が切れないのだなぁと思いつつ、マダリンを胸に抱きこんで──。






　──が。






「ちょっと！」






　鋭く抗議するような声が高く上がった。

　と同時に、胸の前にマダリンを抱きしめていたエリノアは、首の後ろを思い切り引かれ──。

　喉からカエルのような声が出た。






「ぐえっ」






　落下寸前。地面すれすれという時だ。しかし地面が見えたのも一瞬のこと。すぐに振り回されるように引っ張り上げられて。踊る視界に目が回る。






「ひっ!?　う、うぇ……」






　気がつくと──空と重なる誰かの顔を見上げていた。

　まっすぐ伸びる黒髪、吊り上がった目には青い瞳。やや華奢な……。






（…………子供……？）






　見覚えはあった。が、エリノアは瞬きながら、あれ？　誰だったっけ……？　と心の中で首を傾げる。

　少年は、不機嫌そうな目でエリノアを睨んでいた。






「お人好しも大概にしてくださいよ！　まったく……うちの妹なんて、ピィピィ泣いてても、こんな高さから落ちたくらいじゃ怪我一つしないんですから！」






　憤慨する声にも覚えがあった。エリノアは目をパチパチさせた。






「え……グレン……？」






　思い出した。その少年は、以前王宮舞踏会でグレンが変化して見せたあの姿と同じ。

　エリノアがぽかんと見上げると、グレンはじっとりした目でエリノアを刺す。






「ちょっとぉ……どこかぶつけて脳細胞死滅したんですか？　しっかりしてくださいよ、お人好し馬鹿で怪我されたらこっちが困るんですよ……ああやっぱり姉上は面倒だなぁ……」






　イライラした口調で吐き捨てられたエリノアは、ムッと口を尖らせて。「……別にあんたに責任取らせるつもりはないわよ」とぶつぶつ言った。……助けてもらった手前大きな声では言わなかったが。

　グレンもそんなつぶやきは無視し、細い身体で軽々とエリノアを横抱きに抱いたまま、ビシビシ文句を言い続ける。と、そんなグレンの顔に、ビシッと何かが張りついた。──エリノアが抱えていたマダリンだ。






「にーさま！」

「……、……、……マダリン……こんのぉ……っ、どうしようもない跳ね返りめ！」






　グレンは離れろ！　と、妹を引っ張るが、やだ！　と、叫ぶマダリンはグレンの顔にビッタリくっついて離れようとしない。張りついた毛玉にグレンは怒っているが、彼に思い切り引っ張られても取れないマダリンの力は子猫と侮るにはいささか強すぎる。激しい攻防を目にしたエリノアは一瞬唖然と二人を見ていたが……。

　見ているうちにホッとして──我ながらグレンを見てホッとする日が来ようとは……──と、どこかで呆れを感じながら──エリノアはやれやれと苦笑するように笑った。ひとまず子猫のマダリンが無事で安堵していた。






「助けてくれてありがとうグレン、おかげでマダリンちゃんに怪我させなくてすんだわ」

「……はぁ？」






　礼を言ってくるエリノアに、グレンが眉間にしわを寄せる。

　そもそもマダリンはグレンの妹である。それを助けようとして落下しそうになったほうが何故礼を言うのだろう。グレンは心底気味が悪そうだった。

　そんなグレンの可愛くない反応には慣れっこのエリノアは、彼の顔は無視し「あとは、」とため息をつく。






「マリーちゃんとマールちゃんね……」






　一匹だけでこの騒ぎとは。どうにもこうにも疲れるが……自宅に住むことを許可した（半ば強制的だった気もするが）身として責任を感じてしまうエリノア。性根の底からお人好しなこの娘は、子猫たちが人間の世界で迷子になったら本気で可哀想だと思っている。

　……この人、マダリンたちの見た目の愛らしさに綺麗さっぱり騙されているなと盛大に呆れつつ、グレンが答える。






「マールは今、母が追跡中です」






　多分その辺の屋根の上でおっかけっこでもしてるのではと言うグレン。……の、言葉が怖いエリノア。……町の人々は、屋根の上を俊敏に駆けていく婦人を目撃した時……いったいどう思うのだろうか……。想像するだけで胃がキリキリ痛んだ。






「……じゃ、じゃあ、とりあえず私たちはマリーちゃんを探しましょう──て、ちょ……ちょっと待って、ここ屋根の上じゃない!?」






　改めて周囲を見渡したエリノアは青ざめて叫ぶ。

　いつの間にか、彼女は空き地の隣に立つ民家の上に移動させられていた。

　エリノアを間一髪拾い上げたグレンがそのまま屋根の上まで跳んでいたらしい。見事な脚力だが、どうやって下りたら……と呆然とするエリノアの耳に、グレンが息を吹きかける。






「もちろん私が可愛くお姫様抱っこで下ろして差し上げますよ」

「やめろ」






　苦虫を噛み潰したような顔で耳を押さえ、抗議するエリノア。マダリンは兄の流し目を冷淡な目で刺している。






「にーさま、うざい、まおうさまにいいつけるぞ」

「うるっさいな！　これだから三十にもならない赤ん坊は……」

（「え……」と目を瞠って愕然とマダリンを見るエリノア・トワイン十九歳）






「だいたいお前、マリーの気配なら追えるだろ!?」






　と、グレンが迫ると、マダリンは「しまいはうらない」と、そっぽを向いてグレンをキレさせる。

　エリノアはそれを微妙そうな顔で見ていた。






「……さんじゅ……い、いや、それどころじゃないわね……早くマリーちゃんを探しにいきましょう」












　──そうして賑やかな一行が残りの子猫を探しに立ち去っていくと……空き地も、民家の屋根の上も、元どおりシンと静かになった。






　そこへ──。

　ふらりと誰かが現れた。

　無言で空き地に入ってきた彼は、ゆっくりと空を──いや──たった今、エリノアたちが立ち去って行った屋根の上を見上げた。

　かすれる声がつぶやく。






「…………今のは……、なんだったんだ……？」






　こわばった顔に並ぶのは、動揺したように揺れ動く──空色の瞳。






　──リードだった。

















17　リードと黒猫　①












　リードは──空からの木箱を見つめたまま呆然と立ち尽くしていた。

　空き地には、もう彼以外には何者の姿もない。辺りには穏やかな日常通りの光景が広がっている。見上げると、空は清々しく青い。






　──それらを見ていると……今、自分が目撃したものが、何かの見間違いだったのではという錯覚に陥るが……。

　リードは、いや……と、己の左の頬骨のあたりに触れた。

　そこにはつい今しがた鋭いものを突きつけられた感触がしっかりと残っている。改めてそれを確認すると、心臓の音は耳まで届くようにうるさくなった。






　それを目撃する直前。彼はこの辺りを回り、預かった子猫の居場所を探し歩いていた。

　母猫か、飼い主か……それも見つけられなければ、とりあえず自分の家で預かって、この小さな猫に新しい家族を探してやらなければならない。

　普段から面倒見も良く動物好きなリードのところには、近所の子供たちがたびたび野良猫や野良犬を連れて来た。幸い店に来る客は多い。そんな中からいい引き取り手を探すことにも慣れっこだった。

　リードは、腕に抱えた箱の中から自分を見上げてくる子猫に微笑みかけた。






「大丈夫だからな」






　頭を撫でると、子猫は鬱陶しそうに目を細める。しかし逃げはしない。

　少し変わった猫だなとリードは笑う。鳴きもせず、怯えもせず、威嚇もしてこない。

　つんと静かにすました様子は大人の猫のようだが、身体は小さい。






（……あれ？）






　リードはふと、子猫がエリノアの家のグレンにとても似ているような気がした。が、しかしすぐに思い直す。






（ああ……でも違うか、グレンはオス……だったよな……？）






　しかし正直曖昧だ。グレンはすばしっこくて、リードには全然懐いてくれない。

　そういえば性別についてはエリノアにもブラッドリーにも尋ねたことがなかった。てっきりオスだと思いこんでいたが、もしかしたら……とリードは、グレン本人が聞いたらものすごく心外だと怒りだしそうなことを考えた。

　リードは道の途中で立ち止まり、つぶやく。






「…………エリノアの家にも、行ってみるか……」






　そう考えた途端、心がソワソワと落ち着かなくなった。

　色々思うところはあるし、気恥ずかしさもあるが……やはりエリノアの顔が見られるのは嬉しかった。

　俺って単純だよなぁと小さくため息をこぼしながら……リードは道なりに進んでいった。ここからエリノアの家やリードの自宅がある区画は近い。空き地の横を通り過ぎ、大通りへ出ようとして──。

　リードはふと、目の端に捉えたものに──ぽかんと瞳を瞬いて立ち止まった。






「……ぇ……エリノア？」






　リードはギョッとした。

　通り過ぎようとした空き地の奥。そこに生えた一本の木の上に、たった今思い浮かべていた幼なじみの姿があった。──木の上に──である。






　驚いた彼は、まず、何故そこに……と、思ったが……同時にああまたかとも思った。

　彼女は自身に運動神経があまり備わっていないことを自覚していないのか……時々ああして無謀なことをやっては、ヒィヒィ言っている。






　──昔、リードが、男の子は虫が結構好きだと教えてやったら……。その日一日行方不明になった。

　挙句──バッタが捕まらなかったと言ってメソメソ泣きながら帰ってきて。

　幼い令嬢がいなくなったとトワイン邸は大騒ぎになっていたが……なんでも、病床に伏せていたブラッドリーに見せてやりたかったとのこと。

　たくさん擦り傷をつけて泥まみれになって。娘があまりに悔しげに悲しそうに泣くもので……当時健在だったエリノアの父も、とてもではないが、娘を強く叱ることができなかったらしい。

　その代わり、リードは己の父に特大の雷を落とされた。……が、彼はエリノアに文句を言う気にはなれなかった。

　それが何故かと言えば、リードはエリノアのそういうところがとても好きだったから。

　時にそれは向こう見ずなこともあるが、ブラッドリーのためとなると、小さな身体から溢れ出てくる彼女のパワーは、得体が知れなくて、そして、すごい。

　向こう見ずでも、無鉄砲でも。弟のために一生懸命になっている少女を、少年リードはとても尊敬していて、現在もその気持ちは変わっていない。

　まあ、ただ……

　どうか怪我だけはしないでほしいとリードは心底思っている。






　それなのに。

　そのやや無鉄砲な娘は、何やら木の幹につかまって、一生懸命枝先に向かって手を伸ばしていた。何をしているのかは分からなかったが、とにかく一旦エリノアを木から降ろそうと。慌てた青年は、抱えていた子猫入りの木箱を素早く地面に置いた。──その、瞬間のことだった。






　リードが箱を下ろし、もう一度エリノアに視線を向けた時。

　彼の視界を、何かが横切って行った。






　黒い──。






（ぇ──……猫？）






　それは、奥にある民家の上から飛び出してきたように見えた。

　駆けてきた黒猫は、身軽な跳躍で地面へ飛び降りると、そのままエリノアのほうへ一直線に駆けて行く。まるで──矢のような速さだった。

　と、リードが一瞬そちらに気を取られた瞬間に、彼の視界の端で、エリノアが何かを追って木の上から跳んだ。






「な……っ!?」






　リードが驚愕してエリノアを見る。いくらなんでもそれは無鉄砲が過ぎるだろう。

　しかし視線の先ではエリノアが、あまりに無謀な姿で地面に落ちて行く。それを見たリードは咄嗟に地を蹴るが──。

　遠すぎた。おそらく自分が走っても間に合わない。……そういう絶望的な感情が一瞬頭によぎって──。






　──が。






「!?」






　その刹那。驚くべきことが起こった。

　それは駆け出したリードの二歩目が地面につくのとほぼ同時のこと。

　何かが──エリノアの身体を空中で受け止めた。






　硬い地面で頭を打ちそうだった娘が……瞬く間に救われた姿を目にしたリードは。思わずその場に立ち止まる。安堵──する余裕はなかった。

　彼女をやすやすと救い上げたのは──……目を引く艶のある黒髪の、しなやかで華奢な……一人の少年だった。






　リードはその姿をぽかんと見つめる。

　彼は重さを感じさせない動作でエリノアを横に抱き、地面へ着地するやいなや、そのまま大きく跳躍して空き地の隣に立っている民家の上へと跳び上がる。

　その人間離れした動きに、リードは息を吞む。






　──いや、違うと青年は思った。






　──〝あれ〟は、人ではなかった。






（今──…………猫が……）






　その瞬間を頭の中で振り返ったリードは、言葉を失くす。

　確かに──今、エリノアを抱えている少年は、直前までは、黒い小さな……獣だったのだ。

















18　リードと黒猫　②












　姿形から、それがエリノアたち姉弟が飼っている猫、グレンだということはすぐに分かった。






（…………グレンが…………人に、化けた……？）






　それは一瞬の出来事で。おそらく彼がエリノアに注視していなければ見逃したことだろう。

　たった一度──瞬きする間に、黒い毛並みが膨れ上がり、あるいは伸びて──。

　あの、しなやかで華奢な少年の姿に変わったのだ。






　リードはぽかんと離れた屋根の上のエリノアたちを見た。

　まずは単純に驚いた。魔法が身近なものでなくなった昨今。町民の彼は、姿を変える生き物に出会ったのは初めてだ。呆然としたまま彼は思う。






（……グレンは……ただの猫じゃなかった、のか……？　魔法……魔法使い……？）






　いや、だったらなんで猫のフリなんかしていたのだと。何故それがエリノアたちの飼い猫として家にいたんだと。不可解すぎて。リードはエリノアに『大丈夫だったのか』と声をかけることもできなかった。

　戸惑うリードの視線の先、屋根の上で、エリノアと少年は言葉を交わしている。会話はほとんど聞き取れない。だが、二人が親しげであることだけは分かった。

　リードは改めて少年を眺めて、やはり信じられないと思った。

　彼が猫から人に変化して見せたのも驚きだが、少年はとても小柄で。空中でエリノアをつかんだ腕も、地を蹴った足も、軽々エリノアを持ち上げた肩も腰も……リードより確実に一回りは細い。……とても人ひとり抱えて民家の屋根まで跳び上がれるような身体つきには思えなかった。






　事態が飲みこめず、言葉もなく遠目に彼女たちを見つめていると……

　ふとリードは、エリノアたちの会話の中に幼い声が混じっていることに気がつく。しかし、屋根の上にそれらしい姿は見当たらない。

　不思議に思った青年が耳を澄ます。と、それは小さな、少女の声のように聞こえた。






「？」






　エリノアたちと彼の立っている場所とは距離が離れていたが、幼い声は高く、よく通り──……。






　……い、まおうさま……






　──その声だけが……うっすらと耳に届いた。






　微かに拾い聞いた言葉に、リードが再びぽかんとした顔をする。






（……ま、おう…………魔王、様？）






　それは、とてもとても穏やかではない響きだ。

　リードの困惑が深くなる。

　何故、エリノアは……あんな屋根の上で、そんな物騒な──千年も前に倒されたようなものの話をしているのだろう。

　地面に視線を落とし、考えこんだリードは、いやと首を振る。

　きっと聞き間違いか何かだろう。と──。






「あ──」






　一瞬、視線を外した隙に、エリノアと少年は屋根の向こう側へ消えていってしまった。

　立ち去っていく影を見て、リードは慌ててそのあとを追おうとした。

　何もかもがよく分からなかったが──このままエリノアをあの少年と一緒に行かせるのは不安だった。






　が……。






「!?」






　ふと──……駆け出そうとした背後から──冷気が忍び寄ってくるのを感じて──リードの足が止まる。

　それは何か──とてつもなく大きな獣にでも狙いをつけられているかのような……そんな不穏な気配だった。

　思わず悪寒を感じたリードが素早く振り返る、と──その目に飛びこんできたのは──。






　箱の中の、小さな子猫。






　木箱のフチから顔を覗かせた、子猫の青い双眸が……ひたりとリードを見つめていた。






　それを見たリードは……ああなんだとホッと胸を撫で下ろす。

　何か危うい視線を感じた気がしたが──気のせいだったのかと。

　そして小さな子猫を見た彼は、一瞬戸惑う素振りを見せた。──どうやら──ここに子猫を残してエリノアを追うことはできないと思ったらしい。

　子猫は、発見された常連客の家で、水と食べ物を与えてみたが、何も口にはしてくれなかった。しかしそろそろお腹をすかせているかもしれないし、喉も乾いているかもしれない。

　……何かを優先して後回しにするには、あまりにか弱すぎる存在だ。そしてリードは、それを放ってエリノアを追えるような性格ではなかった。






「……」






　青年はため息を一つ。子猫の傍まで戻ると、待たせてごめんなと声をかけ、箱の近くにしゃがみこんだ。

　とにかく一度店に戻り、母にでも預けてからエリノアのことは様子を見に行こう。






（……大丈夫だ、そんなに険悪で切羽詰まった感じじゃなかった……大丈夫……）






　だからエリノアは大丈夫だと。

　リードはざわめく胸に、今にも詰まってしまいそうな息を吐き出しながら、小さな子猫の頭を撫でようと、手を伸ばし──……た、その瞬間。






　子猫の口が奇妙に動く。






「……──わすれろ」

「え……？」






　唐突に聞こえた声に──リードがパチパチと目を瞬く。






「？　──……誰だ？」






　傍に誰かいるのかと青年は不思議そうに周囲を見回すが──空き地には、何者の姿もない……。






「……気のせいか？」






　なんなんだと思いながら、彼は目の前の木箱を抱き上げようと手を伸ばし……。

　と、もう一度、子猫の口がゆっくりと開く。






「──わすれろ」

「！」






　リードが唖然とした。

　あどけない、幼い声は、まさに彼の目の前にいる子猫から発せられたものだった。






「お、前……」






　かすれる声をもらすと、幼い声が威嚇するように低くなる。






「まおうさまとにーさまのこと……さわぎたてたらゆるさない」






　今度こそはっきりと子猫が口を動かしてしゃべる様を見たリードは、目を見開いて顔をこわばらせた。その間にも、子猫は愛らしい顔で冷たい言葉を吐く。






「くちをとじていろ、よけいなことは、かんぐるな」

「……魔、王……？」






　目を瞠ったまま繰り返すと、一瞬子猫の瞳に危うい光が灯る。

　次の瞬間──そこには小さな子供が立っていた。

　切りそろえられた黒髪に、白い顔に真っ赤な唇。真っ黒な闇を織りこんだような色のワンピースを着ている。顔はとても愛らしいが、リードを見上げる青い瞳には感情というものがまるでない。それが、異様に不気味だった。

　あまりに奇怪な佇まいに……対峙したリードは唖然として──。

　そんな彼に、少女は少しだけ鮮明になった言葉で続ける。






「……たすけてくれたからいまは殺さない。けど……あたしたちのこといいふらしたら、その目とノドをつぶしてやる」






　言いながら、少女はリードの顔に手を伸ばす。向けられた指先に、リードは咄嗟にそれを避けようとした、が……何故だか身体が石になってしまったかのように動かなかった。

　幼い指が、身動きできないリードの下瞼にトンッと触れて──。






「っ……!?」






　次の瞬間、少女の愛らしい顔が獣の顔に変わった。爪が異形の形に変化する。鋭く尖った爪で左目の下をじんわりと刺された青年は、目を見開いて少女の顔を食い入るように見つめた。これではまるで……とリード。

　……これはまるで、女神の伝説に出て来るような……。






「……魔、物……？」






　呆然としたリードがポツリともらすと、少女は冷たい顔のまま、リードの顔に触れた爪に力をこめた。






「かんぐるなっていってる。魔障をつけられたいの？　死ぬよ、おまえ」

「…………」






　その冷たい目を見て、リードはふと町の噂の一つを思い出した。

　人々はまことしやかに噂している。聖剣が抜かれ、それは勇者と共に消えてしまったらしい。それは……。






　──魔王と魔物の仕業ではないかと。






　リードは言葉を失くして少女を見る。






〝魔物〟






　まさか──この小さな子供がそうだというのか。──いや、聖剣消失に関わるものなのかは分からない。だが、彼女は人間ではない。明らかに。






（──なら──……）






　動揺した目が先ほどエリノアが立っていた屋根の上を見る。

　この少女とグレンの関係は？　この少女が『勘繰るな』と言っているのは、どう考えても先ほどリードが目撃した黒猫のことであろう。──まさかグレンも魔物なのか。

　じゃあ──と、考えて、リードは己の心臓が次第に大きく脈打って行くのを感じた。






　じゃあ……彼らと一緒にいた……エリノアは──？






「……っ、」






　動揺したリードは急激な不安に襲われた。気がつくと、全身から冷や汗が噴き出していた。

　何もかもが理解の及ばない事柄のような気がして……。ただ、エリノアが何かとんでもないことに巻きこまれているような気がして恐ろしかった。

　もし本当に少女とグレンが魔物なら、エリノアは何故魔物と行動を共にしているのか。もしや拐かどわかされているのか、しかし何故……と、疑問を持った時──リードの脳裏に少女の声が蘇る。






『まおうさまとにーさまのこと……さわぎたてたらゆるさない』






　それを思い出した瞬間、リードは冷水を頭からぶちまけられたような衝撃を受けた。

　あの時、あの場には、エリノアとグレンしかいなかった。少女の言う『にーさま』がグレンなら、『まおうさま』とはまさか──……。






「っそんな、馬鹿な……！」






　リードは怒号を上げ、憤ったように少女を見据えた。──途端、ピクリとも動かなかった身体が弾けるように自由になった。

　──だが。






　彼が視線を正面に戻した時、そこは既にシンと静まり返っていた。






　──少女の姿がない。






　リードは唖然と周囲を見回す。しかし──空き地は平穏そのものだ。






「…………」






　リードはその場に立ち尽くした。頭がグラグラして、心臓の鼓動がどくどくと耳にまで届く。






　……ふと……。






　足元に残された木箱にぼんやり視線を落とすと……。

　あの子猫がいた場所が、真っ黒に焼け焦げていた。

















19　川辺の勇者と黒猫たち












　──その頃の勇者エリノア。






「……ま……待って待って、お、落ち着きましょう……そ、そんなことあるわけが……」

「……」

「……」






　町中を通る細い川を見つめ、エリノアは真っ青な顔でブルブルと震えていた。

　その後ろには──無言の魔物兄妹。少年姿のグレンに、マリモ子猫姿のマダリンは、二人して勇者が一人ブルブルしている様を見つめている。

　そんな二人のシン……とした様子にも気がつかず、エリノアは動揺しているのかワナワナと身体を震わせて。川に浮かぶ──黒い塊を凝視していた。






「だ、だって……マリーちゃんはグレンの妹、なんでしょ……そ、そんな……」






　──と、言いながら蒼白で唾を吞みこんだエリノアは──次の瞬間唐突に、弾かれたように駆け出した。

　悲鳴のような声は、どうやら〝マリーちゃん！〟と、叫んでいるらしい……。

　勇者はそのまま必死の形相で川の中に駆けこんで、黒い塊に一直線に駆けていく。

　自分が濡れようが、ワンピースの裾がめくれようが、お構いなしで──途中川のなかほどで一度水に足を取られてすっ転んだが──それでも必死にもがいて駆けていく様に……。






　魔物二人の精神がシン……と、静寂に包まれる。






「…………にーさま……ゆうしゃがおもしろい……」

「…………ダメだぞ、あれは私のおもちゃだ……」






　そう静かに言い交わした兄妹は、必死の勇者が黒い塊にたどり着き、びしょ濡れで「マリーちゃん大丈夫!?」と、泣き叫んだ──途端……。

　あ、れ……？　と、目をまんまるに見開いた様を、心穏やかに見ていた……。






「……にーさま……」

「ダメだって言ってるだろ」

「……（舌打ち）にーさま、ゆうしゃはちょっと……アレね？」

「……そんなことないぞ。確かに姉上はアレだけど、でも可愛い種類のアレなんだ。一気に遊んで壊したらもったいないタイプのアレなんだから気をつけろ。それに……それ絶対陛下の前で言ったらダメだぞマダリン。陛下はとんでもない姉愛を心に秘めておいでだから、消されたくなかったら程々が肝心だ。程々に、姉上のアレな感じに付き合いながら遊ぶんだ、面白いから」






　グレンが真面目くさって妹に忠告すると、マダリンは、ふーんと目を細める。

　その視線の先で……。

　エリノアは、川の中で黒い塊──どうやら誰かが捨てたなんの変哲もない布袋──を、持ち上げて呆然と見つめていたが……それが自分の探す黒い子猫ではなかったと悟ると──彼女の緑色の瞳から、ダッと涙がこぼれ落ちた。

　どうやら……心底ほっとしたらしい。

　まあ……そもそもあの身軽な魔物のマリーが──狡猾なコーネリアグレースの娘であるマリーが、うっかり川で溺れるなどということはそうそうあるはずがないのだが……。

　とにかく思い切りマリーの可愛らしい見た目に騙されているエリノアは、川に浮かんでいた黒い物体があのちびっ子でないと知って、深く深く安堵したらしい。

　彼女はグレンたちが見守るなか、黒い袋を片手に、安心したような泣き顔で水をバシャバシャ言わせながら川岸に駆け戻ってくる。その全身は……一度水の中で転んだから、当然ずぶ濡れである。

　しかし、本人はいい笑顔で、兄妹たちに向かって黒い袋を掲げてみせた。






「二人とも！　安心して！　これ、ただのゴミだった！　マリーちゃんじゃなかったわよ！」

「…………」

「…………」






　ニコニコ泣き笑いの顔で戻ってきたずぶ濡れ勇者に──兄妹たちが再び沈黙する。

　エリノアは、そんな静かな二人が、妹マリーが心配で言葉も出ないのだと思ったのか……二人を安心させようと、「ほら！」と、黒い袋を彼らの前で広げてみせる。が……グレンもマダリンも……少しも袋のほうを見なかった。

　二人の青い瞳は、ただただエリノアの嬉しそうな顔を無言で見ている。「そんなものを見せられずとも、端からあれが妹ではないことは分かっていたが……」とはどちらも言わなかった。その代わり、毛玉のマダリンは真剣な顔でハッとして「わかった！」と叫んだ。






「きっと、まおうさまが……ゆうしゃをわざとアレなかんじに、おそだてになったんだわ……！」

「……」

「へ？」






　転生した魔王はもう二度と勇者が己の敵にならぬよう、手懐けるためにあの家にいたのだと。自分なりの解釈をしたマダリンは、きっとそう、さすがまおうさま、……と、ひとり感心したように頷いている。

　そんな妹にグレンはなんだか微妙な顔をして、そしてエリノアは意味が分からなそうに首を傾げた──が。

　そこでそのちょっとアレな勇者も、ハッとする。






「いや……っ、のんびりしている場合じゃなかった！　は、早くマリーちゃんを探さないと！」






　慌て者の勇者は、自分が魔物たちに壮絶に呆れられていたことにも気がつかず。ずぶ濡れのまま、ゴミを抱えたままで、再び川辺の道を駆け出していく。






「………………はぁ」






　その後ろ姿を見たグレンは、しょうがないなぁと、ため息まじりに指をパチリと鳴らす。

　と、その瞬間。必死で草むらをかき分けているエリノアの濡れた髪と服が……ふんわりと水気を失った。

　水を含み、エリノアの身体にビッタリ張りついていた服は、カラリと乾いて娘の身体をそっと離れたが……。

　しかし、マリー探しに必死のエリノアはそんなことには気がついていない。

　グレンはやれやれと鼻を鳴らす。

　彼女は最初、マリーたちが町に魔障をばら撒かないかと案じて妹たちを探していたはずだが──いつの間にか、マリーたち本人が心配になってしまっているらしい。

　相変わらずのお人好し感に、少年は姉上らしいなぁと、呆れを滲ませ──ほんの一瞬だけ口元に柔らかい笑みを乗せる。が……。






「！」






　ふと、少年姿のグレンは、腕に抱えた妹が自分を見上げていることに気がついた。しらっとした妹の目に、うっと鼻にしわを寄せる。






「……違う、別にそんなんじゃないんだぞ！　だって……姉上が風邪をひいたら陛下に叱られるだろう!?」






　何かを必死に言い繕う兄に、マダリンの目は白い。






「……べつにあたし、なにもいってないけど」

「！　う、うるさいな……！　バーカバーカ！」

「…………にーさま……」






　……マダリンは思った。

　兄は──人間界に来て、なんだか少し子供っぽくなったような気がする。

　小さな子猫は、うーん……と、神妙な顔で唸った。






「……もしかして……ゆうしゃの、せい……？」






　ダメな兄で困るなぁと思った子猫は、呆れたように、にゃあと鳴いた。

















20　血の気がひいた女豹婦人と、どんくさ勇者












「……マリー……」

「なあに？　かーさま」






　婦人が恐ろしい形相で呼びかけると、市場の傍の木の上で足をブラブラさせていた少女は甘ったるい声で答えた。そのすました顔を見たコーネリアグレース──こちらも人間態──は、目を吊り上げる。






「なあにじゃありません！　こんな人間の多いところに勝手に来て！」

「だっておもしろいんだもの」

「おもしろいじゃないの！　さっさと下りてきなさい！」






　怒れる婦人の左手には、むぎゅっと握りしめられた子猫マールの姿が。子猫は姉妹の姿を見るとけろっとした顔で、にゃーと鳴く。すると少女は姉妹にニコッと八重歯を見せて笑い、そのまま木の上からぽおんと身軽に跳んで。そうして母の胸に戻って来た時には、マリーはすでに子猫の姿に戻っていた。






「かーさまー」






　甘えるように、ゴロゴロ喉を鳴らす黒い毛むくじゃらの子猫に、コーネリアグレースは深々とため息をつく。






「マリー……このような場所で軽々しく変化してはいけません。人間に見られたらどうするの」






　渋い顔の母にマリーとマールはクスクス笑う。






「そしたら」

「けす」

「…………」






　婦人は……娘たちに行き届いた己の教育を少しばかり悔やむ。

　殺伐とした魔界では生き抜くために必要な手段の一つだが、現状、ここでそれをやられたらものすごくまずい。






「まったくこの子たちは……ん？」






　──ふと、婦人はあることに気がついて唖然とする。






「……マリー……？　……この匂いは……まさかお前……リードちゃんと接触したの!?」

「リード？」






　慌てる婦人の問いに、子猫は誰だそれはという顔をする。婦人はなんてことだと己の顔面を片手で覆った。

　いろいろなところに潜入して来たらしいマリーの小さな身体からは、様々な匂いがする、が……その中に、嗅ぎ慣れた青年の匂いが混じっていた。コーネリアグレースは青ざめた。






「お前……それは……陛下の愛玩人間です！　この数多の人間どもの巣食う世界の中で、お前が無闇に首を突っこんだら一番ヤバいところなんですよ!?」

「？」






　子猫たちはキョトンと顔を見合わせている。






「あいがんってなに？」

「しらない」






　……どこまでも無邪気な娘らに……。

　コーネリアグレースは、人間界に来て初めて頭を抱えたのだった……。









　マリーとリードが接触したと知って。

　何があったのか聞き出そうとするも、マリーは人間たちの顔はどれも同じに見えたと言って埒が明かない。これはまずいとコーネリアグレースは慌ててエリノアを探すことにした。






　彼らの王、ブラッドリーは床に伏せていた頃からの友リードにとても心を許している。

　その王が大切にする兄貴分に……彼女の子供たちが何かしたとあっては、少年魔王が怒り狂うのは確実だ。






　女豹婦人は子猫たちをひっつかんで急ぎエリノア宅に戻る。

　しかし、帰宅した婦人たちを待っていたのは勇者の命令遂行中（※洗濯物たたみ）の聖剣テオティルだけだった。エリノアたちの姿はない。おそらくまだ、町のどこかで子猫たちを探しているのだろう。

　ならばと婦人は踵を返して家を出て。近隣の林の中で密かに休眠中の老将、メイナードを叩き起こした。

　深く眠りこんでいた老将は、うつらうつらと頭を揺らし、本当に起きているのかがかなり怪しかったが……。彼には急ぎ、リードの様子を見に行ってもらうように頼んだ。

　彼ならば、治癒の力も持ち合わせているし、何より状況判断という能力において、のんきな聖剣テオティルなどよりは遥かに頼りになるのだということを婦人は知っている。






　とにかくそうして婦人はリードの様子見を老将に任せ、町に戻りエリノアを探す。

　考えたくはなかったが、マリーがリードに何かしていた場合、魔王に子猫たちを取りなせるのは、エリノア以外には考えられない。

　いや、もしかしたらリードが受けた被害の程度によっては彼女も子猫たちを許してくれないかもしれないが……。

　それでも、姉とリード以外はどうでもいいとキッパリ明言する魔王とは違い、〝小さいもの〟〝か弱そうなもの〟〝愛らしいもの〟に対する心のガードが著しく低いエリノアは、きっと子猫たちを無下にはしない。

　コーネリアグレースは祈った。






「あああぁ、どうかリードちゃんが無事でありますように！　まったくうちの馬鹿娘たちときたら……！　はぁ、このあたくしが勇者に頼みごとをする日が来ようとは……」






　女豹婦人はエリノアを探し、町を疾風のように駆ける。そんな婦人のあまりの素早さに……目撃した町民たちは皆唖然と目をまるくするのだった。









　マリーとマールに命じてマダリンの気配を追わせると、すぐに勇者一行は見つかった。

　川沿いの草むらから道側に突き出た紺色の何かが──草むらに頭を突っこんだエリノアの尻だと分かった婦人は一瞬ギョッとする。と、

　現れたコーネリアグレースに気がつき、まずマダリンが飛び出してくる。






「かーさま！」






　嬉しそうに、自分の腕の中で他の二匹とくっつきあう子猫をげっそり見下ろし──顔をあげた婦人は、その場で、うっと目を瞠る。






「ぁ……コーネリアさん……あ、れ……マリーちゃん、マールちゃん……！」






　草むらからエリノアが顔を出している。その顔は、擦り傷だらけだった。






「……エ……エリノア様……？　だ、大丈夫ですか？　お顔が血だらけですわ！」

「え？　ああ、なんか色々かすってしまって……。よかった……二人とも見つかったんですね……はー」






　指摘に苦笑したエリノアは、コーネリアグレースたち親子の姿を見て破顔して──。

　次の瞬間、その場の草の上によろよろとしゃがみこんだ。






「!?　エリノア様!?」

「あ……大丈夫大丈夫……ちょっと疲れてしまって……」






　いきなりへたりこんだエリノアに、コーネリアグレースが慌てている。が、そんな婦人にエリノアは、へらっと力なく笑う。

　どうやら……三匹揃った子猫たちを見た途端、ほっとして力が抜けたらしい。疲れきった表情の娘は、顔どころか手足も擦り傷だらけ。服も相当汚れている。






「母上」






　と、草むらの奥から少年が出て来て。彼はそこに座りこんでいたエリノアを見て、一瞬ムッとした顔をする。と、そんな彼が、不意にエリノアの髪に手を伸ばし……。

　それを見たコーネリアグレースが驚いたようにパチパチと瞳を瞬かせた。

　少年──グレンは、娘の頭にまとわりついていた蜘蛛の巣を面倒そうな顔で取り払っている。彼はエリノアに向かってぶつぶつ文句を言っているが、手つきは何やら甲斐甲斐しい。そんな少年にエリノアは無抵抗。娘はしょぼしょぼした目で地面からコーネリアグレースを見上げた。






「はー本当に良かった……こーねりあさん……お願いです……ちびちゃんたちの無事な顔をもっと近くで……抱っこさせ……」

「馬鹿じゃないですか？　それどころじゃないでしょ！」






　しゃがみこんだまま婦人によろよろと手を伸ばすエリノアをグレンが叱り、エリノアが、あー……と悲しそうな声を出す。






「先に手当てだって言ってるでしょ！　チビどもなんて触ってる場合ですか！」

「ど、どうなさったのエリノア様……グレン何があったの！　エリノア様がまるでゾンビのようじゃない！」






　悲惨な姿にコーネリアグレースがおろおろして息子に問う。と、グレンは鼻を鳴らす。






「どうしたっていうか……単にこの人どんくさいんですよ……」






　やれやれという顔で、グレンが地面の上で膝を抱えているエリノアを負ぶう。疲れ切っているらしいエリノアは珍しく抵抗を見せない。ヨボヨボの顔でちんまりと背中に収まった勇者と、それを当然のように背負う息子に……コーネリアグレースが珍しいものでも見るように……しかし突っこんではいけないのかしらという戸惑いの目で二人を凝視している。

　グレンはプンスカ怒っていた。






「この人ときたら！　勇者のくせに！　木に登ったら落ちそうになるし、草むらかき分ければ葉で手を切るし。勘違いで川に飛びこんだかと思ったら、次は馬車の下を覗きこんでそのまま後頭部を打つんです。まったくもう！　おもしろいを通り越してイライラしちゃうんですよ！　手当てしようって言ってもそんなの後でいいって威嚇してくるし。まったく……」






　憮然とした息子は苦虫を噛みつぶしたような顔で言った。






「そういうわけなので母上」

「え？　な、なあに？」

「とりあえずこのボロボロのどんくさ勇者は家に連れ帰ります。……聖剣野郎なら姉上の怪我治せるし」






　ちっ、と、邪悪な顔で舌打ちしたグレンに、コーネリアグレースは慌てて頷いた。






「あ、ああそうね……そうね、そうなさい」






　ひとまずはそう言うしかなかった。

　リードの前に、エリノアがこんななりでは、それこそ少年魔王がなんと言うか分からない。それに、己の子供を必死で探してくれた娘がいつまでも怪我をしたままでは申し訳がなさすぎる。

　リードの件を知らせるのは後回しでもいいだろう。

　婦人は、ええと頷いて。エリノアを背負った息子を見送るのだった……。

















21　リードの疑問












　ドアベルのカランという軽い音に、店内で品物の補充をしていたブラッドリーが顔を上げる。






「いらっしゃ──……ああ、リードおかえり」






　店に帰って来た青年にブラッドリーが声をかける。だが──返事はない。






「？」






　一瞬、商品棚に視線を戻していたブラッドリーは、そのことに気がついて不思議そうにもう一度振り返った。






「……リード？」






　声をかけるも、やはり返事はない。

　青年はうつむき気味に黙りこみ、心ここにあらずという顔で空くうを見つめている。

　その足取りは重く、普段なら、くったくなく向けられるはずの爽やかな笑顔もない。

　どうしたのだろうと思ったブラッドリーは、商品を置いて青年の顔を覗きこみにいく。しかし、リードは目の前にやってきたブラッドリーのことにすら気がついていないようだった。






「リード、大丈夫？」






　もう一度至近距離から名を呼ぶと、今度は反応があった。ぼんやり立ち尽くしていた青年は、ハッとしたようにブラッドリーを見て。

　──その彼が持っている箱の中を覗いたブラッドリーは、箱の底が黒く焦げ付いているのに気がついた。少年はそこに微かな魔力の気配を感じ取るが……その小さな疑問はリードの慌てたような声にかき消される。






「あ、あれ？　俺いつの間に帰ってたんだ？　ご──ごめんブラッド、ぼうっとしてた。今、何か言ったか？」

「……ううん、別に何も……どうしたの？　顔色が悪いけど大丈夫？」






　じっと見上げて問うと、リードはそんな少年の目を見て一瞬困惑したような顔で口をつぐんだ。そして奥歯をぐっと噛んだあと、少年の名をかすれる声で呼ぶ。辛そうな声音にブラッドリーが眉をひそめる。






「……ブラッド……」

「何？」






　リードは不安そうにブラッドリーを見ている。






「……その……エリノアなんだけど……」

「……姉さん？」






　リードの声は沈んでいて重い。それを聞いた少年の胸には不安が過ぎった。まさか姉に何かあったのか……と、そんな少年の顔を見たリードが言葉を切った。






「あ、いや……違うんだ、そうじゃなくて、その…………」






　そこまで言ってリードはその先をためらう。そして数秒の間沈黙した青年は──苦笑して、何かを振り払うように手を振った。






「いや──……ごめんブラッド、なんでもない」

「え……？」






　リードは力なく笑う。






「そんなわけがないんだ。きっと俺の聞き間違いだな……」

「聞き間違いって？　いったい何を聞き間違ったの？」






　ブラッドリーは困惑したように問い返したが、リードは頭を振るばかりで歯切れが悪い。






「リード？」






　心配になったブラッドリーの眉尻が下がる。が、苦笑したままのリードは一瞬天井に視線を泳がすと、「えっと」と言葉を濁して。






「いや……あ、そうだブラッド」






　と、青年は、何かを思い出したように緊張顔のブラッドリーを見る。






「……何？」

「あのさ……ちょっと聞きたいんだけど……」






　ここでも青年はやや逡巡する様子を見せたが、今度はちゃんと疑問を口にする。






「その……グレンって…………人間なのか？」






　リードの問いに、ブラッドリーがギョッと目を瞠る。






「……グレン……？　ウチの……猫のグレンのこと……？」






　念を押すように問い返すと、リードは真剣な顔で頷く。






「そう、そのグレン。……さっき──……グレンらしき猫が人に化けるところを見てさ……多分間違いなかったと思うんだけど……」

「…………」






　リードの言葉に、ブラッドリーはリードに気がつかれない程度に歯噛みする。あの黒猫は何をやっているんだと苛立つが……。

　しかし、リードは真剣な顔でブラッドリーの答えを待っている。その真摯な瞳の色にブラッドリーが戸惑う。

　リードの空色の瞳は、ブラッドリーが自分に嘘をつくなどとはカケラも思っていないというふうだ。彼を大切に思っているブラッドリーは、どう説明したものかと内心で苦悩して──。

　と──……。






　不意に、その背後から、ふぇっふぇっ、と、しわがれた笑い声が上がった。






「──リード坊、それはおそらくコーネリアグレースの使い魔だったのだろうて」

「え……」






　愉快そうな声に、二人がはっと振り返る。と、二人の他には誰もいなかったはずの店内に、いつの間にか年老いた男の姿があった。






「……メイナード？」

「あれ……メイナードさん？」






　リードはプルプルと身を震わせながら立っているメイナードを見ると、すぐにその傍に駆け寄って。おぼつかない様子の老人の身体を脇から支える。そんな青年に、老将はにっこりと微笑みかけた。






「おや……リード坊ありがとう」

「メイナードさん久しぶり。体調崩したって聞いてたけど……もういいの？　ん？　使い魔……？」






　メイナードを支えたままキョトンとするリードに──ブラッドリーがいったい何を言い出すんだとメイナードを睨む。が、メイナードは穏やかに微笑んだままリードに言った。






「あやつが魔法を使うことはもう知っておろう？　大方そのようなものだったのでは？」

「──あれが……使い魔……？」






　メイナードの言葉にリードがぽかんと繰り返す。その呆然とした様子にブラッドリーはハラハラした。

　他ならぬリードのことである。確かにグレンのことをそのまま魔物だと説明するわけにはいかないが、使い魔とは。

　魔法が遠い存在となった昨今、町民たちにとってそれは物語の中でだけしか出会うことのない代物だ。そんな言い訳をリードが信じるのかと、珍しくブラッドリーが冷や汗をかいて──。

　が。

　メイナードの言葉を聞いて、一瞬ぱちぱちと瞬きしていたリードは……突然言った。






「……す──ごいな！」

「!?」






　唐突な賛辞にブラッドリーがギョッと顔をこわばらせている。リードは瞳をキラキラさせていた。






「リ、リード？」

「そういえば確かに……その使い魔、エリノアを助けたんだ」

「え、助けた……？」

「なるほどそれでか……使い魔とか俺初めて見たよ、コーネリアさんってやっぱりすごいんだなぁ」






　リードはしみじみと──どこかホッとしたような顔でそう言って……。

　しかし青年の素直な納得に反して、うろたえていた少年魔王はさらに戸惑った。

　グレンがエリノアを助けたという言葉も引っかかる。が、彼がそれをリードに問う前に、青年が「あれ？」と首を傾げる。






「え？　じゃあ俺が今まで見てたグレンは……？」






　本物の猫？　それとも存在しないのか？　と、動物好きの彼に寂しそうに問われたブラッドリーは、うっと言葉に詰まり、咄嗟に手を振ってしまう。






「……や、え、えっと……グレンはグレンで存在してるよ……その、猫として……？」

「へーじゃあコーネリアさんはグレンをモデルにして使い魔を作ったってこと？」






　なるほどなぁとリード。すっかり感心しきりの青年に──。

　それを見たブラッドリーが、何故か突然消沈してガックリと肩を落とす。

　どうやら──魔王は純粋な反応を見せるリードに対し、自分が嘘を重ねたことが後ろめたいらしい。

　あんな荒唐無稽な言い訳をリードがすんなり信じてくれたのは……一重に彼が自分たちに寄せてくれている信頼によるものだと、ブラッドリーは分かっているのだ。

　そうしてげっそりうなだれる主君を見て、老将メイナードがやれやれと、困ったようにしゃがれた苦笑を漏らしている。






　──そんな二人をよそに……。

　リードはホッと安堵していた。──一応の──辻褄を与えられたことに対して。

　彼はブラッドリーたちに気づかれないよう小さな声でつぶやく。






「……そっか……じゃあ、あの子供も……？」






　そうなのかもしれないとリード。多分──あの子供もコーネリアグレースが魔法か何かを使ったんだろう。






　──やはり、






　……魔王と聞こえたのは──聞き間違いだったのだ。






「…………そうだな、きっとそうだ……」






　リードはそう繰り返す。──心の中には釈然としない思いと不安がもやもやと渦巻いていた。だが、それを無理やり抑えこみ……。

　リードは普段通り、目の前で何故か肩を落とす弟分に向かって微笑みかけるのだった。












　──その、頃……。

　ブラッドリーが消沈し、リードが不安を胸に抱きながらも微笑んだ頃。






　コーネリアグレースやグレンたちと共に帰宅途中のエリノアは……のんきにも──にへっと幸せそうな顔をして、照れ照れと道を歩いていた。

　その肩には、黒いマリモっ子たちがみっちり寄り添って乗っている。

　モフッと頬にあたる毛の柔らかい感触に、エリノアは目尻をこれ以上ないくらいに下げきって。ひたすらに、ニコニコにまにま笑んでいる。






「気持ちいい……可愛い……嬉しい……マダリンちゃんのほっぺの毛、ふわふわね」






　デレデレするエリノアに、子猫たちは冷淡な声。






「ゆうしゃ」

「それ」

「おしりよ」

















22　コーネリアグレースの聖剣対策と証拠隠滅












「…………」

「…………」






　そんな勇者と魔物っ子たちの様子を後ろから白い目で見ながら……グレンは母に問う。






「…………なんで……」

「しっ！　黙ってなさいグレン」

「だけど……」と、恨めしそうなグレンにコーネリアグレースは真面目な顔で言う。






「お黙り。あれはれっきとした聖剣対策なのよ。あんな傷だらけで主人が帰って来たら、さすがに聖剣坊ちゃんがうるさいかもしれないでしょう？　でもね、テオ坊聖剣はとりあえず勇者エリノア様の精神状態を重視するから、ああやってマリーたちに懐柔させておけば安心なの。いいじゃないの、エリノア様死ぬほど嬉しそうよ」

「…………」






　確かに、子猫たちを襟巻きのように首元に引っつけたエリノアは壮絶に嬉しそうだ。

　子猫たち捜索の疲れもどこへやら。擦り傷だらけの顔で終始ニコニコし通しである。子猫たちは子猫たちで、エリノアがそう無闇に女神の印や聖の力を振り回すようなことはしないと分かったのか、少しだけ警戒を解き、母親に命じられるままエリノアの肩にくっついている。……まあ、ちょろいと思われただけの可能性もままあるが。

　グレンは膨れっ面でフンッと鼻を鳴らす。






「……なんなのさ、あのデレデレした顔……勇者のくせに魔物に魅入られてアホじゃないの!?」

「……マリーたちにエリノア様を取られて手持ち無沙汰だからって文句言うのはおやめ。お前があのお役目をできるならお前に任せますよ？　でも無理でしょう？」

「……うー……」






　真顔の母に、お前にマリーたち以上の愛らしさが演出できるの？　と、問われたグレンは悔しそうに唸る。そんな嫉妬まる出しの息子に、コーネリアグレースが呆れ果てている。






「……おバカすぎて叱る気も起きないわ……お前の日頃の行いが悪いからエリノア様にデレてもらえないのでしょう？　自業自得ですよ」

「そんなことない、絶対私のほうが可愛いのに！」






　見る目がない！　と、叫ぶ……そんな兄を……。

　三匹の魔物っ子たちは、エリノアの肩からしらっとした三白眼さんぱくがんで眺めている。









　そうして自宅へ戻ったエリノア。そんな彼女を出迎えたテオティルは……主人の散々な有様に一瞬、形の良い眉を大きく持ち上げた。コーネリアグレースたちは、そんな聖剣の様子をエリノアの後ろから固唾を吞んで見守って……。

　が…………。






　やはりテオティルはテオティルだった。

　一瞬エリノアの傷や破れた服に悲痛な顔を見せたテオティルではあったが──傷だらけでも、両肩からモフ……と、頬を、こまるいふわふわの尻に包まれた勇者の顔は、蕩けるように幸せそうで。案の定、テオティルはすぐにニコッと笑う。






（おやエリノア様、随分わんぱくなさってきたのですねぇ）






　のんきなテオティルは思った。傷だらけで満足そうなんて、なんて勇壮な主人だろう。ああ、しかしどうせなら私聖剣を振るって下さればよかったのに。






「戦場（？）での傷は名誉の証……次は絶対にご一緒させてくださいね」






　……エリノアがどこかで何かと戦ってきたとでも思ったのか……テオティルはしみじみと言う。やはり……聖剣の精神は感覚が人とはまるで違うようだ。

　にこにこ主人を誇らしげに見るテオティルに、女豹婦人とグレンがため息で突っこみを我慢している。






「……うざいー……」

「……突っこんだら負けよ……どうせテオ坊はなんとも思わないんだから労力の無駄だわ。……ま、聖剣が頓珍漢で幸いよ。世話するエリノア様が微妙に気の毒だけど」






　さてともかく。こうしてテオティルは傷だらけのエリノアをニコニコして出迎えた。

　もしここでエリノアがぐったり疲れた顔をしていれば彼の反応も違っただろうが……そこはコーネリアグレースの目論見通りである。






　テオティルは、子猫たちの、ふんわりまるい毛もじゃの尻に囲まれたエリノアの頬に手を伸ばす。

　すると子猫たちが聖剣を嫌ってパッと逃げて行き、エリノアが「あっ」と、寂しそうな顔をした。






「ん？　どうしたのテオ？」






　エリノアは不思議そうな顔で、己の頬を両手で包みこんだ聖剣を見る。と、テオティルはにっこりと笑って──。

　次の瞬間、エリノアの身のうちから淡い光が漏れ出した。

　光は驚くエリノアの身体を撫でていって。あっという間に彼女が負っていた擦り傷や打撲痕を治癒してしまう。その光景を目にしたエリノアは驚いて言葉もないが──背後では、コーネリアグレースがホッと息をついていた。






「……良かった、証拠隠滅の第一段階無事完了ね……」






　当然ながら、エリノアをあの格好のままにしていては、彼らの主君ブラッドリーがヤバい。と、グレンが目を細めて母を見上げる。






「いいのかなぁ～、母上ったら。陛下に嘘つくような真似して」

「お黙り！　お前にだけは言われたくありません。いいのです。どうせエリノア様だって陛下にいらぬ心配はかけたくないとお望みのはずです。ほほほ、あの馬鹿正直で小うるさい白犬ヴォルフガングがいなくて本当によかったこと」






　もしヴォルフガングがここにいたら『姉を案じる陛下に怪我の報告をせぬとは……』などと言って、この証拠隠滅を渋っただろう。

　だが、エリノアが子猫たちを探し回って怪我をしたのもまずいが、そのうえ子猫たちがリードにまでちょっかいを出したことを知れば、ブラッドリーは彼女の娘たちを消すと言うかもしれない。さすがにそれだけは防ぎたい母である。






「……お前……ちょっとモンターク商店に行ってリードちゃんの様子を見ていらっしゃい。メイナードを送りこんだから大丈夫だとは思うけれど……念には念を入れなければ」

「ええ？」






　母親の命令に、グレンは面倒臭そうに不平を漏らしたが。コーネリアに愛用の金棒で脅されて、しぶしぶ家を出て行った。そんな息子を見送ったコーネリアグレースは、では次は証拠隠滅第二段階だとばかりに素早くエリノアに忍びより──。

　唐突に、彼女の服をガバッと脱がす。






「へ……はいっ!?」






　テオティルに傷がしっかり治っているのか丁寧に丁寧に身体を点検されて、やや辟易気味に身を引いていたエリノアは……いきなり己の服が消えたことにギョッとする。

　下着姿で慌てて振り返ると、女豹婦人がエリノアの服を手に微笑んでいる。実に嫌な予感のする美しい顔で。






「え……？　あ、あのコーネリアさん？」

「さぁて……それではエリノア様。お風呂に参りましょうか？　お召し物もいただきますわね、このコーネリアグレースが魔界随一の裁縫能力を駆使してきれいに繕って差し上げますわ」






　えっ？　と、エリノア。






「で、でもまだ家が散らかっているし……」






　エリノアは困惑したように床を見下ろす。

　マリーたちの捜索を優先させたがゆえに、自宅内はいまだ荒れ果てた状態のままだ。

　掃除をしたらどうせまた汗をかいてしまうのだから……と、主張する娘に、証拠隠滅を急ぐコーネリアグレースは……。






「お前たち」

「？」






　はきっとした声でコーネリアグレースが呼ぶと、部屋の隅でテオティルを睨んでいた子猫たちがピッと三角の耳をそばだてて母を見る。






「さ、お前たちも一緒においで。エリノア様と一緒に湯に浸かりなさい」

「……へ……？」






　その言葉にぽかんとするエリノア。

　子猫たちは、はーいと声を揃え、ぽんぽんぽんと風呂場のほうへ駆けて行き──それを見たエリノアが、唖然と言葉を詰まらせる。






「え……？　そ、そんな……あ──あんな可愛い子たちと……一緒に……お風呂……!?」






　それはどんな天国だと、エリノアが大袈裟な衝撃を受けている。






「え？　え？　そ、そんな、ゆ、許されるんですかそれは!?」






　そんなことしたら私……マリーちゃんたちのちっちゃい可愛い肉球とかにも触っちゃうかも……いいんですか──!?

　……と、何故か恐れ慄くような顔で迫りくるエリノアに、婦人はほほほと淑やかに笑う。






「ええもちろんです。エリノア様、うちの子たちを洗うの……手伝ってくださいますわよね？」






　ニコーッと口の端を持ち上げるコーネリアグレースの顔は……いかにも企みに満ちていたが──……。

　もちろん、世話好き娘エリノアが、その提案に異議を唱えるはずがなかった。

　エリノアは張り切って風呂場へダッシュした。

















23　再び放たれた男












「…………」






　黒い猫が、民家の屋根の上に佇んでいた。

　少し顎を上げ、目線だけを下にさげ……見下すような表情はモンターク商店の外でうとうとと頭を上下させている老人──メイナードに向けられていた。

　程よく日の当たるその場所で、彼の母に頼みごとをされたはずの老将は──どうやらモンターク家の誰かに出してもらったらしい椅子に座り、こっくりこっくり舟をこいでいる。






　……グレンは思った。

　……見れば見るほどに、すやすやほのぼのと平和そのもの。

　……何をやっているんだあの爺さんは……。






　呆れるグレンがそんな老人から少し視線を横へずらすと、今度はそこに白い獣の背中。

　老将の隣で店の窓に前足をかけ、じっと店内に熱視線を送り続けているのは──ヴォルフガングだ。






　と、誰かが店から出てきた。──リードだ。






「メイナードさん大丈夫？　喉渇いてない？」






　リードはうつらうつらしていた老将に声をかけ、メイナードが顔を上げると、手にしていた茶と茶菓子を手渡した。それから前掛けのポケットに手を突っこむと、店内で働くブラッドリーを窓から覗きこんでいるヴォルフガングに声をかけた。






「ヴォルフ、ほら、おやつだぞ」






　ニコニコした青年が何かを差し出すと、白犬は振り返ってふさふさと豊かな尾を左右に揺らす。






「ワンッワ──……」






　と、嬉しそうに吠えたヴォルフガングは……同時に、はたと、遠くから自分を見ている同胞の視線に気がついた。

　黒猫のハーン？　と意地の悪い薄ら笑いを見て……白犬は──あからさまにしまったという顔をして──スサっと目をそらした。が……その開いた口の隙間に、リードが慣れた手つきでカポッと干し肉を差しこむと。白犬は、うっかりほわ……っと、幸せそうな顔をする。






　その顔を見て気が遠くなったのはグレンだった。






「……あれは……どういう趣向のおやつタイムなの……？　あいつらいったい何しにあそこに……母上がリードの様子見て来いとか……アレどうなったわけ？」






　と──……

　グレンが憮然とボヤいた時。

　干し肉の旨味にうっとりしている白犬の頭をよしよしと撫でていたリードが……屋根の上のグレンの姿に気がついた。






「!?」






　途端、リードの表情がギクリとこわばる。






「……ん？」






　少し距離はあったが、グレンにはリードのうろたえた様子がよく分かった。空色の瞳に、食い入るように凝視された黒猫が首を傾げる。






「？」






　なんだあいつジロジロ見てと、グレンが怪訝そうに見返すと、リードは動揺したように黒猫から目を逸らし、急いで店の中へ戻って行った。青年の普段とは違う様子に違和感を覚えたグレン。……だったのだが──……。






　その視界に、のんびりうとうとした老将と、陶酔しきった顔つきで干し肉を味わっている白犬の姿が目に入ると──呆れすぎてくらりとした瞬間に、グレンの疑問はどこかへすっぽ抜けてしまった。






「……あ、あいつら……いくらなんでも人間に慣れすぎだろ！」






　緊張感のない顔しやがって！　と、黒猫は、イライラと同胞たちを壮絶に睨んでいる。









　　　　　＊　＊　＊









　ところ変わって、王宮。

　品のあるしつらえの一室。その淑女は、茶器を手に長椅子にゆったりと腰を下ろしていた。美しい装いの彼女は、ゆっくりと目線を上げて、彼女の目の前に立っている青年に微笑みかけた。






「それで？」

「…………」






　言い訳があるのなら聞きますけど、と言いたげな彼女の微笑みには静かな圧がこめられていた。

　しかし、問われた青年は、口を一文字に結んで微動だにしない。その機械のような表情に、彼女は知的な眉の片方を持ち上げた。






「あなた……わたくしとの約束をお忘れだったのかしら。重大な契約違反ですよ、これは」






　淑女は笑みを濃くしたが、代わりに彼女の背後に立っている侍女の視線の温度は下がりきっていた。侍女は無言の青年を、ツララのような鋭い目線で刺している。どうやら彼女たちはとても怒っているようだ。

　彼女──ハリエットは言った。






「バークレム書記官……あなた昨日──エリノアさんに食べさせるからって、わたくしたちに菓子づくりを要求したのよね？」

「はい」

「なのに……それが……ほとんど手がつけられずにここにあるというのは、いったいどういうことなのかしら？」

「…………」






　ハリエットが手のひらで示す先──テーブルの上には、たくさんの紙の箱が。

　中には昨日のブレアとエリノアの茶会で提供され、残った焼き菓子が収められている。その製作者たるハリエットは、無念そうにそれらを見下ろしてため息をこぼした。






「エリノアさんが食べてくれるからと思って喜んで作ったのに……少しも数が減っていないじゃないの……どうして土産にも持たせてあげてくれなかったの？」






　と、真顔で立っていたソルがやっと口を開く。






「恐れながら、昨日の場合致し方なかったのです。エリノア嬢は終始緊張しておいでで茶菓子どころではないご様子でしたし……ブレア様に至っては眼中にも──」

「ちょっとバークレム書記官！」






　ソルのあまりに率直な言い草に、ハリエットの侍女クレアが憤慨している。






「せっかく王女がお作りになったのに眼中にないなんて、言葉が過ぎます！」

「申し訳ありません、しかし事実です。ブレア様はエリノア嬢しか見ておいでではありませんでした」






　淡々と返してくる青年に、クレアは文句をつけようと口を開くが……その口をハリエットがテーブルの上の茶菓子で塞いでしまう。






「！（ハリエット様!?）」

「ま、いいのよクレア。ブレア様はどっちでも（どうでも）いいの。初めからあの方がそう甘味を召し上がる方でないことは分かっているのだから。存分にエリノアさんに見惚れておいでになればいいじゃない。それよりも──エリノアさんでしょう!?」






　言いながら、ハリエットは可憐な顔でソルを睨む。






「ダメじゃないバークレム書記官……！　そこはあなたが素早くお菓子を包んで持たせてあげるとか……いろいろ方法はあったでしょう？」

「申し訳ありません」






　ソルは無表情でハリエットの叱責を聞いていたが、不意に苦悩するような顔でため息をつく。






「しかしハリエット様、昨日はビクトリア様の騒ぎもありましたし、騎士たちも押しかけてきて大変な騒ぎだったのです。トマス・ケルル殿は何故か紙ナプキンを大量にちぎり撒き（ケルル※紙ふぶきのつもり）、祝杯だなんだと歓喜しながら肩を組んで大声で軍歌を歌い出す始末で……とてもではないですが、そちらの収拾に手が掛かって土産を包んでいる場合ではなかったのです」






　──それは昨日。エリノアが、押しかけてきたビクトリアを帰らせた後のこと。騎士たちは、ブレアに敵対する側室妃の撤退がよほど嬉しかったのか、それともブレアが無事エリノアを茶会に招けたのが嬉しかったのか……彼らは相当な浮かれようだったのだ。

　見るからにそのような暑苦しいテンションが苦手そうな書記官は、一瞬忌々しげな顔をした。が、すぐに真顔に戻る。






「ですが、確かに──あの場で唯一冷静であっただろう私が責任を持つべきことではありました」






　分かりましたとソル。






「それでは昨日の責任を取り、今から私がエリノア嬢の家へ、これらを届けに行ってまいります。焼き菓子は十分日持ちがしますし、ぜひエリノア嬢に召し上がっていただきましょう」

「え……？　いえ、それだったら何もあなたが行かなくてもこちらで使いを……」






　出すと言いかけた王女を、生真面目な青年はピッと手のひらで制す。






「いえ。やはりここは私の責任ですので。それに──どうやらブレア様もエリノア嬢のことが気がかりでいらっしゃるようですし……」






　ここは私が、とソルが言うと、ハリエットが「あら」と微笑ましそうな顔をする。






「まあ、そうでいらっしゃったの……ふふふ、可愛らしいこと」






　顔をほころばせた王女に、ソルは「ええ」と、真顔で続ける。






「ブレア様は、減らない、と、仰せです」

「……え……減ら、ない……？」






　意味がつかめないという顔で侍女と顔を見合わせた王女に、ソルは淡々と答える。






「はい、減らないそうです。エリノア嬢への欲求が」

「「…………」」






　ソルの言葉に──押し黙った女性陣の顔には、はっきり「この男はいったい何を言い出すのだ」と、書いてある。

　が、そんなことを気にするソルではない。彼は熱弁する。






「そもそもあの茶会は、ブレア様のエリノア嬢に会いたい欲求を抑えるために企画したものだったのですが、結果、欲求は全然減らなかった、と」

「…………」

「〝帰っていく後ろ姿を見ただけで戻って欲しいと請いたくなったのだが、これは、欲求か？〟……と──今朝ほどブレア様が真剣な顔でおっしゃっておいでで。どうやら、昨日の騒動で疲れただろうからとエリノア嬢に休みをお与えになったことも悔やんでおいでのようで、私は、それは困りましたねと──」

「……ちょ──ちょっと待ちなさいバークレム書記官！」






　ハリエットは淡々と続けようとするソルを慌てて止めた。






「？　いかがなさいましたか王女」






　不可解そうなソルに、ハリエットは頭痛を覚えたが……額を押さえながら、なんとか口を開く。






「……あのね、バークレム書記官……エリノアさんのところに行くのはいいけれど、そういうことをあまり率直に彼女に伝えてはダメよ？」






　噛んで含めるように念を押すハリエットに、ソルは不思議そうな顔をした。






「はて？　どうしてでございますか？」






　心底分からないというふうの書記官に、ハリエットはため息をつき──それからキッとソルを睨みつける。






「それはね！　ブレア様が誠意を持って伝えるべき大切な気持ちを……あなたがそんな冷淡な顔で、エリノアさんに事務的に伝えてしまったら台無しだからよ！　そもそも欲求だなんて……そのようにあからさまに言っては女性におかしな誤解を与えかねません！　……いいわね？　絶対に、余計なことを言ってはダメですよ!?」

「…………はぁ……承知いたしました……」






　ハリエットの言葉に、ソルはやや不満げに了承を示す。






　かくして……。






　このド天然書記官が、再びエリノアに向けて放たれることとなった……。

















24　ソル、再び。ＶＳ　コーネリアグレース












「すごい……」






　エリノアは目を瞠って感嘆の声を漏らした。

　その視線の先──浴室にしゃがみこんだ彼女の手元の桶の中には、首から下に水をかけられて毛並みをペッシャリとしぼませた子猫マリーが無言で佇んでいる。






　──先刻、風呂場に来るなり、速攻でコーネリアグレースに風呂の中に放りこまれたエリノア。婦人の妙技で彼女の身体は既にピカピカで。裸の身体にバスタオルを巻いた娘は、今は小さめの桶の中で、ずぶ濡れの子猫を洗っている。

　しかしそんな格好にも関わらず、彼女が何故か手袋をしているのは、子猫たちが女神の印を嫌がるからだった。






「──濡れるとこんなふうになるの……か、可愛い……」






　子猫らは、毛が濡れるとまるで別の生き物のようにほっそりとして。そこに現れたか弱そうな生き物に、エリノアは、ただただ、保護欲を刺激されるばかり。──と、エリノアがハッとする。






「え？　ちょっと待って……こ、こんな仔鹿よりもか細い足で走り回っていたの!?　マリーちゃん、もう戸棚の上から飛び降りたりしちゃダメよ！」

「…………」






　エリノアは必死だが、注意されたところでマリーたちが素直に言うことを聞くわけがない。今も娘の背後では、洗い待ちのマダリンとマールが石鹸を蹴って駆け回っている。そんな二匹に気がついて、止めようと声を上げるエリノアに……不意に、水桶の中のマリーが問う。






「マダリンちゃんたち！」

「……ゆうしゃ、なんで？」

「え──？」






　エリノアがキョトンとして見下ろすと、マリーが小粒の青い双眸をじっと自分に向けている。






「？　どうしたの？」

「なんで……みわけられるの？」






　あたしたちそっくりなのに、と言うマリーに、エリノアは「ん？」と、首を傾げる。

　──子猫たちがこちらに来てから。マリーたちは一度もエリノアに見間違えられたことがなかった。

　兄姉たちにですら、〝末の妹たち〟と、一括りにされ、時折間違われることもあるマリーは、人間のエリノアが己たちをしっかり見分けているのが不思議でならなかった。

　と、エリノアが答える。






「えー……と…………毛、かな……」

「け？」






　怪訝そうなマリーに、エリノアは水桶の中から彼女をそおっと持ち上げて。濡れたマリーの身体をじっと眺める。






「ええと……今は濡れてるからよく見えないけれど……ふんわりしている時、マリーちゃんたちの黒い毛の表面に、少しだけ色が見える時があって……」






　日陰でよく見える気がする、とエリノアは言い、その毛色の違いで識別しているのだと答えた。






「……」






　両手で持ち上げられた子猫は、ふーんと目を細める。どうやらエリノアは、それを毛質の違いか何かだと思っているようだ。が、マリーは、娘が言っているのは、おそらく自分たちがまとう魔力のことなのだろうと察する。

　彼女たちは姉妹でも、母であるコーネリアグレースから受け継いだ魔力が濃い者と、父から受け継いだものが強い者とではそれぞれ魔力の質が違う。エリノアが見ているのは、おそらくその違いのことだろう。

　マリーたちの毛の色は漆黒で、色などはどこにもついていないのだから。

　しかし、それは──いや、魔力の違いどころか魔力そのものすらも、本来人間にはたやすく認識できるはずのないものだった。

　マリーは内心警戒しながらエリノアを見る。






（……やっぱり、これ、ゆうしゃではあるのね……）






「……こんなにまぬけなのに……」

「？」






　はあ、めんどう……と膨れる子猫のつぶやきに、エリノアは不思議そうな顔をしている。






　が──そんな時。不意にエリノアがあれ？　とマリーを洗っていた手を止める。

　耳を澄ませるような素振りを見せ、キョロ……っと辺りを見回して、つぶやく。






「？　ん？　……何か……声がしない？」

「こえ？」

「……誰か来たのかな？」









　……と──その声の元。トワイン家玄関。






「…………」

「…………」






　玄関ドアを開けた女豹婦人（人間態）は、無言でその訪問者と対峙していた。

　訪問して来たその男も、無言で婦人を見ている。お互い怪訝そうな顔をしており、二人の間にはただならぬ威圧感が漂っていた。

　と、男のほうが口を開いた。
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「──御婦人……これはどういうことか、ご説明いただけますか……？」






　言葉は丁寧だが、どこか詰問するような響きがある。男が低い声で問うと、コーネリアグレースが、好戦的な眼差しで嘲笑う。






「あらおほほ、なんなのこの殿方は。訪問早々面倒そうな匂いがぷんぷんするわ、しかしどうぞ？　ご質問がおありになるのならあたくしがお聞きしますわ。何を説明してほしいと……？」






　婦人はカケラも笑っていない目で、やや芝居がかった調子で男を促した。男はそんな婦人に目を細めてから、ジロリと彼女の背後、トワイン家内部を睨む。……マリーたちに散々荒らされて未だ片付けの済んでいないエリノア宅を。






「失礼ながら……拝見したところ、室内が随分荒らされておいでのようだ……まさか強盗にでも入られたのでしょうか？」






　その言葉にコーネリアグレースが高笑う。（※エリノア、この辺を聞いた）






「まーほほほ！　ご心配には及びません。これは、ただ、散らかっているだけですの」






　と、婦人の堂々たる答えに一瞬眉をぐいっと持ち上げた男──言わずと知れたソル・バークレムは、相変わらずの冷淡な表情で婦人に言う。






「散らかって……いらっしゃるだけ？　ほう……それにしてはなかなかに悲惨な状態に見えますが……なるほど。エリノア嬢はお片付けが苦手でいらっしゃる、と……」






　なるほどなるほどと一人で納得したらしい青年は、コーネリアグレースを見上げ、己の胸に手を添える。






「僭越ながら──私は片付けが得意です」






　生真面目にも唐突な宣言に……婦人が生暖かい顔で噴き出す。






「いやだわ……いったいなんの自慢なのお坊ちゃん？　……あたくしだって整頓能力には定評がありますのよ？」






　おーほほ！　と……何故か胸を張って張り合う婦人。が、それはソルの面倒臭い男ぶりを加速させる結果となる。

　コーネリアグレースの言葉を聞いたソルは、トワイン家内の荒れ果てた様子をもう一度一瞥し、異論がありそうにジロリと婦人を見る。






「おや……？　失礼ながらとてもそのようには見えませんが……やれやれ仕方ありませんね……」

「はあ……？」






　ため息をつくソルに婦人が眉を顰めた瞬間──青年は手に持っていたリボン付きの箱を婦人に押し付けて。彼女がなんなのという顔をしているうちに、彼はいそいそと腕まくりをする。






「失礼いたします」

「[image: 〓]」






　突然家に侵入して来た青年に、コーネリアグレースがアイメイクバッチリの瞳を剥いて。が、婦人はそれはならぬと彼の前に立ち塞がった。






「お──おまち！　何が仕方ないんですの!?　勝手に侵入しないでちょうだい！」






　しかし──ソルは、生真面目な顔で婦人に向かって、いえ大丈夫ですと手を持ち上げる。






「先ほども申し上げましたが、私は怪しい者ではありません。それよりも御婦人、ホウキと雑巾はどこですか？　モップがあるとなお良いのですが」

「!?」






　と、そこでソルは少し気遣うような表情を見せる。……威嚇しているコーネリアグレースを完全に無視して。






「調べが足りませんでした──きっと、エリノア嬢は……王宮での仕事がお忙しくてご自宅にまでは手が回らないのですね……そうでしたか……お気の毒に……しかしブレア様の意中のお方のご自宅を、このような状態にしておくわけには参りません。ここはわたくしめがブレア様の配下として──お役に立ちましょう」






　静かに、だが使命に燃えた目をした青年は、手はじめにと床の上に散乱している物を拾いはじめ──コーネリアグレースが鬼顔で牙を剥く。






「いや──ちょ、話を聞きなさい！　なんなのこの人間は……!?」






　と──そこへ──……

　コーネリアグレースの怒声を聞きつけたエリノアが、慌てて駆けつけて来た。






「コーネリアさん！　ど、うし──なんの騒ぎ──……!?」






　いつも飄々としている婦人のただならぬ様子に、またテオティルとでも揉めているのかと──走って来た娘は……

　そこまで言って、コーネリアグレースの巨体の向こうに──黙々と──玄関まわりの散乱物を拾う青年を見つけて壮絶にギョッとする。






「バッ──バークレム書記官!?」






　な、何故ここに……と、目を剥いた瞬間に、エリノアに気がついたソルが顔を上げて……。






「──む」






　途端、彼はグイッと眉間に深いしわを寄せた。






「……お嬢様──……っ！　な……んですかそのお姿は!?」

「ひ!?」






　相変わらず唐突な青年の叱咤にエリノアが身をすくめ、ソルは信じられないという顔つきでエリノアを睨んでいる。






　……慌てて駆けつけて来たエリノアは──裸にバスタオル一枚のままだった……。

















25　エリノアはソルをロボットか何かだと思っていた












　エリノアはしまったと思った。

　慌てて走って来たものの、格好が格好だ。裸にタオルは不味かった。






　──風呂場でマリーたちを洗っていたら。家の中でコーネリアグレースが誰かと揉めているような声がした。

　慌てて駆けつけてみると、何故か玄関でこの──ソル・バークレム氏が散らかったものを拾い集めていて。

　それが、女豹婦人の揉める相手としてはあまりにも意表をついた人選であったもので……エリノアの心臓は、一瞬幽霊でも見てしまったかのように縮み上がった……が……。

　そのソルに、遭遇しょっぱなから叱られたエリノアは、ちょっと待ってよと思ったわけだ。

　だって、だいたいなんでこの人いるのよと。ここは私の家ですけど、と。

　意味が分からないし、叱責だって納得がいかない。裸にタオルでムカムカしてきたエリノアは、ガラの悪い顔でソルを睨んだ。

『なんですかそのお姿は』と怒鳴られたが、おうなんだ、こちとら可愛い毛玉っ子たち（※魔物）とパラダイス風呂の途中でしたけどと腹が立って。

　そもそも、ここで可愛らしく『きゃー！』……などと赤面して叫べるほどエリノアはソルを男として意識してはいなかった。いつも表情が真っ平でどこか奇妙な行動をする書記官殿は、まるで機械のように思えて……。






　──結果……こうなった。






　エリノアはソルを睨み、ハブに遭遇したマングースの顔で拳を構える。






「ちょっと……バークレム書記官！　な、なんで私の家にいるんですか!?」






　そりゃあ自分も格好が格好だが……本来いるべきでない場所にいるのはそっちのほうじゃないかと。

　するとソルは、心底理解できないという顔で眉間にしわを寄せてエリノアを見る。






「お嬢様、どうしてそんな格好で拳をお構えになるのですか!?　それよりも早く服をお召しになってください！」

「!?　服、探さないでいいです！　そんなことしないでいいですから！」






　ソルは床に散乱したものの中から衣類を探し出そうとしている。

　だが……明らかに服が入っていそうもない菓子缶を開けたりしているところを見ると、一応彼も多少慌てているらしい。ソルがあまりに的外れなところを真剣に探している様がキテレツすぎて、大丈夫かこの人と目を剥いていたエリノアは、思わず言ってしまう。






「バ──バークレム書記官！　服は……タンスですよ!?」

「は──そうですね！」

「ぎゃ！　いやっ違う！　自分で取ってきますからちょっとぉ！」






　が──

　その時ドスンと音がした。






「はぁい死罪確定！」

「!?」






　力強い声がして。気がつくと、コーネリアグレースが愛用の金棒を手に立っている。






「コーネリアさ……え!?」






　一瞬婦人のほうを振り返りかけたエリノアは……引き留めようとしていたソルが、急にゴスッ……と音を立てて倒れたことにギョッとする。






「バークレム書記官!?　バークレ……コーネリアさん!?」






　慌てて倒れたソルを助け起こすも──ソルはぴったりとまぶたを閉じてピクリともしない。（※エリノアは能面のような顔が怖いと思った）

　いったい何をと女豹婦人を見上げると、婦人はやれやれと肩をすくめて金棒を消す。






「死罪って……ま、ま、まさか……」






　コーネリアグレースの冷淡な顔に、エリノアの顔から血の気が引く。

　恐怖した顔で問うと、コーネリアグレースは澄ました顔で「だって」と言った。






「エリノア様、本件が陛下の耳に入ったら、この男確実に死刑ですわ」

「コーネリアさんっ！」






　エリノアがソルを抱えたまま悲鳴のような声を上げる。






「確かにこの人、相当変な人だけど……こんなことで死んじゃうなんてあんまりです！」






　うっかりそのまま駆けつけた自分も悪かったのに……と、バスタオル一枚の膝にソルの頭を乗せ、ほとほと涙をこぼす娘に──無言のコーネリアグレースは、この光景もブラッドリーに見られたらこの男死ぬなと思った。






「まったく……」と、婦人。






「……冗談ですよ（三分の一くらいは）。そのアホは死んではおりません、仮死状態なだけですわ」

「へ……？」






　本当に？　と、顔をあげたエリノアに、コーネリアグレースは真顔を迫らせる。






「──エリノア様、ミッションです」

「え……？」






　ミ？　と、不可解そうな顔をするエリノアに、コーネリアグレースは人差し指を立てて言う。






「この男を生かしたかったら、男の記憶を消さねばなりません。布切れ一枚あったとはいえ、エリノア様のあられもない姿を目撃した者を陛下がお許しになるとは思えませんので」






　その言葉にエリノアが、はぁ？　と、眉間にしわを寄せる。






「あられもないって大袈裟な……だって私の過失もあったんですし、そんなことであの優しいブラッドが怒るわけ──」と、言いかけたエリノアに、コーネリアグレースがニッコリと微笑む。






「しばきますよエリノア様」

「…………」

「陛下がどれだけエリノア様に激甘かまだお分かりでない？　あなた様のうっかり過失なんて、陛下は華麗に目をつぶるに決まってるでしょう。そしてこの者がすべての責め苦を負うのです。ちなみに防げなかったあたくしも危ないです」






　キッパリと言う婦人に、エリノアはなんとも言えない複雑な表情をしている。






「……え、えっとそれで私がどうすればいいと……」






　ミッションとはなんぞやと見上げるエリノアに、婦人は、ええと頷く。






「幸い現在はメイナードが活動中です。エリノア様は今からモンターク商店まで行って、陛下に悟られぬようメイナードを連れ帰って来てください」

「わ、分かりました」






　つまり、コーネリアグレースは、ブラッドリーに気がつかれる前にソルの記憶を老将に消してもらおうと言っているらしい。女豹婦人はど迫力の顔を、エリノアの鼻にくっつきそうなほどに寄せて続ける。






「エリノア様！　これはこの男とあたくしの命の瀬戸際です！　全力でなんとかしないといけない案件です！　取り扱いを間違ったら犠牲が出ますよ！」

「え、あ……は、はい！」






　婦人の脅すような強烈な圧に、エリノアはもはや言いなりだった。






「さ！　あたくしは娘たちとテオ坊の口止めをしておきます。術が切れて男の意識が戻る前に！　ほら早く！」

「あ、わ……っ」






　コーネリアグレースに急かされたエリノアは、慌てて立ち上がって玄関を出ようと──して、婦人に止められる。






「エリノア様！　服！」

「！」






　──そのまま（裸バスタオル）で飛び出して行っては、おそらく町民たちに被害拡大の危機である。

















26　書記官の外出記録












　ブレアはその時、王都城壁の上にいた。

　王都では数年前から老朽化した城壁及び城壁塔の補修工事が進められていて、この度ようやくその竣工検査が終わり、ブレアが視察するにいたった。

　高い城壁の上に設けられた歩廊の上から城下を眺め、そこで生活している人々を静かな眼差しで見ていた彼は、ふと、ある一角に目を止める。






「……行きたいんですか？」

「……気配を消して忍び寄るなオリバー」






　背後からの唐突な声にも動じることなく、ブレアが憮然とした調子で言う。

　それに軽く笑いながら、オリバーはブレアの横に並んで城下を眺めた。






「何言ってるんですか、どうせとっくにお気づきだったのでしょう？　……それよりどうなんです、せっかく城下に来たことですし……帰りにでも寄りますか？」






　どうします？　と、オリバーは城下の──トワイン家の方角を示すが……ブレアはいやと頭を振る。






「……昨日は随分迷惑をかけた。せっかく休日で羽を伸ばしているところに押しかけて気を使わせたくない」






　言ってブレアは息を吐いた。心の中で、会いたくはあるがと、静かに付け加える。

　そんな胸中を察しているらしい騎士は、こちら側でもため息を零す。






「はぁ、まあ確かに昨日のビクトリア様の件は厄介でしたけど──……ちょっと気になる話があるんですが……」

「……気になる話？」

「いや、気になるというよりも、大いに心配な話……ですかねぇ……」






　オリバーの遠回しな言葉にブレアが怪訝そうな顔で振り返る。と、騎士はいやに複雑そうな顔をしている。笑うような、呆れているような……意味ありげな生暖かい表情に、ブレアの片眉が持ち上がる。






「おい……なんなんだその顔は……」

「それが──ソルがですねぇ……」

「ソル？」






　それが思わぬ名前だったのか、ブレアが不思議そうな顔をする。

　生真面目同士で気の合っているソルは、ブレアにとっては優秀な書記官だった。その書記官の何が心配なのだろうかとブレアは首を傾げている。






「そういえば……今日は今朝見かけたきり宮廷でも姿を見なかったが……ソルがどうかしたのか？」






　その言葉に騎士は、ハハハ……と、空々しく笑う。






「あいつ、ハリエット王女に呼び出し喰らったそうです」

「……ハリエット王女？」

「ね？　嫌な予感のする組み合わせでしょう？　生真面目馬鹿と未来の王妃様……二人でいったいなんの話をしているやら……ちなみにその後ソルのやつも城下に外出しています。ブレア様のこの視察とは別件です」

「？　なんだ、王女に何か頼まれたのか？」

「それが……あいつ律儀に外出記録を書いてまして……行き先が──ブフッ」

「？」






　突然噴き出したオリバーにブレアが変な顔をする。






「……なんだ……どうかしたのか？」






　怪訝そうに目を細められたオリバーは、大きな身体を折って笑いを堪えている。






「殿下！　忙しいからって書記官の外出記録、ちゃんと見てなかったでしょう!?」

「それは……確かに今日は視察もあったゆえ……」






　外出記録？　と、眉間にしわを寄せるブレアに、オリバーはちゃんと見なきゃダメじゃないですか！　と笑う。






「？」

「ゲホッブフッ……それが……特にね、備考が笑えるんですよ……〝ハリエット王女のお使い及び──恋煩いでお寂しげな第二王子殿下の心の安定を保つための視察〟……なんですって！」






　言ってからオリバーは、もうたまらんとゲラゲラと腹を抱えて笑い出した。ブレアは──そんなオリバーをこわばった顔で凝視している。






「……な…………んだ、それは……」

「〝恋煩い〟とか〝お寂しげな第二王子……〟って、書記官の外出記録帳で初めて見ましたよ！〝お寂しげ〟……て！　なんスか？　殿下、今朝、ソルに何か〝お寂しげ〟に恋愛相談でもなさったんですか？」

「！」






　言われて何やらブレアがハッとする。

　それを見たオリバーは、……したんだなぁ……という顔でハハハと笑う。






「まあ一応、殿下の沽券こけんに関わるかと思って、〝第二〟ってところは消しておきました。無駄かもしれませんけど！」






　記録がブレアの管理下のもので、記録の主がソルである以上、〝第二〟が消されても、その王子がブレアであることは、誰が見ても明らかだろう。きっと……その記録を見た者は皆仰天するに違いなかった……。






「!?　!?」






　可哀想に……ブレアは真っ赤になっている。






「殿下……ソルの馬鹿真面目さを甘く見ましたね……あいつの辞書に恋愛の文字なんてあるわけないでしょう？　苦手分野すぎているのに、本人気がつかないままお役に立とうと必死になって迷走してます。……まったく……相談相手、絶対間違ってますって」






　なーんで俺にしとかなかったんですかぁ、と──ニヤニヤ言うオリバーに、ブレアは「お前がこういうやつだからだ！」と、心底思った。

　で？　と、笑いを湛えた目でオリバー。






「ソルの、い、行き先知りたいですか？」

「!?」






　知りたいですよねぇと聞いてくる騎士に、ギョッとしたブレアは、恐ろしい顔で言った。






「おい待て、まさか……」

「ははは、そーなんですよ！　つまり……ソルの視察先は──トワイン家」






　──その瞬間の──……固まったブレアの顔は見ものだった。






「──な……なんだと？」

「あなたの馬鹿真面目な書記官が向かった、寂しげな第二王子殿下の心の安定を保つための視察先が、トワイン家です」

「！」

「もう悪い予感しかしないでしょう？」






　ゲラゲラ笑うオリバー。

　それを、身を硬直させ、泣く子が尚更泣き叫びそうな顔をして見ていたブレア。彼は、一瞬絶句していたが──すぐに身を翻し、城壁塔を駆け下りていく。






「あっれぇ？　ブレア様いったいどこへ？」

「……」






　ブレアはニヤニヤ笑いの騎士を鬼のひと睨み。






「分かりきっているという顔で聞くな！」






　青年は足早に石の階段を下りて行き、オリバーは苦笑しながらその後を追って行った。
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「……思ったんだけど……」






　民家の壁に隠れてじっと通りのほうをうかがっていた娘が、ふと言った。






「ブラッドリーにバレないようにって……それ絶対無理じゃない……？」






　渋い顔で言いながら、モンターク商店を見ているエリノアは、今度はもちろんきちんと服を着ている。

　洗髪した髪も女豹婦人に魔法で乾かしてもらい、ふんわりと肩の上で波打っていて、その揺れる髪を……娘の背後から嬉しそうに指で弄んでいた銀の髪の青年は、娘の疑問にのほほんと答えた。






「当然です。魔王はエリノア様をすぐに感知しますよ。多分気配くらいはもうすでにさとられていると思います。私もセットで」






　テオティルは平和そのものという顔でそう言って。エリノアは頭痛を感じて頭を押さえた。

　それでどうやって、ブラッドリーにバレないように、メイナードを連れ出せというのだろう。

　悩んでいると、テオティルがニコニコ頭を撫でてくる。






「要はあの年老いた魔物を連れてくれば良いのでしょう？　なんでもいいのでは？　魔王はエリノア様には気を許しています」

「なんでもって……そうもいかないでしょう？　コーネリアさんとバークレム書記官の身の安全がかかっているのよ!?　ここは慎重にいかなきゃ……」

「……」






　壁にかじりつく主人の真剣な様子に……聖剣は珍しく難しい顔をして、腕を組みフムと考えこむ。

　主人の言う者たちのうち一人は魔物だ。それにもう一方の人間の男のことは、エリノアがかなり警戒しているように見えたのだが。






「うーん私はてっきり……あの男こそが主人様の真の敵かと思ったのですが……」






　主人様の敵の判別が難しいですねぇ……と、のんきな聖剣は独ひとり言ごつ。……危うくソルは、聖剣から勇者の真の敵認定されるところである。……それも魔王を差し置いて。









　さて、とにかく。こうしていても仕方がないということで。エリノアはとりあえずモンターク商店に乗りこむことを決断した。ひとまずは買い物でもしにいくふうを装って、先にブラッドリーの動向をそれとなく確認しておく作戦だ。

　客が途切れたタイミングを見計らって、エリノアは緊張を顔に張りつかせ……いつもと同じ調子で店の扉を元気に押した。






「こんにちはおじさん！　ブラッド調子はど──どうしたの!?」






　入店してすぐに、エリノアは愛する弟を見つけたが……途端、娘は目を剥いた。






「あ……姉さん……」






　棚の前で品物を補充していたブラッドリー。姉に気がつき振り返るが、その顔が──あからさまに暗い。瞳も沈んでいて覇気がない。まるで背中の後ろに暗雲でも立ちこめているような弟の様子に、エリノアはうろたえた。

　すると店の奥から、彼女の声に気がついた店主が顔を出して。店主は彼女に手を振ってくれるが、彼もまた暗い表情のブラッドリーを気遣うような視線を寄越す。






「よう、嬢ちゃんいらっしゃい……それが……なんだかさっきからブラッド坊ちゃんの元気がなくてねぇ」

「えっ、だ、大丈夫!?　気分でも悪いの？　びょ──病院に行く？」

「……ううん、大丈夫、ごめん……そうじゃないんだ……」






　エリノアが一目散に駆け寄り弟の額に手を押し当てると、彼は力なく笑って。それがどこか儚く危うげな表情に見えて。エリノアの不安は大いにかき立てられた。






「姉さん、僕、大丈夫だよ……？」

「や、とてもそんなふうには……ちょっと待ってブラッド、ちゃんと話そう？　ね？」






　そうして慌てたエリノアはリードの父の元へ飛んで行き──。

　……その頭からは……ソルやメイナードのことはすっかりコロリと抜け落ちてしまったのであった。









　少しだけ休憩をもらえるようにモンタークの店主に頼んで。エリノアはブラッドリーを店の倉庫に連れていった。

　暗い顔の少年を、置いてある椅子に腰掛けさせて、自分もその隣に腰掛けた。






「それで……いったい何があったのブラッド」

「…………」






　ブラッドリーは深く落胆した顔で床を見つめていたが、姉の問いかけに少しずつ口を開く。ポツリポツリと溢される話を聞いていると、どうやら彼が思い悩んでいるのは──リードのことのようだった。






「……リード？」






　喧嘩でもしたのかと問うと、違うと首を横に振る。しかしよほど消沈しているのか、彼の口はとても重かった。具体的な話はしてくれず、ただ、『グレンの正体がバレそうになり、誤魔化すために嘘をついた』と彼は告げ、それを聞いたエリノアはギョッとして驚いた。






「そ、そんなことがあったの？　ごめん、全然知らなかった……」






　与えられた情報が少なかったエリノアは、その話が、己を助けようとしたグレンが絡んだ一件なのだとは気がつかなかった。

　ブラッドリーはため息まじりにつぶやく。






「……ある程度は……仕方ないと思う。魔王だ、魔物だって、人間のリードになんでも正直に言えばいいってものでもないし……」

「……うん……」






　ブラッドリーの言葉にエリノアも物憂げな顔で頷く。

　姉弟はリードのことをとても信頼しているが、彼にはできるだけ自分たちの正体については明かさないと決めていた。

　何も知らない彼にすべてを打ち明けても、困惑させることは明らかだったし、何よりリードたち一家は、この地に根ざした商人である。その商売は、町民たちからの信頼で成り立ってきた。

　対してブラッドリーはといえば、民たちには恐怖される存在で。聖剣持ち逃げ犯であるエリノアもあまり胸を張れる立場でもない。

　ブラッドリーもエリノアも、できればこの先も何事もなく普通の人として暮らしていきたいと願ってはいるが……この先何があるとも分からなかった。

　万が一ブラッドリーの正体が世間に露見するようなことがあった時、自分たちと親しいリードたちがなんらかのとばっちりを受ける可能性は大いにある。それだけは、なんとしても防がなければならない。

　そのためにもエリノアたちは、リードたち一家には何も知らせないほうがいいと考えていた。

　知らなければ何かが起こった時にも、モンターク商店の面々は自分たちに『騙されていた』と、まだ言い訳が立つかもしれない。






　──だけど、とブラッドリーは苦悩の表情を見せる。






「……でも今回またリードに嘘をついてしまって、ふと……こんなに優しいリードに、僕はいつまで嘘を重ねるんだろうって思った」

「ブラッド……」

「かといって、本当のことを打ち明けたとしたら、リードがどんな顔をするかなって……リードは本当に善良だから……僕がこんな存在なのだと知られたら、きっと離れていくよね……」






　二進も三進も行かない。正体を欺くより他になく、欺くのをやめたらやめたで怖がらせてしまう。

　そう悲しくなった少年は暗い顔で口をつぐみ、心の中でつぶやく。






（それに……僕は、まだ姉さんにすら転生前の話をほとんど何も話してはいない）






　恐ろしくてとても話せなかった。

　永い永い魔王としての時代、魔物を束ねるものとして、時に無慈悲に振る舞った。そんな自分を知ればリードどころか、姉だって自分のことを恐れるのではないか。

　ブラッドリーは世界の何者をも恐れはしないが、それだけはとても怖いと思った。






（──二人を失ったら、邪悪な僕には……いったい何が残るんだろう……）






　もしかしたら人の世界とは決別するのかもしれない。

　それとも……全てを壊したくなるだろうか。






　……考えはじめると、暗澹あんたんとした思いに囚われて、ひたすら途方に暮れてしまう。と……。

　不意に、目の前でスッと姉の息を吸う音が聞こえた。






「──でも──……ブラッドは、ずっとリードが大好きでしょう？」

「え……？」
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　優しい問いかけに弾かれるように顔を上げると、姉が自分の手を取っている。

　エリノアは、ブラッドリーの手の甲を慰めるようにさすりながら言った。






「リードの反応は……正直私にも分からない。リードだから大丈夫……って言ってあげたいけど……やっぱりことがことだから……どんなに優しい人でもきっと驚くとは思うのよ……」

「……」






　そう言われると、ブラッドリーは再び俯きそうになる。が、その瞬間に、姉が力をこめて彼の手を握りしめた。

　エリノアは少し声音を低くして、改めてブラッドリーに向かい直った。少しだけ聞き辛そうな顔で、しかし何かを決意するような表情で問う。






「その……もしかしてブラッドは……以前の生で……魔王として生きていた時に、何か──リードが知ったら嫌われるような行いをしたの？」






　姉の切りこんだ問いに、ブラッドリーはグッと何かに耐えるような顔をした。それはまさに、彼が先ほどエリノアやリードに知られたくないと思っていた事柄そのものだった。

　怖がられたくないと思ったブラッドリーはとっさに言葉に詰まったが……しかし姉の顔は真剣で。少年は躊躇したあと、奥歯を噛んで──重く、頷いた。

　それを見たエリノアは、ほんの一瞬悲しそうな目をして、「そっか」とつぶやいた。口は真一文字に結ばれている。

　エリノアも、そうではないかとは思っていた。覚醒した当初から、ブラッドリーは時折冷酷な一面をのぞかせる。転生後の今でもそうならば、転生前の様子も少しは想像がつくというもの。

　しかし……そうは思っても、彼女はブラッドリーの手を離さなかった。

　エリノアは、苦しそうな顔で自分から目を逸らしている弟に言う。






「でもねブラッド。怖がられてもリードはリードだから」

「……ぇ」

「ブラッドリーがたとえ魔王でも、変わらず私の弟であるように、私たちを怖がっていても、リードは変わらず私たちに親切にしてくれたリードだわ」






　エリノアは、戸惑った顔のブラッドリーににっこりと笑って見せた。






「私たちリードのこと大好きだから、彼が私たちをどう見ても、私たちはリードを大切にしなきゃ」

「……うん」






　辛そうだが、ブラッドリーはエリノアの言葉に頷いた。

　人の感情は他者には変えようのないものだ。できることがあるとすれば、それは己の気持ちや行いを整えることだけだとエリノアは遠回しに諭している。






「大丈夫、私がずっと一緒にいるから。ね？」






　一緒に頑張ろうと姉に言われると、少し気が楽になったのかブラッドリーはちょっとだけ口角を上げる。そんな弟を見てほっとしたらしいエリノア。が、娘はふと何かを思い出したようにもう一度「でも……」と言った。

　天井のほうを見ながら少し首を傾けている姉に、ブラッドリーは不思議そうな顔をする。






「どうしたの？」

「えーっと……ちょっと思い出して……ブラッドはずっと病気だったから通えなかったけど……私毎週教会に行っていたでしょう？」






　エリノアがブラッドリーに向き直って言うと、少年は唐突な話に瞳を瞬く。






「町にある……女神教会のこと？」






　問うと、姉はそうと頷く。






「そこで私、人は死んだあと天界で裁きにかけられて、生きていた頃に罪があれば罰を受けるって教わったわ。魂は女神様によって皆公平に審判にかけられるそうよ」






　その言葉を聞いたブラッドリーはやや怪訝そうに、姉に小さく頷いて見せた。






「それは──確かに。女神たち天界の領域の話だね」






　我ら魔物とは、関係のない話だと思いながらブラッドリーは姉の顔を見た。すると、エリノアはじゃあと弟の顔を見つめる。






「それなら……ブラッドリーは一度魔王として死んだのだから、新しい今の命をもらう前に魂の国でもう罪を償って来たんじゃないの？」

「……え……？」






　姉の発言にブラッドリーはぽかんと口を開けた。






「だってブラッドリー、あなたが魔王として勇者に滅されたのはもう千年も前よ？　千年もあとに生まれて来たってことは……その間ずっと償っていたってことかもしれない」






　真剣な顔で言われ、ブラッドリーは返答に窮する。彼には女神に魂を囚われていた頃の記憶はない。そんな苦々しい時代のことなど深く考えたことはなかった。

　しかしエリノアは考えてみてよと言う。






「天界と魔物の魂は関係ないのかしら……うーんでも……確かにあなたが前に言っていたみたいに、人の世の負の感情を得て、あなたは魔王としての力を復活させたのかもしれないけれど──一度は勇者に滅されて、魂が女神様の支配下に入ったのだから……それを女神様が放っておくとは思えないのよね。やっぱり罪があったなら、他の死者の魂と同じように裁かれて罰を受けたと考えるのが自然じゃないかしら。そして償いが終わったから、千年後の今、再び生を与えられた……て、これ──楽観的な考えすぎる？」

「そ、れは……」






　エリノア自身が言う通り、かなり楽観的な考え方だとブラッドリーも思った。女神側からすれば、魔王は大罪人だろう。人の魂と同じようにはかることなどできるだろうか。

　だが……記憶もなく違うとも断言できず。少年は分からないと戸惑った返事を姉に返す。するとエリノアは、そんな弟の手をよしよしとさすった。






「ま、そうよね、本当のところは分からないわよね。天界での記憶は消されると言うし……でも私、そう思うことにする」

「ね、姉さん……？」






　キッパリ言い切るエリノアが意外すぎて、ブラッドリーは困惑の表情を見せた。が、エリノアは苦笑する。






「いいのいいの。だって、そもそも女神様がこの世で一番魔王ブラッドリーに激甘な私のところにあなたを送りこんだのよ？　少しくらいえこひいきな考え方しても女神様も怒らないと思う」

「…………」






　あっけらかんとした姉の主張に、ブラッドリーは唖然と言葉を失った。

　なんという開き直り。女神の意思すら己のいいように解釈し、微笑む姿は図太いというかなんというか……。

　しかし本人もそれは分かっているのだろう。エリノアはニンマリと子供のように笑って肩をすくめて見せる。






「ま、そういうことにしておきましょうよ。だからもう後ろめたいとか思わないで。人間毎日生きるだけでも大変なのに、生前の罪まで背負っていたらやってられないわ」

「……だ、だけど……」






　投げやりな言葉にブラッドリーは戸惑うが、エリノアは異議がありそうな弟の口を、にまーと笑うことで封じる。その朗らかでいて……少々したたかそうな顔を見て。ブラッドリーは、すっかり気がぬけてしまった。






　あ、とブラッドリーは己の胸を手で押さえる。






（……まただ……）






　……また、気がぬけたついでに、ブラッドリーの心の中に渦巻いていた毒気もきれいさっぱりぬけていっていた。

　恐れや憂鬱さで穴が開いたようだった胸は、いつの間にか安心感で満たされている。






「…………」






　ブラッドリーは思った。

　エリノアも、きっと魂の国での償いなどと本気で言っているわけではないかもしれない。ただ、暗い顔の弟を慰めるためにわざと軽く笑ってのんきな言い分を言い張っているのかもしれなかった。

　それでも。






「……」






　ブラッドリーの顔が薄く微笑む。

　姉が向けてくれる気持ちの何もかもが嬉しくてたまらなかった。痛感するのは、やはり自分には姉が絶対的に必要だという想いだ。






（……やっぱり僕、姉さんがいないとダメだな……）






　ブラッドリーは心からそう思い──姉を好きすぎる自分が少し恥ずかしくなった。気恥ずかしくて、うっすら赤くなった自分の顔を隠すように、うつむこうとした──時。






　突然、エリノアが、あ！　と、叫んだ。






「？」

「しぃ……まったぁっ！　そういえば……バークレム書記官のこと忘れてたわ!?　ブラッドにバレる前にメイナードさんを────ぁ……」

「………………」






　しんみりしていたブラッドリーは、「ぁ……」と漏らしながら、あからさまにしまったという顔で自分を見る姉の顔に──……にっこりと微笑みかけた。






「……姉さん？」

「あ、え、えー……とぉ……バレ、バレリーナが……？」






　珍妙なことを言いながら、スサッと目を逸らすエリノアに、ブラッドリーは目を細めてハハハと笑う。






「そんなに目を泳がせちゃって。まったく……姉さんったら可愛いったらないよ……ふふふ……で？」

「え？　えーっと……」






　魔王顔で迫りくる弟の顔に……エリノアの目は、すよすよと泳ぎ続ける。

















29　眠れる老将と弄ばれた白犬












　うっかり口をすべらせたくせに、エリノアは頑として口を割らなかった。






「こ、これ以上の失態は犯せない……姉さんには約束を守る義務が……！」

「…………」






　倉庫のすみに逃げこんで。追い詰められたネズミのような顔をしているエリノアを見て、ブラッドリーは「ちょっといじめすぎたかな」と思った。

　最初でこそ本気で聞き出そうとしていたブラッドリーだが、姉の反応がいちいち過剰なのが面白くて。それがあまりに可愛かったもので。途中からすっかり目的が変わってしまっていた。そして……ついついからかいすぎた。

　エリノアからすれば、邪悪な微笑みを浮かべた弟に問い詰められては、さぞたまらなかったことだろう。

　だがともあれ。この姉の半ギレ状態の頑なさを見る限り……彼女はまた何か変なことをやらかしたには違いないが、おそらく誰かを庇っているのだ。だてに姉を偏愛し続けてきていないブラッドリーにはそれが手に取るように分かった。

　ふーんとブラッドリー。冴え冴えとした緑色の瞳は何もかもを見通すような色をして、姉の顔を見下ろしている。






「誰かな……僕の姉さんに庇われている小憎らしいやつは……チビたちかな……？　それともコーネリアか……」






　目を細めてそうつぶやくと、後者の名を聞いた瞬間細い肩がビクッとこわばった。なんともまあ……分かりやすいことである。

　ブラッドリーは、本当に……頼もしいんだか間がぬけているのか……我が姉ながらよく分からないなと思った。

　だがまあしかし、その迂闊なところが姉の可愛げである。そして姉がこうなってしまうと、結局自分が折れてやらねばならないことをブラッドリーはよく分かっていた。

　……で？　と、ブラッドリー。






「僕に内緒で何をしたいの？　メイナードが何？　彼の魔法を頼りたいの？」

「そ、その……」






　倉庫のすみで縮こまったエリノアは、だらだらと汗をかき……戸惑いがちにうんと頷いた。

　それを見たブラッドリーは、やはり呆れたように目を細めていたが……

　分かったとあっさり了承の意を見せる。少年はズボンのポケットからハンカチを出し、姉の額の汗をぬぐいとる。






「メイナードなら店の裏で寝てるよ。勝手に連れていって」

「え……いいの？」






　意外そうに見つめられて、ブラッドリーはため息をつく。






「……姉さんの様子を見る限りでは、絶対にろくでもないことなんだろうとは思うけど」

「[image: 〓]……」

「……まあいいよ。今回は目をつぶる。その代わり、無茶はしないって約束して」

「え……う、うん！　わ、分かった！」






　ブラッドリーの少し拗ねたような目に、エリノアは慌ててうんうんと頭を何度も縦に振った。

　その子供のような顔を見たブラッドリーは、本当に大丈夫なのかとかなり疑わしく思ったが……はぁと諦めたようなため息をもう一つ。彼は、此度は姉を詮索しないことにした。

　──姉も、己の過去を深く詮索せずに自分を受け入れた。ならば自分も、姉の隠したいと思うことを暴くわけにはいかない。






（…………だけど、今回だけだ）






　ブラッドリーは、慌てて倉庫を出て行こうとしているエリノアの後ろ姿を面白くなさそうに見送った。見過ごそうとは思うものの、心配でイライラはしているらしい。少年の影からは不穏な煙が漏れ出ている。






（……あーもう……男関係じゃないだろうな……）






　……バッチリ男関係ではある。ただし、相手はソルだが。












　そんな弟に見送られたエリノアは、不思議そうな顔で首を傾げた。






「？　ブラッド……なんで急に許してくれたんだろ……」






　弟は途中までかなり威圧的な顔をしていて。これは絶対口を割らないと離してくれないのではと、かなりの長期戦を覚悟したのだが。






「うーん……まあ、いいか……」






　弟とはあとで家でも話をすることができる。エリノアはとりあえず、今はとっとと面倒臭い男ソルの件を片付けようと思い直した。それに、リードに変化を目撃されたというグレンの一件のことも気になった。

　倉庫を出たエリノアは、今日はまだまだ忙しいぞと、足早に店内へ戻り、そこから店の裏側へ出る扉を開けて──。






「メイナードさ──！　……うっわ！」






　そこにいるはずの老将の名を呼びかけたエリノアは、その光景を見て目をまるくする。






　……扉脇の程よい日向。ゆり椅子に乗せられて眠っているメイナード。が……。

　近所の子供たちに囲まれていた。

　子供たちはキャッキャッと楽しそうにメイナードの髭や長い眉毛を三つ編みにし、その先端に色とりどりのリボンを結んでいる。彼の膝の上で、しわがれた手に包まれた空の湯呑みには、そこらで摘まれたらしい草花がたくさんいけられている。

　……その光景には……どうにかこうにか彼をメルヘンに飾り立てようとした子供たちの心意気が垣間見えるのだが……可愛くされた老将の隣には……死んだ目をしたヴォルフガングが転がっている。

　魔将の耳と四肢としっぽにも、これまた可愛らしいピンク色のリボンが結ばれていて。それがあまりに屈辱だったのか、単に子供たちの相手に疲れただけなのか……魔将はピクリとも動かない。

　石畳にゴロンと転がりぐったりしている大型犬と、リボンや花の可愛らしさが相まって……。

　なんともシュールな絵面にエリノアは思わず無言になってしまう。

　さらに──そこにはいつの間に合流したのかのんきな顔のテオティルの姿もあって。

　彼は子供たちが魔物たちをリボンと花まみれにしていく様を興味津々にながめていた。






「ほう……魔物たちが大人しくなっていますね……その紐は封印具か何かですか？」

「はあ？　なに言ってんの兄ちゃん。ふういんぐってなに？」






　感心したふうのテオティルに……子供たちはキョトンと首を傾けていた。






「………………大丈夫なのアレ……」






　魔物として……とエリノア。

　あまりにものどかな老将たちの状態に唖然としてしまう。が、いや、アレこそが平和の象徴。理想の姿なのか……いやしかし……と、エリノアは人間と魔物の共存について深く考えさせられて──。

　いたのだが。

　そのエリノアの背に……不意にトンッと何かが当たる。






「あ」






　ふっと振り返って仰ぎ見ると──重ねられた大きな紙の箱が目に入った。その向こうから自分と同じように「あ」と漏らす声が聞こえて──誰かの顔がこちらをのぞく。






「すみませ──……っ、……ノア……？」

「あれリード？」






　配達か何かから戻って来たのだろうか。店の表側から回って来たらしい青年は、大きな箱を腕に抱えている。しかし、彼はエリノアを見て……一瞬ひどく驚いた顔をした。

















30　違和感












　エリノアは驚いた。






「……え？」






　リードはエリノアを見た瞬間、一瞬だけたじろぐような素振りを見せた。リードの足がジリっとほんの数センチだけ下がって。それを目撃したエリノアはその意味が分からず彼をぽかんと見上げる。

　リードの様子がおかしい。自分を凝視する空色の瞳には、明らかな動揺が見て取れた。






「リード……？」






　思わずエリノアの口から上擦った声が出る。

　ぶつかりそうになって驚いた……というだけにしては、青年の表情が固い。

　リードはいつでも姉弟たちにあたたかな視線を向けてくれていて。この気のいい幼なじみの青年に、彼女はこれまでこんな表情を向けられたことはなかった。

　無茶をしがちなエリノアを心配してリードが叱るようなことはあっても、彼とはあまり喧嘩もしたことがない。

　戸惑ったエリノアは、オロオロした顔で幼なじみを見る。何か自分は彼を困らせるようなことをしてしまったのかと記憶を探るが、心当たりがない。が、ふと弟の言葉を思い出した。






（……え……まさかグレンが変化を見られた件で何か……）






　そうハッとした瞬間……見上げる青年も、ハッと夢から覚めたような顔をした。

　彼は自分がエリノアを戸惑わせていることに気がつくと、慌てて何かを振り払うようにいつも通りのにこやかな表情を作って見せた。

　まずはすぐに箱の当たったエリノアの背を案じて、それからエリノアにどうしたのかと聞いた。

　問われたエリノアは、まだ戸惑ってはいたが、おずおずとメイナードを迎えに来た旨を告げる。と、彼は心得た様子で出入り口付近に箱を置き、メイナードを起こしに行ってくれた。

　老将を優しく揺り動かし、目覚めを促すリードの表情は朗らかだ。──が、エリノアは、その表情を見て困惑を深める。

　エリノアはリードとは長い付き合いだ。そんなエリノアには、彼が珍しく、とても緊張していることが分かった。

　リードの顔に貼り付いた笑顔は、本心を隠そうとするようにどこかよそよそしい。違和感を覚えたエリノアは、どうしたのかとリードに聞きたかった。しかし……リードの笑顔はそれを拒んでいるかのようでもあった。









「……」






　メイナードを連れて家に戻る道すがら、エリノアはふと足を止めて後ろを振り返った。

　視線の先にはモンターク商店。外から店の中を覗く白い犬の背が小さく見える。

　そこに──リードの姿はもうない。

　別れ際、足早に立ち去ろうとするリードにエリノアは思い切って聞いてみた。何かあったのかと。しかし青年は、一見いつも通りの顔で、何もないと笑って首を振るだけだった。






（……本当に？）






　立ち止まったままのエリノアはモヤモヤした気持ちを持て余す。

　リードは自分たちに嘘をついたことはない。その言葉を信じたいが、先ほどのリードの表情がどうしても引っかかっていた。

　ついつい重いものを喉から押し出すようにため息を零すと、それを聞いたメイナードが寝起きの顔で不思議そうにエリノアを覗きこむ。

　老将は立ち止まったままのエリノアにモゴモゴと小声でどうしたのかと問うてきた。優しい色の髭を蓄えた老将の顔を見ると、所在なさげだったエリノアの顔が少しだけほぐれる。






「あ……いえ、その……リードが私の目を見なかったから……」






　それがちょっと気になってと小さく答える娘は、とても不安そうだ。

　こんなことは今まで一度もなかった。

　いつだって、怒っている時も、悲しんでいる時でも。リードは真っ直ぐに自分の目を見ていたのに。……そう思うと、エリノアは心にぽっかり穴が空いたような気分になる。なんにせよ……理由もなく人はあんな顔をしない。

　何故だろうか、とても嫌な予感がした。






　沈んだ気持ちで自宅の扉を開けると、その瞬間「あらおかえりなさいませ」と、艶のある女豹婦人の声がする。

　婦人はホウキを持って立っていて、メイナードの顔を見るとホッと胸を撫で下ろす。






「ああ無事に戻ったのねメイナード。よかったわ、危うくわけの分からない掃除男（ソル）と心中する羽目になるところよ」

「あ……コーネリアさん掃除終わらせてくださったんですか……？」






　どうやら婦人は掃除をすませてくれたようで、家の中はきれいに片付いていた。

　リードの反応が気にかかり、ぼんやりしていたエリノアは、それに遅れて気づいて礼を言う。と、女豹婦人は、いえいえこれも証拠隠滅の一環ですからと飄々と言い──そして彼女はスッと目を細めて廊下の隅へと視線を放る。






「それに目が覚めた時にまだ散らかっていたら、また掃除ができないなどとレッテルを貼られるでしょう？　まったく、このあたくしに向かってですよ？　どういうことよ、失敬な。この整理整頓の魔術師に向かって青二才が……」

「え……？」






　ブツブツこぼすコーネリアグレースは何かをホウキでゴスゴス叩いている……その物体を見て……。

　エリノアが「う……っ!?」と喉に息をつまらせて跳び上がった。






「ひ、ひぇっ！」






　コーネリアグレースがホウキで小突いているのは……玄関脇の隅に押しやられ、転がされたままのソルだった。

















31　ソルの爆弾投下












　腹立たしげに青年をホウキで小突く婦人をなんとか止めて……。

　エリノアは眠れるソル・バークレム書記官を、寝起きの老将メイナードに託した。









「…………おや…………？」






　さわやかな黄色いリボンのついた菓子箱を手に、トワイン家玄関扉の内側で目覚めたソルは、ハラハラしながら自分を見上げているエリノアに気がついて、そう言いながら片眉を持ち上げた。






「……？　私はいつの間にお宅にお邪魔させていただいたのでしょうか……？」






　何か違和感を感じているのか、怪訝そうな青年は眉をひそめている。そんな彼に慌てたエリノアは、考える暇いとまを与えてはならないと、焦った様子で声を上げた。






「こ、こんにちはバークレム書記官！　きょ、きょ、今日はどうなさったんですか？」






　愛想笑いを盛大に貼り付けた顔で、精一杯何事もなかったかのようにソルを迎えるエリノア。だが、いかんせん演技がわざとらしすぎる……。

　エリノアの後ろでは、人間に化けたコーネリアグレースが「下手ねぇ」と失笑をこぼしていて。そしてこの面倒な書記官ナンバーワンのソルも、エリノアのそんな有様をやはりスルーしてはくれない。

　ソルは疑わしそうな目でエリノアを見る。






「……どうなさったのですかお嬢様、挙動不審ですよ」

「!?　なんですか!?　家はきれいですよ!?　ふ、ふ、服だってちゃんと着てるし！」

「服？　服は着ていて当たり前です」

「わ、分かってますったら！　そ、それよりバークレム書記官、身体は大丈夫ですか？　い、痛いところとかは……」






　メイナードを信用していないわけではないが（※魔王配下）、魔物の術にかけられて、何か副作用のようなものでもあったら大変と。エリノアはソルの顔色をハラハラと見上げている。

　しかしそんなエリノアの気苦労も知らず、ソルはエリノアを「出迎え早々におかしなことを聞くお方だなぁ」という目で見て……「ふむ」と、顎に指をかけて考える素振りを見せた。






「そうですね……しいて言うならば、何故か身体の側面が痛いですね。打撲のような痛みがございます」

「……」






　それを聞いたエリノアは、背後の婦人へ引きつった鬼顔を向ける。

　ソルのその痛みは、もちろんコーネリアグレースにホウキで散々小突かれたものである。

　しかし当然、当人はケロリとした顔で、ほほほと笑うだけだった。









「──それで……今日はいったいどのようなご用件で……？」






　打撲傷を与えた負い目もあってか、エリノアは丁寧にソルを居間に通した。

　椅子を勧め、お茶を出してから、自分も彼の前の椅子に着席しながらそう問うた。色々あって息切れ気味のエリノアの顔はすっかり疲れ切っている。しかしソルは無事に、裸にバスタオル一枚で出てきたエリノアに遭遇した記憶を忘れているようだった。

　密かにホッとする彼女の問いを受け、ソルは「はい」と一度頷いて。それから持参した箱を丁寧な仕草でエリノアの前に置いた。






「？　これは……？」






　キョトンとするエリノアに、ソルは、自分がハリエット王女の使いで来たということを説明する。






「え……ハリエット様？　ハリエット様のお菓子!?」






　その名を聞いた途端、素直なエリノアの顔がパッと輝く。

　事情を聞いた娘は嬉しそうに「開けていいんですか？」とそわそわした調子でソルに聞き、彼から了承を得ると、箱を開け、そこにずらりと並ぶ焼き菓子に相好を崩した。






「す、すごいっ、いい匂い……」






　昨日は緊張してお茶菓子どころではなかったエリノアは、蓋を開けた途端ふんわりと香ってきたバターの香りに感動しているようだ。

　色々心配事もあって。張り詰めていた心にハリエット王女の心遣いが染み渡るかのようだった。ちょっぴり涙ぐんだエリノアは、天井を仰ぎ「ハリエットさま～♡」と、王女の名を称えるように呼んでいる。






「…………」






　そんなエリノアを……無言で眺めているソル。

　彼は密かに、菓子を前にまる顔をふくふくさせた娘の分析を試みていた。

　メイナードに記憶を改ざんされてしまったソルだが……彼は、もう一つの目的を忘れてはいなかった。ソルは心の中で首を捻る。






（…………この感情の読みやすそうなお嬢様のいったい何が、ブレア様を悩ませているのだろうか。………………）






　ふむ、と、ソル。






「…………お嬢様」

「え？」






　書記官に重い声で呼ばれたエリノアが顔を上げる。彼女は、真っ直ぐに自分を見ている書記官の真面目な瞳に気がつくと、キョトンと目をまるくして「なんですか？」と返事をした。ソルはかしこまった顔で背筋を伸ばし、抑揚のない声で彼女に聞いた。






「──お嬢様は、ブレア様のことがお好きですか」






　…………唐突にも、どストレート……。






　途端──居間の中がシンッ……と、静まり返る。

　食い入るようにエリノアの返事を待つソル。

　ぽかぁぁぁん……とするエリノア。（の、後ろで生暖かい顔のコーネリアグレース）






　キッパリスッパリ端的に問われた娘は、その言葉があまりにも直球すぎたのか……一瞬、質問の意味が脳に届かないという表情をした。






「……ぇ……オジョウサマハ、ブレアサマノコトガオスキデスカ……？」

「はい、ご回答願います」






　と……けろりと真面目に頷く青年は、エリノアに余計なことを言うなというハリエットの忠告をすっかり忘れている。






「………………」






　問われたほうのエリノアは。

　彼女はたっぷり一分ほどの時間を思考が止まった状態で過ごしていたが……。

　脳内で反響していた片言の「オジョウサマハ、ブレアサマノコトガ……」というソルのセリフが徐々に正常変換されていき……その意味がじわじわと理解でき……た、瞬間──……。






　ゴトっと音がして。忽然と、エリノアがテーブルから消えた。






「？　お嬢様？」






　正面に座っていたエリノアが消えたのを見て、ソルが驚いた顔でテーブルの下を覗く。

　するとその床の上には、真っ赤になった顔を両手で覆ったエリノアが。

　ブルブル身を震わせて転がっているエリノアを見たソルは、足早にエリノアの傍に駆け寄った。






「お嬢様何故床に!?　めまいですか!?」

「…………ぅう……」






　羞恥に呻くだけのエリノア。そんな娘の顔色が異常に赤いことに気がついたソルは、怪訝な顔でまさかとエリノアの額に軽く触れて。その熱さにハッと目を瞠る。






「あ、熱い！　こんなに熱があるのに何故医者にかからないのです!?」






　誰もが「いやあんたのせいだから」と思う中、ソルは、これはいけませんと迷うことなくエリノアを抱え上げた。






「医者に行かねば！」

「……う……ち、ちが……」






　羞恥で死ぬほど恥ずかしそうな娘を抱え、毅然とした様子で外へ出て行こうとする男……。

　問答無用で医者に連行されそうなエリノアは必死で異議を唱えているが、如何せん……ソルに与えられた精神ダメージのせいで声が弱々しすぎた。

　エリノアは、おびただしい汗をかきながら……ソル・バークレムに抱き抱えられて家から連れ出されて行った……。






　……それらの光景を……。

　すべてエリノアの背後から見ていたコーネリアグレース。婦人は思わずボソリと一言。






「…………喜劇王なの……？」






　彼らの出て行った扉に向かってつぶやいた婦人はあまりのコントっぷりに呆れ果てていて。止めるべきか笑うべきかを本気で悩んでいる。







終













侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【７】


















１　騎士の苦悩と、王子の苦悩












　──城下町。道行く人々がおやと顔を上げる。

　キレのいい足音を耳にして、ついつい視線を吸い寄せられた人々は……しかしその音を響かせる一行を目にすると、皆一様に怯む様子を見せた。

　石畳の敷かれた道を、物々しい雰囲気の集団がやって来る。

　連なって歩くその集団は、多くが騎士の姿をしていた。しかし……いったい何故なのか……ほとんどの騎士は、うす気味悪いニヤニヤ笑いを浮かべながらウキウキ町を歩いている。中には浮かれたようにスキップする騎士（※ケルル）もいて。重量感ある肉体が跳ねるたびに、ドスンドスンと石畳が鳴り、ややうるさい。

　そんな奇妙な一行の先頭を歩くのは……端正な顔だちの一人の青年。

　見るからにただ者には見えぬ青年は、鷹のような鋭い目で前方を見据え、脇目も振らず歩いて行く。

　彼には特に町民たちを威圧しているつもりはなさそうだが、彼の進行する先にはおのずと圧倒された人々が道をあけ、雑踏に人混みを貫いた彼のための道ができ上がっていた。

　町民たちは首をひねった。あれはいったいなんの集団なんだと、皆、彼らを遠巻きに眺めていたが……そんな中、誰かが「あれは第二王子じゃないか」と囁いた。

　するとそれは瞬く間に観衆たちの中に広まって行き──町の者たちは、それぞれ間近にいた者と顔を突き合わせ、小声で何事かを囁き合いはじめる。

　──辺りの雰囲気が一変していた。漂うのは……不穏な空気だった。






　──そんな町の者たちの空気の変化を敏感に感じて。ブレアのすぐ後ろを歩いていたオリバーは、内心で舌打ちを鳴らす。そのヒソヒソ話が、ブレアにとっては、決していい内容ではないことを承知していたためだった。






　これはまったく心外な話だが……最近王都の民の間では、消えた聖剣と勇者を第二王子ブレアが故意に隠したなどという噂が広まっている。

　口さがない者たちは、そこにどんどん尾ひれをつけて──中にはブレアが勇者をどこかに監禁しているなどと、まるで見てきたかのように語る者までいるという。当然オリバーたちはどこのどいつがそんなことをと腹を立てて噂の出元を調べたのだが……。

　しかし、こうして実際に町に下りてみると、民衆のブレアに対する反応は、彼らが調査した結果などよりも余程冷淡な気がした。

　オリバーは、ブレアを焚きつけてここまで連れてきたことを後悔する。

　騎士は心配そうな顔で、己の前を颯爽と歩く主君の背を見た。

　ブレアは宮廷で、誰よりも聖剣探しに奔走し、力を尽くしているというのに。どうしてそれが理解されないのだろう。






（くそ……今日のブレア様の過密な予定を全部大声でわめいてやろうか……全員不敬罪に処してやりたい……）






　そう内心で毒づきつつも、それでもオリバーが堪えるのは、ひとえに、王子ブレアに連なる者として節度を守るためである。己の行動は、即ブレアの評価につながってしまう。

　こんな風当たりの強い場所で、もし騎士がブレアのために民を捕らえれば……例えそれが間違いなく不敬罪に当たる事柄でも、目撃した者たちは皆ブレアに対する反感を強めることだろう。……もちろんブレアが命じれば躊躇ためらわずそうするが、そうでない以上迂闊うかつなことはできない。

　苦々しかった。だがオリバーが苛立ちを堪え、歯がみした時──不意に、耳がその声を拾う。






　──……あれが聖剣泥棒のブレア王子か？

　──ああ……さすがあくどそうな顔をしているな……。






「────！」






　この人だかりの中では見つかりっこないと高を括ったか……下卑た笑い声に、オリバーの頭に一気にカッと血が上る。騎士は声がしたほうを勢いよく振り返り、殺気を飛ばし──。

　……かけたのだが…………。






　その時──ふと……、ブレアの歩みが止まる。






「オリバー」

「！」






　思わず腰元の剣に手を伸ばしかけていたオリバーは……ブレアの静かな声にギクリと身をこわばらせた。……いや、何も発言の主を斬り捨てようなどと考えていたわけではないが。冷静な主の声に、オリバーは、ああと嘆息する。

　どうせこの主人は、また『放っておけ』『かまわん、言わせておけ』と、言うに違いない。オリバーにとって、それはつらい命令だ。敬愛する主君が侮られているというのに、文句の一つも返してやれないのは、本当に、忍耐を必要とする。

　しかしそう文句を言うと、ブレアはいつもやれやれという顔をして、『ならば代わりに私になんでも言うがいい』と、苦笑する。私には遠慮せず、好きに苦情を申し立てろと言う主君に……オリバーは──まあ、結構なんでも言いたいことをズケズケと言わせてもらっているのだが。

　だがしかし、ブレアはオリバーに野放図のほうずにふるまうことを許しているわけではない。ブレアは外部の人間に対してはそれを許さなかったし、国民に対してもそうだった。






「……っ」






　オリバーの首元を汗がつたう。

　カッとして思わず民に剣を抜きかけたことがバレただろうか。

　ブレアは首を捻って横顔だけをオリバーに向けている。主君の鋭い視線に、短慮たんりょを起こしかけた騎士は引きつった顔で、ヘラり……と笑う。






「な……なんすか？」






　騎士の様子に一瞬目を細めたブレアは……しばし冷たい顔のまま、オリバーを見ていたが……。






「……オリバー……思ったのだが……」

「は、はぁ」

「……このように急に訪ねては……エリノアは迷惑なのではないか？」

「………………は……？」






　それを聞いた騎士は一瞬ぽかんと口を開ける。






「……はい？」






　オリバーが耳に手を当てて、なんですって？　と問い返すと、ブレアは真顔のまま往来で腕を組む。






「昨日茶会に招いて二人で過ごしておいて。しかも今日は己で休暇を与えておきながらだな……一日と空あけずに家に押しかけて行くのはいくらなんでも好意があからさますぎるのでは……？」

「…………」






　それを聞いた途端、オリバーは頭に上っていた血がスッと冷えていき……一気に生暖かくなるのを感じた。

　なんだか呆れやら感心やらがごちゃ混ぜになったものを吞みこんだオリバーは、






「………………まあ、受け取られようによっては、こいつどんだけ私に会いたいんだと思われる可能性は、ありますね」






　と、思ったことを包み隠さず遠慮せず、ズケッとキッパリ言葉にした。と、途端、ブレアが「ぐ……」と頬を赤らめて。その苦悩の顔色に、いよいよ呆れるオリバーである。






「……それは……気になるんすね──……」






　不敬な発言を口にした男のことなどすっかりどうでもよくなってしまった。

　あの声はブレアにも聞こえていただろうに。コソコソと己を悪しざまに嘲笑う連中を前に、娘の反応のほうが気になるとは恐れ入る。

　はーやれやれとオリバー。






「……その心臓の強さで好きなだけ好意をあからさまにすればいいんじゃないっすか～？　……あーあ、心配して損した……」






　どうやら投げやりな気持ちになったらしいオリバーが、いじけた声でそう言うと、苦悩していたブレアがスッと目を細める。






「心配などしてもらわずとも結構。どうせ私はなんとも思わない。……そのためにお前が剣など抜くな」

「……ぅ」






　ブレアの言葉にオリバーがやはりバレていたかと顔を気まずそうにしかめる。だが、ブレアの口調は責めているようなものではなかった。最後に添えられた言葉は、騎士に対する気遣いに満ちていた。そのことにどこか気恥ずかしそうにしながらも、オリバーは「そうは言ってもですねぇ！」……と、苦情を申し立てようとした……が。






　不意に、ざわめく民衆の中から鋭い怒号が上がった。






「……なんなのですかこの騒ぎは……道が歩きにくいといったらありません！　道を開けてください！　急病人ですよ！」






「──ん？」

「あれ……ブレア様あの声……」






　聞き覚えのある声に、ブレアが顔を上げ、オリバーも眉間にしわを寄せ怪訝そうな顔をする。二人は声が聞こえてきた方向へ視線を向けて──。

　すると、そこに、民衆を厳しい叱咤で退かせた男が──神経質そうな顔で人垣の中から姿を現した。

　それを見て、ブレアとオリバーが揃ってギョッと目を剥いた。






　現れた男は……険しい顔で集まった民衆を睨んでいる。ただし……人垣を強引に抜けてきたその男も、民衆たちに相当睨まれてはいるが。

　だが現れた男──ソル・バークレムは、そんなことはお構いなしで、いつの間にか人で溢れかえっていた往来を足早に横切って行く。






「まったく……何故こんなに道が人だらけに……迷惑な……おや……？　どなたかと思えば……ブレア様ではありませんか？」






　人垣を抜けて、そこで目をまるくしている主君に気がついたソルは、一瞬だけ表情を和らげる。だが、彼の腕の中の存在に気を取られていたブレアは、残念ながらその微笑みには気がつかなかった。

　何故ならば……ソルの腕の中には、げっそりした娘が、ぐったりした顔で収まっている。いや……収まって……いない……。

　仰向けで抱き抱えられた娘の腕は、ソルの腕からだらんと垂れ下がっていて、あまりにも不安定。どうにも捕まえられた猫が人の腕から逃げ出そうとした挙句こうなった……と、いうような、不格好な有様なのである。

　娘の顔は蒼白で、げっそりしてキレそう、もしくはキレすぎて気が遠くなるとでも言いたげで。どうやらそれも……娘がソルに対して途中でなにがしの抵抗を試みたことを物語っているようなのだが……。

　その、青い顔を天に向け、口から魂が抜け出そうになっている娘は……。






「エ……エリノア!?」






　そう──まごうことなくエリノアなのであった。






　それを見たブレアは目を瞠って、己の書記官に説明を求めるべく慌てて詰め寄って行く。






「ソル！　こ、これはいったい……」（その背後でオリバーは「あーあ……またやらかしてやがる」と、うすら笑う）






　が……。

　しかしソルは、主君の問いかけに応えず、立ち止まりもしなかった。臣下としてはあるまじき行為だが、青年はあくまでもキリッとした顔のまま、キッパリと声を張る。






「申し訳ありませんブレア様！　現在少々急いでおりまして……また後ほどご説明にあがります！」

「な、何……？」






　ブレアにそう言い放った男は、ブレアに一礼だけすると……そのまま足早に場を去って行く。






「道をお開けください！　道をお開けください！　急病人です！」

「……急、病人……!?」






　それが腕の中のエリノアを指すのだということは明らかで。うろたえていたブレアの顔色がサッと青ざめる。ブレアは慌ててソルに追いつくと、その肩を引く。






「待て！」

「む、ブレア様？」






　引き留められたソルはゼーゼー言いながら振り返った。

　意気ごみはいいのだが……ソルは文官なせいか、キビキビしている割に足が遅い。人ひとり抱えて人混みの中をくぐり抜けてきて疲れもしたのだろう。額からはおびただしい汗が滴り落ちている。それに、真顔で分かりづらくも、必死すぎる書記官は……自分がどれだけエリノアを不格好に、不安定に抱き抱えているのかにすら気がついていない。おそらく彼には「早く医者に行かねば」という頭しかないのだ……。






「貸しなさい、私が」






　ブレアがそう言うと、ソルは「しかし殿下にそんな……」と一瞬の抵抗を見せた。が。






「──ソル」

「！　……は……」






　短いブレアの呼びかけには、はっきりと命令の意がこめられていた。その切羽詰まった主君の顔に……さすがのソルも逆らわず、首こうべを垂れる。ソルはブレアにエリノアを丁寧に受け渡すと、汗をふきふき、道を先導しようと先へ行く。

　そしてエリノアを渡されたブレアは……。

　彼はぐったりした娘の顔を見て、一瞬苦悶の表情を浮かべたが……ブレアはグッと奥歯を噛み、そして急ぎソルの後に続いて駆けて行った。後に続くオリバーたちも、皆苦しいブレアの胸のうちが分かったのか……誰も娘をこちらに寄越せとは言わなかった。












　……しかし──……。






　ソルの「急病人です」というセリフにすっかり気を動転させたブレアは、その言葉に惑わされ、気が焦るあまり……当のエリノアの容態をよく確かめはしなかった……。

　可哀想にエリノアは……ソルの『ブレア様がお好きですか？』という無遠慮極まりない質問に負わされた精神ダメージも癒えぬまま（……そして何故かそのまま問答無用で病院送りにされそうなことにキレそうだったストレスもプラス）

　唐突にも……まさかの御本人様（ブレア）登場に……。






　本気で気絶する三秒前である。

















２　書記官の懺悔












「…………」

「…………」

「…………申し訳ありませんでした……」






　ブレアの騎士たちに、ソルが囲まれている。

　町の診療所の前。折り目正しく正座した書記官は、珍しく萎れた顔で肩を落としていた。

　それをぐるりと取り囲んだゴツい顔の騎士たちは、じっと青年を見下ろしている。大股を広げて立つ者、腕組みをする者……その威圧感のある光景に、図らずも出会った通行人たちは、ギョッとして。足早に立ち去るか、恐る恐る遠巻きにして「ありゃぁ、どこの犯罪者が捕まったんだ？」……と、噂話を交わしていた。

　……さて、どうしてこんな有様になったかと言えば……。






　──それは数十分前の出来事。

　ブレアたちは近くの診療所にエリノアを運びこんだ。

　その診療所の老医師は、もちろん急患には慣れていたが……いきなり大勢の騎士がゾロゾロと診療所に入ってきたのにはさすがに驚いたらしい。

　しかも騎士らを従えている青年は、鬼も泣くかというような鬼気迫る顔つきで老医師の前にやってきて。腕に抱えた〝急病人〟を診てほしいと懇願する。

　老医師はいったい何事かと思ったが、騎士たちに急かされて、とにかく考える間もなくエリノアを診た。時刻はもう夕刻に近いという頃。他に患者がいなかったのが幸いだった。






「…………」






　そうしてエリノアを診察し終えた老医師は、無言でエリノアの脈から手を離す。

　周囲で見守る青年や騎士が固唾を吞むなか──医師は、ギョロリとした大きな目で、青年を見た。その視線を受ける黄金色の髪の青年は、恐ろしく堅い表情で医師の言葉を待っている。（※死ぬほど心配している）と、老医師が、重い口調で言った。






「……あんたがた……この健康優良児をなんで連れてきたんだね？」……──と。






　周囲の幾人かが「へ？」と、言った。

　そう言われたエリノアは……健康優良〝児〟という歳でもなかったが。とにかく老医師はエリノアが健康そのものであることを言わんとしたらしい。






「……け、ん……？」






　それを聞いたブレアは……これまで配下たちが見たこともないような唖然とした顔で瞳を瞬かせて。そんな彼に高齢の医師は呆れたような顔。医師の向こう側の診察台の上では……エリノアが、真っ赤にした顔を両手で覆って「やっぱり……」と呻いている。






「なんだって？　顔が真っ赤だったから連れてきた？　それで大の男たちが慌ててゾロゾロやって来たのかい？　はぁ、まあなんとも過保護なことだねぇ。そこでぐったりしておる者のほうが、よほど療養が必要そうに見えるけどねぇ」






　老医師はそう言って、ブレアの背後で疲れ果てゼイゼイ言っているソルに目を向けた。（※体力がない）

　その言葉に、診察室の中にはシーン……と沈黙が広がる。

　──と、そこに……蚊の鳴くような声が弱々しく上がる。






「……だから言ったのに……」






　そのいたたまれなさそうな声に……すっかり肩透かしを喰らって呆然としている男たちの視線が集まる。

　注目されたエリノアは、ちょっぴり涙ぐみながら、医師の言葉を聞いて目をまるくしているブレアと……診察室に入りきれず、廊下にまで溢れかえっている騎士たちを、恥ずかしそうに、恨めしそうに睨んでいる。……確かにその娘の顔は死ぬほど赤い。だがそれを医師は的確に診る。






「顔が赤かったのは、あんたらのせいだな」









　と、いうことで。一番最初に早とちりしたソルは、診療所の外で懺悔することになったのだった。






「…………申し訳ありませんでした、突然真っ赤な顔でお倒れになったのでてっきり……」






　うなだれる書記官に、騎士たちは野太い腕を組み、顔を見合わせている。






「かくなる上は、潔く罰を受ける所存にございます……！」






　激しく罪の意識を感じているらしいソルは、決死の覚悟でそう宣言したが……。






「……──ま……いいんじゃねえの？」






　けろり、と答えたのはちっちゃい筋肉騎士トマス・ケルルだった。






「……は？」






　思いがけない軽い口調に驚いて、ソルが顔を上げる。と、騎士たちはグフグフ笑い声を立てながら、目元をニヤニヤさせている。それを見たソルが少し身を引いた。






「……申し訳ない、皆さん、なんなんですかその気持ちの悪いお顔は……」

「え？　だってなぁ、グフッ、おかげでブレア様は今日も嬢ちゃんに会えたし、なぁ？」

「心配そうなブレア様は尊かったな」

「おいコラ不謹慎だぞ！　……だがまあ気持ちは分かる……ふふふ」

「…………」






　恋の話をする乙女のような騎士たちの顔に……ソルがなんとも言えない微妙そうな顔をしている。と、含み笑いをしていた騎士のうちの一人が、隣の騎士の肩に手を置いて嬉しそうに言った。






「それに見たか？　あれやこれや殿下に向かってコソコソ文句を言っていた町民連中が、ブレア様の颯爽としたご様子に見惚れて言葉をなくしておったわ！」

「見たぞ見たぞ！　嬢ちゃんを抱き上げた時だな!?　あれは素晴らしく様になっておいでだった。無理もあるまい！　男の目から見ても惚れ惚れするわい！」

「しかもだな、遅れて来た仲間の話では……あのあと町民たちは、ブレア様が暴漢から町民娘を救ったと噂しているらしい」

「ほう！　暴漢とな！」

「……暴漢？」






　騎士たちの言葉に、正座したままのソルが不審そうな顔をした。

　……どうやら……その暴漢とは、エリノアを不格好に抱えて走っていたソルのことらしい。

　娘エリノアが逃げたそうであったこと、慌てた男ソルが町民たちを押し退け、睨みつけながら走っていたことで、どうやらそのような勘違いを招いたらしい。

　どうやら誘拐犯か何かにされたらしい当人は、意味が分からないというふうに眉をしかめている。が、騎士たちにはおおよその事情が分かった。男たちは生暖かい目でソルを見下ろして。ケルルがポフッとソルの肩に手を置いた。






「？　いったいどういうことですか？」

「ははははは！　まあどうでもいいではないか！　とにかくお手柄だぞバークレム！　ははははは！」

「？　…………はぁ……」






　騎士たちは、笑って事実をごまかした。

　ソルは不思議そうに顔を歪めている。

　──それらのやり取りを、すべて彼らの輪の外で聞いていたオリバーは、やれやれとため息をこぼしているのだった。









　──さて同じ頃。診療所の中でも頭を下げる男が一人。

　羞恥と後悔で苦々しく歪んだ顔。しかし……小さく吐き出されるため息には、深い安堵がこめられていた。






「……すまなかった、本当に……」






　待合の椅子に座るエリノアに向かって、自分もその正面の椅子に腰掛けながら、ブレアは深々と頭を下げている。

















３　夕刻の誘い












『今日は他に患者もいないから』と、待合の部屋を貸してくれた老医師が奥の部屋にひっこんでしまうと、そこはブレアとエリノア二人きりの空間になった。

　待合には来所者用の椅子が数個置いてあって、一番出口に近い位置にある長椅子にはエリノア。ブレアはその向かいの席に座っていた。

　エリノアはとにかく恥ずかしいやら疲れるやらで……椅子にぐったりもたれるようにしていたのだが、そんな彼女にブレアは深々と頭を下げた。






「……すまなかった」






　潔く下げられた金髪が微かな音を立てた気がして、ハッと気がついたエリノアが慌てる。






「え、で、殿下……？」

「もっと冷静に状態を見極めるべきだった……」






　ソルに〝急病人〟と抱えられたエリノアの（げっそりした）青い顔を見た瞬間。ブレアの脳裏には、昨日目の前で倒れたエリノアの青白い顔が蘇った。同時に──その時感じた不安を思い出し、矢も盾もたまらずエリノアをここまで運んできてしまった。彼は己が必要以上に動揺してしまったことを悔やんでいる。






「無様にも騒ぎ立てて迷惑をかけた。すまない」






　表情が見えずとも、ブレアの苦悩は手に取るように伝わって。エリノアは「そんな」と、困り顔で両手を大きく左右に振った。






「無様って……こちらこそ心配をおかけして……ブレア様、お願いですから頭をお下げにならないでください……！」






　確かにやり方はいささか冷静さに欠けてはいたが……ブレアにも、そしてソルにも、心配してもらったことには違いない。ついつい責めるような言葉を言ってしまったのを後悔しながら、エリノアが下がり眉でオロオロしていると……それを見ていたブレアが、ふっと肩から力を抜いた。

　よほど心配していたのか、いつもと変わらない娘の様子を見て、今やっと安心したようだ。

　ブレアはもう一度「本当にすまなかった」と言って。ほっと温かい眼差しをエリノアに向けた。

　その主君の顔を見て、エリノアも安堵する。

　ブレアのつらそうな顔を見るのは、やはりつらい。が、反対に、こうして穏やかな顔を見ていると自然エリノアの頬も緩んできて。ブレアにつられたエリノアがホヘッと微笑む、と…………。






　その瞬間に、頰同様、身体の緊張も緩んだらしかった。

　静かな待合の中に──大きな音が響き渡った。






　ぐぅぅううう……と……。






「ぎゃ！」






　途端エリノアの手が慌てて己の腹を抱きしめる。ほぐれかかっていた顔が一気に真っ赤になって。今の音……聞かれただろうか、という……焦りに満ちた目がブレアを見上げる。と、青年は瞳をパチパチさせながら問うた。






「……腹が減っているのか？」

「ぅ……そ、その……」






　誤魔化しようのない、盛大な音を轟かせてしまったエリノアは、恥ずかしそうにカックリと頭を落とす。






「申し訳ありません……今日は何故か物凄く忙しかったので……」






　エリノアは消え入りそうな声で、ほとんど食事をする暇がなかったのだとブレアに言った。

　子猫たちの騒動にはじまり、女豹婦人に与えられたミッションやら。ソルが届けてくれたハリエットの菓子も、結局はまだ食べられていない。

　その説明の間にも腹の音は鳴り響き、その度エリノアが悲壮な顔で腹を押える力を強める。

　よりによってとエリノア。ブレアにこんな音を聞かれてしまうなんて。空腹だと泣き叫ぶ腹の音など、想い人に聞かせたい乙女などいるだろうか……。






（ぅう……何故……最後の最後で……）






　時刻はもう夕刻。散々駆けずり回った今日という日の締めくくりがこれだとしたら、あまりにも報われない。

　そもそも城下にブレアの姿があること自体稀なのに、どうしてこんなにも間と運が悪いのだろう。エリノアは一向に鳴り止まない腹の音にうちひしがれた。









「…………」






　さて、こちらはブレア。

　無言の男は、目の前で、腹を抱えプルプルしている娘をじっと見下ろしていた。

　娘の腹から絞り出される悲鳴のような音。

　真っ赤な顔はとても可愛らしいが……ふむとブレア。この朴訥ぼくとつな男にも、さすがにこのままではエリノアがかわいそうだということが分かった。騒いで診療所こんなところまで連れて来た詫びもしたい。どうにかしてやれないかと彼は考えて。灰褐色の瞳がチラリと診療所の窓の外を見つめる。






「…………」

「……え？」






　不意に動いた男の気配に、エリノアが顔を上げた。

　……すると、立ち上がったブレアが自分を見ている。その手が……しっかりと腹を押さえこんでいた彼女の手を労わるように解き、そっと握る。






「……っ」






　大きな手にふわりと包まれた自分の手を見た途端、ぽかんとしていたエリノアの頭がボフッと破裂しそうに赤くなる。その間にブレアは、エリノアを椅子から引っ張り上げた。






「え？　え？　……ブレア様？」






　立ち上がらされた娘は戸惑ったように主君の顔を仰ぎ見る。と、






「……したことがなくてな」






　真顔のブレアが言った。






「え？　ぁ……」






　エリノアがキョトンとする。と、ブレアはそんなエリノアの手を取ったまま歩き出し、診療所の扉を押し開いて彼女を外へ導いた。（※この瞬間、診療所まわりにいた騎士たちは、ソルを羽交い締めにして恐ろしく機敏な動きで身を隠した）

　エリノアは、どうしていいのか分からないという顔でその後に続く。






「……ブレア様？」

「私は城下で買い食いというものをした経験がない」






　言いながら振り返ったブレアは、エリノアに穏やかに微笑み、つき合ってくれると有難いのだがと、さり気ない言葉をつけ加えた。






「──…………」






　その瞬間エリノアは息を止める。

　自分を見つめる精悍な顔が、薄い夕日に照らされて。あたたかく慈しみに満ちた表情に変化した瞬間を目撃して……思わず思考が停止していた。

　彼の言葉が、空腹な自分のためのものであるとは、もちろんエリノアにもよく分かった。

　──途端、エリノアは。己の中で、ブレアに対する気持ちが大きく膨れ上がるのを感じた。

〝好き〟という感情が膨張し、それが喉を突き破り、今にも口から飛び出して行きそうだ。






（ぅ……ブ、ブレア様……）






　好き……ヤバイ……と悶絶する娘。動悸も激しく脈打って……しかし……そうすると……。

　エリノアの身体は再び緊張を取り戻したらしい。

　あれほどグルグルグーグーとうるさく鳴っていたエリノアの腹の音が、急にピタリと不自然に止まり、それにブレアがおやという顔をして……。






「ひっ!?」






　王子の不思議そうな顔に気がついたエリノアは慌てた。慌てて──腹を押さえ、身を折った。






（な、なんで急に止まるのよぉ！）






　ブレアにときめいた途端に鳴くのを止めた腹。……それはそれで……己の好意を周囲に知らしめているようで。死ぬほど恥ずかしいエリノアである。

















４　貧乏性侍女と、心配性王子の攻防












　屋台が並ぶ市場のすみ。

　樽や木箱の上に板を乗せただけ……という簡素なテーブルの前に座ったエリノアは、卓上に並べられたおびただしい数の食べ物たちをどうしていいのか分からずに身をこわばらせていた。

　串焼き、腸詰め、炙り肉のサンド。肉だんごに揚げ野菜、揚げ肉、揚げ魚。スープとパンは数種類ずつ。炒った木の実に糖蜜をかけたような素朴な菓子類や果物もいくつか並んでいる。






「……、……、……（…………なんのパーティだろう……）」






　思わずぼうっとそう思った。

　しかしどうやらそう感じたのは、彼女だけではなさそうだった。

　賑やかな市場。もちろん他にも客はたくさん行き交っていて。そんな中、到底一人前……どころか二人前にも思えぬ量の食べ物をテーブルに並べ、一人無言で腹の音だけを響かせながら座っている娘の姿は、周囲の者たちの目にも奇妙に映ったらしい。他のテーブルの客や通行人たちが、ジロジロ投げかけてくる視線を感じながら……エリノアは、きっとものすごい大食らいだと思われているんだろうなぁと思った。

　エリノアはふっと達観した顔で空を見る。






（ま、いいんだけどね……）






　問題はそこじゃないしと心の中でつぶやく。

　──と、その時。市場の人混みを抜けて、ブレアがエリノアのもとへ戻って来た。

　威勢のいい屋台の呼びこみの声や酒呑み達の笑い声……様々な音がガヤガヤと混じり合う中でも、実に涼しげな顔で歩いて来た青年を見て、エリノアはほっとする。

　が……ブレアのほうはといえば、目当ての場所に座っている娘が、料理に少しも手をつけずに自分を待っていたことに表情を曇らせた。






「──どうした、何故食事をしない？」






　買って来た茶をエリノアの前に置いてやりながら、ブレアが心配そうに問う。






「私を待たず食べていなさいと言ったはずだが……どうした？　空腹すぎて胃でも痛くなったのか？」

「え……っと……」






　案じてくれている様子のブレアに、なんと言ったらいいものかと、エリノアが口ごもる。と、ブレアはそれを肯定だと受け取ったらしかった。

　彼は「では今度は何か胃に優しそうなものを」と、たった今座ったばかりの椅子から腰を浮かせ──驚いたエリノアが慌ててそれを止める。






「!?　違います！　胃は大丈夫です！　物凄く丈夫です！」






　ブレア様待って！　と、エリノアは両手で彼の腕をつかんで引き留めた。

　これ以上何かを買ってこられてはたまらない。

　必死に引き留めるエリノアに、ブレアは釈然としない様子で眉をひそめている。






「？　では何故？」

「いえ、あの、りょ、量が……量に驚いてしまって……」

「？」






　エリノアは怯えたような顔でテーブルの上を見ている。






「ブレア様……わたくしめ、とても貧乏性なので、ちょっとこの状況は恐ろしいのですが、どうしてこんなに……」






　テーブルに並べられた料理たちは、どれも内容は庶民的な軽食だが……どうにもこうたくさん並べられると贅沢に思えてエリノアは尻ごみしてしまう。

　しかしブレアは不思議そうな顔をした。彼は王子という身分上、食事は豪華なのが基本だ。それに彼の母である王妃は、実は女性にしては結構な健啖家けんたんかで。たくさん食べる母を見て育ったブレアは一般的な女性の食事量をあまり知らなかった。ゆえに、エリノアに「量が」と言われても、いまいちピンと来なかったらしい。ブレアは生真面目な顔で首を捻っている。






「……これは……多いのか……？」

「あ……いえブレア様がたくさん食べてくださるなら……」

「？　私は空腹ではない。すべてお前のためのものだ」

「…………」






　当然という顔で返された言葉に、沈黙するエリノア。

　……まあ……そうなんだろうなぁとは薄々感じ取ってはいた。

　用意されたスプーンもフォークも一本ずつ。彼が今どこからか購入して来てくれた茶も一杯だけ。

『買い食いに付き合って欲しい』と言っていた彼の言葉は、空腹なエリノアのための建前だとはもちろん分かっていた。が……しかし、それならば、自分の腹は串焼き一本、パンの一つくらいで事足りるのだ。何もこんなテーブルいっぱい食べ物を用意してもらう必要はない。

『騒がせてしまった詫びだから』と、ブレアが言うもので、食べ物の調達を任せたが、まさかこんなことになるとは思ってもみなかった。






「…………」

「エリノア？」

「…………（お支払い、いくらくらいだったのかな……）」（←怖い）

「食べないのか？」

「…………（ここまでくると……私もいくらか払ったほうがいいわよね……）」

「……？」

「…………（……そりゃあブレア様はお金持ちかもしれないけれど、さすがに気がひけるっていうか……）」






　エリノアは考えこんだまま、うんうん頭を悩ませている。

　そんなエリノアを見て、ブレアは不安げな様子。






「…………」






　何故だか一向に、料理に手をつけそうにない娘。しかしその腹は先ほどからずっとグゥグゥ鳴っている。その音を早く鎮めてやりたくて、彼なりに慌てて屋台から食べ物を買い集めて来たのだが。

　いったい何故だとブレア。






　──血色はいい。具合が悪いわけではなさそうだ。

　──もしや好きなものがなかったのか……。






　と、そこまで考えて、ブレアはハッとした。






（もしや……嫌いなものばかりだったのか!?）






　無言のブレアは密かにうろたえた。

　エリノアが何を好きなのか分からなかったゆえに、色々と買って来たのだが。これだけあれば一つくらい好きなものがあるはずだと思っていたブレアは……その数打ちゃ当たる戦法のせいで、エリノアを萎縮させていることに気がついていない。青年は、焦燥感に苛まれる。






（……私は……もっと、お前を知る必要があるな……）






　そうでなければ腹の音すら止めてやれないのだなと悔しくなり、思わず物憂げにため息をついた、時──……エリノアの腹から、一際大きな音が鳴る。

　キュゥッ、グルッ、キュルルルル……と、最後はもうダメだと訴えかけるように……切なく消えゆく音を聞いて──……瞬間、ブレアは咄嗟にあるものに手を伸ばしていた。









　一人考えこみ、──お金を払うって言ったら、殿下のご好意を無下にすることになるかしら……と悩んでいたエリノアは……。






「……ん？」






　ふと、顔の傍に何かが近づいて来た気配に気がついて、視線を上げる。と──……。

　自分の口のごく近い場所に、何やら茶色い肉の塊が……。






「え」






　エリノアは──突然現れた肉だんごを凝視して、ぽかんと呆気にとられた。

　肉の向こうには──ブレアの真顔。






「……ブ、レア様……？」






　困惑して呼ぶと、そのエリノアの口を見て、ブレアが「それでは入らない」と不満そうに言った。






「へ？」

「もう少し口を開いてくれ」

「え？」






　ブレアは肉だんごを突き刺したフォークを、エリノアに向かって差し出していた。驚いたエリノアが肩を後ろに引くと、ブレアが子供を叱るような口調で言った。






「食べなさい」

「……た……っ!?」






　ギョッとするエリノア。だがブレアは肉だんごを引っこめなかった。






「いつまでそうしているつもりだ。腹の音が哀れで聞いていられない。食べなさい」

「あ……い──いただきます、けども……！」






　どうやら……ブレアはいくら待っても料理に手をつけないエリノアに、痺れを切らしてしまったらしい。彼はエリノアの赤くなった顔に肉だんごを近づける。






「エリノア、口を開けなさい」

「フォ……フォークを……」

「渡せと？　分かった、だがひとまずこれを食べてからだ」






　ずいっと距離をつめて来たフォークと肉だんご。それを見たエリノアが、ひぃっ！　と、叫ぶ。






「で、でも……」と、エリノアが言った瞬間、ブレアが悲しそうな顔をした。






「もしかして、（肉だんごが）嫌いなのか？」

「え!?　ブレア様のことをですか!?」

「私……？　私が……ダメだったのか？」






　エリノアの盛大な聞き間違いにブレアが驚いた顔をする。と、今度はエリノアが悲壮な顔をする。






「え、あ、ち、違っ……！」

「すまない………」






　しゅーんと一気に落ちこむブレア。いくらか覇気を失った声で言う。






「だが、食事はしなさい……食べ物に、罪はない……」

「ええ!?　ほ、本当に違います！　違うんですブレア様っ！」






　エリノアは真っ青になった。









　──極度に不器用な彼は、普段だったらきっとそれをしなかったことだろう。

　はじめはただ、空腹なはずなのに、いつまでも難しい顔で一向に食べようとしないエリノアが心配で。食事をとるよう促すだけのつもりだった。が……。






　恥ずかしそうに少しうつむいて。耳まで赤い顔でおずおずと口を開くエリノアを見ていると……そこにはあらがい難い引力があるように思えた。

　可愛らしい紅色の唇が、ブレアの差し出した肉に思い切ったふうにかじりつき……それを見た瞬間彼は、やっとのことでエリノアに受け入れられた喜びに、すっかり心を奪われてしまった。









「お……おいしぃです……」






　ほとほと額に汗しながら肉を噛んで、やっとのことで飲みこんだエリノアは、消え入りそうな声でそう言った。

　先程のまぬけなやり取りの後、結局軍配はブレアに上った。しょんぼりしたブレアに負けて、肉だんごを食べさせてもらったエリノアの顔は火照りきっている。その顔にじっと見入っていたブレアは──……ため息をつく。






（……今の顔……愛らしかった……）






　……もう一回──……。






　──と、思ったブレアは。

　知らず知らずのうちに再びフォークで肉を突き刺していて。それを差し出されたエリノアが真っ赤な顔で慄いている。






「ブレア様!?　フォ、フォーク、くだ、くださるって……」

「…………」






　約束が違うとのけ反ったエリノアが、言葉でブレアを制止しようとすると──途端にブレアの瞳が残念そうに曇る。






「う……」






　それはブレアの視線がわずかに伏せられて、瞳に小さな影を作っただけにすぎなかった、が……エリノアにはそれで十分だった。エリノアの目には、ブレアがしゅんと捨てられた子犬のように見えてしまう。エリノアはガシッと己の顔を手で覆った。






「あ、あ！　我が目のフィルターがおかしい！　で、殿下が……」






（可愛い可哀想……っ！）






　罪悪感と萌えに胸を射られたエリノアは、ブレアの寂しそうな顔に耐えられなかった。娘はしばし頭を抱えて「ぅ、ぁ、ああぁっ！」と、不明瞭な声で呻いていたが……葛藤の末、断腸の思い……！　という顔で。差し出されたままのフォークの先端に刺さった肉（※今度は串焼き肉。ブレアが串から外してくれた）に、えいやっ！　と勇ましい顔でかじりついた。

　途方もなく恥ずかしかったエリノアは、ブレアの顔を見ないようにギュッと目をつぶって、必死で肉を噛み──それを喉の奥に下してから。どうだこれで王子も満足だろうと恐る恐る瞳を開いて──その、途端……。






　エリノアの喉がグッと鳴る。






「っ!?」






　危うくむせ返りそうになったエリノアは、慌てて自分の口を手で押さえこんだ。

　そんな娘が大きく瞳を開いて凝視しているのは──。






　ブレアの、反則級の笑顔だった……。






　ブレアは心底嬉しそうに目元を和らげている。






（ちょ、まっ……）






　──それを間近で直視したエリノアは──気が遠くなった。






（……死、死にそう……）






　恥ずかしいやら、ときめくやら、意味が分からないやら……頭がぐるぐるして。エリノアの胸は今にもはちきれそうだった。
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　──そんな一連の出来事を──。

　屋台の陰に隠れて見ていたトマス・ケルルは……同じく隣の屋台の陰に身を潜めて生暖かい顔をしているオリバーに言った。






「オリバー……ぐふっ、ブレア様、幸せオーラ、万々歳……」

「…………黙ってろ」

「何言ってんだ！　黙ってられるわけないだろ！　俺担当じゃねーけど王妃様に報告しに行ってこよう、あ、陛下にも!?　王太子殿下にも!?　ハリエット王女にもだな!?　ブレア様が嬢ちゃんに、アーンってしましたって！　アーンってしてましたって報告しなきゃだな!?　な!?」

「……うるっせー……何回も言うんじゃねぇよ……」






　興奮しきってしがみついてくる同僚に、オリバーはうんざりとため息をつく。

　──明日は王宮（主に王妃周辺）が大変な騒ぎになりそうである。

















５　魔王の葛藤と平和












　ブラッドリーは言った。






「──僕、モンターク商店の手伝いしていてよかったよ……」






　少年はにっこり微笑む。






「そうじゃなかったら……一日中姉さんの警備員（もしくは監視員……もしくはストーカー）でもしてるところだもの」






　ブラッドリーが口の端を持ち上げると、どこからともなく廊下に冷気が立ちこめて来て。微笑みを向けられた配下たちがぶるりと身体を震わせた。

　身の毛がよだつとはこのことねぇと、心地よさそうに漏らしたのは……どうやらコーネリアグレースだ。婦人の肩の上にはマリーたちがうずくまっていて、老将メイナードはブラッドリーの傍でちゃっかり毛布に包まれていた。






　そんな彼らに見守られている少年魔王は、いつまで経っても開く気配のない玄関扉をじっと見据えて待っていた。

　彼がそこから戻ってきて欲しいのは、もちろん姉、エリノアである。






　──本日の昼間。今日だけは姉の行動を詮索しないと決めた少年は、健気にも、いつにも増してモンターク商店の手伝いに励んだ。

　姉には見張りもつけている。何かあれば知らせは来るはず。きっと心配ないし、心配しすぎもよくないのだと。

　仕事に集中していれば、余計な不安に胸を苛まれることもなく、きっと家に帰る頃には──姉はいつも通り、自分を温かく出迎えてくれるはずだと。

　だが──せっせと働き、帰宅したブラッドリーのその期待は、見事に裏切られてしまう。彼が家に戻った時、エリノアはそこにいなかった。






（……いや、それはいいんだ……）






　と、ブラッドリー。がっかりはしたが、姉にだって都合がある。

　弟としては、毎日忙しい姉が楽しい休日を送ってくれているならば、それはそれで嬉しい。が……。

　問題なのは、もう日が暮れてきたということ。単純に、姉の帰りが遅いことが心配なのだった。






「……姉さんが夜道で変な奴に声をかけられたらどうしよう……」






　ブラッドリーがハラハラしながら家の中を行ったり来たりすると、その足元に闇が冷気を伴い溢れ出す。

　そんな少年の背中に、コーネリアグレースがモッフリした手を乗せる。






「まあまあ陛下。落ち着いてくださいな。姉上様には愚息をつけておりますし、さっき忠犬も二人を探しに行きましたから。大丈夫。見つかり次第お迎えにでもなんでもお行きになればよろしいじゃありませんの。もし不埒ふらちにも誘拐犯などがいましたら、あたくしが金棒で吹っ飛ばして来て差し上げます」






　ね？　と、微笑む婦人は──エリノアを連れて行ったソル・バークレムのことを故意にブラッドリーに黙っている。

　ソル・バークレムは意味の分からない人間男ではあるが、そう害はないだろうというのが婦人の見立てである。まあ、エリノアは医者に連れて行かれたようだから、健康状態が良いということでも証明されて帰ってくるだろう。現在トワイン家では献立のほぼすべてを彼女コーネリアグレースが掌握しており、己の作る料理を食べているエリノアが健康でないはずがないと、婦人は絶対の自信を持っていた。婦人の獣の口がニヤ……と、薄く割れる。






（ふふふ……あたくしの優秀さに挑むのねソル・バークレム……ギャフンと言うがいいわ）






　ふ、ふ、ふ……と、婦人は悪人顔で笑っている。が……ふと気がついた。






「……あら？　陛下、どうかなさいました？」






　見下ろせば、ブラッドリーが口をつぐんで戸惑ったような顔をしていた。






「陛下？」

「……いや……今日は…………行かない」

「え？　お迎えにですか？　行かないんですの？」






　絞り出すような主君の言葉に、コーネリアグレースが不思議そうな顔をする。






「……今日は邪魔をしないと決めたんだ……今日は……」

「はあ？　そうなんですの？　まあ、お珍しい」

「……」






　もちろん姉は心配だ。が、もしかしたら、ただ夕方の町で何かを楽しんでいるだけかもしれない。ブラッドリーは苦々しい顔で耐えるように言った。






「……だって、もし姉さんが何かを楽しんでいるだけなら悪いし……姉さんが僕以外の誰かと楽しそうにしてたら邪魔したくなるから……見ないほうがマシって言うか……それに姉さんが楽しんでいる間に僕が心配しているなんてことを姉さんが知ったら、それはそれで気に病むだろうし……でも心配だから顔は早く見たい……ぁあ、どうしたら……」






　……どうやらブラッドリーの中でも、色々な葛藤が複雑に渦巻いているらしい。

　滲み出る苦悩に──配下たちは皆、しみじみと陽光にあたるが如き顔をする。






（（（…………へいわ……）））※三姉妹

（平和だわぁ……）※コーネリアグレース

（平和……じゃ……な……）※メイナード






　殺伐とした魔界時代に彼ブラッドリーが頭を悩ませていた諸々の問題を思えば……こうして彼が今、姉が帰ってこないだの、他の輩と楽しんでいるところを見たくないだのとイライラしていることは、魔物たちにとっては平和そのもの。……もちろん主が心の底から悩みまくっているのは由々しきことだが、どうにもこうにものどかさを感じてしまう魔物たちであった。






「……陛下の脳みそはだいぶん平和にカスタマイズされているわ……エリノア様のせいで」






　でも、とコーネリアグレース。我慢をしているらしい主君は、イライラで冷気をはらんだ邪気をバンバン家の中に発生させている。……もしエリノアが朝帰りなんぞしようものなら家のすべてが凍りついてしまうことだろう。









　──と、その頃のヴォルフガング。






「…………」






　エリノアの匂いを追跡し、人間たちが大勢集まる市場に潜入した魔将は、無事その隅で娘を発見した。が……。






（……あれは……どうしたらいい……？）






　その光景に困惑した魔将は、ひたすらに地蔵のような顔でエリノアたちを見ていた。






（……、……、……第二王子の…………給餌きゅうじ行動が終わらん……）






　無言のヴォルフガングが呆れ顔で見つめる先では、エリノアの前に沢山の料理を並べた男ブレアが、フォークを手に、次から次へとエリノアの口に食べ物を運んでいる。

　相変わらず堅苦しい顔をしている王子だが、エリノアが彼の差し出した食べ物を食べるたびに身にまとう空気がキラキラと華やいで──……。






（……いるのは、まあ、それはどうでもいい……）






　ヴォルフガングは面倒臭そうに顔をしかめる。

　問題は、その正面に座る娘である。

　ヴォルフガングの顔に呆れが浮かぶ。エリノアは、必死だった。

　息も絶え絶え。羞恥で死にそうという真っ赤な顔で懸命に口を動かしている娘は、どう見ても、何を食べても味わえていない。何せ必死すぎて……小鳥に化けたヴォルフガングがテーブルの隅にとまっても気付かない有り様である。






　小鳥ガングは渋い顔で、テーブルを埋め尽くすような皿の隙間から二人の顔を見上げた。






（…………イチャイチャさせておいて……大丈夫なのだろうか……）






　幸せそうに給餌行動を続ける王子と、必死の形相でそれに応える娘（勇者）。

　今日という日のほとんどの時間を、主君ブラッドリーの供としてモンターク商店で過ごしていた魔将は、この二人がどうしてこうなったのかはよく分からなかった。事情を知っているだろうグレンは、ヴォルフガングの顔を見るなり、しらっとした顔で舌を出してあっという間にどこかに行ってしまった。どうやら、昼間に自分が見せた失態（※リードにおやつをもらっていた）の件で少し腹を立てているらしい。しかしそうなると、ヴォルフガングにはいよいよ事情が分からない。






（……何故王族が、己の侍女に物を食わせているのだろう……）






　さっぱり意味が分からなかった。

　もしや主従関係を利用して、王子に強要されたのかとも怪しんだ、が……しかしそれにしては、魔物の目で見ると、エリノアのまとう空気は複雑そうながら、とても幸せそうな色をしていた。

　ヴォルフガングは首を捻る。






（…………いったいどうしたものか……）






　エリノアのこの有り様を見たら、間違いなくブラッドリーは嫉妬に怒り狂うだろう。

　だが……この忠犬（忠鳥）は、先刻家を出る時、その主君本人に、『……今日は姉さんの安全にだけ配慮して、姉さんが何をしていても報告するな。……今日だけは！』と──いやに切羽詰まった顔で命じられていて。その、いやに『今日だけは』と強調するあたり、主君の葛藤を大いに感じてしまったヴォルフガングである。

　おそらくそれは主君なりに何か思うところがあってのことなのだろうが……忠犬（忠鳥）は迷う。






（……本当に、これを報告しなくて……いいのだろうか）






　しかし報告すれば命令違反である。……忠犬（忠鳥）は大いに悩んだ。






（……、……、……まあ……ここは……命令を守りつつ、使命をまっとうするほかないか……）






　すなわち、『エリノアの安全に配慮する』という使命をだ。

　しばし黙ってエリノアが拐かされないよう見張ることを決めこんだ小鳥は、テーブルの端でじっとりとエリノアを見上げる。

　そういえば出かける時に、コーネリアグレースが、今日はエリノアがあまり食事を取れていなかったと言っていた。

　それを思い出した小鳥は、まあいいかとため息をつく。王子の給餌行動はあえて止めないことにした。






（……やれやれ……陛下もこの娘エリノアも難しい年頃だな……）






　呆れたように見守る小鳥の頭には、小さな疑問。はて、魔王に仕えるとはこういうことだったかと思い。そんな彼の、じっとりした仏頂面にエリノアが気がつくのは、もうしばらく後のこと……。

　その瞬間の、エリノアのギョッと真っ赤な顔には、さすがのヴォルフガングも多少の哀れみを感じたのだった。

















６　夜明けの魔物たち












　──早朝。






　寝台のうえに横たわって、天井をまんじりと見上げていたエリノアが──ふと……呻く。






「…………どうしよう……ぜんっぜん眠れなかった……」






　充血した緑色の瞳は爛々としている。声は呆然と後悔をにじませている。と、娘はがばりと寝台のうえに半身を起こして、身体にかけていた布団を固く握りしめた。






「ぁあああ……今日は仕事だっていうのに……身体も疲れてるのにどうして眠れなかったの……!?」






　身を起こしてみると、やはり寝不足がきいているのか全身がズッシリと重い。それを感じた娘は、何故と唸っているが……原因はもちろん分かっていた。寝不足は、ずっと頭の中にちらつく金の髪の青年のせいだった。

　昨夕味わった、ときめき……というより恥ずかしさ由来の緊張が、夜になっても、今に至ってもずっと抜けなかったエリノアは、目が冴えすぎて眠れなかったのだ。

　エリノアは真っ赤な顔で、握りしめた布団で顔を覆う。






「っ殿下に向かって大口開けて、あまつさえ物を食べさせてもらうなんて……ぅああっ！」






　エリノアが呻くと、うふーと、意味深に笑う声がする。






「姉上ったら、可愛い雛鳥のようでしたねぇ。必死な咀嚼顔がたいそう愉快でした」

「ぐ、ぐ……ぅ、ぐぅ……」






　からかう声に、エリノアは寝台にうずくまる。その布団の上をトコトコと歩いて来た黒猫は、目を細めケラケラと笑って、団子のようにまるまったエリノアの背中にピョンッと跳び乗った。

　普段、このグレンは、エリノアの寝室への侵入を許可されていない。が、昨晩はあまりにも眠れなかったもので、それに耐え兼ねたエリノアがブラッドリーに内緒で招き入れていた。

　エリノアいわく……『だって……猫が眠っているところを見たら、物凄く眠気を誘うよなー……て、前にリードが言ってて……』






　と、理由はいまいち真偽の不確かなものだった。が、とりあえず藁にもすがる気持ちだったエリノア。しかし……やっぱりコーネリアグレースに頼んで、マリーたちにしておけばよかったかなとも思っている。






「でもチビちゃんたちを夜更かしさせるわけにもいかなかったしな……」

「…………」






　しょぼくれた顔で指をいじくっているエリノアに、グレンは内心で僕ら本当は夜行性なんだけどなー……と、思ったが。

　せっかくエリノアに呼ばれたのに、その役目をマリー達に取られるのもしゃくなので黙っておいた。






「はーやれやれ、姉上ったらぁ、本当に手がかかるんだからぁ♡　そんなだからブレアにも面白がって給餌されちゃうんですよぉ、うふふ」

「う、ぁあああああっ」






　何故か嬉しそうな黒猫の言葉に、昨晩のことを思い出したエリノアはまた頭を抱えた。──と、厳しい声が飛んでくる。






「……おい、それくらいにしておけよグレン」






　声のしたほう──扉の前には、ちょこんとまぁるい白い塊が。

　その、白く、ブスッと渋い顔の小鳥──ことヴォルフガングは、グレンを睨む。






「お前がそう余計なちゃちゃばかり入れるから、その阿呆がいつまでも眠れぬのだ！　馬鹿者め、朝になってしまったではないか！」






　イライラした小鳥ガングは、しかし扉の前から動こうとはしない。

　どうやら──以前この部屋でエリノアと眠りこけて、エリノアの腹を触ってしまった件を気にしているらしい。

　グレンのことは見張るつもりで来たようだが、彼はせめて布団の端においでよ……というエリノアの提案にも頑としてそこから動くことはなかった。小鳥姿なのは、『手がなくば、腹にも触る心配がないだろう、あっはっは！』……と、いうことらしかった……。

　そんな小鳥を、グレンが、ハンッとせせら笑う。






「何言ってるの。私が相手しなくても、この人絶対眠れてないよ。ずっと真っ赤な顔で呻いてばっかりだったじゃないか」






　グレンは小馬鹿にしたような顔でヴォルフガングを見て。それに対して小鳥がカチンとした顔で表情を険しくさせると──。






「あーやめてやめて！」






　険悪な顔で睨み合っている黒猫と小鳥に、エリノアが大きく腕を振りながら、姉顔で制止をかける。






「朝から喧嘩しないの」

「しかしだなっ」






　ピヨっ！　と、いきり立つヴォルフガングに、エリノアはやれやれと寝台から降りて、よろよろと歩き、扉の前にちんまりとどまっていたヴォルフガングの小さくて柔らかい身体を手ですくい上げた。






「！　お、おい……な、なんだ……」






　そっと持ち上げられたヴォルフガングが戸惑っている。エリノアは気力の薄い顔で笑った。






「グレンの言うとおり、一人でもどうせ眠れなかったと思う。でも全然眠れなかったけど、おかげで夜中は（グレンがずっとお腹の上に乗って重石になっていたから）身体は（強制的に）横になれてたし……少しは疲れも取れたと思う。……二人とも、付き合ってくれてありがとう」

「「…………」」






　ごめんね、一晩中興奮したりウジウジしたりして、と……寝癖で頭がボサボサの娘に、げっそりクマの深い顔で謝られて。一匹と一羽は顔を見合わせた。

　娘はそのまま。よろよろと壁際の鏡台のほうへ歩いていく。どうやら朝の身支度をはじめるつもりらしい。

　エリノアの手のひらに乗っていたヴォルフガングは、鏡台の卓上に下ろされて。そこから、気怠そうに椅子に腰を下ろしたエリノアに、おい大丈夫かとハラハラ問う。






「よろよろではないか、そんな身体で出勤して大丈夫なのか!?」

「大丈夫大丈夫……今日はハリエット様にお菓子のお礼を言いに行かないといけないから、しっかり身綺麗にしていかないと……」






　慎み深い王女様の前に、変な格好で出て行くわけにはいかないとエリノア。鏡を覗きこみ、正気を保てと、己の頬をパチパチと打つ。






「ふー……気合だー落ち着け、きっちり切り替えるのよ私……昨日のブレア様のあれには……きっと深い意味は……多分ご自分の配下の腹がごろごろ鳴っていたからうるさくて……哀れだと思われたとか……飼い犬にご飯あげるくらいの感覚で……そうよ！　前に騎士オリバーだって飴をくれたし、騎士トマスだってしょっちゅう食べかけのお菓子を押し付けて来るじゃないの！　それと同じ、深い意味なんて……！」






　……トマスが寄越すかじり掛けのクッキーやら、芋やら、ゆで卵やらと同じにされてはブレアもさぞ無念だろうが……エリノアは、思い上がってはいけないと自分を厳しく律した。

　王宮侍女の職場は女性社会だ。中には王族に取り入ろうと王宮に入って来る娘もいるようだが、エリノアが望んでいるのは平穏だ。平穏に、長く働いて給料を貰っていくためには、出しゃばってはいけない。王族に特別優しくされたなんて言いふらせば、きっと面白くないと思う者も出て来るだろう。






（だって実際それで王宮を追い出された娘もいたじゃない……）






　エリノアは過去に王宮であった出来事を思い出す。

　それは何年か前のこと。美形で心根も優しいことで有名な王太子にまつわる話だ。

　ある侍女が、彼に優しく気遣われたことを勘違いし『私は王太子様に好かれている』『妃も夢ではない』などと、あちらこちらで吹聴してまわった。

　挙句、その侍女は王太子に馴れ馴れしくなり、結果、それをよく思わない同僚侍女たちには睨まれ、職場には不穏な空気が漂って……。

　最終的に彼女は、王太子に色目を使った不届き者として王宮を去る羽目となった。

　無理もない。その当時は王太子がハリエット王女と見合いをした頃だった。『妃も夢ではない』と自信を見せるだけあって、その侍女も名家の出身ではあったのだが……もちろんハリエット王女に敵うはずもない。王宮も大事な時期によくない噂を広められては困ると思ったのだろう。彼女は早々に家に帰されてしまったのだった。






「……そうよ……ブレア様だって、まだお妃様候補も決まっていないのに……こんな時に私が変な発言したら一発でクビなのでは……？　……はっ！　まさか……バークレム書記官はそれを探りに……？」

「「…………」」






　あれはもしかして調査的なやつだったのかと、エリノアは鏡台の前でブルブル震えだす。

　その挙動に小鳥と黒猫が再び微妙そうに顔を見合わせた。






「おかしいと思ったのよ、あの人ハリエット様の臣下でもないのにお使いなんて……だいたいあんな機械みたいな人が、親しくもない私に、理由もなく恋愛の話なんてするはずないもの……！」






　恋愛話には向かないが、監査だとか調査だとかいう話なら、いかにもソルは適任である。

　エリノアは確信した。

　きっと昨日のお茶会あたりから、自分がブレアに気持ちがあることを感づかれていたに違いない。






「バークレム書記官にしっぽをつかまれたら王宮を追い出される……？」






　怖い！　と、エリノアは青くなる。






「浮かれてはいけない……思いあがってはダメ！　……ブレア様に馴れ馴れしくするのもダメだわ……墓石のようにひっそり静かに身を潜めて……」

「墓石……」

「墓石……」






　ガタガタ震えるエリノア、に、あのなぁと小鳥。






「……我らが口出しするようなことでもないが……ちょっとそれは……」

「悪い方向に勘繰りすぎなのでは？」






　呆れたように言う魔物たち。彼らは昨晩のエリノアとブレアの様子を見ている。なんとなく、二人の間に好意的な感情があることは彼らにも分かった。






「陛下の手前、あまりこのようなことは言いたくはないが……ブレアはお前に好意があるのでは？」

「そうそう。どうせならそれを利用して国を乗っ取りましょうよぉ、陛下のためにー」

「お馬鹿！　何言ってるの！」






　恐ろしいこと言わないでとエリノアはグレンをきつく睨んでから──娘はしょぼしょぼと悲しそうにうつむいた。






「？　どうした？」

「姉上？」






　一羽と一匹が不思議そうにエリノアを見る。と、娘は肩を落とし、ため息をつく。

　色々あって。エリノアも、もしかしたらブレア様も少しくらい私を……？　と、思ってもみたが……。






「……」






　エリノアは無言で顔を上げ、己の寝室を見回した。

　古い木造の壁。置いてあるものも使いこまれ、色あせたり、傷があったり。

　エリノアはそれらをよく手入れし、家の中もとても居心地のいい空間に整えている。彼女たちにとってはこれが尊い我が家だ。が……。

　エリノアの脳裏には、煌びやかな王宮の光景が浮かぶ。

　あのブレアが当たり前に過ごす空間を思い出すと、否が応でも身分差を感じずにはいられなかった。

　貧しさを恥ずかしいとは思わない。でも、この家にしっくりくる自分が、ブレアの横に特別な意味で並ぶことは想像がつかなかった。

　エリノアはため息をつく。






「……難しいのよ、私の望む家族との平穏な暮らしと、ブレア様をお慕いする気持ちを両立させるのって……想うだけなら許されると思うのだけど……」






　なんせブレア様は王子様だから、とつぶやいて……その頭がゆっくり下がって行くのを魔物たちは気遣わしげに見ていた。が──。

　ヴォルフガングがオロオロし、グレンがちょっと元気出させるために一発爪で引っ掻いてみるか──。

　と、思った時。






「……！」






　唐突に、エリノアがガバリと顔を上げた。

　間髪入れず、娘は己の両頬をパンパンと手で打ち、その強い音に、ヴォルフガングたちが驚いた顔をしている。






「ふ、ふふ……」

「え、ちょ、キモい姉上……」

「お、おいどうした……悩みすぎでとうとう気が変に……」






　ギョッとする魔物たちに、エリノアは短く「違う！」と、文句を言う。






「気合を入れたの！　今日も仕事よ、出勤前に落ちこんでたら終業まで持たないわ！」






　ヒリヒリする頬の痛みを感じながら、エリノアは心に刻む。






　──卑屈になってはいけない。

　──悩みに囚われてはいけない。






　エリノアの顔が上を向く。






「……今日も目の前の仕事から一歩ずつ、だわ」






　よし、と、気合の入った顔で。まずは、これよと鏡台の引き出しからクシを取り出して。娘は長い髪を、がっしがっしと整えはじめた。






「頑張るのよ！　私にはそれしか取り柄がないんだから！」

「…………」

「…………（あれ？　この人……女神の勇者じゃなかっ……た……？）」






　取り柄とはなんぞや……と、グレンは心の中で首を捻る。

　ともあれ。魔物たちにもなんとなく、この娘が、これまでの苦労の多かった人生を、こうして気合で乗り越えて来たんだろうなぁということは分かった。小鳥と黒猫はやれやれと一瞬目を見交わして──それぞれ跳躍し、飛び上がり、エリノアの左右の肩にふわりと舞い降りて行った。






「ん？」






　両肩の重みにエリノアがキョトンとする。何？　と娘が聞く前に、魔物たちはエリノアの顔を覗きこむ。






「おい、馬鹿力で叩きおって……仕方のないやつめ！」

「あーあ、ほっぺたが真っ赤。もーそんなの見たら、また陛下が心配するじゃないですかぁ、手のかかる人だなぁ、まったくぅ」

「……え？」






　気がつくと、エリノアの手からクシが消えている。そして肩の上でも白黒の姿が消えていて……。

　クシが消えた己の手を、ぽかんと眺めていたエリノアは、頭を後ろへ軽く引かれる感覚に瞳を瞬く。視線を上げると、目の前の鏡の中に、己の背後に立つ黒い獣人態の魔物の姿が見えた。






「……グレン？」

「すっごっ！　どうやったらこんなにもつれるんですか!?　あはは、でも大丈夫。私がていねーいに解いてあげますからねぇ。痛かったら、愛らしくウルウルした瞳で艶かしく泣いてくれてもいいんですよ♪　上目遣いだったらなおいいですねぇ」

「ちょ、い……ひ!?」






　慌てた瞬間に、今度は別方向から少し湿った温かい布を、乱暴に顔に押し当てられた。






「むぐが……っ!?（な、何事っ!?）」

「しっかりしろ！　世話の焼ける女だ……チッ！（※鞭打つような激しい舌打ち）クマがひどい！　まったく……異性からの給餌行動くらいで何をうろたえる！　馬鹿者め……！」（※何故か半ギレのヴォルフガング）

「ちょ……ぐ、ちょ、ま……や、やめ……っ」






　獣人態に戻ったヴォルフガングに、グイグイ遠慮なしで顔を拭われるエリノア。……拭うというより、無理やり布を押し付けられている感が物凄い。髪をとかしてくれているグレンのひっぱる力も加わって、エリノアの身体はグリグリグイグイ前後に大きく揺れている。






「う、う、うぅぁああ……!?」

「うるさい！」

「あ、そうだ、ねえヴォルフガング、始業時間までに姉上を回復させたいなら、老将殿に頼んで時間をとめてもらったらどうかな？　ついでに母上に頼んで強制的に魔法で眠らせれば回復するんじゃない？」

「……お前の母親のそれは毒が回るやつだろう？　……そう回りくどいことをせずとも、聖剣に命じて回復魔法をかけさせたらいい」

「えー……聖剣野郎に頼るのはムカつくんだけどなぁ……」

「ちょ、あ、あんたたちっ、」

「動くな、じっとしていろ！　汚れを見落としたらどうする！　俺様が世話を焼く以上、わずかな目ヤニの一つも許されぬ！」

「!?　!?　!?」

「姉上、大人しくしててくださいねぇ～♪」






　何が何やら分からず……エリノアは両手を掲げて抵抗を見せたが……。寝不足の弱々しい主張は、かけらも魔物たちに相手にされなかった。

　しかし。

　その後、グレンがニヤニヤしながらタンスから着替えを持って来て、真顔のヴォルフガングが「気にするな、私からすればお前は赤子も同然だ」と、エリノアから寝巻きをひっぺがそうとした時には……さすがのエリノアも、最後の力を振り絞り、全力でお断りの意を示したのだった……。

















７　ストレスは爆弾　byコーネリアグレース












　なんだかんだで魔物たちに顔と髪を整えてもらったあと。そのまま素っ裸にされそうな気配を察知したエリノアは、なんとか彼らを寝室から追い出した。






「ふ、ふう……いったいなんだったの……？」






　手伝ってくれたのはありがたいが……以前、犬姿のヴォルフガングを犬扱いして、うっかり風呂場に石けんを届けてもらってしまった時の恥ずかしさを、エリノアは忘れていない。

　ヴォルフガングは、何かにつけては『俺は千年以上生きているのだから、お前なんぞ赤子も同然だ』と言うが……こちとら一応乙女なのであるからして。魔物の感覚に合わせて、バーンと出すもの出すわけにいくかとエリノア。だいたいそう言うのなら、先にグレンのセクハラじみた目つきと行動を是非改めて欲しい。






「はあ……魔物と同居って難しい……そもそもあの人たち人間で言うと、だいたいどれくらいの年頃なの……？」






　エリノアを赤子と言うからには、相当に大人なのだろうが……よく分からないなとエリノアは思った。






「あ、ダメだ、こんなことしている場合じゃない。急いで朝ごはん食べて出勤しないと……」









「ど、どうしたの姉さん！」






　エリノアが慌てて部屋を出ると、待ち構えていたようなタイミングで、ブラッドリーが駆け寄って来た。






「お、おはよう」

「すごいクマじゃない……眠れなかったの？　あれ？　なんか頬が赤い……？」






　彼は、エリノアの顔に驚いて。心配そうな顔で、姉の赤くなった両頬に恐る恐る触れる。






「えーっと、や、これは別に……」






　早々に彼に見つかったエリノアは、内心しまったと思った。ヴォルフガングたちには、ブラッドリーに心配をかける前に、クマはなんとかしろと言われていたのだが。

　エリノアは指摘された目の下を擦りながら、恥ずかしそうに苦笑する。






「その……昨晩は目が冴えちゃって……頬は気合を入れるために自分で叩いただけよ。大丈夫大丈夫」






　しかしそう言った途端、ブラッドリーの顔が悲しげに歪む。






「姉さんダメだよ、そのなんでも気合で片づけようとするところ……」

「えーと……でも私、根が単純だから、こういうのが一番効くっていうか……」

「だからって……もう少し自分を労ってくれないと、僕心配で心配で……、……、……」

「心配させてごめん、でも本当に──……あれ？　ブラッド……？」






　ポリポリと頬を掻いて苦笑いしていたエリノアは、ブラッドリーの表情が何やら薄暗くなっていくのに気がついた。ブラッドリーの声は消えていき──うつむいた弟が、何故か一回り大きくなったような気がして──エリノアがギョッとする。

　暗い表情のブラッドリーの背後に、黒い闇がもやもやと燻っている。






「ぎゃ!?　ブラッド!?」

「……あれかな？　姉さんに遅刻の恐怖を覚えさせるような王宮が悪いのかな……？　それとも定時に出勤し続けないと評価を下げるとか減給とかいう不安を与える上司……？　いっそ、その制度ごと王宮を……」

「おおお落ち着いてブラッド！」






　どうしたことだろう。ブラッドリーの反応がいつもより苦悩と怨念に満ちている。

　朝から仕事があるのは当たり前だし、エリノアが気合で物事にあたるのもいつものことだ。

　それなのに何故？　と、エリノアがどもりながら弟の両腕をつかんだ時。

　そこへ、朝からバッチリメイクのコーネリアグレースが、鼻歌を歌いながら通りかかる。






「♪　あーら、朝から心地よい邪悪な気が満ちていると思ったら……やっぱり陛下ですの。おほほ、エリノア様おはようございます」

「コ、コーネリアさん……」






　優雅にお辞儀してくる婦人を、エリノアは半ベソ顔で見上げる。と、婦人。






「陛下ったら、物騒でとても素敵なお顔。でもいけませんわ、この仕事人間の姉君から職を奪えばどうなることか。きっと生きがいを失って、一気に抜け殻ですよ。あたくしも働き者ですからよーく分かります」

「コーネリアさん！」






　婦人のやや芝居がかった援護射撃に、エリノアは感謝の眼差しを向ける。






「そう……そうよブラッド！　姉さん仕事大好き！　王宮には変な人もいるけど（オリバーとかソルとか）……今の職場の先輩たちはいい人ばかりだし……」

「…………」






　すがりつくエリノアに、少年は口から瘴気でも吐きそうなおどろおどろしい魔王顔をしていたが……

　この時、口の端を持ち上げた女豹婦人が、スッと上げた手の内から、ポロリ……と金の懐中時計を垂れ下がらせる。そして何やらわざとらしい声を張る。






「あらぁ？　もうこんな時間だわ……！」






　婦人は懐中時計を揺らしながら、流し目をブラッドリーへ送る。






「いけませんわぁ──あんまりゆっくりしているとぉ、姉上様がぁ、朝食を召し上がる時間がぁ、なくなってしまわれますわぁぁぁ！」

「へ……？」

「！」






　婦人の声に、エリノアはぽかんと驚いた。が、その瞬間、ブラッドリーの顔がハッと正気に戻る。






「お可哀想に……魑魅魍魎ちみもうりょうの如き人間どもが巣食う王宮巣窟（※コーネリアの偏見）で労働に勤しまないといけないというのに……エリノア様ったら腹ペコで出勤しないといけないのかしら！　せっかく陛下が朝食用に卵を焼いてくださったっていうのに～！」

「そ、そうだった！　早く姉さんに朝ごはんを……あ、わ……姉さんは、早く手を洗って来て！」






　コーネリアグレースの分かりやすい煽りに見事に乗ってしまうブラッドリー。彼は慌てて姉に水を使える炊事場を示し、自分は食事の用意をしに、トワイン家では食堂と兼用されている居間のほうへ飛んで行った。

　そんな弟をぽかんと見送ったエリノア。






「あ──……うん、分かった……（ブラッドリー……コーネリアさんに物凄く転がされてる……）」






　さすが元乳母とエリノア。






「あらおほほ、それもこれもエリノア様という格好の餌……いえ愛ある素材があってこそですわ」

「……（えさ……）」

「ほほほ、ま、そんなことよりも。エリノア様……」






　コーネリアグレースは微笑みを顔に貼り付けたまま、いくらか声のトーンを落として言う。






「はい？」

「今の陛下をご覧になったでしょう？　あれは反動ですよ……油断なさらないほうがよいかと思いますわ……」

「へ？　反動……？」






　二人きりになった途端の婦人の慎重な物言いに、エリノアがなんのことだろうという顔をする。






「いえね、どうもこのところ、陛下が随分我慢をなさっているご様子なのです。エリノア様の邪魔をせぬようにと……」

「え？　邪魔……ブラッドが……？」






　思いがけないことを言われて、エリノアは瞳を瞬いた。






「え？　今のが……ですか？　え？」






　私、ブラッドリーに何かを邪魔されたことなんてありませんけど……と不思議そうに婦人に返す娘は──こちらはこちらでブラコンをこじらせている。

　コーネリアグレースはそんな姉を見て、内心生暖かい気持ちで、まったくしょうがない姉弟だわぁと思ったが。まあその件についてはとりあえず、今は突っこまないことにした。






「ええ、まあ、あなた様からしたらそうなのでしょうが。とりあえず、その偏り弟愛は置いておいて……陛下は、あなた様に対する過干渉を自重しようとなさっているのではないかと思います」

「過、干渉……？」

「まあね、それは賢明な判断だとは思いますよ。愛とは尊重です。陛下は見守られる愛から、今度はご自分が姉を見守る愛に変わっていかなければと思っておられるのね……」

「……え……」

「愛する姉を独り占めしたい……でも、それでは姉が窮屈な思いをするだろうと……ああ陛下ったらなんていじらしい……」






　婦人の言葉にエリノアは目をまるくする。

　弟がそんなふうに自分のことを考えてくれているなんて、思ってもみなかった。






（──でもそういえば……ブラッド、昨日メイナードさんの件は、深く追求しないで許してくれた……）






　……いや、結構追求はされていた気もするが……エリノアのフィルターを通すとそういうことになっているらしい。まあ、ただそれでも最終的には理由を聞かずとも許してくれたのは確かだった。

　そうかとエリノア。あれは自分のことを思ってくれてのことだったのか。

　エリノアの胸のうちには、じんわり温かい気持ちが広がった。






「ブ、ブラッド……！」






　感動し、今すぐ弟を抱きしめたい衝動に駆られ、走り出そうとするエリノア。

　が──しかし……。

　そんなうるうるしている姉の首根っこを、ガッと捕まえて。コーネリアグレースはモッフリした顔をぐいっとエリノアの鼻先に寄せる。






「う!?」

「……お待ちください、エリノア様。重要なのはここからです。……その我慢の代償に、陛下のストレスはＭＡＸなのですわ……」

「え……!?」

「先ほど申し上げた反動とは、そのことです。あの陛下の不安定な様子をご覧になったでしょう？　慣れないことをしているせいでしょうねぇ……お気持ちは涙ぐましいですけれど、慣れない我慢は精神に負担をかけます。ま、誰にだってストレスはございますよ？　でもねぇ陛下は難しいお年頃ですし……」






　何より……と、コーネリアグレースは悩ましげな声を出す。






「あの方は〝魔王〟なんですから。あまり抱えこませすぎも危ないですわ。……世界が」

「せ、世界が…………」






　婦人のすん……っとした言葉に、エリノアが引きつっている。






「考えてもごらんなさい。イライラが募って爆発したら人間でも周囲に影響を与えてしまうでしょう？　あたくしだって子沢山。ふふ……過去には育児の疲れを溜めこんで暴走したことがございます」

「そ……それは……大変でしたね……」

「あの時は……我が家はおろか隣数軒跡形もなく黒焦げで、代わりの家を建てるのが面倒でしたわぁ、ほほほ」

「…………」






　懐かしそうに思い出に浸る婦人に、エリノアが無言だ。

　そんな娘に、コーネリアグレースはお分かりですか？　と、問いかける。






「つまり、あたくしのような小物の魔物ですら、そのような有り様なのです。陛下が暴走したら甚大な被害が出るということですわね」

「う、」






　青ざめるエリノアに、コーネリアグレースは、己の頬に手を添えて悩ましげな顔をする。






「まあ本来なら、人間の世が陛下に壊されたって、別にあたくしはどちらだっていいんですけれど。でもね、昨日エリノア様に娘たちや、小生意気なソル・バークレムの件で無理なお願いをしてしまった手前、あたくしも責任を感じているのです。……ですからご忠告申し上げます」






　婦人はエリノアに微笑む。






「頑張っておられる陛下があまり気持ちを溜めこまれないように、エリノア様も少しご配慮ください。なぁに、そう難しいことではございません。ただ、陛下と水いらずの時間をしっかりもうけていただければ充分ですわ」

















８　エリノアのお出かけ計画と、聖剣テオティルの敵認定　①












「…………」






　王宮、ブレアの住まいの作業部屋。

　無事出勤したエリノアは、与えられた仕事をこなしながら──今朝コーネリアグレースに言われた言葉を思い出していた。

　……ちなみに本日も主人であるブレアは不在。

　エリノアはガッカリしたような……しかし昨日の今日で顔を合わせるのは恥ずかしいような……そんな複雑な心持ちであった。

　そうして一瞬脳裏にブレアの顔が浮かび、寂しさに囚われそうになって──ハッとしたエリノアが、頭を左右に振る。

　ともかくだ、今は先にコーネリアグレースの忠告のことを考えておかなければならない。

　作業部屋に運びこんだ大量のリネン類に、重い炭入りのアイロンをかけながら。エリノアはどうしたものかと頭を悩ませた。






「うーん……どうしようかな……」






　今朝、エリノアは、コーネリアグレースから、大きなストレスを抱えている弟と、水いらずで過ごすようにと勧められた。

　まあエリノアは、ブラッドリーと共に過ごすこと自体は大歓迎だ。せっかく健康体を手に入れた可愛い弟と、一緒にやりたいことは山ほどある。

　ただ……ここ最近は、自分が聖剣抜くやら、自宅に普通でない住人が続々と増えるやら色々ありすぎて。自分自身も精神的にはギリギリだった。聖剣を、国に無断で持ち出し状態なことも後ろめたくて、のんびり楽しんでいるような心の余裕がなかったこともある。

　しかしだ……可愛くて仕方がない弟が、よりによって自分のことを想ってストレスを溜めていると聞いてしまっては、放っておくことなど到底無理な話なのであった。






（でも要するに……ブラッドを気晴らしに誘えばいいのよね……？　うーん、私自身はブラッドとやりたいことはいっぱいあるんだけれど……一緒に買い物に行きたいし……新しい服も仕立ててあげたい……あの子病気でずっと食事制限があったから、美味しいものも食べに連れて行ってあげたいし……気候がいいうちにピクニックなんていうのも……）






　そういえば、昔没収されたトワイン家の領地へ向かう道の途中には、きれいな花の咲く野原や景色のいい川なんかがあったなぁと、エリノアは思い出す。

　幼心にも、屋敷を飾る、品のいい貴婦人のような切り花よりも、野に広がり風に揺れる花たちの伸び伸びとした様子がとても好きだった。






（きれいだったな……）






　ふと懐かしい気持ちになって、エリノアは、ほうっと息をもらす。

　ただエリノアが残念に思うのは……そんな彼女が懐かしむ光景を、弟が見たことがないことだった。

　魔王になる以前のブラッドリーは、身体が弱かったこともあって、物心ついた頃には名医の多い王都の町屋敷に移されていた。エリノアは何度も領地の屋敷と町屋敷を行き来したことがあるが、病弱な彼にはそれが許されなかった。彼が街道を通ったのは、小さな赤子の頃に一度きり。だから正確なことを言えば、ブラッドリーもあの光景を見たことはある。だが、幼すぎて。きっとブラッドリーには街道の記憶どころか、領地の記憶すらないに違いなかった。






「…………」






　なんとなく寂しい気持ちになって、エリノアはポツリとつぶやいた。






「……見せてあげたいな……」






　領地はすでに他家に渡ってしまっているから訪問するのはさすがに無理だろう。だが、街道くらいなら。のどかな景色の中を一緒に歩いてみたりすれば、ブラッドリーの気晴らしになるのではないだろうか。






（でも……遠出するとなるとなぁ……）






　きっと護衛だなんだとうるさい連中がいるだろう。






（ヴォルフガングとか……テオティルはついてくるって言いそうよね……）






　ヴォルフガングや、コーネリアグレースが命じれば大人しくなりそうな黒猫軍団はまだしも……この計画において言えば、何気にテオティルが一番厄介そうだった。

　無邪気な聖剣の化身は、行動が予測できなくて、そこが一番怖い。

　突然現れたり消えたり……それはまだいいが、いきなり剣の姿に戻るのは本当にやめてほしい。

　そもそも聖剣連れだとブラッドリーの機嫌があまりよろしくない。

　やはりテオティルは同行させないほうがいいなとエリノアは思った。






「テオにはなんとかお留守番を頼んで……王都の外だと人目も少なくて万が一テオが急に出てきても安心だし……」






　なんとかブラッドリーが喜んでくれるようにと、ささやかなピクニックの計画を組み立てるエリノア。だが、それにしてもとため息をつく。






「女神様はどうしてもうちょっとこう……テオに見た目どおりの精神とか知識とかを搭載してくれなかったんだろう……見た目は大人なのに中身は幼児……まあ、聖剣に知識は……不要だろうけど……本来は武器なんだし……」






　しかしおかげでこっちは〝聖剣の勇者〟というよりは、〝聖剣の保護者〟じゃないかとエリノア。

　もちろんこのお人好しの娘は、聖剣に対してとっくに情が湧いてしまっていて、面倒だから追い出そうなんてことは、カケラも思いはしない。

　なんとか私が教育していくしかないのかしらね、などとつぶやきながら……エリノアが思わずもう一度ため息をついた──その時……彼女の頭にフッと影が落ちる。






「はぁ、まあそのおかげで、ブラッドリーが辛うじて敵認定されてないのが幸いだけど……」






　カックリ疲れたようにエリノアがそう言った時。






「？　敵認定？　聖剣に知識がなんだって？」

「っっ!?　ギャっ！」






　突然背後から男の声。アイロン台の前に立っていたエリノアは、驚いた拍子に跳び上がる。持っていた高温の炭入れアイロンを取り落としそうになって。しかしなんとかそれを耐えたエリノアは、青い顔で後ろを振り返った。






「騎士オリバー！」






　急に驚かせるのはやめてください、危ないでしょう！　と怒って威嚇する娘に、オリバーは、ケラケラと笑う。今日も過剰に元気そうだなぁと。






「悪い悪い。よ、胃の調子はどうだ新人」

「ぐ……」






　胃の調子……と、言われて、昨晩のブレアとの食事を思い出したエリノアが赤くなる。その分かりやすい顔色を見て笑うオリバー。が、彼はひとしきり笑った後、で？　とエリノアに問いかける。






「え？」






　エリノアの前にある作業台のイスに腰掛けながら、何気ない調子で言われたエリノアが不思議そうな顔をする。






「いや、今何をぶつぶつ言ってたんだ？　……聖剣がなんだって？」

「っ!?」






　途端エリノアが、うっと、息を吞み──次いでその緑色の瞳が、すよっと横に泳いだ。






「え……えーと……なんのことでしょう……？」

「今お前が言っていただろうが。聖剣の知識がどうこうと」

「へ!?　へ、ぁあ!?　そ、そぅんなこと私……言いました!?」

「…………お前……誤魔化すのが物凄い下手くそだな……」

「……!?　!?」






　見るからに嘘が上手そうな騎士が、若干気の毒そうな顔でエリノアを眺めている。騎士は呆れたように半笑いで眉をひそめ、己が持っていた荷物を作業台の上に置きながら、冗談めかして言う。






「なんだ？　お前聖剣の行方でも知ってるのか？　ん？」

「は、はぁ!?」






　笑いながら核心を突かれたエリノアが見るからに挙動不審。






「そ、そ、そんなわけ……っ」






　エリノアはまずいと思った。

　彼女自身、自分に嘘をつくという能力があまり備わっていないことは分かっている。

　加えてオリバーという男は、いかにも誘導尋問や他人の嘘を見抜くのにも長けていそうで怖い。

　そういう点を踏まえても、普段の彼のエリノアへの態度を考えても、この男はエリノアの天敵と言って過言ではない。






（さっきのアイロンの件といい、ほ、本当にこのお方は厄介な……）






　見ればオリバーが持ってきた荷物は、袋いっぱいに詰めこまれた──騎士団の制服。要するに……またエリノアに繕わせるつもりで持ってきたのだろう。それを理解したエリノアの顔がイラッとして引きつる。

　またなの!?　と、一瞬地団駄を踏みそうになって──しかしエリノアは、そこでハッと打ち消すように首を左右に振った。






（だ、ダメだ！　迂闊な敵認定は危険なんだった……！）






　これは魔物たちに忠告されたことなのだが……どうやら聖剣テオティルは、遠く離れていても、エリノアの精神状態を読むらしく……エリノアが下手に心に怒りや不安を抱えると、それに反応したテオティルを呼び寄せてしまうらしい。






　──特に、誰かにムカついた時ほどお気をつけなさいまし──……とは、コーネリアグレースの生暖かい助言。

　エリノアの脳裏で、ふっさりした婦人の幻影が踊る。






　──あなた様の僕（テオティル）は、トンチンカンな武器気質ですから……人の常識が面白いくらいに通用しません……。

　──下手に『あ、こいつムカつく、しばいたろか……』なぁんて職場で考えようものなら大変ですよ……。

　──お気をつけ遊ばせ…………。






　という、エコーがかった婦人の忠言を思い出したエリノアは、まずい──今の大丈夫だったかな──と、不安そうにオリバーに目をやって──。

　が──……。






「！」






　その瞬間、エリノアの口が、ゲェッホッと盛大に噴く。その音にはオリバーもギョッと目をまるくした。






「……おい、なんだいきなり……大丈夫か……？」

「え……あ……あの……な、なんでも……」






　エリノアの目が再び思い切り泳ぐ。






「ん？　なんだ？」






　ぽかんとした男、騎士オリバー。

　その背後には──……。

　いつの間にか、冷酷な顔をしたテオティルが立っていた……。
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　端正な顔は、どこか冷たくオリバーの頭を後ろから見下ろしていた。

　陶器のような肌を持つ彼が身動きせずに佇むと、まるで彫像のようにも見えるが……橙色の瞳からそそがれる視線には、驚くほどの力強さがあった。それは、斬るべきか、斬らざるべきかじっくり考えているようでもあり、主人の号令を、静かに待っているかのようでもあった。






　そんな聖剣を目撃したエリノアは、口から心臓が飛び出そうなほどに慄く。が、なんとか悲鳴をすんでのところで堪えた。






「ぅっ、ぐ……」






（テ……テオぉぉぉぉぉっ!!）






「……？　どうした青い顔して……」






　いきなりひどい形相になり、両手で口を覆ったエリノアに、オリバーが怪訝な顔をしている。






「後ろに何か……」

「ぅおおおぉええええ!!」






　何も知らないオリバーが振り返ろうとする。そのそぶりを見た瞬間、エリノアはアイロンを置き、オリバーに跳びつくように駆け寄った。そしてテーブルの上に乗っていた彼の手を両手でガッシリと握りしめる。






「は……？」

「騎士オリバー、騎士オリバー！　私たち……とっっっても仲良しですよね!?　ね!?」

「は、はぁ？」






　突然の仲良し宣言にオリバーが不審そうだ。思い切り、お前、何馬鹿なこと言ってんだと、怪訝そうに目を細められて。しかし必死なエリノアは構っていられなかった。このままではオリバーが、聖剣に勇者の敵認定されてしまう。






「仲良しですよね!?　だって同じブレア様にお仕えする身ですし、私の裁縫能力は役に立つでしょう!?」

「…………まぁな……だがやめてくんねーかな……こういうことされると、また俺がブレア様に睨まれるじゃ──」

「どうしてですか!?　仲良しなんだからいいでしょう!?　だって私たち仲良しなんですから！」

「…………」






『仲良し仲良し』と、いやに強調してごり押す娘の奇行に迷惑そうなオリバー。しかし娘は、彼が腕を引こうとすると、必死にその手をつかんで離そうとしない。焦りすぎで目はグルグルしているし、おびただしい汗がテーブルに滴り落ちている。






「……お前……本当に意味の分かんねぇヤツだな……なんで俺が……」

「ひー!!」






　余計なことを言いそうなオリバーに、エリノアが怯える。男を見下ろすテオティルは、今も機械のような顔でチクタクと何かを静かに判定しているもよう……。

　いや、別にこの騎士が、ここでテオティルと鉢合わせるだけならまだいい。だが本当にオリバーが、テオティルから敵だと認定されてしまったら、このトンチンカンなテオなら言いそうではないか。

　剣の姿に戻り、『さあ共に敵を倒しましょう、エリノア勇者様！』──……などと。

　想像したエリノアの顔が悲痛さを増す。






（ひ、ひぃいい!?）






　そうなると、もうなんか色々アウトである。

　なんだか堂々と諸々をバラしてしまいそうなテオティルを想像したエリノアは、血の気の引く感覚を味わいながら、裏返った声で必死にオリバーの手を握った。なんとか彼が敵ではないと認識させるためにオリバーと仲良しアピールをして、聖剣を家に帰さねばならない。






「あ！　そ、そうだ！　騎士オリバー！　私たち仲良しだから！　相談とかにも乗ってくれますよね!?」

「……相談？」

「あの、あのですね！　私、今弟のことで悩んでいまして……弟を今以上に可愛がるにはどうしたらいいかなって、えーとえーっと……」

「はぁ？　……分かった分かった。とりあえず話は聞いてやるから、この手を離せ。今、余計なことして王妃様に見つかったら大変なんだからな……」






　オリバーは、必死なエリノアに舌打ちしそうな顔でそう言った。

　昨晩、町でブレアとエリノアが会った話はすでに王妃に伝わっている。（※通報者・ケルル）

　案の定、王妃は相当な喜びようで。そんな時に……彼が水を差そうものならば、どんなことになるのかは想像に難くない。エリノアと、必要以上に親しげにしているのを王妃に知られれば、また面倒なことになるに違いなかった。微笑みながら強烈な圧をかけてくる王妃の顔が見えるような気がして、オリバーは身震いをした。

　騎士はやれやれと思いながらエリノアの手から己の手を引き抜き、挙動の不審な娘をなだめにかかる。






「落ち着け、なんなんだよお前……相談？　……ああ、聞いたところによると、お前重度のブラコンなんだって？　その様子じゃ話は本当だったのか」






　呆れ顔のオリバーは懐を探り、例の飴の袋を取り出してエリノアに差し出す。ひとまずこれでも食って落ち着けということらしい。が──そう言う男の背後には、いまだテオティルが亡霊のように立っている。気配のない聖剣に、騎士はまだ気がついていない。その様を見て、ホラーのようだとげっそりしながらも、エリノアは頑張った。






「わ、わぁ！　いっつもありがとうございます騎士オリバー！　本当に私たちとっても仲良しですよね！　騎士オリバーは、し、親切……じゃないけど気さくだし、だ、大好きですよ！」

「…………」（※オリバー、気味が悪そう）






　引きつった顔で、上擦ったセリフを吐かれたオリバーは、途端に、こいついったいどういう魂胆なんだという顔をした。もちろんエリノアが自分を好きだなんて口先だけだと分かっているという表情だ。

　残念ながら、彼には、エリノアの彼を守ろうとする気持ちが微塵も伝わらなかったらしい。

　……が、幸いなことに。

　勇者の必死の慈心は、無事、聖剣には伝わったようだった。

　テオティルは、エリノアが恐る恐ると視線を上げてうかがうと……彼女に向かって無邪気にニコッと微笑んで──……。

　そのまま静かに消えて行った。






「は……っ……、……はあぁぁぁぁぁ……」






　瞬間、エリノアの口から盛大な安堵の息が吐き出される。

　どっと疲れるとはこのこと。娘は崩れ落ちるように、げっそりと作業台に突っ伏した。気分はすっかり除霊師である……。

　そんな娘の前では、ガコッといきなり卓上に頭を落とした娘に、オリバーが眉をひそめていた。






「……どうした、なんなんだよお前本当に……挙動が不審すぎて突っこむのも疲れんだけど……」

「…………もう！　いいでしょう！」






　まさか己が聖剣の脅威から守られたとは……まあ、思うわけもないオリバーののんきなセリフに、エリノアが作業台を拳でドンッと打つ。






「人の気も知らないで！」

「なんなんだこいつ……急に手のひら返しやがった……意味分かんねぇ……」

「どうせ……どうせ私は挙動不審者ですよ！」






　そりゃあどう見ても、誰もこれが勇者だとは思いっこないだろう。だが一応これでも必死なんだよと、報われないエリノアが悔しがっている。なんなんだ。伝承では、勇者は魔王から人々を守るはずが……何故だか聖剣から人を守る羽目になっている。エリノアだって意味が分からなかった。

　と……オリバーが「で？」と、エリノアに問う。






「相談って？　弟がなんだって？」

「はぁ!?」






　一気に疲労感に襲われたエリノアが、半泣きで作業台から顔を上げると、オリバーが呆れたような顔をする。






「キレんなよ……だから、お前は大好きな俺に、何か相談したいんだろ？」

「だっ!?」

「大好きなんだろう？　お前が言ったんだろうが、俺と仲良しだって」

「う……」






　そうだったと赤くなるエリノア。慌てていたとはいえ、なんであんなことを言ってしまったんだと頭を抱えている娘──を、放っておいて。オリバーは「弟ねぇ……」と、作業台の上に肘をついた。






「お前の弟は確か……十六くらいだったか？」

「え、なんで知って……」






　平然と言うオリバーに、エリノアはギョッと顔を上げる。が、騎士は「ブレア様の件もあって、お前の周りの人間の情報くらい頭に入れてる」と、こともなげに言う。






「は、はぁ……そうなんですか、すごいですね……」

「俺にも弟がいるが、それくらいの男兄弟なんだったら、あまりベタベタしないほうがよくないか？〝可愛がりたい〟って……もうそう子供でもねえんだから……お前、どっちかっていうと、弟を猫っ可愛がりするほうだろう？」






　指摘されて。エリノアが、うっと口をつぐむ。






「な、なんで分かるんですか……？」

「見るからにそんな感じだ。だが、俺には姉もいるけどな、いつまでも子供扱いされると、正直いい加減にしてくれって感じだぞ。ガキじゃねぇんだから、大量の菓子を押し付けられても困るしよ、この服買ってきたから着ろとか言われても、あっちはいつまでも子供のイメージでそういうもん買ってきやがるから、イマイチ好みに合わないっていうか……喜ばせようとしてくれてるんだろうけどよ……」

「う……そ、そうか……そうですよね……」






　自分も、街でブラッドリーにお菓子や服を買ってあげたいなと思っていたが、それは押し付けだったかもしれないとエリノア。じゃあと、娘はおずおずとオリバーに問う。






「あの……二人でお出かけなんて……もっとダメなんでしょうか……？」

「お出かけぇ……？　……さぁねぇ、俺ならあれこれ口うるさい姉と外出なんて、鬱陶しくて絶対勘弁してほしいが……」






　オリバーが言った途端、エリノアはガーンと口を開けてショックを受ける。






「か、勘弁してほしい……そ、そうですか……」

「！　お、おい、なんで泣くんだ!?」

「……ないて……ません……」






　と、言いながら、グスッと鼻をすするエリノア。オリバーは慌てた。






「いや、泣いてんじゃねえか！　どんだけ弟好きなんだ！　いやな？　そりゃあ俺の場合だ。こっちはもういい歳なんだ。お前んとこのガキとは違うしだな……」






　……そのガキは魔王だ。……と、いうことはまあ置いておくとして……。

　しょんぼり肩を落としたエリノアにうろたえたオリバーは……己の危機を感じた。






　……やばい……。

　これがブレア様に知られたら……殺される……！






「！」（※ゾッとした）

「う、うぅ……私のブラッド……」

「な、泣くなって！　お前は……！　意味不明に騒いだり泣いたり忙しいヤツだな！」

「うう……弟の姉離れが悲しい……どうしたらいいんですか……どうしたらこの鬱陶しい姉は、ブラッドを煩わせずに労ってあげられるんですか!?」

「…………はぁ……もうお前……」






　オリバーがげっそり青い顔で疲れている。






「とにかく……弟に希望を聞いてみたらどうだ？　俺とは違って、お前の弟は姉ちゃん大好きかもしれねぇじゃねえか！」（※まさにそう）






　オリバーの必死のフォローに、エリノアが涙ながらにうなずいている。






「は、はいぃぃ……そうします……！」






　グスグス鼻をすするエリノアは──テオティルに対する誤魔化しのはずが……。いつの間にか本気でオリバーに相談してしまい、結果、他家の姉弟関係を垣間見て……弟の姉離れについて深く心を痛める羽目となった。






　のちにテオティルが……。

「やはりあの男はエリノア様の敵です」──と、






　言ったとか言わなかったとか。

















10　王妃の魔？　の手と、ケルルの妙案？












　その時、ブレアは静かに執務に勤しんでいた。

　執務机に向かう表情は、いつも通りの真顔。昨夜も数時間しか寝ていないということを、まったく感じさせないキビキビとした様子も普段と変わりがない、の……だが……。

　そんな王子の様子を見て、大臣の一人が首を傾げる。






「……おかしい……何かが違う……」

「？　どうかなさいましたか大臣？」






　難しい顔でブレアを見ていた高齢の大臣に気がついて、ソルが問いかけた。






「いや……ブレア様のご様子がどこか……ううむ……いつもと違う気がするのだが……」






　そんな大臣の疑問に、ソルは表情も変えずに答えた。






「ああ……あれはゆうべ、例のタガート家のお嬢様とお過ごしになったせいかと……」

「ほう!?　ブレア様がか!?　それは……お珍しい……」






　大臣の驚きに、ソルは指でメガネを押し上げながら、満足げに口の端を持ち上げる。






「ふふふ……仮説通りです。やはりブレア様は、エリノア・トワイン嬢とお会いになった後のほうが職務の効率が上がります。二度の検証でそれが証明されましたね、ふ、ふ、ふ……」






　二度の検証……とは、どうやら先日の茶会や、ゆうべの市場での出来事のことらしい……が、滅多に笑うことのない男の歪な笑顔に、大臣がのけ反っている。






「う、やめろバークレム、その笑い方は不気味だ……！　おい！」

「ふ……」






　そうして部屋の端で、大臣とソルが、ああだこうだと顔を突き合わせていた時。執務室の扉が開き、そこにオリバーが現れた。

　いつになくげっそりした様子で執務室にやってきた騎士は、すぐにその二人が面倒そうな話題で盛り上がっていることに気がついたが──それは、きれいに無視し。部屋の一番奥にいるブレアの傍へと急いだ。






「……殿下……」






　ためらうような声に、呼ばれたブレアが顔を上げる。






「？　どうした？」






　配下は嫌に虚無感に包まれた表情をしている。いつも飄々としているオリバーにしては珍しい顔だった。

　ブレアは怪訝そうに眉をひそめて、何かあったのかと説明を求める。と、オリバーは頭をやや緩慢に左右に振りながら、言った。






「やばいです。王妃様が──エリノア・トワインを狙っています」






　途端、バサッと音がした。

　──ブレアが真顔のまま、手にしていた書類の束を机の上に落とした音だった。






「…………な──何……？　いや待て……」






　己の顔面を片手でおさえ、もう片方の手はオリバーに制止を求めるように掲げて。……どこからともなく現れたソルが、ブレアが落とした書類をせっせと拾い集めている。






「そ、れは、以前から……しかし母上には余計なことはしないでほしいと再三……」






　オリバーがげっそりと返す。






「いえ、そうなんですが……それがその──昨晩のお二人……つまりブレア様と新人娘の市場での様子を、ケルルたちが王妃様のところに報告に行きまして……お聞きになられた王妃様が……喜びのあまり──です」

「…………」






　ブレアが沈痛の面持ちで、両手で顔面を押さえて机に伏す。オリバーは続けた。






「えー……とにかくご興奮が物凄くてですね……一時興奮しすぎて卒倒なさって、主治医が呼ばれたほどで──」

「そ、卒倒……!?」

「いえ、まあそれはすぐに回復されたんですが……お目覚めになられた途端のパワーアップが凄くて……今すぐ嫁入りだ、新婚用の宮殿をもう一つ建てろとか。もう無くなった聖剣も、タガート家の意向も議会も放っておけ、ブレアの婚礼のほうが大事だとか無茶なことをおっしゃるもので……えー……」






　オリバーは、説明していくにつれ、ブレアの頭が徐々に傾きゆく様を見て、最後は言葉を濁らせた。






「……大丈夫ですか……？」

「……大丈夫だ、すまん、それは……私のせいだな……」






　母の暴走は、焦りゆえ。そしてその焦りは、自分が今まで散々心配をかけたためである。

　ブレアは反省した。いや……本来恋愛は、どちらかが相手に勇気を持って踏みこまねば始まらぬものなのだから、昨日の彼が特段悪いことをしたわけではない。……が、ゆうべの自分はさすがに調子に乗りすぎだったと。ブレアはげっそりしつつ、顔を赤らめてため息をつく。

　王子の行動が、母に報告が行くのは当たり前。しかも、今は王妃が自分とエリノアの動向に目を光らせていると分かっていたのに。

　自分が国に与える影響力は、きちんと自覚していたはずだったのだが……。






「分かっていたのに──制御できなかった……」






　今も、あの瞬間を思い出すと心臓が締めつけられる。






「これが……恋で身を持ち崩すということか……」






　胸を押さえてガックリうなだれる王子に、オリバーは心の中で、（もう結婚すればいいのに……）と、思いながら。うつろに笑う。






「ははは……別に悪いことじゃないですけどね……でも、今回は色々実害が出そうなので……とりあえず、王太子様にご助力いただき、王妃様をなだめてもらっているんですが……本件に関しては、王太子様もどちらかっていうと王妃様の味方ですからね……どこまで抑止力になるか……」

「…………」






　王太子も王妃と同じく、エリノアをブレアの婚約者に据えたがっているとオリバーに言われ、ブレアが複雑そうに顔を歪める。






「それと……どうも王妃様付きの侍女たちが、王妃様の命を受けて新人娘を連れ出しに行ったらしく……あ、ちなみにもちろん侍女らはブレア様の妨害を警戒しています……さっき見たら、宮廷の出入り口すべてに王妃様の侍女らしき見張り手が立っていました。本気になったご婦人たちの達者さは本当に凄いですよ……ははは」

「……母上……」

「まあ、王妃様の反応はある程度予想していたので、当の新人娘のほうには、今朝一番で、今日はブレア様の部屋から出ないほうがいいと忠告しておきました。あそこにいれば、王妃様の侍女たちもおいそれとは手出しできないでしょう、一応仲間にも見張らせていますし」

「…………」






　配下の言葉にブレアが、はー……と、長いため息をこぼす。






「……仕方ない……、ソル」






　ブレアは、傍で書類を拾い終わり、それを正しく並べ直していたソルを呼んだ。






「はい」

「急ぎの仕事だけ出してくれ。後は午後に」

「かしこまりました。ただ──このあと会議が……別室ですでに大臣たちが待っておりますが……」

「分かっている。……すまんオリバー、合間を見つけて母上のところへ行く。それまでは──」






　申し訳なさそうに自分を見る主君に、オリバーは少しだけ苦笑した。

　己の個人的な問題で職務に影響を出すのが心苦しいのだろう。だが、それでもすぐに王宮に戻りたいというブレアの気持ちは、ありありとそこににじみ出ていて。──以前なら、「放っておけ」とだけ言って、平然と職務を続けただろう王子の顔に、オリバーは──随分、お変りになられたなぁと思いつつ──しっかりと、頷いた。






「持ち堪えます。任せてください」









　　　　　＊　＊　＊









「ちょっと！」






　不満そうな声が、ブレアの住まいのエントランスに響いた。

　見れば侍女たちの集団が二つ。数人ずつが横並びになり顔を合わせ、互いに睨み合っている。






「そこをおどきなさい、あんたたち！　私たちがどなたの命で動いているか分かっているの!?」






　いきり立つ初老の侍女。しかしその前に立つ侍女も負けてはいなかった。






「お黙り、いくら王妃様の命でも、ブレア様の許可もなく、うちの侍女を勝手に連れて行こうなんて……ダメに決まっているでしょう！」






　道を開けろと言う侍女に、ムッとした顔で立ち塞がっているのはエリノアの同僚侍女たちだ。






「だいたい、いったいなんなのよ。いきなり来てエリノアを連れてこいだなんて……」






　一番先頭に立っていた侍女が不愉快そうに言うと、王妃の侍女は、今度は猫撫で声を出す。






「何もあの子に危害を加えようってことじゃないわよ。ただ……王妃様は、早め早めにウェディングドレスの採寸を……」

「ちょっと……！　それがもうおかしいと言っているでしょう！」






　一気にエリノアの同僚たちは、気色けしきばむ。






「私たちのテリトリーで余計なことしないでちょうだい！　今ここでは、ブレア様が尊くもじれったい初恋を育てておいでなのよ！　ウェディングドレスって……そんな強烈に先走ったものぶっこまれたら困るのよ！」






　そうよそうよ！　と、ブレアの侍女たちは同調して頷く。






「〝母親〟ってワードも今はまだ危険よ……繊細なのよ！　壊れやすいの！　分かってるの!?」

「そもそも許可取りが先でしょう！　まずはブレア様と議会と、エリノアと、タガート将軍の許可をとってきなさい！」

「だから……エリノア・トワイン嬢に、会わせてと言ってるじゃない!?」

「それはダメ」

「なんでよ!?」

「ブレア様が嫌がるもの」

「でも王妃様がお望みなのよ！」

「だから……！　そういうのはブレア様が一番嫌がるって──」






　──と、いう……互いの主人を想った侍女たちの言い争いを……。

　その背後、エントランス奥の廊下の角で……ブレア配下の騎士たちは怯えた顔でその様子を眺めていた。






「……女の戦いって……どうしてこう怖いんだ……？」

「ダメだ、ぜんぜん俺たちの出番がない……」

「……まじりたくねーから、いいんじゃないか……？」






　まぁ、な……と、ケルルが諦観の笑みを口元にのせた、時。──その背後から「あれ？」と声がする。






「？　騎士トマスに、騎士ザック？　その他の皆さんも……そんなところで縮こまって何してるんですか？」

「ぅおう！」






　騎士たちはその声に、野太い声を出して跳び上がる。──振り返ると……キョトンとしたエリノアが立っていた。腕に抱えた大きなカゴには、アイロンをかけ終わったリネン類がいっぱいで。どうやらそれを、どこかに運ぶ途中だったようだ。

　エリノアは、声をかけた途端、廊下の絨毯の上にコロコロ転がって行った騎士を、不審そうな顔で見ている。






「……何を見ていたんです？　エントランスがどうかしたんですか？　ん？　なんか騒がしいですね……？」

「わ！」






　怪訝そうに角の先を覗こうとしたエリノアに、騎士たちが慌てて筋肉の分厚い壁を作った。






「なんでもない！　嬢は向こうで仕事しろ！」

「え……？　いえ、もう一区切りついたので……これを運び終わったら、ハリエット様のところに行く予定で……」

「な、にぃ!?　ダメだダメだ！　オリバーに、今日はこっから出るなって言われてただろう!?」

「え……でも……王女様とのお約束を破るわけにも……」






　同盟国王女との約束と聞いて、騎士たちが、うっと怯む。

　どうやらエリノアは、昨日ソルから届けてもらった菓子の礼を言いに行くつもりらしかった。

　男たちはエリノアに顔を向けたまま、サカサカと数歩後ろに下がり、顔を突き合わせてコソコソと言葉を交わす。






「ちょ、おい、どうするハリエット様だってよ……」

「王太子様の婚約者様か……で、でも、オリバーが、ブレア様のために今日は嬢ちゃんを外に出すなって……それに、あの集団に捕まったら厄介だぞ……」






　今もエントランスのほうでは、女たちが喧々囂々けんけんごうごう言い争っている。

　どうする？　と急かしてくる仲間の言葉に、顎髭に手をやって何事かを考えこんでいたケルルは、言った。






「……仕方ねぇ……こうなったら……」












「………………は……？」






　騎士たちの言葉にエリノアは、ぽかぁん……と目と口をまぁるく開けた。

　彼女の視線の先では……ニコニコしたケルルとザックが、何やら大きな箱を持ってじりじり近づいてくる。騎士達の行動が不可解すぎて……笑顔がいい笑顔すぎて……その不気味さがとどまることを知らない……。エリノアは、思わず後退って背後の壁に張りついた。






「ちょ、ちょ……待ってください、え？　今……なんて……」






　戸惑って問うと、ケルルが満面の笑みで答える。






「だからぁ、な？　ここに入ってくれ嬢！」

「はぁ!?」






　騎士たちは、ずいっと箱を突き出してきて、懇願するように見つめてくる。

　ケルルはウルウルした瞳でエリノアに言った。






「入ってくれよぉ、俺たちも侍女たちの争いが怖いんだよぉ、ブレア様のためなんだよぉ」






　えっ？　と、エリノア。






「ブレア様の……？」






　が、ハッとして。慌てて、いやいやと首を振る。ブレアのためと聞いて、うっかり承服しかけたが。騎士たちのこの説明では、ちっとも分からない。






「意味……意味が分かりません！　な、なんで私がそんな箱に詰められないといけないんですか!?」

「だって、ここを出てハリエット様に会いたいんだろ？　大丈夫、俺たち丁寧に運ぶから！」

「わ……わぁあああああああ！」









　…………

　…………

　……そうして結局エリノアは……騎士たちに〝丁寧に〟箱詰めにされてしまったのだった……。

















11　エリノア、怒りで気力をチャージする。












　ちーん……と、奇妙な音がする。

　物悲しいのに、どこか間抜けで滑稽な──最近よく聞く気がする音だった。






「…………」






　エリノアは、揺れる箱の中、無言で膝を抱えて座っていた。はっきり言って、居心地は悪い。上下する揺れに加え、抱える騎士たちの身長が合っていないのか、箱の底はやや斜め。自然、エリノアは箱の端に寄りかかる姿勢を取らなければならなかった。その暗い表情からは諦めが滲み出ている。

　なんだかもう……とエリノア。笑いすらこみ上げて来そうな心持ちだった。

　前代未聞ではないだろうか。箱に詰められて運ばれる侍女など聞いたことがない。……その正体が……実は勇者だなんて。






「……真実には、夢が……ないのね……」






　娘は暗がりの中でボソリとこぼす。

　もしこんな滑稽な事実を知ったら、聖剣の勇者に憧れる少年少女たちが泣いてしまうのではないだろうか……。

　ふっと自嘲気味に笑ったエリノアは、やはり自分は、聖剣の件を隠し通さねばならないのだなと改めて思った。

　さて、それはさて置き。

　エリノアが入れられた箱の中は暗かった。元はなんの用途で使っていたものなのかは分からないが──箱の身に、フタをかぶせるタイプの木箱には、ほとんど隙間がないようだ。唯一、フタの隅に木の裂け目があるらしく、そこから薄い光が漏れ入ってくる。

　外からは、えっほえっほと弾むような息遣いが聞こえ、時々、騎士たちの言い訳めいた声が聞こえる。察するに……衛兵か誰かに呼び止められた彼らが、なんでもないと誤魔化しているのだろう。

　それを聞いたエリノアは、ふと危ぶむ。






（…………これ……もしかして、私発見されたら、騎士様方は誘拐犯扱いされるんじゃ……）






　大丈夫なのか騎士たちよ。それってもしかしなくても、ブレア様にも迷惑がかかる気がするんだけども、気のせいなのか。もしそれで彼らが衛兵に捕まっても、どうして箱詰めされたか理由を分かっていないエリノアには、彼らをうまく庇える自信がない。

　そもそも自分は何故ここに詰められたのだろうか。

　騎士たちには「ブレア様のためだ」とかなんとか言って、丸め込まれたが……この珍妙な状態のいったい何が、彼かの人のためになるのだろう。せめて……もう少し説明をしてほしい……と思った時──……。

　そんなエリノアの、抱えた足のももと胸の隙間に、突然フワッと温かいものが触れた。






「え？」

「……ちょっとぉ、姉上ったら、何、誘拐されてるんですか？」






　暗闇に小さくケラケラと笑う声。






「……グレン？」






　声をひそめて問うと、小さくニャアと笑うような鳴き声が返ってくる。






「なんだかコントすぎて、思わず成り行きを見守ってしまいましたよ」

「…………」






　いきなり現れて、クスクスと忍び笑う猫……に、エリノアを助ける気がまったく感じられないことは想定内。ここに来たのは笑うためだと、エリノアも分かっている。

　エリノアは疲れたため息をこぼす。






「ま……とりあえず放っておこうかなって。どうせ、大したことじゃないから……」






　のどかなトマス・ケルルたちのすることである。

　ひとまず彼らはブレアの配下であるからして、そう変なことは起こるまい……きっとまぬけな結果にはなるのだろうが、と、言うエリノアに。グレンは「現状、すでにまぬけですけどね」と噴き出した。






「しかし、随分落ち着いておられますね？　嫌ならさっさと外に出れば良いのに」

「まあ……無理に逃げても追いかけてきそうだし……迂闊に逃げて、騎士様たちと王宮で鬼ごっこするのも嫌だし……。一応、運搬先はハリエット様のところみたいだから……。それにちょっと抵抗する元気が残ってなくて……」






　エリノアは疲れた顔を見せる。

　先刻テオティルに脅かされた一件で、彼女はかなり気力を削られてしまっていた。

　それでなくても侍女の職務だってそう楽ではない。しかしそれでも、日常業務ならばなんとか踏ん張れるのだが……。

　こんな、わけの分からないことで、いつでも元気フル充電していそうな筋肉騎士たちを相手に抵抗する力など……もう、ない。キッパリそう断言するエリノアに、グレンが愉快そうに笑う。






「やれやれ……勇者がこんな有り様とは情けないですねぇ。ま、私としましては、そのほうが陛下に害もなさそうで安心ですけどね」

「……悪かったわね」






　笑われたエリノアは、ムッとして口を尖らせた、が、その時。

　上のフタがパカッと開いて。箱の中に光が差した。






「!?」






　エリノアは驚いて。咄嗟に小さな魔物、グレンの身体をエプロンで覆った。と、同時にケルルの顔が箱のフチの向こうに現れる。にへっと笑った騎士は、エリノアに向かって「ごめんな」と可愛く言った。






「え？　なん──ぅっ!?」






　いったいなんのことですか？　と、エリノアが問う前に。ケルルたちは箱の中へ大量の布を投入。






「ちょ、」






　頭からバサバサとかぶせられる白布にエリノアが埋もれていく。清潔そうな太陽の香りを鼻に感じながら──エリノアは奇声を上げた。









「き、騎士ぃぃいいいっ！」

「いやさ、もうブレア様のお住まいは出たんだけどさ、外にも追手（※王妃の侍女）が見張っているみたいだから、一応な、一応」

「い、一応って、せ、せまっ」

「覗かれたらまずいからな、それ被っとけ、じゃ、また後でな」

「……！　……ちょ……まっ……」






　──そして、頭上のフタはまた閉じられた。

　再び暗くなった箱の中で、エリノアのエプロンとスカートの間に隠れていたグレンは「ぷはっ」と、息を吐きながら、そこから這い出して。おや？　と、エリノアを見上げる。






「？　……大丈夫ですか、姉上？」






　頭に白い大判の布──どうやらシーツ──を、かぶったまま何故か沈黙し、身動きしないエリノアに、グレンが問う。と、黙りこくっていたエリノアが、ボソリとつぶやいた。

　……顔が……怖い……。






「……この、シーツ……」

「え？」

「……さっき…………私がアイロンかけたやつだわ……」

「……、……、……あぁ……」






　……すでにそれはグチャグチャだ。

　エリノアは、静かに怒りに燃えるのだった……。

















12　王子、仕事してください　byトマス・ケルル












「これでよし……」






　箱の中に布を投入したケルルたちは、エリノア入りの木箱を担ぎ直し再び歩きはじめた。

　一番先頭でケルルが見張り役を務め、ザックともう一人の騎士が木箱を抱えて歩くという陣形。他の騎士たちは、あまり大勢で動いても目立つということで……状況を見に、王宮内に散って行った。

　彼らは一旦王宮を出て、外から建物沿いにハリエットの待つ客間を目指している。

　王宮外の、綺麗に刈りこまれた低木に身を隠しながら……見張り役のケルルが心配そうにつぶやく。






「……王妃様の侍女たちは追ってきてねぇな？」

「おい急ごうぜ、下手したら王妃様の命令で衛兵たちも敵に回っちまう……」






　敵……とは大袈裟な言い方だが、王妃の命令一つで衛兵たちが動くのは事実だった。……たとえその目的が、息子の婚約者でもないエリノアに、ウェディングドレスを仕立てたいという無茶な願望でも。






「……王妃様は時々アレだな？　すごいな？」

「やめとけトマス。下手なこと言うな。本気でやばいから」






　それより大事になる前に先を急ごうとザック。

　とにかく要は、無事ハリエットの元にエリノアを届け、ブレアが王妃をなだめるまで、その手の者たちから守っていれば良いわけだ。

　と、もう一人、木箱の片側を支えていた騎士が苦笑する。






「だけどよ、ブレア様の侍女たちがエントランスで騒いでるせいか、王妃様の侍女連中も、すっかり嬢ちゃんがブレア様のお住まいにいると思いこんでるみたいだな」






　おかげで追っ手が減って助かると彼は言う。

　確かにその通りだった。廊下や回廊でちらほらと見かけた王妃の侍女たちは、彼らに見向きもせずにブレアの住まいのほうへ急いで行った。この調子なら、案外楽に客間まで辿り着けそうだと言う仲間に、しかしケルルは辺りを警戒しながら真面目くさった顔で言う。






「だがそれも時間の問題だぞ……気がつかれたら一気にこっちがやばくなる。面倒なことにならないうちに、さっさとハリエット様のところに行こうぜ。ブレア様のためなら王妃様でも敵に回しても悔いはないが……やっぱり怖いしな……」

「確かに。了解」

「それになぁ……嬢も窮屈だろうしな……」

「……だな」






　騎士たち三人はチラリ……と、自分たちが抱えた木箱を見る。

　……一応、箱の中のエリノアに窮屈な思いをさせているという意識はちゃんとあったらしい……。






　さて、そうして建物沿いに進んだケルルたちは、うまく死角を縫うように進み、中庭を突っ切った。

　中庭では庭師が数人作業をしているが、建物と生垣の間は死角になっていて彼らに気がついた様子はない。






「……よし、もう少しだ。もうこれだけ離れれば王妃様の侍女たちもいねえだろ」






　ホッと胸を撫で下ろすケルルに、ザックが言う。






「お、じゃあそろそろ嬢ちゃんを外に出すか？」






　しかしケルルが渋る。






「いや待て。お前王妃様を侮るなよ。王妃様がここ一番でお力を発揮するのが、ブレア様の婚姻関係なんだ。万が一ってこともあるだろ、まだ入れといたほうが安全だ」

「……だけどよ……」






　ケルルの反対に、ザックがやや神妙な顔つきで木箱を見る。






「どうした？」

「いや……なんか……さっきから嬢ちゃんが妙に静かじゃねぇか……？」

「え……？」

「そういえばそうだな……おーい嬢ちゃん？　大丈夫か？」






　騎士が木箱をコンコンと軽く打つ。……が、返事はない。もしかして……と騎士。






「……乗り物（？）……酔い、とか？」

「「……」」






　三人は顔を見合わせた。彼らには……自分たちがかなりアグレッシブに走り回ってきた自覚があった。箱の中はたいそう揺れたに違いない。

　やばいとケルル。






「すまん！」

「大丈夫か!?」

「吐きそうなのか!?」






　ザックともう一人は、慌てて木箱を地面に置いた。ケルルもうろたえた様子で手伝って、三人は大急ぎでフタを持ち上げようと──……

　した、のだが……。






「──……おい」

「「「！」」」






　不審げな声に、騎士たちの動きがハタっと止まる。

　彼らが手にした木のフタが、少しだけ持ち上がったか否か……という瞬間のことだった。

　──途端、驚いた彼らの重そうな身体が、ガバッと跳んで──。

　騎士たちは、とっさに庇うように木箱に飛びつき。ケルルは何故か木箱の上で寝そべり、誤魔化すようにピロピロ陽気に口笛を吹いている。……のはともかくとして。

　他の二人が慌てて声がしたほうを振り仰ぐ。と──唖然とした彼らの視界に、少しくすみがかった金色の頭髪が飛びこんできた。






「っう……」






　その顔を見て、騎士たちが、げっという顔をする。






「何をしている」

「──ク、クラウス様……」






　彼らのいる場所の上。見上げる場所にある王宮の窓に、金の髪の──第三王子クラウスの姿があった。クラウスは窓を開き、冷たい視線を騎士たちに落としている。






「先ほどからコソコソと……答えろ、貴様らそこで何をやっている」






　クラウスの疑り深そうな目に、騎士たちは、うっと息を吞む。とても口笛などでは誤魔化せないと悟った（※そもそも無理）か。ケルルも大人しく箱から降りて、仲間と共に箱の前に立つ。

　よりによって──何故今ここに──と、心の中で呻きながら──しかし、それでも騎士たちは、表面上で平静を装い、王子に向かって敬礼する。






「殿下！」

「ご機嫌麗しゅう殿下！　はて──？　コソコソ？」

「いったいなんのことですかな？　ハハハハハ！」






　笑って誤魔化そうとする三人に、クラウスは気難しそうに顔を歪めた。






「チッ……ブレアの配下か、目障りな……おい、羽虫ども、それはなんだ？」

「え？　それ？　それとは……？」






　ケルルがキョトキョト瞳を瞬いて。精一杯誤魔化しを試みている。が──それが通じる相手でもない。

　クラウスは目を合わせようとしない騎士たちを冷酷な目で睨みつけると、箱を指差した。威圧するような声が三人に降り注ぐ。






「開けろ」

「え……？　えー……と……」

「さっさと開けて中を見せろ。まさか何か盗みでも働いているのか？」

「ま──さか、そんな、うふ」






　疑いの眼差しを向けるクラウスから、騎士たちは、すすっ……と、不自然に目を逸らす。






「その、これは──ただの騎士団の備品ですよ？　殿下のお目にかけるようなものでは──ははは」

「だったら開けろ」

「「「…………」」」






　眉を吊り上げたクラウスの顔には、さらさら引く気がなさそうで。騎士たちは黙りこんで顔を見合わせた。視線だけで、「どうする？」と、トマスが言う。






（よりによってクラウス様か……）

（まずいな……）

（嬢ちゃんが吐きそうな時に……）






　勝手に乗り物（騎士）酔いで吐きそうだということにされるエリノア。

　しかしそういえばと、ケルル。そういえば……この辺りはクラウスの住まいに近かったなぁ……と……。

　……いや、そんな場所で油断するなよと言いたくもなるのだが──しかし。

　勤勉なる主人ブレアを持つ彼らは、主人と同じ王子たる立場の人間が、国が慌ただしいこの渦中に、こんな昼間に王宮にいるなどとは思ってもみなかったのだ。

　早朝から宮廷で働き詰めのブレア同様、クラウスも当然執務室のある宮廷側にいるものだと──思いこんでいたケルルらは思った。






（クラウス様……仕事しろ……）

（本当だよまったく……！）

（ブレア様はあんなに頑張っておられるのに……）






　騎士たちは猛烈にイラッとした。

　クラウスの背後には、侍従と共にいつも通り取り巻きたちの姿も見える。開いた窓からそこはかとなく香ってくるワインの匂いが腹立たしい……なんでこんな奴の命令聞かなきゃなんねーんだよ……！　と、思った彼らの心情は、まあ……今は置いておくとして。






　クラウスに開けろと命じられた箱の中には、エリノアがいる。

　彼らは、王妃の侍女たち、ウェディングドレス採寸隊から逃れようとしているだけで、別にクラウスにそれが見つかったとてなんら後ろ暗いところはない。が……そこにうまく因縁をつけるのがこの第三王子クラウスという王子である。

　騎士による侍女拐かし──誘拐──まあ、それくらいならば事実無根と言い張って貫くが、そこにブレアを巻きこまれるとことである。それだけは避けたいというのが騎士たちの共通する思いだった。

　それに……と、見交わした騎士たちの視線は言っている。

　単純に、この高慢な王子にエリノアを出くわせさせるのは気が引けた。箱の中身が仲のよくない兄の想い人だと知れば……彼は必ず喰らいついてくるだろう。






（クラウス様はしつけーし……嫌な思い──絶対させちまうよな？）

（……だなぁ）

（クラウス様は──まあ吐きそうな時に見たいお顔じゃねぇよなぁ……）






　勝手にエリノアが吐く間際と決めつけているケルルたちは、箱を開けずにどうこの場を切り抜けるかを必死で考えた。

　もちろん彼らには、クラウスの命令を拒む権利はない。拒めば処罰の対象となるだろう。

　しかしそれでも何か方法がないかと、ケルルたちが思考を巡らせていると──。






　そんな彼らの様子を見たクラウスは、騎士たちが開けたがらない箱の中身が、余程自分には見せたくないもののようだと察したらしかった。それはつまり、兄ブレアに関する何かではないのか。






「おもしろい……おい」






　彼が顎をしゃくると、それに応じ、廊下の隅で控えていた侍従たちが、ぞろぞろと外に出て行った。その者たちは、ケルルたちを囲んで円になる。






「お……な、なんだよお前らっ」

「殿下の御命令です。箱を開けてください。中をあらためます」

「おい！　勝手なことすんな！　これは俺らんとこの──クラウス様！」






　ケルルは抗議するが──クラウスは嘲笑うような顔で階下を見下ろし、そこで兄の騎士たちが慌てている様子を見て楽しんでいるようだった。その侍従たちが箱を奪おうと、乱暴に箱のフタに手を掛けたのを見て──ケルルが──吼える。






「く……野郎ども！　こうなったらしょうがねぇ──逃げるぞ！」






　その号令に──騎士たちの目の色が変わった。次の一瞬、ケルルの身体が下に沈みこんだかと思うと──ケルルは、彼の一番傍にいた侍従に足払いを掛けて転倒させる。そのまま髭の騎士は、今度は素早く別の侍従に当て身を喰らわせた。






「！」






　まさか王子の命令に逆らい、抵抗されるとは思っていなかったのだろう。侍従たちはあっけなく転び、それを見たクラウスが怒鳴る。






「おい！　逆らうのか!?」

「申し訳ありませんー！」






　と、口ではのんきに謝りつつ、ケルルは三人目の侍従に体当たり。彼が道を開くと、ザックたちが間髪入れずに木箱を担ぎ上げ、侍従の包囲を駆け抜けて行く。






「逃すな！」






　厳しい叱咤にクラウスの侍従たちが慌てて騎士たちに喰らいつく。──侍従たちも必死だ。ここでケルルたちを逃せば、のちにどんな叱責を受けるか分からない。






「ぅ、お!?」






　腰にまとわりつかれた騎士がバランスを崩すと、大きく木箱が揺れて。






「！」






　落ちそうになった箱を、仲間に代わり、ケルルが落下寸前で受け止める。侍従に足止めされた騎士は、そのまま逆に侍従の後ろ首をつかんで地面に押しつけた。その目がケルルらに先に行けと訴える。言外に、それを理解したケルルたちは、木箱を担いで地を蹴った。






「お許しくださいクラウス様！　俺たちこれから厠かわやに行かねば！（※エリノアを吐かせに）」

「貴様ら！　衛兵！」






　逃げていきそうなケルルを見て、クラウスが歪んだ顔で怒鳴り、衛兵を呼び寄せる。

　すると侍従を振り切ろうとしていたケルルたちの前方から、騒ぎを聞きつけた衛兵たちが姿を現した。前方を衛兵に、後方をクラウスの侍従に阻まれたケルルたちは、行く手を失って急停止する。






「やべっ、ついに衛兵まで敵に回しちまったか……」

「あーあー……結局大事になっちまった……」






　げっそりと衛兵たちを見るザック。さすがにこうなってくると多勢に無勢である。彼らの慌てた様子を見て、クラウスは勝ち誇った顔で鼻を鳴らした。取り巻きたちはクラウスを称え、まるで何かの見せ物でも見物しているかのように囃し立てて騒いでいる。






「……無様だな。私から逃げられるとでも？」

「……ク、クラウス様……勘弁してください！　これ……本当にこんな大騒ぎするようなものではないんですよ……！」






　衛兵と侍従たちににじり寄られたケルルが困り果てた顔で訴える。

　だが、クラウスは獲物をいたぶるように笑いながら、問答無用とそれを切り捨てた。






「さっさとしろ。荷を奪え」

「は！」

「おいやめろって！　ゆらっ、すな！」

「クラウス様！」






　数人がかりで羽交い締めにされたケルルは、それでも根性で木箱にしがみついていたが……そこに衛兵も加わると、もう打つ手はなかった。仲間二人も同じように左右から腕をとられ、首を腕で押さえられている。抵抗すると、しまいには衛兵たちが腰の剣に手を掛けて。

　数人の衛兵がスラリ──と、鞘から白刃を覗かせた。






「！」






　その輝きに、ケルルたちの目がのどかさを失った。騎士たちは、普段ののんきさからは想像もつかないような剣呑な顔つきとなり、己らに剣を向けようとする衛兵たちを睨む。拳だけならまだしも、剣を向けるならそこには命がかかる。場はピンッと張り詰めて。衛兵たちがジリっと身構え、騎士たちに剣の切っ先を向けようと──。






　……が──その時だった……。






「──ちょっとっっ！　騎士様方!!」

「!?」






　衛兵の抜刀に騎士たちが殺気立った瞬間のこと。

　場に──ビシャリと厳しい声が響く。

　鋭い声は、男たちの怒号と嘲笑を切り捨てるように強かった。名指しされた騎士たちも、衛兵も。そしてクラウスたちまでもが思わずギョッと動きを止めた。






「な、なんだ……？」






　外にいる者たちは呆然と振り返り、窓の中にいた者たちは、恐る恐る頭を窓の外へ出して声がしたほうを窺った。

　すると、そこには──ホウキを逆さに持って、仁王立ちしている一人の侍女。

　表情は怒りに満ちている。にじみ出る覇気はただの娘にしては異様。いや──その異様さは、彼女の背後からジワジワと湧く、黒い煙のせいでもある。

　それは地面沿いに這い伸びて。呆然と彼女を見ている男たちのほうへゆっくりと蛇のように忍び寄ってくる。煙に触れてしまった者たちは、その冷たく刺すような冷気に驚いて、あたふたとその場を跳び退いた。気のせいか──黒い煙の奥に、怪しく光る一対の獣の目のようなものが見える気がして……数人の男たちは慌てて目元を擦っている。






　──そうして場に動揺が走る中……。

　揃ってポカンと口を開けている者たちがあった。──ケルルたちだ。






「ぁ……れぇ……？」

「……え？　なんで？」






　その姿を認識した騎士たちは、死守しようとしていた木箱を呆然と指差し──その指が、娘との間で彷徨った。衛兵たちに向けていた重い凄みはすっかりきれいに消えていた。






　──確かに、そこに詰めこんだ……ハズなのに。






　そんな彼らの戸惑いをよそに。娘は悪鬼のような顔でゴンッとホウキの柄で床を打つ。その音は何故か異様に轟いた。

　娘は、もう一度、きぃ……しぃさぁまぁぁぁっ!!　と、力一杯呻くように言って。──その瞬間、近くの空でバチバチッと激しく弾けるような稲妻が走った。






「わたくしめが、アイロンかけたシーツ！　返してください!!」

「ヒッ」






　娘が怒鳴るのを見計らったようなタイミングで──激しい音が、一同の耳を打った。

　特大の落雷と共に上がった怒声に──ケルルたちだけでなく、クラウスも、侍従も衛兵も。皆が身をすくめている。

















13　王妃の上級サテン生地












「母上……」






　呆れのにじむ声がする。と、その声に呼ばれた人物は、長椅子に座ったまま、あら、と顔を上げる。






「ブレア、来たのね」






　嬉しそうな王妃は息子を呼び寄せようとして……己の両手が塞がっていたことに気が付いた。彼女は再び、あら、という顔をして、コロコロと笑う。

　しかし彼女の次男は──そんな母の両手を塞ぐものを見て、赤い顔で呻いていた。

　王妃の腕に広げられている――美しい純白の布。

　しかしこちらはシーツなどではない。厚手で上品な光沢のある真っ白なドレスサテン──それがどういう意図でここに持ちこまれたのかを理解しているブレアは、途端に激しいめまいに襲われる。

　一級品らしいドレス用の布地たち。それは王妃が手にしている以外にも、所狭しと部屋に運びこまれていて。サテンに、レースに、見本らしいいくつものドレス、何枚ものデザイン画、飾り用のビジューなどなど……。

　さらにそれらを持ちこんでくる王室御用達の仕立て屋や侍女が右往左往して。王妃の部屋は大変な騒ぎだった。






　そんな──ドレス製作に関するあらゆるものが持ちこまれ、フルで乙女チックと化した王妃の部屋の中央。ローテーブルに厳選したらしいドレス用生地を並べて、にこやかに王妃と語り合っているのは──母をなだめることを頼んだはずの兄、王太子リステアード。二人は実に楽しげに、ドレスのデザインについて──揉めている。






「あらいやだ、王太子ったら。うふふ、エリノアさんには、こっちのサテンのほうが似合うわよ」

「いえいえ母上、そちらは少し光沢が強すぎませんか？　こちらの少し柔らかい白のほうが……」

「何を言ってるの、誰よりも輝かねばならぬ時に着るものだもの。これくらい当然──」

「いえしかしですね……派手すぎるとエリノア嬢の愛らしさがですね──」

「でも──」

「いえいえ──」






「…………」






　二人のウェディングドレス談義は、延々続きそうである。ブレアは呆れ果てて言葉もない。味方だったはずの兄は、この空間に馴染みまくっている。






「…………兄上……」






　げっそりした顔で呼ばれた王太子は苦笑する。






「おや、すまないブレア。つい楽しくてね……母上と、エリノア嬢にどんなドレスが似合うか考えていると止まらなくなってしまった」

「そうよね、すっごく楽しいわよね」

「…………」






　うふふふ……と、品よく微笑み合う親子のまわりにはウキウキと花が舞っている。






「ほら、ご覧なさいよブレア、いい生地でしょう？　エリノア嬢は華奢だから、やっぱり可愛らしいデザインがいいと思うのよね。仕立て屋もお針子も選り抜きの者を手配するわね」






　と、表情を輝かせる母を──ブレアは食い気味に「結構です」と切り捨てた。






「それよりも母上……！　今すぐ宮内に散っている母上の侍女たちを呼び戻してください！」






　ブレアは厳しい口調で言ったが、王妃はのんびりと応じる。ブレアの切って捨てるような物言いにも気にする様子は微塵もない。






「侍女たち？　ああ……エリノア嬢の採寸に行った者たちのこと？」

「母上、彼女の迷惑になるようなことはお控えください。このようなものを王妃に突きつけられては……彼女が萎縮してしまいます」

「あら……迷惑かしら？」

「迷惑でしょう」






　キョトンと首を傾げる王妃に、ブレアは言い切る。その必死な顔に、兄が笑う。






「まあ確かに、いきなりウェディングドレスは……ちょっとなかったかも知れませんねぇ、ふふ」

「そう思っておられるなら母上を止めてください兄上！」

「ごめんごめん、ふふ」






　苦笑する長兄の横で、王妃が不満そうに口を尖らせた。






「だって……昨日市場で、あなたとエリノア嬢が、かなり親密そうだったって、報告が来たのよ？　トマス・ケルルが『もういつ結婚してもおかしくない！』って断言したわ」






　…………トマス……ッ!!






　母の言葉に、ブレアは心の中で思い切り叫んだ。赤い顔で拳を握って苦悶の表情を浮かべる息子に、王妃はそれにと続ける。






「それにほら、こんな時でしょう？　話が決まったらすぐにでも式をしないと。何かあって時期が伸びてしまう……なんて不測の事態もありうるでしょう？　だから先んじてなんでも用意しておいたほうがいいかしらって。でも、リステアードが止めるから、新居を建てるのは延期にしたのよ。だからせめてドレスとスケジュールを押さえるくらいはしておきたくて。国王陛下にも式の日程を女神神殿と相談するようにって──」

「母上！」






　楽しそうに言う母に、ブレアがついに特大の雷を落とした。









「…………だって……」






　息子にひどく叱られた王妃は、いかにも不平のありそうな顔でムスッとして。ブレアに命じられ、そそくさと帰っていく仕立て屋たちを名残惜しげに見つめている。






「だって！　お前がいつまでも妃候補を決めないから悪いのではなくて!?　私が側室妃ビクトリアに毎度毎度どれだけ嘲笑われているか知らないでしょう！　まったく！　この朴念仁ぼくねんじん！」






　王妃は憤慨して手に持っていた美麗な扇をブレアに力一杯放ったが、それは〝朴念仁〟の息子に無言のままにスッと受け止められる。ブレアはそのまま何食わぬ顔で扇を傍に控えていた侍女に渡し、息子の無駄のない動きを見た王妃は、余計恨めしそうに歯噛みした。






「そのような身のこなしだけ上手くなって！　この鉄仮面！　ばか！　私のドレスサテン～……」

「まあまあ母上」






　王太子が王妃をなだめているが、王妃は身体を震わせて憤っている。






「私がこの子のことを、いったい何年気を揉んでいると思ってるの？　本当に……息子というものは、夜も眠れない母の気持ちをちっとも理解しないんだから！」

「そんなに心配なさらずとも……順調に仲良くしているようではありませんか。何をそんなに案じておられるのですか？」






　母に向けられた兄の問いに、ブレアが険しい顔で密かに奥歯を噛み締めている。──怒っているのではない。どうやら『順調に仲良く』という言葉が恥ずかしかったらしい……。

　そんな次男の様子をよそに、王妃は両手を握りしめて嘆いている。






「気になることは山とあるのよ！　エリノア嬢はブレアのことを好いていてくれているのかしら？　それはどのくらい？　まさか自国の王子を相手に弄んでいるなんてことはないでしょうけど……でもブレアは女性相手に慣れているとは言い難いから、ちょっとロマンスを楽しむにはいいけど、伴侶には向かないとか思われていたらどうしたらいいの？　仕事の鬼だから、結婚後が寂しそうだから嫌だとか思われていたら？　私がいくらでも構ってあげると今すぐ伝えに行きたいわ！　でも……ブレアは私が彼女に会いに行くのは断固として止めるし……！」






　と、打ち震えるように訴える母に、王太子が笑う。






「ははは、つまり……そろそろ母上は我慢の限界なのですね」

「そうよ！」

「…………」（※ブレア。呆れ）






　王妃の猛りは止まらない。要は、余計なことは控えてくれと、息子に言われ続けて来たために、痺れを切らしてしまったということらしかった。

　彼女は、呆れと羞恥の狭間で頭痛を堪えるような顔をしている次男を振り返り、悲壮な顔でにじり寄る。






「ねえブレア、心配なのよ……」

「は、母上？」

「ちゃんと努力はしているの？　市場での逢瀬の件は聞いたけど……あなた絶対愛情表現が苦手なタイプでしょう!?　どうなの!?　毎日ちゃんと王宮で顔は合わせている？　忙しいとか言って贈り物もろくにしていないんじゃない!?　毎日ちゃんと言葉にして愛を乞うてるの!?」

「あっ!?」






　随分とハードルを上げてきた母の言葉に、ブレアが、愛!?　と、真っ赤になって目を剥いた。言えているわけがないし、母の異様な圧に、ブレアはまったくついて行けてもいない。

　慣れない話題を怒涛のように押し付けられて、ゴリゴリ気力を削られているらしい。羞恥と胃痛のせめぎ合いでブレアが血の気の引いた顔をしている。






「ま、毎日……愛を、こ、乞う……？」






　ブレアは助けを求めるように兄を見た。が……残念なことに、ハリエットに呼吸をするかの如く愛を囁くことに慣れきっている兄リステアードでは、ブレアの心痛を分かってやれなかった。






「？　ブレア？」






　どうしたの？　と、キョトンと美形な顔を傾けて不思議そうな、恋愛上級者王太子。






「私もきちんと言葉にしたほうがいいと思うよ？」と、笑顔でこともなげに言われ──ブレアには……兄の姿が光り輝いているように見えた……。

　そして思い知った。恋愛という部門において、兄と自分とでは、まったく別の人種であるということを……。ブレアの気性でそれができれば苦労はしない。






「ぐ……」






　ブレアは苦悩して……ジリジリした顔で自分を睨んでくる母と、柔和な顔で不思議そうな兄に……辛うじて……言った。






「あの……何度も申し上げますが……本当に……そのような段階ではないのです……」

「ではどの段階なのよ」






　すぐさま、言ってご覧なさいと母に返されて、ブレアが怯む。






「ど、どの……？」






　そんなことを言われても。ブレアは未だエリノアには想いも打ち明けることはできていない。

　共に過ごすことは何度かあった。だが、核心に触れるようなことは何も言えていない気がする。






「世間的な言葉で言えば……」

「言えば？」

「か──……片思いと……いう、ものでは、ないか、と……」






　いい歳をして、何故こんなことを母親に打ち明けねばならぬのだと思いつつ──辛うじてそう声を絞り出す。と……。






「片、思い……？」






　その言葉に、王妃はとても落胆した表情をした。──しかし反対に、兄リステアードは、ほわわっ……と目尻を下げて妙に嬉しそうだ。どうやら王太子は弟が恥じらっているのが可愛くて仕方がないらしい。可愛すぎて、同時にセットでエリノアまで愛しく感じてしまう兄リステアードは──菩薩のような微笑を浮かべてブレアを見ている。






　……だがしかし。彼が微笑ましそうにウキウキしている横で、王妃はガックリ肩を落として項垂れている。






「片思い……なんだか先が長そうな響きね……いえ……でも……そんなことは、ないはずよ！」






　だってケルルの報告では、二人はもう結婚秒読みだと言っていたもの！　と、王妃。あの脳内お花畑の騎士の言うことを鵜呑みにするのはどうかと思うが、気を持ち直した王妃（強い）は「いいわ！」と、拳を握る。






「この朴念仁に乙女エリノアの気持ちなんか汲み取れるわけがないもの。そうよ！　きっとエリノア嬢だって……！　ウェディングドレスはまた今度よリステアード！　今から母はエリノア嬢に本心を聞きに行って来ます！」

「は!?」






　高らかに猛々しい母に──ブレアがギョッとする。






「や──やめてください！」

「いやよ！　お前に任せておいたら百年先まで待たされてしまうわ！」

「は、母上！」






　ドレスの裾をつかみ、今にも走り出しそうな王妃を、ブレアは慌てて制止する。






　……もしかしたら。

　側室妃より、クラウスより。誰より厄介なのは……このお人かもしれなかった。

　……少なくとも、ブレアにとっては。間違いない。

















14　グレンのお手伝いという名の悪ふざけ












　──久々だと。黒猫が悪ノリをしている。

　己が生み出した黒い霧の中に身を潜ませながら──唖然と立ち尽くしている男たちをグレンはせせら笑う。

　ここのところ、ずっと人の街で大人しくすることを課せられていた。黒猫は、久しぶりにエリノア以外の人間を驚かすことができて、愉快でならなかった。

　空に稲光を走らせれば男たちは身をすくめ、地に黒煙を這わせればギョッとする。

　それを笑い転げる黒猫が、いったい何をしているのかといえば……クラウスに絡まれている騎士を救出したいと言うエリノアの手伝いだった。

　箱に詰めこまれてここまで来た彼女は、シーツを台無しにされたことも、騎士らのガサツなやり口にも心底カチンと来ている。……が、かと言って、箱詰めのエリノアをクラウスの手から守ろうとした彼らを放っておくこともできなかったらしい。

　必死な顔でグレンに『手伝って！』と頼ってくるもので……最近、妹たちばかりがエリノアに可愛がられていて不満だった黒猫は、まんざらでもない。すっかり気をよくしたグレンは、上機嫌でどんどん黒煙を生んでいく。

　……が、しかし……実はエリノアがグレンに頼んだのは、転送術による箱からの脱出だけだったりする。

　クラウスに対する不安と、騎士たちに対する激怒で、注意力が著しく低下していたエリノアは、魔物の悪ノリに気がついていない。グレンが煙の中で尾をくねらせながら笑う。






（あはは、私が思いっきり盛り上げてあげますからね♪）






　ニヤニヤと悪そうな顔をする魔物だが……しかしグレンにも、一応考えというものがあった。

　エリノアは、なんとか事態を誤魔化してクラウスから逃げるつもりのようだが……グレンの見た限りでは、あの第三王子は、そう簡単に口先だけで煙にまけるほど容易そうには思えない。それで──この雷と黒煙のエフェクトである。多少脅かしてやったほうがいい。迫力重視、見た目を派手にしてビビらせてやろうと、グレン。






（だってそのほうが逃げやすいでしょ。うーん……いっそのこと、瘴気の濃度を上げてやろっかな……）






　そのほうが色々派手でいい。

　彼の身体から生まれる黒煙は、ごく薄い瘴気だった。しかし濃度によっては、触れた人間は魔障に冒され下手をすれば命を落とす。

　だが、グレンにとっては人間の王国などどうでもいい話。騎士が死のうが、王子が一人くらい死のうが関係ないのだ。むしろ王子が瀕死にでもなれば、連中も騎士やエリノアたちを構っているどころではなくなるだろう。

　それにと、グレン。もし大騒ぎになって王城がカラになれば、ブラッドリーに献上できるなぁなどと、邪な考えが浮かんでくる。






（…………えへ）






　エリノアの背後でグレンはニンマリと口の端を持ち上げて。その背が、猫が怒る時のように山なりになったかと思うと──そこから墨を流したような黒煙が噴き出した。それはグレンの背の左右に翼のように広がって……。

　煙の中に、黒い獣の影が蠢く様子を目撃した者たちが悲鳴を上げた。彼らは、あれはいったいなんだとざわつきはじめたが──自分たちの足元へ迫り来る瘴気の危機には気がついていない。

　地を毒し、人に魔障を与えて死に至らしめる毒霧は、地を這うようにして、ゆっくりと人々に向かって行った。

　それをしめしめと窺いながら、悦に入るグレン。調子に乗った黒猫は、身体からどんどん瘴気を生んで行く。

　忍び寄る瘴気は、じわりじわりと、蝕む対象を目指し──……。






　だが、その時だった。

　グレンの標的たちの前で、仁王立ちして騎士らを睨んでいたエリノアの、その足元を煙が緩やかに通過して行こうとした──……その刹那。

　瘴気の流れを視線で追っていたグレンはギョッと目を剥いた。






（……あれっ!?）






　大きく開けられた青い瞳に、エリノアの足元で輝く何かが映った。輝きはごく小さな白い火花のようだった。それは黒煙の中で、小さくも、眩く光る。輝きは連鎖することで次第に大きくなって、いつの間にか──瘴気が──薄くなっていた。






（…………）






　魔物は、黒煙の中で、しばし光に瘴気が消し飛ばされていく様子をぽかんと眺めていた。グレンの身体からは、今なお瘴気が生まれ続けているが、エリノアの傍へそれが近づくと……浄化され、それ以上向こうには進んでいかないのだ。──……グレンは、気がついた。

　遠くの木の上に、聖剣が佇んでいる。

　緑葉の陰にひっそりと立ったテオティルは、エリノアをじっと見ていたが……グレンが己を見ていることに気がつくと、にっこりと美しく微笑して見せる。






（…………チッ）






　途端グレンの口が舌打ちし……だが、次いで──同じ口から、プッと噴き出すような笑いが飛び出した。






（あーあー……）






　なるほどなるほど、こうなるのかと……青い瞳が諦めをにじませつつ見上げるのは、一つの背中。

　遠巻きに聖剣がこちらを見ているが、グレンには分かっていた。聖剣が何かをしているわけではない。しているのは──この、背の持ち主だった。

　普通なら、人が一発で魔障に冒される毒気を含んだ瘴気。その中に──ホウキを手に大股を広げて立つ娘の背。

　相変わらず攻撃力も防御力も低そうな双肩。箱から抜け出して、慌てて走って来たもので、息もぜいぜいと上がっている。

　──だというのに。

　エリノアは、瘴気の中でも平然とそこに立ち、あまつさえそれに一瞥もくれることなく浄化してしまった。






（……あはは）






　ヤな感じ、とつぶやきながら、グレンは苦笑する。

　娘は騎士たちに憤慨しており、己の足元も、空の上のバリバリと天を裂くような稲妻をもそっちのけ。呻くような声で「騎士様！」「シーツ!!」と繰り返している。

　それでも──エリノアの聖の力は、主人の意思とは関係なく、グレンの瘴気を次々と浄化していく。弾けるような音と光を生みながら、綺麗さっぱり、ものの見事に。

　少しだけ、グレンの瞳に警戒の色が浮かんだ。






（あーあ、気がついてなくても浄化しちゃうのか……）






　瘴気がエリノアに効かないことは織りこみ済みの事態だが、気がつかれなければいけると思っていた。浄化までされてしまうのは予想外だ。エリノアの力は、彼女に触れたものだけではなく、彼女から離れた場所を進んでいた瘴気にも及んでいる。






（あれ無意識なのかな、怖っ！　でも……ぜんぜん制御してないというわけでもなさそうだけど……）






　オートなようで、瘴気の中にいるグレンまでは消そうとしてこない辺り、無意識でもかろうじて制御できているような節もある。






（ふぅん……）






　グレンは考える。

　エリノアのせいで瘴気はほとんど浄化されてしまった。もうそれは人間に魔障をつけられる濃度ではない。






（せっかく濃い目にしてみたのに……このまま瘴気を追加してっても無駄になりそうだな……）






　それに、あそこに聖剣が控えているということは、あまりやりすぎると滅するぞという脅しでもあるのだろう。






（ちぇー……）






　心の中でぼやいた黒猫。しっかし派手だなと呆れる。

　エリノアが無意識に瘴気を浄化しているのはいい。が……そのせいで、本人の気がつかないところで彼女の足元は余計派手な追加効果がかかっている。

　禍々しい色の煙の中で、浄化の力が働く時、それは小さいが激しい輝きを伴った。

　それに加え、怒りに呼応するような稲光。足元に流れるくすぶったような色の煙もどんどんエリノアに消されているが、グレンが流し続ける限りは生まれ続ける。

　結果──……周囲から見たエリノアの立ち姿は、はからずして異様。そして……すこぶる物々しい。






　人間たちも、まさか自分たちがそんな娘に守られているとは思わないのだろう。何も知らない人間たちが、驚愕の眼差しでエリノアに慄いているのは愉快極まりなかった。






（いやー……見応えがある……）






　グレンは、さすが姉上と目を細めて笑った。






（ま、効果はなくてもいいか）






　ケロリとした黒猫は、彼女を見ている連中をせいぜい驚かせてやろうと。含み笑いを響かせながら、煙の中を泳ぐように瘴気を撒いていった。もはやエリノアにそれが浄化されようが気にしないことにしたらしい。ハッタリでもいい、人間を驚かせられるなら。

　特に、と、グレン。その獲物を狙うような目が、建物の中から呆然とエリノアを見ているクラウスたちを捉えた。






（ああいうのはビビらせ甲斐があるんだよね……）






　あは！　と、黒猫は弾けるように笑う。






「寿命、二十年分くらい縮めてやろっと♪」

















15　ホウキの制裁












「……騎士様ぁぁぁあああ!!」






　怒号が黒煙を震わせた。ドスの効きまくった女の声に、窓の中で、育ちのいいクラウスたちが衝撃を受けている。唖然とした瞬間──その彼らの傍で、開け放っていた目の前の窓ガラスが一枚弾けるように割れた。






「！」






　その音にクラウスと取り巻きたちが身をすくめる。

　それでも何故か──彼らは窓の外の娘から目を離すことができない。

　怒りに燃えた娘の瞳は、彼らを見ていない。窓の外で衛兵と侍従に取り囲まれて、ぽかんとまぬけな顔で木箱にかじりついている騎士たちを睨んでいるだけだ。……が──雷光に照らされ爛々とした娘の双眸を見ていると。どうしてなのか──己がもっと大きな何かを見上げているような気がして──クラウスは困惑する。

　身体は凍りついたように動かない。それなのに、喉だけがゴクリと生唾を吞みこんで。






「っ……」






　そんな自分に気がついたクラウスは、唖然とした。






　──バカな、この僕が女なんかに……。

　──しかも使用人風情に……。






　まわりで奇怪な現象が起きているとはいえ、立っているのはただの侍女。

　普段、彼はその制服を着た者たちを空気のように見下している。

　使用人は感情を殺し、ただひたすら従順に自分の命じたままに動く。そうでなかったことなどなく──もしそうでなければ、処罰という名の強制力で正される。王族である彼の思うままに。

　それが彼の生来の常識であり、当然のことだった。

　それだけに──クラウスが感じた娘の得体の知れなさは、他の者たちよりも大きかった。クラウスは、額に汗をにじませた。






　と、不意に──その鬼顔の娘が、窓の中にクラウスを見つけた。娘と目が合った瞬間に、クラウスは己の中に、はっきりとした恐れを感じた。思わず足が一歩後退しかけるが……彼がその場から逃げ出す前に──娘の表情が変わった。






「あ、クラウス様」と、言って、娘はペコリと頭を下げる。






「御前をお騒がせして申し訳ありません」

「！」






　あっさりと、唐突に声をかけられたクラウスは、その落差にうろたえた。

　周囲の者たちも息を吞んで。緊張した視線が青年に集まった。






「え、あ……？」






　顔を上げた娘は平然とした表情でクラウスを見つめている。それは、普段見る使用人たちの表情となんら変わりない。が……しかし、その足元からは未だトグロを巻くような黒い煙がもうもうと湧き、パチパチと何かがその中で光っている。

　呆然とするクラウスに、エリノアは、殿下？　と呼び掛ける。






「どうかなさいましたか？」

「ど、どうかなさいましたか、だと……？」






　思わず声が上擦った。






「どうかなさいましたかではない！　貴様……なんだその……」






　クラウスに怯えたように指差され、エリノアは不思議そうな顔をした。『なんだその』と、言われても、ホウキくらいしか持ってないんだけどなと思ったエリノアは、殿下はホウキもご存知ではないのかしらと思いながら答える。






「？　これはホウキですが……あ、掃除道具です。でも今回は騎士様たちの根性を叩き直すべく用意いたしました」

「はあ!?」

「いえ、同じ国王陛下のもとで働く身として、もう少し他部門の仕事にも敬意を持っていただきたいと申しますか……あ、もしや殿下もこの騒々しい騎士様方に何か被害をお受けに？　でしたら、わたくしめが喜んで代わりに制裁をお引き受けしますが……」






　と、娘は手持ちのホウキを強く握り、そのミシッ……と軋む音に、クラウスが身を仰け反らせた。

　口調は丁寧だが……娘の目は笑っていない。その顔からもらされる『制裁』という言葉は、何故か異様におどろおどろしく聞こえた……。

　クラウスはひどく狼狽した顔で、ついにエリノアを怒鳴る。






「……！　お、お前はなんなんだ！」

「え？　わたくしめですか？　……？　……わたくしめは王宮の侍女です」

「あの稲妻はお前か!?」

「え？　何故……？　お天気が悪いのは……わたくしめのせいなどであるはずがないと思うのですが……」






　キョトンと返されて、クラウスが戸惑う。






「で、では、その煙と光は──」






　なんだと、クラウスはエリノアの足元を指差したが──……途端、その顔が愕然とする。






「？　煙？」






　エリノアが不思議そうに振り返った時──そこには何もありはしなかった。

　なんてことない建物の出入り口があるだけの背後を見てから、エリノアは困ったような顔でクラウスを見上げた。王子の顔はどうしてだかとてもこわばっていた。






「？　わたくしめが走って来たせいで……ホコリでも舞っていましたでしょうか？　申し訳ありません、掃除不足ですね」

「………………そ、そんな馬鹿な……」






　先ほどまで、確かにそこにあったはずの黒煙が幻のように消えていて。エリノア以外の誰もが言葉を失い、辺りを忙しなく見回している。絶句して、それきり無言のクラウスが不思議ではあったが……エリノアはひとまず話の続きとばかりに、指先を騎士たちに向けた。






「ええと、それでですね。わたくしめ、そこの騎士様方に仕事を台無しにされまして……こうして荷を取り返すべく追いかけて来たという次第なんです。殿下、申し訳ありませんが、騎士様方をお借りしてもよろしいでしょうか？」

「荷……荷だと……？」

「はい」






　エリノアはこっくり素直に頷いて──それから再びグワッと表情を変えた。






「っ！」






　クラウスに向けていたよそ行きの顔を綺麗に消し去って、エリノアは鬼顔を騎士たちに向けた。その激変に、クラウスがまた身をこわばらせている。

　が、エリノアはそれには気がつかず。ぽかんとした顔のまま、自分とクラウスのやり取りを見ていたケルルたちに向き直った。






「その箱！　わたくしめがせっかくアイロンをかけたシーツ！　どうして勝手に持っていくんですか！」

「あ……」






　指をさされたケルルたちは、やっと我に返って。ああ……と、戸惑った様子で木箱を振り返った。彼らを取り押さえていたクラウスの侍従や衛兵たちは、思わずといったふうに彼らから手を離す。






「──え？　シーツか、あはは？　でも……あれ？」






　エリノアに恨みがましい目で睨まれたケルルたちは首を捻った。彼らはエリノアが箱の外にいることが解せない。

　俺達、確かにこいつを箱に入れたよな……？　と、困惑した顔を見合わせて。

　エリノアの言う〝シーツ〟を、この箱に投入した時だって、確かにそこに娘の姿を確認したはずなのに。

　ケルルがなんで…？　という顔でエリノアに問う。






「嬢ちゃんいつの間に──」

「いつの間にじゃありません！」






　ケルルの問いをピシャリとはねつけて。エリノアはホウキの穂先を騎士らに向けた。






「誤魔化そうったってそうは行きませんよ……私が丹精こめてアイロンかけたっていうのに……ほら、早く箱を開けてください！」

「お、おう……？？？」






　ケルルたちはまったく意味が分からないという顔のまま、箱に手をかける。

　それを見た周囲の者たちが騒めいた。あれだけ開けるのを渋り抵抗していた騎士たちが、やっとそのフタを開けるとあって、周りの視線は一気に箱に注がれた。

　ブレアの配下が、あんなに必死に守ろうとしたものとはいったいなんだったのかと、クラウスたちも、ついエリノアに対する怯えを忘れ、窓から身を乗り出して箱を覗きこんでいる。……が……。






　観衆たちに注目される中、騎士たちに持ち上げられたフタの下から現れたのは──






　乱雑に折り重なり、しわだらけの──数多の白い布。──シーツ。






「「「…………」」」






　──見物人たちの目が一瞬にして点になる。

　──クラウスが、はっ!?　と、ものすごい形相をした。

　──衛兵たちが、え？　こんなもののために俺たちを呼んだのか？　という顔でクラウスをチラ見する。

　──ケルルたちは、箱を開けても尚、そこにエリノアがいないことが納得いかなかったのか……あれ、なんで？　という困惑の顔で箱の中のシーツを腕でかき回し、居るはずのない……というか、もうすでにそこにいるエリノアを探している。

　──そしてそれを見たエリノアは、しわだらけにされたシーツを、さらにかき回しグチャグチャにしていくケルルに壮絶にイラッとしている……。






「…………？　……イリュージョン？」






　ぽかんと言ったケルルのセリフに、エリノアは憮然とした顔のままフイッと視線を逸らした。

　そこへ……呻くような声が響く。






「……シーツ、だと……？」






　眉間にしわを寄せたクラウスが彼らを睨んでいる。その気難しそうな顔に、周囲の者たちが黙りこむ。

　騎士たちの様子から、箱の中身が、己が憎む兄にとってたいそう重要なものではないかと期待したのに……それが……なんてことない、ただの布切れだと分かったクラウスの苛立ちは強かった。怒りを滲ませる王子の青白い顔に、誰もが彼に激しく当たり散らされることを覚悟して身を竦める、が……。

　青年が苛立ちのこもった金切り声を上げる前に、エリノアが恨みのこもった声で嘆く。






「ひ、ひどいぃぃ……っ！」

「……！」






　その声に、エリノアの存在を思い出したクラウスたちが、叱責の声を吞み、うっと身を仰け反らせた。

　エリノアは恨めしそうな顔で騎士たちを睨んでいる。半ベソだ。ホウキを握りしめる手がプルプル震えている。

　──シーツはとてもそのままでは使えそうになかった。洗濯からやり直しである。

　尖った視線が騎士たちに突き刺さる。






「騎士様……？　ちょっと洗濯仕事を軽んじすぎておいでではありませんか……？　この大きさの布を洗濯して、綺麗にアイロンかけるのって大変なんですよ……!?　アイロンって結構重いしすごくあっついんですからね！　それに……これブレア様のシーツなんですよ！　大事なブレア様の……ぁあああ！　こんなに乱雑にして……破けでもしていたらどうしてくれるんですか!?　上等な布なのに！」

「いや、すまん、その……」






　ヘラッと笑うケルルを下から睨み、エリノアはホウキを握りしめた。






「え？　なんだ嬢ちゃん顔が怖……」

「怖くて当たり前です！　ブレア様の安眠妨害行為ですよこれは！　なんという仕打ち！　わたくしめの午前の労働を返せ！」

「!?」






　ホウキを手に、騎士らににじり寄るエリノアを見て、周囲がギョッとする。怒れる娘の背後には、再び黒煙が揺れていた。






「ま、待った待った！　嬢ちゃん、ちょ、さっきからなんだそれ!?　なんの煙……」

「はぁ!?　煙!?　知りませんよ！　適当なこと言って誤魔化そうたってそうは行きませんからね！」

「いや!?　ちがっ──」






　──と。ケルルが慌てて手を振った時。

　エリノアは般若の形相でホウキを大きく振りかぶった。






「我が労働とブレア様のシーツの恨み……!!」






　クラウスらは──






　そのホウキが騎士の硬そうな尻に衝突する様を──呆然と、眺めているのだった……。

















16　ホウキと白刃












　半ベソ顔で、騎士たちを手持ちのホウキで殴るエリノア。よほど怒っているのか、額まで真っ赤にしてキーキー怒った小猿のような有り様の娘。を……ケルルたち騎士は、思わず無言で見入ってしまう。

　三人は考えていた。なんだか不可解な現象が起こった気がしたが……現在のエリノアには普段と違うところは何もない。いつも通りよく動き、表情が元気なエリノアを前に、騎士らは頭に疑問符を浮かべる。

　辺りを漂っていた黒煙も……いつの間にか（エリノアの怒りように見とれているうちに）またどこかへ消えてしまった。

　騎士たちが顔を見合わせる。あるか？　……ない、消えた。……錯覚……？　と、いう無言の会話がそこでなされ、騎士たちは言葉なくエリノアを見下ろす。






「「「…………」」」

「ちょっ……！　どうしてびくともしないんですか!?」






　力一杯叩いているというのに、何故か騎士たちがシン……と、鎮まり返ってしまったもので……今度はエリノアが唖然としている。

　この騎士らは、この非常時にいったい何をのんびりしているのだろう。今は、場は水を打ったように静か（エリノア以外）だが、ここにはいまだ、自分たちを見下ろす窓辺に第三王子がいて、こちらをずっと凝視しているというのに。






（ちょっ、とぉおおおお!?）






　焦る娘。

　エリノアとしては、このままどさくさに紛れ、力づくで騎士らをホウキで追い立てて。羊を追う牧羊犬のごとく、素早く颯爽と王子の前から逃走しようというつもりだった。幸いなことに、何故か放心状態の王子は、こちらを見つめたまま動かない。絶好のチャンスだ、と、思うのに……。






（お、重いぃ！）






　いかんせん、強靭な筋肉に包まれた騎士らは、見た目通り防御力が高く重量もあった。

　小柄なエリノアがいくら武器（ホウキ）を使っているとはいえ、痛くも痒くもなかったらしい彼らは、バシバシとホウキで打たれながらも、ちっとも動く気配を見せない。






（ちょっと騎士様！）

「…………」






　小声で話しかけてみても騎士らは無反応。仕方ない、この時彼らもいくらか動揺していた。何せ箱詰めしたはずの娘が、何故か外にいる。が──当然エリノアが魔物に頼んで魔法で箱から脱出したなんてことは、彼らには分かるはずがない。騎士らは不思議そうに首を捻っている。

　そんな彼らに痺れを切らしたエリノアは、彼らをホウキで追い立てるのを諦めた。ホウキを横に持ち直し、それをケルルの身体に押し当てて足は精一杯踏ん張ってみる。






「（う、重……）騎士様たちの恩知らず！　今あなた方が着ている隊服だってっ、大きな穴が空いていたのをわたくしめが繕ったんですからね！（早く動け！）」






　恨めしそうに訴えると、やっと現実を思い出したのか、騎士らが夢から醒めたような顔をする。






「…………ごめんて」

「そんなに興奮するな、鼻血が出るぞ」

「お菓子いるか？」






　と、ケルルがサッと取り出した菓子は──かじりかけである……。

　エリノアは頭痛を感じた。本当に、なんて察しの悪い騎士たちだろうか。

　今それどころじゃない！　と、憤慨したエリノアが、口を開けて苦情を申し立てようとした瞬間。






「いりませ、にゅっ!?」






　ケルルに無理やりパウンドケーキを口に押しこまれたエリノアが目をまるくする。突然の粉物攻撃に娘が目を白黒させ。そのまま背後にひっくり返りそうな首根っこを──ひょいっと器用に捕まえて、騎士たちは顔を見合わせる。






「……担ぐか？」

「いやもう一回箱……」

「いや、怒られるって（※エリノアに）」






　もう今更な気がするけどなーと、言いながら、ケルルは身をかがめてエリノアを俵担ぎにする。






「!?」






　咳きこむ間に肩に担がれたエリノアは、鬼顔でケルルの背中をバンバン叩いている。






「ムガッ!?　ガー!!」

「あ、シーツ？　だな」






　怒るエリノアは、おそらく「離せ下ろせ！」と言っているのだと思うが……それを「シーツも持ってこい」という意味だと思ったらしいザックが、いそいそと木箱を抱える。

　周囲の侍従や衛兵たちは、まだ唖然としたままエリノアの鬼顔に怯えている。が。

　そのジタバタ騎士の肩の上で暴れている娘の顔を見て──ハッとした者がいた。

　──クラウスだ。

　窓の内側から彼らを唖然と見ていたクラウスは、その憤慨して喉に菓子を詰まらせた娘が、以前──舞踏会で兄のダンスの相手をつとめた娘なのだと、やっと気がついた。






「……トワイン家の……娘か！」






　クラウスが以前エリノアの姿を見た時、彼女は舞踏会用のドレスを着ていた。それが今回は、彼が特に記憶に留めない者たちの服──侍女用の制服を着ていたもので、クラウスにはすぐにエリノアを判別できなかった。彼は使用人の顔など、ほとんど覚えることがない。

　しかし──そうと気がついたクラウスは、すぐさま窓から身を乗り出して、下で娘たちの騒動を呆然と眺めている己の侍従たちを叱咤した。






「おい！　その女を捕らえろ！　ぼけっとするな！」






　クラウスの叱りつける声に、我に返った侍従たちが、反射的にエリノアに向かって行く。が、皆、先ほど起こった、怪異ともいえる出来事への不安が拭い去れないらしい。ケルルら騎士たちを囲んだはいいが……男たちは一瞬エリノアに近づくのを躊躇った。

　それでもクラウスに「何をやっている！」とわめかれると、どうやら王子への恐怖のほうが上回ったらしい。慌ててエリノアたちに向かって行く侍従たちを見て、クラウスがいびつに笑う。

　娘の登場には不可解なところが多かった。が、場に好機を見たクラウスは、ひとまずそれは忘れることにした。この状況であれば、クラウスには娘を捕らえる口実がある。

　娘は王子たる自分の目の前で、騎士たちに乱暴を働いた。理由がなんであれ、それだけでも罪に問うには十分だ。そこにいる騎士がブレアの配下だろうがなんだろうが知ったことではない。

　もしくは逆に、ブレアの騎士たちに連れ去られようとしたところを助けたとでも嘘ぶけばいい。そうなれば、ブレアのもとへ返さない口実もできるわけだ。偽りの目撃者や証言者など、彼には幾らでも用意することができるのだから。

　しかし本当は……クラウスは、エリノアに手を出すのは、もっと時期を見るつもりだった。

　今は彼にとっても大切な時期。そう遠くはない未来、それぞれ国内に堅固な地盤を敷き王座の前に立ち塞がる兄らを追い落とすために、現在水面下では、母ビクトリアと共に着々と計略を推し進めていた。今日のように高官の息子たちを部屋に集めているのも、ただ無為に過ごしているわけではなく、堕落を装いつつも、来るべき日のため、彼らとその父らを抱きこむためのことだった。

　王座を得るためならば、彼はいくらでも金をばら撒くし、こうして分かりやすく富と権力に食らい付いてくるような輩ほど扱いやすいものはなかった。いかに兄らの地盤が盤石に見えても、計画的にじわじわと侵蝕していけば、決して倒せぬ相手ではないとクラウスは考えていた。彼には母の出身国の後ろ盾もあり、そちらとの関係も密にしているし、それに、国を跨ぎ世界に影響力を持つ女神教会内部にも、取引に応じる者をすでに得ている。

　……大事な時なのだ。これらの計略を無駄にしないためにも、努めて慎重でいなければならない。

　──だが──……。それを押してなお、此度思いがけず訪れたこの機会は、次兄の弱点ともいえる存在を支配下に置く絶好のチャンスだった。クラウスもこれには、咄嗟に見過ごすことはないと思った。いずれ来るその時にも、あの次兄が、珍しくも気を許しているというこの女エリノア・トワインを使えれば……大いに役立つだろう。同じく王太子の弱点たる同盟国王女ハリエットとは違い、後ろ盾が将軍家だけという点も気に入った。貧しく弱い立場の者は強欲な者と同じように扱いやすく、攻め入る隙も多いというのがクラウスの認識だ。

　……あの偽物の〝剣〟と同様、切り札は多い方がいい。

　クラウスの見開いた瞳は、狡猾で傲慢な色でエリノアを捉えて、口元には笑みすら浮かんでいた……。












「あっ！」

「！　嬢ちゃん！」






　駆け出そうとしたケルルの身が後ろに引かれる。ケルルが振り返ると、追って来た侍従たちが、彼の肩の上のエリノアを両側からつかんでいた。腕と服をつかんで肩から引きずり下ろそうとする男たちに、ケルルが怒鳴る。






「ちょ、おい離せ！　セ、セクハラだぞ！」






　お前が言うな！　とエリノアは思い切り思った。か、どうかは、今は置いておくとして……。

　ケルルは必死で、もぎ取られそうなエリノアの腰をつかんで抵抗。

　しかしクラウスの侍従たちもエリノアの両腕をつかんで離さない。






「!?　ぅ、い、ったたたた……！」






　腰と腕を前後から引っ張られたエリノアはたまったものではない。

　その顔が苦痛に歪み、苦悶の声が漏れ出ると、ケルルが焦る。騎士は離すべきか迷ったようだが──しかし離せばエリノアがクラウスに連れて行かれてしまう。それは物凄く嫌な予感がした。だが、仲間二人は他の侍従を相手にしていて手を借りられる状態ではない。






「あ、あわわ……こ、こういう時本当の親は手を離すのか!?　離すのが正解か!?」

「あ、あなた私の親じゃ……い、ぃたたたたっ！　ちょっと！　腕、もげますったら！」






　うろたえるケルルには突っこみ、侍従には威嚇を向けるエリノア。遠慮なしで腕を引いてくる侍従たちを睨む。ものすごく痛くて、腹が立って──。






　その時──。






　気合でなんとか握りしめていたエリノアのホウキが、うっすらと白みはじめた……。

　同時にエリノアの手の甲の女神の印も同種の光をにじませる。

　光は次第に強くなって行くが──エリノア本人も、ケルルも、必死すぎてそれどころではない。娘を逃せばクラウスに罰を与えられる侍従たちも同様だ。

　しかし──エリノアの手の中で、何ものかがひっそりとホウキと入れ替わろうとしている。

　──その様子を、傍の木の上で眺めていたグレンが顔を歪めて後退る。






「ぅえ、聖剣のやつ……」






　エリノアが放つ聖の気が次第に強くなり、グレンはそれ以上前へ出ることができなかった。黒猫は呻く。






「こんなところでお前が出しゃばったら、姉上が勇者だってバレるだろうが……あのクソやろう……！」






　──聖剣が、エリノアが持つホウキと己の身を入れ替えようとしている……。






　それをいち早く察したグレンは、視線を走らせて、己とは反対側の木の上から騒動を眺めている青年を睨んだ。

　確かにエリノアはピンチだが、人間たちの目前である。今はまだホウキとエリノアの放つ光は明るい陽光に紛れる程度。だが……さすがにホウキが聖剣へと変われば、この場は大変なことになるだろう。

　グレンは激しく舌打ちし、枝を蹴って。今まさにエリノアの手元へ自らを転送しようとしている聖剣の元へ渾身の力で跳んだ。──聖の気配が彼の魔の身には痛く、毛並みからは燻るような煙が上がったが……それどころではない。──この時彼は、この一瞬、己が魔物であることも、エリノアが敵対すべき女神の勇者であるということも忘れていた。ただ、止めなければと強く思って……。しかし。

　鋭い瞳をしたグレンが、木の上からエリノアを見つめているテオティルに飛びかかった、その瞬間──青年の姿は霞のようにかき消えた。






「！」






　爪が空振りし、聖剣がいたはずの枝に着地したグレンは──息を吞んで振り返る。

　その目が──苦痛に歪むエリノアの顔をとらえた、刹那──グレンは唖然と目を見開いた。









「ちょっと離してくださ──……っ……ん？　ぎゃ！」






　腕ごと持って行かれそうな力に抵抗して。侍従たちの手から、腕を引っ張り抜こうとしていたエリノアは、急に腕が楽になったことに瞳を瞬かせた。が、その瞬間、拮抗していた力がなくなったことで、エリノアは、彼女の腰をつかんでいたケルルごと後ろにひっくり返る。






「ひぃ!?」

「のわっ!?　い、てて……だ、大丈夫か嬢ちゃん……？」

「は、はい……」






　どうやら唐突に、侍従らがエリノアから手を離したらしい……。

　ケルルの膝に頭を乗せる形で転倒の衝撃から守られたエリノアは、慌てて立ち上がりケルルの腕を引っ張り上げた。

　そして後ろを振り返る。と──……。

　白刃の輝きが目に入った。






「え……!?」






　その冷たい色を見て、エリノアが短い悲鳴を上げた。重なるように──静かで低い声が響く。






「……お前たち……何をしている……」






　重い怒りのにじむ声に、侍従たちが戦慄したのが分かった。

　エリノアも、ケルルの隣で思わず息を吞む。






　その声の主は……たった今、エリノアがケルルとクラウスの侍従たちに引っ張られていた場所に立っていた。

　声の主と相対した侍従が小さく喘ぐ。……男の喉元には、鋭い剣の切っ先が迫っていた。

　よく磨かれた刃は陽の光を鈍く弾き、ひたりと侍従の首に狙いをつけている。侍従は、硬直したように動けない。

　同じように、彼に命じたクラウスが窓辺で身をこわばらせていた。が、そんな彼に一瞥をくれることもなく──。

　ひざまずいた侍従に冷徹な眼差しを落としているのは、鷹のような、灰褐色の双眸。

　剣を握るは、黒衣を纏った──……






　ブレアであった。

















17　ブレアの怒り












「お前たちはクラウスの侍従だな……？　答えろ、お前たちは今何をしていた」

「…………」






　その怒気を前に口が利ける者などいなかった。

　怒鳴っているわけでもなく、それは静かな問いかけだったが。ブレアの口調には有無を言わせぬものがある。その声を聞いた侍従二人は、すぐにでも釈明したいと思ったが……王子の冴え冴えとした瞳を見上げると、その意思がくじけてしまうのだ。

　侍従も衛兵も怯えた。彼らもこの王子の冷たい表情は見慣れていたが、今見上げている表情ものが、普段のそれとはまったく別物であることは、はっきりと感じ取れた。

　特に侍従たちは……年中、主人クラウスに付き従い、彼が発する嫌味の数々に、冷静に応じる第二王子の姿を知っている。

　主人の異母兄に対する態度は年々ひどくなるが……それに対しブレアが感情的になったことなど一度もなかった。ましてや剣を抜くなどということは。……それだけに、今の彼が恐ろしかったのである。






　刃を突きつけられた侍従は、蒼白の顔で己の主人に助けを求める。決してあてにはできないことは分かっていたが、それでもそうせずにはいられなかった。

　そんな……怯えた視線の行先を見て、ブレアが目を細める。






「……なるほど。──クラウス」

「！」






　兄に名を呼ばれたクラウスが、グッと顔をこわばらせる。






「手出しは無用と言っておいたはずだが……忠告は聞けぬか」






　ブレアは剣を下ろし、弟を見た。鋭さは消えなかったが、瞳にはやるせなさが滲んだ。

　いつまで経っても改まらない弟の横暴さが虚しいという顔だが……それはクラウスの癪に障ったらしい。母親の違う兄を快く思っていない第三王子は、兄の悲しげな顔にカッとなって虚勢を張る。






「忠告？　は！　なんのことですか兄上。私はただそこで騎士に狼藉ろうぜきを働いた者を捕らえようとしただけです」






　尊大な口調で言ったクラウスは、エリノアを指差して。嘲笑うような視線を向ける。






「狼藉……？」






　クラウスの噛みつくような言葉にブレアの眉が持ち上がる。

　ブレアの登場に、しばし唖然としていたエリノアは、ハッと我に返った。

　確かに狼藉と言われればそうだった。エリノアは使用人階級、ケルルたちは騎士位を持っている。

　ただ……ケルルたちはいつも異常にフレンドリーで。

　エリノアの無礼を当たり前のように流してくれるし、毎日当たり前のように迷惑をかけてくる。仕事の邪魔はするわ、余計な業務を押し付けた挙句、それを台無しにするわ……怒ったエリノアがホウキで彼らを追い払うくらい日常茶飯事。するとエリノアの反応が楽しい騎士らは図に乗って更にちょっかいを掛けに来る……というエンドレスループな関係。……要するに、ただのじゃれあいに等しいのだ。

　現に、クラウスに『騎士に狼藉』と言われた当人たちも全然ピンときていない。首を捻ったケルルたちは、怪訝な顔でコソコソ言葉を交わしている。（「……狼藉？」「騎士って……誰のことだ？」「は？　俺たち？」）






　けれどもと、エリノア。

　この状況で、クラウスがそれを理解してくれそうかと言うと……否である。






（…………クラウス様の前っていうのはやっぱり……不味かった、かぁ……）






　ちょっと分かってはいた。だが騎士たちを放ったままにはしておけなかった。一か八か。気合でなんとかしたいと思ったのだ。






　──その……なんでも気合でどうにかしようとするところ直したほうがいいよ……。






　以前、ブラッドリーに言われた言葉が耳に蘇る。






（……他の人を、巻きこむわけには、いかないわ……）






　いや、そもそもエリノアは巻きこまれた側のような気もするが……仕方ないと彼女は思った。






（お給料カットかな……降格で上級試験受け直し……？　追放……なんてことにはならないといいけど……）






　エリノアはぎゅっとホウキを握りしめ、顔を上げ、一歩前に進み出た。






「申し訳ありません、わたくしが──」






　と、言いかけて、ハッとする。いつの間にか、少し離れていたはずのブレアの背が、目前にあった。






（──あれ？）






　不思議に思ってから、気がついた。その背は、エリノアにあれほど刺すように注がれていたクラウスの視線を遮ってくれている。






（ぅ……）






　それがさりげないブレアの気遣いだと察して。エリノアはこんな時にも関わらず心がほんのり幸せな気持ちになった。些細なことだが嬉しかった。思わず感動していると、誰かが鼻を鳴らす。もちろん言わずと知れたクラウスである。

　目敏いクラウスも兄の行動に気がついて。軽蔑したような顔で言う。






「何をお怒りか分かりませんね。使用人ごときが王宮を騒がせるなどもってのほか。罰を与えられても当然のことではありませんか」

「あ」






〝使用人〟と強調するように吐き捨てるクラウスの冷たい声にエリノアはハッとして。慌てて前へ出ようとするが、ブレアがそれを許さなかった。






（ブレア様──？）






　エリノアは困惑したようにブレアの顔を見上げるが、ブレアは饒舌な弟を真っ直ぐに見ている。






「そのような者がいては王室の威信が問われます。すぐに排除すべきです。代わりなどいくらでも──……」






　笑いながら言いかけたクラウスは……窓枠を隔てた先にある異母兄の顔を見て──思わず言葉を吞みこんだ。

　そこに浮かぶのは、怒りというよりも不動の意志だ。ブレアは眼光鋭く、ずしりと身体の芯に響くような声で弟に言い渡す。






「──ならん」

「っ……」






　はっきりと発言を切り捨てられ、兄の気迫にクラウスが怯む。






「何故、理由も問わず処罰に直結させる。騒動があったなら状況を聞き取るのが先だ」

「く……だらない！　どうして私がそんな者のために時間を割かねばならないのですか！　私は王族ですよ！」






　顔をしかめ、虚勢めいたセリフを吐く弟に、ブレアは、ほうそうか、と頷く。






「小事に割く時間はないと言うか……ならば本件は私が引き継ぐ」

「!?」

「私がお前に代わり、状況を判断し適切に処理しておく。証言することがあるならば、この者たちを私が預かろう」

「！」






　そう示されたのは、エリノアを捕らえようとしていた侍従二人である。侍従たちは青ざめ、クラウスは慌てた。

　エリノアを捕らえてやろうと思ったのに、これでは逆に己の手下を連れていかれてしまう。

　ブレアは毅然と言った。






「心配するな、何があったのかを問うだけだ。私の侍女を手荒に扱っていた理由ももちろん説明してもらう。正当な理由があるならば恐れる必要はなかろう。……正当な理由があれば、だが」






　この時、ブレアがクラウスに向けた視線の鋭さは、先ほど彼が侍従に向けた剣の切っ先よりも鋭いように思えた。一切の口答えを許さないと言うように、視線は微塵も揺るがない。

　それを目の当たりにしたクラウスは怖気づき──そんな己を酷く恥じた。が、そのまま反省するような素直さを彼は持ち合わせてはいない。

　屈折した性根の王子は、兄に気迫負けしている自分が、ハラワタが煮えくり返るほどに悔しくてたまらなかった。なんとかしてブレアの鼻を明かしてやりたくて、その忌々しさはそのまま兄の背後にいるエリノアに向かった。






（あの女っ……滅茶苦茶にしてやりたい……！）






　弟の激しい憎悪の表情を見て、ブレアも一気に殺気立つ。

　チリッと火花が散るような緊張感が辺りに漂って。エリノアを含め、誰もが息を吞んで二人の王子を見つめたが──。






　と、その時。






「ちょっと！」






　高い声が上がった。






「「！」」

「ぎゃっ!?」






　非難するようなその声に、皆一斉に振り返る。──同時に、王子たちを止めなければとアワアワしていたエリノアは、思わぬ方向から飛んできた声に驚いたのか、思い切りつんのめってブレアの背中に倒れこんだ。






「エリノア！」






　途端、ブレアの殺気が見事に消える。






「だ、大丈夫か!?」






　背中にすがられたブレアは、慌ててエリノアを抱き起こし、その顔を心配そうに覗きこむ。──と、再び「ちょっとブレア！」と、不満そうな声が青年に突き刺さる。

　ブレアはエリノアを支えたまま苦虫を噛み潰したような顔をして。エリノアはぽかんと声のするほうを見た。






「あ、のお方は……」






　──王宮の出入り口で、金の髪の貴婦人がプンスカ怒って立っていた。






「ちょっとブレア！　どうしてわたくしを置いて行くのです!?　エリノア嬢に会いたいのはわたくしなのよ！　お前が先に行ってどうするの!?」






　なんなのかしらあの子ったら、わたくしを止めたかったんじゃないの？　と、美しい口元をひん曲げて、それでもどこか品よく憤慨している彼女は──なんとこの王国の国母。王妃であった……。

　騒動の渦中にいきなり現れた佳人に、一気に場が混乱する。






「お、王妃様……!?」






　衛兵や侍従たちが慌てて足を折って首を垂れる。

　クラウスまでもがゲッと顔を歪めて焦り、怒りのあまり、共に来た母のことを失念していたブレアは呻く。

　その腕の中で、エリノアの顔面にはぶわっと玉のような汗が噴き出してくる。……なんだか今……王妃の口から己の名が出たような気がしたが……気のせいか。






「あら……なぁに？　なんの騒ぎなの……？」






　と、そこでやっと王妃は場の重苦しい雰囲気に気がついた。

　夫の側室の息子に気がつき、キョトンと「あらクラウス」と言い。ついでにそこに、ぽかんとした顔のケルルたちを見つけた王妃は怪訝そうな顔をした。

　対峙するように向かい合っていた彼らを見比べながら、形のいい眉を持ち上げる。そして怪しむような声。






「あら……？　トマス・ケルルじゃないの。……あなたまた何かしでかしたの？」






　疑り深い顔でケルルを見る王妃。エヘっと指をいじるケルル。

　……不思議とことを言い当てている彼女だが、どうやらブレアが守るように腕の中に収めたエリノアにはまだ気がついていない。

　エリノアに乱暴を働いていた男たちを目撃し、内心怒り狂っていたブレアは……今度は緊張感に欠ける母の登場に調子を狂わされた。苦悶するような、呆れたような、いわく言いがたい険しい顔で言う。






「……母上……すみませんが、今取りこみ中で……」

「？　何故？　……クラウス？」






　息子の疲れた様子に王妃が不思議そうだ。問われたクラウスが戸惑っている。






「まさか……また何か揉めているのですか？」






　探るような王妃の顔に、クラウスがぎこちなく笑い、首を振る。






「いえ……その……そのようなわけでは……」






　クラウスはそう曖昧に返しながら、王妃に気づかれないように歯噛みする。

　ブレアに加えて王妃まで出てこられると、さすがに分が悪かった。






「クラウス？」

「っ！　なんでもございません！　失礼いたします！」






　どこか悔しげに言い捨てて。逃げるように去って行くクラウスを、ブレアは目を細めて見送った。

　預けろと言った侍従たちも、どさくさ紛れにクラウスについて逃げて行く。が、あえて追うようなことはしない。

　腹はとても立っていたが、それよりも今は大切なことがあった。

　思わずホッとして。腕の中のエリノアの後頭部に手のひらを当てて安堵のため息をつく。

　連れていかれそうなエリノアを見た時は、心臓が止まるかと思った。クラウスがどのような企みであのようなことをしたのかは知らないが、彼女を連れていかれるわけにはいかなかった。






（良かった……）






　と、そっと黒髪を撫で、軽く引き寄せて。その感触を頬で感じた、時……。






　──ブレアはハッとした。

　腕の中で──エリノアが真っ赤な顔でうつむいて、ブルブルブルブル震えている。

　顔面の汗が──ひどい。






「っ！」






　それを見て、今更に密着しすぎの己に気がついたブレアが──壮絶にギョッと目を剥いた。

















18　王妃、究極の二択












　エリノアを抱きしめていたブレアが、慌てて手を離して後ろへ下がる。






「す、すまん……！」

「……」






　解放されたエリノアは、何故か微動だにしない。

　ただ、無言で一歩後ろに下がり──……。






　──土下座した。






「──申し訳ありませんっ」






　それに驚いたのはブレアだった。






「や、やめなさい、何故!?」






　驚いた男は娘を地面から引っ張り上げる。エリノアは沈痛な面持ちを真っ赤に染めて、頭をげっそり斜めに傾けていた。






「エリノア!?　どうしたのだ!?」

「お助けいただいたのに……そのブレア様の背中に頭突きかますだなんて……」

「ず、頭突き？」






　なんのことだとブレア。

　どうやらエリノアは──先ほど王妃の登場に驚いた時、彼女が彼に向かってよろめいていったことを言っているらしい。

　ブレアはなんだそんなことかと思ったが、侍女のエリノアにとっては、それは気が遠くなりそうな程の失態だった。青い顔で目をしょぼくれさせて。震える両手を組んでブツブツ懺悔するエリノアに、ブレアが慌てる。






「!?　いや……不可抗力であろう。倒れこんで来ただけではないか……」






　ブレアはなだめるが、エリノアはげっそりしたままだ。






「いえ……これはわたくしめの胆力たんりょくの問題です……転びそうだからって王子殿下を杖代わりにしていいわけがありません。立派な侍女はそこで殿下を華麗に避けなければ……そもそも侍女は有事に王族の方々を守らなければならないっていうのに……己がいの一番に驚いて殿下に攻撃（頭突き）してどうするのでしょう……」






　汗だくの娘は片手で己の心臓をギュッと押さえた。その下で、心臓はひどくドキドキしている。

　不謹慎な心臓めと、エリノアは恨めしく思ったが、しかし同時に先ほど後頭部に感じた感触を思い出すと……その動悸はおさまるどころか速くなる。

　何か……と、エリノア。先ほど王子に支えられたあと……頭に優しく触れたものがあったが、あれはまさか……王子の手だったのか。それになんだか激しく間近に──額に触れるくらいのごく近い場所に、ブレアの喉元が見えた気がしたが……。






（あれは──夢？）






　あの瞬間は、ただただびっくりして。でも、ふわりと爽やかな香りがエリノアを包みこんだような気がして──とてもとても心地よかった……。

　……が、今になってその図を客観的に想像すると、身体中の血液が煮えたぎりそうに恥ずかしい。






（ぅ、ダメだ……これ以上の回想は腰が抜けるやつだわ……）






　想像力豊かなエリノアは、自己防衛のために自主規制をかけた。






（……ま、前から思っていたけど……ブレア様はちょいちょい距離感が……なんていうか近すぎない……？）






　以前も何故か横抱きにされて、王子の住まいの中を意味不明に周回したことがあった。と、エリノアはもしかしてと悩ましげな顔をした。






（……もしやブレア様は……他の女性にもこう、なのかしら……）






　その考えはエリノアを大いにモヤッとさせた。

　いや、この朴念仁にかぎってそんなことはまるっきりない。全然ない。

　──が、エリノアはそうだったら嫌だなぁと考えて。そしてハッとする。






（……ダメダメ！　よこ……よこしま！　なんて邪悪な……ブレア様にタックルかましておいて何が……！　馬鹿なの私！）






　邪念を振り払うかのように、頭を勢いよく振ったエリノア（その百面相をブレアはしみじみと見つめている※可愛い）は、改まってブレアに頭を下げる。






「ブ、ブレア様……（※頭の振りすぎでクラクラしている。）本当に申し訳ありませんでした……それと──ありがとうございました。騒ぎを治めてくださって……本当に助かりました」






　そう言われて、エリノアの土下座やらなんやらで、一瞬クラウスのことを忘れかけていたブレアは、そうであったと娘を不安げに見る。






「……大丈夫か？」






　ブレアはエリノアの腕に目をやった。






「……侍従たちに随分強く引かれていただろう？　念のため医務室に……」

「そんな、大丈夫です、そこまででは……」






　心配そうなブレアの顔に、エリノアは慌てて手を振ったが、ブレアは渋い顔のまま引かなかった。

　侍従二人とエリノアを取り合っていたケルルは、重量級の見た目通り、かなりの力自慢だ。そのケルルと男二人とで、腕と腰を引っ張られて痛くなかったはずがない。ましてや華奢なエリノアだ。ブレアは叱るような顔で娘に言った。






「……見せなさい」

「え……」






　その言葉にエリノアの目が動揺する。






「え？　あ、あの……痛いところを、で……ございますか……？」






　エリノアは咄嗟に身体を手で押さえた。右手で左の二の腕を握り、左手で腹を。大したことはないと言いつつ、やはり身は痛かったわけだが……。

　腕と腰を引っ張られていたのだから、当然痛いのはその辺り。だがそこを見せろと言われても……。






（え？　私、見せるの？　ブレア様に？　二の腕と……お腹を？）






　ブレア相手にさすがにそれはちょっと……いやかなり恥ずかしいなと思ったエリノアは。どうしようと目を泳がせる。

　そんなエリノアに、他意がなかったブレアは不思議そうな顔をした。






「どうした？　早く──」






　と、言いかけて。その、キョドキョドとした目にブレアがハッとする。エリノアの手はもじもじと彼女の腕と腹を押さえている。その意味に、彼も、やっと気がついた。赤面した強面男の顔面は、恐ろしいことになっている。
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「ええと……」

「い、や……何も邪まな意味では……だ、断じて……」






　真っ赤な顔で、よろめきながら後ろへ下がっていくブレアと、そんな王子に慌てる、やはりこちらも真っ赤な顔のエリノア。






「へ!?　い、いえいえまさか、そのようなことでブレア様を疑っているわけでは……あ──あれ!?」






　そういえば……とエリノア。あることを思い出して泡を食う。






「さ、先ほどこちらに王妃様がいらしてませんでしたっけ!?　あれ!?　王妃様!?　──が、いらっしゃらない!?」






　あれ!?　と、慌てて周囲を見回す娘。──に、探されている貴婦人はといえば……。









「………………」






　挙動不審にも、赤面し合いオロオロしている二人を──離れた木の陰からジッと眺めていた。

　同じ木の後ろにはケルルたち三騎士の姿もある。






「……王妃様……探されてますよ……」

「シッ！　お黙りなさいトマス・ケルル！　見つかっちゃうでしょう！」






　プンスカ怒った王妃に叱咤されると、ケルルはピョコッと肩をすくめて己の口を両手で押さえた。






「あのー……王妃様？　なんで隠れるんっすか？」






　こんなにコソコソした王妃を初めて見たなと思いながら、別の騎士が問う。その問いに、王妃はブレアとエリノアから視線を少しも逸らさずに、真面目くさった口調で「だって」と返す。






「恥じらっているブレアがおもし……いえ珍しくて可愛いわ……あの賊に斬りつけられても平然としている仏頂面がねぇ……ずっと見ていられる……なんなのこれ」

「確かに」

「分かります」






　頷く騎士たちと、王妃の通じ合っている感がすごい。






「そうよね？　見ちゃうわよね。なんなのあれは、ずるい。やっぱり報告ばかり聞いていないで早く見に来るべきだったわ。あの二人は……いつもあんな感じなの？」






　振り返る王妃に騎士たちはもう一度頷いた。






「はぁ、だいたいそうですねぇ」

「まあ……なんてことでしょう……！」






　その時、王妃の心の中では二つの感情がぶつかり合った。息子の微笑ましい顔をもっと見ていたいという感情と、じれったいという感情が。

　……息子の隣に寄り添うウェディングドレス姿の乙女を早く見たい。いや、もっと言うならば早く孫の顔が見たい。──だが、あの幻の生き物並みに希少な息子の恥じらった顔も、ものすごく惜しい。ハッと優雅に息を吞む王妃。






「え……究極の二択だわ……!?」






　どうしたらいいの!?　と、真剣な顔で慄いている貴婦人に──ケルルたちは、さすがうちの王妃様は平和的思考。のどかだなぁと思った。王妃は物凄く考えている。






「………………」

「……王妃様……？　どうなさいますか……？」






　ケルルが黙りこんだ王妃を恐る恐る覗きこむ。と、王妃が静かに言った。






「………………もうしばらく……放って、おきましょうか……」






　王妃はとりあえず、穏便な道を選択した。






「だってわたくし、王妃だもの。本気になればブレアを結婚させるのはいつでもできると思うのよ。でも……あれは……あの甘酸っぱい感じは、わたくしに演出できることではないものね……」






　赤面し合う二人を遠目に見ながら。王妃はもう少しだけ二人を大人しく見守ろう（覗き見しよう）と心に決めた。






「浮いた噂の一つもなかったあの子ですものね……今のうちにたくさんもどかしくも素敵な思い出を作らせてあげないといけないわよね……ええそうよね……」






　一人母親の顔でそっと涙を拭いながら、納得する王妃。その背後でケルルたちは大喜びである……。
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